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夢 の ジ ャ ー マ ン ・ ロ ッ ク 


ジャ ー マ ン ・ ロ ッ ク は 中 る 。 こ の まっ た くも っ て と ら え どこ ろ の な い カ テ ゴ ラ イズ は 、 ポ ピュ ラー・ 
ミュ ー ジ ッ ク の 全て を 呑み 込ん で し まう 。 既 に カテ ゴリ ー で は な いか も し れ な い 。 

70 年 代 に ジャ ー マ ン ・ ロ ッ ク は 、 プ ログ レッ シ ヴ ・ ロ ッ ク の 最も 突出 し た 部 分 と し て と ら え られ て 
いた 。 こ れ が '80 年 代 に な る と ニュ ー ウ ェ イ ヴ に 影響 を 与え た シー ン と し て 見 直さ れ 、 そ し て "90 年 
代 の 今 、 ジ ャ ー マ ン ・ ロ ッ ク は 一 方 で サイ ケ デ リッ ク ・ リ ヴァ イヴ ァ ル の 最 奥 で あり 、 一 方 で は ハウ ス ・ 
ミュ ー ジ ッ ク の 源流 と も され て いる 。 ジ ャ ー マ ン ・ ロ ッ ク は 、 世 代 交 代 が 急速 に 進み 音楽 の 価値 観 
が 播 ら ぎ 始 め る と 、 必 ず と 言っ て いい 程 呼び さま され る 。 ジ ャ ー マ ン ・ ロ ッ ク は 、 変 化し て いく 音楽 
ボッ プ ・ ミ ュー ジッ ク の 原型 その 染色 体 の よう な と ころ が ある 。 

ジャ ー マ ン ・ ロ ッ ク が これ 程 ま で に 読み 替え られ 過去 の 産物 で ある に も か か わら ず エ ッ セ ンス 
が 抽出 され て いく と いう の に 、 一 向 に 表沙汰 に な ら な い の も 、 ま ず 第 一 に 線引き や マッ ピン グ が 
最も 無 意 味 で ある か ら に 他 な ら な い 。 こ れ 程 、 形 と し て 出し 難い シー ン は な い 。 ロ ッ ク 、 ジ ャ ズ 、 ブ 
ルー ス 、 ト ラッ ド 、 ク ラシック / 現 代 音 楽 等 既成 ジャ ン ル の 全て に 移行 し て いっ て その 境 が 曖昧 極 
まり な く 、 ま た 混 り 合い 、 そ し て あり が ちな 尺度 で は 計れ な い 晴 型 を 産み 出し た の だ か ら 、 も っ と 
も な こと だ 。 

70 年 代 に あっ て は ボッ プ ・ ミ ュー ジッ ク が アメ リカ ニ イ ギ リス 主導 の うち に 語ら れ た 事 も 、 ジ ャ ー 
マン ・ ロ ッ ク の 正体 を 一 層 不 透明 な も る の に し た か も し れ な い 。 ヨ ー ロ ッ パ 、 ド イツ は 見 過 さ れ て いる 
に 等 し い 。 ヒ ッ ピ ビー・ カ ルチャ ー、 サ プ ・ カ ルチャ ー と し て 英 米 か ら 入 り 込ん だ フラ ンク ・ ザ ッ パ や ヴェ 
ル ヴ ェ ッ ト ・ ア ンダ ー グ ラウ ンド 、 ビ ンク ・ フ ロイ ド 、 ジ ミ ・ ヘ ンド リク ス 等 の 音楽 は 、 伏 せら れ た 中 で 、 
既存 の カテ ゴリ ー を 呼び 寄せ な が ら ど ん どん と 変形 / 変 質 し し いっ た 。 そ こ に は ドイ ツ に 根 づく 表 
現 主義 指向 の 強 さ を うか が わせ る も の が ある 。 言 っ て みれ ば ジャ ー マ ン ・ ロ ッ ク は 、 ポ ボッ プ ・ ミ ュー 
ジッ ク の 秘 部 の よう な も る の だ 。 あ まり に も 雑然 と し て いて ロッ ク が 砕 か れ 、 あ る 時 は 消し 込ま れ て 
お り 、 立 ち 入 る 事 を 拒む と ころ が ある 。 磁 場 と 言っ て いい か も し れ な い 。 未 だ 認知 され な い 部 分 
を 持っ て いる 。 

そし て ジャ ー マ ン ・ ロ ッ ク の 不透明 さ は 、 こ の よう に 音楽 スタ イル を 尺度 に し て いな い 所 に こそ 、 
それ らし さ が 横 た わっ て いる こと に ある 。 音 楽 と いう 形 より も 、 音 と いう 単位 に 主眼 が 置か れ て いる 
こと が 多く 、 一 方 向 に 固定 され ず 、 逆 を 言え ば アイ ディ ア の 宝庫 と な っ て いる た めで も ある 。 聴 き 
方 に よっ て は 幾つ に も と ら え られ る 。 定 まっ て いな い 事 が ジャ ー マ ン ・ ロ ッ ク の 特質 と 言っ て いい 。 
それ だ け に リス ナー の 感性 は 試さ れ 、 能 動 的 で あれ ば ある 程 、 そ の 感性 は 開か れ て いく 。 ジ ャ ー 
マン ・ ロ ッ ク は 何ら か の 役割 を 果たす と ころ に こそ 特質 が あり 、 そ れ 自 体 が 鑑賞 向き で は な いこ 
と が 多い 。 ま る で 行間 を 読む に 等 し い POPOL VUH が ある か と 思え ば 、 意 味 を 一 切 そ ぎ 落 と 
し た 音 そ の も の の 連続 で し か な い CLUSTER 周辺 まで ある 。 全 て に お いて 、 ジ ャ ー マ ン ・ ロ ッ ク 
と は 、 一 律 で な い 事 だ けが 言え る 。 こ れ は 本 当 に 希 な シー ン だ 。 恐 らく 最も 規格 ずれ し た ポッ プ ・ 
ミュ ー ジ ッ ク ・ シ ー ン に 違い な い 。 ボ ポッ プ ・ ミ ュー ジッ ク と は 、 本 来 こ れ 程 まで に 豊か な も る の で ある 事 、 
それ と 同時 に リス ク の ある も の で ある 事 、 時 代 を 超え る と いう 事 、 新 鮮 な 事 、 そ し て 謎 めい て いて 、 
それ は 夢 で も ある 事 。 ジ ャ ー マ ン ・ ロ ッ ク は 何 度 も 読み 替え られ 封印 され る こと が な い 。 

最後 に この よう な 性 格 上 、 イ タリ アン ・ ロ ッ ク 集 成 と は 少し 形態 を 変え て アー ティ スト 別に 、 そ し 
て 便宜 上 の カテ ゴ ラ イ ズ を 独自 に 設定 し て の 編集 に させ て いた だ いた 事 を お 断り し て お きま す 
御 協力 頂き まし た 多く の 方 々 に 感謝 し ます 

1994 年 6 月 2 日 松本 昌幸 
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イタ リア や イギリス の シン グル 程 に は 探求 され て い 
な い 様 だ が ドイ ツ に も 当然 重要 な シン グル が 多数 あ 
る 。 そ の 和 儲 頭 が 本 誌 53 号 で も 紹介 し た タン ジェ リン ・ ド 
リー ム 。 コ メン ト は 重複 する の で 控え る が 、1 st と 2nd の 
間 に 録 られ た と お ぼ し き 両 面 未収 の 傑作 シン グル で 
ある 。 ジ ャ ケ 違 い の イ タリ ア 盤 も ある 。 

次 いで オー ル ・ レ ー ベ ル の も う 一 つの 大 物 未 収 シ ン 
グル 、 ア モン ・ デ ュー ル 。 片 面 は 3rd の 曲 の 別 テ イク で 
より サイ ケ 、 も う 片面 も 未収 、 ジ ャ ケ も 素晴らし い 。 そ の 
他 オ ー ル ・ レ ー ベ ル に は バー ス ・ コ ント ロー ル が 3 枚 、 
フロ ー・ デ ・ コ ロン が 3 枚 、W&W が 2 枚 等 、10 枚 以上 の 
シン グル ・ リ リー ス が 確認 出来 る が 、TD、AD に 次 いで 
注目 を 惹き そう な の が 、 ゴ ル ガ サ と いう バン ド の 作品 。 
この バン ド は LP を 出し て お ら ず この シン グル の み で 消 
えた 様 だ 。 演 っ て いる 曲 は あの Dies Irae、 フ ォ ル ムラ ・ 
トレ 、 ヴ ィ ジ ター ズ 、 グ レイ シャ ス で 知ら れる 「 怒り の 日 」 
で 、 ブ ラス を 使用 し 結構 財 力 が ある 。 何 故 か イタ リア 
盤 も 出 て いて 、 や は り ジ ャ ケ 違 い 。 オ ー ル と 言え ば ピル 
ツ 、 コ スミ ッ シ ェ だ が 、 コ スミ ッ シ ェ に は 知る 限り シン グ 
ル は 無い 。 ピ ルツ は レコ 番 が ポリ ドー ル の 番号 な の で 
続い て お ら ず 調べ る の が 大 変 だ が 、 ヴ ィ ー ル ス 、 デ ィ ー 
ズ ・ イ レ 、W&W 等 の シン グル が 確認 され て いる 。 ジ ェ 
リー・ バ ー カ ー ス の 未収 作 も ある 。 ま た 、 シ ング ル の み 
の アー ティ スト で エル ガ と いう 女性 ヴォ ー カ リス ト の 作 
品 も ある が カン トリ ー 調 の フォ ー ク ・ ロ ッ ク で いた だ け な 
い 。 ヘ ル ダ ー リ ン 路 線 を 期待 し た の だ けれ ども 。 

ハー ド 系 の 雄 、 オ レン ジ ・ ピ ビー ル に も 未収 シン グル が 
あり 、 ま ず 文 旬 の 無い 出来 。 同 じ ジ ャ ケ の イタ リア 盤 、 
オレ ンジ 輸 切 り ジ ャ ケ の スペ イン 盤 に 加え て 、 イ ギリ ス 
盤 は ジャ ケ 無 し で な ん と リフ レク ショ ン か ら の リリ ー ス 。 
実は 某 オ ム ニ バ ス に も 収録 。 ジ ェ ロ ニモ も 複数 出し て 
いる が 不 勉強 の た めど れ が 未収 か 不明 。 フ ァ ン に は 
気 に な る 所 だ ろう が 、 ナ イト ・ サ ン 、 へ アリー・ チ ャ プ タ 
ー、 プ ロフ ェ ッ サー・ ウ ルフ 等 に は シン グル は 無い 様 
だ 。 ド ロッ セル バル ト は 2 枚 あ り 、 一 枚 は カッ ト 、 も う 一 枚 
は 未確認 。 ヤ ヌス 、 エ ピタ フ に も 一 枚 ずつ 未収 シン グ 
ル を 確認 。 

シン フォ 系 で は ウィ ンド が CBS 時 代 に 2 枚 残 し て お 
り 、 一 枚 は 片面 未収 で ジャ ケ 違 い プ ロモ も あり 。 パ ル シ 


ファ ル が 残し た 唯一 の シン グル も 良い 出来 で 、2 枚 組 
再発 に 収録 (の ハズ )。 ミ ッ ド ナイ ト ・ サ ー カ ス は B 面 が 
未収 で メロ トロ ン & フ ルー ト 入 り 、 ち ょ っ と ジャ ケ 違い の 
仏 盤 あり 。 本 当 は 秘密 に し て お きた か っ た ギャ ラク シ 
ス 、 典 型 的 自主 シン フォ ニッ ク 、 オ ル ガ ン ・ シ ン セ ・ メ ロ 
トロ ン 入 り 。 ク レジ ッ ト は ある の に 何故 か 王 っ て くれ な い 
女性 ヴォ ー カ ル が 恨 め し い 。 ス イス の サー カス は B 面 
が 、 ラ イヴ ・ テ ー プ か ら 取 っ た 、 と クレ ジッ ト さ れ て いる 
の で 多分 未収 。 

最後 に アヴァ ン ギ ャ ルド 系 。 ノ イ に は 少く と も 2 枚 の 
シン グル が あり 、 片 方 は 、 回 転 数 違い の 曲 で 構成 され 
て いた アル バム の 、 欠 け て いる 45 回 転 ヴ ァ ー ジ ョ ン 。 
これ な ど は シン グル が 揃っ て 初め て 完結 し た 作品 と な 
る 特異 な 例 。 見 れ ば わか る プレ イン チケ ッ ト の シン グ 
ル 、 正 し く は コッ トン ウッ ド ヒ ル 名 義 だ が 、B 面 未収 。 こ の 
シン グル 、 ど う も イタ リア ・ オ ン リ ー ら し く 、3rd アル バム 
を イタ リア ン ・ ロ ッ ク 集 成 に 載せ た の は 間違っ て いな か 
っ た 、 と 一 人 で 納得 し て いる 。 ジ ョ エル ・ フ ァ ン ドル ー ゲ 
ンプ ブロック の イタ リア の み の ソ ロ LP も ある 。 カ ン や アモ 
ン ・ デ ュー ル II で は 、 カ ン に 外国 盤 ジ ャ ケ 違 い が 多 数 
ある が 、ADII は 「 天 使 の 雷鳥 」 仏 盤 し か 思い 出せ な 
い 。 ク ラフ ト ヴ ェ ル ク は 別冊 が 出来 そう な 程 沢山 ジャ 
ケ 及 び ヴ ァ ー ジ ョ ン 違 い が あ っ て 、 専 門外 の 私 に は ム 
リ 。 中 野 氏 に お 任せ し た い 。 シ ュ ル ツェ は 基本 的 に は シ 
ング ル は 無い が 、 ヴ ァ ー ン フリ ー ド 名 義 の プロ モ が 一 
枚 あ る 。 ポ ポル ・ ヴ ー に は 結局 無い と 思い た い が 、 後 
期 に プロ モ が 切ら れ て いる 可能 性 は ある 。 デ ィ ヨ ン ・ ユ 
ン の シン グル も 未だ 現物 未確認 。 フ ァ ウ スト の シン グ 
ル は ジャ ケ 無 し イギリス 盤 以外 に ジャ ケ 付 仏 盤 が 発 
見 され た 。 レ コメ ン か ら は 、 あ の 赤い の (1st プ レス は シ 
ルク スク リー ン ・ ジ ャ ケ ) と 版画 の も の 以外 に オム ニ バ 
ス ・ シ ング ル に 一 曲 収 録 し か し 私 は どの 曲 が フ ァ ウ ス 
ト な の か 未だ に わか ら な い 。 レ コメ ン か ら は 2 枚 組 シン 
グル の 装丁 の も の も ある 模様 。 ま た 最近 CD 化 に 伴っ 
て 、 ト ニー・ コ ン ラ ッ ド / フ ァ ウ スト の アウ ト ・ テ イク ス が シ 
ング ル で 出回っ た 。 つ いで だ が トニ ー・ コ ン ラ ッ ド / ファ 
ウス ト の LP、 ド イツ ・ ポ リド ー ル 融 も 存在 する らし い 。 ジ 
ャ ケ 無 し テス ト ・ プ レス 、10 枚 の み と の 噂 …… 


イタ リア だ け じ ゃ な い 礎 下 忠 / ア ン ニ ・ ヴ ェ ル ディ 。。 
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ASH RA TEMPEL 
New Age Of Earth 


design:Peter Butschkow 
1976 


Various artists 
The Cosmic jokers 
cover:Peter Geitner 


Various artists 
Galactic Supermarket 
coveriPeter Geitner 
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Various artists 
Gilles Zeitschiff 


photo:Marcel Fugere 
design:Peter Geitner 
1974 


Various artists 2 VPIP 人 TP Rm 
Planetten Sit-In ん Po] 


の 
design:Peter Geitner 1 
1974 
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HOLDERLIN 
Holderlins Traum 


cover:Helmut Friz 
1972 


| POPOL VUH 


Aguirre 
1976 


POPOL VUH 
Das Hohelied Salomos 


AD & Design:Ulli Eichberger 
1975 


POPOL VUH 
Perlenklange 
1976 


NOVALIS 
Sommerabend 
1976 


OPUS 
Daydreams 


painting:Kurt Mikula 
design:A. Moller 
1980 


ARIK BRAUER 
Arik Brauer 


Painting:Arik Brauer 
1971 


ARIK BRAUER 
7 Auf Einen Streich 


painting:Arik Brauer 
1978 


ARIK BRAUER 
Geburn Fur Die Gruabn 


Painting:Arik Brauer 
1988 


ERNST FUCHS/ 
KLAUS SCHULZE/ 
RAINER BLOSS 
Aphrica 
painting:Ernst Fuchs 


design:Klaus D.Muller/Claus Cordes 
1984 
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EMBRYO 
We Keep On 


design:Holger Matthies 
1973 


TANGERINE DREAM 


Stratosfear 
design:Cooke-Key Associates 
1976 

by / に 

anqerine dream ジ H TANGERINE DREAM 
Ricochet 


photo:Monique Froese 
layout:Graphiti 


ASH RA 

Belle Alliance 

design & photo:Detlef Maugsch 
1980 





HANS 」OACHIM _ROEDELIUS 
Durch Die Wuste 


photo:Christine Roedelius 
1978 


MOEBIUS & PLANK 
Material 
design:Kilian-Moebius 

1981 











ABACUS 
Abacus 


photo:Gestaltungs-technik Fotografie 
design:jurgen Kohlert 


GOMORRHA 
Trauma 
design & photo:Graphicteam Koln 


十 U. Watschounek 
1972 


CHERUBIN 

Our Sunrise 

AD:Ulli Eichberger 

head painting:Eckhard Kruse 
1974 


PAUL & LIMPE FUCHS 
Sturmischer Himmel 


ANNEXUS QUAM 
Beziehungen 











illustration:Peter Geitner | 


design:Wellemsen 十 Geitner/ 
Studio fiirWerbung 十 Gestaltung 


MCCHURCH SOUNDROOM 
Delusion 
design:H. Matthies 
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HOELDERLIN 
Hoelderlin 
painting:Christian Grumbkow 
1975 


ULISSES 
Neronia 


Artwork:Friedhelm Kotter 

Logo-Design:Carsten Bergemann & 
Josef Rainfurth 

1993 


ANYONE'S DAUGHTER 
Anyone's Daughter 


painting:Eva Rudolf 
1980 


EDEN 
Perelandra 


cover:Albrecht Fietz 
1981 


EDEN 
Erwartung 


cover:Albrecht Fietz 
1978 


WALLENSTEIN 
Stories, Songs & Symphonies 


design:Harald Grosskopf 
typographie:Peter Geitner 


POPOL VUH 
Hosianna Mantra 


designilIngo Trauer, Richard 」. Rudow 
1973 


BETWEEN 
Contemplation 


painting:Guntram Holdgrun 
design:Ludwig W. lanz 
197Z 


EMTIDI 
Saat 


cover:Helmut Friz 
1972 


AMON DUUL 
Disaster 


TANGERINE DREAM 
Zeit 

design & painting:Edgar Froese 
1972 


EMBRYO 

Opal 

design:Reinhard Hippen 
1970 
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序 @ 夢 の ジャ ー マ ン ・ ロ ッ ク 


ジャ ー マ ン ・ ロ ッ ク シン グル 集 
ジャ ケッ ト ・ ア ー ト 集 


精神 変容 の 旅 


オー ル / ピ ルツ / コ ズミ ッ シ ェ OHR/PILZ/KOSMISCHE 


主要 アー ティ スト mwAIN ARTISTS 

39 アモ ン ・ デ ュー ル 4WON DUUL 

49 カン CAN 

927 ファ ウス ト FAUST 

62 グル ・ グ ル GURU CURU 

5 エン プリ オ EMBRYO 

72 ボボ ポル ・ ヴ ー PoPoL YUH 

97 ヒビ トゥ イー ン BETWEEN 

2 アジ テー ショ ン ・ フ リーAGITATION FREE 
4 アシ ュ ・ ラ (・ テ ン ベ ル ) 4SH RA (TEMPEL) 
9 クラ ウス ・ シ ュ ル ツェ KLAUS SCHULZE 
99 タン ジェ リン ・ ド リー ム TANGCERINE DREAM 


779 ジャ ー マ ン ・ シ ン セ サイ ザー・ ミ ュー ジッ ク 
CERMAN SYNTHESIZER MUSIC 


724 クラ フト ワー ク KRAFTWERK 

ドイ ツ 的 」 な る も の 

その 他 の アー ティ スト VARIOUS ARTISTS 
ハー ド ・ ロ ッ ク 70'S GERMAN HARD ROCK 


シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク ('80 年 代 以 降 ) 


80'sGERMAN SYMPHONIC ROCK 


電子 / 即 興 / ノ イズ 


GERMAN EXPERIMENTAL MUSIC 





ユー ロ ・ ロ ッ ク 集 成 ② ドイ ツ 編 
ジャ ー マ ン ・ ロ ッ ク 集 成 


税込 定価 3600 円 
1994 年 8 月 10 日 第 1 刷 発行 


発行 所 旬 マ ー キ ー ム ー ン 社 

〒161 東京 都 新宿 区 下落 合 
3-15-18 SY ビ ル 404 

Tel : 03-3954-2055 
Fax : 03-3954-9563 

編集 人 念 松本 昌幸 

発行 人 念 賀川 雅彦 / 山 崎 尚 洋 

監 修 信 川 上 徹 人 

編 集 人 古田 賢 
川上 史郎 
中 島 俊也 

協 力 人 宮川 訓 朗 

ルイ ウト 候 古田 賢 

写 植 久 木下 隆 由 (TK ルー ム ) 
有 井 康雄 (アド コー プ ) 

協力 者 (50 音 順 / 敬 称 略 ) 

秋田 昌美 

伊藤 直 継 

いわ ね あつ み 

内 田 折 雄 

宇 藤 毅 平 

江田 和宏 

榎本 隆一 

大 関 善 行 

河原 博文 

木野 草 司 

小林 挫 之 

小山 哲人 

坂 地 紹 一 

坂本 理 

G.S.M. 

小谷 一 彦 

嶋田 博之 

島村 昌樹 

城 元 隆志 

杉山 薫 

高森 秀幸 

高山 直之 

Chihiro S. 

津田 幸一 

中 西 幅 久 

中 野 泰博 

中 藤 正邦 

仁木 民雄 

野田 努 

野呂 利治 

福島 恵一 

著 提 寺 伸 人 

松尾 裕 正 

松山 晋也 

三 輸 岳 志 

六 井 久 人 

村 本 隆文 

森下 忠 

山田 泰三 

山本 雅幸 

欧 亜 (EURASIA) 

吉瀬 孝行 

渡部 暁 





EUROPEAN 
で くぅ 《 く とく 


(MIMW 


に YET 


ポポ ル ・ ヴ ー/ 
ファ ラオ の 庭 で 


@KICP-2728( 日 本 初発 売 ) 


ポポ ル ・ ヴ ー の 2 作 目 は 、 デ ビ 
ュー 作 と 同じ く シ ン セ サイ ザー 
を 多用 し て いる 。 次 作 「 ホ シア 
」 ン ナ ・ マ ント ラ 」 以 後 の ア コー ス 
ティ ッ ク 楽 器 中 心 の サウ ンド と 
は 随分 と 外見 違っ て いる も の 
の 、 不 思 議 と 受け る 印象 は 似 
て いる 。 そ れ は と て も 神聖 な イ 
メー ジ が あっ て 大 自然 に 通じ て 
いく よう な メン タル な 浄化 、 高 揚 





を 感じ させ て くれ る も の だ 


. 彼 らら し い 。 代 表 作 の 一 っ 。 
グル ・ グ ル / @KICP-2736( 日 本 初発 売 ) 
UFOD 


初期 の アモ ン ・ デ ュー ルー 派 や 
アシ ュ ・ ラ ・ テ ン ペ ル 、 そ し て カン 
と 並ん で 、'70 年 代 初期 の ジャ 
ー マ ン ・ ロ ッ ク ・ へ ヴィ ・ サ イド を 
代表 する グル グル 。 そ の 極め 
つけ の デビ ュー 作 。 へ ヴィ と は 
言っ て も 、 そ こ は 実 験 意欲 さか 
ん な この 時 期 、 そ し て プラ ッ ク ・ 
ユー モア 星 盛 な 彼ら の 事 、 と て 
昌和 唱 も 一 筋 縄 で は 行か な い 。 へ ヴィ 
・ ト ー ン で 繰り 広げ られ る 即興 に は 息苦し いよ うな 重圧 感 が あ 
る 。 あ る 意味 で ロッ ク の 核心 を 突い て いる 。 


アル ティ ・ エ : メ ステ ィ エ リ / 
明日 へ の ワル ツ @KICP-2739( 日 本 初 CD 化 ) 
Pi * 芸 術 家 と 職人 た ち " が 、 そ の 
パカ ・ テ ク の すべ て を 出し 切っ 
た 傑作 。 ア ル テ ィ の セカ ンド ・ ア 
ル バ ム に 当たる 本 作 は 、 デ ビュ 
ー・ ア ル バ ム と 並ん で 、 単 に イタ 
リア ン ・ ロ ッ ク の 傑作 と いう だ け 
で な く 、 今 後 も プロ グレ ・ フ ァ ン 
の た め の マ スト ・ ア イ テ ム と し て 
| 長く 語り 継が れ て いく だ ろう 究 
極 の 一 枚 。 フ リオ ・ キ リコ の 最 
高 の プ レイ が 聴け る こ と で も 知ら れ て いる 。 こ こ で の キリ コ の ド 
ラミ ング は 衝撃 だ 














Ohr, Kosmische, Pilz 
ジャ ー マ ン プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク の 至宝 
洋 に 日 本 発売 開始 / 


久 お 待た せ し ま し た 。 ユ ー ロ ・ ロ ッ ク ・ シ リー ズ 15 年 目 に し て 、 遂 に あの ジャ ー マ ン ・ ロ ッ ク の 至宝 
と 折り 紙 つ き の Ohr Kosmisoche.Pilz の は 大 レー ベル の 秘蔵 盤 が 続々 と 日 本 初 登場 し ま 
す 。 出 て そう で 出 た こと な か っ た この お 宝 た ち 、 こ の 際 全 部 買っ こし まお う メ 〆 
@ さ ら に BIG NEWS/ イタ リア の プロ グレ 最 先端 と も いえ る VINYL MAGIC よ り 「NEW 
PHOG. ' ヨ 0」 も 同時 に 発売 が 開始 され る の だ 。 こ ちら も 大 注目 
ネクサ ス ・ プ ログ レッ シ ヴ ・ ロ ッ ク (KICS- 2518 て 2533) 及び ユー ロロ ッ ク ・ コ レク ショ ン 
re (KICP-2727 て 2739) (KICP-7032 て 36)、11 月 、 平 成 7 年 3 月 発売 予定 の この シリ 
ー ズ ( 全 ・ 約 50 タ イト ル 予 定 ) の 中 か ら 5 枚 お 買い 上 げ の 方 に の リシャール ・ ピ ナス < エル 
ドン > の スペ シャ ル ・ ラ イヴ を 予定 。⑧「 オ ル メ /RARITA' NASCOSTE」 各 8cmCD の いずれ か を プレ ゼン ト し ます 。 
( 尚 ⑧ は 現在 庫 が な く な っ た 場合 ④ を お 送り し ます ) 尚 、 都 合 に より め の 発送 は 10 月 以降 に な り ま す 。 ご 了承 下さ 
い 。 帯 下 の 応募 券 5 枚 と のか (⑧) い ずれ か を ご 記入 の 上 、 送 料 ・ 手 数 料 と し て 定額 小 為替 40 ロ 円 (郵便 局 で 
お 求め 下さ い ) を 下記 宛 お 送り 下さ い 。 (〒/ 住 所 / 氏 名 / 年 令 を 併せ て ご 記入 下さ い ) 


【 宛 先 】〒112 東 京都 文京 
「NEXUS て ユー ロ ・ ロ ッ ク 特 典 盤 '94」 係 
【 応 募 メ 切 】 平 成 7 年 6 月 30 日 (当日 消印 有効 ) 


アシ ュ ・ ラ ・ テ ン ペ ル / ekicP-2734( 昌 本 初発 売 ) 
セカ ンド (振動 ) 


「First」 に 続く 2 作 目 。 デ ビュ ー 
作 と と も に 、 オ リ ジ ナ ル ・ ア シュ 
ラ ・ テ ン ペ ル に よる アル バム 。 次 
作 「SevenUp 」 の 頃 に は パン 
| ド の 実体 が な く な り セ ッ シ ョ ン に 

な る 。 そ うし た 経緯 か ら も うか が 
える よう に 、2 作 目 は デビ ュー 作 
を 受け 継い で 、 更 に プ ブルーズ ・ 
| ロッ ク の 下地 や 「 神 秘 」ー「 ウ マ 
グマ 」 の 頃 の ピン ク ・ フ ロイ ド の 
形 響 まで 読み 取れ る 。 アル バム の 後半 に は 彼ら の メロ ディ アス 
な 面 が 出 て いて 、 は ず せ な いと ころ 。 


ラー ド フ リー/ @KICP-2737( 日 本 初発 売 ) 
8 e 7 

アイ ム ア ラ ウンド アバウト ・ ミ ッ ド ナイ ト 

デビ ュー 作 の 延長 線上 に ある 
2 作 目 。75 年 の リリ ー ス 。 エ ル 
ドン の リシャール ・ ピ ナス (g) も 
参加 し て お り 、 ま た 初期 の エル 
ドン に も 通じ る か の よう な アウ ヴァ 
ン ギ ャ ルド な 空気 を 感じ と れる 
アル バム だ 。 ラ ー ド ・ フ リー は 数 
F 人 の サッ クス 奏者 か ら 成 る 特 
| 異な 編成 で 、 エ レク トロ ニッ ク な 
音響 効果 を 狙っ た よう な サウ ン 
ド が 特徴 だ だ が 、 や が て それ は ジル ベー ル ・ ア ルマン の 次 な る ユ 
ニッ ト 、 ア ー バ ン ・ サ ックス で 本 格 化 する 。 


カリ オペ /  、@KICP-7035< 直 輸入 盤 ?( 日 本 初発 売 ) 


OO 


有 有 期待 の プロ グレ ・ レ ー ベ ル 、 よ 
り の 第 一 弾 は 中 々 の カカ 作 。 い 
き な り 懐か し の キー ボー ド 群 
(ハモ ンド M 3、 メ ロト ロン 400、 ミ 

・ ム ー グ 、 クラ ヴィ ネッ ト 、 ソ リ 
ー ナ ゲー ブ )( に 変 柚 二 RA 
マリ 過ぎ プロ グレ ・ パ ター ン の 
オン ・ パ レー ド 、 正 に プロ グレ の 
や り 尽 し 、 こ れ で も か プロ グレ と 
いっ た 感じ 。 向 う の プ ロフ ィ ー ル 
ポー ド を フィ ー チ ャ ー, な ん て 堂々 














紹介 に も - ヴィンテージ ・ キ ー 
と 書い て ある 。 











音羽 1-2-3 キン グレ コー ド 株 式 会 社 ・ 販 促 第 2 部 


ポポ ル ・ ヴ ー/ @KICP-2735( 日 本 初発 売 ) 
ー 人 の 狩 狗 者 そし て 七 人 の 鐘 狼 者 


3 枚 目 の 「Hosianna Mantra」 
で 、 そ れ ま で の シン セ サ イ ザー 
| 中 心 の サウ ンド か ら 一 見 大 き 
| な 方 向 転換 を 成し遂げ た ポポ 
| ル ・ ヴ ー は 、'70 年 代 中 頃 に な 
る と 幾ら か ロッ ク 寄 り に な る 。5 
枚 目 に 当る この アル バム か ら 3 
作 は フリ ッ ケ を 含む 3 人 編成 で 、 
そう し た 傾向 を 見 せ た 。 こ の ア 
ル バ ム は 1 曲 1 曲 の カラ ー や メ 
ロディ が は っ きり し て いる 上 に 、 静 動 の 構成 が 曲 に 盛り 込ま れ 
て いる の で と て も 親しみ 易い 。 





ヴァ レン シュ タイ ン / ekicP-2738 (日 本 初発 売 ) 
コズミック ・ セ ンチ ュ リ ー 


前 作 「Mother Universe」 の 
流れ を 受け 継ぐ 3 作 目 。 初 期 ジ 
WaniY シ ジュ ロッ ク の シン シオ ラッ 
ク ・ ロ ッ ク の 名 作 と し て 折り 紙 つ 
き の ア ル バ ム で も ある 。 相 変ら 
ず 演 奏 水 準 は 高く は な い が 、 そ 
れ を 補っ て 余り ある 程 の 彫り の 
深い 叙情 性 が 、 こ れ ま で も 多く 
の ファ ン を 魅了 し て きた 。 ピ アノ 
と メロ トロ ン を 中 心 に し た サウ 
ンド を 更に ヴァ イオ リン を 加え 、 曲 自体 まで が 抑揚 の ある も の に 
な っ て 一 体 化し た 。 彼 ら の 最高 作 と 言い 切れ る 内 容 だ 。 


シン ドー ネ / @KICP-7036< 直 輸入 盤 >( 日 本 初発 売 ) 


一 曲 一 曲 は 悪く な い が 、 ど こ か 
も う ひ と つの 感 が あっ た 一 作 目 
と 比べ る と 、 テ ー マ 付 き の ト ー タ 
ル ・ ア ル バ ム の せい か 、 ず っ と 
プロ グレ っ ぽい !7 クレ ジッ ト を 
よく 見 る と メン バー が 一 人 増え 
て いる 。 し か も キー ボー ド 考 者 
だ 。 ダ プル ・ キ ー ボ ー ド と くれ ば 、 
グリ ー ン スレ イド に レア ・ バ ー ド 。 
し か し タイ プ は か な り 違 う 。 次 々 
と 繰り 出さ れる キー ボー ド ・ ソ ノロ は 、 と て も スリ リ シ グ 。 


人 1 


アシ ュ ・ ラ ・ テ ン ベ ペル / 
目 | ファ ー ス ト 


人 @KICP-2727 
ヴァ レン シュ タイ ン / 
マザー コ ニ ヴ ァ ー ス 


介 KICP-2732 





お 知ら せ 





ポポ ル ・ ヴ ー/ 
ホシ アン ナ ・ マ ント ラ 


ヘル ダー 





@6 月 22 日 発売 と 告知 し まし た 「 ラ ー ド ・ フ リー/ フ ァ ー ス ト 」(KICP-2733) は 都合 に より 発売 を 延期 致し ます 。 
@ リ シャ ー ル ・ ピ ナス (エル ドン ) の 最新 作 「 サ イボ ー グ ・ サ リー」 は 9 月 21 日 キン グレ コー ド よ り 発 売 ( 世 界 同時 ) さ れ ます 。 


発売 元 : キ ング レコ ー ド 株 式 会 社 谷 Hd-3945-8114 


リン / 
ヘル ダー リン の 夢 


休 KICP-2729 明 @KICP-2730 
ロマ ン テ ィ ッ ク ・ ウ ォ 騙 識 | カリ オペ / 
リア ー ズ / 還 識 記 国境 の 街 
バト ルフ ィ ー ル ド < 

介 KICP- 7032 = の 介 KICP-7033 
く 直 輸入 盤 し ( 直 輸 入 盤 






シュ タイ ン / 
ト ( 電 軸 戦 ) 


は 
に | 
さき 

め ざ 

2 


介 KICP-2731 


イル ・ カ ステ ッ ロ ・ デ ィ ア 
剛 トラ ン テ / 

。 | 我 こ そ は 北 の 大 地 な 支 
配 す る も の な り 


信 KICP-7034 
< 直 輸入 盤 





に こる 9| ae 計り 議 生還 計 に 


ジャ ー マ ン ロッ ク 不 滅 の 名 条 群 
ー ジャ ー マ ン ・ ロ ッ ク 集 成 発刊 記念 の 大 特集 一 





陣 












人 2 B ご 
AGITATION FREE AMON DUUL II AMON DUUL II ANYONE'S DAUGHTER 
/ Malesch /Phallus Dei / Yei / Adomls 


DI.1 


6 /gW) 





CAN 
/ Momster Movie 


CLUSTER CLUSTER COSMIC JOKERS 
/ II / Zuckerzelt / Galactic Supermarket 





BOBIAOIUNgNM 


gBRYO 
に ンジ の 
EMBRYO EMTIDI 
/ Rache / Saat 
(の) づい 6 お 殺 ゅ ti1 


GURU GURU 
/ Kanguru 


と Ip KRAFTMERK ,COHPUTER MORLD 


レーー4 


HOELDERLIN IVORY KKLAUS SCHULZE KRAFTWERK NEIKTAR NOVALIS 
/ Holderlins Traum / Sad Cypress / Time Wimd / Computer World / Recycled / Sommerabend 






0 


POPOL VUH POPOL VUH TANGERINE DREAM TONY CONRAD with FAUST WALLENSTEIN WIND 
/ Hosianna Mantra / Aguirre / Phaedra / Outside The DreamSyndicate  /CosmicCentury / Morminmg 


プロ グレ ッ シ ヴ ロッ ク の ・6 め ・ 滑 朋 ・ が ジジ 
選 二 人 還 朗 二 本 即 pH 


プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク の LP・CD・ 雑 誌 ・ パ ン フ を ご 負 分 の 際 は 、 デ ィ ス ク ユ ニオ ン 新 宿 店 を ご 利用 くだ さい 。 
廃 毅 、 貴 重 盤 は 特に 高額 に て 買取 り い た し ます 。 遠 距離 の 方 も ご 利用 いた だ ける 出張 買取 の シス テム も ご ざい ま 
す 。 詳 しく は お 問い 合わ せく だ さい 。 


ブロ グレ 人 録 り 」 
こつ の | しゃ) 自 較 の 
ディ スク ユニ オン 新宿 店 二 0 交 6 の 












| アル = レル ジル ルン クン 及 = レル 4 | ピル =P/ 位 69o の T シャ ツ 
Phone : 03-3382-2691 詳し く は 店 頭 に て 


営業 時 間 : 午前 11 時 午後 8 時 (日 ・ 祝 は 午後 7/ 時 まで ) AAM24 





日 本 で 初め て スタ ー ト し た 60・7 0 年 代 の プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク の 専門 店 


文 新宿 レコ ー ド ・ ジ ャ ー マ ン ロッ ク 強 力 推薦 盤 (German Progressive Rock) 
ANYONE'S DAUGHTER/ASH RA TEMPLE/CAN 
CLUSTER/GURU GURU/HOELDERLIN/ 
KRAFTWERK/NEKTER/NOVALIS/PELL MELL/ 
POPOL VUH/KLAUS SCHULZE/SFF/ 
TANGERINE DREAM/TRIUMVIRAT/ 
WALLENSTEIN/WIND..…etc 
(New German Progressive Rock) 
BLACK JESTER/Welcome To The Moonlight Circus 
JADED HEART/Inside Out 
INES/ Hunting The Fox 
IVANHOE/Visions And Reality 
PARAGONE/Same ,RUNIC WAND/Eil 


INES / HUNTING THE FOX ULYSSES/Neronia.…etc 各種 Album 揃 っ て いま す 


(Anyone's Daughter の メン バー も 参加 し て いる INES. ーー 
文通 信販 売 も 行なっ て お り ま す . 
くせ の 無い サウ ンド は A.D に 近く 聴き 応え 十分 で す ) 科 胃 軸 m し 3K2 が TP い ( 代 引き 可 ) 


〒160 東京 都 新宿 区 西新 宿 /-5-6 ヶ 177 2 サ 756-202 
TEL:03-3363-3669 FAX:03-3365-4823 ルル 朋 ここ ド 
(平日 11:30-19:30 (休日 )11:30-19:00 毎週 月 曜日 定休 


PROGRESSIVE ROCK SsHOP 




















ADDRESS:〒160 東京 都 新宿 区 西新 宿 7-16-15 


) 第 一 歯 箇 ビ ル 3 A 
みみ P 机 8A DAIICHI SHIDA BLD.7-16-15 
NISMLSSHINJUKU.SHINJUKU-KU, 


USED & IMPORT ! Ko 150 JAPAN 
RARE RECORDS / CDs ん TEL:03。53896721 PAX:03-5389-6722 


11:00 一 8:30 




















プロ グレ ッ シ ヴ ロッ ク 専 門 店 ) 時 人 訪 還 D 当 CR 


ガー テツ ッ ツェ ッ ド 


*CAROL OF IIARVEST 再発 入荷 中 ! 
通販 及び 店 頭 会 員 募集 中 年 会 費 3000 円 | 資料 請求 は 9 0 円 切手 同封 の 上 , 住所 まで ! 





















| ジャ ー マ ン ・ ロ ッ ク の 宮殿 


文通 販 リ スト 発行 ! 
90 円 切手 同封 に て 御 請 求 下 さい 。 2 オー ラキ 休 室 天久 人 
f160 越 請 孝二 才 -16-19 相 PE1023 52 ビュ ー キ . 

ルー トド EURASIA 和 = きど 会 | 7-16-13-102.NISHISHINIUKU, 


Tel.&FaX. 03-3362-2639 SHINJUKU-KU.TOKYO 160.jAPAN 










































































































































































キャ メル / サ イト 避 サ ウン ド 77 
/ プ ロモ : スノー クー ス 、 ラ ヤダ ー、 ラ イズ 、 シ ティ ー ラ イフ 
キャ ラバ ン / ポ ウキ ング 0 理由 
/ バ ルギア 1 
キン ククリ ム ソ ン リセ ント ラル ・ パ バー ク 74 他 ヒス トリ ー 


人 新宿 ダイ カン ブラ サ ・ ビ ジネス 清 以内 で すべ て 発送 し ます 。VHS か Beta の 区 別 を お 忘れ な く (VHS の み の 


加 久 色 の ヒル 2F 一 


人 2 て g05 号 TEL.03-335-3343 物 も あり ます ) また 、 料 金 後払い を 希望 され る 方 は 電話 か ハガキ で 御 文 





BU ウェ ー タ ン lewa60 。 フラ ィ ティ テ + ト ロト B アー に ao 補 Ag am デート レッ クス トン カー シュ ナー ロッタ 7 AB 名 30 。 ロット ッ レ イシ 2744OGWT AB gm 
Re AB 交 808 。 7 ロ o ク ラサ 09 人 イム イッ 人 カレ ジル モテ ウメ ジーランド A 000 。 ンカ ショ テース AB 部 990 
人 MONRYy 人 A 時 0 。 ミュン ペ ント イッ 層 人 クタ 2 寺 洒 レン ズゴック バー スピ ルッ アオ LA 4 AB 語 BOD 。 / ア フー リー シラ ッ ダ 2 0 0 
人 MEANK イ 2 昌和 4 人 30 2 ストン ウィール 人 生 2 シ 5 ス サー リー クラ イム メタ 9 人 60 / ク テン ガム 2 時 800 フル A ラ トレ ロー マイ タリ ー 人 0 500 
メラ サー カム 2 タン ウェ B 6 3 フン ント 本 人 語 トス 人 3 テレ ゲ デ ジ シオ パイン コン チェ ルト WM ラッ ツィ レア ) 人 A 5 500 フラ イア シイ ー ノ ロット ン 91 ニ ュー ミュ ー ジ ッ ク 型 。 人 交 5 
信 イ ツ 9 4 旭 語 | Ao2 キ フウ 人 1 人 0 ラン レシ / ト ムラ イン ニュ ー ヨ ー ク 70 2 委 000 フラッ ウィード オッ フス フォ ー ド 7 W が ホーk ス ウー スピー コッ ク 人 00 
トリー クラ フロ ドン 更 2 3 000 グー シレ イン ウロン トン 7 ん 人 イン コン タート 75 W/ ピ ルプ ラッ フォ ー ド 人 3000 だ ッ ケル オデ オン コロンバス 泊 A 8 EZ ラム な ウリ ニッ 2 昌 AB 委 50 

ELBP ウ シュリ 伯 60 /5240775 人 各 は フワ ー クタ クラ スコ 抽 人 9 00 ケン タッ キー ドラ な ウリ ニッ 2 生 妨 放 
7 人 委 500 ハッ ー ス ミウ リス マス コン ター ト 75 2 ジー リウ 介 リ ー コ ワ AA/ テ リ 人 語 500 コラ クリ フラ ント 全 2 入 フ 0 フ ー ス アー スワ ー ク スント ジル ト ダ ウン 人 9 人 A 本 
コア フィ MA 7 フレ イン サラ タ サー ジェ リー 人 較 ま 00 。 / ア ー ル X コ ー ト ロジ トッ カ 人 00 ニー タラ ンス ニレ クター フラ ンス 人 計 0  /OaWT 2 0 /KR2 ラ イン ニュー ラー ク 2 59 
ルー アー ジム 74 ロン グ ヴァ ーション 人 結 0 512 46 2 ン ク ン Ge OPEC プル ケト イッ WE ェ ー ル モー レン AB 9l 0D 7 スト > 邊 放 議 
トー ルカ サダ 80/ が 人 00 た Pe 人 1 人 計 20 トリ ラフ モン テカ MP: ッ フ コ ン ッ つう フリ シラ ロッ テル ダム 、 オ ラン タ 
の ドイ ッ 人 16 200 232 スジ ュ ル ウパ リッ ウオ ー ス トリ ァ 0 人 統 2000 シ E ウ ファ クス ウン テ 人 60 1 ルター クア ム ス タ ル タム オラ AB am em 
ュー スト ン WO AI 00 / セ ント ピエ ー ル 吾 FE ーー 人 前 00 トウ ー ム アタ ー/ ラ イム ライ トニ ュー ョ ー タ 8 人 昭 400 2 の 2 0 50 
76B5GrNYO 948 人 400 ジ シ ン ト WM 1 シン 潮 た の ー ト ホー ルン 交 人 還 BOD 0 。 / へ ウン ネフ 人 交 800 
ジー チ NYO ん 3 ホレス テ ジ ド イッ 生 の フラ ンズ 人 gyA 机 AB 部 0 / の 5 フキ クコ ライン ラン ド 憶 人 A 0 60 
トード 人 Ai 400 25 ド イタ りー A emm PPZ の 2 時 0 ウシ オー ストア 人 遇 400 フキ ラウ ウント ん 70 
か Ai 400 252 ト ワー ウパ ウィー ン 7 ライ ウフ ロ e、 イ ンタ ピュ ー 人 公 SO 。 // ウ フラ シス 0 信人 k フ ィ ニ OB ダン ソ ー ス ロンド ジュ レイ ン ポ o75 人 生 800 ペン タン クキ カ ん 50 
の e 人 AI 隔 人 0 /f ロ ー ニ wm イタ リー 人 880 ProUazo の ud ンチ 9 ウン ポスタ 和合 人 テン 2 紹 38 。 ペン トラ コン テル フル グロ ラン ダ 人 60 
ん テン ティ ー.NYO 和 人 A 沿 人 た 5 シ o ジ トイ 人 0 / フ pp 0 2 ニー/ABG 7 2 の M00 スレ ラウ プロ 4 全 900 

NO/SRUK バイツ 昌和 人 A 50 。 22 フト ドイ 9 りす 利付 ラフ ルク トイ 条 A 50 80 。 /AEL ト > がけ Ai 50 

OMD/ ポ ー ラ ンド 1 A 3| 3500 / プ リュ ッ セ ル 、 ベ ルギー 1 Aill 5000 プラ ジル "的 w/ ス コッ ト B 0 4000 (ライ ヴ AB 8 3000 "ポポ ル ・ ブ フ / ス ウェ ー デ テン 73 B 5 5 

FM ニー イッ リー 7% の 人 ンス O 有 凍 。 AB 10 500 。 /3 ト CE ト オ ラン タ Ai Sm のり 生 A 0 380 DOC イー 2 20 昌 マイ クオ ーMk フ ィ ー ル に チュ ー プ ラーベ ル テ 2 800 
タリー 多 2 計 80 0 スス 2 ウィアー ウン ホ e 090e w プ ラン - ホ ワイト A 郊 500 。 / ア ハイ ムカ リフ ルニア 50 / モ ント 0 オー ル 問 人 凍 85 ロッ ガオ ー ス ku の 人 生 300 

UK オラ ンダ 79+OGWT 町 プロ 人 0 2 ロー フシ ョ ニッ トビー トク ラフ 0 ジョ シア ンタ ニンフ B グ ラシック イツ 前 人 0 80 /b フ ラン ス 人 200 / イ サシ クオ フフ ルー ピー ター AB 全 90 

の 24ー ジ オー スト リア 人 9 分 2 イト ラフ ジュ リス マス ニレ サー ト 7 W プ プリ エル  B 還 0 ー ョ ヨー ク WARKero A 0 ウン モイ 9 りー 人 半 00 ポイ ラス タウ 242 70- 旭  590 
ーー スト リア AB 計 000 タイ ーー ュー マン パ ッ ロッ クハ マー スミ ス 区 AB 計 300 。 /5 ラ テウ コテ リ 人 吉 00 7 ん 000 ン タート イッ 和 A 0 360 
2 Ai 9000 2 ウェ アー ス /DGWT7I+75 JUKE BDX 75ー ル ウー ルド ウラ ジル の ュー ジャ ー ジ ー ie 全 00 / た MP ドイ ウ 人 360 

A 名 3500 A 15 OO AB S59 4000 ュ ッ ツガ ー ト 、 ド イツ 3 A 閣 5000 / ビ デオ ・ サ ウン ズ HB A 80 8500 
A 計 00 。 ヶ ビ シ エ アーズ 8 オ リー ルソー ル / メ ペイン 四 遇 0 /K0 つ 5 シ ス 2 紹 90 。 / ウ ンチ テア コリ 人 500 / な ウン ラス コッ トラ ンド 和 2 提 8 

フルト 、 ト イッ 和 ま 馬 AB 20 5 3 ラン アム の イト ウト W ゲ イン ー ム ニア 。。 AB 0 ジョ シマ クラ ラリ シワ ン トラ ルー スッ バッ ド / ベ ルリ 8 AB 前 00 hp クモ ラウ & ど ルプ ラッ フォ ー ド AV ウッ トド 条 。 BD 5 RM 。 / ミ ュ ジ ペン ドイ ツ 械 W オ ー タ スト ラ A 委 
72 人 400 セグ メ イッ ン ロッ ドン 1 W テ ビッ ドレン 人 生 50 フラ ウル 7 介 生 人 7 の クモ ラッ D2 ク ウェ イク ャ ッ / オ ー ラ ント 2 還 80 バクー 2 30 
2 カラ ォ ルニア 施 AO0 60 サー ガト イツ リー 人 半 5 マ 222 ン 7 ローテ ルポ イッ 人 2 トラ キッ コル ノーマ を 人 短信 時 50 。 / ス スイ ン 0 キス イス 28 委 5 
62 カリフォ ルニア 前 人 8 0 02 人 時 0 マ ラ ラ ラリ ンチ オラ エス クー ドリ 音 。 A 3 400 ビー ター カフ リエ ル / エ ッ セ シ ド イツ 6 0 タン デン スペ イン B 人 40 

ーッ プ 2 ロンド ツ 本 KA トド イツ 1g/6/B 2 8 sm ンコ コリ ミー ティ ング イブ 2 人 計 500  / ウ 5 スウ クン シー 2 旨 000 。 / ポ イ PB イラ リー 斉 人 生 800 

ラッ ス 0 an LP プロ キ A gi am の サオ ラウ シス オランダ A 5 フリ ッ フラ イラ 避 人 交 500 。 / ウ ン レモ イタリ ー 2 科 00 。 ハ ッ フル クト イツ 3 
ルー リー タル スー 人 ポメ っ ェ am 4 0 ランス 細 レー デン グリ 2 人 2000 マク YU な + 7 B 9 se 
の 2 と Ge Bm PV2 0 am の め ) 語 800 。 (フェノ ォ アイ レス アル ビン テン 2 0 300 ンス 4 0 
の アル ライ 、 AB 放 950 。 5 ン 2 フト K イ ッ 0 5 59 AB 加 m ル ラ イア 7678 條 癌 0 ウラ ンス 2 純 0 
メー ラジ ド 9 Ai 500 テン Ai0 sem ラウ コリ 宮 ジン ポラ ィ ン ラン 拉 A 宮 50 
2 人 1 0 ニー ルト フール NRUKA ジ ドド イッ 暗 人 59 0a ス チン プア アムネスティ ー テ リ 9 A 本 0 YAP22。 ky 護 供 
ポルト ム ンド ドイ 8 A 500 2 ァ ライ フ 鍋 A 介 全 sm 2 部 4 222 ス トト イッ 遇 人 人 0 / モ ント ルー 24 WR ン テー コラ タ 4 
ステ イレ スー アル 6 ンチ ン 和 ん 80 シロ タオ ー ス トリ テ Bs am AB 還 40 / あ ムー セス 4 生生 AB 8 90 
テル フィア ルル 介 測 0 ey2oE 9 AB 分 Am A 5 0 0 80 マテ アタ Wake(Ae ロ -eoNN A 7 800 
ラル フク 4 AU 5500 。 に ュー ュー ク ガキ ラーン 人 5 委 590 人間 旨 な トイ ッ 二 250 ネー ジロ モッ トリ オー ル 7 
ルタオ ランダ 98 AI 800 。 /MBGNYG WW 人 8 還 A le 0 ンー イタリー 交 2 4 0 YUU4 ン ロン ドン ハマー AB ss 5W 

イト ン 、 メ ルト ジ ウン 人 0 シフ リー アナ トキ MO ト 有 B WW BG 加 0 。 / 太 が く シ オランダ 昌 w セ リス 2 7 ロー ニャ イタ リー A 0 590 
/ あ 2 ン R カ シト リー クラ ブ 時 0 ンス シト イッ インタビュー 6 A 還 0 2 0 00 た ん イタ りー Ar 5 
9 000 人 結 800 MA に ドイツ A 390 4 凍 550 人 > ト 27 タ B 0 ジン ダバ ーッ ン チュ ブ ロン ドン 4 0 0 
ん アラ 人 人 500 ん 7 イキ ー ズ と スト リー 人 全  。 /PzhkfA 1 4 5 アーン オー スト リア 症 A ブル ー ス 7 ウェ シフ リー ロンド 4 玩 生 人 40 

ンク ロス オラ シダ 9| ジョシ 人 全 00 ポイ 70 友 間 2 Aa 450 ワラ ンク ウル 、 ト イッ 品 ピア ノッ ロラ イツ 人 ンタ Ai 800 
の た ーー ジー 中 2 0 Rx チッ ンー ディー だ ドニー オー スト ラリ ァ 人 3 0 。 / フ ララ シク ラル 、 ト イッ が 人 剖 00 ラ 5 ウ コウ ラン ラフ ルト ドイ ツ 6 信和 50 

ター タラ フェ ジェ ネ レー ター ベル ポー Am 90 。 人 た DP ューkukoAyAW エ ディ ーー ジョ フン シ フェ ス 7Aw/ ポ ー ル ズ ワ ー ス 日生 お / べ ルリ ジッ ドイ ッ A 10 8 ルル ネタ 8 800 
ーッ オ ー ス ト u ァ 人 0 / ア の k イ ン サ クリ ーッ フェ ステ 09 時 人 還 4 トー B 生 0 ウ ク ラロ トウ イル モタ l9/ 人 時 5550 リッ クウ ェ イク マン 7 7 A 8 %m 

0 コー ラス フラ ンス 7 2 の W ン 0ー 5 40 A 0 アフロ テテ 2 招 500 ルネ ッ タン 4 スタ ジオ ライ ヴ 0 46 多 990 

テン ベル タウ ラ ンス 剖 BG 前 00 キラ フラ p 避 人 8 95m wー タ トラ ンー アム NG gey/p Wa Tour) ABI 還 4800 ロー トラ リウ フ /BBON キ ュ ス ント A 8 550 

2 ルト ラウ クス オラ ンダ 2 0 ポー トブ レ クロ フラ ジル 抽 AI 46 A 50 ウニ ネ イッ リー 7 2 3 3 / ウ シン 人 生 W ク ラフ テー ズ 強 間 90 
サー ロンドン 人 0 0 なー スタ OX As 49m ド 人 凍 20 フッ ルコ リン AM5G. ニ ュー ヨー ク AO 8 /5221MW A 

ジア イン エイ 人 人 jl /2 ン 5 ロフ ラジ ル 7 Ai 4 タプ m Bm ンション ロウ トン 079 人 0 ロー に フリ ッ プラ ラチ ィ ー ズ パワ ジ ント ン 和 引当 mm 
RY 全 人 結 人 。 / テ タ ララ ー ル いい 人 80 クリ ml wwoor BE sm 人 1 0 9 チク ヒー カー 
の PD 人 0 ん ラン ト 2 Am トビー ョ ー ク B Am 人 300 カ py ク アー スラ ァ イ アコ フー カ 2 人 A W gm 
人 A 介 人 A 1 人 0 0 リン ウキ ーー ドラ フェ スネ ティファ 本 
シオ ー ス トワ テ 0 人 ^ 1 2 寺 00。 2 ラ ウト ラー タ 2Pf、OMPL ムー タカ ロス A 4 400 
ラル トイ A 人 
RT 人 便 

人 全 

eo の 和 「「 A 介 @ 自 主 制作 も の 、 限 定 販売 品 、 と っ くに 廃 版 に な っ た も の な ど が 多く 含ま れ 

ん クラ し yk ホー ル ラ ァ ー ム 8 人 剖 0 

エロ イ / ア ー レ ム アマ デウス 、 ド イツ 8 A 1 て いま す 

2 だ っ 0 に ーー Py ⑯ ヘ ハーE は 画質 ラン ク で す が 、 だ いた い の 目 安 で 絶対 的 な も の で は あり ませ 

イッ 7 705 イッ タビ ュー き 上 以下 は お 薦め で 
ル ア 1 ラ 9 イン ビュ ー ボ Ui 衣 人 人 お ト 本 ん (初め て 購入 され る 方 に は 、C 以 下 は お 薦め で きま せん )。 

2 ン サス pt 7 ば ダ ジャ ム 8 導 @ 通 信販 売 希望 の 方 は 現金 書留 郵便 為替 で 商品 価格 送料 (1 本 \ 500、 
/ ス プリ ング フィ ー ル ド 日 7 2 一 4 本 \1.000、 5 本 以上 は 無料 えて し て ヽ 上 ば 

キャ プ テ ン ・ ピ ビーフ ハ ー ト / パ リ 、 コ ー ラ ス 、 フ ラン ス 0 BNL 89 日 本 以上 は ) を 加え て 送金 下 ぎ い 。 当 日 3 日 

B 
5 
^ 
A 
8 








由 


いま す 。 欠 カ タロ グ は 89 円 切手 2 枚 同 封 の 上 、 請 求 し て 下さ い ( マ ー キ ー で 
見 た と 記入 の うえ )。 





営業 時 間 13:00 一 19: DD( 年 中 無休 ) 
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ORLD 
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SQUE 


404 SY Bldg. 3-15-18 Shimo-Ochiai 
Shinjuku-ku, Tokyo 161 JAPAN 

el : 03-3954-5348 

x : 03-3954-9563 





国内 廃盤 、 ラ イヴ ロロ を 中 心 に 今 
や 入手 困難 な アイ テム を サー ビ 
ス ・ プ ライ ス で 一 拳 放出 。 あ な た 
が 欲し か っ た CD、 必 ず あ り ま す / 


DD 廃 表 セー ル 


人 


区 me 


1 の 1 いい 














CLEARLIGHT(famw) 

シリ ル ・ ヴ ェ ル ド 率い る スー パー・ ユ ニッ ト の 
4 作 目 。 ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク 的 要素 を 昇華 
ディ アス な 面 に 加え 、 ミ ニ マ ル ・ ミ 
の 方 向 性 を 大 幅 に 導入 し て いま す 。 彼ら な ら 
で は の 流れ る よう な 演奏 は 見 事 で す 。 


pbZAR(Ok) 

'70 年 甘 国 、 フ ォ ン タナ ・ レ ー ベ ル と いえ ば 
コレ 。 遂 に ビ D 化 。 サ バス 級 の 重 さ 、 暗 さ に 
クリ ム ソ ン 級 の メロ トロ ン 、 と 来 て 一 前 旨 で 
は いき ませ ん 。 ア ンダ ー グ ラウ ンド に し て ブ 
ログ レッ シ ヴ 。 こ れ ぞ 英国 の 凄み 、 一 級 品 。 


NN まっ 
NO 

ミニ ・ ア ル バ ム に 続い て 待望 の 8nmd ア ル バ 
ム が リリ ー ス 。 英 国 の 中 軸 と し て 、 キ ャ リア と 
セン ス に 裏打ち され た 高 品質 な 内 容 は さす 
が で す 。 メ ロディ アス ・ シ ン フォ / ボ ンプ 系 で も 
特に ギタ ー・ ブ レイ は 断トツ 。 個 性 あり / 


6. 
RICHARD SINCLAIRk) 
ミス ター・ カ ンタ ベリ ー の 最新 ヴォ イス ・ メ ー 
ル が 到着 。 ピ ッ プ ・ バ イル 、 ジ ミー・ ヘ イス ティ 
ング ス 他 豪華 ゲス ト を 迎え て ジャ ジー か な 面 
を も 加味 し た 意欲 作 。 比 類 な き 魅 力 の 歌声 
と 暇 か さ は 健在 、 文 殺 な し 。 フ ァ ン 必 聴 。 


POLLEN Camada) 


発売 が 延び て いた ッ ン フォ ニッ ク の 代 
表 格 、 今 度 こ そ 出 ます 。 ジャ ケッ ト の イメ ー ジ 
どおり の ドラ マテ ィ ッ ク か つ メ ロディ アス な 
演奏 。 大 物 と 呼ぶ に ふさ わし い ク オリ ティ を 
土 る 一 作 、 叙 情 性 と 構築 美 は 抜け て ます 。 








CANOL OF RARVRSE 




















TIBET(Gemam) 


79 年 、 ベ ラフ ォ ン ・ レ ー ベ ル に 残さ れ た 唯一 
の 作品 。 ハ モン ド 、 メ ロト ロン を 効果 的 | 


に AI ョ 
FINDH(deam) 

熱き 魂 の 伝導 者 、 フ ィ ン チ の 3rd ア ル バ ム も 
遂に DD に / より アン サン ブル 志向 が 強 ま 
り 、 組 曲 構成 の 大 曲 も 。 メ ン バ ー・ チ ェ ン ジ を 
経て の ラス ト ・ ア ル バ ム に し て 彼ら の 魅力 全 
開 の 一 作 。 フ ィ ン チ の 作品 に ハズ レ 無 し 。 


WMANEIGECwee) 


'77 年 の 3rd ア ル パ ム が CD 化 。Key.G.FI 
等 、 多 彩 な 音色 を フィ ー チ ャ ー し た 演奏 に 加 
え 、 弦 楽器 を も 導入 し て 穏やか で リリ カル な か せる 情熱 た っ ぷり の メロ ディ アス な 演奏 。 
味わい 。 カ ナディ アン の 代表 的 バン ド た る 実 ジャ ー マ ン ・ ロ ッ ク と し て は 異色 と も いえ る 
力 を 見 せつ け ま す 。 残 され た 大 物 、 遂 に 上 陸 。 内容 だ け に 、 逆 に オリ ジ ナ リティ を 感じ ます 。 


WAPASS0U(France) 

フラ ンス が 生ん だ 孤高 の ファ ンタ ジッ ク ・ ユ 
ニッ ト 。 ク リブ ト ・ レ ー ベ ル 時 代 の 代表 どこ ろ 
が 再発 。Ky.VIn. 女 性 スキ ャ ッ ト 、 選 が 織 
りな す 浮 遊 感 は まさ に 夢見 心地 。 こ れ ぞ ヨー 
ロッ パ 的 ロマ ン テ ィ シ ズム の 極め つけ 。 


CAROL OF HARVEST(esmay 
ジャ ー マ ン ・ フ ォ ー ク ・ ロ ッ ク の 超 レ ア ・ ア イ 

テム が 限定 再発 。 女 性 ヴォ ー カ ル 入 り の 味 

わい 深い サウ ンド は 、 い わ ば 英国 フォ ー ク 乗 

り で 聴け る も の で す 。 プロ グレ ・ フ ァ ン 向け ア 

イ テ ム と し て 一 級 品 。 一 聴 の 価値 十分 / 











ESEST 


輸入 ロロ 、LP 


OZRIC TENTACLES/Arborescence 
GENTLE GIANT/Last Time Live 
MATCHING MOLE/ 
BBC Radio 1 Live In Concert 
DAVE GREENSLADE/ 
Pentateuch Of The Cosmology 
CAEDOMON/ 

Caedomon(rare! rarel good! folk.) 
STONE ANGEL/Stone Angel 
LEAFHOUND/Growers Of Mushrooms 
TON TON MACOUTE/ 

Ton Ton Macoute (from Repertoire) 
KALEIDOSCOPE/ 


Tangerine Dream, Faintly Blowing 
PINNACLE/Cyborg Assassin( 十 4bonus) 
DOGFEET/Dogfeet 

( 十 2bonus, good! rare! good! good!) 
ALFRED TISOCCO/Ballet Collection 
OPUS AVANTRA/Lyrics 
SITHONIA/Folla Di Passaggio 
JEAN PASCAL BOFFO/Carillons 
CATHERINE RIBEIRO 十 ALPES/ 

Ame Debout, La Deboussole 
CAROL OF HARVEST/Carol Of Harvest 
HAIRY CHAPTER/Cant Get Through 
MYTHOS/Mythos 
JULVERNE/Le Retourn Du Capt. Nemo 
ITZIAR/Itziar 


HAIZEA/Hontz Gaua 

NIEMEN/Aerolit 

JOSE CID/10000 Anos Depois Entre 一 
EELA CRAIG/Eela Craig 
KAIZEN/Garqgula 

QUATERNA REQUIEM/Quasimodo 
SAILOR FREE/The Fifth Door 

U TOTEM/Music For Imaginary Films 
MARCO ANTONIO ARAUJO/ 

Entre Um Silencio E Outro( 十 2 一 3bonus) 
JACKAL/Awake 
BUCCANEER/Buccaneer 
FM/Black Noise 
RICHARD SINCLAIR/R.S.V.P. 
GANDALF/Colours Of Earth 


POLLEN/Pollen 
ATLAS/Bla Vardag 
MANEIGE/Ni Vent Ni Nouvelle 
ALAN SORRENTI/Alan Sorrenti 
RAGNAROK/Ragnarok 
UTOPIA/Utopia 
PEKKA POHJOLA/Katkavaaran 
Lohikaarme, Keesojen Lehto 

GUALVERTO/Gualverto, Vericuetos 
V.A./Sci-Fi Party 
FAUST/Live In Concert Vol.1, Vol.2 
DEBORA SEFFER/Bluesong Rouge 
LA 1919/Jouer, Spielen, To Play 

( 填 Chris Cutler, Charles Hayward) 
WOOLLY WOLSTENHOLM 
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WORLD DISQUE SET SALE LIST Vol.113 SY ビ ル 403( 駐 車場 に 挟ま れ た 白い ビル ) 


日 月 と 5 日 発行 


遠方 の 方 、 忙 し く て 店 に 来 られ な い 方 の 為 に 毎月 お 送り し て いる 通信 販売 の リス ト で まあ 
この 中 に は 、 自 信 を 持っ て 推薦 する 推薦 盤 コ ー ナ ー、 主 と し て 在庫 残り の 責 少 盤 を 安価 
供給 する サー ビス ・ コ ー ナ ー、 世 界 中 か ら 集 め た LP/CD を スト ッ ク す る スペ シャ ル ・ ス 
トッ ク ・ コ ー ナ ー、 そ し て 入手 困難 な 貴 少 盤 / 中 古 盤 を 扱う 貴 少 盤 コ ー ナ ー が あり 、 充 実 し 
た スト ッ ク か ら ご 希望 の アイ テム を 購入 で きる 便利 な シス テム で す 。 ユー ロ / プ ログ レッ シ 
ヴ は も ちろ ん 、 プ リティ ッシュ 、 ト ラッ ド 等 の スト ッ ク も 扱っ て いま す 。 マーキー と この リス ト さ え 
あれ ば 鬼 に 金棒 お 申込 は 簡単 。200 円 分 の 切手 を 同封 の 上 、 最 新 リ スト 希望 と 明記 
し て マー キー 内 ワー ルド ・ デ ィ ス ク 通 販 係 まで お 送り 下さ い 。 最 新 リ スト を お 送り し まま 
(通信 販売 の お 問合せ は 従来 通り 03-3954-2055 ま で お 願い し ます 3954-5348 は お 店 専用 電話 で すま ) 
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s 彩 を 帯び て 来 て し まう が 、 ま さ に ジャ ー 
の トリ ッ プ 、 意識 変容 の 旅 に 他 な ら な 


ヽ の だ が ) が 、 計 
便 語調 で 論 難 され 
えば 「 売 れる 音楽 は 〇 、 売 れる 
な 事 で ある が 、 そ も そ も 音楽 な ん で 皆 、 自 己 満足 な の 
で は な い だ ろ うか ? 自己 が 求め る 物 に 忠実 で あれ ば 、 
他人 が どう 評価 し よう と 環 抹 な 事 だ 。 リ スナ ー を 感動 さ 
せよ うな ど と 考え る の は 不 腺 で さえ ある 。『 売 れる 、 売 れ 
な い 」 と いう 基準 を 持ち 込む 事 自体 、 音 楽 と は 別 の 不 
純 物 を 付加 させ て し まい 、 よ り 音 楽 を 見 え に く くさ せる だ 
け だ 。 皮 上 肉 め いた 結論 を 言わ させ て も ら え ば 、 概 し て 「 売 
れ な い 」 音 楽 を や っ て いる ミュ ー ジ シャ ン 達 は 決し て 自ら 
の 音楽 に 満足 し て な どい は し な いし 、 同 じ 処 に と ど ま っ 
て で は いな い が 、 ろ 〈 で も な い 音楽 を や っ て る 連中 は 、「 売 
れ て いる 」 事 に 満足 し て いる だ け で 、 同 じ 処 を ぐる ぐる 回 
っ て いる だ け で ある 。 実 際 、'60 年 代 …'70 年 代 の ロッ ク ・ 
ミュ ー ジ シャ ン 達 は 現状 打破 を 掲げ て 、 そ の 怒り や いら 
だ ち を 音楽 に ぶつ け て いた の だ し 、 そ の 音楽 は リス ナ 
ー 達 へ の 挑発 で あっ た 。 満 足す る 事 な ど 念頭 に は 無 か 
っ た に 違い な い 。 悪 し き コ マー シャ リズ ム に 毒 さ れ た ミュ 
ー ジ シャ ン と リス ナー の 馴れ 合い こそ 自己 満足 の 極み 
だ と 言い た い 。 

大 分 横道 に 逸れ て し まっ た が 、 実 は 音楽 が 自己 満足 
的 で あろ うと な か ろう と 本 当 は どう で も 良い 事 で あり 、 
どう 受け 止め 、 何 を 感じ る か 、 何 を 考え る か が 重要 な の 
で あっ て 、 ジ ャ ー マ ン ・ ロ ッ ク も 大 方 その あたり に 集中 し 
て いる わけ で ある 。 以 下 、 個 人 的 な 独断 と 偏見 で ジャ ー 
マン ・ ロ ッ ク を 旅 し て みた い 。 





























ジ ぢ 






精神 変容 の 旅 


日) > に 
日頃 見 な れ て いる も の が ふと 違っ て 見 えた り 、 本 来 あ 還 誰 も 見 て は いけ な = いと いう 徴 求 が あ 
る べき 所 に 収 っ て いな いよ うな 感覚 を 持っ た 事 は 誰 に = し か し 見 て し まっ 弥 梅 る 事 も ある の だ 。 い や その 期間 
で も ある に 違い な い 。 そ うし た 非 日 常 的 感覚 を 、 一 見 無 = の 落差 に て は な 見 る 事 が 止め られ な く な っ て し 
表情 な 仮面 を 付け な が ら も 悪意 に 満ち た 優し さ で 見 せ こ で ある 。 ア モン ・ デ ュー 克 放 は 誠 ん な バン ド て 。 
て くれ る の が ファ ウス ト で ある 。 彼 ら の よく 使う 手段 と し 中 ま 
て 、 単 調 な リズ ム の 繰り 返し や ノイ ズ の 導入 が ある 。 繰 分 、 妙 に se 
り 返し と いう の は 物理 的 に は 同じ 状態 の 持続 で あっ 東 プチ: を くす ぐる 中 
て 、 変 化 ・ 発 展 の 余地 は な い 。 し か し 心理 的 に は 微妙 な = ま 息 念 に 満 二 、 
播 れ 動き を 伴う も の だ 。 そ れ が 時 に は 高揚 感 を 生み 出 。 呼び 本 
し 惚 の 境地 へ と 導く 事 (民族 音楽 ) り も あれ ば 、 精 神 的 - 貞 
安 逸 へ と 導く 事 (環境 音楽 ) も ある 。 し か し ファ ウス ト は 、 ッ タ リ と 張り 付い 尼 
簡単 に は いい 気持 ち に させ て は くれ な い 。 リ ズム の 流れ 体 の 知 な い 
を 寸断 し 、 位 相 を ずら し 、 裏 返す 事 に よっ て 平衡 ・ 安 定 を ろ 殺 ) を 
破り 、 さ ら に そこ へ 一 見 何 の 関係 も な い ノ イズ を 流し 、 陳 い が 、 通勤 ラッ > 
腐 と も 言え る メラ ンコ リッ ク な メロ ディ ー を 挿入 する 事 に ー ン を ・ 6 
よっ て 、 似 て も 似つか な い 日 常 性 を 出現 させ る の で あ 
る 。 それ は 裏 返 さ れ た 日 常 性 の 悪夢 と も 言う べき も の で 
ある 。 だ が ファ ウス ト の 音 を 聴き 込ん で 行く 内 に 、 そ の 音 
の 滑ら か さ 、 曲 展開 の ダイ ナミ ズム 、 イズ 
みな バラ ンス に 驚か され る 事 ( 
本 来 の 姿 が ある 。 フ ァ ウ ス 
な く 完 成 され た 様式 美 を 
*Krautrock? を 聴け ば V 
持っ て いた か 解る だ ろ 、 っ 










































を 見 させ た の で は な く 
愛 を 解体 させ 、 無 心 の 境 


図 的 選 『 尋 ま り も 終わ り も な 、 時 間 的 制約 を 取り 震 ち 
た 」 音 楽 も 存在 する 。 し か し それ で も な お 、 レ コー ド や @⑥B 
と い 5 媒 体 を 通 才 限り 、 音 楽 は 閉じ だ 時 間 の 輪 の 中 替 
表現 きれ る の で ある 。 と ころ で ~ 時 間 2 思 ば 時 計 で 測 ら れ 
る 物理 的 時 間 " と 人 間 の 精神 活動 と 吉 六 し た 必ず し も 
物理 的 時 間 と は 一 致し な い “^ 心 理 的 時 間際 が "ある 。 例 え 
ば 』 何 か に 熱中 し て いる と 時 間 が 経つ の が 速い を か 、 
夢 ほ お ける 時 間 経 過 の 混乱 ・ 無 秩序 と か が 軒 台 浮か が 
ぷ が 、 永 遠 に 続く 時 間 、 一 瞬 の 中 に 永遠 性 を 内 智 赤 る 
時 間 を 強 〈 成 させ る の が クラ ウス ・ シ ュ ル ツェ で ある 

シュ ルツ ェ の 音 は ミニ マル ・ ミ ュー ジッ ク の 影響 を 感じ 
きせ ぜ る が 、 配 定規 に 一 つの フレ ー ズ を 繰り 返す の 軟 
ほな 《⑯ よ りう 5 つろ う よ う な メロ テディ 感覚 が 情動 と 結び 落 
W た 滑 か さ を 持っ て いる 。 特 に 生命 の 源 で ある ~ 水 "を 
強 ⑯ 還 下さ せる シン セ サ イ ザー や 才 ル ガン の 音色 が 溶 
区 合 ② 空 間 を 生み 出し 、 時 間 さ えも 溶解 させ て 行く の で 
ある 8 代表 作 の 「Timewind」 は 果て し 無い 時 間 の 流れ 
g 果 し 無い 時 間 の 広がり 一 まさ に 宇宙 その も の で あ 
る 一 で 気 が 遠 く な る よう な アル バム で ある 。 そ し て それ は 
過去 か ら 現 在 ・ 未 来 へ と 続く 時 間 の 一 部 を 仮に 音楽 
作 唱 上 に 照射 し た も の に 過ぎ な い 。 全 て を 記憶 の 緑 
へ 、 忘 却 の 彼方 へ と 押し や っ で し まい 、 リ スナ ー を 孤独 
な 時 間 の 独房 に 迷い 込ま せる シュ ルツ ェ の 音 は 、 そ の 
表面 的 な 滑ら か さと は 裏腹 に 最も 危険 性 に 満ち た 終り 
の な い 旅 な の で ある 。 





例 ク ラウ ス ・ シ ュ ル ツェ 


V) 

脈絡 の な いひ と り 言 めい た も の を 書き 綴っ て 来 た 
が 、 以 上 の よう な ジャ ー マ ン ・ ロ ッ ク の 印象 は 文中 で 取 
り 上 げた 5 つの バン ド 及 び ミ ュー ジ シ ャ ン の み に と ど ま 
ら ず 、 多 く の バ ンド に 共通 する イメ ー ジ で ある 事 を 述べ て 
お きた い 。 例 えば Ohr レ ー ベ ル に 残さ きれ た オム ニ バ ス ・ 
アル バム を 聴い て みれ ば 、 そ の 多様 な 音楽 性 一 ジャ 
ズ 、 フ ォ ー ク 、 ハ ー ド ・ ロ ッ ク 、 現 代 音 楽 、 プ ルー ス 、 ク ラ シ 
ッ ク 、 ア ジテ ーション … 一 を 有する に か か わら ず 、 共 通し 
た 精神 的 背景 (ヒト ラー の 亡霊 、 サ イケ デリ ッ ク 体 験 ) を 
有 材 わせ る 暗い 色調 で 統一 され た 息 念 と 衝動 が 渦巻 い 
て いる 事 が わか る の で ある 。 そ し て 未だ に そう し た 邊 念 
や 衝動 に 呪縛 され で いる 自分 に 気づい て し まう の だ 
が 、 あ る 若い 友人 が 、 グ ル ・ グ ル や ア モン ・ デ ュー ル を ~ カ 
ッ コ イイ ( と スト レー ト に 表現 する の を 聞く と 、 う ら や まし くも 
あり 、 寂 し さも 感じ て し まう の で ある 。 





ドイ ツ ・ プ ログ レッ シ ヴ ・ ロ ッ ク の 中 枢 を 形成 し てい た 3 レー ベル 。 ウ ルリ ッ ヒ ・ カ イザ ー に 
よっ て 運営 され た この レー ベル 群 の 詳細 を 知る こと は 、 ジ ャ ー マ ン ・ ロ ッ ク の 極 に 近づく 、 
メタ ・ フ ィ ジ カル な 幻想 の 旅 で ある 。 


久山 本 雅幸 


70 年 代 初期 の ジャ ー マ ン ・ ロ ッ ク ・ シ ー ン は 、 ヨ ー ロ ッ パ 独 
特 の 伝統 的 土壌 と 歴史 的 必然 性 か ら な る 精神 革命 ムー ヴ 
メン ト に よっ て 様々 な オリ ジ ナ リティ ー あ ふれ る 作品 群 を 生ん 
だ 。 そ れ ら は 、'60 年 代 に お ける ドイ ツ の フリ ー・ ジ ャ ズ ・ シ ー ン 
が そう で あっ た よう に 、 マ イナ ー・ レ ー ベ ル に よる 活発 な レコ ー 
ディ ング か ら 始 まり 、 本 来 の ドイ ツ ・ ゲ ルマン 民族 の 持つ 感性 
や 理性 を 重視 し た 、 い わ ゆ る 知 的 探究 心 に 満ち た 、 新 し い 音 
楽 で あっ た 。 

^ 新 し い 音楽 ?/ ニ ドイ ツ ・ ミ ュー ジッ ク ・ シ ー ン は 、 こ の ドイ ツ ・ 
マイ ナー・ ジ ャ ズ ・ シ ー ン を 原動力 と し て 息 づ き 、 さ ら に エレ ク 
トロ ニク ス に よる 新しい 音楽 的 手法 (現代 音楽 ) を 伴っ て 、 
一 大 アン ダー グラ ウン ド ・ ミ ュー ジッ ク ・ シ ー ン を 形成 し た 。 
し か し 、 何 と 言っ て も 、'60 年 代 後半 に アメ リカ 、 イ ギリ ス か ら 飛 
火 し て きた サイ ケ デ リッ ク ・ ム ー ウ メン ト の 影響 が シー ン の 拡 
大 、 活 性 化 に 一 番 大 きく 反映 し た 。 

民族 音楽 、 ク ラシック 音楽 、 現 代 音 楽 と いう 豊か な 音楽 
的 土壌 に 育ま れ て きた ドイ ツ の ミュ ー ジ ッ ク ・ シ ー ン は 、 こ の ム 
ー ヴ ウメ ント の 影響 に よっ て 、 様 々 な フォ ルム を 展開 させ て い 
き 、 ド イツ 独自 の 音楽 を 確立 し て いく 〈。 こ の 時 期 、 シ ュー ルレ ア 
リズ ム 運 動 と ドラ ッ グ 体験 等 に 代表 され る 人 間 精神 の 拡大 
を 表現 の 主要 テー マ に 置い た アー ティ スト 達 は 、 そ れ ぞ れ 個 
性 的 な 意識 の 変革 を 求め て いっ た 。 と り わ け 、 ミ ュー ジッ ク ・ 
シー ン に お いて は 、 実 験 的 で 精神 主義 的 な 音楽 を 主流 に 、 
従来 の ジャ ズ 、 プ ルー ス 、 ポ ボップ ス と いっ た ジャ ン ル に と ら わ 


ぞ ど ご 


れ な い 、 自 由 な 意識 に 根ざし た 独自 の 音楽 性 を 築 こ うと する 
グル ー プ が 、 多 く 輩 出し た 。 そ し て 、 ド イツ 特有 の 国民 的 文化 
風土 に 支え られ た 表現 主義 、 無 限 の 宇宙 的 神秘 に 対し て 抱 
いた 、 人 間 精 神 の 憧れ で ある ドイ ツ ・ ロ マン 主義 を 源流 
に 、'70 年 代 初期 の ジャ ー マ ン ・ ロ ッ ク ・ シ ー ン の 一 大 マン ダラ 
絵巻 を 残し た の が 、 ロ ルフ ・ ウ ルリ ッ ヒ ・ カ イザ ー 率 いる Ohr- 
Pilz プ ロダ クシ ョ ン で あっ た 。 

Ohr-Pilz プ ロダ クシ ョ ン は 、'68 年 に 、 ロ ルフ ・ ウ ルリ ッ ヒ ・ 
カイ ザー( 以 下 R・U・ カ イザ ー) の 主宰 で 、 ド イツ の エッ セン に 
て 「 エ ッ セ ン ・ イ ンタ ー ナ ショ ナル ・ ソ ング ・ フ ェ ス ティ バル 」 と い 
う コ ン サ ー ト を 開い た 。 こ の 時 に 、 フ ラン ク ・ ザ ッ パ 他 、 サ ン フ 
ラン シス コ の ミュ ー ジ シャ ン 達 が 招 か れ 、 ド イツ の アン ダー グ 
ラウ ンド な グル ー プ に 衝撃 的 な 影響 を 与え た と いう 。 新 し い 
ポッ プ ・ ミ ュー ジッ ク を 模索 、 確 立 す る に あたっ て 、 当 時 の サン 
フラ ン シ ス コ の アン ダー グラ ウン ド ・ シ ー ン 、 と り わ け F・ ザ ッ パ 
は 予言 者 的 存在 に 見 えた の で あろ う 。R・U・ カ イザ ー は 、 当 
時 の イン タ ヴ ュー で 、 ジ ャ ズ 、 ブ ルー ス 、 ポ ッ プ ス 、 エ レク トリ ッ 
ク ・ ミ ュー ジッ ク と いう ジャ ン ル を 超え た 新しい 音楽 の 創製 の 
手がかり と し て 、F・ ザ ッ パ の 存在 を 大 きく 扱っ て いる 。 ま た 、 社 
会 の 変化 に 伴う 価値 観 及 び 認識 を 音楽 と いう 一 つの 表現 
方 法 で 、 様 々 な 形態 の 音楽 性 を 、 彼 ら ( ド イツ の アン ダー グ 
ラウ ンド ・ グ ルー プ ) に よっ て 伝達 され る こと を 期待 し 、 そ の 手 
段 と し て Ohr レ ー ベ ル を 発足 し た と いう 事 を 述べ て いる 。 つ ま 
り 、 プ ロタ クション の 主要 命題 は 、 音 楽 は 、 歌 の み に よっ て 伝 


えら れる の で は な い … と いう こと で あっ た 。 そ れ は 例え ば 、 ス 
ロー ガン を か か げ て 聴衆 を 煽動 する シュ プレ ヒコ ー ル で あっ 
た り 、 教 会 で 合唱 する 讃 美歌 で あっ た り 、 詩 の 朗読 で あっ た 
り 、 マ ント ラ の 吟 唱 で あっ た りす る の だ 。 こ の よう に 様々 な 表 
現 形態 を 伴う こと に よっ て 生ま れ た 伝達 方 法 は 、 当 時 に お い 
て は 新しい 水準 の 音楽 で あっ た と 言え よう 。 

ドイ ツ の アン ダー グラ ウン ド ・ グ ルー プ は 、 こ うし て R・U・ カ 
イザ ー の Ohr レ ー ベ ル に 籍 を 置く こと に な り 、 ア ル バ ム 制作 
に あたっ て は グル ー プ 及び 、 ミ ュー ジ シ ャ ン 達 に プロ デュ ー ス 
全般 が 任せ られ た 。 オ リ ジ ナ リティ あふ れる ミュ ー ジ シャ ン 達 
は 、Ohr レ ー ベ ル の も と で 自由 に レコ ー デ ィング ・ コ ン セ プ ト を 
活か し 、 そ れ ぞ れ の 方 向 性 を 追求 し て いき 、70 年 代 初 期 の 
ジャ ー マ ン ・ ロ ッ ク ・ シ ー ン に 貴重 な 形跡 を 残し て いっ た の で 
ある 。 

Ohr- Pilz プ ロダ クシ ョ ン は 、'70 年 か ら '74 年 の 間 に 極め 
て 加速 度 的 に アル バム を リリ ー ス し て いっ た 。Ohr は Metro- 
nome、Pilz は BASF 傘下 に 、 そ の 全容 は Ohr 32 枚 (0 番 か 
ら 始 まっ て 33 番 まで 、1 枚 は 欠番 に な っ て いる ) 、Pilz 20 枚 と 
な っ て いる 。 ま た 、 そ れ ぞ れ シ ング ル も リリ ー ス し て いる が 、 そ れ 
ら の 展開 も 短期 間 で 終結 し 、 一 部 の グル ー プ 、 ミ ュー ジ シ ャ ン 
達 は 、Ohr レ ー ベ ル の 落と し 子 Ohr- Kosmische に 参画 し 
3G《 記 司 な が る 5 

まず 、 レ ー ベ ル の 発足 が 時 期 的 に 一 番 早かっ た Ohr の ラ 
イン ・ ナ ッ プ か ら 簡 単に 紹介 し て みる こと に し よう 。 

Ohr(OMM56..…) の 0 番 に リリ ー ス され た の が 、FLOH DE 





COLOGNE の セカ ンド ・ ア ル バ ム に あたる 「Fliessband- 
babys Beat-Shaw」。 変 則 的 な ハー ド ・ ロ ッ ク と 威圧 感 の 
ある ドイ ツ 語 で 詩人 倒す る よう な ヴォ ー カ ル を 特徴 と する 政治 
色 の 強い グル ー プ で 、Ohr に 4 枚 の アル バム を 残し て いる 。 
サー ド ・ ア ル バ ム の 「Rockoper Profitgeier」(LIVE) は 
Ohr- Pilz プ ロダ クシ ョ ン 唯 一 の カラ ー・ レ コー ド で 、 透 明 に 
近い 真紅 色 ( 初 回 プレ ス ) と 淡い ロー ズ ビ ピン ク ( セ カン ド ・ プ レ 
ス ) の 2 種類 が ある 。 シ ング ル も Ohr 時代 に 3 枚 残 し て いる 。 


OHR/PILZ KOSMISCHE 


Ohr 

LP 

OMM(5)56000 FLOH DE COLOGNE Fliesshandhahys Beat-Show (70) 
OMM 55001 LIMBUS 4 Manalas (70) 


OMM 56002 BERND WITTHUSER Lieder VOn Vampirn, 
Nonan Und Toten (70) 


OMM 56003 EMBRYO Opal (70) 
OMM(5)55004 TANGEHINE DHEAM Electromic Meditatinn ("70) 
OMM(5)56005 BURU BU UF0 (70) 

OMM 56006 V.A. Ohrenschmaus (70) 
OMM(5)55007 ANNEXUS 0UAM 0smose (70) 

OMM 56008 AMON DUUL Paradies Warts Diil (70) 
OMM 56009 ROGER BUNN Peice 0f Mind (71) 
OMM(5)56010 FLOH DE CULOGNE Hackaper Profitggir ("71) 
OMM 55011 PAUL UNDLIMPE FUCHS Amima Sound Stuimischer Himmel ('71) 
OMM(5)55012 TANGEHINE DHEAM Apha Centauri (71) 
OMM(5)55013 ASH RA TEMPEL Ash Ha T8mpel ('71) 
0MM(5)56014 XHOL Hau Ruck (71) 
OMM(5)56015 BIRTH COUNTROL Operatin (71) 
OMM(5)56016 WITTHUSER & WESTRUPP Tips Umd Traime (71) 
OMM(5)56017 GUHU UI Hinten (71) 

OMM 556018 VA. Mitten Ins Ohr (71) 
OMM 556019 MYTHOS Mythos ('71) 

OMM 556020 ASH RA TEMPEL Schwinun8n ('72) 

OMM 556021 TANGERINE DHEAM Zeit (72) 

OMM 556022 KLAUS SEHULZE Iict (72) 

OMM 556023 WALPURGIS 0ueen 0f Saha ('72) 
OMM 556024 XHOL Motherfuckers Gmhh & Ca. KG ("72) 
OMM 556025 BIRTH CUNTROL Blieve In The 叫 ('73) 
OMM 556027 V.A. Kosmische Musik ('72) 
OMM 556028 ANNEXUS 0OUAM Beziehummen (72) 

ODMM 556029 FLOH DE COLOGNE Lucky Strike (72) 

OMM 556030 AHNO CLAUSS An Tante Gertie In Z0ms Am Rhein ('72) 
OMM 556031 TANGERINE DHEAM Atem (72) 

OMM 556032 ASH HATEMPEL Jain Im (72) 

OMM 556033 FLOH 0E COLOGNE Geier Symphomie ('72) 
Ohr Today 

OMM 560001 IHRE KINDER Lie 82 (82) 

OMM 560002 BIRTH CONTHOL Bang (83) 

OMM 560003 REBEL Stargaz8r ('83) 

OMM 580001 ANIMA Der Hegt Mich Auf ('82) 
Single 


0S 57000 AMON DUUL:Etemal Fnw / Paramechamical Warll ('70) 
0S 57001 FLOH DE COLOGNE:St. Pali, Du Mein Loch Zr Welt / 
Brumn-leid (70) 
0S 57002 WITTHUSER & WESTRUPP :Eist Kmmt Di Nacht / 
Wer Schwimmt nrt (70) 
0S 57003 BIRTH CONTHOL:Hne / Hulin (70) 
0S 57004 WITTHUSER & WESTRUPP:Nimm Einen Joint, Mein Frend / 
lasst Uns Auf Die Heis8 Gehen (71) 
0S 57005 BIRTH CONTROL:The Work Is hon / Flesh Amd BI0nd ('71) 
0S 57006 TANGERINE DREAM:Ulima Thul Part 1 / Part 2 (71) 
0S 57007 BIRTH CONTHOL:What's Yaur Name / Blive In The (72) 
0S 57008 GULBATHA:ies Irae / Children's Gamg ('72) 
0S 57009 BLOH DE COLOGNE:Emil In Erkenschwiek / Zalen Musst Du ('72) 
0S 57011 ARNO CLAUSS:Karlchen / 
IManchen Leuten M6cht Ich Germe In Die Fresse Schlaen 
0S 57012 FLOH DE COLOGNE:Der LOwenthaler / Bayrisches Heimatligd (73) 


ぞ ラ 


また 、 こ の グル ー プ は 、Ohr 亡 き あ と も 、 シ ー ン に 残り 、Plane 
レー ベル か ら 3 枚 の アル バム を 発表 し て いる 。 

'68 年 に 起こ っ た アモ ン ・ デ ュー ル の 分 裂 劇 が 、'70 年 代 ジ 
ヤー マン ・ ロ ッ ク ・ シ ー ン 居 指 の へ ウィ 級 イ ンタ ー ナ ショ ナル ・ 
グル ー プ 、 ア モン ・ デ ュー ル II を 生ん だ こと は 周知 の 事実 だ 
が 、 オ リ ジ ナ ル ・ メ ン バ ー に よる AMON DUUL 1 は 770 年 に 
「Paradieswarts DUUl」 を 発表 し た 。Metronome 時 代 の 
攻撃 的 な サイ ケ デ リッ ク ・ サ ウン ド に 比べ 、 こ の アル バム は 、 
極め て 単調 お な リズム に よる 静か な サウ ンド に 変わ り 、 東 洋 的 
な 無常 感 さ え 漂 っ て いる 。 そ こ で は 、 彼 ら の 思想 的 な テー マ 
(政治 的 イデ オロ ギー) が 、 穏 や か で 安らぎ に 満ち た 即興 演 
奏 に 乗っ て 、 実 に 旨く 表現 され て いる 。“Love ls Peace”ー 一 
それ は 時 代 の 象徴 で も あっ た 。 ア ル バ ム の 他 に 未 発 表 テ イ 
ク の シン グル を 1 枚 Ohr か ら 出 し て いる が 、 ア ル バ ム 同様 、 オ 
リ ジ ナ ル ・ ア モン ・ デ ュー ル を 知る 貴重 な 手がかり と 言え る だ 
の りら 

ANNEXUS QUAM の ファ ー ス ト ・ ア ル バ ム 、「Osmose」 


@ANNEXUS QUAM 





う づ の 〇 の 


は 、 タ ンジ ェ リ ン ・ ド リー ム 、 ア シュ ・ ラ ・ テ ン ペ ル 、 グ ル ・ グ ル 等 
の 初期 の 作品 と 並ん で 、Ohr レ ー ベ ル の 代表 的 な アル バム 
の 一 つと 言っ て いい で あろ う 。 そ の サウ ンド は 、Ohr レ ー ベ ル 
の ほとん どの グル ー プ が そう で ある よう に 、 フ リー・ ミ ュー ジッ 
ク 的 な 要素 を 強く 有 し て いる 。 ジ ャ ケッ ト は 、 サ イケ デリ ッ ク に 
彩 ら れ た イラ スト で 、 そ の 、 手 の 込ん だ 変形 デザ イン は 、 当 時 
な ら で は の 代物 で ある 。 ま た 、 こ の グル ー プ は 、770 年 に 来 日 
し 、 万 国 博 の ドイ ツ 会 場 を メイ ン に 金沢 と 富山 で コン サー ト を 
開い て いる 。 た ぶん 、 シ ュ ト ッ ク ハ ウ ゼ ン あ た り に 代表 され る 
現代 音楽 系 列 の ミュ ー ジ シャ ン と し て 紹介 され た の で あろ う 
が 、 当 時 、 日 本 国内 で は 三波 春夫 の 歌 が 鳴り 響き 、 岡 本 太 
郎 芸術 が 爆発 し て いた 。Ohr レ ー ベ ル も 、 し っ か り ド イツ の 国 
か ら 、 コ ン ニ チワ と 浸透 し つつ あっ た の だ 。 

XHOL は XHOL CARAVAN(Hansa レ ー ベ ル か らし P と 
シン グル を 1 枚 ず つ 出 し て いる ) を 前 身 と する フリ ー・ ジ ャ ズ 的 
な サウ ンド に ブル ー ス 色 を 加え た アヴァ ン ギ ャ ルド ・ ロ ッ ク で 
ある 。Ohr に 2 枚 の アル バム を 残し て 消え た グル ー プ だ が 、 ラ 









@AMON DUUL 


@LIMBUS 


イヴ を 収録 し た ファ ー ス ト ('70 年 ) 「Hauruk」 は エネ ル ギ ッ シ 
ュ な 迫力 に 満ち た テン ショ ン の 高い 内 容 で ある 。 演 奏 後 、 ラ 
イヴ ハウ ス 内 に 響き わた る ディ ー プ ・ パ ー プ ル の レコ ー ド が 当 
時 の 状況 を 反映 し て いて 印象 深い 。 

FLOH DE COLOGNE 同 様 、'70 年 代 後半 まで 意欲 的 
に 活動 し て いた BIRTH CONTROL は 、 典 型 的 な ハー ド ・ ロ 
ッ ク ・ タ イプ の グル ー プ で ある 。Metronome レ ー ベ ル を デビ 
ュー に 、Ohr CBS 一 Brain と 活動 の 場 を 展開 し て いっ た 
が Ohr 時 代 に 発表 し た アル バム 「Operation」 は ハー ド ・ ロ ッ 
ク と は 少し 違っ た 要素 を 盛り 込ん で いて 面白 い 。B 面 ラス ト 
の 11 分 に も 及ぶ ^Let Us Do It Now? は 、Ohr レ ー ベ ル で は 
珍し く ク ラ シ カ ル な サウ ンド を 醸し 出し て いる 名 曲 で ある 。 ま 
た 、 こ の グル ー プ は 、"80 年 代 初 頭 、POP IMPORT レ ー ベ ル 
と 同時 期 に 発足 し た OHR _ TODAY レー ベル (4 枚 の アル バ 
ム を リリ ー ス ) か ら 1 枚 アル バム を 発表 し て いる 。 

ROGER BUNN は 、 イ ギリ ス の 作曲 家 で あり 、 ま た 詩人 兼 
ギタ リス ト と いう 、 い わ ゆ る 当時 の ヒッ ピー 文化 に 代表 され る 
フォ ー ク ・ シ ン ガ ー で ある 。 唯 一 の アル バム 『「Piece Of Mind」 
は WITTHUSER&WESTRUPP の 民族 音楽 的 な 味わい 
と は 違っ た メデ ィ テ イシ ョ ナル な フォ ー ク ・ サ ウン ド で 所 々 に オ 
ー ケ スト レイ ショ ン に よる プロ グレ ッ シ ヴ 的 要素 も 備え た 内 容 
で ある 。Ohr 屈指 の レア ・ ア イ テ ム で も ある 。 

また 、Ohr レ ー ベ ル に は ダブ ル ・ ア ル バ ム の オム ニ バ ス が 
3 枚 あ る 。 そ れ ぞ れ 初 期 、 中 期 、 後 期 の グル ー プ を 詳し く 紹 介 
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し た も の で 、 レ ー ベ ル の 変遷 を 見 事 に 物語 っ た 内 容 に 編集 
し て ある 。1 作 目 「Ohrenschmaus」 に は 、 前 述 の アモ ン ・ デ ュ 
ー ル の 未 発表 シン グル 、3 作 目 の 「Kosmische Musik」 で は 
アシ ュ ・ ラ ・ テ ン ペ ベル と クラ ウス ・ シ ュ ル ツェ の L し P 未 収録 曲 が 
それ ぞ れ 収録 し し あっ て 、 ど れ も 単 な る オム ニ バ ス を 超え た 興 
味 深い 内 容 に な っ て いる 。 

他 に 、MYTHOS、WALPURGIS、LIMBUS 4 等 、Ohr レ 
ー ベ ル な ら で は の アン ダー グラ ウン ド ・ グ ルー プ が 当時 多く 
存在 し た が 、 そ れ ら は 、 ほ と ん ど 770 年 代 初期 の シー ン で 燃え 
尽き て し まっ た 。 し か し タン ジェ リン ・ ド リー ム 、 ア シュ ・ ラ ・ テ ン ペ 
ル 、 グ ル ・ グ ル 、 エ ンプ ブリ ヨ と いっ た 有名 な グル ー プ と と も に 、 そ 
れ ら の グル ー プ の 残し た 形跡 は 貴重 だ 。 そ れ は 、 決 し て サウ 
ンド 面 だ け で 理解 され る も の で は な く 、 ジ ャ ー マ ン ・ ロ ッ ク ・ シ 
ー ン の 全盛 期 を 形成 する 一 つの 実験 的 な 精神 史 で も あっ た 
(の だ 

蛇足 な が ら 、Ohr レ ー ベ ル の 初期 (0 番 か ら 4 番 ま で ) に 発 
表 さ れ た アル バム の 初回 ジャ ケッ ト に は 、 真 ん 中 あたり に 切 
り 込 み が 入 っ て いて 、 そ こ に は 、 そ の 昔 、 富 山 の 薬 売り の オ 
ジ サ ン に も ら っ た よう な ゴム 製 の フー セン が オマ ケ で 付い て 
7 だ 5 

Ohr レ ー ベ ル と 、 ほ ぼ 平 行 し て Pilz レ ー ベ ル も 770 年 代 初 
期 の ジャ ー マ ン ・ ロ ッ ク ・ シ ー ン に 独創 的 な アル バム を 多く 出 
し て いる 。 先 発 隊 の アヴァ ン ギ ャ ルド ・ フ ァ ミ リーOhr に 比べ て 
全般 的 に フォ ー ク 、 ト ラディ ショ ナル な サウ ンド を 有する グル 
ー プ が 多く 、 中 で も HOLDERLIN、BROSELMASCHINE、 
EMTIDI な ど は ジャ ー マ ン ・ ロ ッ ク ・ シ ー ン 届 指 の 名 作 を 残し 
た 。 こ れ ら の グル ー プ は 女性 ヴォ ー カ ル の トラ ティ ショ ナル な 
情 起 に メロ ディ アス な メロ トロ ン を 加え た 深遠 な 美 の 世界 を 
思わ せる サウ ンド 空間 を 現 出 させ て いる 。 ま さ に 、 ド イツ きっ て 
の ロマ ン 主 義 的 な 色合い に 満ち た サウ ンド だ と 言え よう 。 

WITTHUSER & WESTRUPP は 、 ヨ ー ロ ッ パ の 民族 音 
楽 の 中 に ドラ ッ ク ・ カ ルチャ ー を 彩っ た メデ ィ テ イシ ョ ナル な 
サウ ンド を ミッ クス させ た 二 人 組 の グル ー プ で ある 。Ohr レ ー 
ベル か ら 発 表し た 2 枚 の アル バム は 、 ど ちら も フォ ルク ス ・ リ ー 
ト の 域 を 出 な い 地 味 な も の で あっ た が 、Pilz レ ー ベ ル に 残し 
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た 2 枚 の アル バム は 、 多 彩 な ミュ ー ジ シャ ン の 顔ぶれ も 揃い 、 
彼ら の サウ ンド ・ コ ン セ プ ト を 十分 に 活か し た 傑作 で ある 。'71 
年 に 発表 し た サー ド ・ ア ル バ ム 「Der Jesuspilz」 は 「 福 音 
の 音楽 」 と いう サブ プ ・ タ イト ル が つけ られ た 、 宗 教 色 の 強い メ 
ディ テイ ショ ナル な コス ミッ ク ・ ミ ュー ジッ ク で ある 。 当 時 の ドラ 
ッ ク ・ カ ルチャ ー の 洗礼 を 全身 に 受け た 極め て スピ リ チ ュ ア 
ル な サウ ンド ・ コ ン セ プ ト を 全面 に 打ち 出し た 内 容 と 言え よ 
う 。 彼 ら は 、 こ の サウ ンド ・ コ ン セ プ ト を 携え て 各地 の 教会 を 回 
り 、 コ スミ ッ ク 信 者 た ちの 布教 活動 に 専念 し た と いう 。 そ れ に 
続く 「Bauer Plath」 で は 、 ヴ ァ レ ン シ ュ タイ ン の 全面 的 な 協 
力 の も と に 、 メ ロト ロン を 大 々 的 に フィ ー チ ャ ー し た プロ グレ ッ 
シ ヴ ・ サ ウン ド に な っ て いる 。 ま た 、 こ の グル ー プ は 4 枚 の シン 
グル の 他 に プー トレ ッ グ も 771 年 に 出さ れ て いる 。 

FLUTE & VOICE も メデ ィ テ イシ ョ ナル な フォ ー ク ・ タ イプ 
の グル ー プ で 、 当 時 シー ン に 多く 見 られ た 東洋 的 志向 の 強 
い 内 容 の アル バム 「Imaginations Of Light」 を Pilz か ら 
出し て いる 。 こ の アル バム は 、 か つて テイ チク より 発売 され た 
こと が ある 。 

Pilz レ ー ベ ル に は 、 ト ラディ ショ ナル な 傾向 の グル ー プ の 
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記 旨 且 

LP 

20 21100-2 BR6SELMASEHINE Br6selmachime (71) 
20 21090-] JOYUNLIMITED Schmetterimme (71) 
20 20114-7 DIES IRME Fist (71) 

20 21088-2 FLUTE & VOICE Flte & Vice (71) 
20 21095-2 ARDO DOMBEC Ad0 Domhec (71) 

20 21098-7 WITTHUSER & WESTRUPP DerJesus Plz (71) 
20 21099-5 RUFUS ZUPHALL Phallnhst (71) 

20 21102-9 VIRUS Thoughts (71) 

20 21103-7 MCCHURCH SOUNDROOM Delusin (71) 

20 21114-2 VA Heaw ChristImas (71) 
20 21276-9 POPOL VUH In Den Garten Pharans (71) 
20 21314-5 HOLDERLIN Hilderlim's Traum ('72) 
20 29064-6 WALLENSTEIN BZkrie (72) 

20 29077-8 EMT Saat (72) 

20 29097-2 ANIMA Amima (72) 

20 29113-8 WALLENSTEIN Mother Univers8 ('72) 
20 29115-4 WITTHUSER & WESTRUPP BauerPlath (72) 

20 29116-2 VA Hanunzel (72) 

20 29131-6 J.BERKERS Umterwegs ('72) 

20 29143-1 POPOL VUH Hosianna Mantra ("72) 


Single 
0519041-7 WITTHUSEH & WESTRUPP:ie Erieuchtumg / Die Aussendumg (71) 
0519134-0 WITTHUSER & WESTRUPP:Bauer Plath / [as lied Der liehe ('72) 
0511106-1 IES IRE:Lucifer / Tired ('71) 
0511101-0 VIRUS:King Heroin / Take Yar Thoughts (71) 
0511556-3 JOY UNLIMITED:Early M0rninn M0anin / Proud Agglina ('72) 
0519128-6 JERHYBEHKEHS:Na Na Tschu Tschu Tschu / 

Es Wird MOrqen Vorhgi Sein ('72) 


他 に 正統 派 プ ログ レッ シ ヴ 的 要素 の 強い グル ー プ も 存在 し 
た 。WALLENSTEIN は "71 年 に Pilz で デビ ュー し 、Ohr- 
Kosmische レ ー ベ ル を 経て '70 年 代 後半 の 商業 レベ ル に う 
まく 迎合 し た グル ー プ で ある 。 リ ー ダ ー で キー ボー ド 奏 者 の ユ 
ル ゲ ン ・ ド ラー ゼ は 、 幼 い 頃 か ら ベ ー ト ー ベ ン や バッ ハ 等 、 自 
国 の クラ シッ ク 音 楽に 親しみ 、 研 究 し た と いう 。 ま た 、'72 年 に 、 
『 オ ル ガ ニ ザ ツ ィ オ ー ン ・ ヴ ァ レ ン シ ュ タイ ン 」 を 組織 し 、 音 楽 の 
他 に 、 芸 術 、 科 学 、 文 学 等 の 分 野 に も 活動 の 範囲 を 拡げ て 
いっ た 。 グ ルー プ 名 「 ヴ ァ レ ン シ ュ タイ ン 」 と は 、 ド イツ ・ ロ マン 派 
の 文豪 シラ ー の 戯曲 名 か ら と っ た も の で ある 。 ま た 、 当 初 は グ 
ルー プ 名 を Blitzkreig と 名 の っ て いた が 、 同 名 の グル ー プ 
が ロン ドン に 存在 し た た め ヴ ァ レ ン シ ュ タイ ン と 改名 せ ざ る を 
得 な か っ た と いう 。 そ し て 、Blitzkreig は 、 そ の まま ファ ー ス ト ・ 
アル バム の タイ トル に 使わ れる こと に な っ た 。 そ の \ 電 撃 戦 "を 
思わ せる 息 を も つか な い ス ピー テディ で へ ヴィ な サウ ンド は 、 
Pilz レ ー ベ ル の 中 で も 、 ひ と きわ 光彩 を 放っ て いる 。'72 年 に 
発表 され た セカ ンド ・ ア ル バ ム 、「Mother Universe」 で は 
伝統 的 な クラ シッ ク 色 を 随所 に 散り ば め た 壮大 な シン フォ ニ 
ッ ク 的 サウ ンド に な っ て いる 。 母 な る 宇宙 に 想い を 馳せ て 甘く 
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語り か ける よう な ユル ゲン ・ ド ラー ゼ の ヴォ ー カ ル が 印象 
深い この アル バム は 、 ジ ャ ケッ ト ・ デ ザイ ン に 使わ れ た ユル ゲ 
ン の お ば あちゃ ん に 捧げ られ た も の で あろ う 。 こ の クラ シカ ル 
な コン セプト は 、Ohr- Kosmische か ら '73 年 に 発表 され た 
「Cosmic Century」 で 一 気 に 開花 する が 、4 作 目 リ リー ス 
後 、Ohr-Pilz プ ロダ クシ ョ ン の 消 減 と 同時 に 、 オ リ ジ ナ ル ・ 
ヴァ レン シュ タイ ン は 解体 し た 。'72 年 に ベー シス ト の ジェ リー・ 
ベイ カー ス が ソロ ・ ア ル バ ム を Pilz か ら 出 し て いる が 、 バ ッ ク ・ 
ミュ ー ジ シャ ン は ヴァ レン シュ タイ ン の 面 々 で ある 。 独 語 の ヴ 
ォ ー カ ル が 何と も 味わい 深い 。 

Pilz レーベル で プリ ティ ッシュ ・ ロ ッ ク の 影響 を 受け た グル 
ー プ と 言え ば 、JOY UNLIMITED が 、 そ の 代表 格 で ある が 、 
他 に も Pilz な ら で は の 異色 グル ー プ が 存在 し た 。 プ リティ ッ シ 
ュ ・ ジ ャ ズ の 持つ アヴァ ン キ ギャ ルド 的 側面 を サウ ンド に うま く 
取り 入れ た RUFUS ZUPHALL や ARDO_ DOMBEC、 ブ 
リティ ッシュ 的 な オル ガン の 響 き 、 美 し い フ ルー ト の 音色 が 印 
象 的 な MCCHURCH SOUNDROOM な ど で あ る 。 

Pilz で 最も 有名 か つ 独 特 の 美的 世界 を 構築 し し いる アル 
バム と 言え ば POPOL  VUH の サー ド ・ ア ル バ ム に あたる 





@WALLENSTEIN 











「Hosianna Mantra」 で あろ う 。 

ポポ ル ・ ヴ ー の 音楽 性 は 、 リ ー ダ ー で ある フロ リア ン ・ フ リッ 
ケ の 音楽 体験 的 な 精神 史 を 如 実 に 物語 っ た も の だ 。 彼 は 
14 才 まで フラ イブ ル グ の 音楽 アカ デミ ー で 学び 、 そ の 後 ミュ 
ン ヘ ン の Rudolf Hindemith に 師事 する が 、19 才 で 全て を 
断念 する 。 音 楽に 自分 の 将来 性 を 見 い だ せ な いま ま 、25 才 ま 
で は 、~ た だ 生き て いる だ け だ っ た "と いう 日 々 を 送る 。 そ し て 、 
自分 の 中 に ある 音楽 的 な 新しい 方 向 性 を 見 つけ 出す きっ か 
け と な っ た の が 、 ム ー グ ・ シ ン セ サイ ザー と の 出会い で あっ 
た 。 フ ロリ アン ・ フ リッ ケ の 、 エ レク トロ ニク ス と 民族 音楽 の 融 
合 に よる 新しい 音楽 観 は 、 こ うし て ポポ ル ・ ヴ ー の ファ ー ス ト 
「Affenstunde」(Liberty レ ー ベ ル ) を 生み 出し た 。 ま た 、 サ 
ウン ド 的 に 、 そ の 延長 線上 に ある セカ ンド ・ ア ル バ ム 「In Den 
Garten Pharaos」(Pilz レ ー ベ ル ) で は ポポ ル ・ ヴ ー の 持 
つ 厳 粛 で 神秘 的 な 美 の 世界 を 垣 間 み せ て いる 。 フ ロリ アン 
は 、 も と も と 叙事詩 や 神話 を ヒン ト に 多く の 音楽 的 アイ デア を 
ひら めか し て いた 。'72 年 に 発表 され た 「 ホ シア ナ ・ マ ント ラ 」 
は 、 彼 が 友人 か ら も ら っ た 1 冊 の 旧約 聖書 (ユダ ヤ 人 哲学 
者 、Martin Buber 翻 訳 の …) と の 出会い に よっ て 生ま れ た 
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も の で ある 。 聖 書 を モチ ー フ に し た 新しい ポ ボボ ポル ・ ヴ ー の サウ 
ンド は 、 以 後 Ohr-Kosmische か ら の アル バム を 始め と し て 
様々 な 作品 に 反映 され て いる が 、「 ホ シア ナ ・ マ ント ラ 」 は 、 フ 
ロリ アン の 音楽 的 感性 が 最も 美しい 結晶 と な っ て 表れ た 作 
品 で ある 。 彼 に と っ て 音楽 と は 、 考 古 学 と 哲学 と が 必然 的 に 
伴う も の な の で あっ た --。 

ちな み に 、 こ の アル バム 以降 、 ポ ポル ・ ヴ ー の 重要 な サウ 
ンド ・ エ ッ セ ンス と な る 韓国 人 女性 ヴォ ー カ リス ト Djong Yun 
は 、 ミ ュ ン ヘン ・ オ リン ピッ ク の た め の オ ペラ を 書い た 有名 な 
作曲 家 Isan Yun の 娘 で ある 。 

Ohr レ ー ベ ル 同 様 、Pilz に も オム ニ バ ス 形 式 の 作品 が 2 枚 
ある 。1 枚 は 「Rapunzel」 と いう ドイ ツ ・ ロ マン 主義 文学 の 絵 
本 か ら 抜 け 出 た よう な タイ トル の ベス ト ・ テ イク 集 。 ヘ ル ダ ー 
リン 、 エ ム テ ィ デ ィ 、 ヴ ァ レ ン シ ュ タイ ン 等 の グル ー プ の トラ テディ 
ショ ナル な テイ ク の み 収 録 し て ある 。 い わ ば 、Pilz レ ー ベ ル 
紹介 の た め の 良 質 な マニ ュ ア ル と いっ た 内 容 で ある 。 各 グ 
ルー プ を 詳し く 紹介 し た リー フレ ッ ト も 付い て いる 。 も う 1 枚 
は 、71 年 に BASF レ ー ベ ル 協 力 の も と に リリ ー ス され た 
「Heavy Christmas」。Joy Unlimited、Virus、Dies Irae、 
Libido、Ardo Dombec、Flute & Voice、Marcel と いっ た 
7 グル ー プ に よる 「 ク リス マス ・ ソ ング 集 」 な の で ある が 、 静 か な 
ホワ イト ・ ク リス マス の 夜 に は 全く 不向き の 、 ど れ も 狂 お し い 
演奏 に よる へ ヴ ウィ その も の の 内 容 に な っ て いる 。 曲 は 全て 、 
この アル バム の た め に 書か れ た も の で 、 オ ム ニ バ ス で あり な 
が ら 非 常に 個性 的 な アル バム だ と 言え る 。Pilz 系 以外 の 
グル ー プ に つい て 詳し く は 不明 だ が 、Marcel は Marcel 
Schaar と いう 名 の ミュ ー ジ シャ ン の こと で BASF レーベル 
か ら オ ー ケ スト ラ を 使っ た メデ ィ テ イシ ョ ナル な トラ ッ ド 風 の ア 
ル バ ム 「Dreams Consumed」 を 出し て いる 。 ま た 、Libido は 
Achim Reichel を 含む スタ ジオ * ミ ュー ジ シ ャ ン に よる グル ー 
プ ら し い 。 

Ohr-Pilz プ ロダ クシ ョ ン の 存続 が 危ぶま れ て いた 時 期 、 
R・U り ・ カ イザ ー は アシ ュ ・ ラ ・ テ ン ペ ル 、 ク ラウ ス ・ シ ュ ル ツェ 、 
ヴァ レン シュ タイ ン 等 の メン バー と 共に 新た な 旅立ち に 向 か 
つた 。R・U・ カ イザ ー は 、 そ れ ら の ミュ ー ジ シャ ン 達 に 自分 の ス 
タ ジ オ を 自由 に 使わ せ 演奏 させ た 。 そ し て 、 当 時 ドイ ツ で は 最 
も 録音 技術 の 設備 に 優れ て いた ディ エル クス ・ ス タ ジ オ を 彼 
ら に 紹介 し 、 そ こ で も 自由 に セッ ショ ン が で きる よう に 援助 し た 
の で ある 。 こ うし て 、Ohr-Kosmische Musik 一 連 の アル バ 
ム が 、R・U・ カ イザ ー の 独断 的 な プロ デュ ー ス に よっ て リリ ー 
ス さ れ た 。 ま た 、 こ の シリ ー ズ で は 、 独 自 の サウ ンド ・ コ ン セ プ ト 
を 確立 し て し いっ た ヴァ レン シュ タイ ン の 「Cosmic Century」 
や ポポ ボル ・ ヴ ー の 「Einsjager Und Siebenjager」 と いっ た 
大 傑作 も リリ ー ス され た 。 ち な み に 、 シ リー ズ 11 番 目 に あたる 
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作品 「Cosmic Jokers/Sci Fi Party」 の ジャ ケッ ト に 、「 お 
お 、 我 が コス ミッ ク ・ ミ ュー ジッ ク よ 万 歳 //」 と 得意 満面 な 顔 を 
し て 登場 し し いる オジ サン が R・U・ カ イザ ー で ある 。 ア シュ ・ ラ ・ 
テン ペル の 初期 作品 を 含む 、Ohr-Kosmische レ ー ベ ル の 
アル バム は 、 ほ ぼ 同 時 期 に フラ ンス と イタ リア か ら も リリ ー ス 
さき *D だ たら 

この レー ベル が 生ま れ た 背景 に は 、 ド ラッ ク グ ・ カ ルチャ ー 真 
っ た だ 中 で の ティ モ シ ー・ リ アリ ー( 以 下 T・ リ アリ ー) と の 交 
流 が 何より も 大 きく 絡ん で いた 。 こ の 時 期 、R・U・ カ イザ ー は 、 
LSD の 予言 者 と 呼ば れ て いた 、 元 ハー バー ド 大 学 心 理学 
教授 T・ リ アリ ー と アシ ュ ・ ラ ・ テ ン ペ ル の 橋渡し も し て いる 。 

スイ ス に 亡命 中 の T・ リ アリ ー の も と へ 、 自 分 た ちの ファ ー 
スト ・ ア ル バ ム を 手 土産 に し た R・U・ カ イザ ー の 使者 アシ ュ ・ 
ラ ・ テ ン ペ ル の 一 行 が 訪れ た 。 彼 ら は 、 そ の お 返し に 清涼 飲 
料 水 (7UP) の ビン を 受け と っ た 。 彼 ら は 、 そ れ を 回 し 飲み し 
"eo 空前 絶後 の ライ ヴ を 行っ た -- と 、 ま あ 劇 的 な 出会い は 、 
こん な 風 で あっ た ろう 。Ohr-Kosmische の 1 番 「Seven 
Up」 に は 、T・ リ アリ ー を 迎え て の スタ ジオ ・ ラ イヴ と ベル ン ・ フ 
ェ ス ティ バル で の ライ ヴ が 収録 され て いる 。「 ワ ルプ ル ギ ス の 
夜 」 と 題 さ れ た この ライ ヴ で は 、 マ ニュ エル ・ ゴ ッ チ ング 、 ハ ル 
トム ー ト ・ エ ン ケ 、 ロ ジ と いっ た メン バー に 多彩 な が アー ティ スト 
達 が 加わ り 、 魔 女 の 至 薬 被験 者 集団 さき ながら の 乱 痴 気 騒 
ぎ を くり 広げ て いる 。 ま た 、Ohr レ ー ベ ル 最 後 の 砦 に あたる ア 
シュ ・ ラ ・ テ ン ペ ル の 「Join Inn」 で は 、M・ ゴ ッ チ ング の エネ ル 
ギー の 源泉 で ある 女性 ロー ゼ マ リー・ ミ ュー ラー( ロ ジ ) が T・ レ 
アリ ー と の 出会い を 、 や さ し い 穏やか な ヴォ イス で 静か に 語っ 
て いる 。 こ れ は クラ ウス ・ シ ュ ル ツェ が アシ ュ ・ ラ ・ テ ン ペ ル の 
オリ ジ ナ ル ・ メ ン バ ー と し て 参加 し た 最後 の アル バム で あ 
り 、'72 年 の 12 月 に 制作 され た 。 ま た 、K・ シ ュ ル ツェ は シン セ サ 
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KK 58001 ASH RA EMPEL Seven Up (73) 

KK 58002 SERGIUS OLOWIN Lord Krishna Vnn Galoka ("73) 

KK 58003 WALTER WEGMULLER Tarnt (73) 

KM 58004 WITTHUSER & WESTRUPP live 68-73 (73) 

KM 58005 KLAUS SCHULZE yhor (73) 

KM 58006 WALLENSTEIN Cosmic entury (73) 

KM 58007 ASH RA TEMPEL Starimg HOSI (73) 

KM 58008 COSMIC JDKERS Cosmic Jkers (73) 

KM 58009 POPOL VUH Seligpriesumg ('75) 

KM 58010 COSMIC JOKERS Galactic Sunermarket ('74) 

KM 58011 COSMIC JOKERS Si Fi Pary (74) 

KM 58012 COSMIE JOKERS 人 ls Zeitschiff (74) 

KM 58013 COSMIC JOKERS Planeten Sit-In (74) 
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KM 58016 MYTHOS Dreamlah (75) 
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イザ ー の 他 に パー カッ ショ ン も 担当 し 、 大 作 「Tarot」 の 制作 
と 並行 し て 行わ れ た セッ ショ ン で も ある 。H・ エ ン ケ は 、 こ の ア 
ル バ ム を 最後 に シー ン か ら 消 えて いっ た 。 

「7UP」 に 続く て Ohr-Kosmische の 初期 の 作品 (2 番 と 
3 番 ) は 、 さ ら に コス ミッ ク ・ ク ォ ー リ ー ズ の 面々 と T・ レ アリ ー、 
及び スイ ス の 芸術 家 と の 密接 な 交友 関係 を 物語 っ て いて 、 
サウ ンド 面 以外 に も 興味 深い アル バム で ある 。 

Ohr- Kosmische の 2 番 に は 、 ベ ルン の 作家 ゼル ギ ウ ス ・ 
ゴロ ヴィン が 「Lord Krishna Von Goloka」 と いう アル バム 
で 登場 し 、3 番 の 「Tarot」 と いう 一 大 セッ ショ ン ・ ア ル バ ム で 
は 、 パ バー ゼル 出身 の 画家 、 ヴ ォ ル ター・ ヴ ェ グ ミュ ー ラ ー が 中 
心 人 物 と な っ て いる 。 彼 ら は 、 や は り ス イス 人 で ある 、 チ ュー リ 
ヒ の 画家 H・R・ ギ ー ガ ー と 共に 、'71 年 に 「T・ リ アリ ー の 選 命 
底 護 権 を 与え る 運動 グル ー プ 」 と いう 組織 を 結成 し 、T・ リ アリ 
ー の 選 命 を 計画 し 、 遂 行 さ せ た 。 こ の 運動 の 内 容 は 、 リ アリ 
ー の LSD 人 体 実験 を 非難 する 者 に 対し て 、 リ アリ ー 側 に つい 
て 弁護 する こと で あり 、 ま た LSD に お ける 精神 医学 の 効用 
を 、 リ アリ ー が 自由 に 実験 する 権利 を 得る …… 等 と いっ た こと 
を 主要 な テー マ と し た も の で あっ た 。 ま た 、T・ リ アリ ー の 文化 
的 な 功績 で ある イン ド 文 化 及び イン ディ アン の 研究 も 、 こ の 
グル ー プ は 大 きく 評価 し 、 そ れ ら は 彼ら と 交流 が あっ た ミュ ー 
ジ シ ャ ン 達 に も 影響 を 与え て いっ た 。S・ ゴ ロウ ヴィ ン 名 義 の ア 
ル バ ム 「Lord Krishna Von Goloka」 に 見 られ る 東洋 的 風 
土 志向 の サウ ンド ・ コ ン セ プ ト は 、 そ の 代表 的 な も の で ある と 
いえ よう 。 実 は 、 こ の 人 物 、H・R・ ギ ー ガ ー と は 親友 同士 で 、 
当時 、 映 画 作家 と の 共 作 に よっ て 『High』 と いう 題名 で 、 ギ 
ー ガ ー の 絵 に つい て の ドキ ュ メ ンタ リー 映画 を 制作 し て いる 。 
ダブ ル ・ ア ル バ ム 「Tarot」 の 主役 、W・ ヴ ェ グ ミュ ー ラ ー は 、 空 
間 演 出 的 な 作品 を 制作 する 傍ら 、 イ ラス ト も 多く 描い て いる 。 
コス ミッ ク ・ シ リー ズ で は 、「 Tarot」 に 付い て いる 大 アル カナ 
22 枚 の カー ド ・ デ ザイ ン 画 を 始め と し て 、「Seven Up」 の ダブ 
ル ・ ジ ャ ケッ ト 用 の イラ スト 、 及 び 「Lord Krishna Von 
Goloka」 の イン ナー スリ ー ヴ 等 、 初 期 の ジャ ケッ ト ・ デ ザイ ン 
を 手掛け て いる 。 ど こと な く 神 話 的 で 幻想 美術 を 思わ せる 、 
その 独特 な 画風 は 、LSD 体 験 に に る も の か どう か は わか ら な 
い が 一 見 の 価値 の ある 異様 な 色彩 感 を 秘め て いる 。 タ ロッ ト 
は 、“ 魔 術 師 ?R・U り ・ カ イザ ー の 幻 出さ せ た コ スミ ッ ク ・ ミ ュー ジ 
シャ ン ~ 愚 者 "総出 演 に よる 、 シ リー ズ の 中 で も 極め て 完成 度 
の 高い 一 大 コン セプト ・ ア ル バ ム で ある 。 コ スミ ッ ク ・ ク ォ ー リ 
ー ズ の アー ティ スト 達 は 、 ド イツ と スイ ス を つなぐ 文化 圏 か ら 、 
地球 大 気 較 外 の 宇宙 に 意識 の 解放 を 叫ん だ 。 銀 河 の 彼方 
に 爆発 する 光 の 群 の よう に 、 ジ ャ ー マ ン ・ ロ ッ ク ・ シ ー ン 全盛 
期 に きら めい た それ ら ミ ュー ジ シ ャ ン 達 の 活動 は 、 単 に LSD 
に よる 様々 な 夢遊 体験 (音楽 的 感性 の 追求 ) を 試み た だ け 


OHR/PILZ KOSMISCHE 


で は な く 〈、 当 時 な ら で は の 社会 認識 に 束縛 され た 肉体 の 可 
能 な 限り の 解放 を T・ リ アリ ー と と も に 体験 し た 旅 で あっ た 。 
伝統 的 音楽 の 歴史 と ドイ ツ 人 気質 の ひたむき な 探究 心から 
一 大 ムー ヴ メ ント を な し て いっ た 、 夢 と 冒険 と ロマ ン に あふ れ 
て いた 770 年 代 初 期 の ジャ ー マ ン ・ ロ ッ ク ・ シ ー ン …… R・U・ 
カイ ザー の Ohr-Pilz-Kosmische レ ー ベ ル の 様々 な 活動 
が 、 マ イナ ー で あり な が ら 、 後 の ジャ ー マ ン ・ ロ ッ ク ・ シ ー ン の 
方 向 性 を 決定 する 大 き な 要 因 と な っ た の は 言う まで も な い 。 





SERGIUS GOLOWIN 
Lord Krishna Von soloka 
LP/Kosmische Musik KK58.002 '73 年 





ヴァ レン シュ タイ ン の ジェ リー・ バ パー カー ズ 、 ユ ル ゲ ン ・ ド ラ ゼ 、 
W&W、 ク ラウ ス ・ シ ュ ル ツェ 、 ヨ ー ル グ ・ ミ エル ケ が 奏する ギタ 
ーー ペー スピ アノ 、 メ BR ロン シン シンセサイザ ニー シル 三 1 ド ド タ 
プラ 、 コ ン ガ 等 、 様 々 な 楽器 を 駆使 し て の 掴み 所 の な い 混 当 と し た 
夢幻 的 な 音 の 流れ の 上 を エコ ー 処 理 さ れ た ドイ ツ 語 に よる 語り が 署 
き 渡 る と いっ た 宗教 的 な 夫 囲 気 を も 加味 し た 本 作 、 ゼ ル ギ ウ ス ・ ゴ 
ロ ヴ ィ ン な る 詳細 不明 人 物 の 名 義 作 で ある 。 内 ジャ ケッ ト や アル バ 
ム ・ タ イト ル か ら も ユー トピ ア 指 向 が 伺え 全体 に オル ガン と アコ ー 
ステ ィ ッ ク ・ ギ ター の 鶴 き が 印象 的 で ある が A② に お ける メロ トロ 
ン に よる コー ラス を 交え て の 神秘 的 空間 は 白眉 。 プ ロ デ ュ ー ス は ロ 
ルフ ・ ウ ルリ ッ ヒ ・ カ イザ ー。 コ スミ ッ シ ェ 系 サウ ンド の 変種 。( 松 本 ) 
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ロルフ ニテ ウル リッ ヒ ・ カ イザ ー 主 催す る コス ミッ シェ ・ レ ー ベ ル 
の ミュ ー ジ シャ ン 等 の セッ ショ ン ・ ア ル バ ム で ヴァ ルター・ ヴ ェ グ 
ミュ ラー の た め に 集まっ た 友人 達 の レコ ー ド で ある 一 そう いえ ば ア 
シュ ・ ラ ・ テ ン ペ ベル の ロジ も 同 圧 だ っ た 一 。、 ヴ ァ レ ン シ ュ タイ ン か 
ら ド ラ ギ バー カー ズ グロ スコ ラフ 、 ア ジョ ・ ラ ・ テ シン ペル か らら 
ッ チ ング と エン ケ 、W&W の ヴェ スト ルッ プ そ し て シュ ルツ ェ が 参 
加 し て いる 。 音 は 「 コ スミ ッ ク ・ ジ ョ ー カ ー ズ 」 等 の 一 連 の サウ ン 
ド と 同系 で ある が 曲 と し て の 完成 度 は 保 た れ て いる 。 タ ロッ トカ ー 
ド に そっ た 22 曲 か ら 成 り ヴ ェ グ ミュ ラー の 詩 (一 部 シュ ルツ ェ な ど ) 
が その 上 で 読ま れる と いっ た 内 容 で ある 。 プ ロマ イド と タロ ッ ト カ 
ー ド 付 。 各 ミュ ー ジ シャ ン の 個性 差 が 曲 に 反映 し 面白 い 。 (嶋田 ) 
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一 連 の コズミック セッ ショ ン も の の 中 で も 、 M. ゴ ッ チ ング 色 の 強 
い ア ル バ ム 。J. ド ラ セ 、H. グ ロス コ フ (ヴァ レン シュ タイ ン ) 、M. ゴ 
2 ンク IE ング DI アク スベ (アンコ ラテ デン ペ ベツ) て で じ 。 で シテ 
ルツ ェ の 5 人 が メン バー。 宇宙 の 無法 者 "と は 多分 に 遊び で や っ た 
セッ ショ シン な の だ ろう が 、 え て し て こう いっ た 作品 に ミュ ー ジ シャ 
ン の ルー ツ や 個性 は ダイ レク ト に 出る も の で ある 。 当 然 LSD な ど を 服 
用 し て の 演奏 な の だ ろう が 、 各 メン バー の 感性 が 融合 し 反応 し 合い 
な が ら う ね る よう な 流れ を つく り 出 し て いる 。 ア シッ ド に よる 精神 
の 開放 を 信じ 間 主 観 的 領 野 を ダイ レク ト に 体験 し つつ 音楽 を 創 ろう 
と し た 、 若 き フ ロン ティ ア 達 の 記録 で ある 。 今 や ビッ グ と な っ た シュ 
ルツ ェ 、 廃 人 と な っ た と いう エン ケ を 彼ら は 予想 し た ろう か 。( 嶋 田 ) 


VW.A 
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コズミック セッ ショ ン 中 、「Tarot」 と な らぶ 傑作 。^Mr Cosmic“ 
K. シ ュ ル ツェ が フュ ー チ ャ リン グ さ れ た 1 枚 。 怒 湾 の よう な スト リン 
グ & シ ン セ が 、 浮 遊 感 の ある アン サン プル に 寄せ て は 引い て ゆく 神 
秘 的 替 囲 気 を も っ た アル バム 。 ジ ャ ケッ ト も マヤ 風 宮殿 に 細胞 分 有 
し た 原子 核 が 描か れ 、 古 代 宗 教 と テク ノロ ジー と いう 、 カ ウン ター 
カル チャ ー 風 か つ サ イケ デリ ッ ク な も の 。 メンバー は シュ ルツ ェ の 
他 コ ズミ ッ ク ・ ジ ョ ー カ ー ズ の 面々 、 歌 詞 は Gilles と Rosi に 依っ て い 
る 。74 年 の リリ ー ス だ が 、 も し そう な ら 「Black Dance」「Time Wind」 
を 発表 し て いる 頃 の は ず 。 恐らく 73 年 、「Picture Music」 の 頃 で は な 
いか と 思わ れる の だ が 。 こ うい っ た セッ ショ ン 聴 く と 、Go プ ロジ ェ 
クト へ の 参加 も 決し て 伏線 の な いこ と で も な いと 思え る 。 (嶋田) 
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Sci Fi Party 

LP /Kosmische Musik KM58. 011 74 年 
CD/(Fr.)Spalax Music 14884 





これ は コズミック セッ ショ ン を 編集 し 、 ス タ ジ オ ワー ク を 加え た 
オム ニ バ パス で 、 コ ズミ ッ ク レ ー ベ ル か ら の 企画 も の と いっ た 内 容 。 
Ohr-Cosmic の オー ナー で プロ デュ ー サ ー、 ロ ルフ ・ ウ ルリ ッ ヒ ・ カ 
イザ ー の 作品 と 云っ て も 良い か も 知れ な い 。 60 年 代 後半 か ら 70 年 初 
頭 の ドイ ツ ロ ッ ク シ ー ン で Ohr. Pilz レーベル を 運営 し た カイ ザー は 、 
あま り 良 く 云 われ て いな い が や は り 時 代 を 築い た 大 物 プ ロ デ ュ ー サ 
ー で あろ う 。 タ ンジ ェ リ ンド リー ム 、 グ ル グ ル 、 ア モン デュ ー ル 、 
エン プリ オ 、 ア シュ ラ 、 ベ ル ダ ー リ ン 、 ヴ ァ レ ン シ ュ タイ ン な ど 、 
これ 程 の 個性 の 強い ミュ ー ジ シャ ン を 制御 する と いう の は 唯 者 で は 
な い 。 今 古典 と し て 再 評価 され て いる 事態 を カイ ザー 本 人 は どう 思 
っ て 見 て いる の だ ろう 。 時代 の 熱気 を 伝え る 一 枚 で ある 。 (嶋田) 


V.A 
品 lles Zeitschiff 


LP/Kosmische Musik KM58.012 74 年 





この アル バム も 編集 も の で 、Gille と いう 女性 の エコ ー 処 理 し た メッ 
セー ジ に 導 か れ て 、 コ ズミ ッ ク セ ッ シ ョ ン の 断片 が コラ ー ジ ュ さ れ 
て いる 、 と いっ た 内 容 で ある 。 所 許 サ イケ デリ ッ ク カ ルチャ ー も の 
だ が 、 フ ラ ワ ー ム ー ブ メ ント の 脳天 気 さ と は ちょ っ と 異な り 、 い わ 
ば 修復 不能 な 程 に は ずれ うわ つい た 感じ が ある 。 や や 古い が キッ チ 
ュ な 感触 と も 云 お うか 。 恐 らく Pilz を 設立 し 、 あ の アモ ン デ ュー ル に 
3 枚 目 の 変化 を 起こ させ た プロ デュ ー サ ー、RU. カ イザ ー の 嗜好 を 反 
映し て いる と 思わ れる 。 人脈 的 に 近く に いな が ら タ ンジ ェ リ ンド リ 
ー ム の メン バー が この 手 の セ ッ シ ョ ン に 全く 参加 し て いな い の は 、 
この 嗜好 に あわ な か っ た 故 で あろ うか 。 カ イザ ー は 全 ん と ど 無 批判 に 
ユー トピ ア を 夢み て いた の か も 知れ な い 。 (嶋田 ) 








V.A 
Planeten Sit-In 
LP/Kosmische Musik KM58.013 "74 年 





73 年 発足 し た コス ミッ シェ ・ レ ー ベ ル に は 8 枚 の セッ ショ ン 色 の 
濃い アル バム が ある 。 す な わ ち リリ ー ス 順に 「 セ ヴ ン ・ ア ッ プ 」「 ロ 
ー ド ・ ク リ シ ュ ナ ・ フ ォ ン ・ ゴ ロカ 」「 タ ロッ ト 」「 コ スミ ッ ク ・ ジ 
ーー ラン フイ 6 ツク ce パニ カバ ニー ニク ya ド Tl が ei 
ァ イ ・ パ ー テ ィ ー」「 ギ レズ ・ ツ ァ イ ト シッ フ 」 そ し て 本 作 が それ で あ 
る 。 第 4 弾 以 後 は 同一 の 単なる セッ ショ ン を 編集 し た も の で これ ら 
エレ クト ロニ クス に よる スペ イシ ー な トリ ッ プ ・ サ ウン ド の 指揮 者 
が カイ ザー で あり 仕掛 人 が ティ モ シ ー・ リ アリ ー で あっ た と 言え る 。 
シン セ サ イ ザー の 飛び 交 う 中 を エコ ー・ ヴ ォ イ ス 、 ド ラム 等 が 入り 乱 
れる 様 は 本 作 に お いて 最も 変化 に 富み まとまり を みせ て いる 。 音楽 
的 内 容 より も 録音 技術 、 音 の 面白 さ の 点 で 評価 され うる 1 枚 。( 松 本 ) 





V.A. 
Kosmische Musik 
LP/Ohr OMM 2/56.027 72 年 





当時 、 注 目 を 集め て いた コズミック ・ ミ ュー ジッ ク を 演奏 する 代 
表 的 な アー ティ スト と し て 、 POPOL VUH、 Klaus Schulze、 ASH RA 
TEMPEL、TANGERINE DREAM の 作品 を 集め た サン プラ ー。 こ の 
レー ベル に は 他 に も 2 枚 の サン プラ ー が ある が 、 本 アル バム は ASH 
RA TEMPEL と Klaus Schulze の 未 発表 作品 を 含む 重要 な も の で ある 。 
また 、 カ バー 綴じ 付け の ブッ クレ ッ ト に は 各 ア ー テ ィ ス ト の 音楽 に 
対す る 考え 方 な ど が 記さ れ て お り 、 当 時 の 背景 を 知る 重要 な 手 が か 
り を 与え て くれ る 。 各 アー ティ スト の 当 レ ー ベ ル に お ける 最良 部 分 
を 収録 し て あり 、 入 門 用 と し て は うっ て つけ の アル バム で ある 。 M 
C.Escher の 作品 を 用 いた カバ ー の セン ス も 良く 、 マ スト ・ ア イ テ ム 
の 1 枚 と な っ て いる 。 (Helmut) 
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AMON DUUL 


@ 榎 本 隆一 


ドイ ツ ・ ロ ッ ク 史 の 中 で も 5 指 に 数 えら れる 程 重 要 な バン ド 
で あっ た に も か か わら ず 、 こ れ ま で 語ら れる 事 の あま り に 少な 
か っ た AMON DUUL 一 派 の 軌跡 を 今回 取り あげ る 事 に な 
っ た 。1 人 で も 多く の 方 に 聴い て も ら え る 機会 に な れ ば と 思う 。 


AMON DUUL の 連中 が ミュ ン ヘ ン で 共同 生活 を 始め た 
の は '67 年 の こと だ 。 彼 ら は その 後 ド イツ 各地 を 転々 と し て い 
〈 事 に な る の だ が 、 当 時 の 様子 せ ブ プレ イン や スカ イ ・ レ ー ベ ル 
か ら ソ ロ ・ ア ル バ ム を 発表 し て いる ギタ リス ト 、 ギ ュ ン ター・ シ ッ 
ケル ト か ら 直 接 聞 いた 事 が ある の で 以下 に まとめ た 。 ギ ュ ン 
ター は AMON DUUL 達 が ベル リン に いた 時 に 多少 の 交流 
が あっ た よう だ 。 

「AMON DUUL 達 は ドイ ツ 各 地 を 転々 と し て いた 。 そ れ は 
と て も コミ ュー ン と 呼べ る 程 の も の で は な く 、 単 に 共同 生活 を 
し て いた よう な も の だ ろう 。'67 年 に ベル リン で や っ た ライ ヴ を 
見 た けど 、 音 を 左右 の PA に ガン ガン 飛ば し て 、 か な り ア ヴァ 
ン ギ ャ ルド で 凄かっ た 。」 

バン ド は 当初 Chris Karrer(g), Peter Leopold(dr), 
UIrich Leopold(b), Rainer Bauer(g,vo) を 中 心 に 組ま 


づ ど 





れ て いた の だ が 、 翌 '68 年 に 早く も 二 つ に 分 裂 し て し まう 。 と い 
っ て も Chris が 抜け 彼 が 新た に 自分 の バン ド を 作っ た に す 
ぎ な い の だ が 、 ど う や ら 元 々 の バン ド の 名 付け 親 は Chris 
だ っ た よう で 彼 の バン ド も AMON DUULII を 名 乗っ た 。 結 
局 後に 登場 する AMON DUUL UK を 含め る と 、AMON 
DUUL と いう バン ド は 3 つつ 存在 し た 事 に な る 。 
オリ ジ ナ ル AMON DUUL は その 後 も 残っ た メン バー で 
活動 を 続け 、 秋 に は Essener Sontag Festival と いう 大 き 
な コン サー ト に 出演 、 注 目 き うけ る が 、 ド ラマ ー の Peter も 
AMON DUULII へ と 移籍 し て し まう 。Chris や Peter の 脱 
退 は 政治 的 活動 を メイ ン に 考え る メン バー と の 対立 が 主 な 
原因 で あっ た よう だ が 、 皮 上 肉 な 事 に その ポリ ティ カル な メン 
バー も バン ド に 最後 まで 残る 事 は な か っ た 。 
Peter を 失っ た バン ド は '68 年 末 に 長 時 間 に 渡る レコ ー デ 
ィング ・ セ ッ シ ョ ン を 行う が 、 実 は オリ ジ ナ ル AMON DUUL 
の 残し た 音源 の ほとん ど は この 時 の セッ ショ ン に よる も の で 
ある 。 翌 '69 年 に 入る と 、 ど ちら の AMON DUUL も それ ぞ れ 
アル バム を 発表 する 。 オ リ ジ ナ ル ・ バ ンド は メト ロ ノ ー ム か ら 
「Psychedelic Underground」 を 、I の 方 は リバ ティ ー か ら 


「Phallus Dei」 を リリ ー ス し た 。 見 事 な ア ー ト ・ ワ ー ク に よる ジ 
ャ ケッ ト に 包ま れ た 「Psychedelic-」 は 今日 に 至る まで ドイ 
ツ ・ ロ ッ ク を 代表 する 一 枚 に 数 えら れ て いる 。 そ の 内 容 は 前 述 
の レコ ー デ ィング ・ セ ッ シ ョ ン の 中 か ら 最 も 充実 し た 部 分 を 抜 
き 出 し 、 レ コー ディ ング に か けた 時 間 以 上 を トリ ッ キ ー な ギ ミ ッ 
ク 等 の スタ ジオ ・ ワ ー ク に 費やし て 作ら れ た も の だ 。 か つて は 
攻撃 的 で 過激 な 音 の 代表 の よう に 語ら れる 事 の 多かっ た ア 
ル バ ム で ある が 聴き 直す 度 に その 音 の 本 質 的 な や さ し さ を 
感じ る 。 こ の アル バム の ひと つの テー マ は 明らか に ドラッグ? 
で ある 。A 面 は ^ ひ ある トリ ッ プ ? と で も 題 さ れ た よう な 作り に な っ 
て いる 。 繰 り 返 し を 基本 と し な が ら も 突然 ドア が 風 で 開き 別 
の 部 屋 へ と 音 が 移動 し た り 、BB 面 の 針 飛び させ た りす る 部 
分 や 、 ラ スト の 圧巻 と ちい える 混 当 と し た 音 の 溶け ぐあい 、 総 
体 的 に 音 の 飛ば し 方 や セン ス の よい コラ ー ジ ュ は ドラ ッ グ (し 
か も アシ ッ ド ) 抜き に は 語れ な い だ ろ う 。 又 、 音 色 で いえ ば 耳 
に こび りつ く 〈 よ うな ベト ベト し た 質感 や 、 遠 く で 鳴っ て いる よう 
な 位相 の 使い 方 、 オ プラ ー ト で 包む よう な 雰囲気 等 々 、 聴 き 
こむ 程 さ ま ざ ま な 顔 が 見 えて くる アル バム で ある 。 な お 同じ 
ドイ ツ の FAUST の 1st ア ル バ ム (71 年 発表 ) も セッ ショ ン を 
も と に 級 密 な 編集 作業 を へ て 作ら れ て お り そ の 共通 点 が 
興味 深い 。「Psychedelic ご 」 は 71 年 に 「This ls Amon 
Duul」 と し て 、 又 81 年 に 「Minnelied」( 日 本 盤 タ イト ル は 「 恋 
歌 」) と し て 再発 され て いる 。 

1st ア ル バ ム 発表 後 、 彼 ら は 2nd ア ル バ ム の 準備 に 入る 
(当初 メト ロ ノ ー ム と は 5 枚 契約 だ っ た らし い )。「Collapsing- 
Singvogel Ruckwarts 改 Co.」 が それ だ 。2nd ア ル バ ム も 
1st 同 様 '68 年 末 の レコ ー テ ィング ・ セ ッ シ ョ ン か ら の マテ リア 
ル を も と の 音源 と し て 使っ て いる 。1st で 使用 され た 部 分 と は 
対称 的 に 静 の 部 分 を 主 に 用 いて 、 や は り エ フェ クト 処理 や コ 
ラー ジュ を 多用 し て 作ら れ た 。 無 自覚 で ある こと を 主題 に し た 
か の よう な 曲 の 断片 が 唐突 に 分 断 さ れ 、 リ スナ ー に わざ と 印 
象 を 残さ せな いよ うに 作っ て あり 、 前 作 を 凌ぐ 過激 な 作品 と 
いえ よう 。1st 同 様 '69 年 に 発表 され た 。 

2nd ア ル バ ム 発表 後 、 政 治 的 な 活動 を 行っ て きた メン バ 
ー は バン ド を 抜け る 。 そ し て "70 年 11 月 一 12 月 に か け て レコ ー 
ディ ング され た の が 彼ら の 最後 の 作品 と な っ た 3rd ア ル バ ム 
「Paradies Warts Duul」 で ある 。 こ こ で は バン ド に 残っ た 
Urlich, Rainer, Rainer の 妻 で ある Ella を 中 心 に ゲス ト を 
3 きれ か 

楽園 に 向かう デュ ー ル と いう タイ トル の この アル バム は メト 
ロ ノ ー ム か ら 離 れ '70 年 に 設立 され た ば か り の OHR レ コー ド 
か ら 771 年 に 発表 され た 。 こ の アル バム で 彼ら は 大 き な 変 化 
を みせ た 。 

(① ギ ミッ ク 等 は 一 切 使っ て いな い ②⑦② い わ ゆ る 作曲 され 
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2 ン ノラ ョ ニル / 


た 曲 を 演奏 し て いる 。 ③ ア コー ステ ィ ッ ク 楽 器 を 多用 し て い 
る (④ 歌 詞 が 英語 で 歌わ れ て いる 

この よう な 変化 は 1st や 2nd ア ル バ ム を 評価 し た 人 達 に と 
っ て 許せ な いも の が あっ た らし く 、「 日 和 っ た 」「 た だ の フォ ー 
ク 」 等 欧米 を は じ め 日 本 で も 今 だ に 高い 評価 を 得 ら れ な い 
原因 と な っ て いる 。 し か し ここ で 見 られ る 楽曲 の 出来 は 素 晴 
らし く 、 演 奏 も 単なる 弾き 語り で は な く 〈 ギ ター に よる 不思議 な リ 
フ の 繰り か え し を 中 心 に 作ら れ て お り 、 そ の サウ ンド は 他 に 
ほとん ど 例 を 見 な い 独 自 な 空間 を 作り 出す 事 に 成功 し て い 
る 。 こ の アル バム 全編 に 漂う 偽 さ は 何 に 例え た ら よ い の だ ろ 
うか 。 全 て の 音 に こめ られ た 寂 究 た る 情景 や 終末 感 は 尋常 
な も の で は な い 。 彼 ら は 結成 か ら た っ た 3 年 の 間 に あ る 部 分 
を 通過 し て し まっ た の だ ろう 。 ハ ッ キ リ 言 っ て 1st、2nd に 勝る 
と も 劣ら な い 作 品 で ある 。 

な お 、 こ の アル バム の レコ ー デ ィング と 前 後 し て AMON 
DUUL 1 も 2nd ア ル バ ム 「Yeti」 を 録音 し て いる の だ が 、 そ の 
中 の ^Sandos In The Rain” と いう 曲 で 、 オ リ ジ ナ ル ・ デ ュ 
ー ル の Rainer と UIrich が ゲス ト 参 加 し て いる 。 こ の 曲 は 
「Yeti」 の 中 で も 異色 の ナン バー で 、「Paradies->」 と 明 ら 
か に 通 底 し て いる 。 発 表 順 で いえ ば 「Yeti」 の 方 が 先 な の だ 





が 、 オ リ ジ ナ ル ・ デ ュー ル が 与え た 影響 の 結果 で は な か ろう 
か 。 

^Prardies"-- ア ル バ ム と 共に 彼ら は シン グル を リリ ー ス 
し て いる 。A 面 は アル バム に は 収め られ な か っ た ナン バー で 、 
実に 悲し く 暗 い 曲 調 は アル バム の 持ち 味 と は また 別 の も の 
だ 。 こ の 曲 は 後に OHR レ ー ベ ル の オム ニ バ ス 「Ohrensch- 
maus」 に 収録 され た 。B 面 は アル バム 収録 曲 で は ある が テ 
イク は 全く 違い 、 こ こ で は より わか りや すい 、 い わ ゆ る フォ ー 
ク ・ ロ ッ ク 的 な アレ ンジ が な され て いる 。 こ の テイ ク は 今 の と こ 
ろ こ の シン グル で し か 聴く 事 が 出来 な い 。 

オリ ジ ナ ル AMON DUUL は この 後 解散 し 、 以 降 お お や 
け な 音 楽 活 動 は 一 切 行っ て いな いよ うだ 。 し か し その 後 の 
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72 年 に BASF よ り 未 発表 作品 ば か り を 収め た 2 枚 組 アル 
バム 「Disaster」 が 発表 され て いる 。 こ の アル バム に は メン 
バー や レコ ー デ ィング に つい て の クレ ジッ ト は 、 な され て は い 
な い が ど う や ら 例 の '68 年 末 の レコ ー デ ィング ・ セ ッ シ ョ ン か ら 
の も の の よう で ある 。 明 ら か に 編集 や ミッ クス 等 な され て いる 
事 か ら 、1st を 作っ て いく 過程 に 出来 た 幾つ か の ヴァ ー ジ ョ 
ン の うち の ひと つと も 考え られ る (ある い は メト ロ ノ ー ム と の 
5 枚 契 約 の 為 に 準備 され た も の か も し れ な い 。 い ずれ に し て も 
解散 後に 新た に ミッ クス 等 され た も の と は 考え に くい の だ 
が 、 こ の 時 の レコ ー デ ィング は 明らか に マル チ ・ ト ラッ ク の マス 
ター が 残っ て いる よう な の で 何と も いえ な い )。 内 容 は 1st や 
2nd と も 違う 質感 の 音 が 詰っ て お り 、 彼 ら の 作品 の 中 で は 
最も へ ウィ ー で ある 。 こ の アル バム で も や は り 、 遠 く で 小さ く 少 
女 に 喋ら せ て そちら に 注意 を 引い て お き 、 直 後に 突然 耳元 
で ヴォ ー カ ル が 入っ て くる な ど 、 遠 近 感 の ある 音 作り を 行っ 
て お り 聴 くべ き 点 の 多い 作品 で ある 。 ま た 、1st で も まる で 幻 
聴 の よう に 聴こえ た ビー トル ズ の “| Should Have Known 
Better? が より 長く ハッ キリ と 収録 され て いる 。 こ の 有名 な 
他人 の 曲 を も 、 ま っ た く 自 分 達 の 曲 に し て し まっ て いる 点 で こ 
の バン ド の 持つ 極め て 高い オリ ジ ナ リティ ー を 知る 事 が 出 
来る 。 

この アル バム の 他 に も 実は 84 年 に オリ ジ ナ ル ・ デ ュー ル 
の 作品 が 発表 され て いる 事 は ほとん ど 知 られ て いな い 。 
「Experimente」 が それ だ 。 こ の 2 枚 組 アル バム も 一 切 の ク 
レジ ッ ト は な 〈、 い つど の よう な メン バー に よる 録音 か な ど は 
ー 切 不明 で ある 。 た だ ~Special Track Experience” と 題 
され た 曲 が 1 番 か ら 24 番 まで 収録 され て いる だ け だ 。 発 売 元 
の タイ ムウ ィ ン ド な る レー ベル は 、 例 えば エル ヴィ ス ・ プ レス リ 
ー や マリ ア ・ カ ラス 、 キ ンク ス や ヤー ド バ ー ズ 等 の ベス ト 盤 な 
ど を 発売 し て いる と ころ な の だ が (内 ジャ ケ が その 広告 に な 
っ て いる ) 何故 AMON DUUL の 未 発表 音源 を 発売 し た の 
か 理解 に 苦し む 。 
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その 内 容 で ある が 、 ま ず そ の 音 の 良さ 、 ク リー ン さ に 驚か さ 
れる 。 彼 ら 独 特 の あの 澄ん だ 音色 が 実に シャ ー プ に 聴こえ 
て くる の だ 。 音 源 は 例 に よっ て '68 年 末 の レコ ー デ ィング か ら 
の も の らし い が 、 特 筆 す べき 事 に な ん と 加工 する 前 の マル チ 
か ら お と され た も の が 聴け る の で ある 。 こ れ に よっ て 素顔 の 
AMON DUUL を 実に リア ル に 聴く 事 が 出来 る 大 変 貴 重 な 
し ろ も の な の だ 。 こ こ で の マテ リア ル は 、1st、「Disaster」 で 
使用 され た と 思わ れる 部 分 も 含ん で いる よう に 思う が 、 大 半 
は 使用 され な か っ た 部 分 で ある 。 い ずれ に せよ 例 の レコ ー デ 
ィング で は 似 た よう な リフ を 延々 と 何 テ イク も 録 っ て いた と 思 
われ 、 ビ ー ト ルズ じゃ ある まい し どこ で どう 使用 され た か な ど 
あま り 意味 の な い 事 な の だ が …。 勿 論 こ の アル バム を 作品 
と し て 評価 する 事 は 出来 な い が こ の アル バム の 存在 に よっ 
て 、 例 えば 1st ア ル バ ム が セッ ショ ン の 中 で 偶然 生ま れ た も 
の で は な く 、 あ る 目的 を も と に 意図 し て 演奏 し 、 さ ら に 意識 的 
に 加工 、 編 集 の うえ 作り 出さ れ た 結果 で ある 事 が 良く わか 
る 。 こ の よう な 性 質 の バン ド で ある 以上 、 こ の アル バム も 単 な 
る アウ ト テ イク 物 以上 の クォリティ ー は 楽に ある し 、 バ ンド の 持 
つ 魅 力 を 別 の 形 で 堪能 する 事 が 出来 る 。 


以上 が オリ ジ ナ ル AMON DUUL の 残し た マテ リア ル の 
全て と 、 そ の 簡単 な 軌跡 で ある 。 彼 ら は 最後 まで バン ド の よう 
な 明確 な 形態 を と る 事 は な か っ た 。 あ く 〈 ま で も 彼ら は 共同 体 
で あっ た か ら だ 。 

一 方 その 共同 体 か ら ま っ 先 に と び 出し て いっ た Chris の 
AMON DUUL Il は 、 そ の 後 20 年 以上 に 渡っ て 活動 を 続け 
て いく 〈 事 に な る 。 


本 稿 は 以前 筆者 が 他 誌 に 発表 し た も の を も と に 加筆 、 訂 正 
し た も の で あり 、 内 容 、 表 現 の 一 部 が 重複 する 事 を お こと わ 
り し て お きま 


AMON DUUL 中 
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第 1 章 (誕生 ) 


オリ ジ ナ ル の AMON DUUL か ら 分 裂 し た グル ー プ 、 
AMON DUUL | (以下 ADII ) は '69 年 に 「Phalls Dei」 で 、 
レコ ー ド ・ デ ビュ ー し た 。 当 時 の メン バ - は 以下 の 通り で 、 
Karrer、Rogner、Leopold の 3 人 は オリ ジ ナ ル の AMON 
DUUL に 在籍 し て いた 。 


Chris Karrer: g,vIn,vo 

Folk-U Rogner: 

Peter Leopold : dr 

John Weinzierl:g,vo 

Renate Knaup-Krotenschwanz : Vo 
Dave Anderson:b 


Shrat : conga 


中 近東 イン ド 系 民族 音楽 を 取り 入れ 、 曲 の サビ 等 に 変 
則 拍 子 を 用 いた 楽曲 。 エ フェ クト を 凝ら し た サウ ンド 。 ベ ル ベ ッ 
ト ・ ア ンダ ー グ ラン ド に も 似 た 攻撃 的 な デカ ダン ス 。 ま さ に 
*Chaos Bringer” と で も 言う べき 姿 だ 。ADII と Olaf Kubler 





の 共同 プロ デュ ー ス と いう 鉄壁 の 体制 は 「Vive la Trance」 
まで 続く 。Kubler は 時 と し て ゲス ト 的 に サッ クス 奏者 と し て 加 
わる こと も 、 少 なく な か っ た 。 

バン ド 分 裂 に つい て 、「 政 治 的 方 向 に 走る 者 と 、 総 合 芸 術 
に こだわ る 者 に 別れ た 』 と も 、『 決定 的 違い が 原因 で 別れ た 』 
と も 伝え られ る 。 こ こ で は 、 双 方 と も 同じ グル ー プ ・ ネ ー ム を 名 
乗る (オリ ジ ナ ル と | の 違い こそ あれ ) と いう 特殊 な 状況 が 
生ま れ た こと に 注目 し た い 。 

グル ー プ は 770 年 に 2 枚 組 「Yeti」 を 発表 。 組 曲 的 に 進行 
する `Soap Shop Rock” を 含む 曲 集 的 な A・B 面 と 、 モ ー ダ 
ル な イン プロ ヴィ ゼー ショ ン 中 心 に 収録 し た C・D 面 。( 余 談 だ 
が 、 当 時 の 邦 盤 は 、1 枚 物 と し て リリ ー ス され て いた 。)D-2 は 
オリ ジ ナ ル の AMON DUUL か ら ゲ スト を 迎え て の セッ ショ 
ン だ が 、Thomas の 幽玄 な フル ー ト ・ プ レイ が 印象 的 だ 。 ち な 
み に Ulrich(b) は Peter の 兄弟 で ある Ulrich Leopold だ 
と 思わ れる 。 

71 年 に 、 ま た も や 2 枚 組 の 「Tanz Der Lemminge」 が 
リリ ー ス され る 。HAWKWIND 参加 の た め に 脱退 し た D. 
Anderson の 代わ り に 、Lothar Meid を ベー シス ト に 迎え た 
この アル バム の 構成 は 前 作 と 似 て お り 、C・D 面 は 即興 色 / 


実験 色 の 強い 作品 に な っ て いる 。 こ うい っ た 大 胆 な 2 枚 組 を 
立て 続け に 発表 で きた の は 、 当 時 の 彼 等 の 評価 が 高かっ 
た と いう こと も 要因 の ひと つ だ ろう が 、 当 時 の Acid/Drug 
Culture の 流れ の 中 で 、 ど うい っ た も の が ヒッ ピ - や 若者 
に 好ま れ て いた の か と いう 問題 と も 不可 分 で ある 。Trip 
Music の 人 気 投票 ベス ト 3 に TANGERINE DREAM や 
HAWKWIND が 入る よう な 時 代 だ 。Grass を キメ て 拡大 され 
た 時 間 感 覚 と 序 緩 し きっ た 肉体 に と っ て 、 延 々 と 続く (イン プロ 
ビゼー ショ ン や サウ ンド ・ エ フェ クト は 納得 の 出来 る 存在 だ 。 
Junkie に と っ て 「Trip Music」 は High に な る た め に 必要 不 
可 欠 な 背景 だ 。 一 般 的 に 言っ て 、Grass の 場合 、 一 定 の ム 
ー ド の 持続 は 喜ば れる 。 

この 時 期 の 彼 等 は 時 折 ア コー ステ ィ ッ ク な アプ ロー チ を 
見 せる も の の 、 本 質 的 に は サイ ケ デ リッ ク ・ バ ンド だ っ た の だ 
ろう と 思う 。 組 曲 風 に 複雑 に 進行 する 楽曲 も 、 一 つ ー つ を 取 
る と 、 か な り シ ンプ ル な 作り を し て いる こと に 気付 く 。 本 作 で 注 
目 すべ き は エン ジニ ア で ある Karl-Heinz Hausmann を メン 
バー 扱い し 、A・ 面 で は エレ クト ロニ クス を 担当 させ て いる と 
いう 点 で ある 。 当 初 か ら コ ミュ ー ン 性 が 強い バン ド で は あっ 
た 。 が 、 こ の 場合 、 バ ンド 内 に サウ ンド ・ エ フェ クト や 音響 を 考 
える 人 間 を 専任 で 置く こと に よっ て 、 混 当 と し た サウ ンド を 保 
つこ と に 成功 し た 。 こ の 役目 は F.U.Rogner が 引き 受け る こ 
と も 多かっ た の だ が 、 彼 は 本 作 で は C・D 面 に し か 参加 し て い 
な いし 、 次 作 で も ゲス ト 扱 いで ある 。1st か ら 5th ま で の カバ 
ー・ ア ー ト は 全て 彼 の 手 に よる も の で ある こと を 考え る と 、 こ の 
時 期 の Rogner は 演奏 者 で ある より も デザ イナ ー で あろ うと 
し た の で は な いか 。 

72 年 に 4th「Carnivalin Babylon」 を 発表 。 前 作 で は エ 
ンジ ニア も 兼 任 し て いた K.Hausmann が 主体 と な っ て 、 キ ー 
ボー ド や エフ ェクト を 行ない 、 エ ンジ ニア リン グ は Peter 
Kramper が や っ て いる 。Renate が レギ ュ ラ ー と し て 復帰 。 
も う 一 人 の ドラ マー と し て Danny Secunds Fichelscher が 
参加 。 ア ル バ ム と し て は 、 地 味 な が ら 、 よ く 練 れ た 楽曲 が 揃っ 
て いる 。A-2 中 間 部 の 無秩序 な ツイ ン ・ ギ ター が 印象 的 だ 。 

グル ー プ は 同年 7 月 に 名 作 「Wolf City」 を 録音 し て いる 。 
メイ ン ・ ド ラマ ー は D.Fichelscher で 、P.Leopold は パー 
カッ ショ ン 等 で 数 曲 ゲ スト 参加 し て いる の み で ある 。 抜 けた 
K.Hausmann の 代わ り に 、F.Rogner が レギ ュ ラ ー と し て 復 
帰し 、 ゲ スト の Jimmy Jackson と 共に キー ボー ド 群 を 操っ 
て いる 。Chaotic Progressive Rock と で も 言う べき 本 作 
は 、 始 め て AD Il に 触れ る 方 に も お 薦め で ある 。 


(第 2 章 変化 〉 


73 年 は AD Il に と っ て 、 変 化 の 年 と な っ た 。 彼 等 は 、 前 年 
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暮れ に 行っ た ロン ドン で の ライ ヴ を 、1 月 の 終り に リミックス 
し て いる が 、L.Meid が 脱退 し 、 バ ンド は 専任 ベー シス ト 不 
在 の まま 、 春 の イギリス ・ ツ ア - を 行っ て いる 。Weinzierl と 
Fichelscher が 持ち 代え で ベー ス を 奏 く と いう 編成 で 行わ 
れ た この ツア ー は 最後 の イギリス 公演 と な っ た 。 こ の 時 の 
模様 は 、'92 年 に 「Live in Concert」 と し て リリ ー ス され た 。 
AD Il は 、Meid/Kubler の プロ ジェ クト 「Utopia」 に 参加 
する 一 方 、 新 た に ベー シス ト と し て Robby Heibl を 迎え 、 バ ン 
ド の 立て 直し を 図っ て いた 。Karrer、Weinzierl、Rogner、 
Renate、Leopold、Heibl の 6 人 に 、 ゲ スト を 加え た 形 で 74 
年 に 発表 され た 「Vive le Trance」 は 一 般 に ポッ プ 化 し た 駄 
作 と 言わ れる が 、 実 際 に は トッ プ か ら ゞ Dr.? ま で の ナン バー の 
グレ ー ド は 非常 に 高い 。 確 か に 曲調 は わか りや すく な っ て い 
る が 、 漂 っ て 〈 る 匂い は 明らか に AD Il の も の で ある 。Heibl の 
ヴァ イオ リン を フュ ー チ ャ ー し た Dr.? は 秀 逃 で ある 。 た だ し 、 
それ 以降 の ナン バー は か な り 退 届 で ある 。 要 する に 中 盤 まで 


で と それ 以後 の 落差 が かなり 激 し い ア ル バ ム で ある 。 
Weinzierl が ベー ス を 弾い て いる 曲 が 数 曲 あ る が 、 こ れ は 
Heibl 加 入 以前 か ら リ ハー サル を 進め て いた 作品 な の か も 
し れ な い 。 本 作 は AD と Olaf Kubler 共 同 プ ロ デ ュ ー ス に 
よる 最後 の 作品 と な っ た 。 

75 年 に な る と L.Meid が ベー シス ト と し て 戻っ て くる 。 
Lolipop 移 籍 第 1 弾 で ある 「High Jack」 は 、Meid が スト リン 
グ ス / プ ラス ・ ア レン ジ を 務め て お り 、 彼 の カラ ー が 色濃く 出 
た スペ ー ス ・ ボ ポップ ・ ロ ッ ク で ある 。 

この 年 は 、 久 々 の 2 枚 組 アル バム 、「Made in Germany」 
も 発表 され て いる 。 ベ ー ス は 再び Heibl に チェ ンジ し 、 新 た な 
メン バー と し て Nando Tischer(vo,g) を 加え た 7 人 編成 で 
ある 。 プ ラス / ス トリ ング ス ・ セ クシ ョ ン 必 オー ケス トラ ・ パ ー カ ッ 
ショ ン と いう 編成 の トッ プ ・ ナ ン バ ー は 、 後 に メン バー と な る 
Jorg Evers の 作品 。 当 時 、 一 枚 編 集 の 米 盤 が 国内 で 大 
量 に 流通 し 、 逆 に この 2 枚 組 は あま り 輸 入 さ れ な か っ た よう だ 
が 、 聴 き 比 べ て みる と 、 か な り ア ル バ ム と し て の 印象 が 違う 。 
ポッ プ な ナン バー の み を 抜き 出し た 一 枚 物 と 違い 、 真 剣 に 
作っ て ある よう に 感じ られ る 作品 で ある 。( 残 念 な が ら 、 現 在 
CD 化 さ れ て いる の は 1 枚 編 集 の 方 で ある 。 ) 


(第 3 章 新生 AMON DUULII〉 


76 年 に 発表 され た 「Pyragony」 で は 、 大 幅 な メン バー・ 
チェ ンジ が 見 られ る 。Karrer、Weinzierl、Leopold に Klaus 
Ebert(b)、Stefan 乙 auner(kbd,vo) と いう 5 人 編成 で あ 
る 。 

「High Jack」 あ た り の 路線 を 踏襲 し た 非常 に 聴き や すい 
作品 だ 。 実際 、 バ ンド と し て も 、Ebert/Zauner あ た り の カラ 
ー が 色濃く 出 て いる 。 確 か に カバ ー・ ワ ー ク も Zauner&AD 
ll と な っ て いる 。 イ ンド 的 な トッ プ ・ ナ ン バ ー は 明らか に 昔 か ら 
の サウ ンド の 延長 上 に ある 音楽 な の だ が 。 

以前 の 彼 等 は 基本 的 な 技術 より も エフ ェクト / ギミック と い 
っ た 特殊 技術 や 、 混 省 と し た 雰囲気 を 売り に し て いた 訳 だ 
が 、 こ れ 以 後 の ADII は 通常 の ロッ ク ・ バ ンド と の 差 が 強く な 
つ で JWN〈。 

77 年 の 「Almost Alive」 で も その 感 は 強い 。 ト ッ プ ・ ナ ン 
バー の ヴォ ー カ ル 部 バッ ク は 以前 か ら よ く 使 っ て いた コ - ド 進 
行 だ が 、 こ の 曲 で の Ebert の ヴォ ー カ ル ・ ラ イン は レゲエ の 
影響 が 見 られ る 。 本 来 な ら ば この 時 期 に そう いっ た 音楽 まで 
吸収 し し いた と いう こと は 、 勉 強 熱心 な ミュ ー ジ シャ ン と し て 
語ら れる べき こと な の だ が 。Karrer の 歌う A-3 の スト リン グ 
ス ・ ア レン ジ は J.Evers が 行っ て いる 。 テ クニ ッ ク 的 に は 非常 
に 安定 し た も の を 感じ させ る アル バム で は ある が 、 一 番 ADI 
らし く な い 作 品 だ 。 


MAIN ARTISTS 
アモ シン ・ デ ュー ル 


78 年 の 「Only Human」 は Weinzierl が 抜け 、 残 り の 4 人 
で 制作 され て いる 。 こ の あたり に な る と 新生 AD Il と し て の 魅 
力 が 出 始め て くる 。B-1 で 聴け る サウ ンド は 久しぶり に 混 池 
と デカ ダン ス を 感じ させ る 作品 だ 。 

Karrer 幸 いる AD Il の ラス ト ・ ア ル バ ム は それ か ら 3 年 
後 の '81 年 に 発表 され た 。 こ の 作品 で は 、 昔 の メン バー が 
何人 か 人 復帰 し て いる 。Renate と Rogner が カム バッ ク し 
(Zauner は 演奏 面 は ゲス ト 、 エ ンジ ニア に 専念 )、 抜 けた 
Leopold の 代わ り に 久々 に Fichelscher が 戻っ て き て い 
る 。 ベ ー ス は 以前 か ら 交 友 の あ る Jorg Evers に チェ ンジ 。 本 
作 で は プロ デュ ー ス も 行なっ て いる が 、AD II の ベー シス ト と し 
て は 前 任 者 より も ハマ っ て いた よう だ 。 

前 作 を より ダイ ナミ ッ ク に し た よう な アル バム か ら は 、 
Rogner が も た らし た '80 年 代 的 混 沖 が 感じ られ る 。'76 年 以 
後 の AD Il で は 一 番 彼 等 らし い ヘ へ ビ イ な サウ ンド だ 。 ま た 、 ゲ 
スト と し て Meid や Weinzierl の 名 が 見 られ る の は 、 最 後 だ と 
思う と 昔 か ら の ファ ン に と っ て は うれ し いと ころ だ 。 


(第 4 期 近年 〉 


こう し て 、AD Il の 歴史 は 幕 を 閉じ た か の よう に 見 えた 。 
だ が 、'80 年 代 に 入っ て か ら 、AD Il 名 義 の アル バム が イ ギ リ 
ス か ら 何 枚 か リリ ー ス され て いる 。 こ の 話 の 裏 に は Dave 
Anderson の 姿 が あっ た の だ 。Anderson に Weinzierl、 
ドラ ム に 元 VDGG の Guy Evans、 ヴ ォ ー カ ル に Julie 
Wareing と いう 4 人 に 、 適 宜 ゲ スト を 加え た 形 で の 演奏 と な 
っ て お り 、 正 確 に は AMON DUUL | と すべ き で は な い の だ 
ろう か と 思う の だ が 、 強 気 の Dave Anderson は 、 後 に 「| 」 
を 取っ た り し て いる 。 だ が 、 こ の バン ド が 割 と 良い の だ 。 各 ア 
ル バ ム の クレ ジッ ト や 発表 年 度 が 曖昧 な の だ が 、「Hawk 
Meets Penguin」 は 初期 ADll の 流れ に ある 作品 。「Meet- 
ing with Menmachines Unremarkable Heros of the 
Past」 は J.Wareing を フィ ー チ ャ ー し た 員 物 。「Airs on a 
Shoe String(Best of)」 は 上 記 の 2 枚 か ら の セレ クト に 未 
発表 曲 を 加え た ベス ト 。Amon Duul with Special Guest 
Robert Calvert と いう 名 義 で リリ ー ス され た 「Die Losung」 
は Calvert を リー ド ・ ヴ ォ ー カ ル に 起用 し た 名 盤 。 

要する に この 辺 の アル バム は Amon Duul の 名 を 借り た 
Dave Anderson Band な の か と 思っ て いる と 、 全 然 彼 等 と 
関係 な い 「Amon Duul/Full Moon」 な ん て アル バム が 出 て 
いた りす る の で 、 頭 が 痛い 。 ま た 、「Wolf City」 前 後 の 編成 
で AD II が 再編 し 、O.Kubler と 共に レコ ー テ ディ ング し て いる と 
いう 噂 も ある 。 


ラブ 





AMON DUUL 
Psychedelic Underground 
LP/Metronome MLP 15332 '69 年 


N 





ベル リン の 壁 の 近郊 で コミ ュー ン を 形成 し て いた 彼 等 は 68 年 、 総 
合 芸術 を 目指 す ア モン ・ デ ュー ル II と 政治 色 の 濃い 一 派 、 ア モン ・ 
デュ ー ル に 分 裂 し た 。 こ れ は 後者 、 ラ イナ ー、 ウ ルリ ッ ヒ 、 ヘ ル ゲ 、 
クリ シュ ケ 、 ヘ ルオ ノー ラ ・ ロ マー ナ 、 ア ンジ ェ リ カ 、 ウ ッ シ に よ 
る デビ ュー 作 で あり ジャ ケッ ト も 含め て ドラ ッ グ と の 強い 関連 に あ 
っ た 当時 の 状況 、 ヒ ッ ピ ー・ ム ー ヴ メン ト を 象徴 する 1 枚 で ある 。 
無 に 等 し い 技 術 の パー カッ シ ヴ な ドラ ム 、 歪 ん だ ギタ ー 音 、 叫 き 声 
等 が 単調 な 繰り 返し を も っ て 同時 進行 する 重い ノイ ズ 音 塊 は その エ 
ナジ ー の 発散 力 に お いて ロッ ク の 持つ 過激 性 を 赤裸々 に 表 出 し て い 
る 。 独 盤 「 デ ィ ス ・ イ ズ ・ ア モン ・ デ ュー ル 」「 ミ ネリ ッ ド 」 米 盤 「 ア 
モン ・ デ ュー ル 」 国 内 盤 「 恋 歌 」 は 本 作 の 再発 盤 で ある 。 (松本) 


AMON DUUL 
Gollapsimg 
LP/Meronome SMLP 012 '69 年 





アモ ン ・ デ ュー ル は レコ ー ド ・ リ リー ス 以 前 に 1I と II に 分 裂 し 、 
1I が 「 サ イケ デリ ッ ク ・ ア ンダ ー グ ラウ ンド 」 を 、 が 「『 フ ァ ル ス ・ 
ダイ 」 を それ ぞ れ 69 年 に リリ ー ス する 。 1 は 結局 、 メ トロ ノー ム に 
2 枚 と オー ル に 1 枚 の 計 3 枚 の アル バム を リリ ー ス し て 解散 し て し 
まう が 後に BASF よ り 編 集 盤 「 デ ィ ザ スタ ー」 が リリ ー ス され る 《BASF 
2929079-8 71)。1st が 赤裸々 に プリ ミ テ ィ ヴ な 攻撃 的 エナ ジー を 発 
散 さ せ て いた の に 対し 、 こ の 2nd か ら は 様々 な エフ ェクト 処理 の も と 
に 奇妙 な 浮遊 感 を 感じ る ゃ こと が で きる 。 独特 の コラ ー ジ ュ に よる 一 
連 の ジャ ケッ ト ・ ワ ー ク も さる こと な が ら 、 こ の 無自覚 な 集合 体 を 
統合 し 、 操 作 し 得 た の は 一 体 誰 の 仕業 な の で あろ うか 。 こ こ に は ロ 
ッ ク の 最も 根源 的 な 核 が 凝 縮 さ れ て いる 。 (山崎 ) 





AMON 串 ML 
Paradies Warts 思 串 
LP/Ohr OMM 56008 "70 年 





オリ ジ ナ ル ・ デ ュー ル 最 後 の ス タ ジ オ 録 斉 と し て 770 年 末 に 録音 さ 
れ た サー ド ・ ア ル バ ム 。 政 治 的 活動 を 行っ て きた メン バー 達 が 抜け 
た こと に より 、 前 2 作 と は 大 きく 作風 を 変え た 作品 と な っ た 。 そ れ 
まで が 、 プ リ ミ テ ィ ヴ な 即興 演奏 に ミキ シン グ の 際 に 多く の エフ ェ 
クト 処理 を ほど こし た スタ イル で あっ た が 、 本 作 で は 一 切 の ギ ミ ッ 
ク 処 理 を 排除 し 、 曲 らし い ア レン ジ の 楽曲 を アコ ー ス ティ ッ ク 楽 器 
を 主体 と し た 演奏 で きか せ て いる 。 単 調 な お ギター の リフ が 長 々 と 続 
き 、 そ の 上 を 英語 に よる 歌詞 が 力 な い 声 で け だ る く 歌 われ る スタ イ 
ル で 、 寂 窒 感 の ある 世界 だ 。 彼 等 は 、 そ の 短い 数 年 の 命 の 中 で 、 一 
生 に 匹敵 する 時 間 と 等 し い 経 験 を くぐり 抜け 、 今 、 晩 年 の 終末 感 の 
中 に 漂っ て いる か の よう だ 。 (山崎 ) 


司 AMON DUUL 
DiSaster 
LP/Basf 2929079 71 年 





AMON DUUL、 計 5 種類 の アル バム の うち 、 純 オリ ジ ナ ル ・ ア ル 
バム は 「Psychedelic 一 」 と 「Paradise 一 」 の み 、 他 は 未 発表 音源 を 
編集 し た も の 。「Disaster」 は 発売 元 の Basf が 2 枚 組 に まとめ た も の 
と も 、1st 時 の 未 発表 セッ ショ ン を 使っ て いる と も 云わ れ て いる 。 ロ 
ッ ク の 規約 に 入る 前 の 熱狂 と 陶酔 を レコ ー デ ィング で きた 彼 等 は 、 
ある 意味 で 幸福 だ っ た と 思う 。 手 垢 が つい て いな いと いう 意味 で は 
相当 に 純粋 に も 思う 。 ロ ッ ク が 1 回 り を 既に 過ぎ て し まっ た 今 、 こ 
の 音楽 に アヴァ ン ギ ャ ルド な 切羽 詰所 で の 斬新 さよ り も 、 懐 し さ 
や 憧れ を 抱く 人 は 少な く な いか も し れ な い 。 情報 が 音楽 を 上 回 っ て 
有効 な も の と な り 渦 溢 し 取捨 選択 せ ざ る を 得 な い 状況 に な っ て し ま 
っ た 今 以後 、 二 度 と レコ ー デ ィング で き な い 種 の も の だ 。 (松本) 





AMON DUL 
Experimente 


LP /Time Wind Collection DB/50142 
"84 年 





84 年 に あり きた りな 編集 物 シ リー ズ の 中 の 一 つと し て 発売 され て 
いた 未 発表 音源 集 。 音質 が や け に クリ アー で 1st の 印象 が 強い だ け に 
意外 な 気 さ え する 。 ほ と ん ど 手 が 加え られ て お ら ず 、 あ り の まま の 
セッ ショ ン が 聴け る 。 い わ ゆ る 裏 流出 な の だ ろう が 、 そ れ が AMON 
DUUL で 起 っ て し まっ た と ころ が 面白 い 。 音 自体 より も むし ろ そ の 経 
緯 を 知り た く な っ て し まう 。 な に し ろ 、 彼 等 の 初期 の 音 に は 出来 ノ 
不 出来 は ある は ず も な く 、 も し ある と すれ ば 、 そ れ は 編集 上 で の こ 
と 。「Disaster」 や この アル バム を 聴く と 、AMON DUUL た る と ころ 
の 音楽 「Psychedelic Underground」 が 編集 の 勝利 だ っ た こと が 、 今 
更 な が ら に わか る 。 (松本 ) 











VA 
Ohrenschmaus 
LP/Ohr OMM 2/56.006 70 年 














Ohr レ ー ベ ル 初 の コン ピ レ ー シ ョ ン 、2 枚 組 。 こ の アル バム は AMON 
DUUL 唯 一 の シン グル 「Eternal Flow/Paramachamical World」 の 
A 面 曲 を 収録 し て いる こと で 話題 に の ぼる 。 他 の 収録 アー ティ スト は 
いずれ も アル バム か ら 収 録 に な る 。 一般に は ジャ ー マ ン ・ ロ ッ ク の 
中 心 レ ー ベ ル と され る Ohr だ が 、 そ の と お り Ohr 全 33 枚 を な が め れ ば 、 
ほぼ 全 ジャ ン ル の 音楽 が 並ぶ こと に な る 。 これ は 今 と な っ て は 意外 
と 知ら れ て いな いか も し れ な い 。 これ 程 多 様 な 内 容 の レー ベル は 他 
に 二 つ と な いと 言っ て いい だ ろう 。 し か も それ は ドイ ツ で 初め て 音 
楽 を 開い た の だ か ら 、 こ こ を あ ば け ば ジャ ー マ ン ・ ロ ッ ク の 半分 以 
上 が つか め る 。 少 なく と も 何 が 特異 な の か が 伝わる は ず 。 あ まり に 
も 重要 で あま り に も へ ヴィ 。 (松本 ) 
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AMON DUUL TI 
Phallus Dei 


LP /Liberty LBS 83279 '69 年 
CD/(Fr.)Mantra 012 





アモ ン ・ デ ュー ル は は !68 年 に 分 裂 し 、 ク リス 、 フ ォ ル ク と ペー ター 
を 中 心 と し た アモ ン ・ デ ュー ル II は 本 アル バム で デビ ピュ ウ を 節 る 。 
一 般 に 「 政 治 的 方 向 に 走る 者 と 音楽 的 な 完成 を 求め る 者 に 分 裂 し た 」 
と いわ れる が 、 後 の II の 活動 を 考え る と 、 あ な が ち 、 ま と は ずれ な 
意見 で は な い 。 本 作 で は 、 次 作 で みせ る よう な 三次 元 的 な 音 の 広 が 
り は それ 程 な い が 、 混 当 と し た へ ヴィ ー な 演奏 は 彼 等 の 表現 主義 的 
な サウ ンド を 既に 確立 し て お り 、 サ イケ デリ ッ ク 感 も 申し 分 な い 。 
又 、 以 後 、 5 作 目 まで の カヴァ ー・ ア ー ト を 担当 する フォ ルク ・U・ 
ログ ナー の ワー ク も 素晴らし く 、 当 時 の II の 音楽 性 と マッ チ し た シ 

ュー ルリ アリ ステ ィ ッ ク な 感覚 は 現在 で も 高く 評価 され て いる 。 
(山崎 ) 


AMON DUUL 
Yeti 


LP /Liberty LBS 83359.60 70 年 
CD/(Fr.) Mantra 010 
/Repertoire REP 4275 WY 





アモ ン ・ デ ュー ル ・ セ カン ド 、70 年 発表 の 2nd ア ル バ ム 。 2 枚 組 の 
内 、 旧 サイ ド A と B の 曲 は 作曲 が な され て お り 、 サ イド C と D は 即 
興 演奏 に よる も の で ある 。 方 法 の 違い の た め 両 者 の 間 に 若 干 の 差違 
を 感じ る が 、 基 本 的 に は 全編 を 通じ て サイ ケ デ リッ ク な 雰囲気 と 攻 
撃 的 な エナ ジー が 満ち 満ち て いる 。 その 攻撃 性 と いう 点 で は 旧 サ イ 
ド C の タイ トル ・ チ ュー ン と 旧 サ イド D の 1 曲 め で 頂点 に 達する が 、 
それ に 続く アル バム ・ ラ スト の D② の 曲 で は 呪術 的 な 世界 が 醸し 出 
され 、 タ イト ル の 「Yeti」 を いや が 上 に も 見 せつ けら れ て し まう 。 さ 
ら に 本 作 以 外 の 作品 も 含め て 、 彼 ら の ジャ ケッ ト ・ デ ザイ ン の 類 稀 
な セン ス に も 圧倒 され る 。 な お 、 本 作 に は アモ ン ・ デ ュー ル 1 の レ 
イナ ー (G. Vo.) と ウル リッ ヒ (B.) が ゲス ト 参 加 し て いる 。 ( 城 元 ) 





AMON DUUL II 
Tanz Der Lemminge 


LP /Liberty LBS 83 473/74 X 71 年 
CD/(Fr.) Mantra 014 
/Repertoire REP 4276-WY 





初 作 「 フ ァ ル ス ・ ダ イ 」 で は オリ ジ ナ ル ・ ア モン ・ デ ュー ル の 名 
残 か 北 分 パー カッ シ ヴ な 面 が 見 られ た が 、 こ の 3 作 目 は 前 2 作 を 継 
承 し つつ も 特に 組曲 形式 の 旧 A 、B 面 に お いて アコ ー ス ティ ッ ク ・ 
パー ト や ギミック を 複雑 に 折り 込み 迷路 の よう な 難解 な 音 作り の 頂 
点 に ある 。 旧 C 面 の イン プロ ヴィ ゼイ ショ ン に 至っ て は エコ ー、 リ 
ヴァ ー ヴ に よる 不明 瞭 で 多彩 な 音色 が 泡 沙 し た 音響 で あり ドラ ッ グ ・ 
サウ ンド と し て の 性 格 が 強く ジャ ケッ ト の よう な イメ ー ジ ・ フ ィ ル 
ム を 見 る 思い で ある 。 ま た シタ ー ル の 使用 等 に より イン ド 的 な 趣き 
が 感じ られ る 。 構 成 は 前 作 と 酷 也 し て いる が 曲想 は 対称 的 に ソフ ィ 
ステ ィ ケ イト され た も の で ある 。 以 後 7th「 ヴ ィ ヴ ・ ラ ・ ト ラン ス 」 ま 
で は や や 軟化 傾向 に あり な が ら 一 定 の ヴォ ル テ イ ジ を 保つ 。 (松本 ) 


AMON DUUL II 
Carnival In Bahylon 


LP /United Artists UAS 29327 72 年 
CD/(Fr.) Mantra 063 





さす が に 前 作 、 前 々 作 、 も し く は “Phallus Dei” の 力 強 さ や 視覚 
イメ ー ジ の 渦 溢 は 後退 し 、 ス ケー ル ・ ダ ウン し た 感 は 否め な い が 、 
代 っ て 、 レ ナー テ ・ ク ナウ プ の 等 身 大 の ヴォ ー カ ル 力 量 を 生か し て 、 
歌 か ら 曲 と し て の まとまり その ライ ン に 比重 を 置い た アル バム 。 次 
作 の 踏み 台 に な っ た アル バム と いう 気 も する 。^All The Year Round? 
等 は 、 確 か に この アル バム な ら で は の メロ ディ ッ ク か な 小曲 だ 。 彼 等 
の 音楽 が 整理 され 始め て いる 。 それ は 音楽 が 態度 だ っ た 彼 等 の 位相 
が 、 楽 曲 を 作り 演奏 する ミュ ー ジ シャ ン へ と 変化 し て きた 事 を 意味 
し て いる と 思う 。 その 変化 の 中 で バラ ンス が 保 た れ 、 前 々 作 か ら の 
流れ を も 継ぐ 。 ラ スト の バン ド 作 Hawknose Harlequin" は コン パ 
クト な が ら 曲 想 が ふく ら み 、 次 作 へ と つなが る 。 (松本 ) 








AMON DUUL TI 
Wolf City 


LP /United Artists UAS 29406 72 年 
CD/(Fr.) Mantra 013 





6 枚 目 。 前 作 「CARNIVAL IN BABYLON」(72 年 ) と 比べ る と 、 
カー ル ・H・ ハ ウス マン (kdb) が 脱 け 、 ピ ー タ ー・ レ オ ボ ポル ド (per) 
も A②③、B② に の み ゲ スト 参加 、 代 わり に 前 作 で は ゲス ト 扱 い だ 
っ た フォ ルク ・ ロ グ ナ ー が 出戻り で 正式 参加 し て いる 。 この 頃 か ら 
次 第 に C・ カ ー レ ル (vIn, g) が デュ ー ル II を リー ド す る よう に な り 、 
以前 の 即興 重視 か ら 整 然 と アレ ンジ され た 曲 を 演奏 する 方 向 に 進む 。 
その 頂点 に 達する の が 本 作 で 、 ジ ャ ー マ ン ・ ロ ッ ク の エス プリ と 曲 
自体 の 良さ を か ね そなえ た 名 盤 で ら も る 。 ユ ー ト ピア に も 収録 され て 
いる 名 曲 B③ と 他 の ナン バー と の 完成 度 に 差 が な が いこ と か ら も それ 
は 明らか で ある 。 グ ルー プ は 現在 まで に 20 枚 以上 も の アル バム を 製 
作 し 続け て いる が 昔 の 面影 は な い 。 (Chihiro S.) 





AMON DUUL 
Vive La Tranmce 


LP /United Artists UAS 29504 "73 年 
CD/(Fr.)Mantra 062 





「Wolf City」 か ら ジ ミー・ ジ ャ クソ ン (kbd) が ぬけ て 、 あ の 天空 に 
響き 渡っ て いる コー ラス ・ メ ロト ロン が 消え 、 4 作 目 以後 の コン パ 
クト か 方 向 性 が 続く な ら ば 、 当 然 こ うし た 型 の 定まっ た サウ ンド に 
な る だ ろう 。 も は や 3 作 目 まで の 視覚 に 訴え か ける よう な イメ ー ジ 
の 光 溢 は 望め な い が 、 楽 曲 指向 の 洗練 度 は 一 層 高 まり 、 毛 色 は 異な 
っ て も それ な り に 楽し め る 。 どの 曲 も は っ きり と 曲 の カラ ー が 打ち 
出さ れ て いる だ け に つか みや すい 。 シ ング ル 曲 の 集まり と いっ た 傾 
向 が ある 。 ポ ッ プ と いう 程 で も な く 、 以 後 へ の 移行 の 狭間 で 、 初 期 
と の バラ ンス を 保っ た 独立 作 と し て 、 こ の アル バム に の み 確 立 され 
た カラ ー を 感じ させ る 。 音 楽 の 傾向 に は 違い が ある が 、 ア ル バ ム の ポ 
ジ シ ョ ン と し て は 2 枚 組 「Made In Germany」 に 似 て いる 。 (松本 ) 








ちら 





AMON DUUL 
Live In London 
LP/United Artists UAS 29466 74 年 





アモ ン ・ デ ュー ル IL の 音楽 は 、 構 成 さ れ た 楽曲 は も ちろ ん の こと 
で ある が 、 ス タ ジ オ で の ギミック 処理 や 視覚 的 に 訴え る カヴァ ー・ 
アー ト の 幻想 性 に 依る 所 も 大 きく 、 さ ら に ドラ ッ グ を 加え て の 、 い 
わ ば “羊水 の 中 で は じ め て 1009% の 効果 を リス ナー に も た ら す と い 
える 。 ライ ヴ の 場合 、 ど うし て も ギミック 類 の 使用 に 限界 が ある 為 、 
スタ ジオ 盤 程 の トリ ッ プ 感 は 伝わり ずら いよ うだ 。 も っ と も 生 の ラ 
イヴ に 接し て いれ ば 、 彼 等 の 存在 感 や 雰囲気 の 中 で 意識 も 高揚 する 
で あろ う が 、 こ うし て 録音 され た ライ ヴ を 聴く 限り 、 も の た りな さ 
を 感じ て し まう こと も 事実 だ 。 攻 撃 的 な 側面 も 持つ アモ ン ・ デ ュー 
ル II だ が 、 彼 等 の 持ち 味 は 、 ス タ ジ オ ・ ワ ー ク で より 発揮 され て い 
る と 思う 。 演 奏 自体 は 決し て 悪く は な い の だ が 。 (山崎 ) 


AMON DU0L Im 
用 Jack 


LP /Nova 6.22056 74 年 
CD/Castle CLC 5009 





アル バム の 約 半分 は これ まで の ADII ら し さ を な ん と か 感じ と れる 
が 、 残 り 半 分 は 遠く 隔 た る サウ ンド に な っ て いる 。 72 年 録音 の 「Live 
In London」 を 別 と すれ ば 、 前 作 「Vive La Trance」 か ら 一 挙 に 加速 
し た よう な 変化 だ 。 ポ ッ プ な 方 向 性 は 既に 見 えて いた と は 言え 、 少 々 
露 角 な よう な 気 が す る 。「Wolf City」 あ た り ま で の 反動 な の だ ろう 
か 。 それ と も この 方 向 性 は 、 こ れ 以 後 、「Only Human」 へ と 至る 音 
楽 性 を 考え る と 、 む し ろ メ ン バ ー 自 身 の め ざし た 第 一 歩 な の か 。 ど 
こと な く 英 米 を 視野 に 入れ より 広い アビ ー ル を 狙っ た よう に 思え る 。 
次 作 に 当たる 「Made In Germany」 が 一 種 の アイ ディ ア 物 で ある こ 
と を 思う と 、 初 期 の ADII は この アル バム で 消え 去っ た と いっ て いい 
だ ろう 。 (松本 ) 





AMON 加 ML 
Lemmingmania 
LP/United Artists UAS 29723 75 年 





ADII 唯 一 / オ リ ジ ナ ル ・ ベ スト ・ ア ル バ ム 。 実際 の と ころ は 、 シ 
ング ル の 両面 に アル バム 収録 曲 を 足し た も の で 、 未 収録 曲 は な い 。 
今 の 時 代 な ら ば 、 そ れこ そ 初 期 3 枚 の 未 発表 曲 ( こ れ は あり そう だ ) 
を 片面 位 使っ て 収録 し そう な も の だ が 、 当 時 は 恐らく 英 米 で 彼 等 が 
知ら れ 始 め た 頃 だ っ た の だ ろう 、 そ し て UA と の 契約 残り 、 も し く は 
UA 離 張 の 機 に 合わ せ た の か も し れ な い 、 事 後 処理 と も バン ド 紹 介 と 
も 言え そう な 内 容 に な か っ て いる 。 さ す が に この 1 曲 か ら 始 め る し か 
な い “Archangels Thunderbird” の 重 低音 イン トロ に 胸 が すく 。70 
年 代 初期 ジャ ー マ ン ・ ロ ッ ク の 最も か っ こい い 一 編 だ ろう 。 邦 題 も 
^ 天 使 の 雷鳥 "と き て コテ コテ の 70's。 ア ル バ ム の 性格 上 、 小 粒 な の 
は 仕方 な い 。「Live In London」 と 並ん で 未 CD 再 発 。 (松本 ) 


AMON DUUL I 
Made In Germany 
LP/Nova 6. 28350 XD 75 年 





こち ら が 未 CD 化 の オリ ジ ナ ル 「Made In Germany」、 2 枚 組 。 ジ 
ャ ケ の 身なり と アル バム ・ タ イト ル 、 そ し て オー プ ニ ン グ が `Overture^、 
アル バム 中 に は “Metropolis "Ludwig" と あり 、 こ れ ら を 照ら し 合 
わせ る と 、 こ の 大 作 は 一 大 コン セプト 作 の よう な 気 が す る 。 オ ー ケ 
スト ラ の 派手 な 盛り 上 げ ^Overture" か ら 始 まり 、 バ ンド 、 オ ー ケ ス 
トラ 双方 絡み な が ら の 進行 。 こ れ 以 前 、 以後 の ADII か ら 離 れ た 単独 
作 を 思わ せる 内 容 で 、 力 が 入っ て いる も の だ 。 レ ナー テ ・ ク ナウ プ 
在籍 最後 の アル バム 、 す な わ ち サウ ンド は 随分 と 変化 し て きた と は 
言え 、 か つて の ADII を 背負 っ た 面々 で の 最後 の 力 の ふり し ぼり を 感 
じ さ せる 。 曲 に よっ て 半 ら か か つて を 思わ せる 部 分 も 少な く な い 。 
2 枚 組 フル で な けれ ば あま り 意 味 が な い 。 (松本 ) 








AL 月 前 明 UINHNTN AMON 可 貞 | 
、 Made In Germany 


者 
/ が LP /Nova 6.28378 75 年 
LM CD/Castle CLC 5019 





元 は 2 枚 組 だ が 、 当 時 か ら ジ ャ ケッ ト 違 い の 1 枚 物 も リリ ー ス さ 
れ て いた 。 1 枚 物 の 方 は オリ ジ ナ ル か ら ポ ッ プ で キャ ッ チ ー な ナン 
バー を セレ クト し た も の で 、 現 在 CD 化 さ れ て いる の は こち ら で あ る 。 
オリ ジ ナ ル の 方 も CD 化し て 欲し いも の だ 。 聴き 比べ て みる と 、 か な 
り 印象 が 違う か ら だ 。 も っ と も 、 こ ちら の 盤 の セレ クト が 悪い と は 
言わ な い 。 実 際 グ ヴァ イオ リン が 印象 的 な Dreams” は ADII ら し い 
名 曲 だ 。 だ が 、 本 来 「 ア ル バ ム 」 と いう も の が 、 曲 順 も 含め た トー 
タル で 評価 され る べき な の は 言う まで も な い 。 (Chihiro S.) 





AMON DUL 
Pyragomy 

LP /Nova 6.22890 76 年 
CD/Castle CLC 5020 





前 作 を 最後 に 看板 ヴォ ー カ リス ト 、 レ ナー テ ・ ク ナウ プ が ぬけ て 、 
彼女 は POPOL VUH に 参加 し 現在 に 至る 。 決 し て うま く な い ヴ ォ ー カ 
リス ト だ が 、 そ れ で も 彼女 の 音程 の 悪さ が 初期 AD II の 不安 定 な 演奏 、 
そし て 何より 不定 形 な 楽曲 に 、 一 種 の 効果 と し て 似合っ て 、 す べ て 
を ひっ くる め て 770 年 代 初頭 の 空気 に 染 っ て いた よう な 気 が す る 。 サ 
ディ ステ ィ ッ ク ・ ミ カ ・ バ ンド で は な い が 、 居 る こと が 華 と な っ て 
バン ド 、 音 楽 が 成り 立っ た 時 代 に ADII は ドイ ツ の 象徴 で も あっ た こ 
と だ ろう 。 替 っ て キー ボー ド 奏 者 、 ス テ フ ァ ン ・ ツ ァ ウ ナー が 加入 
し 、 こ れ ま で 静か っ た ポッ プ 面 に 大 胆 な アレ ンジ を 加え 、 遂 に は バ 
ンド も 完全 に 別 バ ンド に 至っ た 。 曲 に よっ て は フェ ィ セ ズ み た い だ 。 
また 別 の 曲 で は シン セ サ イ ザー が 飛び 交 う 。 (松本 ) 





ピル ー】 








AMON DUUL 
川 most Alive 


LP /Nova 6.23305 77 年 
CD/Castle CLC 5021 





前 作 と ほぼ 同 メ ン バ ー、 音 の 方 も アメ リカ ナイ ズ を も こなし た R& 
B、 バ ラー ド あ り 、③ の よう な シン フォ ニッ ク ・ ア レン ジ あ り と 様々 。 
演奏 技術 は 上 が っ て いる が 、 音 楽に イマ ジ ネ ー シ ョ ン は な く 、 サ ウ 
ンド ・ ポ リ シ ー も 見 当ら な い 。「Pyragony」 か ら 「Only Human」 へ 
の 3 作 、 つ まり ADTII 最悪 の 時 期 と 多く の リス ナー に 云わ れ 続 ける こ 
の 時 期 で 、 仮 に 別 バ ンド と し て と ら え た うえ で 、 も し 見 る べき も の 
が ある と すれ ば 、 そ れ は S. ツ ァ ウ ナー が メイ ン に な っ た シン フォ ニッ 
ク ・ ロ ッ ク ふ う の 部 分 し か な い 。 3 作 各 々 に 少し ずつ そう いっ た 曲 
が ある 。 他 は 聴け た も の で は な い 。ADII と いう バン ド は 、 も と も と 
時 代 の 流れ に 呑ま れ た バン ド で 、70 年 代 初期 に し て も だ か ら こ そ 「Yetj」 
「Tanzー」 に な っ た 気 が する 。 (松本 ) 


AMON DUML TI 
Only Humam 


LP /Nova 6.23561 78 年 
CD/Castle CLC 5022 





た だ の ポッ プ で 始ま る ADII の ラス ト ・ ア ル バ ム 。 バ ンド は この 後 、 
解散 し 再び 活動 し 始め 「Vortex」 を 出す が 、 こ の アル バム が まがい な 
り に も AMON DUUL (II) と いう ネー ム の つい た バン ド の 最後 か と 
思う と 、 悲 し いも の が ある 。 それ は E,L&P の 「Love Beach」 ど ころ 
で は な い 。「Hi Jack」 で 未だ 曖昧 だ っ た 方 向 性 は ここ へ 帰結 し た 。 
それ は どう 転ん で も 改悪 と し か 思え な い 帰 結 だ と 思う 。 前 作 、 前 々 
作 ど ころ で は な く 、 デ ィ ス コ が か っ て も きた 。 バ パンド が 不明 だ 。 そ 
ん な どこ に で も ある 音楽 の 中 で 、 や は り S. ツ ァ ウ ナー の キー ボー ド 位 
が な ん と か 聴く に た えら れる か 。 完全 な た だ 音楽 と し か 思え な い の 
だ が 。 WALLENSTEIN と いい 、AD II と いい 、 あ まり に 悲し い ジ ャ ー 
マン ・ ロ ッ ク の 行く 末 だ っ た 。 (松本 ) 





AMON DUUL TI 
Vortex 


LP /Teldec 6.24874 81 年 
CD/Castle CLC 5023 





C.Karrer の 率い た ADII の ラス ト ・ ア ル バ ム 。D.Fichelscher の 一 時 
復帰 で 、 こ の バン ド の 黄金 期 に は 、 常 に パー カッ ショ ン が 隠し 味 に 
な っ て いた こと を 思い 出し た 。 AD II は 、 パ ー カ ッ シ ョ ン が 鳴っ て い 
た 方 が 、ADII ら し い サ ウン ド に な る 。^We Are The Machine、 は 
「Hi Jack」 路 線 の 楽曲 だ が 、 ゲ スト の L.Meid の 放し 飼い 状態 の ベー 
ス が 印象 的 だ 。 メ イン ・ ベ ペー シス ト の Evers も 、 前 任 者 より は パン ド 
に マッ チ し て いた と 思う 。 こ の ボル テー ジ の 作品 な ら ば 、 次 作 も 聴 
AA で た か っ た 。 (Chihiro S.) 


AMON DUUL 
Hawk Meets Penguin 
CD/Thunder Bolt CDTB 102 '? 年 





表題 は Anderson (Hawk) と Weinzierl (Penguin) の 再会 を 意味 し 
て いる の だ ろう か 。 モー ダル な 即興 か ら 始ま る トッ プ の 表題 作 は J. 
Wareing の スキ ャ ッ ト に 導 か れる 美しい ナン バー だ 。 2 曲目 は エフ ェ 
クト と 民族 音楽 的 な ヴォ ー カ リゼ ーション を バッ ク に 、 ジ ャ ー マ ン ・ 
ロッ ク 的 な 低音 の 語り を 加え た 即興 色 の 強い 作品 。 70 年 代 中 盤 以後 
の ADII が 失っ て し まっ た 「 混 池 の 精 神 」 が ここ に は 存在 し て いる 。 
「Almost Alive」 あ た り の ADII よ り は 、 納 得 で きる 作品 だ と 思う 。” 
82 一 "83 年 頃 の 作品 だ と 思わ れる 。 (Chihiro S.) 








AMON DUUL II 

Meeting With Menmachines 
Unremarkahle Heroes Of The Past 
LP/Demi Monde DM 006 83 年 





J.Wareing を 前 面 に 押し 出し た 唄 物 。 Weinzierl、 Anderson、Evars 
と いう パッ ク に よる ポッ プス と いう の も 、 薄 気味 悪い よう な 気 が す 
る が 、 こ れ が 意外 と ハマ っ て いる と 言う か 、 お 里 が 知れ て いる と 言 
うか 、 不 思 議 な パラ ンス の 上 に 成立 し て いる 。 曲 に よっ て は 、 往 年 
の フレ ンチ ・ ポ ッ プ ス の よう に も 誓 く 。Illluminated 盤 は "83 年 、Demi 
Mond 盤 は '85 年 リリ ー ス で 、 ジ ャ ケッ ト が 異な る 。 前 者 の クレ ジッ ト 
は AMON DUUL II、 後 者 は AMON DUUL で ある 。^Drummer's 
Nightmare” は Anderson の も う 一 つの 古巣 、HAWKWIND を 思い 出 
させ る 作品 。 (Chihiro S.) 





AMON DUUL 

Airs On A Shoe Strimg 

(Best 0f.…) 

CD/Thunder Bolt CDTB 043 '87 年 





「Hawk Meets 一 」 と 「Meeting With 一 」 か ら の セレ クト に 、 2 曲 
の 未 発表 曲 を 収録 し た ベス ト 。 未収 曲 の グレ ー ド も 高く 、Anderson 
の AMON DUUL の 入門 用 に は 最適 。 未収 曲 の 内 、^Olaf (Where's My 
$ 20,000 ? ) “の 0Olaf と は Kubler の こと だ ろう か 。 彼 に は Anderson か 
Weinzerl に 未払い 金 で も あっ た の だ ろう か 。 こ こ で の Weinzierl の プ 
レイ は 、'?80 年 以降 で は ベス ト か も し れ な い 。 中 盤 以後 の サイ ケ デ リ 
ッ ク む き 出 し の アプ ロー チ は 、 キ ャ リア を 感じ させ る 名 演 。 後 半 の 
ベー ス ・ リ フ の 一 部 は ^Drummer's Nightmare” の 原形 だ と 思わ れる 。 

(Chihiro S.) 











AMON DL 
Die L6Sung 
CD/Demi Monde CDTL 009 2? 年 








Calvert の (多分 ) 最後 の 録音 物 と な っ た と 思わ れる 作品 。 個人 的 に 
は Anderson 絡 み の AMON DUUL で は 一 番 好き な アル バム だ 。 こ の バ 
ンド は 女性 ヴォ ー カ リス ト こ そい た も の の 、「 メ イン に な る 男性 ヴォ 
ー カ ルリ スト の 不在 」 と いう 問題 に 頭 を 痛め て いた の で は な いか 。 
Calvert の 参加 は 、 こ の 問題 を 解決 し た だ け で は な く 、 バ ンド を より 
広がり の ある も の に し た 。 実際 、 こ の AMON DUUL と Calvert の 相性 
は 、 思 い の ほ か 良い 。 カ リス マ 時 代 の HAWKWIND よ り も 優れ た マッ 
チン グ か も し れ な い 。「Drawn To The Flame」 で の 彼 の 絶唱 は 心 を 
打つ 。 な お 、 プ ロ デ ュ ー ス に OZRIC TENTACLE の Ed Wynne の クレ 
ジッ ト が ある 。 (Chihiro S.) 


AMON DUUL TI 
F 仙 | Moon 
CD/Thunder Bolt CDTL 011 





本 作 は '89 年 の 録音 で ある が 、 謎 の 作品 で ある 。Anderson や Weinzierl 
等 は クレ ジッ ト で 見 る 限り 、 演 奏 面 で は 直接 関係 し て いな いよ う で 
ある 。 た だ し Thanks to の コー ナー に Anderson の 名 が あり 、 完 全 に 
無関係 と いう 訳 で は な いと 思わ れる 。 (クレジット は ファ ー ス ト ・ ネ 
ー ム の み 、 変 名 も あり 得る か も し れ な い 。) 各 作 品 は オリ ジ ナ ル の AMON 
DUUL、 初 期 HAWKWIND, Anderson の や っ て いた AMON DUUL を 
ミッ クス させ た よう な サウ ンド で ある 。 実際 この パン ド 名 で も 、 違 
和 感 を 感じ な か い だ け の レベ ル と 指向 性 を 持っ た アル バム で ある 。 

(Chihiro S.) 





AMON DUUL II 
BBC Radio | Live In Concert 


CD/(U.K.)Windsong WINCD 027 92 年 
/MSI MSIF 3095 





73 年 春 、 グ ルー プ 3 度 め に し て 最後 に な か っ た イギリス ・ ツ アー 時 
の 収録 。 ア ル バ ム で 言う と 「Vive La Trance」 の 頃 。 実際は 「Wolf 
City」 の 時 の ADII と 思っ て 構わ な い 。「Live In London」 と は 重複 し 
な い 。 デ ビュ ー 作 1 曲目 の Kanaan” も 収録 され て いる 。 演奏 自 体 
は 相変わらず 荒く 、 初 心 者 に 向く よう な 内 容 で は な いか も し れ な い 
が 、 初 期 の ADII を 聴き 終え た 人 に は 手放し で すす め た い 貴 重 な 音源 。 
どれ 程 絶 讃 し て も 物 足 ら ない カ ヴァ ー・ ワ ー ク の こと を 思え ば 、 生 
の ライ ヴ で の 視覚 効果 が 知り た いと ころ 。 た だ この 荒削り な 演奏 の 
み で 終っ て いた と は 、 と て も 思え な い 。 是 非 と も 映像 を 見 た い ジ ャ 
ー マ ン ・ バ ンド の 一 つ だ 。 (松本 ) 


AMON DUUL 
Sorrounded By The Bars 
CD/(Fr.) MSI Spalax 14810 '93 年 


ANION DDOLII Seroundedhy the Ba 





BBC ラ イヴ CD で 伏線 の 張ら れ て いた AD 全盛 期 ラ イン ナッ プ で の 復 
活 第 一 作 。 と 言っ て も 12 曲 中 2 曲 の み 新 録 で 他 は 1st--6th か ら の リ ミ 
ックス で ある 。 必ず し も ベス ト の 選曲 と は 言え な い が 、 未 だ 神秘 的 
な オー ラ を 放っ て いた 初期 デュ ー ル を 知る に は 、 様 々 な タイ プ の 曲 
が あっ て 無難 か も 。 問題 の 新 録 は 、「 狼 の 町 」 の 1 曲目 の 再 録 と ラス 
ト の 新曲 。 再 録 の 方 は か な り リ ズミ ッ ク な アレ ンジ だ が 、 結 構 イケ 
ル 。 レ ナー テ の 声 が 若い ./ 新曲 の 方 も や は り レ ナー テ の 巫女 的 ヴ 
ォ ー カ ル が 刺激 的 だ が 曲 自体 は 今一つ 。 結 構 派手 。 フ ル ・ ア ル バ ム 
を 待っ て 評価 し た い 。 (高森 ) 








UTOPIA 

Utopia 

LP /United Artists UAS 29438 73 年 
CD/(Fr.)Spalax Music 





ロウ ター・ マ イト を 中 心 と し た ユナ イテッド ・ ア ー テ ィ ス ト 系 の 
ミュ ー ジ シャ ン (アモ ン ・ デ ュー ル II、 エ ンプ リ ヨ 、 パ スポ ー ト 、 
ナイ アガ ラ 等 ) に よる セッ ショ ン 的 作品 。 ロ ウタ ー は エン プリ ヨ 、 
パス ポー ト 、 ア モン ・ デ ュー ル II と いっ た バン ド を 渡り 歩い て きた 
ジャ ー マ ン ・ ロ ッ ク 史 上 屈指 の ベー シス ト 。 本 作 は アモ ン ・ デ ュー 
ル II の 「Wolf City」 に も 収録 され て いる B① の 為 に マニ ア に も 人 気 
が 高く 、 入 手 も 困 難 だ が 、 近 々 CD 化 さ れる 予定 。 転換 を 目前 と し た 
当時 の ジャ ー マ ン ・ ロ ッ ク 界 の 状況 を 考え る と 、 或 る 意味 で 象徴 的 
な 作品 で ある 。 ト リッ プ 仲 間 を 総動員 し て の ロー ター の 試み は 結局 、 
ドラ ッ グ ・ カ ルチャ ー 最 後 の 狂い 咲き で 終わ っ て し まっ た 。 全 曲 マ イ 
ト & オ ラフ ・ ク プラ ー の ペン に よる 作品 で ある 。 (Chihiro S.) 





CHRIS KARRER 
Chris Karrer 
LP/Vinyl 6.24328 '80 年 





ADII の 中 心 人 物 、 ク リス ・ カ ー レ ル の ソロ 。 ほ と ん ど 知 られ て い 
な い ア ル バ ム だ 。 80 年 の リリ ー ス と いう か ら 、 ADII 解 散 後 、 再編 の 
間 の 録音 に な る 。 カ ー レ ル は vo、g、sax、vIn を 受け 持ち 、 や は り ヴ 
ォ ー カ ル が 入れ ば 「Only Human」 の 延長 か と 思わ せる 。 カ チッ と 締 
っ た 録音 で タイ ト 、 お か ず の 音色 は 彼 の ヴァ イオ リン な ど が 聴け て 
部 分 的 に 興味 を ひく が 、 リ ズム が 聴く に 値 し な い 部 分 が 少な く な い 。 
それ で も 全体 の 出来 は 決し て 悪く な い 。 凝 っ た 曲 も ある 。 参加 4 人 
の うち 、Jorg Evers は 元 EMBRYO, 18 KARAT GOLD、 そ し て 再編 
AD II に 加わ っ た 。 (松本 ) 





ビィ ー】 











CAN の グル ー プ と し て の スタ ー ト は 、'68 年 ・ ホ ル ガ ー・ シ ュ 
ー カ イ 、 ミ カエ ル ・ カ ロー リ 、 ヤ キ ・ リ ー ベ ツァ イト 、 ア ー ミ ン ・ シ ュ 
ミッ ト の 四 人 の 基本 メン バー に 、 デ ヴィ ッ ド ・ ジ ョ ン ソ ン な る フル 
ー ト 奏者 を 加え て 行っ た コロ ン で の コン サー ト で ある 。 当 時 の 
プレ イ は 仏 タ ゴマ ゴ 社 か ら の カセ ッ ト 、「 プ リヒ スト リッ ク ・ フ ュ 
ー チ ャ ー」 で 聞く 事 が 出来 る が 、 す で に テー プ ・ エ フェ クト を 使 
用 し て いる 。 同 時 期 に H. シ ュー カイ は アル バム 「 カ ナク シス 」 
の 録音 を 行っ て お り 、 現 在 に 至る まで の サウ ンド ・ コ ラー ジュ 
の 手法 を ふん だ ん に 活用 し て いる 。 そ の 年 の 秋 、|.S. の 妻 ヒ 
ル デ カ ルド (解散 まで CAN の マネ ー ジ メン ト を 勤め た 。) が 黒 
人 、 マ ルコ ム ・ ム ー ニ ー を グル ー プ に 加入 させ 、 い き な り 1st ア 
ル バ ム 「 モ ンス ター・ ム ー ヴ ィ ー」 を 録音 。 何 と オー プ ニ ン グ ・ ナ 
ン バ ー の 「 フ ァ ー ザ ー…」 は それ まで 唄 な ど 歌 っ た 事 の 無 か 
っ つた マル コム の 2 度目 の 練習 時 の テイ ク だ と 言う 。 

'68 年 、1.5. 名 義 の シン グル 「 カ ー マ ・ ス ー ト ラ 」 を 全員 で 録 
音 し た 後 、 フ リー* ミ ュー ジッ ク に 専念 する た め 、D. ジ ョ ン ソ ン 
は グル ー プ を 離れ る 。CAN と 言う 名 前 は この 後に な か っ て や っ 
と 決定 し た 。'69 年 か ら 本 格 的 に コン サー ト 活 動 を 開始 、 現 
存する マル コム Vo. の テイ ク は 全て この 一 年 に 録音 され た 
も の で 、 彼 は 早く む 70 年 の 始め に アメ リカ へ と 帰っ て し まう 。 
彼 は 現在 で も メン バー と 交流 が あり 、 後 の ダ モ ・ 鈴 木 脱退 の 
際 に も 再 加 入 を さそ われ 、 独 行き の 飛行 機 チ ケッ ト ま で 用 意 
し た に も か か わら ず 、 実 現 は し な か っ た 。 そ し て 7'70 年 5 月 、 ケ ン 
ジ 「 ダ モ 」 鈴 木 と ミュ ン ヘ ン で 出会う わけ で ある 。 そ の 日 の 晩 
の ステ ー ジ に 引っ ぱり 出さ れ た 彼 は 、 以 来 メ ン バ ー と し て 
「 フ ュー チャ ー・ デ イズ 」 ま で 在籍 する 事 に な る 。( ち な み に 記 
念 すべ きこ の 日 の コン サー ト は 、 彼 が 唄い 始め る や 客 が ぞ ろ 
ぞ ろ 帰 り だ し 、 終 了 時 に は 60 名 た ら ず の ファ ン し か 残っ て い 
な か っ た と 言う 。) この 後 、 多 く の サ ウン ド ・ ト ラッ ク の 仕事 を 
手がけ 、 本 来 2nd に な る は ず だ っ た 「 タ ゴ ・ マ ゴ 」 に 先がけ リリ 
ー ス する 。 こ の 「 タ ゴ ・ マ ゴ 」 ま で の 録音 は 古城 の 一 室 を スタ 
ジオ 化し た 場所 で 行わ れ て いる 。 そ の 771 年 末 に 「Shikako- 
Maru-Ten」 と カッ プリ ング し た 「 ス プー ン 」 が 独 国内 で No.1 
の ヒッ ト を 記録 、 グ ルー プ の 人 気 を 不動 の も の と し た 。 そ の 後 
の "72 年 、2 月 の フリ ー・ コ ン サ ー ト で は 実に 一 万 人 も の オー 
ディ エン ス を 集め る 。 こ の 時 の ステ ー ジ は 50 分 の 記録 映画 
「 カ ン ・ フ リー・ コ ン サ ー ト 」 と し て 残さ れ て いる 。4th の 「 エ ゲ ・ バ 
ミヤ ジ 」 と 前 後 し て 英国 ツア ー も 行い 、 最 高 傑作 と の 噂 も 高 
い 「 フ ュー チャ ー・ デ イズ 」 を 録音 し た '73 年 夏 、 ダ モ 鈴木 は グ 


トニ の / 


MAIN ARTISTS 
カン 


ルー プ を 離れ る 。 こ の 脱退 に つい て は 「 エ ホ バ の 証人 の 布 
教 活動 の た め 」 と か 、「 ス タ ジ オ の 中 て 突然 奇声 を あげ 、 走 り 
出 た まま 帰ら な か っ た 」 等 の 話 が ある が 、 定 か で は な い 。 

74 年 、 四 人 編成 の まま 「 ス ー ン ・ オ ー バ ー・ バ バル マ 」 を 制 
作 。 カ ロー リ が Vo を と り 、 音 楽 的 に も 前 作 に ひけ を と ら な い 
作品 に 仕上 る 。 こ の 後 、 レ コー ド 会 社 を ヴァ ー ジ ン に 移す の 
だ が 、 間 に アウ ト ・ テ イク 集 の 「 リ ミ テ ッ ド ・ エ ティ ショ ン 」 が UA 
か ら リ リー ス さ れ て いる 。 誰 が 最初 に 間違え た の か 知ら な い 
が 、 昔 か ら こ の アル バム は 「90 ポ ンド 」 で 売ら れ た な ど と 言わ 
れ た が 、( 通 常 レ コー ド は 3 ポン ドド 前後) 全く の デマ 。 安 価 極 ま 
る 97 ペ ンス が 当時 の 売価 で ある 。 移 籍 第 一 作 の 「 ラ ン デ ッ 
ド 」 に お いて 行き づま り を 感じ た 彼ら は 、 元 トラ フィ ッ ク の 黒人 
ベー シス ト 、 ロ スコ ・ ジ ー を 加入 させ 、 ホ ル ガ ー が テー プ 、 エ フ 
ェクト 類 に 再訪 出 来る よう に な っ た の も つか の 間 、 元 来 持っ 
て いた アフ ロ 指 向 の リズ ム に 、 彼 は あま り に 適し て お り 、 黒 人 
音楽 その も の へ と グル ー プ の サウ ンド は 変化 し て し まい 、 急 
速 に 独自 性 を 失う 結果 に な っ て し まう 。「 フ ロウ ・ モ ーション 」 
と 、 ロ スコ と 同じ 〈 元 トラ フィ ッ ク の パー カッ ショ ニス ト を 加え た 
「 ソ ウ ・ テ ディ ライ ト 」 を 機 に に つい に ホル ガー が グル ー プ を 脱退 。 
その 後 の 「 ア ウト ・ オ プ ・ リ ー チ 」 は と て も ほめ られ た 出来 で は 
な い が 、 し ば らく の プラ ンク の 後発 表 さ れ た ラス ト ・ ア ル バ ム 
「CAN( イ ン ナ ー・ ス ペー ス )」 で は 編集 に ホル ガー が 関わ っ 
た た めか 、 多 少 の 独自 性 を と り も ど し て いる 。 

あま り に 多種 の 音楽 性 を 持ち 、 定 まっ た スタ イル を 持た な 
か っ た 彼ら は 、 そ の 後 の セ ッ シ ョ ン ・ ワ ー ク の 幅広 さ を 見 て も 
うな ず け る が 、 ホ ル ガ ー を 筆頭 に 全員 が 現在 で も 活動 を 続け 
て お り 、 特 に パン ク / ニ ュー・ ウ ェ ー ブ 以降 の ミュ ー ジ シャ ン の 
中 に も 彼ら か ら の 影響 を 語る 人 間 が 後 を 絶た な い 。 





CAN 
Monster Movie 


LP /Music Factory SRS 001 '69 年 
CD/Spoon CD 004 





荒 々 し い フ ァ ズ ・ ギ ター、 シ ャ ウト する ヴォ ー カ ル 、2 ト ラッ ク 録 
音 の スタ ジオ ・ ラ イヴ て 制作 され た ファ ー ス ト ・ ア ル バ ム 。 この 時 点 
で シュ ー カ イ 、 シ ュ ミ ッ ト 、 リ ー ベ ツァ イト の 3 人 は 30 歳 を 超え て 
いた の だ か ら 区 る ろ る しい 。 オ クタ ー プ を 上 下す る ペー スラ イン や 、 低 
音 を 弾 か な い キ ー ボ ー ド 等 、 後 の スタ イル も 充分 発揮 され て いる が 、 
本 作 の 聞き 所 は や は り 黒 人 ヴォ ー カ ル 、 マ ルコ ム の 狂気 の 叫び と 、 空 
間 を 自由 に 操る 20 分 の 大 曲 “You Doo Right” だ ろう 。 既成 の スタ 
イル に 何ら 囚われ る 事 の 無い マジ ネイ ショ ン の 爆発 が 記録 され て 
いる 。 こ の 作品 は 限定 500 枚 の 自主 制作 だ っ た 初回 発売 より 25 年 を 経 
過 し て な お 、 若 者 達 に イン パク ト を 与え 続け て いる 。 "69 年 ジャ ー マ 
ン ・ ロ ッ ク ・ シ ー ン の 最 重 要 期 を 象徴 する 重要 な 作品 で ある 。 (中 野 ) 


きき 合 
SU ーー * CAN 


Soundtracks 


LP /Liberty LBS 83 4371 70 年 
CD/Spoon CD 005 





70 年 の 間 に 彼ら の 録音 し た サウ ンド ・ ト ラッ ク を 集め た 作品 。 当 然 ト ー タ 
ル な 構成 で は 無い が 曲 の ツ プ は そろ っ て お り 、 未 聴 の ファ ン に は 入門 編 と 
し て 勧め た い 。 脱 力 し た ダ モ の ヴォ ー カ ル と ツボ を 押え た ドラ ム が 気持 ち 良 
い 2 曲目 や 、 狂 気 が 内面 に 充満 し て 爆発 寸前 の テン ショ ン を 創る 5 曲目 、 
圧巻 は 14 分 に 及ぶ Mother Sky” で 、 荒 く ス ピー ド 感 の ある ワン コー ド の 
リズ ム に 浮き 沈む 各 メ ン バ ー の 演奏 が 素晴らし い 。 マ ルコ ム の テイ ク は 2 曲 
だ が 圧倒 的 な 世界 が あり 、 こ こ に 収め られ た ダ モ ・ ヴ ォ ー カ ル の 5 曲 は ホ 
ル ガ ー に ミュ ン ヘ ン の カフ ェ で 声 を か けら れ た 770 年 5 月 か ら 8 月 まで の 僅 
か 3 カ月 内 に 録音 され た 物 。 し か し この 音楽 の 使わ れ た 映像 は 「 早 春 」 
以外 は まず お 目 に か か れ な い 。 当初 2 nd に な る 予定 の 「Tago Mago」 
に 先がけ て リリ ー ス され た 。 (中 野 ) 





CAN 

Tago Mag0 

LP /United Artists UAS 29 211/12X 71 年 
CD/Spoon CD 006/7 





幾つ か の 音楽 性 を 合わ せ 持 っ た CAN の ガレ ー ジ 的 な 部 分 と フリ ー 
な 部 分 を 集大成 し た 2 枚 組 サー ド 。 謎 の 東洋 人 、 ダ モ 鈴 木 は 増 々 池 え 
わた り 、 日 本 語 ナ マリ の 英語 で 大 活躍 で ある 。 前 作 ま で は 表立っ た 効 
果 を 出し て いな か っ た シュ ー カ イ が 次 第 に エフ ェクト を 導入 し 始め 、 
各 楽 器 音 に 遠近 感 が つい て 来 た 。 こ こま で の 作品 は 全て 古城 の 一 室 を 
スタ ジオ と し た 一 発 録音 で 、 事 前 に 作曲 され た 物 で は 無い 。 リ ー ベ ツ 
ァ イ ト が CAN 結 成 前 に は フリ ー・ ジ ャ ズ 畑 の 人 間 だ っ た 事 も あり 、 イ 
ンプ ロ ヴ ィ ゼ イシ ョ ン の 長所 も 欠点 も 合わ せ 持っ た 2 曲 の 大 曲 も 収 
録 。CD 化 に より 2 枚 組 が 一 気 に ま ほけ る よう に な っ た が シン メト リー な 
オー プ ニ ン グ の ① と ⑤ と の 対比 が ば や け て し まっ た の が 残念 。LP で は 
イギリス の み 、 エ ン ベ ロ ッ プ 仕様 の 別 ジャ ケッ ト で 出 て いた 。 (中野) 


CAN 
Ege Bamiasi 


LP /United Artists UAS 29 4141 72 年 
CD/Spoon CD 008 





初 の ヒッ ト ・ シ ング ル ~Spoon" を 含む 名 作 。(TV 番 組 「 ナ イフ 」 の テー 
マ 曲 だ っ た た め 、 シ ャ レ で 作っ た 曲 と の 事 ) それ まで の エネ ルギー の 
爆発 的 な 曲調 か ら 、 次 第 に 立体 的 な 構成 に 気 を 使い 始め た 時 期 で 、 け 
だ る くく 美しい 2 曲目 や 、 独 自 の 音色 で リズ ム を 解釈 し た 4 曲目 な ど 、 
短 か い 曲 に 佳 曲 が 多 い 。 冒 頭 の ^Pinch* は その 後 も 長く ステ ー ジ 演奏 
され て いた 。 ア ル バ ム は まっ た くく トー タル 性 を 欠い て お り 、 そ の 姿勢 
は まっ た く ア ナー キー で さえ ある が 、 こ の 後 の 作 品 で は 見 られ な く な 
る 性 質 で も ある 。 時 間 合 わ せ に 入れ られ た 5 曲目 に 代表 され る フリ ー 
の 曲 も 、 現 代 の 耳 に は 冗長 に 聞こ える が 、 時 代 は '72 年 、 ま あ 許 し て や っ 
て 下さ い 。 こ の 作品 か ら レ ー ベ ル が UA に 移り 、 イ ギリ ス で の 評価 を 高 
め 、 後 の ヴァ ー ジ ン と の 契約 へ 繋が る 訳 で ある 。 (中 野 ) 








CAN 
Future DaVs 


LP /United Artists UAS 29 5051 73 年 
CD/Spoon CD 009 





完成 度 の 高い タイ トル ・ ナ ン バ ー に より 、 多 く の 人 が 認め る 最高 傑 
作 。 演 奏 が メロ ディ に 依存 せ ず 、 音 響 を 中 心 と し た 発想 は 恐らく ホル 
ガー に よる 物 だ が 、 録 音 そ の も の が 非常 に 立体 的 に な っ て お り 、 遠 く 
近く ゆら めく ダ モ の ヴォ ー カ ル が エフ ェクト され て 行く 様 は 快感 そ 
の も の 。 た だ し メン バー は この まとまっ た 曲 に は 不満 足 だ っ た らし く 、 
「 シ ン フ ォ ニ ッ ク に な りす ぎ た 」 と 語っ て いる 。 3 曲目 も 後に シン グル ・ 
カッ ト さ れる 得意 の ワン コー ド ・ プ ギ と いっ た タイ プ の 曲 で 、 曲 間 の 
効果 音 が 素晴らし い 。 お お げ さ な 盛り 上 が りな ど ひ と つも な い が 、 こ 
こ に 収め られ た 「 ぶ っ 飛ん だ 」 感 覚 は 体験 し な いと 損 だ ぞ 。 前 作 と は 全 
く 対 照 的 な 構成 され た アル バム で ある 。 こ の 時 期 の ライ ヴ も レコ ー ド 
化 さ れる 予定 だ っ た が 、PA ト ラブ ル の た め 、 中 止 さ れ て いる 。 (中 野 ) 





CAN 


LP/United Artists USP 103 '74 年 





UA 時 代 の 未 発表 曲 集 。 後 に 「Unlimited Edition」(LP で は 2 枚 組 ) に 
含ま れ た の で 、 今 と な っ て は あま り 意 味 の な い ア ル バ ム に な っ て し ま 
っ た 。 ア ル バ ム 自体 は 脈絡 の な い 切 れ 端 の 寄せ 集め に も か か わ ず 、 こ 
れ が 逆 に バン ド の 特色 を 助長 させ る と ころ が 、 ま さ し く CAN ら し い 。 
言い 替え れ ば 、CAN と いう バン ド と その 音楽 性 の 懐 の 深 さ 、 柔 軟 性 を 
証明 する よう な アル バム だ 。 少 し GONG 等 に も 似 た 有り 方 だ 。 様 々 な 播 
れ や 脱力 感 あ る 切れ 端 が 並ん で いる が 、 中 で も A② の `Doko E” は 印象 
的 。 ダ モ 鈴 木 が 日 本 語 で 昭和 40 年 代 の 公害 を テー マ に 歌う 。 そ の 語 
合わ せ ふ う の ダ ラダ ラ し た つぶ や きか らし て 独特 だ が 、 ド イツ の 先鋭 
と 日 本 の 四畳半 湿 め っ ぽ さ が 説明 な し に 直結 し て し まい 妙 な リア リ 
ティ も 起こ る 。 (松本 ) 











CAN 
Spon DUver Bahaluma 


LP /United Artists UAS 296731 "74 年 
CD/Spoon CD 010 





前 作 録 音 後に 脱退 し た ダ モ 鈴木 の 穴 を 埋め る べく 、 ム ー ニ ー に まで 
声 を 掛け た 彼 等 だ が 、 結 局 カ ロー リ が ヴォ ー カ ル を 取る 事 で 本 作 の 制 
作 に 入る 。 他 の メン バー より 10 歳 も 若い 彼 は 各 ア ル バ ム で も 一 番 平 凡 
な ロッ ク ・ ギ ター を 弾い て いる 人 物 で ある 。 2 曲目 の み シ ュ ミ ッ ト が 
唄っ て お り 、 低 音 の 変態 的 な 声 は ルッ クス 通り で ある 。 旧 B④⑤) は 得意 
の と り と め 無 く 変 化す る ナン パー で 、 細 か な リズ ム ・ ボ ックス に 乗せ 
切り 変わ る 曲 が 最 終 的 に 静か な うねり の キー ボー ド に 飲み 込ま れ て 
行く と いう 大 作 。 前 作 同 様 バ パラ ンス の と れ た 構成 と いえ る 。 オ リ ジ ナ 
ル ・ ジ ャ ケッ ト は 銀 紙 印 刷 で ビッ カビ カ だ っ た 。 早 くも レゲエ の リズ 
ム が 取り 入れ られ た ① は ③ と 共に ショ ー ト ・ ヴ ァ ー ジ ョ ン が シン グ 
ル と し て リリ ー ス され て いる 。 (中 野 ) 


CAN 
Landed 


LP /(U.K.)Virgin V 2041 75 年 
CD/Spoon CD 25 





ヴァ ー ジ ン と の 契約 後 の 作 品 。 ワ ン ・ コ ー ド の 速い 曲 は 各 ア ル バ ム 
に 1 曲 ぐ らい 収録 され て いた が 、 エ フェ クト も 含め 本 作 の 1 曲目 は 出 
色 の 出来 。 2 一 3 曲目 で 早く も ダレ て し まう あたり が この 当時 の 不調 
を 表し て いる 。 4 曲目 は ライ ヴ 録 音 か ら ス タ ジ オ に つなが り 、 曲 と も 
呼べ な い 未 完成 な セッ ショ ン な の だ が 刻々 と 変化 し て 行く 演奏 は CAN 
な ら で は の 個性 。 ラ スト の 曲 は 45 分 の テイ ク ~Magic Day” か ら 編 集 さ 
れ た 物 で 、 曲 中 に ラジ オ ・ モ スク ワ の 音楽 を その まま 使用 し て 録音 さ 
れ た 。( こ の 曲 に は 日 本 人 女性 ヴォ ー カ ル を フィ ー チ ュ ア し た 別 テ イ 
ク が ある と の 事 ) 編集 を 前 提 と し た ガレ ー ジ ・ ロ ッ ク と は な ん と パラ 
ドキ シカ ル で あろ うか / ジ ャ ケッ ト も また 良く バン ド の 特色 を 表し 
て いる 。 初 の 16 ト ラッ ク の 録音 で の 作品 。 (中 野 ) 





EAN 
Unlimited Edition 


LP /(U.K.)Caroline CAD 3001 '76 年 
CD/Spoon CD 23/24 





74 年 発表 の 廉価 盤 の アウ ト テ イク 集 「Limited Edition」 に 更に LP 1 
枚 分 の ソー ス を 加え リリ ー ス され た 作品 。 当 然 マ ルコ ム も ダ モ の 声 も 
聞け る 。 公 式 発表 され た 曲 の 原 曲 と 思わ れる 物 も あり 、 ク オリ ティ の 
差 こ そ あ れ 、 充 分 に 楽し め る 内 容 に な っ て いる 。 彼 ら の 場合 スタ ジオ 
内 で の 自然 発生 的 な 曲 が 初 期 に は 大 部 分 を 占め て お り 、 当 然 ぽ ぼう 大 な 
アウ ト テ イク が 存在 する 。 そ の うち 何 曲 か は E.F.S シ リー ズ の ナン バー 
で アル バム に 収め られ て いる 。 日 本 語 で 唄 わ れる 2 曲目 は 30 分 以上 の 
セッ ショ ン の 一 部 分 で 、 プ ライ ヴェ ー ト ・ テ ー プ で 出回っ て いる 他 の 
部 分 で は ダ モ は 全く デタラメ を な ら べ た て て いる 。CAN の 持つ 様々 な 
側面 が 未 整理 の まま 羅 列 さ れ た 作品 だ が 、 そ の 分 特徴 が 際立っ て 分 か 
り 易 いと も いえ る 。 (中 野 ) 


EAN 
Flow Motion 


LP /(U.K.)Virgin V 2071 76 年 
CD/Spoon CD 26 





本 来 持 っ て いた アフ ロ 志 向 の リズ ム が 表面 化し て きた 作品 。 ポ ッ プ 
な ナン バー の “| Want More" が シン グル と し て 久々 の ヒッ ト と な っ 
た 。 き ちん と 整理 され 録音 され た 演奏 は 破綻 な くま と まっ て お り 、「 衝 
撃 」 は 影 を ひそ め て いる 。 特 筆 す べき は や は り 録 音 で 、 単 調 に な り が ち 
な 各 曲 に 彩り を 与え て いる 。 レ ゲ エ の トリ ッ プ 感覚 だ け を 拡大 させ た 
超 脱 カナ ン バ ー`Flow Motion* は ファ ン 必 聴 。 捨 て 曲 も 幾つ か 入っ て 
し まっ て いる が 、 ト ー タ ル な アル バム と し て は 成功 し た 方 だ ろう 。( 前 
作 は 明らか に 失敗 ) 彼 ら の 特色 の ひと つ に は 「 バ パラ ンス を 聴く 」 点 が あ 
り 、 本 作 を 始め と する 中 期 に は 絶妙 な 物 が あっ た 。 5 曲目 は 再び シュ 
ミッ ト の ヴォ ー カ ル 曲 で 、 個 人 的 に は 彼 の 方 が カロ ー リ より CAN に 適 
し た ヴォ ー カ リス ト だ と 思う の だ が 。 (中 野 ) 








CAN SAW DEI bAN 
(ます Saw Delight 


LP /(U.K.)Virgin V 2079 77 年 
CD/Spoon CD 27 





トラ フィ ッ ク か ら 二 人 の 黒人 プロ ・ ミ ュー ジ シ ャ ン が 参加 、 シ ュー 
カイ が エフ ェクト の み に 専 念 し た 作品 。 演 奏 は 当然 完成 度 を 増し 音 数 
も 多く な っ た が 、 あ くま で それ は 既成 の スタ イル の 中 で の 話 で 、 か つ 
て の 非常 識 な まで の 独自 性 に は 影 が さ し 始 め た と いう 事 だ 。 リ ー バ ッ 
プ の 細か な アフ リカ 風 パ ー カ ッ シ ョ ン は 現代 の ワー ルド ・ ミ ュー ジ 
ッ ク を 10 年 以上 先取 り し た 物 と 言え る し 、 リ ー ベ ツァ イト と の 絡み は 
快感 ノア ナ ロ グ ・ サ ンプ リン グ が は さま れ た 4 曲目 は 後期 の 代表 曲 
と 言い た い 。 1 曲目 も 得意 の ワン コー ド に 乗せ た 好 ナ ン バ ー。 た だ し 
それ ら が 既成 概念 の 音楽 の 上 で 行わ れ て いる 所 が 、 彼 ら の 場合 致命 的 
に な っ た 訳 で 、 時 折 入 る ヴォ ー カ ル に 不安 を 感じ る が 、 そ の まま 炊 作 
で は 最悪 の 結果 を 生む 事 に な る 。 (中 野 ) 





AN 
Dut Of Reach 
LP/EMI IC 066-32 715 '78 年 





つい に シュ ー カ イ の 抜け て し まっ た CAN の 最低 の 作品 。 か つて の 音 
空間 か ら は マジ ッ ク が 全く 無く な っ て し まい 、 こ こ に ある の は 気 の ぬ 
けた 演奏 の み で ある 。 唄 は メロ ディ に 依存 し 、 昔 と 同じ 音色 が 出る と 
悲し さす ら 感 じ る 。 決 し て ポッ プス を 演 っ て いる 訳 で は な く 前 作 と 演 
奏 自体 に 大 き な 変化 は 無い の だ が 、 平 淡 な 録音 は 、 た と えば カロ ー リ 
の ギタ ー な ど は その 弱点 を モロ に 出し て し まっ て いる の だ 。 思 えば CAN 
の 魅力 は 初期 は イン パク ト で あり 、 中 期 以 降 は ダ モ 鈴木 に イン スパ イ 
ア さ れ た 間 の 構造 を シュ ー カ イ が 西洋 的 に 構成 し た 点 に あっ た の だ 
が 、 そ れ ら すべ て を 失っ た 本 作 は 、 後 に メン バー 自身 も 認め る 失敗 作 
で ある 。 (中 野 ) 





ちら 用 








CAN 
ban (Inner Space) 


LP /EMI IC 066-45 099 79 年 
CD/Spoon CD 28 





さす が に 前 作 に は メン バー も 不満 足 だ っ た らし く 、 編 集 に シュ ー カ 
イ を 起用 し て 好 作 品 と な か っ た ラス ト ・ ア ル バ ム 。 明 る く 伸 びやかな オ 
ー プ ニン グ ・ ナ ン バ パー は も と より 、2 曲目 で は フェ イズ 音 が 進行 する 
曲 全 体 を か き 消す サイ ケ デ リッ ク な 佳 曲 。 中 半数 曲 の 凡 作 は 時 期 か ら 
し て 止む を 得 ま い 。 そ し て 自ら の 解体 を 予言 する か の 、 音 色 も ミッ ク 
ス も 演奏 自体 も ヤケ クソ の 様 な 大 運動 会 ナン バー^Can Can* で アル 
バム は 幕 を 閉じ る 。 ジ ャ ー マ ン ・ ロ ッ ク の カオ ス の 時 代 か ら 10 年 、 世 界 
は ニュ ー・ ウ ェ イ ヴ 全 盛 の 時 期 で 、 エ ンタ ー テ イメ ント プシ ョ ー ビ ジ 
ネス で な い 音 楽 の あり か た を 誰 も が 模索 し て いた 。 意 識 的 な 多く の バ 
ンド が は っ きり と CAN か ら の 影響 を 語っ て いた 。 彼 ら と の セッ ショ ン 
と いう 次 の 音楽 探究 へ と メン バー は 散っ て 行く 事 に な る 。 (中 野 ) 


CAN 
Delay 1968 


LP /Spoon 12 "81 年 
CD/Spoon CD 012 





CAN 解 散 後 、 各 国 各 レー ベル に 分 散 し た 自ら の 作品 を 統括 し て マネ 
ー ジ メン ト す べく スプ ー ン ・ レ ー ベ ル が 設立 され た 。 長 く 入 手 不 可能 
だ っ た シュ ー カ イ の 「Canaxis」 や シュ ミッ ト の ソロ ・ ワ ー ク 等 を リリ 
ー ス する 中 で 発表 され た 1 st 時 代 の アウ ト ・ テ イク 集 が 本 作 で ある 。 
当然 すべ て の ヴォ ー カ ル は ムー ニー で 、 こ の へ ヴィ さ は 後に は 消え て 
し まっ た 特色 な の で 貴重 むね アル バム で ある 。 内 容 も 正規 の アル バム に 
何 の ひ け も と ら な い 堂 々 と し た 物 だ 。 パ ンク の 連中 に 影響 を 与え た と 
いう 事実 も 当然 と 思え る ボル テー ジ の 高い 演奏 は 、20 年 を 経た 現代 で 
も 充分 通用 する だ ろう 。 し か し この 26 年 前 の 、2 トラ ッ ク ・ ダ ビン グ 
な し の アル バム を 「 古 臭く 」 し て し まえ な い ロ ッ ク と や ら は 、 や は り 死 
ん で いる 。 (中 野 ) 








CAN 
革 6 | ] Rite Time 


CD/Phonogram 838 883-2 84 年 


再 結成 が 噂 され 、 レ コー ディ ング に 入っ た と いう ニュ ー ス か ら 待 つ 
事 2 年 以上 た っ て リリ ー ス され た 最新 作 。 何 と ヴォ ー カ ル は マル コム ・ 
ムー ニー で 、 そ の 声 は 少し も 変わ っ て いな か っ た // 一 説 に よる と ダ 
モ に も 声 を か けた と の 事 だ が 、 彼 は 自己 の バン ド で 活動 中 の た め 加 わ 
ら な か っ た と の 事 。 し か し 内 容 に 関し て は ほめ られ た 物 で は 無く 、 シ 
ュー カイ も 充分 工夫 し て は いる の だ が 、 曲 の 中 心 と な る アイ デア が 不 
在 で 、 単 な る 演奏 に 流れ て し まっ て いて 、 個 々 の ソロ 作品 の 方 が 大 分 
まし に 聞こ える 。 6 曲目 が ミッ クス を 変え シン グル と し て リリ ー ス さ 
れ て いる が 、 結 局 再 結成 は これ 1 枚 で 終わ っ て し まっ た 。 (中 野 ) 


CAN 
Cannihalism 2 
CD/Spoon CD 21 92 年 





CAN の 編集 盤 と し て は 、「The Classic German Rook Scene(68- 
72)」、「Unlimited Edition(68-75) 」、「Opener(71-74) 」、「Cannibalism 
(68-74) 」、「Incandescene(69-77) 」 が ある 。「Cannibalism」 は 78 年 に U. 
A. か ら 発 売 さ れ 、80 年 に ^Spoon” と ^Chain Reaction* が 入 換え られ て 
Spoon か ら 再 発 さ れ た 。 そ の 後 LP か ら CD へ の メデ ィ ア 変換 が 進み 、 収 録 
時 間 の 関係 か ら ^Soul Desert* と ^Splay” を 削っ て 、89 年 に 「Cannibal- 
ism 1」 と し て 発売 され た 。 本 作 は その 続編 で 、74 年 か ら 81 年 に リリ ー ス 
され た アル バム か ら 選 曲 し て ある 。 ボ ー ナ ス ・ ト ラッ ク と し て 、71 年 発 
表 の シン グル 曲 ^Turtels Have Short Legs” と ^Shikaku Maru Ten"、 
さら に も う 1 曲 ^Melting Away が 加え られ て いる 。「Cannibalism 3」 
は 、 ソ ロ ・ ア ル バ ム の 編集 盤 で ある 。 (Helmut) 








HULGER CZUKAY, ROLF DAMIMERS 
Canaxis 5 
LP/Music Factory SRS 002 '69 年 





本 作 は か つて CAN の 1 st「Monster Movie」 を 限定 600 枚 リリ ー ス し 
た Music Factory か ら そ の 2 番 と し て 発売 され て いた も の で 後 の LP 再 
発 に より 存在 が 明らか と な っ た も の 。 シ ュー カイ は 現代 に な っ て よう 
や く 世 に 知ら れる 様 に な っ た が 、CAN 時 代 も 含め て 常に 微妙 な 音 処理 
の 感覚 を 持つ 。 こ の 25 年 も 前 の アル バム は 未だ 彼 が 現代 音楽 の 領域 か 
ら 作成 し た 物 で 今 ほ ど 派手 で な い 分 だ け 手 法 が 際立っ て いる 。 す すり 
泣く 様 な 電子 音 と ヴェ トナ ム の 唄 を コラ ー ジ ュ し た A 面 は 秀作 だ 。CAN 
以後 の アル バム は 全て CD で 手 に する 事 が 出来 る の で 一 聴 願 いた い 。 テ 
ー プ ・ コ ラー ジュ を 駆使 し た 彼 の 音楽 は 大 変 穏やか で 、 他 の ジャ ー マ 
ン ・ ロ ッ ク ・ バ ンド に は 無い 人 間 味 溢れ る も の だ 。 そ し て それ は CAN 
の 浮遊 感覚 に 通 底 する 。 (中 野 ) 





HOLGER CZUKAY 
Movies 
LP/EMI EMC 3319 '79 年 





ホル ガー・ シ ュー カイ の 1 st ソロ ・ ア ル バ ム に し て 、 文 句 な し に 彼 
の 最高 傑作 。 あ ら ゆ る 面 で の 彼 の 音楽 の 魅力 が いっ ぱい に 詰まっ て い 
る 。 リ ー ベ ツァ イト 、 カ ロー リ 、 シ ュ ミ ッ ト 、 リ ー バ ッ プ と いう 参加 ミ 
ュー ジ シ ャ ン は 全員 CAN の 仲間 達 だ 。CAN と いう バン ド は 770 年 代 前 
半 に ピー ク を 迎え 、Virgin と 契約 後 の 彼ら は 、 よ り ポ ッ プ な 方 向 性 を 模 
索 し な が ら 、 さ ほど の 成果 を 得る に 至ら な か っ た 。 し か し 、 そ ん な バン 
ド の 低迷 を よそ 目 に シュ ー カ イ は この 上 も な く ポ ッ プ で 、 し か も 充分 
に 実験 的 な 音楽 を 見 事 に 提示 し て みせ た 。 こ の アル バム に よっ て 、CAN 
は "80 年 代 以 降 の 多く の 音楽 の 隔世 的 な 始祖 と な っ た 。 逆 に 、 こ の アル 
バム の 成功 が CAN の バン ド 生 命 を 決定 的 に 絶っ て し まっ た と も 言え 
る 。 美 し くも 痛快 な 音楽 。 (坂本 ) 





ぢ ご づ 








HOLGER CZUKAY/CONNY PLANK 
Les Vampyrettes 
LP/EMIF667 226 '8] 年 





CAN 周 辺 で 最も 衝撃 度 の 高い 作品 は 何 か 、 と 問わ れ た な ら ば 、 私 は 
迷わ ず こ の 12" シ ング ル を 採り 上 げ る 。 ホ ル ガ ー・ シ ュー カイ と コ ニ 
ー・ プ ラン ク が 連名 で 発表 し た この シン グル に は 、^Biomutanten( 公 
害 ア ニ マ ル ) “と ~Menetekel( 没 落 へ の 警告 ) “の 2 曲 が 収 録 さ れ て いる 。 
CAN と いう バン ド が 常に どこ か 陽性 な 感性 を 持っ て いた の に 対し 、 こ 
の 音楽 は 陰惨 で 恐ろし い 。 ダ モ 鈴 木 の 一 時 帰国 の 印象 を 歌 に し た と い 
う 音楽 。 こ の 地 の 底 か ら 響 きわ た る 声 の お どろ お どろ し さ は 、 つ まり 
現実 的 に は 日 本 へ の 警告 を 意味 する 。 こ れ ほ ど に 凝縮 され た 暗黒 色 の 
糧 め き は 、 減 多 に 拝め る 代物 で は な い 。 で きれ ば この ユニ ッ ト で も っ 
と 多く の 作品 を 残し て も らい た か っ た が 、 プ ラン ク の 他界 で それ も か 
な わ ぬ 夢 と な っ た 。 (坂本 ) 


HOLGER EZUKAY 
On The Way To The Peak 0f Nomal 
LP/EMI EMC 3394 81 年 





シュ ー カ イ の 単独 冒険 旅行 は 続く 。 い き な り 18 分 に も 及ぶ 組曲 ^Ode 
To Perfume* が 幕 を 開け る と 、 そ こ に は 思い が け な い ほど に 重量 級 の 
ロッ ク ・ ビ ー ト が 展開 し 、 気 まま な シュ ー カ イ 流 の フレ ー ズ が 次 か ら 
次 へ と 絶妙 に 重ね られ て 行く 。 シ ュー カイ が ひと り で も 充分 に カッ コ 
いい ロッ ク ・ ア ー デ ティス トト で あっ た こと を まざまざ と 思い 知ら され 
る 。 リ ー ベ ツァ イト や コニー・ プ ラン ク ら の 名 前 に 混じっ て 、 若 い S.Y. 
P.H. の 面々 や ジャ ー・ ウ ォ ー ブ ル と いっ た ミュ ー ジ シャ ン 達 の 参加 が 
非常 に 興味 深く 、 シ ュー カイ の 音楽 が プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク と は 違 
っ た シー ン と 何 の 違 和 感 も な く 連 鎖 し 始め た 意味 は 大 きい 。 最 も ロッ 
ク 色 の 強い シュ ー カ イ の アル バム で あり 、 ま た 、『Movies』 と 並ぶ 彼 の 
代表 作 で も ある 。 (坂本 ) 





HOLGER CZUKAY/JAH W0BBLE/ 
JAKI LIEBEZEIT 
Full 6irele 


LP /Virgin 205866 82 年 
CD/Virgin CDOVD 437 





『On The Way To The Peak Of Normal』 以 来 意気 投合 し た の だ ろ 
う 、 シ ュー カイ は 元 PUBLIC IMAGE LTD. の ジャ ー・ ウ ォ ー ブ ル と 活 
動 を と も に し 、12" シ ング ル 等 を リリ ー ス し て いた が 、 そ れ を アル バム 
に 纏め た の が この 『Full Circle』 だ 。 ヒ ッ ト ・ ナ ン バ パー の ~How Much Are 
They?” に 始ま る 彼ら の 演奏 は 、 紛 れ も な い シ ュー カイ の 音楽 で あり 、 
し か も 当時 低俗 化 を きた し つつ あっ た ニュ ー ウ ェ イ ヴ 、 エ レク トロ ニ 
ッ ク ・ ポ ッ プ に 対す る この 上 も な く ス マー ト な 回 答 で も あっ た 。 こ の 
音楽 が 例え ば THE ART OF NOISE の 登場 を 促し た こと は 間違い な い 。 
82 年 に は も う 1 枚 、 続 編 と も 言え る 『Snake Charmer』 が ジャ ー・ ウ ォ 
ー プ ブル 、 ジ ・ エ ッ ジ (U2) と の 3 人 名 義 で 発表 され て いる 。 (坂本 ) 


DER OSTEN IST ROT/HOLGER CZUKAY HDLGER 5ZUKAY 
Der Dsten Ist Rot 
CD/Virgin '84 年 
東芝 EMI VJCP-23065 





CAN 結 成 以来 ホルガ ー・ シ ュー カイ の 音楽 は 殆ど 変わ っ て いな い 
に も 関わ ら ず 、 音 楽 シ ー ン の 方 が 彼 を 奪い 合う と いう 形 で 様々 な シー 
ン と 接触 を 繰り 返し て 来 た 。 こ こ で は 久々 に 目立っ た ゲス ト も な く 、 
ヤキ ・ リ ー ベ ツァ イト 、 コ ニー・ プ ラン ク ら と 楽し い 実験 を 思い の ま 
ま 繰り 広げ て いる 。 こ れ ま た ヒッ ト ・ ナ ン バ パー と な っ た タイ トル 曲 は 、 
改め て 聴き 直す と まる で カー ル ・ ス トー ン の 音楽 の 先取 り の よう だ 
(こん な 音楽 が ヒッ ト し て し まう と いう の が 、 時 代 の 方 で 彼 に 吸い 寄 
せら れ た か の よう で 、 興 味 深い 現象 に 思え る ) 。 全 体 に メロ ディ ー の は 
っ きり と し た ポッ プ ・ チ ュー ン の 多い の が 特徴 だ 。 但 し 、 日 本 人 メー 
キャ ッ プ ・ ア ー テ ィ ス ト 、 ミ チ の 歌 は 例 の 「 暗 い 青春 の 会 」 路 線 。 

(坂本 ) 








HOLGER CZUKAY 
R0me Remains ROme 


LP /Virgin 206258 '87 年 
CD/Virgin 
東芝 EMI VJCP-23065 





『Der Osten lst Rot』 か ら 3 年 の ブラ ンク を 経て 発表 され た 本 作 は 、 
前 作 か ら の 延長 線上 に ある ポッ プ 指 向 が より 明確 化し た 作品 だ 。 特 に 
リズ ム の 歯切れ が いい 。 リ ー ベ ツァ イト 、 カ ロー リ 、 ウ ォ ー ブ ル 、 オ リ ・ 
マー ラン ド ら が 参加 。 い き な り 飛び 出す 陽気 な ^Hey Baba Rebop” は 、 
亡くな っ た リー バッ プ ・ ク ワク ・ バ パー(perc) に 捧げ る 追悼 ナン バー( そ 
の 後 、 リ ー バ ッ プ の 追悼 盤 『Melodies In A Jungle Mans Head』 が J・ 
エル ボーグ の 手 で 制作 され て いる 。 彼 の 雄姿 は TRAFFIC の ヴィ デオ 『Live 
At Santa Monica』 で 拝む こと が で きる )。 教 会 音楽 や ブル ガリ ア 民 謡 
を 大 胆 に 採り 入れ た ナン バー は 、 こ の 90 年 代 半 ば に 来 て 突如 脚光 を 浴 
び て 来 た ENIGMA 等 の 一 部 アン ビエ ント ・ ハ ウス の まさ に 先駆 け そ の 
も の 。 (坂本 ) 





DAVID SYLVIAN & HOLGER 6ZUKAY 
Plight & Premonition 


CD/Virgin 2-90904 88 年 
ヴァ ー ジ ン ・ ジ ャ パン VJCP-23077 





'83 年 頃 デ ヴィッ ド ・ シ ル ヴ ィ アン の 1 st ソロ ・ ア ル バ ム 『Brilliant 
Trees』('84) の レコ ー デ ィング に 参加 し た ホル ガー・ シ ュー カイ は 、 シ 
ル ヴ ィ アン か ら 総 対 の 信頼 を 得 、 以 後 、 何 度 と な く 接 触 を 繰り 返す こ 
と に な る 。『Words With The Shaman』(85) に も J・ ハ ッ セ ル 、P ・ 
ジョ ー ン ズ ら と 参加 し て いる 。 そ し て 遂に は ふた り の 連名 プロ ジェ ク 
ト に まで 発展 を 見 せ Plight” と “Premonition* の 2 曲 か ら な る アル バ 
ム の 発表 へ と 至っ た 。 年齢 差 は 相当 ある が 、 ふ た り の 感性 は か な り 近 
く 、 ま た 、 シ ル ヴ ィ アン 自身 が シュ ー カ イ の 影響 を 強く 受け て し まっ 
た 後 な の で 、 音 楽 的 に は どちら が 主導 と も 判断 で き な い 。 シ ュー カイ 
の いつ も の 毒気 が 抜け て し まっ て いる の が この プロ ジェ クト の カラ 
= 上 韻 移 2 の) 刀 の ② (坂本 ) 





= アン 】 











DAVID SYLVIAN & HOLGER CZUKAY 
Flux 十 Mutahility 


CD/Virgin CDVE43 '89 年 
ヴァ ー ジ ン ・ ジ ャ パン VJCP-23078 














まさ か 立て 続け に 出 よ うと は 思い も し な か っ た シル ヴィ アン と の 
デュ オ 2 作 目 。 今 回 も ^Flux” と `Mutability "の 2 曲 入り 。 前 作 と 違う の 
は 、 シ ュー カイ 人 脈 の ゲス ト 達 が 参加 し て いる こと で 、 リ ー ベ ツァ イ 
ト 、 カ ロー リ の みな ら ず 、 ミ チ や 、 何 と マル クス ・ シ ュ ト ッ ク ハ ウ ゼ ン 
まで 参加 し て いる 。 結 果 と し て 当然 の よう に シュ ー カ イ の カラ ー が 強 
く な っ て お り 、 特 に `Flux* は まる で CAN の ニュ ー エ イジ ・ ヴ ァ ー ジ ョ 
ン と いっ た 趣 だ 。 逆 に `Mutability* の 方 は シュ ー カ イ 自 身 は 演奏 に 参 
加 せ ず 、 殆 ど シ ル ヴ ィ アン の ソロ 演奏 (リー ベツ ァ イ ト が フル ー ト (! ) 
で 参加 ) に な っ て いる が 、 シ ュー カイ に と っ て は スタ ジオ その も の が 
楽器 で あり 、 ミ キシ ング に 参加 すれ ば それ は 彼 の 音楽 に な る 。 心 地 よ 
い 精 神 安定 剤 。 (坂本 ) 





HOLGER CZUKAY 
Radio Wave Surfer 


CD/Virgin CDV2651 '91 年 
東芝 EMI VJCP-28030 
































ソロ ・ ア ル バ ム と し て は 『Rome Remains Rome』 以 来 4 年 ぶり の 
作品 で ある この 『Radio Wave Surfer』 は 、 何 と CAN 時 代 か ら 始ま っ て 
シュ ー カ イ 初 の ライ ヴ ・ ア ル バ ム だ 。 残 念 な が ら メ ン バ ー の クレ ジッ 
ト が 全く な い の だ が 、'87 年 1 月 の Can ス タ ジ オ で の ライ ヴ と り 84 年 12 月 
の ベル リン で の コン サー ト が 収録 され て いる 。 伝 えら れる 所 で は 、'87 
年 の 演奏 に は リー ベツ ァ イ ト と カロ ー リ が 参加 し て いる らし い 。 サ ン 
プリ ング 技術 な ど 影 も 形 も な い 時 代 か ら 同じ こと を や っ て の け て 来 
た シュ ー カ イ は 、 ス タ ジ オ の 魔術 師 だ っ た が 、 そ ん な 彼 が オー ヴァ ー 
ダ プ な し の ワン ポイ ント ・ マ イク 一 発 録 り で 聴か せ て くれ る ステ ー 
ジ は 、 思 い が け ず 和 飾り 気 の な い 想 像 以上 に 厳し い 表情 を し た ポッ プ ・ 
ミュ ー ジ ッ ク だ 。 と て も 生々 し い 。 (坂本 ) 





HOLGER CZUKAY 
Moving Pictures 


CD/Mute CDSTUMM 125 93 年 
アル ファ ALCB-780 





'80 年 代 半 ば に D・ シ ル ヴ ィ アン と 関わ っ て 以来 、 シ ュー カイ の アル 
バム ・ リ リー ス は 極端 に ペー ス が 落ち て し まい 、 ス タ ジ オ 録音 と し て 
は これ が 6 年 ぶり に な る 。 し か し その プラ ンク は 決し て 無駄 で は な か 
っ た 。 こ の アル バム の 音楽 は これ まで の 作品 と どこ か 違う 印象 を 受け 
る 。 そ の 最大 の 要因 は 、 お そら く 音 楽 の シリ アス さ に ある だ ろう 。 い つ 
も の あの 玩具 箱 を 引っ くり 返し た よう な 賑やか さ が 影 を 潜め 、 例 えば 
LES VAMPYRETTES の 陰惨 さ に 還っ た 上 、 過 剰 な 装飾 を 廃し 、 表 現 が 
極度 に 深み を 増し て いる 。 こ れ を 傑作 と 言わ ず し て 何 な の だ ろう 。20 
分 に 及ぶ 最終 曲 に は リー ベツ ァ イ ト 、 カ ロー リ と 並ん で 、 元 PHANTOM 
BAND の ヘル ムー ト ・ ツ ェ ル レッ ト の 名 前 も 見 える ( 彼 は C・ ド ー ラ 
ン 周 辺 で も 活動 し て いる )。 (坂本 ) 





ALEX 
川 eX 
LP/Pan 87 305IT 774 年 


アレ ックス と いう ドイ ツ 人 シン ガー& ギタ ー 奏 者 の デビ ュー 作 。 彼 
は 他 に ソロ で 2 枚 、 デ ュ オ で 2 枚 を リリ ー ス し た 後 、'80 年 代 に 入っ て 
ALEX ORIENTAL EXPERIENCE を 結成 し 、 更 に 6 枚 の アル バム を 出 
し て いる 。 ト ルコ 音楽 に 強い 関心 を 】 持 つと ライ ナー・ ノ ー ツ に ある と 
お り 、 こ の アル バム で の 音楽 は 、 そ ちら を 向い た SSW 作 。 そ し て プロ デ 
ュー ス に ホル ガー・ シ ュー カイ と ヤキ ・ リ ー ヴ ェ ツ ァ イ ト 。 シ ュー カ 
イ は エン ジニ ア も 兼任 。 演 奏 の クレ ジッ ト は な いも の の 、 こ の ベー ス 
と ドラ ム は どう 転ん で も 74 年 の CAN だ 。 二 人 の パタ ー ン が ほとん どの 
曲 で ^Vitamin C“^Pinch” と 言う 。 ア レッ クス 自身 も トル コ 音 楽 と カン 
トリ ー& ウ ェ ス タン が 合致 し た よう な 音楽 性 を 持っ て いて 民族 音楽 
色 豊 か 。 中 々 の 好 作 だ 。 (松本 ) 











PHEW 
Phew 


Pew LP /Pass 3F-28002 "81 年 
CD/ 徳 間 32WXD-104 











最近 の フュ ー は 何と な く 母 性 が 芽生 えた か の よう な 柔らか さ を 感 
じ さ せ て また いい の だ が 、 ア ント ・ サ リー で ` お は よう アー ント ・ サ 
ー リ 、 ど う で も いい ワン /* と 突き 離し た フュ ー も それ は それ で よかっ 
た 。 こ の アル バム で の フュ ー は バッ ク を か た め た H. シ ュー カイ 、J. リ ー 
べ ベツ ァ イ ト 、C. プ ラン ク に 向っ て 「 ハ ゲ 頭 の お や じ 」 と か 言っ て ミソ ク 
ソ だ っ た の を よく 覚え て いる 。 録 音 は プラ ンク の スタ ジオ に て 。 編 集 
は プラ ンク と シュ ー カ イ が 行っ て いる 。 プ ラン ク は カチ ッ と し た 空間 
幅 を も た せ た 音 造り を する 人 だ っ た だ け に 、 少 し フュ ー の は み 出 し が 
お さえ られ て いる 気 が す る 。CAN の 二 人 も 比較 的 宴 黙 で 、 双 方 の 距離 
感 が 奇 炒 な 静けさ を つく り 出 し た よう に 思え る 。 フ ュー の も の だ が か 今 
は 亡き プラ ンク の 記録 で も ある 。 (松本 ) 








IRMIN SCHMIDT 
Filmmusik 
LP/Spoon 003 81 年 
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CAN の キー ボー ド 奏 者 の ソロ ・ ア ル バ ム 第 1 作 目 。 タ イト ル ど お り 
映画 音楽 を 編集 し た も の で 、3 本 の 映画 か ら 収録 され て いる 。A② の 
共同 作曲 を 除い て 、 全 て の 作曲 と アレ ンジ 、 プ ロ デ ュ ー ス を 行っ て い 
る 。 と は 言う も の の 、 ゲ スト の 演奏 に 依る と ころ が 多い 作品 で ある 。Max 
Lasser の ギタ ー や Bruno Spoerri の サッ クス 、Peter Keiser の ベー ス 、 
Walter Kaiser の ドラ ム と PAISTE-Cymbals が 一 体 と な っ て 、 多 彩 な 紛 
囲 気 を 生み 出し て いる 。 な お A③ と B⑤ で は 、Michael Karoli も ギタ ー・ 
ソロ の 後追い 録音 で 参加 し て いる 。 哀 恐 の 漂う ギタ ー の プレ イ が 印象 
的 な 曲 、 サ ックス が リー ド を と る スロ ー な 曲 、 ス ピー ド 感 と 緊迫 感 に 
溢れ る 曲 、 単 調 な ビート を 繰り 返す 曲 な ど 、 北 つ か の テー マ を 繰り 返 
し て 多様 に 展開 し て いる 。 (Helmut) 





ぢ ぢ 











IRMIN SCHMIDT 
Filmmusik Vol.3 & 4 
LP/Spoon SPOON 018/19 '84 年 





IRMIN SCHMIDT ILMMUSIKI 
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イル ミン ・ シ ュ ミ ッ ト は CAN 以 降 、TOY PLANET を 結成 し て いた 
こと も あっ た が 、 主 に 映画 音楽 を 手がけ て 現在 に 至っ て お り 、Spoon 
レー ベル か ら は 既に 5 枚 以 上 の 映画 音楽 集 が リリ ー ス され て いる 。 
これ は !84 年 に 発表 され た 2 枚 組 L P で あり 、5 作 の 映画 を 採り 上 げ 
て いる 。 ヴォー カル ・ ナ ン バ パー も 数 曲 あ っ て (内 2 曲 は ハイ ナー・ 
ミュ ラー の 作詞 ) 、 決し て 単調 な 印象 は な いも の の 、 音 楽 自体 は CAN 
に 比べ れ ば ちょ っ と 集中 力 に 欠け る 。 リ ー ベ ツァ イト 、 カ ロー リ 、 
それ に リー バッ プ の 参加 は 当然 と し て 、 マ ン フ レー ト ・ シ ョ ー フ や 
ゲル ト ・ デ ュ デ ッ ク 、 ト リロ ク ・ グ ルト ゥ の 参加 は か な り 意 表 を 突 
く 。 ど ちら か と 言え ば 、 こ うし た ジャ ズ 系 の ミュ ー ジ シャ ン を 採用 
し た 実験 的 な イン スト ゥ ル メ ンタ ル ・ ナ ン バ ー が 面白 い 。 (坂本 ) 





3 5 本 IRMIN SCHMIDT & BRUNO 
1rtnn1mmscz 0 SPOERRI 
Toy Plamet 


LP /Spoon 011 '90 年 
CD/Virgin Venture CDVE 48 


実は イル ミン の 音楽 は 現在 が 最も 素晴らし く 、 近 年 で は 他 に 類 を 
見 な い 不 気味 な 変態 ポッ プス を 発表 し て いる 。 CAN で 十 年 の フリ ー 
フォ ー ム を や っ た か ら と は 言え 、 本 来 こ の 人 は 『 譜 面 』」 の 人 で あり 、 
シュ ー カ イ と 好 対 象 と 言え る の が 一 連 の 下手 くそ な スペ ー ス ・ サ ン 
トラ だ っ た が 、 徐 々 に CAN に 囚われ な い 曲 を 書き 始め た 。 本 作 は 全 
く イ ン フ ォ メ ーション の 無い 人 物 と の 共 作 に よる 『 ト イ ・ プ ラ ネ ッ 
ト 』 と いう アル バム 。 (ああ ややこしい) 共演 者 が サッ クス 奏者 の た 
め 、 非 常に 下品 (失礼 ) な 作品 。 イ ルミ ン に し て は 珍し く 、 シ ー ケ 
ン サ ー の リフ 等 を 使用 し た り し て この 後 の 活動 の 片鱗 が 見 え 隠 れ す 
る が 、 や は り 過 渡 期 の 産物 と いえ る 。 ヴ ァ ー ジ ン 傘 下 の ニ ュー エイ 
ジ ・ レ ー ベ ル ・ ヴ ェ ン チャ ー か ら の リリ ー ス 。 (中 野 ) 





IRMIN SCHMIDT 
Impnossihle HOlidas 
LP/WEA 9031-72220-2 "91 年 





こい つ は 最高 / 不 気味 な ポッ プス の 傑作 だ 。 一 連 の サン トラ と 違 
い 、 し っ か り と アレ ンジ され た バン ド 編 曲 の 作品 な の だ が 、 本 来 は 
べ ベロ ベロ の 叙情 ピア ノ や 俗 曲 で ある は ず の 収録 曲 が 、 イ ルミ ン の リ 
ー ド ・ ヴ ォ ー カ ル 一 発 で ひっ くり か えっ て いる の だ 。 彼 は と きた ま 
CAN で も ヴォ ー カ ル を と っ た こと が ある の だ が 、 こ の アル バム で は 
全面 的 に 歌っ て いる 。 ル ックス どおり の も う 変 態 的 と し か 言い よう 
の な い 低音 で 、 ヌ メ ヌ メ と し た フレ ー ズ を な ぞ り 、 曲 調 の エセ ・ メ 
ラン コリ ッ ク な ムー ド に ピッ タリ な の だ 。 声 量 が 無い だ け に オン ・ 
マイ ク の 録音 で 、 つ まり ささ や く よ う な 唄い 方 に な っ て いて 気持 ち 
悪さ 倍増 で ある 。 と ころ で 彼 は イン タビ ュー 等 か ら 伺う と 相当 堅い 
奴 な の だ が 、 も し か する と これ は マジ な の か も …。 (中 野 ) 


IRMIN SCHMIDT 
Musk At Dust 
LP/WEA IRMIN 1CD "92 年 





不気味 メラ ンコ リッ ク 第 二 弾 。 つ まり は 確信 犯 な 訳 だ 。 ア ル バ ム ・ 
タイ トル か らし て エキ ゾ チ ッ ク で ある 。 フ リー フォ ー ム な 部 分 は 全 
く 無く 、 す べ て きち ん と 作 ・ 編 曲 さ れ た 楽曲 で 、 例 に よっ て 全曲 共 
ヴォ ー カ ル は イル ミン 自身 。 無 国籍 な 民族 音楽 的 旋律 に まつ わり つ 
く 彼 の 声 は 、 か つて の CAN の ダ モ や ムー ニー と 互角 の 際立っ た 魅力 
が ある 。 シ ュー カイ が 不参加 (どう や ら こ の 二 人 が うま く 行 っ て な 
いら し い ) の た め 録 音 は 普通 の も の で 、 音 楽 的 に 目新し い 手法 が あ 
る 訳 で は 無い に も か か わら ず 、 こ れ だ け 異 質 の 作品 と いう の も 珍し 
い 。 彼 ら ほ と ど 活 動 が 長い と 永年 の ファ ン で も 個々 の ソロ 作品 まで フ 
ォ ロ ー 出 来 な く な る も の だ が 、 前 作 と 合わ せ 必 聞 盤 で ある 。 CAN の 
理性 面 を 発展 させ 、 完 成 させ た 作品 と も 言え よう 。 (中 野 ) 








UNKELZIFFER 
In The Night 


LP/Funfundvierzig 4502 84 年 





この バン ド 自 身 は 前 後に も 作品 を 発表 し て いる の だ が 、 こ の 2nd と 
次 作 に は ダ モ 鈴木 が 全面 的 に 参加 し て お り 、 日 本 語 // を まじ えて 歌 
っ て いる 。 意外 と 聞か れ て いな いよ うだ が 、 こ れ が 良い の だ / 彼 の 
プロ ディ ・ ラ イン た る や 、 あ り が ちな どー で も いい フレ ー ズ な の だ 
が 泣か せる 、 グ ッ と くる の で ある 。 バック の 演奏 も 古 臭 く 、 実 に ジ 
ャ ー マ ン 二流 的 な 雰囲気 が あり 、 カ ン の イメ ー ジ を よく 抽出 し て い 
る 。 た だ し プロ グレ の 要素 は 皆無 、 カ ン の ガレ ー ジ 的 な 部 分 、 又 は 
ダ モ 鈴木 を 好き な 人 間 だ けが 聞け ば 良い 。( ラ リ っ て 書い た に 違い な 
い ) ジャ ケッ ト は も ちろ ん 彼 に よる 物 で 、 実 に ほ た な い 字 で タイ ト 
ル や クレ ジッ ト が 日 本 語 で 書き 込ま れ て いる 。 初 回 の み 入 光 イン ク 
を 使っ て いる の で マニ ア は 要 チ ェ ツ ク 。 (中 野 ) 








叫 NKELZIFFER 
赴 
LP/Funfundvierzig 4523 '8G 年 





前 作 と の 間 に は 全曲 アル バム 未収 録 の 12 イ ンチ 、『You Make Happy』 
が あり これ に も 当然 ダ モ が 参加 し て 日 本 語 で ゴチ ャ ゴチ ャ 訳 の 解ら 
や いこ と を し ゃ べ っ て いる 。 こ の アル バム で も パン ド 自 体 は CAN 同 
様 や は り フ リー フォ ー ム の セッ ショ ン が 音楽 性 らし い の だ が 、 そ ん 
な 事 は ダ モ の 存在 ひと つ で ぶっ と ん で し まっ て いる 。 2 曲目 『 秋 の 
ある 日 に 。 な ど は マイ ナー 調 の と 演歌 ロッ ク で ある 。 一 体 他 の ドイ 
ツ 人 メン バー は どう いう つも り だ っ た の だ ろう ? 裏 ジ ャ ケ に スラ ム 
の よう な 場所 で 演奏 する 20 枚 位 の ステ ー ジ 写真 が あり 、 髪 の 短い ダ 
モ の 写真 が 何 枚 か ある が 失禁 モン で ある 。 こ の 後 ダ モ は グル ー プ を 
離れ 、 自 身 の バ ンド を 結成 する の だ が 、『 ス テー ジ で の 自由 な 演奏 』 
が 目的 と の 事 で 録音 作品 は 発表 し て いな い 。 (中 野 ) 





ちら @ 








破る べき タブ プー の 人 為 に 
1960 年 代 後半 、 世 界 は 大 きく 変わ ろう と し て いた 。 俗 に い 
oo 


いっ た の で ある 。 ます 

愛 と 平和 、 そ し て ドラ ッ ク 、 共 同体 、 サ イケ デリ ッ ク 。 若者 は 
夢 を 見 た 。 ロ ッ ク が 生まれ て か ら 初 め て 体験 する 大 き な 夢 。 
「 ロ ッ ク で 世の中 を 変え る の だ 」。 世 界 中 の あら ゆる 文化 が 
影響 を 受け 変わ っ て いっ た 。 し か し それ は 夢 以上 の 大 き な 失 
望 と と も に 10 年 と 続く 事 な く 消え さっ て ゆく の で ある 。 

ビー トル ズ の 登場 に よっ て 、 あ ら ゆ る 意味 で ロッ ク ・ ミ ュー ジ 
ッ ク は 大 きく 変わ っ て いっ た 。 そ し て 世界 中 の 誰 も が 違っ た 方 
法 で 彼ら を 超え よう と し て いた 。 ビ ー ト ルズ 自身 で さえ 、 そ う 考 
えた 様 に 。'60 年 代 未 、 そ ん な 時 代 で あっ た 。 

ドイ ツ の ジャ ー ナ リス ト 、 ウ ー ヴ ェ ・ ネ ッ テ ル ベッ ク に も 、 ひ と 
つの アイ デ ティア が あっ た 。 そ し て 彼 に は それ を 実行 で きる だ け 
の 力 が あっ た の だ 。 

彼 は 独 ポ リド ー ル か ら 多 額 の 金 を 提供 させ 、 ハ ン ブ ル グ と 
プレ ー メ ン の 間 に あ る ヴィ メ と いう 街 の 廃校 に レコ ー デ ィング 


設備 を そなえ 、 フ ァ ウ スト と いう バン ド 、 そ れ に 有人 能 な エン ジニ 
ア で ある クル ト ・ グ ラウ プ ナ ー ら と 共に コミ ュー ン を 形成 し た の 
で ある 。 

共同 生活 、 い つ で も 音楽 で きる 環境 、 そ し て それ を すぐ に 
録音 する 事 が で きる 状況 、 バ ンド が 持つ 全く 独自 な 音楽 性 。 
ーー これ が 彼ら の 夢 を 実現 させ る も の の すべ て で あっ た 。 こ 
ん な 事 が まだ 可能 で あっ た '71 年 初頭 の 事 で ある 。 そ し て 彼 
ら は 日 々 練習 、 録 音 に 没頭 し し いっ た 。5 ヵ 月 が た っ て 、 フ ァ ウ 
スト は ハン ブル グミ ュー ジッ ク ・ ホ ー ル に お いて デビ ュー・ ラ イ 
ヴ を 行い 、 同 年 9 月 、1st ア ル バ ム 「Faust」 を 完成 させ た 。 

この アル バム で は 、 細 か い 曲 の モチ ー フ を 完成 させ ず に 
継い で いき 、 作 人 為 的 に 再 構成 する 、 と いう 手法 が と られ て い 
る 。 よ っ て 片面 1 一 2 曲 と いう 作 り に な っ て は いる が 、 トニ タリ ンー 
ィ を 考え て 編集 され て いる の で 紅 れ る と ころ が 少な 〈、 意 外 な 
程 に 聴き や すい 。 恐 らく 、 長 々 と し た 演奏 を 録 り っ ぱな し に し 
て 最終 的 に 編集 ・ 加 工 し て 作ら れ た も の で あろ う が 、 そ うい っ 
た コラ ー ジ ュ 、 あ る い は カッ ト ア ッ プ の 手法 を 曲 作り の 段階 に 
お いて 、 す で に 取り 入れ て いる 要素 も 聴く 事 が 出来 る 。 ま た 、 


ち グ 





極度 に 異化 され た 音 見 事 に コン トロ ー ル し て いる エ 
ンジ ニア の あ 』 を 曲 の 一 部 に きえ し て し まっ て 
いる ウー ヴェ の 


、 ウー ヴェ は 録 り 溜め て お いた ヴィ メ で の マテ リア ル に 新た に 
音 を 加え た り し な が ら 編 集 ・ 加 工 し 提出 し た 。 こ の アル バム は 
「Faust Tapes」 と いう タイ トル で 、 バ ンド の プロ モー ショ ン と 
レー ベル の キャ ン ペ ー ン の 意味 も 含め 48 ペ ンス と いう 超 低 

た アル バム の す ペ 。 価格 に て 発売 され た 。 メ ン バ ー は 、 こ の アル バム を バン ド の 
で ある 。 8 を ] ょ され る 事 を 望ま な か っ た 。 急 いで 作ら れ た 事 も ある 
ヴェ は ハ > 3 本 的 に ボツ ・ テ イク で ある 上 、 ア レン ジレ し 直す 事 も 

1 つた の だ ろう 。 ウ ー ヴ ェ の 編集 に し て も 少々 荒く 、 若 

所 も ある 。 71 年 6 月 か ら '73 年 6 月 まで の マテ リア ル 

て いる が 、 音 は 2nd ア ル バ ム の 延長 で あり 、1st の カ 

すぐ れ た 楽曲 も 多く 含ま れ て お り 、 

と 時 間 を か け て いれ ば 3rd ア ル 























ー ム 」 が 作ら れ て いる 。: アウ スト ( - e 
や ギュ ンタ ー の 名 も ある 。 1 。 。 美国 ツア ー を 開始 させ た 。 そ し て ツア ー 終 了 の 6 月 より 、 マ ナ 
て 発売 され な か っ た 3rd ちい て 次 の アル バム の 録音 が 開始 され た 。 
1st、2nd に つき あっ て いる ある 。 彼 ら に と っ て は ヴィ メ 以 外 の 場所 で の 初 
ファ ウス ト と し て は 、 ング で あり 、 も は や 自分 達 の ペー ス で 進め る 
まっ て いた 。 こ の アル バム で は 、 曲 作り の 段階 
を 溶け 込ま す と いう 2nd の 手法 を 進め た 曲 も 
が 、B-2 は 2nd の 曲 に プラ ス ・ ア ルフ ァ さ れ た も 
も シン グル か ら の 曲 の 再 録 で ある 。 イ ギリ ス 発 
え に 入れ た と し て も 、 本 来 の 彼ら の 姿勢 か ら 
で あっ た の で は ある まい か 。 し か し な が ら 全 体 
ィ は 極め て 高く 、 そ れ ぞ れ の 音 が 溶け あう よう に 
st と 2nd を 混ぜ 合わ せ 精 製 し た よう な 感じ に な 






















アル バム 完成 後 の 9 一 10 月 に か け て ファ ウス ト は ヘン リ 
カウ と の プロ モー ショ ン ・ ツ アー を 行う が 、 メ ン バ ー・ チ ェ ン 
ジ を 繰り 返す よう に な り 、 翌 '74 年 春 グ ルー プ の まとめ 役 で あ 
"っ た ウー ヴェ が つい に 砲 を 投げ て し まい バン ド を 離れ 、 フ ァ ウ 
スト は 自然 消滅 へ と 至る の で ある 。 時 代 は 最早 、 共 同体 の よ 
うな 存在 で ある 事 を 容認 し て は くれ な か っ た 。 

結局 ファ ウス ト と は 何だ っ た の か 。 彼 ら の 音楽 性 の 根底 に 
常に 流れ て いた も の 、 そ れ は 徹底 し た プラ クティ カル ・ ジ ョ ー 
ク 、 ある い は アイ ロニ カル か 方 法論 的 展開 で あっ た と 言え る 
78 の 
ーー こう し て 彼ら の 夢 は 一 つの 幕 を 閉じ た 。 し か し 次 は 俺 達 
の 番 で ある と いう 事 を 忘れ な いで 欲し い 。 

ロッ ク と は 、 あ な た 方 に と っ て 何で ある の か 、 そ の 問い に 対 
し 「 生 き 方 」 あ る い は 「 ア イデ ンティティー」 で ある と 考え る 者 に 
と っ て 、 フ ァ ウ スト の 残し た 音 は 、 ま ぎれ も な く 体 験 すべ く 作ら 
れ た も の で ある と 言え よう 。 

まだ まだ 破る べき タブ ー は 無数 に ある の だ か ら 。 
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透明 ジャ ケッ ト で 創 ら れ た ファ ウス ト の ファ ー ス ト ・ ア ル バ ム 。 
彼 等 は 本 作 、「So Far」「Tapes」「V」 と 計 4 枚 の リー ダー・ ア ル バ ム 
の 他 、 ト ニー・ コ ン ラ ッ ド と の 共 作 盤 、 ア ン ソ ニー・ ム ー ア の 1 st ア 
ル バ ム 、 ス ラッ プ ・ ハ ッ ピ ー の 1st 等 に も 参加 し て いる こと が 知ら れ 
て いる 。 様々 な モチ ー フ を 細 断 し 、 無 作為 に 再 構成 する と いう 手法 
を 持つ ファ ウス ト の 特異 性 は この 1 st アル パム に お いて 、 エ フェ クト 
の 使用 を 伴い 最も 明確 に 表れ て いる 。 こ と ファ ウス ト に 関し て は 諸 
説 が 粉々 と し て いる が 、 的 確 な 表現 は 未だ に 成 さ れ て は いな いよ う 
に 思う 。 た だ 、 プ ロ デ ュ ー サ ー で ある ウ ヴ ェ ・ ネ ッ テ ル ベッ ク の 役 
割 も み の が すこ と は で き な い と 思う が どん な も の で あろ うか 。 
(山崎 ) 
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ファ ウス ト の 2 作 目 。 ジ ャ ケッ ト 、 レ ー ベ ル ・ マ ー ク 等 全て が 黒 
一 色 で 統一 され 、 9 曲 各々 に 対し て の イメ ー ジ ・ イ ラス ト が 添え られ 
て いる 。 前 作 が 継ぎ 目 な し の 比較 的 長い 曲 の 中 に 様々 な 音響 コラ ー 
ジュ を 形成 し て いた の に 対し 、 本 作 で は 9 曲 と いう 小品 に 細分 され 、 
各 曲 は それ ぞ れ 独立 し た 小曲 と し て 分 離し て いる 。 し か し この 場合 、 
批評 は 各 曲 に 対し て 成 さ れる べき で は な く 、 全 体 を 見 回 し て 始め て 
成立 する も の で ある 。 ベ ル ベ ッ ト ・ ア ンダ ー グ ラウ ンド か ら の 影響 
を 感じ させ る ファ ウス ト で ある が 、 ベ ル ベ ッ ト が ルー・ リ ー ド と い 
う 強 い 個 性 に よっ て ひき ずら れる の に 対し 、 フ ァ ウ スト に は 全体 と 
し て の 意志 が パラ ンス 良く プレ ンド し て 一 つの 完結 を みて いる 。 

(山崎 ) 
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アル バム の 1 音 目 と 最後 の 1 音 が 物語 る の は 、 こ の アル バム が 続 
いて いる 中 の ある 部 分 だ と いう こと 。 そ れ は 、 も し か する と 彼 等 が 
見 せ か けた 作為 な の か も し れ な い 。 こ の 3 作 目 は コラ ー ジ ュ に よっ 
て ひたすら 並列 され る 内 容 を 持っ て いる 。 デ ビュ ー 作 の 立体 構造 は 
な く 、 始 まり も 終り も な い 連 続 性 が ある 。 FAUST は そう し て 比 列 し 
続け る こと で 起承転結 を 排除 し 、 通 俗 の 音楽 に 対し て 明解 な 態度 を 
と っ て いる か に も 思え る 。 そこ が 彼 等 の 目 く ら まし 、 も し く は 成り 
行き まかせ の ユー モア な の か 、 そ の 境目 を リス ナー に 悟ら れず 尻尾 
を 巻く と ころ が 、 ま さ し く FAUST だ 。 少 なく と も アル バム の コン セ 
プ ト は 、 全 作 中 最も 明解 な だ け に 、 デ ビュ ー 作 と 並ん で 代表 作 と し 
た いと ころ 。 突起 は な い 。 徹底 し た 垂れ 流し コラ ー ジ ュ 。 (松本) 





FAUST 
IV 


LP /(U.K.)Virgis V 2004 "73 年 
CD/Virgin CDV 2004 











いさ さか 自暴自棄 な ほど 暴力 的 だ と 思わ ず に は いら れ な い 。 コラ 
ー ジ ュ を 支え る べき し な や か な フ モ ー ル や 気紛れ な 悪意 、 そ の 実 し 
た た か な 計算 は 影 を 潜め 、 専 ら 後 戻り だ け は し な いと いう 決意 の も 
と 、 演 奏 は 集団 自殺 する レミ ング の 群れ の よう に 、 先 を 争っ て 加速 
を 続け る ( 盲 い て ある こと が 、 全 員 共 通 の 基盤 と な り 演奏 を 支え る )。 
いつ も な ら 、 さ り げ な い 流 れ の 中 に 、 一 見 それ と は わか ら ぬ よう に 
仕組 まれ る 香 裂 や 陥 界 と いっ た ミク ロ な 暴力 (これ に 不意 打ち を 食 
ら う こと こそ が “ファウスト ” を 聴く 喜び な の だ ) は 、 ひ と つ に 海 
集 し て 沈 滅 し て し まっ た か の よう だ 。 サ ックス を は じ め と し た 演奏 
性 の 突 由 が 、 こ の よう なか な 事態 を 招い た の だ ろう か 。 取り つく 島 な く 
横たわる 音楽 の 残骸 は 、 ど こ か 預言 者 的 で は ある 。 (福島 ) 
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周到 な 計算 も 、 頑 な な 反復 も 、 ダ ダイ ステ ィ ッ ク な 破壊 的 身振り 
も 、 白 昼 夢 に 了 腕 る よう な ルー ズ な 退廃 も … こ こ に は 何 ひ と つ 全 体 を 
お し 包み 、 あ る い は 結び 付け よう と する も の は な い 。 粉々 に 飛び 散 
っ た 音 の か けら が 、 鋭 利 な 切 品 に ギザ ギザ と し た 輝き を た た え 、 浜 
辺 に 打ち 上 げ ら れ た 残骸 の よう に 、 半 ば 砂 に 埋もれ 、 あ る い は 剣 き 
出し の まま 横たわっ て いる 。 そ れ を 「 ま と まり の な さ 」 と 受け 取れ 
ば 、 本 作品 が グル ー プ 「 消 減 」 後 の 75 年 まで の 長期 間 に わ た る 未 発 
表 テ ー プ か ら の 編集 盤 で ある こと に 原因 を 求め られ も し よう 。 し か 
し 、〈 フ ァ ウ スト > と は 常に ロマ ン テ ィ ッ ク か 心象 風景 や 物語 な ぞ に 
抽象 で きぬ 、 こ うし た 過剰 な 細部 の 荒涼 た る 集積 で は な か っ た か 。 
ちな み に 初 回 1000 枚 は ホワ イト ・ ヴ ィ ニ ー ル 盤 。 (福島 ) 
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本 CD は 前 記 L P『Return 0f.…』 か ら 1 曲 を 除い た 残り と 、 同 じ 
く ReR か ら 1988 枚 限定 で リリ ー ス され た 『The Last LP』(ReR36) 
の カッ プリ ング で あり 、 ま た 後者 自体 が が や は り ReR か ら リ リー ス さ 
れ た 、 い ずれ も 『 パ ー テ ィ 3 」 テ イク を 音源 と する 3 種 の 7 イン チ 
盤 (2 枚 組 1 種 と その バラ 売り ) に 3 トラ ッ ク を 追加 し た も の で あ 
る 。 それ ゆえ 、 こ こ で は 後者 に つい て の み 述 べ る こと と し た い 。 ゆ 
っ くり と し た オー ヴァ ー ラ ッ プ の うち に 異な る 速度 と うねり が 交錯 
する 独特 の ルー ズ な 浮遊 感 が 全体 を 香る よう に 浸し て お り 、 オ モチ 
ャ 感覚 の エレ クト ロニ クス と ヴォ イス が ふわ ふわ と 浮き 沈み し な が 
ら 、 甘 く 密 や か な 耳鳴 り を 連れ て くる 。 ち な み に 除 か れ た 1 曲 は 切 
な くも チー プ な コラ ー ジ ュ ・ ナ ン バ ー。 (福島 ) 
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黒 コ マ と 白 コ マ (透明 ) の みか ら 成 る コン ラッ ド の 実験 映画 「 フ 
リッ カー』 を 観 て いる と 、 2 種類 の コマ が 交替 する 度合 に より 、 チ 
カチ カ と 画面 が ちら つく 感じ と 、 む し ろ 点 減 す る 画面 に 照ら し 出さ 
れ て いる 感じ が 交替 する 。 こ れ は パル ス の 間隔 を 狭め て いく と 、 あ 
る 点 か ら 持 続 音 の ピッ チ 変 化 と し て 感じ られ る 現象 の 視覚 へ の 置換 
で ある 。 ま た 本 CD 解説 に よれ ば 、 コ ン ラ ッ ド に と っ て 「 協 和 」 と 
は 、 絶 え ず 自 己 修 正 し な が ら 、 それ へ 向かっ て 接近 し て いく 持続 し 
た 過程 で ある と いう 。 この 永久 革命 的 視点 に 立て ば 、 単 一 の コー ド 
が 、 ア キレ ス と 亀 の 競 走 の よう に 永遠 に 続く 、 極 微小 な か ポリ フォ ニ 
ー を 生み 出す 種子 と な る 。 本 作 の 波動 に 浸る 時 に 感じ る 得 も 言わ れ 
ぬ 豊 鏡 さ は 、 両 者 の 結合 に より 生み 出さ れ た も の と 言え よう 。( 福 島 ) 
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A 面 を 占め る ヴォ イス ・ ビ ピー ス で は 、 カ リヨン の よう に 同一 和音 
を 鳴り 響かせ 続け る ピア ノ を 背景 に 、 3 人 の 歌手 (多重 録音 使用 ) 
が 各々 繰り 返す 言葉 遊び の よう な 呪文 が 、 自 然 発生 的 に ずれ や 遅れ 
を は ら み 、 も つれ 絡ま っ て 、 到 る と ころ 隆起 や 陥没 と いっ た 不 整 合 
を 生じ な が ら 、 複 雑 極まりない 豊 鐘 を も た ら す 。 コ ン ラ ッ ド の 「 協 
和 」 音 楽 と 仕組 み は 同 じ だ が 、 脱 神秘 化し て みせ た 聡明 さ が 光 る 。 
また 、B① で は シン バル の 弓 弾 き に よる 倍音 が 熱帯 植物 の よう に 被 
い 茂 り 、B② で は 複数 の キー ボー ド の 編み 上 げ る ミニ マル な 組み ひ 
も 模様 が 、 ゆ っ くり と 巡り な が ら 次 々 に 新た な 面 を 見 せ て いく 。 こ 
こ で 音楽 は 簡単 な が 思い つき か ら 自 然 成長 的 に 繁茂 し 、 自 ら を か た ち 
づく る 。 そ こ に 音色 の 選択 に よる ご く 淡 い 彩 色 が 施さ れる 。 (福島 ) 





ANTHONY MOORE 
Secrets Of The Blue Bag 
LP/Polydor 2310 179 72 年 





スラ ッ プ ・ ハ ッ ピ ビィ の アン ソニ ー・ ム ー ア の セカ ンド ・ ツ 百 。 こ 
の 頃 の ムー ア は 現代 音楽 に 興味 を 持っ て いた よう で 、 そ こ か ら フ ィ 
ー ド バッ ク に よっ て 本 作 を 制作 し た 。 本 アル バム は 大 きく 分 け て 3 
つの 楽章 か ら 成 っ て いる が 、 メ イン に な る の は 「 ド レミ ファ ソ 」 の 
単純 な くり かえし で ある 。 それ が 楽章 に よっ て ヴァ イオ リン か ら 女 
性 ヴォ イス に 変化 する 程度 で 、 そ の テー マ に 、 さ ら に 2 声 程 の 対 施 
律 が の っ て いる 。 恐ろし い 程 に 和信 を くっ た 構成 。 こ の あたり の 感覚 
は 、 ジ ョ ン ・ ケ ー ジ あたり か ら の 影響 と も 思わ れる 。 こん な 大 担 で 
売れ も し な い 作 品 を リリ ー ス し た 独 ポ リド ー ル の 器 の 大 き さ に 感心 
する 。 商 業 主義 的 な 発想 か ら は 生ま れ 得 な か っ た で あろ う 、 胸 の す 
く よ う な 作品 と し て 僕 は 常に 高く 評価 し て いる 。 (山崎 ) 





ANTHONY MOORE 
Reed Whistle & Sticks 
LP/Polydor 2310 250 *promo only 


< PP 
polydor 


ANTHONY MOORE 


ーー 旬 4910259 




















スラ ッ プ ・ ハ ッ ピ ー の アン ソニ ー・ ム ー ア は 、70 年 代 の 初期 一 一 
すなわち 前 衛 的 な ロッ ク が 主流 を な し て いた 時 期 で すら 、 異 端的 に 
思え る よう な 、 新 し い 感 覚 を 持っ た 特異 な アー ティ スト で あっ た 。 
その 業績 は 今や FAUST と 共に 伝説 に すら な りつ つ あ る 。 彼 が 独 ポ リ 
ドー ル に 残し た 3 枚 の アル バム は 、 フ ァ ウ スト の メン バー 及び ネッ 
テル ベッ ク を 加え て 、 と びき り 前 衛 な 作品 で あり 、 ド イツ 現代 音楽 
の 系 譜 の 上 に 位置 する も の で ある 。 本 アル バム は ポリ ドー ル 時 代 の 
3 枚 目 で 、 正 規 盤 が 創 ら れず に オク ラ 入 り し て し まっ た いわ く 付 き 
の 作品 で ある 。 ゾ ッ と する よう な 感覚 、 そ し て リア ル な 録音 技術 一 
一 恐 し い 程 の セン ス で ある 。 ヴァー ジン 以降 の ソロ ・ ワ ー ク より も 、 
彼 の 才能 の 切れ を 感じ る 好 作 品 と し て あげ て お きた い 。 (山崎 ) 








SLAPP HAPPY 
Sort Of 


LP/Polydor 2310 204 72 年 





スラ ッ プ ・ ハ ッ ピ ィ の 持ち 味 は 、 一 見 、 な ん で も な いよ うな サウ 
ンド 構成 の 中 に 、 隠 し 味 の よ うに 敏 量 に つめ 込ま れる 非 日 常 的 な 幻 
想 性 に ある 。 微 量 に お さえ る こと に よっ て 、 逆 に 効果 が 最大 限 に 発 
揮 さ れ て いる の だ か ら 、 試 み は 成 功 し た に 違い な い 。 カ ヴァ ー・ ア 
ー ト を じっと 眺め る と 、 一 見 、 あ りき た り の 風景 画 の よう だ が 、 実 
は 3 つ に 分 か れ て お り 、 遠 近 感 が の ゆめ がめ ら れ て いる 。 音 の ほう も そ 
ん な イメ ー ジ だ 。 基 本 的 に ポッ プ な サウ ンド の ヴォ ー カ ル も の で あ 
る 。 完成 度 と し て は 次 作 の ほう が 上 で ある と 思う が 、 何 度 聴い て も 
あき の こない 、 こ の ファ ー ス ト ・ ア ル バ ム も 捨て 難い 魅力 を 持っ て 
いる 。 (山崎 ) 








SLAPP HAPPY 
Acnalhasac NO0m 


LP /(U.K.)Recommended R.R.5 '8O 年 
CD/ReR SHCD 


「Sort Of」「Slapp Happy」 に 続く 、 グ ルー プ 3 枚 目 の アル バム 。 
実質 的 に は 「Slapp Happy」 の 別 テイ ク 集 と も 言え る も の で 、11 曲 
中 10 曲 が 重複 し て お り 、 ア ル バ ム ・ タ イト ル の 「Acnalbasao Noom」 
も 、 両 アル バム の 1 曲目 の 曲 「Casablanca Moon」 の つづ り を 逆 に 
し た も の で ある 。 ヴ ァ ー ジ ン ・ レ ー ベ ル と の 関係 で 、「Slapp Happy』 
が 再発 出来 な か っ た た め 、 こ の よう な アル バム が リリ ー ス され た と 
思わ れる 。 フ ァ ウ スト の メン バー、Jean Herve Peron(b) 、Zappa 
Diermaier (ds) 、Gunther Wustoff (sax) の バッ ク ・ ア ッ プ を 受け 、 ダ 
グマ ー(vo) 、 ア ン ソ ニー・ ム ー ア (g, key)、 ピ ー タ ー・ プ レグ ヴァ ド 
(g, vo) が 作り 出し た サウ ンド は 、 や は り 、 ポ ッ プ で ノスタルジック 、 
そし て 、 粋 で ある 。 前 作 よ りや や 明る い 雰 囲 気 。 (賀川 ) 





どら 7 





GURU GURU 


@ 松 本 昌幸 


プラ ッ ク ・ ユ ー モ ア 。 こ れ は ジャ ー マ ン ・ ロ ッ ク の 斬り 口 と し て 
は 大 い に 活 用 で きる 。CAN の 歪 さ か ら ベ ラフ ォ ン ・ レ ー ベ ル 
系 の カヴァ ー・ ワ ー ク に うか が える グロ テス ク な 絵 、 は た また 
KRAFTWERK の 着せ 替え 人 形 ふ う の サ ウン ド ・ ア プロ ー 
チ ま で 、 多 く の 所 で この ユー モア が 見 え 隠れ し て いる 。 ジ ャ ー 
マン ・ ロ ッ ク は 一 点 集中 、 局 部 肥大 と いっ た シリ アス さ の 一 
方 で 、 意 外 と これ を 笑い 飛ば す よ うな 軽 さ を 同時 に 持ち 合わ 
せる こと が ある 。 両 極端 、 支 離 減 裂 、 性 格 不明 な の も 、 そ ん な 
所 か ら 端 を 発し て いる 。 

ずばり 書い て みる と 、GURU GURU は CAN に 近く 、 む し ろ 
KRAFTWERK に 近い 。AMON DUUL と は 異質 。 こ れ は も 
ちろ ん 音楽 の 形 の 話 で は な い 。 バ ンド ・ コ ン セ プ ト で の 話 だ 。 
バン ド が 音楽 を どの よう な 態度 で 産み 出し て いる か 、 ど の よ 
うに 扱っ て いる か 、 と いう 点 で の 話 。GURU GURU の 音楽 
は 、 例 えば AMON DUUL 系 の 全 方 向 に の め り 込 む 時 の 陶 
酔 感 が 稀 薄 だ 。 ど こ か で 茶化し て こち ら の 酔い を と ぎれ させ 
る 。 そ の 連続 だ 。 し か も その 茶化し は 時 に は 悪意 めい た も の 
を すら 感じ させ る 。 そ れ は CAN に 通じ 、 そ の さめ た 態度 は 
KRAFTWERK が 「Autobahn」 以 後 で 見 せ 切 っ た 擬態 振 
り に 通じ る 。GURU GURU の 最も 特徴 づい た 性 格 と は 、 つ ま 
り 全 力 を 尽く し て いる 自分 を も う 一 歩 引 いた 位置 か ら な が 
め て 笑い 飛ば す 、 そ ん な 悪意 めい て 、 自 虐 的 で も ある 極め て 





さめ た 視線 に ある 。 一 般 に GURU GURU は 4 作 目 「Guru 
Guru」 ま で と は 云わ れ て いる が 、 も し も 、 彼 等 つま り 中 心 人 物 
マニ ・ ノ イマ イア ー の アプ ロー チ が 、 こ の プラ ッ ク ・ ユ ー モ ア に 
大 い に 関 係 する と 仮定 し た 時 、 な る ほど 以後 の 茶 化 さ れ た ア 
ル バ ム 群 も 彼 等 らし い 。 ア クス ・ ゲ ン リ ッ ヒ の 重金属 質 の ギタ 
ーー 音 が な く な っ た 後 も この 部 分 が 変り ず あ っ た 。 


簡単 に ディ スコ グラ フィ ー を 書い て お こう 。 
「UFO」Ohr OMM 56005 70 年 
「Hinten」Ohr OMM 56017 71 年 
「Kanguru」Brain 1007 72 年 
「Guru Guru」Brain 1025 '73 年 
「Don't Call Us (We Call You)」 

Atlantic ATL 50022 "73 年 
「Dance Of The Flames」 

Atlantic ATL 50044 "74 年 
「Mani Und Seine Freunde」 

Atlantic ATL 50157 "75 年 
「Tango Fango」Brain 1089 76 年 
「Globetrotter」Brain 60 039 77 年 
「Live」 Brain 80 018 78 年 
「Hey Du」Brain 60 187 79 年 


「Guru Guru Mani In Germoni」 

Gee Bee Dee 8 "813 
「Neue Streiche」 Bieber BI 6190 '83 年 
「Jungel」Casino 87302 "87 年 
「88」Casino 300009 '88 年 
*'92 年 に 最新 作 有 り 。 


バン ド の 中 心 人 物 マ ニ ・ ノ イマ イア ー(ds)* 請 
ルフ ガン グ ・ ダ ウナ ー の 「Free Actio 本 衝 え 
ノ : イ ンプ ロウ ァ イ ザ が ー、 イ 大 誠 
「Early Tapes」 に 参加 し いる 
と の トリ オ で 、GURU GUI 
も し れ な い 。 こ れ ら の ア 
ヴィ ゼー ショ ン を 行っ 
が で きる 。 彼 の バッ ク 
ロウ ヴィ ゼー ショ ン で は 4 





中 で 、 マ ニ は フリ ー・ イ ンプ ロ 
アク ティ ヴ な 演奏 を 聴く こと 
ジャ ズ ・ フ ィ ー ル ド で の イン プ 
当時 、 既 に 27 歳 。 

タイ プ の ギタ リス ト 、 ア クス ・ ゲ ン リ ッ 
ヒ を 通 目指 し GURU GURU を 結成 。 デ ビ 
ュー 作 「UFO 計 還 概 導 と 30 男 の 門出 だ っ た 。 そ れ は 決し て 若 
さ の 熱気 で の み 押 し 通し た 偶然 の 産物 で は な か っ た こと だ 
ろう 。「UFO」 は 、 そ し て バン ド GURU GURU は 、 出 発 の 時 点 
か ら 既 に 蓄積 され た も の が あっ た 。 

振り 返 れ ば 「UFO」 に は 、2 作 目 「Hinten」 以 後 の プ ラッ 
ク ・ ユ ー モ ア が 皆無 と いっ て いい 。 ジ ャ ズ ・ フ ィ ー ル ド で 得 た イ 
ンプ ロ ヴ ァ イ ズ し て いく 手法 で ハー ド ・ ロ ッ ク を 目指 し た 点 で 
は 、CREAM 等 に よく 似 て いる が 、 ど うに も 息苦し く な る 程 の 
重圧 感 が ある 。 ハ ー ド ・ ロ ッ ク の 発散 と それ に 伴う 爽快 感 に 
は 無縁 と 言っ て いい 。 む し ろ ハ ー ド ・ ロ ッ ク を イン プロ ウ ァ イズ 
する こと で 崩し て いく 〈 よ うな ベク トル が 働い て いる 。 そ れ は 
TANGERINE DREAM の デビ ュー 作 に 似 て 、 独 自 の 語法 
を 確立 する 前 夜 の 通過 儀礼 に も 思 える も の だ 。 一 般 に 出所 
不明 と され る ジャ ー マ ン ・ ロ ッ ク は 、 ロ ッ ク 、 ジ ャ ズ 、 現 代 音 楽 
等 様々 な 所 を 崩し た 地点 か ら 出 発し た 例 が 多い 。 

こう し て ロッ ク で あり な が ら 非 ロッ ク だ っ た 彼 等 は 、 次 作 
「Henten」 か ら 勢 いよ く ロ ッ ク を 笑い 飛ば す よ うな バン ド ・ コ 
ン セ プ ト の も と 、 遂 に 4 作 目 「Guru Guru」 に 至る 。 

4 作 目 「Guru Guru」 は 実に GURU GURU 妙 技 に 尽き る 。 
ジミ ・ ヘ ンド リク ス ・ ギ ター を 解体 し 、 散 ら ば っ た 残骸 を 音響 
効果 、 ギ ミッ ク と し て 再 構築 し た 傑作 Der Elektrolurch” 
(電気 星 ) を 収録 し (た この アル バム は 、 し か し A 面 の ロッ クン ・ 
ロー ル ~Medley "に お いて GURU GURU の アプ ロー チ が 、 
と て も 鮮明 だ 。 実 に 気持 ち 良さ そう に ロッ クン ・ ロ ー ル を 演 っ 
て いる 。 多 分 趣味 で 本 人 達 も 好き な の だ ろう 。 と ころ が これ 
が 笑え る 。 吹 き 出 し て し まう の だ 。 ア クス ・ ゲ ン リ ッ ヒ の 重く 切れ 
の 鋭い ギ キター や マニ の 駆け ずり 回 る よう な 巧妙 な ドラ ム 等 で 

















MAIN ARTISTS 
グル ・ グ ル 
































シン ベニ と 青 を 出す 、 そ ん な GURU 
ア が 上 ッ ク ン ・ ロ ー ル の 乗り を 見 
に は 熱心 な よう で 思い っ きり 引い 


分 こう し た 傾向 が 後退 し 、 
の 楽器 弾き と し て の 上 手 さ を 
『Dance Of The Flames」 は そ 
て マニ の ドラ マー と し て の 個性 、 楽 
の 実力 が 、 ス トレ ー ト に 伝わる 。 
つか ん だ 勘 の よう な も の が 、 
る は ず も な く 、 こ れ は 近年 の 
バム て で 一層 表 情 豊 か に 


6 作 目 の 
と その 友人 達 」 と い 
は トー ン ・ ダ ウン し 、'80 年 代 
な 癖 の な い ビ ー ト ・ ロ ッ ク で か カ 
マニ の 活動 は ソロ を 追っ て 
「 マ ニ と その 友人 達 」 は 
KRAAN、KARTHAGO、 
て いる が 、 と り わ け HARMI 

75 年 の HARMONIA 
GicZ ジ 2 
「Deluxe」 で ある 。 マ ニ 作 評 
GURU GURU 初 期 に 遡る いよ CLUSTER 
一 派 と 合流 する こと に な る 。 マ ニ プロ ー チ を 思え 
ば 、 こ の 合流 は 大 い に 納 得 で きる も の だ 。 マ ニ は 最初 か ら ロ ッ 
クン ・ ロ ー ラ ー で は な い 。 以 後 、 メ ビ ウ ス 、 プ ラン ク 辺 り と 組み 
「Zero Set」 等 を 出す 。 

そし て 何より バン ド GURU GURU の 勢い を 上 回 る よう な 
近年 の ソロ ・ ワ ー ク が 、 か つて の ` カ ンカ ン ・ グ ル グ ル "か ら 中 
枢 を と り 出 し た か の よう に 、~ 居 る 居る グ る グ る マニ な の だ " 牧 
瀬 理穂 だ っ た 事 は 、 記 憶 に 新しい で は な いか ./ と 来る 。 


は 、'75 年 に 「 マ ニ 
の GURU GURU 
ル バ ム な ど 、 あ りき た り 
ロ 影 は 皆無 だ が 、 む し ろ 
興味 深い 。 そ の 意味 で 
る 。 こ の アル バム に は 
NIA の メン バー が 参加 し 
MA 方向 が 重要 。 

る ば …、 そ の と お り CLUSTER 
クス ミュ ー ジ ッ ク の 傑作 
ー・ プ ラン ク の 出逢い は 既に 


ら づ 





GURU GURU 
UF0O 


LP /Ohr OMM 56 005 70 年 
CD/ZYX CD 556005-2 
/ キ ング KICP 2736 





60 年 代 後半 イレ ー ネ ・ シ ュ ヴ ァ イ ツ ァ ー・ グ ルー プ 、 グ ロー プ ・ 
ユニ ティ ー と いっ た フリ ー・ ジ ャ ズ 界 で 活動 し て いた マニ ・ ノ イマ 
イア ー (Dr)、 と ウリ ・ ト レプ テ (B) が アク ス ・ ゲ ン リ ッ ヒ (G) 
と 共に この デビ ュー 作 を 制作 し た の が 70 年 。 グ ルー プ の 代弁 者 で あ 
る マニ 、30 歳 、 ウ リ ・ ト レプ テ 、29 歳 時 点 で の 作品 で ある 。 ポ ボル ・ 
ヴ フ の フロ ー リ アン ・ フ リッ ケ 、 カ ン の ホル ガー・ シ ュー カイ 等 、 
30 歳 前 後に し て 独自 の 世界 を 切り 開い て いる 点 、 前 歴 や 後 の 足跡 を 
考慮 する と 様々 な 興味 ある 言及 が で きよ う 。 本 作 に は グル ・ グ ル 独 
特 の ユー モア は 皆無 で 非常 に 重苦しい 空気 が へ ヴィ ー な サウ ンド と 
合い 溶け 込み 、 実 験 的 作風 (B①) 、 マ ニ の フリ ー・ ジ ャ ズ を 引き ず 
る ドラ ミン グ 等 、 初 期 ド イツ ・ ロ ッ ク の 代表 作 と 言え る 。 (松本 ) 





中 RU 序 RU 
Hinten 


LP /Ohr OMM 56.017 '7] 年 
CD/ZYX OHRCD 556017 





窒息 する よう な へ ヴィ ー な うねり の 中 を 、 テ クニ カル な 小 技 と シ 
ンコ ペー ショ ン の 連続 で 泳ぎ 抜け て いく ノイ マイ ヤー と 、 浮 遊 感 の 
ある 夢幻 的 な フレ ー ジ ング 及び エレ クト ロニ クス を 介し た 多彩 な 音 
色 と 音像 操作 に より 彩色 を 施し て いく ゲン リッ ヒ 。 む し ろ 希 薄 さ を 
志向 する 二 人 に 対し 、 あ くま で も ね っ と り と 重く 黒々 と へ ヴィ ー で 
あり 続け る グル グル の 音 の 核 に 位置 する の は 、 や は り ウ リ ・ ト レプ 
テ で ある (彼ら の 玉 離 は 『UF 0』 の 時 より 進行 し て いる )。 彼 は く 
ぐも っ た 引き ずる よう な 声 を ベー ス に も 乗り 移ら せ 、 三 人 の うち 最 
も 奥まっ た 位置 か ら 剛 直 な パル ス を 発出 し て 、 ハ ー モ ニー や リズ ム 
の で は な く 、 サ ウン ド 総 体 の 下部 構造 (プル ー ス に まみ れ 、 エ レク 
トロ ニク ス に 焼け 炉 れ た それ ) を か た ち づ く っ て いる 。 (福島 ) 





LP /Brain 1007 72 年 
CD/Brais 5117372 





マニ ・ ノ イマ イア ー、 ア クス ・ ゲ ン リ ッ ヒ 、 ウ リ ・ ト レプ テ の ト 
リオ 編成 で の ラス ト ・ ア ル バ ム 、 通 算 3 作 目 。 裏 ジャ ケッ ト の 氷上 
で 元気 よく 能 天 気 に 飛び は ね る マニ こそ 、GURU GURU の 真骨頂 か ノ 
そし て 愛想 を つか せ た か ? トレ プ テ は グル ー プ を 去る 。 1 st の 重圧 感 、 
2 nd の 発散 、 そ し て 今回 起 見 し た ドロ ー ン と 浮か ん で ヌメ ーッ と 沈 
ん で いく 感触 、 と 黄金 トリ オ の 成す 事 や る 事 、 徹 底 し た ドイ ツ の 相 
が 出 て お り 、 フ ァ ン は 大 満足 。 好 調 な GURU GURU で ある 。 今回 の 
メデ ィ テ ー シ ョ ナ ル な 空気 は 次 作 「Guru Guru」 へ わずか 延長 され る 
と は 言え 、 こ れ は や は り ト レプ テ の 色 な の だ ろう か 。 派手 さこ そ 少 
な い が 、 意 外 と 茶化し た 部 分 も 少な く 、 ま と まり を 感じ る 人 も いる 
か も し れ な い 。 (松本 ) 


串 : GURU GURU 
lru Guru 
LP/Brain 1025 73 年 





フリ ー キ ー な ロッ ク バ ンド は 独 国内 に 常に 存在 する 様 で 、'80 年 代 
に も DAF タ イプ の エレ クト リッ ク ・ ビ ー ト 以外 に グル グル の 影響 を 
明 ら さ に 受け て いる と 思わ れる も の が いく つか 有 っ た 。 彼 ら の 最も 
フリ ー キ ー な 部 分 は Ohr の 再発 に より 耳 に され た 方 も 多い と 思う が 、 
も う ひ と つの プラ ッ ク ・ ユ ー モ ア 的 な セン ス は 本 作 、 又 は 「Kanguru」 
で 聴け る 。 A 面 の 毒 に 満ち た ロッ クン ロー ル ・ メ ドレ ー は 代表 的 な 
例 。 特 筆 す べき B① で 、 ギ ター、 ベ ー ス 、 ド ラム ス と 言う ロッ ク の 
最も 平凡 な 編成 に お いて 、 想 像 し 難い 音 世 界 を 作り 上 げ て いる 。 タ 
イト ル は 「 電 気 ガ エル 」 の 意 で 、 そ の 通り カエ ル の 聴覚 化 (!?) を 
試み て いる わけ だ 。 (ちなみ に 彼ら は 後々 も 、 独 国内 に お いて 絶大 な 
る 人 気 を 保っ た 。) (中 野 ) 








HI 時 山 由 
Dont Call US, (We Call You) 


LP/Atlantic ATL 50 022 73 年 





グル グル の 5 枚 目 。 メ ン バ ー は マニ ・ ノ イマ イア ー(ds) 、 ア クス ・ 
ゲン リッ ヒ (g)、 ハ ンス ・ ハ ルト マン (b) の トリ オ 。 初期 グ ル グ ル 
の 看板 ギタ リス ト 、 ゲ ン リ ッ ヒ 最後 の アル バム に な る 。 その 割 に は 
お と な し い 。 前作 ま で の ユニ ー ク な プレ イ も 重い トー ン も ほとん ど 
聴け な い 。 それ で も 770 年 代 後半 以後 の 割 と どう で も いい サウ ンド に 
は な っ て いな く て 、 培っ た 意味 で 聴き 所 は ある 。B 面 に は 能 天 気 な 
ユー モア 全開 の 曲 も ある が 、 ロ ング ・ ナ ン バ ー 2 曲 の A 面 で は 意外 
に きっ ちり と 演奏 が 聴け る 。 マ ニ の か けず り 回 る よう な ステ ィ ッ ク 
さば きも 健在 。 次 作 「Dance of The Flames」 に 通じ る 細やか な 音 造 
り だ 。 た だ の ロッ ク 野 郎 で は な い 一 癖 ある サウ ンド が 、 さ す が グ ル グ 
ル 。 フ リー・ パ ー カ ッ シ ョ ン ・ プ レイ を 挟む A① が 聴き 物 。 (松本 ) 





中 RU 邑 鑑 
Dance Of The Flames 
LP/Atlantic ATL 50 044 74 年 





グル ・ グ ル に は 12 作 の アル バム が ある が その 間 に 2 度 の 解散 を 経 
験 し て いる 。1 度目 の 解散 は 本 作 後 で あり 、 こ の 時 点 で オリ ジ ナ ル ・ 
メン バー は 既に マニ ・ ノ イマ イア ー を 残す の み で ある 。 初 期 4 作 以 
外 は 音 の 軽薄 さ 故 に いさ さか マニ の 冗談 も 行き 過ぎ に 感じ られ る 中 
に あっ て この 6 作 目 は ホウ シェ ンク ・ ネ ヤ デ プー ル の ロッ ク ・ ス ピ 
リッ ト 溢 れる ジャ ズ ・ ギ ター を 中 心 に 真剣 な 演奏 を 繰り 広げ て いる 。 
実に シャ ー プ な 音 を 切り 出す 攻撃 的 な ギタ ー と ハン ス ・ ハ ルト マン 
の ベー ス に いつ に な く 巧 みな マニ の ドラ ム が 絡み 最も スマ ー ト な 形 
の グル ・ グ ル が 演出 され る 一 方 、 民 族 打楽器 を 多用 し た 曲 等 に も 整 
合 感 を 生ん で いる 。 グ ル ・ グ ル す な わ ち マニ は 彼 の 最も テク ニカ ル 
な 作品 三 本 作 を 発表 後 、 長 く 低迷 し 現在 に 至っ て いる 。 (松本 ) 





ら ブ 








IRENE SCHWEIZER TRIO 
Early Tapes 
LP/FMP 0590 78 年 (録音 '67 年 ) 





彼女 独自 の ピア ノ を リト ル ・ パ ー カ ッ シ ョ ン の 集合 体 の よう に 扱 
う 仕方 と 、 少 な い 音 数 や 簡素 な 音 型 に より 最大 限 印象 的 な 効果 を 与 
える エコ ノミ ッ ク か 演奏 ぶり は 、 こ こ で 既に 完成 され て いる 。 も は 
や 伝説 と な っ た フェミニスト ・ イ ンプ ロ ヴ ァ イ ジ ング ・ グ ルー プ ? 
('77 年 ) や 、 最 近 の ` カ ネイ ユ ? ("86 年 ) と いっ た 女性 ば か り の グル ー 
プ で の 活動 は 、 リ ンジ ー・ ク ー パ ー(reeds)、 マ ギー・ ニ コル ス (vo) 、 
ジョ エル ・ レ アン ドル (b) ら 豊 か な 人 脈 を 残し て お り 、 彼 女 の 組織 者 
と し て の 手腕 の 確か さ は 、 タ クト ロス ・ フ ェ ス ティ ヴァ ル や 自身 の 
レー ベル 「 イ ンタ クト 」 の 活動 に 現れ て いる 。 最 新作 は マギ ー と ジ 
ョ エル を 迎え て の トリ オレ ・ デ ィ ア ボリ ー ク ? (Intakt) 。 マ ニ と ウ 
リ の 産婆 を 務め た だ け で は 決し て な い 。 (福島 ) 


TIERE DER NACHT 
Hot Stuff 


CD/(Swi.) Rec Rec ReCDec 42 "93 年 





NIIIH 語 当り 


'80 年 代 に ほとん と 話題 に な ら な いま ま リ リー ス さ れ た GURU GURU 
の アル バム と は 違っ て 、 こ ちら は マニ ・ ノ イマ イア ー の 充実 し た ド 
ラム パー カッ ショ ン ・ プ レイ が た っ ぷり と 楽し め る 。 相棒 の ルイ 
ジ ・ ア ルケ ッ テ ィ (g、b、tapes、mandlin、GURU? の ギタ リス ト ) 
と の 息 は ぴっ た り 。1 一 4 分 台 の 曲 一 破片 が 25 個 、 収録 され て いる 。 
細やか さ 、 緊 張 感 、 ユ ー モ ア に 溢れ る イン プロ ヴァ イズ ド ・ ミ ュー 
ジッ ク の た で ぐい 。 相変わらず 今 も マニ の 手数 は 多く 、「UFO」 や それ 
以前 の イレ ー ネ ・ シ ュ ヴ ァ イ ツ ァ ー・ ト リオ の 頃 の 力 味 も な く 実 に 
気持 ち 良 さそ うな 演奏 だ 。 そ れ で いて 一 音 一 音 が 無駄 な く 確か 。 マ 
ニ は GURU GURU 流 の へ ロ へ ロ し た vo、 そ し て 新た に ガム ラン 、 ト 
ロン ボー ン も 披露 する 。 汗 え わ た る 会 作 。 (松本 ) 








MANI NEUMEIER 
Privat 
CD/Admission To Music 003CD "92 年 














CD 棚 の 片隅 で 衝立 の よう に 鎮座 し て いる 木 箱 を 引っ 張り 出し て み 
た ら 、 駅 弁 の 箱 で あっ た 。 て な 訳 は な く 、 な ん と マニ お じ さ ん の あ 
や し い 新 譜 で あっ た 。 医 を 開け る と 、 さ ら に あや し い 土 着 化し た お 
じ さ ん の 全裸 姿 (一 部 修正 ) が あっ た 。 つ い に 来 た か 。 こ れ は 期待 
に 汗 を 握る べき か 、 編 を 投げ て し まう べき か …。 結果 は 区 は 残っ た 。 
ドラ ム ス と 様々 な が パー カッ ショ ン 、 SE に よる 呪術 的 肥 囲 気 の 漂 う 民 

音楽 寄り の 音 だ 。 決 し て 目新し い 試 み で は な い が 、 醍 め た 視点 と 
共に 気合 いも 感じ られ る 引き 締 っ た 演奏 が 展開 され て いる 。 実 は 、 
70 年 代 後半 以降 の マニ ・ ノ イマ イア ー ニ グル グル は カス と の 噂 を 信 
じ て 見 て 見 ぬ 振 り を し て 来 た の だ が 、 それ が 本 当 だ と する と これ は 
久々 の 復活 と 言え る の で は な いか 。 (高森 ) 


LUIGl AREHETTI(Switzerlam) 
曲 tarre Solo 
CD/Admission To Music 004CD '93 年 





^Das Ohr” と 名 打 た れ て 、 こ の ジャ ケ 、 そ し て この 人 物 が 近年 の 
GURU? の ギタ リス 、 し か も つい この 間 、 マ ニ ・ ノ イマ イア ー と の デ 
ュ オ 、TIERE DER NACHT で 「Hot Stuff」 を 共 作 し た と 来れ ば 、 
あま り に も ドイ ツ 過 ぎ て 往年 の ファ ン を 喜ば せ そ う 。 作風 は この 前 
の デュ オ 作 に 近く 、 全 35 曲 、 基 本 的 に イン プロ ヴァ イズ ド ・ ミ ュー 
ジッ ク 。 同 時 期 に 出 た マニ の 丸い 変 な CD に 匹敵 する クオ リティ で 、 
こち ら は ギタ ー も の と 思え ば 、 当 た ら ず と も 遠から ず 。 両 者 各々 に 
創意 的 趣味 に 走っ て いて 面白 い 。FMP、 リコ メン 系 の フリ ー・ ギ タ 
2072 ルン (松本 ) 








ULI TREPTE 
Kick Up 
LP/Spacebox SP2 84 年 


ン 











全体 に ジャ ズン プ ブルー ス 色 が 濃く (ブル ー ス ハー プ を フィ ー チ ャ 
ー し た A② は 「 プ ルー・ プ ルー ス 」 と 名 付け られ て いる ) 、fiI や cl に よ 
る 中 近東 風 の 演 奏 が 続く 。 し か し 、 ウ リ 自 身 に よる 荒涼 殺伐 と し た 
ヴォ ー カ ル と 、 ガ サガ サ と こわ ば り 、 身 を た わ め な が ら 、 く ぐも っ 
た 只 り 声 を あげ 続け る ベー ス (B①)。 あ る い は メデ ィ ア の 荒廃 を 即 
物 的 に 映し 出し た 歌詞 を ぶっ きら ぼう に 読み 上 げ て いく 声 と 、 北 重 
に も 交錯 する イン プロ ヴィ ゼー ショ ン (A④) … 至 る と ころ に 、 ザ 
ラ ザ ラ と し た 現実 の モノ と し て の 手触り / ど こま で も 内 面 化 で きぬ 
異物 感 を 感じ 取る こと が で きる 。 グ ル グ ル に お いて も 、 サ ウン ド の 
欄 は グ ョ (02 三 の テクニック で 8 も ガン リル E の 中 レラ クト ロク 
ス 操 作 で も な く 、 ト レプ テ の 強固 な 意志 に あっ た 。 (福島 ) 





L.S.BEARFORCE 
L.S.Bearforce 
LP/Up Art 001 '83 年 








Lotus Schmidt、Mani Neumeier、Edmund Heimann、Edgar 
Hofmaan、 Winfried Beck ら に よる 作品 。 白 ビ ニー ル と ピク チャ ー 盤 
の 2 種類 の フォ ー マ ッ ト で リリ ー ス され た 。 リ ー ダ ー で ある Schmidt 
の 地 を 吐 う よう な 重く タイ ト な ベー ス と 、Neumeier の 重い ドラ ミン 
グ が 、 強 固 で プリ ミ テ ィ プ な リズ ム を 繰り 出し て いる 。 小 気味 良く 
切れ る Heimann の ギタ ー に 加え 、 Hofmann の サッ クス と フル ー ト 、 
Beck の コン ガ が 一 体 と なか っ て 、 そ れ ぞ れ の 曲 を と て も 躍動 感 に あふ 
れる も の に 仕上 げ て いる 。 聞い て いる うち に 思わ ず 体 が 動き だ し て 
し まう よう な 、 フ ィ ジ カル な 内 容 で ある 。 次 の ステ ッ プ で は どの よ 
う な 手法 を ひね り 出 し て くる の か 、 大 い に 期 待 が 持て る ユニ ッ ト の 
作品 で ある 。 (Helmut) 





ど ち 





EMBRYO 


@ 小 山 哲 人 


十 数 年 前 、 我 が 国 で 最初 の < ユー ロ ・ ロ ッ ク > の ブー ム が 
起こ っ た 頃 、 な ん と 言っ て も 一 番 人 気 だ っ た の は ジャ ー マ ン ・ 
ロッ ク で ある 。 な に し ろ フ ァ ウ スト の 1st が 10 万 円 近く で 取引 
され て いた 時 代 だ 。 そ れ ま で 主 に プリ ティ ッシュ 系 の スト レー 
ト な ロッ ク し か 馴染 み の な か っ た われ われ は 、 あ の 異様 な ま 
で に 重く (ある い は 軽く )、 観 念 的 な サウ ンド こそ < 出口 な し > の 
ロッ ク を 異化 / 転 生 す る も の だ と 信じ て 疑わ な か っ た 。 ポ ボッ プ 
と アヴァ ン ギ ャ ルド を 軽々 と 往復 する カン 、 ク ラフ ト ヴ ェ ル ク や 
ノイ が 唱和 し た ロッ ク 未 来 派 の オプ ティ ミズ ム 、 野 変 さ を む き 
だ し に し て 彼岸 の サイ ケ デ リア へ 到達 を めざす アモ ン ・ デ ュー 
ル 。 い ずれ も が ロッ ク が 未だ < 音楽 > で し か な いこ と を 笑い 、 
別 な 次 元 で の 知覚 体験 を 用 意 し て くれ た の で ある 。 








そう し た ジャ ー マ ン ・ ロ ッ ク が も っ と も 衆目 を 集め た 当時 に 
あっ て も 、 エ ンプ リオ は 極端 に 人 気 の な い バ ンド だ っ た 。 か な 
り 初期 に 国内 盤 が 発売 され 、 知 名 度 だ け は それ な り に あっ 
た に も か か わら ず 。 

ミュ ン ヘ ン を ベー ス と する ア モン ・ デ ュー ル II・ フ ァ ミ リー の 
別 ユ ニッ ト と し て デビ ュー し た エン プリ オ は 、 最 初 の 2 枚 の ア 
ル バ ム 「Opal」「Embryo's Rache」 で は 本 家 AD II と さほど 
差異 の な い 音 楽 を 演奏 し て いた 。 彼 ら の 音楽 が 独自 性 を 主 
張 す る よう に な っ た の は 772 年 の 第 3 作 「Father Son Andg 
Holy Ghost」 あ た りか ら で 、 ベ ー ス が 刻む 重苦しい リフ は ま 
だ ADII の 影響 の 圏内 だ が 、 シ ター ル や マリ ン バ 、 ジ プシ ー 
風 ヴ ァ イ オ リン の エス ニッ ク な 味付け が 既に く ド イツ ・ ロ ッ ク > 
の ティ ビ ピカ ル な イメ ー ジ を 人 逸脱 し は じ め て いる 。 わ れ わ れ が ド 
イツ ・ ロ ッ ク に 思い 描い て いた イメ ー ジ と は つま り 、 英 米 の ロッ 
ク の フォ ル マ リ ズム に 対す る 異議 申し 立て で あり 、 先 述 し た よ 
うに 方 法論 は 様々 だ が 、 弁 証 法 的 レヴ ェ ル で は パン ク / ニ ュ 
ー・ ウ ェ イ ヴ と 共通 する も の だ っ た よう に 思う 。 

そう し た コン セ プ チ コア ル な アプ ロー チ で は な 〈《、 く エス ノ > と 


ら どど 


く < ジャ スズ ・ ロ ッ ク > を 折 表 する < 形式 主義 > の 立場 を 取っ た エン 
プ ブリオ は 、 当 時 の ジャ ー マ ン ・ ロ ッ ク ・ シ ー ン の な か で も 一 際 
ユニ ー ク か つ 孤 立 し た 存在 だ っ た 。 日 本 に 限ら ず 英 米 で も 、 
ジャ ー マ ン ・ ロ ッ ク の ファ ン と は すなわち プロ グレ ・ ロ ッ ク 、 あ る 
い は エク スペ リ メ ン タル ・ ロ ッ ク の 聞き 手 で あり 、 カ ン に せよ 
ファ ウス ト に せよ 、 バ ンド の レー ゾン デー トル と は そう し た 周囲 
の 評価 と 無関係 に は あり えな か っ た 。 今 日 に し て 思え ば 、 人 
一 倍 身勝手 な ファ ン の 思い 入れ な と 無縁 の 所 で 、 活 動 の 
場 を 確保 で きた の が エン プリ オ の 幸運 だ っ た と 言え よう 。 周 
知 の よう に 彼ら は 現在 も 活動 中 で あり 、 し か も 中 心 メ ン バ ー 
で ある クリ ス ・ カ ー ラ ー、 エ ドガ ー・ ホ フ マ ン 、 ロ マン ・ プ ンカ 、 ク 
リス チャ ン ・ ビ ュ シ ャ ー ル の 4 人 の 顔ぶれ は 20 年 前 と まっ た く 
変わ っ て いな い の で ある 。 

70 年 代 後半 以降 、 彼 ら は グル ー プ 初期 の 最大 の アイ デ 
ンティティー だ っ た ジャ スズ ・ ロ ッ ク の イデ ィ オ ム も 捨て 去り 、 
様々 な 地域 の 民俗 音楽 へ 傾倒 し て いく 。 ワ ー ル ド ・ ミ ュー ジッ 
ク が 一 般 化し た 現在 で は こう し た アプ ロー チ は な に も 珍し く な 
いし 、'70 年 代 の ドイ ツ で も ポポ ボル ・ ヴ ー の 神秘 主義 的 な 東 
洋 指 向 や カン の 疑似 民俗 音楽 シリ ー ズ “Ethnological 
Forgery Series? な どの 試み が あっ た が 、 エ ンプ リオ の 採 
用 し た 方 法 は その どれ と も 異な る も の だ っ た 。 す な わ ち 、 エ ン 
プリ オ の 音楽 を 補 直 す る 一 要素 と し て 民俗 音楽 を 用 いる の 
で な く 、 バ ンド が まる ご と く 旅 行 学習 団 y> と な っ て 現地 へ 乗り 
込み 、 地 元 ミ ュー ジ シ ャ ン と や っ た 押し か け セ ッ シ ョ ン を レコ ー 
ド 化し て し まう の で ある 。 こ れ が ボー ル ・ サ イモ ン や ステ ィング 
で あれ ば 、 や れ 異 文化 の 和 弱 だ の 文化 帝国 主義 だ の と い 
っ た 論議 に な る の だ ろう が 、 エ ンプ リオ は そん な 倫理 は どこ 吹 
《 風 と ば か り 、 妥 々 と し た フッ トワ ー ク で フィ ー ル ド ・ レ コー ディ 
ング の 旅 を 続け て きた 。 採 算 を 度外視 し て 彼ら が こう し た 活 
動 を 展開 で きる の は 、 バ ンド ・ デ ビュ ー 後 に メン バー が 大 学 
へ 入り 直し 、 一 応 も っ と も らし い 名 目 を 立て て ドイ ツ 政 府 や 私 
立 財 団 か ら 文化 助成 金 を 得 て い る 背景 も ある 。 

今年 発売 され た ば か り の 最新 作 「Ibn Battuta」 の スリ 
ー ヴ に は 、 過 去 十 数 年 間 に 彼 ら が 旅 し た ルー ト が 記さ れ て 
いる が 、 ア フリ カ 大 陸 西 岸 か ら 日 本 まで (エン ブリ オ が 来 日 し 
た の は 791 年 、 和 歌 山 で 行わ れ た "湯浅 祭り ? の た め 。 こ の 情 
報 は マー キー 誌 で も 事前 に チェ ッ ク で き な か っ た ) 、 彼 ら の よ 
うな マイ ナー・ バ ンド と し て は 驚異 的 な ほど の 広範 囲 だ 。 

昨年 初め て ベル リン を 訪れ て 、 ド イツ 社会 に 根 を 張っ た ト 
ルコ 系 移民 の コミ ュ ニ ティ ー の 強 さ を 納得 し た の だ が 、 エ ンプ 





MAIN ARTISTS 
エン ブリ オ 


リオ が こう し た 活動 を 選ん だ 理由 は 実は まだ よく 分 か ら な い 。 
再度 来 日 する 機会 が あれ ば 、 是 非 尋 ね て みた いも の 。 彼 ら 
が 発表 し て きた 数 多く の アル バム は 、 日 本 で は プロ グレ ・ フ ァ 
ン に も 、 ワ ー ル ド ・ ミ ュー ジッ ク の ファ ン か ら も ソ ッ ポ を 向 か れ た 


まま だ が 、 ロ ッ ク ・ ミ ュー ジ シ ャ ン が 雀 の 涙 ほど の 文化 助成 を 
得る に も 難儀 する の が この 国 の 現状 だ 。 エ ンプ リオ の 身軽 な 
活動 ぶり を 羨まし く 思 う の は 、 ぼ くだ け で な い だ ろ う 。 














EMBRYO 
Opal 
LP /Ohr OMM 56.003 70 年 


CD/(lta)Materiali Sonori MASO CD 
90012 





70 年 4 月 に 録 育 され た デビ ュー・ ア ル バ ム 。 正式 メン バー は ジョ 
ン ・ ケ リー (g) 、 エ ドガ ー・ ホ フ マ ン (s)、 ラ ルフ ・ フ ィ ッ シャ ー 
(b)、 ク リス チャ ン ・ ビ ュ シ ャ ー ル (ds) の 4 人 で 、 ベ ペッツ ィ ー・ ア 
ラー (vo) な ど 3 人 の ゲス ト を 迎え て いる 。 オ リ ジ ナ ル 盤 は ジャ ケ 
中 央 の 切り 込み 部 分 (へ その 緒 ? ) に ゴム 風船 の オマ ケ が 付け られ 
て いた 。 ジャズ ・ ロ ッ ク 色 は まだ 皆無 で あり 、 同 時 期 の ADII と も 共 
通す る 呪術 的 リズ ム に 乗っ て サッ クス や ヴァ イオ リン が コズミック 
な し プレ イ を 展開 する 。 復 刻 CD に は ホフ マン ビュ シャ ー ル 二 ロ ウ 
ター・ マ イト (b) の トリ オ に よる 69 年 8 月 の セッ ショ ン が 2 曲 、30 
分 弱 に 渡っ て 追加 収録 。、 ド ラム ズ は 定型 ビー ト を 刻ん で いる と は 言 
え 、 こ ちら は 殆ど 底無し 沼 の よう な イン プロ 大 会 。 (小山 ) 





EMBRYO 
Emhryo's Rache 


LP /United Artists UAS 29 2391 71 年 
CD/(lta.)Materiali Sonori MASO CD 
90050 





『 胎 児 の 逆襲 』 と いう 邦題 で か つて 何 度 も 国内 発売 され た 第 2 作 。 
日 本 で の エン プリ オ の パプ リッ ク ・ イ メー ジ は この アル バム に よっ 
て 決定 され た と 言っ て いい 。 ケ リー に 替わっ て ロマ ン ・ プ ンカ 日 
本 語 の ~ 文 化 " が 名 の 由来 だ そう で す ) が ベー ス で 参加 、 フ ィ ッ シ 
ャ ー は フル ー ト へ パー ト ・ チ ェ ン ジ し た 。 ベ ー ス や キー ボー ド の 弾 
く 定 型 リ フ の 上 で サッ クス 、 オ ル ガ ン が 延々 と ソロ を 繰り 広げ る 初 
期 エ ンプ リオ の スタ イル が 確立 され た 作品 だ 。 皆 が 好き 勝手 に 叩い 
て いる よう な パー カッ ショ ン が 未 整理 で 著 苦 し い が 、 フ ァ ル ファ イ 
ッ サ ・ オ ル ガ ン や メロ トロ ン が 醍 し 出す スペ イシ ー な 感触 は 魅力 的 。 
本 作 に 収録 の 「 ス ペイ ン 万 歳 、 で も フラ ンコ は ダメ 」 が 原因 で 72 年 
の スペ イン ・ ツ ァ ー が キャ ン セ ル さ れ た 経緯 が ある 。 (小山 ) 





【- メ ー】 








EMBRYO 
Father Son Amd Holly Ghosts 
LP/Liberty UAS 29 3441 72 年 





中 近東 、 南 アジ ア 圏 の 民族 音楽 を 素材 に する こと の 多い ドイ ツ ・ 
ロッ ク に お いて エン プリ ヨ の 場合 それ が 単なる モチ ー フ で な いこ と 
は 、 そ の 集大成 11 作 目 「Embryo's Reise」 に 顕著 で ある 。 ま た エイ 
プリ ル ・ レ ー ベ ル 設 立 、 イ ンド 、 ア フ ガ ニス タン 、 パ キス タン 等 、 
未 電化 地域 へ の 発電 機 導 入 コ ン サ ー ト 等 、 精 力 的 な 音楽 活動 は 特筆 
に 値する 。 ギ ター、 ベ ー ス 、 ド ラム の 他 サ ックス 、 フ ルー ト 、 ヴ ァ 
イオ リン 、 キ ー ボ ー ド 、 マ リン バ を 使用 し た ジャ ー ジ ー な 彼 等 の サ 
ウン ド 。 この 3 作 目 で は ベー ス を 軸 と し 、 よ り 和 柔軟 性 の ある 地味 な 
音 作 り で は ある が マリ ン バ を 潤滑 油 と し た 流れ の ある サウ ンド は ア 
コー ステ ィ ッ ク ・ ギ ター、 沙 ち 着き の ある フル ー ト 、 ヴ ァ イ オ リン 
を 部 分 的 に 配置 する こと に より 、 ア クセ ント を つけ て いる 。 (松本 ) 


EMBRYO 
Steig Aus 
LP/Brain 1023 '73 年 





プレ イン ム 移 籍 、73 年 に リリ ー ス され た 第 4 作 。 プ ンカ の 弾く サ 
ズ の アラ ビッ ク な イン トロ の 後 、 本 格 的 な ジャ ズ ・ ロ ッ ク に 突入 す 
る 。 と は 言っ て も 、 プ ブラ ンド X や ZA0 と 比較 すれ ば は る か に ルー ズ な 
演奏 で すず が 。 スリ ー ツ 表面 に < く フィ ー チ コア イシ グ ・ ジ ミニ ッ ュ ジャ 
クソ ン 〉> と クレ ジッ ト さ れ て いる 通り 、HABOOB、UTOPIA を 経た 
この 黒人 キー ボー ド 毒 者 の メロ トロ ン が 全編 に 重く 垂れ こめ 、60 年 
代 に ビュ シャ ー ル が ヴァ イブ 奏者 と し て その バ パンド に 加わ っ て いた 
大 物 ジ ャ ズ ・ ピ アニ スト 、 マ ル ・ ウ ォ ル ドロ ン の エレ ビ も 大 活躍 。 
いわ ゆる フツ ー の ユー ロ ・ ロ ッ ク ・ フ ァ ン が 身構え ず に 聞け る の が 
この へ ん の アル バム で し ょ う 。 ホ フ マ ン が アル ト と 持ち 換え で 演奏 
する ヴァ イオ リン の 黄 皆 た 響き も 哀 感 を 誘う 。 (小山 ) 





RocekSession 
LP/Brain 1036 73 年 





勢い まかせ の ワイ ルド な イン プロ ヴィ ゼイ ショ ン が それ な り の パ 
ワー と イン パク ト を 持っ て いた 前 作 と 比べ 、 ア ン サ ンプ ル の 整合 感 
を 重視 する よう に な っ た アル バム 。 ず いぶ ん と タイ ト に な っ た ビュ 
シャ ー ル と ヨー ク ・ エ ヴァ ー ズ の リズ ム ・ セ クシ ョ ン 、 ぶ ふた り の キ 
ー ボ ポー ディス ト も エレ ビ ピ と オル ガン に 担当 楽器 を 整理 する こと で す 
っ きり と し た ソロ を 聞か せる 。 長 尺 の 曲 ば か り ( 全 4 曲 ) 収 録 さ きれ て 
いる た め 中 だ る みす る 部 分 も ある が 、 初 期 エ ンプ リオ の めざし た < エ 
ス ノ ・ ジ ャ ズ ・ フ ュー ジョ ン >〉 が ほぼ 完成 し た の が 本 作 だ ろう 。 す っ 
か り ヴ ァ イ オ リン が 板 に つい た ホフ マン の プレ イ が 光る スロ ー・ ナ 
ン バ ー`Warm Canto* の 美 し さ は 特に 印象 的 。 前 作 と 同じ 73 年 に リ 
リー ス さ れ た 第 5 作 。 (小山 ) 


EMBRYO 
We Keep Om 
LP/BASF 2021865-3 74 年 





ドラ ム 、 マ リン バ 等 担当 の Christion Burchard を 中 軸 と する エン プ 
リ ヨ は 幾多 の メン バー 移動 を 重ね な が ら も 多数 の アル バム を 発表 し 
て いる 。 本 作 は 5th「 ロ ッ ク セ ッ シ ョ ン 」 に 続き 74 年 リリ ー ス され た 
が レコ ー デ ィング は 2nd「 エ ンプ リ ヨ ズ ・ ラ ッ ヒ ェ 」 に 参加 し て いた 
ロマ ン ・ プ ンカ (ギタ ー) を 再び 加え 更に チャ ー リ ー・ マ リア ノ ( サ 
ックス 、 フ ルー ト ) 等 を 迎え て 72 年 12 月 、 3 作 目 と 4th「 ス タイ ッ ヒ ・ 
アウ ス 」 と の 中 間 期 に 行わ れ て いる 。 サ ックス と ギタ ー が 前 面 に 出 
る こと に よる ジャ ズ へ の 傾倒 と 中 近東 色 の 濃い 民族 音楽 へ の 傾倒 が 
それ ぞ れ C.Burchard の ドラ ム と パー カッ ショ ン を 底辺 に 前 者 の パワ 
フル な 演奏 、 後 者 の 土 と 司 気 楼 が 舞う よう な 曲想 に 両極 化 さ れ て 
いる 。 非 常に アグ レッ シ ヴ な 作品 で ある 。 (松本 ) 








委 | EMBRYO 
Surfin 
LP/Buk 1722385-3 74 年 








独 BASF 傘 下 の Buk か ら 出 た 75 年 作 。 こ こ で は 正式 メン バー が ビュ 
シャ ー ル 、 プ ンカ 、 ウ ヴェ ・ ム ー ル リッ ヒ (b) の 3 人 と な り 、 マ ッ 
コイ ・ タ イナ ー や エル ヴィ ン ・ ジ ョ ー ン ズ ら と プレ イ し て きた 著名 
な アメ リカ 人 サッ クス 奏者 、 チ ャ ー リ ー・ マ リア ー ン ノ (sfl) が ホフ 
マン と 共に ゲス ト 参 加 し て いる 。 1 曲目 、 い き な り クラ ヴィ ネッ ト 
の 刻む ファ ン キ ー な ベー ス ・ ラ イン と 陽気 な ヴォ ー カ ル が 飛び 出し 
IGGGI 箇 了 穫 555 ま 95 十 269)002I0RS1N ツ (きも ラル クン 0 が ei203( 
な ん て いう ロイ ク 専 門 の バン ド も あり まし た っ け 。 2 曲目 の タイ ト 
ル は ずばり 「 今 日 の 音楽 」。 や は り 当 時 の 合衆国 製 流行 音楽 の 影響 が 
顕著 な の だ ろう が 、 ギ クシ ャ ク と し た 16 ビ ー ト が な ん と も ヘン で 、 
一 概 に 駄作 と は 言え な い チ ー プ な 味わい が ある 。 (小山 ) 





EMBRYO 
Live 
LP/April 0003 76 年 





前 作 あ た り で 一 般 的 ジャ ー マ ン ・ ロ ッ ク ・ フ ァ ン (? ) の 視野 か 
ら 殆 ど 消え 去っ て し まっ た エン プリ オ 。 本 作 も この ジャ ケッ ト で は 、 
買え と いう 方 が 無理 と いう も の 。 が 、 情 け な い スリ ー ヴ ・ デ ザイ ン 
と は 対照 的 に 、 初 の ライ ヴ ヅ ・ ア ル バ ム で ある 本 作 、 プ レイ は な か な 
か 気合 い が 入 っ て いる 。 収 録 は 76 年 2 月 で 、 ビ ュ シ ャ ー ル ププ ンカ ン 
マリ アー ノ プ ホフ マン ムール リッ ヒ ら を 中 心 と する 9 人 編成 の バ 
ンド に よる 演奏 だ 。 フ ァ ン キー な リズ ム ・ パ ター ン を 採用 し つつ も 、 
く < く フ ュー ジョ ン > と 呼ぶ に は 余り に イナ タ い イン スト ゥ ル メ ンタ ル は 、 
同時 期 の グル グル と 共通 する か も 知れ な い 。B 面 5 曲目 に は 「 頂 度 今 」 
な る タイ トル の ナン バー が 収録 され て いる が 、 特 に 日 本 情緒 を 意識 
し た 演奏 で は な い 。 (小山 ) 





らら 











EMBRYO 
Bad Heads Amd Bad 6ats 
LP/April 0005 76 年 





発売 順 は 「Live」 の 後 だ が 75 年 秋 に 録音 され た アル バム 。 この 年 、 
エン プリ オ は イタ リア 、 フ ラン ス 、 オ ラン ダ 、 ス イス へ の 7 週間 以 
上 に 渡る ツァ ー を 成功 させ た ほか 、 国 内 で も ビー レフ ェ ル ト ・ フ ィ 
ル ハ ー モ ニー・ オ ー ケ スト ラ と の 共演 コン サー ト を 行う な ど 、 精 力 
的 に 活動 し た 。 野 外 で の フリ ー・ コ ン サ ー ト へ 出演 する こと も 多く 、 
こう し た 経験 が PA や アン プリ フィ ケイ ショ ン に 頼ら な い 次 の ステ ッ 
プ の 布石 と な っ た らし い 。 前作 か ら 参 加 し て いる 黒人 女性 ヴォ ー カ 
リス ト 、 マ リア ・ ア ー チ ャ ー の 歌 を 大 々 的 に フィ ー チ ャ ー し た 演奏 
が 目立ち 、 曲 の 展開 に ヴァ ラ エ ティ が 出 て きた 。「Surfin」」 以 降 の 3 
作 の な か で は も っ と も まとまり の 感じ られ る アル バム だ 。 (小山 ) 





EMBRYO 
Emhryo's Reise 
LP/Schneeball 20 '79 年 














78 年 9 月 か ら 翌 年 3 月 に か け て 、 エ ンプ リオ は アフ ガニ スタ ン 、 
パキスタン 、 イ ンド を 訪れ た 。 楽 器 、PA は も ちろ ん 自前 、 音響 & 撮 
影 ク ルー、 メ ン バ ー と その 家族 総勢 20 名 以上 が トラ ッ ク と ヴァ ン を 
連ね て ドイ ツ か ら 陸 路 移動 する と いう 大 変 な ツァ ー で ある 。 こ の 2 
枚 組 LP は 『 エ ンプ リオ の 旅 」 と いう タイ トル 通り 、 そ の 様子 を ドキ 
ュ ユメ ント し た も の で 、 現 地 の ミ ュー ジ シ ャ ン と の セッ ショ ン 、 帰 国 
後に スタ ジオ で それ ら に ダビ ング を 施し た も の 、 パ ンド 単独 に よる 
演奏 な ど が 入り 乱れ て 一 大 パノラマ を 展開 する 。 初 め て 旅 し た アジ 
ア で 民衆 の 渦 の 中 に 飛び 込み 、 エ ンプ リオ は 大 い に 精 気 を 獲得 し た 
よう だ 。 従 来 路線 の ジャ ズ ・ ロ ッ ク に し て も 、 以 前 と は 比較 に な ら 
ぬ ほ と ど 活 気 の 減 っ た 演奏 で ある 。 こ れ は 傑作 で す 。 (小山 ) 


EMBRYO 
Ap0-Calynso 
LP/Schneeball 0010 77 年 





77 年 6 月 に スイ ス の サン ライ ズ ・ ス タ ジ オ で 録音 され た エイ プリ 
ル ・ レ コー ド で の 第 3 作 。 筆 者 は 初期 一 中 期 エ ンプ リオ の 音楽 を 形 
容 す る の に 、 そ れ な り に 愛情 を 持っ て < ウン コ な ジャ ズ ・ ロ ッ ク >〉 
な ど と 言う の だ が 、 そ れ に し て も この ジャ ケッ ト 。 ア タマ 痛く な っ 
て きた な ぁ 。 ピ ビュ シャ ー ル が 各種 パー カッ ショ ン と オル ガン に 専念 
し 、 ビ ュ ツ ・ フ ィ ッ シャ ー (ds)、 ミ ハエ ル ・ ヴ ェ ー マ イヤ ー (kbd) 
が 新規 参加 。 ブ プン カ や ビュ シャ ー ル の ワイ ルド な ヴォ ー カ ル が 久々 
に 聞け る せい で 、 演 奏 は ロッ ク 的 な 荒 っ ぽ さ を 取り 戻し た 気 も する 
が 、 基 本 路線 は 何 も 変わ っ て いま せん 。 ホフマン が バン プー・ フ ル 
ー ト の よう な 音色 で テー マ を 奏で る ^Amnesty Total” の 落ち 着い た 
演奏 が 聞き も の 。 (小山 ) 


EMBRYO 
Life 


LP/Schneeball 23 "8O 年 





79 年 の イン ド ・ ツ ァ ー の 際 交 流 が あっ た の だ ろう 、 翌 年 に エン プ 
リオ は バン ガロ ー ル に ある 伝統 打楽器 の 学校 < カル ナー タカ ・ カ レ 
ッ ジ ・ オ プ ・ パ ー カ ッ シ ョ ン > の 十 数 名 を ドイ ツ に 招き 、 共 演 コ ン 
サー ト を 催し た 。80 年 7 月 に ベル リン 、 ハ ンプ ブル グ 、 ハ ノー ヴァ ー 
で 行わ れ た ライ ヴ の 実況 盤 が 本 作 で ある 。 エ ンプ リオ 側 か ら は ビュ 
シャ ー ル 、 ホ フ マ ン 、 ム ー ル リッ ヒ 、 マ リア ー ノ ら 7 名 が 参加 。 収 
録 さ れ た 全 4 曲 の 内 3 曲 で 演奏 に 加わ っ て いる が 、 伝 統 音 楽 へ の 敬 
意 が 逆 に メン バー を 鞭 縮 させ て し まっ た よう で 、 炒 に こぢんまり し 
た プレ イ に な っ て いる の は 残念 。 付 属 の リー フレ ッ ト に は タプ ラ に 
類する 各種 パー カッ ショ ン の ポリ リズ ム が 分 析 さ れ て いて 、< 学 習 者 > 
で ある エン プリ オ の 立場 を 明らか に する 。 (小山 ) 





BIHiN7W EMBRYO 
Every Day Is Okay 


LP /Kateriali 0121 "84 年 
CD/(lta.)Materiali Sonori MASO CD 
90039 


RYDAYRGK 





イタ リア の <Materiali Sonori> か ら 続々 と 発表 され る エン プリ オ 
の 近作 群 だ が 、 ど れ も カ ヴァ ー・ デ ザイ ン が 一 様 に ダサ いた め 、 ワ 
タ シ の よう な 物好き で も 外見 と 内 容 を な か な か 識別 で きま せん 。 本 
CD が 、80 年 に グル ー プ 結成 10 周 年 記念 と し て 発売 され た ベス ト & 未 
発表 マテ リア ル 集 「Anthology」(Kateriali 0121) と 同一 だ と は 今回 
初め て 知っ た 次 第 。 タ イト ル 曲 は 「Surfin」 収 録 の “You Can Turn 
Me On” が 改題 され た だ け で 、 他 に も ドイ ツ 語 の 原題 を 英語 に 移し 
た だ け と いう 紛らわしい 既 発表 曲 が あ り ま す 。 新 規 登場 の 音源 で は 
珍し く プ ルー ス ・ ハ ー プ が フィ ー チ ャ ー さ れ た “Muhldorf/ (77 年 録 
斉 ) の へ ヴィ ー な 演奏 が 新鮮 。74 年 、78 年 の ライ ヴ も 3 曲 収録 。 

(小山 ) 





EMBRYO 
La Blawa Sparezzi 
LP/Schneeball 28 '81 年 





79 年 に 訪れ た カプ ー ル 、81 年 11 月 に ビュ シャ ー ル が 単身 滞在 し た 
カイ ロ な ど て で 収録 し た 音源 と ミュ ン ヘ ン で の スタ ジオ 録音 を 編集 し 
た 2 枚 組 。 リ ズム ・ ボ ックス を 導入 し た エス ニッ ク ・ テ クノ ( ?) 的 
な サウ ンド は 、 プ ンカ が この 後 結成 する 別 ユ ニッ ト 、 デ ィ ッ シ デ ン 
テン ( 別 稿 参照 ) の 原型 と な っ た と 思わ れる 。 当 時 の RIO 系 グル ー プ 
と 共通 する 屈折 感 も 感じ られ る アル バム 。 録音 時 期 、 場 所 も 様々 な 
ら メ ン バ ー も 流動 的 だ が 、 ク リス ・ カ ー ラ ー の 参加 に 注目 し た い 。 
あと 、^UIi Bassenge′ な る 変名 の ペー シス ト は 当然 ウリ ・ ト レプ テ 
で し ょ う 。 そ うい えば 、 ダ ン ボ ー ル ・ ケ ー ス に 荒っぽい シル クス ク 
リー ン ・ プ リン ト と いう アー ト ・ ワ ー ク も トリ プ テ の 「Space Box」 
と よく 似 て いる 。 (小山 ) 
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EMBRYO 

Zack 国 Mck 

LP /(lta.)Materiali Sonori MASO33026 
784 年 

CD/(lta.)Materiali Sonori MASO CD 
90038 





80 年 代 も エン プリ オ の < 世界 漫遊 > シリ ー ズ は 継続 し て いく が 、 
本 作 は 久々 に バン ド 単 独 で 録音 され た 84 年 の アル バム 。 バ ンド は ホ 
フワ マ ン 、 ビョン ジャー ニル 、 ヴ ツェ ー マ イ ヤー ブンカ を 中 導 と が る 7 大 
編成 と な っ た 。 マ リン バ や ヴァ イブ 、 各 種 パ ー カ ッ シ ョ ン が 刻む 細 
分 化 さ れ た リズ ム が サウ ンド の 桜 と な か っ て いる が 、 メ ロディ 楽器 と 
の 関係 が ポリ リズ ミッ ク な アン サン プル を 形成 する まで に は 至ら ず 、 
通り いっ ぺん の エス ノ ・ ニ ュー・ エ イジ ・ ミ ュー ジッ ク に 終わ っ て 
いる 。 す ぐに 各 人 の ソロ が 始ま っ て し まう ジャ ズ ・ ロ ッ ク 時 代 の 悪 
い 癖 (? ) は な か な か 直ら な いよ うだ 。 ブ ンカ が 弾く ウー ド を は じ め 、 
個々 の 楽器 演奏 は 何 度 も の 旅 の 経験 を 反映 し て か な り 熱 練 度 を 増し 
て き て いる だ け に 残念 。 (小山 ) 


EMBRYO 

Africa 

LP /(lta.)Materiali Sonori 33036 
"85 年 

CD/(lta.)Materiali Sonori MASO CD 
90022 





85 年 初期 、 エ ンプ リオ は ナイ ジェ リア の ラゴス を 訪れ 、 現 地 の パ 
ー カ ッ シ ョ ン ・ グ ルー プ と 共演 し た 。「Embryo & Yoruba Dun Dun 
Orchcster」 (Schneeball 1043 12) に 続い て 発表 され た 本 作 、 双 方 の 
混成 メン バー に よる < ドゥ ンド ゥ ン オル ケス ター> 名 義 の 録音 も 含 
まれ て いる か ら 、 そ の 続編 と 言っ て いい だ ろう 。 リ ー ド ・ ド ッ ゥ ンド 
ゥ ン を 操る ムラ イナ ・ オ イェ ラミ 率い る アフ リカ 勢 の ポリ リズ ム が 
や は り 強 力 で 、 ま た し て も エン プリ オ は 影 が うす い 。 ラ ゴス と 言え 
局 史 ロッ ピード の スー パー・ ス ター、 フ ェ ラ ・ ク テイ の 本 拠 地 で 
あり 、 よ り コ ン テ ン ポラ リー な ポ ビ ュ ラ ー・ ミ ュー ジッ ク が 根付 い 
て いる 都市 だ け に 、 も うち ょ っ と 違っ た 展開 を 望み た か っ た 。 

(小山 ) 





EMBRYO 
Turm Peace 


LP /EFA-Schneeball 01045/08 90 年 
CD/Schneeball 10452 





89 年 2 月 か ら 9 月 に か け て 、 ド イツ 国内 で 行わ れ た コン サー ト か 
ら 収 録 し た ライ ヴ 盤 。 パ ンド 結成 20 周 年 を 祝う べく 集まっ た ゲス ト 
は 久々 の 復帰 と な る ウォ ルド ロン 、 カ ー ラ ー の 他 、 ペ ー タ ー・ ミ ヒ 
ャ エル ・ ハ ー メ ル と いっ た 意外 な 人 物 も 。 世 界 各 地 を 旅 し た 80 年 代 
の 総決算 的 意味 を 持つ アル バム で 、 ワ ー ル ド ・ ミ ュー ジッ ク が 一 部 
先進 消費 大 国 で トレ ンド と な る は る か 以前 か ら ロ ッ ク プ ジャ ズ ノ 民 
俗 音 楽 の 境界 線上 で 活動 し て きた 誇り と 重み が 感じ られ る 。 戦 闘 的 
な ジャ ズ 批 評 で 知ら れる ヨアヒム ・E・ ベ ー レ ント が 「 ア メリ カ に は 
エン プリ オ に 類する よう な ワー ルド ・ ミ ュー ジッ ク の グル ー プ は 存 
在 し な い 」 と 語る ライ ナー・ ノ ー ト も 感動 的 だ 。 (小山 ) 


EMBRYO 
Ihn Battuta 
CD/Schneeball INDIGO 1052-2 '94 年 





『 三 大 陸 周 遊記 」 を 著 し た 14 世 紀 の 旅行 家 、 イ プン ・ バ パッ トゥ ー タ 
の 足跡 に 、 バ ンド て で 歩ん だ 旅程 を 重ね 合わ せ て 制作 され た コン セ プ 
ト ・ ア ル バ ム 。91 年 に 来 日 し た 際 の 写真 が スリ ー ヴ に 使わ れ て いる 
が 、 内 容 は 別に ジャ パネ スク し て いる わけ で な く 、 テ ー マ に 沿っ て 
アラ ビア ー イ ンド の 土 芽 音 楽 の 勾 い を 強く 漂わ せ た も の 。 本 文 原稿 
に も 記し た が 、 エ ンプ リオ の 民俗 音 楽 の 摂取 方 法 は まず 現場 の スタ 
イル を そっ くり 再現 する こと か ら 始 まっ て お り 、 音 だ け 聞 いて これ 
を 演奏 し て いる の が ドイ ツ の 白人 バン ド だ と は 誰 も 思わ な い だ ろ う 。 
ブック レット で 謝辞 が 捧げ られ て いる 大 勢 の 人 々 の 中 に は 、 な ん と 
マイ ク ・ パ トゥ & オ リー・ ハ ルソー ル の 名 も ある 。 ひ ょ っ と し て 交 
流 が あっ た ん で し ょ うか 。 (小山 ) 
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DISSIDENTEN 
Out Of ThiS World 


LP /Sire Records '89 年 
CD/Sire Records 9 26030-2 
ワー ナー バイ オニ ア WPCP-3419 





生憎 、 詳 し い 情 報 を 持ち 合わ せ て いな い の で 、 取 り 敢 え ず EMBRYO 
の 周辺 バン ド と し て の 紹介 を させ て いた だ く 。DISSIDENTEN は !'80 
年 代 後半 か ら ド イツ て で 大 変 な 人 気 を 得 て い る ワー ルド ・ ミ ュー ジッ 
クス ハニ ツク ピード Ro パンド 7 だ 還 ンジ ン 7 バ 二 は ジーRIo ヨ コッ シン 
(HI、weg) 、 マ ー 呈 ご ・ ク ライ ン (hkD、d。vo)、 ウ ー ラ ェ ・ ミ ュ ル リッ 
ヒ (g、 b、 vo) の 3 人 。 全員 EMBRYO に 在籍 し て いた こと が ある らし 
い 。EMBRYO は 現在 ワー ルド ・ ミ ュー ジッ ク の 元祖 と し て 高く 評価 
され て お り 、 そ の 代表 的 派生 パン ド が DISSIDENTEN と 認知 され て い 
る 。 本 作 で は いき な り ポ ッ プ ・ サ ウン ド が 省 裂 する が 、 次 第 に 興味 深 
い ワ ー ル ド ・ ミ ュー ジッ ク の 実験 が 展開 し 、 か な り 面 白い 。 尚 、 ヤ ス 
パー・ フ ァ ン ト フ の PILI PILI と は 相互 に 緊密 な 交流 が ある 。 (坂本 ) 





SIEGFRIED SCHWAB 
Meditation 
LP/Melosmusik GS 701 79 年 





Sigi Schwab こ と ジー ク フ リ ー ト ・ シ ュ ワ プ は 、 か つて Wolfgang 
Daunem と 活動 し 、 そ の 後 の 71 年 一 772 年 に か け て は EMBRYO に 在籍 
し て いた 経緯 が ある 。 その 後 も クラ ウス ・ ド ルディ ン ガ ー の バン ド 
に 参加 する な ど 、 ど ちら か と 言う と ジャ ズ ・ サ イド の ギタ リス ト だ 
が 、 こ の アル バム を 聴く と 、 近 年 の AS HRA と CLUSTER & ENO を 
合わ せ 民 族 音楽 色 を そえ た よう な 音楽 に な っ て いる 。 それ は ニュ ー 
エイ ジ 系 の ギタ リス ト 作 と いう 印象 も も る 。 い ずれ に し て も 朝露 を 
想起 させ る よう な す が す が し さ が 強く 、 肌 目 細 や か で も ある 。 他 に 
も 数 々 の アル バム を 出し て いる の で 、 興 味 の あ る 人 は 追っ た 方 が よ 
さそ うだ 。ac-g と 薄 っ す ら と か すむ よう な エレ クト ロニ クス の 調合 
が いい 。L. マ クドウ エル ・ フ ァ ン は 必聴 。 (松本 ) 
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神秘 な る 音 の 木 層 
ボボ ル ・ ヴ ー の 誕生 か ら 円 吉 攻 へ の 委 
@ 山 崎 沿 洋 


ポポ ル ・ ヴ ー と は すなわち リー ダー で ある フロ ー リ アン ・ フ リ 
ッ ケ 自身 で ある 一 と 、 い ささ か 極論 じみ て いる が 、 こ う 言 い 
切っ て し まっ て も 良い と 思う 。 彼 の 音楽 に 対す る アプ ロー チ が 
ー ポ ポル ・ ヴ ー の 音楽 を 変化 させ て きた の で ある か ら 。 

ポポ ル ・ ヴ ー の 音楽 は 771 年 の デビ ュー 作 か ら 現 在 に 至る 
まで 、 自 然 や 神秘 と いう も の を テー マ に ゲル マン 的 な ロマ ン 
ティ シズ ム を 友 に し た 幻想 的 な 音楽 を 創り 続け て きた 。 

20 年 以上 の 間 に 手 法 こ そ ゆ る や か な 変化 を みせ て は いる 
が 、 サ ウン ド ・ コ ン セ プ ト と も いえ る 前 述 の スタ イル は いさ さか 
も 変化 し て いな い 。 こ の 比類 な さき アイ デン ティ ティ を 持っ た ポ 
ポル ・ ヴ ー の 音楽 と は いか な る 経過 を 持っ て 形成 され て いっ 
た の か 。 今 一 度 、 こ こ で その 歴史 を た どり な が ら 考 えて みる こ 
台 避 まう 8 


1960 年 代 の 初め 、 当 時 16 才 だ っ た フロ ー リ アン ・ フ リッ ケ 
は ヴェ ルナ ー・ ヘ ルツ ォ ー ク (当時 18 歳 ) と いう 偉大 な 友人 を 
持っ た 。 ヘ ルツ ォ ー ク は 御存知 の よう に 、 今 で は 中 堅 の ドイ ツ 
映画 の 監督 で ある 。 以 後 、 彼 等 の 友情 は 現在 まで 続き 、 ヘ ル 
ツ ォ ー ク の 映画 の サウ ンド ・ ト ラッ クス を し ば し ば 受け 持つ ば 
か り で は な く 〈、 時 に は 映画 出演 まで する と いう 親密 な 関係 が 
保 た れ て いる の で ある 。 彼 等 は 音楽 と 映画 と いう アプ ロー チ 
さえ 異な る も の の 、 同 じ よ うな 信念 や 発想 を 持ち 、 表 現し て い 
きた いと 考え て いた 。 あ る 日 、2 人 は ミュ ン ヘ ン 大 学 の 図書 館 
て 不思議 な マヤ 文明 の 教典 を 客 訳 し た 本 に 出会っ た 。 こ れ 
が 「 ポ ポル ・ ヴ ー」 と いう タイ トル で あり 、 グ ルー プ 名 の 由来 で 
ある 。 

'60 年 代 の 後半 に 、 フ ロー リア ン ・ フ リッ ケ は 巨大 な ムー ク ・ 
シン セ サ イ ザー を 購入 し た 。 当 時 の フリ ッ ケ は 、 か の 狂気 王 
ルー ト ヴ ィ ッ ヒ が 君臨 し た 、 ア ルプ ス の 攻 に ある バ ヴ ァ リ ア 地 
方 の 山 術 に ある 大 き な 上 旧家 に 住ん で お り 、 ム ー グ ・ シ ン セ サ 
イザ ー で 彼 の 音楽 を 創り 出す こと に 熱中 し て いた 。 シ ン セ サ 
イザ ー/ エ レク トロ ニク ス 系 の サウ ンド と いう と 、 そ の パイ オニ 
ア と し て タン ジェ リン ・ ド リー ム や クラ ウス ・ シ ュ ル ツェ の 名 が 
有名 で ある が 、 タ ンジ ェ リ ン ・ ド リー ム は 初期 に 於 いて は オル 
ガン を 主体 と し た サウ ンド で シン セ サ イ ザー を 使用 し て お ら 
ず 、 ま た 、 ク ラウ ス ・ シ ュ ル ツェ が ドド ラム を 捨て て シン セ サ イ ザ 
ー・ サ ウン ド を 追求 し 出し た 時 、 彼 は フリ ッ ケ の ムー グ を 購入 
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し た と いう 事実 で も 明白 な よう に 、 フ ロー リア ン ・ フ リッ ケ こ そ 
が 、 ム ー グ ・ シ ン セ サイ ザー に よる ドイ ツ ・ エ レク トロ ニク ス 系 の 
パイ オニ ア で あっ た と 断言 で きる だ ろう 。 フ リッ ケ が ムー グ ・ シ 
ン セ サイ ザー を 使用 し て 制作 し た アル バム は 、 フ ァ ー ス ト 
「Affenstunde」、 セ カン ド 「In Den Garten Pharaos」、 そ 
し て 「Aguirre」 の 3 作 に 過ぎ ず 、 そ れ 以 後 は エレ クト ロニ クス 
の 限界 を 感じ た と し 、 ア コー ステ ィ ッ ク な 作風 に 移行 し て いく 。 
し か し 、 こ れ ら 3 作 で 聴け る サウ ンド は 、 非 常に 豊 億 な 空間 を 
有 し て お り 、 今 聴い て も 全く 古 さ を 感じ させ な い 程 に 完成 され 
た 芸術 で あっ た と 思う 。 さ ら に 、 自 然 と いう も の の 神秘 ( 夜 の 
湖 、 オ リエ ンタ ル ・ ム ー ド 漂う 森林 の 描写 等 ) を 印象 派 的 アプ 
ロー チ で エレ クト ロニ クス で 表現 する こと に よっ て 作品 を 形成 
し て いく と いう 手法 は 、 他 の エレ クト ロニ クス 系 アー ティ スト の 
どれ と も 一 線 を 画す る ユニ ー ク な も の で 、 強 いて いえ ば 、 数 年 
後に クラ スタ ー が 表現 し た (「Sowiesoso」 以 降 の 作品 。 ク 
ラス ター& イ ー ノ が 代表 作 だ ろう ) 世界 が 同 傾向 の も の で あ 
る と いえ る だ け で ある 。 多 く の ア ー テ ィ ス ト が 未知 の 電子 音 と 
いう イメ ー ジ か ら 宇 宙 的 な サウ ンド や 形 面 上 的 な サウ ンド を 
求め た の に 対し 、 エ レク トロ ニク ス と いう 当時 最 先 端 の 楽器 
を 自然 へ と 回 帰 さ せよ うと し た フリ ッ ケ の 手法 に は 非凡 な も 
の を 感じ る 。 

72 年 に な か る と 、 フ リッ ケ は ムー グ に よる 音 創 り を 止め 、 ア コ 
ー ス ティ ッ ク な 楽器 を 使用 する こと に な る 。 こ の 頃 か ら タ イト ル 
等 も 神 へ の 贅 歌 的 な 内 容 の も の が 増え て いく 。 し か し 、 フ リッ 
ケ の 表現 する 神 と は 、 キ リス ト 教 の 神 で は な 〈、 よ り 自 由 な 発 
想 の 元 に 古今 東西 の 特定 の 神 を さ し し め る も の で は な く 、 強 
いて いう な ら 、 フ リッ ケ 自 身 の 心 に 描く 神 へ の 替 届 と いう べ 
きも の で ある と 思う 。 そ うい う 神 へ の 偽 歌 / ミ サ 曲 と し て で き あ 
が っ た の が サー ド ・ ア ル バ ム で ある 「Hosianna Mantra」 で 
ある 。 ピ アノ を メイ ン に 、 韓 国人 女性 ヴォ ー カ リス ト 、 デ ィ ヨ ン ・ 
ユン を 迎え ん 、 グ ルー プ 「 ギ ラ 」 の ギタリスト 、 コ ニー・ フ ァ イ ト を 始 
め 様 々 な ゲス ト を 迎え て 創 ら れ た 比類 な き 透 明 感 を 混 え た ミ 
サ 曲 で ある 。 後 の 作品 より 即興 的 要素 が 強く 、 そ の 分 、 豊 鏡 
な イメ ー ジ を 聴く 者 に 与え る こと と 思う 。 こ の アル バム と 前 作 
の 2 作 は ピル ツ ・ レ ー ベ ル と いう マイ ナー・ レ ー ベ ル か ら の 発 
表 で 、10 年 以上 も 前 に は 見 る こと も まま な ら ぬ 程 の 貴重 盤 
で 、 こ れ ら の 美しい ジャ ケッ ト を 手 に し た 時 の 興奮 は 今 で も き 


ア づ 


の う の こ と の よう に 想い 出す 僕 の な つか し い 想 い 出 と し て 
蛇足 な が ら 書 き 添 えさ せ て ほし い 。 

し ば し の ブラ ンク の 後 、74 年 に 「Seligpreisung」 を 発表 。 
前 作 で の ギタ リス ト 、 コ ニー・ フ ァ イ ト に 加え 、 新 た に ダニ エル ・ 
フィ ッ ヒ ェ ル シャ ー と いう ギタ リス ト を 迎え て の 第 一 作 で ある 。 
コニー の ギタ ー が どちら か と いう と 持続 音 を メイ ン に し た も の 
で ある の に 対し 、 ダ ニ エ ル の それ は 、 時 と し て ピア ノ と の 共存 
を 可能 と する メロ ティ を 浮き 出さ せる 種 の 奏法 を し て いる 。 全 
体 の 印象 と し て 、 よ り ク ラ シ カ ル な 、 ア レン ジ さ れ た 楽曲 が 増 
え 、 洗 練 さ れ た 印象 が 強い 。 

翌 '75 年 の 「Einsjager & Siebenjager」 に な る と 、 ダ ニ 
エル の ギタ ー と フロ ー リ アン の ピア ノ と の アン サン ブル が メイ 
ン に な り 、B 面 の 20 分 弱 の 大 曲 は 、 ア レン ジ さ れ た 楽曲 と し て 
の 大 曲 と いう こと で 、 初 め て の 試み で あっ た ろう と 思う 。 

同 75 年 の 「Das Hohelied Salomos」 と 翌 '76 年 の 
「Letzte Tage Letzte Nachte」 は 5 作 目 で の スタ イル を 
発展 させ て いっ た も の で 、 さ ら に 力強い ギタ ー や パー カッ ショ 
ン に よる ダイ ナミ ズム を 加え る こと に よっ て 新鮮 な 作風 を 感じ 
させ て いる 。 

次 作 と し て 発表 され た 「Aguirre」 は 、 発 表 年 こそ 76 年 だ 


が 、 以 前 の エレ クト ロニ クス 時 代 に 創 ら れ た 作品 で ある 。 こ こ 
で の 表現 力 は 熱 成 し た 感 が あり 、 夢 幻 的 な イメ ー ジ も 豊か さ 
を 感じ きせ て いる 。 フ リッ ケ の 代表 作 の 一 つと し て 推し た い 一 
枚 だ 。 
"77 年 の 通算 9 作 目 の 作 品 「Yoga」 は イタ リア の み の 発売 
で ある 。 こ の 作品 は 他 の ポポ ボル ・ ヴ ー の 作品 群 と は 違う 、 イ ン 
音楽 自体 を 収録 し た も の で 、 お そら く イ ンド 人 達 に よる 演奏 
で 、 演 奏 に は フリ ッ ケ は 関与 し て は いな いと 思わ れる 。 ど うい 
う 理由 で この 作品 が イタ リア 盤 の み と い う 形 で ひっ そり と 発 
表 さ れ た の か は わか ら な い が 、 ポポ ル ・ ヴ ゲー の ディ スコ グラ フ 
ィ に 不思議 な 彩り を 与え て いる こと だ け は 事実 だ 。 
駆け 足 で '77 年 まで の ディ スコ グラ フィ を 追っ て みた 。 こ こま 
で の 作品 群 を 通し て 聴い て みた 時 、 ポ ポル ・ ヴ ゲー の イデ ティオ 
ム は この 時 期 ま で で ほぼ 出 て いる よう に 思う 。 以 後 の 作品 群 
は これ ら の モチ ー フ を より 熱 成 させ る 方 向 に 進ん で お り 尋 味 
深い 。 





アブ 


"75 年 「 ガ ラス の 心 」 以 後 
ーー 「 外 数 」 の た と えー 
e 松 本 中 率 


フリ ッ ケ が 旧約 聖書 を 題材 に し た 時 期 、 す な わ ち 773 年 
の 「Hosianna Mantra」 か ら 76 年 の 「Letzte Tage 
Letzte Nacht」 に 至る 期間 で 、 最 も ポポ ル ・ ヴ ー の 音楽 を 
代弁 し た の は 、 デ ィ ヨ ン ・ ユ ン だ っ た よう に 思え る 。 フ リッ ケ が 、 
彼 の 一 貫 し た 音楽 観 を 、 旧 約 聖書 の キリ スト 教 世界 観 と い 
う 具 体 的 な フィ ルター を 通し て 、 よ り 音 楽 、 響 き と し て 実現 する 
際 、 ユ ン の ソプラ ノ ・ ヴ ォ イ ス は 好 材 だ っ た に 違い な い 。 
「Hosianna Mantra」 は 、 そ うし た フリ ッ ケ の 音楽 を 具体 化 
し た モニ ュ メ ンタ ル な アル バム だ が 、 ユ ン の 占め る 役割 に つ 
いて 言え ば 、 コ ニー・ フ ァ イ ト の ギタ ー、 ロ ベル ト ・ エ リス ク の オ 
ー ボ エ と 同じ 位置 で し か な い 。 彼 女 が ポポ ル ・ ヴ ー を 代弁 し 
た の は 、「Das Hohelied Salomos」('75) で ある 。 こ の アル 
バム は 、 ま る で ディ ヨン ・ ユ ン に 捧げ られ た フリ ッ ケ の キリ スト 
教 旧約 聖書 、 カ トリ ッ ク へ の オマ ー ジ ュ の よう だ 。 


一 人 脈 か ら 見 た ボボ ル ・ ヴ ー 

70 年 代 後半 以後 の ボボ ポル ・ ヴ ー を 人 脈 か ら 斬 っ た 場合 、 
大 きく は 二 つ に 分 ける こと が で きる 。 一 つ は 、'76 年 か ら 79 年 
へ の 流れ 、 も う 一 つ は 、"79 年 以後 の 期間 で ある 。 


①'76 年 一 779 年 

旧約 聖書 を 扱っ た 時 期 を 過ぎ た フリ ッ ケ は 、 イ タリ ア PDU 
か ら の 要請 で 「Yoga」 を 製作 し た 後 、 旧 友 ヴ ェ ル ナー・ ヘ ル 
ツ ォ ー グ の 映画 「 ガ ラス の 心 」 の サン トラ を 担当 する 。 ア ル バ 
ム は 、 フ ラン ス で 「Coeur De Verre」、 ド イツ で は 「Herz 
Aus Glas」 と し て 、 各 々 '77 年 に リリ ー ス され た が 、 映 画 自体 
は 776 年 発表 の も の だ 。 宗 教 色 の 強い サウ ンド と フリ ッ ケ 、 
フィ ッ ヒ ェ ル シャ ー の ユニ ッ ト は 一 貫 し て いる も の の 、 こ こ で 
AMON DUUL II、RALF NOWY の アル バム 、BETWEEN 
の 「Hesse Between Music」('75 年 ) 、 そ し て ポポ ル ・ ヴ ー 
の 「Das Hohelied Salomos」 で セッ ショ ン 参 加 し て きた シタ 
ー ル 奏者 、Alois Gromer を メン バー と し て 迎え る 。 翌 '78 年 
に も ヘル ツ ォ ー グ 監督 の 映画 「 ソ ス フ ェ ラ トゥ 」 の サン トラ を 製 
作 し 、 更 に BETWEEN の オー ボ エ 奏 者 ロベルト ・ エ リス ク ら 
の 参加 を 得る 。 

これ ら 2 作 、「Coeur De Verre」 と 「Bruder Des Scha- 
ttens-…」 は 、 サ ント ラ 盤 で は ある も の の 、 実 際 に 映画 の 中 で 
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使用 され て いる 曲 は 、 わ ず か で 、 む し ろ 、 サ ント ラ 製 作 依頼 を 
受け て 作ら れ た ポ ボ ポル ・ ヴ ー の オリ ジ ナ ル ・ ア ル バ ム と 見 た 
方 が いい 。 

ヘル ツ ォ ー グ は フリ ッ ケ に この 時 期 の 製作 の 契機 を 与え 
た と も 言え て 、 彼 の 果たし た 役割 は 、73 年 か ら '76 年 に か け て 
の 旧約 聖書 を めぐ る 製作 の 代替 と も 言え る ほど の 性 格 を 持 
っ で いる 。 

この 2 作 を 経て '79 年 に フリ ッ ケ は 、 純 粋 な オリ ジ ナ ル ・ ア 
ル バ ム を 製作 する 。 そ の アル バム 「Die Nacht Der Seele」 
で は 、 レ ナー テ ・ ク ナウ プ を 正式 な ヴォ ー カ リス ト と し て 迎え 
て 、 彼 女 は 以後 の ポポ ル ・ ヴ ー の 重要 な ファ クタ ー と な る 。 単 
に ユン の 代替 と いう 以上 に 、 フ リッ ケ が キリ スト 教 を 題材 に し 
た 音楽 か ら 土 俗 的 な 、 原 始 宗教 を 想起 させ る 音楽 性 を 打ち 
出す 際 の フィ ルター が 、 ク ナウ プ だ っ た よう に 思え る 。 こ の ア 
ル バ ム は 、 新 旧 の メン バー が そろ い 、 次 作 「Sei Still-」 で 
更に 具体 化 さ れる サウ ンド の 布石 に な っ た 点 で 、 大 き な 分 岐 
点 に 当る も の だ 。 


②'79 年 以後 

「Die Nacht Der Seele」 の 土 俗 的 な 響き を 継い だ 「Sei 
St 一 」 が リリ ー ス され た の は 、'81 年 だ っ た 。 フ リッ ケ 、 フ ィ ッ 
ヒ ェ ル シャ ー、 ク ナウ プ の ユニ ッ ト が 、779 年 以後 の ポポ ル ・ ヴ 
ー で ある 。「Sei Still--」 は 、 フ リッ ケ 製 作 の ビデ オ 作 品 の サ 
ント ラ で も あり 、 彼 の 映像 へ の 関心 が ヘル ツ ォ ー グ を 通し て 
間接 的 に 実現 する 以前 に 表現 され た と いう 意味 で 、 頂 点 に 
ある アル バム だ 。 ク ナウ プ の 声 は 、 力 強 さ と ある 種 、 俗 っ ぽ さ 
が あっ て 、 こ れ が 土 俗 的 な 響き や イメ ー ジ を 想起 させ る に は 、 
ユン 以上 に 適切 だ っ た と 思え る 。 以 後 、 ポ ポル ・ ヴ ー は 基本 
的 に この ユニ ッ ト で 製作 を 続け て いく が 、 ア ル バ ム の テー マ 
か ら 見 る と 、'83 年 の 「Agape Agape」 と 純 ピ アノ 曲 *Spirit 
Of Peace” は 、 何 か の 題材 を 通し て フリ ッ ケ の 音楽 観 が 打 
ち 出 され る と いう 間接 的 表現 か ら 一 歩 進 ん で いる 。 フ リッ ケ 
の それ が 宗教 色 の 強い サウ ンド を も 上 回 っ て 、 タ イト ル に 表 
され て いる と 言っ て も 構わ な い だ ろ う 。 よ り フ リッ ケ 自 身 の 精 
神 に 音 や 響き の ピン ト が 合っ て きた と 見 た い 。 特 に 彼 の ピア 
ノ を 大 きく フィ ー チ ュ ア し た ~Spirit Of Peace” は 、 彼 自身 の 
音楽 の 原点 と も と れる 。 


ア ら 


MAIN ARTISTS 
ポポ ボル ・ ヴ ー 





82 年 の 「Fitzcarraldo」 と '87 年 の 「Cobra Verde」 は 、 
共に ヘル ツ ォ ー グ 映画 の サン トラ だ が 、 前 者 は 既成 曲 だ し 、 
両 作品 と も ポポ ル ・ ヴ ー は サン トラ の 一 部 を 担っ た に と ど ま っ 
て いる 点 で 76 年 一 79 年 の 時 期 の サン トラ 製作 に は 及ば な 
い 。 


ー ヴ ェ ル ナー・ ヘ ルツ ォ ー グ と の 関わ り 一 

ポポ ボル ・ ヴ ー は 「Hosianna Mantra」 以 前 の シン セ サ イ 
ザー・ サ ウン ド か ら 、 ア コー ステ ィ ッ ク ・ サ ウン ド に 変わ る の を 
期 に 、 以 後 を フリ ッ ケ 、 フ ィ ッ ヒ ェ ル シャ ー の ユニ ッ ト で 歩ん で 
きた が 、 も し 、 音 楽 や サウ ンド 以外 の 所 で ユニ ッ ト を 考え る な 
ら 、 映 画 監督 ヴェ ルナ ー・ ヘ ルツ ォ ー グ の 存在 を 抜き に する こ 
と は で き な い 。 
*'67 年 「 生 の 証明 」 

72 年 「 ア ギー レ ・ 神 の 表 り 」 

73 年 74 年 「 跳 虫 の 陶 独 と 層 惚 」 
* 74 年 「 カ スパ ー・ ハ ウザ ー の 謎 」 

76 年 「 ガ ラス の 心 」 


Z ど 6 


78 年 「 ノ ス フ ェ ラ トゥ 」 

81 年 「 フ ィ ッ ツ カ ラ ルド 」 

"87 年 「 コ プラ ・ ヴ ェ ル デ 」 

以上 が 、 フ リッ ケ が 何ら か の 形 で ヘル ツ ォ ー グ 映画 に 関 
係 し た 作品 で ある 。 * 印 の 作品 は 、 フ リッ ケ 自身 が 出演 し て 
いる も の 、 他 は サン トラ を 担当 し て いる も の だ 。「 跳 曜 の 孤独 と 
層 惚 」 は 、 テ レビ の 映画 シリ ー ズ 「 境 界 ス テー ショ ン 」 の 一 つ 
と し て 作ら れ た 45 分 の ドキ ュ メ ンタ リー で 、 サ ント ラ 盤 は 製作 
され て いな い 。 

ヘル ツ ォ ー グ は 、1942 年 9 月 5 日 ミュ ン ヒ ェ ン で 生ま れ た 。 
映画 製作 に つい て は 独学 。'60 年 代 は アメ リカ で テレ ビ 局 の 
仕事 を し て いた 。 処 女 作 は 、'62 年 の 短編 「 ヘ ラク レス 」。'67 年 
の 長編 処女 作 「 生 の 証明 」 で ベル リン 映画 新人 監督 賞 、 
72 年 の 「 ア ギー レ ・ 神 の 吉 り 」 で ベル ギー 映画 批評 家 協 会 
賞 、74 年 の 「 カ スパ ー・ ハ ウザ ー の 謎 」 で カン ヌ ヌ 映画 祭 審査 
員 特 別 賞 及 び 国 際 映画 批評 家 連 盟 賞 、81 年 の 「 フ ィ ッ ツ 
カラ ルド 」 で カン ヌ 映 画 祭 監督 賞 を 各々 受賞 し し いる 。 ド イツ 
映画 第 2 世代 の 一 衣 を 担う 監督 で 、 イ タリ ア の ネオ ・ リ アリ ス 


モ 、 フ ラン ス の ヌー ヴェ ル ・ ヴ ァ ー グ 、 ア メリ カ の ニュ ー・ シ ネ マ 
に 相当 する ニュ ー・ ジ ャ ー マ ン ・ シ ネ マ に 枠組 みさ れる 映画 監 
督 で ある 。 


ー フ リッ ケ = ヘル ツ ォ ー グ 三 キン スキ ー 

フリ ッ ケ の 一 貫 し た 音楽 姿勢 は 、 ヘ ルツ ォ ー グ の 脚本 や 
撮影 な どの 様々 な テク ニッ ク 面 を 度外視 し た よう な テー マ ヘ へ 
の 執着 と いう 製作 姿勢 で 共通 点 が ある 。 そ し て ヘル ツ ォ ー グ 
映画 の 、 隔 絶 さ れ た 世界 か ら の 視点 と いう テー マ を 最も 代 
表す る 俳優 が 、 ク ラウ ス ・ キ ンス キー で ある 。 ヘ ルツ ォ ー グ 映 
画 の 主人 公 は 、 ど れ も こ の 視点 を 持っ て いて 、「 ア ギー レ ・ 神 
の 幼 り 」 や 「 小 人 の 舞 宴 」「 聞 と 沈黙 の 国 」 の よう に 、 映 画 の 
舞台 や 、 逆 に 主人 公 が 何ら か の 特殊 な 性 格 ・ 性 質 を 持つ な 
どの 、 相 異な っ た 条件 を 引き 合わ せる こと で 、 視 点 を 逆転 さ 
せる 。 そ の 際 の 主人 公 の 一 方 的 な 視点 と 周囲 の それ と の キ ギ 
ャ ッ プ を 浮き 立た せる こと で 、 ヘ ルツ ォ ー グ は 時 に 風 田 を 込 
め 、 更 に は ドイ ツ 、 ヨ ー ロ ッ パ 精神 の (キリ スト 教 的 な ) 帝 国 主 
義 的 な 部 分 の 崩壊 へ も 言及 し て いく 結果 に な っ て いる 。「 ア 
ギー レ ・ 神 の 却 り 」 は 、 こ の テー マ が 最も 明確 に な っ て いる 点 
で 分 か り 易 い 。 フ リッ ケ と ヘル ツ ォ ー グ の 結び つき は 、 フ リッ 
ケ の 神秘 主義 的 な サウ ンド が 喚起 する も の に ある の で は な 
く 、 む し る 無骨 な まで の 貫徹 力 だ と 言え る し 、 そ れ は これ まで 
ヘル ツ ォ ー グ 映画 の 数 々 を 最も うま く 演じ る こと の で きた キン 
スキ ー に 、 イ メー ジ が 通じ る 。 

この 三 者 の 執念 に も 近い 独自 の 語法 へ の こだわ り と 、 そ 
の 果て に 三 者 が 見 て いる も の の 共通 項 を 指し て 、 一 般 に 彼 
ら の こと を ドイ ツ 的 ? と か "ロマン ティ シズ ム ? と 言っ て いる こ 
と だ け は 、 間 違い な い 。 ヘ ルツ ォ ー グ の 映像 が 、 ド キュ メン タリ 
ー で 培 れ た 現実 的 な も の で あっ て も 、 ポ ポル ・ ヴ ー の 音楽 の 
ミス ティ シズ ム と 通 底 する の は 、 ま さ に ここ だ ろう 。 ヘ ルツ ォ ー 
グ は 事 あ る ご と に 、 音 楽 の 重要 性 を 口 に する し 、 フ リッ ケ の 音 
楽 を 自分 の 映画 の ある 重要 な 部 分 を 言い 当て て いる と 言う 
の は 、 ま さ に ここ だ と 思え る 。 
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多く の シン セ サ イ ザー 奏者 が 、 そ の 電子 音楽 と いう 未知 へ の 期待 
感 か ら か 、 表 現 形 態 を 宇宙 や 人 間 の 内 的 宇宙 へ と 求め た の に 対し 、 
フロ ー リ アン ・ フ リッ ケ は シン セ サ イ ザー で 自然 を 描写 し よう と し 
た こと ろ が 独特 だ 。 電 子 と いう も の を 母 な る 大 地 へ と 回 帰 さ せる と 
いう 発想 は 、 一 見 奇抜 な よう で 、 理 に か な っ て いる と 思う 。 し か し 、 
シン セ サ イ ザー を こう し た 表現 手段 に 用 いた こと に より 、 彼 は シン 
セ サ イ ザー の 可能 性 に 意味 を 感じ な くも な っ た の で あろ う 。 こ こ に 
演奏 され て いる イメ ー ジ は 、 正 に アナ ログ 盤 の 内 ジャ ケッ ト に 描か 
れ た 世界 と 等 し い 。 夕 暮れ が 近づく 湖 に 、 次 第 に 家 導 が せま る 情景 
を シン セ サ イ ザー で 描写 し て いる の で ある 。 豊か な か イマ ジ ネ ー シ ョ 
ン を 持つ リス ナー に は 素晴らし い 夜 の 世界 が 目前 に 広がる 。 (山崎 ) 
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フロ ー リ アン ・ フ リッ ケ が シン セ サ イ ザー を メイ ン に 使用 し た 最 
後 の 作 品 。 こ こ で も あく まで 夜 を イメ ー ジ する 叙景 感 な 描写 が 行わ 
れ て いる が 、 た っ た 1 人 、 夜 の 湖水 に た だ ず む 人 間 に は 当然 、 訪 ず 
れる で あろ う 、 不 安 感 、 神 秘 、 孤独 感 を も 表情 し て いる 結果 、 前 作 
より も 神秘 的 な イメ ー ジ が 支配 し て いる と も いえ る 。 こ の 、 自 然 と 
超自然 が 混在 する 空間 は 、 フ リッ ケ の 旧友 で ある 映画 監督 ゲ ヴ ェ ルナ 
ー・ ヘ へ ヘルツォーク が 描く と ころ の 世界 と も 符合 する 。 何 か を 語っ て 
いる よう で 、 何 も 語ら な い 。 そ れ で いて 、 リ スナ ー は その 作品 の 中 
に 自己 の 経験 か らく る イマ ジ ネ イ ショ ン を 付加 し て いき 、 い つ し か 、 
作り 手 と 聴き 手 が 一 体 と な り 、 独 自 の 世界 を 描写 し て いる こと に 気 
(Ke (山崎 ) 
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フロ ー リ アン ・ フ リッ ケ が エレ クト ロニ クス を 捨て た 後に 生み 出 
され た の が この サー ド ・ ア ル バ ム 「 ホ シア ナ ・ マ ント ラ 」 で ある 。 
手法 こそ 違え フリ ッ ケ の 生み 出す 作品 群 は 大 自然 と 合致 する 方 向 へ 
向かっ て お り 、 自 然 と は すなわち フリ ッ ケ の 神 の 同義 で ある 。 ア カ 
デミ ズム や ヒエ ラル ヒー に 一 切 と ら わ れる こと の な い 教 会 音楽 が 存 
在 す る と すれ ば 、 そ れ が ポポ ル ・ ヴ フ の 音楽 で ある と いえ る 。 あ ら 
ゆる 現実 と の し が ら み か ら 手 を 切り 、 精 神 の 深み か ら わ き 出 る 情感 
を 音 に 表現 する メソ ー ド は 、 真 に 自由 で あり 、 歴 史 、 現 実 、 カ テ ゴ 
リー と いっ た も の か ら と き 放 た れ た 「 神 秘 」 の 世界 で ある 。 ゲ スト 
で ある コニー・ フ ァ イ ト (ex. GILA) の エレ キ ・ ギ ター も と て も 深み 
の ある 音 を 創り 出し て フリ ッ ケ の ピア ノ と 一 体 化し て いる 。 (山崎 ) 
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初期 の 名 作 と いわ れる 「Hosianna Mantra」 の 次 の 作品 。 同 時 期 
の 作品 な の で 「Hosianna 一 」 と 同 傾向 の 作風 で ある 。 た だ し 、 前 作 
が 大 曲 志向 で あっ た の に 対し 、 本 作品 は A 面 3 曲 、 B 面 5 曲 の 小曲 か 
ら 構 成 さ れ て いる 。 もう 1 つ 、 本 作品 か ら ギ ター と ドラ ム ス を こ な 
す ダ ニ エ ル ・ フ ィ ッ ヒ ェ ル シャ ー が 加入 し た こと も 前 作 と の 差違 で 
ある 。 ダニエル の ドラ ミン グ が 入っ た こと で 、 や や ロッ ク っ ぱ ぽく 聴 
える よう だ 。 個人 的 に は 、 こ の 時 点 で は ポポ ル ・ ウ フ の サウ ンド と 
ダニ エル の ドラ ミン グ が 本 当 に 融合 し て いな いよ うな 多少 の 異 和 感 
を 感じ る 。 最 も これ は 好き 嫌い の 範 叶 で ある の で 個人 の 感性 に 委ね 
た い 。 韓国 人 女性 ヴォ ー カ リス ト 、 デ ュ ヨ ン ・ ユ ン も この 作品 に は 
不参加 。 美しい オー ボ エ の 響き が 印象 的 だ 。 (山崎 ) 
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POPOL VUH の 音楽 は 、 音 に 託さ れ た 精神 の 極み を 伴っ て と て も 深 
い 所 に 届く 。 そ う 感 じ る 人 は 少な く な い 。 表面 を な ぞ る 種 の 、 ス タ 
イル を 云々 する 種 の 音楽 か ら 最 も 遠く に 有 っ て 、 時 に は 音楽 と いう 
ジャ ン ル で 語ら な い 方 が 本 望 な の か も し れ な いと すら 思え る 。 こ の 
アル バム は 、 教 訓 の 多い 上 旧約 聖書 に あっ て 最も 詩 的 な 安らぎ の 章 「 雅 
歌 」 を 題材 に し て 、 フ リッ ケ の 音楽 観 が ディ ヨン ・ ユ ン の コー ラス 
を 通す こと で 、 一 層 鮮 明 だ 。 彼 は 「 雅 歌 」 に 誇 三 音楽 性 を 見 い 出し 
て いた と 思う 。 ユ ン の 非 俗 な コー ラス は これ を デリ ケー ト に 緑 取る 。 
楽園 を モチ ー フ に し た デザ イン も 文句 な い 。 1 曲目 の 異教 的 な 雰 囲 
気 も イン パク ト が 強い 。 そ し て 他 の 多く の 曲 中 に 柔 か で お ぼろ げ な 
音 使い が ある 。 整合 感 は な く ス ケッ チ 風 の タッ チ だ 。 (松本 ) 
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3 作 目 か ら 7 作 目 「Letzte Toge-Letzte Nachte」 に 至る 時 期 の フ 
リッ ケ が キリ スト 教 世界 を 色濃く 反映 し て いた こと は 4th「Selig- 
preisung」 三 新約 聖書 中 、 山 上 の 垂 訓 の 中 心 部 分 、 6 th「Das Hohelied 
Salomos」 三 旧約 聖書 中 「 雅 歌 」 等 か ら も 伺え る 。 ア モン ・ デ ュー ル 
II より ダニ エル ・ フ ィ ッ ヒ ェ ル シャ ー (G, Dr) を 迎え 韓国 人 女性 ヴ 
ォ ー カ リス ト 、 デ ィ ヨ ン ・ ユ ン と の 3 人 人 に よる 本 第 5 作 は ピア ノ 、 
A・ ギ ター の 静 、 ド ラム 、E・ ギ ター の 動 に よる 対 位 作風 が 功 を 奏 
し 完成 度 の 高い 作品 と な っ て いる 。 次 作 で は よ り 織 細美 溢れ る 女性 
的 な サウ ンド が 、 7 作 目 で は 起伏 ある 力強い サウ ンド が 聴か れ 東洋 
的 色彩 を も 備え た 宗教 色 の 濃い 一 貫 し た 音楽 性 に は 比類 な き ド イツ 
の 深遠 な 美 を 垣間見 る こと が で きる 。 (松本 ) 
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76 年 の 作品 。 重ね られ た エレ クト リッ ク ・ ギ ター を 主体 と し た サ 
ウン ド が 基本 と な っ て いる 為 か 、 全 体 的 に 壮大 で 力強い 印象 で ある 。 
この 時 期 に な が る と 、 ダ ニ エ ル ・ フ ィ ッ ヒ ェ ル シャ ー が ポポ ル ・ ヴ フ 
の サウ ンド に 溶け 込み 、 安 定 し た 仕上 が り を みせ る よう に な っ た 。 
ダニ エル は ギタ ー を 主体 に プレ イ す る よう に な り 、 ド ラム ス は パー 
カッ ショ ン 的 な 使用 も み ら れ 、 彼 の 持ち 味 を ポポ ル ・ ヴ フ の サウ ン 
ド の 中 に 浸透 させ て いる 。 又 、 曲 創り に 彼 が 関与 し た 曲 も 3 曲 程 あ 
る 。 神 秘 的 、 呪 術 的 な イメ ー ジ が あり 、 ヘ ルツ ォ ー ク 映画 の 中 の 自 
然 と 対 時 し な が ら 、 い つ し か 、 そ れ が 神秘 へ と 変化 し て いく よう な 
イメ ー ジ と 重なる 作風 だ 。 (山崎 ) 








POPOL VUH 
Agulrre 


LP /(Fr.) Ohr 840.103 76 年 
CD/(Fr.) MSI Spalax 14219 





フロ ー リ アン ・ フ リッ ケ の 親友 で あり 、 映 画 監督 で ある ヴェ ルナ 
ー・ ヘ へ ヘルツォーク の 映画 「 ア ギー レ 、 神 の 怒り 」 の サウ ンド ・ ト ラ 
ッ ク と し て リリ ー ス され た アル バム 。 映画 は 72 年 に 製作 され た が 、 
初演 は 75 年 に フラ ンス で 行わ れ た 為 、 本 アル バム も フレ ンチ ・ オ ウ 
ル ・ レ ー ベ ル か ら 同 年 リリ ー ス され た 。 ペ ルー 征服 の 為 に 南米 に 渡 
っ た ピサ ロ の 分 隊 が アマ ゾン の 奥 に ある と 噂 され た エル ドラ ド ( 黄 
金 卿 ) を 求め て さま よう が 、 遂 に 一 人 残ら ず 死 減 し て し まう と いっ 
た スト ー リ ー の 映画 で ある が 、 エ レク トロ ニク ス を 使用 し た ポポ ル ・ 
ヴ フ の 効果 的 な サウ ンド と 絶妙 に マッ チ し た 好 作 品 で ある 。 後 に 再 
発売 され た 独 ポ ッ プ ・ イ ン ポ ー ト 盤 、 日 本 キン グ 盤 は いずれ も 収録 
曲 に 変更 が ある 。 (山崎 ) 





POPOL VUH 
Y09a 


LP /(lta.) PDU PLD SQ 6066 76 年 
CD/(Fr.) MSI Spalax 14207 


NN@@ 
19⑥ 上 ⑥ 仙 | 





70 年 代 の ドイ ツ ・ プ ログ レッ シ ヴ ・ グ ルー プ の 中 で 、 東 洋志 向 を 
感じ させ る も の は 多い 。 ア モン ・ デ ュー ル 、 コ ズミ ッ ク 系 の アー テ 
ィ ス ト 達 、 エ ンプ リ ヨ etc。 あ の 時 代 の ドイ ツ 音 楽 の 一 要因 で ある 「 捨 
て る 」 と いう 作業 が 東洋 思想 と の 共通 点 を みい 出し た か ら で あ ろう 。 
ポポ ル ・ ヴ フ は 東洋 と いう も の を 一 つの モチ ー フ と し て 消化 し て い 
る に 過ぎ な い が 、 こ の アル バム で は 、 イ ンド の ミュ ー ジ シャ ン を 起 
用 し て ほとん と 純粋 な イン ド 音 楽 を 録音 し て いる 。 フ リッ ケ は お そ 
らく 演奏 に は 関与 し て は いな い の で は な い だ ろ うか 。 これ も 彼 の 純 
音楽 へ の 一 つの 試み で ある と 理解 で きる 。 聴 いて みる と 、 ポ ポル ・ 
ヴ フ の 音楽 と し て 同化 し て し まう の は 、 コ ン セ プ ト が 明確 で ある 為 
の 現象 で ある 。LP は イタ リア の み の リ リー ス 。 (山崎 ) 





ア ど 








POPOL VUH 
(Coeur De Verre 


。 LP /(Fr.) Egg 900 536 77 年 
4 CD/(Fr.) MSI Spalax 14214 






映画 「 ガ ラス の 心 」 の サン トラ 盤 と は 言う も の の 、 実 際 に は あま 
り 使 われ て お ら ず 、 む し ろ 彼 等 の オリ ジ ナ ル 作 と 思っ た 方 が いい だ 
ろう 。 ド イツ で は 「Herz Aus Glas」 の タイ トル の 別 ジ ャ ケッ ト て で 出 
た 。 フ ィ ッ ヒ ェ ル シャ ー の el-g が これ まで に な く 前 面 に 出る 部 分 が 多 
く 、 ラ ウド な 録音 状態 ちあ っ て 、 音 の 印象 が 派手 だ 。 彼 の ギタ ー・ 
ワー ク と 重 苦 し く も 感じ られ る 宗教 的 イメ ー ジ の メロ ディ が 合致 し 
た 佳 曲 が 多 い 。 ま た 一 方 で は 彼 等 の 音楽 の 核心 と も 言え そう な 静寂 
感 も 相 変 らち ず 通 じ て い る 。 と り わ け 1 曲目 の 前 半 部 の 下り は 、POPOL 
VUH の 傑作 だ と 思う 。 全て を 洗い 流し て し まう よう か 情感 の 深 味 が 
静けさ を 持っ て 有る 。 全体 に も う 幾 ら か 研ぎ 澄 ま す こと も 可能 な ア 





POPOL VMUH 
Brider Des Schattens 
ーS6hne Des Lights 


LP /Brain 0060 167 "78 年 
CD/(Fr.) MSI Spalax 14208 


か つて イタ リア で は 「Nosferatu」(PDU Pld A 7005)、 日 本 で 
は 「 幻 日 の 彼方 に 」( テ イチ ク SUX 168) と し て 発売 され て いた も の 
と 同 内 容 。 旧 A 面 全て を 費 し た タイ トル 曲 は 、'70 年 代 後 半 の 彼 等 を 
代表 する ナン パー と 言っ て いい だ ろう 。 前 半 部 の オー ボ エ と コー ラ 
ス を 生か し た 暗い 色調 と 後半 部 の ac-g、p、sitar に よる 下地 に el-g の 
リー ド を の せ た 反 復 メ ロディ と の 2 部 構成 に な っ て いる 。 牧歌 的 な 
響き を する 後半 部 は 前 半 部 共に 肌 目 細やか な 仕上 り だ が 、 特 に 彼 等 
の 音楽 の た お や か さ が 際 立っ て 感じ られ る も の だ 。 そ の 室内 楽 調 の 
アプ ロー チ は 、 POPOL VUH の オー ボ エ 奏 者 ロベルト ・ エ リス ク が も 
う 一 方 で 在籍 し た BETWEEN に 近い 。 こ の アル バム は 映画 「 ノ ス フ ェ 





ル バ ム と も 思え る が 、 ひ か る 部 分 は 多い 。 (松本 ) ラ ト ゥ 」 の サン トラ 盤 で ある 前 に 彼 等 の 作 だ 。 (松本 ) 
POPOL VUH し POPOL VUH 
Nosferatu CO Die Nacht Der Seele 
LP /(Fr.)Egg 900.573 "78 年 (Tantric SOmgs) 
CD/(Fr.)MSI Spalax 14212 LP /(ta.)PDU Pld A 7014 "79 征 


寺 


POPOL. VUH 





へ ヘルツォーク の ドラ キュ ラ 映 画 「Nosferatu」 の サン トラ 盤 。 イ タ 
リア PDU 等 か ら 発売 され た イラ スト ・ カ ヴァ ー の 「Nosferatu」 は 、 
タイ トル こそ 同じ だ が 、 内 容 は 現在 CD で 出 て いる 「Brider Des 
Schattens 一 」 な の で 要 注 意 。 両 作 と も サン トラ 曲 を 収録 し て は いる 。 
こち ら の 「Noferatu」 は 様々 な タイ プ の 小曲 が 並び ぜ 、 ま た BETWEEN 
で の セッ ショ ン を 経て 参加 し た Alois Gromer の シタ ー ル が よく フィ 
ー チ ュ ア され て いる 。 中 に は フリ ッ ケ が シン セ サ イ ザー を 使っ て 映 
画 中 で は 不気味 な 効果 を あげ た 曲 も ある 。 い ずれ に し て も イン ド 音 
楽に も 曲 に も な ら ず 効果 音 ふ う で ある こと に は 違い な い 。「Bruder 一 」 
の オリ ジ ナ リティ を 思う と 、 や は り 「Nosferatu」 は サン トラ 盤 の 性 
格 が 強い 。 (松本 ) 





CD/(Fr.)MSI Spalax 14204 


この 時 期 の ポポ ル ・ ヴ フ の サウ ンド は 呪術 的 と いう の が ぴっ た り 
くる も の で 、 ダ ニ エ ル ・ フ ィ ッ ヒ ェ ル シャ ー と フロ ー リ アン ・ フ リ 
ッ ケ の コン ピ に よる 作風 も 円 吾 の 極み に まで 達し て いる 。 パ ー カ ッ 
ショ ン や ヴォ ー カ ル の 使用 法 も 洗練 度 が 増し 、 他 の グル ー プ に は 全 
くみ られ な いよ うな 独特 な スタ イル で ある 。 夜 の 聞 の 中 に うごめく 
神秘 。 静 寂 。 その 中 か ら 木 吉 す る ゆっ た り と し た ピア ノ の 暫 き 。 初 
期 の イメ ー ジ か ら こ の 時 期 ま で の イメ ー ジ の 良質 な 部 分 が 最良 の 形 
で この 作品 の 中 に つめ 込ま れ て いる 。 こ れ だ け の 深度 の ある 音楽 を 
聴け ば 、 彼 等 が 一 朝一 タ に で きた グル ー プ で は な い の は すぐ に わか 
る だ ろう 。 彼 等 が 身 に つけ た 、 様 々 な 手法 を 駆使 し て 制作 され た ポ 
テン シャ ル の 高い 作品 と し て 推し た い 。 (山崎 ) 








POPOL VUH 
Sei Still Wisse lch Bim 


LP/IC KS 80 007 81 年 
CD/(Fr.)MSI Spalax 14210 





フロ ー リ アン ・ フ リッ ケ 、 ダ ニ エ ル ・ フ ィ ッ ヒ ェ ル シャ ー の 他 、 
7 錠 モン デコ ニル の レナ カニ テーク ナウ アク リス ・ カ ニレ リル そ 
し て コー ラス 隊 が 参加 し て 制作 され た 。 コ ー ラ ス に よる ヴォ ー カ リ 
ゼイ ショ ン を メイ ン に し た 作風 で 、 そ れ が 呪術 的 な 壮大 な が イメ ー ジ 
を ふく ら ま せ て いる 。 1 つの メイ ン ・ テ ー マ と それ に か ら ま る 対 旋 
律 、 パ ー カ ッ シ ョ ン は ドラ ム ス と いう 粋 を 越え た 独特 な スタ イル で 
ある 。 この 時 期 、 こ の アル バム の 曲 の イメ ー ジ ・ フ ィ ル ム が 制作 さ 
れ た 。 死海 の ロケ ーション で 荒涼 と し た 砂漠 が 映り 、 こ の 作風 と 寸 
分 た が わな いも の で あっ た 。 こ の アル バム を リリ ー ス し た IC レ ー ベ 
ル は 、 当 時 、 ク ラウ ス ・ シ ュ ル ツェ の プロ ダク ショ ン で 新しい サウ 
ンド を 求め る アー ティ スト に 開放 され て いた 。 (山崎 ) 





POPOL VUH 
Fitzcarraldo 
LP/ZYX 20021 


ORIGINAL FLMSOUNDTRACK 





"82 年 


"81 年 製作 の ヘル ツ ォ ー ク 映画 「 フ ィ ッ ツ カ ラ ルド 」 の サン トラ 盤 。 
POPOL VUH は 「Sei Stil 一 」 か ら 3 曲 と 「Brider Des 一 」 か ら シ ョ ー 
ト ・ カ ッ ト 1 曲 の 計 4 曲 を 収録 。 他 は ヴェ ルディ な どの オペ ラ を オム 
ニ バ ス 形 式 で 収録 し て いて 純然 た る サン トラ 盤 と な っ て いる 。POPOL 
VUH の オリ ジ ナ ル ・ ア ル バ ム と は 言え な い が 、 フ リッ ケ と ヘル ツ ォ ー 
ク の か か わり を 思っ た うえ で 、 こ の 映画 が スペ クタ ル を 試み 多少 な り 
と も 話題 に な っ た こと を 考慮 すれ ば 、 彼 等 の 共 作 と いう こと で 数 え 
て お きた い 。 ヘ ルツ ォ ー ク 監督 が 今 を と きめ く ヴ ェ ン ダー ス 監 督 他 と 
来 日 し ジャ ー マ ン ・ ニ ュー シネ マ が 注目 され た の も この 頃 だ っ た 。 映 
画 自 体 は 内 容 が 薄かっ た が 、 そ の 時 を 機 に し て 認知 され 、 ビ デオ 化 が 
進み 、 そ の 中 で も 彼 等 の 音楽 を 聴け る に 至っ た こと は 嬉し い 。( 松 本 ) 
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1 POPOL VUH 
In The Garden Of Phara0s/Agulrre 


LP /Celestial Harmonies CEL8/9 83 年 
CD/Celestial Harmonies 13008-2 














この アル バム は 単なる カッ プリ ング で は な い 。「In Den Garten 一 」 
の 全曲 と 、「Aguirre」 の タイ トル 曲 パ ー ト 1 十 2 に 加え て 、LP で は 
D 面 に 3 楽章 か ら 成 る ピア ノ ・ ソ ロ が 21 分 も 収録 され て いる 。 この 内 
パー ト 2 は アル バム 「Spirit 0f Peace」 の A② と 同 曲 だ が 、 他 の 2 
曲 は アル バム 未収 曲 で 、 も と も と この ピア ノ 曲 は ソナ タ 的 に 3 楽章 
あり 、 こ れ が 完全 版 で は な い だ ろ うか 。 繊細 な 響き を 大 切 に し た 曲 
で 、 こ れ 程 素朴 で プリ ミ テ ィ ヴ で あり な が ら 心 を 打つ こと の で きる 
ピア ノ ・ ソ ロ 作 品 は 、 フ リッ ケ の 音楽 を 象徴 する も の だ 。 (山崎 ) 


POPOL VUH 

Aane Agape 

LP /(Nor.)Uniton U15 '83 年 
CD/(Fr.)MSI Spalax 14215 





久しぶり に コニー・ フ ァ イ ト が 加わ っ て 4 人 編成 で 製作 され た ア 
ル バ ム 。 更に ゲス ト に は Jan Lorck Schieming、Nina、 そ し て デビ 
ー 作 以来 の Frank Fiedler ま で いる 。 だ か ら と 言っ て さして 変り の な 
い の も POPOL VUH。 各 曲 は これ まで の メロ ディ を 変形 させ た り し な 
が ら の も の も 多く 、 比較 的 地味 と も 思え る 内 容 だ 。「Hosianna 一 」 の 
コニー・ フ ァ イ ト が いる 割 に は 、 と 思う か ら か も し れ な い 。 同じ メ 
ロディ を 何 度 も 使う 彼 等 だ が 、 こ こま で くる と 単なる 焼き 直し と い 
う よ り は 、 聖 歌 等 に 近い 繰り 返す た び の 印象 づけ の 作用 、 そ ちら の 
方 に 思え て くる 。POPOL VUH の メロ ディ は どれ も 簡素 で 、 簡 素 な だ 
け に 浸 み 入る タイ プ の も の だ が 、 そ れ ら は 繰り 返す た ぴ に 深まる だ 
け の メロ ディ で も ある 。 と て も メン タル だ 。 (松本 ) 








POPOL VUH 
Spirit Of Peace 


LP/(Nor.)Cicada C 0O01 '8S 年 
CD/(Fr.)MSI Spalax 14216 





濃い ピン ク 一 色 の ジャ ケッ ト で ノル ウェ イ か ら 届 き 、 暫 くし て 聖 
者 が 湖 に 向っ て 礼拝 する 写真 の ジャ ケッ ト で イタ リア か ら も 届い た 
アル バム 。 タイトル 曲 は 既に 「In The Garden Of Pharaos/Aguirre」 
独 Celestial Harmonies 盤 に 片面 全曲 収録 され た 純 ピ アノ 曲 で 、 こ の 
アル バム に も その うち 7 分 が 収録 され て いる 。 レ デリ ウス の ピア ノ 
物 に 響き を か けた よう な 、 そ れ で も 何やら 精神 至高 ふう の イメ ー ジ 
を 宿 ら せる よう な 、 そ ん か 印象 が ある 。 フ リッ ケ の 最も 個人 的 な 部 
分 と いう 気 が す る 。 少なく と も ベー シッ ク と は 言え る だ ろう 。 ア ル 
パム 全体 と し て は 前 々 作 「Agape 一 」 と 同様 、 も う 一 歩 ポ イン ト が 欲 
し いと ころ 。 コ ニー・ フ ァ イ ト が 今回 は ゲス ト で 参加 し て いる 。 

(松本 ) 


POPOL VUH 
Cohra Verde 


LP/(Fr.)Milan A 353 '87 年 
CD/(Fr.)MSI Spalax 14214 





まあ ーー ob か mW ジッ リッ クラ ウス ・ 
キン スキ ー、 こ の ドイ ツー 意固地 な トラ イア ング ル の 最後 に な っ て 
し まっ た 映画 「Cobra Verde」、 そ の サン トラ 盤 。、 プ ルー ノ ・ ガ ン ツ 
と 並ん で ヘル ツ ォ ー ク 映画 に 欠か せな か っ た キン スキ ー は 、 今 は 居 
な い デ ビュ ー 期 以来 エレ クト リッ ク ・ キ ー ボ ー ド を 避け て きた フリ 
ッ ケ が 、 久 し 振り に それ を 使っ た サン トラ で も ある 。 オ ー ケ スト ラ 
ふう に 使っ て いる 。 多分 、 映 画 に 沿っ て の こと だ ろう 。 何 曲 か に 「Die 
Nacht Der Seele」 以 後 の 古 代 儀式 音楽 ふう の サウ ンド も 聴け る が 、 
ほとん ど は オー ケス トラ ・ タ ッ チ の も の 。 そ うし た 中 に POPOL VUH 
メロ ディ が 上 顔 を の ぞ か せる 。 フ リッ ケ 、 フ ィ ッ ヒ ェ ル シャ ー、 ク ナ 
ウ プ の 他 に ゲス ト も 加わ っ て いる 。 (松本 ) 





2 PUPOL VUH 
For You Amd 6 
CD/(Fr.) Milan 261061 '92 年 








'87 年 の サン トラ 「『Cobra Verde』 以 来 の 新作 。 メ ン ツ は 中 期 以降 
の コー ニル デン ドリ オ ョ IE っ ラリ ツク (6) 還 狂 エル ョ シク ィ ョ ツェ り 
シバ wー ョ (5) 還 区 ニテ クウ ラウ (VO00 呈 凡 が 四半 信 EKG 欠 人 < 
ヒエ ロニ ム ス (kb、g) が 作曲 又は 編曲 に 関わ っ て お り 、 ま た アイ リ 
ッシュ ・ ハ ー プ の アン ニ マ リー・ オ フォ レル と いう 女性 が 1 曲 参加 
し て いる の が 目新し いと ころ 。 そ の 曲 は も ろ ク ラナ ド 系 トラ ッ ド で 
この バン ド と し て は 全く 新しい 試み だ が 、 その他 は 相変わらず 何 か 
の アル バム に 入っ て いた よう な 節 回 し の リア レン ジ 、 そ れ も 上 澄み 
だ け を 要領 よく 継ぎ は ぎし た アプ ロウ チ が 目立つ 。 な か な か ポッ プ 
で 聴き 易く 、BGM と し て は まず まず だ が 、 や っ ぱ 出 が らし 的 トホホ 
感 は ぬぐえ な い 。 (松山 ) 





POPOL VUH/FLORIAN FRIEKE 
Spielt MM0zart 
CD/Bell Classics BLR 84901 "91 年 





フロ ー リ アン ・ フ リッ ケ が モー ツァ ルト の ピア ノ 曲 を 演奏 し て い 
る 作品 。 一応 、 ポ ポル ・ ヴ フ の 名 儀 も カヴァ ー に は クレ ジッ ト さ れ 
て いる が 、 そ れ は セー ルス を 懸念 し て の こと で 、 一 連 の ポポ ル ・ ヴ 
フ の 作品 と は 違う 、 フ リッ ケ の ソロ ・ ワ ー ク と し て 聴く の が 正しい 
だ ろう 。 フ リッ ケ ら し い 、 細 部 に 至る まで 繊細 な 味付け を 忘れ ず 、 
左手 の 動き な ど に 神経 を 使っ て 弾い て いる の が わか る 。 た だ し 、 細 
部 に こだわ り 過 ぎ た 為 か 、 フ リッ ケ の 弾く モー ツァ ルト は こう だ と 
いう 明確 な コン セプト が 伝わっ て こない と ころ は 残念 だ 。 2 つの ソ 
ナタ (KV330、KV570) 、 1 つの ロン ド (KV494) 、 1 つの アダ ー ジ ョ 
(KV540) か ら 成 る 。 (山崎 ) 





ぢ ど O 〇 

































































































































































BETWEEN 
And the Water Opened 
LP/Vertigo 6360 612 '73 年 





VERTIGO の 渦巻 レー ベル で リリ ー ス され た 本 作 は 彼ら の 2nd。 パ ー 
カッ ショ ン の Cotch Black( 米 ) 、 弦 楽器 (ギタ ー 等 ) の Roberto Detree 
(アル ジェ ンチ ン )、 オ ー ボ エ の Robert Eliscu( 米 : POPOL VUH へ も 
参加 )、 キ ー ボ ー ド & ヴ ォ イ ス の Peter M. Hamel( 独 ) と いう メン バ 
ー の 他 に 、 エ レク トロ ニク ス の Fabian Arkus( オ ー ス トリ ア )、 パ バン 
プー フル ー ト と パー カッ ショ ン の Duru 0moson( 米 ) が ゲス ト 参 加 し 
て いる 。 オ ー ボ エ や オル ガン な ど が 入れ 替わり な が ら 、 中 近東 か ら 
イン ド 地 方 の た お や か な 旋律 を 流 三 に 奏で 、 そ の 他 の 楽器 が 色 付 や 
アク セン ト を 加え て いる 。 ま た ミニ マル 風 に 循環 する リズ ム ・ パ タ 
ー ン は 、 聴 く 者 の 心 を 落ち 着 か せ て 有限 想 の 世界 へ と 導き 、 暫 し 現実 
の 時 の 流れ か ら 遊 離さ せる 。 (Helmut) 








BETWEEN 
Hesse Between Musie 
LP/EMI IC 062-29 546 74 年 





BETWEEN の 4 枚 目 の アル バム は 、 ヘ ッ セ の 詩 を 朗読 し た 企画 物 と 
し て 出 て いる 。 全 編 に 渡っ て 彼 等 の 音楽 が 聴け る も の の 、 あ くま で 
も 朗読 が メイ ン の も の 。 ド イツ 語 が わか ら な いと その 点 で は 面白 味 
も 半減 する 。 仕 方 の な いと ころ だ 。 それで も 音楽 は その 性 格 上 、 バ 
ッ ク ク ラウ ンド ミュー ジッ ク と CU で 合 つ GO BENWEENI ば は 
聴け そう も な い 教 会 音楽 、 古 い タ イプ の ジャ ズ ・ サ ウン ド も 聴け る 。 
その あたり は 詩 に 合わ せ た と いう ふう だ 。 メ ン バ パー は ハー メル 、 ド 
テレ ー、 エ リス ク の 布陣 に 変化 な く 、Tom Van Der Geld、Gary Lynn 
Todd、Peter Friedrich Muller、AI Gromer (POPOL VUH) 等 多く 
が セッ ショ ン し て いる 。 既 に この 時 次 作 の 顔 振 れ が 何人 か そろ っ て 
いる 。 ジャ ケ の 絵 は フ リー ドリ ヒ の 傑 作 (松本 ) 























BETWEEN 
Einstieg 
LP/Wergo 1001 "70 年 





BETWEEN の 音楽 は 、 こ の アル バム ・ デ ビュ ー の 時 か ら 終 始 一 貫 し 
て いる 。 音 楽 を 研究 ・ 修 得 し た タイ プ の ミュ ー ジ シャ ン の 集団 らし 
く 、 ア カ デ ミ ッ ク な 臭い が する 。 も ちろ ん 通り 一 辺 倒 の 勉強 で な い 
こと は 、 音 楽 の 懐 の 深 さ で よく わか る 。 ジ ャ ズ 、 現 代 音 楽 、 民 族 音 
楽 を 渡る 所 に 有る ノン ・ ジ ャ ン ル の 良さ を 吸収 し た 上 で 確立 され た 
スタ イル だ 。 し か も 国籍 も 使用 楽器 も 異な る ソリ スト が 集まっ た だ 
け に ヴァ リエ イシ ョ ン に 富む 。 そ う 思 っ て 裏 ジ ャ ケ の 写真 を 見 る と 、 
ペー ター・ ミ ヒ ャ エ ル ・ ハ ー メ ル な ど ほ と ん ど ヒ ッ ピ ー で 意外 だ が 、 
考え て みれ ば 770 年 代 頭 の こと だ 。 この アル バム は 後 の ク リア ー な 音 
楽 性 か ら す れ ば 詰め も 甘く 散漫 な 部 分 が 多い も の の 、 方向 性 は し っ 
か り し て いる 。 彼 等 に し て は フリ ー キ ー な 方 だ ろう 。 (松本 ) 








BETWEEN 
Dharana 
LP/Vertigo 6360 619 74 年 


EETWEEI 





ペー ター・ ミ ヒ ャ エ ル ・ ハ ー メ ル (vo、kb) の 在籍 し て いた ロッ ク ・ 
バン ド と し て 知ら れる BETWEEN だ が 、 少 な く と も 本 作 で 聴く 限り は 
エス ニッ ク ・ サ ウン ド に 惹か れ た クラ シッ ク ・ ミ ュー ジ シ ャ ン と そ 
れ に 応え た 仲間 達 、 と いっ た 印象 が ある 。 何 し ろ エ ルネ スト ・ プ ー 
ル 指 揮 の オー ケス トラ まで 参加 し て いる の だ か ら 、 主 役 は クラ シッ 
ク ・ サ イド の ミュ ー ジ シャ ン だ ろう 。 後 に POPOL VUH に 参加 する ロ 
バー ト ・ エ リス ク (ob) は ミュ ン ヘ ン ・ フ ィ ル の メン バー で ベル リン ・ 
フィ ル の 客員 メン バー と いう 本 格 派 。 優 雅 な 音楽 だ だ ハー メル や ロバ 
ー ト ・ デ トレ (g) は 客演 する 形 で EMBRYO と 交流 し て お り 、 こ れ も ま 
た ワー ルド ・ ミ ュー ジッ ク の 先駆 け と し て 捉え て 差し 支え ある まい 。 
コッ チ ・ プ ラッ ク (perc) は その 後 NIAGARA に 参加 し た 。 (坂本 ) 





| 
bee ね 問 DOntemplation 
LP/Wergo WER-SM 1012 77 年 





6 枚 の ソロ ・ ア ル バ ム に て 半 ミ ニ マ ル ・ ミ ュー ジッ ク 、 東 洋 の 伝 
統 音楽 等 を 鍵盤 楽器 に 取り 込ん で いる ペー ター・ ミ ヒ ャ エ ル ・ ハ ー 
メル を 基軸 に ポポ ル ・ ヴ フ 参 加 、 実 は クラ シッ ク 界 の オー ボ エ 毒 者 
で も ある ロベルト ・ エ リス ク 、 ア ル ゼ ンチ ン 国 籍 の ギタ リス ト 、 ロ 
ベル ト ・ デ トレ ー 等 を メン バー と する ビ ト ゥ イー ン の 5 作 目 。 一 貫 
し て イン ド 音 楽 、 コ ン テ ン ポラ リー・ ジ ャ ズ の 要素 を 内 包 し た 現代 
音楽 を 眼 想 的 音響 空間 に まで 至ら せる 音楽 性 は ウッ ド ・ ベ ペー ス 、 シ 
ター ル 、 タ プラ を 使用 し つつ 浄化 され きっ た 理知 的 な 響き と 硬質 な 
美 し さ を 放つ 。 本 作 は よ り 音 色 に 清 寒さ 、 凝 結 感 が あり 静 的 か つ 内 
向 的 、A 面 は 曲 ご と に 各 楽 器 を 活か し て お り グ ルー プ の 音楽 構成 要 
素 を 全体 の サウ ンド ま て で 拡大 し た 形 に な っ て いる 。 (松本 ) 











od 
Stille uber der Zeit BETWEEN 
Silence bevond time 


Stille Uher Der Zeit 
LP/Wergo SM 1023 "80 年 


RETWEEH 





最終 作 。 こ れ 以 後 BETWEEN の アル バム は 出 て いな い 。 リ ー ダ ー 格 
だ っ た ハー メル が 今 も 順調 に ソロ 活動 を 続け 新作 を 出し 続け る の み 。 
BETWEEN の 音楽 は 、 も と も と 音 も クリ アー な ら 、 音 楽 の 方 向 性 も ク 
リア ー だ が 、 こ の アル バム で そう し た 傾向 は 一 層 進 ん だ 気 が す る 。 
中 心 メ ン バ ー の 三 人 、 ハ ー メ ル 、 デ トレ ー、 エ リス ク の 共 作 は 、 1 
曲 の み で 他 7 曲 は 各々 ソロ を 持ち 寄っ た も の 。 従っ て ハー メル は キ 
ー ボ ー ド 曲 、 デ トレ ー は ギタ ー 曲 、 エ リス ク は オー ボ エ 曲 と 、 く っ 
きり 色分け され て いる 。 か すか 遠く に シタ ー ル が 波打つ よう に ルー 
プ し 、 そ こ に 静 識 な オー ボ エ の 音色 が 少し アラ ビ ピック 調 に メロ ディ 
を と る と 、POPOL VUH の 770 年 代 後半 の 作品 を 聴い て いる よう な 気 
に な る 。 全 曲 ひ た すら クリ アー だ 。 (松本 ) 


PETER MICHAEL HAMEL 
The Voice of Silence 
LP/Vertigo 6360 614 72 年 





彼 の 2nd ソ ロ ・ ア ル バ ム で 、 作 曲 は も ちろ ん の こと 、 ヴ ォ イ ス 、 ピ 
アノ 、 オ ル ガ ン 、 ハ ル モ ニ ウム の 演奏 、 ジ ャ ケッ ト の デザ イン まで 
彼 独 り で 手がけ て いる 。 A 面 1 曲 、B 面 2 曲 の コン セプト ・ ア ル バ 
ム で 、 非 常に 繊細 か つ ス ピリ チュ アル な 内 容 で ある 。 宗教 と いっ て 
も キリ スト 教 で は な く 、 仏 教 に よる も の で 、 自 然 や 宇宙 と の 融和 ・ 
同一 化 の 思想 に 導 か れ て いる 。 その こと は 、 彼 の 発する ヴォ イス と 
オル ガン や ピア ノ の 音 が 調和 的 に 一 体 化す る と ころ に 象徴 的 に 表れ 
て いる 。 端 的 に 例え れ ば 、 声 明 に よる 音 空間 を 楽器 や ヴォ イス を 使 
っ て 音楽 的 に 表現 し た 作品 と 言え る で あろ う 。 円 形 を 基本 と し た 曇 
陀 羅 に 似 た カバ ー・ ア ー ト も 、 至 福 に 満ち た 無限 の 天上 界 の イメ ー 
ジ と よく 合っ て いる 。 (Helmut) 


PETER MEHAEL HANMEL 
Hamel 
LP/Vertigo 6641055 70 年 





初 ソ ロ 作 品 で あり な が ら 、 2 枚 組 の 大 作 で ある 。70 年 代 初期 の 重 
要 な 作品 を 多数 手がけ た MUSIC FACTORY か ら 出 版 さ れ て いる 。 作 
曲 か ら 演 奏 ま で 全て HAMEL 自 身 が 行っ て いる 。 彼 は 作曲 と 音楽 史 の 
他 に 心理 学 と 社会 学 を 大 学 時 代 に 専攻 し て お り 、 興 味 の 対象 の 幅広 
さ を 果 わせ る 。 音楽 的 に は イン ド 、 イ ンド ネシア 、 チ ベッ ト の 影響 
を 多大 に 受け た よう で 、 本 作 以 降 の 音楽 に 色濃く 反映 され て いる 。 
本 作 で は 、 ピ アノ の 弦 を ワイ ヤ と イレ イザ で 押さ える こと に よっ て 
音色 を 工夫 し た り 、 予 め 曲 の 展開 の 概略 と タイ ミン グ だ け を 決め て 
各 ト ラッ ク ご と に 独立 し た 演奏 を 録音 し て 再生 する と いっ た 、 実 験 
的 な 工夫 が いく つか 凝ら され て いる 。 時間 に 追わ れる 日 常 生活 か ら 
精神 を 解放 し 、 潤 い を 与え て くれ る よう な 音楽 で ある 。 (Helmut) 


| PETER MCHAEL HANMEL 
Nada 
LP/Wergo SM 1013 77 年 





BETWEEN の 中 心 人 物 、 キ ー ボ ー ド 奏者 、 と いう より も 作曲 家 と 言 
っ た 方 が 適切 か 、 ペ ー タ ー・ ミ ヒ ャ エ ル ・ ハ ー メ ル の 77 年 の リリ ー 
ス 。 作曲 は BETWEEN が 「Hesse 一 」「Contemplation」 を 製作 し て い 
た 75 一 76 年 に 行わ れ て いる 。 彼 は パンド と 並行 し て これ まで に も ソ 
ロ ・ ア ル バ ム を リリ ー ス し て いる が 、 初 期 の 「Hamel」「Voice Of Silence」 
あたり に 較べ る と 、 こ の アル バム は 随分 と 硬派 に 思え る 。 全 4 曲 で 
B 面 は 1 曲 。 ほ と ん ど が ミニ マル ・ ミ ュー ジッ ク 寄 り の も の 。 現代 
音楽 肌 の シリ アス な アル バム と 言っ て いい 内 容 に な か っ て いる 。 ピ ア 
ノ 、 シ ン セ サイ ザー、 オ ル ガ ン 等 を は っ きり 使い 分 け 、 無 駄 の な い 
整然 と し た 印象 を 受け る 。 感 情 移入 を し づら い 音 楽 だ 。 彼 が 後に 注 
目 さ れ て か ら 国 内 盤 も 出 た 。 (松本 ) 





PETER MMCHAEL HAMEL 
Organum 
CD/Kuckuck CD 074 '86 年 





17 世 紀 に 生ま れ た イエ ズ ス 会 士 、 あ る い は ルネ サン ス 最 大 の 百科 
全書 的 幻想 科学 者 アタ ナシ ウス ・ キ ル ヒ ャ ー。 その 著書 『 普 遍 音楽 』 
に は 天空 の 音楽 や 音響 論 の 他 に 、 自 動 演奏 機械 に 関す る 記述 も あっ 
た と いう 。『 普 遍 音楽 』 第 2 巻 の 挿画 「 世 界 創造 の 和 声 」 を ジャ ケッ 
ト に あし ら っ た 本 作 は ハメ ル 自 身 に よる パイ プ ・ オ ル ガ ン の 暫 き が 、 
吸え る な ら ア ル ヴ ォ ・ ペ ルト に も 通じ る 澄 明 さと ひたむき な 意志 を 
持っ て 聴く 者 の 内 側 に 波 の よう に 染み 入る 。 永 遠 な る も の へ の 共感 。 
音楽 に よる 世界 創造 を 示す オル ガン の 鍵盤 の 下 に キル ヒ ャ ー は 「 神 
の 永遠 の 鞭 智 は 世界 の 領域 で この よう に 演奏 する 」 と 記し た が 、 な 
ら ば これ は その 再演 へ の 試み な の か も 知れ な い 。 (高山 ) 








PETER EGGS 忠 7TNANSITION PETER 骨 IbHAEL HANMEL 
Tramsitigm 
LP/Kuckuck 063/064 83 年 





BETWEEN で の 活動 を 経て クラ シッ ク ・ サ イド へ 移行 し た ペー ター 
ミヒャエル < ハー メル は ドイツ を 代表 ずる ミニ マル <・ ミ ュー ジッ 
ク の 作曲 家 と し て 一 躍 名 を 馳せ た が 、 こ の 頃 か ら 徐 々 に ネオ ・ ロ マ 
ン 派 へ の シフ ト を 始め た きら い が あ る 。 本 作 は ハー メル 自身 の 演奏 
を 収録 し た 2 枚 組 L P で 、 ピ アノ 曲 が 3 曲 (Transition*、^Let 
Play”、^Transpersonal)、 プ リペア ド ・ ピ アノ の た め の 曲 が 1 曲 
(Mandala”) 、 パ イプ ・ オ ル ガ ン と コン ピュ ー タ ー、 シ ン セ サイ ザー 
の た め の 曲 が 1 曲 (`Apotheosis*) と いう 構成 だ 。^Mandala” は 楽 
器 の 特殊 性 も あっ て や は り ミ ニ マ ル 色 が 強い 。 一 方 、 ピ アノ 曲 に は 
いずれ も 曖昧 さ が 残 る 。^Apotheosis” の 派手 さ が ロ ッ ク ・ フ ァ ン に 
は 一 番 受 け 入 れ 易 いか も 知れ な い 。 (坂本 ) 
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AGITATION FREE 
2ml 
LP/Vertigo 6360 615 '73 年 





ルツ ・ ウ ルプ リヒ 、 シ ュ テ ファ ン ・ デ ィ ー ツ 、 プ ルク ハル ト ・ ラ 
ウシ ュ 、 ミ ヒ ャ エ ル ・ ギ ュ ン ター、 ミ ヒ ャ エ ル ・ ヘ ー ニ ヒ の 5 人 に 
よる アジ テイ ショ ン ・ フ リー の セカ ンド ・ ア ル バ ム 。 ペーター・ ミ 
ヒ ャ エ ル ・ ハ ー メ ル 参 加 の ファ ー ス ト に 比べ て 、 実 験 性 や 攻撃 性 が 
薄れ 、 ノ イジ ー な 部 分 や フリ ー・ フ ォ ー ム か な 部 分 が ある に せよ 、 後 
に ウル プリ ヒ が ゴッチ ング と 創り 出す 後期 の アシ ュ ラ の 音 を 思い 起 
こさ せる 。 こ の グル ー プ は ドイ ツ ・ ロ ッ ク の 古参 で 、 ク リス ・ フ ラ 
ン ケ ( 元 タ タンジェリン) ミヒャエル ・ ヘ ー ニ ヒ (タイ ム ・ ウ ィ ン ド 、 
タン ジェ リン ) ら が 在籍 し て いた こと で 知ら れる 。 同 系 と は いっ て 
も 、 そ の スタ イル は は る か に オー ソ ド ッ クス で 、 形 式 の 創造 と いう 
より も 、 既 成 手 段 の 否定 と いう 意味 が 強い 。 (嶋田 ) 





AiITATION FREE 
Maleseh 


LP /Vertigo 6360 607 72 年 
CD/(Fr.) MSI Spalax 14250 





後に ASH RA の 片腕 に な る ルッ ツ ・ ウ ルプ リッ ヒ や シン セ サ イ ザー 
奏者 と し て ソロ 活動 を 始め た ミヒャエル ・ ヘ ー ニ ッ ヒ ら が 在籍 し て 
いた バ パンド 。 アルバム は 計 3 枚 。 これ は デビ ュー 作 。 2 作 目 に な る 
と すっ きり と 型 の つい た サウ ンド に な る が 、 こ ちら は その 前 段階 と 
も 言え て 、 と て も 意欲 的 な 部 分 が 目立つ 。 エ レク トロ ニク ス ・ サ ウ 
ンド に し て も 、 そ の 異 次 元 空間 仕立 て の トー ン が 随分 と 粗野 な イメ 
ー ジ を 与え 、 む し ろ 新 鮮 に も 感じ ゃ 。 こ れ を 基調 に し て ビー ト 感 の 
な い ロ ッ ク ・ サ ウン ド が 乗り 、 突 如 と し て 中 近東 の パ ザ ー ル さ な が 
ら の 生 録 が カッ ト ・ イ ン す る な ど 、 音 響 の 位相 変化 が 刺激 的 だ 。 そ 
し て 眼 想 感 も ある 。CD に な っ て これ ら の 効果 が 一 層 向 上 し て いる の 
で 、 当 時 の ロッ ク の 異型 ・ 変 質 ぶ り を 聴く に 手頃 だ 。 (松本 ) 





AGITATION FREE 
Last 


LP /(Fr.) Barcley 80.162 '76 年 
CD/(Fr.) MSI Spalax 14229 





アジ テイ ショ ン ・ フ リー は 2 枚 の スタ ジオ 作品 で トリ ッ プ ・ ミ ュ 
ー ジ ッ ク と し て の ロッ ク ・ サ ウン ド を 追求 し 、 中 近東 志向 の 見 え 隠 
れ す る ファ ー ス ト か ら 、 タ イト に アレ ンジ され た 2nd へ と 移行 し 分 裂 、 
解 区 し て し まう 。 こ の 作品 は 彼 等 の スタ ジオ ・ セ ッ シ ョ ン ・ テ イク 
を 集め た 3 枚 目 の 作品 で フラ ンス で の み 発 売 さ れ た 。 A 面 は 2nd 時 の 
作曲 で 、 ア レン ジ さ れ た 曲 を 演奏 し て いる が 、 それ程 の 広がり 感 は 
な い 。 が 、B 面 に くり 広げ られ る イン プロ ヴィ ゼー ショ ン こ そ 、 彼 
等 の アイ デン ティ ティ ー の 感じ られ る 好 テ イク で ある 。 フ リー・ ロ 
ッ ク の 可能 性 を 追求 し な が ら も ヘー ニ ヒ の エレ クト ロニ クス の ハー 
ド 分 野 へ の 興味 も 感じ られ 、 彼 等 の 歩ん だ 道 の 最高 部 に 位置 する 音 
で ある が 、 同 時 に それ が 彼 等 の 限界 と も な っ て し まっ た 。 (山崎 ) 








MICHAEL HOENIG 
Denarture From The Northerm 
Wasteland 


LP/Warner Bros. WB 56 464 77 
78 年 





TANGERINE DREAM 加 入 の た め に パン ド を 離れ た C・ フ ラン ケ の 
後 甘 と し て AGITATION FREE に 参加 。K・ シ ュ ル ツェ と TIME WIND 
を 結成 。P・ バ ウマ ン の オフ に TANGERINE DREAM の ツア ー に 参加 。 
こう いっ た 経歴 で も 判る よう に 、 ミ ヒ ャ エ ル ・ ヘ ー ニ ッ ヒ は TANGERINE 
DREAM 直 系 の ミュ ー ジ シャ ン で あり 、 こ の 1 st アル バム の 音楽 も 
『Rubycon』 あ た り の 音楽 に 近い 。 こ の 大 手 レコ ー ド 会 社 と の ソロ 契 
約 を きっ か け に 彼 は ロサ ンジ ェ ル ス へ と 住ま い を 移し 、 単 身 自 ら の 
音楽 の 研究 に いそ し むこ と に な る 。 フ ィ リ ッ プ ・ グ ラス 、 ダ ニ エ ル ・ レ 
ン ツ と いっ た ミニ マル ・ ミ ュー ジッ ク の 音楽 家達 と 交流 し な が ら 、'84 
年 に は ドン ・ プ レス トン と 来 日 。 そ の 後 も 、 ウ ェ イ ン ・ シ ョ ー タ ー の ア 
ル バ ム に 参加 する な ど 、 人 脈 を 広げ な が ら 活 動 を 続け て いる 。( 坂 本 ) 





MICHAEL HOENIG 
Acept One 


LP /Cinema IC 064-74 6919 1 '89 年 
CD/ 東 芝 EMI CP32 5504 





余り 話題 に は 上 ら な い が 、 ヘ ー ニ ヒ の ファ ー ス ト ・ ソ ロ 「 四 次 元 
へ の 飛翔 」 は 数 ある シン セ サ イ ザー・ ア ル バ ム の 中 で も 上 位 に 位置 
する ポテ ン シ ャ ル を 持っ て いた 。 "84 年 に 尚美 学園 の バリ オ ホ ー ル で 
開か れ た 「 今 、 電 子音 楽 は 」 と 題 さ れ た イヴ ェ ン ト で 来 日 し た 際 に 
も 、 現 代 音 楽 然 と し た 他 の 参加 者 に 対し 、 オ ー バ ー ハ イム の 厚い 音 
で その 延長 上 の シン セ サ イ ザー・ ミ ュー ジッ ク を 聴か せ て くれ た へ 
ー ニ ヒ 。 ニ ュー・ プ ログ レッ シ ヴ を 標 頂 し た シネ マ ・ レ ー ベ ル の 一 
枚 と し て 、P・ モ ラ ツ や P・ バ ー デ ンス 等 と 共に リリ ー ス され た 本 作 
で は 、 リ ズミ カル な パー ト に 今日 的 な 軽 さ も 感じ られ る が 、 ハ ロ ル 
ド ・ バ ッ ド と の 共 作 に 於 る た ゆ た う 穏やか な 流れ や 、 ミ ニ マ ル を ポ 
ッ プ に 転化 する セン ス は 流石 に 一 流 の 作品 だ と 思う 。 (高山 ) 
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ASH RArEupEp 


久 河 原 博 文 (協力 : 山本 要 三 ) 





一 Ash Ra(Tempel) の サウ ンド に つい て 陣 


Ash Ra と は ギタ リス ト 、Manuel Gottsching を 中 心 と し 
た ソロ (プロ ジェ クト ) の 事 で ある 。Ash Ra Tempel の 結成 は 、 
Tangerine Dream を 脱退 し た ば か り の Klaus Schulze が 、 
Manuel Gottsching(G)、Hartmut Enke(B) の 三 人 で 
結成 し た 1970 年 に 遡る 。 彼 ら の 演奏 は 、 当 時 の 他 の ジャ ー 
マン ・ ロ ッ ク ・ グ ルー プ と 同様 に 、'60 年 代 後半 か ら 流 行 し て い 
た サイ ケ デ リッ ク ・ ム ー ウ メン ト の 影響 を 大 きく 受け て お り 、 グ 
ルー プ 名 に も その 影響 が 見 受け られ る 。(「Ash= 形 を 有する 
も の 、 無 常 な も の 、 限 界 の ある も の 、Ra= 認識 、 洞 察 、 だ が 具 
体 化 さ れ な いも の 、Tempel 三 存在 の 確固 さ の 象徴 を 意味 
する 。」) 

変形 見 開き ジャ ケッ ト の 一 作 目 「Ash Ra Tempel」('71) 
は 、 コ ズミ ッ ク ・ へ ヴィ ・ ロ ッ ク と で も 云う べき 音 世界 を 、A 面 で 
は 暴力 的 に 、 日 面 で は 眼 想 的 に 演奏 し て いる 。'71 年 の サウ 
ンズ 誌 人 気 投票 で ニュ ー・ グ ルー プ 部 門 2 位 に 選出 され た 
事 か ら も 、 当 時 の 彼ら の 活動 が 注目 され て いた 事 が 判る 。 
*Rolf-Ulrich Kaiser の プロ デュ ー ス に つい て 、Klaus は 決 
し て 満足 し て いま せん で し た 。 で も 私 は 違っ た 立場 に いた の 
で 、 一 一 Ash Ra を 結成 し た 時 、 私 は 17 才 で 、Klaus よ り 幾 つ 
か 年 下 で し た 。 一 一 私 は 、 何 も 言え な か っ た 。” (Manuel イ ン 
タビ ュー より ) 

この 一 作 目 の 発表 後 、Schulze が 、 ソ ロ 活 動 の 為 脱退 。 
72 年 に サイ ケ デ リッ ク な 色彩 が 濃い 、 プ ブルース ・ ロ ッ ク 的 な 
二 作 目 「Schwingungen」 を 発表 。 同 年 スイ ス に て 、“Lord 
of Hights” と 云わ れ て いた Timothy Leary と 「Seven Up」 
を 録音 。7UP に 入っ て いた LSD を 、 参 加 メ ン バ ー が 服用 し 
Timothy. の 導き で セッ ショ ン し た 模様 が 収め られ て いる 。 
又 、 こ の LSD セッ ショ ン が 契機 と な っ て 、Cismic Couriers 
Session が 行わ れる 様 に な る 。( 参 加 メ ン バ ー は 、Ohr、 
Kosmische、Pilz レ ー ベ ル 周 辺 の アー ティ スト 達 。)「Seven 
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Up」 や Cosmic Couriers Session の 内 容 は 即興 演奏 が 
多く 、 大 げ さ な エコ ー 処 理 が 施さ れ て いて 、 良 〈 も 悪く も 当時 
の サイ ケ デ リッ ク ・ シ ー ン を 表現 し て いる 。 

73 年 に は 、「Tarrot」 セ ッ シ ョ ン の 合間 を 利用 し て 、Schulze 
と 「Join Inn」 を 録音 し て お り 、1st の 続編 と いっ た 内 容 と な っ 
て いる 。 こ の 後 、 オ ー バ ー・ ド ラッ グ で Enke は 廃人 人 となり 、 
Ash Ra Tempel は 、Manuel が 一 人 残っ た 形 で 続け られ る 。 
同年 、 プ ロ デ ュ ー サ ーDieter Dierks の 好み が か な り 反 映 
し た 「Starring Rosi」 を 発表 “即興 と は 違う 何 か を や っ て 
みた か っ た 。 歌 を や り た か っ た ん で す 。”"(Manuel イ ンタ ビュ ー 
より ) 

74 年 に は 、 自 身 の ス タ ジ オ を 作り 上 げ 、4 ト ラッ ク ・ テ ー プ ・ 
レコ ー ダ ー を 利用 し た 、 ギ ター 演奏 だ け に よる 、 ミ ニ マ ル ・ サ ウ 
ンド 作品 「Inventions For Electric Guitar」 を 発表 。 こ こ 
で テク ニカ ル な 進歩 を 遂げ た 演奏 を 展開 し て お り 、 ギ ター・ リ 
フ 等 に 、 後 の 作風 の 萌芽 が 見 受け られ る 。 

76 年 フラ ンス の lsadora か ら リ リー ス さ れ た 「New Age Of 
Earth」 は 、'77 年 に Virgin か ら 全 世界 に 向け て 発売 され 、 
名 義 も Ash Ra に 変え て いる (ジャ ケッ ト も 変更 )。 演 奏者 と し 
て の 意識 と 作品 内 容 か が 、 今 迄 と 違う 事 を アピ ー ル し た か っ た 
も の と 考え られ る 。 実 際 の 所 、 本 作 以 降 で の エレ クト ロニ クス 
の 大 幅 な 導入 に よる カラ フル な 曲想 は 、Ash Ra Tempel 時 
代 の 重々 し い 、 サ イケ デリ ッ ク な ギタ ー・ バ ンド と いう サウ ンド ・ 
カラ ー と は 、 別 物 と 考え た 方 が 良い 。 前 出 の イン タビ ュー に も 
ある 様 に 、Ash Ra Tempel 時 代 の リー ダー は Manuel で は 
な か っ た 訳 で 、 初 期 の Ash Ra Tempel は 、Enke と Schulze 
及び 、Rolf-Ulrich Kaiser の 発言 権 が 強かっ た と 見 父 す 
べき で ある 。 又 、 本 作 よ り 導 入 し た イタ リア 製 リ ズム ・ マ シン 、 
EKO Rythm Computer が 、「E2-E4」 迄 の Ash Ra サウ ン 
ド の 隠れ た 要 と な っ て いる 。 

以降 コン スタ ント に 、「Blackouts」('78)、「Correlations」 
(79)、「Belle Alliance」('80)、「E2-E4」('84/ ハ ウス で 引 
用 )、「Walkin'The Desert」('88)、「Tropical heat」('89) 
を 発表 し 、 作 品 に よっ て は 、Lutz UIbrich(G,Key : 元 Agita- 
tion Free) 、Harald Grosskopf(Ds : 元 Wallenstein) 
が 参加 し て いる 。LP で は リリ ー ス され な か っ た 昔 の 作品 も 近 
年 、CD 化 され て いる 。(「Le Berceau de Cristal」、「Dream 
& Desire」)。 

Ash Ra の 作り 出す 音 は 、 リ ズミ カル な シー ケン サー・ リ ズ 
ム の 上 に ギタ ー・ リ フ を 作り 上 げ 、 そ の 上 で ソロ ・ プ レイ を 繰り 
広げ る と いう パタ ー ン な の だ が 、 耳 障 り の 良い 音 を 好 ん で い 
る 事 と 、 さ え ずる 様 な ギタ ー・ ソ ロ や 華 詞 な 曲 展開 に 特徴 が あ 
り 、 他 の エレ クト ロニ クス (ポッ プ )・ グ ルー プ と は 一 線 を 画す る 
イン スト ゥ ル メ ンタ ル ・ グ ルー プ で ある 。'78 年 か ら 頻 繁 に ファ ッ 





ショ ン ・ シ ョ ー の 音楽 を 担当 し て いる の も 、Ash Ra の モダ ー ン 
な 感性 が 評価 され て いる か ら で は な い だ ろ うか ?「 誰 に で も 
出来 そう で 、 絶 対 出来 な い 」 作 品 を 作り 出す Ash Ra の 感性 
は 、 エ レク トロ ニク ス ・ ロ ッ ク ・ グ ルー プ の 姿見 で ある 。 余 談 で 
は ある が 、 色 ん な 作品 で メロ トロ ン を 良く 使っ て いる の で 、 メ ロ 
トロ ン ・ フ ァ ン も チェ ッ ク す る 様 に 。 


圏 Manuel GOttsching を 中 心 と し た 
Ash Ra(Tempel) の 歴史 田 


1952 年 9 月 9 日 Manuel GoSttsching ベ ルリ ン に て 生ま れる 。 

1970 年 Ash Ra Tempel を Klaus Schulze(Ds, エ レク トロ ニク ス : ex 
Tangerine Dream) 、Manuel Gottsching(G) 、Hartmut 
Enke(B) の メン バー に て 結成 。 
ベル リン の クラ ブ や 画廊 で ギグ を 行う 。 

1971 年 「Ash Ra Tempel」 リ リー ス 。 ベ ルリ ン と スイ ス の ツア ー を 行う 。 
K.Schulze は 、 ソ ロ 活 動 の 為 に 脱退 。 

1972 年 「Schwingungen」 リ リー ス 。 ベ ルリ ン で ギグ 。 

「Seven Up」 を Timothy Leary と 録音 。 

1973 年 「Tarrot」 セ ッ シ ョ ン の 合間 を 利用 し て Schulze と 「Join Inn」 

の 録音 。 
「The Cosmic Couriers」 の レコ ー デ ィング ・ セ ッ シ ョ ン に 数 多 
(参加 。 
「Starring Rosi」 リ リー ス 。 
ドイ ツ 、 フ ラン ス 、 オ ー ス トリ ア 、 ス イス の ツア ー。 
1974 年 スタ ジオ ・ ロ ー マ の セッ ト ・ ア ッ プ 。 
「Inventions For Electric Guitar」 リ リー ス 。 
ソバ パ 引 に で ライ ヴ 。 

1975 年 イギリス 、 フ ラン ス 、 ド イツ を Lutz Ulbrich(G,Key:ex Agita- 
tion Free) を メン バー に 加え て 、 ツ アー。 

Philippe Garrel 監督 の 映画 ^Le Berceau de Cristal" 担 
当 。('93 年 に CD 発表 ) 
ドイ ツ の テレ ビ 映 画 ^Winter? の 音楽 担当 。 

1976 年 「New Age Of Earth」 リ リー ス 。7 日 間 の フラ ンス ・ ツ アー。 

1977 年 ラジ オ RIAS 局 の 放送 用 に 「Dream & Desire」 録 音 。('90 年 
に CD に て 発表 ) 

Lutz UIbrich、Harald Grosskopf(Ds:ex Wallenstein) と 
共に フラ ンス 、 イ ギリ ス 、 ス イス 、 ベ ルギー の ツア ー。 
8 月 の イギリス ・ ツ アー で は レー ザー・ シ ョ ー も サポ ー ト 。 

1978 年 「Blackouts」 発 表 。 

Claudia Skoda の ファ ッ シ ョ ン ・ シ ョ ー 用 の 音楽 担当 。 

1979 年 「Correlations」 発 表 。 

Big Birds の ファ ッ シ ョ ン ・ シ ョ ー 用 の 音楽 担当 。 

1980 年 「Belle Alliance」 発 表 。 
プリ ュ ッ セル で の K.Schulze の コン サー ト で 共演 。 

1981 年 Klaus Schulze の Richard Wahnfried プ ロジ ェクト に ギタ ー 
で 参加 。 

11 月 の Schulze の ヨー ロ ピ アン ・ ツ アー に 同行 。 
バル セロ ナ の Spanish TV に 出演 。 

1982 年 Trommelfeuer の ファ ッ シ ョ ン ・ シ ョ ー 用 の 音楽 担当 。 

1983 年 Fights-Veits の ファ ッ シ ョ ン ・ シ ョ ー 用 の 音楽 担当 。 

1984 年 「E2-E4」 を Schulze の IC と レー ベル より リリ ー ス 。 

1985 年 イギリス UK ELECTRONICA フ ェ ス ティ ヴァ ル に 出演 。 

1986 年 Ost-West の ファ ッ シ ョ ン ・ シ ョ ー 用 の 音楽 担当 

1988 年 Manuel と Lutz 及 び ナ レー ター の 3 人 で 、 ベ ルリ ン ・ プ ラ ネ タ リ 
ウム に 於 いて 「Walkin' The Desert」 の 曲 を 披露 。 後 、 ラ ジオ 
RIAS 局 で その 模様 を 放送 。 

1989 年 「Walkin' The Desert」 を Navigatar より リリ ー ス 。(Lebel の 
オー ナー は 「Seven Up」 で 歌っ て いた Mickie Duwe。) 

1991 年 「Tropical Heat」 を リリ ー ス 。 
フラ ンス ・ コ ロー ニュ で ライ ヴ 。 





ASH RA TEMPEL 
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プル ー ス ・ ロ ッ ク を 基底 に コス ミッ シェ ・ レ ー ベ ル に お いて トリ 
ッ プ ・ サ ウン ド を 象徴 し た マニ ュ エ ル ・ ゴ ッ チ ング (G) の アシ ュ ・ 
ラ ・ テ ン ペ ル 。72 年 間 、 ド ラッ グ と の 関係 が 極度 に 強力 で あっ た こ 
の 音楽 集団 の 変遷 こそ ドイ ツ ・ ロ ッ ク の 創成 期 か ら 現在 に 至る 過程 
を 如 実 に 表し て いる 。 この 1 st で の メン バー は 他 に クラ ウス ・ シ ュ ル 
ツェ (Dr) と ハル トム ・ エ ン ケ (B) 。 A 面 の 過激 な 内 向 性 ハー ドロ 
ー ク B 面 の 静寂 な サウ ンド 共に 過多 な エコ ー 操 作 が 成 さ れ た 即興 演 
奏で あり どろ どろ と し た 暗 さ を 内 包 し て いる 。 最終 的 に アシ ュ ・ ラ ・ 
テン ペル は M・ ゴ ッ チ ング に 集約 され 現在 アシ ュ ・ ラ と 名 乗り 確実 な 
足取り を 示し て いる が この 変形 ジャ ケッ ト の 中 に は 一 心 不 乱 に ギタ 
ー に 打ち 込む 18 歳 の 情熱 が ある 。 (松本 ) 
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アシ ュ ラ テン ペル の セカ ンド で ある 「 シ ュ ヴ ィング ン ゲ ンー 一 振動 
ーー」 は シュ ルツ ェ の 脱退 後 、 ゴ ッ チ ング 、 エ ン ケ 、 ス ティ ー プ ル ・ 
チェ イス 時 代 の 仲間 ヴォ ルフ ガン グ ・ ミ ュ ラ ー、 ア ジテ イシ ョ ン ・ 
ラフ リー に いた ヨー シ ・L、 サ ックス の ヴェ ラー、 ポ ボン ゴ 話 者 ウィ ル ・ 
ポッ プ に よっ て 録音 され た 。 ア シュ ラテ ン ペ ル の 音楽 的 姿勢 は ドラ 
ッ グ に よる 精神 解放 と 現代 の 没落 し た 人 間 の 表現 に あり 、 彼 ら が LSD 
解放 を 叫ぶ ティ モ シ ー・ リ アリ ー 博 士 や (何と 7up で うた っ て いる ) 
オリ ダス ・ ハ ックス リー 博士 に 強い 影響 を 受け て いる こと か ら も 理 
解 で きる 。 音楽 は こう し た 基盤 の 上 で 作用 する も の と 考え られ 、 音 
だ け を 取り 出し て 評価 する の は 意味 が な い が 、 一 言 で いえ ば 、 ヘ へ ヴ 
ィ ー で 即興 的 な サイ ケ デ リッ ク ・ サ ウン ド で ある 。 (嶋田 ) 








TIMOTHY LEARY & 
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スイ ス へ 亡命 し て いた LSD 研究 者 ティ モ シ ー・ リ アリ ー (LP を 発 
売 し て いる ) を 迎え て の 3 作 目 。 前 作 ま で の バン ド 形 態 か ら オ ー プ 
ン ・ セ ッ シ ョ ン 形 式 で 録音 され A 面 スタ ジオ ・ ラ イヴ B 面 ベル ン ・ 
フェ ステ ィ ヴ ァ ル で の ライ ヴ と な っ て いる 。 プ ルー ス 、 ロ ッ ク ン ・ 
ロー ル 或 い は 「 神 秘 」 期 の フロ イド を 初 入 と させ る 曲調 等 、 何 れ も 
ラフ な 演奏 に 必然 性 の 薄い エコ ー 処 理 、 音 移動 が 成 さ れ て お り ス ペ 
イシ ー な 効果 斉 が それ ら 各 曲 を 連結 し て いる 。 一 連 の セッ ショ ン 作 
(PLANETEN SIT-IN 参 照 ) の 第 1 弾 が 本 レー ベル の 初 作 で あっ た こ 
と か ら も その 位置 づけ 、 取 分 この 頃 ド ラッ グ 漬 け で あっ た 彼 等 ( エ 
ン ケ は 発狂 ) に よる 本 作 は リア リー と の 出会い に より ドイ ツ 流 サイ 
ケ デ リッ ク ・ ム ー ヴ メン ト を 一 際 、 象 徴 し て いる 。 (松本 ) 
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「Tarot」 セ ッ シ ョ ン の 合間 を 利用 し て 、1st 録 音 後 脱退 し た 、Shulze 
と セッ ショ ン を 行っ た 模様 が 本 作 で ある 。 セ ッ シ ョ ン は ②① の 順に 
行わ れ た そう で ある 。1st の ナン バー と 同じ で は ある が 、1st よ り は サ 
イケ デリ ッ ク な 感覚 が 少な く 、 聴 き 易 い 。① で は コズミック ・ へ ヴ 
ィ ・ メ タル ・ ロ ッ ク と で も 云う べき ギタ ー・ ト リオ の イン プロ ヴィ 
ゼー ショ ン が 繰り 広げ られ 、② で は 、「 7 Up」 の 録音 の 時 に 感じ た 事 
を 、Rosi が 路 や く 。^ 彼 方 へ "と と いう タイ トル 通り 、 ス トイ ッ ク な メ 
ディ テー ショ ン ・ サ ウン ド で 、 至 福 の ヴ ィ ジ ョ ン を 体験 出来 る 。 ト 
リッ プ ・ サ ウン ド で ある 。 オ ー バ パー・ ド ラッ グ で 廃人 と な っ た Enke 
は 、 本 作 を 最後 に 、 音 楽 界 か ら 姿 を 消す 。 (河原 ) 
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初期 の サイ ケ デ リッ ク で ドロ ドロ と し た 、 直 接 的 に ドラ ッ グ と の 
関連 性 の ある サウ ンド の 後 、 マ ニュ エル ・ ゴ ッ チ ング は 恐ろし い 程 
に 趣味 的 な 作品 を 制作 し た 。 お そら く 、 グ ルー プ と し て の アシ ュ ・ 
ラ ・ テ ン ペ ベル は 前 4 作 で 分 裂 し 、 マ ニュ エル ・ ゴ ッ チ ング だ けが グ 
ルー プ に 残っ た 形 に な っ た の で あろ う 。 こ こ に 聴く こと の で きる サ 
ウン ド は 、 そ れ ま で の へ ヴィ ー な も の で は な く 、 軽 く 、 明 る い 作風 
へ と 大 きく 変化 し た 。 そ し て 恋人 で ある ロジ ・ ミ ュー ラー を カヴァ 
ー に 使用 し 、 タ イト ル 名 に も ロジ を 使う 等 、 全 く 個 人 的 レベ ル の 作 
韻 用 える 。 しか し じ し コ ツラ ト な ドラッグ ・ ミ ュー ジッ ク と し で は 眼 
質 で あり 、 又 、 後 の サウ ンド へ の 布石 と な っ た 作品 と し て 注意 を う 
な が し た い 。 (山崎 ) 





ASH RA TEMPEL 
Inventions for Electric Guitar 
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通算 6 作 目 。 ギ ター( エ フェ クタ を 含む ) と 4 チャ ン ネ ルレ コー ダ 
ー 以 外 は 何 も 使 わ ず に 作り 上 げた 作品 で 、 ミ ニ マ ル 音 楽に ひと つの 
分 野 を 確立 し た と 言っ て も 良い の で は な か ろう か 。 ディレイ に よっ 
て 重なっ た ギタ ー の ピッ キン グ ・ サ ウン ドガ が 特徴 的 で 、 別 トラ ッ ク 
と の 微妙 な リズ ム の ずれ に よっ て 不思議 な 音響 効果 を 上 げ て いる 。 
これ は A① の 曲 に 顕著 で 、 面 白い 感覚 を 楽し むこ と が で きる 。1st や 
2nd も 含め て 、 彼 は 精神 性 の 高い 作品 を 作り 続け て お り 、 メ ンタ ル な 
部 分 が 昇華 され て 本 作 の A② の よう な タイ プ の 曲 が 出来 上 が る の で 
は な い だ ろ うか 。 彼 の 作品 を 表層 的 に 、 過 激 だ と か サイ ケ デ リッ ク 
だ と 評 す る の は 、 本 質 を 見 落と し て いる こと に な ら な い だ ろ うか 。 

(Helmut) 


ASH RA TEMPEL 
New Ame of Earth 
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通算 7 枚 目 の 本 作 に は ASHRA 名 義 の VIRGIN 盤 も 存在 する が 、 1 年 
早く リリ ー ス され た 仏 盤 が オリ ジ ナ ル で ある 。 ギ ター の 奏法 を いろ 
いろ と 工夫 し て 独自 の スタ イル を 確立 し た Manuel が 、 さ ら に 新しい 
ステ ッ プ を 踏み 出し て 作り 上 げた の が 本 作 で ある 。 どの 曲 も タイ ト 
ル と 演奏 内 容 が 非常 に 良く マッ チ し て いる 。A① で は 料 々 と 降り 注ぐ 
陽光 が リズ ミカ ル な ギタ ー と キー ボー ド の サウ ンド に よっ て 、A② で 
は ゆっ た り と し た 優し い 受 囲 気 が バ パッ ク の うねる よう な サウ ンド に 
よっ て 実に 巧 く 表現 され て いる 。 ま た 、 夜 の 闇 の 中 に 潜む 生命 の 息 
吹 に そっ と 耳 を 傾け る よう な 、 優 し さと 暖か さ に 溢れ た 曲 が 、B 面 全 
部 を 使っ て 表現 され て いる 。 こ の アル バム を 聴き 終わ っ た 時 、 き っ と 
「New Age Of Earth」 の 予 光 が 感じ られ る は ず で ある 。 (Helmut) 
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本 作 は 、 事 前 に アレ ンジ を か っ ちり 固め て 制作 され た 内 容 と な っ 
て お り 、「New Age Of Earth」 よ り も 同じ ソロ 作品 と は 云え ん 、 ト ー 
タル ・ ア ル バ ム 的 に 完成 度 が 上 が り 、 サ ウン ド が より オー プン に な 
っ て いる 。 本 作 発表 直後 か ら 、 フ ァ ッ ショ ン ・ シ ョ ー の 音楽 を 頻繁 
に 担当 する 事 と 関係 し て いる の や も 知れ な い 。 ギ ター の 音 が 、 と て 
も 伸び た 美しい 音 を 出し て いた り 、 当 時 は チー プ な 音 し か 出 な か っ 
た リズ ム ・ ボ ックス を 、 非 常に 巧妙 に 使っ て いた り と や は り 、Manuel 
の セン ス の 良さ に 感心 し て し まう 。 日 本 で は 、 本 作 が LP 盤 で 一 番 最 
初 に リリ ー ス され た 。「 こ の レコ ー ド は 、 心 地 良 く 聴 くべ きだ 」(Maunel 
Gottscing) 多重 録音 を 行っ て いる 人 は 必聴 盤 と な る 作品 。 (河原 ) 
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「Starring Rosi」 か ら 「New Age of Earth」 まで の アシ ュ ラ は 、 
マニ ュ エ ル ・ ゴ ッ チ ング の ソロ ・ プ ロジ ェクト と し て 、 多 重 録音 で 
制作 すれ て いた が 、 こ の 頃 の サウ ンド は 、 グ ルー プ 形 成 を と っ て い 
る こと も あり 、 強 い ダ イナ ミズ ム を 感じ も ゃ も の だ 。 リ ズム 、 シ ー ク 
ェ ン ス と それ に シン クロ する ハロ ルド ・ グ ロス コ フ の ドラ ミン グ 。 
その 上 に の る マニ ュ エ ル ・ ゴ ッ チ ング の ギタ ー。 シ ンプ ル 化 され 、 
ソフ ィ ス ティ ケイ ト 化 され た 感性 は 、 こ の 時 代 に 於 いて は か な り 先 
行 し た 美意識 で あり 、 は る か 後 の ハ ウス ・ ミ ュー ジッ ク の 源流 が こ 
こ に 聴く こと が で きる と いっ て も 過言 で は な い 。 当 時 の ポッ プ ・ ミ 
ュー ジッ ク の 中 で も この セン ス は 数 年 先 を 行く も の で ある 。 (山崎 ) 
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「Black Out」 以 降 の アシ ュ ラ の 流れ は 、 ジ ャ ー マ ン ・ サ ウン ド か 
ら ハ ウス ・ ミ ュー ジッ ク へ と 流れ て いく 過程 の 中 で 重要 な 位置 を 占 
め る も の だ 。 当時 、 プ ログ レッ シ ヴ ・ ロ ッ ク ・ フ ァ ン の 間 で この 頃 
の アシ ュ ラ に 注目 し て いた 人 間 は いな か っ た よう だ が 、 こ れ は 、 マ 
ニュ エル ・ ゴ ッ チ ング の 感性 が 、 フ ァ ン の レヴ ェ ル を 大 きく 先行 し 
て し まっ た 為 に 生じ た 現象 で あっ た 。 こ の こと は ノイ や デュ ッ セ ル 
ドル フ の 流れ を くむ 作品 に ちい える こと だ が 、 ド イツ の エレ クト ロ 
ニク ス 系 の ミュ ー ジ シャ ン 達 は 、70 年 代 に すでに リズ ム ・ シ ー ク エ 
ンス に よる 平坦 な リズ ム を 好み 、 大 きく 時 代 を 先行 し て いた 。 当 時 
の レヴ ェ ル で いえ ば 、 恐 ろ し い 程 に スタ イリ ッシュ な サウ ンド だ 。 

(山崎 ) 
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イタ リア ン ・ ハ ウス 系 の スエ ニョ ・ ラ ティ ー ノ に 引用 され 、 ハ ウ 
ス ・ ミ ュー ジッ ク の ファ ン に も 聴か れ て いる 本 作 は 、 ポ ッ プ で ダン 
サン プ ブル な ミニ マル ・ サ ウン ド と 云え ば 良い の で あろ うか ? 延々 と 
続く EKO Rythm Computer の シー ケン ス ・ パ ター ン に 、 金 物 系 は 、 
フラ ンジ ャ ー、 リ バー プ で 憎い 程 の 音響 処理 を 施し 、 後 半 か ら ギ タ 
ー・ ソ ロ を 繰り 広げ て いく 。ASH RA の 作品 は 、 ど れ も 少 し づつ 傾向 
が 変わ っ て いる が 、 本 作 は 特に 異色 の 出来 と し て 一 聴 の 価値 は ある 。 
作品 発表 の 頃 は 、 リ アル な 音 の ドラ ム ・ マ シー ン が 出 始め た 頃 で 、 
それ 迄 の チー プ な リズ ム ・ ボ ックス の 音 の 効果 的 な 使い 方 と いう 視 
点 か ら 、 本 作 を 創っ た の か も し れ な い 。 (河原 ) 
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1988 年 に ベル リン の プラ ネタ リウ ム で 行わ れ た イベ ント 「Desert 
Sounds」 に 本 作 ①ー④ の オリ ジ ナ ル 版 を 披露 し て いて 、 同 年 ラジ オ 
で その 模様 が 放送 され て いる (Manuel、Lutz、 ナ レー ター の 三 人 編 
成 )。 そ の ライ ヴ の 再現 が 本 作 で あり 、 ナ レー ショ ン は カッ ト さ れ て 
いる 。 今 迄 の 作品 の エッ セン ス を 抽出 し た 様 な 内 容 で 、 余 分 な 音 は 
省 か れ 、 一 つつ の 音 が きら めき 輝い て いる 。 こ こ で は 、 ジ ャ ー マ 
ン ・ ロ ッ ク の 20 年 の 歴史 を 作っ て きた 一 人 の 男 が 、 今 だ に 才能 の 色 
裾 せる 事 無く 、 天 才 が 天才 を 証明 し て いる 。⑤ は CD の み の ポ ボー ナス ・ 
トラ ッ ク 。 サ ンプ リン グ ・ キ ー ボ ー ド を 初め て 導入 。「Seven Up」 
で 歌っ て いた 、Mickie Duwe の 新興 レー ベル か ら の リリ ー ス 。ASH 
RA の 集大成 的 作品 ク (河原 ) 
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「New Age」 を 発表 し た 後 77 年 に 、RIAS ラ ジオ 局 の 放送 の 為 に 、 
作曲 ・ 演 奏し た も の 。 (①② が 放送 ) や は り 、 作 風 は 「New Age」 の 
②③ と 良く 似 て いる が 、 こ ちら の 方 が ギタ ー が 良く 歌っ て いる の と 、 
雰囲気 が 明る く 、 リ ラッ クス させ て くれ る 。 ASH RA 流 New Age ( ヒ 
ー リ ング ) サウ ンド と いっ た と ころ か 。 音 作り と し て は 、 シ ー ケ ン 
サー の 音 に ディ レイ を か け て 、 細 か い フ レー ズ を 作り 出し て いる 事 
や 、 そ の シー ケン サー・ リ ズム に 合わ せ て 細か い サ プ ・ メ ロディ ー 
を ギタ ー の リフ で 弾く と いう 、ASH RA お 得意 の 手法 が ここ に 確立 し 
て いる 。 ラ イナ ー に よる と 、73 年 より RIAS ラ ジオ に は 時 々 出演 し て 
いる 様 で 、 非 常に 興味 深い 。 ま だ まだ 発掘 CD は 出る ? (河原 ) 
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と に か く 明 る い 。 熱 帯 地方 に 関係 する 曲目 ば か り で 、ASH RA 流 カ 
リプ ソ と いっ た と ころ か ? 又 々 三 人 編 成 に 戻っ て お り 、 従 来 の シー 
ケン ス ・ フ レー ズ を 基 に 演奏 する と いう 形 で は な く 、 又 得意 の ディ 
レイ や ミニ マル 的 手法 も 使わ れ て いな い 。 ラ イヴ 演奏 を 前 提 と し た 、 
か な り ノ ー マ ル な 曲 作り と な っ て いる 。 イ ン ナ ー・ フ ォ ト に 写っ て 
いる 、91 年 コロ ー ニ ュ の ライ ヴ で は 、 本 作 が メイ ン て で 演奏 され た の 
か も 知れ な い 。 あ くま で も 推測 だ が 、 シ ー ケ ン サ ー も 含め た 、MIDI 
機材 の 使い 方 の 試行 錯誤 を 行っ て いる 途中 の 様 な 気 が す る 。 (河原 ) 





ASH RA TEMPEL 
Le Berceau De Cristal 
CD/(Fr.)MSI Spalax 14275 '93 年 


ay 拍 雪 。。 7/24 / 4 





ニコ 、 ド ミニ ク ・ サ ンダ 出演 の Philippe Garrel 監 督 の 映画 「Le Berceau 
de Cristal」 (日 本 未 公開 ) の サン トラ 曲 を メイ ン に 、Manuel と Lutz 
の セッ ショ ン を 収め た 本 作 は 93 年 に 突如 と し て CD 化 さ れ た 。 タ イト 
ル 曲 は 、75 年 8 月 7 日 カン ヌ で の ライ ヴ で 、 こ の テイ ク が サン トラ 
に も 使わ れ た 。 や は り 、「Inventions」 期 の 音 だ が 、 よ り 眼 想 色 も 濃 
く 、 当 時 の ASH RA の ライ ヴ の 愛 囲 気 を 良く 伝え て いる 。(74 年 の ラ 
イヴ で は 「Inventions」 と 、 こ の 手 の 眼 想 的 な 曲 が 1 時 間 以 上 演奏 さ 
れ て いる 。) 他 の 曲 は 「New Age」 に 至る 迄 の 、 試 行 錯誤 の 記録 と 考 
えた 方 が 良さ そう だ 。 ド ラム ・ マ シー ン に フェ イザ ー や ディ レイ を 
か けた り 、 ギ ター・ シ ン セ を 使っ た り と 、 か な り 実 験 的 な 事 を し て 
いる 。 (河原 ) 
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独 の ミュ ー ジ ッ ク ・ シ ー ン に お ける シュ ルツ ェ の 立場 は 多分 
我々 が 考え て いる 以上 に 巨大 な も の で ある に 違い な い 。 彼 
は この 20 年 近い 年 月 に 自身 の ソロ 作品 の 他 に 数 限り な い 
活動 を 続け て いる 。 初 期 に お いて は 一 連 の コズミック ・ セ ッ シ 
ョ ン ・ シ リー ズ で 、 こ れ は アシ ュ ラ ・ テ ンプ ル を 母体 と し ウル リッ 
ヒ ・ カ イザ ー な る コス ミッ ク ・ レ ー ベ ル 主 催 者 に よっ て 行わ れ 
た 。「 タ ロッ ト 」 等 の 有名 な 作品 が ある が 、 そ の 参加 メン バー か 
ら 期 待 さ れる ほど の 音楽 的 な 内 容 は 無い 。 し か し 独 ロ ッ ク の 
原 体験 で ある ドラ ッ グ 体験 が モロ に 表面 に 出 て いる 点 で は 
ひと つの 時 代 を 知る 重要 な 記録 で は ある だ ろう 。 シ ュ ル ツェ 
の ソロ 作品 「 イ ルリ ヒト 」「 サ イボ ー グ 」 は その コス ミッ ク ・ レ ー ベ 
ル よ り リ リー ス さ れ 、 同 じ ド ラッ グ に よる 作品 と し て も 高 水準 の 








どど 


音楽 性 を 持っ て いた 。 当 初 か ら シ ュ ル ツェ の 作品 は いわ ゆ 
る スペ ー ス ・ ミ ュー ジッ ク と は 一 線 を 画 し て お り 、 聞 き 手 の 安 
易 な 思い 入れ を 許さ な い 確 固 と し た 内 容 を 展開 し て いた 。 
旧 友 ・ タ ンジ ェ リ ン ・ ド リー ム が 環境 音楽 的 な 評価 を 受け 、 
BGM と し て 流さ れる 事 は あっ て も 、 シ ュ ル ツェ の 音楽 は 聞き 
流す 事 は 出来 な い 。 レ ー ベ ル を ブレ イン 、 ヴ ァ ー ジ ン に 移し て 
の "75 年 ご ろ 、 彼 と し て も ひと つの 節目 に な る 「 タ イム ・ ウ ィ ン ド 」 
を 制作 、 異 世界 の 創出 を 完成 させ た 。 大 変 大 ざっ ぱな 分 類 
を し て みる と 「 イ ルリ ヒト 」 か ら 「 タ イム ・ ウ ィ ン ド 」 ま で の 初期 と 、 
「 ム ー ン ・ ド ー ン 」 か ら 「X」 ま で の 中 期 、 デ ジタル 化 と 共に 彼 の 
内 な る ワグナー が 表 出 する 現在 まで の 三 期 に 分 けら れる 。 し 
か し 現在 こう し て ふり 返る と 、 ど うし て も 中 期 の 作品 に は 不満 
が 残る 。 サ ント ラ の 「 ボ ティ ・ ラ ヴ 」 は 別 と し て も 、 精 神 面 で の 重 
厚 さ が 他 の 作品 と くら べ 薄 まっ た 様 な イメ ー ジ が ある 。 水 準 
以上 の 作品 は 「 ミ ラー ジュ 」 と 「X」 だ ろう 。 こ の 時 期 彼 は ツ ト 
ム ・ ヤ マシ タ の プロ ジェ クト に も 参加 、 は っ きり 言っ て どう で も 
いい シン セ を 弾い て いる 。 こ れ を 考え る と 、 つ く づ く シ ュ ル ツェ 
と 言う 人 は ソロ に 向い て いる 人 間 だ と 思う 。 そ し て アー サー・ 
プラ ウン を Vo( / ) に むか えた 「 デ ュー ン 」 か ら が 、 実 は 彼 の 音 
楽 が 一 番 完 成 され て 行く 事 に な る 。「X」 の 2 枚 目 で 試み られ 
た クラ シッ ク 的 手法 も 充分 消化 し 、 彼 の 作品 中 最も 重厚 な 
内 容 に な っ て 行く 。 デ ジタル 録音 を 始め た 「 デ ィ グ ク ・ イ ッ ト 」「 ト 
ラン ス フ ァ ー」 に お いて 、 彼 は 最も 良き パー トナ ー、 リ ヒ ャ ル ト ・ 
ヴァ ー ン フリ ー ト を 得 、 彼 名 義 の 作品 も リリ ー ス する 。 実 は こ 
の ヴァ ー ン フリ ー ト と は 彼 の 使用 し て いる コン ピュ ー タ ー・ シ ス 
テム の 名 前 で 、 シ ュ ル ツェ は 日 夜 彼 と 会 話 を 続け 作曲 を し て 
いる らし い 。 当 然 ヴ ァ ー ン フリ ー ト と し て の 作品 は 全て プロ グラ 
ム 演奏 で 、 通 常 の シュ ルツ ェ の 作品 と くら べ る と 構成 が し っ 
か り し て いる 分 だ け ロ ッ ク っ ぽい 。'80 年 前 後 の 彼 の 活動 は 、 
お りか ら わ き 起 っ た ニュ ー・ ウ ェ ー ブ に 対抗 する 訳 で は 無い だ 
ろう が 、1.C. な る レー ベル を 設立 、 実 験 音楽 か ら ニ ュー・ ウ ェ ー 


MAIN ARTISTS 
クラ ウス ・ シ ュ ル ツェ 


プ ま て 広域 な 作品 を リリ ー ス し て いる 。 又 、 ス テー ジ に お いて 
時 お り 共 演 し て いた ライ ナー・ ブ ロス と の 共 作 を 含む 小 シリ 
ー ズ 「 イ ンティー ム 」 も スタ ー ト させ 、 長 〈 音 沙汰 の 無かっ た ア 
シュ ラ の マニ エル ・ ゴ ッ チ ング の 作品 を 聞か せ て くれ た 。 こ の 
時 の 「 ア フリ カ 」 は 大 変 高 度 な 内 容 を 持ち 、 近 年 の シュ ルツ 
ェ の 作品 で も 傑作 で ある 。 そ の 後 、 ブ ロス を 加え て の ライ ヴ を 
は さ み 発 表 さ れ た 「 オ ウデ ンティティー」 に お いて も 様々 な ア 
プロ ー チ が 試み られ て お り 、 彼 の 止ま る 所 を 知ら な い 活動 に 
は 本 当 に 頭 が 下がる 。 ヴ ァ ー ン フリ ー ト の 一 件 で も わか る よう 
に 、 彼 の メカ ・ マ ニア ぶり は 相当 な 物 で 、 時 お り ジ ャ ケッ ト に 
写る 彼 自身 の スタ ジオ 設備 も 個人 の 物 と し て は ケタ 外れ の 
豪華 さ で ある 。 彼 の 音楽 も タン ジェ リン 同様 、 シ ン セ サイ ザー 
の 発達 と 共に 表面 的 変化 を 見 せ て は いる が 、 曲 の 内 容 は ア 
ル バ ム を 重ね る 毎 に へ ヴィ な も の へ 移っ て いる 。 先 に も 記し た 
通り 、 近 年 の 作品 に は デジ タル の シン セ サ イ ザー を メイ ン に 
使用 し て いる に も か か わら ず 、 ゲ スト ・ メ ン バ ー の 生 ピ アノ 、 チ ェ 
ロ 等 を 加え て も 何ら 不 自 然 さ を 感じ させ な い 音 色 ・ 内 容 を 持 
ち 、 ド イツ 人 と し て の 精神 面 の 課題 を 一 手 に 引き 受け て いる 
感 が ある 。 

今回 は 各 ア ル バ ム 毎 の 解説 は 意識 的 に 触れ ず に 話 を 進 
め て し まっ た が -- そ うし な いと 、 と て も 終ら な い -- 彼 の 音楽 
は 電子 音楽 と 言う 現在 最 先端 の 領域 に お いて 、 最 も 正統 な 
音楽 芸術 を 展開 し て いる 事 だ け は 記憶 し て ほし い 。 最 近 軽 々 
し く 〈「 シ ン フ ォ ニ ッ ク ・ ロ ッ ク 」 な る 言葉 が 使用 され る が 、 ほ と ん 
ど が 表面 的 に スト リン グ ス を 使っ た り し た だ け の 粗末 な 物 で 
ある の に 対し 、 シ ュ ル ツェ の 音楽 こそ 真 の 意味 で の シン フォ 
ニッ ク ・ ロ ッ ク で は な い だ ろ うか 。 
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狂っ た 光 と 題 さ れ た シュ ルツ ェ の 1st。 ア シュ ・ ラ ・ テ ン ペ ル を 脱 
退 し た 後 シ ュ ル ツェ は 自宅 で 様々 な 音 の 実験 を くり 返し て いた 。93 
年 の 10 枚 組 CD、「Silver Edition」 に も 「Irrlicht」 第 2 章 の 原型 と な 
っ た と 思わ れる 72 年 の テイ ク Land partie が 収め られ て いる が 、 孤 独 
の 中 で 自己 の 深層 に まで 分 け 入 っ て ゆく 彼 の 創作 態度 が 生々 し く 残 
され て いる 。 時 代 は T. ラ イリ ー や ラモン テ ヤ ング が ミニ マル ミュ ー ジ 
ッ ク を さか ん に 行っ た 時 期 で 、 手 法 的 に は 影響 を 感じ る が 、 オ ー ケ 
スト ラ の 電子 変調 や 階層 的 な ヴァ イヴ レー ショ ン 、 音 の 空間 的 移動 
な ど 、 や は り シ ュ ト ッ ク ハ ウ ゼ ン ら の 影響 が 強い 。 私 は 74 年 に 遅れ 
て この アル バム を 聴い た が 、 恐 怖 に 捉 わ れ 最 後 ま で 聴き 通せ な か っ た 
記憶 が ある 。 へ ヴィ ー な パッド ト リッ プ ミ ュー ジッ ク で ある 。 (嶋田) 
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約 100 分 の 電子 音 と 電気 変調 され た オー ケス トラ に よる シン フォ ニ 
ー で ある 。1st 「Irrlicht」 が 漆黒 の 闇 に 関 く 狂 っ た 光 で ある な ら 、 こ 
の 薄明 の も と に 着く よう に 波 うち 流れ る 音楽 は 、 絶 望 的 な 弧 独 感 に 
満ち あて いる 。 シ ュ ル ツェ の 初期 の 作品 は 妙 に 生命 感 の な い 、 離 人 体 
験 の よう な 響き を し て いる 。 タ ンジ ェ リ ン や アシ ュ ・ ラ ・ テ ン ペ ル 
で の 暴力 的 と も いえ る ドラ ミン グ も 、 こ の 硬質 だ が 壊れ 易い 感性 に 
支え られ て いた の だ ろう か 。 シ ュ ト ッ ク ハ ウ ゼ ン が 切り 開き 、 リ ゲ 
ティ ら が 継承 し た 響き の 探求 と エレ クト ロニ ッ ク ミ ュー ジッ ク の 可 
能 性 、 パ リ 革 命 の 挫折 と カウ ンタ ー・ カ ルチャ ー、 ベ ルリ ン と いう 
都市 の も つ 生 々 し い 破 壊 と 狂気 の 歴史 。 様 々 な 出来 事 の 洗礼 を うけ た 
多 感 な 天才 、 シ ュ ル ツェ の 疾風 怒 湾 の 時 代 の 大 き な 結 実 で ある 。 

(嶋田 ) 
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リリ ー ス が 遅れ た が 3 作 目 と な る Brain レ ー ベ ル か ら の 第 一 弾 で あ 
る 。 個人 的 に は と て も 好き な アル バム で 、 こ の 時 期 の シュ ルツ ェ と 
し て は 非常 に 暖か い テ クス チャ ー か ら 生 身 の 人 間 シ ュ ル ツェ を 感じ 
させ る 。 ア シュ ラテ ン ペ ル 時 代 の よう な ドラ ミン グ の 聴け る 最後 の 
アル バム で も ある 。 和 白眉 は 1 曲目 トー テム で 、 ア ナ ロ グ シン セ な ら 
で は の 電子 パー カッ ショ ン が 淡々 と 続く 中 か ら 、 悲 哀 に 満ち あ た メ ロ 
ディ ー が 紡ぎ 出さ れ て ゆく 。 何 と 繊細 で 優し い 心 を 持っ た 人 な の だ 
ろう 。 全 て の 音 が 夢 か ら 漂着 し た 幻 の 様 だ 。 一 転 し て 2 曲目 で は 推 
進 的 な 演奏 と な り 、 加 速 の 果て に まさ に 精神 の 扉 を 開け て トラ ンス 状 
態 に 陥っ て ゆく プロ セス が 音 に 体現 され て いる 。 未 消化 な 印象 も ある 
が 、 随 所 に シュ ルツ ェ の 天才 性 が 発揮 され て いる 名 盤 で ある 。( 嶋 田 ) 


KLAUS SCHULZE 
Blackdamce 


LP /Brain 1051 74 年 
CD/Brain 8331292 
/ 東 芝 EMI VJCP 23039 





ヴァ ー ジ ン レ ー ベ ル 傘 下 の キ ャ ロラ イン と 契約 し て リリ ー ス し た 
4 作 目 の アル バム で 、 ド イツ の マイ ナー な ミュ ー ジ シャ ン で あっ た 
シュ ルツ ェ が ワー ルド マー ケッ ト に 問う た 第 一 作 で ある 。 深い フェ 
イザ ー 処 理 し た オル ガン サウ ンド に 、12 弦 ギタ ー や ハン ドド ラム ス 
を 重ね て 創 られ た 意欲 作 で ある 。 3 曲目 で は E.W. ジ ー モ ン の パス ・ 
ヴォ イス に ルー ピン グ し た 逆 回 転 の リズ ム が 入り 、 呪 術 的 な 死 臭 さ 
え 漂 う 音 世界 を 表 出し て いる 。 同 じ ヴ ァ ー ジ ン レ ー ベ ル の M・ オ ー ル 
ド フ ィ ー ル ド や タン ジェ リン ドリ ー ム に 較 ベ セー ルス 的 に 成功 し な 
か っ た の は 、 シ ュ ル ツェ の 音楽 の も つづ 根源 的 な 暗 さ と 冷た ささ え 感 
じ さ せる 狐 高 性 故 で あろ う 。 し か し そこ に は クラ スタ ー 風 の 機械 の 油 
臭 さ は な く 、 ど の 音 に も 主体 シュ ルツ ェ の 刻印 が 認め られ る 。( 嶋 田 ) 








KLAUS SCHULZE 
Time Wimd 


LP/Brain 1075 75 年 
CD/Virgin CDCA2006 





シュ ルツ ェ の 名 を 世界 的 と し た ヒッ ト 作 で フラ ンス で は グラ ンプ 
リ を 確 得 し て いる 。 ア ジテ ーション フリ ー の シン セ 奏 者 だ っ た ミ ヒ 
ャ エル ・ ヘ ー ニ ヒ と の デュ オ の 名 で も あっ た が 、 う まく 行か ず ア ル バ 
ム は すべ て ソロ 。 ヘ ー ニ ヒ は この 後 P. パ バウ マン の 後任 と し て タン ジェ 
リン ドリ ー ム に 参加 する が 脱退 し 、 ソ ロ 活 動 と な る 。 さ て 、 シ ュ ル 
ツェ を し て 最も 完成 度 の 高い "作品 と 云わ し め た 本 作 は 、 彼 の 心酔 
する ヴァ ー グ ナー の 死 を テー マ と し て いる 。 ヴ ェ ニ ス で 急逝 し 、 嵐 の 
中 を バイ ロイ ト に 向う 葬 い の 晴 夜 行路 だ ろう か 。 タ イト ル は F. ハ ー バ 
ー ド の Dune か ら 摂ら れ て いて 、 そ こ で は 、 今 の 現実 が 無数 の Time wind 
の 錯 線 し た 一 点 に 過ぎ な い 、 と 語ら れ て いる 。 シ ュ ル ツェ は ヴァ グ ナ 
ー の 無言 の 帰還 を 幻視 し た の だ ろう か 。 壁 画 的 な 作品 で ある 。 (嶋田 ) 





細 員 | KLAUS SCHULZE 
前 00ndawn 


LP /Brain 1088 76 年 
CD/Brain 841353-2 





76 年 1 月 、「Time Wind」 の 成功 、Far East Family Band の 2 枚 の ア 
ル バ ム の プロ デュ ー ス 、 そ し て Go プロ ジェ クト へ の 参加 な どの 動き 
の 多い さ 中 レコ ー デ ィング され た Brain レ ー ベ ル か ら 2 枚 目 の アル バ 
ム 。 こ の アル バム で シュ ルツ ェ は ^ 私 は 新た な 扉 を 開け 進む … こ れ は 
ロッ クミ ュー ジッ ク だ "と 宣言 し た 。 コ ズミ ッ ク 系 まで 何 度 も 共演 し 
て いる ヴァ レン シュ タイ ン の ドラ マー、 H・ グ ロス コ フ に サポ ー ト さ 
れ た 力強い 作品 。1 曲 目 の コ ン セ プ ト は 以降 80 年 の 「Live」 ま で 演奏 され 
る こと と な る が 、2 曲目 の ドラ マチ ッ ク な 展開 は 、 真 に シュ ルツ ェ が 
自己 の スタ イル を プレ イク スル ー し て 行く 次 で ある 。「Time Wind」 と 
いう 完成 度 の 高い 作品 を 創り 年 も 、 そ の スタ イル の 焼き 直し に 安住 せ 
ず 新 た な 可能 性 を 求め て 行く 求道 者 シュ ルツ ェ の 面目 躍如 。 (嶋田 ) 





らら O 








KLAUS SCHULZE 
Body Love 


LP /Metronome 60.047 76 年 
CD/MMG CDTB 123 





シュ ルツ ェ 初 の サウ ンド トラ ッ ク ア ル バ ム で ラッ セ ・ プ ラウ ン 監 
督 の ポル ノ 映 画 の 音楽 で ある 。 内 容 は ヨー ロッ パ の 貴族 か 何 か の 退 
廃 的 猟奇 的 な 生活 を 描い た も の で 、 確 か 本 邦 で も ^ 絶 頂 人 妻 " な る 
タイ トル で 上 映 さ れ た と 思う 。 何故 か ファ ッ ク シ ー ン に な る と シュ 
ルツ ェ の 音楽 が 使わ れ て いた が 、 確 か に 「Time Wind」 の 頃 ま で の 
シュ ルツ ェ の 音 が 、 何 か ひと つ 見 えな い 壁 の 向う で 鳴っ て いた の に 戦 
べ る と 、 よ り 実 体 的 で タイ ト に な っ て いて 、Body Love と いう イメ ー 
ジ に 合う の か も 、 と 思う 。 こ の 音 の 存在 感 の 変化 は GO プロ ジェ クト の 
影響 が 大 だ と 思う が 、「Moondawn」 で 生 ド ラム を 起用 し 音 の イン パク 
ト を 強め た こと か ら 、 同 じ 方 向 性 で の 深化 が み ら れる 。 2 曲目 ^Blanche” 
で は シュ ルツ ェ の ピア ノ ト ー ン の プレ イ が 聴け る 。 (嶋田 ) 





KLAUS SCHULZE 

Mirame 

LP /Brain 0060.040 77 年 
CD/(U.K.) Thunder Bolt COTB 033 














シュ ルツ ェ 8 枚 目 の ソ ロ ・ ア ル バ ム 。 初期 か ら 中期 に か け て の 彼 
の 試行 錯誤 の 過程 は この アル バム を 頂点 と し て 迎え 、 す べ て ここ に 
流れ つく と 考え て よい だ ろう 。 本 作 以 前 の 彼 の 作品 群 が ア リア ド ネ 
の 糸 だ と すれ ば 、 さ し ず め この アル バム は 彼 の 行き つい た アル カ デ 
ィ ア で ある 。 A 面 は リズ ムレ ス の 酒 々 と し た 世界 で うっ すら と 色彩 
感覚 の ある 作品 で ある 。B 面 は 比較 的 虫 動 感 の ある リズ ム ・ パ ター 
ン の シー ク ェ ン ス の 上 に クリ スタ ル の 湖 を 情景 描写 し た も の で 視覚 
的 な 要素 が 多く 導入 され て いる 。 ク リス タル ・ レ イク の 上 を 吹く 風 
の 音 、 草 木 の ざ わ め き 、 鳥 の 飛び 立つ 様 な ど を イン トロ ダク ショ ン 
に 自己 の 内 的 宇宙 へ と 旅立つ 為 の 導入 剤 的 な 役割 と 、 孤 高 の ロ マン 
主義 的 アイ デン ティ ティ ー と が 見 事 に 共存 し て いる 。 (山崎 ) 





の 7 国 KLAUS SCHULZE 


fo 有 Body Love IL 


LP /Brain 0060.097 77 年 
CD/Brain 511976-2 





サン トラ 版 の 「Body Love」 の 翌年 に リリ ー ス され た 9 枚 目 の ソロ アル バ 
ム 。 タ イト ル に こそ 「Vol、IT 」 だ が 、 こ ちら は サウ ンド トラ ッ ク で は な く ス タ ジ オ 
ワー ク に よる 別 な 作品 で ある 。 と は 云え 基本 的 コン セプト に は 差 が な く 、 敢 
えて この 作品 を リリ ー ス し た の は 、 映 像 や 時 間 に 制約 され ず に 、 肉 体 的 な 
躍動 や 性 的 エク スタ シー その も の を 音楽 化す る と いう テー マ に チャ レン ジ 
し た か っ た 故 で あろ う 。 完 成 度 の 点 で も 確か に II の 方 が 上 で 、 奇 し くも 同年 
アイ ラン ド か ら リ リー ス し た 名 盤 「Mirage」 と 較べ る と 多く の 点 で 対 賠 的 な 
アル バム と な っ て いる 。「Mirage」 が トラ ー ク ル や クラ イス ト な ど 異 端 の ドイ 
ツ ロ マン 主義 の 気質 を 有する な ら 、 本 アル バム は シュ ルツ ェ の 傾倒 する ニ 
ー チ ェ の デュ オニ ュ ソ ス 的 世界 の エネ ルギー を 有 し て いる 。 こ の 2 つ は 次 
作 「X 」 で 見 事 な 融合 を 遂げ る 。 (嶋田 ) 


0 SCHULZE 


LP /Brain 0080 023 78 年 
CD/Metronome 833 627-2 





クラ ウス ・ シ ュ ル ツェ の 10 枚 目 に あたる この アル バム で は 、 ド ラ 
ッ ク 、 狂 気 、 創 造 と いう 3 つの 主題 か ら 、 お そら く 彼 の 心酔 する 6 
人 の 人 物 を タイ トル に 冠 し た 作品 が 収め られ て いる ( 彼 は 最新 作 オ 
ウデ ンティティー に 於 いて も トラ ー ク ル の 詩 を 題材 し て いる )。70 年 
代 か ら 常に 第 一 線 で 活動 し て きた 数 少な が い ミ ュー ジ シ ャ ン の 一 人 で 
ある シュ ルツ ェ は 、 例 え そ れ が シン セ サ イ ザー と いう 注目 を 浴び た 
楽器 の スペ シャ リス ト で あっ た と し て も 、 独 自 の 語法 と 方 法 を も ち 、 
自己 の 音楽 を 絶え ず 発展 させ た 音楽 家 と し て も 最も 才能 ある 人 で あ 
っ た 。 彼 の 文学 性 は 初期 より 感じ られ た が 、 こ の 作品 に よっ て 現在 
の 活動 の 基本 的 スタ イル が 生ま れ て いる 。 シ ュ ル ツェ は シー ン 全 体 
と し て 語る に は あま り に 巨人 で 、 今や 孤高 の 道 を 歩ん で いる 。 (嶋田) 








KLAUS SCHULZE 
Dume 


LP /Brain 0060.225 79 年 
CD/Brain 811 842-2 





ベストセラー と な っ た F. ハ ー バ ー ド の 大 河 SF 砂 の 惑星 ・Dune か ら 
ヒン ト を 得 た と 思わ れる 。 事実 「X」 で F. ハ ー バ パー ド べ の オマ ー ジ ュ 
も 捧げ て いる 。 シ ュ ル ツェ と SF は 密接 で 、 音楽 と SF な る 講演 も 行っ 
て いる らし い が 、 こ こ で 聴か れる 音楽 は 描写 的 で な く 、 精 神 活動 を 
高め る 香料 メラ ンジ に よっ て 未来 と 過去 を 見 渡す よう に な っ た 主人 
公 の 、 悲 劇 的 ヒロ イズ ム の 提 情 的 音 詩 と も 云え る も の 。W. テ ィ ー ポ 
ルト の つや や か な 、 よ く 歌 う チ ェ ロ に 、 荒 と し た アラ キス の 砂漠 
を 連想 させ る スケ ー ル の 大 きか な 音響 が 融合 する 。 2 曲目 は アク ター 
と し て アー サー・ プ ラウ ン を 迎え 、 ヴ ァ ー ン フリ ー ト の 1st「Time Actor」 
の 原型 と な る テイ ク が 収め られ て いる 。「Mirage」-「X」 と 名 盤 を 
た て 続け に 発表 し た シュ ルツ ェ の 一 大 傑作 で ある 。 (嶋田 ) 





Ed | KLAUS SCHULZE 
Lie .… 
LP /Brain 0080.048 '80 年 








シュ ルツ ェ の 初 ラ イヴ アル バム で 79 年 の ヨー ロッ パ ツ ア ー の も の 。 
「Dune」 を 思わ せる A①、「X」 の フレ ー ズ が 聴か れる B① な ど 、 実 際 
の ライ ヴ を 知る こと が で き な か っ た この 頃 で は 、 ど ん な 音 な の か と 期 
待 し 納得 し た 記憶 が ある 。 ア ー サ ー・ プ ラウ ン を フュ ー チ ャ ー し た D 
面 も 仲 々 の 出来 だ っ た 。 し か し 、 こ の アル バム は CD 化 さ れず 、 廃 般 と な 
っ て し まっ た 。 確 か に 録音 状態 が 良好 で は な く 、 音 源 が 遠い 感じ で 了 臨場 
感 に 芝 し い が 、 ア ナ ロ グ 時 代 の ライ ヴ を 伝え る 価値 ある アル バム と 思う 
の だ が …。 特 大 ポス ター 付き で 、 中 ジャ ケッ ト に は ツア ー 中 の スナ ッ プ 
写真 が 沢山 印刷 され て いる 。 タ ンジ ェ リ ンド リー ム の ライ ヴ 「Encore」 
と 似 た コン セプト だ と 思う が 、 意識 的 な の だ ろう か 。 こ の アル バム を 
境 と し て 、 以 降 シ ュ ル ツェ は デジ タル 技術 を 導入 する 。 (嶋田 ) 





らら 7 








KLAUS SCHULZE 

Dig lt 

LP /Brain 0060. 353 「80 年 
CD/Brain 811632-2 





アナ ログ の 死 を 宣言 し た 13 枚 目 の ソ ロ 。 デ ジタル に ひっ か け て `\ 探 究 ? を 
タイ トル と し た の も シュ ルツ ェ ら し い 。 フ ュー ネ ラ ル マ ー チ で 幕 を あけ る この 
アル バム は 、 そ れ 迄 の 持続 音 と 細か い シ ー ケ ンス パタ ー ン の 作風 か ら 変 
化 を 遂げ 、 よ り リ ズム を 強調 し た 硬質 の テク スチ ャ ー と な っ て いる 。 サ ンプ リ 
ング を 多用 し た り 、 ボ コー ダー 処理 し た ナレ ーション を 入れ た り と 、 意 欲 的 
な 取り 組み が 感じ られ る が 、 一 方 で IC レ ー ベ ル の 設立 や 、 ヴ ァ ー ン フリ ー ト 
プロ ジェ クト の 活動 な ど 外 的 要因 も 多忙 で 、 或 る 意味 で マイ ク ・ オ ー ル ド フ 
ィ ー ル ド の プラ チ ナ ム 発 表 時 の 変化 と 似 て いな くも な い 。 し か し 、 一 度 確立 
し た 自己 の スタ イル か ら 脱 却 し て ゆく 姿 こ を そ シュル ツェ が 真 に プロ グレ ッ シ 
ヴ な アー ティ スト で ある こと を 示し て いる 。 (嶋田 ) 


KLAUS SCHULZE 
Trancefer 


LP /Brain 823 605-1 8 年 
CD/Brain 823 605-2 





マイ ク ・ シ ュ リ ー ヴ と ヴォ ルフ ガン グ ・ テ ィ ー ポ ルド を ゲス ト に 
加え た 作品 。 シ ュ ル ツェ の 作品 と し て は 短 か 目 の 曲 が 2 曲 の み 収 録 
され て いる 。 前 作 同 様 硬 質 な テク スチ ャ ー だ が 、 ス タイ ル と し て は 
以前 に 戻っ た 印象 も する 。 タ イト ル か ら 想 像 され る よう に 疾走 感 に 
満ち た 、 良 質 の トリ ッ プ ミュ ー ジ ッ ク と いえ る 。 フ ェ ア ラ イト に サ 
ンプ リン グ し た チェ ロロ 以外 は マニ ュ ア ル で プレ イ さ れ て いる らし く 
緊迫 感 も 伝わっ て 来る 。 完 成 度 も 高く 、 マ イナ ー な シー ン か ら 出 発 
し て 評価 され 、 今 や 第 一 人 者 と 位置 づけ られ た 彼 の 余裕 と 自信 が 感 
じ ら れ る 。76 年 に 参加 し た ツトム ・ ヤ マシ タ の GO プロ ジェ クト の 体 
験 か ら 、 ひ と まわ り も ふた まわ り も 音楽 性 を 拡げ た シュ ルツ ェ の 音 
世界 が ここ に は ある 。 良い オー ディ オ で 聴き た い 作 品 。 (嶋田 ) 





KLAUS SCHULZE 
Audentity 


LP /1C. KS 80025/26 83 年 
CD/Brain 81794-2 








前 作 「Trancefer」 か ら 2 年 を 経て リリ ー ス され た 2 枚 組 大 作 で 、 前 
作 の 2 人 の ゲス ト に 、 こ の 後 暫 く ペ ア を 組む ライ ナー・ プ ロス (P. 他 ) 
を 加え た 4 人 で 創り 上 げ ら れ て いる 。 セ バス チャ ン の 自己 同一 性 探究 
の 物語 と いう トー タル ・ ア ル バ ム で あり 、A 面 の 子供 時 代 か ら 成 地 し 
た 時 期 ま で が 順 を 追っ て 作品 と な っ て いる 。 最終 曲 は 麻薬 に 陸 湧 し た 
ドイ ツ の 詩人 、 ゲ オル グ ・ ト ラー クル の 同名 の 長 詩 が 知ら れる ` 夢 の 中 の 
セバス チャ ン "。 具 体 音 や 引用 され た フレ ー ズ を 弾く チェ ロ が 効果 的 で 
シュ ルツ ェ の 全体 品 の 中 で も ドラ マ 性 に 富ん だ 個性 的 な 作品 。 こ の セ バ 
スチ ャ ン が シュ ルツ ェ 自 身 な の か 否 か は 定か で は な い が 、「Dune」 以 
降 の ドラ マチ ッ ク な 作風 の 頂点 と な っ た 作品 と いえ る 。 日 本 盤 は 1 枚 目 
の み と な り ニ ュー エイ ジ 扱 いさ れ て いた 。 (嶋田 ) 


KLAUS SCHULZE 
& RAINER BLOSS 
^Dziekuje Poland" Live '83 


LP /LC. KS 80. 040/41 '83 年 
CD/Brain 818620-2 








シュ ルツ ェ 2 作 目 の ラ イヴ アル バム で 、「Audentity」 以降 の パー ト 
ナー、 ラ イナ ー・ ブ ロス と の 連名 で の 作品 で ある 。80 年 の ライ ヴ ア ル 
バム リリ ー ス の 際 に 「 こ れ 限 り 」 と 明言 し た 為 か この アル バム で は 弁 
明 め いた こと を 書い て いる が 、 や は り 戦 後 の 急 速 な 経済 的 回 復 と は 裏 
腹 に 、 東 側 の 、 そ れ も ポ ー ラ ンド で ベル リン 出身 の ゲル マン 的 ミュ ー 
ジ シ ャ ン が 成功 する と いう こと は 、 大 事件 で あっ た の だ ろう 。 シ ュ ル 
ツェ の 生年 1947 年 と いえ ば 戦後 問 も な い 時 代 で ある 。 同じ く タ ンジ ェ 
リン ドリ ー ム も 2 枚 組 の ポー ラン ド ・ ラ イヴ を リリ ー ス し て いる こと か 
ら も モニ ュ メ ント 性 を 伺わ せる 。 曲 は 各 都 市 で の コン サー ト を 抜粋 し 
て いる も の で 完成 度 よ り も 熱気 が 伝わっ て 来る と いっ た 内 容 で 、 最後 
の テイ ク は 観客 の 拍手 と 歓声 が 収め られ て いる 。 (嶋田 ) 








KLAUS SCHULZE, RAINER BLOSS 
& ERNST FUCHS 

Aphrica 

LP/Intean ID 20.001 「84 年 





ウィ ー ン 幻想 派 を ハウ ズ ナ ー と 共に 率い る 現代 絵画 の 巨匠 エル ン 
スト ・ フ ックス が カヴァ ー ア ー ト と ヴォ イス で 参加 し た 作品 で 3 人 
の 連名 作 と な っ て いる 。 美 の 神 ア フロ ディ テ と アフ リア を 合わ せ た 
造語 が タイ トル と な っ て いて 、 虫 動 的 で パワ フル な リズ ム と 暴力 的 
と も いえ る 呪術 性 を も っ た 音響 に 満ち た 作品 で 、CD 化 が 望ま れる 。 
フッ クス は ミュ ー ジ シャ ン で は な い が 野 太い 声 で 朗々 と 語り 歌い 、 
カリ スマ 的 存在 感 が ある し 、 シ ュ ル ツェ と プロ ス は さす が に 候 の 合 
っ た 演奏 で 、 急 激 な 展開 を する 部 分 な ど で は スリ リン グ な 快感 さえ 
感じ る 。 デ ュ オ ニ ソ ス 的 な 狂 宴 の イメ ー ジ で 双 エ ネル ギー に 満ち て 
いる 。 シュ ルツ ェ ー 派 に よる アシ ッ ド 風 ` 春 の 祭典 "と いえ ば 多少 イ 
メー ジ が 伝わる で あろ うか 。 知 られ ざる 名 作 と いえ よう 。 (嶋田 ) 





KLAUS SCHULZE 
Angst 


LP /Inteam. ID 20.003 「84 年 
CD/MMG CDTB 2.027 





シュ ルツ ェ は 84 年 に Inteam レ ー ベ ル を 設立 し 、 ヴ ァ ー ン フリ ー ト 
の 3 枚 目 、「Aphrica」 マ ニュ エル ・ ゴ ッ チ ング の ソロ な ど 名 盤 を 次 々 
と リリ ー ス し て 行く 。 多 分 に セッ ショ ン 的 色彩 の 強い 作品 が 多く 、 
初期 の 作品 に 強く 感じ られ る 絶対 的 な 孤独 感 や 深い 働 突 の 響き に 魅 
せら れ た 者 に と っ て は 久々 の 完全 な ソロ 作品 と いう こと て で 期待 し た 
アル バム で あっ た 。 映 画 音 楽 ら し く タ イト ル も シー ン を イメ ー ジ す 
る 分 り 易 いも の で 、 1 曲目 の `Freeze" な ど 、 単 純 な 曲想 な が ら 打ち 
ふる える メタ リッ ク な 冷た さ の ある 響き が 、 一 瞬 に し て シュ ルツ ェ 
の 世界 に 聴く 者 を 引き 入れ て し まう 。 不安 "と 題 さ れ た 映画 の 方 は 
見 め て いな い の で わか ら な い が 、 サ ウン ド ト ラ ッ ク を 再 構成 し て 創 
り 上 げた アル バム の よう で ある 。 小 品 集 と いっ た 趣き 。 (嶋田 ) 





らら 








KLAUS SCHULZE 
Imter *Faee 


LP /Brain 827 673-1 '85 年 
CD/Brain 827 673-2 





84 年 自己 の レー ベル INTEAM を 設立 、 ヴ ァ ー ン フリ ー ト プロ ジェ ク 
ト や 数 々 の サウ ンド トラ ッ ク な どの 仕事 の あっ た 85 年 の 作品 、 ソ ロ 
名 義 で は 18 枚 目 に な る 。 この 時 期 の 作品 は 仲 々 評価 の 難し いと ころ 
で 、70 年 代 か ら の ファ ン が 失望 し て 聴か な く な っ た 頃 だ と 思う 。 実 
際 有 「Audentity」 で 一 応 の 完成 を みた 手法 か ら 次 の ステ ッ プ を 模索 す 
る 過渡 的 作品 な の だ ろう 。 録音 方 法 も アナ ログ で 、 ジ ャ ケッ ト の セ 
ンス か ら も 、 以 前 の 作品 に デジ タル 系 の 楽器 を 加え て リメイク し た 
可能 性 も ある 。①ー③ の 小品 も 同時 期 の サウ ンド トラ ッ ク 製 作 の 副 
産物 と 思わ せる 部 分 が 多い 。 何 故 自分 の INTEAM で は な く BRAIN か 
ら の リリ ー ス な の か 。 契約 問題 な の か も 知れ な い が 。 ウ リ ・ シ ョ バ 
ー な る パー カッ ショ ニス ト と の デュ オ 作 品 で ある 。 (嶋田 ) 





KLAUS SCHULZE| MKLAUS S5HULZE 
er? | reams 


LP /Brain 831 206-1 '86 年 
CD/MMG CDTB 039 














前 作 「Inter *Face」 と アル バム 構成 は ほぼ 同様 で 小品 3 曲 と 20 数 
分 の 大 曲 が 1 曲 収め られ て いる 。 イントロ か ら 大 仰 に 始ま る が 、 ど 
う も 散漫 な 印象 が あり 、 ギ ター と ヴォ ー カ ル を 加え た 終曲 も 部 分 的 
に 魅せ られ る と ころ が な いで も な い が む し ろ シ ュ ル ツェ の 苦悩 が 伝 
わっ て 来る 。 東 洋 を 意識 し た 部 分 も か えっ て 安易 な 印象 を 与え て し 
まう よう だ 。IC と INTEAM の 両 レ ー ベ ル も うま くく 行か ず 、 個 人 と し て 
も 大 変 な 時 期 だ っ た の か 。 一 方 で は ドイ ツ を 代表 する ミュ ー ジ シャ 
ン と し て 本 が 出版 され た り も し て 、 そ の 評価 は 不動 の も の と な っ て 
いる 。 タ イト ル の Dreams” は シュ ルツ ェ と し て は 実に ダイ レク ト 
で 或 る 意味 で は 作品 も 聴き 易い 、 ロ ッ ク 色 の 強い も の で 、 過 度 に 期 
待 を 抱か けれ ば 良い の か も 知れ な い 。 (嶋田 ) 





KLAUS SCHULZE 
& ANDREAS GROSSER 
Bahel 


LP/Virgin VentureVE5 '87 年 
CD/Virgin Venture CDVE5 





ヴァ ー ジ ン 傘 下 ベ ペ ベンチャー レー ベル に 移籍 し て の アル バム 。 有 名 
な バベル の 塔 を ジャ ケッ ト に し て いる 。 サ ンプ リン グ の ドラ ム を 使 
わ ず 、 生 ピア ノ を 加え た キー ボー ドサ ウン ド 。 あ まり に 淡々 と し て 
いて 最初 は 意図 が わか ら な か っ た が 、 或 る 日 夢うつつ に 大 音量 で か 
け て いた 時 、 後 半 か ら 終 結 部 に 至る 怖 し い 了 臨場 感 と 崩壊 の イメ ー ジ 
に 圧倒 され 、 雄 大 な カタ スト ロフ に 向う 作品 の 線型 の 構成 に 改め て 
シュ ルツ ェ の 構成 力 と それ を 維持 し て ゆく 精神 力 に 脱帽 し た 。 何 の 
変 折 も な い 要 素 が つみ 重なり 増殖 し て ゆく 果 に 恐る べき 結末 が 訪れ 
る と いう 、 何 や ら 宗 教 的 世界 観 まで 感じ られ る 作品 。 他 に 類 を みな 
い 作 品 だ が 、 こ の 作品 を も っ て 「Dune」 か ら 追 探し て 来 た 叙 事 的 な 作 
風 は 後退 し て ゆく 。 明 ら か 新 境地 を 拓 い た 大 曲 と 云え る 。 (嶋田 ) 


KLAUS SCHULZE 
EnTrance 


LP /Brain 835 158-1 「'88 年 
CD/MMG CDTB 2.061 





21 枚 目 の ソ ロ で ある 本 作品 は 最初 の アナ ログ 版 の 時 は 2 枚 組 で あ 
っ た が 、 CD で は 1 枚 に 収め られ て いる 。 サウ ンド トラ ッ ク で あっ た 
「Angst」 を 除け ば 実に 「Dig It」 以 来 8 年 振り の 完全 な ソロ アル バ 
ム で あり 、 内 容 的 に も 変 な 構え の な い 充 実 し た 4 作品 が 収め られ て 
いる 。「En ニ Trfnce」 と は また シュ ルツ ェ ら し い タ イト ル で 、 入 口 の 
意味 と 夢幻 状態 に 導入 する と いう 意味 の ダブ プル ネー ミン グ で 、 計 ら 
ず か 知っ て か 、 以降 現在 に 至る まで の 作風 の 入口 と な っ た CD。 使用 
機材 は フェ アラ イト 以外 は 全て 日 本 製 で 、 シ ュ ル ツェ の 日 本 好き も 
ある だ ろう が 、 日 本 の デジ タル 楽器 が 世界 最高 水準 に ある こと を 証 
明 し て いる 。 こ の 時 期 の シュ ルツ ェ は 今ひとつ 評価 が 低い 気 が す る 
が 、「Babei」 と 共に 傑出 し た アル バム で は な か ろう か 。 (嶋田 ) 








KLAUS SCHULZE 
Miditerramean Pads 


LP /Brain 841 864-1 '90 年 
CD/MMG CDTB 081 





「En ニ Trance」 発 表 後 、 シ ュ ル ツェ は 6800 人 の 観客 を 前 に ドレ ス デ 
ン で コン サー ト を 行っ た 。 ま た ドイ ツ て で 人 気 を 博 し た グル ー プ “AL- 
phaville* の プロ デュ ー ス な ども 行っ て いる 。 2 年 振り の この CD は ` 地 
中 海 の 家 ′ を も じ っ て ミディ 地域 の 家 ′ と 名 付け られ て いて 、 シ 
ュ ル ツェ に し て は 明る い 音 質 の ナチ ュ ラ ル な 響き を も つ ア ル バ ム と 
な っ て いる 。 こ れ に は ピア ノ や サン プリ ング の サッ クス ・EIti Schulze 
(奥さん ? ) な る 女声 ヴォ ー カ ル の 使用 が 影響 し て いる が 、「Babel」 
で 見 い 出し 「En 三 Trance」 で 確立 し た 方 向 性 へ の 、 揺 る ぎ な い 自 信 
が 音 に 表れ て いる 。 音 素材 の 種類 が 多く 、 ラ テン パー カッ ショ ン や 
エレ キ ペ ベー ス の 音 も 使わ れ 、 い つ に な く 便 上 舌 な 作品 と な っ て いる 。 
MMG レ ー ベ ル 最 後 の CD で ある 。 (嶋田 ) 





KLAUS SCHULZE 
The Dresden Performance 


CD/Virgin Venture CDVD903 90 年 
/ 東 芝 EMI VJCP 36013 





シュ ルツ ェ 3 枚 目 の ライ ヴ ア ル バ ム だ が 、40 数 分 に 及ぶ パー ト 1 、 
2 が 89 年 の ドレ ス デ ン で の コン サー ト 、 パ ー ト 3 、4 、5 は スタ ジオ 
テイ ク と いう 構成 で ある 。 トータル 2 時 間 半 に 及び 聴き 応え ある 作 
品 。 手 法 的 に は 「En ニ Trance」、「Miditerranean Pads」 と 同様 だ が 、 
ライ ヴ と いう こと も あっ て 、 よ り 自 由 度 の 高い 演奏 で 、 む し ろ ダ イレ 
クト に シュ ルツ ェ の 音楽 的 要素 が 捉え られ る 。 多 彩 が パー カッ ショ ン 
パタ ー ン の 上 に 、 画 家 が 絵具 を 重ね て ゆく よう に 音 が ちり ば め ら れ 
て ゆく 。 悠 々 と 流れ る 大 河 を 思わ せる スケ ー ル を 持つ 。 一 方 スタ ジオ 
テイ ク は より 曲 の 性 格 が 明確 で 、 残 響 処 理 を ホー ル っ ぽく し て いる が 、 
より 構成 され て いる 。 穫 美 的 な パー ト 3 、4 。 イ ント ロ で 能 や 雅楽 を 
意識 し た と 思わ れる パー ト 5 な ど 、 仲 々 の 佳作 揃い で ある 。 (嶋田 ) 





らき 








KLAUS SCHULZE 
Beyond Recall 
CD/Virgin Venture CDVE 906 91 年 


Venture レ ー ベ ル か ら の 3 枚 目 の 本 アル バム は 限定 版 の 「Silver Edi- 
tion」 を 除く と 近年 と 唯一 つの ス タ ジ オ の み の 作 品 で ある 。 サ ンプ リン グ 
され た アコ ー ス ティ ッ ク ギ ター の イン トロ か ら 、「Miditerranean Pads」 
で も み ら れ た ナチ ュ ラ ル 指 向 が 一 層 完 成 さ れ て いる こと が 伺わ れる 。 
アレ ンジ も 考え られ て お り 、 各 作品 の 完成 度 も 高く 非常 に 良質 な エレ 
クト ロニ ッ ク ミ ュー ジッ ク の アル バム な の だ が 、 シ ュ ル ツェ 独特 の 突 
き 抜 けた 迫力 と いう か 、 ス ケー ル の 大 き さ に 欠け る 。 3 曲目 の 「Mirage」 
を 思い 出さ せる シー ケン スパ ター ン な と ど 随 所 に 以前 の 作品 を 想起 され 
る 部 分 が あり 、 そ れ 故 の アル バム タイ トル か 、 な ど と 考え て し まう 。 
CD の プ ブックレット に シュ ルツ ェ の 横顔 が 載っ て いる が 、40 台 半ば を 迎 
えた 男 の 真 に 含 曹 の ある ポー トレ イト で ある 。 (嶋田 ) 


KLAUS SEHULZE 
Royal Festival Hall vol. 1 
CD/Virgin Venture CDVE 916 「'92 年 





「The Dresden Performance」「The Dome Event」 と 同一 コン セ 
プ ト の ライ ヴ テ イク と スタ ジオ ワー ク に よっ て 構成 され た 作品 。Vol. 
1 と 2 に 分 売 さ れ て いる 。Vol. 1 の 方 は 91 年 9 月 10 日 の テイ ク と 92 年 
の スタ ジオ テイ ク の 曲 が 収 録 さ れ て いる 。 音 響 の コラ ー ジ ュ と いっ 
た 感 の イン トロ か ら 独 特 の シー ケン スパ ター が 始ま る 。 時 間 の 流れ 
その も の の よう な リズ ム の 上 を 多彩 な 音色 の メロ ディ ー と サウ ンド 
が ちり ば め ら れ て ゆく 。44 分 半 に 及ぶ ライ ヴ テ イク は Yen” と 題 さ 
れ 、 各 パー ト に は 忘却 の 淵 か ら 訪れ 再び 忘却 の 彼方 へ と 消え て ゆく 
迄 の 一 連 の 音響 ドラ マ に タイ トル が つけ られ て いる 。 一 方 スタ ジオ 
テイ ク で は より スタ ティ ク な 音響 が 追求 され て いる 。 全 体 的 に 抑制 
され た エネ ルギー を 感じ させ る 内 容 で 完成 度 は 高い 。 ′ (嶋田 ) 





KLAUS SCHULZE 
Royal Festival Hall vol. 2. 
CD/Virgin Venture CDVE917 92 年 





91 年 、 ロ ンド ン フ ェ ス ティ バル ホー ル で の ライ ヴ と 92 年 の スタ ジオ 
ワー ク か ら 構 成 さ れ た シリ ー ズ も の の 第 二 弾 。 同一 収録 の ライ ヴ を 分 
売 と し た の は 作品 の 対照 性 を 強調 し た か っ た 故 で あろ うか 。 開始 部 か 
ら 、 映 に け ぶ る 湖沼 地帯 の 朝 を イメ ー ジ させ る 音響 コラ ー ジ ュ で 、 猟 
銃 の 音 や 不思議 な 朗 唱 や 女声 スキ ャ ッ ト か ら 超 現実 的 な “古代 の 松 囲 
気 ” に 始ま り 、 い つの 間 に 我 々 は シュ ルツ ェ の 遥 な 彼方 の 見 知ら ぬ 惑 
星 に いる 、 と いう 具合 で ある 。「En 三 Trance」 以降 の シュ ルツ ェ の 推 
選 盤 を 問わ れれ ば 、 私 と し て は この ライ ヴ シ リー ズ 、 特 に vol.2 を 推す 。 
スタ ジオ テイ ク も 完成 度 が 高い (bf と は フリ ー ド マン ・ バ パッ ハ だ ろう 
か ? )。 か っ て の 激しい パワ ー や ロマ ン テ ィ ズ ム は 影 を ひそ め 、 成 熟し 
て 自信 に 満ち た セバス チャ ン が ここ に 居る 。 (嶋田 ) 


KLAUS SCHULZE 
The Dome Evemt 





91 年 5 月 11 日 、 約 1 万 人 の 観客 の 前 で 演奏 され た 、 ケ ルン カテ ド 
ラル で の ライ ヴ 。92 年 作 の スタ ジオ テイ ク で フル アッ プ さ れ た 74 分 
の CD。 ヴ ァ ー ジ ン 移 籍 後 6 枚 目 の この CD の 録音 は 前 作 の ロイ ヤル フ 
ェ ス ティ バル ホー ル の ライ ヴ シ リー ズ と 同年 の も の で 、 内 容 的 に も 
ほぼ 同様 。 イ スラ ム 風 の 詠唱 の よう な サン プリ ング 、 日 本 的 な パー 
カッ ショ ン な と 異国 的 な 夫 囲 気 の な か 、 リ ズム パタ ー ン が 鳴り 出し 、 
その 上 に 様々 の メロ ディ ー や 音響 が 立ち 現れ て 、 消 えて ゆく 。90 年 
以降 4 枚 の ライ ヴ CD を 次 々 と 発表 し て 来 た こ と は 、 機 材 の 充実 や レ 
ー ベ ル の し っ か り し た サポ ー ト ば か りか 、 何 より も シュ ルツ ェ の 自 
信 と 意欲 の 表れ で あろ う 。 最近 の CD で は 、 ラ イヴ の も づつ 緊張 感 が 良 
い 方 向 に 作用 し て いる と いっ て 良い だ ろう 。 (嶋田 ) 








KLAUS SCHULZE 
Silver Eitiom 
CD/KS1-10(1-10) 「'93 年 





"93 年 リリ ー ス の 10 枚 組 CD セッ ト 、 内 容 は 全て 未 発表 の も の で 、72 年 
「lrrlicht」 と 同時 期 の も の 、75 一 77 年 の ライ ヴ な ど 貴 重 な も の も 多数 
含ん で いる 。 8 割 は '92、'93 年 の 作品 で 、 3 楽章 の 交響 詩 や 、 ゲ オル グ ・ 

トラ ー ク ル の 生涯 を テー マ と し た オペ ラ `Totentag の 音楽 、154 分 に 
及ぶ 大 作 ^Picaso Geht Spazieren*、Meditation 1、2 と 命名 され た 連 
作 、 フ ィ ル ム ミ ュー ジッ ク が 収め られ 、 各 曲 の デー タ と 共に 年 表 や シ 
ュ ル ツェ 論 の 載っ た ブッ クレ ッ ト が 付い て いて ファ ン に は 流 貴 の 内 
容 。 こ の 巨人 が 今 尚 計 盛 な 創造 力 を 保っ て いる こと を 如 実 に 示し て い 
る 。 年 表 か ら は 紹介 され て いな い フ ィ ル ム の 仕事 が 結構 多い こと が わ 
か る 。 ち な み に !82 年 の 映画 ^Next of Kin^* は CD 未収 の テイ ク を 含み 、 
本 邦 発売 も され て いる 。 (邦題 、 悪 夢 の 系 譜 、VAP67115-128)  ( 鳴 田 ) 





RICHARD WAHNFRIED 
Time Acetor 


LP /1C. 58 065 79 年 
CD/IC 710, 094 





「GO」 で アル ・ デ ィ ・ メ オラ や S. ウ イン ウッ ド と 共演 し た の も 驚い 
た が 、 ア ー サ ー・ プ ラウ ン 、 ヴ ィ ン セ ント ・ ク レイ ン ら と 組ん だ ヴァ ー ン 
フリ ー ト も 予想 を 超え た も の だ っ た 。 時 間 軸 を 移動 する 男 の SF 的 ロッ 
クオ ペラ で ある 。 グ ルー プ 名 の 由来 は 正確 に 知ら な い が 、 ヴ ァ ー グ ナー 
の 名 リヒ ァ ル ト と ヴァ グ ナ ー の 別荘 ヴァ ー ン フリ ー ト 荘 か ら と っ た の 
で あろ うか 。 と も あれ その 音楽 は まぎれ も な い シ ュ ル ツェ の も の で あ 
り 、「Dune」 や 79 年 の ヨー ロッ パ ツ ア ー で の アー サー・ プ ラウ ン と の 成果 
が 結実 し た 作品 で ある 。 自 己 の レー ベル |IC を 設立 し 、 思 うま ま に 作 品 を 
創っ て いる シュ ルツ ェ の 姿 が ここ に ある 。GO 以 来 の つき 合い で ある M. 
シュ リー ヴ と 「X」 の オー ケス トラ アレ ンジ 、「Dune」 で の チェ ロ を プレ イ 
し て いる W. テ ィ ー ポ ルト の サポ ー ト も 良い 。 (嶋田 ) 





らら 











RICHARD WANHNFRIED 
Tonwelle 


LP /1.C. KS80.006 81 年 
CD/IC 710.095 


RGARD WAHNFRED 














ヴァ ー ン フリ ー ト 名 義 の 2 作 目 。 シ ュ ル ツェ 、M・ シ ュ リ ー ヴ 、M・ 
ゴッチ ング 、M・ ガ ー ヴ ェ ン ス (ロー リー) と いう 悪い 訳 が な い ラ イ 
ン ア ッ プ で ある 。「Trancefer」 と 同年 の 作品 の た め 、 音 素材 の 選択 や 
曲 の も つ 雰 囲 気 は 同じ だ が 、 ゴ ッ チ ング の 抑制 され た な か に も 熱い 情 
動 を 憶え る ギタ ー が 全編 に フュ ー チ ャ ー さ れ て いる 。 む し ろ シ ュ ル ツ 
ェ の 参加 し た 3 枚 目 の アシ ュ ラ テン ペル の アル バム と さえ 言え そう な 
音 で ある 。 無駄 な 小細工 な し の 疾走 感 、 ま た ゆっ た り と し た 流れ に よ 
ど み つつ 身 を あず け て ゆく 快感 。 イ ギリ ス や フラ ンス の グル ー プ が 持 
ち 得 な か っ た 独自 の 感覚 が 非常 に 生 の まま で 表れ て いる アル バム で あ 
る 。 尚 CD に は 3 作 目 「Megatone」 よ り 2 曲 (1 曲 は ショ ー ト ヴァ ー 
ジョ ン ) が ボー ナス トラ ッ ク と し て 収め られ て いる 。 (嶋田 ) 


RICHARD WAHNFRIED 
Megatome 
LP/Inteam ID 20.006 84 年 





ヴァ ー ン ラリ ー ド デ ロ ジ ェクト 第 3! 作 。 1 作 目 イ シド か がら 選 グ 
レッ シ ヴ な ドラ イヴ を 感じ させ る が 、 ヴ ォ ー カ ル と ギタ ー を フュ ー 
チャ ー し た 、 最 も ロッ ク 然 と し た 作品 と な か っ て いる 。「Inter Face」 
で シュ ルツ ェ を サポ ー ト し て いる ウリ ・ シ ョ バー が ドラ ム ス と 技術 
サポ ー ト で クレ ジッ ト さ れ て いる 。「Time Wind」 や 「X」 で 如 実 に 
表れ て いる ドイ ツ 古 典 音楽 の 影響 を 一 方 の 極 と すれ ば 、 ヴ ァ ー ン フ 
リー ト の 2 枚 目 と 本 作 は 、 タ ンジ ェ リ ン 、 ア シュ ラ の 創始 に 関与 し 
て 来 た ロ ッ ク ミ ュー ジ シ ャ ン 、 シ ュ ル ツェ の スタ ンス を 示す も の で 
あろ う 。 ヴ ァ ー ン フリ ー ト の 性 格 上 、 演 劇 的 と いう か お 遊び 的 な と 
ころ も ある が 、、 シ リア ス な ば か り で な い シ ュ ル ツェ らし い ユ ー モ ア 
も 感じ させ る 作品 で ある 。 (嶋田 ) 





RIEHARD WAHNFRIED 
Miditatiom 

LP /InteamlD 20.009 '86 年 
CD/IC 710.096 


icHAuD WAHNEED 
"WhprrAi 
bei 


mioN 
rk sos 





ヴァ ー ン フリ ー ト 名 義 の 4 作 目 で ラス ト ア ル バ ム と な る 。Miditation 
と Midiaction と いう 、 シ ュ ル ツェ らし い ネ ー ミ ング が され て いる 。 メ 
ン バ ー は タン ジェ リン ドリ ー ム 結成 以前 に エド ガー フロ ー ゼ と 活躍 
し 、 そ の 後 「Cyclon」 で 1 枚 の み タ ンジ ェ リ ン に も 参加 し た ステ ィ 
ー ヴ ・ ジ ョ リフ ェ (fl) 、 テ ィ ム ・ バ レス (perc.) 、 カ ー ル ・ ヴ ァ ー ン 
フリ ー ト と テッ クス ・ テ キス トン の 2 人 の コン ピュ ー タ ー、 ジ ェ ニ 
ファ ー・ ユ ー バ ー ベ ルク (Sitar) で ある 。 同年 の ソロ 「Dreams」 に 
較べ る と 、 は る か に 気楽 に プレ イ し て いる よう に 聴こえ る 。 ジ ョ リ 
フェ の フル ー ト を フュ ー チ ャ ー し た 破綻 の な い 曲想 だ が 、 シ ュ ル ツ 
ェ が この プロ ジェ クト を 終了 し た の も 納得 で きる よう な 気 が す る 。 
これ は ニュ ー エ イジ の 範 瞳 に 入る 唯一 の 作品 だ ろう 。 (嶋田 ) 


STOMU YAMASHITA 
Gi0 
LP/(U.K.)lsland ILPS 9387 76 年 





最近 の ツトム ヤマ シタ は 変 に 温和 な ナチ ュ ラ リス ト に な っ て し まっ 
た 感 が ある が 、 こ の Go プロ ジェ クト 当時 は けっ こう 危 く て 、 ヒ ロイ ッ 
ク な 宇宙 哲学 に 基く 一 連 の ツア ー を 行っ て いた 。 シ ュ ル ツェ の 文脈 か 
ら こ の プロ ジェ クト を 捉え る と 、S. ウ イン ウッ ド や A. デ ィ メ オラ と の 
共演 と いう ミス マッ チ は ある が 、M. シ ュ リ ー ヴ と の 出合 い の よ うな 、 
後 の 多く の 作品 を 生み 出す きっ か け と も な っ て いて 、 い わ ば ベル リン 
の マイ ナー なか な 前衛 音楽 家 が 世界 的 音楽 シー ン に 羽ばたく 大 き な 転 換 点 
と な っ て いる 。 各 曲 の 間 ご と に 現れ る シュ ルツ ェ の サウ ンド は 「Moond- 
own」 か ら 「Body Love」 の 頃 の 音 の 特徴 を も っ て いる 。Go の ヨー ロ 
ッ パ ツア ー ラ イヴ で は 、 担 当 楽器 を ^ ス ペー スマ シン" と 紹介 され 、 
メン バー 中 最大 の 喝 案 を うけ て いた の が 印象 的 だ っ た 。 (嶋田 ) 








RAINER BLOSS & KLAUS SCHULZE 
Drive Inn(Volume 1) 
LP/Inteam ID 20.002 84 年 





ライ ナー・ プ ロス 、 プ ロ デ ュ ー ス の 連名 の 作品 。 ド ライ ヴ の 際 に 
流れ る の を 想定 し た コン セプト アル バム な の で あろ うか 、2 一 5 分 
の 短い 曲 が 7 曲 収め られ て いる 。 続編 と し て ライ ナー・ プ ロス の ソ 
ロア ル バ ム で 、Vol.II が リリ ー ス され て いる 。 作品 の 傾向 は 同様 で 、 
実用 音楽 と いう より も drive で ある と か running で ある と か いっ た イメ 
ー ジ を 音 化し た も の で 、 ト リッ プ ミ ュー ジッ ク と 捉え て 良い だ ろう 。 
「Audentity」 以 降 86 年 まで シュ ルツ ェ は ブロ ス と 組ん で 多く の 作品 
を 残す が 、 ど うい う 点 で 影響 し 合っ た の で あろ うか 。 イ ンタ ヴュー に 
よれ ば ピアニスト と し て 評価 し て いた 様 だ が 、 ヴ ァ ー ン シラ フラ リー ト の 
1 枚 目 で 試み た ロッ ク ・ オ ペラ の 構想 等 で 意気 投合 し た の か も 知れ 
な い 。 私 に は か な り 異 質 な ミュ ー ジ シャ ン に 思え る の だ が 。 (嶋田 ) 





MICHAL SHRIEVE 
Transfer Statipn Blue 


LP /Fortuna FOR-LP 023 86 年 
CD/Forfuna 17023-2 





他 に ポポ ル ・ ヴ や ミヒャエル ・ ヘ ー ニ ヒ 、 喜 多郎 な ど を リリ ー ス 
し て いる フォ ル チ ナ ・ レ ー ベ ル か ら 86 年 に リリ ー ス され た M. シ ュ リ 
ー ヴ の ソロ 作品 で 、 ケ ヴィ ン ・ シ ュ リ ー ヴ (g・key) と シュ ルツ ェ が 全 
面 的 に 参加 し て いて 、 音 的 に は 発表 年 代 よ りや や 前 、「Trancefer」、 
ヴァ ー ン フリ ー ト の 2 枚 目 の 頃 の 特徴 が あり その 時 期 の 作品 と 思わ 
れる 。 シ ュ ル ツェ の 作品 と し て 捉え る の は 、 そ れ 程 彼 が 音楽 の 中 心 
的 存在 と な っ て いる 為 で 、^GO” で 知り 合っ た M. シ ュ リ ー ヴ と の 実 
り 多い 成果 の ひと つと 言っ て 良い だ ろう 。 タ イト ル 曲 で は シュ ルツ 
ェ 節 と いえ る 疾走 感 あ る シー ケン ス に 突然 16 ビ ー ト の フュ ー ジ ョ ン 
風 ギ ター が 重なり 、 ド イツ ロッ ク と サン タナ の 奇妙 な か ハイブリット 
ミュ ー ジ ッ ク と な る 。 軽い が 、 楽 し め る アル バム で ある 。 (嶋田) 





らち 





タン ジェ リン ・ ド リー ム に 関し て 全て を 書き つく す の は 、 こ の 
スペ ー ス で は 不可 能 だ 。 何 し ろ 1st ア ル バ ム の メン バー が エ 
ドガ ー・ フ ロー ゼ 、 ク ラウ ス ・ シ ュ ル ツェ エ 、 コ ン ラ ッ ト ・ シ ュ ョ ミッ ツ 
ラー な の だ 。 本 誌 13 号 の ドイ ツ 特 集 に も 書か れ て いた 通り 、 
クラ フト ワー ク を の ぞ く 、 ド イツ 電子 音楽 の 流れ は 全て ここ か 
ら 始 まっ た と 言っ て 良い 。 と りあ え ず タン ジェ リン と 言う 名 前 に 
限っ て 話 を 進め て みた い 。 

ドイ ツ の 初期 の グル ー プ は ほとん ど が その ルー ツ と し て の 
ロッ ク 否 定か ら ス ター ト し て いる が 、 彼 ら に お いて は へ ヴィ な ハ 
ー ド ・ ロ ッ ク ・ バ ンド と し て の 前 身 を この 1st ア ル バ ム に お いて 
解体 し て いる 。 彼 ら の 指向 は 次 作 の 「 ア ルフ ァ ・ ケ ンタ ウリ 」 ま 
で の 間 に ギ ター、 ド ラム ス と 言っ た ロッ ク の 編成 を も 排除 し て 
し まい 、1st で 模索 し た フリ ー な 音楽 (いわ ゆる フリ ー・ ミ ュー ジ 
ッ ク で は 無い ) の た め に キー ボー ド ・ ト リオ と 言う 特異 な 編成 
と し て 再 ス ター ト す る 。 そ の 点 で 彼ら の 原点 で あり ひと つの 頂 
点 と 言え る の は 3rd の 「 ツ ァ イ ト 」 だ ろう 。 黄 金 期 を 迎え る まで 
の メン バー、 ク リス ト フ ・ フ ラン ケ と ペー ター・ バ ウマ ン も 揃い 、 
その イン プロ ヴィ ゼー ショ ン に よる 感覚 の 異化 と 言う スタ イル 
も この 時 期 に 明確 と され た 。Ohr 時 代 の 作品 に は 未だ シー 
ケン サー は 導入 され て お ら ず 、 単 調 お オル ガン と シン セ の 音 
の うねり を 主体 に 構成 され て いる 。( ち な み に 悪 名 高き M・M 
誌 一 一 本 誌 で は な い が 初め て アル バム ・ レ ビュ ー で 
0 点 を つけ た の が 「 ツ ァ イ ト 」 で ある 。) こ の Ohr の アル バム が 
評判 に な り 英 国 ヴ ァ ー ジ ン と 契約 、 彼 ら の 名 前 を 世界 的 に 
有名 に し た 。 聞 き 手 の イマ ジ ネ ー シ ョ ン を か き 立 て る 、 メ ロディ 
を 持た な い フ レー ズ と 、 元 ドラ マー で ある フラ ン ケ の 刻々 と 
変化 する シー ク ェ ン サー に よる 「 フ ェ ー ド ラ 」「 ル ビ コ ン 」 等 の 名 
作 が 生ま れ た 。 当 時 の 英国 は 同じ ヴァ ー ジ ン 勢 を 別 と し て も 
自国 内 の プロ グレ ッ シ ヴ ・ バ ンド が 渦 を 巻い て いた は ず だ が 
彼ら は その 中 に あっ て も 堂々 と トッ プ ・ グ ルー プ の 座 を 得る 。 
この 時 期 の 彼ら は リー ダー で ある フロ ー ゼ の ソロ ・ ア ル バ ム 
を 一 作 ご と に は さ み 、 そ の 実験 的 アプ ロー チ で 得 た 物 を バン 
ド の 作品 に フィ ー ド バッ ク さ せ て いた 。( ゆ え に フ ロー ゼ の ソロ 
に は 実験 を ささ える 明確 な テー マ が 存在 し て いる 。) Live の 
「 リ コシ ェ 」 を は さ み 、'75 年 の 「 ス トラ トス フィ アー( ロ マン )」 で は 
彼ら は 初 の 用 意 さ れ た フレ ー ズ を 使用 。 次 作 の 「 サ イク ロン 」 
で は 大 失敗 に 終る の だ が 、「 フ ォ ー ス ・ メ ジャ ー」 を 経て メロ デ 
ィ の カッ トバ ッ ク に よる トー タル な イメ ー ジ と 言う 曲 編 成 を 完 





ら ど 6 ど 





成 さ せ た 。 そ れ ま で の ファ ン に と っ て は 意外 と も 言え る この 音 
楽 的 変化 は 賛 否 両 諭 を 巻き 起す が 、 続 く 精力 的 な 活動 に は 
有無 を 言わ さ な い も の が ある 。 メ ン バ ー と し て は 「 ロ マン 完成 
後 ピ ー タ ー・ バ ウマ ン が ソロ の た め 脱 退 。 数 作 の アル バム を 
発表 後 、'85 年 自身 の レー ベル 、 プ ライ ベー ト ・ ミ ュー ジッ ク を 
設立 し 、 エ ディ ・ ジ ョ ブ プ ソ ン の ソロ や ジェ リー・ グ ッ ド マン の アル 
バム を リリ ー ス 。 視 覚 的 変化 を 持っ た 今日 的 シン セミ ュー ジ 
ッ ク を リリ ー ス し て いる 。 フ ロー ゼ の 「 エ イジ ス 」、「 サ イク ロン 」 に 
お いて は ドラ マー の クラ ウス ・ ク リー ガー が 参加 し て お り 、 彼 
は シュ ルツ ェ の レー ベル か ら も ソロ ・ ア ル バ ム を 発表 し て い 
る 。 こ の 時 期 、 第 三 の メ ン バ ー は 二 転 、 三 転 し 彼ら の 試行 錯 
誤 が うか が える 。'80 年 以後 、 彼 ら は その スタ イル を ほぼ 統一 
し て し まい 、 一 作 ご と の 変化 は 各 曲 の テー マ に よる 物 に な り 、 
それ まで の 音楽 的 冒険 を 考え る と 少 々 光 し い 限 り だ が 、 長 く 
ドイ ツ ・ ロ ッ ク が 関 っ た 精神 世界 の 暗黒 面 は 、 現 在 ポ スト ・ イ 
ンダ スト リア ル 系 の ノイ ズ ・ バ ンド が 受け つい で いる 。 ま ぁ ヴ ァ 
ー ジ ン 以 後 の 彼 ら は お よそ 重い と いう 形容 詞 は 当て は ま ら ず 
一 貫 し て 「 夢 」 の 音楽 化 に 勤め て お り 、 思 想 的 背景 を うん ぬ 
ん する の は 適当 で は ある まい 。 か つて 彼ら の 音楽 に つい て 
様々 な 評論 が 乱れ 飛ん だ が 、 そ れ ぞ れ に 音楽 自体 より も 評 
者 自身 の 思考 を 重ね た 物 が ほとん ど だ っ た 。「 哲 学 的 な 啓 
示 」「 精 神 の 解放 」etc.… 間 違い で は な い に し ろ 、 や は り 思 い 
入れ 以上 の も の で は ある まい 、。 冷 め た 目 で 見 れ ば 、 ド ラッ グ と 
の 深い 係り で 出発 し た 彼ら は 、 そ の 中 で の 即興 演奏 に より 、 
日 常 の 空間 を 異化 し て いた わけ で 、 そ の た め に は 通常 の 楽 
器 よ り 、 自 分 自身 で すら 驚 け る 未知 の 楽器 ・ シ ン セ サイ ザー 
を 使用 する の が 最良 だ っ た の だ ろう 。 次 々 と 開発 され て ゆく 
新しい シン セ と 共に 、 彼 ら の 音楽 は 表面 上 変化 を 見せ 、 し だ 
い に 具 体 的 な イメ ー ジ の 創出 が 可能 に な っ た と 考え る の は 
不 自然 だ ろう か 。 と も あれ 、 彼 ら は 現在 で も 第 一 線 で 活動 を 
続け て お り 、 そ の 音楽 性 は 凡 百 の シン セ ・ バ ンド と は 比較 に 
な ら な い ク オリ ティ を 有 し て いる 。 








TANGERINE DREAM 
Electromic Meditatiom 


LP /Ohr OMM 56004 70 年 
CD/Relativity 88561-8068-2 








彼 等 の 初 作 で あり 初期 ドイ ツ ・ ロ ッ ク の 典型 作 。 エ ドガ ー・ フ ロ 
ー ゼ (G.Org) は 現在 も グル ー プ を 率い クラ ウス ・ シ ュ ル ツェ (Dr) 
は 本 作 後 アシ ュ ・ ラ ・ テ ン ペ ル へ 参加 、1 st 制作 後 ソロ 活動 へ 、KLUS- 
TER で の 作業 を 並行 し た コン ラッ ド ・ シ ュ ニ ッ ツ ラー (チェ ロ ) も 同 
様 に 離脱 、 後 に ドイ ツ 電 子音 楽 を 展開 させ る 火種 と な り 自 ら も ソロ 
制作 を 行う 。 す な わ ち クラ フト ヴェ ルク の 系 譜 を 別 と し て ドイ ツ 電 
子音 楽 の 流 路 は 全て ここ に 遡る 訳 で ある 。 不 気味 な 響き の チェ ロ 、 
厳 つ い 音色 の ギタ ー、 連 打 の ドラ ム 等 、 音 自体 は 既成 の も の だ が や 
や 乱雑 な 混 と し た 演奏 は ハー ドロ ッ ク を 演 っ て いた E・ フ ロー ゼ が 
次 作 「 ア ルフ ァ ・ ケ ンタ ウリ 」 に て シン セ サ イ ザー の 可能 性 を 発見 
する まで の 実験 的 試行 と 言っ て いい だ ろう 。 (松本 ) 


TANGERINE DREA 間 
Anha Cemtauri 


LP /Ohr OMM 56.012 71 年 
CD/Relativity 88561-8069-2 





続く 「Zeit」「Atem」 と 並ん で Ohr レ ー ベ ル 、 初 期 タ ンジ ェ リ ン 、 
そし て ジャ ー マ ン ・ ロ ッ ク が 最も 振動 し て 野心 的 で も あり 音楽 の 疑 
問 符 を な げ か けた 時 代 の 傑作 の 一 つ 。 ク リス ・ フ ラン ケ 、 ス ティ ー 
ヴ ・ シ ェ ロ イダ ー を 迎え 、 フ ロー ゼ と の トリ オ 編 成 に な り 、 い よい 
よ タ ンジ ェ リ ン が 未踏 の 領域 に 入っ た 実質 的 な デビ ュー 作 。 そ の 未 
整理 で シン セ サ イ ザー や オル ガン 、 フ ルー ト 、 ギ ター 等 を 使っ て の 
手探り な 混 池 と し た 感触 は 、 ま さ し く イメ ー ジ の 池 沙 、 可 能 性 の 宝 
庫 と 言っ て いい も の で 、 今 と な っ て は 斬新 さ 以 上 に 初 々 し さす ら 感 
じ さ せる 。 フ ロイ ド が タイ トル 曲 ^ 神 秘 等 で 方 向 を 模索 し た に 同 
じ く 、 更 に タン ジェ リン は ドイ ツ 気 質 と も 言え そう な 没入 が 激しく 
止ま る 所 を 知ら な い 。 電子 音楽 で も 反復 音楽 で も 未だ な い 。 (松本 ) 








TANGERINE DREAM 

Zeit 

LP /Ohr OMM 2/56 021 71 年 
CD/Relativity 88561-8070-2 





タン ジェ リン ・ ド リー ム の 3 枚 目 で 初 の 2 枚 組 。 近 年 の タン ジェ 
リン と は か な り 趣 き を 異 に する 内 容 で ある 。 メ ン バ ー は フロ ー ゼ 、 
フラ ン ケ の 他 に ペー ター・ パ ウマ ン 、 ゲ スト に ステ ー ベ ・ シ ュ ロ イ 
ダー と フロ ー リ アン ・ フ リッ ケ 、 他 に 4 人 の チェ リス ト を 迎え て い 
る 。 後々 の タン ジェ リン に 見 られ る シー クエ ンス は 確固 と し た 形 と 
し て は 見 られ ず 、 混 注 と し た 大 気 の 流れ の 内 に 悠久 の 時 を 感じ させ 
る 世界 が 展開 し て いる 。 A 面 で は 電子 楽器 を 使用 し た 初期 ポポ ル ・ 
ヴ フ と タン ジェ リン と の 異 和 感 な く 溶け 合っ た 姿 が 見 られ る 。 ま た 
チェ ロ と 電気 楽器 の 調和 は 現代 の 室内 楽 と 呼ぶ に 値する も の だ 。 時 
足 な が ら フ ロー ゼ の ギタ ー を ギタ ー と 聴き わけ られ る 人 は 多く は な 
いで あろ う 。 オ ー ケ スト ラル な 作風 を 持ち 高 完成 度 を 灯 つ 。 ( 芋 沢 ) 


TANGERINE DREAM 
Atem 


LP /Ohr OMM 556.031 "73 年 
CD/Relativity 88561-8071-2 





前 作 以来 の 、 い か に も ゲル マン 的 な ウル トラ ・ ロ マン 主義 (悠久 
の 彼方 に 隔て られ た 「 古 代 」 へ の 遠い 憧 景 ) を 継承 し な が ら も 、 低 
く 垂 れ 込め た 濃密 さ は 、 こ こ て で 寂 塵 た る 風景 を 希薄 に 満た す エ ー テ 
ル の 広がり に 取っ て 替 わ ら れ て いる 。 眼 前 の 風景 の 圧倒 的 な 壮大 さ ン 
県 高 さ に 反比例 し て 、 視 点 た る 主体 は 加速 度 的 に 艇 小 か つ 希 薄 と な 
る ( 先 の 希薄 さ は ここ か ら 分 泌 さ れる ) 。 こ の 風景 は カス パー ル ・ ダ 
ヴィ ッ ド ・ フ リー ドリ ヒ の 描く 荒廃 し た 礼拝 堂 や 、 風 雪 吹 きす さぶ 
山頂 に 公 て いる 。 た と え TD の それ が 疑似 アミ ニズム を 含む 、 い さ 
さか 甘味 の 勝っ た も の で ある に し て も 。 ロ マン 主義 の 源泉 た る 混 池 
と し た 暗い 過剰 な 情念 は 、 次 作 以 降 、 私 的 な ファ ンタ ジー へ と 整理 
され 、 引 き 換 え に 彼 ら は 世界 的 成功 を 手 に 入れ る 。 (福島 ) 





TANGERINE DREAM 
Phaedra 


LP /(U.K.)Virgin V2010 '74 年 
CD/Virgin CDV 2010 
/ 東 芝 EMI VJCP 2513 





代表 作 の 一 つ 。 こ の アル バム で 彼 等 は イギリス 進出 し 、 ま た 当時 
イン ディ ペン デン ト だ っ た ヴァ ー ジ ン の 名 前 を 「Tublar Bells」 に 続 
いて 売る こと に も な っ た 。 Ohr 時 代 の フリ ー・ ス タイ ルー 抽象 イメ ー 
ジ か ら 一 歩 由 て 、 フ ラン ケ の シー ク ェ ン サー を 軸 に 、Ohr 時 代 の う ね 
り は 時 間 軸 を 持っ て 拡がっ て は 狭まる 明解 な スタ ティ ッ ク な も の へ 
と 移行 し た 。 その 記念 碑 的 な 意味 合い で 知名 度 の 高い アル バム で も 
ある 。 む し ろ 、 こ うし た サウ ンド 傾向 で は 次 作 の 方 が 徹底 し て いる 
が 、「Phaedra」 に は 無 気 質 な 電子 音楽 の イメ ー ジ を そ ぐ 叙 情 面 も 見 
え 隠 れ し て 、 決 し て メロ ディ に こび な い 程 度 の バラ ンス が 保 た れる 
辺り に 人 気 が あ る の か も し れ な い 。 旧 B① 等 は 抽象 的 な の に メロ ディ 
アス だ 。 整理 され つつ も イマ ジ ネ イ ティ ヴ 。 (松本 ) 





tangeiine dream 


TANGERINE DREAM 
Ruhyeon 


LP /(U.K.)Virgin 2025 75 年 
CD/Virgin CDV 2025 
/ 東 芝 EMI VJCP 2514 





前 作 と 並び 賞 さ れる 彼ら の 代表 作 。 前 作 で も 効果 的 だ っ た シー ケ 
ンス は ここ で は 柔軟 な 変化 を 見 せな が ら 、 サ ウン ド の 心臓 と も 言う 
べき 重要 な 鼓動 を 打ち 出し て いる 。 ま た その 周囲 に 漂う オル ガン や 
メロ トロ ン の 調べ は シン フォ ニッ ク な 広がり すら 持っ て いる 。 それ 
まで の ロッ ク に お ける 抽象 的 サウ ンド と 言え ば 、 彼 ら 自 身 も また そ 
う で あっ た 様 に エレ クト ロニ クス 実験 工場 的 な も の か 、 密 接 な ドラ 
ッ グ と の 関わ り を 持っ た サイ ケ デ リッ ク ・ ミ ュー ジッ ク の 殆 ん どい 
ずれ か で し か な か っ た が 、 そ れ を 昇華 させ た か の 様 な 普遍 性 を 持っ 
た 彼ら の 感覚 的 サウ ンド の 世界 的 成功 は や は り 一 大 事件 と 呼ぶ に 相 
応 し い 。 好 みや 思い 入れ を 排 し て 客観 的 評価 を 下 せ ば 、 プ ログ レ 系 
アー ティ スト 中 、 十 指 に は 入る 重要 な グル ー プ だ 。 (山田 ) 





ら ど ご 








TANGERINE DREAM 
Rieoehet 


LP /(U.K.)Virgin V 2044 '75 年 
CD/Virgin CDV 2044 
/ 東 芝 EMI VJCP 2515 





「Atem」 後 半 か ら 「Phaedra」 で 確立 し た 反復 パタ ー ン を 受け 継ぎ 、 
尚 か つこ の 時 期 の タン ジェ リン ・ ミ ュー ジッ ク を 総決算 し た 感 の あ 
る 初 の ライ ヴ 盤 。 つ まり バウ マン 、 フ ラン ケ 、 フ ロー ゼ の 全盛 期 を 
様々 に 集約 し て 1 枚 に 収録 し た も の 。 75 年 の 英 仏 公演 が 編集 され て 
いる 。「Rubycon」 に 典型 的 な 反復 パタ ー ン を ベー ス に し て 、 バ ウマ 
ン の 色 だ ろう か メロ ディ を 絡ま せ た り 、 ド ラム を 加え た り 、 ま た イ 
コラ イズ ド ・ ヴ ォ イ ス を 挿入 し て 曲調 に 変化 を も た ら せ た り 、 と 変 
化 に 富む 。 と り わ け 旧 B 面 中 盤 の ヴォ イス 、 エ コー を 駆使 し た 場面 
で の リス ナー へ の 心理 効果 は 大 き な も の が ある 。 冗長 さ を 感じ させ 
な い 編 集 だ 。 こ こ に は シン セ サ イ ザー を 上 単なる 添 物 と し て で は な く 
音楽 の 可能 性 へ と 向け 、 そ こ で 確立 され た スタ イル が ある 。 (松本 ) 


TANGERINE DREAM 
Stratosfear 


LP /(U.K.)Virgin V 2068 76 
CD/Virgin V 2068 
/ 東 芝 EMI VJCP 2516 





邦題 は 「 浪 漫 」。 原 題 は Stratosphere (成層 圏 ) と fear (恐怖 ) の 
合成 語 と も 言わ れ て いる 。 ま た Stratosphere に は 最上 層 、 高 度 に 抽象 
的 ある い は 実験 的 な 領域 と いう 意味 も ある こと を 考え れ ば 、 本 作 に 
至っ て 彼 等 は 自ら 一 つの 高み に 到達 し た と 認識 し 、 そ こ で 足 の すく 
む 思 い を 感じ た の で は な いか 、 そ し て それ は 聴く 者 に と っ て も 同様 
と 判断 し て この タイ トル を 付け た の で は な いか 、 な ど と 思え て し ま 
う 。 ロ マン 派 文学 に は 鉱物 志向 、 ピ クマ リオ ン ・ コ ンプ レッ クス と 
も 言わ れる 石化 の 夢 起 が 見 られ る が 、 従 来 の 彼 等 の 音楽 も 無機 的 な 、 
鉱物 質 の 美 に 飛 えら れ て 来 た 。 し か し 本 作 に は 血 の 通 っ た 、 人 間 的 
な 温もり が 感じ られ る 。 営 て の ファ ン は 本 作 以 降 を ポッ プ と 切り 捨 
て る が 、 む し ろ 夢 の 果実 は ここ に 来 て 熟し 切っ た 。 (高山 ) 





TANGERINE DREAM 
SOrC6rer 


LP /MCA 62-085 77 年 
CD/MCA MCAD-10842 





アメ リカ ツア ー の 記録 「Encore」 と より メロ ディ アス に 変貌 を 遂げ 
た 「Stratos far」 と ほぼ 同時 期 に 、 タ ンジ ェ リ ンド リー ム は 初 の サウ 
ンド トラ ッ ク を 手がけ て いる 。 マ イク ・ オ ー ル ド フ ィ ー ル ド が 音楽 を 担 
当 し 一 躍 彼 の 名 を 高め た 大 ヒッ ト 作 、 エ クソ シス ト と 同じ ウィ リア ム ・ 
フリ ー ド キン 監督 に よる フィ ルム 恐怖 の 報酬 、Sorcerer" が それ で 
ある 。 ま た これ は P. バ ウマ ン 在 籍 時 の 唯一 の サウ ンド トラ ッ ク と な っ 
た 。 映画 は 興業 的 に は 失敗 だ っ た 様 だ が 、 今 で も ビデ オ で 見 る こと が 
で きる 。 コ ン ガ な ど 生 楽器 を 使用 し た り 、 フ ロー ゼ の ギタ ー が それ 迄 
に な く 前 面 に 出 て 来 た り と 、 当 時 の タン ジェ リン の 方 向 性 の 変化 が 反 
映し て いて 、 む し ろ そ の 後 の 小品 指向 の 原型 と ちい える アル バム で あ 
る 。 前衛 ロ ッ ク グ ルー プ か ら の 訣別 と な っ た アル バム 。 (嶋田 ) 


TANGERINE DHEAM 
Encore 


LP/(U.K.)Virgin VD-2506 "77 年 
CD/Virgin CDV 2506 





TANGERINE DREAM が ライ ヴ で その 真価 を 発揮 する バン ド で あっ 
た こと は 『Ricochet』 で 既に 明らか だ っ た が 、『Stratosfear』 で の 大 
胆 な メロ ディ ー の 導入 、 作 曲 指向 へ の 転向 に 伴う 、 本 質 的 な パン ド 
の 変質 が ライ ヴ ヅ で どの よう に 反映 され た か を 実証 する 大 作 (オリ ジ 
ナル は L P 2 枚 組 ) が この 『Encore』 だ 。 ア メリ カ 公 演 を 収録 し た 
象徴 的 な 作品 で あり 、 現 在 の TANGERINE DREAM へ の 始点 と し て 聴 
き 取 っ て 何ら 差し 支え な い 。 エ ドガ ー・ フ ロー ゼ の 演奏 は シン セ サ 
イザ ー に と ど ま ら ず 、 ギ ター、 ピ アノ と 賑やか だ 。 メ ロディ ー の 構 
築 性 は まだ 曖昧 さ を 残し て お り 、 そ こ が か 今 聴く と 稚 抽 で も ある 。 そ 
ん な 中 で 、 ま だ 音響 で 音楽 を 構築 し 得 て い た 時 期 の 残 津 を 聴き 取れ 
る ^Desert Dream′ の 演奏 が も っ と も 感動 的 に 響く 。 (坂本 ) 








TANGERINE DREAM 
CVelone 


LP /(U.K.)Virgin V 2097 78 年 
CD/Virgin CDV 2097 








ペー ター・ バ ウマ ン の 脱退 に より 黄金 時 代 の トラ イア ング ル は 月 
壊 、 彼 等 は '69 年 頃 に 活動 を 共に し て いた ステ ィ ー ヴ ・ ジ ョ リフ (Vo、 
f、Key) と ドラ マー の クラ ウス ・ ク リー ガー を 迎え 、 永 い 歴 史 で も 
異質 の 、 ヴ ォ ー カ ル 担 当 者 を 含む 4 人 編成 と な る 。 そ う 、TANGERINE 
が 言葉 を 持っ た と 論議 を 呼ん だ 本 作 を 、 試 行 錯誤 、 全 人 類 的 な 統合 
音楽 の 理念 を 西区 の ポッ プ に 切り 換え た と 断 じ る の は た や すい が 、 
自己 告白 的 な 歌 詩 と アグ レッ シ ヴ な 音 に も う 一 度 耳 を 傾け て みて 欲 
し い 。 ジ ャ ケッ ト を 描い た の は エド ガー・ フ ロー ゼ 自 身 、 奥 方 の モ 
ニカ ・ フ ロー ゼ 撮 影 に よる 内 ジャ ケッ ト に は 例 に よっ て 愛 息 ジェ ロ 
ー ム が コラ ー ジ ュ さ れ て いる が 、 ま さか この 少年 が 後に メン バー に 
な ろう と は この 時 点 で 誰が 想像 し た ろう か 。 (高山 ) 





mrcreclcem| TANGERINE DREAM 


yy Force MMajeure 


LP /(U.K.)Virgin V2111 '79 年 
CD/Virgin CDV 2111 












CCGGTTCUUIY 


結局 前 作 で ヴォ ー カ ル 、 フ ルー ト 、 キ ー ボ ー ド を 担当 し た ステ ィ 
ー ヴ ・ ジ ョ リフ は 一 枚 で 脱退 。 彼 等 は 再び 3 人 編成 に 戻る が 、 他 の 
時 期 と の 相違 と し て 一 人 が 専任 ドラ マー と いう の を 見 逃し て は な ら 
な い 。 ド ラム ス が 入る こと に よっ て 音 は 構築 の 度合 い を 強め 、 ア コ 
ー ス ティ ッ ク 及 び エ レク トリ ッ ク ・ ギ ター を 大 きく フィ ー チ ャ ー し 
つつ 、 彼 等 は ここ で より 明確 な 物語 性 を 獲得 する 。 それ は これ まで 
の 超 時 間 的 な 空間 の 創出 か ら 、 よ り 時 間 的 な 音楽 の 流れ に 心 を 傾け 
る よう に な っ た 結果 と 想像 する こと も 出来 る だ ろう 。 彼 等 は と うに 
エク スペ リ メ ン タル な バ パンド で も 、 ド ラッ グ や 昭 想 の 為 の 音楽 を 提 
供する 森 の 隠者 で も な い 。 世 界 的 視野 で の 、 イ マジ ネイ ティ ヴ て 純 
粋 に 鑑賞 可能 な 音楽 の 創造 。 そ の 意志 が 本 作 か ら 伝 わる 。 (高山 ) 
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TANGERINE DREAM 
TamgramW 


LP /(U.K.)Virgin 2147 "8O 年 
CD/Virgin CDV 2147 














空中 分 解 十 前 に まで 至っ た タン ジェ リン ・ ド リー ム 起 死 回 生 の アル 
バム は 、85 年 まで 在籍 し た 第 2 期 黄金 時 代 の 立役者 シュ メー リン ク を 
迎え た 3 人 に よる も の 。「Stratospher」 以 降 追 求 し て 来 た メ ロディ ア 
ス な ポッ プ 性 と 最新 の エレ クト ロニ クス を 駆使 し た 前 衛 的 な 音響 の 
探求 が 融合 し た 完成 度 の 高い 内 容 で 、 パ ー ト 1、2 の 計 40 分 を 凶 緩 さ せ 
る こと な く 構 成 し て いる 。 フ ロー ゼ の ギタ ー シ ン セ も 前 作 よ り 全 体 の 
サウ ンド に 溶け 込ん で いる 。 タ ンジ ェ リ ン ニ ドイ ツア ヴァ ン ギ ャ ルド 
と いう 思い 込み の 強い 人 は と も か く 「Rubycon」 に 並ぶ 名 盤 で は 。 シ ュ 
メー リン ク の セン ス だ ろう か 、 軍 楽隊 風 の メ ロディ ー な ど が 出 て 来 て 
お も し ろ い 。 タ ング ラム と いう パズル が 昔 あ っ た が 、 多 彩 な 変化 を 示 
す と 共に タン ジェ リン ドリ ー ム の 肖像 と いう 意味 に も な る 。 (嶋田 ) 








人 還 TANGERINE DREAM 
に 750 


LP/Virgin VBOX2 80 年 


70 年 代 の 彼ら を 総括 する 4 枚 組 ベス ト ・ ア ル バ ム 。『Alpha Centauri』 
ー『Tangram』 の 彼ら の 演奏 が 満遍なく 収め られ て いる ほか 、 エ ドガ 
2 日 ゼ 還 2 り 2 フラ ング ペー ター ニュ バウ マジ の それ やれ 
の 未 発表 ソロ 演奏 が L P 片面 分 収録 され て いる 。 通 し て 聴け ば 、 確 
か に 彼ら の 音楽 は 首尾 一 貫 し た 流れ で 捉え 得る が 、 し か し 、 彼 ら が 
音楽 史上 に 最も 大 き な 足 跡 を 残し た の は 、 や は り 『Ricochet』 ま で の 
黄金 期 と 言わ ざる を 得 な い 。 それ ほど 彼ら は 偉大 な 実験 を 行っ た の 
だ 。 TANGERINE DREAM は 前 人 未 到 の 実験 の 中 で 、^Atem/? 終 盤 の 
た っ た ひと つの 音 に 収載 され る 特異 点 を 経て 、 地 上 へ と 初 往 い 出 、 
徐々 に 通俗 性 を 身 に 付け て 行っ た 。 付録 の 写真 集 は アイ ドル だ っ た 
彼ら の 貴重 な 記録 だ (ダリ の 姿 も 見 える )。 (坂本 ) 





TANGERINE DREAM 
Pergamon 


LP /Ariola 202 169-320 "8O 年 
CD/Carol CD 1 








80 年 、 シ ュ メ ー リ ンク が 参加 し て の 初 の ライ ヴ ア ル バ ム で 、 タ ンジ ェ 
リン ・ ド リー ム は 西側 の ロッ ク バ ンド の 中 で は 初め て 東ドイツ 内 で コ 
ン サ ー ト を 行っ た バン ド と し て 名 を 残す こと に な る が 、 そ の 記念 すべ 
き 記 録 で ある 。 ベル リン と いう 地理 的 に も 歴史 的 に も 特異 な 都市 の バ 
ンド で ある タン ジェ リン ・ ド リー ム に と っ て 、 否 、 恐 らく は 戦後 体験 
と 同時 に 様々 の パラ ダイ ムシ フト を 経験 し た 全て の ドイ ツ の 若者 達 に 
と っ て 、 こ れ は モニ ュ メ ンタ ル か 事件 で あっ た の だ ろう 。 シ ン セ サイ 
ザー と いう 未知 の 楽器 を 用 いた 未知 の 音楽 、 そ の 前 進 性 と 未来 指向 は 
真 に 過去 を 忘れ た い 、 祖 国 を 二分 され た ドイ ツ の 象徴 と な り 得 た こと 
は 想像 に 固く な い 。 音 は 「Encore Live」 と 「Tangram」 2 枚 双方 の 
要素 を 併せ 持っ て いて 、 緊 張 感 も 伝わっ て 来る も の 。 (嶋田 ) 


TANGERINE DREAM 
Thief 


LP /Ariola 203 472-320 81 年 
CD/Virgin CDV 2198 





1978 年 、 ペ ー タ ー・ パ ウマ ン を 失っ た エド ガー・ ラ ロー ゼ は 、 | 旧友 
ステ ィ ー ヴ ・ ジ ョ リフ ェ 、 ド ラマ ー の クラ ウス ・ ク リュ ー ガ ー ら を 迎 
え タ ンジ ェ リ ン ・ ド リー ム 推 持 を 目指 す が 、 今 ひと つ 評 価 さ れず 、 フ 
ロー ゼ 自 身 も 満足 で き な い も の で あっ た 様 だ 。 結局 、 解 散 状 態 で あっ 
た タン ジェ リン を 復活 させ た の は 才 人 ヨハ ネス ・ シ ュ メ ー リ ンク の 加 
入 で あっ た 訳 だ が 、 フ ロー ゼ は そこ で 、 長 年 の 実験 的 で 難解 な グル ー 
プイ メー ジ か ら の 脱皮 を 成し遂げ る 。 そ し て その 後 の タ ンジ ェ リ ン ・ 
ドリ ー ム の 活動 は 、 ス タ ジ オ ワー ク に よる 作品 、 ラ イヴ アル バム 、 そ 
し て サウ ンド トラ ッ ク と いう 3 本 柱 と な り 、 こ の 3 者 が ほぼ 同様 の ウ 
エイ ト を も つこ と と な る 。 フ ラン ケ 。、 フ ロー ゼ 、 シ ュ メ ー リ ンク ・ ト 
リオ で の 初 サ ント ラ は 、 泥 棒 ” と 題 さ れ た アク ショ ン も の 。 (嶋田 ) 








TANGERINE DREAM 

Exit 

LP /Ariola 203 998-320 81 年 
CD/Virgin CDV 2212 





* 脱 出口 と 題 さ れ た この 作品 で タン ジェ リン ・ ド リー ム は 方 向 性 を 
変え た の で は な いか と 思え る 。 先ず それ 迄 の 大 作 主 義 か ら 小品 指向 へ 
の 転換 、 そ し て 暗い 重い と いう イメ ー ジ か ら 脱 却 し た ポッ プ 性 の 獲得 
の 推進 で ある 。 タンジェリン の ライ ヴ は メド レー 的 な 曲 構成 と な る の 
で 大 曲 に 見 える が 実際 は 連続 し た 小品 の シリ ー ズ で あっ て 、 少 な く と 
も スタ ジオ 版 で は 1 枚 1 曲 の よう な パタ ー ン は この 作品 以降 導 を 消す 。 
同時 に 、 東 ドイ ツ で の 成功 や 世界 的 市 場 で の 評価 か ら 、 ま た 一 方 で の 
フロ ー ゼ の 77 年 以降 数 年 の 模索 の 時 期 の 成果 か ら 、 よ り コ スモ ポリ タ 
ン な 視点 で の 自覚 や 自負 が 生ま れ た よう に 思わ れる 。 アイ ディ ア を コ 
ン パ クト な 小品 に まとめ あげ る 手法 は 恐らく 「Sorcerer」 や 「Thief」 
な どの フィ ルム の 仕事 か ら の 影響 も ちあ る だ ろう 。 (嶋田 ) 








TANGERINE DREAM 
White Eagle 


LP/Virgin V-2226 82 年 
CD/Virgin CDV 2226 














ペー ター・ バ パウ マン が 愛想 を 尽 か し て バン ド を 抜け て か ら の TANGE- 
RINE DREAM の 生 彩 の な さ は ほとん どど 致命 的 だ っ た が 、 に も か か わ 
ら ず 引き も 切ら な い サ ウン ド ・ ト ラッ ク の 依頼 等 で 彼ら は 着実 に 営 
業 実績 を 伸ばし 、 こ こ に 来 て 滞 く 自分 た ちの 語法 を ある レベ ル ま で 
中 直 (人 W る と に 成 巧 し た 。 エド ガー・ ラ ロー ゼ 、 み リス ・ ラ ラン 
ケ 、 ヨ ハネ ス ・ シ ュ メ ー リ ンク の 3 人 は 、 続 く 『Logos』 で 更に 演奏 
に 磨き を か け 、'83 年 6 月 、 遂 に 待望 の ( 遅 過 ぎる ) 来 日 を 果たし た 。 
その 演奏 の 完成 度 の 高 さ は 圧倒 的 だ っ た が 、 し か し 残念 な が ら こ の 
TANGERINE DREAM は あの TANGERINE DREAM で は な か っ た 。 彼 
ら は 『Logos』 全 曲 を メイ ン に 、 ア ンコ ー ル に は 本 アル バム 収録 の 
^Midnight In Tura′ を 完璧 に 演奏 し た の だ っ た 。 (坂本 ) 











TANGERINE DREAM 
Lomos Live 


LP /Virgin V2257 83 年 
CD/Virgin CDV 2257 





1982 年 11 月 、 ロ ンド ン は ドミ ニオ ン ・ シ アタ ー で の ライ ヴ 。 テ ク 
ノ ・ ビ ー ト を 導入 し た 前 2 作 (「Exit」「White Eagle」) に 比べ 、 朗 々 
と し た 響き を 取り 戻し て いる 。 し か し この ふっ 切れ た よう な 清々 し 
さ は どう だ ろう 。 重厚 な タイ トル と は 裏腹 に 、 不 思 議 の 国 の 旅 に も 
似 た 、 良 質 の ファ ンタ ジイ 小説 を 読む よう な 起伏 に 富ん だ 展開 。 聴 
き 手 は 目 を 閉じ ず 、 灯 り を 消さ な く て も その 中 に 入っ て 行け る 。 彼 
等 に 今日 凡 証 な イメ ー ジ を 与え た 多 作 サ ント ラ 病 に も 未だ 陥っ て い 
な い 。 シ ュ メ ー リ ンク も 文字 通り 三位一体 に 貢献 し て いる 。 "83 年 の 
6 月 に 彼 等 は 本 作 と 共に 初 来 日 。 第 一 部 は イン プロ ヴィ ゼイ ショ ン 
に よる 新曲 、 第 三 部 は Logos” そ し て アン コー ル は 本 作 同 様 *Domin- 
ion′ と いう 構成 で 聴か せ て くれ た 。 (高山 ) 


TANGERINE DREAM 
Hyperhorea 


LP /Virgin 205801 83 年 
CD/Virgin CDV2292 








"80 年 以降 タン ジェ リン ・ ド リー ム は 1 年 に 1 作 の 割合 で スタ ジオ 版 
の アル バム を リリ ー ス する 。 こ の アル バム は タイ トル こそ 高 緯度 地域 
と 題 さ れ ジ ャ ケッ ト に も 流水 の 写真 が 使わ れ て いる が 、 ス チー ルド ラ 
ム っ ぱい 音 や シタ ー ル 系 の 音 な ど が 目立ち 、 他 の タイ トル な どか ら も 
当時 の エス ニッ ク の 流行 の 影響 か と 思え る 。 牧 歌 的 で エキ ゾ チ ッ ク な 、 
明る い タ ンジ ェ リ ン で 、 今 な ら ニ ュー エイ ジ ・ ミ ュー ジッ ク と し て も 
イー ジー・ リ スニ ング と し て も 通用 する よう な 内 容 で ある 。 さ す が に 
ドラ ム ・ マ シー ン の 音 と か に 機材 的 な 古 さ を 感じ させ る が 、 そ れ は 10 
年 前 の 音 で あり 、Ohr 時 代 の アル バム は 20 年 前 の も の だ と 思う と 、 こ 
の グル ー プ が 一 時 も 滞る こと な く 変 化 を 続け て いる こと を 痛感 する 。 
20 年 間 第 一 線 で 活動 する と いう の は や は り 唯 事 で は な い 。 (嶋田) 





TANHGERINE DREAT YoLaN6 TANGERINE DREAM 
Polamd 


LP /(U.K.)Jive Electro HIP 22 '84 年 
CD/ ワ ー ナ ー・ ミ ュー ジッ ク 32 XB 221 








ヨハ ネス ・ シ ュ メ ー リ ンク を 3 人目 の メン バー と し た この 時 期 の 
彼ら は な か な か 充実 し た 活動 ぶり を 展開 し 、 再 度 ラ イヴ ・ ア ル バ ム 
の リリ ー ス に 至る 。 前 年 に クラ ウス ・ シ ュ ル ツェ が 発表 し た ポー ラ 
ンド で の ライ ヴ ・ ア ル バ ム の 後 を 追う よう に 、 こ れ も ワ ル シ ャ ワ で 
の ライ ヴ を 収録 し た 2 枚 組 アル バム と な っ た 。 内 容 は 、 彼 ら の 日 本 
公演 で 第 1 部 に 演奏 され た 未 発 表 の 組曲 で 始ま る 。 ラ イヴ と は 言え 、 
この アル バム か ら は シン グル ・ カ ッ ト が リリ ー ス され た り 、 一 部 が 
後に 再 利 用 され た り と いう 事実 か ら も 裏付け られ る よう に 、 か な り 
ポッ プ で キャ ッ チ ー な フレ ー ズ が 連発 され る 。 演奏 は 自信 に 満ち て 
力強く 、 聴 き 応 え が あ る の に 、 どこ か 見 当 違 い の 方 向 に 進み 出し つ 
つ あ る 印象 を 受け る 。 (坂本 ) 


TANGERINE DREAM 
Firestarter 


LP /(U.K.)MCA MCF 3233 '84 年 
CD/Varese Sarabande VSD 5251 





^ 炎 の 少女 チャ リー” と し て 日 本 で も ヒッ ト し た 超 能 力 を テー マ と し 
た SF 映画 の サウ ンド トラ ッ ク 。 フ ロー ゼ 、 フ ラン ケ 、 シ ュ メ ー リ ンク 
の 3 人 に よる 作品 。 映 画 の 方 の スト ー リ ー も 仲 々 に うま く 出 来 て いて 、 
音楽 は 気がつく と 効果 的 か つ 控え 目 に 鳴っ て いる と いう 感じ 。 音楽 作 
品 と し て な ら や は り ア ル バ ム で 聴き 通し た 方 が 良い が 、 映画 音楽 と は 
まさ に こう いっ た 特質 を 持っ た も の が 求め られ る の で あろ うし 、 タ ン 
ジェ リン ・ ド リー ム の 音楽 が これ 程 映画 に 使わ れる と いう の も 映像 を 
防げ る こと な く 効 果 的 に 作用 する 故 と 思わ れる 。 同 じ ド イツ の ポポ ル ・ 
ヴ が ヘル ツ ォ ー ク の 作品 の み で 使わ れる の と は 全く 逆 に 、 タ ンジ ェ リ 
ン の 音 は この 無 個性 な と ころ に 汎用 性 が ある と 考え られ る 。 そ うい え 
ば NHK の ドキ ュ メ ント な ど で も よく 使用 され る 。 (嶋田 ) 








TANGERINE DREAM 十 V.A 
RiSkV BusineSs 


LP /(U.K.)Virgin V 2302 「'84 年 
CD/(U.K.)Virgin CDV 2302 





日 本 で も 公開 され た 、Tom Cruise と Rebecca De Nornay 出 演 の 映 
画 の サウ ンド ・ ト ラッ ク 盤 。 両親 が 家 を 空け た の を 幸い に 息子 が 羽 
目 を は ず し て 「 危 な い ビ ジネス 」 に 励ん で いる 時 、 予 定 より 早く 両親 
が 帰っ て き て …… 、 と いう 展開 の 映画 。TANGERINE DREAM は 5 曲 
を 提供 し て いる が 、 テ ー マ 曲 を 除い て 「White Eagle」 や 「Force Majeure」 
の 中 の 曲 を アレ ンジ し 直し た 別 テ イク と いう 感じ で 、 こ れ と いっ た 
特徴 の 無い 演奏 内 容 で ある 。 彼 ら の 他 に Bob Seger、Muddy Waters、 
Jeff Beck、Prince、JOURNEY、Phil Collins と いっ た アー ティ スト 
が 参加 し て お り 、 そ いっ た 面 で 重要 な アル バム と 言え る か も 知れ な 
い 。 な お 「Lockere Geschafte」 は ドイ ツ 語 の 公開 タイ トル で 、 収録 内 
容 は 全く 同じ で ある 。 (Helmut) 





潮 | TANGERINE DREAM 


Mc Copyposed ang Per(orrgeg by 
TANGERINE DREA 人 M 


Wavelength 

LP /(U.S.)Varese Saravande STV 
81207 '84 年 

CD/Varese Saravande VCD 47223 








マイ ク ・ グ レイ 監督 の SF フィ ルム の 為 の 83 年 の サウ ンド トラ ッ ク 。 
音 の 質 や 曲想 は や は り 同 年 の 「Hyperborea」、 前 作 の 「White Eagle」 
に 近い 。 ほ と ん と 同じ メロ ディ ー や アイ ディ ア も 出 て 来 て 、 ひ と り の 
作曲 家 に 例え る な ら オ ペラ ニー サン トラ で スタ ジオ アル バム ニテ シンフォ 
ニー に 相当 する よう な 関係 に ある の か と も 思え る 。 全 16 曲 で 実に 様々 
な アイ ディ ア の 曲 が 収め られ て いて 、 7 曲目 “Alien Goodbyes′ な ど 
アコ ー ス ティ ッ ク ギ ター に リー ド ギ タ ー と いう 全く の フロ ー ゼ の ソロ 。 
や や 散漫 な 印象 を うけ る が 、 ア ル バ ム の 性 質 上 仕方 が な い だ ろ う 。 タ 
ンジ ェ リ ン ・ ド リー ム は この 頃 よ り と に か く 多 く の フ イル ム ミ ュー ジ 
ッ ク を 手がけ る よう に な る が 、 ま だ ぎ ご ちな いと ころ も 見 受け られ る 。 
比較 的 素材 の まま アル バム に し て し まっ た 感 が ある 。 (嶋田 ) 
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TANGERINE DREAM 

Flashpoimt 

LP /(U.K.)Heavy Metal HMI HP 29 
"84 年 


CD/Heavy Metal HMI XD 29 





ウィ リア ム ・ タ ネン 監督 の アク ショ ン 映 画 の 為 の '84 年 リリ ー ス の 
サウ ンド トラ ッ ク 。 エ レク トリ ッ ク ・ ド ラム や 初期 デジ タル シン セ 
系 の 音 が な つか し く 、 ジ ャ ケッ ト か ら 察 する に 映画 の 方 も ま ちがい 
な く B 級 と いっ た 感じ で 今更 是非 一 聴 を 、 と 推 め ちる つもり は な い が 、 
タン ジェ リン ・ ド リー ム と いう グル ー プ が 、 と に も か くに も 新た な 
テク ノロ ジー の 進歩 に 併 っ て 次 々 と 開発 され る 音素 材 に 対し て 開か 
れ て いて 、 自 分 達 の 音楽 的 な 語法 の 中 に 導入 し て 行く グル ー プ で あ 
る こと を 如 実 に 示し て いる と 云え よう 。 その 点 で は や や うがっ た 見 
方 で は ある が 、 サ ウン ド ト ラ ッ ク の 仕事 と いう の は 確実 に ビジ ネス 
と な る も の で ある うえ に 、 様 々 の 音響 的 な 試行 錯誤 の 可能 な 、 い わ 
ば 実験 工房 で ある と 考え る こと が で きる と 思う 。 (嶋田 ) 


TANGERINE DREAM 
Hearthreakers 


LP /Virgin 207 212-620 85 年 
CD/Virgin 610467-225 


UI 


Lt 





「The Park ls Mine」 と 同年 の リリ ー ス の これ も サウ ンド トラ ッ ク ・ 
アル バム で 、 こ ちら は 都会 的 な 生活 の 中 で の 、 男 女 の か か わり を テ 
ー マ と し た 映画 の よう で ある 。Virgin レ ー ベ ル か ら の ラス ト か 最後 の 
頃 の アル バム で ある り 「Phaedra」 以 降 在籍 し 、 云 わ ば タン ジェ リン ・ 
ドリ ー ム を 世界 的 存在 に し た レー ベル と 訣別 する の が この 85 年 で 、 
同時 に P. バ ウマ ン 脱 退 後 加 入 し た J. シ ュ メ ー リ ンク が ソロ 活動 の 為 に 
グル ー プ を 去る 年 と も な っ た 。 し か し 音 の 上 で は 予想 され る 様 な 動 
揺 は み ら れ ず 、 真 に その 点 こ そ が 並 の プロ フェ ッ シ ョ ナル で は な い 
タン ジェ リン らし いと ころ で 、 冒 険 を し な い 一 方 、 安 定 し た 内 容 で 及 
第 点 的 な アル バム を 制作 し て いる 。 全 12 曲 、 シ ー ン ご と の 小品 が 並 
べら れ て いて 、 随 所 に タン ジェ リン らし い 工 夫 が 見 られ る 。 (嶋田 ) 
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TANGERINE DREAM 
Le Pare 


LP /Jive 626 135 '85 年 
CD/Jive Electro 8.26135 





Virgin を 離れ 、 シ ュ メ ー リ ンク の 参加 し た 最後 の スタ ジオ 作品 。 世 
界 各 地 の 公園 を タイ トル に 冠 し た 個性 的 小品 が 9 曲 収め られ 、「Exit」 
以降 の 小品 指向 の 総決算 の 感 が する 。 バ パル セロ ナ の グ エ ル 公園 ・ ロ 
ンド ン の ハイ ド ・ パ ー ク 、 日 本 の 龍 安寺 石庭 な ど 、 選 び 方 は フロ ー 
ゼ の セン ス ら し い 。 シュ メ ー リ ンク 脱退 の 真意 は 不明 だ が 、 グ ルー 
プ の 新陳代謝 が 必要 な 時 期 だ っ た の だ ろう 。 ア ル バ ム は 、 独 特 の 作 
風 の 写真 家 に よる 公園 を テー マ と し た 絵葉書 を みる 思い が し 、 ひ と 
筆 書 き の 名 人 芸 を 感じ も する 。 暗 に 歴史 的 経緯 の ある 共産 圏 ポー ラ 
ンド で の コン サー ト の 成功 を 時 を 同じ くし て 、 タ ンジ ェ リ ン は シン 
セ 3 人 の スタ イル と な っ て 2 度目 の メン バー チェ ンジ を する こと に 
な る が 、 そ の 清算 と も いえ る 水準 の 高い 作品 で ある 。 (嶋田 ) 


TANGERINE DREAM 
Dream Semuence 


LP /Virgin 302 686-435 '85 年 
CD/Virgin CDTD 1 





に CN【d ヨ 


"85 年 リリ ー ス の Virgin 時 代 の タン ジュ リン ・ ド リー ム の ペスト 2 枚 
組 CD で ある 。 シ ー ケ ン サ ー リ ズム の 反復 と スペ イシ ー な 電子 音 を 多 
用 し た 独自 の シン セ サ イ ザー ミュ ー ジ ッ ク で 、 最 も 成功 し た ドイ ツ 
の ロッ ク グ ルー プ と な っ た 彼ら の 10 年 に 及ぶ 足跡 が 辿れ る 。 その 革 
新 性 と 影響 力 は 計り 知れ ず 、 今 や ひと つの ジャ ン ル と な っ た シン セ 
ミュ ー ジ ッ ク 、 も し く は コン ピュ ター ミュ ー ジ ッ ク の 創始 者 の 探求 
の 歴史 で ある 。 特に 「Stratostear」 か ら 「Tangram」 に 至る 作品 も 
含め た 初期 一 中 期 タ ンジ ェ リ ン ・ ド リー ム の 入門 に は 最適 と 云え る 。 
また 1 曲目 及び ラス ト の 19 曲 目 は 未収 録 テ イク で あり 共に '83 年 の 作 
品 。「Logos Live」 と 「Tongram」 か ら の 収録 の 割合 が 多く 、 彼 ら の 
その 作品 に 対す る 自信 の 程 が 伺え る 。 (嶋田 ) 








TANGERINE DREAM 
… In the Beginnimg 
LP/(U.S.)Relativity EMC 8066 86 年 





クレ ジッ ト 表 記 で は 1985 年 に な っ て いる が 、 実 際 は 1986 年 1 月 に 
リリ ー ス され た よう で ある 。 彼ら が Ohr レ ー ベ ル に 残し た 4 作 と 、 契 
約 の 関係 で リリ ー ス で き な か っ た 1973 年 制作 の スタ ジオ ・ ア ル バ ム 
「Green Desert」 を 合わ せ た 6 枚 組 セッ ト で ある 。( そ れ ぞ れ の 作品 の 
詳細 は 、 個 別 の 欄 を 参照 ) パ イオ グラ フィ ー と ディ スコ グラ フィ ー 
を 掲載 し た プッ クレ ッ ト が 付 さ れ て いる 。 ボ ックス の カバ ー・ デ ザ 
イン は Monique Froese に よる も の で ある 。 米 盤 と 同時 に 英国 の Jive 
Electro か ら も 同様 の セッ ト (TANG1) が 発売 され た 。 最初 の 4 作 は 、 
現在 まで に いろ いろ な 会 社 や レー ベル か ら LP や CD で 何 度 か 再発 され 
て いる が 、 オ リ ジ ナ ル 盤 の 持つ 荒 々 し く 広 が り の ある 音 空間 が 忠実 
に 再現 され て いな い の が 残念 で ある 。 (Helmut) 





TANGERINE DREAM 
Legend 
LP/(U.S.)MCA 6165 '86 年 





Tom Cruise と Mia Sara が 出演 し た 映画 の サン トラ 盤 。 衛 星 放送 さ 
れ た こと も ある の で 、 話 の 筋 は 割愛 させ て 頂く 。 本 作 の サウ ンド ・ 
トラ ッ ク の スコ ア は 、 最 初 、Jerry Goldsmith に よっ て 書か れ た 。 し 
か し 、 も っ と モダ ン な 曲 の 方 が 良い で あろ うと いう 映画 会 社 の 判断 
に より 、TANGERINE DREAM の 他 に Jon Anderson と Bryan Ferry 
が 採用 され て 曲 を 提供 する こと と な っ た 。 この た め 北 米 で は 新しい 
サン トラ で 、 欧 州 な ど で は Goldsmith の ペン に よる も の で 公開 され た 。 
両面 の 1 曲目 を 除き 、 彼 ら の 演奏 が 9 曲 収 め ら れ て いる 。 会社 の 意 
向 を よく 本 ん で いる の か 、 フ ァ ン タス ティ ッ ク て で 不思議 な 雰囲気 の 、 
いか に も それ らし い 作 品 に 仕上 が っ て いる 。 カ バー 写真 は 印象 的 で 
イン パク ト が 強く 、 一 度 見 た ら 忘れ られ な いも の で ある 。 (Helmut) 
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TANGERINE'DREAM 
GREEN DESERT 


TANGERINE DREAM 

ieen Desert 

LP /(U.S.)Relativity 88561-8072 
"86 年 


CD/Jive Electro C TANG 1 





これ は 773 年 に ベル リン の スカ イラ イン ・ ス タ ジ オ て で 収録 され た 貴 
重 な 音 源 を '84 年 に リミックス し た アル バム だ 。 ち ょ うど 『Atem」 か 
ら 『Phaedra』 に 至る 短い な が ら も 重要 な 過渡 期 に 行わ れ た レコ ー デ 
ィング ・ セ ッ シ ョ ン で あり 、 そ の 内 容 は 非常 に 興味 深い 。 何故 か P・ 
バウ マン 不参加 、E・ フ ロー ゼ と C・ フ ラン ケ の ふた り だ け の 演奏 
で あり 、 バ ンド と し て の 正規 の 演奏 と は 言い か ね る か も 知れ な い 。 
音響 が 簡素 な 分 、 演 奏 が 生々 し く 、 特 に フロ ー ゼ の ギタ ー・ プ レイ 、 
フラ ン ケ の ドラ ム ス ・ プ レイ が 意外 な ほど 素直 だ 。 な る ほど 、 何 も 
成功 に 目 が 上 肘 ん で 妙 な 大 衆 路 線 に 乗り 換え た の で は な く 、 最 初 か ら 
この 二 人 は こう いう 感性 を 持っ て いた の だ と いう 証明 に な っ て いる 。 
バウ マン の 存在 は 大 きか っ た 。 (坂本 ) 





TANGERINE DREAM 
Underwater Sumlight 


LP /(U.K.)Jive Electro HIP 40 '8G 年 
CD/ ワ ー ナ ー・ ミ ュー ジッ ク 32XB-223 


TANGERINE DREAM 


NRVVATER UNLIGHT 














海 は 我々 が 暮らす 大 地 や 爺 ぎ 見 る 天空 と は また 別 の 「 宇 宙 」 で あ 
る 。 生命 を 生む 一 方 で それ を 呑み 込む 海 。 海 は また 大 宇宙 で ある 空 
と 、 小 宇宙 で ある 人 間 の 内 側 (内 宇宙 ) と 目 に 見 えな い 繋 が り を 保 
っ て いる よう だ 。 故 に 海 や も そこ に 生き る も の 達 を テー マ に し た 芸術 
作品 が 多い 。 本 作 も また そう し た アル バム だ が 、 例 えば ポー ル ・ ウ 
イン ター の 「 鯨 の 詩 」 や NOVALIS の 「Flossenengel」 と 比べ 、 自 然 
保護 を 詩 っ た と 言う より も 視覚 的 な 情景 描写 を 追求 し た よう な 色 合 
い が 強 い 。 明 確 な テー マ の 設定 、 鯨 の 鳴き 声 を 入れ る 等 の 具象 性 。 
こう し た 変化 は ヨハ ネス ・ シ ュ メ ー リ ンク に 代わ っ て 本 作 よ り 加 入 
の パウ ル ・ ハ ンス リン ガー に も 依る の で は な いか 。 これ を 機 に 彼 等 
は 続く 「Tyger」 で 更に 大 き な 転 換 を 見 せる の で ある 。 (高山 ) 





TANGERINE DREAM 


TVger 
LP /(U.K.)Jive Electro HIP 47 '87 年 
CD/ ワ ー ナ ー・ ミ ュー ジッ ク 32XB-224 





本 格 的 に ヴォ ー カ ル を 取り 入れ た アル バム と し て は 「Cyclone」 に 
続く 2 作 め と する 。 幻 視 の 詩人 画家 ウィ リア ム ・ プ レイ ク (1751-1827) 
の 詩 に 曲 を つけ る と いう 試み は 、 ポ ピュ ラー・ ミ ュー ジッ ク で も さ 
し て 珍し いこ と で は な い が 、 シ ン セ サイ ザー の イン プロ ヴィ ゼイ シ 
ョ ン に よる 統合 音楽 と いう 従来 の 彼 等 の 在り 方 を 考え る な ら 、 詩 が 
先行 し 構築 し て 行く 本 作 の アプ ロー チ は まさ に 大 転換 と 言え る だ ろ 
う 。 ギ ター ソロ まで 取り 入れ た 楽曲 の 完成 度 は さす が に 高く 、 音 も 
良い が 、 翌 年 発表 の ライ ヴ を 最後 に クリ ス ・ フ ラン ケ は 脱退 。 2 曲 
の イン スト の 内 2Ist Century Common Man” は CRIMSON の パロ 
ディ か 。 し か し プレ イク すら ろく に 知ら な い 国 内 盤 ラ イナ ー の 書き 
手 の 堂 々 と し た 無知 ぶり に は 恐れ 入っ た 。 (高山 ) 


TANGERINE DREAM 
Three 0'clock High 


LP /(U.S.)Varsese Saravande STV 
81339 '87 年 
CD/Varese Sarabande VCD 47307 





"87 年 は 、W. プ レイ ク の 名 詩 、 タ イガ ー を 歌詞 と し た アル バム 、「Tyger」 
の リリ ー ス 以外 に 多く の サウ ンド トラ ッ ク が リリ ー ス され て いる 。" 
86 年 に ヨハ ネス ・ シ ュ メ ー リ ンク の 後任 と し て ポー ル ・ ハ スリ ン ガ 
ー を 加え て より シン フォ ニッ ク に ロッ ク 色 を 強く 打ち 出し た 傑作 、 
「Underwater Sunlight」 を 世に 問う て か ら 、 堀 を 切っ た よう に 作品 
が 創 ら れ た と 思わ れる 。 こ の サウ ンド トラ ッ ク に は タン ジェ リン の 
他 に も 復 数 の ミュ ー ジ シャ ン の 作品 が 収録 され て いて 単純 に 彼ら の 
作品 と は 云え な い が 、 個 々 の 曲 は 安易 に 流れ る こと な くそ れ な り の 
工夫 が ほど こさ れ て いる 。 映画 は や や コミ カル タッ チ の 青春 も の か 
何 か だ ろう か 。 ス トー リー と は 関係 な く 聴 いて いて も 飽き な いし 、 
変化 が 多い 為 か 、 サ ンプ ラー 的 に も 楽し め る 内 容 。 (嶋田 ) 








TANGERINE DREAM 
CanVon Dreams 


LD /(U.S.)Miramar ID 5171 '87 年 
CD/Miramar MPCD2801 


CANVON DREAMS 


(MD 





87 年 発表 の ヴィ ジュ アル ・ オ ー デ ィ オ 作品 。 CD 版 で は ヴィ デオ 版 
に 加え て 、 ジ ェ ロ ー ム ・ フ ロー ゼ の ペン に よる `Colorado Dawn* が ボ 
ー ナ スト ラッ ク と し て 追加 収録 され て いる 。 こ れ は サウ ンド トラ ッ 
ク で は な く 、 正 規 の アル バム と 考え て よい が 、 作 品 の 性 質 上 ニュ ー 
エイ ジミ ュー ジッ ク 的 な 刺激 の 少な い 曲調 の も の が 多く 、 音 の 方 は 
ほとん ど シ ン セ サイ ザー の み に も か か わら ず 、 ナ チュ ラル 指向 の コ 
ン セ プ ト と な っ て いる 。 セ ミ ・ ク ラシック を 安易 に 使用 し た 環境 も 
の の ヴィ デオ に 較べ れ ば 、 遥 か に 音楽 と 映像 の コン ビ ネ ー シ ョ ン が 
考慮 され て いて 、 如 何 に も 、 と いう 出来 と な っ て いる 。 こ の スタ イ 
ル の 作品 が も っ と 早く 、 多 数 制作 され て 良い 様 に 思う の だ が 。 彼 ら 
の 音 は 流石 で 、 熱 練 し た 職人 の 技 を 思わ せる も の で ある 。 (嶋田 ) 





TAGERINE DREAM 
Livemiles 


LP /Jive Electro 6.26825 "88 年 
CD/Jive CHIP 62 





86 年 アメ リカ ・ ニ ュー メキ シコ で の ライ ヴ を パー ト 1 、787 年 西 べ 
ルリ ン で の ライ ヴ を パー ト 2 と し た 。 フ ロー ゼ 、 フ ラン ケ 、 ハ スリ 
ン ガ ー の 3 人 で の 初 の 正規 ライ ヴ ア ル バ ム 。 フ ロー ゼ の 妻 モン ク の 
アー トド ワー ク も スマ ー ド で ある 。 上 肥 メ ン パ ー 2 作 の スタ ジオ アル 
バム と 3 作 の サウ ンド トラ ッ ク を リリ ー ス し た 後 の "88 年 の 発表 だ が 、 
全く 破綻 の な い 完 壁 に 近い ライ ヴ が 当初 か ら 成 され て いた 証左 と な 
っ て いる 。 し か し 、 こ の ライ ヴ ア ル バ ム の リリ ー ス の 裏 に は 長年 の 
パー トナ ー で あり 、 或 る 意味 で は 核 と も な っ て いた クリ スト ファ ー・ 
フラ ン ケ の 脱退 が あっ た の で は な いか 。 バ ウマ ン の 脱退 で 一 度 揺 ら 
い だ 、 云 っ て みれ ば フロ ー ゼ の グル ー プ 理念 が 再度 危機 に 句 す る こ 
と に な る 。 演奏 は と て も 3 人 の も の と は 思え な い 出 来 。 (嶋田 ) 











TANGERINE DREAM 
Near Dark 


LP /(U.S.)Varese Saravande STV 
81345 '88 年 
CD/Silva FILMCD 026 





87 年 リリ ー ス 。 これ は SF. ホ ラー 的 内 容 の 映画 らし い が 、 タ ンジ ェ 
リ ら し さ が 最 も フィ ッ ト し た 傾向 な の か 同年 「Shy People」 と は 別 
の 意味 で 安定 度 が 高い 。 つ まり 「Sorcerer」 以 降 の 映画 音楽 の ヴェ テ 
ラン 作曲 家 集団 、 タ ンジ ェ リ ン ・ ド リー ム の 本 領 発揮 と いっ た アル 
バム で 、 緊迫 感 の ある 鬼気 せま る シー ン 、 夢幻 的 な アト モス フェ ア 、 
ドラ イヴ 感 あ る アク ショ ン の イメ ー ジ な ど 、 真 に 職人 芸 的 に 作品 を 
つなげ て ゆく 。 フ ロー ゼ の ディ スト ーション ・ ギ ター は 彼 が ラウ ド 
な ブルース ・ ギ タリ スト か ら 出 発し た こと を 思い 起こ させ る 。 1 曲 
目 は ちょ っ と クラ フト ヴェ ルク っ ぽい シー ケン ス だ っ た り も する 。 
画像 と いっ し ょ だ と 尚 良い の だ ろう が 、 シ ー ン を 思い 描き な が ら 聴 
いて ゆく の も 、 こ の 手 の ア ル バ ム の 楽し み 方 だ と 思う 。 (嶋田 ) 


TANGERINE DREAM 
Shy Peomle 


LP /(U.S.)Varese Saravande STV 
81357 88 年 
CD/Varese Saravande 47357 





87 年 の サン トラ で 、 最 も 正規 の アル バム で ある 「Tyger」 に 近い 音 
を も っ て いる の が この 「Shy People」 で 、 単 に 音楽 を 担当 し て いる 
と いう より も か な り 前 向き に 取り 組ん で いる こと を 伺わ せる 充実 し 
た 内 容 と な っ て いる 。 ア ンド レイ ・ コ ンチ ェ ロ フス キー 監督 の この 
映画 は や や サス ペン ス 色 の 強い シリ アス な 内 容 の も の らし い 。 ヴ ォ 
ー カ ル 、 ナ ン バ ー が 3 曲 含ま れ て いて 、 歌 詞 を フロ ー ゼ が 2 曲 、 フ 
ラン ケ と ハス リン ガー が 1 曲 共 作 し て いる 。 特 に 1 曲目 の Shy People 
は Tiger と よく 似 た セン ス の 曲 と な っ て いて 、 聴 き 較 べ る と こち ら の 
アル バム の 方 が サン トラ の 分 自由 度 の 高い 演奏 で 、 の ぴの びと 制作 
し て いる よう に 感じ る 。 構成 も よく まとまっ て いて 、「Tyger」 を 気 
に 入っ た 人 は まず 気に入る アル バム だ と 思う 。 (嶋田 ) 





TANGERINE DREAM 

戸 Optical Race 

LP /(U.S.)Private Music 2042-1-P 
'88 年 


CD/Private Music 2042-2-P 








「Alpha Cenauri」 以 降 の 朋友 クリ スト ファ ー・ フ ラン ケ が グル ー 
プ を 去り 、 レ ー ベ ル も P. バ ウマ ン が 主催 する 新興 レー ベル 、 プ ライ ヴ 
ェ ー ト ・ ミ ュー ジッ ク に 移籍 し て の 最初 の 作品 。 タ ンジ ェ リ ン ・ ド リ 
ー ム を E,. フ ロー ゼ と G. フ ラン ケ 二 1 と 提 え て で て いた ファ ンジ ン に は 一 体 どん 
な 変化 が 引き 起こ され る か と 思え た だ ろう 。 結 論 か ら 云 えば 、 タ ン 
ジェ リン ・ ド リー ム の ドイ ツ 的 年 さと いう か 、 骨 大 な シン フォ ニズム 
を か も し 出し て いた の が フラ ン ケ で あっ て 、 グ ルー プ の 音 は 更に 明 
る く ス マー ト と な っ た 印象 で ある 。 こ の アル バム で は ほ ば 均等 に 2 
人 の 共 作 の ウェ イト が 分 か れ て いる 。 メ ロディ ー は 親しみ 易 さ を 増 
し て 、 各 曲 と も アレ ンジ も よく で き て いる 。7 曲目 の `Sun Gate* の み 
Wadephul/ フ ロー ゼ / ハ スリ ン ガ ー の 共 作 と 記さ れ て いる 。 (嶋田 ) 


TANGERINE DREAM 
Miracle Mile 


LP /(U.S.)Private Music 2047-1 '89 年 
CD/(U.S.)Private Music 2047-2-P 





一 人 の 青年 が ある 女性 と 運命 的 な 出逢い を し て 間もなく 、 あ と 1 
時 間 で 核 攻撃 が 始ま る と の 情報 を 得る 。 息 詰まる 状況 の 下 、 二 人 は 
どの よう に 脱出 する か …… 、 と いう 内 容 の 映画 の サウ ンド ・ ト ラッ 
ク 盤 。 こ うい う 緊 迫 感 に 溢れ る テー マ を 効果 的 に 盛り 上 げ る に は 、 
彼ら の サウ ンド が と て も 適し て いる と 思わ れる 。 ア ッ プ ・ ビ ー ト の 
リズ ミカ ル な 曲 か ら ゆ っ た り と し た バラ ー ド 風 の 曲 ま で 、 実 に 多彩 
な 内 容 で ある 。 ひ と 頃 に 比べ る と 明る く 軽 い 作 り の 曲 が 多く な っ た 
よう な 気 が す る が 、 透 明 感 と 清々 し さ が 増 し た と 言え な くも な い 。 
砂時計 が 静か に 時 を 刻ん で ゆく よう な イメ ー ジ を 想起 させ る 、 シ ー 
ケン サ の 絶え 間 な い リ ズム は 、 我 々 に 「 時 間 」 と いう も の を 認識 させ 
て くれ る 重要 な 鍵 と な っ て いる の で は な か ろう か 。 (Helmut) 








Mgr B7WAWW MIV6WIOHWNOUI TANGERINE DREAM 
| Lily On The Beach 


LP /Private Music 210 103 89 年 
CD/Private Music 260 103 





フロ ー ゼ & ハ スリ ン ガ ー・ デ ュ オ と な っ た タン ジェ リン の 2 枚 目 
の アル バム 。13 曲 入り 。 フ ロー ゼ 2 世 の ジ ュ ロ ー ム が Radio City” 
で リー ド ギ タ ー を 弾き 、H. ヴ ァ ル トナ ー が Long Island Sunset* 
で ソプラ ノ サ ックス と フル ー ト で ゲス ト 参 加 し て いる 。 フ ロー ゼ も 
リー ド ギ タ ー を 担当 、 ハ スリ ン ガ ー は リズ ムギ ター と ステ ッ ク を 担 
当 す る な ど 、 今 迄 以上 に ロッ ク 色 が 強い 。 コン ピュ ー タ ー が ハー ド 、 
ソフ ト と も 進歩 する な か で も 、 フ ロー ゼ は 何と か し て 音響 に ダイ ナ 
ミッ ク な 生命 感 と ヒュ ー マ ン な ぬく も り を も た せよ うと 苦心 し て い 
て 、 そ の か い が あ っ て 所 詩 コ ンピュータ ・ ミ ュー ジッ ク の 機械 くさ 
さ 、 単 調 さ に 陥っ て いな い 作 品 と な っ て いる 。 こ の 後 の 4 人 編成 と 
な る タン ジェ リン の 伏線 と な る アル バム と いえ る 。 (嶋田 ) 





TANGERINE DREAM 
Destination Berlim 
CD/BMG 260440 '89 年 





フラ ン ケ が グル ー プ を 離脱 し た 後 、 タ ンジ ェ リ ン ・ ド リー ム は 3 作 
の フィ ルム ・ ミ ュー ジッ ク を 制作 する 。「 到 着地 ベル リン 」 と は どう 
いう フィ ルム な の だ ろう 、 ベ ルリ ン の 壁 の 崩壊 は 象徴 的 な 出来 事 で 
あっ た こと を 想い 出さ せる 。 ア ル バ ム は ` ア レキ サン ダー 広場 ? を 両 
端 に 配 し た トー タル な 構成 で 、 同 じ テ ー マ の ヴァ リエ ーション を 聴 
いて いる よう な 印象 さえ 受け る 。 印象 的 な メロ ディ ー も 多く 悪い 出 
来 で は な い 。 し か し 、 ベ ルリ ン と いう 都市 が 変化 し た よう に 、 ベ ルリ 
ン の ドイ MS ク グル ニブ タン ジェ リン ・ ド リー バ も 変化 し た ア 
ヴァ ン ギ ャ ルド 、 プ ログ レッ シ ヴ と いう イメ ー ジ を 彼ら に 押し つけ 
る の は それ こそ アナ クロ ニズム だ ろう 。D. ボ ウイ や R. リ ー ド の ベル リ 
ン は ここ に は な く 、 今 の ベル リン 市 民 の 日 常 の 姿 が ある 。 (嶋田 ) 





7 の プイ 








TANGERINE DREAM 
Melr0se 


CD/Private Music 2078-2-P 90 年 
7BMG ビク ター BVCP 103 








'90 年 代 に 入っ て 、 タ ンジ ェ リ ン は 再び 3 人 編成 と な る 。 そし て C. フ 
ラン ケ の 後に 加入 し た の は 何と E. フ ロー ゼ の 息子 、 ジ ェ ロ ー ム ・ フ ロー 
ゼ で ある 。 フ ロー ゼ の ソロ や 770 年 代 の タン ジェ リン の アー トワ ー ク の 
中 に 何 度 か 素材 と し て 使わ れ て いた 彼 で ある 。 担当 も ギタ ー 及 び シ ン 
セ (key) と 父親 と 同じ 、 真 に フロ ー ゼ Jr. で ある 。 そ し て J. シ ュ メ ー リ ン 
ク の 後任 と し て 加入 し た P. ハ スリ ン ガ ー の 参加 し た 最後 の アル バム と 
な る 。 タイ トル 曲 に は 前 作 「Lilly On The Beach」 で も ゲス ト で 加わ っ 
て いた H. ヴ ァ ル トナ ー が Sax を 演奏 し て いる 。 こ うし て タン ジェ リン は 
2 世代 バン ド と いう 稀 な か た ちと な っ た (何と な く 0. コ ー ル マン グル ー 
プ を 思い 出す 。 ロ ッ ク も 年 を と っ た と いう こと か )。 2 台 の 自転 車 が 寄 
り 添 い 1 台 が 倒れ て いる 意味 あり げ な 写真 が 載っ て いる 。 (嶋田 ) 


TANGERINE DREAM 
Dead Salid Perfect 
CD/Silva Screen FILMCD 079 90 年 





"89 年 、 詳 し い ク レジ ッ ト が な い が 、 フ ロー ゼ & ハ スリ ン ガ ー の 2 人 
に よる サウ ンド トラ ッ ク で 、 こ れ も TV 映 画 の 音楽 だ ろう か 、 プ ロゴ ル 
ファ ー を 主人 公 と し た スポ ー ツ も の の よう だ 。 こ の 時 期 の 作品 の 中 
で も 特に 打ち 込み の コン ピュ ー タ ー ミ ュー ジッ ク と いう 色彩 が 強く 、 
や や 手抜き を し た か な 、 と 思わ せる と ころ が 多い 。 タ ンジ ェ リ ン ・ ド 
リー ム の 特質 は テク ノロ ジー の 取り 入れ の 間口 の 広 さ が 挙げ られ る 。 
逆 に その 時 の 機材 の 性 能 や コン ピュ ー タ ー ソ フト な どの 機能 に 規定 
され る 訳 で 、 そ れ は スタ イル や 音楽 性 の 根幹 に まで 影響 する 。 そ の 点 
で クラ フト ヴェ ルク な どの 方 が 遥か に テク ノロ ジー に 対し て シン カ 
ル で 距離 を と っ て いる よう に 思う 。 故 に タン ジェ リン ・ ド リー ム に 於 
いて は 、 テ クノ ロジ ー は ファ ッ シ ョ ン に は な り 得 な か っ た 。 (嶋田 ) 





TANGERINE DREAM 
The Park IS Mime 
CD/Silva Screen FILMCDO80 "91 年 





81 年 の フィ ルム ミュ ー ジ ッ ク Thief を 皮切り に ・ ヨ ハネ ス ・ シ ュ メ 
ー リ ンク を 加え た 新生 タン ジェ リン ・ ド リー ム は 、 正 規 の アル バム 
ワー ク と 並行 し て 、 活 動 の か な り の ウェ イト を サウ ンド トラ ッ ク に 
費 す る こと と な る 。 内 容 的 に は 「La Park」 の 時 期 、 シ ュ メ ー リ ンク 
の 参加 し た 最後 期 の 頃 な の だ が 、 音 は か な りす っ きり し た も の で そ 
の 後 の メ ン バ ー チ ェ ン ジ 後 の サウ ンド トラ ッ ク と 較べ て も それ 程 の 
異 和 感 は な い 。 こ れ も TV 映 画 の 為 の も の な の か も 知れ な い 。 フ ィ ル 
ム ミ ュー ジッ ク は タン ジェ リン に と っ て 、 新 た な 音素 材 や 機材 ( ソ 
フト も 含め て ) で 、 ど ん な アイ デア が 実現 可能 な の か を みる 最良 の 
試 金 石 で あっ た の で は な いか と 思わ れる 。 破綻 の な い 音楽 と 云え る 
が 、 こ の アル バム は 映像 が な いと や や 辛い 。 (嶋田 ) 


TANGERINE DREAM 
LAffaire Wallraff 
(The Manm Inside) 
CD/EMI 7956172 '91 年 








Peter Coyote、Jurgen Prochnow、Nathalie Baye ら が 出演 し た 
映画 の サウ ンド ・ ト ラッ ク 盤 。 映 画 の 内 容 に つい て は 詳細 不明 で あ 
る が 、 他 の 作品 に 比べ て テン ポ の 遅い 落ち 着い た 夫 囲 気 の 曲 が 多 い 
こと か ら 、 映 画 の テー マ や 内 容 も 割 と シリ アス な も の で は な いか と 
思わ れる 。 全 11 曲 で 、45"20'" の 演奏 が 収め られ て いる 。 本 作 は 、Edgar 
Froese と Paul Haslinger の 二 人 だ け で 作曲 ・ 演 奏 さ れ て いる 。 す っ き 
り と し た 音色 が 特徴 的 で 、 シ ンプ ル な 作品 に 仕上 が っ て いる 。 ピア 
ノ の 音色 も 生 に 近い アコ ー ス ティ ッ ク な 味 を 大 切 に し て お り 、 全 体 
の 音 の 重ね 方 が いつ も より 少な い の で 、 そ うい う 印 象 を 与え る の で 
あろ う 。 も ちろ ん 曲 に よっ て は 、 い つも の 軽快 な 演奏 を 聞く こと が 
で きる 。 (Helmut) 








TANGERINE DREAM 
Deadly Care 
CD/Silva Screen FILMCD121 "92 年 





"87 年 の TV 映画 の 為 の サウ ンド トラ ッ ク 。P. ハ スリ ン ガ ー は 参加 し 
て 居 ら ず 、 フ ロー ゼ と フラ ン ケ の 2 人 で 作ら れ た アル バム 。 CD で は 
実際 の フィ ルム に 使わ れ た も の で は な く 、 ロ ング ヴァ ー ジ ョ ン が 収 
録 さ きれ て いる 。 フ ィ ル ム の 内 容 は 薬物 依存 か ら 治癒 し て 行く と いう 、 
現代 的 テー マ の 社会 派 の も の らし い 。 こ の 年 は サン トラ だ け で も 4 
枚 の アル バム が リリ ー ス され て いて 非常 に 多 作 な 年 で あっ た 。 こ の 
アル バム が 何故 2 人 で 作ら れ た の か 、 ま た この 後 な ぜ フ ラン ケ が グ 
ルー プ を 去る こと に な っ た か は よく 解 か ら な い が 、 コ ンピュータ ー 
や ミディ 機材 の 発展 で 3 人 編成 を 保つ 必然 性 が な く な っ て 来 た こと 
は 確か で あろ う 。 クレジット を 見 な い 限 り 何 人 で 作っ た の か は 気付 
か な いか も 知れ な い 。 この 頃 の 音 と し て は 地味 な 作品 。 (嶋田 ) 








TANGERINE DREAM 
Ouin0a 
CD/Volt 0001 CD 92 年 














国際 ファ ンク ラブ の メン バー を 対象 に 、1000 枚 限定 で 配布 され た 
希少 な ミニ ・ ア ル バ ム 。Edgar Froese と 息子 の Jerome Froese の 共 
作 ・ 共 演 で 、 プ ロ デ ュ ー ス と エン ジニ アリ ング も 二 人 だ け で 行っ て 
いる 。28'32''! の タイ トル 曲 Quinoa の み が 収 録 さ れ て いて 、 こ の アル バ 
ム で し か 聞く こと の で き な い 未 発表 作品 で ある 。 プ ログ ラム と 演奏 
の 重ね 録 り と 思わ れる が 、 手 抜き は な く 重 厚 バ サウ ンド に 仕上 が っ 
て いる 。 内容 と し て は 「Canyon Dreams」 に 近い 印象 を 与え る 。 リ 
ズム の 無い ゆっ た り と し た キー ボー ド の 和音 進行 と テン ポ の 早い ビ 
ー ト を 伴う 軽快 な 部 分 が 交互 に 現れ る 、 緩 急 の コン ビ ネ ー シ ョ ン ・ 
パタ ー ン は 相変わらず で 、 少 し ずつ 異な る バリ エー ショ ン が 展開 さ 
れ で いる 。 (Helmut) 





7 の ちら 











rr mocoe uusc od TANGERINE DREAM 
層 語 The Private Music of Tangerine 
Dream 


CD/(U.S.)Private Music 01005-82105 
-2 92 年 














この レー ベル に お ける ベス ト 編 集 毅 で 、「Lily on the Beach」、「Optical 
Race」、「Melrose」、「Miracle Mile」 の 各 ア ル バ ム か ら 選 曲 さ れ て い 
る 。 こ の 他 に 未収 作品 と し て 、^Beaver Town* と ^Roaring of the 
Bliss” の 2 曲 が 収め られ て いる 。 と も に Froese 親 子 に よる 作品 で 、 近 
作 で よく 耳 に する 音色 (サッ クス や 声 を サン プリ ング し て 加工 し た 
音 ?) を 用 い 、 軽 快 に 疾走 する よう な リズ ム の 曲 に 仕上 げ て いる 。 
70 年 代 の 作品 に は 、 精 神 的 な テー マ を 扱い 、 聴 き 手 へ の メッ セー ジ 
を 含ん だ も の が 多かっ た よう な 気 が す る 。 ま た 音色 や リズ ム も 、 今 
より 心理 学 的 に も っ と 工夫 され て いた よう に 思う 。 最 近 の 作品 は 、 
確か に 聞き 易く 楽し く な っ た か も 知れ な い が 、 な に か が 欠落 し た よ 
うに 感じ る の は 私 だ け で あろ うか 。 (Helmut) 





( 紀 TANGERINE DREAM 


デ 久 Rockon 
P CD/(U.S.)Miramar MPCD 2802 92 年 


フロ ー ゼ 父子 に よる アル バム で 、 全 て 2 人 の 共 作 の 曲 11 曲 が 収め 
られ て いる 。 プ ロ デ ュ ー ス 及び アレ ンジ は E. フ ロー ゼ 。 リ ー ド ギタ ー 
に Zlatko Perica (ツラ ツ コ ・ ペ リカ ) 、 フ ルー ト 、 サ ックス で リッ チ 
ー・ ウェ スタ ー が 全面 的 に サザ サポート し て お り 、 タ ダン ジェ リシン シィ ド リ 
ー ム の 最終 形態 が 事実 上 この アル バム で 確立 され て いる 。 フ ロー ゼ 
は コン ピュ ー タ ・ ミ ュー ジッ ク の 存在 感 の 希薄 さ に 疑問 を 感じ た の 
だ ろう か 、 リ ー ド ・ ギ ター、 サ ックス を 導入 し 、 エ レク トリ ッ ク ・ 
ドラ ム も マニ ュ ア ル で 演奏 する な ど 、 リ アル タイ ム プ レイ の 要素 を 
増し て いる 。 曲 も より ロッ ク 色 を 強め た エネ ル ギ ッ シュ な も の で 、 
これ は ジュ ロー ム の 若 さ か ら 来 た も の だ ろう か 。 こ こ に は 、 ド イツ ・ 
アヴァ ン ギ ャ ルド の 雄 だ っ た タン ジェ リン の 姿 は 全く な い 。 (嶋田 ) 





TANGERINE DREAM 
220 volt Live 
CD/(U.S.)Miramar MPCD 2804 93 年 





1992 年 に 行わ れ た 北米 ツア ー の ライ ブ ・ レ コー ディ ング 。 Edgar と 
Jerome の Froese 親 子 の キー ボー ド と ギタ ー の 他 に 、Zlatko Perica が 
ギタ ー で 、Linda Spa が サッ クス と キー ボー ド で ゲス ト 参 加 し て いる 。 
この ツア ー の 様子 は 、「Three Phase」 と 題 さ れ た L D ま た は ビデ オ 
で 妥 う こと が で きる 。 コンサー ト 映 像 の 他 に 、70 年 代 の ツア ー 時 の 
映像 や コン ピュ ー タ ・ グ ラフ ィ ッ クス に よる イメ ー ジ 映像 が 収録 さ 
れ て いる 。 ギ ター 演奏 が 中 心 と な る 部 分 で は ロッ ク 色 が 強く 、 サ ッ 
クス の プレ イ は 黄 旨 の 都市 風景 に マッ チ す る よう な 雰囲気 を 醸し 出 
し て いる 。 ア ンコ ー ル で Jimi Hendrix の Purple Haze′ を 演奏 し て 
いる が 、Froeses の ギタ リス ト と し て の 源流 を 覗か する も の と し て 尋 
味 深い 。 (Helmut) 


V.A. 
Ossiach Live 
LP/BASF 49 21119-3/1-3 71 年 (?) 





1971 年 に Ossiacher 湖 で 開催 され た 「 世 界 音楽 フォ ー ラ ム 」 の 記録 と 
し て 制作 され た も の 。TANGERINE DREAM の 他 に ANIMA SOUND、 
Friedrich Gulda、WEATHER REPORT な ど が 参加 し て お り 、John 
Surman や Jean Luc Ponty 等 の セッ ショ ン ・ プ レイ も 聞く こと が で 
きる 。 その 他 に PINK FLOYD が 参加 し て いる が 、 彼 ら の 演奏 が 本 作 
に 収録 され な か っ た の は 非常 に 残念 で ある 。TANGERINE DREAM の 
作品 と し て は 、^Oszillator Planet Concert′ と 題 さ れる も の が 収録 
され て いる 。 第 2 作 の 「Alpha Centauri」 に も 通ずる ゆっ た り と し 
た 浮遊 感 の ある 作品 で 、 当 時 の 「 コ ズミ ッ ク ・ サ ウン ド 」 の 究 囲 気 
を 伝え て いる 。 ス タ ジ オ ・ ア ル バ ム ほ と 洗 練 さ れ て いな い が 、 当 時 
の 彼ら の 様子 を 知る 上 で は 貴重 な 作品 で ある 。 (Helmut) 








V.A 
V 


LP /Virgin VD 2502 773 年 





ヴァ ー ジ ン レ ー ベ ル 初 期 の サン プラ ー ア ル バ ム 、。 6 本 指 の V サ イン 
ジャ ケッ ト か ら 、 知 的 な ひね り の きい た レー ベル カラ ー を 伺わ せ て 
いる 。 収録 され て いる の は M. オ ー ル ド フ ィ ー ル ド 、R. ワ イア ッ ト 、 
S ヒ レッ ジ 、 ヘ ン リ ー・ カ ウ 、 ス ラッ プ ・ ハ ッ ピ ー、 ハ ッ ト フ ィ ー ル 
ド & ザ ノー ス 、 ケ ケヴィン ・ コ イン 、 ク リア ライ トド ト な ど 、 実 に 錦 々 た 
る ライ シン アッ プ と な っ て いる 。 タン ジェ リン シッ ドリ ー ム は この 中 の 
唯一 ひど ジャ ー マ ン ・ ロ ッ ク ・ グ ルー プ と な っ て いて 、 序 曲 と 題 さ れ 
た 未収 録 テ イク が 収め られ て いる 。 シ ー ケ ン サ ー を 用 いな い ほ ぼ 完 
全 な イン プロ ヴィ ゼイ ショ ン に よる 作品 。 他 の 各々 の アル バム か ら 
サン プル が 多い が 、 今 通し て 聴く と 、 な つか し か っ た り 意 外 な 発見 
が あっ た りす る 。 時代 の 熱気 が 伝わっ て 来 そ う 。 (嶋田 ) 





EDGAR FROESE 
Amua 
LP /Brain 1053 '74 年 


CD/Virgin 7872142 
/ 東 芝 EMI VJCP 23045 





ソロ 1 作 目 。 録 音 は '73 年 末 一 774 年 春 に か け て 。 タ ンジ ェ リ ン の 
「Atem」 か ら 「Phaedra」 に か け て の 頃 。「Water」 で は な く て 「Aqua」。 
^ 水 "に 立ち 入っ て 、 そ の 組成 、 物 質 の 変化 を と ら え る よう か な 理知 的 
と も 森 羅 万 象 に 立ち 返る と も 言え る よう な アプ ロー チ は 、 同 時 期 の 
タン ジェ リン の ミニ マル 化 と も と れる 。` 水 "の 生音 を ムー グ ・ シ ン 
セ サ イ ザー 等 に よっ て 再 合成 し た その リア リティ は 、 生 音 以上 か も 
し れ な い 。 人 工 的 な 生音 の 心地 良さ 、 イ メー ジ 抽 出さ れ た 生音 が 、 1 
曲目 で 随分 に 味わえ る 。 霊気 が 漂い 登る よう な 音 の 揺 ぎ も 、 想 像 力 
を か き 立 て る 。 旧 A② の 反復 する 低音 、B① の 飛来 音 や エン ジン 音 
の 効果 等 、 タ ンジ ェ リ ン を 形 造 る 要素 を 各々 拡大 し た よう な 所 も あ 
る 。「Aqua」 に フラ ン ケ が 加わ りす ぐ 様 「Phaedra」 に な る 。 (松本 ) 





7 の 6 ど 








EDGAR FROESE 
Epsilon In Malasian Pale 


LP /Brain 1074 75 年 
CD/Virgin CDV 2040 





E. フ ロー ゼ 2 枚 目 の ソ ロ 。 Epsilon は Y の こと だ が 、Edgar 自 身 の こ 
と か と も 思え る 程 詩 的 で 捕 的 な タイ トル 曲 、 名 盤 「Rubycon」 に 道 
る 2 曲目 maroubra bay′ と 傑作 揃い で 、 繊 細 で 芸術 家 肌 の フロ ー ゼ 
の 自然 詩人 的 一 面 を 伺わ せる アル バム 。 フ ロー ゼ の ソロ の みな ら ず 、 
タン ジェ リン ・ ド リー ム の アル バム を 含め て も 5 指 に 入る 名 作 で ある 。 
メロ トロ ン の 重厚 な 和 声 と 具体 音 の 効果 的 使用 が 醸し 出す 神秘 性 や 
シー ケン サー の リフ レイ ン の 呪術 的 な 魔力 な ど 「Atem」ー「Ricochet」 
に 至る 作品 の エッ セン ス が 凝 集 し た 感 が ある 。 カ テ ド ラル や プラ ネ 
タリ ウム で の ライ ヴ 、 ニ コ と の 共演 な ど 、 タ ンジ ェ リ ン ・ ド リー ム が 
最も 個性 的 で プロ グレ ッ シ ヴ で あっ た 時 期 の 、 リ ー ダ ーE. フ ロー ゼ の 
夢幻 的 トリ ッ プ ミュ ー ジ ッ ク 。 ア ー ト ワー ク も すばらし い 。 (嶋田 ) 


EDGAR FROESE 
Macula Transfer 
LP/Brain 60,008 76 年 





エド ガー・ フ ロー ゼ 3 枚 目 の ソロ アル バム は 何故 か ドイ ツ Brain レ 
ー ベ ル か ら リ リー ス さ れ た 。75 年 76 年 の フラ イト に イン スパ イア さき さ 
れ た 5 テイ ク が 収録 され 、 曲 目 は フラ イト ナン バー らし く 具 体 的 な 
タイ トル は な い 。 フ ロー ゼ の ソロ は タン ジェ リン の 次 作 予 告 版 的 な 
と ころ が ある の だ が 、「Ricochet」 か ら 次 作 「Stratosfear」 の サウ ン 
ド の 転向 を 予期 させ る 要素 と し て は 、A 面 2 曲 の ギタ ー を フュ ー チ 
ャ ー し た 曲 で あろ うか 。 作 品 も 小品 指向 と な り 淡 々 と し た 印象 で あ 
る 。 も っ と も 、 フ ロー ゼ は タン ジェ リン の 実質 的 な ファ ー ス ト と 云 
える 「Alpha Centauri」 以降 も ギタ ー を 手 離し た こと は な い の だ が 。 
タン ジェ リン より も リラ ックス し た 、 生 身 の フ ロー ゼ の アイ ディ ア 
が 伺え る 作品 で ある 。 シ ョ パン の 幽霊 に 捧げ られ て いる 。 (嶋田) 





EDGAR FROESE 
Am6S 
LP/Virgin 25 756 78 年 





Virgin か ら リ リー ス さ れ な が ら CD 化 され て いな い 唯 一 の アル バム 
で ある 。 この頃 、 タ ンジ ェ リ ン ・ ド リー ム は 度 重なる メン バー チェ ン 
ジ と 共に 方 向 性 を 見 い 出 す 為 に 苦し ん で いた 時 期 で 、「Cyclone」 と 
「Force Majeure」 と いう 評価 の 難し い ア ル バ ム を リリ ー ス する が 、 
それ に ほぼ 一 致し て 、 ド ラム ス に K. ク リュ ー ガ ー を 迎え て 制作 され て 
いる 。 内 容 は 仲 々 の 意欲 作 で 、 フ ロー ゼ ら し しい 虚飾 を 排 し た 確固 た る 
音 で の 実に シン プル な 構成 の 曲 が 収 め ら れ て いる 。 ゴ ツ ゴ ツ し た 手 
ざわ り だ が 、 妙 に 暖 み の ある 音楽 で 、 フ ロー ゼ が 目指 し て いた も の 
が 結構 示さ れ て いる と 思う 。 結 局 タン ジェ リン の 方 は ヨハ ネス ・ シ ュ 
メー リン ク の 参加 で 安定 する 。 こ の アル バム は フロ ー ゼ が 唯一 、 自 分 
の 次 を ジャ ケッ ト に 大 写し し て いる 。 年 輪 と で も 訳し た い 。 (嶋田 ) 


EDGAR FROESE 
Stantman 
LP/Virgin V 2139 79 年 





何と 伸び や か で ナチ ュ ラ ル な 音 。 音 の 粒 が 美しく 糧 い て いる 。 い 
か めし い 容 貌 に 似合わ ず 、 エ ドガ ー・ フ ロー ゼ と いう 人 は 生粋 の ロ 
マン ティ スト な の だ ろう 。 ソ ロ も 既に 5 作 め を 数 えた 本 作 で は 、 心 
地 好 く 新 し い 風 と 共に 我々 を 島 の 夢想 へ と 誘っ て くれ る 。 セ カン ド ・ 
ソロ の 原題 が 「Ypsilon in Malaysian Pale」 で 、 本 人 に も Samoa* 
と 付く 曲 が あ る こと を 思え ば 、 彼 の 内 の 南方 へ の 憧 慢 も 推測 出来 る 。 
*A Dali-esque Sleep Fuse” と いう 曲名 も 、'66 年 に 彼 が スペ イン で 
画家 ダリ と 出会っ た 経緯 を 考え る と 興味 深い 。`Drunken Mozart in 
the Desert* と いう 曲名 に も 、 音楽 の 垣根 を 取り 払う 闘い を 続け て 来 
た 彼 が や っ と 辻 り 着い た 境地 で の 余裕 と 遊び 心 が 感じ られ る 。 子供 
の 心 で 聴き た い 音 楽 。 (高山 ) 








EDGAR FROESE 
Kamikaze 1989 


LP/Virgin V2255 82 年 
CD/Virgin CDV 2255 





ヴォ ルフ ・ グ レム な る 監督 の サウ ンド トラ ッ ク ( ハ ー ド ボイル ド も 
の ) で ある 。W. フ リー ドキ ン の フイ ルム 、 ソ ー サ ラー 以降 、 タ ンジ ェ リ 
ン は フィ ルム ・ ミ ュー ジッ ク に ハマ る らし く か な り 沢 山 の 仕事 を し 
て いる が 、 私 の 知る 限り フロ ー ゼ 単独 の サン トラ は これ 1 枚 で ある 。 
「Stuntman」 の 曲 と よく 似 た 曲 が 入 っ て いた り 、 同 時 期 の タン ジェ リ 
ン の アル バム 『「Exit」 や 「White Eagle」 な ど に 雰囲気 が 似 て いた りす る 。 
フロ ー ゼ は 云っ て みれ ば ドイ ツ ロ ッ ク の 代名詞 的 な グル ー プ の リー 
ダー で あり か つ 最 古参 、 つ まり スー パー スタ ー な の だ が どう し て も 
この 人 物 の スタ ー 的 要素 と いう の は どこ だ か 分 か ら な い 。 実 直 か つ 職 
人 的 な 人 柄 な の で あろ うか 。 少な く と も タン ジェ リン ・ ド リー ム の 
音楽 = フロ ー ゼ の 音楽 で ある こと は 云っ て 良い と 思う 。 (嶋田 ) 








EDGAR FROESE 
Pinmacles 


LP /Virgin V 2277 83 年 
CD/Virgin CDV 2277 


回 QGICS 














エド ガー・ フ ロー ゼ 6 枚 目 の 最 後 の ノ ソロ アル バム 。 ピ ナク ルス と は 、 
確か オー スト ラリ ア の 砂漠 に ある 、 無数 に 立ち 並ぶ 石灰 岩 の 柱 の こと 
だ っ た と 思う が 、 和 共 塔 を 意味 し て いる らし い 。 音 は 「Stantman」 以 降 
の 明る く 躍 動 的 な も の 。 タ イト ル 曲 は 中 盤 か ら 往年 の 「Epsilon 一 」 や 
「Ages」 の 雰囲気 ちあ っ て 、 プ ルー ス ・ ス ケー ル と いう より 牧歌 的 な 
フロ ー ゼ の 節 回 し が ふん だ ん に 聴け る 。 こ の アル バム 発表 の 後 、「Polland 
Live」「Le Parc」 な どの 充実 し た 作品 を タン ジェ リン で 発表 し て 行く 
こと と な る が 、 ソ ロ を 打ち 止め に し て も と いう 決意 が 既に あっ た の だ 
ろう か 。 フ ロー ゼ の ディ スト ーション ・ ギ ター が うな り 出 す あ た りか 
ら 音 楽 は 推進 的 と な り 、 悠 々 と し た 流れ と な っ て ゆ く 。 構成 も 計算 さ 
れ 、 後 の 「Underwater Sunlight」 な ど 予 告 し て いる 。 (嶋田 ) 





7 の アグ 








CHRISTOPHER FRANKE 
Pacific past Highway 


CD/(U.K.)Virgin CDV 2661 "91 年 
/ 東 芝 EMI VJCP-28050 





70 年 に シュ ルツ ェ に 替わる ドラ マー と し て TANGERINE DREAM 
に 加入 、 以 来 '88 年 まで 活動 を 共に し た クリ スト ファ ー・ フ ラン ケ 初 
の ソロ 作品 。 全 盛 期 に お いて ギタ リス ト 出 身 の フ ロー ゼ は メロ ディ 、 
元々 オル ガニ スト だ っ た P・ バ ウマ ン は 空間 的 広がり 、 そ し て この 
フラ ン ケ は リズ ム と 深み そし て パッ チワ ー ク ( 笑 ) を 担っ て いた 、 
と いう の が 大 方 の 見 解 で 、 そ の 風貌 と 、 彼 一 人 の 在籍 中 に ソロ を 作 
っ て いな いこ と も あり 、 も し 出 た ら 最も アヴァ ン ギ ャ ルド な も の に 
な る の で は な いか と 筆者 な ど は 考え て いた の だ が ……。 し か し サン 
プリ ング に よる ギタ ー や ピア ノ 音 を 随所 に 絡め 、 清 列 な ロマ ン テ ィ 
シズ ム が 全編 に 漂う サウ ンド ・ ポ エム は 何処 か パッ ト ・ メ セ ニ ー す 
ら 初 御 と させ る 。 ま さ に 人 は 見 か け で は な いこ と の 証明 か 。 (高山 ) 





CHRISTOPHER FRANKE 
MeBain 
CD/Sonic Images SICD 5011 '91 年 





寺 


MUSIC COMEOSED BY 
CHRISTOPFIBR FRANKI 














アメ リカ で LD が 発売 され て いる 映画 の サウ ンド トラ ッ ク 盤 。 (劇場 
公開 され た か どう か は 不明 。) 彼 と Berlin Symphonic Film Orchestra 
に よる 38 分 22 秒 の 演奏 が 収録 され て いる 。( ク レジ ッ ト 等 の 記述 が 殆 
ど 無 い の で 、 曲 名 は よく わか ら な い 。) 「Pacific Coast Highway」 に 
続く サン トラ ・ シ リー ズ 1 枚 と し て 企画 され た も の らし い が 、 発 売 
直前 に た キャンセ ル と な っ た よう で ある 。15 曲 中 2 曲 に は 女性 ヴォ ー 
カル が フィ ー チ ャ ー さ れ て お り 、 特 に ラス ト に 収め られ た DIRE STRAITS 
の カバ ー 曲 “Brothers in Arms” は 、 し っ と り と し た 表情 豊か な 作 
品 に 仕上 げ ら れ て いる 。Franke の キー ボー ド ・ プ レイ の 比重 は 小さ 
く 、 オ ケ の ドラ マテ ィ ッ ク な 演奏 と の 調和 を 重視 し て いる た め 、 シ 
ン セ ・ ア ル バ ム と いう 感じ は あま り 無 い 。 (Helmut) 





(CHRISTOPHER FRANKE 
Universal Solier 


CD/Varese Sarabande VSD-5373 
'92 年 





18 年 に 及ぶ 期間 在籍 し た タン ジェ リン ・ ド リー ム を 離れ 、 ソ ロ 活 動 
を 始め た C. フ ラン ケ だ が 、 こ の アル バム は ベル リン 音楽 院 作曲 科 で 学 
ん だ 彼 の 作曲 家 と し て の 実力 を 示す も の で 、 演 奏 は Berlin Symphonic 
FilmOrchestra。 フ ラン ケ は フル スコ ア の 映画 音楽 の 作曲 者 と いう 立場 
を 守っ て いる 。 フ ィ ル ム の 内 容 は 近 未 来 設定 の アク ショ ン も の らし い 。 
も ちろ ん シー ケン サー を 使用 し た 彼 の 音楽 だ が 、 タ ンジ ェ リ ン で は 隠 
れ て し まっ て いた シン フォ ニッ ク 指 向 が 前 面 に 出 て いる 。 一 方 タン ジ 
ェ リ ン が フロ ー ゼ と フラ ン ケ の 双頭 グル ー プ で あっ た こと を 実感 させ 
る も の と も な っ て いる 。 ア ジテ ーション ・ フ リー、 タ ンジ ェ リ ン ・ ド リ 
ー ム の ドラ マー で あっ た と いう 経歴 が や や 意外 に 感じ られ る 程 の プロ 
フェ ッ シ ョ ナル な サウ ンド トラ ッ ク で ある 。 (嶋田 ) 





(CHRISTOPHER FRANKE 
The London Concert 
マス CD/Varese Sarabande VSD-5399 


に '92 年 


THE LCNIDCON CONCEKRT 


で HIRISTGOHUIER FRANRE 














"91 年 10 月 の ロン ドン 王立 アポ ロシア ター に 於 ける ライ ヴ 。 フ ラン ケ 
の 学者 風 の 容姿 と トレ ー ド マー ク の Big Moog が 裏面 に 載っ て いる 。 
スリ ー ヴ の アー トワ ー ク も 往年 の タン ジェ リン を 初 箱 と させ る シュ 
ー ル な も の 。 フ ラン ケ を リチャード .E. ロ ス が サポ ー ト し て いる 。 サ ウ 
ンド は タン ジェ リン より 重厚 な シン フォ ニッ ク と 云え 、「Force Majeure」 
か ら Cloudburst Flight” と 「Underwater Sunlight」 か ら `Dolphin 
Dance" が リア レン ジ さ れ 演 奏 さ れ て いる 他 、 随 所 に 「Stratosfear」 や 
「Whiee Eagle」 の フレ ー ズ や サウ ンド が 聴け 、 フ ラン ケ が タン ジェ リ 
ン の どの 部 分 を 弾い て いた か が わか る 。 本 家 は ロッ ク 色 を 強め た が 、 
むし ろ 彼 の 方 が タン ジェ リン を 継承 し た 感 が 強い 。 コ ン ポ ー ザ ー と し 
て も プレ イヤ ー と し て も 優れ た 人 で ある こと が よく 判る 。 (嶋田 ) 








CHRISTOPHER FRANKE 
New Music For Films Val.1 
CD/Varese Sarabande VSD-5393 '93 年 





^Eye of the Storm*、`Mcbain” ^She Woke Up* の 3 本 の フィ ル 
ム 用 音楽 を 集め た アル バム 。C. フ ラン ケ 、 ソ ロ 第 3 作 で ある 。 全 24 曲 
の うち 、1 曲 の み フ ラン ケ と レオ ー ル ・ ホ ッ ト の 共 作 、 他 は フラ ン ケ の 
ペン に よる 作品 で 、「Universal Soldier」 同 様 、 ベ ルリ ン フ ィ ル ム 交 響 
楽 田 と フラ ン ケ の 共演 の も の と 、 全 ん ど フ ラン ケ が ソロ で 演奏 し て い 
る も の と が ある 。 フ ラン ケ の アレ ンジ は 、 管 弦楽 に 関し て も し っ か り し 
た も の で 、 リ ゲ テ ィ 風 の 特殊 演 法 的 な 部 分 が あっ た り し て フラ ン ケ の 
ルー ツ を 者 間 見 る こと が で きる 。「Optical Race」 以 降 、 否 、「Warsow 
Concerto」 以 後 の タ ンジ ェ リ ン に 失望 し て いた 人 に は むし ろ フ ラン ケ 
の 方 が 正統 の 継承 者 に 感じ られ る だ ろう 。 結 構 Vol.2 に 期待 し て し まっ 
た りす る 。 実 に 「 音 楽 」 と し て よく 出来 て いる 。 (嶋田 ) 





PETER BAUMANN 
R0mance 76 
LP/Virgin V 2069 77 年 





ペー ター・ バ ウマ ン 初 の ソロ ・ ア ル バ ム は 、「 浪 漫 」 と ほぼ 時 を 同 
じ く し て 制作 され 、 本 作 発表 後 、 彼 は TANGERINE DREAM を 脱退 す 
る 。 それ 故 、 自 ず と ここ に は 彼 と TANGERINE (= ニ エ ド ガー・ フ ロー 
ゼ ) と の 相違 が 浮き 彫り に され る 秋 だ 。 開 か れ た 、 よ り 明 る い 方 向 
を 目指 し た 後 の TANGERINE に 対し 、 こ こ で 聴け る 音 に は 、 リ ッ ク ・ 
ライ ト 風 の エレ クト リッ ク ・ ピ アノ や 鐘 の 音 、 弦 や コー ラス の 導入 も 
含め ゴシック 風 の 胡 さ が あ る 。 し か し 冒頭 の むし ろ KRAFTWERK に 
近い ビー ト も ロマ ン テ ィ ッ ク な メロ ディ に くる む 所 な ど は や は り 彼 
らし い 。 ジ ャ ケッ ト は 生 と 死 、 若 さと 老い と いっ た 時 間 へ の 問い か け 
を 表現 し た の だ ろう が 、 こ の ナル シズ ム に 対し 、「Ages」 で 自ら の 年 
輸 を 堂々 と 晒し た フロ ー ゼ の 姿 も また 対称 的 で は な いか 。 (高山 ) 











FETER BAUMANN 
Trance Harmonic Nights 
LP/Virgin V2069 79 年 





シュ トル ム の 小説 「 み ず う み 」 を 想起 させ る 、 愛 革 に 包ま れ た ほ 
の 皆 い 森 と 湖 の 情景 。 こ こ か ら 聴 こえ て 来る 音楽 は 精霊 の 路 き だ ろ 
うか 。 それ と も 夜 、 人 知れ ず 自 然 が 交わ す 会 話 の 波 調 ? ペー ター・ 
バウ マン 2 作 め の ソロ ・ ア ル バ ム は 、 例 えば 全盛 期 の シュ ルツ ェ と 
比べ る と 彼岸 へ と 向かう ルナ ティ ッ ク な 意志 は それ ほど に は 感じ ら 
れ な い 。 だ が これ は や は り 夜 の 音楽 だ 。 気 が 付け ば 狐 り 、 ミ ステ ィ 
ッ ク な ゲル マン の 森 の 中 に 居る 。 恐 れず に 耳 を 澄 ま せ ば 、 妖 精 や 自 
然 の 息遣い が 聴こえ て 来る だ ろう 。 可憐 な メロ ディ が 夜明け の 光 を 
浴び て 踊る まで 。 リ コー ダー、 ホ ー ン 、 ド ラム ス を 加え た 本 作 に は 
精神 療法 的 な 韻律 が ある 。 あ る い は この 調和 的 感覚 は 後に 彼 が 主宰 
する Private Music の 原点 と 言え る か も 知れ な い 。 (高山 ) 


PETER BAUMANN 
Reneat Reneat 
LP/CBS Inc. ARR 38059 81 年 





Virgin か ら 2 枚 の ソロ ・ ア ル バ ム を 発表 し た ペー ター・ バ ウマ ン だ 
が 、TANGERINE DREAM で の 実績 か ら 比 較 す る と 必ず し も 納得 の 行 
く 内 容 で は な か っ た 。 その 彼 が 心機 一 転 、 新 し い 境地 を 開拓 し よう 
と 果敢 に 試み た の が この 3 作 目 だ が 、 正 直 に 言っ て 、 こ れ は 面白 く 
も 何と も な い 大 失敗 作 。 エ レク トロ ニッ ク ・ ポ ッ プ に 挑戦 し た の だ 
ろう が 、 全 然 似合っ て いな い 。 折角 の ヴォ ー カ ル も デヴィ ッ ド ・ ボ 
ウイ や ゲイ リー・ ニ ュー マン の 亜流 に 終わ っ て いる 。 参 加 ミ ュー ジ 
シャ ン が 変わ っ て いて 、 カ ー ス テン ・ ボ ー ン は 元 FRUUPP。 ギ ター 
は 何と 、 ア メリ カ の 売れ っ セ ッ シ ョ ンマ ン 、 ジ ョ ン ・ ト ロペ イ 。 
プロ デュ ー サ ー が ロバ ー ト ・ パ ー マ ー と 来る 。 更 に 1 作 発表 し た 後 、 
傷心 の バウ マン は 渡米 し 、Private Music を 設立 し た 。 (坂本 ) 





PETER BAUMANN 
Strangers in the Night 
LP/Portrait AL(BFR) 38903 "83 年 





欧州 を 離れ て アメ リカ へ 渡っ た Baumann は 、 全 く 新 し い ア プロ ー 
チ で 作品 を 作り 出す わけ で ある が 、 本 作 も その 延長 線上 に ある 。 彼 
の 他 に Eli Holland( リ ー ド ・ ヴ ォ ー カ ル ) 、Rich Teeter( ド ラム ) 、Richie 
Fliegler( ギ ター) 、Bruce Brody( シ ン セ と ボコ ー ダ ー) と いう メン バ 
ー が 参加 し て いる 。 切 れ の よい 軽快 な ビー ト に の っ た 唄 と 演奏 は 、 
ダン ス ・ ミ ュー ジッ ク と し て の 一 面 を 併せ 持っ て いる 。 シンセ 類 の 
音色 に は 昔 の 面影 を 感じ させ る 部 分 も あり 、B④ の よう に メロ ディ ・ 
ライ ン を その まま 流用 し て いる 曲 も ある 。 ま た 、 ヴ ォ ー カ ル の ハー 
モニ ー の 付け 方 な ども 凝っ て いて 面白 い 。 ニ ュー ヨー ク と いう 大 都 
市 に 生活 する 人 々 の 孤 独 な 一 面 を 映し 出す と と も に 、 し た た か に 生 
きる 遅し さ の よう な も の を 同時 に 描い て いる 。 (Helmut) 


JOHANNES SGHMOELLING 
Wuivend Riet 


LP /Erdenklang IRS 942.160 '86 年 
CD/Erdenklang 
/NEC アヴェ ニュ ー A32C-71 





ペー ター・ バ ウマ ン の 後継 と な か っ た タン ジェ リン ・ ド リー ム の 第 3 
の 男 、 ヨ ハネ ス ・ シ ュ メ ー リ ンク の 1st ソ ロア ル バ ム 。79 年 に 一 度 解散 
状態 と な っ た タン ジェ リン に 参加 、「Tangram」 以 降 、 第 2 期 タ ンジ ェ 
リン 黄金 時 代 を 築い た シュ メー リン ク は 、 フ ロー ゼ の 好み らし く 、 破 
弓 の な い 職 人 的 な 腕 と 親しみ 易い メロ ディ ー の 才 に 富ん だ 1950 年 生 
まれ の ミュ ー ジ シャ ン で ある 。 名 盤 「Le Parc」 を 最後 に 彼 は ソロ 活動 
に 入っ た が 、 こ の 1st ア ル バ ム は 1 曲目 か ら メ ロディ ー・ メ イカ ー で あ 
る 彼 の 才能 を 示す 曲 が 並 ん で いる 。 そ し て タイ トル 曲 パ ー ト 1 、 2 は 、 
自然 音 を 処理 し た サウ ンド な ど を 効果 的 に 用 いた 完成 度 の 高い コン 
ピュ ー タ ー 系 ニュ ー エ イジ ・ ミ ュー ジッ ク で 、 劇 場 や フィ ルム の 仕事 
が 多かっ た シュ メー リン ク の キャ リア を 表わし て いる 。 (嶋田 ) 
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ヨハ ネス ・ シ ュ メ ー リ ンク !88 年 の 恐らく 2 作 目 の ソ ノロ ・ ア ル バ ム 。 ボ ー 
ル ・ ス プー ナー の イラ スト ブッ ク に イン スパ イア され た 作品 と いう 。 元 
来 劇場 の 仕事 を し て いた シュ メー リン ク ら し く 、 ス トー リー 性 や 視覚 的 
イメ ー ジ を 得 易い 、 か わい らし い 小 品 集 と いっ た 趣向 の アル バム で ある 。 
タン ジェ リン の 骨太 の エレ クト ロニ ッ ク ・ ミ ュー ジッ ク を 期待 する と ち 
ょ っ と は ぐら か され た 感じ が する が 、 仲 々 アア レン ジ や 音 創り に 凝っ た 完 
成 度 の 高い アル バム と 云え る 。 或 る 意味 で は 非常 に ドイ ツ 的 と 云え る メ 
ル ヒ ェ ン (民謡 ) 的 な 世界 を コン セプト と し て いる らし い 。 色 彩 的 な 音 使 
いか ら 、 タ ンジ ェ リ ン の 中 で の シュ メー リン ク の 役割 り が か えっ て 浮 彫 
り に され て お も し ろ い 。 一 方 、 元 タン ジェ リン と いう 気負い は 全 ん と 感 
じ ず 聴き 通す こと が で きる 。 (嶋田 ) 
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クラ ウス ・ ク リュ ー ガ ー と は 、TANGERINE DREAM の 過渡 期 の 作 
品 『Cyclone』('78) に 参加 し て いた ドラ マー の クラ ウス ・ ク リー ガー の 
こと だ 。E・ フ ロー ゼ の ソロ ・ ア ル バ ム 『Ages』(78) で も 彼 の プレ イ 
を 聴く こと が で きる 。 ご く 短 期間 の 在籍 に 終わ っ た クリ ュー ガー だ が 、 
その 後 、 ク ラウ ス ・ シ ュ ル ツェ の プロ デュ ー ス に よる 本 作 を 残し て い 
る 。 全 曲 彼 の ドラ ム ス が フィ ー チ ャ ー さ れ て いる が 、 ほ か に も vo、syn、 
b、perc、tape と 大 活躍 。 こ の 音楽 は TANGERINE DREAM の 周辺 に は 大 
変 珍し い タ イプ の 硬派 の 切り 口 と 実験 性 を 併せ 持つ 。 そ れ は 夫人 で も 
ある MALARIA の クリ ステ ィ ー ネ ・ ハ ー ン が 参加 し て いる こと か ら も 
想像 し て で もらえ る だ ろう 。 今 聴い て も 新鮮 だ 。 そ の 後 彼 は イギー・ ポ 
ッ プ の アル バム 等 に 参加 し て いる 。 (坂本 ) 





7 の ら 





ジャ ー マ ン ・ シ ン セ サイ ザー 音楽 の 


語ら れ な か っ た 側面 


@ 中 野 泰博 


いわ ゆる ジャ ー マ ン ・ シ ン セ 音楽 の うち 、 タ ンジ ェ リ ン 、 シ ュ 
ルツ ェ に 関し て は 本 書 に 別項 目 で 取り 上 げ て いる の で 、 こ こ 
で は それ 以外 の 電子 音楽 に つい て 解説 し た いと 思う 。 ク ラ 
スタ ー を 代表 と する 一 派 の 電子 音楽 に つい て だ 。( タ ンジ ェ リ 
ン の オリ ジ ナ ル ・ メ ン バ ー で ある コン ラッ ド ・ シ ュ ニ ッ ツ ラー は 
スペ イシ ー な 作品 が 多い の だ が 分 類する と こち ら に 近い ア 
プロ ー チ を し て いる ) 

他 に 類 を 見 な い 彼 ら の 音楽 性 の 特質 は 、 簡 単に 言っ て 
音響 と 音色 へ の 特種 な アプ ロー チ で あり 、 ス ペー ス ・ シ ン セ 
物 と は 「 イ メー ジ 。 と 『 幻 覚 」 の 違い が ある 。 無 意識 的 だ っ た の 
か も 知れ な い が 、 結 果 と し て 彼ら の 作品 に は その 他 の 要素 
が 『 思 い 込 ん だ ら 一 本 槍 な が ドイツ 人 」 ら し く 徹 底 的 に 排除 し て 
ある 。 つ まり メロ ディ 、 歌 、 起 承 転 結 は も と より 、 エ モー ショ ナル 
な 要素 な ど が 、 は な か ら 考 え に 入 っ て いな い の だ 。( ま ぁ 音 楽 
で ある か らし て 音 の 高低 、 周 期 性 に よる 強弱 は どう し て も 出 て 
し まう が 、 そ れ は ポポ ル ・ ヴ の フォ ル テ 部 分 で 空気 が 振動 し て 
し まう の と 同じ 『 結 果 」 で ある 。) ク ラス ター 一 派 の 音楽 は シン 
セ を 使用 する さい 、 従 来 の 「 何 か の シミ ュ レ ーション 』、「 リ ー ド 
楽器 」 と いっ た アプ ロー チ で は な く 、 音 色 ・ 振 動 と し て 目新し い 
も の を 選び 、 音 量 、 定 位 を 操作 する こと に より 遠近 感 を つけ 
て 他 に 類 を 見 な い 独自 の 作品 に 仕上 げ て いっ た 。 そ こ に は 
既製 の 音楽 に あっ た 文法 に よる 手法 が 皆無 で 、 さ ら に 『 音 楽 
を 創る 」 と いう 事 が 楽器 演奏 技術 に 依存 し な く て も 可能 と い 
う 概 念 を 、 パ ソコ ン の 打ち 込み が 普及 する は る か 以前 に 
堂々 と 提示 し て いる の で ある 。 ク ラス ター の 試み た こう し た 概 
念 は 一 般 に は な じみ の 薄い も の だ っ た し 、 現 代 の よう に 自動 
演奏 を 可能 に する ハー ド も 無かっ た 時 代 だ っ た の だ 。 前 例 の 
無い 物 は 、 そ れ ゆ え 『 聞 き 方 が 分 か ら な い 』 三 楽し め な い = 
駄作 と いう 図式 に の っ と り 低 い 評 価 を され て きた 訳 だ 。 も ち 
ろ ん こ う 言 っ た 音楽 要素 は 先 の ポポ ル ・ ヴ の 例 を 出す まで も 
な く 無 意識 的 に 多く の ミュ ー ジ シャ ン が か か わる 問題 な の だ 
が 、 そ れ に し て も 彼ら の 場合 は 徹底 的 だ っ た し 、 そ れ を 言葉 で 
説明 する こと は し な か っ た 。 実 は クラ フト ワー ク も 同様 の 方 向 
か ら 現 在 の 音楽 性 を 作り 上 げた 訳 で 、 そ の 後 悲 に あふ れ た 
打ち 込み 音楽 や 、 ポ ッ プ ス を シン セ て 演奏 し た だ け の 輩 と は 
根本 的 に 異な る 。 そ うし て か れ ら の 非常 識 な まで の 独自 性 は 
当然 な が ら 感 覚 を 共有 で きる リス ナー の 午 囲 を 限定 し て い 
た と も 言え る 。 

し か し 最近 まで 我国 は ジャ ー マ ン ・ シ ン セ 音楽 に つい て 、 
非常 に 歪ん だ と ら え か た を し て 来 た と 言っ て いい 。 評 価 の 9 割 
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が た が 『 ユ ー ロ ・ ロ ッ ク / プ ログ レ 」 か ら の も の だ っ た の だ 。 つ ま 
り キ ング ・ ク リム ゾン 、 ジ ェ ネ シス 、 イ エス と いっ た 音楽 を 同時 
に 愛好 / 評 価 す る 人 間 に よ っ て 語ら れ て 来 た 歴史 が ある 。 も 
ちろ ん 、 そ う 言 っ た 研究 癖 の ある リス ナー ぐら いし か 英 米 以 
外 の マイ ナー な 、 情 報 の 殆ど 無い 上 に 聞き 方 さえ も 分 か ら 
な い 音 楽に 接する こと は な か っ た か ら だ が 。 

彼ら に よっ て ジャー マン ・ シ ン セ 音楽 は タン ジェ リン ・ ド リー 
ム や クラ ウス ・ シ ュ ル ツェ を 基準 に 、 誤 解 を 招く 表現 だ が お も 
に 叙情 面 で 評価 され て 来 た 。( ハ ー ド 面 で の ハッ タリ も 無 か 
っ た 訳 で は 無い が 、 当 時 は 驚く 事 が 出来 な い ほ ど 情 報 不足 
だ っ た 。) こ の 叙情 と は つま り 「『 ド ラマ 」 の こと で ある 。 筆 者 は 日 
本 に お ける ユー ロ ・ ロ ッ ク の 捕え られ 方 の 最大 の 特徴 が この 





『 ド ラマ 」 な の だ と 思う の だ が 。 た と えば その タン ジェ リン ・ ド リ 
ー ム の 音楽 に 、 聞 き 手 は 精 一 杯 イマ ジ ネ ー シ ョ ン を 広げ て 、 
無意識 的 に せよ ピン ク ・ フ ロイ ド の 延長 線上 に お いて 解釈 
が な され て 来 た の だ 。 も ちろ ん それ が 極め て 妥当 な バン ド も 
また 無数 に 存在 し て いた の だ が 。 長 い 間 シン セ 音 楽 は 『 旧 
想 』 で あり 『 ス ペー ス へ の トリ ッ プ 」 と し て し か 捕え られ な か っ た 
の だ 。 多 少な り と も 曲 に イメ ー ジ の 感じ られ る クラ フト ワー ク 
が 認め られ た ぐら いで 、 ク ラス ター 以外 で も 例え ば アメ リカ に 
お ける 70 年 前 後 の ム ー グ ク ・ シ ン セ ・ イ ー ジ ー リ スニ ング や 、 ウ 
ォ オル ター・ カ ー ロ ス 系 列 な が ら ポ ボッ プス を シミ ュ レ イト し た ホッ ト 
バタ ー、 ム ー グ 音楽 等 の 音色 音楽 は 評価 な ど 無き に 等 し く 、 
ご く 〈 一 部 の ファ ン の 支持 に 止ま っ て いた 。 

よう する に 『 曲 」 を 聞く クセ が つい て いた の だ 。 こ の 場合 、 実 
験 は 評価 され て も 愛好 は され な か っ た 。 








こう し た 傾向 の 中 で クラ スタ ー 一 派 は つい 近年 まで 非常 
に 理解 者 が すく な く 、 つ まり 人 気 が な か っ た 。 彼 ら の 音楽 に は 
ドラ マ 性 が 全く 無かっ た か ら だ が 、 評価 は お も に ロー デリ ウス 
の 僅か な ニュ ー エ イジ 的 側面 に 対す る も の だ っ た 。 こ れ に し て 
も SF 宇宙 音 で な い リ ラク ゼー ショ ン ・ ミ ュー ジッ ク を 10 年 先 
取り し て いた 訳 だ が 、 生 演奏 に 接する 機会 が 皆無 で レコ ー ド 
を 大 音量 で 聞く こと の 少な い 我 国 で は 彼ら の 本 質 で ある 音 
色 ・ 音 響 面 で の 特質 が 伝わり に くい と いう 条件 も マイ ナス だ 
っ た 。 し か し ディ シ プ リ ン ・ ク リム ゾン の 本 質 が 叙情 で は 無い 
の と 同様 に に 、 そ れ は クラ スタ ー の 本 質 で は な い 。 音 楽 上 に お 
いて この 点 で 最も 顕著 な 働き を し て いる の が も う 一 人 の メン 
バー、 メ ビ ウ ス で 、 彼 の 出す 音 は 、 ソ ロ 作 品 を 聞け ば わか る の 
だ が ほとん ど 『 音 楽 』、 に な っ て いな い 。 奇 妙 な 音 の 維 列 で あ 
る の だ が 、 注 意 す べき は それ が アヴァ ン ギ ャ ルド で は な い 点 
ご 。 た めし に どの アル バム で も 良い か ら フ ル ・ ヴ ウォ リュ ー ム で 


+ ず 語 ! 
3 お 






聞い て みれ ば 、 そ の 奇妙 な 電子 音 の 規則 正しい 反復 に た 
や すく 幻覚 効果 を 感じ る だ ろう 。 彼 ら の 原則 は あく まで 感覚 
異化 の 快感 に ある 。 

実は クラ ブ で 大 音量 で 聞か れる ハウ ス ・ ミ ュー ジッ ク が 現 
在 正 に この 感覚 を メイ ン に 展開 し て いる の だ 。 メ ロディ 、 演 奏 
と いっ た 概念 が 無く 、 リ スナ ー の 感覚 を 異化 し 、 ト ラン ス を 与 
える 効果 を も た ら す 音色 ・ 音 像 変化 だ け の 電子 音 の 振動 で 
踊る 若者 達 は 、 今 な ん な く ク ラス ター や アシ ュ ラ の 快感 原則 
を 感覚 で 理解 し て いる 。 マ ー キ ー の 読者 は まず 絶対 に そう い 
っ た 音楽 の か か る クラ ブ と か に は 足 を 運ば な い だ ろ う が 、 や 
は り ユ ー ロ ・ ロ ッ ク も ロッ ク で ある 以上 、 本 来 演奏 され た 音量 





@ ハルモニ ア 


で 聞く こと は 必要 で は な か ろう か 。 

と も あれ 彼ら は ハー ド 面 で も コン セプト 面 で も スタ イル の 模 
索 中 だ っ た 初期 の 作品 か ら 、 単 一 ビー ト の 反復 に より 『 小 節 
の あ た ま 」 と いう 感覚 を 混乱 きせ 浮遊 する 電子 音 で 聞き 手 を 
酔わ せる ノイ や 、 そ の ライ ヴ ・ ヴ ァ ー ジ ョ ン の ハル モニ ア ( こ れ 
な ど は 御 丁 寧 に も アシ ッ ド 魔 和 人 グル ・ グ ル の マニ ・ ノ イメ イヤ 
一 入り だ )、 ノ イ か ら 粗 さ を 消 し た トラ ンス 効果 の 高い デュ ッ 
セル ドル フ 、 な ま ぬ る さ が 不 気味 な マイ ケル ・ ロ ー タ ー、 前 述 ク 
ラス ター の 二 人 の ソロ と ファ ミリ ー・ ト ゥ リー を 広げ 、 確 実に ニ 
ュー エイ ジ と 一 線 を 画 し た 作品 を 生み 出し て いる 。'80 年 代 に 
入っ て か ら の 共通 項 は 『 単 二 ビ ー ト に よる リズ ム の モア レ 効 
果 』」 で あり 『 イ メー ジ で は な い 感 覚 の 浮遊 」J で ある 。( た だ し 近 
年 の ロー デリ ウス は ダメ に な っ て し まっ た 。 も と も と 最も 叙情 的 
な メロ ディ を 弾い て いた 男 な の だ が 、 す っ か り ム ー ド ・ ミ ュー ジ 
ッ ク に な っ て し まっ た 。 ま あ 彼 は 今年 60 才 な ん で ちょ っ と 勘弁 
し て や っ て ほし い 。) 

シン セ サ イ ザー と いう 道具 の 最大 に し て 唯一 の 特質 は ヴ 
ァ イ オ リン の シミ ュ レ ーション で は な く 、 聞 いた こと も な い 気 持 
ちの 良い 音 が 出る 機械 だ と いう こと を 彼ら の 音楽 は 初め か 
ら 証 明 し て いた 。 彼 ら の 音楽 は 、 聴 いて いる 間 聴 覚 を 刺激 す 
る 妙 な 質感 の 電子 音 に 酔う た め だ け の も の だ 。 純 粋 音楽 と 
言っ て さしつかえ ある まい 。 


すべ て の ジャ ー マ ン ・ ロ ッ ク に は 勿論 あて は まる 訳 で は な い 
が 、 ド イツ に は 奇妙 な 質感 / 概 念 を 持っ た 奴ら が 多い 。 ロ ッ ク 
の 美意識 か ら も 易 々 と 踏み 外し て し まう 彼ら の 大 胆 な 感覚 
は 、 ア ヴァ ン ギ ャ ルド と いえ と 既知 の 概念 の 良く て 掛 算 的 な 
イタ リア と 好 対 象 と いえ る 。'80 年 代 の 意識 改革 と 言え る ジャ 
ー マ ン ・ ニ ュー ウェ ー ブ の 時 代 に も ドイ ツ 勢 は 主流 と され た イ 
ギリ ス の 感覚 に 全く 囚われ な い 概 念 の 音楽 を 多数 輩出 し た 
も の だ っ た 。 


94 年 の 現代 、 彼 ら の 行っ て きた スタ ジオ で の 音響 工作 
の 手法 は ハウ ス と 呼ば れ 、 ト ラン ス 感 覚 を メイ ン に 打ち 出す 
若手 ユニ ッ ト が 口 を 揃え て クラ スタ ー 勢 か ら の 影響 を 指摘 し 
て いる 。 じ つ に 25 年 の 歳 月 が か か っ て 本 来 の 理解 者 を 得 た 
訳 だ が 、 一 連 の 音 の ペイ ント に 触れ る の は 今 か ら で も 遅く は 
な い 。 異 質 な 音感 覚 が 本 質 で ある 彼ら の 音楽 は 古び る 事 は 
無い の だ か ら 。 
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KONRAD SCHNITZLER 
SchwarZz 
LP/Edition Rene Block KS 1001 71 年 





カラ ー・ シ リー ズ の 第 1 作 目 で 、 タ イト ル ど お り 黒 い カ バー と レ 
ー ベ ル に 統一 され て いる 。200 枚 限定 の プラ イベ ー ト ・ プ レス 。「Eruption」 
と いう サ プ ・ タ イト ル が 付け られ て お り 、 レ コー ド の 両面 を 二 つ の 
パー ト に 分 け て は いる も の の 、 両 面 1 曲 構成 の 大 作 で ある 。 彼 は TANGE- 
RINE DREAM の デビ ュー・ ア ル バ ム に チェ ロ と タイ プラ イタ の 演奏 
で 参加 し て いた が 、 本 作 で も 同様 の チェ ロ 演奏 が 行わ れ て いて 、 似 
た よう な 雰囲気 を 出し て いる 。 音 楽 と 言う より も 「 音 」 と いう 感じ 
が 強い 部 分 ちあ り 、 オ シレ ー タ の ロン グ ・ ト ー ン が 続い た り 、 無 機 
的 な ベース の よう な 音 が 循環 し 、 太 鼓 や 打楽器 風の音 が 荒 々 し く か 
ぶさ る と いっ た 演奏 が 、 少 し ずつ ヴォ ル テ ー ジ を 上 げ な が ら 展 開 し 
て いる 。 内 に 秘め た パワ ー を 感じ させ る 作品 で ある 。 (Helmut) 


KONRAD SEHNITZLER 
Rot 
LP/Edition Rene Block KS 1002 72 年 





カラ ー・ シ リー ズ の 第 2 作 目 で 、 赤 い カ パー と レー ベル に 統一 さ 
れ て いる 。500 枚 限定 の プラ イベ ー ト ・ プ レス 。「Meditation」 と いう 
サ プ ・ タ イト ル が 付け られ て お り 、A 面 に その 曲 が 、B 面 に は 
^Krautrock" と いう タイ トル の 曲 が 1 曲 ず つ 収 め ら れ て いる 。 バ ッ ク 
を 流れ る オシ レー タ の 音 は 昭 想 的 で ある が 、 縦 横 無尽 に 由 て くる パ 
ルス 状 の 音 は 力強く 荒 々 し い 雰 囲 気 を 持っ て いる 。 そ の 過激 さ は 、B 
面 に お いて テン ポ の 早い リズ ム と 一 体 と な り 、 ピ ー ク に 達する 。 前 作 
に 比べ て 音色 の 種類 も 増え 、 表 現 の 幅 が 広がっ て いる 。 な お 774 年 に 、 
「Schwarz」、「Rot」、「Blau」 の オリ ジ ナ ル ・ ア ル バ ム に 、 そ れ ぞ れ 内 容 の 
異な る 30 分 カセ ッ ト 1 本 を 加え た 「Eruption Box:Work in Progress」 
(署名 ・ 番 号 入り ) が 、100 セ ッ ト 限 定 で 発表 され て いる 。 (Helmut) 





KONRAD SCHNITZLER 
Blau 
LP/(private press)KS 1003 '72 年 





この 人 を 語ら ず し て 、 ジ ャ ー マ ン ・ ロ ッ ク (広義 で の 、 も ちろ ん ) 
は 片手 落ち 、 それ 程 の 重要 人 物 。 た び 重 な る 自主 製作 の お か げ で 一 
般 リ スナ ー の 耳 に 届く こと は な く 、 カ ルト 的 存在 だ が 、 音 楽 の 方 も 
相当 な も の だ 。 こ れ は 2 作 目 に 当る も の で 、 プ リティ ッシュ 物 以 上 
に 奥深 か っ た 770 年 代 初期 の ドイ ツ ・ ミ ュー ジッ ク の 凄 味 を 感じ させ 
る 。 一 切 の 迎合 が な い 。 お お むね は ミニ マル ・ ミ ュー ジッ ク と 言っ 
て いい も の の 、 そ こ は 当 時 だ け あ っ て か 聴覚 か ら 脳 へ 達する よう な 
危険 な 音 造り や 音響 効果 が ある 。 一 口 に 現代 音楽 に 押し 込め な い 音 
の 遊び や 感覚 主導 の トリ ッ ー キ さ が 、 音 楽 の 枠 を いと も 簡単 に 超え 
て お り 、 極 上 の ドラ ッ グ ・ ミ ュー ジッ ク で すら ある 。 そ し て 硬派 な 
音楽 で も ある 。 ま ず は 幻 の 傑作 と 言っ て いい だ ろう 。 (松本 ) 


CONRAD SCHNITZLER 
Conrad Von Berlim 


LP /Paragon 66 052 78 年 
CD/(Fr.)MSI Spalax 14223 
(Ballet Statique) 





73 年 の 「Blau」 以来 、 暫 く ぶり の アル バム 制作 で ある 。 プ ロ デ ュ 
ー ス は 、Peter Baumann が 行っ て いる 。 前 作 発表 後 も 、 カ セッ ト 作 
品 を 制作 する な ど 、 音 楽 活動 は 続け て いた よう で ある 。 種々 の アイ 
デア を 検討 し 実験 を 重ね た 成果 で あろ うか 、 本 作 に 収め られ た 曲 は 
どれ も 整然 と し て まとまり の ある も の に 仕上 が っ て いる 。 独特 な リ 
ズム ・ パ ター ン で 、 奇 妙 な 質感 ある い は 浮遊 感 を 伴っ た 、 モ ノ ク ロ 
マテ ィ ッ ク て で 無機 的 な 音響 空間 を 創り 出し て いる 。 彼 の 音楽 性 は 非 
常に ユニ ー ク で 、 一 般 の 脚光 を 浴び る こと は 少な いか も 知れ な い 。 し 
か し 一 部 に 非常 に 熱心 な ファ ン が いる こと か ら も 、 確 固 た る 存在 と 
し て 認め られ る べき も の で ある 。Spalax か ら の 再発 CD に は 、 同 傾向 の 
作品 が 5 曲 、 ボ ポー ナス ・ ト ラッ ク と し て 加え られ て いる 。 (Helmut) 








CONRAD SCHNITZLER 二 WOLF 
SE0UENZA 

COnS6MU6IZ 

LP/(private press.)KS 1004 '8O 年 





Wolf Sequenza と の 共 作 アル バム 、500 枚 限定 の プラ イベ ー ト ・ プ 
レス で 、 和 白い カバ ー に ステ ィ ッ カー を 張り 付け た だ け の 簡単 な 作り 
で ある 。 曲 名 と 録音 方 法 に つい て 短い 解説 付 し た コピ ー が 一 枚 添 
付 さ れ て いる だ け な の で 、 詳 し いこ と は 不明 で ある 。 エ フェ クタ と 
エコ ー・ ユ ニッ ト を 接続 し た ミキ サ を 通し て 、 ギ ター や パー カッ シ 
ョ ン 、 キ ー ボ ー ド 、 シ ー ケ ン サ の 音 を 2 台 の ステ レオ ・ テ ー プ レコ 
ー ダ で ピン ポン 録音 する と いう 、 シ ンプ ル な シス テム を 採用 し て い 
る 。 単調 な フレ ー ズ を 淡々 と 繰り 返す だ け の 曲 か ら 多彩 な 音色 を も 
っ た エキ ゾ チ ッ ク な も の まで 、 全 12 曲 の 作品 が 収め られ て いる 。 余 
裕 を 感じ させ る 音 作り に は 、 ど こと な く コ ミカ ル な か な 紛 囲 気 が 漂 っ て 
る 。 (Helmut) 




















CONRAD SCHNITZLER 
Auf dem Schwarzen Kanal 
LP/Rca PC 5098 '8O 年 





Super-Sound-Single シ リー ズ の 1 枚 と し て リリ ー ス され た 12? シ 
ング ル 盤 。Disco-Remix の キャ プシ ョ ン か ら も 明らか な と お り 、 ダ ン 
ス ・ ミ ュー ジッ ク を 意図 し て 制作 され た 作品 で ある 。 両 面 に 2 曲 ず 
つ 、 計 4 曲 が 収録 され て いる 。 この 作品 を 聴け ば 、 彼 の 実力 が 並々 
な ら ぬ も の で ある こと は 明白 で あろ う 。 時流 に 乗っ た 作品 を 作ろ う 
と 思え ば いつ で も で きる が 、 彼 の 主義 と し て 、 単 に コマ ー シ ャ ル な 
作品 を 作ら な い だ け な の で は な い だ ろ うか 。 ビ シッ と 決ま っ た タイ 
ト で 重い ビー ト に 含 わ せ て 、 メ タリ ッ ク な ボー カル と サウ ンド が 緊 
張 感 を 伴っ て 展開 され る 。 彼 の 活動 期 を 通じ て 、 ひ と つの ピー ク を 
形成 する 作品 と 言え る の で は な か ろう か 。 ハ イ ・ レ ベル ・ カ ッ テ ィ 
ング で 、 音 質 も か な り 良 い 。 (Helmut) 
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CONRAD SCHNITZLER 
Contempora 
LP/(private press.)CT 1001 「'81 年 




















200 枚 (一 説 に は 500 枚 ) 限定 の プラ イベ ー ト ・ プ レス で 、 白 い カ 
バー に タイ トル の スタ ンプ が 押さ れ た だ け の 簡単 な 作り で ある 。 添 
付 さ れ て いる イン サー ト に は 、 ス ピー カー 付き ヘル メッ ト を か ぶり 
テー プレ コー ダ を 腰 に 付け た 本 人 の シル エッ ト が 印刷 され て お り 、 
彼 の 指紋 と サイ ン 、 限 定番 号 が 書き 加え られ て いる だ け で ある 。 従 
っ て 曲名 な ど 詳し いこ と は 、 い っ さい 不明 で ある 。 両面 と も 短い 曲 
の 断片 が コラ ー ジ ュ 風 に 寄せ 集め られ て お り 、 全 体 が ひと つの 長い 
作品 と な っ て いる 。 何 の 脈 絡 も な い 断 片 が 次 か ら 次 へ と 出 て くる 様 
子 は 、 あ る 意味 で 、 各 種 の 手法 の 展覧 会 を 行っ て いる と 言え な く は 
な い 。 変化 に 富ん だ コン テン ポラ リー・BGM と し て 聞く の も 面白 い 
か も 知れ な い 。 (Helmut) 





CONRAD SEHNITZLER 
Con 3 
LP/Sky 061 '81 年 





4 











Wolf Sequenza と の 共 作 アル バム の 第 2 弾 。 比 較 的 メジ ャ ー な レ 
ー ベ ル か ら 発売 され 、 多 く の 聴 衆 の 耳 に 触れ た 作品 の 1 枚 で は な か 
ろう か 。「Consequenz」 と 同様 、 ゆ と り が あっ て 遊び 心 に あふ れ た 曲 
作り が な され て いる 。 ボー カル で は 二 人 の 他 に 、 Gilli と Gregor( 彼 の 
息子 と 思わ れる 。 後に Conrad と の 共 作 を 発表 )B⑤ に 参加 し て いる 。 
部 分 的 に は メロ トロ ン 風 の 演奏 や 変わ っ た 男 囲 気 の 効 果 音 が 加え ら 
れ て 、 な か な か 面白 い 曲 作 り が な され て いる が 、 全 体 と し て は コミ 
カル な 雰囲気 に 仕上 が っ て いる 。 生 真面目 に 聞く より も 、 気 軽 に 楽 
し むべ き 作 品 と 言え よう 。 (Helmut) 





へ | 5ONRAD SCHNITZLER 
Conrad & Sohn 
LP/(private press.)GS 1001 81 年 
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500 枚 限定 の プラ イベ ー ト ・ プ レス で 、 彼 の 息子 Gregor と の 共 作 ア 
ル バ ム 。 カ バー に アル バム ・ タ イト ル が 印刷 され て いる だ け で 、 曲 
の クレ ジッ ト や キャ プシ ョ ン は 何 も 付 さ れ て いな い 。 従っ て 詳し い 
こと は 一 功 不明 で ある 。 両面 と も 演奏 上 は いく つか の 部 分 に 分 か れ 
て いる が 、 全 体 的 に は 一 続き の トー タル ・ ア ル バ ム の よう で ある 。 
A 面 に は 、 イ コラ イジ ング され て 不明 瞭 な ボー カル に よる 語り の よ 
うな 歌 が チー プ な ビー ト を バッ ク に 収め られ て いる 。 ア グレ ッ シ プ 
な 印象 を 与え る と と も に 、 重 く 沈ん だ 叫び の よう な 雰囲気 を 漂わ せ 
て いる 。B 面 に は 一 風 変 わ っ た リズ ム ・ パ ター ン や サウ ンド 表現 を 
試み た 作品 が いく つか 収め られ て お り 、 変 化 に 富ん だ 興味 深い 内 容 
と な っ て いる 。 (Helmut) 


CONRAD SEHNITZLER 
Control 
LP/Dys DYS 04 「81 年 





両面 通し て 合計 36 分 以上 に 及ぶ 表題 曲 の み (た だ し 幾つ か の 小曲 
に より 構成 )。 ビ ー ト は 所 在 無く 希薄 で 、 音 は 緩やか に 引き 延 ば され 、 
ひと つの フレ ー ズ を 織り 成す 前 に 力 な く 気 化し て し まう 。 こ こ で は 
定型 さえ も が 、 繰 り 返 され る 度 に 少し ずつ ずれ て いき 、 し まい に は 
は ら は ら と 散り 離れ る 。 それ ゆえ 、 聴 く 者 は 音 の 残像 と 戯れ な が ら 、 
あや ふ や な 「 現 在 」 に 虚ろ に 耳 を そば だ て 続け る ほか は な い 。 白く 
お ぼろ に 発光 する 器官 を ふわ ふわ と 揺 ら め か せな が ら 、 中 空 を 漂い 
移 ろ う 水 母 の 振る 舞い を 、 暗 くし た 部 屋 の 中 、 ひ と り 寝 転ん で 見 詰 
め 続 ける 感覚 。 な お 、 米 D Y S は コロ ラド に 本 拠 を 置く ニー モニ ス 
ツ 主 催 の レー ベル で あり 、 自 身 の 作品 の ほか 、M B 、 パ スカ ル ・ コ 
ムラ ー ド ら を 凝っ た 装丁 に より リリ ー ス し て いた 。 (福島 ) 








CONRAD SCHNITZLER 
Conal 
LP/Uniton 002 "81 年 





ノル ウェ ー の 新興 レー ベル か ら リ リー ス さ れ た アル バム 。 プ レス 
枚数 も 3000 枚 と 今 ま で に な い 数 で ある 。 こ の 年 に は カセ ッ ト 作 品 を 
含め て 、 過 去 の 音源 を 元 に し た と 思わ れる た くさ ん の アル バム が 発 
表 さ れ て いる が 、 や は り 経 済 的 な 成功 が その 背景 に ある の で あろ う 
か 。 本 作 の 内 容 で ある が 、 両 面 と も 22 分 弱 の 大 作 が 1 曲 ずつ 、 計 2 曲 
収め られ て いる 。 A 面 の 作品 は リズ ム が あま り 明 瞭 で は な く 、 フ ワ 
フワ と し た 雰囲気 に 仕上 が っ て いる 。B 面 の 作品 も 似 た よう な 傾向 
に ある が 、 浮 遊 する 液体 の 滴 が 形 を ゆっ くり と 変え な が ら ヒ ュ ル ヒ 
ュ ル と 流れ て ゆく よう な イメ ー ジ を 与え る も の で ある 。 これ と いっ 
た 特徴 は な い が 、 こ の 時 期 の スタ イル を 反映 し た 作品 の 1 枚 で ある 。 
(Helmut) 





KONRAD SCHNITZLER 
Gielh 
CD/Block EB 110 "74 年 





活動 の 比較 的 初期 に カセ ッ ト ・ テ ー プ の 形 で 発表 され た 「 色 名 」 
連作 の ひと つ (本 作 は 黄色 ) 。 後 に L P で 再発 され た (手元 に ある の 
は こち ら の 方 で 、 黄 一 色 の 無地 ジャ ケッ ト に 収め られ て いる ) 。 作品 
の 感触 は 、 彼 の ソロ 活動 を 広く 知ら し め た Egg 盤 の 、 静 寂 の うち に 氷 
結 し て し まっ た よう な 構成 美 に は ほど 遠く 、 も っ と 感覚 的 に も ナイ 
ー ヴ で 、 手 作り の 簡素 な 工芸 品 の よう な 趣 が ある 。 基 本 的 に は リズ 
ム ・ シ ー ケ ンス を 伴う チー プ な 電子 音楽 で あり 、 音 色 の 一 種 言 い 難 
い 暖 か み を 帯び た 不透明 さ が 、 む し ろ 郷 怠 を 誘う 。 そ の 点 で 、 湖 畔 
に 浮か べた ボー ト の 船 縁 を 洗う 波音 を ベー シッ ク ・ ト ラッ ク と し た 
A② が 、 小 品 な が ら 味 わい 深く 印象 に 残る 。 彼 の 拠る サウ ンド 美学 
の 原点 が 伺い 知れ る 1 枚 と 言え る だ ろう 。 (福島 ) 
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CONRAD SEHNITZLER 
Hi 
LP/Edition Block EB 111 81 年 





カラ ー・ シ リー ズ の 第 5 作 目 で 、 緑 色 の カバ ー と レー ベル に 統一 
され て いる 。500 枚 限定 の プラ イベ ー ト ・ プ レス 。 例 に よっ て クレ ジ 
ッ ト の 印刷 や イン サー ト が 付 さ れ て いな いた め 、 レ ー ベ ル に 記載 さ 
れ た デー タ 以 外 の 詳し いこ と は 、 一 切 不 明 で ある 。 76 年 と '80 年 の 作 
品 を アル バム と し て リリ ー ス し た も の で 、B 面 は 33 回 転 と 45 回 転 の 
どちら で プレ イ さ れ て も 鑑賞 で きる と いう 珍し い 作品 で ある 。 A 面 
の 作品 は 、 循 環 す る リズ ム ・ パ ター ン に 乗っ て 、 ス トリ ング ス の よ 
うな 奥行 き の あ る シン フォ ニッ ク ・ サ ウン ド が フェ イジ ング し な が 
ら 酒 々 と 流れ て ゆく と いう も の で ある 。B 面 の 作品 は 再生 スピ ー ド 
に よっ て 、 水 辺 を ゆっ くり と 進む 舟 の イメ ー ジ に な っ た り 、 リ ズミ カ 
ル で 絶え 間 無 い 砂 丘 の 風紋 の イメ ー ジ に な っ た りす る 。 (Helmut) 


CONRAD SCHNITZLER 
CO0nVeX 
LP/(private press.)GS 1002 「82 年 





500 枚 限定 の プラ イベ ー ト ・ プ レス 。 カ バー に アル バム ・ タ イト ル 
が 印刷 され て いる だ け で 、 曲 の クレ ジッ ト や キャ プシ ョ ン は 何 も 付 
され て いな い の で 、 詳 し いこ と は 一 切 わ か ら な い 。 次 々 と 表情 も 変 
えな が ら 展 開 さ れる 各種 の サウ ンド ・ エ フェ クト に よっ て 、 抽 象 絵 
画 か ら 切 り 取 っ た 異 次 元 空間 の よう な 音 宇宙 が 表現 され て いる 。 ラ 
ンダ ム と も 思え る 音 の 組み 合わ せ は 全く の コン テン ポラ リー 音楽 と 
言っ て よい 内 容 で あり 、 新 し い 表現 の 方 向 性 を 示唆 する 作品 で ある 。 
顕著 な リズ ム ・ パ ー ト は 全く 加え られ て いな いた め 、 奇 異な 感じ を 
受け る 。 な お 、 同 じ 年 に リリ ー ス され た 「Berliner/Berlin/in Berlin」 
と いう コン ピ レ ー シ ョ ン ・ ア ル バ ム に も 、Schnitzler 親 子 は 1 曲 ず つ 
の 作品 を 提出 し て いる 。 (Helmut) 





CONRAD SCHNITZLER 
Berlinm Exnress 
LP/Cbs Portrait 4R9-03218 "83 年 





Schnitzler 親 子 と Peter Baumann の 共 作 に よる 12" シ ング ル (た だ 
し 再生 回 転 数 は 33 1/3) で ある 。 プ ロ デ ュ ー ス は 、BAUMANN に よ 
る 。 本 シン グル の 後に 本 格 的 な アル バム を 制作 する 予定 で あっ た と 
思わ れる が 、 途 中 止め に な っ た よう で ある 。 こ の シン グル は か な り 
珍し く 、 プ ロモ 盤 し か 見 か け な い と ころ か ら す る と 、 正 式 発売 され 
た か どう か も か な り 怪 し い 。 今 と な っ て は 見 当 違 い の 感 が 強い ^The 
Russinans Are Coming" と いう 曲 の ロン グ ・ ヴ ァ ー ジ ョ ン が A 面 に 、 
その ドイ ツ 語 ヴァ ー ジ ョ ン と The 4:08 to Paris” と いう 曲 が B 面 
に 収め られ て いる 。B② は Baumann ら し い ハ ー モ ニー の 重ね 方 が し 
て あり 、 懐 か し い 感 じ が する 。 し か し 全体 的 な 内 容 の レベ ル か ら す 
る と 、 ヒ ッ ト は 難し か っ た と 思わ れる 。 (Helmut) 


CONRAD SCHNITZLER 
Con 1.7.84 
LP/(private press.)CON 84 「84 年 





ドイ ツ の 音楽 雑誌 の 企画 の 下 に 制作 され た 、222 枚 限定 の プラ イベ 
ー ト ・ プ レス ・ ア ル バ ム 。 各 カバ ー の 表 に は 彼 の 手形 が 押し て あり 、 
限定 番号 と サイ ン が 書き 加え られ て いる 。 予約 注文 者 に だ け 通 信販 
売 さ れ た も の で 、 一 般 に は 殆ど 出回っ て いな いた め 入 手 は か な り 困 
難 か も 知れ な い 。 し か し な が ら 作品 の 出来 は な か な か の も の で 、 一 
聴 す べき 内 容 で ある 。 ダ イナ ミッ ク て で 奥行 き 感 に 磨き の か か っ た サ 
ウン ド は 、 シ ンプ ル で あり な が ら 力 強い 響き を 聴か せ て くれ る 。 コ 
ン テ ン ポラ リー な 表現 を と っ て いる が 、 音 に 躍動 感 が あり 色彩 感 も 
豊か な た め 、 耳 に 馴染 み 易い 仕方 が り に な っ て いる 。 ス チー ル 弦 を 
町 いて 出し た よう な 音色 は 、 特 に 印象 的 で ある 。 彼 の 代表 作 の 1 枚 
と 言え る の で は な か ろう か 。 (Helmut) 








CONRAD SCHNITZLER 
Concert 
LP/(private press.) 1-86-103 '86 年 








本 作 も 曲名 等 の クレ ジッ ト が 付 さ れ て いな いた め 、 詳 し いこ と は 
いっ さい 不明 で ある 。 初 回 プレ ス の み 、 白 色 ヴ ィ ニ ル に よる 限定 盤 
と し て リリ ー ス され た 。 ア ル バ ム ・ タ イト ル ど お り コ ン サ ー ト の 内 
容 を 収録 し た も の と 考え られ る が 、 ラ イン 録 り らし く 会 場 の 様子 を 
叶 い 知る こと は で き な い 。( そ の 分 、 音 質 は 良い の で ある が ……。) 
幻想 的 な 雰囲気 を 醸し 出す 現代 音楽 風 の 演奏 が な され て お り 、 ピ ッ 
チ ・ ベ ンド に よる フニャフニャ と し た 音 や ヒュ ン ヒ ュ ン と 流れ る よ 
うな 電子 音楽 特有 の サウ ンド 効果 と 相まって 、 シ ュー ル な 音 宇 宙 を 
構築 し て いる 。 ま た 、 作 品 の 随所 に 新しい 音色 や パタ ー ン に よる 表 
現 が 加え られ て いる 。 部 分 的 に は 、 Philip Glass に 似 た 手法 も 用 いら 
れ て いる 。 (Helmut) 





CONRAD SCHNITZLER 
Mieon in ltalia 
LP/Auf Dem NiI DMM 003R 86 年 





Michael Otto と の 共 作 アル バム で 、 曲 に よっ て は Wolfgang Hertz 
が ゲス ト 参 加 し て いる 。 2 分 程度 の 比較 的 短め の 曲 が 17 曲 収め られ 
て お り 、 そ れ ぞ れ の 内 容 に マッ チ し た 簡単 な タイ トル が 付 さ れ て い 
る よう で ある 。 こ の 共演 は アル バム 制作 に 良い 結果 を も た らし た よ 
う で 、 今 まで に 無い スリ リン グ で エキ ゾ チ ッ ク な 雰囲気 を 引き 出し 
て いる 。 テ ー マ 毎 に 音楽 愛好 家 が ちょ っ と し た アイ デア を 気軽 に 出 
し 合っ て 、 即 興 的 に まとめ あげ た よう な 感じ で も ある 。 その 分 、 ア 
ル バ ム 全体 と し て の まとまり に は 欠け る か も 知れ な い が 、 一 つ ひ と 
つの 曲 に は エッ セン ス が 濃縮 され て いて 充実 し て いる 。 デ ジタル ・ 
マス タリ ング に よる 録音 と 思わ れる が 、 ビ プラ フォ ン ら し き 音 な ど 
は 非常 に 生々 し く 録 音 さ れ て いる 。 (Helmut) 
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CONRAD SCHNITZLER & WOLF 
SEOUENZA 


2 を | Consemuenz 
し 9924 LP/(Sp)Espelandor Geometrico EG 006 
"86 征 

上ル 











Wolf Sequenza と の 共 作 アル バム 。 ス ペイ ン で の み 発 売 さ れ た ア 
ル バ ム で 、 曲 の タイ トル か ら 推 測 し た と ころ 、 ス ペイ ン の 印象 を 作 
品 に し た も の と 思わ れる 。A 面 に は 短め の 曲 が 8 曲 収 め ら れ て お り 、 
B 面 に は 長大 な 曲 が 1 曲 収 め ら れ て いる 。 メ ロディ ・ ラ イン な ど 、 
どこ と な く 異 国 風 の 雰 囲 気 を 持っ て は いる が 、 演 奏 に よっ て デフ ォ 
ル メ され て いる の で それ ほど 明確 で は な い 。A⑤ で 聞か れる リズ ム ・ 
パタ ー ン の よう な モダ ー ン な スタ イル も 取り 込ま れ て いる 。^Kastilien? 
と 名 付け られ た B 面 の 曲 で は 、 長 い 年 月 を 越え て な お 存在 する その 
地方 の 風土 と いっ た も の を 確か な 眼差し で 捉え よう と する か の よう 
な 、 重 々 し い 演 奏 が 繰り 広げ られ て いる 。 (Helmut) 


COUNRAD SCHNITZLER 
bongratulation 


LP/ (Sp) Espelandor Geometrico EG 009 
*86 年 





本 作 も スペ イン の み で 発売 され た 作品 で 、Schnitzler の ソロ ・ ア ル 
バム で ある 。 曲 の タイ トル か ら 、1986 年 8 月 19 日 か ら 26 日 の 間 に 作 
られ た 小作 品 を 収め た も の で ある らし い 。 エ レビ の よう な キー ボー 
ド ・ プ レイ を 中 心 に し た 曲 が 多く 、 リ ズミ カル な メロ ディ ・ ラ イン 
は 聞き 易く 小 な ん まり と し た も の に 仕上 が っ て いる 。 表現 形式 と し 
て は 、 一 般 的 で スタ ンダ ー ド な も の が 採用 され て いる 。 従っ て 、 フ 
リー・ ミ ュー ジッ ク の よう な タイ プ や 、 シ ー ケ ン サ 等 に よる タイ ト 
な ビー ト を 伴っ た 重々 し い 作 風 を 期待 する リス ナー に と っ て は 、 面 
白 味 の 少 な い 作品 で ある か も 知れ な い 。 し か し これ こそ が 長い 年 月 
を 経て 辿り 着い た 、 彼 の 音楽 の 一 つの 到達 点 と 言え る の で は な か ろ 
9 の 3 (Helmut) 





CONRAD SCHNITZLER & GEN KEN 
MONTG0OMERY 

iiencon New Dramatic Electronic 
Musie 


LP/Gnerations Unlimited GC-LP 02 
"88 年 








二 人 の アー ティ スト に よる 共 作 アル バム 。 A 面 に 小作 品 が 8 曲 、 
B 面 に は 8 個 の パー ツ か ら な る 組み 曲 が 1 曲 収め られ て いる 。 A 面 
で は チェ ル ノ プ イリ と いう タイ トル に 見 られ る よう な 、 現 代 文 明 の 
危機 的 状況 を テー マ に 曲 作 り が 進め られ て いる の で あろ う 。 サ ウン 
ド に よる 表現 で 、 リ スナ ー に 訴え か け よ うと いう 試み だ と 思わ れる 。 
そう いう 意味 で 、Doramatic Electronic Music と いう タイ トル が 付 
けら れ た の で は な いか 。 聞 いて 楽し い エ ンタ ー テ イメ ント も 良い が 、 
内 省 を 促す よう な 硬派 の 作品 を も う 少 し 評価 すべ き で は ば は ない だ ろう 
か 。 B 面 の 曲 は 人 間 の 情動 を 取り 扱っ た も の で 、 気 持ち の 高ぶっ た 
状態 や 落ち 着い て 癒さ れる 状態 、 上 黙 想 へ と 向かう 状態 な ど が 各 パ ー 
ト 毎 に 多面 的 に 表現 され て いる 。 (Helmut) 





員 DONRAD SCHNITZLER 
| bonstellations 
| LP/Badland BAD No 005 '87 年 


共に 30 分 以上 に 及ぶ 長 尺 の 2 曲 は 、 い ずれ も シー ケン ス ・ リ ズム 
を 欠い た つぶ や く よ う な エレ クト ロニ クス を 基本 と し て 、 短 い 場 面 
の 連続 か ら 成 る 。 音 は マク ロ な うねり を 持た ず 、 そ れ ぞ れ 孤 独 に 眼 
の 前 を 通り 過ぎ 、 立 ち 止 まり ある い は 衝突 し て 、 気 まま に 集合 離散 
を 繰り 返し な が ら 、 た だ そこ に ある 。 それ ゆえ スペ イシ ー な 広がり 
より も 、 む し ろ 敏 視 的 に 覗 ミ 込む よう な 奥行 き が 強調 され る 。 タ イ 
トル の 「『 星 座 』 と は 、 実 の と ころ 分 子 模型 の こと で は な いか 。 こ の 
広がり を 持た ぬ 宇 宙 を 、 時 折 マ レビ ト の よう に 楽器 音 が 訪れ 、 エ レ 
クト ロニ クス の 向う 側 で ピア ノ が 緩やか に 階段 を 降り 、 パ ルス が 流 
れ 星 と な っ て 過ぎ る な か 、 オ ル ガ ン が 足元 か ら ひ た ひ た と 満ち て く 
る 。 な お ジャ ケッ ト は 有名 な 月 面 に 浮か ぶ 「 人 面 」 写真 。 (福島 ) 








CONRAD SCHNITZLER 
Ballet Statimue 


LP /(Fr.)Egg 90184 "92 年 
CD/(Fr.)MSI Spalax 14223 





タイ トル こそ 違え 、 こ れ は 深夜 の テレ ビ 画 面 に 現れ た 海 坊主 こと 
「Con Von Berlin」 も し く は 国内 盤 LP で は 「Con」 と し て 知ら れ て い 
た 77 年 仏 バ ー ク レイ か ら の アル バム 。 な の だ が こう し て CD に て 再発 
売 さ れ た 際 、 5 曲 が ボ ポー ナス ・ ト ラッ ク と し て 追加 され た 。 それに 
し て は 15 年 の 努力 が 水の泡 と 言う か 、 ほ と ん ど 差 が な い 。 つ まり ア 
ウト ・ ト ラッ ク な の か ? 何かと カル ト て 訳 わ か ら な い が 、 追 加 曲 1 
曲目 の Frozen Bubbles” 等 、 タ イト ル そ の まま に 凍っ た 泡 が は じ け 
る も よう 。 それは エキ セン トリ ッ ク で は な く キ ャ ッ チ ー だ 。 大 きく 
うねる 持続 音 の 中 を 飛び は ね る よう に 単音 が 反復 し 微妙 に 変化 すれ 
ば 当然 目 が 回 る ? 人 間 の 人 各々 の 思い に で は な く 聴 覚 や 生理 感覚 に 
作用 させ る 彼 の 手法 は 健在 で 、 質 の 高い 5 曲 に な っ て いる 。 (松本 ) 




















SCHNITZLER-THOMASIUS 
Tolling Toggle 


CD/FunFundvierzig 57 91 年 





コン ラッ ド ・ シ ュ ニ ッ ツ ラー の 新作 は Jorg Thomasius な る 人 物 と 
の 共同 作品 。 昔 の 様 な 淡々 と 進行 する アシ ッ ド ・ ミ ニ マ ル 的 な 作風 
は 既に 脱し て お り 、 音 その も の の 色合い や テク スチ ュ ア に 重き を 置 
いた 小品 が 集め られ て いる 。 加 えて 、「 い か に も 機械 で 作り まし た 」 
と いう 様 な 彼 個 有 の 音 処理 も 、 和 柔らか い ア ナ ロ グ 的 な も の か ら 、 金 
属 的 で デジ タル 的 な も の に 変化 し て いる 。 ジ ャ ケッ ト さ な が ら 、 金 
属 加工 エ 場 に で も 迷い 込ん だ 様 な 印象 だ 。 こ うし た 音 処理 の 傾向 は 、 
少し ば か り 最近 の チャ ー ル ズ ・ へ ヘイ ワー ド と 共通 点 が 見 出せ る の だ 
が 、 彼 が ディ ス ・ ヒ ー ト ゆず り の ニュ ー・ ウ ェ ー ヴ 感覚 で 全体 を ま 
と め て いる の に 対し 、 こ ちら は ノイ ズ 、 ま た は 現代 音楽 より の シリ 
アス 路線 を 狙っ て いる 。 (沢田 ) 
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CONRAD SCHNITZLER 
Con Brio 
CD/(Fr.)MSI Spalax 14274 93 年 








純然 た る コン テン ポラ リー・ ミ ュー ジッ ク の 作品 。 その 完成 度 は 
極め て 高い と 言え る で あろ う 。 曲 の 制作 時 期 に より 大 きく 3 つの 部 
分 に 分 か れ 、 そ れ ぞ れ に 5 曲 か ら 9 曲 の 作品 が 収め られ て いる 。 ホ 
ルン 、 太 鼓 、 ス トリ ング ス 、 ピ アノ 、 打 楽器 と いっ た 構成 の 少 人 数 
アン サン プ ブル の 作品 を 、 ひ と り で 録音 し た よう で ある 。 彼 は 創作 活 
動 の 様子 を ずっ と 記録 し て いる よう で 、 そ の サウ ンド ・ ラ イブ ラリ 
の 数 量 は 膨大 な が も の に な っ て いる らし い 。 以 前 に カセ ッ ト の シリ ー 
ズ と し て 発売 され た こと も ある が 、Serge Leroy な る 人 物 に よっ て 選 
曲 さ れ 、 そ の 抜粋 と し て 本 アル バム に 収め られ た 作品 は 、 そ の 中 の 
ほん の 一 部 分 に 過ぎ な い 。 デ ィ ジ タル 録音 に よっ て 音 の 奥行 き 感 が 
増し 、 よ り 繊 細 な 表現 が 可能 と な っ た よう で ある 。 (Helmut) 


KLUSTER 
Klonfzeiehen 
LP/Schwann Studio 511 70 年 





基本 メン バー、 レ デリ ウス と メビウス に 加え コン ラッ ド ・ シ ュ ニ 
ッ ツ ラー も 参加 の ファ ー ス ト 。 彼 ら の 音楽 に 対し て は 実験 的 と いう 
言葉 は 使い た く な い 。 ここ で 聞か れる 演奏 は 淡々 と し た 即興 を 電器 
処理 し た も の で ある 。 ピ 明確 な リズ ム は 無く 、 シ ン セ も 使用 され て い 
な いた め 、 (次 作 で は 電子 音 を 使用 ) 一聴 す る と アヴァ ン ギ ャ ルド な 
印象 を 受け る か も 知れ な い 。 し か し ジャ ズ な どか ら 派 生 し た フリ ー 
ミュ ー ジ ッ ク と の 最大 の 相 異 点 は 緊張 を 目的 と せ ず 感覚 の 異化 の み 
を 目指 し た 点 だ ろう 。 使 用 され た チェ ロ や ギタ ー な ども 彼ら に と っ 
て は 音源 の ひと つ に すぎ な い 。 し か し これ を ドラ ッ ギ ー と 書い て お 
か な いと 嘘 に な る な 。 理 詰め の 現代 音楽 で は な く 、 あ くま て 感覚 の 
産物 に よる 作品 と いえ る 。 (中 野 ) 





KLUSTER 
Osterei 
LP/Schwann Studio 512 71 年 





ゆる や か に 鳴 さ れる 変調 され た 楽器 音 、A 面 で は それ に 朗読 が か 
ぶさ る 。 前 作 と 全く 同様 の 構成 の セカ ンド だ が 、 徹 底 し て 平坦 だ っ 
た ファ ー ス ト に 比べ て 大 音量 の 部 分 も 有り 、 大 分 メリ ハリ は つい て 
いる 。 多少 の スペ イシ ー な 音 は た ぶん シュ ニッ ツラ ー の 物 だ ろう 。 
残響 の 多い 各 音色 は フレ ー ズ が 皆無 (これ 、 や ろう と 思っ て も な か 
な か 出来 な い ) の 割 に は 存在 感 が ある 。 この 二 枚 の LP は ジャ ケッ ト 
が プラ スチ ッ ク 製 で 、 タ イト ル な ど が 浮き 出し て いる と いう 異常 な 
も の だ っ た 。 い か に も 現代 アー ト 的 な 発想 と いえ る 。 た だ し この ジ 
ャ ケッ ト は その 材質 ゆえ に 割れ 易く 、 無 傷 で 現存 する も の は 少な い 
コレ クタ ー ズ アイ テム 。 80 年 に 通常 の 体裁 で 再発 され て いる が 、 そ 
の 後 の 一 連 の 作品 と は 大 分 印象 の 異な る 作品 で ある 。 (中 野 ) 


CLUSTER 
Cluster 
LP/Philips 6305 074 71 年 





C の クラ スタ ー の ファ ー ス ト だ が 録音 は 「Osterei」 の 一 力 月 前 に 
行わ れ て いる 。 た だ し 内 容 は 重 さ が 消え 、 後 の 特質 で ある 奇妙 な 電 

音 の 浮遊 が メイ ン と いう 、 前 二 作 に 比べ あき ら か に 焦点 の 定まっ 
た 内 容 に な っ て いる 。 ( 注 ・ 曲 と いえ る 部 分 は 無い 。 音 楽 の コン セ プ 
ト の 話し だ 。) 選 ば れ た 音色 は 決し て 軽やか な 物 で は な く 、 当 時 の 機 
材 上 の 限界 か ら 随 分 機械 的 な 空間 に な っ て し まっ て いる が 、 十 分 楽 
し め る まで に 手法 が 確か に な っ て きた の だ 。 す で に 通常 の 楽器 は 姿 
を 消し 、 音 源 は 発信 機 の み で 作ら れ て いる 。 具 体 的 な か イメ ー ジ は カ 
ケラ も な い 。 何 の 意 図 も な く 現れ て 消え る 音 が 脳 に キク 。 オ リ ジ ナ 
ル は 早く に 廃盤 に な っ た が 、 ス カイ ・ レ コー ド か ら タ イト ル を 「71」 
と し て 、 ジ ャ ケッ ト 変 更 の うえ 再発 され て いる 。 (中 野 ) 








久 CLUSTER 
II 


LP /Brain 1006 72 年 
CD/(Fr.)Spalax Music 14864 





電子 音 の 波 調 に より 自然 に 発生 し た モア レ 的 な リズ ム が 最高 に 気 
持 良 い セ カン ド 。 現 代 の トラ ンス ・ ア ン ビ エン ト ・ ハ ウス と 何ら 変 
わる こと の な い 内 容 で ある 。② で は すでに 異質 な 存在 と 言え る ギタ 
一 音 が 入る が 、 ワ ン フ レー ズ が 変調 する だ け で 、 重 要 な の は 残響 の 
トレ モロ の 方 だ 。 内 ジャ ケ に 写る 配線 だ ら け の 古臭い 発信 機 が あま 
り に カッ コイ イ ./ た か が これ だ け の 機材 で 録音 され た と いう 事実 
は 、 彼 ら の 音感 覚 が いか に 非凡 で ある か を 証明 する も の と いえ よう 。 
(ラリ っ て いた だ け で は 原型 の な いも の が ここ まで 作品 化 さ れ な い 。) 
各 ア ル バ ム ・ ジ ャ ケッ ト に 於 ける メビウス の デザ イン も 極端 に 単純 
化 さ れ た も の で 、 彼 ら の 音楽 の 特質 を 良く 表し て いる 。 (中 野 ) 





CLUSTER 
Zuckerzeit 


LP /Brain 1065 74 年 
CD/(Fr.)Spalax Music 14865 


UE'1 





リズ ム ボ ックス に 加え 、 パ ー カ ッ シ ヴ な 音色 を 用 いる こと で 飛躍 
的 に 軽やか に な っ た 作品 。 前 作 ま で の か げ り の ある 音 に 姿 を 消し 、 
現在 まで の 手法 に 意識 的 に な っ た 。② の 間抜け な シン セ ・ プ ブギ や 0⑤ 
の シー ケン ス な ど は クラ フト ワー ク に 一 歩 先 ん た じ た テ クノ ポッ プ と 
言え る 。( た だ し も ちろ ん メロ ディ な ど 無 い が ) 意図 的 に 高音 を カッ 
ト し た 音色 は 攻撃 的 要素 が 消え 、 異 様 に "流し 易い 』。 各 曲 共 3 一 4 
分 前 後 の 小品 だ が 、 こ の 時 間 は べつ に 倍 あ っ た と し て も 何ら 問題 は 
な い 。 機械 の ビー ト に より 曲 間 の 密度 は 均等 で あり 、 起 承 転 結 の な 
い 音 響 作品 と し て 製作 され て いる 。 彼 ら に と っ て 5 枚 目 の リ ー ダ ー・ 
アル バム だ が 初め て 裏 ジ ャ ケッ ト に 二 人 の 写真 が 付い て いる 。 ど 一 
で も いい 顔 で ある 。( も ちろ ん 誉め て いる の で ある 。) (中 野 ) 





77 ど 6 ど 








CLUSTER 
SOwieS0S0 


LP /Sky 1005 76 年 
CD/Sky CD 3005 





前 作 と の 間 に ハ ル モ ニ ア と し て の レコ ー デ ィング を は さん で 発表 
され た 作品 。 本 来 の 音楽 性 より 半 分 派手 な ハル モニ ア に お いて 彼ら 
が 得 た も の は 、 多 分 リズ ム に 対す る アプ ロー チ 法 だ ろう 。 本 作 で は 
逆説 的 に その リズ ム は 平坦 に な っ て いる が 、 フ ァ ー ス ト の よう な ノ 
ン ・ ビ ー ト に は 決し て な ら な い 。 こ れ は リズ ム の 持つ 高揚 を か れ ら 
が 選択 せ ず に 、 反 復 の 幻覚 を 抽 由 し た と いう こと だ 。 散ら され る 電 

斉 の タイ ミン グ も 整理 され て 、 ま すま す フ ラッ ト な 内 容 に な っ て 
いる 。 つ まり も は や 音色 の み し か 聞き 所 が 無く 、 そ れ に 乗れ な けれ 
ば 存在 価値 ゼロ と いう 極端 まで 来 た 訳 だ 。 自 分 達 の な すべ きこ と を 
知っ た 上 で の 「『 何 の ハッ タリ も な い 』」 ジ ャ ケッ ト が 内 容 を 端的 に あ 
ら わ し て いる 。 (中 野 ) 


CLUSTER & ENO 
pluster & En0 


LP /Sky 1010 "77 年 
CD/Sky CD 3010 





その 後 10 年 に お よぶ イー ノ の 音楽 性 を 決定 付け た 共演 で ある 。 彼 
の ディ スコ グラ フィ ー で は この 前 作 が 「 ビ フォ ア ・ ア フタ ー・ サ イ 
エン ス 」 と いう ロッ ク ・ ア ル バ ム な の に 対し 、 次 作 は 「 ミ ュー ジッ 
ク ・ フ ォ ア ・ エ アポ ー ト 」 な の で ある 。 ク ラス ター は 本 来 リ ラッ ク 
ス さ せる た め の 音楽 で も 、 環 境 に 合わ せ た 音 楽 で も 無い が 、 イ ー ノ 
の トリ ー ト メン ト に より 、 一 枚 の 薄い 幕 が か けら れ た よう な 録音 に 
な っ て いる た め 、 こ の アル バム が 全 作 品 中 、 一 番 環境 音楽 の 概念 に 
近い 。 極端 に 音 数 は すく な く 、 非 自然 的 な まで に 均一 な 断片 が 連 な 
る 各 曲 は 摩 詞 不思議 な 空間 を 作り 出し て いる 。 一 曲目 の み に ホ ルカ 
ー・ シ ュー カイ が 参加 、 発 信 斉 の よう な ベー ス 音 を 聞か せ て くれ る 。 
サス ガ 。 (中 野 ) 





EN0 MOEBIUS ROEDELIUS 
After The Heat 


LP /Sky 1021 78 年 
CD/Sky CD 3021 





ジャ ケッ ト か ら は いか に も 環境 音楽 の よう な イメ ー ジ を 受け る が 、 
前 作 と は か な り 違 っ た 内 容 の コラ ボレー ショ ン 2 作 目 。 多 分 前 作 は 
イニ シア チ プ を イー ノ が と っ て いた の だ ろう 。 反し て この アル バム 
で は 、 フ レー ズ と いう に は 単純 すぎ る も の の リフ レイ と リズ ム が 存 
在 し 、 数 曲 で は イー ノ が ヴォ ー カ ル を と っ て いる 。 再び シュ ー カ イ 
の 参加 し た ④ な どけ は 最高 の 不気味 ポッ プ で ある し 、 こ れ に 最も 近い 
感覚 の アル バム と いっ た ら 初 期 の イー ノ の 作品 し か 思い 当たら な い 。 
に も 拘わら る クラ スタ ー の 特異 性 は 十分 際立っ て お り 、. 逸 脱し た 感 
覚 の 傑作 と な っ た 。 ロ ッ ク な ど 演 っ た こと の な い メ ビ ウ ス の 無機 質 
さ に 比べ る と 、 イ ー ノ で すら ずい ぶん 有機 的 すず て 聞こ える の が 面 
白い 。 (中 野 ) 


CLUSTER 
0sSeS Wasser 


LP /Sky 1027 79 年 
CD/Sky 3027 




















イー ノ と の 競作 を 経て 久々 の 作品 。 作風 は 完成 の 域 に 達し て お り 、 
次 作 と 並び 最高 傑作 と 言っ て も 差し 支え ある まい 。 最初 の 作品 か ら 10 
年 目 に し て 、 彼ら は よう や く 理 想 の 音響 製作 シス テム を 手 に 入れ た の 
だ が 、 こ の 期間 彼ら の アプ ロー チ は 常に 不変 で 、 単 に ハー ド の 発達 の 
み が 音 楽 性 の 向上 原因 と も いえ る 。 こ れ は 彼ら の 音楽 が ハー ド に 依存 
し て いる と 言う こと で は 無く 、 た と え シ ン セ が な く と も 他 の 方 法 で 彼 
ら は 奇妙 な 音楽 を 作り 続け た 事 だ ろう が 、 た また ま シ ン セ の 成長 期 と 
活動 時 期 が シン クロ し た と 言う こと で ある 。 た だ し 彼ら の 本 質 が 真 に 
理解 され 評価 され る まで に は あと 10 年 が 必要 だ っ た の だ 。 ま ・ 芸 術 家 
っ て の は 死後 に 評価 され る の が 常 だ か ら 良 い 方 か も し れ な い が 。 し か 
し この 単純 極まる ジャ ケッ ト ・ デ ザイ ン は 素晴らし い 。 (中 野 ) 








tst LUSTEMM 
Curipsum 
LP/Sky 063 81 年 





メビウス の アー トワ ー ク は 彼 の 音楽 と 同質 で 、 箇 光 色 の 単純 な 図形 、 
それ が サイ ズ を 無視 し て 置か れ て いる 。 ク ラス ター の 音楽 を これ 以上 
端的 に は 表現 出来 まい 。 リ ズミ カル に シー ケー ス 音 が 揺れ 、 速 く 近 く 
奇妙 な シン セ 音 が 現れ 消え る 。 ク ラス ター の 活動 と し て は 最後 の アル 
バム に な っ て し まっ た が 、 最 も フラ ッ ト に 完成 され た 作品 。 こ の 後 二 人 
は ソロ 活動 に 入っ て 行く 訳 だ が 、 特異 な 音感 覚 を 持っ て いた の は メ ビ 
ウス の 方 らし く 、 そ の 後 リ リー ス さ れ た どの ソロ 作品 を と っ て も ハズ 
レ は 無い の だ が 、 ロ ー デ リウ ス は 作品 毎 に ニュ ー エ イジ 的 な 側面 を 増 
し 、 現在 で は ポッ プス で は 無い に せよ すっ か り 既 成 概念 の 音楽 に な っ 
て し まっ た 。'85 年 位 ま で は 「Jardin Au Fou」 等 の 傑作 も あり 聞け る の 
だ が 、 近 年 で は べ ロ ベロ の サッ クス を 入れ 筆者 を 呆れ させ た 。 (中 野 ) 





HARMONIA 
MMusik vpn Harmonia 


LP /Brain 1044 74 年 
CD/Brain 511977-2 





ハル モニ ア は NEU の M. ロ ー タ ー と CLUSTER の 2 人 の 合体 グル ー プ 
で ある 。 イ ンダ スト リア ル 風 の 妙 に ポッ プ な 音楽 で 、 ジ ャ ケッ トワ ー 
ク も リキ テン シュ タイ ン 風 の ポッ プア ー ト 、 音 楽 の コン セプト も こ 
の 当り に ある と 考え られ る 。FAUST, AMON DUUL が ダダ イズ ム な ら 、 
TANGERINE, Cosmic 系 は シュ ー ル レア リス ム 、 そ し て 、NEU, CLUS- 
TER 一 派 は は し づめ ボップ アート 、 ニ ュー ペイ ン テ ィ ン グ に 担当 する 
セン ス を も っ て いる 。 そ うし て NEU が ジャ ー マ ン パン ク の 原型 、CLUS- 
TER が ジャ ー マ ン ノイ ズ の 源流 と も 目 さ れる の だ が 、 74 年 の 発表 当 
時 は この 音 を 評価 で きた の は 一 部 の 先鋭 の 聴き 手 だ け で あっ た 様 だ 。 
次 作 は マニ ・ ノ イマ イヤ ー の 参加 で ロー ター 色 が 強まる が 、 革 新 性 は 
1st が 優 っ て いる 。 情 感 や 解釈 を 拒否 し た 音 の 運動 の 表 出 。 ( 鳴 田 ) 
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HARMONIA 
Deluxe 
LP/Brain 1073 7S 年 





プレ イン ・ レ ー ベ ル に 2 枚 の 良質 な 作品 を 残し た ハル モニ ア の 2nd。 
G, Key, Vo の ミヒャエル ・ ロ ー タ ー は ノイ の メン バー で あり クラ フ 
ト ヴ ェ ル ク の 系 譜 、Key, Vo の ハン ス ・ ヨ アヒム ・ レ デリ ウス と Syn、 
ハー プ 、Vo の ディ ー タ ー・ メ ビ ウ ス は CLUSTER の メン バー で あり 、 
その 系 譜 は KLUSTER, お よび 、 タ ンジ ェ リ ン ・ ド リー ム へ と 連なっ て 
いく 。 前 作 は 初期 CLUSTER の 延長 線上 に ある 前 衛 的 な 音響 サウ ンド 
で あっ た が 本 作 は M・ ロ ー タ ー の 個性 を 反映 し ポッ プ 色 と エレ クト ロ 
ニク ス が 調和 し た ソフ ト な サウ ンド と な っ て いる 。 プ ロ デ ュ ー ス は 
彼 等 と コニー・ プ ラン ク 、 グ ル ・ グ ル の マニ が ドラ ム で 参加 。 分 離 
後 M・ ロ ー タ ー は ソロ へ 、 レ デリ ウス と メビウス は CLUSTER を 復活 
させ る 。 (松本 ) 


HANS-JOACHIM ROEDELIUS 
Durch Die Wiste 
LP/Sky 014 '78 年 


CRCHDIEWUST 


間 いい ) 
5 





サイ ド 2 の 1 曲目 、^Johanneslust*( ヨ ハネ の 欲望 ) は 、84 年 に イ 
ー ノ メビウス プレ ー デ リウ スプ プラ ンク の ベス ト 盤 『Begegnungen』 
の 1 曲目 に 、 さ ら に は 同年 の レー デリ ウス の ベス ト 盤 『Auf Leisen 
Sohlen』」 の 1 曲目 に も 収録 され た ほど の 名 曲 で ある 。78 年 に リリ ー 
ス さ れ た レー デリ ウス 初 の ソロ ・ ア ル バ ム は 76 年 と 78 年 に プラ ンク 
の 協力 の も と 録音 され た も の だ が 、76 年 と いえ ば クラ スタ ー が 
『Sowiesoso』 を リリ ー ス し た 年 だ 。『Sowiesoso』 の サイ ド B と その 
スリ ー ヴ ・ ア ー ト で みせ た 控え 目 な 叙情 は あき ら か に レー デリ ウス 
の 志す と ころ で あっ た と 、 本 作 を 聴く と わか る 。 そう 、 僕 は レコ ー 
ド 屋 で 本 作 の スリ ー ヴ の 写真 を みた 瞬間 に レジ に 走っ た の だ 。 光 り 
輝く 深緑 の 海面 に 飛び 込む の は レー デリ ウス 自身 か 。 (野田 ) 





HANS-JOACHIM ROEDELIUS 
Jardin Au Fou 


LP/(Fr.)Egg 90 291 79 年 





レデ リウ ス の 初期 の プラ イヴ ェ ー ト 作 「Selbstportrait」( 自 画像 ) 
連作 の 始ま り の 頃 、 フ ラン ス で の み リ リー ス さ れ た アル バム 。 晴 れ や 
か な 彼 の 表情 が 空気 に か すむ よう に 同化 し て いく ジャ ケッ ト が 、 と 
て も 彼ら し い イ メー ジ に 合っ て いる 。 静 然 と し て 向こう に 居る よう 
な 「Selbstportrait」 の 像 に な っ た 彼 よ り も 、 こ の アル バム の 彼 は ジャ 
ケッ ト 写 真 の よう に 近しい 。 そ ん な 音楽 だ 。「 愚 か 者 の 庭 」 の タイ トル 
に 表 さ れ た 道 化 の 、 レ デリ ウス 流 に 薄め られ た 感情 、 そ の 色づき が あ 
る 。 少 し 物 哀 し く 楽 し げ な 、 初 期 で は 情感 に 富む アル バム に な っ て 
いる 。 サ ー カ ス の イメ ー ジ や ワル ツ の リズ ム が 童心 を 呼び さま し て 
くれ る と 思う 。 静 か で 素朴 な 彼 の 語り ロロ は 、 い つも の と お りな の だ 
か ら 尚 更 響 く 。 特徴 の ある 内 容 だ か ら 一 層 印 象 深い は ず 。 (松本) 


HANS-JOACHIM ROEDELIUS 
Selhstnortrait 
LP/Sky 028 78 年 





クラ スタ ー の ハン ス ・ ヨ アヒム ・ レ デリ ウス は バン ド 活 動 と 並行 
し て 続々 と ソロ アル バム を 発表 し 続け て いる 。78 年 に 「Durch Die 
Wuste」 を 発表 し て 以来 、 彼 は ゼル プス ト ポ ー ト レイ ト (自画 像 ) と 
いう 連作 を 3 作 続け て リリ ー ス し 、 そ れ が 完結 し た 後 、5th「Lustwan- 
del」、6th「Wenn Der Sudwind Weht」7th「Offene Tueren」8th 
「Flieg Vogel Fliege」 を リリ ー ス 。 又 、 フ ラン ス の エッ グ よ り 発 売 
され た 「Jardin Au Fou」 も 名 盤 と し て 名 高い 。 本 作 は 彼 の 連作 の Vol. 
1 あたり 、 極め て 静寂 感 の ある 、 知 的 で 環境 音楽 的 な サウ ンド に 支配 
され た アル バム で ある 。KLUSTER、CLUSTER、 ハ ル モ ニ ア 、 そ し 
て イー ノ と の コラ ボ レ イ ショ ン と 長い 活動 を 続け る レデ リウ ス で あ 
る が 、 尚 今後 の 活動 が 楽し みな アー ティ スト で ある 。 (山崎 ) 








HANS-JOACHIM ROEDELIUS 
Lustwandel 


LP/Sky 058 '81 年 
CD/Sky 3058 





「Selbstportrait」 シ リー ズ を 始め 、 数 多く の アル バム を 発表 し て い 
る レデ リウ ス だ が 、 何 か 一 枚 と な れ ば 筆者 は 本 作 を 推し た い 。 最 も 
メル ヒェン 的 な 「Jardin Au Fou」 や 無為 の 自然 回 帰 の 極 と も 言え る 
「Vogel 一 」 も 良い が 、 彼 の 奏で る ピア ノ や エレ クト ロニ クス の 旋律 
の 甘美 さ が と り わ け 印 象 深 い の が 本 作 だ か ら だ 。 遊歩 、 漫 歩 ほ どの 
意味 通り 追 遥 する ピア ノ の タイ トル 曲 、 古 楽 の 再現 と いっ た 趣き の 
^Willkommen” 等 、 基 本 的 に は 同一 線上 の 彼 の ソロ の 中 で も 最も 濃 
さ を 感 じ さ せる 。 彼 を 含む CLUSTER 関係 を 除け ば 、'70 年 代 の 物 を 薄 
味 に し た よう な 印象 の Sky レー ベル に あっ て は 尚更 か 。 プ ロ デ ュ ー ス 
に は ペー ター・ バ ウマ ン も 関与 。 ジ ャ ー マ ン ・ エ レク トロ ニク ス の 
旅路 の 一 つの 帰着 と し て も 挙げ られ よう 。 (高山 ) 





HANS-JOACHIM ROEDELIUS 
Wenn Der SiHwind Weht 


LP/Sky 064 81 年 
CD/Sky CD 3064 





CLUSTER が ミヒャエル ・ ロ ー タ ー と の 共同 作業 HARMONIA を 経 
た 後 76 年 に リリ ー ス し た 「Sowiesoso」 に は 、 レ デリ ウス の カラ ー 
が よく 印 さ れ て いる 。 続く イー ノ と の 二 つ の 共 作 に し て も そう だ 。 
その 流れ は 、 や が て 778 年 に 始ま る レデ リウ ス の ソロ ・ ワ ー ク へ と つ 
な が っ た よう に 思う 。 こ の アル バム は 「Lustwundel」 に 続く 7 作 目 
に な る も の で 、 そ うし た 流れ の 中 に ある 。 近年 の 情 に 傾き が ちな 作 
風 と は 幾 分 違い 、 静 けさ は 変わ ら ず と も より 抽象 的 な イメ ー ジ が あ 
る 。 それは エレ クト ロニ クス ・ ミ ュー ジッ ク の 実験 色 が 残 溜 し た よ 
うな 、 そ の うえ で の スケ ッ チ 、 印 象 派 タ ッ チ を 思わ せる 。 イ ー ノ の 
「Music For Films」 に 近い 感覚 と 作風 と 言え る か も し れ な い 。 もち 
ろ ん も う 少 し シリ アス で 潔 壁 な 印象 だ 。 (松本 ) 














認 地 HANS-JOACHIM ROEDELIUS 
EE Flieg Vogel Fliege 
LP/Sky 078 '82 年 
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レデ リウ ス は 本 当 の 意味 で ソロ イス ト だ 。 共 作 も し な けれ ば 、 音 
楽 も 個人 的 な 趣味 の 産物 に 思え て し か た が な い 。 音 楽 が 静か だ か ら 
と いっ て 、 それは 決し て ニュ ー エ イジ ・ ミ ュー ジッ ク と 称 さ れ た 種 
の 音楽 の よう に リス ナー に 向け られ た も の で は な く 、 極 め て 自己 中 
心 的 な も の だ 。 彼 の 音楽 は 常に 彼 の 周り を 回 っ て いて 、 彼 個人 に 帰 
っ て いく 。 た また ま 、 斉 の タッ チ が ソフ ト だ っ た ゆえ に 、 自 己 中 心 
的 で あっ て も 接 っ し や すい だ け の こと だ 。 と て も 個人 的 で 、 一 人 ゆ 
え の 自 由 。 彼 の 音楽 の 有り 家 は そこ だ と 思う 。 音 の 輪郭 が ぼけ た よ 
うな ep の 音 処理 と 打 斉 の よう な その 使い 方 は 、 こ の アル バム で も 変 
わら ず 、 ユ ー モ ラス で も ある メロ ディ も また 同じ 。 そ し て 比較 的 音 
の 動き が 活発 な サウ ンド に な っ て いる 。 や は り 独 特 の 音 だ 。 (松本 ) 


HANS-JOACHIM ROEDELIUS 
Geschenk Des Augenhlicks 
LP/(U.K.)EG EGED 34 '84 年 








タイ トル は 「 瞬 間 の 贈物 」 と いっ た 意味 だ ろう か 。 瞬間 瞬間 に 現 
れ て は 消え る 思い 、 風 に 揺れ る 草花 に ふと 感じ る 不 思 義 と 喜び 。 そ 
うし た 瞬間 を 捕え 、 私 達 の 前 に 差し 出し た 小品 集 。'70 年 代 初期 の 偶 
然 性 の 探求 を ロマ ン テ ィ シ ズム に 転化 し た 、 そ ん な 言い 方 も 可能 か 
も 知れ な い 。EG レ ー ベ ル に 移っ て の 本 作 で は チェ ロ や ヴァ イオ リン 
奏者 も 加え た アコ ー ス ティ ッ ク な 響 き が より 一 層 の 思慮 深 さ の よう 
な も の を 感じ させ る 。ECM の ピア ニス ト 、 ア ー ト ・ ラ ン デ ィ や マイ 
ケル ・ ナ イマ ン の 話題 作 「 ピ アノ ・ レ ッ ス ン 」 に も 同種 の 指向 性 を 
見 出せ る が 、 彼 等 ほど の 美 へ の 陸 湧 は な い 代 わり に 、 こ こ に は 老 荘 
思想 に も 通じ る よう な 自然 と の 無為 の 一 体 が ある 。 瞬 間 の 中 の 永遠 。 
島 た ちの 噂 り と 共に 聴か れ て は 如何 だ ろう 。 (高山 ) 





HANS-JOACHIM ROEDELIUS 
Momenti Felici 
LP/Virgin Venture VE4 '87 年 





ヴァ ー ジ ン が 創っ た 、 い ささ か ニュ ー・ エ イジ 路線 の 成功 を ね ら 
っ た VENTURE レー ベル 。 ド イツ ・ エ レク トロ ニク ス 楽 派 の サウ ンド 
が ジロ グレ ッッ シン ツー ニョ ー ウ 5 の な 通過 で 三 呈 < エイ ジン と 
流れ る 様 は 必然 の よう に も 、 又 、 時 代 の 創り 出す アク シ デ ン ト の よ 
うに も 思え る 。 レ デリ ウス は ここ し ば らく 、 日 本 で は ほとん と 話題 
に も な ら ず に 独 SKY レ ー ベ ル か ら 趣 味 的 な 作品 を リリ ー ス し て いた 。 
この アル バム も それ ら の 作品 と さして 変化 は な い 。 変 わる こと を 拒 
絶 し て いる よう に も 感じ る 。 一 種 ポ ポル ・ ヴ フ の 思想 に も 似 た こう い 
っ た 作品 を 聴く と 、 安 ら ぎ の 背後 に ある 強い 意志 に 戦 恒 を 覚え る 。 尚 、 
この レー ベル より クラ ウス ・ シ ュ ル ツェ の 近作 も 発表 され て いる 。 

(山崎 ) 


ROEDELIUS . CAPANNI NE ROEDELIUS, pAPANNI 所 ALESINI 
Frendly Game 


CD/(lta.)Material : Sonori MASO CD 
90040 





92 年 に イタ リア の レー ベル か ら リ リー ス さ れ た 本 作 は イタ リア の 
ふた り の 音楽 家 、 カ パー ニ と アレ ッ シ ー ニ と の コラ ポレ ーション ・ 
アル バム と な っ て いる 。 3 世代 に わた る 共演 だ そう だ 。 だ が 、50 歳 
も 半ば 過ぎ た ドイ ツ 出 身 の 音楽 家 の 若 々 し い 受 動 的 宇宙 に 、 ふ た り 
の 歳 下 の 音楽 家 は まん ま と 飲 み 込ま れ た よう だ 。 し か し それ は 夜 と 
朝 が 無理 な く 溶 け 合 っ た 夜明け の ご と く で ある 。 そ う 、 彼 は 決し て 
命令 の 音楽 で は な い 。 この 作品 と 同じ 年 に リリ ー ス され た レー デリ 
ウス の ソロ ・ ア ル バ ム 「『Fruhling』」 の 朗々 た る 柔軟 と くら べ る と 、 こ 
ちら は 切々 た る 詩情 の アン ビエ ント だ 。 ちなみに 78 年 の イー ノ プ メ 
ビ ウ スプ レー デリ ウス の 『After The Heat』 か ら 「Shade」 を 、 そ 
れ か ら 10 年 以上 た っ た この 作品 で ふた た び 演 奏し て いる 。 (野田) 








「 HANS-JOACHIM ROEDELIUS 
un Der Ohren Spiegel 


OPDEUIUS 


CD/ (Swe.)Multimood MRC 010 90 年 








ここ の と ころ 精力 的 に アル バム を リリ ー ス し て いる ロー デリ ウス 。 
これ は '89 年 か ら '"90 年 に か け て 録音 され た 作品 で 、 比較 的 、 最近 の 彼 
の 作風 を 伝え る も の 。 同じ 年 に リリ ー ス され た 「Variety Of Moods」 
に 通じ る 作風 で 、 フ ルー ト 、 ピ アノ 、 ヴ ィ オ ラ 、 サ ックス 等 を 加え 
て 独特 の 世界 を 創り 出し て いる 。 基 本 と な る の は 彼 の エレ クト ロニ 
クス で ある が 、 自 然 へ の 融和 を より 進め た 作品 で 、 最 初期 の ポポ ル ・ 
ヴー に も 通じ る 音 だ が こち ら の ほう が アカ デミ ッ ク な 音 だ ろう 。 タ 
イト ル は 医学 用 語 で ` 耳 鏡 " の こと 。 (山崎 ) 





HANS-JOACHIM ROEDELIUS 
Variety Of Mopds 
CD/(Sp.)Nova Erk C.D-1002 "90 年 








今年 で 60 オ に な る レデ リウ ス は 、 ク ラス ター 時 代 の アル バム 
「Sowiesoso」('76) 以来 、 自 然 主 義 的 な エレ クト ロニ クス に 固執 し 、 
現在 に 至っ て いる 。 本 作 で は アコ ー ス ティ ッ ク な 響き が 増し 、 ピ ア 
ノ ・ ソ ロ に 多く の 時 間 を 費 し て いる 。 元 々 、 さ ほど の 音楽 的 知識 の 
な い 男 が コン セプト に た よる の は 当然 だ が 、 こ こ 10 年 来 の 彼 は 、 そ 
れ す ら 捨て 、 自 己 の 内 面 か ら 放 た れる 素朴 な 響き を 、 与 えら れ た 技 
量 の 中 で 表現 し よう と し て いる か の よう だ 。 例 え 、 技 巧 的 に 稚 押 で 
あっ た と し て も 、 彼 の 境 遇 で で きる 最大 の 創作 意欲 を 今 も 音 に 綴り 
続け て いる の だ か ら 、 ア ー テ ィ ス ト と し て 尊敬 で きる 偉大 な 芸術 家 
だ と 思う 。 芸術 の 深度 と は 、 相対 的 な 尺度 で 計る も の で は な いか と 、 
これ を 聴き な が ら つ く づ く 思 う 。 (山崎 ) 
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MOEBIUS & PLANK 
Rastakraut Pasta 
LP/Sky 039 79 年 
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タイ トル に ラス タク ラウ ト と ある ぐら いで 、 レ ゲ エ ・ リ ズム を 使 
用 し た アル バム で ある 。 冗談 の 様 だ が 本 当 だ 。 ゲ スト と し て ホル ガ 
ー・ シ ュー カイ が ベー ス を 弾い て いる が 、 こ の メン ツ で 当然 ファ ン 
キー な 訳 は な く 、 揺 れる レゲエ の トリ ッ プ 感 だ け を 借用 し た 大 脱力 
作 で ある 。 B① で は ヴォ コー ダー 変調 の 歌 7? も 入る が 完全 に シン セ 
音 と 同化 し て し まっ て いる 。 リ ズム の 効用 で 大 変 に リラ ックス 出来 
る 一 枚 。 同 時 期 に パン ク / ニ ュー ウェ ー ヴ 勢 が レゲエ の 攻撃 性 を 取り 
入れ た が 、 本 町 感覚 の 方 に 注目 し た 彼ら は 筋金入り の ラリ 公 か も し 
れ な いな 。 ラ スト の 曲 で は 最後 に 残っ た 音楽 要素 の 『 リ ズム 』」 ま で 
が 排除 され 、 斉 が た だ 浮遊 する だ け に な る 。 多 分 楽し い レ コー ディ 
ング だ っ た に 違い な い 。 一 服 ど う で すか ? (中 野 ) 


1 に = MIOEBIUS & PLANK 
員 衣 Material 
LP/Sky 067 81 年 





意外 に も ノイ の よう な リズ ム を 刻む ギタ ー で 始ま る 共演 二 弾 。 も 
ちろ ん アシ ッ ド ・ シ ン セ 音 も パン し て 行く の だ が 、 ド タバ タ し た ド 
ラム も 入っ て いる 。 こ の 程度 の ギタ ー は プロ で な く と も 弾け る し 、 
クレ ジッ ト も 「『ALL MUSIC BYー』 で 誰が 何 の 楽 器 を 弾い た か な ん 
て 解ら な い が 、 試 し に や っ て みた だ け だ ろう 。 他 の 曲 も 、 今 回 筆者 
は 紹介 と し て 説明 する た め ゴ タク を 並べ て いる が 、 深 い 意味 合い は 
無い 。 本 来 彼ら の 音楽 は 35 分 の オル ゴー ル の よう な も の だ 。 ア ル バ 
ム ・ タ イト ル は その も の ズバ リ で 、 か れ ら 自身 この 音楽 は それ 以上 
で も 以下 で も な いこ と を 自覚 し て いる 。 こ の アル バム は 曲 毎 に 違っ 
た 方 法 に より 色々 な 音 が 飛び 交 う 。2500 円 の オル ゴー ル は 安物 だ け 
ど 、 こ の レコ ー ド は と て も 面白 く 鳴っ て くれ る 。 (中 野 ) 





MGSETRTTES3STi 


MOEBIUS & BEERBOHM 
Strange Music 
LP/Sky 071 「'81 年 





モロ の タイ トル だ な 。 これ 以 上 の 説明 は 要 る まい 。 す べ て の 音 を 
サウ ンド ・ エ フェ クト と し て 使用 し 構成 し て いる 。 彼 ら の 使用 する 
機材 等 は '81 年 当時 と し て は シン プル 極まりない も の な の だ が 、 同 時 
期 に 活動 し て いた シン セ を 使用 し て いた あま た の グル ー プ の 音楽 が 
現在 で は 陳腐 に 聞こ えて し まう の に 対し 、 こ の 音楽 は いさ さか も 古 
びる こと 無い 。 こ こ に 収録 され て いる の は 電子 変調 され た シン セ 音 
で は な く 、 逸 脱し た メビウス の 感覚 な の だ か ら 。 彼 の 卓越 し た 音感 覚 
に 触れ て いる と 我々 の 音楽 に 対す る 概念 が いか に 拘束 され た も の で 
ある か が よく 解る 。 面 白い 音 が 出れ ば 平気 人生 ド ラマ で も ギタ ー で 
も 使用 し て いる の だ が 、B② ほ ど 奇 妙 な サッ クス は 聞い た こと が な い 。 

(中 野 ) 


回 ETER MOEBIUS 
TOnSDuren 


LP /Sky 083 '83 年 
CD/Sky CD 3083 





薄い 水色 の 壁 に スプ レー され た フリ ー ハ ンド な が ら 幾 可 学 的 な 線 。 
いつ も な が ら メ ビ ウ ス 自 信 の デザ イン に よる ジャ ケッ ト が 内 容 を 端 
的 に 表現 し て いる 。 タ イト ル は も ちろ ん 『 音 の スプ レー」』」 の 意味 。 
曲 と いえ る 節 回 し は 皆無 で 音 数 も 極端 に 少な い 。 性急 な 変化 、 盛 り 
上 が り は 全く 無く 、 一 曲 の 間 の 質感 は 均等 で ある 。 3 一 4 分 の 曲 が 
多い が 別に 倍 の 長 さ で も 全く 関係 な い 音楽 で ある 。 妙 な 感触 の 電子 
音 は それ ぞ れ の 周期 で 繰り 返さ れる 。 メ ッ セ ー ジ と か 思い 込み 、 思 
想 な ど と は 全く 無縁 の 領域 の 音響 作品 。 早 すぎ た トラ ンス ・ ア ン ビ 
エン ト ・ ハ ウス と 言え る 。 奇 妙 な 音色 を 発する 事 だ けが と りえ の メ 
ビ ウ ス の 面目 躍如 。 現 代 こ そ 再 評価 され る べき アー ティ スト だ 。 全 
作品 の CD 化 を 切 に 希望 する 。 (中 野 ) 








MOEBIUS. PLANK. NEUMEIER 
Zero Set 


LP /Sky 085 '82 年 
CD/Sky CD 3085 





メビウス の アシ ッ ド ・ シ ン セ キシ ー ケ ン サ ー、 エ ンジ ニア 、 コ ニ 
ー プ ラン ク の 音像 操作 、 グ ル グ ル の 魔 信 マニ ・ ノ イマ イヤ ー/ こ 
の メン ツ は ハモ ニア で も ロー デリ ウス を 加え て 作品 を 発表 し て いる 
が 、 も と も と 歌 や サビ な ど と いう 概念 の 無い 連中 な の に 加え 、 本 作 
品 で は メロ ディ 論者 不在 の 構成 が 極め て 異質 の 音楽 を 生み 出し た 。 
ステ ッ プ の きつ い シ ー ケ ン サ ー が フィ ルター で 音色 変化 し て 行き 、 
抜群 の 浮遊 感 で SE、 シ ン セ が パン する 。 さ ら に 大 ノリ で ドタバタ と 
騒ぐ ドラ ム が 、 機 械 斉 リ ズム に 幻覚 的 な 揺れ を 作り 出す の だ 。 一 連 
の 関連 作品 中 、 特 異な 内 容 だ が ハデ な 作品 な だ け に 分 か り 易 いと 思 
う 。 現 代 テ クノ を 軽く 10 年 先取 り し た どこ ろか 、 そ れ ら な ど と 足元 に 
も 及ば な い 傑 作 で ある 。 こ いつ は キク ぞ ノ (中 野 ) 





MOEBIUS & BEERBOHM 
Douhle Cut 


LP /Sky 091 83 年 
CD/Sky CD 3091 





共演 者 に つい て は 全く 情報 が 無い の で メビウス の み の 作 品 と し て 
評価 させ て も ら う 。 ギ ター& 又 は ベー ス の エフ ェクト され た 音 が 入 
っ て いる の で 多分 ギタ リス ト な の か も 知れ な い 。 も ちろ ん それ も 一 
音源 と し て し か 使用 し れ て いな いし 、 フ レー ズ と 言え る 物 は ほぼ 入 
っ て いな い 。 無機質 な の は 従来 の 作品 と 変わ ら な い が 、 そ れ に し て 
も 曲 と 言う 物 が 無い ず ぜ 。 リ ズム キー プー 音色 で あと は 効果 シン セ 音 
の み 。 これ が 絶対 に 盛り 上 が っ た り し な い 。 時 に 低音 は 可 聞 範囲 を 
越え て 低く な り 、 幕 の は っ た よう な く で ぐも っ た 振動 と な る 。 彼 は こ 
うい っ た 明確 な 輪郭 を 持た な い 音 色 を 作る の が 実に うま い 。21 分 に 
わた る 「『 ド ッ ペ ル シ ュ ニッ ト 』」 の 『 正 確 な た ど た ど し い リ ズム 』」 が 
実に 気持 ち 悪 く て 良い 。 (中 野 ) 
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IETER MOEBIUS 
Blue Moom 
LP/Sky 109 8G 年 


EIGANN の UEENuUNu5 1 





同名 映画 の サン トラ 。 映 画 は 未 見 な ん で スト ー リ ー は 解ら な い が 、 
ジャ ケ の スチ ー ル 写真 を 見 る と 、 ア クシ ョ ン ・ ド ラマ (/) の よう 
だ 。 音楽 の 方 は 従来 の 作品 と 何ら 変わ る 所 が 無く 、 こ ころ な し か リ 
ズム の ある 曲 が 多 い 位 か 、 し いて アル バム の 特徴 を 挙げ る と 曲 数 が 
多い だ け で ある 。 こ う 書 く と 凡 作 の よう だ が も は や 彼 に は 明確 な 音 
楽 性 の 変化 が あり 得 な い だ け で 、 各 曲 は 意表 を つく ユー モラ ス な 音 
遊び に 溢れ て お り 、 サ ント ラ だ か ら と いっ て メロ ディ な ど カ ケラ も 
入っ て いな い 。 こ の 音楽 の 特性 は 聞き 込む こと で は 無い ん で 、 感 想 
文 を 書い て も 意味 が 無い の だ が 、 意 図 な く か らむ シン セ 音 は 気持 ち 
が 良い 。 し か し 無機 質 な こと この 上 も な いこ の 音楽 、 ド ラマ に な ん 
て 使い 用 が な いと 思う の だ が 。 (中 野 ) 


Ersatz 
LP/Pinpoint 08581 '90 年 





メビウス の リー ダー 作 に は ハズ レ は 無い 。 前例 の な い 音楽 だ が 、 
彼ら の 諸 作 品 に は アヴァ ン ギ ャ ルド に 良く 見 受け られ る 対象 へ の 攻 
撃 や 、 理 論 だ っ た 堅 苦 し さ は みじん も 無い 。 本 作 も メロ ディ 皆無 で 
曲 の 時 間 だ け 、 へ ん な 音 が オル ゴー ル の よう に 繰り 返す だ け な の だ 
が 、 つ まり この 間 彼 ら の 逸脱 し た 感覚 に 酔 え る と いう 事 で ある 。 感 
情 に 訴え る 事 を し な い 、 類 い 希 な 作風 。 例 に よっ て 共演 者 は 全く 謎 
の 人 物 。 多 分 職業 と し て の ミュ ー ジ シャ ン で は な いか も し れ な い 。 
この 手 の 音 楽 の 場合 に は 既製 の 知識 は か えっ て 邪魔 に な る は ず で あ 
る 。 変調 する シー ケン ス に 乗る ゆっ た り と し た エレ クト ロニ クス 音 
響 、 音 色 ひ と つ ひ と つ を 遊ば せる 、 こ れ は 音楽 に よる 感覚 マッ サー 
ジ で ある 。 (中 野 ) 





MOEBIUS 十 ROEDELIUS 
ApronoSs bluster 
CD/Curious CURIO 1 '90 年 





「Curisum」 か ら 9 年 ぶり の 共 作 。 タイトル は 『 時 に は / つ いで に ー』 
ぐら い の 意 味 で 、 あ くま で 単発 の 再 結成 らし い 。 こ こ で 聞か れる ロ 
ー デ リウ ス の 音 は 、 残 念 な が ら 近 年 の 諸 作 品 同様 大 幅 に 叙情 に 流さ 
れ た も の だ が 、 メ ビ ウ ス の 発信 する 電子 音 が 乗る 事 に よっ て 大 き な 
付加 価値 与え られ 、 ク ラス ター の 作品 と し て 成立 し て いる 。 こ う 
書く と 水準 ギリ ギリ の 凡 作 に 聞こ えて し まう が 、 彼 ら の 音感 覚 に 不 
慣れ な 方 に は 良い 入門 編 と いえ る 。 つ まり 全て が 未知 の 音響 で な い 
分 、 と っ つき 易い 作品 と 言え る 。 大 体 彼 ら の よう な 存在 が 現役 で あ 
る こと 自体 に 感謝 すべ きだ ろう 。 ま あ 、 カ タイ こと は いわ ず 、 た だ 
ステ レオ で 流し て お け ば よい の だ 。 き っ と 奇妙 な 感じ を 受け る だ ろ 
う 。 そ れ が クラ スタ ー の 本 質 で ある 。 (中 野 ) 


MIbHAEL ROTHER 
Flammene Herzen 


LP /Sky 007 76 年 
CD/SPV CD084-26102 





か つて ノイ と 並行 し ハル モニ ア に 在籍 し て いた ギタ リス ト 、 ミ ヒ 
ャ エル ・ ロ ー タ ー は 現在 スカ イ ・ レ ー ベ ル 他 で ソロ 制作 を 行っ て お 
り 同 傾向 の アル バム を 多数 発売 し て いる 。 こ れ は その 初 作 で ある 。 
ここ に 聴か れる ギタ ー、 シ ン セ サイ ザー を 中 心 と し た 透明 感 あ る エ 
レク トロ ニク ス 系 サウ ンド は カン の ヤキ ・ リ ー ベ ツァ イト (ドラ ム ) 
の 参加 に より 軽快 な 味付け も され て いる も の の 音 を 詰め 込み 過ぎ る 
こと な く リ ラッ クス し た 流れ の ある 音 作り が 成 さ れ て お り 、 ハ ル モ 
ア の 2nd を 継承 し つつ より メロ ディ アス に 仕上 っ て いる 。 彼 の 使用 楽 
器 は G、E-P、 デ ジタル ・ ベ ー ス 、Syn、Org、EI-Per。 9 カ月 を 費 
や し 彼 と ドイ ツ ・ エ レク トロ ニク ス ・ ミ ュー ジッ ク の 立役者 ヨ ニ ー・ 
プラ ンク の プロ デュ ー ス の 下 で 録音 され て いる (松本 ) 








MICHAEL ROTHER 
Sterntaler 


LP /Sky 013 77 年 
CD/SPV 084-26122 


軸 こ 7 フグ の 7/ ン 2 


| 電 替 


| 寺野 





ノイ 、 ハ ル モ ニ ア の 後 の ソ ロ 第 2 作 。 ハル モニ ア 1st の ポッ プア ー 
ト 的 手法 に 対し 、 ソ ロ に な っ て か ら は アー トワ ー ク か ら も 明らか な 
様 に ミニ マル アー ト 的 手法 (ウォ ー ホ ー ル 以降 の ) を 追求 し て いる 。 
あり きた り の ダン ボー ル を 重ね る よう に 、 一 見 あり ふれ た メロ ディ 
ー ナ ン バ パー の レデ ィ ー メ イド 品 を 反復 させ る こと で 、 気 付か ぬう ち 
に 変質 させ 音 の 実体 化 を 成し遂げ る や り 方 で 、 ノ イ の ラディ カル な 
方 法論 を 云わ ば や ん わり と 、 し か し 逆 に サブ リ ミ ナ に 行っ た も の と 
も 支え る 。「 ロ ロー ター は どれ も 同じ jJ な ど と 去っ て いる と 。 ア ル バ ム 
だ け で な く 作 品 全て も フラ クタ ル 構 造 に な る 様 に 計算 され て いる こ 
と を 見 逃し て し まう 。 こ の 差異 の 反復 が エネ ルギー を 産出 し て 行く 、 
音 に よる 、 ポ ッ プ アー ト 化 され た コマ ー シ ャ リズ ム で ある 。 (嶋田 ) 





ne ご | MICHAEL ROTHER 
人 論 || 【Katzenmusik 


LP /Sky 033 79 年 
CD/SPV CD 084-26162 








今 こ そ 実 像 が と ら え られ て いる CLUSTER、HARMONIA の 系 譜 の 
中 で 、 ミ ヒ ャ エ ル ・ ロ ー タ ー の 音楽 は 生き 生き と し て いる 。 ジャケ 
ッ ト を じっと 見 て いる と 、 こ れ が A・DUUL 系 の 青 で は な く て CLUSTER 
系 の 青 だ と いう 気 に な っ て し まう 。 ロー ター が 青 を 選べ ば 、 ま さ し 
く 青 以外 で な いこ の 青 以外 に は な い 。 澄ん で いる と いう より も 爽快 
と いう 言葉 が 近い 。 こ の アル バム が 3 作 目 に 当 ろ うと あま り 関 係 な 
い 。 なぜなら 彼 の 音楽 は 今 も 同じ だ か ら だ 。 意 味 合い な く 有 る ギタ 
一 音楽 、 ロ ー タ ー の 音楽 は 何 の 意味 づけ も な く ペ ラベ ペラ の 音 そ の も 
の だ か ら 、 今 この アル バム を 聴い て も 古く も 新しく も な い 。 その ま 
まだ 。 流し て お く と 生き て くる 種 の 音楽 の 典型 。「 猫 音楽 」 だ そう だ 
が 、 そ う 言 うか ら に は そう な の だ ろう 。 (松本 ) 
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MIEHAEL ROTHER 
Fernwarme 


LP /Sky 013 "81 年 
CD/SPV CD 084-26152 





元 NEU、HARMONIA の ミヒャエル ・ ロ ー タ ー 4 作 め の 、 唯 一 「 熱 
地帯 」 と 題 さ れ 国内 盤 も 出 た アル バム 。 今 回 も ヤキ ・ リ ー ベ ツァ イ 
ト が パー トナ ー と し て 心地 好い ビー ト を 刻ん で いる 。 営 て 筆者 に と 
っ て 本 作 は 、 頭 痛 や 歯痛 の 緩和 剤 で も あっ た 。 痛 み の リ ズム を 音楽 
の リズ ム に 同化 させ 沈静 させ て 行っ た の で ある 。 北 村 昌 士 氏 の 言葉 
を 借り れ ば 「70 年 代 後半 に 現われ た ドイ ツ ・ ロ ッ ク の 作品 の 中 で 最 
も 美しく 、 充 実感 に みな ぎ 」 っ て いた 最初 の 2 枚 の 延長 上 な が ら 、 
沖縄 民謡 を 思わ す ~^SilberstreifY、 エ スニ ッ ク な 導 が 無機 的 に 流れ る 
^Klankorper” は 新た な 表現 へ の 欲求 か 。、ASHRA の 「Correlations」 
同様 第 三世 界 を 見 据え た ユー トピ ア ・ サ ウン ド の 工芸 品 。 飛 翔 す る 
ギタ ー は M・ オ ー ル ド フ ィ ー ル ド と も 共鳴 する 。 (高山 ) 


MICHAEL ROTHER 
Lust 


LP /Polydor 815 469-1 '83 年 
CD/SPV 084-26142 CD 





ソロ 通算 5 作 目 。 前 作 ま で 名 目 上 は ソロ で も 、 実質 的 に は パー カ 
ッ シ ョ ン の Jaki Liebezeit と の 共演 で あっ た が 、 本 作 は 名 実 と も に ひ 
と り で 演奏 ・ 録 音 ・ 制 作 を 行っ た アル バム で ある 。 サ ンプ リン グ ・ 
マシ ー ン な と ど 新 し い 機 器 を 多用 し て 音 を 重ね て いる と 思わ れる が 、 
素直 で ナチ ュ ラ ル な 雰囲気 を 醸し 出し て いて 、 以 前 か ら の 作品 と 同 
じ 方 向 性 を 持っ て いる 。 ヒ ッ ト 曲 の `Palmengarten” に 始ま り `Pulsar? 
に 至る まで 、 優 し さ に あふ れ て し っ と り と し た 演奏 を 、 あ る い は メ 
ロディ アス で リズ ミカ ル な 演奏 を 聴く こと が で きる 。 彼 の 作品 に は 、 
NEU や HARMONIA の 時 代 か ら 一 貫 し て 、 誠 実 で 暖か い 彼 の 人 間 性 が 
に じみ 出 て いる よう に 感じ られ る 。 現 代 人 の 魂 を 癒し て くれ る ピュ 
ア な 音楽 で ある 。SPV の CD に は ボー ナス ・ ト ラッ ク 入 り 。 (Helmut) 





MICHAEL ROTER 
Traumrisen 


LP /Polydoy 883685 87 年 
CD/SPV 084-26132 CD 





ノイ の 特性 の うち ハデ で 荒い 感覚 は ほとん ど ド ラマ ー で ある クラ 
ウス ・ デ ィ ン ガ ー の も の だ っ た よう だ 。 単 一 ビー ト は ある も の の 、 
ミヒャエル ・ ロ ー タ ー の 音楽 は 圧倒 的 に 浮遊 感 に 重点 を お いて 作ら 
れ て いる 。 本 来 ギ タリ スト と いう 性 質 上 、 ク ラス ター・ フ ァ ミ リー 
の 中 で は 最も 構成 や 音色 が 平凡 に 近い の だ が 、 こ れ だ け 広 が り の あ 
る フラ ッ ト な ギタ ー は な か な か 弾け る も ん で は な いし 、 メ ロ デ イ も 
良い 意味 で 希薄 で ある 。 主 張 や メッ セー ジ 等 は も ちろ ん 全く 無い が 、 
聞き 手 を リラ ックス させ る 効果 は 抜群 で 、 た ま に は こん な 音楽 に 耳 
を 傾け し ば し の 間 、 頭 を 静め る の も 良い と 思う 。 (中 野 ) 


MICHAEL RUTHER 
Radi0 


CD/SPV 084-26112 93 年 





"93 年 末 、 突 然 リ リー ス さ れ た 本 作 は 新曲 6 曲 を 含む も の の 、 彼 の 
全 作 品 か ら セ レク ト さ れ た 21 曲 入り ベス ト CD で ある 。 昨 年 末 か ら こ 
れ を 皮切り に 全て の 作品 が 新 録音 の ボー ナス ・ ト ラッ ク を 34 曲 
ずつ 加え 、 ラ ンダ ム ・ レ コー ズ か ら 連 続 し て CD 化 さ れ た 。 (実は 以前 
ドイ ツ ・ ポ リド ー ル が ほとん どの 作品 を 一 度 CD 化し て いる の だ が 、 
一 瞬 で 廃盤 に な っ た ) ノ イ か ら 昇 華 し た 均等 の ビー ト と 、 の びやかな 
彼 の ギタ ー、 シ ン セ に よる 各 曲 は 一 貫 し て 極上 の リラ ックス 音楽 で 
ある こと が わか る 。 新 録 曲 は TRANCE MIX だ の CHILL REMIX と 
いっ た 現代 的 な サ プ ・ ク レジ ッ ト が ある も の の 、 曲 自体 は 従来 の 作風 
と 何ら 変わ る 事 は な い 。 時 代 が 奇妙 に シン クロ し た と は 言え 、 反 復 
と トラ ンス の 音楽 は 25 年 間 に わ た る 彼 の テー マ な の だ か ら 。 (中 野 ) 








NEU! 
Neml 
LP/Brain 1004 71 年 








同じ リズ ム パ ター ン で の テン ボ ポ の 変化 、 フ ェ ザ ー、 フ ラン ジャ ー 
(ジェ ッ ト マ シン ) と リバ ー プ (エコ ー) の 切換 え 、 そ し て フリ ー ク 
っ ぽい ヴォ ー カ ル 。 こ ん な 好い 加減 な 音 が ドイ ツ 系 New Wave へ の 
影響 の みな ら ず PIL、 イー ノ 他 に も 影響 を 与え た 。 と は 言っ て も イー 
ノ (ビー トル ズ 系 ) の 持つ いい か げん さ は 、 初 期 ド イツ ロッ ク に あ 
る フリ ー ク 向け の 好い 加減 さと は 異な り 、 生 温 い ほど ほど に と いっ 
た 所 で 、 曲 が 作れ な い 、 曲 に 成ら な いと いっ た 凄 味 は 見 られ な い 。 
この 好い 加減 さ は ジャ ケッ ト 、 タ イト ル に も 見 られ る 。「NEU」 は 日 
常 ド イツ 製品 の パッ ケー ジ 等 に よく 見 られ る 、 ト ラフ ィ ッ クコ ー ン 
が 日 常 アウ トバ ー ン で 見 られ る 以上 に 。 ( 療 提 寺 ) 





NEU! 
2 


LP/Brain 1028 "73 年 








ツナ ギ 次 の ジャ ー マ ン ロッ クン ロー ラー の まわ し を 入れ な い ド ラ 
ム (後に Newwave、 ウ ルト ラヴ ォ ッ クス な ど に 影響 を 与え る ) に も 
研 き が か か り 、 ド イツ 風 グ ルー プ 感 強し 。 名 曲 super も 曲 に 成っ て い 
る が 傷ん な い 。( シ ング ル は 別 テ イク ノ ) ジャ ー マ ン ロッ クン ロー ル 
的 テー プ 、 エ フェ クト 操作 、 オ ー バ ー ダ プ に よ り 音 数 が 増し 妙 な SE 
も 加わ り ノ イジ ー さ も 増す 。 1st に 比べ アル バム 全体 の まとまり が 悪 
い 一 方 で 「75」 に も 通じ る 比較 的 まとまり の ある 曲 も み ら れ る 名 盤 。 
と ころ で CD 再発 の 予定 は どう な っ た の で し ょ うか 。 ト ニコ ン も 再発 
され た こと だ し 、 ノ イ や A . ム アー も 再発 し て も らい た いも の で す 。 
クラ フト ワー ク の 1st、2nd も 。 (菩提 寺 ) 





ルー ナー4 








NEU! 
Neu 75 


LP/Brain 1062 "75 年 


* 受 





ノイ は クラ フト ヴェ ルク と 並び 、 現 代 の ロッ ク の 重要 な 方 向 を 創 
りあ げた バン ド で ある 。 彼 ら の 残し た 3 枚 の LP の 内 、 本 作 が 最も 親 
し み 易 い 構 造 を 持っ て いる が 、 こ れ は 後 の ラ ・ ァ デュ ッ セ ルド ルフ に お 
いて 進め られ る 方 向 性 で ある 。 彼ら が 執 失 に 打ち 続け た ハン マー ビ 
ー ト も 当時 の 音楽 ファ ン に は 冷笑 され た 物 だ が 、 ニ ュー ウェ ー ヴ 現 
象 以 後 ( ま る で 70 年 前 半 の 全て の ロッ ク バ ンド が プル ー ス を 下地 に 
し た 様 に ) 頭打ち の ビー ト は ロッ ク に 不可 欠 な も の と な っ た 。 フ ァ 
ー ス ト ・ ア ル バ ム (72 年 ) か ら 一 貫 し た この ビー ト は スカ イ ・ レ ー ペ ベ 
ル 等 に 受け つが れ 、 現 在 で も 追従 者 が 多い 。 ち な み に プ ロ デ ュ ー ス 
は コニー・ プ ラン ク 。B① な ど は 早 す ぎ た パ ンク と 言っ た 感 が ある 。 

(中 野 ) 





LA DUSSELDORF 
La Disseldorf 
LP/Nova 622550 76 年 


Z 天 
に つら 


NEU の ビー ト を つく り 出 し た クラ ウス ・ デ ィ ン ガ ー が 、 ポ ボッ プス 
を 目指 し LA DUSSELDORF に な っ た 。 NEU の ギタ リス ト 、 ミ ヒ ャ エ 
ル ・ ロ ー タ ー が 行っ た 先 、HARMONIA の 「Deluxe」 を 延長 させ た よ 
うな ドイ ツ ・ エ レク トロ ニク ス 派 と の 合成 物 。 トー マス ・ デ ィ ン ガ 
ー の 傑作 「Fur Mich」 に 流れ る キー ボー ド も 、 こ の 辺り の 分 派 に な 
る 。 LA DUSSELDORF の ポッ プス は 、 KRAFTWERK な ん か の 人 工 的 
な 臭い の する 合成 音 を 使っ た ドリ ー ム 感覚 溢れ る も の だ 。 ド イツ の 
この 周辺 で な けれ ば 出 て こ な か っ た ポッ プス と いう 気 が する 。 変 に 
べ ベト つか ず 、 だ か ら と 言っ て ハン マー・ ビ ー ト の 冷た さ で も な いし 、 
テク ノ で も な い が 、 そ れ ら の 感触 は どこ か で 通じ て いる 。 と て も 夢 
見 な 空気 が 充満 し て いる の で 聴い て みて ほし い 。 (松本 ) 





LA DUSSELDORF 

Viva 

LP /Teldec 6.23626 AO 79 年 
CD/Teldec 8.23626 








デュ ッ セ ルド ルフ が NEU の 発展 パン ド で ある 事 は 周知 の 通り 。 本 
作 は その 2 枚 目 の 作品 で ある 。 B 面 の SKY 独 得 の ビー ト に 乗せ た 、 き 
ら め く ば か り の ナン バー は 長年 試行 錯誤 を 続け た 彼ら の 一 つの 頂点 
で あろ う 。 ジ ャ ー マ ン ロッ ク の イメ ー ジ で ある 「 暗 く 重 い 」 を は ね 
の け 、 真 昼 の 明る さ の 中 で 自己 を 問う た 彼ら の 音楽 は 下手 な 批評 な 
ど 受 けつ け な い ほど 力強い 。 彼 ら の 所 属し た スカ イ ・ レ ー ベ ル は 共 
通し て この タイ プ の 音 作り を し た が 、 現 代 に お いて も 彼ら の 影響 を 
受け た バン ド は 後 を 絶た な い 。 ド イツ を 語る 時 、 忘 れ て は な ら な い 
の は 、 英 米 の ロッ ク が ニュ ー ウ ェ ー ヴ を 区 切り に 世代 が 変わ っ た の 
に 対し 、 新 旧 の 交流 が さか ん で あり 、 基 本 的 な 音 世界 が 変っ て いな 
いと 言う 事 で ある 。 (中 野 ) 





LA DUSSELDORF 
Individuellos 
LP/Albion ALB107 '81 年 


工業 都市 デュ ッ セ ルド ルフ の 名 を 冠 し た クラ ウス & ト ー マ ス ・ デ 
ィ ン ガ ー 兄 弟 の ユニ ッ ト の 3 枚 目 。 相 変わ ら ず の マー チ 風 あり 、 ビ ー 
トナ ン バ パー あり と いっ た 内 容 だ が 、 ト ー マ ス ・ カ ラー が 強く 出 て いる 
反面 、 疾 走 感 や 攻撃 性 は 弱まり 或 る 意味 で 煮 つ ま っ て し まっ た 感 が 
強い 。 エ レク トロ ビー ト を 多用 し 音色 の ヴァ リエ ーション は 増し て 
いる が 、 従 来 の 思い 切り の 良さ が な く 、 ト ー タ ル 性 が ある に も か か わ 
ら ず 散漫 と し た 内 容 に な か っ て し まっ て いる 。 と は 云え 飛行 時 代 を 象 
徴 す る か の 様 な 自信 に 満ち た 明る い 曲 調 は 、 か えっ て ドイ ツ 全 体 主 
義 を 連想 させ る 部 分 な ども あっ て 、 そ れこ そ イ ンタ ー ナ ショ ナル で 
は な く 地 或 性 、 個 人 性 を 考慮 し な いと 評価 は 難し い の か も 知れ な い 。 
ドイ ツ 、 イ ギリ ス で は 大 き な 影 響 力 を も っ て いた グル ー プ 。 (嶋田 ) 








KLAUS INGER 
Nepmdiam 
LP/Teldec 6.26019 '85 年 





風貌 、 音 楽 性 と も 、 ド イツ ・ ロ ッ ク 異 色 の パー ソナ リティ ー で あ 
る クラ ウス ・ デ ィ ン ガ ー の 、 ノ イ で も デュ ッ セ ルド ルフ で も 、 無 論 
クラ フト ヴェ ルク で も な い 個 人 名 義 の アル バム 。 1 曲目 は 行進 曲 風 、 
テク ノ あ り パ ンク 風 あ り で 、 パ ンク ファ ッ シ ョ ン に ケバ い ダ ー テ ィ 
ー な アー トワ ー ク な ど 、 端 的 に パイ カ れ て や が る “。 ド イツ ニュ ー ウ 
ェ ー ヴ の カリ スマ 的 存在 な の で あろ う 。 音 は や は り ノ イ の メン バー 
で あっ た と 一 聴 し て わか る が 、 ロ ー タ ー 程 論理 的 で な く 感 覚 的 。 音 
質 の 開放 性 や 歌詞 の 外向 性 、 ユ ー モ ア な と 国籍 不明 の 印象 。 ハ ンマ 
ー ビ ー ト の スト レー ト さ や マー チ ス タイ ル に ドイ ツ を 感じ は する が 。 
ポッ プ で ダー ティ ー、 妙 に カッ コ 良 さも あっ て 、 デ ュ ッ セル ドル フ 
より バラ エ テ ィ ー に 富ん で いる 。 (嶋田 ) 








THOMAS DINGER 
Fr Mich 
LP/Teldec 6.25126 82 年 


THOAHS DINGER 


ノイ の 3rd に も 参加 し 、 解 散 後 、 兄 K. デ ィ ン ガ ー と 共に LA DUSSEL- 
DORF を 結成 し た トー マス ・ デ ィ ン ガ ー の ソロ アル バム 。 様々 に メイ 
ク を ほど こし た T. デ ィ ン ガ ー の 写真 が 、 ジ ャ ケッ トワ ー ク 全体 を 埋め 
て いる 。 音 も ノイ 、 デ ュ ッ セル ドル フ 系 の 質 を も つが 、 カ リオ ペ っ 
ぽい 生音 楽 を 使っ て みた り 、 3 拍子 の 曲 が 多かっ た り と 、 一 味 ち が 
っ た 雰囲気 が ある 。 意 識 的 に 異種 の 曲 を 並べ た 感 が 強い 。 兄 が カリ 
スマ 性 の ある タイ プ と する と トー マス の 方 は 器用 な 才 人 と いっ た タ 
イプ か も 知れ な い 。 何と な く イ ー ノ 兄弟 を 連想 し て し まっ た 。A 面 が 
*Fur Mich” で 終わ り 、B 面 は Fur Ench” で 終っ て いて コン セ プ チ 
ュ ア ル な アル バム と な っ て いる 様 だ 。 曲 に よっ て 、 ハ ル モ ニ ア の 「 Deluxe」 
の 雰囲気 に 近い と 云え ば 当っ て いる か な 。 (嶋田 ) 





7 ジブ 





KRAFIWERK 


@ 中 野 泰博 


"68 年 、 ク ラシック を 学ん で いた ラル フ ・ ハ ッ タ ー と フロ ー リ 
アン ・ シ ュ ナ イダ ー が ケル ン の ラジ オ 局 の 放送 し た 電子 音 
楽 を 耳 に し て 、 そ の 足 で ラジ オ ・ パ ー ツ を 買い に 走っ た の が 
クラ フト ワー ク の 始ま りら し い 。 真 偽 は さて お き 、 彼 ら は エレ ク 
トロ ニク ス 音 楽に 興味 を 持ち 、 オ ー ガ ニ ゼ イシ ョ ン 名 義 か ら 
2nd ア ル バ ム まで 、 未 知 の 音源 で ある 電子 音 を 模索 する 作 
品 を 作り 続け て いた 。 そ れ は 楽器 音 の 電子 変調 で あり 、 コ ン 
セプト と し て は 音楽 の 抽象 化 と いっ て いい 。 注 目 し て ほし い の 
は これ ら の 初期 作品 か ら 何 ら 既 製 の 概念 を 基盤 と し て いな 
い 点 で ある 。 彼 ら の 音楽 は 常に メッ セー ジ や エモ ーション に よ 
る ロッ ク 幻 想 か ら は か け 離 れ て いた 。 こ の 乾い た 姿勢 が ロッ 
ク ・ フ ィ ー ル ド か ら の 評価 を ニュ ー ウ ェ ー ブ と 共に 沸き 起こ っ 
た 『 意 識 革命 の 時 代 ま で 、 正 当 に 為 さ れ な か っ た 原因 と い 
える 。 

「 ア ウト バー ン 」 の 制作 され た 時 代 、 シ ン セ サイ ザー は 実験 
音楽 か 、 富 田 /W.CARLOS の よう な シミ ュ レ ーション 、 キ ー 
ス ・ エ マー ソン ・ タ イプ の 『 飛 び 道 具 』」 ぐ らい に し か 使わ れ て い 
な か っ た 。 唯 一 クラ フト ワー ク は 電子 音 の 習性 に 気 を 使い 、 
その 特性 に 合わ せ た 音 楽 を 作り 上 げ て いっ た の で ある 。 す 
な わ ち 、 機 械 に よる リズ ム 、 コ ント ロー ル さ れ た ノイ ズ に よる コー 
ド 、 定 数 倍 の リフ 、 最 小 限 の 構成 等 で ある 。 彼 ら の その 後 の 
作品 が 、 巻 に 溢れ る シン セ / 打 ち 込 み 音楽 と 完全 に 一 線 を 
画す の は この 点 で ある 。 ポ ッ プ ス を シン セ で 演奏 し た の で は 
無く 、 電 子音 楽 を カモ フラ ー ジ ュ す る た め の ポ ッ プ 性 を 彼ら は 
使用 し た の だ 。 

サー ド ・ ア ル バ ム 、「 ラ ルフ & フ ロー リア ン 」 に お いて その 後 
の 音楽 性 を ほぼ 固め 、「 ア ウト バー ン 」 以 降 の 作品 で は 自ら 
を 律する テー マ を 各 ア ル バ ム 毎 に 定め 、「 ラ ジオ ・ ア クティ ビ 
ティ 」 ま で は 多少 の 人 間 性 が 残っ て し まっ た が 、「 ト ラン ス ・ ヨ 
ー ロ ッ パ 」 か ら は 完全 に 人 間 的 な 誤差 を 排除 し 、 聞 く 者 の 感 
情 移 入 を 受け 付け な い 鉄 の 骨格 の み と し て 成立 し て いる 。 
^ モ デル "で 恋 を うた っ て も 、 も は や リス ナー に 伝え る も の な ど 
無い 。 

彼ら と 同時 期 か ら や は り 無 機 質 な 電子 音楽 に 取り 組ん 
で いた クラ スタ ー 一 派 (別項 参照 ) は さら に 感覚 的 ・ 音 響 絵 
画 的 な アプ ロー チ を と っ て お り 、 ク ラフ トワ ー ク の よう な 明確 
な 現実 と の 接点 は ほぼ 無い 。 彼 ら の 音楽 は その 特質 か ら 、 ド 
ラマ / 感 動 を も と め る 従来 の リス ナー か ら 理 解 が な か っ た が 、 
プロ グレ ッ シ ヴ と は 形式 で は 無く 、 音 楽 の 可能 性 の 探求 心 
で あっ た は ず だ 。( こ の 点 か ら 筆 者 は 革新 的 な 概念 を も た な 
い 音 楽 は 認め な い 。) 

その 後 の '78 年 前 後 か ら 沸 き 起こ っ た ニュ ー ウ ェ ー ブ は そ 
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れ ま で の ロッ ク の 概念 を 一 度 ゼ ロ に も どす 事 か ら 始 まっ た 
が 、 こ の 時 期 ニ ュー ヨー ク ・ フ ァ ン ク 、 テ クノ ポッ プ ・ ブ ー ム が こ 
ぞ っ て クラ フト ワー ク の 独自 の 感覚 を 流用 し 、 彼 ら の 打ち 出 
し 続け た 電子 音 が 一 般 の 耳 に 届く よう に な っ た 。 機 械 音 の リ 
ズム も 新しい ビー ト と し て ディ スコ か ら 火 が つき 、『「 オ リ ジ ナ ル ・ 
テク ノ 」』 と し て の 彼ら の 名 前 は 飛躍 的 に 高まっ た 。( 以 前 に 「 ア 
ウト バー ン 」 の ヒッ ト も あっ た の だ が 、 シ リア ス に うけ と め た 人 
間 は いま い ) 

それ まで は スタ ジオ で の 音楽 制作 ユニ ッ ト で あり 、 単 発 的 
な ライ ヴ し か 行っ て いな か っ た 彼ら は 、'80 年 前 後に 自身 の ス 
タ ジ オ 「 ク リン グ ・ ク ラン グ 」 の 改造 を 行い 、 機 材 の 進化 に より 
可動 式 に な っ た スタ ジオ ご と コン ピュ ー タ ー・ ワ ー ル ド ・ ツ アー 
を 行っ た 。 シ ベリ ア 鉄 道 経 由 で この 日 本 に まで 及 ん だ この ス 
テー ジ は 一 昨年 の MIX ツ アー で も 踏襲 され た 構成 で 、 四 人 
が V 字 形 に 並列 に 並び 、 バ ッ ク に は 4 面 の ビデ オ ・ ス クリ ー 
ン 、 電 卓 で 客 に 端末 機 を いじ ら せ 、 ラ スト は 演奏 を 順に オー ト 









































ORGANISATION 
Tome Float 
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オル ガニ ゼー ショ ン は クラ フト ヴェ ルク の 前 身 で あり 、 か ね が ね そ 
の 名 の み 知ら れ て いた が 、 ラ ルフ と フロ リア ン の クラ シッ ク を 学ぶ 2 
人 が 出会っ て 結成 され た と いう 事 で 、 実 験 的 な アル バム を 作っ た と 思 
われ て いた 。 メン バー 5 人 で KW より も リズ ム 楽 器 を 多用 し て KW の 
1st・2nd で 聴け る オル ガン と エレ クト リッ ク フ ル ー ト を 主体 に し た き 
わ め て ロッ クス ピリ ッ ト 浴 れる 演奏 を や っ て いる の に 驚か され る 。 す 
で に プロ デュ ー ス に コニー・ プ ラン ク の 名 が み ら れ 、 後 に NEU を 結成 
する クラ ウス ・ デ ィ ン ガ ー は 参加 し て お ら ず 、KW の 1st で は バック を 
務め た だ け の よう だ 。KW と な っ て か ら 次 第 に 音 は 抽象 的 "シン プル な 
方 向 性 を めざし 、 パ ー カ ッ シ ョ ン 群 は エレ クト ロニ クス 楽器 に と っ て 
か わり 、「 ア ウト パー ン 」 で 飛躍 的 な 変化 を と げ て いく 。 (木野 ) 











に 切り 替え 、 一 人 ずつ 去っ て 行く 、 と いう スタ イル だ 。 

し か し この 後 む 80 年 代 は 機材 の 進歩 が 著しく 、 な に を や っ 
て も 半年 後に は 時 代 遅 れ に な っ て し まう 状態 で 、 彼 ら も 沈 時 
を 余儀 な (され た 。'83 年 に 予定 され た 「『 テ クノ ポッ プ 」』 な る アル 
バム は 先行 シン グル 「『 ツ ー ル ・ ド ・ フ ラン ス 」』 が リリ ー ス され な 
が ら 発売 中 止 に な り 、 更 に 3 年 後 よ う や く 『 エ レク トリ ッ ク ・ カ フ 
ェ 』 と し て 日 の 目 を 見 た 。 し か し この 作品 は 音楽 の 完成 度 と し 
て は 全く 文句 を つけ る 部 分 は 無い の だ が 、 彼 セプト 、 
音楽 性 が も は や 完成 し 行き 詰 PF 
も の だ っ た 。 

誰 も が 彼ら の 6 
ら 実 に 5 年 の プラ > 
だ っ た 。 こ れ は 既 発 
の デジ タル 技術 に より 
植 さ れ て お り 、 ま さ に 
の だ 。16 ビ ー ト を 『 時 代 ( 
化し た 」』 と 取っ て も か まわ 
奇妙 に 同調 し た この アル 、 ま た も 彼ら は 『 電 子音 の 分 
野 で は 孤高 の 存在 」 で ある こと を 証明 し た 。( 個 々 の アル バ 
ム に 関す る 解説 は レビ ュー 参照 ) た だ し この 間 に 15 年 間 不 
変 だ っ た グル ー プ 内 に 香 裂 が 生じ 、 エ レク トリ ッ ク ・ パ ー カ ッ 
ショ ン の 二 人 ( ウ ルフ ガン グ ・ フ ルー ア 、 カ ー ル ・ バ ルト ス ) が 
脱退 、 エ ンジ ニア の フリ ッ ツ ・ ヒ ルパート が 参加 し て いる が 、 も 
う 一 人 の 席 は 今 の 所 不定 らし い 。 

ロッ ク 史 上 に お いて 、 ひ と つの ジャ ン ル の 性 質 す べ て を 独 
カカ で 作り 上 げ て し まっ た と いう 例 は 彼ら だ け で は な か ろう か 。 
それ は いま や 先鋭 音楽 の 中 心 を 成 し て いる と 言っ て いい 。 と 
も あれ 彼ら は 現役 で あり 、'94 年 中 に は 新作 を 発表 の 予定 で 
ある 。 
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ここ で 聞か れる 音楽 に 現在 で は メン バー 自身 納得 が いか な い の だ ろ 
う 。 ピッ グ ネ ー ム な 存在 に も か か わら ず 未 CD 化 の ファ ー ス ト ・ ア ル バ 
ム 。 収 録 の 四 曲 は それ ぞ れ 10 分 前 後 で POPS の 要素 は まっ た く 無 い が 、 
当時 の シン セ 音 楽に あり が ちな 重 苦 し さ は 皆無 で ある 。 実は この 時 点 
で シン セ サ イ ザー は 未だ 導入 され て お ら ず 、 オ ル ガ ン 、 フ ルー ト と い 
っ た 楽器 編成 に よる 作品 な の だ が 、 す べ て の 音色 は 加工 し て あり 、 曲 
は 反復 を 使用 し た 独自 の も の だ 。 同 時 期 の ジャ ー マ ン ・ ロ ッ ク ・ バ ン 
ド の カオ ス と 比べ る と 著しく 無機 的 な 音楽 と いえ る が 、 当然 生 演奏 で 
あり 、 彼 ら の 目指 す 完成 度 に は ハー ド 面 で の 制約 に より 至れ て いな い 
し コン セプト も は っ きり と は し て いな い 。A① は アウ トバ ー ン の 頃 ま 
で レパートリー に な っ て いた 初期 の 代表 曲 。 (中 野 ) 


KRAFTWERK 
2 


LP/Philips 6305 117 71 年 








71 年 作 。 収 録 の 各 タ イト ル は 端的 に 曲 の イメ ー ジ を 解説 し て いて 、 
一 曲 め の 『 ク リン グ ・ ク ラン グ 』 (ドイ ツ 語 で 鉄 を た た いた 擬音 / そ 
の 後に 彼ら の スタ ジオ 、 プ ロダ クシ ョ ン 名 に な る ) は 金属 音 の モア 
レ か ら 規 則 正しい リズ ム が 繰り 返さ れ 、 テ ー プ の スピ ー ド を 上 げ て 
コー ド チ ェ ン ジ し て ゆく 。 リ ズム は 既に ドラ ム ・ マ シー ン を 使用 し 
て いる が 、 前 作 同 様 基本 的 に は 生 演奏 。 た だ し ギタ ー や ベー ス の 音 
色 も 奏法 も ロッ ク の 常識 外 で ある 。 即興 的 な 部 分 で も 自己 主張 や 疎 
張 感 と は まる で 無縁 な 、 空 間 を 異質 化 さ せる 感覚 を メイ ン に 作ら れ 
て いる 点 に 注意 され た い 。 中 年 の イメ ー ジ し か な い フ ロー リア ン ・ 
シュ ナイ ダー が 内 ジャ ケ の 写真 で 若者 の 顔 し て いる の が か 気持 ち 悪 い 。 
ほん と キチ ガイ だ な こい つ は 。 (中 野 ) 





KRAFTWERK 
Rolf & Florian 
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この 3 曲目 を 今 の 機材 で リメイク する と 、 ア ン ビ エン ト ・ ハ ウス 
に な る 。 未 CD 化 の た め 『 初 期 の 3 枚 』」 な ど と ひと まとめ に 語ら れる 
事 が 多い が 、 こ の サー ド は 明らか に 方 向 性 が 決ま り 、 効 果 が ハッ キ 
リ と 打ち 出さ れ て いる 。 重い イメ ー ジ の 音 が 姿 を 消し て 、 音 遊び が 
で ぐっ と スム ー ズ に な っ て いる の だ 。 ア ル バ ム ・ タ イト ル ど お り サ ポ 
ー ト ・ メ ン バ ー 無 し の 二 人 で 録音 され 、 前 作 か ら の リズ ム ポ ックス 
に 加え 、 ヴ ォ コ ー ダ ー ( 声 の 電子 変調 ) も 使用 、 演 奏 の 機械 化 が 始 
まっ て いる 。 初 回 発売 分 に は サブ プ ・ メ ン バ ー、 エ ミー ル ・ シ ュ ル ト 
に よる コミ ッ ク が 付い て お り 、 実 に 下手 クソ な の だ が 、 当 時 の 二 人 
の ガー ルフ レン ド の 写真 が あっ た り も し て 、 シ リア ス さ が 無く て 良 
い 。 英 国 盤 の み プ リン ト 基 盤 銀 色 浮 き 出し の 別 ジ ャ ケッ ト 。 (中 野 ) 


KRAFTWERK 
Autohahm 


LP /Philips 6305 231 74 年 
CD/EMI 7461532 





車 の 走行 の シミ ュ レ ーション と いう 必要 最低 限 の テー マ を 基 に 制 
作 さ れ た 出世 作 。 明 確 な 機械 リズ ム と リフ レイ ン 等 、 一 気 に 手法 を 
固め 始め た 。 他 の 曲 も 『 朝 の 散歩 』 は 小鳥 の さえ ずり や 小川 の せ せ 
ら ぎ の シミ ュ レ ーション 、『 コ メッ ト ・ メ ロディ ー』 は 流星 の 音 と い 
う タ イト ル 通 り の 内 容 で ある 。 楽器 を 演奏 する と いう 概念 は この 時 
点 で すでに 無く な っ て いる 。 実 験 音楽 で は 楽し みにくい シン セ 音 ( パ 
ルス 、 パ ン 、 刺 激 音 ) を ぎり ぎり の 所 で 音楽 に まとめ あげ た 名 盤 と 
いえ る が 、 現 在 か ら す る と まだ 過渡 期 の 作品 で ある 。 タ イト ル ・ チ 
ュー ン を エディ ッ ト し た シン グル が 大 ヒッ ト と な り 、 彼 ら の 名 前 と 
存在 は 世界 に 知れ 渡っ た の だ が 、 音 楽 性 その も の の 正当 な 評価 を さ 
れ て いた と は 言い 難い 。 よ ー す る に ゲテモノ 扱い だ っ た 。 (中野) 
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いま さら これ を プロ グレ / ユ ー ロ ・ ロ ッ ク と し て 聴く 人 間 は いな い 
だ ろう が 、 テ クノ ポッ プ と いえ る 曲 は 実に 2 曲 ・6 分 し か な い 。 ラ 
ジオ / 電 波 が 今回 の テー マ だ が 、 均 等 な エレ クト ロ ・ パ ー カ ッ シ ョ ン 
の 入ら な い 、 曲 と し て 形 を な し て いな いそ の 他 の 曲 に お ける 電子 音 
の 構成 の 上 手 さ は 、 ビ ー ト に 依存 し な か っ た ここ まで の 音 の 使用 法 
の 研究 成果 で あり 、 その後 の フ ォ ロ ワー が 逆立ち し て も か な わな か 
っ た 最大 の 原因 。 一 気 に 歌詞 の ある 曲 が 増え て いる が 、 あ くま で 情 
景 描写 の 範囲 の 内 容 。 タ イト ル 曲 は 近年 MIX で も リメイク され た が 、 
ここ で の オリ ジ ナ ル ・ ヴ ァ ー ジ ョ ン は は 鉄 の 骨格 の み に よ る スト イッ 
ク な カッ コ 良 さ が あ る 。 し か し 時 代 は まだ 75 年 、 前 例 の 全く 無い こ 
ん な 音楽 を 演 っ て いた の は 彼ら だ け で ある 。 (中 野 ) 
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自ら の スタ イル を 徹底 し て 設定 し 、 飛躍 的 に 完成 度 の 増し た 77 年 
の 作品 。 規 則 正 し い シ ン セ ・ ア ル ペ シオ に 乗せ て 、 重 さや 暗 さ の 全 
く 無 い マ シン ・ ボ イス が リフ レイ ン し て 行く 。 レ トロ な 未来 を 歌っ 
た バン ド は 幾つ か ある が 、 彼 ら は 音楽 を の も の が そう 言っ た イメ ー 
ジ に 作ら れ て いる 。 一 曲 内 で の 構成 は 均等 に 配分 され 、 い わ ゆ る キ 
メ と いう 物 が 無い まま 繰り 返さ れ て いる 。『 テ クノ ・ ポ ッ プ 』 の 誕生 
で ある 。 6 チャ ン ネ ル で 録音 され た と いう が 、 確 か に その くら い の 
音 し か 入っ て いな い 。 ここ まで 構成 要素 を 減ら し て し まう と ふつ う 
曲 に な ら な い ぞ 。 こ の 作品 以降 アル バム は も と より シン グル まで 独 
語 と 英語 の 二 種 類 発売 され る よう に な る 。( さ ら に この アル バム は フ 
ラン ス 盤 の み シ ョ ー ル ー ム ・ ダ ミー は 仏語 。) (中 野 ) 
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代表 作 で あり 完全 と いう 言葉 の 使え る 数 少な い 作品 。 機 械 に よる 
正確 な リズ ム 、 極 端 に 音 数 の 少な い メ ロディ 、 定 数 倍 の 繰り 返し 。 
お 揃い の シッ ク な コス チュ ー ム 、 さ ら に マネ キン の シミ ュ レ イト で 
ある 元祖 ・ テ クノ ・ カ ッ ト ・ へ アー/ こ こま で 彼ら は 独力 で 作り 上 
げた の だ 。 ジ ャ ケッ トワ ー ク まで 含め あま り に 徹底 的 で ポッ プス を 
期待 する 向き に は 、 そ れ す ら 最小 限 な 内 容 に と っ つき に くさ を 感じ 
る か も し れ な い 。 実験 音楽 と 遠く 離れ た 姿勢 同様 、 彼 ら は ロッ ク か 
ら も 距離 を 置い て 存在 し て いる 。 ヒ ッ ト 曲 『 ロ ボッ ト 』 に せよ シー 
ケン ス ・ パ ター ン は 最後 まで 何 の 変化 も 無い し 、 9 分 に わた る 『 ネ 
オン ハイ ツ 』 の 2/3 は きら めく 電子 音 の リフ レイ ン だ け で ある 。 そ し 
て それ は その 後 の ハ ウス の 快感 原則 を も 暗示 し て いる 。 (中 野 ) 


KRAFTWERK 
(0mputerworl 
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評価 が 決定 的 に な っ た に も 関わ ら ず 、 前 作 か ら 3 年 の ブラ ンク の 
後に 発表 され た 。 日 々 進歩 する テク ノロ ジー を 導入 すべ く ク リン グ 
クラ ング ・ ス タ ジ オ の 改造 を 行っ て 制作 され た この アル バム は 、 ス 
タイ ル 自 体 は 前 作 か ら 大 き な 飛 躍 は 無い も の の 、 ト ー タ ル に 完成 し 
て お り 、 全 体 に 余裕 の 感じ られ る 『 遊 び 心 の ある 』 非 常に 楽し い 作 
品 と 言え る 。 電 卓 の シン グル は 日 本 語 を 含む 4 カ国 語 で リリ ー ス さ 
れ た 。 可動 式 に し た 電子 機材 に より 大 規模 な ツア ー が 行わ れ 、 シ ベ 
リア 鉄道 経由 で 現在 まで 唯一 の 来 日 を 果 し た 。 と ころ で この 作品 は 
必ず ドイ ツ 盤 CD か 、 オ リ ジ ナ ル LP を 買う こと 。 ジャ ケッ ト 、 ク レジ 
ッ ト が 油 光 印刷 の た めで 、 ネ オン の よう に 光る デジ タル 文字 が な け 
机 ば ダ 0 だ 下 で ミ ま り ぐ ヨコ ジン セ ワ トト が の だ か りら (中 野 ) 





KRAFTWERK 
Lt りえ 
FRANCE Tour De Framce 
12" Single/EMI 165204-6 '83 年 





アル バム 未収 録 の シン グル 曲 ツー ルド ・ フ ラン ス ? は 本 来 83 年 
に リリ ー ス 予定 の 『 テ クノ ポッ プ 」 の 先行 シン グル だ っ た 。 し か し 
アル バム の 発売 は 中 止 さ れ 、 大 半 の 曲 は '86 年 の 『 エ レク トリ ッ ク ・ 
カフ ェ 』 に 持ち 越 さ れ た 。 現在 で も 公式 に は CD 化 さ れ て いな い 曲 だ 
が ライ ヴ で は 必ず 演奏 され て いる 。 数 多く の ヴァ ー ジ ョ ン が 存在 す 
る が 、 カ ー ル ・ バ ルト ス の エレ クト リッ ク ・ パ ー カ ッ シ ョ ン の 燈 裂 
する リミックス 版 は それ まで に な い ア グレ ッ シ ヴ さ で あり ファ ン 必 
聞 と いえ る 。 フラ ンス 語 が 基本 テイ ク で 英語 版 は 存在 し な い 。 (ノリ 
が 悪かっ た そう だ ) た だ し 例 に よっ て ドイ ツ 語 で 歌っ て いる 。 こ の 
前 後 か ら ラ ルフ は 自転 車 マ ニア に な り 、 ウ ルト ラ ・ ハ イ テ ク ・ 自 転 
車 を 何 台 も 所 有 し て いる と の 事 。 何 と ドイ ツ 人 的 な 奴 だ 。 (中 野 ) 


KRAFTWERK 
Electric 6afe 


LP /EMI ICO64 240644 "86 年 
CD/EMI 7464202 





機材 の デジ タル 化 の た め 、'83 年 に 企画 され た アル バム 『 テ クノ ・ 
ポッ プ 」 を 先行 シン グル ・ ツ ー ル ・ ド ・ フ ラン ス を リリ ー ス し な が 
ら オ クラ 入り させ て 、'86 年 まで 発売 の 延び た 9 作 目 。" テ レフ ォ ン ・ 
コー ル ”(B① ハ ウス フォ ー ン は 12 イ ンチ で し か 聞け な い リ ミッ クス ) 、 
* ミ ュー ジッ ク ・ ノ ン ・ ス トッ プ ′” が シン グル ・ カ ッ ト さ れ 、 ア メリ 
カ の ダン ス ・ チ ャ ー ト の トッ プ に も な っ た 。 A 面 に 当たる 3 曲 は 連 
続 し て お り 、 テ ン ポ も 均一 。 音色 の クリ アー さ は いつ も の こと だ が 、 
難 を 言う と アル バム を 通し て の 大 き な テ ー マ が 不在 で 、 彼 ら の 意図 
し な か っ た 『 テ クノ ・ ポ ッ プ ・ プ ブー ム 』 と デジ タル 音源 に 振り 回 さ 
れ た 感 が ある 。 それで も 当時 存在 し た 他 の エレ ポッ プ ・ バ ンド と の 
差異 は 大 きく 、 孤 高 の 存在 で ある こと に 変わ り は な か っ た 。 (中 野 ) 








MI KRAFTWERK 
The Mix 


LP /EMI Electrola 164-7 96650-1 
"91 年 


CD/EMI 7966502 





選曲 は ベス ト だ が 、 すべ て '91 年 に 新 録 さ れ た も の 。 15 年 不動 だ っ た 
メン パー が 三 人 去 り 、 エン ジニ ア が メン バー と 同等 に クレ ジッ ト さ れ 
て いる 。 旧作 の リメイク と いう と 後ろ 向き な 情け な い イ メー ジ が ある 
が 、 最新 の 機材 は この 機械 化 さ れ た バン ド に と っ て プラ ス に し か 作用 
し な い の は 当然 で 、 こ の アル パム は まき に ヴァ ー ジ ョ ン ・ ア ッ プ と い 
える 。 だ いた い 彼 ら の 単純 化 さ れ た 曲 は 幾ら で も エディ ッ ト が 可能 で 、 
同じ メロ ディ を 使用 し て いる だ け で 、 音 色 、 構 成 が 別 な の だ か ら 新 曲 
と いっ て いい 。 16 ビ ー ト に 細分 化す る こと に より 構成 は 級 密 に な り 、 
ダイ ナミ ズム を 増し て いる 。 熱 知 し た 音 の 抜き 差し 感覚 は 絶妙 だ 。 同 
時 代 に あま た の 打ち 込み 16 ビ ー ト が 池 溢 する 中 、 こ の アル バム の 完成 
度 は 比べ る べく な く 頂 点 で ある 。 あ た り ま え だ 。 (中 野 ) 





ELEKTRIC MUSIC 
ESperamt0 
CD/SPV 084-92892 93 年 





『The Mix」 リ リー ス 直 前 に クラ フト ワー ク を 脱退 し た カー ル ・ バ 
ルト ス の 新 ユ ニッ ト 。 5 年 に 一 枚 し か 作品 を リリ ー ス し な い 事 に 不 
満 だ っ た と いう 。 も う 一 人 の メン バー は 82 年 頃 ラ イン ゴー ルド と い 
う シ ン セ ・ ビ ー ト バン ド に いた 人 物 。 鉄 壁 の 理論 の クラ フト ワー ク 
に 比べ 、 あ ら ゆ る 点 で 彼ら な り に ポッ プ を 意識 し た 内 容 で ある 。 在 
籍 中 に は メロ ディ ・ メ ー カ ー だ っ た こと や 、 デ ジタル ・ リ ー ド ・ シ 
ン ガ ー (マシ ン ・ ボ イス ) の 所 有 者 だ と いう こと も あり 、 ク ラフ ト 
ワー ク の 特徴 は 色濃く 残っ て いる も の の 、 圧 倒 的 に ハデ な 音 作り で 
ある 。 ア ル バ ム と 前 後 し て 別 ヴ ァ ー ジ ョ ン の シン グル を 3 種 リ リー 
ス 。 ラ イヴ に は 同じ く < 脱退 し た ウル フ ガ ング ・ フ ラー も 加わ る と い 
う 、 彼 の 望ん だ フッ トワ ー ク の 軽い 活動 を 始め て いる 。 (中 野 ) 
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久 高 


「 ド イツ 人 は 、 あ ら ゆ る こと を 難し くし て し まう 。 自分 に と っ 
て も 誰 に と っ て も 」 
J・W・V・ ゲ ー テ 
「 ド イツ 人 は ドイ ツ 人 以外 の 何者 で も な く 歴 史 か らし て 、 
ドイ ツ 人 以外 の も る の に な ろう に も 、 な りえ な い 」 
ゴー ドン ・ 人 A・ ク レイ グ 
『 ド イツ 人 』( み すず 書房 ) よ り 
我々 は よく 、 物 事 に 対し て 何 国 的 と いう 言葉 を 使う 。 曰 く 、 
日 本 的 な 風景 、 イ タリ ア 的 な 情熱 、 フ ラン ス 的 な 味 、 イ ギリ ス 
的 な 小説 等 々 。 で は その 「 的 」 と いう 言葉 の 真意 、 例 えば 「 ド 
イツ 的 」 と 用 いる と き の 、 予 め 了 解 さ れ た 共通 認識 、 そ の 実体 
は 一 体 何 な の か 。 普 段 何 気 な く 口 に し て いる この 一 的 な る も 
の へ の 問い か け こ そ 、 そ の 国 の 芸術 を 語る 上 で ひと つの 鍵 と 
な る も の に 違い な い 。 風 土 や 歴史 に 育ま れ た 気質 、 国 民 性 。 
いく ば く か の 偏見 、 思 い 込 み も 含ん だ イメ ー ジ の 総体 。 当 然 、 
個体 か ら 生 み 出 され る 芸術 作品 を すべ て 国 で 切る の は 無理 
が ある し 、 愚 か な こと だ 。 し か し 人 間 が 環境 の 束縛 か ら 完 全 
に 逃れ る こと も 、 極 く 一 部 の 例外 を 除い て また あり 得 な い 。 本 
稿 で は ドイ ツ の 風土 、 歴 史 の 上 に 成立 し た 営 て の 芸術 作品 
と 、'70 年 代 の ドイ ツ ・ ロ ッ ク 、 そ し て 現在 の ドイ ツ を 結ぶ ー 本 
の 糸 た る 「 ド イツ 的 」 な る も の を 少し で も 辿 ろ うと 思う 。 今 の 重 
者 の 興味 か ら す れ ば 上 董 か へ ヴィ な 作業 だ が 、 少 な か ら ず 同国 
の 生み 出し た も の に これ まで 接し て 来 た 人 間 の 自己 確認 の 
意味 も 込め て 。 
まず 確認 し て お きた い の は 、 国 家 の 観 念 な ん て えら く あ や ぶ 、 
や で いい 加減 な も の だ と いう こと 。FLOYD の ~A Great Day 
for Freedom? で は な い が 、 歴 史 的 に も 今日 に お いて も 、 戦 争 
や 政治 的 策略 に よっ て ~ 国 境 は 砂漠 の 砂 の 如く 変転 し 、 ド 
イツ が 統一 され 、EC に よる ヨー ロッ パ 統 合 が 進ん で も 、 隣 国 
や アイ ル ラ ンド は 南北 に 分 か れ た まま だ 。 ま た 日 本 で も 単 一 
民族 国家 だ な ん て 嘘 衝 百 が まかり 通っ て いる 。 第 二 次 大 戦 
時 の ドイ ツ や 日 本 、 そ し て 今日 で も ネオ ナチ や 右 細 が 煽る 民 
族 的 優劣 や 愛国 心 は 、 意 図 的 に 持ち 出さ れ た 幻想 に 過ぎ な 
い 。 し か し 、 民 族 と 政治 的 単位 で ある 国家 は 必ず し も 一 致し な 
いと いう 事実 を 踏ま えて 尚 、 目 に 見 えな い 「 何 か 」 が 、 少なく と 
も 相応 の 歴史 と 安定 性 を 持っ た 国 に は ある 。 で は ドイ ツ の そ 
れ は いつ 頃 形成 され た の か 。 一 つ は ルター に よる 言語 の 整 
理 だ ろう (ハイ ネ に よる と ルター は 最も ドイ ツ 人 的 な ドイ ツ 人 、 


Mi 
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ン ツ 的 」 な る も の 


つま り 神 秘 家 に し て 実際 家 、 狭 量 で 上 厳格 な 学者 で ある と 同 
時 に 、 星 を 愛 で 音 楽 演奏 を 好 ん だ と いう )。 形式 より も 精神 
性 を 重んじ 、 内 面 に 沈 潜 す る 傾向 の 強い 彼 の 新教 か らし て 
ドイ ツ 的 だ が 、 ド イツ 語 に よる 聖書 の 製作 が 交 し た も の は 想 
像 以上 に 大 きい の だ 。 し か し 政治 的 な 意味 で 、 ド イツ が 単 一 
政府 に よる つの 国家 と な っ た の は 、16 世 紀 の 宗 教 改 革 か 
ら 更に 後 の 、 ビ スマ ルク を 擁し た 19 世 紀 後 半 で ある 。 そ の 間 
ドイ ツ は 1618 年 に 起 っ た 30 年 戦争 で 傷 付 き 、 小 諸 邦 に 分 か 
れ て 来 た 。 今 日 で も ドイ ツ は MARQUEE46 号 で 松本 氏 も 書 
か れ て いる よう に 、 中 央 集権 を 持た な い 、 地 方 分 権 色 の 強い 
国 で ある 。 そ の 一 方 で 、 ド イツ 芸術 の 歴史 は 奥深 い 。 文学 で 
は 中 世 、 ニ ー ベ ルン ゲン の 歌 *(1200 年 頃 ) に 代表 され る 民 
族 叙事詩 、 宮 廷 文学 * 騎 士 物 語 で は エ シ ェ ン バ ッ ハ 「 パ ルツ ィ 
ファ ル 」、 恋 愛 叙情 詩 (ミン ネ ザ ン グ ) が 花 開 き 、1516 世 紀 
に は 印刷 術 の 普及 に よっ て 民衆 本 が 流布 (ティ ル ・ オ イレ ン 
シュ ピー ゲル の 愉快 な 悪戯 、 諾 し の メル ジー ナ 、 フ ァ ウ スト 博 
士 等 々 ) し 、 靴 暫 ハ ンス ・ ザ ックス の よう に 名 を 成す 詩人 も 現 
れる 。 そ し て 17 世 紀 の バ ロッ ク 小 説 と 、18 世 紀 の ` シ ュ ト ルム ・ 
ウン ト ・ ド ラン ク *^、 ゲー テ や シラ ー の 登場 以前 も 、 全 く の 空 白 
だ っ た 訳 で は な く 、 後 の 素地 すら 見 出せ る 。 ゲ ー テ に 代表 され 
る 古典 主義 以降 の 、 ロ マン 主義 、 自 然 主 義 、 表 現 主 義 …… 
と いう ドイ ツ 文 学 の 流れ と 豊か さ に つい て は 詳 述 し な い が 、 
古典 主義 と ロマ ン 主 義 の 対立 に つい て は 触れ て お きた い 。 も 
と より この 2 者 に は 相互 の 影響 関係 も ある の だ が 、 敢 えて 図式 
化す る な ら 古 典 主義 = 形式 、 南 方 へ の 憧 慢 。 ロ マン 主義 = 
内 面 、 北 方 へ の 回 帰 、 と いう こと に な ろう か 。 し か し この 2 つの 
方 向 性 と 心情 は 、 共 に ドイ ツ 的 心性 と し て 、 多 か れ 少 な か れ 
一 見 この 対立 する 感情 が 一 人 の 人 間 に 宿 っ て いる と さえ 言 
える 。 こ の アン ビ ヴ ァ レ ント な 感情 も また 「 ド イツ 的 」 と 指摘 する 
こと が 出来 よう 。 両 者 の 内 、 と り わ け ロ マン 主義 は 、 現 代 に 至 
る 哲学 、 音 楽 、 美 術 等 様々 な 領域 で その 響き を 聞く こと が 出 
来る 。 勿 論 ロッ ク も 例外 で は な く 、 精神 性 へ の 陸 湧 、 自国 の 自 
然 、 、 キ リス ト 教 深層 下 の 異教 伝承 、 、 異 界 ・ 超 越 性 へ の 志向 。 
そう し た 心情 の 深み 、「 内 面 性 」 こ そ 、 ド イツ 的 精神 の 発露 で 
あっ た 。 神 と 個人 と の 合 一 を 旨 と する 神秘 主義 思想 や 観念 
論 が ドイ ツ で 花開い た の は 偶然 で は な い 。 内 面 へ の 沈 潜 は 
メラ ンコ リー と 結び 付く 。 ド イツ の 偉大 な 画家 の 一 人 、 ア ルプ ブレ 
ヒト ・ デ ュー ラー の 「 メ ラン コリ ア [」 は 、 そ の 謎 めい た 図像 化 だ 。 





@ デ ュー ラー「 メ ラン コリ ア [」(514) 
芸術 家 の 挫 折 と も 勝利 と も 、 メ ラン コリ ー の 面 性 
と も 解 され る 謎 めい た 負 版 画 。 











@ フ リー ドリ ヒ 
「 月 を 眺め る 男女 」(18g4) 
ロマ ン 主 義 精神 と その 雰囲気 の 精華 。 
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「 ド イツ 的 」 な る も の 


も う 一 人 、 デ ュー ラー か ら 約 300 年 下っ た ドイ ツ ・ ロ マン 派 の 画 
家 C・D・ フ リー ドリ ヒ の 風景 画 に 見 られ る 、 自 然 と その 向う の 
神 性 へ の 敬 虚 な まな ざし 、 宗 教 画 と し て の 風景 画 は や は り 
北方 の 、 ド イツ の 地 で こそ 生ま れ た も の だ ろう 。 バ ッ ハ か ら ベ 
ー ト ー ヴ ェ ン 、 シ ュー ベル ト 、 ワ グ ナ ー、 プ ラー ム ス 、 マ ー ラ ー に 
至る ドイ ツ 音 楽 の 豊か さも 周知 の 通り 。 ト ー マ ス ・ マ ン は 講演 
録 『 ド イツ と ドイ ツ 人 」』 で こう 語っ て いる 。「 ド イツ 人 の 世界 に 対 
する 関係 は 、 抽 象 的 に し て 神秘 的 、 す な わ ち 音楽 的 」 で ある と 。 
音楽 と いう 形 を 持た な いも の 。 秩 序 と 混 当 。 先 に 挙げ た 大 作 
曲 家 た ちの 音楽 の 持つ 精神 的 な 深み と メラ ンコ リア 。 ゲ ー テ 
や モー ツァ ルト と いっ た 幸福 な 例外 を 別 と すれ ば 、 そ の 要素 
は 「 ド イツ 的 」 と 言わ れる も の を 貫い て いる 。 だ が 彼方 ・ 不 可 
視 へ の 憧 慢 は 、 彼 央 ・ 死 へ の 誘惑 と も な り 、 精 神 の 深遠 さ の 
先 に は 、 聞 の 深淵 が 口 を 開け て いる か も 知れ な い 。 ド イツ 精 
神 は 明 さ より も 、「 も う も うと し て 、 あ いま いで 、 生 成 中 の 、 肛 
臓 と し た 、 湿 っ ぽい 、 覆 い の か けら れ た も の 、 す な わ ち "深遠 な 
る も の を 感じ させ る いっ さい の 不確か で 形 の な い 、 変 わり や 
すい 成長 を 愛す る 」 と 言っ た ニー チェ の 言葉 を 思い 出す 。 だ か 
ら と 言っ て 30 年 戦争 や ナチ ス の 慈 劇 を 、 ド イツ 的 精神 の 病 、 
その マイ ナス 面 の 噴出 だ け に 帰す の も 早計 だ と は 思う 。 第 二 
次 大 戦 に 関し て は 日 本 (人 ) も 同罪 な の だ し 、` 聞 "と ~ 光 "は す 
べ て の 人 間 存 在 に 含ま れ て いる の だ か ら 。 し か し その 光 の 高 
さ 、 聞 の 深 さ で や は り ド イツ は 際立っ て いる の だ ろう 。 そ し て ナ 
チ ス の 出現 は 、 後 の ドイ ツ 人 の 意識 に 大 き な 影 を 落と し た 。 
自ら ハイ ド で ある こと を 知っ た ジキル の よう に 彼 等 は 自ら の 
中 の 聞 と 向き 合い 、 自 ら と 自国 を 語る と き 、 批 判 す る に せよ 評 
価 す る に せよ 、 そ れ と 闘わ ね ば な ら な い 。 そ れ は ロッ ク で も 同 
様 に 行わ れ て いた 。 ジ ャ ー マ ン ・ ロ ッ ク が 創出 し た 聞 と 光 、 無 
秩序 と 典雅 な 優美 さ は 、 明 ら か に 意識 的 な 、 自 ら の 出自 と その 
歴史 を 踏ま えて の も の だ 。 自 国 の 文学 作品 (Faust、Wallen- 
stein) や 作家 (Novalis、 Halderlin) を グル ー プ 名 に 冠 する 
に は 、 当 然 それ 相応 の 理解 と 思い 入れ が ある に 違い な い 。 
日 本 で 言え ば 森 鳴 外 と か 真面目 に 名 乗る よう な も の な の だ 
か ら 。 そ れ と ドイ ツ ・ ロ マン 派 に 、 イ ギリ ス ・ ロ マン 派 の バイ ロン 
や シェ リー の よう な 、 ど こ か ロッ ク ・ ス ター 然 と し た “スタ ー” が 
居 な か っ た よう に 、 ジ ャ ー マ ン ・ ロ ッ ク の 自ら ロッ ク 界 の スタ ー・ 
シス テム と 距離 を 置い て いた と 思しき 姿勢 に も 注目 し た い 。 
それ は 貴族 主義 と ス ノ ビ ズム が 魅力 と も な る 国 と 、 根 が 庶民 


職人 の ビー ダー マイ ヤー の 国 と の 違い も ある の だ ろう が 。 ま 
た ジャ ー マ ン ・ ロ ッ ク が 主 に 影響 を 受け た の が クラ シッ ク 、 現 代 
音楽 の 他 に 、 ロ ッ ク で は 思 弁 的 で 、 批 評 的 ・ 精 神 的 な PINK 
FLOYD で あり 、.J.H. の よう な テク ニカ ル で な い シ ン フ ォ ニ ッ 
ク ・ ロ ッ ク が 高い 人 気 を 得 て い た 、 と いう の も 象徴 的 だ 。HR/ 
HM に し ろ プ ログ レッ シ ヴ に し ろ ス タイ リッ シュ に 洗練 され た 
80 年 代 以 降 は と も か く 〈、'70 年 代 に ポジ ティ ヴ な 視点 と 高度 な 
テク ニッ ク を 前 提 と し た 、 つ まり 生 に 対し て も 技巧 に 対し て も 育 
定 的 な YES に 相当 する バン ド が ドイ ツ に は 見 当たら な い の も 、 
ニー チェ が 言う よう な ドイ ツ 的 な メン タリ ティ 、 そ し て 批評 性 に よ 
る も の だ ろう か 。 古 典 主 義 、 ロ マン 主義 、 自 然 主 義 、 表 現 主 義 
と いう 流れ も 、 先 行者 へ の 批判 と 否定 か ら 繰り 返し 生ま れ て 
いる 。 文 学 や 絵画 さえ も 音楽 的 で あろ うと する 国 、 道 に ゴミ ー 
つ 落 ち て いな いと いう 潔癖 性 、 そ し て 発展 する 重工 業 と 「 緑 
の 党 」 に も 見 られ る 自然 ・ 自 国 の 森 へ の 愛着 と 、 ア ルカ イッ ク 
な も の へ の 憧れ 。 思 弁 と 情緒 。 混 を 内 包 す る が 故 の ? 堅 さ 。 
豊か な イマ ジ ネ イ ショ ン と 説教 臭 さ の 共存 する ミヒャエル ・ エ 
ン デ の ファ ンタ ジィ 。 そ うし た アン ビ ヴ ァ レ ンス を 内 包 し つつ 、 
ドイ ツ 的 と いう 言葉 は 、 森 の 深 さ と 呼応 する 精神 性 の 深み に 
収 仏 され る 。 営 て の 故 間 章 氏 の 紹介 や 横尾 忠則 の 宗教 的 
な TANGERINE DREAM 礼 賛 は 、 時 代 も あっ て の 将 か 自分 
に 引き 寄せ た 見 方 だ と 今 で は 思う 。 一 種 生 真面目 で 、 例 えば 
米 や 南欧 の 能 天気 ( 脳 で は な く こ れ が 正しい 表記 ) な パワ ー 
と は 余り 縁 の な い ジ ャ ー マ ン ・ ロ ッ ク は 、 自 ら の 深淵 を 見 つめ 
な が ら 、 技 巧 や 様式 を 越え た 地平 で 、 や が て 余裕 を 持つ に 至 
る が 、 国 際 的 な 衝撃 と 改革 を 韻 し た 。 森 と 守 さ に 培 わ れ た 内 
面 性 、 地 方 分 権 に も 由来 する 、 脱 中 心 化 ・ 脱 構築 。 情 熱 が な 
い 、 人 間 味 に 欠け る と いう 批判 も ある が 、「 我 々 は 人 間 の 熱 
情 の み を ドラ マ と 思い 勝ち だ が 、 覚 め た 冷た い 熱 情 も その 
一 種 だ 」 と いう 画家 アン グル の 言葉 を 覚え て お いて 欲し い 。 

ここ まで 、 北 分 た ど た ど し い 足 どり な が ら ロ ッ ク を 含む ドイ 
ツ 文 化 の 中 の 「 ド イツ 的 」 な る も の を 跡 付 け て 来 た 。 し か し 他 
者 を 問う こと は 自ら を 問う こと で も ある 。 現 実 と 夢想 ・ 観 念 、 人 
間 性 の 聞 と 光 、 身 体 性 と 精神 性 、 商 業 性 と 芸術 性 等 々 の 
高藤 (共に 育 定 す る と いう 実は 険しい 道 も ある が ) や 、 フ ァ シ 
ズム へ の 危険 性 は 我々 自身 の 問題 で も ある の だ か ら 。 こ の 
文章 も 、 ド イツ の ロッ ク や 諸 芸 術 も 結果 と し て で は な く 、 契 機 
と し て 受け 止め て 頂け れ ば 、 と 思う 。 


WUUS 
MISIS 





ABACUS 
Ahacus 
LP/Polydor 2371 225 71 年 





初期 の まだ 幾ら か お と な し い 頃 の ヒプノ シス を キー フ に 結婚 させ 
た よう な カヴァ ー・ デ ザイ ン が 中 々 の セン ス だ と 思う 。 音 の 方 も 71 
年 と いう こと を 思え ば 、 吹 っ きれ の な さと も た つき も 少な く 、1 曲 
目 9 分 半 等 で の ハモ ンド ・ オ ル ガ ン の トー ン を 生か し な が ら の 曲 の 
組立 て の 面白 さも あっ て 、 ブ ルー ス 系 ロッ ク の 鈍 さ 半分 、 シ ン フ ォ 
ニッ ク ・ ロ ッ ク の 萌芽 有り 、 と 中 々 の デビ ュー 作 だ ろう 。 オ ル ガ ン ・ 
ロッ ク の 迫力 は 薄 味 だ が 、 そ の 分 、 リ ズム ・ チ ェ ン ジ の 激 し さ と 絡 
ん で 、AMOS KEY や FRUMPY と 同じ ライ ン に 置い て も いい か も し れ 
な い 。 クラシカ ル な フレ ー ズ が 見 え 隠 れ す る の も この 時 代 な ら マ ニ 
アッ ク な 対象 と も な る は ず 。 FAITHFUL BREATH の デビ ュー 作 程 度 
に は 好ま れる 内 容 だ と 思う 。 (松本 ) 


AbHIM REICHEL & MACHINES 
ie nne Reise-The em JOumeV 
LP/Polydor 2371128 71 年 





アル バム ・ タ イト ル と 同名 の 映画 を 想定 し て 制作 され た 、 サ ウン 
ド ・ ト ラッ ク 作 品 。 作 曲 か ら 演奏 まで 、Achim Reichel ひ と り で こ な 
し て いる 。 彼 ら の 作品 に 共通 する 特徴 と し て 、 ミ ニ マ ル 音 楽 の 概念 
が 盛り 込ま れ て いる 点 が あげ られ る が 、 そ の スタ イル は この 作品 で 
すでに 確立 され て いる 。 短 い フ レー ズ が 少し ずつ タイ ミン グ を ずら 
せ て 次 々 に 出 て くる 様 は 、 水 面 上 を 波紋 が 順 々 に 進ん で ゆく よう な 
イメ ー ジ を 与え る 。 耳 を すま せ ば 不思議 な 世界 へ 邊 いて くれ る 、 有 眼 
想 音楽 と し て の 要素 も 持ち 合わ せ て いる 。 彼 の ヴォ ー カ ル に は グラ 
ム ・ ロ ッ ク の 影響 を 感じ させ る 部 分 や 少し コミ カル な と ころ が あっ 
て 、 演 奏 に よる 表現 力 と 併せ て 聞き 手 を 飽き させ な い 魅 力 が ある 。 
1 (Helmut) 





ACHIM REIEHEL & MACHINES 
Echo 
LP/Polydor 2633 003 72 年 





ドイ ツ ・ ロ ッ ク の 中 で 重要 作 を 多く 発表 し て いな が ら あ まり 話題 
に な ら な い ア キム ・ ラ イヒ ェ ル だ が 、76 年 以降 の どう で も いい アル バ 
ム ば か り CD 化 され て いて は 仕方 な いか も 知れ な い 。 し か し 、 ギ ター 1 
本 で メデ ィ テ ィ シ ョ ナル で 革新 的 な 音楽 を 創っ て いた 当時 の ライ ヒ 
ェ ル は 、 天 エン ジニ ア 、 コ ニー・ プ ラン ク の 力 を 得 て 、 こ の 頃 の " 最 
も 進ん だ ? ミ ュー ジ シ ャ ン で あっ た と 云え る 。 植 物 の 成育 の よう に 増 
殖 す る フレ ー ズ 、 時 に アモ ン ・ デ ュー ル の アル バム を 思い 出さ せる パ 
ー カ ッ シ ョ ン や 幻覚 の よう に 現れ る オー ケス トラ の 音 な ど 、 生 命 感 
と マシ ー ン の 力 を 信じ る ライ ヒ ェ ル の 哲学 的 と も 云え る 信念 を 垣 間 
見 る こと が で きる 。72 年 ハン ブル ク で 録音 され た 意欲 作 。 多 く の 実 験 
が 成 され 結実 し た 時 代 の 、 そ の 中 で も 聴き 応え ある 実験 作 。 (嶋田 ) 


AEHIM REICHEL 
中 
LP/Zebra 2949 006 "73 年 





2 枚 組 大 作 に 続く サー ド は 様々 な タイ プ の 作品 集 と いっ た 感 の 内 
容 だ が 、 デ ィ レ イマ シー ン を 使っ た 反復 と いう 手法 は 随所 に 使わ れ 
て いる 。 基 本 的 に は ブル ー ス や 少し プラ ッ ク ・ ミ ュー ジッ ク の 要素 
90 光 あ の 注 が 、 デ テリ ーッ ライ リー が どの ミニ マル ・ ミ ュー ジッ 
ク の 影響 で あろ うか 、 シ ター ル な どの 東洋 指向 も 相 伺 っ て 、 当 時 の 
カウ ンタ ー カ ルチャ ー の 中 で 形成 され た 反復 の も つ 陶 酔 効果 を 主 と 
し た トリ ッ プ = サイ ケ デ リッ クミ ュー ジッ ク と な っ て いる 。B① の ヴ 
ォ ー カ ルナ ン バ パー な ど 、 ど こま で 本 気 で や っ て いる の か わか ら な い 
が 、 後 の ポッ プ 路 線 へ の 萌芽 と も いえ る も の 。 ド ラッ グ の も た ら す 
精神 の 開放 や ユー トピ ア の 実現 と いっ た 、 当 時 は まだ 真面目 に 語ら 
れ て いた 夢 を 信じ て いる 、 そ ん な 明る さ が 支 配 し て いる 。 (嶋田 ) 








ACHIM REICHEL 
IV 


LP/Zebra 2949 008 73 年 





AR の 中 で 最も 構成 力 の ある 大 作 。 ジ ャ ケッ トワ ー ク も シュ ー ル で 
美しい 。AR の 音 は 不思議 な 浮遊 感 を も っ て 聴き 手 を 包み 込ん で ゆく 。 
アシ ュ ラ の M. ゴ ッ チ ング の 6 枚 目 の 手法 を 先取 り し た 反復 する 折 重 
な る フレ ー ズ の 避 状 の 波 。 中 期 以 降 の ポッ プス 路線 の 為 に 評価 が 低 
い が 、 こ の 頃 の ライ ヒ ェ ル は コズミック 系 や ミュ ン ヘ ン 一 派 ( ア モン ・ 
デュ ー ル 、 ポ ポル ・ ヴ 等 ) に も 匹敵 する 独創 性 を も っ て いた と 思う 。 自 
包 音 や 民族 楽器 の 使い 方 も ポポ ル ・ ヴ の 初期 と 共通 の 感性 を 感じ る 。 
S. ラ イヒ 程 の 理論 的 構築 性 は な い が 、 短 い フ レー ズ が あたかも 自生 的 
に 変化 し 、 そ の うえ に 眼 想 的 な 声 や 管楽器 が 重なっ て ゆく パタ ー ン 
は 、 か な り 初 期 に ミニ マル ・ ミ ュー ジッ ク と ロッ ク の 融合 を 成し遂げ 
て いた 証左 と な り 得 て いる 。AR 版 「Future Days」 で ある 。 (嶋田 ) 





AbHM REICHEL 
Autovision AR5 
LP/Zebra 2949 016 74 年 


IMD0D 
CPM 








ソロ 名 義 に な っ て の 3 作 目 (通算 で 5 作 目 )。 毎 回 多数 の ゲス ト を 
招い て アル バム を 制作 する の で 、 け っ こう 賑やか な 内 容 に 仕上 が っ 
て いる 。 い つも の Reichel の エコ ー・ ギ ター を 中 心 に 、 サ ックス や ク 
ラリ ネッ ト と いっ た 管楽器 、 オ ル ガ ン や ピア ノ 、 パ ー カ ッ シ ョ ン な 
ど が 重ね られ て いる 。 ま た 本 作 に は 新た に メロ トロ ン が 使わ れ て お 
り 、B② な ど で は た お や か な かな 愛 囲 気 を 盛り 上 げ る た め に 活躍 し て いる 。 
テン ポ が や や 早い 曲 も あれ ば ゆっ くり と し た も の も あり 、 リ フレ イ 
ン に よる 眼 想 的 な 曲 の 展開 は 相変わらず と いっ た と ころ 。 本 作 を 最 
後に 、 シ マウ マ 模 様 の 内 袋 で お な じみ の 当 レ ー ベ ル か ら 離 れる こと 
20208 の (Helmut) 





7 ラジ 








AHIM REIEHEL 
Erfolumg 
LP/Brain 1068 '75 年 





Brain 移 籍 し て の アル バム 、` 休 暇 ” と 題 さ れ た この アル バム は 、 
75 年 の 惑星 旅行 の 印象 か ら 生 まれ た アン ソロ ジー で 、 極 色彩 の 沼 の 
ほとり で 恐竜 に 乗っ た り 、 宇 宙 遊 泳 を し た り と いっ た イラ スト が 描 
か れ て いる 。 それ 迄 の ライ ヒ ェ ル の アイ ディ ア や 手法 が 端正 に ま と 
まり を 見 せ た 内 容 で 、 彼 の 独特 の 浮遊 する 様 な 幻想 的 音響 、 生 命 感 
溢れ る ポリ リズ ム 、 シ ュー ル な 具体 音 の 使用 等 、 取 り 合え ず ラ イヒ 
ェ ル を 聴い て みよ うと いう 人 に は 推 め られ る アル バム 。 し か し この 
後 ラ イヒ ェ ル は ポッ プス 路線 と な り 再 び この 作品 まで の 方 向 性 に 戻 
る こと は な か っ た 。 北 ドイ ツ 的 風土 か ら だ ろう か 、 彼 の 音楽 に は 冷 
徹 な 構築 性 と 同時 に 南国 的 な 生命 感 や 色彩 へ の 憧れ と いっ た も の が 
感じ られ る 。 夢 の 中 の 風景 の よう な ロマ ン テ ィ ズ ム も ある 。 (嶋田 ) 


ALBERT MANGELSDORFF 
Tremhirds 
LP/MPS 21 21654-3 73 年 





28 年 生ま れ と いう か ら 、 シ ョ ー フ や プレ ッ ツ マン 、 シ ュ リ ッ ペ ン 
バッ ハ パ 達 より ほぼ 10 歳 年 長 で ある 。50 年 代 に クー ル ・ ジ ャ ズ か ら 始 
め (ドイ ツ 最 初 の モダ ン ・ ジ ャ ズ ・ グ ルー プ の メン バー だ っ た )、 ニ 
ュー・ ジ ャ ズ の 動向 に 触れ な が ら 自 ら の 語法 を 拡大 し つつ 、 や が て 
FMP の ミュ ー ジ シャ ン と の 交流 (例え ば プレ ッ ツ マン ・ ト リオ と 
の 共演 や グロ ー ヴ ・ ユ ニテ ィ ・ オ ー ケ スト ラ へ の 参加 ) に 至っ た 彼 
は 、 だ が や は り 内 省 的 な 宴 黙 さ を 手 放 そ うと は し な い 。 音楽 の 全体 
を 視野 に 置き 、 演 奏 は 慎重 に 音 を 選び な が ら 進 め ら れる 。 こ こ で 聴 
く こ と の で きる トロ ン ボ ー ン ・ ソ ロ は 、 数 々 の 特殊 奏法 を 駆使 し な 
が ら も 、 ゆ る ゆる と 語り 聞か せる よう な ソロ と 反復 の 多様 な 重ね 合 
わせ を 基盤 と し た 、 抑 制 の 効い た 構成 的 な も の で ある 。 (福島 ) 





ALEXANDER VON SEHLIPPENBACH 
lohe Unity 


LP/MPS SB15109 '67 年 





ヨー ロッ パ ・ フ リー・ ミ ュー ジッ ク の メル クマ ー ル 。 38 年 ベル リ 
ン 生 まれ の ピア ニス ト 、 ア レク サン ダー・ フ ォ ン ・ シ ュ リ ッ ペ ン パ 
ッ ハ は ギュ ンタ ー・ ハ ン ペ ル (sax、f) や マン フレ ー ト ・ シ ョ ー フ (tp) 
の も と で フリ ー・ ジ ャ ズ を 学び 、 本 作 に よっ て ヨー ロッ パ ・ フ リー 
の 枢軸 を 築き 上 げた 。 こ こ に 参加 し た の は ドイ ツ を 中 心 に 活躍 する 
MI ショーン IP プレ ウッ ルマン GO デア ロ デ ツ クウ ク G ハン ペル 、 
W・ プ ロイ カー、P ・ コ ヴァ ルト 等 の 錦 々 た る 面々 で 、 そ の 中 に は 
CAN で 活躍 する こと に な る ヤッ キ ・ リ ー ベ ツァ イト や GURU GURU 
を 結成 する マニ ・ ノ イマ イア ー の 名 前 も あっ た 。 こ れ が GLOBE UNITY 
ORCHESTRA と な り 、 大 いな る 1 時 代 を 牽引 。 明快 な コン セプト を 
持っ た 痛快 な 彼ら の ステ ー ジ は !80 年 に 日 本 で も 目撃 で きた 。 (坂本 ) 


ALPHA ORION 
川 nha Oriom 
LP/Glashouse 000 684 '84 年 





クレ ジッ ト は 無い に 等 し い 状 況 が の で 、 メ ン バ ー 等 に 関す る こと 
は 一 切 わ か ら な い 。 オ リオ ン 座 の アル ファ 星 へ の 旅 を テー マ と し た 
架空 の 物語 を 音 ( 楽 ) で 表現 し た も の と 推測 され る 。 A 面 は タイ トル 
曲 の "Alpha Orion" の み で 、 エ フェ クタ 処理 し た ドラ ム (また は シ 
ン セ ・ ド ラム ) の 腹 に 響く よう な 重 低音 の 繰り 返し を 背景 に 、 シ ン 
セ に よる ビー ト が 音色 を 変え な が ら 少 し ずつ 展開 され て ゆく 内 容 で 
ある 。B 面 は 3 曲 か ら 成り 、 何 れ も 低 音域 で 繰り 返さ れる リズ ム ・ 
パタ ー ン が 基本 で 、 シ ン セ が リズ ム を 短く 刻み 、 そ の 上 に ヴォ イス 
が 重なっ た りす る 。 全 般 的 に 非常 に シン プル か な 構成 と 演奏 で 、 冷 徹 
か つ 人 工 的 な 効果 を ね ら っ た も の と 思わ れる 。 (Helmut) 








回 Search Of A Dream 
LP/MPS 78 年 





アメ リカ 出身 。 ウェザー リポ ー ト の 初代 ドラ マー で ラリ ー・ コ リ 
エル と も 交流 が 深い 。 その 関係 で か ヨアヒム ・ キ ュー ン 、 ア ル バ ー 
ト ・ マ ン ゲ ス ド ル フ 、 フ ィ リ ッ プ ・ カ テリ ー ン 、 ロ ルフ ・ キ ュー ン 
等 と '70 年 代 後半 良く 絡ん で いた 。 本 作 で は 前 記 カ テリ ー ン や J・ キ ュ 
ー ン の 他 M・ ヴ ィ ト ウス や S・ ゴ ー ル ド バ ー グ ( 元 マ ハヴ ィ シ ュ ヌ ・ 
オー ケス トラ ) 等 を 迎え 、 本 来 の ファ ンク ・ フ ュー ジョ ン 色 は 抑え 
目 に ヨー ロッ パ 系 の ジャ ズ ・ ロ ッ ク に 接近 し た 一 枚 。 本 人 の あたり 
か まわ ず 叩 き 回 る ドラ ム を 軸 に ヨー ロッ パ 系 の メン バー が 好 ソ ロ を 
披露 し て お り 特 に A④ で の ヴィ トウ ス の アル コ 弾 き は 超絶 的 。 又 、 カ 
テリ ー ン も シャ ー プ な フレ ー ズ を 良く キメ て お り 彼 の セッ ショ ン の 
中 で も 上 位 の プレ イ だ ろう 。 (中 西 ) 





AMj0S KEY 
First Key 
LP/Spiegelei 26 413 U '73 年 





E.L.P. に 触発 され て 結成 され た バン ド は 世界 中 いた る と ころ に ある 
が アモ ス ・ キ イ も そん な パン ド の 1 つ で ある 。 ド イツ で EL.L.P. に 触発 
され た バン ド と いう と 他 に トリ アン ヴィ ラー ト や トリ トナ ス 、S.F.F. 
等 が ある 。 これ ら の 中 て で 商業 的 に 成功 し た の は トリ アン ヴィ ラー ト 
くら い の も の で 、 ト リト ナス に し ろ こ の アモ ス ・ キ イ に し ろ ほ と ん 
ど 話 題 に すら な ら ず に 消え て いっ た バン ド で ある 。 あ まり 緊張 感 の 
な い サ ウン ド が わざ わい し て か アモ ス ・ キ イ は コレ クタ ー の 間 で も 
あま り い い 評 判 を 得 ら れ て いな いよ う で ある が 、 ド イツ ・ シ ー ン の 
中 で は 中 級 程度 に は 十分 評価 で きる 作品 「 フ ァ ー ス ト ・ キ イ 」 を 唯 
ーー の 遺産 と し て 今 に 伝え て いる 。 (山崎 ) 











ANDROWMEDA 
Andrpmeda 
LP/Vogue LDVS 17 205 70 年 





この ジャ ケ で イギリス の ANDROMEDA だ っ た ら 誰 も が 怒っ た だ ろ 
う 、 こ ちら は Peter Schild (kbd) と Gunther Steinborn (ds) の デ 
Rie 還 El5GaE ジ シッ ン (5 の (8 の 4 ラッ ンク 証 の 1 の Co つき 7 だ 
ドイ ツ 物 。 ち な み に 表 ジャ ケ の ノリ は 内 ジャ ケ へ 通じ 、 ま た も ふ ざ 
け て いる 。 星 も 三 つ 出 て いる こと だ し 、 内 容 に 多く を 期待 され て も 
困り も の だ が 、 意 外 と 聴け る 。 70 年 と いう こと で ノリ は !60 年 代 の 延 
長 。 そ の 割 に は 切れ は 良く 曲 変化 は クラ シカ ル ・ ロ ッ ク ノ ジャ ズ 寄 
り の NICE 型 。 ゲ スト に g、b が 加わ る と 思っ きり 古 臭 く な る 。 ス カス 
カ し た ハモ ンド ・ オ ル ガ ン が 駆け 巡る が も う 一 歩 ハ ー ド ・ ロ ッ ク に 
は 至ら ず 、'60 年 代 エ リア の ポッ プ 色 に ひき と め ら れる 。 で も 古き 良 
き 味 が 至る 所 に ある 。 当時 の イギリス を 向い た 音 。 (松本 ) 





ANIMA 
Amima 
LP/Pilz 20 29097-2 72 年 





Limpe Fuchs と Paul Fuchs は '80 年 代 に 入っ て も 活動 し 、ANIMA 名 
義 の アル パム や リン ぺ の ソロ が 出 て いる 。 も っ ぱら フリ ー・ ミ ュー 
ジッ ク 、 コ ンク レー ト ・ ミ ュー ジッ ク 等 の サイ ド に いる 。 こ の アル 
バム は 4 人 編成 で の 録音 で 、 ピ アノ は クラ シッ ク 界 で 著名 な フリ ー 
ドリ ヒ ・ グ ル ダ だ っ た りす る 。 グ ル ダ は 純正 クラ シッ ク 以 外 の 例え 
ば ジャ ズ ノ 現代 音楽 フィ ー ル ド で も ユニ ー ク か 活動 を し て いる よう 
だ 。A 面 は スタ ジオ 録音 、B 面 が ライ ヴ 録 音 。 全 編 フ リー・ ミ ュー ジ 
ッ ク な の は 当り 前 。 リ ン べ の フリ ー・ ヴ ォ イ ス 、 グ ル ダ の ピア ノ 、 
パウ ル の ホー ン 等 が 絡み 合っ て は 引い て いく 。 同 じ 頃 、Ohr か ら の ア 
ル バ ム 外 に 、「It's Up To You」「(Alter Pfarrhof Produktion) 」 等 
の プラ イベ ー ト ・ プ レス が あり 超 幻 に な っ て いる 。 (松本 ) 





ANNEXUS OUAM 
0Sm0se 
LP/Ohr OMM 56007 70 年 





彼 等 が 70 年 7 月 、 大 阪 の 万 博 で 来 日 し 東京 、 富 山 、 金 沢 で も ライ 
ヴ を 行っ た 話 は 有名 だ が 、 未 だ 観 た と 言う 人 に 出会っ た こと が な い 。 
裏 ジャ ケ に 明記 され て は いる が 、 実 に 意表 を 突く 来 日 公演 で ある 。 
つま り ド イツ ・ ロ ッ ク 初 の 来 日 バン ド は 、 こ の ANNEXUS QUAM だ 
っ た 。 2 作 目 同様 に フリ ー・ ジ ャ ズブ ロッ ク の 範 叶 に ある サウ ンド 。 
こち ら の 方 が 未 消化 な 感触 ゆえ に ロッ ク 色 も 残っ て いる 。 フ ロイ ド 
の 神秘” や “太陽 讃歌 ” 中 間 部 の ノリ で フリ ー・ ジ ャ ズ に 走っ た 
よう な サウ ンド と 言え ば 近い か 。 そ れ で も B 面 は リズ ム が 刻ま れる の 
で 比較 的 と っ つき や すい だ ろう 。 全 4 曲 と も タイ トル は な く 、 曲 も 
流し て いる だ け の よう な 山 も 谷 も な いも の だ 。 当 時 の 日 本 で 言え ば 
タ ジ ・ マ ハー ル 旅 行 団 あたり に 近い か 。 (松本 ) 





ANNEXUS 0OUAM 
Beziehungen 


LP /Ohr OMM 556 028 72 年 
CD/(Fr.)MSI Spalax 14811 


70 年 前 後 、 英 ・ 米 の 模 信 音楽 か ら 意識 的 に 脱却 すべ く 様 々 な 実験 
的 試行 が 当時 の アン ダー グラ ウン ド ・ シ ー ン を 形成 、 拡 大 し て いっ 
た が 、 そ の 大 半 が ドラ ッ グ に 触発 され た メデ ィ テ イシ ョ ン ・ ミ ュー 
ジッ ク や 自己 の 感性 に 埋没 し た 観念 的 な 音楽 で あっ た 。 し か し 意識 
的 で あっ た が 故に 体系 判断 に 基づけ ば ドイ ツ 人 の 音 の 嗜好 、 強 いて 
は 気質 を 顕著 に 表わす の も この 時 期 の 作品 群 で ある 。 彼 等 の 1st「 オ 
スモ ゼ 」 に 続く この 終 作 も その 典型 作 で あり 暗い 音色 の サッ クス 、 
フリ ー・ ス タイ ル の ギタ ー、 ベ ー ス 、 フ ルー ト 、 パ ー カ ッ シ ョ ン 等 
に よる フリ ー・ ジ ャ ズ 色 濃厚 な サウ ンド を 有 し て いる 。 ま た 緊迫 感 
の 薄い 取り 留め の な い 演 奏 は 全体 に うっ すら と 浮遊 感 を 伴っ て お り 
メデ ィ テ イシ ョ ン ・ ミ ュー ジッ ク の よう に も 響く 。 (松本 ) 








ARDO DOMBEC 
Ardn Domhee 
LP/Pilz 20 21095-2 71 年 





ドイ ツ に は よく ある タイ プ の プラ ス ・ ロ ッ ク 、 そ の 多く の 中 の 一 
5 縛 則 (れれ 39h 二 め ド ク UI は に 2 が 6 ビーRSND ウ ジ 
ド の 名 残 も 感じ させ る 。 ヴ ォ ー カ ル を 除け ば 、 た いて い は サッ クス 
が デモ 三 カ が ツ ロ を と る そん な が 選 と も あう て ピル ツレ ニーズ ベ 
ル の 中 で は 昔 か ら 人 気 の 低 か っ た アル バム だ っ た 。 音 の 傾向 か ら す 
れ ば 、 ピ ルツ と いう より も ベラ フォ ン ・ レ ー ベ ル に あり そう な も の 
だ 。 そう 思う と 、 ジ ャ ケッ ト の 趣味 の 悪さ きも 通じ る よう に 思え て く 
る 。 確 か に 聴か せ 所 、 つ か み 所 の 少な い ア ル バ ム と いう 気 が す る 。 
4 人 編成 。 こ れ が 唯一 の アル バム 。 (松本 ) 








ARIK BRAUER (Austria) 
Arik Brauer 
LP/Polydor 2371 224 71 年 


エリ ッ ヒ ・ プ ラウ アー は ウィ ー ン 幻想 派 の 画家 で ある 。 こ の 一 派 
(の 国 炎 GUSGI は 2 ウー 電 ン 207 クス の 6 ト クー レー リバ デ ジン 
ラウ アー 等 が いる が 、 そ れ ら の 中 で も ブラ ウ ア ー は 直線 の な い 夢 幻 
的 な 色彩 を 持ち も 、 す べ て の 生物 が アメ ー バ の ご と くに メタ モル フォ 
ー ズ され て し まう と いう 特異 な 感覚 を 持っ て いる 。 プ ラウ アー は 画 
家 で ある 傍 、 放 浪 癖 が 強く 、 フ ォ ー ク ・ シ ン ガ ー と し て スペ イン ・ 
ギリ シャ 、 ア フリ カ 、 イ スラ エル 等 へ と 旅 を 続け 、 そ の 期間 に 創 ら 
れ た 曲 を この レコ ー ド と し て 発売 し た も の と 思わ れる 。 内容 的 に は 
フォ ルク ロー レ 的 な 色彩 が 強く 、 し か も 意外 な 程 に 明る いも の で 、 
彼 の 描く 絵 と は 対照 的 な 感じ さえ する も の で ある 。 彼 は 他 に も 2 枚 
程 LP を リリ ー ス し て いる 。 (山崎 ) 





7 ララ 











ARNO 6LAUSS 

An Tante Gertie Im Zons Am 
Rheim 

LP/Ohr OMM 556.030 72 年 














イギリス の コレ クタ ー ズ ・ ア イ テ ム の 中 軸 ・ 基 本 と 言え ば Vertigo 
だ が 、 そ の 中 で 最も 異色 と 言え ば ジミ ー・ キ ャ ン ベ ル だ っ た と 思う 。 
これ を ドイ ツ に その まま 置き 替え る と 、Ohr の この アル バム に な る 。 
日 本 で ジャ ー マ ン ・ ロ ッ ク 物 が コレ クタ ー ズ ・ ア イ テ ム と 化し た 15 
年 前 か ら 、 こ の アル バム だ け は 和 群 を 抜い て 人 気 が な か っ た 。 あ る 意 
味 で 本 気 の コ レク ター か 否 か の 踏み 絵 の 役割 を 果たし て いた 感 が あ 
る 。 内 容 は フォ ー ク 物 。 少 し カン トリ ー& ウ エス タン ・ タ ッ チ だ が 、 
曲 に よっ て は オー ソ ド ッ クス だ 。 こ っ ぴ ど く 言 われ る 程 で も な い 。 
アル ノ ・ ク ラウ ス は 774 年 に も 「Live In Der Fabrik, Humburg」(Jupiter 
88 127 IU) を 出し て いる 。 (松本 ) 


ATTEMPT TO RESTORE 
Almha Colleetiom 1 
CD/CMV 08-5590 





93 年 の リリ ー ス 。 サ イケ ・ リ ヴァ イヴ ァ ル と 言う に は 本 格 的 な 垂 
れ 流し 状態 。g、b、ds の トリ オ 編 成 が 中 心 で 、 か つて の ASH RA 
TEMPEL や AMON DUULII の 垂れ 流し を 流 む 内 容 に な っ て いる 。'93 
年 に し て は 随分 と 型 が な く 、 有 雰囲気 で 流す 。 演 奏 の 器用 さ は ほとん 
ど な く 、 冗 長 で 散漫 だ が 、 そ の ニュ アン ス が まさ し く 70 年 代 前 半 の 
それ に 似 て いて 、 不 思 議 で も ある 。 例 に よっ て エコ ー が きい て いて 
効果 斉 の か ぶせ も ある 。 そ し て キー ボー ド や サン プリ ング ・ コ ー ラ 
ス も 加え られ て いる 。 け だ る い 村 囲 気 が 充 満 し て お り 、 し か も 全曲 
は 3 曲 。 変 に ロッ ク っ ぽく な いと ころ を 見 る と 、 こ の け だ る い 流 れ 
が サウ ンド ・ コ ン セ プ ト な の か も し れ な い 。「!90 年 代 の アル バム に は 
思え な い 内 容 だ 。 (松本 ) 





BAREN GASSLIN 
Mythomanmia 


LP /Harmonia Mundi 99948 '83 年 
CD/ テ イチ ク KUX-3248-H 





ジャ ン ル 違い と の 指摘 が ある か も 知れ な い 。 し か し 内 容 が と て も 
素晴らし く 、 ド イツ と いう 土地 に 住む の 人 々 の 心 の 源流 を 伝え る 重 
要 な 作品 だ と 思う の で 紹介 し て お きた い 。 ド イツ の 中 世 音 楽 を 深く 
探求 する 4 人 の メン バー の 作品 で 、 ゲ ルマン 民族 の 伝承 音楽 と し て 
欧州 に 広く 残っ て いる 楽曲 を 、 伝 統 的 な 楽器 を 用 いて 演奏 し 唄っ た 
も の 。 歌 詞 の 物語 も 示唆 に 富ん で いて 興味 深い 。A② の `Zwei Schwes- 
tern” (Cruel Sister) は 、 英 国 の PENTANGLE な ども と りあ げ て いる 
の で 、 聞 き 比 べ て みる の も 面白 か ろう 。 演奏 も 唄 も 一 流 の も の で あ 
り 、 彼 ら の レベ ル の 高 さ を 認め な いわ け に は いか な い 。 録音 も ず ば 
ぬけ て 素晴らし く 、 ピ タリ と 音 が 定位 し 、 奥 行き 感 も し っ か り と し 
た 名 盤 で ある 。 (Helmut) 


BBF6 (Switzerland) 
Souvemir ltalie 
LP/Plainisphare PL 1267-19 '85 年 





ジャ ンー フラ ン ソ ワ ・ ボ ヴァ ー ル (brass)、 ダ ニ エ ル ・ プ ー ル カン 
(reeds) 、 レ オン ・ フ ラン チオ リ (b、key) 、 オ リヴ ィ エ ・ ク レル (dr、 
perc) の 巨漢 4 人 か ら 成 る B BF C は 、 そ の 体 骨 通り に 骨 大 の サウ ン 
ド と 肉 厚 な が オー ケス トレ ーション を 聴か せる 、 む し ろ イ タリ ア 的 と 
も 言う べき 大 柄 な ユー モア と 開放 的 な パワ ー を 持っ た 注目 すべ き グ 
ルー プ で ある 。 彼ら の 演奏 は 言わ ば ロン グ シ ョ ッ ト の 「 長 回 し 」 を 
多用 し た 持続 的 な 強度 に 満ち て お り 、 固 定 キャ メラ の 前 で 、 ヨ ー ロ 
ッ パ の 伝統 が 周到 に モザ イク と 組み 上 げ ら れ 、「 典 型 」 の 力 を 鮮やか 
に 輝 か せ な が ら 、 ま た 部 分 の 強調 と 対比 を 巡っ て 、 こ こ に 交錯 する 
諸 力 を 明らか に し つつ 、 そ うし た 音楽 の 全体 が 演奏 の パワ ー に ね じ 
伏せ られ て いく 演劇 的 な 魅力 に も 富ん だ も の で ある 。 (福島 ) 








BERND KONRAD 
Traumtanzer 
LP/Hat Musics 3509 '83 年 ('80 年 録音 ) 





ベル ント ・ コ ン ラ ー ト は 現代 音楽 と ジャ ズ の 両方 に また が り 活 動 
する ミュ ー ジ シャ ン で 82 年 の パン ムジ ー ク ・ フ ェ ス ティ ヴァ ル て で 来 
日 し た 事 も ある 。 そ う 書 く と 何やら 訳 の 判ら 無い 難 か し そう な 事 を 
や っ て そう だ が 、 実 は 減 茶 格好 良い ジャ ズ (ロッ ク ) だ っ た りす る 。 
勿論 ジャ ズ ノ クラシック 双方 の ~ 前 衛 ′ に 関わ っ た 経験 は 活か され 
て いる が 良く 消化 され て いる お か げ 大 変 判り 易く も 格好 良い 音楽 に 
な っ て いる 。 ア ッ プ テン ポ の 超絶 ナン バー の 一 曲目 か ら 静 詳 で 拡 が 
り の 有る 三 曲目 、 更 に ニュ ー ジ ャ ズ 的 に シリ アス な タッ チ を 交 じ え 
な が ら も や は り 凝 縮 さ れ た 形 に な っ て いる B 面 の 二 曲 、 と 言っ た 具合 
に 聴き 所 だ ら け 。D. ロ ッ ク ウ ッ ド も イイ 演奏 を し て いる 。 レ ー ベ ル 
か らし て CD 化 も 可能 だ と 思う の だ が 。 (中 西 ) 





BERND STEIDEL 
Psycho Acpustic Overture 


CD/Shrapnel '92 年 
アボ ロン APCY 8079 





GIT 出 身 、 シ ュ ラ プ ネ ル 、 デ ィ メ オラ の 影響 を 受け た 、 と 言う 事 が 
納得 の フル ビッ キン グ 無 伴奏 ソロ か らい き な り チュ ー ブ ラ ー ベ ルズ 
の あの フレ ー ズ を モチ ー フ と し た か の 様 な フレ ー ズ が 大 迎 な シン セ 
で 奏で られ る 。 彼 は オー ルド フィ ー ル ド や フロ イド に も 影響 を 受け 
て いた の だ っ た 。 と 言う 訳 で 曲名 も ドイ ツ ら し く 「 ル ー ド ヴィ ッ ヒ 
二 世 の 死 」 だ の 「 ワ ルプ ル ギ ス の 夜 」 だ の と それ 風 で クラ シカ ル な 
コー ラス や ハー プ を 交え あく まで も 大 交 閣 に テク ニカ ル に 様式 美 路 
線 な の だ が 、 無 神経 な 早 弾 き を 毎度 や り た が る 上 アレ ンジ も 平板 で 
どこ か は き 違 えて いる 印象 は 否め 無い 。 い わ ゆ る ネオ ・ ク ラ シ カ ル 
派 と し て も B 級 の 類 だ ろう 。 ま あ 、 話 の タネ 位 に は な る が それ まで か 。 
様式 美 派 の 好み は 知ら な い の で 断言 出来 無い が 。 (中 西 ) 





7 うち 








閥 BRAINSTORM 
Second Smile 
LP/Spiegelei 28596 5U 73 年 





| / Ro 7 


| SO 


プレ イン スト ー ム と いう と どう し て も 、1st ア ル バ ム の イメ ー ジ か 
ら 2 流 ジャ ズ ロ ッ ク バ ンド と 思わ れ が ち だ が 、 ど うい うわ け か 、 こ 
の セカ ンド アル バム で は サウ ンド が 一 変 し て いて 驚か され る 。 内容 
は いわ ゆる シン フォ ニッ クタ イプ で 、 メ ロト ロン を 導入 し て 、 ク リ 
ム ゾ ン 風 の 曲 も お さめ られ て いる 。 し か し 全体 的 に いう と メロ ディ 
アス で 聞き や すく 、 ヴ ォ ー カ ル は 多少 アメ リカ ナイ ズ さ れ た 傾向 も 
感じ られ る 。 テク ニッ ク 的 に も 1st ア ル バ ム か ら 格 段 の 進歩 で 、 聞 か 
ず 嫌 い の ド イツ ロッ クシ ー ン に も こん な 名 盤 が 埋もれ て いた の か と 
痛感 させ られ る 一 枚 で ある 。 ( 坂 地 ) 


BRANTIEKET (Switzerland) 
Cotton Woed 


LP /(Ger.)Bellaphon BLPS 19019 
71 年 
CD/Bellaphon 288.07.102 





重い ハモ ンド ・ オ ル ガ ン の トー ン が 特長 の プレ イン チケ ッ ト の ファ 
ー ス ト 。 サ イケ デリ ッ ク を 地 で 行く 内 容 。 呪 術 的 な オル ガン の リフ レ 
イン に 乾い た ギタ ー と 土着 的 な パー カッ ショ ン が 重なり 、 そ れ に 電子 
音 や 様々 の 具体 音 が コラ ー ジ ュ さ れ た り 女 声 の 誘惑 的 な メッ セー ジ 
が 挿入 され た り し て ゆく タイ トル ・ ナ ン バ ー は 圧巻 、 洗 練 と は 程遠い 
セン ス だ が 高音 を 強調 し た 硬質 な 音響 処理 、 レ スリ ー や パン ニン グ の 
多用 、 反 復 の うねり の 中 に 現われ て は 消え る 象徴 の 断片 と 、 ハ ー ド 
ドラ ッ グ ミュ ー ジ ッ ク の 追求 が 他 の 欠点 を 補っ て 余り ある 名 盤 と い 
える 。20 年 以上 の 前 の 作品 故に 古 さ は 隠せ な い が 、 コ ン セ プ ト の 明確 
な 比類 の な い サ ウン ド と 云え よう 。 本 質 的 な 意味 で の へ ヴィ ー メ タル 
サウ ンド 。 こ の 時 代 の ドイ ツ は シー ン の 凄 さ を 本 当 に 感ずる 。( 嶋 田 ) 





BRAINTICKET 

Psychomaut 

LP /(Ger.) Bellaphon BLPS 19104 
72 年 


CD/Bellaphon 288.07.092 


い 


人 mkef 
ザコ 





リー ダー の ファ ンド ルー ゲン ・ プ レッ ク (org、fl) 以外 メン バー 
が 総 変り し て 772 年 発表 の セカ ンド 。 音 の 質 は 1st に 近い が 、 曲 と し て 
の まとまり が 増し た 分 、 型 破れ な 迫力 が 減っ た 印象 。 ハ ンド ドラ ム 
ス の つぶ や く よ う な 語法 や 、 ア モン ・ デ ュー ル II の プリ ミ テ ィ ヴ な 
パワ ー と 共通 し た 破壊 性 な ど 評価 で きる 点 は 少な く な い の だ が 。 し 
か し 、 ジ ャ ケッ ト も 音 も B 級 で 、 当 時 の アー トロ ッ ク 、 サイ ケ デ リッ 
ク の 語法 内 に 留 っ て いる 点 が この グル ー プ の 限界 を 示し て いる と 云 
える 。 メ ン バ ー は ほとん ど ド イツ 人 か ドイ ツ 系 だ が 、 ミ ラノ で レコ 
ー デ ィング され て いて 、 3 枚 目 が イタ リア か ら リ リー ス さ れ て いる 
こと か ら 活 動 の 場 は ドイ ツ で は な い の か も 知れ な い 。 確か に ドイ ツ 
の グル ー プ に は な い 輝 めく よう な 音 の 質 を も っ て いる 。 (嶋田 ) 


BRAINTICKET 
Celestial Ocean 
LP/(Ger.)Bellaphon 73 年 





前 2 作 が ジャ ケッ ト の 割り に は 今 一 歩 音 の 方 に 踏み 込め な いま ま 
で いた BRAINTICKET も 、 よ う や く こ の 3 枚 目 の アル バム で 一 線 を 超 
えた 。 間違い な く ス イス きっ て の その 筋 、 ヨ ー ロ ッ パ 全土 か ら 見 て 
も これ 程 純度 の 高い アル バム も 少な い 。 ド ラッ グ ・ ミ ュー ジッ ク に 
美 し さ や きら めき が 混じり 合っ た か の よう な どこ か 清涼 感 の ある 内 
容 に 変化 し て いる 。 キ ー ボ ポー ド や フル ー ト 、 シ ター ル 、 パ ー カ ッ シ 
ョ ン 等 が 入り 混じる 。 前 作 の 陰湿 な か イメ ー ジ は 薄れ た 。 こ の アル バ 
ム は 当時 ジャ ケッ ト を か えて イタ リア で も リリ ー ス され 、 バ ンド も 
紹介 され て いる 。 サ ウン ド の 変化 の つけ 方 等 を 思う と 、 前 者 まで の 
平 担 な 印象 に 比べ て 、 イ タリ ア に は 向い て いた か も し れ な い 。 以後 
も アル バム ・ リ リー ス を し た も よう 。 (松本 ) 








BRAVE NEW WORLD 
Impressi0ns On Heading HOus Hux- 


ley 
LP/Vertigo 6360 606 72 年 





タイ トル に ある Aldous Huxley と は 、 第 一 次 大 戦後 に 活躍 し た イ ギ 
リス の 作家 の 名 。 主 知 的 傾向 の 強い 作品 で 文学 界 に デビ ュー し た 彼 
は 、 や が て 東洋 宗教 に 立脚 し た 神秘 主義 に 没頭 し て ゆく 。BRAVE NEW 
WORLD と いう グル ー プ 名 は 彼 の 作品 「 す ば らし い 新 世界 」 に 由来 し 
て いる 。 タ イト ル と トー タラ イズ され た その 内 容 か らし て 、Huxley 
の 作品 を 題材 に 、 そ こ か ら 受 ける 印象 を 彼ら な り の 解釈 に よっ て 音 
に 表わし た も の で あり 、 極 め て 実験 性 の 強い 作品 で ある 。 サ イケ 、 
ジャ ズ 、 民 族 音楽 等 多彩 な 要素 を と り 入 れ な が ら も 、 ギ ター、 キ ー 
ボー ド 、 フ ルー ト を 中 心 に 奏で られ る その 音 か ら は 極度 な 難解 さ は 
感じ られ な い 。 新 し い タ イプ の 前 衛 音 楽 と いえ よう 。 (江田 ) 





WsN| BRIGEEN DORAN (Switzerland) 
| MD Bright MMOments 
CD/B&W BW 020 92 年 





プリ ジー ン ・ ド ー ラ ン (Sax) は 顔立ち わから も 判る 通り クリ ステ ィ 
ー・ ド ー ラ ン の 人 妹 ( 姉 ?) で 本 作 で は ベー ス の フェ ルナ ンド 、 ソ ー 
ンダ ー ス (J・ マ クラ フリ ン 、J・ ベ ペッ ク 筆 と 共演 ) が 参加 し て いる 他 、 
兄弟 の クリ ステ ィ ー と デイ ヴ (Ds) が 演奏 の みな ら ず 全て の 曲 を 書 
く な と 実に 家庭 的 な アル パム と な っ て いる 。 も っ と も その 音楽 的 方 
向 性 は クリ ステ ィ ー の 物 と は 少し 違い 、 よ り リ ズミ ッ ク な パタ ー ン 
の 上 に 良く 歌う 彼女 の サッ クス が 乗る と 言っ た 感じ で むし ろ こ ちら 
の 方 が 一 般 的 知名 度 が 上 り そ う な サウ ンド で ある 。 と は 言え クリ ス 
ティ ー の ギタ ー ラ イン が 例 の ヨー ロッ パ 的 な 物 で 時 に エキ セン トリ 
ッ ク に 絡ん だ りす る 分 只 の フュ ー ジ ョ ン に 終わ っ て は いな い が 。 尚 、 
デイ ヴ に も アル バム が 有る らし く 気 に な る 所 だ 。 (中 西 ) 





7 うど 








BROSELMASCHINE 
Br0selmaschine 
LP/Pilz 20 21100-2 71 年 





ロルフ ・ ウ ルリ ッ ヒ ・ カ イザ ー が 設立 し た オー ル 、 コ スミ ッ シ ェ 
と 並ぶ ピル ツ ・ レ ー ベ ル は 70 年 代 初頭 に お いて ドイ ツ の 持つ 深遠 な 
ロマ ン テ ィ シ ズム を 表 出 し て いた が 同時 に 神秘 的 色彩 の 濃い も の で 
あっ た 。 フ ォ ー ク 、 ト ラッ ド に 根ざし た サウ ンド を 特色 と する 同 レ 
ー ベ ル に あっ て 、 こ の 彼 等 の 1 st アル バム も ヘル ダー リン に 比べ 見 劣 
り は する も の の 典型 的 な ピル ツ 系 サウ ンド と 言え よう 。 B 面 で は フ 
ルー ト 、 シ ター ル 、 コ ン ガ 、 メ ロト ロン 等 に よる イン ド 音 楽 風 な 部 
分 も ある が ジェ ニー・ シ ュ カ ー の ヴォ ー カ ル を フィ ー テ チャ ー し アコ 
ー ス ティ ッ ク ・ ギ ター を 基調 と する リヴ ァ ー ヴ の か か っ た サウ ンド 
に は 奥深 さ が 感じ られ る 。 後 に ギタ ー の ペー ター・ プ ブル シュ は 本 グ 
ルー プ を 率い 2 枚 、 ソ ロ で 2 枚 の 作品 を 残し て いる 。 (松本 ) 


PETER BURSCH UND DIE 
BROSELMASCHINE 

Peter Bursch Und ie Broselmaschime 
LP/Intercord Xenophon 161 012 76 年 





オリ ジ ナ ル ・ メ ン バ ー は Peter Bursch と Willi Kissmer の 2 人 だ け 
で 、 他 の 2 人 の メン バー に 加え 、Jan Fride (KRAAN) 、Mani Neumeier 
(GURU GURU) 、Roland Schaeffer(GURU GURU) な ど が ゲス ト 参 
加 し て いる 。 初 作 に 比べ る と 、 全 体 的 に 明る く 爽 や か に な っ た 印象 
を 与え る 。 その 一 方 で ロッ ク や プル ー ス 系 の 作品 を 加え る な ど 、 演 
奏 ス タイ ル の 幅 が 広がっ た よう で ある 。 明 る い 日 差し の も と で 、 暫 
し くつ ろ い だ 時 間 を 過ごす 際 の BGM に 適し た 音楽 と いっ た 感じ が す 
る 。 何 れ の 曲 も Bursch と Kissmer の ギタ ー が 中 心 で 、 フ ルー ト や チュ 
ー バ 、 タ プラ 、 サ ックス と いっ た 楽器 が 色づけ を 与え る か た ち で 重 
ね られ て いる 。 いろいろ な 表情 に 富ん だ アル バム で ある 。 

(Helmut) 





5AROL OF HARUVEST 
barol Of Harvest 
LP/Brutkasten 85004 78 年 


(//( 
GAROHOR BRRVESNE 





P205、 プ ラッ ク ・ ス ピリ ッ ト と ド 廃 盤 揃い の プル ー ト カス テン ・ 
レー ベル の 中 で も 一 際 高 価 な 一 枚 。 音 を 聴い て 納得 、 逃 き 通 る 様 な 
キー ボー ド 、 泣 き の ギ ター、 し っ と り と し た 、 そ れ で いて 了 母性 的 な 
強 さ も 秘め た 女性 ヴォ ー カ ル 、 タ メ の 効い た 曲 展開 、 落 ち 着い た 演 
奏 、 自 主 っ ぽ さ は 残る が 、 ま あ 、 傑 作 と 言っ て し まっ て よい 出来 。 
歌詞 も 英語 で クラ ウト ロッ ク っ ぱ ぽ さ は 感じ られ な い 。 異論 も あろ う 
が 強い て 比較 する な ら ア イル ラン ド の フィ オー ナ ・ ジ ョ イス の 1st を 
開 げ たい 。 た だ し 、 こ ちら は より シン フォ ニッ ク を アレ ンジ の フォ 
ー ク ・ ロ ッ ク で 、 長 め の 曲 が 多く 全 5 曲 の 収録 。 発 表 当時 ジャ ケッ 
ト を 多め に 作っ た らし く 、 近 々 レコ ー ド の み を 新た に プレ ス し 再発 
する と の こと 、CD は その 後 か 。 (森下 ) 


Helen 12 Trees 
LP/MPS 68.112 76 年 


4 | CHARLIE MARIAND (U.S.A) 





チ ヤ ー リ ー・ マ リア ー ノ は アメ リカ 出身 で ビ ・ バ パッ プ 時 代 か ら 名 
を 知ら れ 一 時 秋吉 敏子 と 結婚 し て いた 事 も 有り 日 本 と の 交流 も 深い 。 
そん な 彼 が 70 年 代 に 入り 渡 欧 、 ス ー パ ー シ ス ター や エン プリ オ に 関 
わる 他 ド イツ 、 オ ラン ダ 、 ス イス 等 の ミュ ー ジ シャ ン と 交流 を 深め 
る 。 ま た 、 民 族 音 器 に も 本 気 で 手 を 出す な ど 既 に 五 十 才 前 後 だ っ た 
筐 だ か ら そ の 意欲 に は 頭 が 下る 。 本 作 で は J・ ハ マー、J・ ブ ルー ス 、 
J・ マ ー シ ャ ル 、 故 Z・ ザ ィ フ エル ト 等 を 迎え ソリ ッ ド な が ら 落 ち 着 
き の あ る ジャ ズ ・ ロ ッ ク を 見 せる 。 いわ ゆる 派手 な イン ター プレ イ 
の 応酬 と 言っ た タイ プ で は 無い が 様々 な 要素 を 取り 込ん だ 落ち 着き 
の 中 に 見 られ る 端々 し さ は 貴重 な 物 。 さ り げ な い が 繰 返し 聴け る 好 
アル バム 。 特に ラス ト の 曲 が 名 曲 。 (中 西 ) 








CHERUBIN 
bherub Safety Match 
LP/United Artists UAS 297801 75 年 





彼ら の 2nd ア ル バ ム 。CHERUBEH の マッ チ が た くさ ん 並ん だ カバ パー 
は 、 な か な か 個性 的 で ある 。 基 本 的 に は 、 歌 を 中 心 に 据え た 作品 で 
ある 。 し か し リー ド ・ ボ ー カ ル が 前 面 に 由 て くる と いう も の で は な 
く 、 全 体 的 な ハーモニー を 大 切 に し た 曲 作り が な され て いる 。 シ ン 
プル な メロ ディ ー を 基 に 、 少 し 控え 目 で 臣 り を 帯び た 調子 に 仕上 げ 
られ て いる 。 部 分 的 に 用 いら れ た リコ ー ダ ー や スト リン グ ス 、 ギ タ 
ー が リリ カル で 優し い 夫 囲 気 を 伝え 、 マ イル ド な 録音 処理 を し て 重 
ね られ た 各 パ ー ト の 音 は 暖か く 和 や か な 印象 を 与え る 。 作曲 と バッ 
キン グ ・ ヴ ォ ー カ ル で 参加 し て いる Lucy Neale の 声 は 、 プ ログ レ ・ 
ファ ン の タイ プ ( ? ) か も 知れ な い 。 (Helmut) 





CHRIS BRAUN BAND 
Foreign Lady 
LP/Pan 87 586IT 74 年 





BRAUN BAND の 2 枚 目 の アル バム 。 ハスキー な 声 で 歌う 紅 一 点 、 ク 
リス ・ プ ブラ ウン を 中 心 に し た ジャ ズブ ルー ス ・ ロ ッ ク ・ バ ンド 。 
こち ら の アル バム で は シン セ サ イ ザー や メロ トロ ン を 使っ て 幅 を 拡 
げ て いる 。 そ の 辺り が 興味 を ひく 所 。 基 本 的 に は FRUMPY や ATLANTIS 
の よう な 女性 ヴォ ー カ ル 入 り 少 し アメ リカ ン で も ジャ ズブ ルー ス ・ 
タッ チ や や ハー ド 、 と いう サウ ンド で は ある 。 た だ し 小曲 で も 癖 の 
ある ヴォ ー カ ル ・ メ ロディ が 面白 味 あ っ て 、 ロ ング ・ チ ュー ン の ラ 
スト ・ ナ ン バ パー など で は 、 ピ アノ を 含め た キー ボー ド や ギミック が 
物 言 っ て プロ グレ ッ シ ヴ な 曲 造 り に な っ て いる 。 全 体 に 垢抜け な い 
サウ ンド で は ある 。 (松本 ) 





7 ラグ ア 








CHRISTY DORAN'S MAY 84 
Christy Doran's May 84 


LP /Plainisphare PL 1267.18 VICH 
"85 年 





タイ トル の 通り "84 年 の 3 月 に 録音 され た 本 作 、OM の U・ ラ イム グ 
ルー バー (Sax) OM に ゲス ト 参 加 し て いた D・U ロ マン 、OM 解 散 後 
パン ド ・ イ ン ・ ハ ンド と 言う バン ド (作品 の 存在 は 不明 ) で 一 諸 だ 
っ た R・ ジ ー (元気 トラ フィ ッ ク 、 カ ン ) の 弟 の デイ プ (Ds)、N・ 
ウイ ンス トン 、T・ グ ルト ゥ と 言う 素晴らし い メ ン バ ー を 集め て いる 。 
も っ と も 元 来 ラジ オ 用 の ライ ヴ と 言う 事 か ら も パー マネ ント な バン 
ド で は 無い の だ ろう 。 各々 の ソロ を 存 分 に フィ ー チ ャ ー し た セッ シ 
ョ ン 色 の 強い 作品 だ が 、 順 染み の メン バー が 多い せい か 散漫 に な ら 
ず 安 定 し た 流れ を 持つ の は さす が 。 全 体 に OM の 音楽 性 を 受け 継ぎ 編 
成 を 拡大 し た 物 と の 印象 が 強い 。 一 過 性 の 物 で は 有る に し ろ 内 容 自 
体 は 充実 し て お り ま ず は 貴重 な 記録 と 言え る 。 (中 西 ) 





CHRISTY DORAN, FREDY STUDER, 
STEPHAN WITTWER 

Red Twist & Tuned Arrow 
CD/ECM 1342 '87 年 














それ 以前 か ら 安 定 し て 好 作 を 発表 し 続け て いた も の の !80 年 代 の 半 
ば ご ろか ら ド ー ラ ン は 傑作 を 連発 する 様 に な る 。 本 作 も その 一 つ で 
付き 合い の 長い シュ トゥ ダー (Ds) と Intakt か ら ギ ター・ イ ンプ ロ 
ヴィ ゼー ショ ン ・ ア ル バ ム を 出す 他 ニ ュー ウェ ー ヴ 畑 で も 活動 の 有 
る ヴィ ト ヴ ァ ー と の 連名 化 で ある 。 冒頭 か ら シ ン セ 、 プ ログ ラミ ン 
グ を 交え て ひね くれ た リズ ム の 上 を ソロ に アン サン プル に 自在 な 動 
き を 見 せる 両 ギ タリ スト の コン ビ ネ ー シ ョ ン は 実に 見 事 。 "80 年 代 以 
降 単 純 な ソロ サバ パ バッキング や ツイ ン リ ー ド に 留まら な い ギ ター・ ア 
ン サ ンプ ブル 物 は 数 多く ある が 、 そ の 中 で も アイ ディ アノ セ ンス 共に 
最上 級 の 物 。ECM フ ァ ン の みな ら ず レコ メン ディ ッ ド 系 (カナダ の 
ギタ リス ト 四 人 組 等 ) の ファ ン に も 聴い て も らい た い 一 枚 。 (中 西 ) 





CHRISTY DORAN 
What A Bamd 
CD/HAT HUT hat ART CD 6105 '92 年 





Electric と Acoustic に エフ ェクト の 中 心 に ディ レイ を 駆使 し た 、 彼 
の 完全 な ソロ 作品 に し て 最高 傑作 。「 ソ ロー 単調 、 守 備 範囲 手 い 」 の 
考え を 持っ て いる 人 は 改め る よう に 。 彼 の 周辺 作品 で 何 か 1 枚 と い 
うな ら 本 作 で 決ま り 。 卓越 し た プレ イヤ ー が 本 気 で 音楽 に 向かい 合 
っ た と き に (ここ まで な ら あ ちこ ち に いる ) 実は 最高 に イカ す セ ン 
ス を 兼ね 備え て いた 、 と いう 希有 の 作品 。 勿 論 こ こま で 研ぎ 澄 ま さ 
れる と シリ アス さも ある 程度 ある が 聴い て いて 独り で に 体 が 揺れ て 
し まう よう な 「 揺 さぶ り 」「 ノ リ 」 を 持っ て いる と ころ が 凄い 。 こ ん 
な プレ イヤ ー 兼 コン ポー ザー は そう そう お 目 に か か れる も の で は な 
い 。 こ の 素晴らし さ を 小 難し さ の 上 に 乗せ な いで 真っ 向 勝 負 し て く 
る 潔 さ 。 ま さ に 「 何 と いう パン ド だ /」 (伊藤 ) 


60ODE II 
Planet Of Mam 


LP/Delte-Acustic 25-125-1 '74 年 





「 ヘ ッ ド ホー ン の 着用 有無 に 関係 な く 同じ 様 に 音 が 聴こえ る 」 と 注 
意 書 き さ れ た 同 レ ー ベ ル の 第 1 弾 。 エ レク トリ ッ ク ・ エ フェ クト に 
よる 空間 幅 の 広い 音響 の 中 に ドイ ツ 語 の 語り 、 イ スラ ム 風 の 女性 コ 
ー ラ ス 、 効 果 音 ( 波 の 音 、 鳥 の 鳴り ) が 現れ 部 分 的 に アコ ー ス ティ 
ッ ク ・ ギ ター、 ド ラム (担当 の Klaus Schulze に つい て あの シュ ルツ 
ェ と 同一 人 物 か 否 か は 不明 ) を 交え 曲 と し て 成立 する も の の 実験 音 
楽 の 色相 が 残っ て いる 。 トータル 作 品 と し て 認識 可能 な 点 、 計 算 さ 
れ た 音 の 選択 の 点 か ら 混 油 と し た 展開 、 夫 囲 気 の 押 し 流し は 感じ ら 
れず 暗い 色調 を 伴い な が ら も 観念 に 陥る こと な く 極 め て ドイ ツ 的 な 
良質 の サウ ンド を 築い て いる 。 マ ン フ レッ ド ・ シ ュ ン ケ 、 エ ド ・ ケ 
イ に よる この 作品 、 現 代 音 楽 か ら の 流れ を 物語 る 。 (松本 ) 








CREATIVE ROCK 
Gorilla 
NL LP/Brain 1017 72 年 


MY 





ハー ド ・ ロ ッ ク 路 線 を 歩ん た だ バン ド の 初 作 。 プ ロ デ ュ ー ス と エン 
ジニ アリ ング は Conny Plank で 、B④ で は 曲 作 り に も 参加 し て いる よ 
う で ある 。 サ ックス や トラ ン ペ ッ ト と いっ た プラ ス ・ セ クシ ョ ン が 
加わ っ て いる た め 、 パ ワ フ ル で 賑やか な 印象 を 与え る 。 ヴォー カル 
も 安定 し た 力強い 唄い 方 で 、 プ ルー ス 色 を 帯び た 表情 豊か な 歌 を 聞 
か せ て くれ る 。 こ の 作品 が 特に 重要 と いう 訳 で は な い が 、 当 時 の 究 
囲 気 を 伝え る スト レー ト な ロッ ク 作 品 の 一 例 と し て 聴い て お く の も 
悪く な いで あろ う 。 な お グル ー プ は 、74 年 に 2nd ア ル バ ム 「Lady Pig」 
を この BRAIN レ ー ベ ル に 残し て いる 。 (Helmut) 





CUTURAL NOISE(Austria) 
AphOrlsms Insane 
LP/CBS 84663 「'8O 年 





ゲル ハル ト ・ リ ジー、 ヴ ァ ル ター・ ハ イニ ッシュ 、 カ ー ル ・ ク ロ 
ン フ ェ ル ト の 3 人 の キー ボー ド 喪 者 に よる シン セ ・ ミ ュー ジッ ク だ 
が 、 メ ロト ロン (/) と ギタ ー の 導入 、 視 覚 的 な サウ ンド 構成 と B 級 
SF 映画 の サン トラ の よう な 物語 的 (ドラマティック /) な 展開 ( 音 
色 も 『 ア ンド ロメ ダ 』 あ た り を 連想 させ る ) が 、 プ ログ レ ・ フ ァ ン 
の 胸 を 熱く させ る 。 AB 面 各 1 曲 の タイ トル が 暗示 する 「 時 間 の 崩 
壊 」、 都市 の 疾走 感 と 古代 的 な 停滞 し た 時 間 の 対比 荒涼 た る 風景 と 
宗教 的 啓示 、 電 子 的 環境 の 中 に お お い 繁 る 熱帯 植物 の 森 と 水没 し て 
いく イメ ー ジ 群 …… ちり ば め ら れ た 初期 の 」・G・ バ ラー ド を 思わ 
せる ヴィ ジョ ン は 、 最 後に いさ さか 唐突 に 訪れ る カタ スト ロフ に よ 
っ て 解決 され る べき 焦点 を 失い 、 そ の まま 宙 づ り と な る 。 (福島 ) 














DAGMAR KRAUSE 
Sunply & Demand 


LP /Hannibal Records '86 年 
CD/Hannibal Records HNCD 1317 


GUHS 





ダグ マー・ ク ラウ ゼ は 、SLAPP HAPPY を 経て イギリス に 渡り 、 
HENRY COW、ART BEARS で 稀代 の 活躍 を 見 せ た 傑出 し た 名 ヴォ 
ー カ リス ト だ 。HENRY COW 一 ART BEARS で 運命 的 に 出会っ た ブ 
レヒ ト プ ア イス ラー の 音楽 に 傾倒 し た 彼女 は 、NEWS FROM BABEL 
の 後 、 プ レヒ ト ・ ソ ング の 研究 に いそ し み 、 遂 に この プレ ヒト ・ ソ 
ング 集 を 発表 する に 至っ た 。'85 年 に クル ト ・ ヴ ァイル の 音楽 を テー 
マ に し た コン ピ レ ー シ ョ ン ・ ア ル バ ム 『Lost In The Stars』 に 参加 し 
た の が 縁 で 、 ハ ル ・ ウ ィ ル ナー の 主催 する Hannibal か ら の リリ ー ス と 
な っ た の だ ろう 。 ダニ ー・ ト ンプ ソン や リチャード ・ ト ンプ ソン と い 
っ た ミュ ー ジ シャ ン や 彼女 自身 も 参加 し た マイ ケル ・ ナ イマ ン ・ バ ン 
ド の メン バー も 参加 。 ジョー・ ギ ャ リヴ ァ ン の 名 前 も 見 える 。( 坂 本 ) 


DAGMAR KRAUSE 
Tank Battles 


LP /lsland Records '88 年 
CD/lsland Records ANCD 8739 
/Voiceprint VP 138 CD 





ダグ マー の ブレ ヒト 研究 は 更に 続く 。 今度 は ハン ス ・ ア イス ラー 
の 作曲 作品 に 焦点 を 絞り 、 更 に 充実 し た 内 容 と な っ て いる 。 参加 メ 
ン バ ー が た だ 事 で な く 、 前 作 に 引き 続き 参加 の D・ ト ンプ ソン 、 ジ 
ョ ン ・ ハ ー レ の ほか 、 元 GRYPHON の G・ テ イラ ー、 元 REGULAR MUSIC 
の S・ ホ ー マ ー、A・ バ パラ ネス ク を 含む M・ ナ イマ ンプ トム ・ フ ィ 
リッ プス 関係 者 、LOOSE TUBES の メン バー 等 々 が 名 を 連ね 、 プ ロ 
デュ ー ス が NY ク レズ マー・ シ ー ン の グレ ッ グ ・ コ ー エ ン だ っ た り 
する 。 や は り NY シ ー ン の マイ ケル ・ プ レア も その 関係 だ ろう か 。 
プレ ヒト ・ ミ ュー ジッ ク の 底 の 深 さ と 、 プ レヒ ト ・ シ ンジ ケー ト と 呼 
ぴた い ほ どの 途 較 も な い 広がり を 痛感 する 。 か ろう じ て L・ ク ー パ ー 
の 参加 が HENRY COW フ ァ ミ リー と の 繋が り と し て 残る 。 (坂本 ) 





DAGMAR KRAUSE 
Radi0 Session 
CD/Voiceprint VPRO16CD 93 年 


dadmar 


ULUPMH) 





て ん こ 盛り と 言っ て いい 2 作 の 後 だ け に 、 ソ ロ ・ ア ル バ ム の リリ 
ー ス が 途絶 えて し まっ た ダグ マー だ が 、Voiceprint の 手 に より 、 久 々 
の ソロ ・ ア ル バ ム が 登場 し た 。 若干 音質 に 問題 の ある ミニ ・ ア ル バ 
ム で は ある が 、 ラ イヴ 録音 を メイ ン に シン プル な が ら 非 常に 池 え た 
演奏 を 収録 し て お り 、 待 望 の プレ ヒト ・ ア ル バ ム と し て は 結構 よく 
で き て いる 。 メ ン バ ー は 前 作 参 加 の アン ドリ ュー・ ド ッ ジ (kb、acc、 
vo) と サラ ー・ ホ ー マ ー(cl、sax、vo) が 中 心 と な り 、 グ レア ム ・ テ 
イラ ー、 ジ ョ ン ・ テ ィ ル ベリ ー も 1 曲 ずつ 参加 し て いる 。 多分 プレ 
ヒト ・ ソ ング の 魅力 は こう し た 小 編 成 の 方 が 判り 易い の で は な い だ 
ろう か 。 す っ か り イ ギリ ス に 沙 ち 着い て いる 様子 の ダグ マー だ が 、 
彼女 の 心 は 半 世 紀 以 上 遡っ た ドイ ツ に ある よう だ 。 (坂本 ) 


DEMON THOR (Switzerlamd) 
Ann0 1972 


LP /(Ger.)United Artists UAS293931 
72 年 
CD/(Fr.)MSI Spalax 14290 


DEMON THOR 





デモ ン ・ ト ー ル の ファ ー ス ト ・ ア ル バ ム 。 ジ ャ ケッ ト の 絵 を 見 る 
と 、 ク ラ シ カ ル で ドラ マチ ッ ク な シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク を 想像 す 
る が 、 実 際 の サウ ンド は 少し 違っ て いる 。 確 か に 、 1 曲目 に 収め ら 
れ た 10 分 の 大 曲 “Story Demen Thor' で は 、 や や ハー ド な が ら も 、 
メロ ディ アス な ピア ノ 、 厚 み の あ る コー ラス 、 多 少 地味 な が ら も 効 
果 的 な トロ ン ボ ー ン 、 鳴 り の 良い ベー ス 等 の うま く 組 み 合わ さっ た 、 
力強く ドラ マチ ッ ク な シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク を 聴く こと が 出来 る 。 
し か し 、 他 の 小曲 は 、 い ずれ も や や ポッ プ で 、 フ ァ ン キー な 、 又 は 、 
カン トリ ー・ ロ ッ ク 的 雲 囲 気 を 持っ て お り 、 い くつ か の 曲 の 極 一 部 
に シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク の 要素 が 見 られ る だ け で ある 。 ポ ッ プ ス 
と し て 聴け ば 評価 も 変わ る だ ろう 。 (賀川 ) 





DEMON THOR 
Written In The SkV 


LP /(Ger) United Artists UAS 29 496 1 
"73 年 
CD/(Fr) MSI Spalax 14270 





スイ ス 人 、 ト ミー・ フ ォ ー ト マン を 中 心 と する デモ ン ・ ト ー ル は 、 
ドイ ツ UA か ら 2 枚 の アル バム を 発表 し て いる 。 本 作 は 「Anno 1972」 
に 続く 2 nd アル バム で ある 。 こ の アル バム の 真価 は A 面 すべ て を 費 
し た タイ トル ・ ナ ン バ パー に 集約 され て いる 。 この 曲 は フォ ー ト マン 
の 奏で る メロ トロ ン 、 ピ アノ を 中 心 と し た 壮大 な が ナン バー で ある が 、 
所 々 に 女性 コー ラス や ブラ ス 隊 を フィ ー チ ャ ー し て ファ ン キ ー な 
シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク ” と で も 言う べき 独特 な 音 世界 を 展開 し て 
いる 。B 面 は それ に 比べ る と 割 と 平凡 な ロッ ク ・ ナ ン バ ー に 終わ っ 
て いる が 、 全 体 を 聴き 通し て 見 る と 、 当 時 の 彼 等 が イン ター ナシ ョ 
ナル ・ レ ベル で の 成功 を 念頭 に お いて 活動 し て いた で あろ うこ と が 
十分 に 感じ られ る 作品 で ある 。 ( 城 元 ) 





DOLDINGER'S MOTHERHOOD 
Doldinger's Motherhood 
LP/Liberty LBS 83 426 "70 年 





イギリス で 言え ば NUCLEUS の よう な 存在 。 ジ ャ ズ が ロッ ク と 交わ 
っ た 時 の 産み 落と し 、 そ の ドイ ツ 版 。 後に PASSPORT を 率い る クラ 
ウス ・ ド ルディ ン ガ ー、NIAGARA や MISSUS BEASTLY 等 に 加わ る 
ポー ル ・ ヴ ィ ン セ ント 、AMON DUULII 他 で 忙し い ロ ー タ ー・ マ イ 
ト 、 ソ ロ 活 動 で 大 成 し た ウド ・ リ ン デ ンベルク 、18KARAT GOLD で 
知ら れる キー ス ・ フ ォ ー シ ー に よる ジャ ズブ ロッ ク ・ グ ルー プ 。 た 
っ た 1 枚 と は 言え 、 後 々 を 思え ば 記念 碑 の よう な アル バム だ 。 イ ン 
ター・ プ レイ と 言え る 程 の も の も な く 、 ヴ ォ ー カ ル ・ パ ー ト も 少な 
く な い が 、'60 年 代 よ り ジ ャ ズ 側 に 居る ドル ディ ン ガ ー に し て みれ ば 、 
当時 な り の 意欲 作 だ ろう 。 管楽器 の 使い 方 は COLOSSEUM タ イプ 。 
全体 に は ロッ ク 色 が や や 強い 。 (松本 ) 








7 づら 





DO 因 
EHge 0f TIme 


LP /Melocord ST-LP-DOO "72 年 
CD/Witch & Warlock w&w 005 





タン ジェ リン ・ ド リー ム が 頂点 を 極め 、Ohr, Pilz と いっ た 一 連 の 
名 作 、 秀作 が 生み 出さ れ た 時 期 に 、 限定 500 枚 と いう まこ と に も っ て 
ひっ そり と 発売 され た 本 作品 は 、Laszlo V. Baksay (b、vo) 、Gabor 
v. Baksay (g、vo、f) 、Reiner Puzalowski (g、vo、fl) 、 そ し て 
Hans Georg Stopka (org、g、vo) の 四 人 に よっ て 作ら れ た 。 全 員 
が ヴォ ー カ ル と いう か 、 ヴ ォ イ ス と 呼ぶ に ふさ わし い パ ー ト を 担当 
し て いる た めか 、 彼 ら は エレ クト ロニ クス より も アコ ー ス ティ ッ ク 
な も の に 趣 を 置い て お り 、 そ れ 故 、 派 手 な 演奏 は な く 、 地 味 な 印象 
を あたえ る 。 東 洋 的 な メロ ディ ガ が 実験 音楽 と か み 合 い 不思議 な 音 世 
界 を 作り 上 げ 、 ド イツ の グル ー プ らし く 単 に 情緒 的 に 流さ れず 、 思 
想 的 な も の を 背後 に 感じ な い 訳 に は 行か な い 。 (吉瀬) 


DREAM WORLD 
On Flight To The Light 
LP/Vertigo 6435 050 80 年 





元 YATHA SIDHRA の Klaus Fichter と Rolf Fichter の 2 人 組 に よっ 
て 作ら れ た 作品 。 メ ロト ロン 、 ハ モン ド ・ オ ル ガ ン 、 ム ー グ 、 プ ロ 
フェ ッ ト 、 ア ー プ 、 その他 多 く の 鍵 盤 楽 器 が 使わ れ て いる だ け に 音 
に は 十分 な 厚み が ある 。 純 粋 な シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク の 作品 と い 
う よ り 、 シ ン セ サイ ザー の シー ケン ス に 乗せ て メロ ディ ー を 弾く よ 
うな 部 分 が 多い の で 、 シ ン フ ォ ニ ッ ク 系 の エレ クト ロニ クス 作品 と 
いっ て よい だ ろう 。 し か し 、 フ ルー ト を 使用 し て いた り 、 生 ドラ ム 
使っ て いた りす る の で 他 の エレ クト ロニ クス 作品 の よう に 無機 質 で 
冷た い 印 象 は 受け な い 。A③ の “Sommerdays” な ど は トロ ピカ ル ・ 
ムー ド で いっ ぱい だ 。 全体 的 に ほのぼの と し て いて 気持 ちよ い が 、 
素人 くさ さ が 見 え 隠 れ し て いる 所 も ある 。 (小林 ) 








DZYAN 
DzVan 
LP/Aronda LA-AS 10,.006 "72 年 





フラ ンク フル ト の グル ー プ 、DZYAN( ツ ァ ー ン ? ) の 1 st アル バム 。 
ベラ フォ ン に 残し た トリ オ 編 成 の も の と は 全く 異な っ た メン バー で 、 
全 ん どの 曲 を 書い て いる ライ ン ハ ルト ・ カ ー ヴ ァ キ イ の み 残 っ て い 
る こと か ら 、DZYAN と は 彼 の バン ド な の だ ろう 。 サウ ンド は サッ ク 
ス な ど が 加わ っ て ジャ ズ ・ ロ ッ ク 的 だ が 、 ヴ ォ ー カ ル ・ ナ ン バ パー 中 
心 で 、 ベ ラフ ォ ン か ら の アル バム より も ロッ ク っ ぽく 、 ギ ミッ ク を 
多用 する な ど 、 サ イケ も し く は アー トロ ッ ク 風 で ある 。 演奏 水準 は 
低く な い が 、 同 時 期 に コズミック 系 、 カ ン 、 フ ァ ウ スト な ど は 既に 
アル バム を 発表 し て いる こと か ら 、 旧 世代 に 属す る グル ー プ で あっ 
た の だ ろう 。 ジ ャ ケッ ト は タ ド や ベー コン の セン ス に 近い 。 民 族 音 
楽 色 は 強く な い が 、 異 質 な 響き へ の 嗜好 が 感じ られ る 。 (嶋田 ) 


DZYAN 
Time MMachine 


LP /Bellaphon BLPS 19161Q '73 年 
CD/Bellaphon 288.09.108 





DZYAN の 2 枚 目 、 ト リオ に 編成 を 変え ベラ フォ ン か ら リ リー ス さ れ 
て いる 。 1 st に 比 し て 3 人 が 同じ ウェ イト を も っ て 音楽 を 作っ て いて 、 
仲 々 の テク ニシ ャ ン 揃 いで ある 。 次 作 「Electric Silence」 で 完成 を み 
る 民族 音楽 的 要素 と ジャ ズ ロ ッ ク を 融合 させ た DZYAN の 個性 的 サウ ン 
ド の 萌芽 が 垣間見 られ る 。 エ デー・ マ ロン の サ ズ や アコ ー ス ティ ッ ク 
ギタ ー が みず みず し さ を 与 えて いて 、 ち ょ っ と 暗め の ECM 系 サウ ンド 
と いう 印象 。 こ の グル ー プ の 美 質 は 、 早 弾き な ど テ クニ カル な 側面 よ 
り も 、 ゆ っ た り し た 異国 的 響き を 強調 し た 作品 に ある の で は な いか と 
思う 。 ト ー タ ル で みる と や や 散漫 な 印象 だ が 、 シ ュー ル な ジャ ケッ ト 
ワー ク と 共に 仲 々 の 佳作 で 、 ド イツ ロッ ク の 多様 性 を 示す 1 枚 と し て 
一 聴 に 値する 。 も っ と 評価 され よい グル ー プ 。 (嶋田 ) 








DZYAN 
Electric Silence 


LP /Bellaphon BIPS 19202 Q 74 年 
CD/Bellaphon 288.09.120 





G、B、Ds の 最小 の 編成 を も つ 、 ど こ か 北欧 的 響き を 持つ ジャ ズ ・ 
ロッ ク ・ グ ルー プ 、 ツ ァ ー ン の サー ド ・ ア ル バ ム が 、 こ の 「 エ レク 
トリ ッ ク ・ サ イレ ンス 」 で ある (一 作 目 「DZYAN」 二 作 目 「TIME 
MACHINE」)。 サ ウン ド は 3 枚 と も 同系 統 、 即 興 主 体 の ジャ ズ ・ ト リ 
オ に 民族 楽器 、 ア コー ステ ィ ッ ク 楽 器 が 加わ る 。 特 に サ ズ 、 シ ター 
ル 、 カ リン バ 等 が か な り 前 面 に 使用 され て いる 曲 が 多 い 。 ECM の テ 
リエ ・ リ ピタ ル や ヴァ ン ガ ー ド の オレ ゴン な ど と 共通 の 響い を 有 す 
る 。 技術 は ほぼ 標準 、 ド イツ 的 と いう より 、 コ スモ ポリ タン な 音楽 
性 を 感じ させ 、 独 特 と いえ る 。 当 時 の ドイ ツ ロ ッ ク シ ー ン に は 、 こ 
の よう な 傾向 の グル ー プ も 多数 あっ た こと の 一 つの 証明 で ある 。 

(嶋田 ) 








EBERHARD SEHOENER 
Trance-Farmatlon 
LP/EMI IC 064-32 526 77 年 





エバ ー ハ ルト ・ シ ョ ー ナ ー は 、 キ ー ボ ー ド 論者 と いう より も 作曲 
家 と いっ た 方 が 似つか わし い ミ ュー ジ シ ャ ン だ 。 そし て 770 年 代 か ら 
既に イン ター ナシ ョ ナル な 土 僚 に 立っ て 創作 活動 し て いた 。 こ の ア 
ル バ ム は 、 彼 が 南ア ジア を 訪れ た 時 の 印象 を も と に し て 製作 され て 
いる 。 彼 に と っ て 多分 大 き な 神 秘 と も な っ た 南ア ジア の 異 文化 が 、 
彼 の ヨー ロッ パ 人 と し て の アイ デン ティ ティ に 立ち 入り 、 そ こ で 東 
洋 困 拝 に 流す る こと な く 、 あ くま で も 彼 自身 の 音楽 と し て 表 さ れ た 
代表 作 の 一 つと 言っ て いい と 思う 。 従 っ て サイ ケ デ リッ ク 文 脈 の 眼 
想 感 や 観念 没入 の よう な も の は 一 切な い 。 全 編 を 通じ て グレ ゴリ ア 
ン ・ コ ー ラ ス と 彼 の キー ボー ド ・ プ レイ を 中 心 に 静か で 神聖 な る イメ 
ー ジ を 与え る 。 ま た ポリ ス 人 脈 と の 共 作 が 多い 人 で も ある 。 (松本 ) 











EBERHARD WEBER 
The Following Mornimg 


LP /ECM 1084 2301084 77 年 
CD/ECM 











'40 年 生ま れ の ユニ ー ク な ベーシスト 。 エ バー ハル ト ・ ヴ ェ ー バ ー 
は 、 ア ッ プ ライ ト の エレ クト リッ ク ・ ベ ー ス に 独自 の エフ ェクト 処 
理 を 施し 、 さ り げ な く 、 し か し な ん びと に も 真似 の で き な い 魅力 的 
な 演奏 で 、 い わく いい が た い 幻 想 的 な 音楽 を 創造 する 。 本 作 で は オ 
スロ ・ フ ィ ル の メン バー に よる チェ ロ と フレ ンチ ・ ホ ルン と オー ボ 
ェ の 奏で る 回 の よう に け ぶ る し っ と り と し た ハー モニ ー を 背景 に 、 
決し て 派手 で は な い の に 、 う っ と り と する よう な 鮮やか な ペース ・ 
プレ イ を 聴か せ て くれ る 。 こ ん な に も 中 音域 の 美しい 音楽 が ほか に 
あっ た だ ろう か 。 ヴ ェ ー バ ー は ソロ ・ ア ル バ ム で は 落ち 着 いた 演奏 
に 終始 し て いる が 、 例 えば ラル フ ・ タ ウナ ー の 『Solstice』 を 聴け ば 、 
どれ ほど 驚 異 的 な 音楽 家 か が 判る 。 (坂本 ) 


EBERHARD WEBER COLOURS 
Silent Feet 
LP/ECM 1007 78 年 





E.WEBER COLOURS 名 義 に よる 1 st アル バム 。(Weber の ソロ と 
し て は 4 作 目 。) Weber の 透明 感 の ある 音色 雄大 な フレ ー ジ ング が 
境 能 で きる トッ プ ・ ナ ン バ パー は 、ECM で も 屈指 の 仕上 が り で ある 。 
単なる ベー シス ト の ソロ で は な く 、 リ リカ ル で あり な が ら K・ ジ ャ レ 
ッ ト の よう に 濁 れ す ぎ な い Rainer Bruninghaus の ピア ノ 、 パ ッ シ ョ 
ネー ト な Charlie ` 秋 吉 満 ちる の 親父 Mariano (sop-sax, fl) 、Weber 
と 共に いか に も ECM 的 な 空間 を 演出 する 元 S・ マ シー ン の John Mar- 
shall と 、 パ ンド と し て の バラ ンス も 良い 。 バ ンド 名 義 に し て いる の 
も 理解 で きる 。 ア ナ ロ グ 時 の Maja Weber に よる カラ ー・ ブ ッ ク レ ッ 
ト も 美しい 。 同 メン バー ノ 同 名義 で 、80 年 に 「Little Movement」 を 
リリ ー ス し て いる 。 (Chihiro S.) 





EBERHARD WEBER 
Little MMovememt 
LP/ECM 1186 「'80O 年 





ECM 系 の ベー シス ト 、 エ バー ハル ト ・ ヴ ェ ー バ ー が 自ら の グル ー 
プ 、 COLOURS を 率い て 発表 し た セカ ンド ・ ア ル バ ム 。 他 の メン バー 
は 1 作 め の 「Silent Feet」('77 年 ) と 同じ く チ ャ ー リ ー・ マ リア ー ノ 
(Sax、f) ライ ナー・ プ リュ ー ニ ング ハウ ス (key) そし て 元 SOFT 
MACHINE の ジョ ン ・ マ ー シ ャ ル (ds、perc) 。 荘 重 な オ ー プ ニン グ 、 
ミニ マル 風 の シ ン セ 、 夢 の 様 に 去 来 する SE 等 、 ヨ ー ロ ッ パ ・ ジ ャ ズ に 
プロ グレ ッ シ ヴ の 要素 を 取り 入れ た ファ ンタ ステ ィ ッ ク な ジャ ズ ・ 
ロッ ク が 堪能 で きる 。 マ ー シ ャ ル の デリ ケー ト な ドラ ミン グ も 素 晴 
らし い 。 ヴ ェ ー バ ー と プリ ュー ニン グハウス は 現在 ヤン ・ ガ ル バ レ 
ク ・ グ ルー プ の メン バー と し て も 活動 。 ま た ケイ ト ・ プ ブッ シュ の ア 
ル バ ム に も ヴェ ー バ ー は 名 を 連ね て いる 。 (高山 ) 


EBERHART WEBER 
Late That Evening 
LP/ECM '82 年 





COLOURS を 解散 し た E・ ヴ ェ ー バ ー は OREGON の ポー ル ・ マ ッ キ 
ャ ンド レス (sax、cl、ob、horn) マイ ケル ・ デ ィ パ スカ (ds、perc) 
パッ ト ・ メ セ ニ ー の 片腕 ライ ル ・ メ イズ (p) 今 を と きめ く ビ ピル ・ フ 
リー ゼル (g) と いう 強 カ メン バー に 声 を 掛け 、 4 回 の ジャ ム と 短期 
間 の ライ ヴ 活 動 と 共に 本 作 を 吹き 込ん だ 。 全 4 曲 ヴ ェ ー バ ー の ペン 
に 依る も の だ が 、 メ イズ の うねる ピア ノ 、 フ リー ゼル の 幽玄 な トー 
ン が シリ アス な 空気 と より 一 層 の イマ ジ ネ イ ショ ン の 広がり 、 ダ イ 
ナミ ズム を 与え て いる 。 ヴェー バー 自身 の プレ イ も ベー ス が いか に 
イマ ジ ネ イ ティ ヴ な 楽器 た り 得 る か 再 認識 させ て くれ る よう だ 。 い 
つも な が ら ヴ ェ ー バ パー 夫人 に よる リリ シズ ム 溢 れる メル ヒェン 風 の 
カヴァ ー・ イ ラス ト も 良い 雰囲気 を 由 し て いる 。 (高山 ) 








E! 5 取 Hjp | SHALOM 


wwz Frost 
LP/Attacca 27625 76 年 





76 年 、 自 主 製作 に て 発表 され た 本 作 は 、「Fading Beauty」 の 頃 の 
FAITHFUL BREATH に 非常 に 近い 音 創り を し て いる 。 あ くま で も B 
級 で は ある が 前 者 より 半 分 展開 の 多い ドラ マチ ッ ク な 曲想 は 、 い か 
に も 大 仰 な 盛り 上 が り を 好む 我が国 の シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク ・ フ 
ァ ン の 好み に ぴっ た り 一 致す る 。 B① の タイ トル 曲 Frost” に お い 
て は 叙情 的 な フル ー ト に 絡ん で ご く 控 え 目 で は ある が メロ トロ ン の 
使用 も 確認 で きる 。 当 時 、NOVALIS を 筆頭 に HOELDERLIN、INDIGO、 
MINOTAURUS、TROYA、WERWOLF、 そ し て 本 作 を 発表 し た EL 
SHALOM と いっ た グル ー プ 達 に よる 極め て アン ダー グラ ウン ド な 活 
動 を 通し て 、 ド イツ ・ ロ マン 派 主 義 の 一 つの ムー ヴ メ ント が 形成 さ 
れ て いた 事 が 想像 され る 。 (松尾 ) 





EMTIMM 
Emti 箇 


LP/Thorofon ATH 109 70 年 





エム ティ ディ の ファ ー ス ト ・ ア ル バ ム 。 オリジナ ル 盤 は ドイ ツ 届 
指 の コレ クタ ー ズ ・ ア イ テ ム だ っ た が 、 後 に ほぼ 完璧 な 形 で 復刻 さ 
れ た 再発 盤 が 由 た 。 メン バー は 、 セ カン ド と 同じ 、 Dolly Holmes(g、 
Bousouki、Kazoo、vo) と Maik Hirschfeldt (g、fl、vo) の 2 人 で 、 
グル ー プ と し て 基本 的 コン セプト も 同じ で ある 。 ギタ ー 中 心 の シン 
プル な 演奏 を パッ ク に し た 、 や や 感情 を 迎え た 、 フ ォ ー ク ・ タ ッ チ 
の 男女 ヴォ ー カ ル を 聴く こと が 出来 る 。 全 体 の 印象 と し て は 平坦 な 
感 が 否め な い 。 白 黒 の 本 アル バム の ジャ ケッ ト と 美しい セカ ンド ・ 
アル バム の ジャ ケッ ト が 、 そ れ ぞ れ の 作品 の 魅力 を 象徴 し て いる か 
の よう で あり 、 同 タイ プ の 2 作品 で は ある が 、 そ の 出来 に は 明らか 
な 差 が ある 。 (賀川 ) 





了 字 7 








EMTHDI 
Saat 


LP /Pilz 20 29077-8 72 年 
CD/Galaxis CD 9019 





か つて 、「 よ いこ の ジャ ー マ ン ロッ ク 」 で 常に 上 位 ラ ン キ ング され 
て いた エム ティ ディ の セカ ンド 。 ジャー マン ロッ ク フ ァ ン は 、 ミ ー 
ハー で ある と いう こと を 如 実 に 物語 る 決定 的 な 1 枚 で ある 。 カ ナダ 
人 女性 ドリ ー・ ホ ル メ ス の 奏で る オル ガン 、 ピ アノ 、 ハ ー プ シコ ー 
ド の 無常 感 た だ よう 調べ は 、 自 然 を 慈しむ 素直 な 感情 の 発露 と も い 
うべ き ボ ー カ ル に 一 層 の 効果 を 及ぼ し 、 全 盛 期 を 迎 えん と する ジャ 
ー マ ン ロッ ク の 礎 に 一 つの 可能 性 を 見 い 出し 得 た 素晴らし いも の だ 。 
プロ デュ ー ス は 取締 役 の ロルフ ・ ウ ルリ ッ ヒ ・ カ イザ ー 氏 自ら が や 
り 、 エ ンジ ニア と し て 出 た が り 屋 、 デ ィ エ ー カ ー 氏 の 名 も ファン 
タス ティ ッ ク ・ マ ン ′” と し て クレ ジッ ト さ れ て いる 。 ア ー ト デザ イ 
ン は 言う まで も な く 、 ヘ ルム ー ト ・ フ リッ ツ 氏 で ある 。 (丸美屋 ) 


ERO6 
Eroe 
LP/Brain 1069 '75 年 





78 年 に 初め て 国内 盤 が 由 た と き に は 、SF 的 な ジャ ケッ ト を 付け ら 
れ て 登場 し た GROBSCHNITT の リー ダー、 エ ロッ ク こ と ヨアヒム ・ 
ハイ ン ツ ・ エ ー リ ッ ヒ の ファ ー ス ト ・ ソ ロ ・ ア ル バ ム 。GROBSCHNITT 
で は ドラ ム ス と エフ ェクト 、 作 詩 を 担当 し て いる 彼 が 、 こ こ で は す 
べ て の 楽器 を 演奏 し 、 安 ら ぎ 、 美 と 悪意 が 交錯 する 文字 通り 「 夢 」 
の 調べ を 奏で て いる 。 愛 娘 に 捧げ た の で あろ う 童 心 へ と 誘う 可憐 な 
メロ ディ 、 夢 幻 的 な 永 加 さ を 感じ させ る 2 曲 め の 後 の 野 卑 な 話 声 。 
GROBSCHNITT の ファ ー ス ト の フレ ー ズ を シン セ サ イ ザー で 再演 し 
た Die Musik von Oiberg′ は ガラ ス の 砕け る 音 で 途切れ 、 風 の 音 
と 共に ギタ ー や ドラ ム ス が 加わ っ た シン フォ ニッ ク な 曲 、 不 安 を 呼 
ぶ 加 工 さ れ た ヴォ イス と 続く 。 厚み の あ る 音 も 効果 的 。 (高山 ) 





EROG 
Zwei 
LP/Brain 60,007 76 年 





グロ ー プ シュ ニッ ト の ドラ マー で あり 、 事 実 上 の リー ダー で も あ 
る 本 名 ヨアヒム ・ エ ー リ ッ ヒ の セカ ンド ・ ソ ロア ル バ ム で ある 。 発 
表 は 76 年 で ちょ うど グロ ー プ シュ ニッ ト が 3 枚 目 の 「 ジ ャ ン ボ 」 を 
出し て いた 時 期 で この 頃 の エロ ッ ク は グル ー プ で は ドラ ム の 他 に 各 
種 エ レク ドド 日 三 ク スコ エン ジニ アー プロ デ ョ ー ス まで きか し ミ の 
ソロ で も 全て の 楽器 と 処理 を 一 人 で こなし て いる 。 こ の アル バム は 
単に 聞き 流し て いる だ け で は すべ て 冗談 の 様 に 聞こ えて し まう が 、 
彼 が グロ ー プ シュ ニッ ト て で 果たし た 「 裏 切り の フレ ー ズ 」 の 集大成 
と 見 た 方 が 正しい 。 次 は この メロ ディ ー で 展開 され る だ ろう と いう 
聴き 手 の 予測 を くつ 返し て し まう グロ ー プ シュ ニッ ト で の 彼 の や り 
方 が 見 事 に 開花 し て いる 。78 年 に も 3 枚 目 が 由 て いる 。 . (いわ ね ) 


ERTLIF (Switzerland) 
Ertlif 


LP/Tell TLP 5510 72 年 





ERTLIF は スイ ス の ロー カル バン ド で 活躍 し て いた メン バー が 集 ま 
り 1969 年 に 結成 され た パン ド で 、1972 年 に 唯一 つの アル バム で ある 本 
作 と ここ か ら カ ッ ト さ れ た シン グル を リリ ー ス し て いる 。 そ の サウ 
ンド は 当時 の プリ ティ ッシュ ・ ロ ッ ク に 多大 な 影響 を 受け た プロ グ 
レ 前 夜 的 な ( 愛 囲 気 的 に は PROCOL HARUM を 想起 させ て くれ る ) 
も の で 録音 され た 時 代 を 色濃く 反映 し た も の と な っ て いる 。 以 前 、 
マニ ア の 間 で は メロ トロ ン の 使用 が 話題 に な っ て いた が 、 実 際 聴い 
て みる と それ ほど 大 々 的 で は な く 基 本 的 に は ギタ ー と オル ガン 主体 
で 、 一 部 の 曲 に 叙情 性 を 由 す の に 効果 的 な 使用 を され て いる と いう 
感じ に 留まっ て いる 。 ジ ャ ケ は サイ ケ 調 の 幻想 的 な も の が オリ ジ ナ 
ル だ が 再発 盤 で は メン バー の 当時 と 現在 の 写真 に な っ て いる 。 

(島村 ) 








se 凍 | 上 UROPEAN JAZZ ENSEMBLE 
但 | At The Philharmonic 6ol0gne 
CD/M. A music A800-2 '89 年 





ベー ス の アリ ・ ハ ウラ ンド 率い る この グル ー プ 、 結 成 は 77 年 と 言 
うか ら 他 に も 随分 と 作品 は 有る の だ ろう 。 本 作 の メン バー は M・ シ ョ 
ー フ 、E・ ラ ヴァ 、S・ サ ルツ マン 、P・ カ テリ ー ン 、T・ レ ヴィ ン (Dsa) 
を 含む 11 人 で パン ド 名 に ふさ わし い 多 国籍 編成 だ が 全員 が レギ ュ ラ 
ー で は 無い と 思う 。 御 丁寧 に メン バー の 生年 月 日 が 書い て ある の だ 
が 、 そ れ に よる と 皆 、 二 次 大 戦前 後 の 産 まれ 、 言 い 替え れ ば '60 年 代 
代 か ら 770 年 代 の ヨー ロッ パ ・ ジ ャ ズ を 支え た 世代 で ある 。 そう 言っ 
た 彼 達 が ジャ ズ ・ ミ ュー ジ シ ャ ン と し て の 彼 達 の 言葉 一 イン プロ ヴ 
ィ ゼ ーション 一 で も っ て 互い に 聴衆 と 語り 合う 。 今や それ は 先鋭 的 
で は 無く な っ た に し ろ 立 派 に 価値 が ある 事 だ と 思う 。 ベ テラ ン に ぶ 
さわ し く 真 剣 で 尚 ふ くら み の あ る 音 。 (中 西 ) 





FLOH DE COLOGNE 
Fliesshandhahys Beat-Show 
LP/Ohr OMM 56.00 "70 年 





彼ら の 2nd で あり 、Ohr レ ー ベ ル の 記念 すべ き 第 1 作 (レー ベル の 
5 枚 目 ま で ゴム 風船 の お まけ 付 )。 彼 ら は 独自 の 活動 路線 を 歩む グル 
ー プ で あり 、 彼 ら を 正しく 理解 し よう と する な ら ば 、 そ の 活動 の 歴 
史 と 背景 を 理解 すべ き で あろ う 。( 政 治 色 の 強い 学生 運動 に 端 を 発し 
た らし い が 、 こ こ で は 割愛 させ て いた だ く 。) 彼 ら の 訴え た い 内 容 に 
反し て ( ? ) 、 そ の 表現 形態 は コミ カル で 楽し いも の で ある 。 オルガ 
ン や ギタ ー に よる 耳 に な じみ 易い フレ ー ズ の 繰り 返し 、 フ ァ ン キー 
な リズ ム 、 コ ケ テ ィ ッ シュ か 効果 斉 、 ユ ー モ ア に 溢れ る 歌 (語り )…… 
な ど 、 ど れ を と っ て も 飽き の こない 内 容 で ある 。 し か し 、 こ うい う 
表現 方 法 を 受け 入れ られ る か どう か で 、 好 き 嫌 い が は っ きり と 分 か 
れる と 思わ れる 。 (Helmut) 





ャ ルー ケー 








玉 / FLOH DE COLOGNE 
旨 Rockoper Profitgeier 
LP/Ohr OMM 56 010 71 年 





鳥 を 裂く と は ら わ た が 出 て くる と いう 変形 ジャ ケッ ト 。 こ の 趣味 
が 既に FLOH DE COLOGNE な ら 、 お まけ に 盤 も 朱色 一 色 ( 赤 一 色 と 
いう プレ ス も ある )。 プ ラッ ク ・ ユ ー モ ア も ぎ た ぎ た な うえ 、 と ぼけ 
た よう な ロッ ク ・ ヴ ォ ー カ ル に 極端 に リズ ム 感 の 悪い ロッ クン ・ ロ 
ー ル 崩れ だ っ た り と 、 何 の と り 得 も な い 音 楽 、 と も 言え る 。 言え る 
が 、 こ れ は 間違い な く FLOH DE COLOGNE の 音楽 だ っ た りす る 。 こ 
の アル バム は 『「Live」 と 名 記し て お き な が ら ス タ ジ オ 録音 を ミッ クス 
し て 作為 的 に つく られ て お り 、 そ の 辺り の 事 を 込み で 実は ザッ パ 並 
み に ユ ー モ ア と 実験 性 に 溢れ て いた か 、 も し く は 演劇 色 の 強い 、 ス 
テー ジ で の 動き を 込み に し た 音楽 の 面白 味 に た けた バン ド だ っ た か 
も し れ な い 。 寸 劇 十 音 楽 の 一 面 が の ぞ け る アル バム 。 (松本 ) 


FLOH DE COLOGNE 
Lucky Streik-Live 
LP/Ohr OMM 2/56 029 73 年 





バキ ュー ン 、 カ ー ン と いう ジャ ケッ ト の お や じ 達 の 目 つき 顔つき で 
全て が わか る FLOH DE COLOGNE の 音楽 性 。 今 度 は 2 枚 組 、 大 版 ポ 
スタ ー つ き 。 内 ジャ ケッ ト に ステ ー ジ 写真 が 載っ て いて 、 そ れ に よれ 
ば 意外 と ロッ ク ・ バ ンド ふう 少し トラ ッ ド の 酒飲み 風 と いっ た 感じ だ 
が 、 メ ン バ ー の ほとん ど が むさ くる し いこ と は 言う まで も な い 。 し か 
し 演奏 は 意外 に ふざけ て いな い 。Ohr 時 代 の アル バム で は 一 番 オ ー ソ ド 
クス か も し れ な い 。 ヴォー カル ・ パ ー ト (と いう より も 語り ?) は 例 
に よっ て 多く ドイ ツ 潰 け プ ラッ ク ・ ユ ー モ ア を 感じ させ た と し て も 、 
拍手 も 喝 条 。 会 場 の 笑い が な い 事 を 思う と 、 お 笑い ・ 小 話 で は な く ア 
ジテ ーション に な っ て いる の か も し れ な い 。 盤 か ら 音 楽 を 聴い て いる 
だ け で は 伝わら な い 位置 に 居 た バン ド な の だ ろう 。 (松本 ) 





FLOH DE COLOGNE 
ieVer SVmph0mie 
LP /OHR OMM 556,033 74 年 





彼 等 に つい て 知る こと の で きる 最 古 の 情報 は 68 年 10 月 に 制作 され 
た 「Vietnam」(PIane S 33 101) で ある 。 活 動 は その 後 も 続い て お 
り 、 判 明 す る 限り 11 枚 の アル バム を リリ ー ス する 政治 色 の 濃い パン 
ド の 様 で ある 。 本 作 は オー ル ・ レ ー ベ ル 在 籍 時 に リリ ー ス され た 5 
作 目 で あり 、 同 レー ベル の 最終 作 で も ある 。 ボ ン ゴ 、 ド ラム 、 サ ッ 
クス 、 フ ルー ト 、 マ ンド リン 、 オ ル ガ ン 、 ギ ター、 ベ ー ス 、 シ ン セ 
サイ ザー、 メ ロト ロン 、 ピ アノ 等 、30 種 類 に お よぶ 楽器 に よる 様々 
な 形態 の 演奏 と 効果 音 が 次 々 と コラ ー ジ ュ さ れ ド イツ 語 の 語り に よ 
っ て 曲 進 行 が は か られ て いる 。 初 期 ザ ッ パ の ドイ ツ 版 と いっ た 感 が 
ある 。 プ ラッ ク ・ ユ ー モ ア が 全体 を 貫き 賛否 の 分 れる と ころ で ある 
の は ジャ ケッ ト を 見 て も 判る 通り 。 (松本 ) 


FLUTE & VOICE 
Imaginatinns of Limht 
LP/Pilz 20 21088-2 71 年 





ハン ス ・ レ ッ フ ェ ル ト (E・ ギ ター、A・ ギ ター・ フ ルー ト ) と ハ 
ジジ 22 ラ シス タイ 02 ス ( ジ シンター リ 二 Ex ギ タ 二 必 h イ 629 叶 の 深作 
唯一 の 作品 で ある 。 シ ター ル 、 ジ ャ ズ 色 の 伺え る E・ ギ ター 等 を 中 心 
に 全編 、 各 楽器 の 絡み と ソロ に よっ て 静 的 で 極め て 東洋 的 な 音 世 界 
が 淡々 と 繰り 広げ られ て いる 。 薄 日 の 差し 込む 中 を 気 の 向く まま 自 
由 に 奏で られ た 様 な それ は 眼 想 音楽 と 呼ぶ こと の 出来 る 類 の 音楽 で 
ある 。 ア ネクサ ス ・ ク ァ ム の 音楽 性 と ヒッ ピー・ ム ー ヴ メン ト が 生 
み 出 し た と いう べき 夢幻 的 或いは 東洋 的 な 響き を 持つ 例え ば W&W の 
様 な フォ ー ク と の 中 間 に 位 置 し 、 更 に 音 を 浄化 し た 内 容 と 言え ば 察 
知 で きよ うか 。70 年 前 後 の 西 洋文 化 圏 に 花咲 いた イン ド 志 向 が 音 に 
反映 され た 意味 で その 典型 的 作品 と 言え る 。 (松本 ) 








FREDY STUDER 
SeVen SOn9S 
CD/Intuition INT 2056 2 93 年 





OM 以来 クリ ステ ィ ・ ド ー ラ ン と 交流 が 深い 他 独 、 仏 ジャ ズ ・ シ ー 
ン で も 活躍 する スト ゥ ー ダ ー 初 の リー ダー 作 。 メンバー が 凄い 。 ド 
ー ラ ン ・ グ ルト ゥ 、 ロ マン ・ プ ルー ニン グハウス 、 ヴ ィ ト ヴァ ー、 
マリ アー ノ 、 ロ スコ ー・ ジ ー は 人 脈 上 成 程 と 思う が 他 に も ヴァ スコ 


ンチ ェ ロ ス 、 タ ミア 、 ヴ ィ ト ウス 等 の 顔 も 見 える 。 し か も 全員 が 全 


曲 に 顔 を 由 し て いる の だ 。 さ ぞ や スケ ジュ ー ル 調整 が 大 変 だ っ た ろ 
うと 思っ た ら 制 作 に 8 年 か か っ て いる 。 それ だ け に 只 の オー ルス タ 
ー 顔 見 せ 興行 に 終わ ら ず 各 メ ン バ ー の らし さ を 活 し つつ も 統率 の と 
れ た ワー ルド ・ ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク の 傑作 に な っ て いる 。 大 人 数 に も か 
か わら ず 各 人 共 細 部 まで 行き 届い た 演奏 を 見 せる が 中 で も グル トゥ 
と ヴィ トウ ス の 両 名 の 存在 感 は 凄い / ノ 強力 な 一 枚 。 (中 西 ) 





FRIEDRICH 還 LDA(AuStria) 
Is AM 0me 


LP/MPS 70 年 
CD/ テ イチ ク ULS-3198-P 





バド ゥ ラニ スコ ダ 、 イ エル ク ・ デ ム ス と と も に 「 ウ ィ ー ン 三 羽 鳥 」 
の 一 人 と 賞 さ れ た ピア ニス ト (30 年 生ま れ )。 ベー トー ヴェ ン や バッ 
ハ を 主要 レパートリー と する 一 方 で 、 ジ ャ ズ に 情熱 を 傾け 、 時 に 俗 
謡 を 思わ せる 自作 曲 に お いて リコ ー ダ ー を 吹き 、 パ ー カ ッ シ ョ ン を 
叩き 、 変 装 し て 歌 を 披露 する な ど 、 し な や か な ユー モア と 偏 奇 さ に 
溢れ た 音楽 世界 を つく りあ げ て いる 。 本 作 で は ドラ ム ス を 伴い アコ 
ー ス ティ ッ ク と エレ クト リッ ク の ピア ノ を 弾き 分 け て お り 、 ク ラ シ 
ッ ク プ ジャ ズ プ ポッ プス の 境界 を 溶かし 混 然 一 体 の アマ ル ガ ム と し 
な が ら 、 物 心 つ いた 頃 か ら 伝統 を 呼吸 し て いる 者 に の み 可 能 な 、 ご 
く 自然体 に し て 自在 な 過激 さ を 示し て いる 。 同様 の 作品 に 『 グ ル ダ ・ 
ワー クス 』『 偉 大 かな る G の 帰還 』 な ど が ある 。 (福島 ) 





7 ラブ 








FRITZ HAUSER & STEPHAN 
GRIEDER (Switzerland) 
The Miirror 

CD/Hat Art CD 6037 90 年 





元 ブ ルー モー ショ ン の 両 名 に よる パイ プ ・ オ ル ガ ン と パー カッ シ 
ョ ン の デュ オ 。 "80 年 代 以降 の ハウ ザー は Hat ART よ り ソ ログ リー ダ 
ー 作 を 発表 し 続け る 他 デ ィ ー プ ・ リ スニ ング ・ バ ンド に 加わ る な ど 
現代 音楽 の 領域 で 活動 し て お り 、 本 作 も 又 そ う 言 っ た 作風 で ある 。 
全体 に 感覚 的 な 演奏 で 即興 性 も 高い が 、 そ れ で も パイ プ ・ オ ル ガ ン 
の 使用 が ヨー ロッ パ 人 と し て の 彼 達 に 与え る 影響 は 大 きく 、 い わ ゆ 
る 教会 音楽 風 で は 無い に し る 神秘 的 で 荘重 な 響き が 感じ られ る 。 言 
い 替 えれ ば プル ー モ ーション の 非 ロ ッ ク 的 部 分 の 拡大 版 と 言っ た 音 
で ある が スケ ー ル 、 集 中 度 共 に こち ら の 方 が 圧倒 的 に 高く 時 に 息 を 
呑む 程 の 迫力 を 持つ 。 プ ログ レ 性 の か けら も 無い が ハウ ザー の キャ 
リア の 中 で も 最高 の 出来 。 (中 西 ) 


FRITZ HAUSER (Switzerland) 
ie Trommel & ie Welle 


CD/Hat Hut Records hat ART CD 6017 
"89 年 








CIRCUS、BLUE MOTION と 、 ス イス の 名 だ た る プロ グレ ッ シ ヴ ・ 
ロッ ク ・ バ ンド を 渡り 歩い た ドラ マー の フリ ッ ツ ・ ハ ウザ ー だ が 、 
ソロ ・ キ ャ リア を 積み 上 げ て 来 た 現 在 、 寧 ろ ロ ッ ク ・ サ イド の 活動 
の 方 が 意外 感 を 覚え る くら い の そ の 筋 の ミュ ー ジ シャ ン と な っ て し 
まっ た 。 ここ で 言う 「 そ の 筋 」 と は 、 フ リー・ ジ ャ ズ を も 遠く 過ぎ 
行き 、 現 代 音 楽 そ を の も の に 立ち 至っ た 先端 音楽 を 指す 。 パ ー カ ッ シ 
ョ ニス ト は し ば し ば 音楽 越境 の 達人 と な る と いう 原理 は ここ に も 適 
用 され る だ ろう 。 既に そう いっ た アル バム が 数 枚 発表 され て いる 。 
この ソロ ・ ア ル バ ム は そう し た 彼 の 多重 録音 に よる 放送 劇作 品 と 、 
パー カッ ショ ン の み に よ る 作曲 作品 を 収録 。 彼 の 関心 が 音響 と 運動 
性 、 ダ イナ ミズ ム に ある こと を 教え て くれ る 。 (坂本 ) 





GMA 
Auf Der Bahn Zum Uranus 


LP/Kerston 65 014 '? 年 
CD/Ohrwaschl 無 番号 





70 年 代 の ジャ ー マ ン ・ マ イナ ー 所 の マニ アッ ク な 一 作 。 プ ログ レ 
ッ シ ヴ な 作風 と 今一つ 抜け 切れ な い 未 整理 な ドイ ツ ら し さ が 運 良く 
出逢っ て し まっ た よう な うま み が あ る 。770 年 代 ジ ャ ー マ ン ・ ロ ッ ク 
の マイ ナー 所 が 何で ある か を つか ん だ 人 に は 尋 味 深い 内 容 だ と 思う 。 
7 分 一 10 分 の 曲 が 並 び 、 単 に 並ぶ で だけ で な く 変 化 も や あり 、 そ こ に は 
レス リー の ハモ ンド ・ オ ル ガ ン や 生 ギ ター、 更 に は スペ イシ ー か な 効 
果 も 加え られ 、 相 当 意 欲 的 だ っ た よう に 思え る 。 演奏 力 は 乏しい も 
の の サウ ンド ・ コ ン セ プシ ョ ン は 比較 的 は っ きり し て いた よう だ 。 
ロン グ ・ ナ ン バ ー 程 面白 い 。 垢 抜け な い ポ ッ プ な 部 分 は 少な め な の 
で 、 ジャー マン ・ マ ニア な ら 聴 いて お きた いと ころ 。 ド イツ の マイ 
ナー・ プ ログ レッ シ ヴ ・ ロ ッ ク の 好 サ ンプ ル 。 (松本 ) 








胡 0RG DEUTER 
Deuter 
LP/Kuckuck 2375 009 '71 年 





ゲオ ル グ ・ ド イタ ー の 音楽 は 、 ニ ュー エイ ジ 文 脈 で 語ら れる 音楽 
性 を 持っ て いる 。770 年 代 の 後半 に 表面 化す る 環境 音楽 、 そ の 後 の リ 
クラ イ ゼ イ ショ ン ・ ミ ュー ジッ ク と いっ た 音楽 の 根底 に は 、'60 年 代 
後半 に 拡がっ た 東洋 指向 や 自然 回 帰 の 思想 が 流れ て いる が 、 ド イタ 
ー は その 先駆 の よう な と ころ が ある 。 音楽 スタ イル プレ ッ テ ル と し 
て の ニュ ー エ イジ と いう より も 、 西 洋 人 が 東洋 を 憧れ の まな ざし を 
持っ て ユー トピ ア を 描い た 時 代 の 色あい を 濃く 残し て いて 、 特 に こ 
の アル バム は その 模索 を 感じ させ る 。 次 作 以後 の 明確 な サウ ンド ・ 
ヴィ ジョ ン に は 一 歩 至 っ て お ら ず 、 多 重 録音 に よる エレ クト ロニ ク 
ス や シタ ー ル 等 の 様々 な 取り 込み が あり 実験 色 が 強い 。 そ れ だ け に 
初期 の ドイ ツ の 未 整理 な 感触 が 強く マニ アッ ク 。 (松本 ) 





GSH 
A Youmg Mams Gash 
LP/Brain 1014 72 年 





キー ボーINRI(0 三 Rss ネー ニー カル) ギタ 三 、 ペ ベー ニス ドラ バ か がら 
成る 4 人組 の バン ド の 作品 。( プ リティ ッシュ ・ ロ ッ ク に 近い 夫 囲 気 
を 持つ 。)Joe Cocker に 似 た ハス キー な ヴォ ー カ ル は 、 な か な か 渋い 
唄 を 聞か せ て くれ る 。 ま た 彼 の 引き 分 ける ピア ノ や オル ガン も ツボ 
を 心得 た 演奏 内 容 で 、 ス ロー な が ら 味 の ある 演奏 を 聞か せる 。 (オル 
ガン 系 の ロッ ク ・ フ ァ ン は 要 チ ェ ッ ク か も 知れ な い 。) また B 面 の 組 
み 曲 で は 、 チ ェ ン バ ロ を 使用 し に たり オー ケス トラ と の 重ね 録 り を し 
て いる の で 、 単 な る ハー ド ・ ロ ッ ク 作 品 と は 一 味 違っ た 内 容 に 仕上 
が っ て いる 。 ま と まり が 良く 、 じ わり と 魅力 が 伝わっ て くる 好 ア ル 
バム で ある 。 エ ンジ ニア リン グ は Conny Plank で 、 彼 らし い 音 才 処 
理 が な され て いる の も 暴 味 深い 。 (Helmut) 





GEORG DEUTER 
Alm 
LP/Kuckuck 2375 017 72 年 





この 2 作 目 で ドイ ター の 音楽 は 開花 し て いる 。 水 や 波 の 効果 音 を 
エレ クト ロニ クス の 静か な 動き や ギタ ー 音 の 反復 、 チ ベッ ト 系 ? の 
ベル 合奏 等 に と け 合 わせ る よう に 使っ て 、 と て も な だ ら か な か 印象 を 
受け る 。 東洋 指向 、 自 然 讃 美 が よく うか が える 。 それ は 肛 想 的 で は 
あっ て も 非常 に すっ きり と 浴 ん で いて 大 気 の よ うだ 。「Pharaos」 の 
P.VUH や BETWEEN、CLUSTER & ENO 等 に 近い も の が ある 。 こ の 
音 で '72 年 と は 随分 と 早い 。 多 分 “ 禅 ” 等 に 関係 が ある 人 物 の よう に 
思う 。 既 に 開放 感 が ある 。 彼 は この アル バム の 後 も 、「Celebration」 
(Kuckuck 2375 040,76 年 ) 、「Haleakala」( 同 2375 042,'78 年 )、 
「Ecstasy」( 同 2375 044,79 年 )、「Silence ls The Answer」( 同 049 
グ 050,'81 年 ) 他 4 一 5 作 を リリ ー ス し た 。 (松本 ) 





ルー 2 








国 LA 

HHIE 

LP /BASF 20 21109-6 71 年 
CD/Second Battle SB 021 





ギラ の ファ ー ス ト ・ ア ル バ ム 。 ギラ は 2 枚 の アル バム を 残し て 解 
散 し で し まう が 、 ポ ポル ・ ヴ フ に 加入 し た コニー・ フ ァ イ ト が リー ダ 
ー・ シ ッ プ を と っ て いた こと で 広く 知ら れ て いる 。 メ ン バ パー は ダニ 
エル ・ ア ルー ノ (ドラ ム ス )、 フ リッ ツ ・ シ ェ イ ング (オル ガン 、 メ 
回 骨折 2) 語 当選 大 22 ァ 1 ド (ギタ ニー) 四 z ル タ ウィ ーー アル ア 
ー ル (ベー ニス )」 の 4 人 で ディ ー タ ー・ デ ィ ー ク ス が プロ デュ ー ス に 
あたっ て いる 。 本 作 で の ギラ は 内 的 広がり を みせ る トリ ッ プ ・ サ ウ 
ンド を 演奏 し て お り 、 セ カン ド の 静寂 感 は あま り 感じ られ な い 。 し 
か し その 完成 度 は 71 年 に リリ ー ス され た ドイ ツ ・ ロ ッ ク の アル バム 
と し て は 、 い や 全 ド イツ の グル ー プ の 中 で も 極め て 高 水準 と いえ る 。 

(山崎 ) 


加 LA 


Bury My Heart At Wounded Knee 
LP/Warner Bros. WB46 234 73 年 





ギラ の セカ ンド ・ ア ル バ ム 。 前 作 が 色彩 感覚 が 強い どちら か と い 
うと ドロ ドロ と し た サウ ンド を 有 し て いた が 本 作 に な る と 、 あ る 意 
味 で 昇華 し た 静寂 感 が 滞っ て いる 。 前 作 の メン バー の うち コニー・ 
ファ イト 以外 は 全員 脱退 し 、 新 た に ポポ ル ・ ウ ヴ の フロ ー リ アン ・ 
フリ ッ ケ と ダニ エル ・ フ ィ ッ ヒ ェ ル シャ ー が ゲス ト 参 加 し て いる 。 
これ は コニー の ポポ ル ・ ヴ フ の 72 年 の アル バム 「 ホ シア ナ ・ マ ント 
ラ 」 へ の 加入 が 大 きく 影響 し て いる と いえ る 。 こ こ で は フリ ッ ケ は 
ピア ノ の 他 に メロ トロ ン も 弾い て いる 。 A 面 は 女性 ヴォ ー カ ル を フ 
ィ ー チ ャ ー し た ポッ プ な 小品 が 収め られ て いる が 、B 面 に なか る と ギ 
ラ の 本 領 発揮 と いっ た と ころ 。 繊細 な コニー の ギタ ー と フリ ッ ケ と 
の コラ ボレー ショ ン は 見事 な 広がり を みせ て いる 。 (山崎 ) 





LOVE UNITY ORCHESTRA 
Jahrmarkt/Local Fair 
LP/Po torch PTR/JWD 2 77 年 








66 年 シュ リッ ペン パッ ハ が 委嘱 を 受け 書き 上 げた 『 グ ロー ヴ ・ ユ 
ニテ ィ 。』 を 演奏 する た め に 集まっ た オー ケス トラ は 、70 年 代 に 再編 
後 も 、 構 築 的 な か アン サン プル と 鋭利 な 音色 、 ハ イ ・ エ ナジ ー な イン 
プロ ヴィ ゼー ショ ン を 依然 トレ ー ド マー ク と し な が ら 、 も は や グル 
ー プ は シュ リッ ペン バッ ハ 個 人 の も の で は な い 。 そ の 最も 極端 な 例 
が 本 作 で ある 。 編 成 は 通常 の ビッ ク バ ンド に 、 地 元 の アコ ー デ ィ オ 
ン 合奏 団 や マー チン グ ・ バ ンド 、 ギ リ シ ャ の 民族 音楽 バン ド が 加わ 
り 、 様 々 な 引用 や 模 信 、 パ ロディ を 連ね 、 演 奏 は カー ニ バ ル ・ パ レ 
ー ド の あざ と いま で の 雑色 性 と 、 仮 設 テ ント を 巡る よう な 空間 的 な 
含み に 満ち て いる 。 作曲 は ペー ター・ コ ー ヴ ァ ル ト 。 他 に は メン バ 
ー に よる 作曲 の み を 演奏 し た 『 コ ン ポ ジ シ ョ ン 』」 も 必聴 。 (福島 ) 


借 | 5R0OBSEHNITT 
rohschnitt 
LP/Brain 1008 72 年 





「Jumbo」 あ た りか ら イ エス 風 の 陽 性 の シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク を 
演奏 する よう に な る グロ ー プ シュ ニッ ト だ が 、 こ の ファ ー ス ト の 時 
点 で は ダー ク な 色調 の 曲 を 演奏 し て いた 。 構 成 的 に し っ か り と し た 
楽曲 な っ て いる の は この アル バム で も いえ る こと だ が 、 演 劇 調 ( シ 
アト リカ ル ) と で も いおう か 、 ア ング ラ 的 な 暗 さ を 強く 感じ る サウ 
ンド で ある 。 エレ クト ロニ クス 系 や 実験 的 作風 の 多い "770 年 代 の ジャ 
ニー マン ・ ロック ッッ シー ン の 中 で 。、 グ ロー プシ ュ ニ ッ ト や パー ニス ・ ヨ 
ント ロー ル の よう な グル ー プ の サウ ンド は 、 あ まり 話題 に の ぼら な 
い が 、 技 術 的 に も 表現 的 に も 十分 な も の を 持っ て お り 、 再 評価 を う 
な が し た い グ ルー プ 達 だ 。 (山崎 ) 








0BS6HINITT 
Ballermamm 


LP /Brain 2/1050 74 年 
CD/Brain 843 076-2 





グロ ー プ シュ ニッ ト 74 年 の 2 nd。 だ れ が 聴い て も それ な り に 評価 
で きる 1 st と 違い 、 サ ー カ ス 的 な 狼 雑 さ を 強 く 持つ 本 作 は 、 好 き 嫌 い 
が 分 か れる だ ろう 。 特に エロ ッ ク の 歌う トッ プ ・ ナ ン バ パー の よう な 
曲 を 聴い て 、 強 烈 な イン パク ト を 感じ られ る か 嫌悪 感 を 感じ る か 。 
前 者 な ら 本 作 を 名 盤 と 思え る だ ろう し 、 後 者 な ら ば この 作品 が 内 包 
し て いる ジャ ー マ ン ・ ロ ッ ク 特 有 の 混 油 に 、 あ な た は 向 か な い の か 
も し れ な い 。 少なくとも 本 作 は あな た に 無縁 の 作品 だ 。 ア ナ ロ グ で 
は 2 枚 組 だ っ た が 、CD で は 2 in 1 の 形 で リリ ー ス され て いる 。 だ が 、 
アナ ログ 時 の CD 面 を 、 ノ ン ・ ス トッ プ 編 集 に し て 欲し か っ た 。 ア ー 
ティ スト 不在 の C D 化 が 、 こ うい っ た 状況 を 多く 産ん で お り 、 体 質 
の 改善 が 望ま れる 。 (Chihiro S.) 





GR0BSGHNITT 
ROekp0mmel's Lam 


LP /Brain 60.041 77 年 
CD/Metroname 837 985-2 





ロジ ャ ー・ デ ィ ー ン を 意識 し た ジャ ケッ ト は 数 多く 存在 する が 、 
その 中 で 本 作 は 最も 優れ た も の の 一 つ だ ろう 。 国 内 盤 で は 省 か れ た 
内 ジャ ケ も 美しい 。 ア ル バ ム を 重ね る 毎 に 斉 の 厚み と 、 滑 ら か な 美 
し さ を 増 し て 行っ た 彼 等 の 4 作 め 、「 お と ぎの 国 へ 」 と いう 邦題 の 付 
けら れ た 本 作 は 、 彼 等 、 特 に ば ドラ マー の エロ ッ ク が 潜在 的 に 持ち 続 
け て 来 た イ ノ セ ント 願望 を 抽出 し 、 展 開 さ せ た フ ァ ン タ ジ ッ ク な 童 
話 世 界 が 広がる 。 基 に な っ て いる の は キー ボー ディ スト の ミス ト に 
よる スト ー リ ー だ (ベー シッ ク な カヴァ ー・ イ ラス ト も 彼 )。 ヴィル 
トシ ュ ヴ ァ イ ン の 優し く 力 強い ヴォ ー カ ル も 特筆 すべ き 。 シ アト リ 
カル な 演出 の みな ら ず 、 こ こ で の スタ イル は 幾 分 同時 期 の GENESIS 
を 想起 させ る が 、 本 来 の 独自 性 も 失わ れ て いな い 。 (高山 ) 





7 用 ぢ 








GR0BSEHNITT 
Splar Musie Live 


LP /Brain 0060.139 78 年 
CD/Metronome 837 984-2 





グロ ー プ シュ ニッ ト 唯 一 の ライ ブ だ が 、 2 nd に 収録 され て いた 「Solar 
music」 全 曲 で アル バム 1 枚 埋め る 、 と いう 大 胆 な 企画 の 作品 で ある 。 
ちょ っ と は ず す と 冗 漫 な 作品 に な り そ う な 企 画 だ が 、 ジ ャ ケッ ト ・ 
ワー ク 及 び 演 奏 か ら 、 グ ルー プ の 本 質 一 一 字 教 的 儀式 性 と サー カス 
の ノリ が 同居 する ヴィ ジュ アル な ステ ー ジ ング ノド イツ 的 な トリ ッ 
プ 感 覚 等 が ダイ レク ト に 伝わっ て くる 名 作 で ある 。 出 来れ ば 映像 も 
見 た か っ た 。 曲 は 新た に 書き 込ま れ た 箇所 も あり 、 膨 ら ま され て い 
る 。 (トー タル で 10 分 以上 長い 。) 冒頭 部 の イン パク ト 重 視 の ヴォ ー 
カル 、 中 間 部 の SE、 後 半 の エロ ッ ク の 絶叫 し な が ら の スネ ア の 連打 
等 の 非常 識 な ノリ ー 一 これ ら が 織り 成す 迷宮 世界 は 、 フ ラッ シュ ・ 
バッ ク を 引き 起こ す ほ ど 強 烈 だ 。 (Chihiro S.) 


0BS6HNITT 
errv-G0-ROum 
LP/Brain 0060.224 '79 年 





ライ ヴ 盤 「Solar Music」 に 続く グロ ー プ シュ ニッ ト 6 枚 目 の 作品 
iC の の UE 二 き ( 二 疫 09) が ウル ア シタ ジル ク 62 い の が 語る まほ はめ 
ャ ケッ ト に 描か れ て いる 遊園 地 の 世界 を そっ くり その まま 音 で 表現 
し て いる 。 適度 な ポッ プ さ が 心地 良い し 、 音 に 厚み も あり 、 演 奏 も 安 
定 し て いる よく 出来 た 作品 だ と 思う 。73 年 の 「Ballerman」 で は 不 気 
味 な ジャ ケッ ト だ っ た り 、 77 年 の 「Rockpommel's Land」 で は 思い っ 
きり 童話 的 な ジャ ケッ ト だ っ た り と 、 グ ロー プシ ュ ニ ッ ト に 関し て 
は ジャ ケッ ト が 中 身 を 忠実 に 表し て いる の で 初め て 彼ら を 聴 こ うと 
する 人 は ジャ ケッ ト て で 選ん で みる の も よい か も し れ な い 。80 年 代 に 

入っ て も 地味 な が ら も 良い 作品 を 由 し て くれ た グル ー プ だ と 思う 。 
(小林 ) 





呈 NTER SCHICKERT 
Samtvogel 
LP/SCH 33 003 75 年 





エコ ー、 ギ ミッ ク 、 エ フェ クト 対応 型 ジ シャ ー マ ン ・ フ ァ ン に お すす 
め の シ ン ガ ー 兼 ギタ ー 実 験 奏者 。 計 3 曲 。 基 本 的 に ギタ ー が 中 心 の 
フリ ー・ ス タイ ル 。 と は 言っ て も ハン ス ・ ラ イヒ ェ ル の よう で は な い 。 
も っ と ドロ ー ン と た より な い 。 ゴ ング を 抜け た 頃 の ソロ の デヴィ ッ 
ト ・ ア レン と コス ミッ ク 系 音 遊び に 「Inventions For Electric Guitar」 
の 時 の マニ ュ エ ル ・ ゴ ッ チ ング が いっ し ょ に 来 た よ うな 音楽 だ 。 音 
は 細か で 曲 は 不定 形 。 眼 想 的 と 言う に は 神経 質 な 音 の 線 の 細 さ が 先 
に 立つ 。20 分 前 後 の 二 つの 大 曲 で の ギタ ー 反 復 は 、「Inventions 一 」 
に そっ くり な の で 、 尚 更 ジ ャ ー マ ン ・ フ ァ ン 向け だ ろう 。 し か も より 
移り 気 と 見 えて 様々 な ギタ ー・ ギ ミッ ク が 絡む 。Brain よ り 一 度 再発 
され た 後 、'79 年 に は 「Uberfalling」(Sky032) を 出し た 。 (松本 ) 


則 NTER “BABY” SOMMER 
Dedicatien 
LP/FMP 0900 82 年 





チャ ー チ ・ オ ル ガ ン と フル セッ ト の ドラ ム ス & パ ー カ ッ シ ョ ン の 
共演 。 床 を 叶う オル ガン の 深々 と し た 音色 が や が て 浮か び 上 が り 、 
四方 を 囲む 壁面 を 照ら し 出し て いく に つれ 、 空 間 の 鐘 乳 洞 に も 似 た 
壮大 な 広がり が 明らか に な る 。 中空 を ゆっ くり と 巡る 響き に ゴン グ 
の 残響 が 寄り 添い 、 そ そり 立つ 音 の 壁 に 雷 の よう な 連打 が 応え る 。 
ここ で 演奏 は 、 フ リー・ ジ ャ ズ 的 な フレ ー ズ の 取り 交わ し に よる 対 
話 で は な く 、 こ の 奥深 い 空 間 を キャ ン バ パス に 見 立て た ピク チャ レス 
ク な 崇高 の 美学 に 基づい て 進め られ て いる 。 旧 東ドイツ に 属す る ド 
レス デン に 生ま れ た ゾ マ ー は 、 ソ ロ ・ パ ー カ ッ シ ョ ン に よる 「 有 聴音 
楽 」 シ リー ズ を 続け て お り 、 最 新作 『 ザ クセ ン 人 の 宝箱 』 で は 、 民 
族 楽 器 を 駆使 し た エス ニッ ク な 演奏 を 聴か せ て いる 。 (福島 ) 








HABOOB 
Hahnoh 


LP/Horzo REP 34002 70 年 





ジミ ー・ ジ ャ クソ ン 。 あ まり 知ら れ て いな い 人 で ある が 、 ド イツ 
初期 の 重要 な 作品 に 多く その 名 を つら ね て いる 。 ア モン デュ ー ル II 
(以下 AD II)、 エ ンプ リ ヨ 、 ナ イア ガラ 、 パ スポ ー ト 等 々 。 そ の ジミ 
ー の アル バム と も いえ る の が 本 作 で ナイ アガ ラ の ジョ ー ジ ・ グ リー 
ン (ドラ ム )、W・ パ ウエ ル (ギタ ー) の トリ オ 編 成 。 プ ロ デ ュ ー ス 
は ADII の オラ フ ・ キ ュ プ ラー。 キュプラ ー と ロー ター・ マ イト と は 
因縁 浅 か ら ぬ 仲 で 、 パ スポ ー ト の 第 1 作 、 レ ミン グ の 踊り 、 狼 の 町 、 
マイ ト の ユー トピ ア 等 で 共演 。 黒 人 ドラ マー で ジャ ズ 色 は か な り 強 
いと は いえ まぎれ も な く サ ウン ド は ADII の 血縁 。 ド イツ ロッ ク 初 期 
の 息吹 き を 体感 で きる 1 枚 。 ジ ャ ケッ ト ・ デ ザイ ン は ADII の フォ ル 
ク ・ ロ グ ナ ー が 手掛け て お り 彼 の 多才 が うか が われ る 。 (木野 ) 





HARALD GROSSKOPF 
Snthesist 


LP/Sky 043 8O 年 
CD/(Sky CD 3018) 





元 WALLENSTEIN の ドラ ム 論 者 。70 年 代 前 半 の 昔 、ASH RA 
TEMPEL や シュ ルツ ェ 辺 り と つる み ド イツ を 騒が せ た 一 人 。 こ れ は 
いつ の 間 に か キー ボー ド 奏 者 に な り 見 た 目 も 別人 に 若返っ た グロ ス 
コ フ の 780 年 代 作品 。 彼 は '87 年 に も も う 1 枚 の ソロ ・ ア ル バ ム 「Ocean- 
heart」 (Sky 115) を 出し て お り 、 現 在 は 2 作 を 編集 し た CD「Best 
of」 (Sky CD 3018) が 出 て いる 。 その も の 近年 の アシ ュ ・ ラ 等 に 通 
じ る 内 容 に な っ て いる 。 リ ズム は ハル モニ ア 「De Luxe」 路線 。 す っ 
きり と し た トー ン で 音 粒 が 流れ る よう な 端 か ら 、 メ ロディ が 遠巻き 
に 輸 を 描い て いく と いう あの パタ ー ン 。 と て も 聴き や すく 中 々 心地 
良い 。A 面 は CD に 収録 。 収録 され な か B 面 は 幾ら か 凹凸 の ある 作風 
に な っ て いる 。 聴く の な ら CD が 適切 。 最 近 3 作 目 も 出 た 。 (松本 ) 





ィ ブ どら 








HARRY PEPL (Austria) 
bracked Mirrors 


CD/ECM Records ECM 1356 833 472 
-2 「'88 年 





ハリ ー・ ペ プル は オー スト リア 出身 の ギタ リス ト 。 日 本 で は 全く 
と 言っ て いい ほど 注目 され て いな い が 、 ヨ ー ロ ッ パ の 面白 い シ ー ン 
に し ば し ば 顔 を 出す ミュ ー ジ シャ ン で あり 、 ク リス ティ ・ ド ー ラ ン 
や シュ テ フ ァ ン ・ ヴ ィ ト ヴァ ー ら と 並ん て 要 注 意 の ギタ リス ト だ 。 
その ドー ラン と は デュ オ で の 共演 も ある 。 古く は ル ノ ・ エ リク ソン 
の アル バム へ の 参加 が 認め られ る が 、 最 も 有名 な の は ミッ シェ ル ・ 
ポル タル の ツア ー に 参加 し た 傑作 ライ ヴ ・ ア ル バ ム 『Mens' Land』 
(87) だ ろう (J・ デ ィ ジ ョ ネッ ト も 参加 ) 。『Cracked Mirrors』 は こ 
れ ま で の 所 、 唯 一 の 彼 の リー ダー・ ア ル バ ム だ が 、 一 癖 も 二 癖 も あ 
る 個性 と 才気 が うか が い 知 れる 好 盤 だ 。 ヨ ン ・ ク リス テン セン (d) と 
ヘル ベル ト ・ ヨ ー ス (flh) が 客演 し て いる 。 (坂本 ) 


HARTMUT ZINN 
Heiles Land 
LP/Talent 2372 155 '82 年 





「 ド イツ の マイ ク ・ オ ー ル ド フ ィ ー ル ド 」 の 異名 を と る マル チ ・ プ 
レイ ヤー、 ハ ルト ムー ト ・ ツ ィ ン が 82 年 に 制作 し た 唯一 の 作品 。 そ 
の 異名 通り 、 ア コー ステ ィ ッ ク ・ ギ ター や キー ボー ド 等 の 各種 イン 
スト ゥ ル メ ン ツ を 全て 一 人 で プレ イ し 、 そ れ を 幾重 に も オー バー・ 
ダビ ング する こと に よっ て 「 ハ ー ジ ェ ス ト ・ リ ッ ジ 」 に も 通ずる 内 
省 的 な サウ ンド ・ タ ベス トリ ー が 形成 され て いる 。 手法 か ら 曲 作り 、 
フレ ー ジ ング に 至る まで か な り の イデ ィ オ ム を マイ ク か ら 学 び 取 っ 
て いる こと は 明白 だ が 、 マ イク が 持っ て いた ある 種 の 「 気 高 さ 」 は 
ここ で は ほとん と 感じ られ ず 、 メ ロディ は あく まで 素直 で 優し い 。 
本 作 の 「 コ ピー 性 」 が ほとん ど 気 に な ら な い の は 、 こ の 両者 間 の 感 
覚 の 微妙 な 「 ズ レ 」 に 理由 が ある の か も し れ な い 。 (内 田 ) 





HERBERT J00S 
Dayhreak 


LP /Japo JAPO 60015 77 年 
CD/Japo/ECM Records JAPO 60015 
841 479-2 





フリ ュー ゲル ホー ンプ ト ラン ペッ ト 奏 者 、 ヘ ルベル ト ・ ヨ ー ス の 
名 は 結構 古く か ら 聞 こえ て は 来 た の だ が 、 い か ん せん 詳し い 情 報 が 
さっ ぱり な いま ま 現 在 に 至っ て お り 、 曖 昧 な 紹介 し か で き な い 。 少 
な く と も 、 ベ ルン ト ・ コ ン ラ ー ト の 最初 期 の キャ リア に ヘル ベル ト ・ 
ヨー ス ・ オ ー ケ スト ラ へ の 参加 が 認め られ る こと か ら 考 えれ ば 、 既 
に 相当 の 実績 を 持っ て いる ミュ ー ジ シャ ン だ ろう 。 現在 も コン ラー 
ト と 接触 を 持っ て いる こと と 、 本 作 の 内 容 を 併せ て 類推 する と 、 本 
来 は クラ シッ ク 系 の ミュ ー ジ シャ ン で ある 可能 性 も ある 。 76 年 の 録 
音 に '88 年 の 録音 を 1 曲 追加 し た CD が 現在 流通 し て いる が 、 こ こ で 
は シュ トゥ ッ ト ゥ ガル ト 放 送 交響 楽団 の 弦楽 部 が フィ ー チ ャ ー さ れ 、 
非常 に 深遠 な 演奏 を 聴か せ て くれ る 。 (坂本 ) 


HOLDERLIN 
HOIderlins Traum 


LP /Pilz 2021314-5 '72 年 
CD/ キ ング KICP 2730 





ドイ ツ の 神々 は 既に 減 び 去り 、 老廃 し て 役立た ず の 偽善 的 な 悪臭 を 
放つ 秩序 に 対し 、 ひ た すら 異国 へ の 郷 各 に 身 を 焦がす 狂 お し さ に 自ら 
を 棒 げ た 詩人 ヘル ダー リン の 悲劇 を 現代 に よみ が えら せ た ジ ャ ー マ ン 
ロッ ク の 一 つの 神話 的 アル パム 。 一 人 の 詩人 の 、 そ の 生 へ の 原点 を 自 
己 の 内 に 環 元 せ ん と する 財 間 を 切実 に 誠 い 上 げ る ナニ ー・ フ ォ ン ・ グ 
ルン コウ の 朋 舌 に 満ち た ヴォ ー カ ル は 、 童話 的 色調 を 帯び た アル バム 
の トー タル 性 を 但 う に 余り に も 効 を 成 し て いる 。 当 時 の シー ン に 、 は 
か な くも 咲い た 一 輪 の 花 は 、 か つて の 神々 へ の 、 減 ぴ え た 英雄 へ の 挽 
歌 を 民族 感情 の 根拠 た る 象徴 と し て 受け と め る こと が で きる 。 残念 な 
が ら 、 セ カン ドア ル バ ム 以後 は 、 こ の アル バム に 見 える よう な ジー ク 
フリ ー ト 以後 の 英雄 の 姿 は 見 い 出 し 得 な い 。 (丸美 屋 ) 








HOELDERLIN 
Honelderlim 
LP /Spiegelei 26 511-6U 75 年 


| CD/WMMS 041 


6000Hi| 





ヘル ダー リン の 通算 2 作 め 、 ス ピー ゲラ イ に 移籍 し 、 グ ルー プ 名 
の 綴り を Hoelderlin に 変え て の 第 1 作 め で ある 。 メ ン バ ー は 大 半 が 前 
作 と 同じ で ある が 、 ト ラッ ド 色 の 強い 1 st か ら 3 年 の 時 を 経て 彼 等 の 
音楽 性 は か な り の 変化 を 遂げ た 。 ア コー ステ ィ ッ クス 楽器 の 響き を 
生か し た 曲 創 り は 以前 か ら の 持ち 味 で ある が 、 本 作 以 後 は より ロッ 
ク 色 の 強い 方 向 へ と 向かっ た の で ある 。 例 えば 本 作 の A① の 曲 な ど 
か ら は 極度 な まで に 「 太 陽 と 戦 昼 」 期 の クリ ム ゾ ン の 影響 だ うか が 
われ る 。 彼 等 は 以後 76 年 に 「Clowns & Clouds」77 年 に 「Rare Birds」、 
そし て 78 年 に は バシ ン フ ォ ニ ッ ク ・ ロ ッ ク ・ グ ルー プ ” ヘル ダー リ 
ン の 集大成 と も 言う べき 2 枚 組 ライ ヴ を 発表 。 が 、 以 降 は 彼 等 も 徐々 
に 時 流 に 乗っ た 音信 り を 目ざし た 様 だ 。 ( 城 元 ) 





HOELDERLIN 
Clowns & Clouds 


LP /Spiegelei 160.607 76 年 
CD/WMMS 043 





前 作 か ら バ ンド 名 を 英語 表記 に 替え 、 歌 詩 も 英語 に し た 彼 等 。 サ 
ー ド に 当る 本 作 も 、 前 作 同様 ぼ ば か し を 生か し た 水彩 の ジャ ケッ ト が 
美しい 。 ギ ダリ スト の クリ ステ ィ ア ン の 手 に 依る ゃ この ジャ ケツ ト の 
光景 一 小川 の せせらぎ と その 上 を 渡る 風 、 揺 れる 花々 、 そ し て 道 化 
師 一 は エレ クト リッ ク ・ ピ アノ の オル ゴー ル の よう な 調べ と ヴィ オ 
ラ の 絡み に よる 淡々 と し た 流れ と 相まって 、 タ イト ル と 3 曲 め の 組 
曲 ^Circus” か ら 想 起 さ せる 郷 舌 感 と 叙情 を 聴き 手 に 与え る 。 ヴ ィ オ 
ラ 奏 者 が 居る こと か ら 営 て は CARAVAN に も 忠 え られ た が 、 全 体 を 貫 
く 感 性 は ドイ ツ な ら で は の も の だ ろう 。 ゲ スト の サッ クス & フ ルー ト 
奏者 も 良い 味 を 出し て いる 。 常に さり げ な い 叙 情 を 求め た この 時 期 
の 音 は 貴重 。 ク ラヴ ィ ネ ッ ト の 暫 き も 懐か し い 。 (高山 ) 
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HOELDERLIN 
Rare Birds 


LP /Spiegelei INT 180.602 77 年 
CD/WMMS 045 








スピ ー ゲ ライ ・ レ ー ベ ル に 移籍 し て か ら の ヘル ダー リン は 、 シ ン 
フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク ・ タ イプ の グル ー プ と し て 安定 し た ヴォ ル テ ー 
ジ の 作品 を 発表 する よう に な る が 、 中 で も 775 年 一 78 年 頃 ま で が 全盛 
期 で あり 、 こ の 間 「Hoelderlin」「Clowns And Clouds」「Rare Birds」 
と いう 甲乙 付け 難い 3 枚 の スタ ジオ ・ ワ ー ク を 発表 し て いる 。 本 作 
は 、 流 石 に トー タル で 4 作 目 と いう こと も あり 、 曲 構成 も こなれ て 
き て お り 、 洗 練 度 で は 一 番 水準 の 高い 作品 と いえ る の で は な いか と 
思う 。 全 体 的 に 軽 め の 印象 で 、 ド ロ ド ロ し た ジャ ー マ ン くさ さ が な 
い の で 、 ド イツ ・ ロ ッ ク ・ フ ァ ン に は アピ ー ル 度 は 低い だ ろう が 、 
シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク ・ フ ァ ン に は 高い 評価 を 与え られ る で あろ 
う 1 枚 。 (山崎 ) 


HOELDRLIN 
Live Traumsta 由 


LP /Intercord INT 155602 '78 年 
CD/WMMS 047/048 





ドイ ツ を 代表 する シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク ・ グ ルー プ の 一 つ 、 へ 
ル ダ ー リ ン の ライ ヴ ・ ア ル バ ム 。 セカ ンド ・ ア ル バ ム 「Hoelderlin」 
以降 の 彼ら の 活動 の 集大成 的 作品 で ある 。1977 年 10 月 24 日 、25 日 の 
Wupperteler Opernhaus の 演奏 を 収録 し て いる 。 キ ー ボ ー ド 、 ギ ター、 
ドラ ム ス 、 ヴ ィ オ ラ 、 ベ ー ス の 5 人 の プレ イ は 、 と て も バラ ンス が 
良く 、 ド ラマ チッ ク で ある 。 比重 は 小さ いも の の ヴォ ー カ ル ・ パ ー 
ト の や や ポッ プ な 感じ も 、 彼 ら な ら で は の も の で 味わい が ある 。 ヴ 
12 の 請 当 時 の シン ジニ ツク ロッ クシ ニー ン に お いで 、 
一 風 変 わ っ た 楽器 を 効果 的 に 使い 、 独 特 の サウ ンド を 作り 上 げた へ 
ル ダ ー リ ン 。 本 アル バム を 聴く こと で 、 そ の グル ー プ と し て の 総 べ 
て が 理解 出来 る 。 (賀川 ) 





HOELDERLIN 


ES が 3 HUELDERLIN 
New 『aces 


LP /Spiegelei INT 145.605 '79 年 
CD/WMMS 049 





ヘル ダー リン 、 6 枚 目 (Traum を 含む ) の アル バム 。Christoph 
Noppeney の ヴィ オラ を 売り 物 に し た 、 シ ン フ ォ ニ ッ ク ・ ロ ッ ク 、 グ 
ルー プ 、 ヘ ル ダ ー リ ン は 、 そ の 集大成 と も 言う べき ライ ヴ ・ ア ル バ 
ム を 発表 し て 、 事 実 上 消 減 し た 。 ア ル バ ム ・ タ イト ル 通 り 、 新 た な 
第 一 歩 と な か っ た 本 アル バム で は 、 大 幅 な メン バー・ チ ェ ン ジ が あり 、 
Noppeney も 在籍 し て いな い 。 当然 、 音 の 方 も 変化 し て お り 、 シ ン フ 
ォ ニ ッ ク ・ ロ ッ ク 色 は 大 幅 に 後退 し て いる 。 ヴォー カル と メロ ディ 
アス な ギタ ー を 中 心 に し た 、 軽 快 な アダ ルト 感覚 の ロッ ク で あり 、 
耳 に 心地 良い が 、 訴 え か け て くる も の は 少な い 。770 年 代 未 、 ド イツ 
に お いて も 、 プ ログ レッ シ ヴ ・ ロ ッ ク が 過去 の も の に な っ た こと を 
感じ させ る 作品 で ある 。 (賀川 ) 





iD. COMPANY 
半 | 半 上 ID. Co0mpanV 


Tl| LP/H6r Zu SHZE 801 BL "70 年 


( w い 


Lu Dagmor 


1.D. と は 後に FRUMPY の 看板 ヴォ ー カ リス ト と な る イン ガ ・ ラ ン フ 
と 御存知 ダグ マー・ ク ラウ ゼ の 双頭 ユニ ッ ト の 略 。COMPANY の 方 
に は Frank St. Peter(sax、fl) 、Hans Hartman (sitar、contrabass) 、 
Joe Nay(perc) 、Wolfgang Kliegel(vIn) の 4 人 が クレ ジッ ト さ れ て 
いる 。 ハ ンプ ブル グ は Windrose ス タ ジ オ で の 録音 。 基本 的 に A 面 が イ 
ン ガ ・ サ イド 、B 面 が ダグ マー・ サ イド に な っ て いる 。 どちら も 極 
端 に 70 年 当時 らし い 内 容 だ 。 前 者 は プル ー ス ・ ヴ ォ ー カ ル ・ タ ッ チ 
だ が 、 そ れ で も フル ー ト が 舞い シタ ー ル が 響き ボン ゴ が 郎 々 と 続く 
中 に 染まり 、 当 然 肢 囲 気 は 怪し い 。 一 方 の ダグ マー は 完璧 に キ て い 
る 。 フ リー・ ジ ャ ズー ミュ ー ジ ッ ク ・ コ ンク レー ト に 同調 し て 既に 
A・ ベ アー ズ 並 み 。 必 聴 な の に 幻 の 1 枚 。 (松本 ) 








IBLISS 
SuerIOVa 
LP/Aamok 28 501-5U 72 年 





ドイ ツ は フラ ンス と 共に ヨー ロ ピ アン ・ ジ ャ ズ の 中 心地 な だ け に 、 
70 年 代 は ロッ ク と の 境界 が 曖昧 だ っ た 。IBLISS も その 種 の 微妙 な と 
ころ に ある 。 楽 器 編成 は sax & 刊 、g、b、ds、perc で 、 サ ツク ス の 
リー ド 、 ボ ン ゴ 等 の パー カッ ショ ン の 多用 が 目立つ 一 方 で 、 曲 は フ 
リー に は な ら ず ジャ ー マ ン ・ ロ ッ ク に あり が ちな 反復 が ベー ス に な 
っ て いる 。 一 種 、 眼 想 感 が ある 特徴 づい た ジャ ズ と 言え る か も し れ 
な い 。 4 曲 の 長編 の 大 半 が 反復 の ずれ を 伴っ て 、 そ の 上 で リー ド 楽 
器 が ソロ を と る 。 1 曲目 が いき な り ア フロ ・ ロ ッ ク 張 り の ボン コ 連 
打 で 始ま り 、 や が て ドラ ム に 移行 し て 、 い つの 間 に か ギタ ー の バッ 
キン グ が 微妙 に 変化 し な が ら 色 を つけ る 、 な ど そ の 種 の 手法 が 、 全 
曲 共 に 効果 的 な 使わ れ 方 を する 。 ジ ャ ズ だ と すれ ば 特異 だ 。 (松本 ) 





IKARUS 
larus 
LP/Plus 4 71 年 





古 め の オル ガン ・ ロ ッ ク と し て B 級 ファ ン 好 みな 音 だ 。 曲 調 は 割 
と ハー ド か な 部 分 が 多い が 、 ac-g の パー ト や スト リン グ ス も 混 っ た り 
する 。 くれ で ぐれ も 古臭い 音 に は 違い な い 。 それ で も ジャ ー マ ン ・ ロ 
ッ ク の シン フォ ニッ ク 寄 り の アル バム と し て 、WIND の 「Seasons」 
の よう な 位置 づけ は で きる と 思う 。 古 め の ジ ャ ズ ・ タ ッ チ の 部 分 も 
多い 。 全 4 曲 の 収録 で ロン グ ・ ナ ン バ ー 揃 いで は ある が 、 今 一 つ 展 
開 に と ぼ し く メ リハ リ が つか な い の は 、 こ の 時 期 だ か らい た し か た 
な いか 。 ク ラシック の 要素 は な く 、 ジ ャ ズ 、 プ ルース の 素地 だ 。 北 
ら か フリ ー・ タ ッ チ の 眼 想 感 漂 よう 中 間 部 を 持つ 大 曲 の B① の 出来 
が いい 。 バ ンド は 管楽器 (sax、fl…) 奏者 を 含む 6 人 編成 。 こ れ が 
唯一 の アル バム に な る 。 (松本 ) 











THE INTERGALAETIC MAIDEN 
BALLET 

Square Danmce 

CD/Tiptoe TIPTOE 888804 '90 年 





THE INTERGALACTIC MAIDEN BALLET は 80 年 代 中 頃 か ら ド イ 
ツ 国 内 で 活躍 し て いる 最高 に 歯切れ の いい ジャ ズ ・ ロ ッ ク ・ バ ンド 
だ 。 CD 作品 と し て は 89 年 録音 の 本 作 と 、ITM レ ー ベ ル か ら !'85!86 
年 録音 の 『THE INTERGALACTIC MAIDEN BALLET』('91) が リリ ー 
ス さ れ て いる 。 参加 メン バー が 基 か 暴 味 深く 、 same title の 方 は ベー 
ス に ヴィ ニ ト ドゥ ン ・ ヴ ィ ト 。、 キーボード に クリ スト ラフ ・ シ ュ テ ィ ー ラ 
ェ ル (MAX LASSER'S ARK の 主要 メン バー) が 正式 参加 。 そし て 本 
作 に は あろ うこ と か ジョ ン ・ ゾ ー ン (sax) が 参加 。 こ れ は ジョ ン ・ ゾ 
ー ン の 参加 し た 随 一 の 正統 派 ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク 作 品 だ 。 ジ ョ ジ ョ ・ マ イ 
アー は 1 歳 か ら ス テー ジ に 上 が っ て いた と いう スイ ス の 生ん だ ドラ 
ム ス の 逸材 。 今 時 の ジャ ー マ ン ・ ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク の 代表 選手 。 (坂本 ) 


JANE 
員 
LP/Brain 1048 '74 年 





この 頃 ま で の ジェ ー ン は 、 混 油 と し た ジャ ー マ ン ・ ロ ッ ク 的 な サ 
ウン ド が 強く 、 ハ ー ド ・ ロ ッ ク と し て 紹介 し て し まう より 、 プ ログ 
レッ シ ヴ ・ ロ ッ ク ・ サ イド の リス ナー に も 注意 を うな が し た い サ ウ 
ンド を 有 し て いた 。 音 的 に は キー ボー ド は ほとん ど 登 場 せ ず 、 ギ タ 
ー 主 体 の サウ ンド な の で ある が 、 コ ー ド を バッ ク に リー ド ・ ギ ター 
が ギュ ン ・ ギ ュ ン と 泣く タイ プ で は な く 、 思 索 的 な ギタ ー・ ワ ー ク 
が リス ナー の イマ ジ ネ イ ショ ン を か きた て 、 形 面 上 的 な 世界 を 感じ 
させ る 内 容 で ある 。 彼 等 の ディ スコ グラ フィ ー は 、 か る く 10 枚 を 越 
し て いる の で 、 ド イツ 本 国 で は 安定 し た 固定 ファ ン を つか ん で いた 
も の と 思わ れる 。 ド イツ 以外 の 国 か ら は 生ま れ て こ な そ うな サウ ン 
ド を 有する グル ー プ だ 。 (山崎 ) 





JANE 
Fire, Water, Earth Amd Air 


LP /Brain 1084 76 年 
CD/Metronome 831 748-2 





ジェ ー ン と いう グル ー プ は 、 本 当 に ドイ ツ 的 な ハー ド ・ ロ ッ ク ・ 
グル ー プ だ 。 英 米 の グル ー プ の よう に 熱く な ら な い 。 淡々 と 進行 し 
て いく その 曲 構成 は 好き 嫌い を 大 きく 分 け そ うだ 。 この 作品 は 、 夕 
イト ル の 示す 通り 、「 天 地 火 水 」 を テー マ に し た コン セプト ・ ア ル バ 
ム で ある 。 各 曲 の 構成 も 比較 的 単純 で 、 3 つか 4 つの コー ド を くり 
返し な が ら 淡 々 と 進行 し て いく タイ プ だ 。 し か し 、 不 思 議 と 聴い て 
いて あき が こない の で ある 。 キー ボー ド は うし ろ で 白玉 で 流し て い 
る だ け だ し 、 本 当 に シン プル な の で ある が 、 楽 曲 自体 の 創り 方 は 無 
駄 が な い 。 そ ん な つき つめ た シン プル さ が ジ ェ ー ン の 魅力 と いえ る 

の か も し れ な い 。 個人 的 に は 本 作 が 一 番 出 来 が いい よう に 思う 。 
(山崎 ) 


JERRY BERKERS 
Unterwegs 
LP/Pilz 20 29131-6 72 年 





WALLENSTEIN の 初代 ペー シス ト 。 こ の アル バム は WALLENSTEIN 
脱退 直後 も し く は 、「Mother Universe」 に 並行 し て 製作 され た も の 。 
早い 話 が 「Cosmic Century」 に は 居 な い 人 。 1 曲目 な ど 、 ほ と ん ど 
「Mother Universe」 調 。 ク レジ ッ ト を 見 れ ば 、 ユ ル ゲ ン ・ ド ラ ゼ (kbd) 、 
ビル ・ マ ロー ン (el-g) が いて 、 こ れ じ ゃ あ WALLENSTEIN に な っ 
て 当り 前 。 ド ラ セ の kbd な ど そ の まま だ 。 更に W&W の 二 人 も いて 、 
Ohr=Pilz で は お な じみ の ディ ー タ ー・ デ ェ ル クス まで コー ラス て で て 参 
加 し て いる 。 ま っ た く 身 内 ノリ だ 。 が 、 し か し 、 他 の ほとん どの 曲 
は SSW ふ う 。 確か に ソロ ・ ア ル バ ム だ 。 計 8 曲 中 約 半 分 が WALLEN- 
STEIN を 思わ せる 。 と に か く ド ラ ゼ が kbd を 弾 か な いと 、 ち ょ いき つ 
い ア ル バ ム 。 (松本 ) 








JESSICA 
JeSSica 
LP/Knoterich KN 583 "75 年 


て 人 の 


SI | | 





独 の 自主 制作 盤 。 お そら く 唯 一 の アル バム で あろ う が 、 あ まり 知 
られ て いな い 。 1900 年 前 後 の ド イツ の 作曲 家 、 マ ックス ・ レ ー ガ ー 
の 作品 「 4 つの ソナ チ ネ 」 を 編曲 ・ 演 奏し た 内 容 。 キ ー ボ ー ド 、 ギ 
み ー。、 ペ ベース 、 ド ラム の オー ソ ド ッ クス な イシン スト ドウ ゥ ウル メン タル ・ 
バン ド 編 成 な が ら 、 キ ー ボ ー ド は ピア ノ か 電気 ピア ノ 系 の 物 以外 は 
使用 きれ て お ら ず 、 所 謝 シ ン フ ォ ニ ッ ク ・ ロ ッ ク と は 一 種 異 な っ た 
サウ ンド で ある 。 む し ろ 軽 快 な ジャ ズ ・ タ ッ チ の アレ ンジ が 印象 的 
だ 。 し か し 全体 的 に 一 本 調子 で 、 各 メン バー の セン ス と 技術 的 な 問 
題 に 不満 が 残る 。 (沢田 ) 





JOACHIM KUHN 
CinemaSc0pe 
LP/MPS BASF 21 22270-5 74 年 





ヨー ロッ パ ジ ャ ズ ロッ ク 屈 指 の 名 盤 。 (CMP レ ー ベ ル の トリ ガー で 
ある J.Kuhn は 古く か ら 活 動 す る ジャ ズ ピ アニ スト だ が ロッ ク 色 を 感 
じ さ せる リズ ム セ ク ショ ン を バッ ク に 従え た 作品 も 複数 あり 本 作 は 
それ ら の 中 で も 最高 傑作 。 が っ し り と し た リズ ム の 上 で 暴れ 回 る J.Kuhn 
の 歪ん だ エレ ビ が 格好 良い 事 こ の 上 な い が 、 更 に 何 曲 か で は スト リ 
ング セク ショ ン を 大 胆 に 導入 し 煽り 立て る 様 が 感動 的 で すら ある 。 
スト リン グ ア レ ンジ に 実兄 の R.Kuhn。 ジャ ズ フ ァ ン か ら も ロッ ク フ 
ァ ン か ら も 敬遠 され て いる ジャ ン ル だ が 傑作 が 数 多く 埋もれ て お り 、 
これ は その 中 で も 文句 無く 頂点 だ 。 殊 ど ま と も に と り 上 げ ら れ た 事 
が 無かっ た 本 作 を レヴ ュー 出来 る だ け で も 嬉し い 限 り 。CD 化 と 共に 
も う 一 度 こ の よう な 爆発 する 演奏 も 熱望 する 。 (伊藤 ) 
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当時 の 流れ の せい か ヨアヒム ・ キ ュー ン も 又 70 年 代 後 半 に お いて 
は 作品 の ソフ ト 化 が 進み 、 低 迷 の 印象 が 有 っ た の だ が この 作品 あ た 
りか ら 立 直っ た 様 だ 。 ピ アノ と ギタ ー プ ギタ ー・ シ ン セ に よる デュ 
オ 作 で 同一 テー マ に よる 即興 を 中 心 と し た 演奏 が ニテ イク 収め られ 
て いる 。 特 に 素晴らし い の は ニテ イク 目 、 ス トゥ ッ ト ガ ルト に お け 
る 演奏 で 前 半 の 丹念 に 音 を つむ き 出 す 繊細 さか ら ア ッ カ ー マ ン の ソ 
ロ を 支え る バッ キン グ を 経て メロ ディ アス な が ら も 硬質 な フレ ー ズ 
が 鍵盤 せま し と 走り 回 る 指先 か ら 華 三 に あふ れ 出 た た みか ける 様 は 
正 に ヨー ロッ パ 最 強 の ピア ニス ト の 名 に ふさ わし い 。 一 方 の アッ カ 
ー マ ン も ヴォ リュ ー ム 奏法 や えげつない 早 弾 き で 好演 する も や や 分 
が 悪い か 。 尚 、CD 化 の 際 一 部 カッ ト さ れ て いる と の 事 。 (中 西 ) 


JOAEHIM KUHN 
『m Not reamimg 
LP/CMP 22ST 83 年 








Mark Nauseef の 作品 へ の ゲス ト 参 加 に 続く CMP へ の 貢献 の 中 で こ 
の レー ベル で の 初 の リー ダー アル バム 。 数 人 の サポ ー ト の 中 に Mark 
Nauseef の 参加 を みる こと が 出来 る 。 ジャ ズ 、 ク ラシック 、 現代 音楽 
の 要素 を 全て 吸収 し た よう な アプ ロー チ を 持つ 彼 の 傑作 の 中 の 一 つ 。 
「Person| Notes」 の よう な ロッ ク 色 は 無い が 、 是 非 と も 聴い て 貰い 
た い 作 品 だ 。 後 の ソロ 作品 や ジャ ズ ト リオ 編成 に 比べ て 複雑 度 、 ひ 
ね くれ 具合 は 全然 高い 。 1 曲 、 弦 と 管 の アレ ンジ メン ト て 実兄 Rolf Kuhn 
の 名 前 が ある 。 リ ズム 隊 が 持つ 揺さぶり を 補っ て な お 余り ある 研ぎ 
澄 ま さ れ た 音 の 配列 ひ キ ー ス ・ テ ィ ベ ペット の 静 の 姿勢 の それ に 通じ る 。 

(伊藤 ) 





JOACHIM KUHN 
Dynamics 
CD/CMP CD 49 90 年 





この レー ベル に 彼 は ソロ を 3 枚 録 音 し て いる が その 1 枚 。 1 曲目 
の エリ ッ ク ・ ド ルフ ィ ー の ペン に な る 曲 は 名 演奏 「Let's Be Generous」 
に も 収録 され て いる 。 ラ イナ ー に は 「 完 全 な イン プロ アル バム に す 
る こと も 出来 た が 、 よ り 演 奏 の 密度 を 高く する た め に 作曲 され た も 
の を 使っ た 」 と ある 。 確 か に ティ ペッ ト の よう な 剃刀 の ご と く 切 れ 
まく る 印象 は 薄い が (キュ ー ン も 同様 の 鋭さ を 持っ た プレ イヤ ー で 
は ある )、 し っ か り と 構成 され 緩急 自在 な 指 さ ば き を 生か す よ うに 構 
築 さ れ て いる 。 彼 は ジャ ズ の 世界 に 生き る 奏者 で あり 、 こ の アル バ 
ム も いわ ゆる ジャ ズ な の で ロッ ク フ ァ ン は その 点 に 注意 が 必要 。 過 
去 の 演奏 を 知っ て いる だ け に ロッ ク 編 成 で の 演奏 も 聴き た いと 思っ 
て いた ら 「Let's Be Generous」 だ 。 し て や られ た 。 (伊藤 ) 


JOACHIM KUHN, MARK NAUSEEF, 
TONY NEWTON, MIROSLAW TADIC 
Lets Be Gienerous 

CD/CMP CD 53 "91 年 





ヨアヒム ・ キ ュー ン が ここ まで 本 気 に エ レク トリ ッ ク を プレ イレ し 
だ の 倍 パ ミン ナル シテ ツ 」 以来 だ の 925 アコ ヨー ニー スティック で も 
青山 で (クソ 高い ) デー ト に は 絶対 に 向 か な い シ リア ス な フレ ー ズ 
を ゴリ ゴリ 連発 し て いた が ここ で は 完全 に 危険 人 物 で ある 。 他 の メ 
ン バ ー も 負け て は いな い 。 ブ プリ プリ うな る ベー ス に 異様 に 分 厚い 音 
の ドラ ム ス 、 更 に は DARK で デヴィ ッ ド ・ ト ー ン を 食っ た 男 タ ディ ッ 
チ も ここ ぞ と 過激 に 人 迫る 。 あ っ け に 取ら れる 間 に 一 曲目 の 12 分 が 過 
ぎる 。 続く 曲 も 歪ん だ 空間 の 中 で 透明 な 音 が 響い た り へ ヴィ な ビー 
ト が ウニ ョ ー と よじ れ た り と 終始 過激 な タッ チ て で 進行 する 。 実 に 格 
好 良 い CMP き っ て の 大 爆発 作 。 と に か く 発 散 し て いま す 。 (中 西 ) 








46 4xe| JOACHIM KUHN + WALTER 
(0 Ye が 222| 0UINTUS 

cet Up Early 

CD/Ambiance AMB 2 91 年 


CINOUMUEX 





ジャ ズ ・ ピ アニ スト 、 ヨ アヒム ・ キ ュー ン と CMP レー ベル の レ 
ーー デキ ング ・ エ シン ジン ニ アア ョ ツウ ァ ル タニ クイ ンド Ii み ゆ の の 之 ア リル 
パム 。 ピ アノ ・ ソ ロ と 思っ て 聴い た リス ナー は 間違い な く 腰 が 抜け 
る 。 確 か に キュ ー ン は ピア ノ し か 弾い て いな い の だ が 、 わ ざわ ざ ク 
イン トッ ゥ ス が 名 を 連ね て いる 意味 は 大 きい 。 曲 の モチ ー フ は 殆ど キ 
ュー ン が 繰り 出し て いる に も 関わ ら ず 、 ア ル バ ム の 主役 は 寧ろ クイ 
ント ゥ ス な の だ 。 ク イン トゥ ス は サウ ンド ボー ド を 操り 、 音 響 と 空 
間 を 縦横 に 編み 上 げ 、 信 じ ら れ な いよ うな 壮大 な ヴィ ジョ ン 、 広 大 
無辺 の 音響 構造 を 作り 出す 。 こ の 音楽 は 体験 する ほか な い 。 騙 され 
た と 思っ て 、 1 度 聴 いて みる こと を お 勧め する 。 同 じ 顔 合わ せ で 『Dark』 
('88) が リリ ー ス され て いる 。 (坂本 ) 





JOACHIM KUHN/DANIEL HUMAIR 
/J.-F. JENNY-CLARK 
Caramholage 


CD/CMP Records CMP CD 58 92 年 
CD/ ジ ムコ ジャ パン JICL-89716 





ヨアヒム ・ キ ュー ン が こっ ち を 向い た ミュ ー ジ シャ ン で ある こと 
を 認め る の が 最初 の 1 歩 だ 。 勿 論 、 彼 が ヨー ロッ パ 随 一 の 才能 ある 
ジャ ズ ・ ピ アニ スト で ある こと は 百 も 承知 で 、 尚 彼 が こっ ち 側 の 人 
間 で ある と 仮定 する こと で 、 多 く の 素 晴らし い 発 見 が で きる 。 どう 
せ 日 本 の ジャ ズ ・ フ ァ ン な ど 今 まで ろく に ヨー ロッ パ ・ ジ ャ ズ を 聴 
いて や し な い の だ 。 遠慮 する こと な ど 何 も な い 。 ダ ニ エ ル ・ ユ メー 
ル (d)、 ジ ャ ン ニ フラ ン ソ ワ ・ ジ ェ ニ ー ニ テク ラー ク (b) と の トリ オ は 、 
それ こそ ヨー ロッ パ を 代表 する ピア ノ ・ ト リオ だ が 、WD R ビッ グ ・ 
パ バンド (この パンド に も 要 注 目 ) と の 共演 盤 で ある 本 作 な ど 、 伝 統 
的 で あり つつ 同時 に 衝撃 的 な ほど に 革新 的 で も ある 。 ジ ャ ズ を 向き 
な が ら 平 気 で ジャ ズ を 突き 抜け て いる の が 痛快 。 (坂本 ) 





7 ちの O 








JOHANNES NEUMANN 
pultural Noise 
LP/Drops F 668.734 "? 年 





80 年 代 中 期 に 自主 制作 され た アル バム 。A 面 5 曲 と B 面 3 曲 か ら な 
り 、 ト ー タ ル で 35 分 能 の 録音 で ある 。 作 曲 か ら 録音 まで 、Neumann 
ひと り の 作業 に よる 。 タ イト ル 曲 は 、Human Destination と いう ビ 
デオ 作品 の サウ ンド トラ ッ ク と し て 制作 され た よう で ある 。 戦 争 風 
景 の よう な カバ ー か ら は 暗い 印象 を 受け る が 、 温 か み の あ る ロマ ン 
ティ ッ ク か つ ド ラマ ティ ッ ク な 内 容 で ある 。 ピ アノ や シン セ と いっ 
た 鍵盤 楽器 の 演奏 の 上 に 、 日 常 生活 の 環境 音 を 重ね る と いう 手法 で 
構成 され て いる 。「 映 画 の よう な 紛 囲 気 と と も に 私 た ちの サウ ンド の 
世界 へ 夢 あ ふれ る 旅 を 」…… と 、 各 国語 で 書か れ た 解説 は 呼び か け て 
いる 。 捨 て が た い 魅 力 を 持っ た 、 イ メー ジ 豊 か な 作品 で ある 。 

(Helmut) 


JONATHAN 
Janathan 
LP/AAR 5052 78 年 





Peter Garattoni(ds) と Helmut Grab(minimoog solina…) か ら 
な る デュ オ に よる エレ クト ロニ クス ・ ミ ュー ジッ ク 。 キーボー ド 作 
品 と 言っ た 方 が イメ ー ジ が 近い か も し れ な い 。 曲 に よっ て は ベー ス 
奏者 と も う 一 人 の キー ボー ド 奏 者 が 加わ る 。 ジ ャ ケッ ト の 絵 が 示す 
よう に 、 タ ンジ ェ リ ン や クラ スタ ー 系 の サウ ンド と は 違っ て 、SF 仕 
立て の 物語 ふう 。 ス トー リー 性 を 感じ させ る 内 容 な の で 、 む し ろ ヴ 
ァ ン ゲ リ ス な ん か に 近い タイ プ だ 。 要する に 音 世 界 を つく る 。 ド ラ 
ム が リズ ム を と り だ し キー ボー ド が メロ ディ を 弾き 出す と イー ジー 
に な る が 、 情 景 描 写 ふ う の 部 分 で は 楽し め る 。 770 年 代 後半 らし く 、 
参加 する ベー ス は チョ ッ パ ー だ っ た り 、 キ ー ボ ー ド ・ ト ー ン も すっ 
きり と し た も の で 全体 に は 流れ 気味 か 。 (松本 ) 





JOY UNLIMITED 
Overground 
LP/Polydor 2371050 70 年 





彼ら の 1 作 目 。 ヴ ォ ー カ リス ト が Ken Traylor に 交代 し て か ら の 3・ 
4 作 目 を 先 に 聞い た 人 は 、 本 作 に 戸惑い を 覚え る か も 知れ な い 。 ( ち 
ょ っ ぴり 哀 各 を 帯び た JOY の 唄 が 中 心 の ポッ プス 路線 な の で 、 違 和 感 
が ある か も 知れ な い 。) ガッ シリ と し た 体 か ら 発せ られ る JOY の 唄 は 、 
時 に は 力強く 聴き 手 に 迫り 、 ま た ある 時 に は 情感 豊か に 語り か け て 
くる 。 こ の JOY の 唄 の 上 手 さ は 、 特 筆 す べき 部 類 に 入る の で は な い だ 
ろう か 。 他 の 5 人 の メン バー の 演奏 内 容 も プロ と し て 安定 し た も の 
で あり 、 ス トリ ング ス な ど と 一 体 と な っ て 、 唄 を し っ か り と サポ ー 
ト し て いる 。 プ ログ レ 色 は 無い が 、 純 粋 な 気持 ち で じっくり と 味 わ 
いた い 作 品 で ある 。 (Helmut) 


JOY UNLIMITED 
Schmetterlinge 
LP/Pilz 20 21090-1 71 年 





デビ ュー 作 「Overground」 一 ポッ プ 色 が 強い 一 を 70 年 に 発表 し た 
彼 等 が 2 作 目 と し て パレ ー の 人 為 に 書き お ろ し た 作品 で ある 。 内 容 の 性 
格 上 ト ー タ ル 作 と 成っ て いる 所 か ら も フル ー ト ・ ソ ロ を 巧み に 交え る 
等 、 凝っ た 作風 が 非常 に 親しみ 易い メロ ディ アス な 曲調 と 相まって 典 
味 を 引く 。 し か し な が ら 全 体 像 と し て 浮き 上 が る も の は ジョ イ ・ フ レ 
ミン グー 一 本 作 後 脱退 一 の ハス キー・ ヴ ォ イ ス に よる ソウ ルフ ル な 唱 法 、" 
70 年 初頭 特有 の オル ガン の 音色 、 オ ー ソ ドッ クス な 演奏 スタ イル で あ 
り プ ラス ・ セ クシ ョ ン さ え 挿 入 さ れる と いっ た 英 米 スタ イル の メロ デ 
ィ ー・ ラ イン で ある 。 初期 の アー ス & フ ァ イ ア ー の 様 な 正統 な 国際 的 視 
点 を 備え て いた が 故に ドイ ツ 然 と し た 要素 は 少な い が 良 質 の 資質 を 感 
じ 取 る こと が で きる 。 (松本 ) 








JOV UNLIMITED 


JOY UNLIMITED 
Reflections 
LP/BASF 20 21686-1 73 年 





女性 ヴォ ー カ ル の ジョ イ ・ フ レミ ング と ギタ ー、 ウ ッ ド ウイ ンズ 
担当 の クラ ウス ・ ナ ー ゲ ル が 脱 け 、 新 た に ヴォ ー カ ル 、 ギ ター 担当 
の ケン ・ ト レイ ラー が 加わ っ た ジョ イ ・ ア ン リ ミ テ ッ ド の 3rd ア ル バ 
ム で ある 。 オルガン 、 フ ルー ト 、 サ ックス 等 を フィ ー チ ャ ー し た 緩 
急 自在 の 彼ら の サウ ンド か ら は 、 ド イツ 人 気質 より も プリ ティ ッ シ 
ュ ・ ロ ッ ク か ら の 強い 影響 が 感じ られ る 。 し か し それ は 二番煎じ 的 
な 軽 薄 さき さ で は な く 、 自 己 の スタ イル と し て 完全 に 消化 され た 安定 し 
た 音楽 性 と し て 表れ て いる 。 全 体 的 な 魅力 と いう 点 で は 2 nd の 
「Schmetterlinge」 も か な り の も の だ が 、 彼 ら の 最も 成 吾 し た 姿 は こ 
の 3 rd アル バム で ある と 言え よう 。 彼ら は '74 年 に 本 作 と 同 傾向 に あ 
る 4 枚 め 「Minne」 を 発表 し 解散 し た 。 ( 城 元 ) 





JOY UNLIMITED 
Minne 
LP /BASF 1722331-0 74 年 





JOY UNLIMITED は 当時 世界 中 に いた 良質 の プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ 
ク ・ バ ンド の ひと つ で あり 、 初 期 KING CRIMSON の 影響 を 受け た 上 
で 、 独 自 の 展開 を 見 せ 、 特 に 表現 に 見 合っ た 適度 の テク ニッ ク が 当 
時 の ドイ ツ に あっ て は 非常 に 珍し く 、 な か な か 好感 の 持て る バン ド 
だ っ た 。 結構 アク の 強い 演奏 を し て も 爽やか な 印象 が 残る の は こう 
し た 優れ た バラ ンス 感覚 の お か げ だ ろう 。 これ は 彼ら の 4 作 目 に 当 
た る が 、 圧 倒 的 な イン パク ト を 持つ 2 nd、 端 正 な 印象 の 3 rd に 比べ 
る と 、 全 体 に 曲 が 小 粒 で 、 ト ー タ ル 性 も 希薄 な た め 、 若 干 印象 が 薄 
い 作 品 だ 。 と は 言え 、 曲 の 良さ は や は り 光 る 。 それ まで の 英語 に 変 
わっ て ドイ ツ 語 で 歌っ て お り 、 国 内 で の 足掛かり を 築 こ うと し た の 
で は な いか 、 と いう 気 が す る 。 (坂本 ) 
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0 KADASH(Switzerlam) 


AOI Sen0i & Semanmgelof 


LP /Dulunay Records DULUNAY 003 
"91 年 





リーI ド io セク ジョ ジン と アコ ヨー ニア ィ ャ カン 下さ 5 ら は 27100 オリジ や 
プ ズ ー キ の 絡み を 乗せ て 、 砂 漠 の 乾い た 風 を は らん だ リズ ム が 疾走 
する 。 中 近東 的 な テイ スト と 都市 の スピ ー ド 感 に 溢れ た イン プロ ヴ 
ィ ゼ ーション は 、 決 し て し な や か な 身 の こ な し と 鋭い 目付 き を 失わ 
KN 7 和 モッ デュ ョ ー ル や アジ デニ ショ シン リラ リー を は ば はじめ 、 ジャ 
ー マ ン ・ ロ ッ ク の 核 に 潜む 中 近東 指向 が 、 そ の 憧れ の 重 さ に 耐え 兼 
ね て 、 あ て ども な い 夢 想 へ と 自 閉 し て し まい が ちな の に 対し 、 こ こ 
に 収め られ た 音 は 、 雑 踏 の ざわ めき と 路地 裏 の 素早 さ に 満ち て いる 。 
それ は フィ ルム の た め の 音楽 だ か ら か 。 な お 、 メ ン バ ー の うち コー・ 
スト ライ フ (sax、surna) は 、 イ レー ネ ・ シ ュ ヴ ァ イ ツ ァ ー 率 いる 女 
性 ば か り の 即興 グル ー プ “カネ イ ユ ” の 一 員 で も ある 。 (福島 ) 


KALADAKRA 
Crawlimg To Lhasa 
LP/(private press) KST 2000 74 年 





プラ イヴ ェ ー ト ・ プ レス 。 幻 の 1 枚 と し て 特に サイ ケ 系 の マニ ア 
の 間 で 評価 の 高い アル バム 。KALACAKRA と は Claus Rauschenbach 
(g、cnoga、perc、hca) と Heinz Martin (elg、fI、p、vib、cel、 
vIn、 syn) と の デュ オ の こと 。 タイ トル と ジャ ケ の マン ダラ その まま 
の 音 と と で も 言 お うか 、 俗 に 言う アシ ッ ド ・ フ ォ ー ク と YATHA SIDRAHI, 
FLUTE & VOICE 等 の イン スト 指向 と が 混 り 合っ た よう な 内 容 に な っ 
て いる 。 その あたり は さす が ドイ ツ か な 、 と 思わ せる 。 東 洋 指 向 、 
眼 想 指向 が 強く 、 ゴ チャ ゴチ ャ し て いる が THIRD EAR BAND の よ 
うな ニュ アン ス も 少な く な い 。 全 6 曲 中 、 最 後 の 1 曲 は アコ ー ス テ 
ィ ッ ク ・ プ ルー ス の 変形 だ が 、 他 は どれ も らし い 。 こ の 種 の アル バ 
ム で は 出色 の 作 。 プ ー ト LP も 出回っ た 。 (松本 ) 





KALLE LAAR 

(&TAKASHI KAZAMAKD) 
Returm To Street Level 
LP/Ear-Rational ECD 1022 90 年 





ミュ ン ヘ ン を 中 心 に 活動 する 即興 ギタ リス ト で ある カー レ ・ ラ ー 
ル は 、 各 種 エ フェ クト を 併用 し て 、 水 の 中 で 色とりどり の セロ ファ 
ン が 揺れ うごめく よう な 、 あ る い は 閉店 後 の 暗 導 の 中 、 オ モチ ャ た 
ち が パ ー テ ィ を 開い て いる よう な 、 実 に 繊細 極まりない 夢幻 性 に 浴 
れ た マイ クロ ・ ミ ュー ジッ ク を 演奏 する 。 本 作 は '89 年 の 来 日 時 に も 
共演 を 重ね た 風 巻 隆 (dr) と の 共演 作 。 歩 行 プ 思索 の 呼吸 に 緩やか に 寄 
り 添 いな が ら も 、 気 維 れ に そぞろ 歩き 、 煎 り 豆 の 弾け る よう か 散乱 
を 続け る 風 巻 独特 の リズ ム ・ ワ ー ク と 、 打 ち 解 けた 親密 な 会 話 を 交 
わし て いる 。 さ ら に NY ダ ウン タウ ン ・ シ ー ン か ら エ リオ ッ ト ・ シ 
eZ 委 ク 4 リル ペチ 2 ジ 222cc ニ シク レジ 0 全 ド 8/NICiIE2 二 三 5 ツク グ 2v82028 
コフスキー ら 豪 華 ゲ スト を 迎え て いる 。30 曲 入り 。 (福島 ) 


KARL BERGER 
We Are You 
LP/Calig CAL 30 607 71 年 





水銀 粒 の よう な 素早 さ で 駆け 抜け る ヴァ イプ の ソロ が 、 や が て べ 
ー タ ー・ コ ー ヴ ァ ル ト の 眉 し く 引 き 締 まっ た ベー ス と アラ ン ・ プ レ 
アマ ン の 乾き 張り 詰め た ドラ ム ス ( 木 の 梨 を 叩く よう な 目 の 詰 ん だ 
実に いい 音 を し て いる ) に 併走 され る 。 あ る い は 、 ピ アノ の 内 部 奏 
法 や 小 打楽器 の 生み 出す パー カッ シ ヴ な 空間 の 手触り 。 ゆ っ くり と 
目覚 め 、 次 第 に 手足 を 伸ばし て いく スピ リ チ ュ アル な 動 さ を 秘め た 
声 (夫人 の イン グリ ッ ト ・ ベ ル ガ ー) は 、 時 に 『 サ ン セ ッ ト ・ グ ロ 
ウ 』 の ジュ リー・ テ ィ ペ ッ ツ を 思わ せる 。 こ の 独 ハ イデ ルベル グ 生 
まれ の ヴァ イブ 奏者 (パラ フォ ン 、 マ リン バ 、 ピ アノ 等 も 演奏 する ) 
は 、72 年 以来 ウッ ドス トッ ク に 住み 、 コ ミュ ー ン 的 色彩 の 強い クリ 
エイ ティ ヴ ・ ミ ュー ジッ ク ・ ス テ ュ デ ィ オ を 主宰 し て いる 。 (福島 ) 








KARUSSELL 
Emtweder 0der 
LP/Amiga 8.55-687 79 年 





旧東 ドイ ツ の カル ッ セ ル は ラヴ ・ ロ ッ ク 様 の サウ ンド を 得意 と す 
る ポッ プ ・ バ ンド で 、 残 され た 数 枚 の 作品 の うち 本 作 の 出来 が 最も 
良い 。 イ タリ ア 物 等 に は 見 劣り する も の の 哀 類 感 の 漂う 繊細 な フレ 
ー ズ 、 や や 民族 が か っ た 演奏 、 非 常に 泥臭い パー ト 、 片 肘 張 ら な い 
ソフ ト な ナン バー… と か な り 雑 多 な 要素 が 詰め 込ま れ て いる 。 グ ル 
ー プ の 性 格 上 、 プ ログ レッ シ ヴ な 色合い は さ 程 濃く は な い が 、 6 分 
強 の A① で 泣き の メロ ディ ー が 次 々 と 続く 他 、B②、B④ な ど で も 
質 の 良い 歌 が 聴け る 。 シ ン フ ォ ニ ッ ク 系 より も 、 歌 物 の 好き な 人 に 
薦め た い 。 (江田 ) 





KEDAMA (Switzerland) 
A Sunrlse Studios 
LP/Sunrise 076-1949 76 年 





プロ グレ ッ シ ヴ 系 の 作品 に は 必ず と いっ て いい 位 、 自 主 製作 な り 
変形 ジャ ケッ ト と いう 特典 が 付い た り し て 、 し か も 限定 で プレ ス さ 
れ た 枚数 が 少な けれ ば 少な い 程 、 極 め て 入手 困難 で 高い プレ ミア が 
付く と 相場 が 決ま っ て いる も の …。 こ の ケ ダ マ ( 毛 玉 ?) な る スイ 
ス 出身 の グル ー プ も 、 そ うい っ た 部 類 に 属す る で あろ う 。 限定 100 枚 
で 、 決 し て 変形 ジャ ケッ ト で は な い が 白 地 に グル ー プ 名 …etc が スタ 
ンプ 印刷 され て いる 以外 は 全く 不明 と いう 、 正 に 幻 と 言う べき 存在 
の 作品 。 全 4 曲 、'70 年 代 初期 の ブリ ティ ッシュ の 土 臭 い オ ル ガ ン と 
メロ トロ ン が 聴き 物 で 、 メ ン バ パー 個々 (恐らく 、G.B.Ds.Key の 4 人 
編成 ?) の プレ イ も 安定 し て 、 ス タ ジ オ ライ ヴ テ イク 一 発 録 り と は 
思え な い 位 の 完成 度 を 持っ た 名 作 と 言え よう 。 (大 関 ) 





7 ちら 








KLOCKWERK ORANGE (Austria) 
Ahrakadahra 
LP/CBS S-81119 '75 年 





メロ ディ ー ラ イン に 重き を 置い た クラ シカ ル な 音 作り が な され て 
いる 。 注目 さ れる の は クラ シカ ル ロ ッ ク に トラ ン ペ ッ ト を 導入 し た 
と いう こと 。 こ れ が 実に 効果 的 で ヨー ロッ パ 独 得 の 気品 を 醸し 出す 。 
彼ら の 創り 上 げた 独自 の スタ イル と いえ よう 。 残 念 な の は 音質 の 悪 
さ 。 ま る で 自主 製作 盤 を 聴い て いる よう だ 。「 時 計 じ か け の オレ ンジ 」 
と 名 乗る この 4 人組 が デビ ュー し た の は 775 年 。 隣国 イタ リア の ロッ 
ク 界 は 既に ピー ク を 過ぎ 円 熟 期 に 入っ て いた 頃 だ 。 当 時 、 オ ー ス ト 
リア の ロッ ク 界 が 環境 づく り 、 人 づく り と いう 面 で 他 の 西欧 諸国 に 
比べ て 大 きく 立ち 遅れ て いた こと を 如 実 に 物語 る アル バム だ 。 未 完 
成 の まま 姿 を 消し て 行っ て し まっ た 彼ら の 、 多 分 唯一 の 作品 と 思わ 
れる 。 (江田 ) 


aa KULLEKTIV 
Kollektiv 
5 | LP/Brain 1034 '73 年 






唯 二 の 2 ルル バム ZI ロ 5 三 は 本 ニブ ラン クー スン バ 二 は 
Jogi Karpenkiel(b) 、 Waldemar Karpenkiel(ds) 、 Jurgen Havix(g) 、 
Klaus Dapper(fl、sax) の 4 人 編成 。 内 ジャ ケ が ド 変 形 、 穴 あき 5 
紙 ペ ン シ ル つき 。 音 は ジャ ズブ ロッ ク の 中 間 を 行き な が ら も 、 変 形 ・ 
変質 し て お り 、 そ こ が マ ニア ッ ク な 対象 。 ジ ャ ケッ ト も 。 サッ クス 、 
フル ー ト は どちら も 軽やか で 油 ぎ る 感 は な く 、 そ の フロ ー テ ィング 
な トー ン が 静けさ を 保っ た パー ト で 生き る 。A②、B 面 1 曲 か ら 成 
る 前 半 部 あたり に その 特徴 が 由 て いる 。 地味 な が ら リ ー ド ・ ギ ター 
の 一 層 眠 気 を 誘い そう な トー ン も 効果 的 。 全 体 に うっ すら と か すん 
で 沈み 気味 な サウ ンド に な っ て いる 。 (松本 ) 





KONRAD BAUER 
Toromto T me 
LP/Victo cd017 "? 年 





G・ ゾ マー ら と 結成 し た 東独 フリ ー・ ジ ャ ズ の オー ルス ター・ グ 
ルー プ “ジノ プシ ス ” を 脱退 後 、 彼 に と っ て 大 き な 経 験 に か っ た の 
が 、45 秒 の 残響 時 間 を 有する 地下 貯水 池 跡 で の コン サー ト 『 洪 水 の 
前 に 』 へ の 参加 で ある 。 フ レー ズ の ずら し や エコ ー と の 対話 と いっ 
た 構成 の 通用 する 範囲 を 超え て 異常 に 長い 残響 は 、 彼 に 周辺 環境 ( 気 
象 ) の 操作 と フィ ー ド バッ ク 回 路 の 形成 を 迫っ た (この 時 の ソロ ・ 
ライ ヴ は 「『 束 の 間 の 幸せ 』 (riskant) に 収め られ て いる )。 本 作 で は 
エレ クト ロニ クス が そう し た 環境 操作 回 路 の 役割 を 果して お り 、 
真紅 の 牙 を 剣 い て 襲い か か る オー ロラ の 雄大 な 凶暴 さと 、 繊 細 な 小 
鳥 の さえ ずり の 間 を 、 ユ ー モ ラス な 寸劇 風 の 場面 すら 差し は さ み な 
が ら 、 彼 の トロ ン ボ ー ン は 自在 に 往復 し て みせ る 。 (福島 ) 


KRAAN 
Kraan 
LP/Spiegelei 28 778-9U 72 年 





KRAAN に は この デビ ュー 作 の 後 、「Wintrup」「Andy Nogger」「Live」 
「Let It Out」「Wiederhoren」「Flyday」「Tournee」「Nachtfahrt」「X」 
が 続く 。'83 年 まで は 活動 し て いた よう だ 。 この アル バム で の 編成 は 、 
g & vo、b、sax、ds の 4 人 編成 。 サ ックス の 色 添 え が 効 果 的 だ が 、 
ジャ ズ 色 は あま り 強 く な い 。 む し ろ 随 所 で ちら つく 中 近東 メロ ディ 
が 、 比 較 的 オー ソノ ドク ス な 曲調 を 変形 させ て 、 面 白 味 を 増す 。 ど こ 
と な く 770 年 代 初期 の ドイ ツ 臭 さ を か ぎ と れる と は 言っ て も 鮮明 で は 
な く 、 荒 削り な 演奏 も あっ て 今一つ 焦点 が し ぼれ な い 。 少な く と も 
青 か ら 赤 へ 層状 に 変化 し て いく 油絵 タッ チ の ジャ ケッ ト ほ ど に は 、 
「 何 か ある 」 と 感じ させ て くれ な い 音 楽 だ 。 コ ン ガ の 多用 、B 面 で の 
ラテ ン ・ ロ ッ ク ふ う 展 開 等 も アル バム の 色 で は ある 。 (松本 ) 








KUNSTKOPFINDIANER 
(Germany, Palland, Austria) 
Kumstkonfindiamer 

LP/MPS 21 22019-2 '74 年 





ハン ス ・ コ ラー(Sax) 、 ヴ ォ ル フ ガ ング ・ ダ ウナ ー(Key) 、 ズ ビニ 
エフ ・ ザ イフ ェ ル ト (VIn、Sax) 、 ア デル ハル ド ・ ロ イデ ィ ン ガ ー(b) 、 
ヤ ヌ ス ・ ス テ フ ァ ンス キ (Ds) の ドイ ツ プ ポー ラン ド プ オー スト リア 
多国 籍 編成 の ジャ ズ ・ ロ ッ ク 。 一 応 、 曲 は 有る が 、 各 人 の ソロ と 集 
団 即 興 が 基調 の セッ ショ ン 色 強い 物 。 と 言っ て も や り っ 放 し と 言う 
訳 で は 無く 部 分 的 に は 屈折 し た トー ン も 有る 辺り は や は り 当 時 の ド 
イツ か 。 作曲 と 大 雑 把 な 決め 事 と 自然 発生 的 な 部 分 が 交錯 する 等 脈 
絡 が 無い 割 に は それ 程 難解 な 感じ を 与え な い の は 暗黙 の 訪 解 に 沿っ 
た 音 だ か ら だ ろう 。 ニ ュー ジャ ズ 系 の 混 油 と し た 感触 を 残し た ジャ 
ズ ・ ロ ッ ク と で も 言う べき か 。 疾走 感 の 有る 音 な が ら ど こ か や りき 
れ な い 暗 さき を 感 じ る 。 (中 西 ) 





LENSEMBLE RAYE (Switzerland 


り 
MM6me En Hiver 


CD/(Fr.)AYAA Disques AYAA Cdt 
0289 91 年 





スイ ス の 後発 R・|・0 参 加 グ ルー プ DEBILE MENTHOL は 、 2 枚 の ア 
ル バ ム を リリ ー ス 後 、 消 減 し て し まっ た が 、 メ ン バ ー 達 は 現在 二 つ 
の バン ド に 形 を 変え て 活動 中 だ 。 ひ と つが モモ ・ ロ ッ セ ル 率 いる NIMAL 
で あり 、 も う ひ と つが この L'ENSEMBLE RAYE だ 。 ど ちら も が DEBILE 
MENTHOL よ り 遥 か に チェ ン バ ー 色 を 強く 打ち 出し て いる の が 面白 い 。 
RAYE の リー ダー は どう や ら セ ドリ ッ ク ・ ヴ ュ イ ル と 思わ れる が 、 元 
同僚 の ロッ セル 、 ジ ャ ン = ヴ ァ ン ・ ユ グ ナ ン 、 ク リス チャ ン ・ ア ドー、 
ジル ・ ヴ ァ ン サン ・ リ ー ダ ー や ART ZOYD の ディ ディ エ ・ ピ ー ト ン ら が 
参加 し て いる 。 曲 に より 編成 が 変わ る も の で 、 セ ッ シ ョ ン の 性 格 が 強 
そう だ 。 AYAA に 所 属し て いる こと か ら も 判る よう に 、 軽 妙 酒 脱 な 演 
奏 が 特徴 だ 。 既 に 2nd も リリ ー ス され て いる 。 (坂本 ) 





7 らち づ 








LANGSYNE 

LangsVme 

LP /Dusselton 2737 76 年 
CD/Lost Pipe Dream LP 010 CD 





黒地 に 白く 浮か び 上 っ た 細やか な 装飾 模様 の カヴァ ー・ デ ザイ ン 。 
これ で 音 が 「 ロ ー ド ・ ク リ シ ュ ナ 」 だ っ た ら 、 今頃 ジャ ー マ ン ・ ロ 
ッ ク ・ フ ァ ン の 取り 合い に な っ て いる と ころ だ が 、 実 際 は アコ ー ス 
ティ ッ ク ・ ギ ター を 中 心 に し た フォ ー ク ・ サ ウン ド が 基調 。 ト リオ 
編成 に よる 自主 製作 艇 だ が 、 も ちろ ん 、 部 分 的 に は オル ガン 、 フ ル 
ー ト 、 琴 、 グ ロッ ケン シュ ピー ル な ど を 入れ て 結構 お も し ろく し て 
いる 。 フ リー・ パ ー ト や エフ ェクト こそ 少な いも の の 、 や は り 東 洋 
色 の ある アン グラ ・ ム ー ド も 漂 よ い 、 何 曲 か に 眼 想 ふう の 静けさ も 
ある 。 (松本 ) 


LAVA 
Tears Are Goin HOme 


LP /Brain 1031 "73 年 
CD/TRC 027 





初期 Brain レ ー ベ ル の 単発 作 の 一 つ 。 1 曲目 の ホー クウ ィ ン ド 崩れ 
に は 味 も そっ け も な い が 、 他 6 曲 は アコ ー ス ティ ッ ク ・ ギ ター を 中 
心 に し た フォ ー ク 色 が 強い 。 そ の ほとん ど が トロ ー ン と し て いる 。 
その あたり の 要素 を 買わ れ て 近年 の 再発 に 混 っ た の だ ろう 。 バ ンド 
は 6 人 編成 だ が 、 一 向 に バン ド 作 を 思わ せる 曲 が な い 。 元気 の な い 
弾き 語り の 背後 か ら リ ー ド ・ ギ ター が これ また トロ ー ン と 鳴り 響き 、 
ピア ノ が パラ パラ と 木霊 する よう に 鳴っ て いる 。 当然 か すみ が か っ 
た よう な 沈滞 し た 空気 が 醸し 出さ れる 。 ア シッ ド ・ フ ォ ー ク ・ フ ァ 
ン 向 け な の は 言う まで も な い 。 ラス ト ・ ナ ン バ ー の \Piece Of Peace/ 
が ベス ト ・ チ ェ ー ン 。 タイ トル も 何だ が 、10 分 間 を 通し て ひたすら 
トロ ー ン と し て いる 。 (松本 ) 





LAWREN NEWTON(Austria) 
2md Room-2md Conversation 
LP/Extraplatte Ex 316143 '85 年 





アメ リカ 西海 岸 に 育ち 、 オ レゴ ン 大 学卒 業 後 、 西 独 シ ュ ツ ッ ト ガ 
ルト へ 留学 し た 彼女 は 、 現 代 音 楽 を 学び な が ら 、 即 興 プ ヴォ ー カ ル に 
関心 を 寄せ 、'80 年 の 第 1 作 以来 ウィ ー ン ・ ア ー ト ・ オ ー ケ スト ラ の 
「 歌 姫 」 を 務め て いる 。 本 作 は 急速 な ラッ プ や リズ ミッ ク な ヴォ ー カ 
リゼ ーション に 加え 、 純 正 ジ ャ ズ ・ ス キャ ッ ト も 披露 し た ソロ 第 1 
作 『Timbre」 ('82 年 ) に 続く 2 作 目 。 L P 2 枚 に わた る ショ ー ケ ー ス 
的 な 集大成 と な っ て お り 、 幅 広い 音域 ・ 多 彩 な 声音 ・ リ ズミ ッ ク な 
軽やか さ ・ 小 鳥 に な っ た り 子 供 に な っ た り と 変幻 自在 の 演劇 性 …… 
端正 に 磨き あげ られ た 女性 即興 ヴォ ー カ ル の 典型 が ここ に ある 。 ハ 
ー モ ナイ ザー の 導入 (一 部 ) は 、 そ うし た 典型 ( 無 添加 指向 ) か ら 
は み 出 す 部 分 と し て 注目 され よ う 。 (福島 ) 


LENNY MAC DOWELL 
Flyimg Tors0 


LP /Ohrwurm OW2-12-48 '81 年 
CD/Blue Flame 40332 





多種 の フル ー ト を 駆使 し て 作ら れ た '84 年 の アル バム 、「Balance Of 
Power」 で シン フォ ニッ ク ・ フ ァ ン に も 新鮮 な 刺激 を 与え た た レニ ー・ 
マク ドゥ ウェ ル 。 彼 は 主 に ジャ ズ プ ニュ ー・ エ イジ 系 の フィ ー ル ド 
で 活動 し て いる の だ が 、 そ れ 以 前 に は タル や ZEP の 曲 な ども カヴァ ー 
し て 「 ロ ッ ク ン ロー ル ・ フ ルー テイ スト 」 の 異名 を 取る と いう 結構 
訳 の 分 か らん 経歴 を 持つ 。 81 年 に リリ ー ス され た 本 作 は フュ ー ジ ョ 
ン 色 が 強く 、 あ まり シン フォ ニッ ク ・ フ ァ ン 向け と は いえ な いも の 
で あっ た 。 し か し 791 年 の CD 化 に 際 し て 再 録 され 、「Balance 一 」 路 線 
の ヴィ ヴィ ッ ド な 作品 へ と 生ま れ 変 わっ て いる 。20 種 以上 に も 及ぶ 
フル ー ト を 縦横 無尽 に 操っ て 作ら れる 独特 の 空間 美 は 実に 心地 良い 。 
(内 田 ) 








LENNY MACDOWELL 
Balance Of Power 
LP/Biber BI 6230 「84 年 





この レニ イ ・ マ ク ド ゥ ウェ ル の 創っ た アル バム は 従来 の ドイ ツ ・ シ ン 
フォ ニッ ク の スタ イル を 打ち 破る 革新 的 な イメ ー ジ を 持つ も の で ある 。 
彼 は フル ー ト 、 グ ラン ド ピ アノ 、 シ ン セ サイ ザー 類 を 一 人 で こなし 、 
他 に ギタ ー、 ベー ス 、 ド ラム を 加え た 編成 で この アル バム を 制作 し た 。 
雄大 な スト リン グ の WAVE の 中 か ら 美 し く 、 端正 で 、 リ リカ ル で 、 そ 
し て 巡 ろ し く 技 巧 的 な フル ー ト が 聴こえ て くる 様 は 今 ま で 耳 に し た こ 
と の な い シ ン フ ォ ニ ッ ク ・ ロ ッ ク の 領域 を 感じ させ る 。 強い て いえ ば 、 
ジャ ン ・ ピ エー ル ・ ア ラル サン の 「 タ ブロ ウ ・1」 で 聴く こと の で きる リ 
リ シ ズ ム を フル ー ト て 演じ 切っ て いる と いえ ば この 作品 を いく ら か 想 
像 し て いた だ ける だ ろう か 。 録 音 ク オリ ティ も 非常 に 高い 。 A 面 3 曲 。 
B 面 は 16 分 の 大 曲 が 収 録 さ れ て いる 。 イ ンス トゥ ル メ ンタ ル 作 品 。 

(山崎 ) 





LENNY MAC DOWELL 
Live Tanes 
LP/EMI 164 24 0123 3 「'84 年 





タイ トル が 示す 通り の ライ ヴ ・ ア ル バ ム 。 従来 通り の 軽快 か つ ク 
リア ー な フュ ー ジ ョ ン ・ サ ウン ド を 核 に 、 ス トレ ー ト で ロッ ク 色 の 
強い も の か ら 女 性 ヴォ ー カ ル 入 り の ポッ プ な ナン バー、 更 に は 後 の 
作風 に つなが る シン フォ ニッ ク な チュ ー ン まで あっ て か な り 多 彩 。 
考え よう に よれ ば 「 雑 多 」 な 彼 の 音楽 的 嗜好 を 集大成 し た も の と な 
っ て いる 。 通し て 聴く と 選曲 に まとまり を 欠く 感 も ある が 、 彼 の フ 
ルー ト ・ プ レイ は 音 が 鳴っ た だ け で 曲 の イメ ー ジ を 一 変 さ せ て し た 
うほ どの イン パク ト を 放っ て お り 、 散 漫 な 印象 は あま り 感じ な い 。 
ジェ スロ ・ タ ル の “Locomo tive (Locomotive) Breath′ の カヴァ 
ー な ども 演 っ て お り 、 そ こ で の ワイ ルド な フレ ー ジ ング は 驚く ほど 
本 家 の ス タイ ル を 継承 し た も の で ある 。 (内 田 ) 





7 ちら 








LENNY MA DOWELL AND 
CHRISTOPH SPENDEL PROJEGT 
Autumn Breath 

LP/Blue Flame 2186054 8G 年 





レニ ー・ マ ク ド ゥ ウェ ル が ピア ニス ト の クリ スト フ ・ ス ペン デル 
と 組ん で 人 制作 し た プロ ジェ クト ・ ア ル バ ム 。 ワ フル ー ト 、 ピ アノ 、 ド 
ラム ス に よる トリ オ 編 成 で ECM に も 通ずる 透明 感 に 富ん だ 、 江 み の 
な い ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク ・ サ ウン ド を 奏で る 。 時 と し て フュ ー ジ ョ ン 風 
に 聞こ えな いこ と も な い が 、B.J. リ ンダ ー 張 り の カミ ソリ の よう な フ 
ルー ト や ピア ノ の 的 確 な プレ イ が 曲 を 決し て あり きた り に は 終わ ら 
せな い 。 タ イト ル 通 り の 「 秋 の 息吹 き 」 を 思わ せる 、 実 に 爽快 な 清 
涼感 の 残る 好 ア ル バ ム 。 結構 節 操 の な い 音 楽 性 を も つ レ ニー が 、 こ 
こ で は 実力 派 の ジャ ズ 系 フル ー ト ・ プ レイ ヤー と し て の 実力 を 余す 
と ころ な く 発 揮 し て いる 。 この 後 彼 は マギ ー・ ラ イリ ー を 含む 自ら 
の プロ ジェ クト 名 義 で ロッ ク ・ ア ル バ ム を 制作 。 (内 田 ) 


LILIENTAL 
Liliemtal 
LP/Brain 0060.117 '78 年 





Moebius と Plank が 中 心 に な っ て 制作 され た と 思わ れる 作品 。 他 に 
4 人 の メン パー が キー ニー ボード や ギタ ー、 ペー ス 、 サ ックス 、 フ ルー 
ト 、 パ ー カ ッ シ ョ ン な ど で 参 加 し て いる 。 日頃 か ら 親 交 の ある 音楽 
仲間 が Conny の スタ ジオ で 気軽 に 演奏 し た と いう 感じ で 、 自 由 閲 達 な 
雰囲気 を 持っ た 作品 で ある 。 ま た 、 ふ わ ふ わ と し た 効果 斉 や の ん び 
り と し た リズ ム な ど が 、 と て も くつ ろ い で ゆっ た り と し た 印象 を 与 
える 。 そこ か ら 少 し 踏み 込ん で 聴く と 、 日 常 の 時 の 流れ を 越え て 、 
自然 ・ 宇 宙 の 悠久 と いっ た も の を 意識 させ て くれ る よう な 内 容 で あ 
る 。 あ る 意味 で 、 時 代 に 先んじ た ヒー リン グ ・ ミ ュー ジッ ク を 作り 
上 げた の か も 知れ な い 。(HARMONIA の メン バー も 同じ よう な 意図 で 
「Deluxe」 を 作っ た の で あろ うか 。) (Helmut) 





LIMBUS 4 
Mandalas 
LP/Ohr OMM 56 001 70 年 





ZWEISTEIN や PAUL & LIMPE FUCHS の 「Sturmischer Himmel」 
等 と 並び 、 ジ ャ ー マ ン ・ ア ンダ ー グ ラウ ンド 70's の 更に マイ ナー な 
最も や ば い 所 。 こ れ 以 前 に LIMBUS 3「Comic Music Experience」 
(CPM LP-S 001) が ある が 、 あ まり に 幻 で 未 聴 。 電子 音楽 や フリ ー・ 
ジャ ズ 等 は ほ まだ か わい いも の で 、 サ ー ド ・ イ ヤー・ バ ンド が バッ ド ・ 
トリ ッ プ し て 幻覚 状態 の まま 遊ん だ よう な ドロ ー ン と 怪し 気 な 空気 、 
ここ に は 一 切 の 方 則 や 創作 めい た も の が な い だ け に 遊ん で 面白 が る 
他 手 が な い 。 そん な 音楽 の 有り 方 だ だ 。 う ざっ た さ の 極致 、 ド ツボ と 
いう や つ 。 こ の アル バム は 民族 楽器 を 使い 時 に エス ニッ ク ・ フ リー 
に な る が 、 即 興 の 緊張 感 も ちほ と ん ど 生 じ な い 。 有 絡 な く 本 当 に ヒッ 
プ で その の め り 込 み に は 絶大 な 陶酔 感 が ある 。 (松本 ) 


LINDA SHARROGK, FRITZ NOVOTNY, 
PUL FIELD ANDREA HMINDL 朋 
HARD ISAMH HARRY KLAFFENBD 
度 2 K, NIKO POLYMENAKOS(Austria) 

3 Jazz For Thinkers 

LP/R.A.U. 1013 '85 年 


則 





リフ ォ ー ム ・ ア ー ト ・ ユ ニッ ト は 69 年 に 『 ウ ィ ー ン か ら の ニュ ー・ 
ジャ ズ 』 を ESP に 録音 する ( 未 発表 ) な ど 、 オ ー ス トリ ア ・ フ リ 
ー の 草創 期 か ら 活動 し て お り (現在 も )、 ウ ィ ー ン ・ ア ー ト ・ オ ー ケ 
スト ラ (VAO) 周辺 と 人 脈 を 分 け あ っ て いる 。 その 中 心 メ ン バ ー 
は 、 こ こ に 参加 し て いる ノヴォ ツ ニ ー 人 (ff、reeds)、 フ ィ ー ル ズ (vn) 
と ムハンマド ・ マ リ (dr、sax) で あり 、 彼 ら 三 人 は また スリ ー・ モ 
ーション ズ ” な る 別 プ ロジ ェクト で も 活動 し て いる 。 彼 ら の 特徴 は 
腺 病 質 な 線 の 細 さ と 、 室 内 楽 的 な 級 密 さ 、 ウ ィ ー ン の 退廃 を 深く た 
た えた (時 に オリ エン タリ ズム を さえ 香 ら せる ) 曲想 に ある 。 ゲ ス 
ト で ある リン ダ の ゴス ペル を ルー ツ と する 上 声 に 、 彼 ら の 音 は 藻 の よ 
うに 絡み つき 、 オ フェ ー リ ア を 水底 に 引き 込 も うと する 。 (福島) 








9 の NN 1 TrAAUI LUTZ RAHN 
Solp Trip 
LP/Teldec 6.23 663 78 年 





NOVALIS の リー ダー キーボー ディ スト 、 ル ッ ツ ・ ラ ー ン の ソロ ・ 
アル バム は 、 小 品 集 な が ら 彼 個人 の ロマ ン テ ィ シ ズム を 海 園 さ せ た 、 
何処 か 地方 の ー ロ マン 派 作家 の 短篇 集 と いっ た 趣き が ある 。NOVALIS 
に 限ら ず 、 同 時 代 の ジャ ー マ ン ・ ロ ッ ク の ロマ ン テ ィ シ ズム は 、 空 
疎 な ドラ マテ ィ シ ズム や 虚飾 、 表 面 的 な 熱情 と は 無縁 で ある が 故に 、 
一 般 の 支持 を 得る に は 至ら な い が 、 愛 薫 の 中 に 漂う 気品 は 確か に 営 
て の 文学 作品 と 通 底 する 。 本 作 の プロ デュ ー ス は NOVALIS の 多く の 
アル バム 同様 、 自 身 が 前 衛 ギ タリ スト の アヒム ・ ラ イヒ ェ ル 。 タイ 
トル 曲 な ど に は 現代 的 な ポッ プ 感 覚 も 散り ば め ら れ て いる も の の 、 
宝石 の 糧 き 、 両 面 ラ スト の ドイ ツ の 森 の 自然 描写 と そこ に 静か に 溶 
け 込む 様 は 、 や は り ロ マン 派 と 言え まい か 。 (高山 ) 





MANFRED SEHOOF ORCHESTRA 
PeterY ぐ 電 EIITOBGI EChOBS 
| LP/FMP 0010 "? 年 


N ! 
トイ 


舞 





16 名 編成 の フリ ー・ ジ ャ ズ ・ オ ー ケ スト ラ に よる 本 作 は 、 ミ ュー 
ジ シ ャ ン に よる 自主 レー ベル F MP の 記念 すべ き 初 作 と な っ た 。 シ 
ョ ー フ は ケル ン 音 楽 大 学 や 西ドイツ 放送 局 オ ー ケ スト ラ の 周辺 に 形 
成 さ れ た ジャ ズ ・ サ ー ク ル の 中 心 人 物 で あり 、 そ こ で の 人 脈 (シュ 
リッ ペン バッ ハ 、 ゲ ルト ・ デ ュ デ ク ts ら ) を 中 心 に 、D・ ベ イリ ーg、 
E・ パ ー カ ーts( 英 ) 、H・ ベ ニン ク dr、F・V・ ホ ー フ ェ p( 蘭 )、1・ 
シュ ヴァ イツ ァ ーp、P・ フ ァ ー ヴ ル dr( ス イス ) に 加え 、 さ ら に イタ 
リア か ら E・ ラ ヴァ tp が 参加 し て お り 、 タ イト ル は 66 年 の 『 グ ロー ヴ ・ 
ユニ ティ 』 の 投げ か けた 衝撃 の 反響 と も 読め る 。 重厚 ・ 硬 質 ・ 構 築 
的 な アン サン ブル と 、 ハ イ ・ エ ナジ ー で 疾走 感 浴 れる ソロ が 飛び 交 
う 対 比 の スリ ル は 今 も 色あせ て いな い 。 (福島 ) 
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MARCO CERLETTI (Swizerlamd) 
Random And Prvidence 
CD/veraBra vBr 2039 2 "90 年 


MAACo と EKLET7 








AD0A7 AM OMDEN と E 


さて 、 殆 ど 知 名 度 は な いで あろ うこ の 作品 、 元 CIRCUS の Guitar/ 
Bass プ レイ ヤー の リー ダー 作 。 ゲ スト に 当時 の 仲間 Andreas Grieder 
に 元 BLUE MOTION の Stephan Grieder、 他 数 名 。 基本 的 に リズ ム セ 
クシ ョ ン は 居 な い が そ れ は 殆ど の パー ト を 彼 が Stick で 演奏 し て し ま 
っ て いる か ら だ / 彼 自身 「 こ の 楽器 は 技術 的 に Guitar、 Piano、 Bass、 
Drums と いう 4 つの メイ ン 楽 器 を 包括 し て いる 」 と 述べ て いる 。 な 
る ほど 、 彼 ほど の 技術 を 持っ て この 楽器 を 操る こと が 出来 れ ば 全 パ 
ー ト の 演奏 が 可能 に な っ て し まう の か 。 曲 自体 は Stick 奏 者 特有 の 変 
態 的 フレ ー ズ が 繰り 返さ れる 中 、 爽 や か な 部 分 すら ある 上 層 メ ロ デ 
ィ が 乗る 。 曲 造り の 面白 味 は 一 歩 ゆ ずる が それ で も 面白 いと 思わ せ 
て し まう 技術 に 基づい た 説得 力 。 (伊藤 ) 


MEMO 
Cantain Thumder 
LP/Polydor 2417 110 77 年 





MEMO こ と Memo Kurt は 何 枚 か の アル バム を 出す マル チ ・ ミ ュー 
ジ シ ャ ン 、 シ ン ガ ー だ が 、 他 の アル バム が 比較 的 オー ソ ド ッ クス な 
シン ガー 物 な の に くら べ て 、 こ の アル バム は 意欲 的 な 部 分 が 目立つ 。 
基本 的 に 彼 の 、 あ た か も イタ リア も の の よう に 甘く メロ ディ アス な 
歌 を 中 心 に し た も の に は 違い な い が 、 ア レン ジ が シン セ サ イ ザー や 
メロ トロ ン を 使っ て と て も シン フォ ニッ ク に な っ て いる 。 当 然 、 ヴ 
ォ ー カ ル に 合致 し て 効果 的 な こと は 言う まで も な い 。 ド イツ と は 思 
えな い イ タリ ア の よう な 情 の 盛り 上 が り が ある 。 メ モ は すべ て の 楽 
器 を 扱っ て いて 、 マ ル チ ・ プ レイ ャ ー 振 り を 発揮 し 、 も ちろ ん 作曲 
も 彼 自 身 に よる も の 。 ド イツ で 歌 物 と いう と 他 に ほとん ど 思 い 浮 か 
ば な いこ と を 思う と 例外 中 の 名 作 と 言っ て いい と 思う 。 (松本 ) 





METROPOLIS 
Metronglis 
LP/Pan 87 439IT 74 年 





ジャ ズ 、 ロ ッ ク の 両方 に 煮え た ぎら ず 、 フ リー・ パ ー ト が あっ た 
り ギ ミッ ク が 施さ れ て いた り 、 ド イツ に は その 種 の どう に も 中 途 半 
端 な だ な け の アル バム が 少な く な い 。METROPOLIS な る 6 人 編成 が 唯 
一 残し た この アル バム も その た ぐい 。 大 曲 の 部 分 部 分 に は キー ボー 
ド ・ オ ー ケ スト レー ショ ン を いか し た シン フォ ニッ ク ・ パ ー ト が あ 
っ た り し て 少し 気 を ひく が 、 あ りき た りな ヴォ ー カ ル ・ パ ー ト や 、 
アフ ロ ・ ジ ャ ズ ・ タ ッ チ の ロッ ク ・ サ ウン ド 等 、 吹 っ 切れ な い 部 分 
も 多く 、 印 象 に 残り に くい アル バム だ 。 い わ ゆ る ジャ ズ ・ ロ ッ ク 、 ふ 
うな の だ が 、 一 本 調子 な の が 難 。 切れ味 の な い リ ズム ・ セ クシ ョ ン 
の 上 で か ろう じ て キ ー ボ ー ド が アグ レッ シ ヴ な ソロ を と る 辺り は 聴 
(ける 5 (松本 ) 


MIDNIGHT 6IRCUS 
Midnight Cireus 
LP/Bellaphon BLPS 19108 72 年 





0 Nulom20A 還 9 YA 呈 mw 宝 ma 還 多 の イ 
メー ジ が 強い が 、 数 多く の ハー ド ・ ロ ッ ク ・ ア ル バ ム を 創り 上 げた 
最強 コン ビ 、P. ホ ー ク と D. ダ ー ク ス が プロ デュ ー ス し た フォ ー ク ・ ア 
ル バ ム が この ミッ ドナ イト ・ サ ー カ ス で ある 。 深 い 青 の 色調 を 感じ 
させ る オー プ ニ ン グ は その ダン ディ ー な ヴォ ー カ ル と 物 憂 ぐ 厳か な 
曲調 か ら フ ァ ン タ ジ ー あ た り を 思い 浮か べ る 。 ア コー ステ ィ ッ ク ・ 
ギタ ー の 爪 弾き が 主体 で ある が 、 ア ッ プ ・ テ ン ポ の 展開 を 随所 に 挟 
み 、 メ ロト ロン や トラ ン ペ ッ ト 、 フ ルー ト を 控え 目 に 配 す る こと で 
曲 に 嫌味 の な い ア クセ ント を つけ 飽き させ な い 内 容 と な っ て いる 。 
ピル ツ 系 の フォ ー ク ・ ア ル バ ム と は 趣き の 異な る 、 よ り プ ブリ ティ ッ 
シュ に 近い 音 だ 。 シ ン フ ォ ニ ッ ク 色 は あま りな い 。 (高森 ) 








MILESTONES 
Milestones 
LP/Bellaphon BLPS 3311 '72 年 





「Emigration」 の 前 、 デ ビュ ー 作 。「Emigration」 で の シン フォ ニ 
ッ ク な 色づけ が 嘘 の よう な フォ ー ク ・ サ ウン ド 、 小 曲 指 向 ( ? )。 ま 
る で 60 年 代 来 の プリ ティ ッシュ ・ フ ォ ー ク の よう に 古く みず みず し 
い 響 き 方 を する 。ac-g の アル ペ ジ オ は あま り 聴 け な い 。 や は り 、 弦 
楽器 の サポ ー ト や ピア ノ を 入れ た 何 曲 か が アピ ー ル も 大 きく 、 も ち 
ろ ん 女 性 ヴォ ー カ ル の リー ド す る 約 半 分 の 曲 の 方 が 受け る だ ろう 。 
ほとん ど は ドイ ツ 語 で 歌わ れ て いる が ゴツ ゴツ し た 印象 は な い 。 こ 
の 音 な ら 、 ド イツ と いう より も イギリス の 土 侍 に の せ た 方 が 似合う 
が 、 の せ た 途 端 に 一 緒 く た に な っ て 忘れ られ て し まい そう な 気 が す 
る 。 で も 完全 に プリ ティ ッシュ ・ フ ォ ー ク の 方 向 を 向い た 内 容 だ 。 
ドイ ツ で は 割合 珍し い 。 (松本 ) 




















MILESTONES 
Emigration 
LP/CBS 65738 73 年 





マイ ルス トー ンズ の 2 nd アル バム 。 ド イツ か ら リ リー ス さ れ て は 
いる が 、 グ ルー プ の メン バー は 共産 圏 人 と ドイ ツ 人 と 、 オ ラン ダ 人 
と の 混合 と 思わ れる 。 楽器 編成 は オル ガン 、 ピ アノ 、 メ ロト ロン 、 
チェ ン バ パロ 、 ギ ター、 ベ ー ス 、 ド ラム ス 等 で 5 人 の ミュ ー ジ シャ ン 
か ら 構 成 さ れ て いる 。 中期 の オメ ガ を プロ デュ ー ス し て いた クリ ス 
チャ ン ・ コ ロ ノ ヴ ネ ツ が キー ボー ド で 参加 し て いる 。 A 面 は ソフ ィ 
スト ケイ ト さ れ た 小品 集 で ポッ プ な 面 が 強調 され て いる 。 し か し こ 
の アル バム の 持ち 味 は 何と いっ て も 大 曲 で ある B 面 に 集約 され て い 
る と いえ る だ ろう 。 清 涼感 の ある 軽快 な プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク が 
そこ に は 展開 され て お り 、 リ リカ ル な ピア ノ や オー ボ エ の 響き が 実 
に 印象 的 で ある 。 1 st は フォ ー ク 色 が 強い 。 (山崎 ) 





7 らち ど 








MNOTALIS 
Fly AwaV 


LP /Tonstudio-Langendreer 1001 
78 年 
CD/Lost Pipe Dream LP 011 CD 





ミノ タウ ルス と は 人 間 の 体 に 牛 の 頭 を 併せ 持つ ギリ シア の 伝説 上 
の 怪物 の こと で 、 少 年 少女 を 生 に えにし て 食べ た と いう 。 困り果て 
に ミノ ス 王 は この 獣 人 を クノ ッ ソ ス 宮 殿 の 奥 に 閉じ 込め た …。 し か 
し 、 こ の アル バム の 内 容 は 、 そ うし た 神々 し くも 怪し げ な 有 雰囲気 と 
は か け 離 れ て いる 。 ギ ター と キー ボー ド を 中 心 と し た オー ソ ド ッ ク 
ス な ハー ド ・ プ ログ レッ シ ヴ ・ サ ウン ド 。 切々 と 歌い 上 げ る ヴォ ー 
カル が 特徴 的 で 、 そ れ に メロ トロ ン が 絡み 何と も 物 哀 し い 夫 囲 気 を 
漂わ せ て いる 。 多分 自主 製作 盤 と 思わ れる が 、 国 籍 は 不明 。 ク レジ 
ッ ト は ドイ ツ 語 で 書か れ て いる が 、 そ れ だ け で は 何と も 判断 が つか 
な い 。 と に か く 、 グ ルー プ 名 だ け は 、` 謎 の グル ー プ "に 相応 し いも 
の と 言え よう か 。 近年 CD 再発 され た 。 (江田 ) 





Ra MIUMPS (UK., Germamy) 
回 AMatter 0f Taste 
LP/MPS 68.169 77 年 


マン プス も 言っ て も ハッ ト フ ィ ー ル ズ と は 関係 無い 。 これ は ジョ 
ン ・ サ ー マ ン 、 バ パー ル ・ フ ィ リ ッ プ ス 、 ス テ ュ ー・ マ ー テ ィ ン と 言 
うか の 伝説 的 な ザ が ・ ト リオ の 三 人 に アル バー ト ・ マ ン ゲ ルス ドル フ 
を 加え た グル ー プ で ある 。 と は 言え か っ て の ザ ・ ト リオ の 様 な 三 者 
の み の 一 瞬 の や り 取 り に 命 を か けた 様 な スト イシ ズム か ら 少 し 離れ 、 
シン セ 類 を 導入 し 、 よ り 具 体 的 な 音像 を 持っ た パー ト も フィ ー チ ャ 
ー し て いる 辺り は サー マン プ マ ー テ ィ ン の デュ オ 作 や フィ リッ プス 
の ECM で の 初期 作 と も 共通 する 所 。 勿 論 、 四 者 共 フ リー・ ミ ュー ジ 
ッ ク 界 の 強者 で ある か ら に し て 随所 に は さま れる 集団 即興 で は 爆発 
的 な 所 を 見 せる の だ が それ より も トラ ッ ド 的 な ライ ン や スペ イシ ー 
で 叙景 的 な 部 分 の 整然 と し た 印象 が 強い 。 (中 西 ) 





MYTHOS 
Mythos 


LP /Ohr OMM 556 019 71 年 
CD/(Fr.)Spalax Music 14879 





ミソ ス の 1 st。 メ ロディ アス で 確実 な ワー ク の ベー ス に 舞う 様 な フ 
ルー ト が 絡み メロ トロ ン 、 シ ター ル 等 が 色彩 り を 添え る と いっ た 幾 
分 晴 さ の ある 深遠 な 趣き と ハー ド ・ ロ ッ ク ・ ス タイ ル の ギタ ー、 ド 
ラム に よる パー ト が 統一 され た 音色 で 噛み 合い を 見 せ て いる 。B 面 
の シン セ サ イ ザー に よる 戦闘 機 の 飛来 音 と ドラ ム に よる 発砲 音 、 そ 
の 後に 現われ る 鳥 の 只 り と 鐘 の 遠 鳴り 、 妙 に メロ ディ アス な 曲調 は 
視覚 的 で も あり 、 こ の 時 期 の ドイ ツ ・ ロ ッ ク に 有り が ちな 曖昧 さ の 
少な い 安定 し た 作品 で ある 。 デ ィ ー タ ー・ デ ェ ル クス の プロ デュ ー 
ス 。STEPHAN KASKE (フル ー ト 、 ギ ター、 キ ー ボ ー ド 、 ヴ ォ ー カ ル ) 
を リー ダー と し 4 年 後に 2 nd「Dreamlab」 を 発表 。 そ の 後 、VENUS、 
SKY レー ベル に 各 2 枚 の アル バム を 残し て いる 。 (松本 ) 


MMYTHOS 

Dreamlah 

LP /Kosmische Musik KM 58.016 
75 年 


CD/(Fr.) MSI Spalax 14206 





MYTHOS は 770 年 代 に 数 枚 の アル バム を 残し て いる が 、 や は り 771 
年 の 「Mythos」 と 続く 2 作 目 の この アル バム が いい と 思う 。 1 作 目 
は オリ ジ ナ ル ・ リ リー ス 元 の Ohr レ ー ベ ル の 中 で も 異色 な 程 、 ス トー 
リー 仕立 て の 完成 度 を 目指 し た コン セプト 作 だ っ た が 、 こ ちら は フ 
ルー ト や ac-g、Kbd を 多用 し て 、 1 作 目 以上 の フロ ー テ ィング な サウ 
ンド を 押し 出し て いる 。 コ スミ ッ シ ェ ・ レ ー ベ ル に 独特 の 音 、 響 き 
方 が 心地 良く 、 特 に エコ ー を 使っ た 何 曲 か は 、 そ の 特徴 が よく 出 て 
いる 。 一 方 で vo、 el-g の 力量 不足 も 否め ず 、 全体 に は 1 作 目 の よ うな 
明確 か に 欠け る の も 事実 。 1 曲目 の 宇宙 遊泳 を する よう な イメ ー ジ 
な ど は 、 か な り い い 線 を 行っ て いる と 思う の だ が 。 バ ンド の 方 向 性 
が や や 曖昧 に 感じ られ る 。 (松本 ) 








MYTHOS 
Strang6 GuVS 
LP/Venus V78 MY-F1003 77 年 





ミソ ス の サー ド 。 従 来 の 彼ら が 持っ て いた ハー ド ・ ロ ッ ク 的 な 面 
が 強まり 、 そ こ に シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク の 要素 が 加わ っ て 、 以 前 
の 作品 と は 異な っ た サウ ンド に な っ て いる 。 リ ズム ・ セ クシ ョ ン は 
シン プル で は ある が 、 確 実 な も の で 、 ハ ー ド な ギタ ー、 メ ロディ ア 
ス な シン セ 、 目 立た な い が 効 果 的 な キー ボー ド 、 節 々 と 唄う ヴォ ー 
カル 等 を 盛り 上 げ て いる 。 曲 も 変化 に 富み 、 よ く 考 えら れ た 構成 に 
な っ て いる 。 他 を 圧倒 する 個性 や スケ ー ル の 大 き さ と いう 点 で 見 れ 
ば 、 所 主 名 盤 に 見 劣り する し 、 プ ロ 的 音 作り 故に 、 自 主 製 作 盤 の よ 
うな マニ ア 受 け す る 味わい も な い が 、 ベ テラ ン ・ ミ ュー ジ シ ャ ン な 
ら で は の 無駄 の な い 、 ま と まり の 良い 音 作 り に な っ て いる 。 地 味 な 
が ら も 出来 の 良い 作品 で ある 。 (賀川 ) 





NACHTLUFT (Switzerland) 


tm LOT 5/For 4 Ears CD 
103 "? 年 


ANDRES BOSSHARD 
GUNTER MULLER 
US 電 り /DIH1 





彼ら は 空間 を 多 方 向 に 用 い 、 時 に は 観客 席 を 3 人 が 囲ん で 演奏 を 
始め る 。 ジャック ・ ヴ ィ ド マー と ギュ ンタ ー・ ミ ュ ラ ー の 2 ドラム 
ス の 間 に 張 られ た 空間 に 、 ア ンド レス ・ ボ スハ ルト が カセ ッ ト ・ マ 
シー ン や コン ピュ ー タ ー を 操っ て 、 既 製 音 楽 や ニュ ー ス 放送 の 断片 、 
現実 音 、 電 子音 響 や ノイ ズ を 投影 し 組み 込む 一 方 で 、 こ の 音 風景 を 
先 の 二 人 が メタ リッ ク な ノイ ズ で 切り 刻み 、 さ ら に 加速 し て いく の 
が 彼ら の 基本 的 方 法 だ が 、 そ の 間 に も リズ ム と 音色 を 巡る スピ ー デ 
ィ で 繊細 な 対話 は 止ま る こと な く 増 殖 を 続け て いる 。 即 興 演奏 が 密 
度 を 増し 、 ど れ ほ ど 加 速 さ れ て も 、 冷 や か な 感触 と 音 の 飛翔 する ス 
ペー ス を 失わ な い の が 彼ら の 素晴らし さと 言え よう 。 な お 、 本 作 は 
中 村 邦 男 氏 の 招 鴨 に よる 来 日 時 の ライ ヴ 録 音 で ある 。 (福島 ) 
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NOVALIS 
Bamished Bridge 
LP/Brain 1029 73 年 





デビ ュー・ ア ル バ ム 。Heino Schunzel (b) 、Jurgen Wenzel (vo、 
ac-g) 、Lutz Rahn (kbd) 、Hartwig Biereichel (ds) で の 録音 。 デ 
トレ フ ・ ヨ ー プ (g、vo) は まだ 参加 し て いな い 。 ジ ャ ー マ ン ・ シ ン 
フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク と いう に は 73 年 らし く お ぼ ろ げ な サウ ンド だ 。 
ノヴァ リス は 、 メ ロディ アス な 空気 を 醸す タイ プ の 音楽 が 特 意 で 、 
以後 も これ は 基本 的 な 所 で 変っ て いな い 。A 面 全て を 使っ た アル バム 
タイ トル 曲 を 始め と し て 、 FAITHFUL BREATH 等 に 共通 する メロ デ 
ィ 加 減 、 ち ょ っ と し た 催眠 作用 、 な だ ら か に 変化 する 曲調 、 等 が た 
っ ぷり 収録 され て いる 。 オルガン を 中 心 に し た キー ボー ド 類 の 味 つ 
けが きい た サウ ンド だ 。 ノ ヴァ リス で ある と 同時 に 、 ド イツ の 773 年 
頃 と いう 印象 も 強く ある 。 (松本 ) 


NOVALIS 
Novalis 
LP/Brain 1070 '75 年 





1797 年 5 月 13 日 、 詩 人 ノヴァ ー リ ス は 早 逝 し た 婚約 者 ゾフィー の 
墓前 で ある 神秘 体験 一 一 生 と 死 、 可 視 世界 と 不可 視 世 界 の 合 一 に 関 
わる 霊感 を 得 た 。 な ら ば この ジャ ケッ ト で 眠る よう に 横たわる 少女 
は 、 詩 人 に 夜 と 死 の 霊感 を 授け 、 詩 人 と し て の 第 二 の 誕生 を 促し た 
ゾラ ィ ー だ ろう か 。 シンガー、 ユ ル ゲ ン ・ ヴ ェ ン ツェ ル が 脱 け 、 デ 
トレ フ ・ ヨ ー プ (g) と 後に NENA の メン バー と な っ て 我々 を 驚か す カ 
ル ロ ・ カ ル ゲ ス (g、key) を 加え た 本 作 も セル フタ イト ル 通 り 彼 等 の 
第 二 の 誕生 を 示す も の だ 。 詩 人 ノヴァ ー リ ス の 詩 に 曲 を 付け た ドイ 
ツ 語 に よる 要 い の ある ヴォ ー カ ル 、 プ ルッ ク ナ ー の 交響 曲 を テー マ 
と し た シン フォ ニッ ク な イン スト 。 リ リカ ル な 歌 心 と デリ ケー ト な 
情感 に 彩 ら れ た 彼 等 の 音楽 は ここ より 始ま る 。 (高山 ) 





NOVALIS 
SOmmeraheml 


LP /Brain 1087 76 年 
CD/Brain 841 354 2 





76 年 に 発表 され た 3 枚 目 。 メ ン バ ー は ルッ ツ ・ ラ ー ン (kyd) 、 デ ト 
レフ ・ ヨ ー プ (g)、 ハ ルト ヴィ ッ ヒ ・ ビ ー ラ イヒ ェ ル (ds)、 ハ イノ ・ 
シュ ン ツ ェ ル (b) の 4 人 で プロ デュ ー ス は アヒム ・ ラ イヒ ェ ル 。 グ 
ルー プ 名 は 19 世 紀 ド イツ ロマ ン 派 詩人 の フレ ー ド リッ ヒ ・ ノ ー ヴ ァ 
ー リ ス (1772 一 1801) か ら 採ら れ 、 歌 詩 も 彼 の 詩 を 使っ て いる 。「 音 
の 均衡 を 保つ 為 に 、 誰 一 人 勝手 な ソロ ・ プ レイ は し な い 」 と いう メ 
ン バ ー た ちの 言葉 通り グル ー プ 全体 の 斉 を トー タル な も の に 仕上 げ 
て いく 方 向 を と っ て いる 。 こ うし た 彼ら の 方 法論 が 最も 完成 され た 
形 が 本 アル パム 「 ゾ ンマ ー ア ー ベ ント 」( 夏 の 夕暮 れ ) で ある 。 し か 
し アレ ンジ 面 で は セカ ンド の 方 が 優れ て いる 。 それ は 恐らく ゲス ト 
の カル ロ ・ カ ル ゲ ス に よる も の だ ろう 。 (いわ ね ) 


Konzerte 
LP/Brain 0060 065 77 年 





ラヴ ェ ル の ` ボ レロ ” で 始ま る 77 年 の ライ ヴ は 、 前 半 に セカ ンド 、 
後半 に サー ド 「Sommerabend」 か ら の 曲 を 収め た 、 定 石 通 りこ れ ま 
で の 歩み の 一 まとめ と 言え よう 。 勿論 NOVALIS は 、 と 言う より 770 年 
代 の ジャ ー マ ン ・ ロ ッ ク の 大 半 は 技巧 を 売り 物 と し て いな い 。 ド イ 
ツ に 技術 的 に ち メ ンタ リティ の 点 で も YES に 相当 する 存在 が 見 当ら な 
い の は むし ろ 理 の 当然 だ ろう 。 音 質 自体 も 今 の 基準 か ら す れ ば 決し 
て 良い 方 で は な い が 、 それ ら は 本 作 の 価値 を 膨 め る も の で は な い 。 
各 楽 器 と ドイ ツ 語 に よる ヴォ ー カ ル の ナチ ュ ラ ル で イマ ジ ネ イ ティ 
ヴ な 響き 。 特 に サー ド の 大 作 2 曲 で は ゲル マン の 森 を 往く よう な 、 
夏 の 家 の 幻 想 を 再 体験 させ て くれ る 。 本 作 か ら 名 を 連ね た フレ ー ト ・ 
ミュ ー ル ベッ ク の フル ー ト も 効果 的 。 (高山 ) 








NOVALIS 
Bramdum 
4 LP/Brain 0060.094 77 年 







ルッ ツ ・ ラ ー ン (key)、 デ トレ フ ・ ヨ ー プ (g、Vo) 、 ヘ ルト ヴィ ッ 
ヒ ・ ピ ビー ライ ヒ ェ ル (ds、Perc)、 ハ イノ ・ シ ュ ン ツェ ル (b、Vo)、 フ 
レー ト く ミュ ー ル ベッ ク (Vo、 fl、g) と いう ライ ン ナ ッ プ も 固まり 
充実 し た 内 容 の 第 5 作 。 ラ ファ エル 前 派 て アー ル ・ ヌ ー ヴ ォ ー の 画 
家 ウ ォ ル ター・ ク レー ン の 「 海 神 の 馬 」 に 包ま れ 、 セ カン ド 、 サ ー 
ド に 続き 詩人 ノヴァ ー リ ス の 作品 を 2 編 採り 上 げ て いる 本 作 か ら 感 
じ ら れ る の は 、 ス ケー ル の 広がり と 力 強 さ だ ろう 。 夢 想 の 繊細 な 表 
現 か ら 、 夢 の 現実 化 へ 。 片 面 を 占め る 大 作 の 構成 力 、 そ し て 詩人 ノ 
ヴァ ー リ ス の 未完 の 代表 作 『 青 い 花 』 に 収め られ た 詩 `Astralis” を 
彼 等 は 力強く 歌い 上 げ る 。「 愛 の 国 は 開か れ た プ フ ァ ー ベ ル が 紡ぎ 始 
め る 世界 な 夢 と な り 、 夢 は 世界 と な る 」 と 。 (高山 ) 





NOVALIS 
Vielleicht Bist Du Ein Clowm? 
LP/Brain 60.164 '79 年 





街角 の ひな び た ヴ ァ イ オ リン に 導 か れ て 本 作 は 幕 を 開け る 。 こ の 
調べ に 象徴 され る よう に 、 神 話 的 世界 や 宇宙 を テー マ と し た 前 作 に 
対し 、 こ こ で は ヨー ロッ パ 的 な 、 そ し て 市 井 の 哀 感 と 郷 怠 が 打ち 出 
され て いる よう だ 。 旋律 の 中 を 過去 の 幻影 、 今 は も うい な い 人 の 影 
が ふっ と 通り 過ぎ て 行く よう な 。 今 回 は ノヴァ ー リ ス で は な く シ ラ 
ー の 詩 を 基 に し 、 ピ アノ を バッ ク に 歌う 終曲 Die Welt Wird Alt und 
Wieder Jung” (移り ゆく 世界 ) の 淡く 佑 い 夢幻 性 と 憧 慢 に 彼 等 の 真 
骨頂 が 見 出せ る 。 ス トレ ー ト な 曲想 が 目立つ 中 で 、 淡 々 と し た リズ 
ム の 上 を 汽車 の 効果 音 に 合わ せ キ ー ボ ー ド と ギタ ー が 流れ る イン ス 
ト “City-Nord” ( 北 の 街 ) は 、 タ イト ル 通 り 不 思 議 な 冷た さ が 印 象 
的 な 異色 作 。 余 裕 の 感じ られ る 好 盤 と 言え よう 。 (高山 ) 





ャ ケー バー】 








NOVALIS 
Fl0ssenenggl 


LP /Teldec 6.23.980 
CD/(U.K)Castle CLC 5052 79 年 





プレ イン を 離れ 、 ア ホー ン に 移籍 し て 第 一 弾 。 大 海 を 泳ぐ 鱗 ア ト 
ラン テ の 物語 を 描い た エコ ロジ カル な メッ セー ジ の トー タル ・ ア ル 
バム と な っ て いる 。 総 べ て の 歌 詩 を ヴォ ー カ ル の フレ ー ト が 手掛け 
て いる こと か ら 、 コ ン セ プ ト の 主導 を 彼 に 委ね た こと も 伺え よう 。 
甘美 か つ ウシ ン フ ォ ニ ッ ク な イン スト `^Atlante” で 始ま る 本 作 は 、FLOYD 
や CAMEL に も 通じ る 、 人 を ふっ と 異 界 へ と 誘う よう な 泣き の ギタ ー 
や 、 時 に これ まで 以上 に 力強い 歌 と 演奏 を 聴か せ 、 彼 等 が より 開放 
的 な 方 向 に 進ん で いる こと を 示し て いる が 、 そ の 魅力 の 核 を 成す の 
は 、 や は り 中 盤 で 聴け る ドイ ツ 古 語 の 流れ を 流 ん だ ^ 歌 、 だ ろう 。 
アコ ー デ ィ オ ン の よう な シン セ を バッ ク に 歌う タイ トル 曲 な ど 、 ま 
さ に ドイ ツ な ら で は の 香り が する 。 (高山 ) 


NOVALIS 
AngenMlicke 


LP /Teldec 6.24.529 '81 年 
CD/(U.K)Castle CLC 5054 





'80 年 代 を 迎え た NOVALIS の 8 作 め は コン パク ト で キャ ッ チ ー か な 曲 
を も 収め た 小品 集 で あっ た 。 そ れ は 同時 期 の CAMEL や MOODY BLUES 
が 見 せ た 指 向 性 と も 一 致す る が 、 ド イツ 的 な 情感 と 夢見 る よう な 栓 
囲 気 は 失わ れ て は いな い 。 何より 本 作 の 全体 の 構成 は 詩人 ノヴァ ー 
リス が 『 青 い 花 』 へ の 遺稿 と し て 書き 残し た 草案 の 中 の 「 童 話 。 海 。 
星々 の 図 一 一 撤 り ま か れ た 滴 一 一 北 天 の 光一 一 寺 の 国 。 こ だ ま 。 変 
容 し た 聖堂 一 一 花園 に 変わ る 。 不 死 鳥 。 ス フィ ンク ス 。 夢 一 一 そし 
て 揺り 監 」 と いう 一 節 を 思わ せる 。 夢 幻 的 な キー ボー ド に よる Danmar- 
k”^Mit den ZugvogelIn*、 叙 情 的 な ヴォ ー カ ル 曲 の ^Als Kleiner 
Junge”^Herbstwind” と 粒 揃い の 佳 品 で は な い だ ろ うか 。 ジ ャ ケッ 
ト は ナビ 派 の 画家 F・ ヴ ァ ロ タン に よる も の 。 (高山 ) 











NOVALIS 
Neum0ml 
LP/Vertigo 6435 150 '82 年 








タイ トル は 「 新 月 」 の 意 。 オ リ ジ ナ ル ・ メ ン バ パー、 ハ イノ ・ シ ュ 
ン ツ ェ ル の 脱退 に より 、 ベース は 元 SFF の ハイ ン ツ ・ フ レー リン ク が 
弾い て いる 。 曲 は 現代 的 な 響き を 持つ も の が 多く な っ た と は 言え 、 
全体 を 支配 する の は これ ま て 以上 に 夢幻 的 な 色彩 で ある 。 特に 8 分 
の Nachttraum” は 後期 の NOVALIS で は 屈指 の 名 曲 で は な い だ ろ う 
か 。 ア コー ステ ィ ッ ク ・ ギ ター と フル ー ト に よる イン トロ 、 時 の よ 
うな シン セ サ イ ザー と ヴォ ー カ ル 。 こ の 曲 か ら ラ スト の “Blauer Morgen” 
へ と 至る 、 夜 の か けら が 少し ずつ 散ら ば り 、 空 気 が だ だ ん だ ん と 青く 
な る 夜明け の 情景 を その まま 写し と っ た か の よう な 流れ 。 後期 の 、 
そし て ある 意味 で は NOVALIS 最 後 の 輝 き と 言 えよ う 。 何処 か 心霊 写 
真 を 思わ せる ジャ ケッ ト の 色合い も 美しい 。 (高山 ) 


NOVALIS 
Bumerang 


LP /Teldec 625892 "84 年 
CD/(U.K.)Castle CLC 5055 





NOVALIS 事 実 上 の ラス ト ・ ア ル バ ム 。 それ に し て は 彼 等 本 来 の 魅 
力 に 欠け る 作品 集 で ある 。 日常 性 を 題材 に 取っ た ヴォ ー カ ル ・ ナ ン 
バー は 、 例 えば イタ リア の PO0H で あれ ば カラ っ と し た 抜け と 明る さ 
が 魅力 と な る の だ が ドイ ツ 気 質 の (? ) ペ シ ミ ズム と メラ ンコ リー 
が 印象 を 地味 で 紀 い も の と し 、 ポ ッ プ と し て も 中 途 半 端 、 ロ マン 的 
な 情緒 が 香る の は フレ ー ト の フル ー ト を フィ ー チ ャ ー し た `Spazieren 
im Morgen′( 朝 も や の 追 遥 ) 位 と いう 結果 に な っ て し まっ た 。 国内 
盤 ラ イナ ー で デ ト レ フ ・ ヨ ー プ が 書い て いる よう に 、 音 造り に は 凝 
っ た 箇所 も 見 出せ る の だ が 。 これ ま で 実は 最も ドイ ツ ・ ロ マン 派 的 
な 曲 を 書い て いた デ ト レ フ の 曲 が 収 め ら れ て いな い の も 一 因 か も 知 
れ な い 。 プ ロ デ ュ ー ス は ルッ ツ ・ ラ ー ン 。 (高山 ) 








NOVALIS 
Lehty 
CD/CSC 7090 93 年 





正規 盤 と し て '93 に リリ ー ス され た NOVALIS の ライ ヴ 。 再 結成 に よ 
る 新譜 で は な く 、'81 年 か ら '84 の ライ ヴ に 元 メ ン パ バー の ルッ ツ ・ ラ ー 
ン が リミックス を 施し 、 周 じ く ヘル ト ヴ ィ ッ ヒ ェ ュ ル が ライ ナー ノー 
ト を 添え た も の 。 収録 曲 の 多く が '80 年 代 に 入っ て か ら の 小曲 と いう 
こと も あり 、 シ ン フ ォ ニ ッ ク ・ ロ ッ ク と し て の 観点 で は 大 曲 中 心 だ 
っ た 先 の ライ ヴ ・ ア ル バ ム 「Konzert」 に 及ば な い が 、 時 代 に 沿っ た 
コン パク ト で 時 に モダ ン な 色合い を 見 せる 作風 の 中 に も 、 ロ マン 派 
の 代表 詩人 を 名 乗る だ け の 叙情 と ロマ ン テ ィ シ ズム の 残響 は 聴き 取 
れる 。「Augenblicke」 や 「Neumond」 収録 曲 の 演奏 が 個人 的 に は 興 
味 深い 。 そ れ に し て も ジャ ケッ ト の フレ ー ト ・ ミ ュー ル ベ ッ ク の 出 
立ち は 殆ど ジョ ー 山 中 だ 。 (高山 ) 





OCTOPUS 
An Ocean Of HOcks 
LP/Sky 016 78 年 


ETUPP ら | 





1 枚 目 「The boat of Thoughts」(SKY 009) に 続く オク ト パ ス 
の 2 枚 目 、 ド イツ らし さ は あま り 感 じ ら れ ず 、 む し ろ プ ブリ ティッ シ 
ュ ロ ッ ク に 近い 音 で ある 。 ベ ガー ズ オ ペラ の 女性 ヴォ ー カ ル 版 と い 
っ た と ころ に な る だ ろう か 。 腰 の 入っ た オル ガン の 音 と いい 、 気合 
い 2009% の 歌 と いい 、A① は 非常 に カッ コイ イ 。 た だ し 、 女 か 男 か よ 
く 判 ら な い 声 質 は 好み の 別れ る と ころ で あろ う 。 メ ロト ロン も 顔 を 
出す 1 枚 目 と 本 作 は な か な か の 好 作 で ある 。3 枚 目 「Rubber Angel」 
(SKY 035) は 小 い オル ガン こそ 健在 で あっ た が 、 曲 も 短く お て ん ば 
娘 の ハー ド ポ ッ プ に 成り 下がっ て し まっ て いる の が 残念 だ 。 3 枚 目 
以降 は 他 レ ー ベ ル か ら 12 イ ンチ シン グル を 出し て いる 。 (小林 ) 





7 ちら 








ODIN 

山 由 

LP /Vertigo 6360 608 "72 年 
CD/Repertoire REP 4230 





手 が は えて いた り 目 が 飛ん で いた り と 、 ご ちゃ ご ちゃ と し た ジャ 
ケッ ト を 見 な が ら 、 ハ ー ド ・ ロ ッ ク と 言う に は 走り も 重み も な く 、 
そう か と 思え ば E. L&P が 思い っ きり 体調 を 崩し た よう な 早い パッ セ 
ー ジ の ユニ ゾン が 入っ た り 、 レ ズリ ー を 通し た オル ガン を バッ ク に 
吹 っ き れ な い ギ ター・ ソ ロ が 乗っ て いた りす る この 音 を 聴い て いる 
ど 。 と に か く ド イツ だ と 思っ て し まう 。ODIN に は ジャ ー マ ン ・ 呈 ッ 
ク の ド グ サ レ の 面白 さ が あ る 。 桶 を 叩い て いる よう な スネ ア ・ ド ラ 
ム の パタ パタ と いう 音 な ど 、 最 近 の 人 に は 不思議 に 思え る こと だ ろ 
う 。 ザ ッ パ 調 の 小曲 あり 、 フ ォ ー ク ・ サ ウン ド あ り と 少々 ご っ た 煮 。 
また 、 オ ル ガ ン を 弾き まく る と いう ロン グ ・ ナ ン バ ー も ある 。 総 じ 
て 古臭い サウ ンド だ 。 つ か み 難 い が 面 白 味 は ある 。 (松本 ) 





OKTOBER 
Uhrsnrumg 
LP/Unsere Stimme US-0024 76 年 





計 3 枚 の アル バム を 残し た OKTOBER の デビ ュー 作 。 人 を お ちょ く 
っ た よう な ギミック を 節々 に 組み 込み な が ら ト ー タ ル に 聴か せ て く 
れる シン フォ ニッ ク だ か エキ セン トリ ッ ク だ か 、 つ か み 難 い 内 容 だ 
が 、2 作 目 以後 の 冗長 さ は な い 。 系譜 と し て は FLOH DE COLOGNE、 
も し く は エイ プリ ル ・ レ ー ベ ル 系 の が さ つ い 感触 の 音 な が ら 、 ア ル 
バム の 完成 度 は 結構 高い 。 8 人 編成 と いう 大 所 帯 か ら も うか が える 
よう に 、 雑 多 な 曲調 が 数 珠 つ な ぎ に な っ て いる 。 意 外 に スト ー リ ー 
仕立 て の よう に も 思え る 。 結 構 計算 され た 内 容 だ 。 ド イツ 語 の ゴツ 
ゴツ し た 耳 ざ わり も 、 こ の アル バム に は 似合っ て いる 。 歌詞 の 比重 
も 少な く な い の で 、 意 味 が わか れ ば 何 か 意 図 的 な も の を つか めそ う 
だ が 、 そ れ は 音 の 方 に も 表れ て いそ うだ 。 (松本 ) 





OKTOBER 
ie Pariser 60mmume 
LP/Antagon ALP 3211/1-2 77 年 





内 容 が 先 き か 、 表 現 が 先 き か は 、 あ ら ゆ る 表現 活動 の 永遠 の 命題 
で ある が 、( テ クニ ッ ク の み を 云々 する 人 も 多い ) この アル バム は そ 
の 問題 を 考え させ る よう な 作品 。 前 作 「 ば ね 時 計 」 で は 一 人 の 人 間 
の 階級 的 認識 を テー マ に し て いた が 、 今 回 は 1871 年 の 普 仏 戦争 後 の 
パリ 市 民 の 灯 起 パパ リコ ミュ ー ン に 題材 ん と っ た トー タル アル バム 。 
この 間 に メ ン バ ー は 2 人 変更 し て 8 人 編成 。 内 容 は キー ボー ド を 多 
用 し た プロ パガン ダ で すばらし い 出 来 と な っ て いる 。 材 を 過去 に と 
っ た せい か 、 い ささ か 哀 調 を 帯び て 1 st の アグ レッ シ ヴ な 姿勢 が うす 
れ た よう な 気 も する 。 敵対? 音楽 集会 と いう 名 の 過激 な レー ベル か 
ら 出 され た 2 枚 組 。 この 後に も 「Himmel Auf Erden (ES2006)」 を 
発表 し て いる 。 (木野 ) 





OKTOBER 
immel Auf Erdenm 
LP/Eigel Stein ES 2006 79 年 


「Die Pariser Commune」 に 続く オク トー バー の 3 枚 目 。 パ イプ オ 
ル ガ ン に 導 か れる ミサ 風 の コ ー ラ ス で この アル バム の 幕 は 切っ て 落 
と され る 。 シ ン フ ォ ニ ッ ク ・ ロ ッ ク あ り 、 ロ ッ ク ン ロー ル あ り と 作 
点 が し ぼれ て いな い が 、 B 面 は シン フォ ニッ ク ・ フ ァ ン な ら す ん な り 
どけ 内 れ る こら が で あま の 0 で あの 2 た だ だ シン ャ ニー マシ ョ シン シン ジ 
ォ に あり が ちな 甘 っ た る さ や 夢幻 の 世界 と は 無縁 な の で その つも り 
で 接し て 欲し い 。 こ の オク トー バー は 特に 歌 が 上 手 と いう 訳 で も な 
い の に 歌 の 部 分 を 重視 し て いる の で 、 ド イツ 語 が わか ら な けれ ば ド 
イツ 語 の ゴツ ゴツ し た 印象 が 強く 残っ て し まう か も し れ な い 。 本 作 
を 発表 し た 後に 活動 を 停止 し た 。 (小林 ) 








OM (Switzerland) 
With Dom Um Romao 
LP/JAPO 60022 78 年 





スイ ス ・ ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク 界 の 最 重 要 人 物 ク リス ティ ・ ド ー ラ ン ( 出 
身 は アイ ル ラ ンド )。 彼 の キャ リア の 原点 を な す の が この OM で 772 年 
か ら '82 年 の 間 に 五 枚 の 作品 を 残し て いる 。 四 作 目 に あたる 本 作 で は 
タイ トル に 見 られ る 通り 元 ウ ェ ザ ー リ ポー ト の ドン ・ ウ ン ・ ロ マン 
が 全面 的 に 参加 、 バ ンド の 音 に 空間 的 な 拡がり を 与え る の に 貢献 し 
て いる 。 本 誌 50 号 に も あっ た 様 に エレ クト リッ ク な 編成 で 自然 発生 
的 な ジャズ ・ ロ ッ ク を 奏する 彼 達 の スタ イル 自体 は 割 と あり が ちな 
物 で そう 言っ た 意味 で は さほど 突出 し た 存在 で は 無かっ た か も 知れ 
な い が 、 不 動 の メン バー に よる 息 の 合 っ た コン ビ ネ ー シ ョ ン に よる 
伸び や か な が ら も 過 不 足 無 く 安 定 し た 演奏 自体 は か な り の 魅力 を 持 
っ て いる 事 も また 確か で も ある 。 (中 西 ) 








OUGENWEIDE 
0ugenweide 
LP/Zebra 2949009 73 年 


Sweet 


ジャ ー マ ン ・ ト ラッ ドブ ロッ ク 。 こ の 筋 の パン ド と し て は 古く か 
ら 活動 し 、 9 枚 の オリ ジ ナ ル ・ ア ル バ ム を 出し た こと も あっ て 、 比 
較 的 知名 度 の ある グル ー プ 。 こ れ は デビ ュー 作 に 当る も の で 、 2 作 
目 以後 バン ド の ヴォ ー カ ル を 受け 持つ ミン ネ ・ グ ラウ は 、 ま だ 加わ 
っ て いな い 。 こ ちら は Brigitte Blund と いう 女性 が 受け 持っ て いる 。 
どちら も 澄ん だ 歌声 を 聴か せ て くれ る の で さして 大 差 な い 。 ジ ャ ケ 
ッ ト の 中 世 の エ ッ チ ング 、 そ の 醸し 出す イメ ー ジ が 気 に な る ヨー ロ 
ピア ン ・ フ レイ バー は 、 何 曲 か で ずばり 出 て いる 。 な ぜ か リズ ム が 
ワン ・ パ ター ン な ロン グ ・ チ ュー ン よ り も 小曲 の 方 が 印象 が いい 。 
中 世 音 楽 ふ うに 来る 。 後 の エレ クト リッ ク 色 の 強 さ か ら は 遠い アコ 
ー ス ティ ッ ク な 仕上 り と その 感触 が 温か い 。 (松本 ) 














OUGENWEIDE 
Al Die Weil lch Mag 
LP/Polydor 2371 517 74 年 











AULDIEWEIIICHI NAT 
人 





メイ ン ・ ヴ ォ ー カ リス ト が ミン ネ ・ グ ラウ に 交代 し て の グル ー プ 2 
作 目 。 前 作 の 中 世 音 楽 風味 と アコ ー ス ティ ッ ク な 感触 と の プレ ンド 
と は 微妙 に 違っ た 印象 が ある 。 ト ラッ ド 半 分 、 自作 半分 の 割合 だ が 、 
この バン ド は も と も と トラ ッ ド の 土 臭 さ か ら は 距離 が あり 、 洗 練 さ 
れ て いる と ころ に 、 こ の 2 作 目 に 来 て 徐々 に 芯 の よう な も の が 見 え 
始め て いる 。 つ まり 、 リ ズム ・ セ クシ ョ ン が 前 作 の * つ いで ” で は な く 、 
曲 の 骨子 を 担う ` 部 分 "に な っ て きた こと 、 そ し て グラ ウ の 声 が 前 任 
に 比べ て や や 太い こと 、 な ど に 関係 し て いる の だ と 思う 。 少 し ずつ 
力 強 さ が 出 て きた 。 ゲ スト の チェ ロ 、 そ し て バン ド の フル ー ト 等 も 
曲調 を 滑ら か に し て 、 全 体 に こなれ て き て いる 。 そ れ で いて まだ ア 
コー ステ ィ ッ ク な 感触 が 強い 。 代表作 の 一 つ に 挙げ た い 。 (松本) 


OUGENWEIDE 
Ohrenschmaus 
LP/Polydor 2371700 76 年 





OUGENWEIDE は 、 こ の 年 2 枚 の アル バム を 出し 、 翌 78 年 に は 2 枚 
組 の アル バム を 出し た こと か ら も 、 こ の 時 期 が バン ド の ピー ク だ っ 
た か も し れ な い 。 こ の アル バム は 次 作 「Eulenspigel」 に 近い 内 容 に 
な っ て いる 。 前作 の アコ ー ス ティ ッ ク ・ タ ッ チ は 後退 し 、 曲 演奏 
の 芯 ・ 力 強 さ が 、 い い 意 味 で エレ クト リッ ク へ と スラ イド し た 感 が 
ある 。 1 曲目 の 小 ダ ンス ・ チ ュー ン の パワ ー で 読め る 気 が す る が 、 
el-p の 使い 方 も 曲 に な じみ 旋 に カラ フル に な っ た 印象 だ 。 2 曲目 、 3 
曲目 と いい 曲 を 書い て いる と 思う 。 曲 の 山 も あり 、 中 世 プ トラ ッ ド 
の 味 を そこ な わな いと て も メロ ディ アス な 自作 曲 だ 。 ハ ンマ ー・ ダ 
ル シ マ ー と コー ラス 等 か ら な る 4 曲目 な ど 宗 教 貼 の よう 。 他 に も 出 
来 の いい 曲 が 多 い 。 エ レク トリ ッ ク ・ ト ラッ ド 色 濃厚 。 (松本 ) 





OUGENWEIDE 
Eulenspiegel 
LP/Polydor 2371 714 '76 年 





73 年 以来 8 作品 を 発表 する 彼 等 の 4 作 目 。 そ の 曲調 、 編成 か ら 仏 
の マリ コル ヌ 同 等 本 来 ト ラッ ド ・ サ イド で 語ら れ て いる グル ー プ で 
ある 。 エ レク トリ ッ ク 楽 器 を 多用 し 歯切れ 良い ドイ ツ 語 の ヴォ ー カ 
ル を 骨 っ ぽい リズ ム 楽 器 に 乗せ た ダン ス ・ チ ュー ン を 得意 と する が 
本 作 に は アコ ー ス ティ ッ ク 楽 器 の 素朴 な 響き が バラ ンス 良く 保 た れ 
て お り バ ラッ ド 調 の 曲 か ら も オリ ジ ナ リティ ー を 感じ 取れ る 。 ま た 
紅 一 点 ミ ン ネ ・ グ ラウ も トラ ッ ド を 歌い 熟す に 相当 する 声量 を 保持 
し て いる 。 驚く べき は 大 半 が 自作 曲 で ある こと 。 ホー ン 、 フ ルー ト 、 
ハー モニ ウム の 使用 法 、 曲 調 は トラ ッ ド の それ と 差 が な く か な り の 
力量 が 伺い 知れ る 。 幾 分 ドラ ム が 耳 に つく が ドイ ツ 産 ヨー ロ ピ アン ・ 
エレ クト リッ ク ・ ト ラッ ド の 洗練 され た 風味 が 味わえ る 。 (松本 ) 


P.P. ZAHL 
Ale Ten 0ffem 
LP/Antagon ALP3216 78 年 








自主 製作 盤 。 A① の 語り か ら A② の 22 分 以上 の 大 曲 は 、 ア コー ステ 
ィ ッ ク ・ ソ ロ (フラ メン コ ・ ス タイ ル ) と 弾き 語り が 中 心 。 ジ ャ ケ 
ッ ト か ら も 須 える よう に ベル リン の 壁 に まつ わる 政治 色 の 濃い メッ 
セー ジ 的 な 歌 を 聞か せる 。 社 会 派 バ ンド OKTOBER や JOY UNLIMITED 
の メン バー が バッ ク を 務め 、 前 者 の リー ダー 格 キ ー ボ ー ド 奏者 ピー 
ター が 音楽 面 に お いて 中 心 と な っ て いる 。B 面 は A 面 に 比べ 癖 の ある 
シン セ サ イ ザー・ ソ ロ や 、 テ クニ カル な ギタ ー・ ソ ロ が 盛り 上 げ る 。 
そし て 実験 色 の ある アレ ンジ が 施さ れ イ ンス トゥ ル メ ンタ ル 重 視 に 
な っ て いる 。 (吉野 ) 











KNK 本 】 PANCAKE 
M 時 Uut OfThe Ashes 
LP/Blubber LIPS BL 8011 '78 年 


に 


パン ケイ キ は 75 年 に ファ ー ス ト 「Roxy Elephant」 を リリ ー ス し 、 
78 年 に 本 作 を リリ ー ス し て 解散 し た バン ド で ある 。 フ ァ ー ス ト は 76 
年 OFFERS OMP 7602》 と '78 年 (BLUBBER LIPS BL 804 H) に 
再発 され て いる が 内 容 の ほう は どこ に で も ある よう な ロッ ク を 演 っ 
て いて さして 注目 すべ き ア ル バ ム で は な い 。 が 本 作 に な る と トリ ト 
ナス の ペー ター・K・ ザ イラ ー を 迎え て 魔 美 な シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ 
ク を 演奏 し て いる 。 灰 の 中 か ら 睦 る 不死 鳥 を 描い た ジャ ケッ ト も 必 
見 で あろ う 。 前衛 的 な イメ ー ジ の 濃い ドイ ツ ・ ロ ッ ク ・ シ ー ン の 中 
で 、 こ の タイ プ の シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク を 奏する バン ド は それ 程 
多く は な い が 、 決 し て 見 過ごし て は な ら な い 1 シー ン で は な い だ ろ 
1 が (山崎 ) 





PARZIVAL 
Legend 
LP/Telefunken SLE 14 635-P 71 年 





パル ジフ ァ ル は 古楽 器 (ヴァ イオ リン 、 フ ルー ト 、 チ ェ ロ 等 ) を 
多用 する アン サン ブル ・ グ ルー プ で ある 。 本 作 は 彼 等 の ファ ー ス ト 
に あたる も の で 、 翌 72 年 に は 「Barock 《Telefunken SLE 14685-P)」 
を 発売 し 解散 し て し まう 。 75 年 に この 2 枚 を カッ プリ ング し た 盤 「A 
German Rock Legend 《NOVA 6.28337》」 が 再発 され た が これ も 現 
在 で は 廃盤 で ある 。 現 在 彼 等 の サウ ンド を 聴 こ う と する の な ら 81 年 
に 発売 され た 「Rock In Deutschland Vol 9 《Telefunken 6.24 610 
AG)》」 に 収録 され て いる の を 入手 する こと が で きる か も し れ な い 。 バ 
ロッ ク 的 な 要素 を 導入 し た シリ アス ・ ア ン サ ブル と フリ ー キ ー ム な か 古 
楽器 に よる セッ ショ ン 的 な 演奏 を 得意 と し て いる が 、 ど ちら か と い 
うと 2nd の ほう が 多少 ロッ ク 色 が 強い 。 (山崎 ) 





7 どら 7 








PARZIVAL 
Barock 
LP/Telefunken SLE 14 685-P '73 年 





普通 の シン フォ ニッ クロ ッ ク フ ァ ン か ら は 一 般 に 地味 な 扱い 方 を 
され て いる パル ジフ ァ ル な の だ が 、 こ の セカ ンド アル バム に 限っ て 
いえ ば 、 内 容 的 に みて ドイ ツ シ ン フォ ニッ クロ ッ ク の 5 指 に は いる 
作品 と 評価 し て も さしつかえ な い 。 曲 の 構成 や 演奏 に シン フォ ニッ 
ク フ ァ ン を ひき つけ る 派手 さ は な い が 、 バ イオ リン 、 ビ オラ 、 チ ェ ロ 
等 弦楽 器 を 多用 し て 、 中 世 バ ロック 期 の 音楽 と ロッ ク の 融合 に 成功 
し て いる 。 バ ロッ ク と いっ て も 彼 等 の 場合 、 ト ラディ ショ ナル な 面 
は 少な く 、 ビ ー ト ルズ に 影響 され た 様 な メロ ディ アス で 英国 的 な ヴ 
ォ ー カ ルス タイ ル に 特徴 が ある 。 メ ン バ ー は 全員 ドイ ツ 人 な の だ が 、 
ある 意味 で 最も イギリス 的 な 傾向 を 持っ て いた グル ー プ と いえ る 。 

( 坂 地 ) 


PASSPORT 
Passpor-Doldimger 
LP/Atlantic ATL 40299 71 年 





'60 年 代 よ り THE KLAUS DOLDINGER QUARTET、 そ し て DOLDIN- 
GER'S MOTHERHOOD を 通じ て ジャ ズ ・ シ ー ン で 活動 する クラ ウス ・ 
ドル ディ ン ガ ー (sax) が 、"70 年 代 を 通し て 率い た バン ド 。 デ ビュ ー 
作 。 ク レジ ッ ト は 他 に オラ フ ・ キ ュ プ ラー、 ロ ー タ ー・ マ イト 、 ジ 
ミー・ ジ ャ クソ ン 、 ウ ド ・ リ ン デ ンベルク と ADII 絡 み 。 2 作 目 以後 
の オー ソ ド ク ス な ジャ ズブ ロッ ク に 比べ 、 こ の アル バム は 陰り も 強 
く 、 曲 に 様々 な アイ ディ ア が 盛り 込ま れ て 音楽 が ふく らん で いる 。 
マイ ト の ベー ス も 目立ち 、 曲 も ロッ ク 色 の 強い も の が ある 。 中 々 重 
味 の あ る アル バム に 仕上 っ て いる 。PASSPORT は この 後 も 10 数 作 を 
リリ ー ス し 、 フ ォ ル カー・ ク リー ゲル や プラ イア ン ・ オ ー ガ ー 等 様々 
な ミュ ー ジ シャ ン が 参加 する 。 (松本 ) 





PATERNOSTER (Austria) 
Patermoster 


LP /CBS 64058 72 年 
CD/Ohrwaschel OW 004 





72 年 3 月 、 ウ ィ ー ン で の 録音 。 幻 の アイ テム の 一 つ だ っ た も の 。 
冒頭 の ハモ ンド ・ オ ル ガ ン の た な びく よう な トー ン に 回 転 数 を 誤っ 
た か の よう な ヴォ ー カ ル が 入っ て き て 、 一 瞬 CD 転換 ミス か 、 と 思っ 
た りす る が 、 通 し て 聴い て 行く と 、 こ れ が か つて の アー サー・ プ ラ 
ウン に 似 た 物 哀 し げ な 色 だ と 気づく 。 バ ンド は ds、g & vo、org & 
vo、b の 4 人 編成 で 作曲 の Franz Wippel の ハモ ンド ・ オ ル ガ ン が きい 
て いる 。 ギ ター も 泣き の プル ー ス 色 が 強く 、 ド グ サ レ ふ うだ が 、770 
年 代 初期 の プリ ティ ッシュ も の が 好き な 人 に は よく 通じ る 音 だ 。 例 
えば スイ ス の ERITLIF の よう な 古臭い が 770 年 代 頭 の 空気 を た っ ぷり と 
吸い 込ん だ オル ガン ・ メ イン の 意欲 作 そ ん な 掘り 出し 物 と いっ て い 
いと 思う 。 た それ が れる よう な 曲調 が 多い 。 (松本 ) 


PAUL & LIMPE FUCHS 
SturmiScher immel 
LP/Ohr OMM 56.011 71 年 





彼ら の 第 1 作 に あたる と 思わ れる 作品 。 後に ANIMA SOUND と 名 
を 改め 、Pilz レ ー ベ ル で も アル バム を 制作 する こと と な る 。 普段 、 彼 
ら は 大 自然 の 中 で 家族 や 家畜 と 一 緒 に 生活 し て いる よう で 、 気 が 向 
け ば 楽器 を 携え て 演奏 ツア ー に 出かけ る よう で ある 。 自由 で 自然 な 
彼ら の 生き 方 は 、 そ の 音楽 に も 十分 反映 され て いる よう に 感じ られ 
る 。 作品 を 聞け ば すぐ に 分 か る と お り 、 い わ ゆ る フリ ー・ ミ ュー ジ 
ッ ク で ある 。 何 種類 か の 楽器 ( ビ ピアノ 、 オ ー ボ エ 、 ホ ルン 、 太 鼓 と 
いっ た 一 般 的 な も の か ら 自 作 の 打楽器 や 弦楽 器 な ど 多数 ) を 持ち 替 
えな が ら 、 お そら く 即 興 的 に 二 人 が 音 を 合わ せる と いう 形態 を と っ 
て いる も の と 思わ れる 。 固 定 観念 を 持た ず に 、 ひ と つの 個性 に 接する 
つも り で 聴け ば 、 新 し い 何 か が 発見 で きる か も 知れ な い 。 (Helmut) 








PELL MELL 
MMarhurg 


LP /Bacillus BLPS 19090 72 年 
CD/Bellaphon 287.09.004 





スメタナ の 「 モ ル タ ウ 」 を 含む 、 ペ ベル ・ メ ル の デビ ュ ウ 作 。 ペル ・ 
メル と いう と 、 セ カン ド ・ ア ル バ ム 「From The New World」 の イ 
メー ジ が 名 く 。、 トー マス ・ シ ョ ミッ ト の ヴォ イオ リン 及び クラ シッ 
ク の 名 曲 を アレ ンジ し た 演奏 に 焦点 が 当る こと が 多い 。 確 か に 、 本 
アル バム 最大 の 聴き 物 も 「 モ ル ダ ウ 」 で あり 、 原 曲 の ゆっ た り と 、 
どこ か 物悲しい 雰囲気 が うま く 活 か され た 好演 で ある 。 し か し 、 他 
の 4 曲 も 出来 が 良い 。 ギ ター、 キ ー ボ ー ド 、 リ コー ダー、 コ ー ラ ス 
等 の 演奏 は 非常 に 安定 し て お り 、 そ の ハー ド な サウ ンド は 、 当 時 の 
プリ ティ ッシュ ・ ロ ッ ク に 通じ る も の が ある 。 実験 的 な グル ー プ の 
多かっ た 770 年 代 前 半 の ジャ ー マ ン ・ ロ ッ ク ・ シ ー ン に お いて 、 こ の 
タイ プ の バン ド と し て は 既に 傑出 し た 存在 だ っ た 。 (賀川) 





所 PELL MELL 
From The New World 


LP/Philips 6305193 73 年 





ペル メル は いわ ゆる クラ シカ ル ・ ロ ッ ク ・ バ ンド で ある 。72 年 の 
デビ ュー 盤 「Marburg」 で は スメタナ の 「 モ ル ダ ウ 」 を 、 本 作 で は ド 
ヴォ ル ザ ー ク の 「 新 世界 か ら 」 の 第 4 楽章 の 他 に パッ ハ の 「 ト ッ カ 
ー タ と フー ガニ 短調 」 を ロッ クア レン ジ て 演奏 し て いる 。 特 に A①、 
あの 有名 な テー マ を フル ・ パ ンド で 提示 し た 後に Ac. ギ ター の アル ペ 
ジオ を バッ ク に ヴォ ー カ ル が 入っ て くる 部 分 は も は や 圧巻 と し か 言 
えな い 。 さ ら に トー マス ・ シ ュ ミ ッ ト の ヴァ イオ リン 独奏 に よる 変 
奏 部 、 又 テー マ 再 現 部 で の ドラ ム ・ ソ ロ に 至っ て は 超 B 級 バン ド マ ニ 
ア に は 絶対 に こえ られ な い だ ろ う 。 グ ルー プ は 76 年 に 「Rhapsody」78 
年 に 「Only a Star」 を 発表 、 し だ い に ポ ッ プ 色 を 強く し て いっ た 。 又 、 
本 作 は 78 年 に 再発 され て いる 。( 裏 ジャ ケ の み 培 う 。) (Chihiro S.) 
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PELL MELL 
Only A Star 
LP/Venus V78 PM-F1006 77 年 


イン アー すい で 





ヴァ イオ リ ニ ス ト 、 ギ タリ スト が キー ボー ド も 兼任 し 、 専 任 キー 
ボー ディ スト も 含め 6 人 の メン バー 中 3 人 が キー ボー ド を 弾く と い 
う 編 成 。 を そこ か ら 察 せら れる 通り の クラ シカ ルプ シン フォ ニッ ク 路 
線 。 ク レジ ッ ト に は な い が ク ラシック の 有名 フレ ー ズ が 随所 に 使わ 
れ て いる 。 余り 話題 に 上 る バン ド で は な いも の の 、 ド イツ 了 圏 で は む 
し ろ 珍 し い ス トレ ー ト な クラ シッ ク 指 向 と 、 本 作 で の キャ ッ チ ー で 
時 に ハー ド な 感覚 は 、 む し ろ 他 国 ( 伊 、 仏 等 ) の クラ シカ ル ・ ロ ッ 
ク や HR/HM の 聴き 手 に こそ アピ ー ル する だ ろう 。 幾 分 コン パク ト 
な 前 半 、 そ し て 後半 で は 怒 注 の クラ シカ ル ・ フ レー ズ が ドラ マテ ィ 
シズ ム を 盛り 上 げ る 。 大 仰 な 展開 の 狭間 の 、 静 的 な が パート で の スト 
リン グ 系 キー ボー ド を 伴っ た ヴァ イオ リン が 美しい 。 (高山 ) 


PETER BROTZMANN 
Machine Gun 


LP/Brotzmann Br2 772 年 
CD/FMP FMP 0090 





WACHTNE GUN 
mmarchine' un automatle 
人 OF fast GONIInNOD8 
Irlngrrtg EREH mWOTiWA or 








針 を 下ろ し た 途 端 か ら 、 演 奏 は タイ トル 通り の 爆裂 ぶり を 見 せる 。 音 は 
すべ て 眼前 で 沸き 立つ が ご と くみ ずみ ず し く 、 サ ックス を 吹き 破り 、 ピ ア 
ノ を 打ち こわ し 、 ベ ー ス の 弦 を 焼き 切ら ん と する 激烈 な ソロ を すら 、 一 瞬 
の うち に 蹴 散 ら す 怒 演 の 集団 即興 (時 に それ は 凄まじ い ば か り に スイ ング 
する ) が 噴出 する た びに 、 た だ な ら 必 音 圧 が 身体 を 刺し 貫く 。 本 作 は 68 年 に 
自主 制作 され た 彼 の 第 2 作 で あり 、 処 女 作 参加 の ペー ター・ コ ー ヴ ァ ル ト 
b, スヴェン ・ オ キ ・ ヨ ハン ソン dr や 、F MP の 初期 活動 を 支え た 彼 の 伝説 
的 トリ オ の メン バー で ある フレ ッ ド ・ ヴ ァ ン ・ ホ ー フ ェ p, ハン ・ ベ ニン 
ク dr に ブッ シ ・ ニ ー ベ ル ガ ル b を 加え 、 さ ら に エヴァ ン ・ パ ー カ ーts、 ウ ィ 
レム ・ プ ロイ カーts が 吹き まく る 8 人 編成 ・ き 。 サ ックス の ヘラ クレ ス 」 の 異 
名 に ふさ わし い エ ネル ギー・ ミ ュー ジッ ク の 代表 作 。 (福島 ) 





PETER FROHMADER 
H0munculs 
LP/(private presSs) 無 番号 '87 年 





NEKROPOLIS 時 代 か ら 今 も ソロ 活動 を 続け 、 最 近 で は 米 Cuneiform 
か ら 新 作 リ リー ス の 多い 作曲 家 、 ビ ピー ター・ フ ロー マー ダー。80 年 
代 に は 自主 プレ ス で 思う 随分 に 製作 し た 感 が ある が 、 こ の アル バム 
は その 一 つと 言っ て いい だ ろう 。44 分 の 演奏 を する Homunculus 
Orchestra な る 彼 の 音楽 は 、ART ZOYD、 そ れ 以 上 に WHEN に 近い も 
の だ 。 オ ー ケ スト ラ 物 だ が 、 キ ー ボ ー ド 、 サ ンプ リン グ 、 合 成 音 等 
か ら な る 情緒 指向 な が ら 刺 激 を 伴 な っ た 大 作 に な っ て いる 。 拡がり 
と 音楽 の ふく ら み は 十分 に あり 、 流 され そう で 流さ むず 、 ど こ か 配 
ちの 2 が 10 スニ ンジ を は 5 お 語 カ ウ ァ アー ウニ クエ シンジ ン 己 UI ジウ 
グ 、 ミ ックス も 彼 自身 。 彼 の 情緒 指向 は いつ も ゴシック 趣味 だ が 、 
それ が ふく らむ だ け ふ くら ん だ 作品 と 言っ て いい 。 (松本 ) 


PETER FROHMADER 
Wimtermusie 
LP/(Swe.)Multimood MRC 006 「'87 年 





発売 は 87 年 だ が 、 録 音 は '84 年 、 ミ ュ ン ヘン の ネクロ ポリ ス ・ ス タ 
ジオ に て 。 つ まり 彼 の 自主 製作 。 作曲 、 ジ ャ ケッ ト 写 真 も 彼 の も の 。 
「Homunculus」 も そう 言え ば '87 年 の 発売 だ っ た が 、 85 年 の 録音 だ っ 
た 。 ソ ロ ・ ス ィ ン ギ ング を と る Birgit Metzger も 両 作 に 居 て 、「Homun. 
culus」 程 大 掛り な 作風 で な いも の の 、 傾 向 は よく 似 て いる 。 モ ノ ト 
ー ン の ジャ ケッ ト 写 真 で お お よそ の 音楽 イメ ー ジ は つか め る だ ろう 。 
冬 の 冷気 と 静けさ が 永遠 の 眠り の 静けさ と 相 通 じ る よう で 、 そ れ は 
^Winter Music* の 感触 を 伝え る 。 彼 の 音楽 は 音響 効果 より も 情緒 的 
な も の が 先立っ て 有る が 、 そ れ は 感情 的 な 激 し さ で は な い 。 閉鎖 し 
て ひたすら プラ イヴ ェ ー ト か 産物 と いう 気 が する 。B 面 は 共鳴 音 を 増 
幅 する か の よう な 手法 で 一 層 内 向 的 。 (松本 ) 








PETER HERBORN 
Acute InsightS 


CD/JMT Productions JMT 882017 
"88 年 
/ ボ リド ー ル J32J 59007 





ペー ター・ ハ ー ボ ポーン は 特に ピッ グ ・ パ ンド ジャ ズ ・ オ ー ケ ス 
トラ 等 の アン サン ブル の 達人 と し て 最近 重要 作 の 集中 し つつ ある ミ 
ュー ジ シ ャ ン だ が 、 意 外 な こと に 彼 の こと に 触れ た 文章 が 殆ど な い 
こと に 今 気が付い た 。 経歴 等 が よく 判ら な い の だ 。 本 人 が ウッ ドス 
トッ ク 己 代 と 千 る よう に 、 ロック ・ ミ ュー ジッ ク で 至っ た こと が 現 
在 の 彼 の 音楽 の 基本 的 背景 で ある こと は 想像 に 難く な い 。 "83 年 に ケ 
ルン で 結成 され た ACUTE INSIGHTS は トロ ン ボ ー ン 奏者 と し て の ハ 
ー ボ ー ン を 聴く こと の で きる 好 バ ンド で 、'85 年 に 『Subtle Wildness』 
を 発表 し 、 本 作 が 2 nd アル バム に な る 。 無名 の ドイ ツ の ミュ ー ジ シ 
ャ ン 達 に 並ん で 、 ケ ニー・ ホ イー ラー(tp、flh) が 参加 。 8 人 全員 の 
プレ イ が 実に 洪 刺 と し て いて 、 ほ れ ぼ れ と する 逸品 。 (坂本 ) 





PETER HERBORN 
Something Persomal 
CD/JMT 849 156-2 '92 年 





か っ て M・ シ ョ ー フ や A・ マ ン ゲ ルス ドル フ と 共演 し た と 言う か ら 
フリ ー 畑 の 出身 か 。 自 己 の リー ダー パン ド で の 作品 が 二 枚 以上 ある 
らし い が 未 聴 。 そ を それら で は トロ ン ボ ー ン を 吹い て いた が 本 作 で は 作 
曲 指 揮 に 専念 し て 実際 の 演奏 を 行なう の は AURYN ス トリ ング ス ・ 
カル デッド も 四 ジ と ジャ ン ョ ベイ ツマ ルク (アコ ョ クレ ョ ティム に 
バー ン 、 リ ン ゼ イ ・ ホ ー ナ ー と 言う 英 米 仏 の イキ の 良い 所 が 参加 し 
て いる 。 特に ウェ ー ベ ルン を 良く 聴い た と の 事 で 打楽器 が 無い 分 シ 
リア ス な 印象 を 受け る が 、 ゆ る や か な が ら も リズ ミカ ル で 時 と し て 
ギタ ー、 サ ックス 、 ピ アノ を 交え た 楽曲 自体 は 過度 に 難解 な 物 で は 
無く 特に チェ ン バ パー 系 の ファ ン な ら 容 易 に 受け 入れ られ る 符 。 ジ ャ 
ズ ・ フ ァ ン は どう 受け と め た の だ ろう か 。 (中 西 ) 
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PETER HERBORN 
Traces Df Tranme 
CD/ ボ ポリ ドー ル POCJ-143 92 年 





『Something Personal』('92) に 続く ハー ボー ン の アル バム は 、 ド 
イツ の 誇る WD R ビッ グ ・ バ ンド を フィ ー チ ャ ー し た 大 変 な 力作 だ 。 
前 作 同様 、 ニ ュー ヨー ク て で 活躍 する 鍵 々 た る ミュ ー ジ シャ ン が 顔 を 
揃え 、 ゲ イリ ー・ ト ー マ ス (sax,f) 、 ロ ビン ・ ユ ー バ ンク ス (tb)、 マ 
ルク ・ デ ュ ク レ (g) 、 マ ー ク ・ ヘ ライ アス (b) 、 そ れ に NEW AND USED 
の トム ・ レ イニ ー(d) が ソロ を と る 。 近年 の ジャ ズ ・ オ ー ケ スト ラ 作 
品 に は 優れ た も の が 数 多く 存在 し て いる が 、 ジ ョ ン ・ コ ルト レー ン 
の 作品 を 採り 上 げた 本 作 の 充実 度 は 特筆 に 値する 。 コ ン ポ ー ザ ー 
アレ ンジ ャ ー の ハー ボー ン の 才能 と 、 と びき り 鋭 い 切 れ 味 を 持っ た 
WDR ビッグ ・ バ ンド の 力量 、 そ れ に ソリ スト 達 (特に G・ ト ー マ 
ス ) の 呼吸 が 完璧 に 噛み 合っ た 圧倒 的 な 音楽 。 (坂本 ) 


PIERRE FAVRE(Switzerlamd) 
Mountain Wimd 
LP/Gemini GEM 1044 81 年 





'69 年 に は 自身 の カル テッ ト を 結成 し 、 カルテ ッ ト ご と FMP の 記 
念 す べき 第 1 作 の オー ケス トラ に 参加 する な ど 、 ヨ ー ロ ッ パ ・ フ リ 
ー の 草創 期 か ら 活躍 する 代表 的 演奏 者 。 現 在 は タ ミ ア (vo) と の デュ 
オ を 中 心 に 活動 し 、 合 計数 百 種 に も 及ぶ 打楽器 類 (大 小 十 数 枚 の ゴ 
ング や 各種 民族 楽器 を 含む ) を 駆使 し て 、 多 彩 な 響き に よる 精 級 な 
リズ ム の タビ ピス トリ ー を 織り 上 げ る 。 本 作 は パー カッ ショ ン ・ ソ ロ 
(し か も ライ ヴ ) な が ら 、 業 異 的 な ポリ リズ ム の 織り 成す 綾 の た だ 中 
か ら 、 金 属 的 な 艶 を 帯び た メロ ディ アス な 「 う た 」 が ゆら り 香 り 立 
つ 。 他 で は タ ミ ア と の 『 ソ リ チ ュ ー ド 』(E CM)、 幻 想 的 な イラ ス 
ト ・ カ ヴァ ー に 包ま れ た マル チ ・ リ ー ド 奏者 ユリ ・ ス ティ フィ ン と 
の デュ オ 『 エ クス カー ジョ ン 』( ス プラ フォ ン ) 等 が 推薦 盤 。 (福島 ) 





PLAMP (Switzerland) 
… Und 0herhaupt .… 
LP/Canova CA106 LP 78 年 





Peter Streiff (org、el-p、f) 、Louis Streiff (ds) 、Andrea Thony 
(b、vo) 、Mario Giovanoli (sax) 、Peter T6nz (g、vo)、 頭 文字 を 
と っ て PLAMP。 録音 は スイ ス 。 多分 、 ド イツ 語 圏 スイ ス の バン ド と 
思う 。 他 に アル バム を 出し て いる か も よく わか ら な い 。 謎 の 1 枚 。 
全体 に は 軽い タッ チ の ジャ ズ 色 が ある が 、 澄 ん だ フル ー ト や チェ ロ 
(ゲス ト ) 等 が リー ド を と り 、 プ ログ レ ・ フ ァ ン へ の アピ ー ル も 少な 
く な い 。 サ ックス や ハモ ンド ・ オ ル ガ ン の 比重 も 大 きい 。 ジ ャ ズ か 
ら 出 発し て いる こと は 確か 。 ア ル バ ム を 通し て 軽やか な 流れ が あっ 
て 、 特 に 10 分 近い 2 一 3 曲 で は 各 リ ー ド 奏者 の ソロ を つない て 曲調 
を 変え な が ら 聴 か せる 。 透 明 感 の ある トー ン が 主体 で 、 中 で も フル 
ー ト の パー ト が 多く 活躍 する 。 (松本 ) 


POSEIDON 
Foumd My Way 
LP/(private press.)Z 33 010 76 年 


vn に 





キー ボー ド 奏 者 1 人 、E. ギ ター 1 人 、 ベ ペース と A. ギ ター ある い は べ 
ー ス と パー カッ ショ ン を 兼ね る メン バー が 1 人 ずつ 、 そ れ に ドラ ム 
の 1 人 を 加え た 5 人 で 演奏 し て いる 。 さ ら に ライ ヴ で は 、 音 響 と 照 
明 の 担当 者 が 1 人 加わ る らし い 。 リ ー ド ・ ヴ ォ ー カ ル は 、A. ギ ター 奏 
者 が 兼ね て いる よう で ある 。 フ ォ ー ク ・ ロ ッ ク 風 の 歌 と 演奏 の 一 部 
に は ドイ ツ ら し い 忠 り を 帯び た 部 分 も ある が 、 全 般 的 に すっ きり と 
し て 爽やか な 有 雰囲気 を 持っ て いる 。A. ギ ター と 音 数 の 少な が い サ ウン ド 
や 木 な ボー カル が 、 そ の よう な か な 印象 を 与え る の で あろ う 。 自 主 盤 
と いう 制約 が 、 か えっ て 飾ら な い 気 安さ を 引き 出し て いる よう に も 
感じ られ る 。 カ バー・ ア ー ト も 含め 、 素 朴 な 暖か さ を 持っ た アル バ 
ム で ある 。 (Helmut) 








RAINER BRUNINGHAUS 
Freigewelt 
LP/EMC 1187 81 年 





ライ ナー・ プ リュ ー ニ ング ハウ ス は エバ ー ハ ルト ・ ヴ ェ ー バ パー の 
片腕 と し て 、 例 えば パッ ト ・ メ セ ニ ー に 対す る ライ ル ・ メ イズ の よ 
うに 大 き な 貢 献 を し て いる ピア ニス ト で 、 近 年 も ヴェ ー バ ー と も ど 
も ヤン ・ ガ ル バ レ ク の レギ ュ ラ ー・ グ ルー プ で 活躍 を 見 せ て いる 。 
そん な 彼 が ヴェ ー バ ー の 助け を 借り ず に 制作 し た 初 の ソロ ・ ア ル バ 
ム が この 『Freigeweht』 だ 。 ケ ニー・ ホ イー ラー (flIh)、 ヨ ン ・ ク リ 
ステ シン ャ セン (d)、 を し て で オス フォル の ツリ スト で ある プリ シンヤ 
ー・ ホ フ (ob) と いう 、 結 果 と し て これ 以外 の 人 選 な ど 考 えら れ な 
い ゲ スト 達 を 迎え ん 、 プ リュ ー ニ ング ハウ ス は ピア ノ と シン セ サ イ ザ 
ー を 演奏 。 こ ん な に も 美しい ジャ ズ ・ ロ ッ ク を 生み 出し た プリ ュー 
ニン グハウス の 才能 は も っ と 評価 され る べき だ 。 (坂本 ) 





則 @g 語 DS RALF NOWY 
Lucifer's Dream 
LP/Grobal 26015-8U 73 年 





ラル フ ・ ノ ー ヴ ィ ー の 1st。 彼 は この 他 に 「Escalation《Atlantic ATL 
40556 74》」、「Nowy 2 《Atlantic ATL 50 205 75》、 と 計 3 枚 の ア 
ル バ ム を 発表 し て いる 。 コ ン ポ ー ザ ー で あり 、 か つ バ パック を 彩る 甘 
美 な オー ケス トラ (スト リン グ 群 ) の コン ダク ター で も ある フー ヴ 
ィ ー は フル ー ト 、 オ ー ボ エ 、 サ ックス 等 も 手がけ る 。 ク リム ゾン ば 
り の ギタ ー リ フ で 始ま る A① か ら 南 方 志向 の み ら れ る ラス ト ・ チ ュー 
ン ま で 実に バラ エ テ ィ に 富ん だ 演奏 を 聴か せ て くれ る が 、 し か し 何 
と いっ て も ノー ヴィ ー の 本 来 の 持ち 味 と は ムー ド 音 楽 を 想わ せる よ 
うな 甘い 甘い ロマ ン テ ィ シ ズム で あり 、 そ れ が ロー ター・ マ イト ( ア 
モン ・ デ ュー ル ) 等 、 多 才 な ゲス ト ・ ミ ュー ジ シ ャ ン 達 に より 演じ 
られ る の で ある 。 美しい カバ ー も 印象 的 で ある 。 (山崎 ) 





76 ど ブ 








RALPH BEAUVERT 
(Switzerland?) 

Rite Of Passage 
CD/Voiceprint VP126CD '93 年 





ラル ラ ・ ボ ー ヴ ツェ ー ル が どう いう ミュ ー ジ シャ ン な の か 私 に は 全 
く 判 ら な い が 、 レ コー ディ ング ・ ロ ケー ショ ン 等 か ら 判 断 し て 、 ス 
イス の ミュ ー ジ シャ ン だ ろう 。Voiceprint か ら の リリ ー ス 予告 で 関心 
を 呼ん で いた 。 聴く 限り で は 、 割 に あり が ちな 、 少 し ポッ プ で 実は 
結構 古い タイ プ の ロッ ク ・ ミ ュー ジッ ク を 打ち 込み で や っ て し まっ 
た と いう 内 容 で 、 押 し な べ て 可 も な く 不 可 も な い 。vo と kb 類 を 担当 
する ボー ヴェ ー ル の 片腕 と し て 活躍 する ヴィ ル ・ シ ュ ト レー ラー は 
g と stick を 担当 。 プ ログ ラミ ング は ふた り の 共同 作業 だ 。 面 白い の は 
ここ に GONGMAISON の グラ ハム ・ ク ラー ク (vIn) が 参加 し て いる こ 
と で 、 シ ャ マー ル ・ マ イト ラ も 関係 し て いた りす る 。 確 か に そん な 
紛 囲 気 の 曲 も あっ て 、 そ こそ こ に 楽し め る 。 (坂本 ) 


RAMSES 
La Leyla 


LP /Sky 007 76 年 
CD/Sky CD 32/101-102 





Sky レー ベル と いえ ば フラ ンス の Pole レ ー ベ ル と 並ん で カス い シ ン 
セ 物 の 巣窟 と し て 扱わ れ て いる が 、100 枚 以上 の 作品 を 由 し て いれ ば 
当り の 作品 が 1 つや 2 つ は 出る も の で ある 。 こ れ は ラム セス の 1 枚 
目 で 、 昔 に は 国内 盤 が 出 て いた と 記憶 する 。 シ ン セ 物 で は な く 、 メ 
ロト ロン を 多用 し た 生 ダ ラ ・ シ ン フ ォ ニ ッ ク ロ ッ ク で ある 。 た ま に 
ウニ ョ ウニ ョ し た シン セ が 出 て き て 気持 ち 良い 。 メ ロディ ー に も 独 
得 の 粘っ こさ が ある 。 ラ ム セ ス も 、 ノ ヴァ リス や フェ イス フル プレ 
ス や ヴァ レン シュ タイ ン と いっ た 770 年 代 の 代表 的 な か ジャー マン シン 
フォ と 同格 に 扱っ て し か る べき で あろ う 。SKY レ ー ベ ル と いう こと で 
た め ら う 気 持ち も わか る が 、 フ ェ イ ス フ ル ・ プ レス の 2 枚 目 と この 
ラム セス は 押さ えて お いて 損 は な いと 思う 。 (小林 ) 





RAMSES 
Eternity Rise 


LP/Sky 020 78 年 
CD/Sky CD 32/101-102 





ラム セス の 2 枚 目 。 前 作 と 同様 に 必聴 盤 扱 い の 仕上 が り に な っ て 
いる 。 1 曲目 で は オー ケス トラ を 導入 し て お り B.J.H. も まっ 青 で ある 。 
B① の ^Windy” と いう 曲 も アコ ギ が 生か され て お り B.J.H. を 想わ せ 
る 。 全 面 的 に 前 作品 に み ら れ た メロ ディ ー ラ イン の 粘っ こさ は 陰 を 
ひそ め て お り 、 ノ ヴァ リス や ヴァ レン シュ タイ ン に 近い サウ ンド に 
な っ て いる 。 最 終曲 の タイ トル 曲 ラ スト の 場面 で は この アル バム で 
は 控え 目だっ た メロ トロ ン が 省 裂 し 、 聴 く 者 を 昇天 させ る の で ある 。 
近年 、1 枚 目 と 一 緒 に 2 in 1 の 形 で CD 再発 され た の だ が 、 バ カ 売 れ 
し て いる と いう 話 は 全く 聞い て いな い 。 こ の CD に つい て は 廃盤 に な 
る 前 に 買っ て お いた 者 の 勝ち で ある こと を 上 忠告 させ て いた だ きた い 。 

(小林 ) 


い 。 0 MUSIC ORCHESTRA 
IT 





LP/Brain 1056 74 年 


初め て の ライ ブ ・ ツ アー を 74 年 の ハン ブル ク (B① の み ア ム ス テ ル 
ダム ) で 録音 し た 作品 。 彼 ら の デビ ュー・ ア ル バ ム で も ある 。 一般 
的 な バン ド の 楽器 編成 と 比べ 、 ク ラリ ネッ ト や シロ フォ ン と いっ た 
楽器 が 加え られ て いる 点 が 特徴 的 で ある 。 ど ちら か と 言え ば ジャ スズ ・ 
バン ド と いう 印象 を 受け る が 、 既 成 の 枠 に 協 め 込め に くい 内 容 で あ 
る 。 こ れ ら の リー ド 楽 器 が バッ ク の 演奏 と 一 体 と な っ て 、 流 三 で ノ 
リ の 良い サウ ンド を 楽し ませ て くれ る 。 ま た メロ トロ ン に も 似 た オ 
ル ガ ン の 音色 が いい 味 を 出し て いて 、 控 え 目 な が ら も 曲 の 愛 囲 気 を 
し っ か り と 盛り 上 げ て いる 。( 時 代 を 感じ させ る 懐か し い 響 き で ある 。) 
TOMORROW'S GIFT の 2nd の B① に 入っ て いた ペー ス の フレ ー ズ が 、 
本 作 の B③ に も 入っ て いる の を ご 存 知 か ? (Helmut) 








RIGONI/SCHOENHERZ 
Vietor 


LP /Bacillus BLPS 8501 '75 年 
CD/Bellaphon 290・09・002 





Manuel Rigoni と Richard Schoenherz の 二 人 に よる ベラ フォ ン / バ 
シル ス ・ レ ー ベ ル の 異色 作 。^A Symphonic Poem* と ある よう に 、 
大 作 、 と いう より も 企画 物 か 。LP は 2 枚 組 、 厚 手 の ブ ッ ク レ ッ ト つ 
きだ っ た 。 録 育 は アビ ー・ ロ ー ド ・ ス タ ジ オ に て 。 本 物 の オー ケス 
トラ が 演奏 する 管弦 楽曲 交響 曲 張り の ファ ンタ ジッ ク な 一 一 「 真 
夏 の 夜 の 夢 、 の よう な 一 一 部 分 と 、 リ ゴー ニシ ェ ー ン ヘル ツ を 中 
心 に し た バン ド の 部 分 と が パラ ンス よく 合わ さり 、 切 れ 目 な し の 物 
語 ふ うに つない で いく 。 女性 スキ ャ ッ ト 部 が ある か と 思え ば 、DJ に 
乗せ た ロッ クン ・ ロ ー ル が あっ た り と 、 い わ ゆ る ロッ ク ・ オ ペラ 、 ふ 
う 。 全 体 の 完成 度 は 高い 。 ク ラシック と ロッ ク の 合体 と いっ た 実験 
物 で は な い 。「 魔 石 グ ヴェ ンダ ー の 物語 」 の あの 形式 。 (松本 ) 











ROBERT SCHRODER 
Floatimg Musie 
LP/IC KS 80.001 「'80O 年 


ROBERT SCHROOER 














K. シ ュ ル ツェ の 始め た IC レ ー ベ ル は 、 エ レク トロ ニク ス ・ ミ ュー 
ジッ ク の 流れ を 刷新 し た よう な と ころ が ある 。 音 楽 と し て の 珍し さ 、 
模索 、 自 己 表現 の 時 期 を 過ぎ て 、 効 果 、 周 り に 置か れる も の 、 等 と 
いっ た リス ナー と の 関わ り の 上 で エレ クト ロニ クス ・ ミ ュー ジッ ク 
の 聴か れ 方 も 変化 し 音楽 自体 も 整え 直さ れ て いっ た よう に 思う 。 ロ 
ベル ト ・ シ ュ ロ ー ダ ー の 2 枚 目 に な る この アル バム も 、 そ れ 以 後 の も 
の だ 。33 回 転 、45 回 転 の どちら で も 聴け る よう 製作 され て いる の で 
CD に する に は 困り も の だ ろう 。 当然 、 双 方 で 随分 と 印象 が 違う 。 部 
分 部 分 に シュ ルツ ェ の パタ ー ン も 見 え 隠 れ す る が 、 こ の 時 期 の エレ 
クト ロニ クス も の と し て は 、 比 較 的 オリ ジ ナ リティ を 感じ させ る 。 
33 回 転 だ と "770 年 代 、45 回 転 だ と '80 年 代 に な る 。 (松本 ) 











ROLF KUHN JAZZ GROUP 
Ging To The Rainhow 
LP/BASF 71 年 





ロルフ ・ キ ュー ン は !29 年 生ま れ 、'50 年 代 か ら 現在 まで 様々 な メン 
バー、 ス タイ ル で 活動 を し て お り 総 じ て 水 準 が 高い の で 一 枚 で 代表 
させ て し まう に は 大 幅 な 無理 が ある の だ が 何 分 ジャ ー マ ン ・ ジ ャ ズ 
集成 で は 無い 以上 致し 方 無い か 。 と も あれ 本 作 、 実 弟 ヨ アヒム 他 、 
J・ サ ー マ ン 、A・ ス キッ ドモ ア 、T・ オ クス レー、C・ コ リア 、P・ 
ウォ ー レ ン と 言う 当時 の 独 英 米 若手 注目 株 を 揃え ニュ ー・ ジ ャ ズ 以 
降 を 模索 する 試み と し て は 英 の K・ テ ィ ペ ッ ト ・ グ ルー プ に 並ぶ 出来 
栄え 。 と 言う か メン バー の 格 か ら 見 て 判る 様 に 演奏 力 、 緊 密度 で は 
上 回 る 。 も っ と も その 分 、 ヨ ー ロ ッ パ ・ ジ ャ ズ の 範 時 で くく りき れ 
て し まう 事 も 確か で は ある が 熱さ と クー ルネ ス を 併せ 持つ 当時 の ヨ 
ー ロ ッ パ ・ ジ ャ ズ を 代表 する 一 枚 に は 違い 無い 。 (中 西 ) 





RUFUS ZUPHALL 
Weiss Der Teufel 


LP /Good Will GLS 10001 「'69 年 
CD/Little Wing LW 1035 


'69 年 と 言え ば カン や A. デ ュー ル 等 わずか な バン ド が デビ ュー 作 を 
出し た 年 だ 。 相 当 に 古い 。RUFUS ZUPHALL は それ ら バ ンド 程 の 型 
破り な 音楽 を や っ て いた わけ で は な い が 、 ジ ャ ズ 、 プ ルー ス 、 ロ ッ 
ク が 混在 し た 荒削り な サウ ンド の 上 を 涼し い 音 し て フル ー ト が ひら 
ひら と 歩く と いう 、 こ の 時 期 に し て は プロ グレ ッ シ ヴ な アプ ロー チ 
が 感じ られ る 。 当然 2 作 目 程 の まとまり は な い に し て も 、B 面 を 費 
し た 大 曲 で は フリ ー・ フ ォ ー ム な 演奏 も 盛り だ くさ ん で 、 特 に 後半 
か ら の フリ ー・ フ ルー ト ・ イ ンプ ロ ヴ ィ ゼ ーション 、 続 く メ ロディ 
ッ ク な 曲調 へ の 盛り 上 げ 等 は 、 ジ ャ ー マ ン ・ ロ ッ ク の 先駆 と し て 評 
価 さ れ て いい と 思う 。 近年 LP 再 発 さ れる まで は 音 を 聴く 術 も な か っ 
た アル バム だ っ た 。 再 度 CD に て 再発 され る 。 (松本 ) 





FUS ZUPHALL 
Phallnhst 
LP/Pilz 20 21099-5 71 年 





RUFUS ZUPHALL の 2 作 目 は Pilz か ら リ リー ス さ れ た 。 デ ビュ ー 
作 の 感触 は 、 わ ず か フル ー ト の 使用 等 に 残っ て いる も の の 、 全 体 に 
は ハー ド ・ タ ッ チ に 、 そ し て 整理 され た 音 造 り に な っ て いる 。 それ 
で も 曲 に よっ て は メロ トロ ン が 吹き 由 し て きた り 、 ア コー ステ ィ ッ 
ク ・ ギ ター の アル ペ ジ オ に よる 徹底 振り が あっ た り と 、 一 律 に は 行 
か な い 。 中 に は ac-g、vo、 ハ ー プ シコ ー ド 張り の e-p、 パ バック: メ 
ロト ロン 等 と いっ た 叙情 派 ナ ン バ パー も ある 。 た だ し 曲 ご と に カラ ー 
リン グ さ れ て いる 点 で は 、 1 作 目 の 曖昧 さ 故 の フリ ー な 感触 は な い 。 
アル バム 全体 と し て は ギタ ー の ハー ド ・ タ ッ チ が きい て いる せい か 、 
ロッ ク 色 も 強く 感じ させ る 。 こ の レー ベル で は 異色 だ が 、 普 通 な ら 
オー ソ ド ッ クス な 中 々 の 好 作 。 (松本 ) 





ly 


IS RUNO ERICKSSON'S OMNIBUS 
(Sweeden, Switzerland, AuStrla) 
Run0 ErickSson'S 0Omnihus 
LP/Four Leaf Clover FLC5050 81 年 


ルー ノ ・ エ リク ソン は スウ ェ ー デ ン 出 身 。 現 代 音楽 畑 の 出 で 後 ス 
イス に 活動 の 拠点 を 移し M・ ポ ル タ ル 等 フリ ー 系 の ミュ ー ジ シャ ン と 
交流 を 深め る 。 そ ん な 彼 が ハリ ー・ ペ プル を 含む スイ スプ オー スト 
リア の ミュ ー ジ シャ ン 及 び チ ャ ー リ ー・ マ リア ー ノ と 結成 し た の が 
この オム ニ バ パス だ 。 も っ と も この 作品 現代 音楽 で も フリ ー で も 無く 、 
東洋 、 中 近東 的 な 雰囲気 を 持っ た ジャ ズ ・ ロ ッ ク 。 往々 に し て この 
手 の 物 は メロ ディ だ け そ れ 風 の イン チキ 臭い 代物 に な り が ち だ が 、 
さす が に 本 人 の 作曲 及び 各 人 の 演奏 共に 様々 な 経験 の 裏打ち も あっ 
て セン ス 良 く 重 層 的 な 落ち 着き と 鋭さ を 併せ 持っ て お り 他 の 作品 が 
気 に な る 所 な の だ が 未詳 。 残 念 。 尚 、 裏 ジャ ケ に は スウ ェ ー デ ング 
ドイ ツ 語 の 他 日 本 語 の コメ ント が 付 さ れ て いる 。 (中 西 ) 








SAHARA 
Sumrlse 


LP /Pan 87 306 XOT 74 年 
CD/Ohrwaschl OW 022 





前 身 の SUBJECT ESQ か ら 約 2 年 、 バ ンド は SAHARA と 改名 し て 
2 枚 の アル バム を リリ ー ス する 。 ハ モン ド ・ オ ル ガ ン の 多用 、 フ ル 
ー ト と サッ クス の 挿入 、 ハ ー モ ニカ の 使用 、 す っ きり と し た ウエ ス 
ト ・ コ ー ス ト も し く は !60's 英 ビー ト ・ ポ ッ プ ス 系 の コー ラス 等 、 基 
本 路線 は 変っ て いな い が 、 も う 少 し 出る 所 は 出 て へ こむ 所 は へ こん 
だ 印象 は ある 。 特 に 鍵盤 系 は ハモ ンド ・ オ ル ガ ン に 加え て 、 ピ アノ 、 
メロ トロ ン 、 ム ー グ を いか し 、 曲 に 多彩 さ を も た ら せ た 。 特に IB 面 
に な る 27 分 強 の アル バム ・ タ イト ル 曲 に は 、 バ ンド の 持つ 様々 な 要 
素 を 編ん だ よう な 密度 の 濃 さ が あり 、 こ れ の み を 取り 出す な ら 、 相 
当 プ ログ レッ シ ヴ に 思え る 。 当 然 の 英 米 プ ログ レッ シ ヴ ・ ロ ッ ク の 
亜流 に 止ま ら な い オ リ ジ ナ リティ が ある 。 一 聴 を 。 (松本 ) 








SAMETI 
Sametli 
LP/Brain 1020 72 年 


70 年 初頭 、 メ トロ ノー ム 傘 下 の ジ ャ ー マ ン ・ ロ ッ ク ・ シ ー ン 群雄 
割拠 時 代 に いち 早く 商業 的 ベー ス を 築い た プレ イン ・ レ ー ベ ル の 隈 
し 子 、 サ メッ ティ の ファ ー ス ト ア ル バ ム で ある 。 とりあえず 、 参 加 
メン バー に 注目 する と 、 ア モン デュ ー ル II の シュ ラッ ト を 主軸 に 、 
Ns ウ ウ の 半 り 多少 NN エ シ ジジ 有三 ア と らく の クル ドッ クラ ウブ チ 
ー は 余り に も 有名 な 存在 。 成 程 、 妙 に 生暖かい パス テル 調 の カヴァ 
ー ア ー ト は 、 フ ァ ウ スト 「So Far」 の イラ スト 集 を 手掛け た エッ ダ ・ 
コ ェ ヒ ェ ル 。 凄まじ くも お 膳 立 の 行き 届い た 果て に 出来 上 が っ た こ 
の アル バム は 、 プ レイ ン ・ レ ー ベ ル の カラ ー を 代表 する 歴史 的 迷 盤 
と 言え る 。 尚 、'74 年 に ワー ナー か ら 「Hungry For Love」 と いう セ 
カン ド も 出し て いる 。 (丸美 屋 ) 
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SAND 
Golem 
LP/Delta-Acustic 25-128-1 '74 年 





(g、org、ds) 十 (vo、syn) 十 (b、perc) と いう トリ オ 編 成 の SAND 
な る バン ド の 唯一 の アル バム 。 簡単 に 言え る ば 、 ダ モ 鈴 木 が ある 調子 
で アシ ッ ド ・ フ ォ ー ク 寄り に な り 、 こ れ を VCS3 シ ン セ サイ ザー で よ 
〈 く 味つけ し た 、 そ ん な ドロ ー ン と し た ヴォ ー カ ル 作 。 極端 に 元気 の 
な い ヴ ォ ー カ ル の ほか に も 、 音 響 的 な 面 で 細工 され て 、 さ す が に ド 
イツ な ら で は の アシ ッ ド な 音 造 り に な っ て いる 。 歌い 込む こと は な 
く 声 が 漂っ て いっ て 加工 され る と いう 具合 に 、 メ ディ テイ ショ ナル 
で は ある が 、 ど こ か コン トロ ー ル され た よう な 明解 さ が あ る 。 また 、 
エレ クト ロニ クス 色 も 充分 に ある も の の 、 使 い 方 が ドロ ー ン と し て 
いる と いう 点 で は 、 反 復 や コラ ー ジ ュ も の の シリ アス さも 薄い 。 割 
と 特異 な アル バム と いう 気 が す る 。 (松本 ) 


is SATIN WHALE 
Desert Places 
LP/Brain 1049 '74 年 





デビ ュー・ ア ル バ ム 。 こ の あと 「Lost Mankind」 (Nova 6. 22 248、" 
75 年 ) 、「As A Keepsake」( 同 6. 22 969、'76 年 ) 、「Whalecome」( 同 
6. 28 449、'77 年 ) 、「A Whale 0f Time」(Teldec 6. 23 602、'78 年 ) 、 
「On Tour」( 同 6. 23 976、 79 年) 、「Die Faust In Der Teche」 (Strand 
6. 23 715、79 年 ) 、「Don't Stop The Show」(Polydor 2417 139、" 
81 年 ) と 続く 。 ハ ー ド ・ ロ ッ ク の 重厚 感 こ そ を な い が 、 ギ ター と オル 
ガン を 中 心 に 手数 の 多い ドラ ミン グ を 含め て 曲 が 走 り 、 パ ッ シ ョ ン 
を 感じ させ る 好 ア ル バ ム だ と 思う 。 デビュー 作ら し い 演奏 と 曲調 と 
いう 気 が す る 。 全体 の イン パク ト は 競い も の の 、 割 合 に 切れ は 良く 
身軽 だ 。 全 4 曲 。 展 開 で 聴か す と いう 程 で も な い の で 、 一 本 調子 で 
は ある 。 (松本 ) 





csY の 272792( の 人 4 SUHEYTHOLZ 
pie MMhle Von Avalu 
LP/EMI Electrola 066-31155 '78 年 





女性 シン ガー 1 名 を 含む 4 人組 の エレ クト リッ ク ・ ト ラッ ド ・ グ 
ルー プ で これ が 唯一 の 作品 と 思わ れる 。 い わ ゆ る 典型 的 な ジャ ー マ 
ン ・ ト ラッ ド に 分 類 さ れ そ うな 音 だ が アレ ンジ は か な り モ ダン な 感 
じ を 受け 、 ま た イン スト ・ パ ー ト に お いて は ジャ ジー な ピア ノ や ク 
ラ シ カ ル な ハー プシ コー ド 等 が 顔 を 由 す な ど プ ログ レッ シ ヴ 色 が 強 
い 箇 所 も 多い 。 ギ ター の 奏法 な ど は リチャード ・ ト ンプ ソン や バー 
ト ・ ヤ ン シ ュ 等 の 直接 的 な 影響 が 如 え て 面白 い 。 オ ウ ゲ ン ヴ ァ イ デ 
等 に 顕著 で あっ た 中 世 志 向 は あま り 感 じ ら れ ず む し ろ シ ンプ ル で ス 
トレ ー ト な サウ ンド で ある と は いえ 、 女 性 シン ガー が リー ド を 取る 
バラード ・ ナ ン バ ー で は その 独特 の 深淵 な ムー ド に どっ ぷり と 浸る 
こと が で きる 。 ラ スト 曲 の 子守 唄 は 絶品 。 (内 田 ) 


SIDDHARTHA 
Siddhartha 
LP/(private press)Z 33 007 75 年 





ここ 数 年 の 間 に 超 レア ・ ア イ テ ム の 再発 が 活発 に 行わ れ 、 聴 き 手 
に と っ て 段々 と 良い 環境 が 整い つつ ある よう だ 。 し か し 未だ 再発 の 
会 に 恵まれ ず に 人 知れ ず 眠 っ た まま の 名 作 が 数 多く 存在 する の も 
また 周知 の 事実 で ある 。 本 作 も ドイ ツ で は EPIDAURUS と 並ん で 10 万 
単位 の プレ ミア 付き の 知る 人 ぞ 知 る 超 レ ア ・ ア イ テ ム で ある 。775 年 
に 自主 製作 に て 発売 され た 本 作 は 、 オ ル ガ ン 、 ギ ター を 中 心 に オー 
ソ ド ッ クス な 5 人 編成 で 、 音 の 方 も 割 と オー ソ ド ッ クス で は ある が 
良く 練 ら れ た プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク を 演 っ て いる 。 時 折 ク ラ シ カ 
ル な フレ ー ズ を 折り 込ん だ 彼ら の サウ ンド は 、5 曲 中 を 通し て 充分 
に オリ ジ ナ リティ も ある が 、 強 いて 言え ば ピン ク ・ フ ロイ ド に 近い 
か も 。 (松尾 ) 








STEFAN ZAUNER 
Narziss 
LP/Ariola 27026 76 年 





ステ ファ ン ・ ツ ァ ウ ナー (ADII の kbd) は 2 枚 の アル バム (2nd 
Prism & Views-viny-) を 残し た マル チ ・ プ レイ ヤー で ある 。 2 枚 
共 水準 の 高い シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク で ある が 、 ど ちら か 一 枚 と い 
うこ と に な れ ば この ファ ー ス ト ・ ア ル バ ム に な る 。 彼 は 一 人 で キー 
ポー.R 類 軸 ギ ター ウツ ウォー カリ ルル ペニス ドラ バス を こ か し ゲス 
ト に 他 の ドラ マー を 起用 し た だ け で ある 。 的 を 得 た アレ ンジ 。 天才 
有 的 な ひら めき を 持つ セン ス の 良さ 。 水準 以上 の 演奏 技術 。 そ られ が 
生み 由 す ファ ンタ ジー・ ワ ー ル ド は 数 ある ドイ ツ ・ シ ン フ ォ ニ ッ ク 
ス の 中 で も 最高 位 に 位置 する も の だ 。 全 体 的 に 明る い 曲 想 が 多く 、 
多少 イエ ス あ た り の 持つ す が す が し さ を 感じ る 。 (山崎 ) 








。。 。 。。 ] STEPHAN MICUS(Switzerlamd) 
MT The Music Of Stones 
LP/ECM 1384 '89 年 








静寂 の 中 に ゆっ くり と 広がる 波紋 が 、 決 し て 消え 入る こと な く 、 
生生 小刻み に 展 え 、 緩 や か に た ゆ た い 
な が ら 、 折 り 重 な り 継 り 合わ さり 、 微 か に 行き つ 戻 りつ する うち 、 
次 第 に 深々 と 息 づ き 、 や が て 果て る こと な いう な り と な っ て 、 胸 苦 
し く 空 間 を 満た す 。 い まや ひと つの 生き 物 と 化し た 教会 の 薄暗い 空 
間 を 、 尺 八 や ティ ン ・ ホ イッ スル の 息遣い が 、 慈 し むように 渡っ て 
く ( そ の 向こう に カウ ベル の 遠い 響き が 見 え 隠れ する ) 。 レ ゾ ナ ン 
スト ・ ス トー ン と 呼ば れる 、 ベ ルト イア の 音響 彫刻 に も 似 た 音 具 に 
より 生み 出さ れ た 空間 の 、 この 奥深 いし め や か さ は 、 例 えば ポポ ル ・ 
ヴー『 フ ァ ラ オ の 庭 」』 を 思わ せる 。 ミ ケシ ュ は 本 来 ギ タリ スト で あ 
り 、 ま た パー カッ ショ ン や 各種 笛 類 の 演奏 で 知ら れる 。 (福島 ) 
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STREETMARK 
Eileenm 
LP/Sky 0O11 77 年 





いま は 亡き ヴォ ルフ ガン グ ・ ラ イヒ マン (Vo、Syn、g) が STREETMAR.- 
K の 一 員 と し て 参加 し て いる 。 メ ン バ ー は 他 に トー マス ・ シ ュ ラ イ バ 
ー (g) ドロ テア ・ ラ ウ ク ス (Key) マン フレ ー ト ・ ク ナウ フ (b) ハ 
ンス ・ シ ュ ヴ ァ イ ス (ds、Perc) 、 筆 者 は 他 の STREETMARK の アル 
バム や ライ ヒマ ン の ソロ 「Wunderbar」 は 未 聴 な の で 比較 で き な い 
が 、 エ レク トロ ・ ミ ュー ジッ ク の 要素 を 加味 し た シン フォ ニッ ク ・ 
ロッ ク と 言っ て 良い だ ろう か 。 し か し 全編 か ら 洪 み 出る この 暗 さ は 
どう だ ろう 。 了 穫 美 派 ニ ュー・ ウ ェ イ ヴ の ある 意味 で は 先駆 と な る よ 
うな 。 他 の Sky レー ベル の バン ド の レコ ー ド の 多く (OCTOPUS 等 ) 
は 売却 し て も 、 本 作 が 手元 に 残っ て いる の は 、 精 神 的 な 暗 さ が 虚飾 
で な く 、 形 に 昇華 し て いる か ら か も 知れ な い 。 (高山 ) 





SUBJECT ESO 
Suhjdct Es 


LP /Epic EPC 64 998 72 年 
CD/Ohrwaschl 無 番号 





SAHARA の 前 身 バ ンド 、 唯 一 の アル バム 。 バ ンド は !65 年 に Harry 
Rosenkind (ds) と Michael Hofmann (fl、sax、vo) が 出会っ た 
所 か ら 始 まる 。'67 年 に SUBJECTS を 名 乗り 、 や が て 当 パ ンド へ 、 そ 
し て 4 人 編成 その まま で SAHARA へ と 改名 する 。 ブ ルー ス ・ ロ ッ ク 
と ビー ト ・ ポ ッ プ ス を 下地 に し て 、 フ ルー ト 中 心 の フロ ー テ ィング 
な パー ト や 、 サ ックス 中 心 の ジャ ズ 色 を 加味 し た 明る い 曲 想 が 特徴 。 
ハモ ンド ・ オ ル ガ ン が リフ を 固め る プル ー ス ・ ロ ッ ク ・ ベ ー ス で も 
ある が 、 薄 味 だ 。 ヴォー カル コー ラス は それ こそ ビー トル ズ 流 れ 
の '60 年 代物 。 そ れ で も 曲調 が 一 転 し た り し て 、 意欲 的 な 所 も 見 え 隠 
れ す る 。 CD に は "71 年 ミュ ン ヘ ン で の ライ ヴ ・ テ イク が 2 曲 追加 され 
て いる 。 ハ ー モ ニカ ・ プ レイ も 込み の 演奏 。 (松本 ) 





SUDPOOL PROJECT 

TIme IS A Tamgo/Yokohama 
Suite 

CD/Bellaphon CDLR 45032 "91 年 





MP) 


SUDPOOL PROJECT は 、 その 名 の 通り 、 南 ドイ ツ 出 身 の 重 要 な ジ 
ャ ズ ・ ミ ュー ジ シ ャ ン を 支援 する た め に '89 年 に 組織 され た プロ ジェ 
クト だ 。 その 第 1 作 と し て 制作 され た 本 アル バム で は ベル ント ・ コ 
ン ラ ー ト と ヘル ベルト ・ ヨ ー ス の ふた り に スポ ッ ト ラ イト を 当て 、 
ふた り の 曲 を 1 曲 ずつ 採り 上 げ て いる 。 最近 の ヨー ロッ パ ・ ジ ャ ズ ・ 
シー ン で は 幾つ か の 大 変 優れ た 先鋭 的 な ジャ ズ ・ オ ー ケ スト ラ が シ 
ー ン の 牽引 役 と な っ て 、 大 き な 業 績 を 上 げ て いる が 、 こ の SUDPOOL 
PROJECT の 演奏 も 負け じ 劣 ら ず の 素晴らし い 力 の こも っ た 演奏 を 聴 
か せ て くれ る 。 当然 の よう に ジャ ズ と 現代 音楽 が 不可 分 の 状態 で 高 
密度 の 融合 を 見 せ する 。 ロ ー レ ン ・ ニ ュー トン の ヴォ ー カ ル は M・ ウ 
ェ ス ト プ ル ッ ク の 音楽 に も 肉薄 し よう と し て いる 。 (坂本 ) 





TANZBAR 
Tanzhar 
LP/Nature 0060.063 77 年 


「 踊 る 熊 」 の 名 を も つ マ ン ハ イム の エレ クト リッ ク ・ ト ラッ ド ・ グ 
ルー プ 。 男 性 3 名 、 女 性 3 名 の 計 6 名 で 同国 の 代表 格 、 オ ウ ゲ ン ヴ 
ァ イ デ と 同系 統 の 中 世 志 向 を 持っ た トラ ッ ド ・ チ ュー ン を 奏で る 。 
オウ ゲン ヴァ イデ ほど リズ ム を 前 面 に 由 し て いな いた め 一 聴 し た 印 
象 は や や 地味 だ が 、 メ ン バ パー 全員 に よる コー ラス ・ ハ ー モ ニー や フ 
ルー ト 、 グ ロッ ケン の 暫 き は 非常 に 心地 良く 、 聴 け ば 聴く ほど 味 が 
出 て くる 。 数 曲 で リー ド を 取る 女性 シン ガー は 声質 、 歌 唱 力 共 特筆 
も の で 、 特 に バラ ー ド ・ ナ ン バ ー で は その 力量 が 余す と ころ な く 発 
揮 さ れ て いる (ドイ ツ 系 トラ ッ ド の バラ ー ド に は ケル ト の 「 崇 集 さ 」 
と は また 異質 の 深み が ある 。 ヘルダー リン 1 st の 名 唱 、^Peter” を 思 
い 由 し て ほぼ しい)。 (内 田 ) 








TETRAGON 
Nature 
LP/Eine Soma SM 1 "71 年 





ドイ ツ 北 部 、 オ スナ ブル ッ ク 出 身 。'70 年 に は 、 ギ タリ スト 参加 以 
前 の キー ボー ド ・ ト リオ で 前 身 に 当たる TRIKOLON 名 義 作 「Cluster」 
を 150 枚 限定 リリ ー ス 。 これ は 4 曲 入 り で 、 サ イケ デリ ッ ク な オル ガ 
ン や ピア ノ を 多用 し た NICE の 亜流 作風 な が ら 、 明 ら か に 当 グ ルー プ 
の 布石 に 、 そ し て グル ー プ の 歩み が 当 キ ー ボ ー ド 毒 者 の それ で ある 
こと も 明か す 。 本 作 の A① は バッ ハ 、B① は バー ンス タイ ン の 作 を ア 
レン ジ 。 更 に ジャ ズ 感 覚 も 備わり 、 ハ モン ド ・ オ ル ガ ン の 洗練 と 多 
用 が 映え る 高 水準 の 自主 製作 。 近 年 、 キ ー ボ ー ダ ー は ウド ・ リ ン デ 
ンベルグ の バン ド で 活動 。 (松本 ) 








THINK 
Variety 


LP/Menge MEL 3301 '73 年 


元 オ ー ケ スト ラ 楽 団 出 身 の 3 人 の ハン ガリ ー 人 と ドイ ツ 人 3 人 で 
結成 され た THINK の 唯一 の 作品 。 さ す が に 演奏 の 方 は 安心 し て 聴け 
る 。 つ や や か な ヴァ イオ リン や フル ー ト 、 軽 快 な オル ガン や ドラ ム 
ス 、 プ リティ ッシュ を 強く 感じ させ る ヴォ ー カ ル 、 展 開 の 多い 曲想 
は 、 し っ か り と し た アレ ンジ に 支え られ て 心地 良く 耳 に 響く 。 全 体 
的 に は クラ シッ ク 色 、 ジ ャ ズ 色 を 伴っ た プロ グレ ・ サ ウン ド だ が 、 
B 面 の 大 曲 で は ブル ー ス を ほろ 酔い 気分 で 聴か せる な ど 幅 広い 音楽 
性 を 里 わ せる 。 ジャー マン ・ ロ ッ ク の 中 で も 超 マ イナ ー な コレ クタ 
ー ズ ・ ア イ テ ム だ が 、 決 し て B 級 など で は な く 、 こ れ が イギリス の 
バン ド な ら も っ と 上 騒が れ て いる は ず だ 。 ジャーマン 色 は 薄い 。 

(高森 ) 





76 ど 








THIRD EYE 
Third EVe 


LP/Ring 01004 76 年 








THIRD EYE は この 1 作 目 以後 、「Connexion」(Ring 1030、77 年 ) 
と 「Live」(View VS 0021、'82 年 ) を 由 し て いる 。 ど ちら も 、 パ ー 
カッ ショ ン を 多用 し た あり が ちな ジャ ズ ・ サ ウン ド に な っ て いて 、 
デビ ュー 作 の よう に 興味 を ひく 所 は な か っ た と 記憶 し て いる 。 こ の 
アル バム は ジャ ズ ・ ク ァ ル テッ ト が メロ トロ ン を 使っ た 珍し い 例 で 、 
ピア ノ と 合わ せ て 結構 シン フォ ニッ ク な 効果 を あげ て いる 。 全 曲 と 
は 言わ な い が 、 そ れ だ け に ジャ ズ ・ ベ ー ス と は 言っ て も 曲 も メロ デ 
ィ ア ス で 、 往 年 の プロ グレ ・ フ ァ ン に は 興味 の 対象 に な り 得る は ず 。 
特に A 面 の 後半 部 で の 、 ピ アノ の ひく メロ ディ に メロ トロ ン に よる コ 
ー ラ ス が 広がり を 加え て いく 辺り な ど 中 々 の も の だ 。B① の クラ シカ 
ル ・ タ ッ チ の ピア ノ も いい 。 (松本 ) 


THIRSTY MOON 
Thirsty Mom 


LP/Brain 1021 '72 年 





ドラ ム 、 エ レビ ピ 、 コ ン ガ 、 サ ックス 、 ベ ペー ス 、 ギ ター、 オ ル ガ ン 
と いう 構成 の 7 人 グル ー プ に よる 作品 、 プ ロ デ ュ ー ス は Conny Plank 
に よる 。 A 面 で は 、 サ ックス と ギタ ー、 ド ラム や パー カッ ショ ン が 
澤 然 一 体 と な かっ て パワ フル な 演奏 を 繰り 広げ て お り 、 そ の リズ ム は 
ラテ ン 系 の ノリ を 感じ させ る 。B 面 に 収め られ た 20 分 を 越す 大 曲 で 
は 、 音 の 厚み を 変え た り テ ン ポ に 緩急 を つけ る な ど 、 メ リハ リ の あ 
る ドラ マチ ッ ク な 展開 を 目指 し て いる 。 当時 流行 の フェ イザ ー を 用 
いた 「 コ ミッ ク ・ サ ウン ド 」 が 、 今 と な っ て は 懐か し く 感 じ ら れ る 。 
また 、 曲 の 所 々 に 挿入 され て いる 効果 斉 の 生々 し さ に は ドキ リ と さ 
せら れる 。 グ ルー プ は 、 そ の 他 に も 3 枚 の アル バム を 当 レ ー ベ ル に 
残し て いる 。 (Helmut) 





THIRSTY MOON 
Youll Never Come Back 
LP/Brain 1041 '73 年 





THIRSTY MOON に は 計 5 枚 の アル バム が ある 。 こ れ は 2 作 目 に 当 
る も の で 以後 「Blitz」(Brain 1079、'75 年 ) 「A Real Good Time」 
(Brain 1079、'76 年 ) 「Starchaser」 (Sky 053、'81 年 ) と 続く 。 全 体 
に は 少し アフ ロ が か っ た よう な ジャ ズ 寄 り の ロッ ク て で 煮え 切ら な さ 
も 残る が 、10 分 台 の 二 つ の ナン バー で は 、 各 々 、 ハ モン ド ・ オ ル ガ 
ン 中 心 の アグ レッ シ ヴ な サウ ンド と 、 エ レク トリ ッ ク ・ ピ アノ と フ 
ルー ト 等 を 中 心 に し た フロ ー テ ィング な サウ ンド が 意欲 的 な 所 を 見 
せる 。 コ ン ガ を 含む リズ ム 系 が 走り 出す と 、EMERGENCY 等 に 共通 
する Brain レ ー ベ ル に あり が ちな 特徴 の な い ジ ャ ズ 寄 り の サウ ンド に 
な っ て し まう 反面 で 、 オルガ ン や フル ー ト を 生か し た 波 の 引い て い 
く よ う な 静か な ニュ アン ス を 出し 得る バン ド だ 。 (松本 ) 


THOMAS ETHELM 
(Switzerland) 
ShaveHd 

LP/Spoon 014 '81 年 





CAN の イル ミン ・ シ ュ ミ ッ ト の プロ デュ ー ス に より 本 作 を 発表 し 
た スイ ス 人 、 ト ー マ ス ・ デ ィ ー セ ルム に つい て 、 例 えば その 経歴 、 前 
後 の 作品 等 に 関す る 知識 を 筆者 は 持た な い 。 た だ 確か な の は これ が 
素晴らし い ア ル バ ム で あり 、 聴 く 者 に 極上 の ひと と き を 提供 し て く 
れる こと 。 時 に ディ レイ や ハー モナ イザ ー が 加え られ た 彼 の アコ ー 
ステ ィ ッ ク ・ ギ ター と ヴォ ー カ ル を 中 心 に 、 ヴ ァ イ オ リン や パー カ 
ッ シ ョ ン が 踊る 曲 の 懐 に ほ の 見 える 中 近東 スペ イン 、 東 欧 一 ジ プ 
シー 音楽 の 影 と その 風景 。PENGUIN CAFE ORCHESTRA の 洗練 、 
DURUTTI COLUMN の 静 詳 の 代わ り に 土着 性 が 息づく 本 作 は ライ ナ 
ー の 言葉 を 借り る な ら 「 汎 ヨー ロッ パ 的 音楽 」 と 言え よう か 。 モ ノ ク ロ 
の 内 の 豊か な 陰影 は 欧州 シー ン の 奥深 さ を も 示唆 し て いる 。 (高山 ) 








THRICE MICE 
Thrice Mice/ 
LP/Philips 6305 104 71 年 








単発 の ジャ ズブ ルー ス ・ ロ ッ ク 作 。 6 人 編成 の うち 、 サ ックス 
奏者 の 比重 が 大 きく 、 少 し た より な い キ ー ボ ー ド と 協 合 し て 比較 的 
特徴 の ある サウ ンド づく り を し て いる 。70 年 代 頭 らし く 重 さも ある 。 
こじ つけ た よう な へ ヴィ な ギタ ー・ ソ ロ も あっ た り し て 、 中 々 ジャ 
ー マ ン の B 級 らし い 歪 ん だ 構成 が その 筋 に アピ ー ル する は ず 。 全 4 
曲 、 と どれ も ロン グ ・ ナ ン バ ー。 う まく は な い が 、 イ ン パ クト は あ 
る 。 特 に サッ クス の ドロ ッ と し た トー ン が 全体 の サウ ンド に 、 こ れ 
また と っ て つけ た よう に 乗り 、 知 ら ず 知ら ず の 間 に 、 全 体 を 引き 上 
げた り し て 、 歪 つ な の も が 一 丸 と な っ て ドッ カ と や っ て くる 。 暗め 
の イメ ー ジ の アル バム だ 。 要 する に Metronome も の に XHOL が 突っ 込 
ん だ よう な 内 容 だ が 、 曲 は 走ら ず ハ ー ド ・ ロ ッ ク 感 は 薄い 。( 松 本) 





TIBET 
Tihet 


LP /Bellaphon LC 1421 '79 年 
CD/(Fr.)Musea FGBG 4115 





B 級 作品 の 多い ベラ フォ ン ・ レ ー ベ ル で ある が 、 こ の ティ ベッ ト が 
残し た 唯一 の 作品 は 、 他 の ベラ フォ ン の 作品 群 と は 一 線 を 画す 完成 
度 を 持っ て いる と いえ る 。 6 人 編成 だ が 、 基 本 と な る の は 2 人 の キ 
ー ボ ー ド 奏者 で 、 特 に ハモ ンド ・ オ ル ガ ン の 響き と メロ トロ ン の 哀 
甘 が 耳 に つく 。 A 面 4 曲 B 面 3 曲 が 収 録 さ れ て いる 。 ど の 曲 も 水準 以 
上 の 作品 で ある が 、 特に A③ の 輝き が 白眉 で ある 。 曲 と 構成 自体 は 単 
純 で ある の だ が 、 メ ン バ ー の 感情 移入 の 成せ る 業 で あろ うか 。 ド イ 
ツ 的 な 部 分 と オラ ンダ 的 な 感覚 が 感じ られ る が 、 それら は 全て あの 
70 年 代 の 熱い シー ン に 想い を 馳せ る に は 十分 な も の 。 (今野 ) 





7 らら 











TOM BOMBADIL FOLKBAND 
Roter Mem 
LP/(private press)8701 '? 年 





ディ ジタル ・ マ スタ リン グ の クレ ジッ ト が ある の で 、 お そら く 80 
年 代 半 ば に 制作 され た も の と 思わ れる 。 古 く か ら 伝 わる 民謡 や 舞曲 
の テー マ を 編曲 し て 新しい 解釈 を 与え た り 、 自 作 の 曲 を トラ ディ シ 
ョ ナル ・ フ ォ ー ク ・ ロ ッ ク 風 に アレ ンジ し て 演奏 し た 作品 。 プ サル 
テリ ウム (中 世 の 弦 楽器 ) 、 ヴ ァ イ オ リン 、 ハ ー プ の 他 に 、 プ ズー キ 、 
バグ パイ プ と いっ た 特色 の ある 楽器 や シン セ 、E・ ギ ター、 サ ッ ク 
ス な ど 多 数 の 楽器 を 加え て いる 。 5 人 の 演奏 者 が それ ぞ れ 複数 の 楽 
器 を こなし 、 少 な い 人 数 で 多彩 な 表現 を 可能 に し て いる 。 男 性 ヴォ 
ー カ ル に よる 唄 は あま り 上 手 く は な い が 、 京 惑 を 帯び て 懐か し さ の 
漂う 演奏 に は 何と も 言え な い 魅 力 が ある 。 ゲ ルマン 民族 の 心 の 素地 
に 触れ る こと が で きる 作品 の ひと つ で ある 。 (Helmut) 


TOMORROW'S 還 FT 
Gi0odhye Future 
LP/Spiegelei 28 515-5U 73 年 





し ば し イン ター コー ド の 名 称 を 併用 する スピ ー ゲ ライ ・ レ ー ベ ル 
に は 多数 の 良質 な 作品 が ある が 本 作 は シン フォ ニッ ク 傾 向 に ある 同 
レー ベル に あっ て フリ ー・ パ ー ト を 重視 し た 良質 作 と 言え よう 。 前 
作 「 ト ゥ モロ ウズ ・ ギ フト 」(PLUS1 十 2) で は 女性 ヴォ ー カ ル を 中 
心 に あたり きた り の ロッ ク を 演 っ て いた が この 2nd で は 部 分 的 に 聴か 
れる シン フォ ニッ ク な キー ボー ド 、 糧 々 と 響き 渡る ギタ ー が フリ ー・ 
スタ イル の ドラ ム 、 ベ ー ス に 溶け 込み 小 変化 に 富む や や 眼 想 的 な 淡々 
と し た サウ ンド を 展開 し て いる 。 グ ルー プ は 本 作 後 消滅 し 3 人 の メ 
ン バ ー の うち ヴォ ルフ ガン グ (ザッ パ ) ・ リ ンド ナー (Dr) は 実験 作 
風 の デ ュ オ 作 を 1 枚 発表 その 後 こ の 3 人 に メン バー が 加わ り リ リー 
ス ・ ミ ュー ジッ ク ・ オ ー ケ スト ラ が 始動 する 。 (松本 ) 


TOMORROW'S 回 FT 
Tomorrow's ft 


LP /Plus plus 1 十 2 70 年 
CD/Second Battle SB 017 





バタ バタ と し た サイ ケ月 れ の 展開 に フル ー ト や 舌 足ら ず の 女性 ヴ 
ォ ー カ ル が か ら み 、 メ ロト ロン まで 飛び 出す この アル バム は 、「 勢 い 
で 作り まし た 」 的 な ノリ に 支配 され て いる が 、 決 し て タレ 流し に 終 
っ て は いな い 。 勇み足 の 多い ドラ ム ス は 愛敬 と し て も 、 ユ ー モ ア も 
兼ね 備え た ジャ ー ジ ィ な フル ー ト 、 ピ アノ 、 オ ル ガ ン を 使い 分 ける 
キー ボー ド 、 控 え 目 な が ら 堅 実 な ギタ ー や ベー ス 、 随 所 に 見 られ る 
変 拍子 な ど 聴 き 所 は 多い 。 サイ ケ か ら フ ォ ー ク 、 ジ ャ ズ 、 プ ログ レ 、 
ハー ド ・ ロ ッ ク と 多様 な 音楽 性 が は ぐら か し ? 的 曲 展開 に よっ て 
狼 雑 化し 、 能 天気 めい た 明る さも 手伝っ て か 変質 し て し まっ て いる 
が 、 時 代 の 様相 を 見 事 に 反映 させ て いる 。 “時 代 が 見 える ? 格 好 の ア 
ル バ ム で ある 。 (高森 ) 


TON・ART(Austrla) 
Mal Vu. Mal Dit. 


LP/Hat Hut hatARTCD6088 "91 年 





十 二 音 に よる 複雑 な 作曲 と 「 ジ ャ ズ 」 の オー プン な スイ ング 感 の 
モザ イク を 、 級 密 な 室内 楽 的 な アン サン ブル が 支え て いた 前 作 『Z 』 
(HAT HUT) の 編成 (tp、as、bcl、g、b、dr) に 、 さ ら に フレ ンチ ・ 
ホル ン 、 バ ロッ ク ・ オ ー ボ エ 、 チ ェ ロ を 加え 、 サ ウン ド の 香り 高 さ 
と オー ケス トレ ーション の 奥行 き を 増す と と も に 、 モ ザイ ク を 構成 
する 相反 する 諸 要 素 は 、 充 分 な 吉成 を 経て トロ リ と ひと つ に 溶け 合 
っ て いる 。 メ ロディ アス な か 変奏 と リズ ミッ ク な か な 交替 、 映 画 音楽 的 な 
情景 提示 と 演劇 的 な 対比 、 パ ロディ ッ ク な コラ ー ジ ュ と 滑ら か な イ 
ンプ ロ ヴ ィ ゼ ーション が 、 カ ラフ ル な 音 の 厚み の 中 で 重ね 合わ され 
同時 に 進行 し て いく 。 こ うし た 試み を 作曲 側 か ら で は な く 、 逆 に 即 
興 側 か ら 探求 し よう と する 別 プ ロジ ェクト `Qui.t? も ある 。 (福島 ) 





TON STINE SCHERBEN 
Warm Gihet Es Mir So Dreckig? 
LP/Shneeball 0008 71 年 





「 何 で 俺 は こん な に 調子 が 悪い ん だ ? 」 と いう 慎 り を ぶつ けた 作品 。 
グル ー プ の スタ ー ト は 、 ギ ター を 中 心 に 据え た フォ ー ク ・ バ ンド に 
あっ た と 思わ れる 。 し か し 本 作 で は E・ ギ ター、 ド ラム 等 を 加え て 、 
と て も 荒 々 し く ア グレ ッ シ プ な ロッ ク を 演奏 し て いる 。 曲 の 作り 方 
は シン プル で 、 シ ャ ウト する よう な ボー カル と 型 に は まっ た フレ ー 
ズ が 何 度 も 繰り 返さ れる うち に 、 聴 衆 が だ ん だ ん と 引き 込ま れ て ゆ 
く と いっ た タイ プ の も の で ある 。 あ くま で も スト レー ト て で 正直 な 音 
楽 性 に 、 あ る 種 の 好感 を 持て る 内 容 で ある 。 本 作 は ライ ブ 録 音 の た 
め 少 し 音質 の 悪い 部 分 が ある が 、 な ん ら 本 質 を 損なっ て は いな い の 
で 、 ご 容 心 を ……。 グ ルー プ は 、 他 に も 約 10 枚 の アル バム を 制作 し 
て いる 。 (Helmut) 





TORTILLA FLAT 
Flr Eim 3/4 Stlndche 


LP/(private press)TF-0175 '74 年 


(WUillRihi 


II 








elp 奏 者 と perc 奏 者 を 含め て 6 人 編成 。 と て も 自主 製作 と は 思え な 
い ス リリ ング な 演奏 が 聴け る 。 切れ の ある ジャ ズ プ ロッ ク の スタ イ 
ル 。 し か も フュ ー ジ ョ ン ・ ミ ュー ジッ ク の よう な 、 あ りき た り の メ 
ロディ と 歯 が 浮 く よ う な こび は ほとん ど な い 。 ピ リッ と し た 曲調 と 
それ に 見 合う 演奏 力 を 伴っ た 軽快 な 曲 の 運び 、 そ し て フル ー ト を フ 
ィ ー チ ュ ア し た 柔らか さ 、 ど こ を と っ て も 自主 製作 と は 思え な い 内 
容 に 驚く 。 変 な 曲調 も 多く 、 残響 音 を 生か し た り 、 パー カッ ショ ン 
パー ト が あっ た り と 、 一 筋 縄 で は な い 。 明確 な サウ ンド ・ コ ント ロ 
ー ル を 感じ させ る 。 と り わ け elp の 力量 は 目立つ 。 駆け 回 る か と 思え 
ば 、 こ れ に 応じ て また リズ ム ・ セ クシ ョ ン も 適 確 に 動け る 。ARTI& 
MESTIERI 型 サウ ンド 。 幻 の 名 作 。 (松本 ) 
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TRILOGUE 


TRILOGUE - LIVEI 


IVE/ 
|AUBERT MANGELSDDRFF- Live/ 
HUDRNIII に 理由 NiD4 


LP/MPS 77 年 
CD/ ボ リド ー ル POCJ-2162 





TRILOGUE は 776 年 11 月 、 ベ ルリ ン ・ ジ ャ ズ ・ フ ェ ス ティ ヴァ ル で 
唯一 の 演奏 を 行なっ た 、 驚 異 の トリ オ だ 。 ア ル バ ー ト ・ マ ン ゲ ルス 
ドル フ (tb) と アル フォ ンス ・ ム ゾー ン (d) を 共演 させ よう と いう 
ヨアヒム ・E・ ベ ー レ ント の 企画 で 、 最 後 ま で 難航 し た ベー シス ト 選 
びに 土壇場 で 決定 し た の が 、 一 番 実現 し そう も な か っ た ジャ コ ・ パ 
スト リア ス だ っ た 。 ち ょ うど WEATHER REPORT の 『Heavy Weather』 
の レコ ー デ ィング の さなか だ っ た と いう か ら 、 パ スト リア ス の 最も 
充実 し て いた 時 期 の セッ ショ ン と いう こと に な る 。 3 人 の 共演 が 既 
に し て 桁外れ の 事件 だ が 、 銘 々 が それ ぞ れ の 実力 を 遺 層 な く 発 揮 し 、 
し か も 高い テン ショ ン で 噛み 合っ て いる 。 とりわけ マン ゲル ス ド ル 
フ の ヴァ ー チ ュ オ ー ソ ぶり に は 感嘆 し きり 。 (坂本 ) 


TRITONUS 
Tritemus 
LP/BASF 17 22384-1 75 年 





エマ ー ソ ン ・ レ イク & パ ー マ ー に 影響 を 受け て 結成 され た キー ボ 
ー ド ・ ト リオ は 、 世 界 各 国 に 数 多く 存在 する が 、 残 し た アル バム こ 
そ 2 枚 と 少な いも の の 、 ド イツ に お いて 、 ト リア ン ヴ ァ ラ ー ト に 次 
いで 知ら れ た グル ー プ が トリ トナ ス で ある 。 ビ ピア ノ 、 オ ル ガ ン 、 シ 
ン セ サイ ザー を 巧み に 演奏 する ペー ター・ ザ イラ ー の キー ボー ド ・ 
プレ イヤ ー と し て の 実力 は 、 ト リア ン ヴ ィ ラ ー ト の ハン ス ・ ユ ル ゲ 
ン ・ フ リッ ツ に 匹敵 する 。 独創 性 、 曲 自体 の 出来 、 魅 力 と いう 点 で 
見 れ ば 、 彼 の 才能 は 傑出 し た も の と 言え な い が 、 プ レイ ヤー と し て 
の 力量 は 並々 な ら ぬ も の が あり 、 十 分 に 評価 出来 る 。 何 を 基準 に 音 
楽 を 判断 する か 、 そ うし た こと を 考え させ る 作品 で も ある 。 (賀川 ) 





TRITONUS 
Between The Universe 
LP/Acanta 229467 76 年 





トリ トナ ス の セカ ンド 。 前作 の エマ ー ソ ン ・ レ イク & パ ー マ ー 色 
が 薄 ま り 、 独 自 の スタ イル を 作り 出 そ う と いう 意気 込み が 須 わ れる 。 
シン セ サ イ ザー、 オ ル ガ ン を テク ニカ ル に 弾き 推 る 部 分 が 少な く な 
り 、 シ ン セ サイ ザー 中 心 の ゆっ た り し た 演奏 を 取り 入れ 、 叙 景 的 サ 
ウン ド を 作り 出し て いる 。 し か し 、 そ の 種 の も の と し て は 平均 的 な 
出来 で あり 、 や や 魅力 に 逐 し い 。 キ ー ボ ー ド 中 心 の テク ニカ ル な シ 
ン フ ォ ニ ッ ク ・ ロ ッ ク と し て は 、 エ マー ソン ・ レ イク & パ ー マ ー を 
越え る こと が 出来 な いと 悟っ た ペー ター・ ザ イラ ー の 苦悩 が 感じ ら 
4 の 店 責 75 証 四 2SI 二 シク (の HH 庫 222 コー 
ある 程度 の 才能 が ある だ け で は 、 傑 出し た 作品 を 作る こと が 出来 な 
いと いう 一 例 で も ある 。 (賀川 ) 


TRIUMVIRAT 
Mediterranean Tales 


LP /EMI Harvest 1C062-29441 '72 年 
CD/EMI-Electrola 795367 2 





「 ド イツ の エマ ー ソ ン ・ レ イク & パ ー マ ー」 の 異名 を 持つ トリ アン 
ヴィ ラー ト 。 そ の 種 の タイ プ (キー ボー ド ・ ト リオ に よる シン フォ 
ニッ ク ・ ロ ッ ク ) の バン ド と し て は 、 本 家 は 別に し て 、 最 も 知名 度 
が 高く 、 成 功 し た グル ー プ で ある 。 そ ん な 彼ら の デビ ュ ウ 作 。 キ ー 
ポー ド ・ プ レイ ヤー、 ハ ンス ・ ユ ル ゲ ン ・ フ リッ ツ の テク ニッ ク は 
素晴らし く 、 そ れ だ け で ファ ン を 魅了 する も の が ある 。 フ ァ ー ス ト ・ 
アル バム と いう こと も あっ て か 、 並 々 な ら め ぬ 意 欲 を 感じ させ る プレ 
イ で 、 き お し い 気 味 の 感 も な いで は な い 。 それ を 好意 的 に 思う か どう 
か は 意見 の 分 か れる と ころ で も ある 。 曲 自体 の 完成 度 に お いて は 、 
以後 の 作品 に 一 歩 譲 る も の の 、 テ クニ カル な キー ボー ド ・ プ レイ を 
好む 人 に と っ て は 必聴 の 一 枚 と 言え る 。 (賀川 ) 








TRIUMVIRAT 
Ilusions On A Douhle Dimpmle 


LP /Harvest IC 062-29 491 74 年 
CD/EMI IC538-7 95366 2 





^ ド イツ の EL&P” の 異名 を 持つ TRIUMVIRAT の セカ ンド 。 本 作 で 
の メン バー は ユル ゲン ・ フ リッ ツ (Key、Vo) ヘル ムー ト ・ ケ レン (B、 
G、Vo) ハン ス ・ バ セル ト (Perc) 。 各々 A 面 が 「lllusions On A Double 
Dimple」B 面 が 「Mister Ten Percent」 と 題 さ れ た 組曲 形式 と な っ 
て いる 。 ユ ル ゲ ン の アレ ンジ に よる オー ケス トラ や 合唱 団 を 時 に 加 
え 、 エ マー ソン 的 な キー ボー ド を 中 心 に 進行 する 様 は 、 な る ほど そ 
の 呼称 に 相応 し い 。 ユ ル ゲ ン を 始め と し た 各 人 の 技量 と 米 で も 受け 
入れ られ そう な ヴォ ー カ ル 部 の し っ か り と し た メロ ディ は 、 テ クニ 
ッ ク に 価値 を 求め ず 心 情 や 理論 理念 で 勝負 の 当時 の ドイ ツ 勢 に あっ 
て は むし ろ 異 色 か 。 EL&P フ ァ ン な ら ず と も 、 一 国 に 対す る 一 面 的 な 
見 方 を 排 す る 意味 で も 聴い て 頂き た い 。 (高山 ) 





TRIUMVIRAT 
Spartacus 


LP /Harvest IC 062-29-567 75 年 
CD/EMI-Electrola CDP7 92970 2 





彼 等 の 3 枚 目 で ある 本 作 は スパ ル タ カ ス を 題材 に し た トー タル ・ 
アル バム で ある 。 ド イツ の ナイ スーELP と 言わ れ た 彼 等 だ が 、 そ の 原 
因 は バン ド 編 成 と ハン ツ ・ ユ ル ゲ ン ・ フ リッ ツ と キー ボー ド ・ ワ ー 
ク が 比較 的 人 て いた 人 為 で あろ う 。 ド イツ 臭 さ は 全く 無く 、 プ リティ 
ッシュ 指向 の バン ド で は ある が 、 曲 の セン ス の 良さ は 特筆 に 値する 。 
又 、 歌 詩 の 出来 も 良く 特に B 面 の 流れ は 名 調子 で ある と 言え よう 。 バ 
ンド は この 後 ド ラマ ー を 代え 、 さ ら に ヴォ ー カ リス ト を 加え 「Old Loves 
Die Hard」('76) を 発表 し て いる 。 他 に アル バム と し て は 1st「Mediter- 
ranean Tales」('72) 、「Illusion On A Double Dimple」('74) 、「A La 
Carte」('78) 、「Russian Roulete」('80) が ある 。 (Chihiro S.) 
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TRIUMVIRAT 
Old Loves Die Hard 


LP /EMI IC 064-29-567 76 年 
CD/EMI 7243 8 28036 2 1 





EL&P か ら の 直接 的 な 影響 を 受け た トリ アン ヴィ ラー ト 。 特に キ 
ー ボ ー ダ ー の ハン ス ・ ユ ル ゲ ン ・ フ リッ ツ の キー ボー ド ・ ワ ー ク は 
エマ ー ソ ン を 手 本 に し た も の で ある 。 し か し 、EL&P は 、 当 時 、 決 
し て 使用 し な か っ た スト リン グ ス 系 の キー ボー ド を 多用 し て いる の 
が この グル ー プ の 特徴 だ 。 セ カン ド 「lllusions 上 」 か ら フ ィ フス 「Pompei」 
あたり まで が 彼 等 の 全盛 期 で 2 一 4 (本 作 ) まで は それ 程 違い の な 
い 、 構 成 力 の し っ か り と し た 良質 の シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク ・ サ ウ 
ンド で 、 本 作 は 小品 集 な が ら 、 どれ も 水準 の 高い 曲 で ある 。 似 て い 
る と いう こと に 目 を つぶ れ ば 、 これ程 の 高 水準 の グル ー プ は めった 
に いる も の で は な い 。 5 作 目 「Pompei」 は ヴォ ー カ ル の 比重 が 増し 、 





(NEW)TRIUMVIRAT 

PO0mpeii 

LP /EMI Harvest 1C 064-32466 77 年 
CD/EMI 7243 8 28035 2 1 


トリ アン ヴィ ラー ト 、5 枚 目 の ア ル バ ム 。 ニ ュー・ ト リア ン ヴ ィ 
ラー ト の 第 一 作 で も ある 。 ユ ル ゲ ン ・ フ リッ ツ 以 外 の メン バー は 全 
て 交替 し 、 キ ー ボ ー ド 、 ド ラム ス 、 ベ ー ス 、 ヴ ォ ー カ ル の 4 人 編成 
に な っ て いる 。 ポンペイ 火山 の 噴火 を テー マ に し た トー タル ・ ア ル 
バム で ある が 、 フ リッ ツ と 他 の メン バー の 力量 の 差 は 著しく 、 グ ル 
ー プ と し て の バラ ンス に 欠け る 感 は 否め な い 。 本 作 以 後 、 サ ウン ド 
が より ポッ プ な も の へ と 変化 する が 、 そ れ を 予感 させ る 箇所 も ある 。 
し か し 、 フ リッ ツ の プレ イ に 限定 し て 聴く な ら ば 、 そ れ な り に 魅力 
的 な 作品 と 言え る 。 多 少 シ ンプ ル な 部 分 も ある も の の 、 そ の 端正 な 
演奏 は 、 初 期 の 作品 に 見 られ た き お いも な く 、 彼 の 実力 を 物語 っ て 





ロッ ク 色 が 強い 為 、 好 き 嫌 い を わけ そう か な 作品 。 (山崎 ) いる 。 (賀川 ) 
軸 | TROYA TRY 
“ | Poimt Of Erumtion Just A Try 


LP /Forder Turm T5476 74 年 
CD/Lost Pipe Dreams LP 016 CD 


7f01Q 


poimt of eruption 








自主 製作 に 近い 形 で 発売 され た こと で も あり 、 同 時 期 の 大 手 レー 
ベル の レコ ー ド と 比べ る と 、 音 質 的 に 見 劣り する の は いた 仕方 な い 。 
それ で も 、 こ の TROYA が 残し た 唯一 の アル バム は 捨て 難い 魅力 を 持 
っ て いる 。 タ イプ と し て は 、 NOVALIS, FAITHFUL BREATH に 近く 、 
メロ ディ を 重視 し た キー ボー ド を メイ ン に し た 音 作り と な っ て いる 。 
テク ニッ ク は 当時 と し て は 水準 は いっ て いる も の の 、 今 ひと つと い 
っ た と ころ 。 彼 ら の 本 領 は じっくり と 曲 を 盛り 上 げ て 行く ドラ マチ 
ッ ク な 曲 作 り に ある 。 と な る と 、 A②、B③ が 本 作 の 代表 的 な 曲 と 
いえ よう 。FAITHFUL BREATH を 以前 再発 し た Coda よ り 、 本 作 も LP 
再発 され た 後 、 最近 に な っ て CD 再発 され た 。 その後 メン バー 4 人 に 
つい て は 分 っ て いな い の が 残念 。 (吉瀬 ) 





LP/View VGNS 2004 "8O 年 














クレ ジッ ト は 、b、 vo を 含め て 4 人 が 並 記さ れ て は いる も の の 、 あ 
くま で も ゲス ト 参 加 の よう で 、TRY な る この バン ド は Michael Lapp 
と Amadeus Reinek の 二 人 が 正体 の も よう 。 そ れ は 音 の 方 に は っ きり 
と 示さ れ て いる 。Kbd と g を 中 心 に し た どちら か と 言え ば アコ ー ス テ 
ィ ッ ク 色 の ある 内 容 で 、 音 は クリ アー、 楽 器 の 種類 は 多く 、 何 より 
M. オ ー ル ド フ ィ ー ル ド 等 が 持ち 合わ せ て いる 夢想 感 が ある 。 安 受け 
合い の シン フォ ニッ ク ・ サ ウン ド で は な く ク ラシック ・ タ ッ チ の シ 
リア ス さ 、 ぜ い 肉 の な い ト ー ン で 1 枚 を 通し て いる 。 た だ 総 べ て の 
音 が ほぼ 均等 に 力強く 、 も う 少 し 陰影 の つく よう な 押し 引き が ほし 
いと ころ 。 サ ウン ド ・ コ ン セ プシ ョ ン が し っ か り し て いる の で 安定 
感 は ある 。 落ち 着き の ある 音楽 だ 。 (松本 ) 








ULI BECKERHOFF 
Camp0rondo 
CD/Nabel NABEL 4629 87 年 





ウリ ・ ベ ペッカ ー ホ フ が どう いう 経歴 の ミュ ー ジ シャ ン か は 全く 判 
ら な い 。 お そら く は ドイ ツ の ジャ ズ ・ ミ ュー ジ シ ャ ン だ と 思わ れる 
が 、 確 信 は な い 。 少な く と も この Nabel レ ー ベ ル に 2 枚 の アル バム が 
確認 され る 。 昔 か ら ド イツ の ジャ ズ ・ ミ ュー ジ シ ャ ン は ヨー ロッ パ 
各地 の 著名 な ミュ ー ジ シャ ン と 共演 し て 腕 を 上 げ 、 世 に 出 て 来る こ 
と が 多かっ た が 、 こ れ も そ ん な 経緯 が 連想 され る 作品 だ 。 元 SOFT 
MACHINE の 名 ドラ マー、 ジ ョ ン ・ マ ー シ ャ ル と 、 オ ラン ダ の 生ん だ 
オー ル ラ ウン ド ・ キ ー ボ ー ド ・ プ レイ ヤー、 ヤ スパ ー・ フ ァ ン ト フ 
を バ パック に 、 ベ ッ カ ー ホ フ が 自在 に トラ ン ペ ッ ト ・ ソ ロ を と る 。 月 
並み な ジャ ズ ・ セ ッ シ ョ ン と は 一 線 を 画 し て いる の は 、 全 体 に よく 
曲 が 書き 込ま れ て いる か ら だ ろう 。 納 得 の 行く 1 枚 。 (坂本 ) 





co や | UNDER CONTROL (Switzerland) 


Kroumjr 
LP/Konnex ST 5006 85 年 





大 注目 ギタ リス ト Christy Doran を 配 し た 痛快 ジャ ズ ロ ッ ク バ ンド 
の 唯一 の 録音 作品 。 ギ ター トリ オキ フル ー ト と いう 4 人 編成 な の だ 
が これ が ガン ガン ドラ イヴ し て いて 本 当 に 小気味 よい 。 こ の フル ー 
ト が メイ ン に 立っ て いる の だ が 、 こ いつ が 電気 的 エフ ェクト を か け 
まく っ て 吹っ切れ た プレ イ を し て いる の が この バ パンド の カラ ー。 フ 
レー ズ は か な り 変 な パタ ー ン を 持っ て き て いる の だ が リズ ム セ ク シ 
ョ ン が スト レー ト に 勝負 し て くる の で 真っ 当 な ジャ ズ ロ ッ ク の フィ 
ー ル ド で 勝負 と いう 感じ が 伝わっ て くる 。 時 た ま OZRIC TENTACLES 
の 味 が 見 える 部 分 も ある 。( こ の バン ド に は ドラ ッ グ 臭 さ は 全然 無い 
が ) 。 この 手 の 作品 は どの ジャ ン ル か ら も 評価 され な い が 、 せめ て 選 
定 能力 を 持っ て いる 我々 で らい は 注目 し よう で は な いか 。 (伊藤 ) 
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VI6TORY OF THE BETTER MAN 
Lutoniste 


CD/CMP "91 年 
/ ジ ムコ JICK 89706 





ハン ブル グ の レー ベル CMP と 言え ば 、J. キ ュー ン や M. ナ ウシ ー フ 
等 の 活動 で 知ら れる 先鋭 レー ベル だ が 、 近 時 一 層 の 幅 を 拡げ つつ あ 
る 。 こ の アル バム は そう し た 中 の 一 つ 。 メンバー は 既に キャ リア を 
持っ て お り 、 中 に は 元 NECRONOMICON と いう 経歴 も ある 。 内 容 を 
例え る な ら 、TALK TALK の 「Laughing Stock」 に アー サー・ プ ラ 
ウン の ヴォ ー カ ル を 入れ た 感じ で 、 朽 ち 果 て た よう な イメ ー ジ が あ 
る 。 ゴ シッ ク 色 が 強く 迷路 に 入り 込ん だ よう な 印象 を 抱か せる か も 
し れ な い 。 い か に も 薄暗く 湿っ て 重い ヨー ロッ パ 大 陸 な ら で は の 音 
と いう 気 が す る 。 ジャズ ・ サ ウン ド か ら 枠 を 破っ て 出 て きた CMP に 
あっ て 、 こ の アル バム は ロッ ク ・ サ ウン ド か ら 突 き 出 て いっ た 点 で 
異色 だ が 、 や は り ク オリ ティ は 充分 、 強 力作 に な っ て いる 。 (松本 ) 


"neger| VINEGAR 
0 Vimegar 
LP/(private press)WP 710101 '71 年 








オロ 司 づ 47721 


物悲しい ヴァ イオ リン の 響 き が 印象 に 残る この 作品 は 、'71 年 、Werner 
Purrmann と いう マイ ナー ?? レ ー ベ ル よ り 発 表 さ れ た 。'60 年 代 後 半 
の ヒッ ピー、 サ イケ 、 ア ー ト ・ ロ ッ ク 等 、 様 々 な 要素 を ご っ た 者 に 
し て 自分 達 な り に 消化 し た 様 な へ ヴィ な プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク を 
展開 し て いて 、 と て も 個性 的 、 且 つ 魅 力 的 な 内 容 を 誇っ て いる 。 ア 
ル バ ム 全 5 曲 共 に マイ ナー 調 の メロ ディ ・ ラ イン を 多用 し た 重厚 で 
け だ る い 有 雰囲気 が 支配 的 で ある 。 メンバー 7 人 に よる ハモ ンド 、 フ 
ァ ズ ・ ギ ター、 フ ルー ト 、 ヴ ァ イ オ リン 、 女 性 スキ ャ ッ ト 等 を 駆使 
し た 暗黒 サウ ンド は あく まで も ゲル マン 民族 の 血 が 流れ る 彼ら な ら 
で は の も の で ある 。 メンバー の その 後 の 動向 は 不明 で ある が 、 本 作 
の み で 次 を 消し て し まう に は あま り に も 残念 で ある 。 (松尾 ) 





VIENNA ART ORCHESTRA 
(Austria) 

SBrqDiOmIWMSie 

LP/Moers Music 02050 '86 年 





VA0 を 聴く 喜び と は 、 ロ ー レ ン ・ ニ ュー トン (vo) 、 ウ ォ ル フ ガ ン 
グ ・ シ ュ ニ ッ ク (as)、 ウ リ ・ シ ャ ー ラ ー(key 本 作 で は 冒頭 で タン ゴ 
を 奏で る メロ ディ カ が 凄い ) ら 、 個 性 豊か な 演奏 者 た ちの 技 の 法 え も 
さる こと な が ら 、 ま ず は 音楽 的 才気 を 黄金 色 に 薫る シャ ン パ ン の よ 
うに 弾け させ る 、 マ ティ アス ・ リ ュ エ グ の 湖 脱 で 粋 な 作 編 曲 を 味 わ 
うこ と に こそ ある 。 静 か ら 動 、 暗 か ら 明 、 モ ノ ク ロ か ら カ ラー と 情 
景 の 鮮やか な 転換 を 滑ら か に 連ね 、 天 才 振 付 師 か 舞台 監督 の よう に 、 
音 の 動き や 表情 を 自在 に 操る 彼 の 手つき は 、 数 多い ライ ヴ 盤 で 詳細 
に 見 て と れる 。 本 作 は ウィ ー ン の 劇団 セラ ピオ ン を 題材 と し た 異色 
作 。 マジ カル な 軸 に 包ま れ て 、 音 は いつ も の 華やか さ を 幾 分 か 押え 、 
代わ り に 迷宮 的 な 奥行 き 深 さ を た た えて いる 。 (福島 ) 


VOLKER KRIEGEL 
Lif 


LP/MPS 2121753 73 年 





詳し い 事 は 判ら 無い が フォ ルカ ー・ ク リー ゲル は 主として 770 年 代 
に 結構 な 枚数 を 出し て いる ギタ リス ト で アル バム 毎 の 出来 不 出来 が 
激しかっ た 様 に 思う 。 そ ん な 中 、 本 作 は E・ ウ ェ ー バ パー、J・ マ ー シ 
ャ ル 、S・ サ ルツ マン 、J・ テ イラ ー、Z・ ザ イフ ェ ル ト を 迎え て いる 
事 も あっ て 仲 々 の 出来 。 ク ー ル で 抑制 の 効い た 部 分 と アッ プ テ ン ポ 
の イン ター プレ イ 重 視 の 部 分 か ら な る が エレ ビ の 音色 等 と 相まって 
どこ か 懐 し い 感 じ を 覚え る 当時 の 音 で ある の が 嬉し い 。 各 人 の ソロ 
が 随所 に 聴か れる が ザ オ を 思わ せる テー マ か ら 集 団 即興 を 経て リズ 
ム を バッ ク に 弾き まく る ザイ フェ ルト の ヴァ イオ リン は か な り の 聴 
き 物 。 そ の 他 の 曲 も 含め 70 年 代 型 の ジャ ズ ・ ロ ッ ク 好 み の 方 に は 充 
分 の 一 枚 。 (中 西 ) 








WALLENSTEIN 
Blitzkrieg 


LP /Pilz 20 29064-6 72 年 
CD/Bernhard Mikulski CD20 29064-2 
/ キ ング KICP 2731 





3 枚 め の 「Cosmic Century」 ば か り が 有名 な 彼ら だ が 、 も と も と 
は 、 こ の デビ ュー 作 か ら 知 られ る よう に ハー ド ・ ロ ッ ク 系 の バン ド 
だ っ た 。 再 編 後 の 彼ら に つい て は 、 め っ た と 語ら れる こと が な く 結 
構 謎 だ と 思い が ち だ が 、 こ ちら は ドカ ス 。9596 以 上 の 確率 で X の は 
ず 。 で 、 や は り 初 期 の 4 枚 が 勝負 だ 。 テ ク は 3 枚 めで 大 胆 に シン フ 
ォ ニ ックス ・ ロ ッ ク を や っ て も 、 荒 が 目立っ た わけ で 、 そ れ ほ と 期 
待 で き な い 。 それ で も この 1 枚 め は 、 ア メリ カ 人 ギタ リス ト が ソリ 
ッ ド で 仲 々 重み の ある リフ 、 ソ ロ を 披露 し て 全体 を スト レー ト に ま 
と め て いる 。 も ちろ ん クラ シカ ル な ピア ノ と メロ トロ ン は 既に 健在 
で 、 ド ラム は テク 有り だ か ら プ ログ レ ・ フ ァ ン も 聴け る 。 4 曲 し か 
な い 。 (松本 ) 





WALLENSTEIN 
Mother Umiverse 


LP /Pilz 20 29113-8 72 年 
CD/Bernhard Mikulski CD 20-29113-2 
/ キ ング KICP 2732 





ユル ゲン ・ ド ラ ゼ 率 いる ヴァ レン シュ タイ ン の 2 nd アル バム 。 メ 
ン バ ー は ドラ ゼ (Keyb) の 他 に ハラ ルド ・ グ ロス コ フ (Dr) 、 ア メリ カ 
人 の ビル ・ バ ロー ン (G) 、 そ し て オラ ンダ 人 の イェ リー・ ベ ルカ ー ス 
(B) の 計 4 人 で ある 。 アル バム の 時 点 で 既に 彼ら は ジャ ー マ ン ・ シ ン 
フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク の 頂点 に 達し て いた と 言え よう 。 初 期 ヴ ァ レ ン 
シュ タイ ン の サウ ンド は ギタ ー が へ ヴィ ー な 音色 を 多用 する た め 全 
体 的 に ハー ド な 印象 を 受け る が 、 核 に な か っ て いる の は あく まで も ピ 
アノ 、 メ ロト ロン を は じ め と する ドラ ゼ の キー ボー ド ・ プ レイ で あ 
り 、 表 面 的 な ダイ ナミ ッ ク さ の みな ら ず 、 本 質 的 に は 繊細 な 面 を 多 
く 持 っ て いる グル ー プ で ある と 感ずる 。 な お 、 ベ ー ス の ベル カー ス 
は 本 作 後 に 脱退 し 、 ソ ロ ・ ア ル バ ム を 発表 し た 。 ( 城 元 ) 
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所 WALLENSTEIN 
Comic Century 


LP /Kosmische Musik KM 58006'73 年 
CD/Bernhard Mikulski CD KM 58.006 
/ キ ング KICP 2738 





ペー ス が ディ ー タ ニー ・ メ イア ー に 交替 し じ 、 さ ら に ヴァ イオ リス 
ト の ヨアヒム ・ レ イ ゼ を 加え た ヴァ レン シュ タイ ン が 発表 し た 3 rd ア 
ル バ ム で ある 。 基 本 的 に は 前 2 作 の 延長 線 に ある 作品 だ が 、 ギ ター 
の 音 処理 を 若干 変え て その 存在 を 押え め に し た 分 キー ボー ド と 新 加 
入 の ヴァ イオ リン が フィ ー チ ャ ー さ れ 、 シ ン フ ォ ニ ッ ク な 趣き が 強 
く な っ て いる 。 本 作 が 独 シ ン フ ォ ニ ッ ク ・ ロ ッ ク の 最良 部 に 属す る 
作品 で ある こと は 疑う 余地 も な い 。 自ら を 「 ザ ・ シ ン フ ォ ニ ッ ク ・ 
ロッ ク ・ オ ー ス トラ 」 と 名 乗る の は 、 当 時 の 彼ら が 目指 し て いた 音 
楽 を 明確 に し た だ け で な く 、 そ の 大 いな る 自信 の 表れ で あろ う 。 次 
な る 4 th アル バム 「Stories, Songs & Symphonies」 で は 若干 パワ 
ー が 落ち た も の の 、 こ れ も な か な か の 佳作 で ある 。 ( 城 元 ) 





-| WALLENSTEIN 
Stories, Songs & SVmph0nies 


LP /Kosmische Musik KM 58.014 
75 年 
CD/ZYX 580142 




















'30 年 戦争 時 代 の 将軍 で あり 、 シ ラー の 戯曲 と も な っ た 軍人 の 名 を 
冠 し 、 自 ら “シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク ・ オ ー ケ スト ラ ? を 名 乗っ た 
WALLENSTEIN。「Cosmic Century」 に 続く 4 作 め と な る 本 作 は 名 
盤 と され る 前 作 の 後 だ け に 幾 分 地味 な 印象 は 拭え な い が 、 味 わい の 
ある 好 作 品 だ と 思う 。 タ イト ル 曲 の メロ ディ は 心 に 染み る 。 ラ スト 
の Symphony For Bela Bartok” も 一 聴 の 価値 が あろ う 。 ジ ャ ケ 
ッ ト は 彼 等 の 作品 中 最も 美しい 。 ヴァイオ リ ニ ス ト は 本 作 で 脱退 、 
ドラ マー の ハラ ルド ・ グ ロス コ フ は ASHRA に 参加 、 ソ ロ ・ ア ル バ ム 
「Synthesist」 も 制作 する 。 リー ダー 格 の ユル ゲン ・ ド ラ セ は ベー シス 
ト を 除く メン バー を 一 新 、77 年 に 「No More Love」 を 発表 。 評価 は 低 
い が 本 作 を ハー ド 寄 り に し た 英国 の MAGNUM に 通じ る 音 だ 。 (高山 ) 





WALLENSTEIN 
No More Love 
LP /RCA PL 30 010 77 年 








4 作 目 「S, S&S」 発表 後 、 一 度 は 解散 し た WALLENSTEIN だ が 、 
キー ボー ド 論 者 の ユル ゲン ・ ド ラ ゼ が 再編 し 、 メ ン バ ー 総 入れ 替え 
で 再 ス ター ト し た WALLENSTEIN。 バ ンド 名 は 同じ で も 別 バ ンド と 
考え た 方 が いい 。 こ ちら の WALLENSTEIN は この 再編 1 作 目 以後 、 
「Charlie」 (RCA PL 30 045、'78 年 ) 、「Blue Eyed Boys」( 同 PL 30 
061、"79 年 ) 、「Frauleins」(EMI IC 064-45 932、 "80 年 ) 、「Sssssstop」 
( 同 IC 064-46 307、'81 年 ) と 4 作 を 残す が 、 こ れ ら 4 作 は 本 当 に ど 
うし よう も な い 。 別 バン ド な の は 結構 だ だ が コマ ー シ ャ ル な 上 に 音楽 
が 死ん で いる 。 そ ん な 中 で 、 こ の 再編 1 作 目 は 、 ド ラ ゼ が 前 WALLEN- 
STEIN を 北 ら か 継い で お り 、 曲 に よっ て は 相当 シン フォ ニッ ク だ 。 ク 
リア ー で ポッ プ 色 も 備え た 好 作 。 (松本 ) 


LP/Plus 3 "70 年 
CD/Second Battle SB 016 





シン フォ ニッ ク ・ フ ァ ン に は 2nd「Morning」 が 名 作 と し て 名 高い 
ウイ ンド で ある が 、 あ まり 話題 に 登ら な い 1 st「Seasons」 も ハー ド 
系 の 名 作 と し て 再 評 価 さ れる べき で ある 。 鋭い 切 り 込 み の オ ル ガ ン 
と ギタ ー の カッ ティ ング に 始ま る 1 曲目 は 、 美 し い フ ルー ト と オル ガ 
ン に よる 情感 溢れ る パッ セー ジ を 挟み な が ら も 、 た た きつ ける か の 
様 な ハー ド さ が 目 を 見 張ら せる 佳 曲 。 2 一 4 曲目 で ロマ ンチ ッ ク な ム 
ー ド や 爽やか な コー ラス な ど 2 nd に 通じ る 部 分 も 見 せる が 、5 曲目 
で 再び 重厚 バ オ ル ガン ・ ハ ー ド を 聴か せ て くれ る 。 ラ スト の 大 曲 は 、 
け だ る くく 鳴り 響く ハー モニ カ の 音 が 印象 的 な サイ ケ 色 濃厚 な へ ヴィ ・ 
エク スペ リ メ ン タル ・ ミ ュー ジッ ク で 、 当 時 の カオ ス 的 な ジャ ー マ 
ン ・ ロ ッ ク を 反映 し て いる 。 (高森 ) 











WIND 
Mormimg 


LP /CBS S65 007 72 年 
CD/Trick Music TM 9302 











初期 ドイ ツ ・ ロ ッ ク に あっ て ファ ンタ ジッ ク な サウ ンド を 前 面 に 
押し 出し て いた 彼 等 の 「Seasons」(Plus 3 ) に 続く 2 作 目 、 最 終 作 。 
ステ ー べ ベ ・ ラ イス トナ ー(Vo、 Per) 、 ト ー マ ス ・ ラ イデ ン ベ ル ガ ー(G、 
Vo) 、 ア ンド レア ス ・ プ エラ ー(B、Vo Per) 、 ル シア ン ・ プ エラ ー(Key、 
Vo、Per) 、 ル ッ キ ーシュ ミッ ト (Dr、 Per、 メ ロト ロン 、 P. ヴ ァ イ ヴ ) 
に よる も の 。 ヴォー カル は ジェ ネ シ ス の 、 メ ロト ロン の 使用 法 は 初 
期 ク リム ゾン の 影響 下 に ある が ジャ ケッ ト や A②、B② の 曲調 に 人 象 
徴 さ れる 、 ま さ に 中 部 ヨー ロッ パ が 育ん だ と 言え る 爽やか さあ る メ 
ル ヘ ン の 香り が 根底 を 満た し て いる 。 的 を 得 た リヴ ァ ー ヴ 処理 、 繊 
細 な アコ ー ス ティ ッ ク ・ ギ ター と 効果 的 な メロ トロ ン を 特徴 と する 
シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク と 言え よう 。 (松本 ) 





BERND WITTHUSER 

Lieder vpn Vampiren, Nonnen 
umd Toten 

LP/Ohr OMM 56.002 70 年 





Witthuser の ソロ 名 義 と な っ て いる が 、 実 際 は 彼 と Westrupp の 共 作 
と 考え て よい 作品 で ある 。 こ れ 以 後 、 二 人 で アル バム を 制作 する こ 
と と な る 。 彼ら の 音楽 は 、 基 本 的 に フォ ー ク ・ ソ ング に 属す る も の 
で ある 。 本 作 で は 吸血 鬼 を テー マ と し た 物語 の 形態 を 取っ て いる が 、 
民衆 の 思い を 代弁 する プロ テス ト ・ ソ ング と し て の 政治 的 な 意味 を 
含ん で いる 。 し か し 、 堅 苦し さ な ど 少し も 感じ させ な い 、 人 人情味 豊 
か な も の に 仕上 が っ て いる 。 ぴ た り と 息 の 合っ た 二 人 の 唄 は 誠実 で 
ほのぼの と し た 究 囲 気 を 醸し 出し 、 鉄 琴 や ハー モニ カ と いっ た 楽器 
が 哀 区 を 帯び た 情感 を 盛り 上 げ て いる 。 録音 が シン プル な ぶん 了 基 場 
感 に 富ん で いて 、 太 鼓 の 低音 も 印象 的 で ある 。( な お 、 昔 懐か し い フ 
リッ パー の テー マ が カバ ー さ れ て いる 。) (Helmut) 
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WITTHUSER & WESTRUPP 
Bauer Plath 
LP/Pilz 20 29115-4 "72 年 





デュ オ で の 4 作 目 。 ゲ スト に は 例 に よっ て ユル ゲン ・ ド ラ ゼ (Kbd) 、 
イェ リー・ ベ ルカ ー ズ (b) 、 ハ ラル ド ・ グ ラス コ フ (perc) の WALLEN- 
STEIN 勢 や コス ミッ ク ・ ギ ャ ル の ジッ レ ・ レ ッ ト マ ン 、 そ し て Ohr-Pilz 
朋 ら が エン ジニ ア 、 デ ィ ー タ ー・ デ ェ ル クス も いる 。 デ ュ オ の acrg、 
vo が 中 心 に な っ て そこ に ゲス ト 陣 が 色 ど り を 添え る 形 も いつ も と 同 
じ 。 全 体 に 意外 か も し れ な い が 物 哀しい 紛 囲 気 が あ る 。 笛 の 音色 な 
ど と て も 質素 に 響く 。 A 面 は 割 に 地味 だ が 、2 曲 か ら な る B 面 は Pilz 
流 の 音響 処理 の うえ で 、W&W メ イン 、 パ バッ ク WALLENSTEIN と な 
り 、 ピ アノ 、 メ ロト ロン も サポ ー ト 、 遠 くに は きら きら と 「Lord Krishna」 
A② の よう に グロ ッ ケ ン が 響い て いる 等 、 い か に も だ 。 B① は W& 
W の 佳 曲 に 仕上 っ て いる 。 (松本 ) 


WITTHUSER & WESTRUPP 
Der JesuS Pilz 
LP /Pilz 2021098-7 71 年 





超 不 人 気 の フ ォ ー ク ・ デ ュ オ と いう レッ テル と は 裏腹 に 、 特 に こ 
の アル バム を は じ め と し て Ohr、Pilz、Kosmische が いっ し ょ に 来 た 
よう な サウ ンド は 、 サ イケ デリ ッ ク の 視点 で は 相当 だ 。 音 の 位相 変 
化 や 録音 関係 で は 当時 群 を 抜く ドイ ツ だ け あ っ て 、 ゴ チャ ゴチ ャ し 
た 囚 囲 気 に 輸 が か か る 。 ド イツ 語 の ゴツ ゴツ し た 語感 の ダミ 声 で じ 
ゃ ん じゃ か 演 っ て いる パッ ク で は ド ・ シ ン フ ォ ニ ッ ク な メロ トロ ン 
の 嵐 だ っ た り と 確か に 焦点 が 絞れ な い 。 全 体 に 宗教 的 ムー ド も あっ 
て 、 そ れ は タイ トル どおり の ヒッ ピー 感覚 。 リ ヴァ ー ブ 処 理 や 語り 
も 入っ て フォ ー ク か ら は み 出 る 。 (松本 ) 





WITTHUSER & WESTRUPP 
Trips & Traume 
LP/Ohr OMM 56 016 71 年 





ベル ンド ・ ヴ ィ ッ トゥ ー ザ ー と ヴァ ルター・ ヴ ェ ス トル ッ プ は オー 
ル ・ レ ー ベ ル に 2 枚 、 ピ ルツ ・ レ ー ベ ル に 2 枚 、 コ スミ ッ シ ェ ・ レ ー ベ 
ル に 1 枚 の 作品 を 残し た フォ ー ク ・ デ ュ オ で ある 。 こ れ は 彼 等 の 2 nd 
で あり ゲス ト に ディ ー タ ー・ デ ェ ル クス 等 が 参加 し て いる 。 こ の 彼 等 
や ヘル ダー リン 、 プ ロー ゼル マシ ー ネ 等 の 音楽 性 が 素朴 さ に 終始 し 
な い 神 秘 的 な 響き を 伴う の は 単に リヴ ァ ー ヴ 処理 に よる 所 の み で あ 
ろう か 。 ピル ツ 系 サウ ンド の 中 で 最も フォ ー ク 色 の 濃い 彼 等 の 音色 
か ら も 英 、 仏 に アイ ル ラ ンド 等 の フォ ー ク に は な い ド イツ 神秘 主義 絵 
画 の 画家 達 が 描い た よう な 深い 肥 に 包ま れ た 森 の イメ ー ジ が 浮 び 上 
が る 。 時 に は アメ リカ 指向 や ユー モア を 見 せる が 本 作 は 4th「Bauer 
Plath」 と 共に メロ ディ アス な 曲 が 多 い 。 (松本 ) 


WITTHUSER & WESTRUPP 

Live*68-*73 

LP /Kosmische Musik 2/58.004 
73 年 





Ohr、Pilz、Kosmische Musik の 三 レ ー ベ ル を 唯一 渡り 歩い 
た フォ ー ク ・ デ ュ オ 。 デュオ で の 総 仕上 げ の よ うな ライ ヴ 編 集 盤 2 
枚 組 。 内 ジャ ケッ ト に は 、 ジ ャ ー マ ン ・ ロ ッ ク の 引き が ね を 引い た 
68 年 の フェ ステ ィ ヴ ァ ル “Essener Songtage” の 時 の 彼 等 の 写 
真 を 始め 、「Jesuspilz」 を 演じ た ?'71 年 の 写真 な ど 、 こ れ ま で の 
二 人 の スナ ッ プ が 並べ られ て いる 。 ス タ ジ オ 盤 と は 違っ て エフ ェ ク 
ト が か けら れ て いな いか わり に 、 ホ ー ル の 響 き が その 替わり ? を し 
て いた り 、 聴 衆 の 笑い 声 が 返っ て きた り 、 す る 。 も ちろ ん 基本 的 に 
は 生 ギ ター と 歌 だ が 、 シ ン バ ル や 笛 、 様 々 な 小物 も 用 意 さ れ て お り 、 
そし て 意外 に も 曲 は シリ アス な 雰囲気 が ある 。 そ れ は スタ ジオ 般 以 
上 だ っ た り も する 。 何やら 全体 に 物 哀 し い 空気 が 流れ る 。 (松本 ) 








WOLFGAN BOCK 
Cycles 
LP/Telefunken 6.24390 '80 年 





彼 は 、ROLAND の SYSTEM 100M を 中 心 と し た シン セ サ イ ザー の 
解説 本 を ドイ ツ 国 内 で 出し て お り 、 早 い 時 期 か ら シ ン セ 音楽 に 取り 
組ん で いる 一 人 で ある 。Klaus Schulue の プロ デュ ー ス の 下 で 、 初 め て 
制作 し た の が 本 アル バム で ある 。 作 曲 は も ちろ ん 、 ド ラム 以外 の 全て 
の 演奏 は 彼 ひ と り で 行っ て いる 。A 面 の タイ トル 曲 は 19 分 編 の 大 作 で 、 
B 面 に は 3 つの パー ト か ら な る 組み 曲 が 収 め ら れ て いる 。 や は り Schulze 
の 影響 を か な り 受 け て いる らし く 、 サ ウン ド の 要素 に は 共通 する も 
の が 多い 。 う ね る よう な シン セ の 旋律 や 、 循 環 す る リズ ム と ドラ ム が 
テン ポ を 上 げ な が ら 人 迫り くる 展開 も Schulze と よく 似 て いる 。 全 体 的 
に ナチ ュ ラ ル で 明る い 感 じ が 、 彼 自身 の 持ち 味 で あろ うか 。Urs Amann 
に よる カバ ー・ ペ イン ティ ング が 印象 的 で ある 。 (Helmut) 





WOLFGANG DAUSER ET CETERA 
Wolfgang Dauner Et Cetera 
LP/Global 28001-8 U 70 年 





ダウ ナー は ドイ ツ の 前 衛 ジ ャ ズ シ ー ン で 有名 な 人 で 、「 オ ク メ ル ズ 」「 フ 
リー アク ショ ン 」( ジ ャ ケッ ト も デザ イン し て 才能 を 発揮 ) 等 が 日 本 で も 
発売 され て いる 。「 オ ク メ ル ズ 」 で は ビー トル ズ の 曲 を アレ ンジ し た り し 
て 早く か ら ロ ッ ク や エレ クト ロニ クス に 興味 を し め て いた が 、 エ ト セ ト 
ラ を 組ん で ロッ ク に 接近 する 。 "70 年 に 本 作 、 2nd に コロ シア ム の ハイ ズ 
マン や ジャ ズ ロ ッ ク の ラリ ー・ コ リエ ル 等 で 「Knirch」 そし て 2 枚 組 の ラ 
イヴ を 発表 。 メン バー は ドラ ム の F・ プ レス フル を 除い て 流動 的 。 74 年 に 
は 「Kunstkopfindiner」 を vin に ズ ビ グ ニ ェ フ ・ ザ イフ ェ ル ト を 迎え て 発 
表 。 本 作 の メン バー は ベー ス に ECM で 有名 な E・ ウ ェ ー バ ー、 ギ ター に 
EMBRYO の ジ ギ ・ シ ェ ワ プ ブ の 5 人 編成 に よっ て 、 ア ラベ スク な ラー ガ や 
マニ エリ ステ ィ ッ ク な ジャ ズ エ レク トロ ニク ス を 展開 する 。 (木野 ) 





7 ア ち 








XHOL CARAVAN 
Eleetrip 
LP/Hansa 80 099IU 「'69 年 (?) 





68 年 に SOUL CARAVAN の 名 前 で 「Get in High」 を 発表 し た 彼ら は 、 
XHOL CARAVAN と 名 を 改め 2 nd の 本 作 を 制作 し た 。 こ の あと 単に 
XHOL と 名 乗り 、 3 rd、 4 th アル バム を Ohr レ ー ベ ル に 残し て いる 。 サ 
ックス 、 フ ルー ト と いっ た 管楽器 を 前 面 に オル ガン 、 ピ アノ 、 ペ ベー 
ス 、 ド ラム な ど が サポ ー ト する 6 人 編成 の バ パンド で ある 。 楽 器 の 音 
を 電気 処理 し て いる らし い が 、 生 音 と 比べ て 大 きく 変わ っ て いる わ 
け で は な い 。 全 5 曲 で 、 1 曲 あ た り の 演奏 は 比較 的 長め で ある 。 内容 
は ロッ ク と ジャ ズ を ミッ クス し た よう な も の で 、 一 部 の 曲 で は ヴォ 
ー カ ル も 加わ っ て いる 。 フ リー・ ミ ュー ジッ ク の よう な 部 分 も ある が 
リズ ム が 継続 し て いる の で 、 自 然 に 聞き 通す こと が で きる 。 ち ょ っ と 
し た 効果 音 や 小物 の 楽器 を 使っ た 演奏 が 印象 的 で ある 。 (Helmut) 


XHOL 
Xhel 


LP/Ohr OMM 56014 70 年 





Ohr レ ー ベ ル に は 、 ア シュ ラ ・ テ ン ペ ル や グル ・ グ ル の よう か な 当時 
の ジャ ー マ ン ・ ロ ッ ク の 超 出 性 を 代表 する アル バム が 衝 め いて いる 
反面 、 モ アー っ と し た つか みどころ の な い サ ウン ド を 有 し た アル バ 
ム も 散見 する 。ANNEXUS OUAM や LIMBUS、 そ し て この XHOL も 定 
義 し 難い サウ ンド を 持つ バン ド で ある 。 プ ブル ー ス 崩れ の ドロ ー ン と 
し た 間 伸 び し た 音 は 、 緊 迫 感 の 欠如 し た フリ ー・ ミ ュー ジッ ク の よ 
う で も ある 。 サ ックス や オル ガン に も ワウ ワウ を 掛け て 遊ん で いる 
の は 、 音 響 効果 を 狙っ た と 言う より は 、 単 な る 手抜き 精神 の 成す と 
ころ で あろ う が 、 ど うに も 盛り 上 が ら ず 、 タ レ 流さ れ て 行く 音 は や 
は り ド イツ な ら で は の よう な か な 気 が する 。 2 流 3 流 と 言う より は 番外 
編 と いっ た ジャ ー マ ン ・ ロ ッ ク の 謎 の 部 分 。 (高森 ) 





XHOL 
IMotherfuckers GMBH & Go KG 


LP/Ohr OMM 556.024 72 年 





俺 は 何 も 落 書き し て な い ゾ 、 と いう ジャ ケ の 人 を 喰っ た タイ トル 
の 、 ク ソー ル 名 義 、 2 作 目 。 そ れ に し て も この ジャ ケ は 、 つ い 沙 書 
き し た く な る 。 来 世紀 に な っ た 頃 、「 ク レジ ッ ト 上 1 曲 多い 別 プ レス 
が ある 」 な ん て こと に 、 や っ ぱり な ら な いか 。 1 作 目 に 似 て フリ ー・ 
ロッ ク 調 。 サ ックス の 垂れ 込め る よう な トー ン も 同じ 。 3 曲目 は 10 
分 近い その タイ トル も ずばり `Orgal Solo”、 し か し 確か に ソロ だ が 、 
まる で エレ クト ロニ クス ・ サ ウン ド に よく ある 持続 音 だ 。 終 始 虫 が 
鳴い て いて フル ー ト が エコ ー 舞 いし て ハン ド ・ ド ラム が 入っ て いる 
だ け の B① 7 分 間 は 、 変 な 環境 音楽 ? 。 二 癖 程 あ る が 、 こ の バ パンド 
は や は り ジ ャ ズブ ロッ ク の 色 が 強く 、A④、B② の ロン グ ・ ナ ン バ 
ー で は 、org、sax が 聴か せ て くれ る 。 (松本 ) 


YATHA SHIDHRA 
A Meditation Mass 


LP /Brain 1045 74 年 
CD/(US.)The Laser's Edge LE 1015 


くつ 品 











ドイ ツ ロ ッ ク に は 、 機 械 文明 へ の 同化 と 育 定 と 共に 、 自 然 回 帰 、 
東洋 的 神秘 主義 へ の 憧 慢 が 強く 感じ られ る 。 南 ドイ ツー スイ ス 系 グ 
ルー プ に は 特に この 傾向 が 強い 感 が ある が 、 プ レイ ン の 比較 的 初期 
に 発表 され た ヤ サ ・ シ ドラ の アル バム は 、 ポ ポル ・ ヴ フ の よう かな 東洋 
の 宗教 的 感覚 に 満ち て いる 。 単調 な 細か い 反 復 (Ds、 和音 楽器 ) の 上 
に 、 フ ルー ト が 息 の 長い メロ ディ ー を の せる 、 と いう 、 イ ンド 音楽 
や 東欧 の 民族 音楽 の 影響 び が み ら れ る 。 ロ ッ ク か ら も ドイ ツ 音 楽 か ら 
も 遠ざかる 非 西洋 的 音楽 で ある 。 美しく 、 静か で 自然 な 斉 で ある が 、 
シー ン 形 成 の 主導 的 立場 を と り 得 る よう な も の で は 決し て な い 。 他 
の アル バム が 発売 され て いな いと ころ を みる と 、 多 分 に セッ ショ ン ・ 
アル バム 的 性 格 の 強い も の だ っ た の で は な か ろう か 。 (嶋田 ) 








LT 。 W. LINDER & CARSTEN 
計 証 Vollhedienung Of PercuSsion 
LP/Brain 1047 '74 年 





「 パ ー カ ッ シ ョ ン の すべ て 」 と 題 さ れ た 作品 。RELEASE MUSIC 
ORCHESTRA と FRUMPY の 両 グ ルー プ の 2 人 の パー カッ ショ ニス ト 
が 共演 し て いる 。 ピ アノ や オル ガン 、 ビ プラ フォ ン と いっ た 音階 楽 
喜 の 他 に 還 ド ラバ ベ ョ シン パル ミョン ガ 、 億 ヨング ティ シン バニー、 
タム タム な ど 多 数 の 打楽器 を 用 いて 、 多 種 ・ 多 彩 な 音色 と リズ ム を 
多様 な 奏法 で 重ね て いる 。 本 作 は 超絶 技巧 的 な 限界 を 試す も の で は 
な く 、 あ くま で も 表現 の ヴァ リエ ーション の 可能 性 を ね ら っ た も の 
で ある 。 曲 に よっ て は 、 リ ズム を 明確 に 打ち 出し た 部 分 と そう で な 
い 部 分 を 対比 させ る こと に よっ て 、 打 楽器 の 表現 の 多面 性 を 上 手 く 
表現 し て いる 。 聞き 手 に よっ て は 、 現 代 音楽 の 作品 と いう 印象 を 持 
つか も 知れ な い 。 (Helmut) 





ZWEISTEIN 
Trip・Flip Out・MMeditation 
LP/Philips 6630002 70 年 





超 カ ルト ・ ア ル バ ム 。「 こ ん な アル バム は 二度と な い 」 と 断言 し て 
も いい くら い 、 手 に 追え な い ジ ャ ー マ ン ・ ミ ュー ジッ ク の 極北 。 3 
枚 組 、 全 6 曲 。 曲 な ど と いう し ろ 物 で すら な い 。 ジ ャ ケ は エッ チン 
グ ふ う 銀 ピカ に 厚 さ 約 5 ミリ の 円 形 鏡 が 埋め 込ま れ 、 内 ジャ ケ も 異 
様 な コラ ー ジ ュ に 光沢 。 そ れ に し て も この 冗長 と も 徹底 と も つか な 
い 音 楽 は 凄い 。 超 駄作 で も 超 傑作 で も ある は ず 。 サ イケ ・ モ ー ド で 
ある と は 言え る 。 ギミック の 塊 の よう な 3 枚 だ 。 割 れ た 音 を イコ ラ 
イズ し た フォ ー ク ・ ソ ング 、 会 話 、 効果 斉 の ヨコ ラー ジュ 、 エ コー 処 
理 の ご っ た 煮 、 持 続 音 の 変形 、 オ ル ガ ン の 響 き 、 い た ずら 。 何 の 法 
則 も な い 。 い か れ て いる と し か 言い よう の な い 盤 だ 。 まったく 音楽 
的 で な い 。 今 まで 聴い て きた 音楽 で 一 番 型 破り な 秘蔵 の 一 作 。 (松本 ) 
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R SA MITTEN ENG ORR NISTEN W.A. 
Mitten Ims Ohr 
LP/Ohr OMM 2/56018 71 年 





Ohr レ ー ベ ル の 第 2 弾 コ ン ピ レ ーション 2 枚 組 アル バム 。 残 念 な が 
ら 「Ohrenschmaus」「Kosmische Musik」 の よう な 未 発売 曲 ア シン 
グル 曲 は 一 切 入 っ て いな い が 、 少 し ウィ ー ン 幻想 派 絵画 を 思わ せる 
カヴァ ー・ ワ ー ク は 素晴らし い 。 ま た リー フレ ッ ト に は 収録 アー テ 
ィ ス ト の 各 住所 ・ 連 絡 先 が 明記 され て お り 、'20 年 以上 経っ た 今 と な 
っ て は 、 た だ くやし い だ け だ っ た りす る 。B.CONTROL は 「Operation」 
か ら 、F.DE COLOGNE は 「Rockoper 一 」 か ら 、W & W は 「Trips Und 
一 」 か ら 、EMBRYO と A.QUAM と ASH RA TEMPEL と XHOL が 各々 
1 st アル バム か ら 、A.DUUL が 「Paradies 一 」 か ら 、T.DREAM は 「Alpha 
ーー」 か ら 、LIMBUS が 「Mandalas」、ANIMA が 「Sturmischer」 か 
ら の 、 各 々 収録 に な っ て いる 。 (松本 ) 


V.A. 
Rapumzel 
LP/Pilz 2029116-2 72 年 





ピル ツ ・ レ ー ベ ル の フォ ー ク 系 サウ ンド を 有する グル ー プ の オム 
ニ バ ス ・ ア ル バ ム 。 ジェリー・ ペ ー カ ー ズ 、W&W、 ヴ ァ ー レ ン シ 
ュ タ イン 、 エ ム テ ィ デ ィ 、 ヘ ル ダ ー リ ン 、 プ ロー ゼル マシ ー ネ 、 ル 
フス ・ ツ ファ ー ル の 計 7 バン ド の 音 が 収録 され て いる 。 非 常に 丁寧 
に 創 ら れ た アル バム で 、 オ リ ジ ナ ル は 見 開き ジャ ケッ ト に 加え て 、 
各 グ ルー プ の 写真 入り の リー フレ ッ ト が と じ 込 まれ て いる 。 コ ン セ 
プ ト ・ オ ム ニ バ パス ・ ア ル バ ム と も 呼び た い 作品 で 、 未 発表 曲 こそ 収 
録 さ れ て いな いも の の 、 写 真 1 つ に し て も 選び 抜か れ た も の を 使用 
し て お り 、 ロ ルフ ・ ウ ルリ ッ ヒ ・ カ イザ ー の ビル ツ ・ レ ー ベ ル に か 
ける 意気 込み を 感じ させ る 仕上 が り に な っ て いる 。 (山崎 ) 








V.A. 
Heavy Christmas 
LP/Pilz 15 21114-2 '71 年 





Pilz レ ー ベ ル に 残る 2 枚 の サン プラ ー の 1 枚 。 人 目 を ひく 独特 な カ 
バー・ ア ー ト は 、Osterwalder に よる 。 本 作 は クリ スマ ス ・ ア ル バ ム 
と し て 企画 され た も の で 、BASF や PILZ レ ー ベ ル 関 連 の アー ティ スト 
が 7 グル ー プ 参加 し 、 1 な いし 2 曲 ず つ 演奏 し て いる 。 本 作 の 収録 
曲 は すべ て 未収 と 思わ れる 。 個別 の アル バム に は 無い 、 各 アー ティ 
スト の ひと 味 違う 演奏 に 接する こと が で きる 重要 な 作品 集 で ある 。 
特に JOY UNLIMITED の 作品 の 出来 が 良く 、JOY と KEN の 二 人 の デュ 
エッ ト に よる 熱唱 は 圧巻 で ある 。DIES IRAE の よう に コミ カル で 楽 
し い 夫 囲 気 の も の か ら 、FLUTE & VOICE の よう に し っ と り と 落ち 着 
いた 作品 まで 、 多 様 性 に 富ん で いる 。 ク レジ ッ ト 関 係 の 問題 を クリ 
ア し て 、 是 非 と も 再発 し て ほし い 作品 で ある 。 (Helmut) 


V.A. 
Brain Festival Essen II 
LP/Brain 0080.017-2 78 年 





プレ イン ・ レ ー ベ ル 所 属 の ミュ ー ジ シャ ン に よる 、 第 2 回 プレ イ 
ン ・ フ ェ ス ティ ヴァ ル (78 年 2 月 24、25 日 、Essen) の ライ ヴ 盤 。 主 
な 参加 者 は リリ ー ス ・ ミ ュー ジッ ク ・ オ ー ケ スト ラ 、 ノ ヴァ リス 、 
SFF、 F&F、 ル ー フ ァ ス 等 。 い ずれ も 本 アル バム 以外 で は 聴く こと が 
出来 な い 貴 重 な が テイ ク で ある 。 聴 き 物 は SFF の 10 分 を 越え る `Explore/ 
Wizzord′ (彼ら の 2 枚 組 CD に 収録 され た テイ ク と 同じ も の )、 リ リ 
ー ス ・ ミ ュー ジッ ク ・ オ ー ケ スト ラ の や や ファ ン キ ー で 乗り の 良い 
ジャ ズ ・ ロ ッ ク 、 シ ンプ ル で は ある が リリ カル な ノヴァ リス の 演奏 。 
ルー ファ ス の 2 曲 も 捨て 難い 。 プ レイ ン ・ レ ー ベ ル が 幅広 い ジ ャ ン 
ル の ミュ ー ジ シャ ン の 良質 な 作品 を リリ ー ス し て いた こと を 象 微 す 
る よう な 作品 で ある 。 (賀川 ) 








V.A.(Switzerlamd) 
Heavenly Amd Heavy 
LP/Koh-1-Noor KR-1 74 年 














スイ ス の 5 つの ロッ ク ・ グ ルー プ を 集め た オム ニ バ ス ・ ア ル バ ム 
で 、Henri は フォ ー ク ・ ロ ッ ク タ イプ 、Grunspain Lear は ハー ド ・ ロ 
ッ ク タ イプ 、 何 枚 か LP も 出し て いる Ertlif は 、 メ ロト ロン を 大 幅 に 導 
入 し た プロ グレ シッ ヴ ・ ロ ッ ク と 呼ん で も お か し く な い サ ウン ド 。 
聴か せる の は 、 も ちろ ん 、lsland で ある 。 名作 「Pictures」 に 先がけ 
て 773 年 に 録音 され た 8 分 に 及ぶ この 曲 は 、 あの 悪魔 的 と も いえ る 音 
作り の 域 ま で は 達 っ し て は いな い が 、 サ ックス 、 キ ー ボ ー ド 、 ヴ ォ 
ー カ ル の 扱い 方 に は 彼ら の 個性 が すでに めばえ て いる 。 メンバ パー は 
若 二 異 っ て お り 、Benjamin Jager (VO-PERC) 、Guge Meier (ds、 
perc) に 、Jack R.Conrad(Kbd) 、Dany Ruehle(g) 、Werni Froehlich 
(b) 、Bryn Collinson (sax、vo) の 6 人 編成 で ある 。 (吉瀬 ) 





V.A. 
Electronische Muziek 1989 
CD/Klem CDI '89 年 





エレ クト ロニ ッ ク 音 楽 の 愛好 者 の クラ ブ が 、 結 成 10 周 年 を 記念 し 
て 制作 し た CD。 こ の ジャ ン ル で は 有名 な ミュ ー ジ シャ ン の 未 発表 
作品 が 多数 収め られ て お り 、 と て も 貴重 な 作品 で ある 。Christoph 
Franke の 作品 は 、 往 年 の TANGERINE DREAM を 初 入 さ せる シー ケ 
ン サ ・ リ ズム 健在 の 切れ の 良い 内 容 。Klaus Schulue は 、 女 性 ボー カ 
ル と シン セ の 組み 合わ せ に よる ドラ マテ ィ ッ ク な 作品 を 提供 し て い 
る 。 Walter Christian Rothe の 作品 は 、 澄み 切っ て いて し っ と り と し 
た 美しい メロ ディ と 重厚 で ドラ マテ ィ ッ ク な 曲 の 展開 が 印象 的 で あ 
る 。TANGERINE DREAM は 、3'27" の “Lost Tale” と 題 さ れる 明る 
く 江刺 と し た 作品 を 提供 し て いる 。 (Helmut) 





7 アア 








@ パ ルツ イィ ファル 





USGrMM 
HU HOOK 





ジャ ー マ ン ・ ハ ー ド ・ ロ ッ ク 


@ 高 森 秀 幸 


以前 マー キー 誌上 に パ バジャー マン ・ ハ ー ド ・ ロ ッ ク ・ カ タロ グ ? 
が 掲載 され た が 、 不 思 議 な 感 健 を 抱く 企画 で あっ た 。 何 故 な 
ら ジ ャ ー マ ン ・ ロ ッ ク が 取り 上 げ ら れる 場合 、 そ の 特異 な 音楽 
性 ・ 思 想 性 の 側面 か ら り 、 エ クス ペリ メン タル ・ ミ ュー ジッ ク や へ 
ヴィ ・ サ イケ ・ ミ ュー ジッ ク 、 エ レク トリ ッ ク ・ ミ ュー ジッ ク 、 も し 〈 く は 
プロ グレ の 定番 シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク と いっ た も の ば か り で 、 
* ハ ー ド ・ ロ ッ ク " と いう 観点 か ら の アプ ロー チ は 皆無 だ っ た か 
ら で あ る 。 実 際 あ の カタ ログ で 初め て 紹介 され た バン ド も 多 
く 〈、 ジ ャ ー マ ン ・ ロ ッ ク の 奥深 さ を 改 め て 認識 し た も の だ 。 そ し 
て この 集成 に お いて も ^ ジ ャ ー マ ン ・ ハ ー ド ・ ロ ッ ク " が 一 つの 
ジャ ン ル と し て 設け られ る こと に な っ た 。 

し か し “ジャー マン ・ ハ ー ド ・ ロ ッ ク ” を いざ 語る ろう と する と 、 
た ち ま ち 国 難 な 状 況 に 陥っ て し まう の で ある 。 そ れ は シー ン と 
し て の “ジャ ー マ ン ・ ハ ー ド ・ ロ ッ ク ” が 見 えて 来 な い 事 に よる も 
の で 、 系 統 化 に よる シー ン の 形成 ・ 発 展 を 辿れ な いか ら で あ 
る 。 そ れ は ブリ ティ ッシュ ・ ハ ー ド ・ ロ ッ ク が 、 ツ ェ ッ ペリ ン や パー 
プル 、 サ バス と いっ た バン ド を 核 と し て 一 大 ハー ド ・ ロ ッ ク ・ シ 
ー ン を 築い た の に 比べ 、 ド イツ の 場合 、 多 く の バ ンド が 単発 
的 に 終わ っ て いる 事 と 、 例 えば ネクター や バー ス ・ コ ント ロー 
ル と いっ た メジ ャ ー な バン ド が “ハー ド ・ ロ ッ ク " と いう 枠組 か 
ら 多分 に ずれ た 活動 を 展開 し て いっ た 為 に 、 シ ー ン を 引っ ぱ 
る 核 と し て の 存在 が 無かっ た 事 に よる も の で ある 。 又 、 音 的 に 
見 て も 、 本 格 派 と 呼べ る バン ド は 極め て 少な く 、 純 粋 に ハー 
ド ・ ロ ッ ク と 言え る の は あの 超 メ ジャ ー・ バ ンド 「 ス コー ピオ ン 
ズ 」( そ れ も Virgin Killer 以 降 の ) で らい し か 思い 浮か ば な い 
程 で 、 他 は プロ グレ 、 ジ ャ ズ 、 サ イケ 、 ド グ サ レ ( ? ) な ど ゴ ッ タ 
煮 的 様相 を 星 し て お り 、 客 観 的 な 線引き が 難し い 事 か ら も よ 
り 一 層 ジャー マン ・ ハ ー ド ・ ロ ッ ク ” 像 を 不明 瞭 な も の に し て 
いる の だ 。 

さら に は 、 ア シュ ・ ラ ・ テ ン ペ ル や グル ・ グ ル と いっ た 超 ド イツ 
的 バン ド で さえ ハー ド ・ ロ ッ ク 的 手法 を 用 いて お り 、 よ り 混 乱 
し て し まう が 、 こ の 事 は 、 サ イケ デリ ッ ク ・ ム ー ヴ メン ト か ら 生 ま 
れ た ハー ド ・ ロ ッ ク と プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク が 、 早 期 に その 独 
自 性 を 確立 し 、 枝 分 か れ し て 行っ た イギリス か ら 、 ド イツ へ と 
波及 する に 至っ て 、 再 び ア マル ガム 状態 に 投げ 込ま れ 、 そ の 
る つぼ 的 状況 の 中 か ら 方 法論 と し て の ~ ハ ー ド ・ ロ ッ ク " を ジ 
ヤー マン ・ ロ ッ ク が 身 に つけ て 行っ た と 考え る な ら ば 貧 け る の 
で は ある まい か 。“ ジ ャ ー マ ン ・ ロ ッ ク ” に お ける "ハード ・ ロ ッ ク ” 
と は スピ リッ ト の 問題 で は な く 、 音 楽 表現 の 一 手段 に 過ぎ な 
い の で ある 。 つ き 抜 けた 潔 さ を 感じ 6 ブリ ティ ッシュ ・ ハ ー ド ・ ロ 
ッ ク に 比 し て 今一つ 歯切れ の 悪い "ジャ ー マ ン ・ ハ ー ド ・ ロ ッ 
ク ” は 単に テク ニッ ク の 稚 抽 さや 、 後 進 性 に よる も の で は な く 〈、 


アプ ロー チ の 違い 、 出 自 性 の 違い に よる と ころ が 大 きい よう 
に 思わ れる 。 

確か に ジャ ー マ ン ・ ハ ー ド ・ ロ ッ ク ・ バ ンド に は テク ニッ ク 的 
に 2 流 の バン ド も 多く 、 単 に ブリ ティ ッシュ の 亜流 バン ド も 
多い 。 し か し 、 そ の 曲 展開 の 脈絡 の な さ 、 異 様 な まで の 届 折 
感 、 重 苦し さき 、 時 に は ユー モア や 冗談 に まで 発展 する 精神 的 
資質 は 他国 に は 感じ られ な い ド イツ らし さ に 満ち た も の で 
ある 。 こ うし た 側面 を どう と ら え る か に よっ て “ジャ ー マ ン ・ ハ ー 
ド ・ ロ ッ ク ” の 評価 は 変わ る だ ろう し 、 そ の 線引き も 変わ っ て 
来る に 違い な い 。 結 局 ^ ジ ャ ー マ ン ・ ハ ー ド ・ ロ ッ ク " は その 
* ハ ー ド ・ ロ ッ ク 度 ? で し か "ハー ド ・ ロ ッ ク ” と し て は 語れ な いと 
いう 事 な の で ある 。 直 接 的 コミ ュ ニ ケー ショ ン と し て 、 フ ィ ジ カ 
ル ・ パ フォ ー マ ン ス と し て ハード ・ ロ ッ ク ? を 求め る 向き に は 大 
方 は 空振り に 終っ て し まう で あろ う 事 は 述べ て お きた い 。 

最後 に 一 つの 指標 と し て “ジャ ー マ ン ・ ハ ー ド ・ ロ ッ ク ” を 
5 つ に 分 類 し て みた の で 参考 と し て いた だ きた い 。 

① ツ ェ ッ ペリ ン 、 パ ー プ ル 、 サ バス な どの イギリス の メジ 
ャ ー・ バ ンド の 直接 的 影響 下 に ある いわ ゆる 本 格 派 と 呼 
べ る バン ド 。HAIRY CHAPTER、NIGHT SUN、BLACK- 
WATER PARK な ど 。 

②⑦② ハ ー ド ・ ロ ッ ク 的 側面 は 強い も の の 、 サ イケ 、 ジ ャ ズ な ど 
も 取り 込み 、 実 験 色 も 見 せる バン ド 。SILBERBART、OUT 
OF FOCUS、DIES IRAE な ど 。 

(③④ ギタ ー よ り も オル ガン を メイ ン に し た “オル ガン ・ ハ ー ド ? 
と 呼ば れる タイ プ の バン ド 。FRUMPY、SIXTY-NINE、 
GIFT(2nd) など 。 

(《 ハ ー ド ・ ロ ッ ク 的 リズ ム 感 は 残し な が ら も プロ グレ ッ シ ウ ヴ ・ 
ロッ ク の 領域 で 語ら れ 得る バン ド 。2066 AND THEN、 
ORANGE PEEL、EURENSPYGEL な ど 。 

⑤ 長 期 的 活動 を 維持 し 、 色 々 な アプ ロー チ を アル バム 
に より 変化 させ て いっ た バン ド 。LUCIFER'S FRIEND、 
NEKTAR、BIRTH CONTROL、ELOY な ど 。 

上 記 の 分 類 は あく まで 便宜 上 の も の で 、 分 類 不能 の バン 
ド も 多く 、 筆 者 個人 の 主観 で し か な い 事 を お 断り し て お く 。 





ント ロー ル 


@ バ ー ス ・ コ 


7 ぢ ど づ 





AEID (Austria) 
Aeid 
LP/CBS 65983 74 年 





キー ボー ド ・ ト リオ 。 オ ー プ ニン グ の クラ プ ト ン も カバ ー し た After 
Midnight* で は 、 ギ ター を 加え て ハー ド な ノリ の 良い 演奏 。 残 り の 
曲 は キー ボー ド の Ponger と ベー ス の Novacek の 共 作 と な っ て お り 、 
オー プ ニ ン グ 同 様 に トラ ン ペ ッ ト や サッ クス を ゲス ト に 迎え 、 曲 ご 
と に 変化 を 付け て いる 。 A④ の イン スト ゥ ル メ ンタ ル ・ ナ ン バ ー は プ 
ッ カ ー・「・ ジ ョ ー ン ズ の コピ ー と 言え 、 全 体 的 に も 多分 に ファ ン キ 
ー な 感触 を 保ち 、 ク リー ム 以 降 の クラ プ ト ン 的 アメ リカ 南部 志向 を 
持つ 。 そ の 為 、B④ 等 メロ トロ ン が 使用 され て いる が 違和感 が 残る 。 
ヴォ ー カ ル 部 が 親しみ の ある 非常 に 聞き 易い アレ ンジ と な っ て いる 
の が 、 メ ジャ ー か ら デ ビュ ウ し た グル ー プ らし い 。 (吉野 ) 


AFTER SHAVE (Switzerland) 
Skin Deep 
LP/(Swi.)Splendid SLP 50.106 72 年 


IN DMR 
1 _ 








スイ ス で は 数 少 い トリ オ 編 成 の 本 格 派 ハ ー ド ・ ロ ッ ク ・ パ バン ド 。 

本 作 は ギタ ー が ダビ ング され て いる 程度 で スタ ジオ ・ ラ イヴ 的 作品 
に 仕上 ぼら れ 、 や は り A①④B①③ 等 の の り の 良い ナン バー が 聞き 所 
と な っ て いる 。 B① の スラ イド ・ ギ ター 等 荒削り だ が 勢い の ある 演奏 
を 聞か せる 。 ア コー ステ ィ ッ ク 志 向 の 曲 は メロ ディ が 編 く 退屈 させ 
る 。 プ ロ デ ュ ー ス が 悪い の で あろ う 、 全 体 的 に 曲 展開 が 未 整 理 状態 の 
印象 を 残す 。 又 この レー ベル 作品 全体 に 言え る が 、 録 斉 が 悪く 音 が こ 
も っ て いる の が 残念 だ 。 自 主 製 作 規 模 だ が 最近 セカ ンド を 発表 。 な お 
現在 、 コ レク ター に 注目 され 始め て いる レー ベル が デン マー ク の ス 
ペク テー ター で あり 、 本 作 を リリ ー ス し た スプ レン ディ ド で ある 。 
(吉野 ) 





AINIGMA 

iluVium 

LP /(private press.)Arc ALPS 151715 
2 年 





お そら く 770 年 代 初頭 に 製作 すれ た で あろ う 自 主 盤 。 当然 レア ー 盤 
と し て の 扱い を 受け て いた が 再発 済 。 フ ァ ズ を 利 か せ 音 が 割れ て い 
る ギタ ー、DOORS を 想わ せる チー プ な オル ガン ・ サ ウン ド 。 ヴォー 
カル も 心 徴 し か ジム ・ モ リ ソ ン を 意識 し て いる 様 に 聞こ える 。 そ し 
て リズ ム ・ セ クシ ョ ン は も た つく 。 当 時 の フラ ワー・ ム ー プ メン ト 
に どっ ぷり 漬かっ た トリ ッ プ 志向 サウ ンド 。 へ ヴィ ・ サ イケ デリ ッ 
ク 好 事 家 向 作品 で ある 。B 面 全て を 占め る 18 分 に 及ぶ タイ トル 曲 を 始 
め 、 全 曲 同じ 様 に 聞こ える 。 こ れ が も し 同じ 志向 の プリ ティ ッシュ 
の バン ド で あっ た な ら パ バラ エ テ ィ を 持た せ た で あろ う が 、 限 度 を 知 
ら な いこ の ワン ・ パ ター ン 徹 底 は ドイ ツ の 資質 と 言え る だ ろう 

(吉野 ) 


ALCATRAZ 
Vampnire State Building 
LP/Philips 6305 128 71 年 





アメ リカ の 刑務 所 アル カト ラス 島 か ら バ ンド 名 を と り 、 タ イト ル 
は エン パイ ア ・ ス テー ト ・ ビ ル を も じ る 等 、 風 変り な コン セプト で 
制作 され た 本 作 。 A①、 B① の 10 分 を 超す 大 作 は どちら も 当時 の ドイ 
ツ ・ ニ ュー・ ジ ャ ズ ・ シ ー ン の 影響 を スト レー ト に うけ た ジャ ズ ・ 
ロッ ク ・ サ ウン ド て 完成 度 、 演 奏 力 共 そ れ な り に 高い レベ ル を 誇っ 
て いる が 、 や っ ぱり ハー ド ・ ロ ッ ク ・ フ ァ ン に と っ て は 小曲 A②、 ③、 
B② が 聴き も の だ ろう 。 特 に A② は ジャ ー マ ン ・ ロ ッ ク ・ シ ー ン で は 
めずらし く ブ ルー ス を 渋く きめ て お り 、B② で は へ ヴィ で アヴァ ン ギ 
ャ ルド な ギタ ー・ ソ ロ が 延々 と 3 分 以上 も 続く と いう か な り 興 味 深 
い 構 成 を と っ て いる 。PLAYED LOUD の 記述 が これ を も の が た っ て 
MY の ( 宇 藤 ) 








ARMAGGEDON 
Armagged0n 


LP /Kuckuck 2375 003 70 年 
CD/Kuckuck 11003-2 


CWT ( 英 パ ンド ) ら を 監 出 し て いる クッ クッ ク ・ レ ー ベ ル か ら デ 
ビュ ー し た 4 人 組 。 ARMAGGEDON と シン プル に か か れ た ジャ ケッ 
ト か ら も 察 せ られ る 様 に きわめ て オー ソ ド ッ クス な ハー ド ・ サ ウン 
ド 。 ヴォー カル と ギタ ー に は ジミ ・ ヘ ン 色 が 見 られ る も の の 、 サ イ 
ケ 色 は ほとん ど な く 、 そ の 分 スト レー ト な サウ ンド と な っ て いる 。 
アレ ンジ に も 渋 さ が 感じ られ 、 又 、J・ ベ ッ ク ・ グ ルー プ の ~Rice Pudding“ 
や 、 ス プー キー・ ト ゥ ー ス の Better By You, Better Than Me” を 
カッ コ 良 くき め る 等 、 年 代 か ら 考え て も か な り 水 準 の 高い 内 容 と な 
っ て いる 。 し か し 、 こ の バン ド も 本 作 の み し か レコ ー ド は 制作 され て 
お ら ず 、 ド イツ 単発 組 の 仲間 入り を し て いる の は 残念 な こと で ある 。 

( 宇 藤 ) 





ASTERIX 
Asterix 
LP/Decca SKL 16 695.P 70 年 





70 年 に だ ビュ ウ し た LUCIFER'S FRIEND の 前 身 バ ンド 。 独自 の ノ 
リ を 聞か せる A① か ら 、 全体 的 に は B③ に 顕著 だ が ZEPPELIN を 想い 
起こ させ る 曲 を 収録 。 更 に A④ や B④ の Hecht の ピア ノ を フィ ー チ ャ 
ー し た プロ グレ ッ シ ヴ 指向 の 曲 も 加え られ て いる 。 本 作 は '70 年 に リ 
リー ス さ れ て いる が 、 レ コー ディ ング は お そら く !69 年 。 こ の 時 期 、 
ドイ ツ に これ だ け の 水準 を 持っ た バン ド が 存在 し た 事 は 特筆 すべ き 
だ し 、 そ の 後 の LUCIFER'S の 突出 し た 音楽 性 を 充分 に 宝 わ せる 作品 
と な っ て いる 。 な お John Lawton が 再 参加 し た LUCIFER'S の ラス ト 
作 「Mean Machine」('81 年 ) 迄 、Hecht, Horns, Hesslein の 3 H が 
グル ー プ を 支え て いた 。 (吉野 ) 





7 ど ブ 








BAUMSTAM 
On Tour 


LP /BMF BS 6232 855 ? 年 
CD/TRC 038 





ヨー ロッ パ の 廃盤 市 場 に お ける 俗 に 言う 希少 盤 と いう や つ は 、 そ 
の レコ ー ド 自体 の 希少 価値 の み が 過 大 評価 され て し まっ て 途方 も な 
い プ レミ ア の 割 に 内 容 の 伴わ な い 代物 が 実に 多い 訳 で 、 我 々 コレ ク 
ター に と っ て こう し た 事実 は 正 に 頭痛 の 種 と 言っ た 所 だ 。 さて 本 作 
で ある が その プレ ミア の 問題 を 除け ば 特に ずば抜け た 魅力 は 期待 で 
き な い も の の 、 自 主 製作 レベ ル に あっ て は まあ そこ そこ の 完成 度 を 
持っ て いる 。 ね ば り の ある ファ ズ ・ ギ ター の 音色 を 前 面 に 押し 出し た 
プ ブルー ス 調 へ ヴィ ・ ロ ッ ク で イギリス の LEAF HOUND あ た り に 共通 
点 が 見 い 出 せる で あろ う 。B① が ライ ヴ 録 音 に な っ て いる 他 は 全 篇 ス 
タ ジ オ に お ける 一 発 録 り と いっ た 雲 囲 気 で 割 と ラフ な 音 創り で ある 。 

(松尾 ) 





BIRTH CONTROL 
Birth Comtrl 
LP/Metronome MLP 15366 70 年 














'69 年 に 結成 され た ドイ ツ 最 古参 グル ー プ の 1 つ バ パース ・ コ ント ロー 
ル の 770 年 に 発表 され た 1 st。 オリジナ ル は ピル を あし ら っ た 円 形 ジ ャ 
ケッ ト で バン ド 名 (産児 制限 ) を 暗示 し た 洒落 っ 気 の あ る も の で あっ 
た 。 プ ログ レッ シ ヴ と 言う より は 、 ヴ ァ ニ ラ ・ フ ァ ッ ジ や ドア ー ズ の 
影響 下 に ある アー ト ・ ロ ッ ク 的 色彩 が 強い 。 オ ル ガ ン や チェ ン バ ロ を 
多用 し て の イン スト 曲 も 収め られ て いる が 、'60 年 代 的 明る さと ポッ プ 
性 を 加味 し た 軽快 な ち も の で 、 ク ラ シ カ ル ・ ロ ッ ク と 呼べ る 程 の 重厚 さ 
は な い 。 ラ スト で ドア ー ズ の 「 ラ イト ・ マ イ ・ フ ァ イ ヤ ー」 が カバ ー 
され て いる が 、 退 廃 的 ムー ド は な く 、 リ ズミ カル で 幾 分 ハー ド ・ ロ ッ 
ク 的 アレ ンジ に な っ て いる 。 ハ ー ド ・ ロ ッ ク ・ バ ンド と し て の 彼ら は 
次 作 で その 意志 の 統一 を 図る 事 に な る 。 (高森 ) 














| | BIRTH CONTROL 
- | Operatim 


LP /Ohr OMM 56 015 71 年 
CD/(Fr.)MSI Spalax 14299 











'68 年 に 結成 。 ド イツ も 当時 イギリス と 同様 に アメ リカ か ら の 影響 
を 受け て お り 、 こ の バン ド も 例 に 漏れ アー ト ・ ロ ッ ク の 流れ み 指 
摘 で きる 。 70 年 リリ ー ス され た ファ ー ス ト は その 典型 。 そ し て 本 作 
(セカ ンド ) は 、 ハ ー ド ・ ロ ッ ク ・ バ ンド と し て 60 年 代 を 振り 切っ た 
演奏 を 聞く こと が で きる 。 B③ は ピア ノ を 中 心 と し 、 弦 の アレ ンジ が 
施さ れ た クラ シカ ル な 異色 曲 。 本 作 は イギリス で は カリ スマ ・ レ ー 
ベル より リリ ー ス され て お り 、 当 時 それ に 合わ せ イ ギリ ス 国 内 で の 
クラ ブ ・ サ ー キ ッ ト を 敢行 し て いる 。 次 作 か ら CBS へ 移籍 。 以 降 プ 
ログ レッ シ ヴ 色 が 強まる が 、 ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク 的 志向 と 洗練 され た ポ 
ッ プ 感覚 を 持っ た バン ド と し て 80 年 代 初頭 迄 活動 を 続け た 。 


部 RTH CONTROL 
Hoodoo Mam 
LP/CBS S 65316 72 年 





名 作 「Operation」 に 続く 3 rd。 キーボー ド が 交替 し 演奏 の 上 で は 
格段 の 進歩 を 叶わ せる 。 エ マー ソン を 思わ す オ ル ガ ン 主体 の アン サ 
ンプ ブル は 、 プ ログ レッ シ ヴ 色 を 強め て いる が 、 安 定 志 向 が 災い し て 
小 じ ん まり と し た 印象 を 受け る 。 ラ フ で は ある が ダイ ナミ ッ ク な 歌 
唱 が 魅力 の ベル ンド ・ ノ スケ の ヴォ ー カ ル が 浮い て し まっ て いる 。 
唯一 前 作 の ムー ド を 残す タイ トル 曲 が パ イプ ・ オ ル ガ ン に よる 間奏 
を 含む 力作 で 、 プ ログ レ ・ フ ァ ン に も アピ ー ル で きそう で ある 。 ラ 
スト の 小曲 は EL&P の パロ ディ ー の よう で 蛇足 に な っ て し まっ て いる 。 
バー ス ・ コ ント ロー ル は 何 度 か メン バー・ チ ェ ン ジ を 行い キー ボー 
ド 奏 者 を 取り 替え て いる が 、 そ の 度 に キー ボー ド の カラ ー が 強く 出 
た アル バム を 発表 し て いる と ころ が 面白 い 。 (高森 ) 








BIRTH CDNTROL 
Rehirth 
LP/CBS 65963 "73 年 





ギタ ー の Frenzel、 ド ラム の Noske を 残し 大 幅 な メン バー・ チ ェ ン 
ジ 後 の 「 再 生 」 と 題 さ れ た アル バム 。 ツ イン ・ リ ー ド ・ ギ ター と な 
り 、 キ ー ボ ー ド の 2Zeus も 前 任 者 より 攻撃 的 な アプ ロー チ を 見 せ 、 前 
作 よ り ハ ー ド ・ ロ ッ ク 色 が 増し て いる が 、 ポップ な 歌 メ ロ や プラ ス ・ 
ロッ ク 風 アレ ンジ な ど バ ンド の イメ ー ジ が 分 裂 気 味 に な っ て いる 。 
A⑤ は メロ トロ ン と ピア ノ に よる 美しい 小曲 。 今 まで に な か っ た ア 
コー ステ ィ ッ ク な 曲 も ある が 、 こ れ は 新任 の ギタ リス ト Dirk Steffens 
に よる も の 。 メ リ 張 り の 効い た ノリ の 良さ は 新鮮 味 を 覚え る が 、 一 
度 に 色んな 事 を や ろう と し た 意欲 は 空回り し て し まっ て いる 。 そ ん 
な 中 で ラス ト 曲 は ハー ド ・ ロ ッ ク と ポッ プス に プロ グレ 色 が 程よく 
プレ ンド され た 一 応 の 成功 作 か 。 (高森 ) 





BIRTH CONTROL 
Live 
LP/CBS S 88088 74 年 





ギタ ー の D. ス テ フ ァ ン が 抜け 、 4 人 編成 に 戻っ て の 初 の ライ ヴ ・ 
アル バム 。 2 nd、 3 rd か ら 1 曲 づ つ 、 4 th か ら 2 曲 と スタ ンダ ー ド 
の ロッ クン ・ ロ ー ル の 全 5 曲 で 2 枚 組 。 当 然 な が ら 原 曲 は 素材 と し 
て 使わ れ て いる だ け で 、 長 大 な アド リブ プ ・ プ レイ が 中 心 の ロン グ ・ 
チュ ー ン ば か り で ある 。 や や 冗長 気味 の 部 分 も ある が 、 そ の 洪 測 と 
し て 伸び や か な 息 の 合っ た 演奏 は 好感 が 持て る 。 Zeus の 持ち 込ん だ 
ジャ ズ ・ ロ ッ ク 風 展開 、 パ ー カ ッ シ ョ ン や 声 に よる コミ カル な か け 
合い 、 ア グレ ッ シ ヴ な オル ガン や ギタ ー・ ソ ロ な ど 多 彩 さ と 言う よ 
り も オー ディ エン ス ・ サ ービス に 徹し て いる 感じ が 強い の も ライ ヴ 
な ら で は の も の で あろ うか 。 ま た 音 的 に も 構成 的 に も ち も デ ィ ー プ パー 
プル の 「 ラ イヴ ・ イ ン ・ ジ ャ パン 」 を 意識 し た ふし が ある 。 (高森 ) 





7 ど ち 








部 RTH CONTROL 
Plastic People 
LP/CBS 80921 75 年 





これ は 完全 に プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク と し て 語ら れる べき 中 期 の 
名 作 。 意 味 深 な ジャ ケッ ト ・ ワ ー ク か ら も 果 え る よう に トー タル 性 の 
強い 作風 で 演奏 の 面 で も 円 吾 期 に 入っ た そつ な さ を 見 せる 。 未 来 都 
市 の ハイ ・ ウ ェ イ を 疾走 する か の 様 な 軽快 な オー プ ニ ン グ 、 伸 び の あ 
る ギタ ー の ユニ ゾン が 心地 良い 2 曲目 、 弦 楽 奏 の クラ シカ ル な 響き 
と 共 り の ある ヴォ ー カ ル が マッ チ し て 荘厳 な 夫 囲 気 に 包ま れ た 3 曲 
目 の A 面 の 流れ が 特に 素晴らし い 。 B 面 の 一 部 で 、 プ ラス ・ ロ ッ ク や 
アメ リカ ・ ポ ッ プ ス 風 コー ラス が 見 られ る も の の 、 曲 の 完成 度 は 高い 。 
ポッ プ な プロ グレ ・ ア ル バ ム と し て は 上 位 に ラン ク さ れる 事 は 間違い 
な い 。 ヘル ダー リン か ら の 2 人 の ゲス ト 参 加 の 他 、 エ ディ ・ ジ ョ プ ソ 
ン な ん と ジェ ネ シ ス ト P. オ ー リ ッ ジ の 名 前 も 見 える 。 (高森 ) 


部 RTH 6ONTROLL 
Backdoor Possihilities 
LP/Brain 60.019 '76 年 


BIRH@NROL 
backdoorpossibiMies 





4 月 の 初め の ある 日 、 ス トラ イヴ ァ ー 氏 は 裏口 か ら 旅 に 出 た 。 扉 
を 開け る と そこ に は 現実 の 自分 と 対 財 す る も う 一 人 の 内 な る 自分 が 
居 た … と いう 物語 で 幕 を 開け る 「 裏 口 の 可能 性 」 と 題 さ れ た この ト 
ー タ ル ・ ア ル バ ム は 彼ら の 8 枚 目 (ベス ト 含 む ) に あたる 。 プ ロ デ ュ 
ー ス は ジェ ネ シ ス 、 キ ャ メル 、 キ ャ ラバ ン を 手掛け た デビ ッ ド ・ ヒ ッ 
チコ ッ ク 。 ジ ャ ー マ ン ・ ロ ッ ク の 中 で は 英 米 の 両方 を ツア ー し た 数 少 
な い バ ンド で プ ブルー・ オ イス ター・ カ ルト と ジョ イン ト し た 時 は か な 
り 注目 され た 。 そ の せい か 音 の 方 も それ 以後 、 ポ ッ プ で 聞き 易く な 
っ て いる 。 メンバ ー も 流動 的 だ が 「 イ ンク リー ス 」 以 後 、 ツ イン ・ ド 
ラム ス と な っ た メン バー で の プレ イン ・ フ ェ ス ティ バル で の ライ ヴ は 
この 頃 の 彼ら の ベス ト ・ テ イク と 言え よう 。 (いわ ね ) 





可 RTHCEONTROL 
Bang! 
LP/Ohr Today OMM 560.002 '82 年 





新生 Ohr レ ー ベ ル の 2 枚 目 。 本 作 の 時 点 で オリ ジ ナ ル ・ メ ン バ ー と し 
て 残っ て いる の は 、 リ ー ド ・ ボ ー カ ル と ギタ ー の 2 人 だ け で ある 。Bernd 
Noske の ポー カル と 彼 の 叩き 出す リズ ム の リフ に は 独特 な 雰囲気 が あ 
り 、 活 動 の 初期 か ら 独自 の カラ ー を 生み 出し て いる 。 Frenzel の ギタ 
ーー 演奏 も 相変わらず と いう 感じ で 、 曲 作り で は 中 心 的 な 役割 を 果 た 
し て いる も の と 思わ れる 。 元 来 ノ リ の 良い ハー ド ・ ロ ッ ク を 得意 と す 
る バン ド で 、70 年 代 後半 の 作品 に は 少し パワ ー が 落ち た か な と 思わ 
せる も の も あっ た が 、 本 作 で は 以前 と 変わ ら ぬ 力強い サウ ンド を 聞 
か せ て くれ る 。 暗く 重い 「 ジ ャ ー マ ン ・ ロ ッ ク 」 臭 さ は あま りな い 。B 
③ の よう に 騙り の ある 曲 も ある が 、 全 体 と し て は スト レー ト で 一 般 
的 な ハー ド ・ ロ ッ ク 作 品 と 言え る で あろ う 。 (Helmut) 


BLACKWATER PARK 
irt Box 


LP /BASF 2021238-6 71 年 
CD/Second Battle SB 020 








BASF と いう メジ ャ ー か ら リ リー ス さ れ 、 又 、 日 本 盤 も 発売 され て 
いた に も か か わら ず 今 一 つ 知 名 度 の 低い BLACKWATER PARK だ 
が 、 そ の 内 容 は すさ まじ い 。 リ ッ チ ー・ ロ ー ト レッ ジ の ギタ ー を 中 
心 と し た サウ ンド は まさ に プラ ッ ク ・ サ バス の り の 超 ド 級 へ ヴィ ・ 
サウ ンド 、 名 前 か ら と は 言わ な い が 、 そ の ギタ ー は リッ チー・ プ ラ 
ッ ク モ ア と ジミ ・ ヘ ンド リッ クス か ら の 影響 を 受け た 正統 的 ハー 
ド ・ ロ ッ ク ・ ギ タリ スト の それ 。 7 曲 ど れ も 素 晴らし い 佳 曲 ぞろい 
だ が 、 特 に B② の 9 分 に も お よぶ 大 作 は この アル バム の クラ イマ ッ 
クス 。 オ リ ジ ナ ル 盤 は か な り の レア 盤 で ある 事 も 付け 加え て お こう 。 

( 宇 藤 ) 








刀 LLFROG 
Bullfrog 
LP/Sky 006 76 年 





SKY レー ベル と 言え ば CLUSTER を 始め と し た いわ ゆる シン セ ・ 
ミュ ー ジ ッ ク 系 の レー ベル と し て 多く の ジャ ー マ ン ・ ロ ッ ク ・ フ ァ 
ン の 方 は 記憶 され て いる と 思う が 、 そ ん な 中 で ハル リス 、 ラ ム セ ス 
ら と 共に 異彩 を は な か っ て いた の が この プル フロ グ で ある 。 完全 に プ 
リティ ッシュ ・ ハ ー ド ・ ロ ッ ク の 影響 下 に ある その サウ ンド は 当時 
一 線 級 の 活躍 を し て いた レイ ン ボ ー、UFO、 バ ッ ド ・ カ ン パ ニー ら 
の 曲 作 り 、 ア レン ジ を うま く 吸 収 し た も の で あり 、 特 に A④、B①⑪、 
② の 大 作 は ハラ ルド の オル ガン を 主体 と し た 様式 美 追求 形 の 佳 曲 で 
ある 。 又 、 プ ロ デ ュ ー サ ー で ある コニー・ プ ラン ク の 功績 も 忘れ ら 
れ な い 。 後 に 2 枚 の アル バム を 発表 し て いる 。 (中 藤 ) 








pHICKEN BONES 
Hardrock In Concert 
LP/Procom 027606 "? 年 ('70 年 代 初 頭 ) 














近年 、 自 主 制作 レベ ル で リリ ー ス され た ロッ ク ・ ア ル バ ム が 世界 
各地 で 発 堀 され て お り 、 そ の 中 の ハー ド ・ ロ ッ ク が 占め る 割合 は な 
ぜ か 多い が 、 本 作 も その 一 つ 。EPITAPH、BIRTH CONTROL、 
GOLDEN EARRING ら の 前 座 で 活動 し て いた 彼ら は 、 リ ー ド ・ ギ タ 
ー の R・ ゲ ウエ ッ ケ を 中 心 と し た ライ ヴ ・ バ ンド で 、 作 曲 も すべ て ゲ 
ウエ ッ ケ が 行っ て いる 。 本 作 は ライ ヴ ・ レ コー ディ ング で あり も ろ 
に ゲ ウ エッ ケ の ギタ ー の み が 目 立つ 曲 が 続 く が 、 人 迫力 は 今一つ 。 本 
作 の オリ ジ ナ ル は 300 コ ピー の み の リ リー ス で 、 ほ と ん ど が ライ ヴ に 
きた 客 や 親しい 友人 に くば られ た 模様 。 こ の 後 、 ド ラム の W・ バ ラク 
が 母国 イス ラ エ ル へ 旅立ち 、 バ ンド は 空中 分 解す る 。 ( 宇 藤 ) 





7 どど 








ORNUCOPIA 
Fl Horn 
LP/Brain 1030 '73 年 





7 人 編成 と いう 大 所 帯 で 片面 1 曲 と 来 て は ノー マル な 音 の は ず が 
な い 。 計算 さ れ た と 言う より は 、 そ の 場 そ の 場 の 思い 付き で 脈絡 な 
《 展 開 し て いく 様 な 何で も 有り の ゴ ッ タ 癒 サウ ンド は 、 時 に フリ ー 
キー で 異様 な 質感 を 見 せる 。 陳腐 さと 裏腹 の メロ ディ ー、 浮 か れ た 
コー ラス 、 エ フェ クト に よる コラ ー ジ ュ 、 演 劇 じみ た 大 仰 さ 、 起 承 
転 結 し な い 曲 進行 な ど 、 分 裂 症 的 傾向 が 強い 。 フ ァ ウ スト 的 悪夢 に 
通じ る も の を 感じ る ゃ が 、 よ り 雑 然 と し て いて と ら え どこ ろ が な い 。 
破綻 の 一 歩 手 前 で 踏み と ど ま っ て いる の で 、 タ レ 流 し 的 食傷 感 に は 
悩ま され ず に 済み そう だ が 、 焦 点 を 結 さ な いも どか し さ が 残 っ て し 
まう 。 も し か し た ら こ れ は 傑作 な の で は な いか と 針 を 落す 度 に 首 を 
か し げ て し まう よう な 迷 作 で ある 。 (高森 ) 


COUNTRY LANE(Switzerlan) 
Suhstratum 
LP/(Swi.)Splendid SLP 50.108 73 年 





スイ ス の マイ ナー・ レ ー ベ ル Splendid は 数 枚 の シン グル と た っ た 
3 枚 の アル バム を 世に 送り 出し た だ け で 消滅 し て し まっ た 。 し か し 
この 3 枚 の アル バム After Shave” , Pacific Sound7、 そ し て この 
^Country Lane′” は 常に ヨー ロッ パ の 廃盤 市 場 を 賑わし 続け て いる 。 
本 作 は ハー ド ・ ロ ッ ク 的 要素 は 確か に ある も の の 基本 的 に は CRES- 
SIDA や CZAR を 代表 と する プリ ティ ッシュ 系 の プロ グレ ッ シ ヴ ・ サ 
イド に 位置 する 物 で ある 。. 随 所 に 顔 を 由 す アー サー・ ブ ラウ ン 的 ユ 
ー モ ア ・ セ ンス も 去る 事 な が ら ハ モン ド を 効果 的 に 使い 一 上 骨 の 隙 も 
な く 計 算 さ れ 尽 し た その 構成 力 は 圧巻 と 言う に 相応 し い 。PACIFIC 
SOUND が 正規 再発 され た 今 、 本 作 の 再発 が 待た れる 所 だ 。 (松尾 ) 





CURLY 6URVE 
Curly 6urve 
LP/Brain 1040 73 年 





ジャ ー マ ン ・ ロ ッ ク の 殿堂 BRAIN レ ー ベ ル か ら 飛 び 出 し た この 5 
人 組 、 な ぜ か BRAIN ら し く な い サ ウン ド を も っ た バン ド で ある 。 前 
の り の リズ ム 、 ど ちら か と いう と アメ リカ ナイ ズ さ れ た その サウ ン 
ド は 同時 期 の GSFR に よく 似 て いて 、 キ ー ボ ー ド 入り の 編成 な が ら あ 
まり 効果 的 に は 用 いら れ て いな い 様 子 。B④ の パー プル を 意識 し た 
と 思わ れる 曲 で 唯一 その 存在 を アピ ー ル し て いる 。 聴き も の は これ 
また ツェ ッ ペ リン を 意識 し た B① と 前 述 の B④ の 2 曲 の み で 、 そ の 素 
晴らし い ジ ャ ッ ト が 無けれ ば まず 話題 に も の ぼら な か っ た と 思い ま 
す 。'81 年 に は 、 も う 1 枚 の LP「Forgotten Tapes」 が 限定 リリ ー ス 
され て いる 。 ( 宇 藤 ) 


FTET 手 DESIREE 
Ak Make lt With A Smile 
LP/(private press.) TCH 76006 76 年 





ドイ ツ は ハノーヴァー 出身 の DESIREE は 76 年 自主 製作 に て 本 作 
を 発表 し た 。 溜 め の き いた ツイ ン ・ リ ー ド を 中 心 に グイ グイ 押し ま 
くる タイ プ で 全体 の 傾向 と し て は ドイ ツ と いう より むし ろ 、 英 米 の 
バン ド に 近い 、 例 えば SIR LORD BALTIMORE の 様 な サウ ンド 形態 
を し て いる 。 ヴ ォ ー カ ル ・ ス タイ ル は ロバ ー ト ・ プ ラン ト 型 。 テ ク 
ニッ ク 、 楽 曲 セ ンス 共に 充分 に 平均 以上 の 物 を 持っ て いる 人 為 、 な お 
さら 自主 製作 レベ ル で 留まっ て いた 事 が 惜しま れる 。 尚 、 個 人 的 な 
意見 で は ある が 、 押 し まく る だ け で な くも う 少 し 引き の 部 分 も 持ち 
合わ せ て いた ら 、 こ の アル バム を 一 枚 通 し て 聞い た 後 の ワ ム ・ パ タ 
ー ン の イメ ー ジ を 逸脱 で きた の か も 知れ な いと いう 気 が する 。 

(松尾 ) 








回 ES IRME 
First 


LP /Pilz 20 20114-7 "71 年 
CD/Ohrwaschl OW 026 





70 年 代 前 半日 本 で は 、 は っ ぴい えん ど 等 の 日 本 語 ロ ッ ク に 対し て 
の 是非 を 問う 論争 が 盛ん に 行わ れ た 。 ド イツ で は 当時 の 残さ れ た 作 
品 を 聞く 限り 、 ハ ー ド ・ ロ ッ ク 系 で は 自国 語 に 拘っ て いる パン ド は 
無い 。 こ れ は LUCIFER'S は 別格 、 SCORPIONS を 例外 と する と 、 プ リ 
ティ ッシュ ・ ロ ッ ク の 模 條 か ら 始 め 、 ス タイ ル を 確立 する 段階 に 至 
っ て いな い 事 を 端的 に 示す 例 と 言え る 。 実 際 ハ ー ド ・ ロ ッ ク と 言い 
切れ る バン ド の 数 は 決し て 多く は な い が 、 そ の ほとん ど は ヴォ ー カ 
ル が 弦 く 、 曲 展開 に め り 張 り が 無い の は 否定 で き な い 事実 。 本 作 は 
例外 的 な キー ボー ドレ ス の 本 格 派 。 左 右 の スピ ー カ ー に ギタ ー が 飛 
び 回 り 、 ハ ー モ ニカ が 入っ た 、 プ ギ 的 ノリ の 演奏 を 聞か せる バン ド 。 

(吉野 ) 





加 RK STEFFENS 
The Seventh Step 
LP/Nova 6.22478 AS 76 年 








この 名 前 を きい て 、 彼 の ギタ リス ト で ある 事 以外 の 活動 を 思い 浮 
か べた 方 は 、 か な り ジ ャ ー マ ン ・ メ タル ・ マ ニア だ 。 そう 、 彼 は あ 
の ACCEPT の Im A Rebel” Breaker” ^Midnight Highway 
と 言っ た 2nd 一 3rd の 名 曲 と 言わ れる 曲 を すべ て プロ デュ ー ス 、 ア レ 
ンジ し て いる いわ ば ドイ ツ ・ メ タル 界 の 影 の 功労 者 で も ある 。 さ て 
内 容 は と 言う と 、'73 一 76 年 頃 の いわ ゆる 3MA ら に 代表 され る リフ 
主体 の スト レー ト な プリ ティ ッシュ ・ ハ ー ド ・ ロ ッ ク に 強く 影響 さ 
れ た サウ ンド で 完成 度 も 高い も の と な っ て いる 。 こ の あと TOLL- 
HOUSE と いう バン ド を 結成 し 、 同 じ ノ ヴァ ・ レ ー ベ ル か ら ア ル バ ム 
を 発表 し て いる が 、 筆 者 は 未 聴 。 ( 宇 藤 ) 





7 ど ア 








DROSSELBART 
Drosselhart 
LP/Polydor 2371126 70 年 





ジャ ケッ ト を 見 る と 思わ ず “ ウ ウッ と 鳴 咽 を 催し て し まい そう 
だ が 、( み みず ゾロ ゾロ … ち な み に Drosselbart は ツグミ の ひげ と い 
っ た 意味 だ が ) これ が 敬遠 され て し まっ て は も っ た いな い 内 容 だ 。 
サイ ケ 色 の 濃い 、 強 迫 感 念 を 随所 に 見 せる アブ ナク も お も し ろ い 音 
が 詰っ て いる 。 特 に A④ で その 天使 の 歌声 を 遺 懐 な く 発揮 する 女性 
ヴォ ー カ ル が 、 パ バッキング に 回 っ た 時 の 危な さ は た だ も の で は な い 。 
アモ ン ・ デ ュー ル II の レナ ー テ と いい 勝負 だ 。 ヴォー カル だ け で な 
く 曲 展開 の 方 も 、 1 曲目 の いき な り ハ レル ヤ 人 賛 歌 、 ピ アノ の 聖なる 
響き を 切り 裂く か の よう な 歪ん だ ギタ ー、 半 分 シュ プレ ヒコ ー ル じ 
みた ドイ ツ 語 の 狂 的 コー ラス が た た みか ける と いっ た 具合 に 唐突 な 
進行 を する 。 抜 け の 良い ドラ ム な ど 録 音 の 良さ も 特筆 も の 。 (高森 ) 


DSEHINN 
Dscehimn 


LP /Bellaphon BLPS 19120 '72 年 
CD/Limited 





ヨー ロッ パ に お いて イギリス に 次 で ロッ ク 先 進 国 ドイ ツ 。 そ の ド 
イツ に あっ て 中 堅 ア ー テ ィ ス ト を あま ね く リ リー ス し て いた ベラ フ 
ォ ン (バシ ラス ) レー ベル の 意義 は 大 きい 。 こ の ディ シン も そう し 
た 中 で チャ ンス を 与え られ た バン ド の 一 つ だ 。 ド イツ ・ ハ ー ド ・ ロ 
ッ ク に は ツェ ッ ペ リン 、 パ ー プ ル と いっ た いわ ゆる メジ ャ ー・ バ ン 
ド よ り は 、 プ ラッ ク ・ サ バス 、 ス プー キー・ ト ゥ ー ス あたり の 暗く 
重い サウ ンド に 影響 を 受け た バン ド が 多く 、 彼 ら も その 一 つ 。 テ ク 
ニッ ク 的 に は 多少 問題 が 残る も の の 、 ピ ー タ ー・ ロ レン ツ の 渋い ヴ 
ォ ー カ ル と 、 よ く 練 られ た 楽曲 は ドイ ツ ・ ハ ー ド ・ ロ ッ ク の 中 で も 
か な り 高 位置 に 位置 する も の で ある 。 本 作 の み で 解散 し た と 思わ れ 
る の が 大 変 残念 で ある 。 ( 宇 藤 ) 








| に DULL KNIFE 
Mid Electric Indiam 
LP/Philips 6305 107 71 年 


ハー ド ・ ロ ッ ク の 大 切な 要素 の 一 つと し て リフ の 切れ 味 が 拳 げ ら 
れる が 、 本 作 を 発表 し た DULL KNIFE は その 名 が 示す 通り 切れ が か 今 
いち 良く な い 。 と は 言え ドイ ツ の 数 ある この 手 の バ ンド の 中 で は ご 
く 平 均 的 レベ ル を 保っ て いる 。 ハ ー ド な 曲 と バラ ッ ド 調 の 曲 が 約 
半々 づつ 収め られ て いる が 全体 の 印象 は ヴァ ニラ ・ フ ァ ッ ジ あ た り 
に 共通 する 部 分 が 多い 。 イ コラ イジ ング 処理 され た ヴォ ー カ ル が 印 
象 的 な オー プ ニ ン グ 曲 か ら 2 曲目 の プロ コル ・ ハ ルム の “青い 影 / 
を 想わ す パ バラッド あたり が 一 応 本 作 の 聴き 所 で あろ う 。 適 度 に 哀 怠 
の ある ギタ ー・ ソ ロ を 聴か す 曲 も ある が 、 そ の ヴォ ル テ ー ジ が 持続 
し な い 為 、B 面 ラス ト ま で 聞き 終え た 頃 に は か えっ て 気分 を 悪く し 
GU55 ま まつ! た (松尾 ) 


EILIFF 
Eilif 
LP /Philips 6305 103 71 年 








この バン ド に は も う 1 枚 の アル バム 「Girlrls!!」 (Philips 6305 145, 
72 年 ) が ある 。 こ ちら は デビ ュー 作 の 方 。 バ ンド は サッ クス 奏者 と 
キー ボー ド 奏 者 を 含む 5 人 編成 で 、 切 れ 味 の 悪 い リ フ 中 心 の ハー 
ド ・ ロ ッ ク ・ サ ウン ド の 中 で 、 こ の サッ クス が むし ろ へ ヴィ な 感触 
を 与え て いる 。 70 年 代 ジ ャ ー マ ン ・ ハ ー ド ・ ロ ッ ク の B 級 物 、 い か に 
も と いう 産物 。 B 面 は 20 分 強 の 大 曲 に な っ て いて 、 ギ ター の 冗長 さ 
に は すっ か り 退 屈し て し まう が 、 途 中 で 急 に シタ ー ル の ソロ が 出 て 
きた り 、 ア グレ ッ シ ヴ な キー ボー ド ・ ソ ロ が 曲 を つない だ り 、 と 多 
少 脈絡 の な さ が あ っ て 、 こ の 歪 つ さ は な る ほど ドイ ツ ら し い 、 と 納 
得 し た りす る 。 曲 造り の バラ ンス の 悪さ と 言う か 、 未 消化 な ゆえ の 
崩れ に は 770 年 代 初期 の 空気 を 感じ と れる 。 (松本 ) 








ELECTRIE F00D 
Electrie Food 
 】 LP/Europa E 424 '? 年 (69 年 一 '70 年 ) 


EECIRIC 





ELECTRIC FOOD は 後に LUCIFER'S FRIEND を 結成 する Peter 
Hesslein が 中 心 と な っ て 作ら れ た パンド で あり サウ ンド 的 に も 
LUCIFER'S の 前 身 的 要素 の 強い 物 で ある 。 彼 は 又 、 ほ ぼ 同 時 期 に も 
う 一 つの 前 身 バ ンド 、ASTERIX ("70,Decca) を も 並行 し て や っ て い 
た 経歴 を 持っ て お り 、 そ の 多才 ぶり に 和 驚 か され る 。 本 1st で は “朝日 
の あたる 家 ′ と ツェ ッ ペ リン の Whole Lotta Love"” の カヴァ ー を 、 
そし て 2nd “Flash* で は フリ ー の All Right Now? の カヴァ 三 が そ 
れ ぞ れ 遊 び 感覚 で 収録 し て いる 。 その 他 の オリ ジ ナ ル 曲 で は 彼ら の 
才能 が 遺 憎 な く 発揮 され た イン ター ナシ ョ ナル 指向 の 充分 に 魅力 的 
な 曲想 が 目立つ 。 こ の 時 点 で 既に LUCIFER'S の サウ ンド 形成 の 核 と 
な る 部 分 は 完成 され て いた 。 (松尾 ) 








ELECTRIC SANDWI6H 
Electric Sandwich 
LP/Brain 1018 '72 年 





その 名 の と お り パ ン の 間 に 電 球 が サウ ンド ウィ ッ チ され て いる ド 
派手 な ジャ ケッ ト が 印象 的 な 本 作 。 72 年 と いう 制作 年 度 か ら 考 える 
と 少々 古 め の サウ ンド で ある 。 A① の 様 な も ろ に ジミ ・ ヘ ン か ら 影 響 
を うけ た サイ ケ デ リッ ク な ドラ ッ グ ・ ミ ュー ジッ ク で は 、 か な り ア 
シッ ド な 究 囲 気 を か も し 出し て いる が 、 ヴ ォ ー カ ル 曲 に な る と 、 仲 々 
よく 出来 た リフ 中 心 の スト レー ト な ハー ド ・ ロ ッ ク を 披露 し て くれ 
る 。B③ な ど は ドイ ツ ・ ハ ー ド ・ ロ ッ ク ・ バ ンド に は 大 変 め ずら し く 
へ ヴィ ・ プ ブル ー ズ を 気持 ちよ く キ メ て いる の が うれ し い 。 メリハリ 
の ある アレ ンジ は D・ ダ ー ク ス に よる 所 が 大 きく 、 地味 な が ら 味 の あ 
る 作品 に 仕上 が っ て いる 。 ( 宇 藤 ) 








7 どど 








Wi ELECTRI6 SUN 

Electric Sun, Bevond The AStral 
Skies, Earthmuake 

LP/ ? 年 





Roth と いう と 、 初 期 ス コー ピオ ンズ の 黄金 時 代 を 築い た ギタ リス 
ト だ が 、 本 作 は 彼 の リー ダー・ バ ンド 、 エ レク トリ ッ ク ・ サ ン の 例 
作 を 2in 1 なら ぬ 3in2 で 収録 し た CD。 1 st/ 2 nd で は ジミ ・ ヘ ン を 
意識 し た 部 分 が 目立つ が 、「Japanese Dream」 等 の よう に ジミ の 呪 
縛 か ら 逃 れ た 楽曲 は 、 読 者 に も 納得 が いく だ ろう 。 圧巻 は 元 J・ タ ル 
の C.Bunker を 迎え 、 オ ー ケ スト ラ ・ パ ー カ ッ シ ョ ン や 混成 合唱 を フ 
ュー チャ ー し て 制作 され た 3 rd だ ろう 。 (これ を CD の トッ プ に 持っ 
て 来 て いる 。) ス ペー シー な シン フォ ニッ ク ・ プ ログ レ ・ ハ ー ド と 言 
うべ き 内 容 で ある こと は 、 彼 の 名 前 程 ば 知ら れ て いな いよ うだ 。 S 
字 を デザ イン に 取り 入れ た 30 フ レッ ト 以 上 ある 特注 ギタ ー の 音色 
は 、 時 と し て ヴァ イオ リン の よう に 美しい 。 (Chihiro S.) 


ELFENBEIN 
Made In Rock 


@ 4 の LP/MDM 無 番 号 77 年 


0 








トリ オ 編 成 の オー ソ ド ッ クス な ハー ド ・ ロ ッ ク ・ ス タイ ル 。770 年 
代 中 頃 ま で の 未 整理 な ジャ ー マ ン ・ ロ ッ ク で は な く 、 国 籍 不明 の 音 
だ 。 ス タイ リッ シュ と 言う 程 に 様式 美 を 向い て は いな い 。 ソ リッ ド 
な 感触 は ある も の の 、 む し ろ 英 米 の ハー ド ・ ロ ッ ク 770 年 代 か ら の 影 
響 を 感じ させ て 、 吹 っ 切れ な さも 残る 。 例 えれ ば 、 ス テッ ペン ウル 
フ の よう な 切れ と 吹っ切れ の な さ の な いま ぜ に な っ た よう な サウ ン 
ド と いっ た と ころ か 。 ギ ター は リフ を 固め て も 重厚 感 が な く 、 む し 
ろ プ ルー ス 調 の ナン バー な ど で の ソロ の 方 が 池 え が ある 。 全体 に は 
割 と あっ さり と し て 、 泥 臭く も な い 。 ヴ ォ ー カ ル は 少々 人 迫力 不足 。 
自主 製作 と し て は 、 ま ず ま ず の クオ リティ で は ある 。 も う 一 つ ポ イ 
ント に な る も の が ほし い 気 が する 。 (松本 ) 





ELOY 
EloV 


LP /Philips 6305 089 71 年 
CD/Philips 838 821-2 





今 も 活動 を 続け る エロ イ と 言え ば 、 B 級 シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク か 
ら エ セ ・ メ タル 風 サ ウン ド へ か け て の エロ イ な の だ ろう が 、 こ の ア 
ル バ ム は 、 そ の 原点 と いう より は 別 バ ンド と 言っ た 方 が いい の か も 
し れ な い 。'68 年 、 プ レー メン で 結成 され た ドイ ツ ・ ロ ッ ク 最 初期 の 
グル ー プ の ー つ と は いえ 、 71 年 に し て この サウ ンド の 切れ と ま と ま 
(98 還 ま さい に エン シン ラプ 還 思 三 三 の ラン シク の 作業 ある 
プル ー ズ と も サイ 分 と も ハー ド ・ ロ ッ ク と も フォ ー ク と も つか な い 
様々 な 音楽 を 一 色 に 染め て 音 を カチ ッ と させ る あたり 、 こ の 人 が い 
な か っ た ら 、 こ の アル バム は た だ の ド グ サ レ に な っ て いた こと だ ろ 
う 。 ハ ー ド ・ ロ ッ ク と いう に は 多彩 で 逆 に 楽し め る 。 (松本 ) 


ELOY 
Imside 


LP /EMI IC 062-29479 73 年 
CD/EMI CDP 538-7 90969 2 





ハー ド ・ ロ ッ ク 色 の 強かっ た 1 st か ら 2 年 の ブラ ンク を 置い て 発 
表 さ れ た 2 nd。 リ ー ド ・ ヴ ォ ー カ ル の 脱退 、 ベ ー ス の 交替 を 経て よ 
り キ ー ボ ー ド に 重点 を 置い た プロ グレ ・ ハ ー ド 作 。 た だ オル ガン の 
み の 使用 な の と 、 派 手 な が ソロ を 取っ た り は し な い の で イン パク ト に 
は 欠け る 。 テ クニ ッ ク 的 に 見 て も 平凡 で は ある が 、 暗 め の 内 省 的 な 
曲調 と クセ の ある ヴォ ー カ ル は 控え 目 な が ら も 個性 を 放っ て いる 。 
ハー ド ・ ロ ッ ク と し て は 乗り が 悪く 、 プ ログ レ と し て は 盛り 上 が り 
の 薄い サウ ンド は 中 途 半端 と の 印象 を 与え が ち だ が 、 こ うし た 音 で 
し か 味わえ な い 情 感 も ある 事 も 認識 し て お いて ほし い 。 夢 と 現実 の 
狭間 の 物 散 さ 、 極 く < 軽い ト ラン ス 状態 。 そ を う し た も の に 楽し め る 人 
は 、 意 外 と ハマ る か も 。 (高森 ) 








ELOY 
Floatimg 


LP /EMI IC 062-29 521 74 年 
CD/EMI CDP 538-7 90970 2 





前 作 の サウ ンド を 継承 し 発展 させ た 3 rd アル バム 。 暗く た れ 込め 
る 雰囲気 は 相変わらず で ある が 、 リ ズム の 切れ が 良く な っ て いる 。A 
② の 大 作 、B② な ど に 初期 ピン ク ・ フ ロイ ド か ら 影 響 が 顕著 に 器 え る 
が 、 こ れ は 当時 の ジャ ー マ ン ・ ロ ッ ク の 特長 の 1 つ で も ある 。 770 年 代 
半ば に し て 今 だ “神秘 一 ウマ グマ 期 " の フロ イド の 選 霊 を 引き づ っ 
て いる の は 進歩 が な いと も 言え る が 、 そ れ だ け に フロ イド の ジャ ー 
マン ・ ロ ッ ク に 与え た 衝撃 は 絶大 な が も の で あっ た の だ ろう 。 ま た 、 
あの 曖昧 模 立 と し た 音 や 曲 展開 が 思索 的 で 冥 想 的 な ムー ド を 出す の 
に は 効果 的 で あっ た と 言え る が 、 深 い 意図 が ある わけ で は な く 、 あ 
くま で 時 代 の ムー ド に 過ぎ な い 。 エ ロイ は この アル バム 後 シ ン フ ォ 
ニッ ク か ら メ タル へ と 時 代 の 衣裳 を 纏っ て いく の で ある 。 (高森) 





ELOY 
Ra 


CD/(Fr.) MSI CDMS 1058 '88 年 
/ ビ クタ ー VICP 5335 





現在 は プロ デュ ー サ ー と し て FAIR WARNING, LETTER X, GLEN- 
MORE 等 自国 の HM、 プ ログ レ ・ ハ ー ド 系 バン ド を 多く 手掛け る フラ 
ンク ・ ボ ー ネ マ ン 率 いる ELOY14 枚 め の ア ル バ ム 。 本 作 で は 正式 メン 
バー は フラ ンク と キー ボー ド の ミヒャエル ・ ゲ ル ラ ッ ハ の み で 、 他 は 
ゲス ト で 賭 っ て お り 、 フ ラン ク と 似 た よう な 立場 の ギタ リス ト 兼 プ 
5 王 演 電 RNS ニ ・ 三 二 ドン も 参加 京 イ パン RR の レニ ン ョ シン 
の バッ ク に 流れ る シン セ の アル ペ ジ オ は M・ オ ー ル ド フ ィ ー ル ド の 
「Tubular Bells」 を 想わ せる (GLENMORE の アル バム の オー プ ニ ン 
グ も そう だ っ た )。 浮遊 感 の ある トー タル 形式 は 彼 等 の お 家 芸 だ が 、 
本 作 で は 殆ど の 曲 で の 打ち 込み に よる ドラ ム ス が 今一つ 夢想 感 を 損 
ね て いる よう な 気 も する 。 キル モア 風 ギ ター も 聴き 処 か 。 (高山 ) 





7 どら 








EPITAPH 
Emitam 
LP/Polydor 2371 225 71 年 





デビ ュー 作 。 オ ー プ ニン グ は D.PURPLE の `Wriing That Neck” 十 
^Lazy” 風 ナ ン バ パー。A② は 正 に 「Epitaph」 的 な メロ トロ ン 入 り バ パラ 
ー ド 、 シ ン バ ル ・ ワ ー ク が ジャ イル ス を 初 徹 さ せる 。A③ は 7 拍子 の 
リフ を 主体 と し た ジャ ー ジ ー な 展開 を し 、 途 中 に 達者 な が ドラム を フ 
ィ ー チ ャ ー。 B 面 に 移り ハー モニ ー が 入る ウエ スト ・ コ ー ス ト 風 ナン 
バー、 中 間 部 に て サイ ケ 風 ギタ ー・ ソ ロ が 入る 。B② は 10 分 に 及ぶ こ 
れ 又 「 宮 殿 」 風 ヴォ ー カ ル 部 か ら 構 築 的 な 展開 を 聞か せる 。 グ ルー 
プ の スタ イル は 確立 され て いな い が 、 一 定 の 水準 は 保っ た 作品 と な 
っ て いる 。 73 年 一 旦 活動 を 停止 。79 年 ヘヴィ ・ メ タル ・ バ ンド と し 
て 再 デ ビュ ー を 図り 、'83 年 迄 活動 を 続け た 。 (吉野 ) 


EPITAPH 
Ston Look And Listen 
LP/Polydor 2371 274 72 年 





エピ タフ は 暗く 重い 屈折 し た サウ ンド を 持つ ジャ ー マ ン ・ ハ ー 
ド ・ ロ ッ ク の 中 で は 珍 ら し く 、 ア メリ カナ イズ され た 清涼 感 を 感じ 
させ る バン ド で ある 。 特に コー ラス ・ ワ ー ク に それ が よく 表 わ れ て 
いる 。 例 に よっ て 「 エ ピタ フ 」 的 メロ ディ を 持つ 曲 も 収め られ て い 
る か 、 メ ロト ロン は 今回 使わ れ て いな い 。 B①⑪ は 軽快 な が ら も プロ 
グレ 的 要素 の 強い 佳 由 。 ラス ト の タイ トル 曲 は 「 エ ピタ フ 」 を ハー 
ド ・ ロ ッ ク 風 に 解釈 し た よう な 曲 で 、 長 め の 間奏 部 は UFO あ た り の 
影響 も 感じ られ る 。 テ クニ ッ ク 的 に は 安心 し て 聴け る が 決め 手 に 欠 
け 、 ア ル バ ム 全体 の 印象 を 薄く し て いる 。 尻切れ トン ボ 的 な 曲 が 目 
立つ の も プロ デュ ー ス の 甘 さ で あろ う 。 曲 自体 は 悪く な い の で 情 し 
いと ころ で ある 。 (高森 ) 





是 還 EPSILON 
0 了 Ensilon 
LP/Bacillus 6494 001 '71 年 





ジャ ケ を 見 て 何 か を 感じ た と すれ ば 、 あ な た は ドイ ツ ・ フ ァ ン 、 
も し く は 「Atem」 オ タク に 違い な い 。 まあ 音 の 方 は 「Atem」 で ロッ 
ク ク な わけ も な く 、 ま っ た く 無 関係 。 オ ル ガ ン 奏者 を 含む 4 人 組 ハ 
呈 ド Ri ロッ ク ・ パ ンド 。 デビ ピ ョ ー 作 ワン ・ パ ター シ の リラ と りり 
ム が 続き 、 く すん だ オル ガン が 厚 味 を つけ 、 ギ ター が ソロ を と っ た 
か 、 曲 が 展開 し た か 、 と 思え ば 崩れ る B 級 所 な ら で は の スカ スカ だ 
が 雰囲気 だ け は 重い あの 音 。 A 面 の 2 曲 が ロ ング ・ ナ ン バ ー に な っ 
て いて 、 そ うし た ドイ ツ 所 が 味わえ る 。 ジ ャ ズ っ ぽ さ も ちら り 。 そ 
れ に し て も リー ド ・ ギ ター は 汗 え ず 、 リ フ の ダー ティ ー な 感触 は 印 
象 強い 。 オ ル ガ ン が 入っ て いて 幅 を も た せ て いる 。 当時 の イギリス 
を 憧れ た 音 だ 。 (松本 ) 


EPSILON 
Move On 
LP/Bellaphon BLPS 19078 73 年 





P・ ホ ー ク 、D・ ダ ー ク ス の プロ デュ ー サ ー、 エ ンジ ニア の コン ビ 
は 、 バ パシ ラス = テニ ベ ラフ ォ ン ・ レ ー ベ ル を 中 心 に 数 々 の ハー ド 系 の バ 
ンド を シー ン に お くり 出し て いる 。MY SOLID GROUND, TIGER B. 
SMITH ら が その 代表 格 だ が 、 本 作 も この 名 コン ビ が 製作 し た 作品 の 
ー つ 。 全 体 的 に ギタ ー、 オ ル ガ ン の アン サン プル を メイ ン と し た オ 
ー ソ ドッ クス な ハー ド ・ ロ ッ ク ・ サ ウン ド だ が 、 ド ライ ヴ 感 と いう 
面 で 少々 人 迫力 に 欠け る 。 が 、A② は クラ シッ ク の 曲 を は さ み こ ん だ ユ 
ニー ク な アレ ンジ 、B③ は B・ サ バス ば ぱり の へ ヴィ な アレ ンジ で 楽し 
ませ て くれ る 。 リ ー ダ ー の M・ ウ ィ ン ゾ フキ ー は 777 年 に MIKE WINN 
BAND を 結成 し て いる 。 (中 藤 ) 








ar 


LP/Spiegelei 28 760-7U 71 年 





グル ー プ の リー ダー 格 で ある 、 ジ ェ イ ム ス ・ ス ロウ は 自ら を ティ 
ル ” と 名 乗り 、 6 人 の 遊 芸人 を 引き 連れ て 71 年 ハン ブル グ に 現われ 
た 。 中 世 の ド イツ の 民間 伝承 で 余り に も 有名 な オイ レン シュ ピー ゲ 
ル の デビ ュー アル バム で ある 。「 2 」 と な っ て は いる が 、72 年 に 同 レ 
ー ベ ル か ら 「 ア ウシ ュ ス 」 と いう タイ トル で セカ ンド が 出 て いる 。 
本 アル バム で は 、 ジ ャ ー マ ン ロッ ク に 例 を 見 な い 溢 刺 と し た 自由 な 
演奏 が 展開 され 、 ド イツ 古都 に ま ど ろ む 愛 乱 に 満ち た フル ー ト と オ 
ル ガ ン の 音色 は 、 石 に 敷き つめ られ た 中 世 都 市 の 面影 を その まま 
伸ばせ て くれ る 。 ま た 、 思 わ ず 吹 き 出し て し まい そう な ジャ ケッ ト 
デザ イン も シリ アス な 中 に も ユー モラ ス な 一 面 を 欠か さ な い 風俗 志 
向 を 垣間見 せ て くれ る 奇抜 な 見 せ 物 だ 。 (丸美 屋 ) 





EULENSPYGEL 
AuSschuss 
LP/Intercord 28780-5U 72 年 





ジャ ー マ ン ・ ロ ッ ク の 中 で 好き な も の を 10 枚 上 げ よ と いわ れ 、10 
枚 選べ る か どう か 。 こ の Eulenspygel の レコ ー ド を 10 枚 の 中 に いれ る 
か 、 い れ な いか は 別 と し て 、 な か な か の 力作 に は ちがい な い 。 1 枚 
目 の 方 は 、 ジ ャ ケッ ト に 感心 する で らい で 、 到 底 自 分 の 好み に は ほど 
遠かっ た 。 本 作 は 、 イ ギリ ス の アッ プル ・ ス タ ジ オ で 録音 され 、 ジ 
ャ ケッ ト も ドイ ツ の グル ー プ らし いと いう か 、 段 ボー ル が は りつ け 
られ て いる と いう 風 変 り な も の 。 全 体 的 に は 前 作 の 延長 線上 な が ら 、 
それ まで の ドイ ツ の グル ー プ に は 少な い シ ン フ ォ ニ ッ ク 的 な 面 を 耳 
に する こと が で きる 。 な に は と も あれ A 面 を 費やし た 大 作 の 後半 は 、 
圧倒 的 と も いえ る パワ ー で 曲 が か 進行 する 。 当 時 全盛 の メロ トロ ン が 
大 幅 に 使わ れい や が 上 に も 曲 を 盛り 上 げ て 行く の で ある 。 (吉瀬 ) 
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EXCALIBUR 
The First Aum 


LP/Reprise REP 44163 71 年 





ドイ ツ ・ ハ ー ド ・ ロ ッ ク の 最大 の 特長 と 言え る 事 は 、 プ リティ ッ 
シュ ・ ロ ッ ク の それ の 様 に いわ ゆる ブル ー ズ か ら 影 響 が あま り 見 ら 
れ な い 点 に ある と 思わ れる 。 そ うい っ た 意味 で は 早く か ら ブ ルー 
ズ ・ ロ ッ ク か ら 脱 脚 し た へ ヴィ ・ サ ウン ド を 追求 し て いた と 言え る 。 
が 、 し か し 、 そ れ ゆ え に 出 来 の 悪い 物 は 極 半 に レベ ル が 下がっ て し 
まう の も 事実 。 こ の エク スカ リバ パー など は その 威圧 的 な ジャ ケッ ト 
か ら は 想像 も つか な い 軽い "サウ ンド で 、 い わ ゆ る 中 期 ス テッ ペ 
ン ウ ルフ の 様 な つま ら な い ア メリ カン ・ ハ ー ド ・ ロ ッ ク と 言っ た サ 
ウン ド で 、 こ れ と 言っ て 特長 の 無い バン ド の 代表 格 で ある 。 セ カン 
ド ・ ア ル バ ム が 製作 由来 な か っ た の も うな づけ る 。 ( 宇 藤 ) 





FAITHFUL BREATH 
Fading BeautV 


LP /FBAA 6963.233 73 年 
CD/(U.S.)Laser'9 Edge LE 1011 














73 年 に 自主 製作 と し て 限定 発売 され た フェ イス フル ・ プ レス の フ 
ァ ー ス ト ・ ア ル バ ム 。77 年 に 一 時 再発 され た (Code CSM-10002-FB) 
が 現在 で は CD に な り 入 手 可 能 に な っ た 。 マ ン フ レッ ド ・ フ ォ ン ・ プ ブ 
トラ ー( オ ル ガ ン 、 メ ロト ロン 、 ピ アノ etc)、 ハ イン ツ ・ ミ ー ク ス ( ギ 
ター)、 ユ ル ゲ ン ・ ヴ ァ リ ッ ツ (ドラ ム ス )、 ホ ルス ト ・ ス タ ベ ノ フ 
(ベー ス ) の 4 人 編成 で キー ボー ド を 生か し た シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ 
ク を 奏で て いる 。 テ クニ ッ ク 的 に は さして 期待 で きる も の で は な い 
が ゲル マン 人 の 心から わき で る ロマ ン テ ィ シ ズム は 正 に 叙情 で あ 
る 。 80 年 に は 再編 し 、 ス カイ ・ レ ー ベ ル よ り セ カン ド 「ROCK ON MY 
HILL 《SKY 038》」、 翌 年 81 年 に サー ド 「ROCK LION《SKY 055》」 を 
発売 し 、 以 後 ヘ ザイ ・ メ タル ・ フ ィ ー ル ド で 活動 する 。 (山崎 ) 





FAITHFUL BREATH 
Back On MM Hil 
LP/Sky 038 80 年 





ファ ー ス ト (73 年 ) か ら 7 年 後 の セ カン ド 。 ヴ ォ ー カ リス ト を 加 
え 、 あ と は オリ ジ ナ ル ・ メ ン バ ー。A② と B 面 全て を 費やし た 曲 の 一 
部 に て ハー ド な 展開 が 聞か れる が 、 残 り は シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク 。 
ファ ー ス ト に 失望 し た 人 が 多く いる と 思う が 、 本 作 は 伸び が あり 表 
現 力 の ある ヴォ ー カ ル を 中 心 に 、 曲 展開 に も 工夫 が 見 られ 、 前 作 の 
冗 温 な 印象 は 無い 。 又 前 作 と 違い クレ ジッ ト さ れ て いた メロ トロ ン 
は 使用 され て いま す 。 そ の 後 メ タル 色 の 強い 「Rock Lions」('81 年 ) 、 
『Hard Breath」('82 年 ) 、「Gold And Glory」('84 年 ) 等 を リリ ー ス 。 ” 
80 年 代 後期 に 開化 し た と 言え る ジャ ー マ ン ・ メ タル の 橋渡し 的 存在 
の グル ー プ と な る 。 (吉野 ) 


Frame Of MMim 


LP /Bellaphon BLPS 19107 72 年 
CD/Bellaphon 288.09.112 





当時 の ドイ ツ ・ ロ ッ ク 系 で は 中 堅 メ ジャ ー・ レ ー ベ ル で あっ た べ 
ラフ ォ ン 。 こ の レー ベル 所 属 ア ー テ ィ ス ト は プロ グレ ッ シ ヴ ・ ハ ー 
ド と 言わ れる 形容 を され る バン ド が 多い 。 実際 曲 に よっ て は 出来 の 
良い の が ある が 、 ど ちら か に 徹底 され て いな い 為 で あろ う 。 両 者 の 
ファ ン の 間 で は 中 途 半端 な 作品 が 多い と いう イメ ー ジ を 持た れ て い 
る 。 本 作 や NINE DAYS WONDER 等 は その 典型 。A① ヴ ォ ー カ ル ・ 
ナン バー や A③ の 12 分 に 及ぶ 曲 等 プロ グレ ッ シ ヴ 色 の 強い 曲 が 収 録 
され て いる 反面 、B① の 様 に 本 格 的 な へ ヴィ ・ サ ウン ド も 聞か せ 、 ギ 
ター も 滑ら か だ 。 全体 的 に 演奏 の 水準 は 保 た れ て お り 、 特 に 切れ 味 
の ある 小気味 の 良い ハモ ンド ・ オ ル ガ ン が 全編 活躍 。 (吉野 ) 








FRIEDHOF 
Friedhof 


LP /Sound・StarsTon SST 0103 70 年 
CD/Lost Piper Dreams LP 012 CD 





ドイ ツ は 当時 アメ リカ 、 イ ギリ ス に 次 ぐ 世 界 第 3 の ロッ ク 先 進 国 
で あっ た 事 は 、 当 時 イギリス 、 ア メリ カ の ミュ ー ジ シャ ン が 競っ て 
ドイ ツ ・ ツ アー を 組ん だ り 、 本 国 よ り も ドイ ツ で の 活動 が 目立っ て 
いた バン ド の 存在 な どか ら も 明らか で ある 。 逆 に いえ ば それ だ け 米 
英 の 有名 ミュ ー ジ シャ ン の 存在 が '60 年 代 初期 の ころ か ら 身 近 で あ 
っ た と 言う こと が 言え る 。 それ ゆえ アマ チュ ア も し く は セミ プロ の 
プレ イヤ ー も ドイ ツ 国 内 で は 多かっ た の だ が 、 本 バン ド な ど は そん 
な セミ プロ が 偶然 ひろ われ 、 プ ロダ クシ ョ ン が リリ ー ス し た いわ ば 
自主 制作 に 近い 作品 。 良 くも 悪く も 当時 の ドイ ツ ・ ロ ッ ク ・ シ ー ン 
の 様 を 想像 する に 十分 。 終 始 と ば し っ ぱな し の ガレ ー ジ ・ サ ウン ド 
は 多分 に 若 さ が 感じ られ る 。 全曲 イン スト 。 ( 宇 藤 ) 





FRUMPY 
串 Will Be Changed 


LP /Philips 6305 067 '70 年 
CD/Repertoire RR 4146 WP 





FRUMPY は 770 年 1st で ある 本 作 を 発表 後 、71 年 2nd の 「Frumpy 2」、 
72 年 「By The Way」、'73 年 「Frumpy Live」 を 発表 し て いる 中 堅 グ 
ルー プ で ある 。 本 作 オ リ ジ ナ ル 艦 は カメ レオ ン の 型 を あし ら っ た プ 
ラス チッ ク に 包ま れ た 変型 ジャ ケッ ト に な っ て いて 、2nd も や は り 
変型 物 の 円 型 ジ ャ ケッ ト に プラ スチ ッ ク ・ バ ッ ク の 付い た 物 で ある 。 
ー 応 一 般 的 に は 本 1st が 彼ら の 最高 作 と 言う 事 に な っ て いる が より 
へ ヴィ か な 方 向 性 を 打ち 出し た 2nd も 甲 つ つけ 難い 良質 な 作品 で あ 
る 。 彼 ら の 特徴 は ギタ ー 無 し の オル ガン を 中 心 に ブル ー ス を 基調 と 
し た 重く 引き ずる 様 な 演奏 に Inga Rumpf の や や ソウ ルフ ル な ヴォ 
ー カ ル が 重なり 合っ て 徐々 に その 盛り 上 が り を 見 せる 所 に ある 。 

(松尾 
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FRUMPY 
2 


LP /Philips 6305098 71 年 
CD/Repertoire REP 4339-WP 





この アル バム は 、 数 ある ジャ ー マ ン ・ ハ ー ド ・ ロ ッ ク の 中 で も べ 
スト 3 に 挙げ られ る 程 の 情感 と 熱狂 の 詰め 込ま れ た フラ ン ピ ー 時 人 生 
の 傑作 で ある 。 骨太 な が ら も 物 憂 い 薩 り も 感じ させ る イン ガ ・ ラ ン 
フ の ハス キー・ ヴ ォ ー カ ル 、 時 に は クラ シカ ル に 時 に は へ ヴィ に 人 迫 
る J.J. ク ラヴ ェ ッ ツ の オル ガン 、 地 味 な が ら も 名 い を 漂わ せる ギタ 
ー、 一 体 と な っ て 終始 疾走 する リズ ム ・ セ クシ ョ ン 。 こ の 溢れ ん ば 
か り の 情熱 と 痛快 さき は メロ トロ ン も 操る クラ ヴェ ッ ツ の オル ガン に 
よる 所 が 大 きい の だ が 、 ま さ に 時 代 の 狂 忠 と 機 を 一 に し て いる の で 
ある 。'60 年 代 か ら '70 年 代 に か け て の 栄光 と 挫折 が 色濃く 反映 し た ラ 
スト 曲 の が むし ゃ ら に 突き 進ん で いく 先 の 目 も 肘 む 光景 と カタ ル シ 
ス を 感じ て ほし い 。 (高森 ) 


FRUMPY 
By The Wa 


LP /Vertigo 6360604 72 年 
CD/Repertoire IMS 7019 





軽快 な ロッ クン ・ ロ ー ル に 始ま る この フラ ン ピ ー の 3rd ア ル バ ム 
は 、 部 分 的 に 前 作 の 香り を 残し な が ら も 、 明 ら か に パン ド の 性 格 が 
変化 し て し まっ た 事 を 物語 っ て いる 。 新 た に キー ボー ド 奏 者 を 加え 、 
ギタ ー を より 以上 に フィ ー チ ュ ア レ 、 ヴ ォ ー カ ル ・ パ ー ト を 中 心 に 
展開 し て 行く サウ ンド は J.J. ク ラヴ ェ ッ ツ の 曲 作 りか ら の 後退 か ら 
も 里 え る よう に 、 イ ン ガ ・ ラ ン フ と その バッ ク バ ンド 的 色彩 が 強く 
な っ て いる 。 それ で も 適度 な イン スト ・ パ ー ト を 盛り 込み 、 た た み 
掛け る リズ ム ・ セ クシ ョ ン も 健在 で ある 。 し か し ノリ の 良く な っ た 


分 、 む せ 返 る よう な 叙情 性 は 後退 し 、 一 点 に 集中 し て いく か の よう 
な ひたむき さも 薄らい で 、 そ つの 無い うま さだ けが 目立っ て し まっ 
7 だ の NZ り P2NZN7 だ 8 (高森 ) 





加 FT 
ft 


LP/Telefunken SLE 14680 72 年 





69 年 、5 人 の メン バー に よっ て 結成 され た この グル ー プ は 当時 
PHALLUS DEI” と 名 乗っ て いた が 72 年 の 本 作 発表 直前 に ^GIFT” 
と 改名 し た 。 尚 、 本 作 に クレ ジッ ト さ れ て いる ギタ ー、 ヴ ォ ー カ ル 
担当 の Nick Woodland は 本 作 録 音 時 点 で は 既に 別 グ ダグ ループ ^SUB- 
JECT ESQ.” に 参加 し て お り 、 実 際 に は この LP は 4 人 の メン バー で 
製作 され て いる 。 さ て 、 本 1st Album で は 重厚 な ギタ ー・ リ フ を 基調 
と し た 横 乗り スタ イル の 曲 を 得意 と し て いる が 、774 年 の 2nd「Blue 
Apple」 で は 2 人 の メン バー・ チ ェ ン ジ と キー ボー ド の 導入 に よっ て 
パー プル 系 の 縦 乗り スタ イル へ と 変身 し た 。 タ イプ こそ 違う が 、 両 
作品 共 そ れ ぞ れ に 魅力 的 な 要素 を 持っ て いる と 言え る 。 (松尾 ) 


還 FT 
Blue Apple 
LP/Nova SDL 8002 74 年 





1 st の 硬派 な 音 作 りか ら メ ン バ ー・ チ ェ ン ジ し キー ボー ド を 加え 
て の メロ ディ アス で 流 三 な 音 作り に な っ た 2 nd。 曲 良し 、 歌 良し 、 
演奏 良し の 三 拍子 揃っ た 逸品 。 そ れ 程 へ ヴィ さ は 感じ られ な い が 、 
適度 な 押し と 引き を 心得 ながら も 意表 を つく 展開 、 割 と 当 っ た アレ 
ンジ な が ら も サラ リ と 聴か せる 無理 の な さか が 心地 良い 。 オ ル ガ ン 、 
チェ ン バ ロ 、 ピ アノ 、 シ ン セ 、 メ ロト ロン と 多彩 な キー ボー ド の 使 
い 分 け と 変 拍子 の さり 気 な い 導 入 が 歌 メ ロ を 引き 立た せ 、 躍 動 感 を 
生み 出し て いる 。 特 に B① は 猪突 猛進 する 前 半 部 か ら 優 徐 な メロ ト 
ロン を バッ ク に 泣き の ギタ ー が 舞う 中 間 部 へ の 切り 返し が 心 憎 い ば 
か り の 名 曲 。B②、③ で は 同一 曲 を パラ ー ド と アッ プ ・ テ ン ポ の 趣 
向 を 変え た アレ ンジ で 2 倍 楽 し め る 。 ア レン ジ の 勝利 。 (高森 ) 








KU GO0MORRHA 
Trauma 


LP /BASF 2020413-8 "72 年 
CD/Second Battle SB 022 





1st で は 何と な く ト リッ プ ・ ミ ュー ジッ ク を 演奏 し て いた ゴモラ の 
2nd。 相 変わ ら ず トリ ッ プ 然 と し た サウ ンド が その 中 心 と な っ て い 
る が 、 ア リ の ギタ ー は ジミ ・ ヘ ン を 意識 し た ワウ ワウ 、 フ ァ ズ を 多 
用 し た サウ ンド へ と 変化 、 よ り へ ヴィ な 面 が クロ ー ズ ・ ア ッ プ され 
る 形 と な っ た 。 いわ ゆる ドイ ツ ら し さと いう 面 で は グル ・ グ ル 、 アモ 
ン ・ デ ュー ル の 1st あ た り と は また 違っ た アン ダー グラ ウン ド ・ サ ウ 
ンド で 、 当 時 は この 様 な バンド が ドイ ツ に は うようよ し て いた 様 で 
ある 。 当 時 の ドイ ツ に は この 様 な バン ド で も 3rd ま で 制作 で きる 土壌 
が あっ た の か … と 思わ れる 方 も いる か も 知れ な い が 、 こ の サウ ンド 
が 当時 ジャ ー マ ン ・ ロ ッ ク ・ サ ウン ド の 主流 だ っ た 事 は 事実 で ある 。 

(中 藤 ) 





GMORRHA 
1 Turmed To See Whose Voice 
Was 


LP/Brain 1003 72 年 





前 2 作 で は (2nd「Trauma」 は 1 st の イン グリ ッシュ ・ バ パー ジョ 
ン で 内 容 的 に は ほぼ 同じ ) サイ ケ ・ サ イド で 語ら れる サウ ンド を 有 
し て いた が 、 ラ スト ・ ア ル バ ム と な っ た この 3rd は 幾 分 サイ ケ 色 を 残 
し な が ら も 本 格 的 な 、 デ ィ ー プ ・ パ ー プ ル あ た り を 初 御 と させ る ハ 
ー ド ・ ロ ッ ク へ と 脱皮 し た 。 変 拍子 を 交え た 切れ 味 鋭 い リ ズム の へ 
ヴィ な 曲 と アコ ー ス ティ ッ ク な トリ ッ プ ・ ミ ュー ジッ ク に 大 別 で き 
る が 、 ど ちら も 安定 し た テク ニッ ク と よく 練 ら れ た アレ ンジ に よっ 
て 水準 の 高い 出来 と な っ て いる 。 ジ ャ ズ や プル ー ス も こなす ギタ ー 
と 押し の 強い ヴォ ー カ ル は 、 ジ ャ ー マ ン ・ ハ ー ド ・ ロ ッ ク の 中 に あ 
っ て は トッ プ ・ ク ラス で あろ う 。 賛 肉 を そぎ 落し た ソリ ッ ド か 感覚 
が 全編 を 買い て いて 、 引 き 締 っ た 内 容 の 好 ア ル バ ム で ある 。 (高森 ) 
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GRAVESTONE 
War 


LP /AVC Studio Production LP80 020 
ST "2? 年 80 年 前 後 ) 





| で AESYDNE 


GRAVESTONE は 79 年 に lst で ある `Dooms Day′ を 発表 後 、 オ リ 
ジ ナ ル ・ メ ン バ ー は ギタ ー の Rudi と オル ガン の Andy の み を 残し 大 幅 
な メン バー・ チ ェ ン ジ を 経て 翌 '80 年 、2nd の 本 作 を 発表 する に 至っ 
た 。 1st に お いて 全て の 曲 の 作詞 、 作曲 に 当っ て いた 言わ ば 中 心 人 物 
で あっ た Wolfgang Rittner が 脱退 し 、 そ の 主導 権 を Rudy Dorner に 
移し た 。 こ の メン バー・ チ ェ ン ジ が 吉 と 転じ て 元 来 の 楽曲 面 で の 弱 
さ が 一 掃 さ れ 、 本 作 で は より ドラ マチ ッ ク 且 つよ り ス ケー ル ・ ア ッ 
プ さ れ た サウ ンド へ と 飛躍 的 進歩 を 遂げ た 。 歯切れ の 良い ギタ ー・ 
リフ を 中 心 に あく まで も 770 年 代 ス タイ ル の ハー ド ・ ロ ッ ク で は ある 
が 後 の NWOBHM の 一 大 ムー ヴ メ ント の 橋渡し 的 存在 と も 言え る 。 

(松尾 ) 


HAIRY CHAPTER 
(amnt Giet Through 


LP /Bacillus 6494002 71 年 
CD/Limited LMTRCD 03 





ディ ー タ ー・ デ ェ ル クス の 名 作業 が ここ に も 一 つ 。 数 多く の 名 ハ 
ー ド ・ ロ ッ ク ・ バ ンド を 募 由 し て いる バシ ラス ・ レ ー ベ ル に 移籍 し 
て 2 作 目 。 前 作 で は 今 一 歩 完成 度 に 不満 が 見 られ た が 、 本 作 で は よ 
り ス トレ ー ト な サウ ンド を 目指 し な が ら も 変 拍子 等 も お り ま ぜ た 大 
曲 指向 の 曲 も こなし て いる 。 特 に タイ トル 曲 は 10 分 を 越え る も の の 
展開 、 ア レン ジ 共 よく 練 ら れ た 名 曲 で ある 。 H・ タ イト ル バ ッ ハ の ギ 
ター は ロリ ー・ ギ ャ ラガ ー ら に 代表 され る 手数 の 多い ソロ を 得意 と 
し た スタ イル だ が 、 プ ブルーズ 色 は な ぜ か 薄い 。 人 間 の 動脈 と 静脈 を 
イメ ー ジ し た ジャ ケッ ト も 透 逸 で あり 、 ド イツ ・ ハ ー ド ・ ロ ッ ク の 
中 で も きわ め て 完成 度 の 高い 内 容 と な っ て いる 。 ( 旦 藤 ) 





HANUMAN 
Hamumam 
LP/Kuckuck 2375012 71 年 





71 年 、 ミ ュ ン ヘン 出身 の 4 人 の アー ティ スト 達 に よっ て 人 知れ ず 
発表 され 本 作 の み で 消え て 行っ た この グル ー プ 、 先 ず こ の 時 代 に し 
て は 異常 な 位 、 録 音 レ ベル が 良い 事 に 驚か され る 。 音 楽 形態 と し て 
は オル ガン を 中 心 に フル ー ト 、 サ ックス 、 ギ ター が 各自 一 体 と な っ 
て ジャ ー ジ ー で スリ リン グ な イン ター・ プ レイ を 繰り 広げ 、 そ の 上 
に ヴォ ー カ ル が 重なる と いっ た 形式 を 取っ て いる 。 同 レー ベル に は 
MURPHY BLEND, ARMAGGEDON, CWT, LIED DES TEUFFELS, 
OUT OF FOCUS と いっ た ミュ ー ジ シャ ン が 名 を 連ね て いる が この 
内 、 OUT OF FOCUS に 近い 良質 な ジャ ズ ・ ロ ッ ク を 聞か せ て くれ る 。 

(松尾 ) 


HAZE 
Hazecolor-Dia 
LP/Bacillus 6494 007 71 年 





71 年 Bellaphon 傘 下 の Bacillus よ り 発表 され た HAZE の 唯一 の 作品 
で ある 。 ジ ャ ケッ ト の 中 央 部 が 四角 くく り 抜 か れ て いて そこ に メン 
バー 写真 の セロ ハン が 貼り 付け て ある と 言っ た 変型 物 に な っ て い 
る 。 適 度 に 曲 展 開 を 持っ た ユー ライ ア ・ ヒ ー プ 型 の ハー ド ・ ロ ッ ク 
で ある が 残念 な 事 に テク ニッ ク 、 楽 曲 セン ス 共 に 実に 平均 的 で バン 
ド の 個性 と 呼べ る 物 を 探す の が 困難 で ある 。 だ が し か し 、 こ の 乗り 
の 悪い スカ スカ し た 音 こ そ が 770 年 代 ド イツ で あり 、 そ の 時 代 を 象徴 
する 音 で ある 事 も 又 事実 で ある 。 本 作 に 収め られ た 全 5 曲 は 基本 的 
に は 2 本 の ギタ ー の 重々 し い リ フ と 長め の ソロ を 中 心 に あく まで も 
へ ヴィ に 展開 する の で ある が 問題 は 音程 を 外し た まま 叫び まく る ヴ 
ォ ー カ ル に ある 。 (松尾 ) 








INRE KINDER 
2375004 


LP/Kuckuck 2375004 71 年 





ジャ ケッ ト は ジー ンズ の 袋 、 タ イト ル は レコ ー ド 番号 、 と いう 
IHRE KINDER の セカ ンド ・ ア ル バ ム 。 他 に は 「Leere Hande」('70 
年 )、「Anfang Ohne Ende」 ("72 年 ) 、「Rocksensation」 (76 年 ) 、「Live 
82」 (82 年) 、「Heute」('84 年 ) が 出 て いる 。 ま た ギタ リス ト の エル 
ンス ト ・ シ ュ ル ツ も 計 4 枚 の ソロ ・ ア ル バ ム を 出し て いる 。 さ て IHRE 
KINDER の 方 だ だ が 、 こ の アル バム で は 6 人 編成 、 音 の 方 は 基本 的 に は 
オー ソ ド ッ クス な ロッ ク ・ サ ウン ド で ヴォ ー カ ル 物 の 傾向 も 強い 。 
それ で も 曲 に よっ て は キー ボー ド を メイ ン に し た ラリ ーー ニコ ンク レ 
ー ト ふう の パー ト が 挟ま れ て いた り し て 、 所 々 に 面白 い 部 分 も ある 。 
余 程 の ジャ ー マ ン ・ ロ ッ ク ・ フ ァ ン で な いか ぎり 、 あ えて 聴く 必要 
も な い バ ンド か も し れ な い 。 (松本 ) 





JERONIMO 
の Cosmic Blues 
捕 LP/Bellaphon BI 1530 70 年 


隊 





アル バム ・ タ イト ル が 示す 通り 、 ジ ェ ロ ニモ は プル ー ス を ベー ス 
に し た ハー ド ・ ロ ッ ク ・ パ ンド で 、 3 枚 出 し で いる うち 本 作 は 1st で 
ある 。 こ の 作品 は ポッ プ な 曲 を へ ヴィ に 演奏 する パタ ー ン と 、 あ の 
リー フ ハ ウン ド を 初 徹 さ せる 曲 展開 の 二 つ の パタ ー ン で 構成 され て 
いる が 、 ポ ッ プ な 曲 で も 軟弱 に な る こと な く 、 仲 々 の 出来 と な っ て 
いる 。 続 く 2nd 「Same」 は 地味 な が ら 、1st で 出し きれ な か っ た ブル 
ー ス 色 を 前 面 に 押し 出し た 名 作 で ある 。 残念 な こと に 彼ら は この 2 
nd を ピー ク に 失速 し 、3rd「Timeride」 で は 平凡 な ハー ド ・ ロ ッ ク ・ 
パ ジ ンド に お っ で し じ ま っ だ (多田 ) 











JIGSAW PUZZLE BAND 
“First' 
LP/(private press.) 66.22150 "80 年 





ヴォ ー カ ル 、 リ ー ド ・ ギ ター、 リ ズム ・ ギ ター、 ベ ペー ス 、 ド ラム 
の 5 人 の メン バー か ら 構 成 さ れる グル ー プ の 自主 制作 アル バム 。 若 
い 音楽 仲間 が 集まっ て 手軽 に 作っ た よう な 感じ が する 作品 で 、 演 奏 
水準 も 決し て 高く は な いし 、 録 斉 も いた っ て シン プル で ある 。 少 し 
聞い た だ け で は つま ら な い 印 象 を 受け る が 、A③ か ら B② を じっくり 
聴く と 、 束 い を 含ん だ 味わい 深い 演奏 を 聞か せ て くれ る 。 ギ ター が 
短い フレ ー ズ の リフ を 重ね な が ら 、 各 メン バー の 演奏 が 一 体 と な り 、 
曲 の 雰囲気 が 少し ずつ 盛り 上 が っ て ゆく 様 は 、 な か な か の 説得 力 を 
も っ て いる 。 商業 ベ ー ス の 作品 に は 無い 、 素 朴 な 魅力 が ある 。 敢 え 
て 例え る な ら ば 、 同 じ く 自主 制作 盤 で ある GRAVE の アル バム に 近い 
内 容 で ある 。 (Helmut) 


に KRAVETZ 
Kravetz 
LP/Vertigo 6360 605 72 年 





FRUMPY の キー ボー ド 奏 者 Jean-Jacques Kravetz の ソロ ・ ア ル バ 
ム 。 Udo Lindenberg (ds、 perc、 vo) 、 Carl-G・Stephan (b) 、 Thomas 
Kretzschmer(g) と の 編成 に よる も の で 、A① に は FRUMPY の ヴォ ー 
カリ スト 、 イ ン ガ ・ ラ ン フ が 参加 し て いる 。 全 5 曲 と 長編 が 多く 、 
リン デン ベル ク と の 共 作 が 多い 。 曲 は FRUMPY や ATLANTIS の よう 
に ハー ド ・ ロ ッ ク と も オル ガン ・ ロ ッ ク と も 言え そう な も の で 、 よ 
く 聴 いて いる と 大 割り の 中 で そつ な く 凝 っ て いる の が わか る 。 派手 
さ は な い が 各 坦 者 確か な 演奏 で 支え て いる こと も わか る 。 各 曲 で 各々 
の ソロ を 混 え な が ら の 構成 の 割 に は 、 も う 一 歩 押し 引き に 欠け る の 
も 一 方 で 事実 だ 。 ソ ロ の 部 分 の イン パク ト が 編 い た めか も し れ な い 。 
B①③ の 展開 は 意欲 的 だ が 。 (松本 ) 





KIN PING MEH 
Kin Ping Meh 
LP /Polydor 2371 259 71 年 
CD/Second Battle 841 887-2 





キン ・ ピ ン ・ メ イ の ファ ー ス ト 。 彼 等 は ブリ ティ ッシュ ナイ ズ さ 
れ た ハー ド ・ ロ ッ ク を 得意 と し 、 そ の 容 勢 は 一 貫 し て いる 。 が A②、 
B③ で 聴け る メロ トロ ン を 伴う バラ ー ド の 出来 は 仲 々 の も の で ある 。 
歌詞 は 英語 で 歌わ れ て いる 。 こ の 後 、 ゼ プラ レー ベル より 2 枚 「KIN 
PING MEH 《ZEARA 2949 005772》」、「KIN PING MEH 《ZEBRA 2949 
011 73》)」、 ノ ヴァ ・ レ ー ベ ル よ り 2 枚 「VIRTUES AND SINS 《NOVA 
6.22 015 74》」、「CONCRETE 《NOVA 6.28 370 DP75)」、 バ シル ス 
より 1 枚 「KIN PING MEH 《BACILLUS BAC 2046 77》」 と 計 6 枚 
(うち 5 枚 目 は 2 枚 組 ) の アル バム を リリ ー ス し て 解散 。 2 枚 の コン 
ピ レ イ ショ ン ・ ア ル バ ム に 収録 され て も いる 。 (山崎 ) 


KIN PING MEH 
N0.2 
LP/Zebra 2949 005 "72 年 





KIN PING MEH は 現在 まで に 数 枚 の アル バム を 発表 し て いる が い 
ずれ も B 級 ハー ド ・ ロ ッ ク の 枠 か ら 抜 け 切れ な い 作 品 ば か り で ある 。 
し か し そん な 中 に あっ て 比較 的 我々 の 興味 を 引く の は ドイ ツ と 言う 
より も むし ろ プ ブリ ティ ッシュ 指向 の 強い 初期 の 2 枚 で あろ う 。 個人 
的 意見 で 申し 訳 な い が 取 分 け 1st、2nd の 中 の メロ トロ ン を フィ ー チ 
ヤー し た ドラ マテ ィ ッ ク な 展開 を 持つ 幾つ か の 曲 が や は り ダ ント ツ 
で 光っ て いる 。 本 2nd で は ビー トル ズ の Come Together” を 彼ら な 
り の アレ ンジ に よっ て セン ス の 良い ハー ド ・ ロ ッ ク 曲 に 変え て し ま 
っ た 。Conny Plank の プロ デュ ー ス に より 作品 全体 の バラ ンス も 悪 
く な い 。 この 後 、 枚 数 を 重ね る 毎 に アメ リカ ナイ ズ さ れ て いく 。 

(松尾 ) 








LADY 
Lady 
LP/Vertigo 6360 636 76 年 





JANE の キー ボー ド 奏 者 Werner NadolIny を 中 心 と し た 4 人 の メン 
バー か ら 成 る 本 作 は 製作 年 度 が JANE の 活動 時 期 と 重複 し て いる 為 、 
パー マネ ント な グル ー プ と 言う より セッ ショ ン 的 な 性 格 を 持っ た 一 
時 的 な が バン ド と し て 考え た 方 が 良さ そう で ある 。 内 容 的 に は JANE の 
作風 と 重なる 部 分 も 多々 見 受け られ る が 本 作 の 場合 は それ より 幾 分 
ポッ プ て 軽快 な 印象 を 与え る 曲 が 多 く 、 ハ ー ド ・ ロ ッ ク と し て 評価 
を する な ら ば 全体 的 に 作品 と し て の 魅力 は 極め て 薄く 、 光 る 物 は 何 
も 感じ な いと 言っ た 所 が 正直 な 印象 で ある 。 個人 的 に 強い て 言う な 
ら ば Werner Nadolny の キー ボー ド を 多く フィ ー チ ャ ー し た A③ の 
^Sailor*、B② の “World Of Fantasy"” あたり が まず まず 聞け る と 言 
っ た 所 か 。 (松尾 ) 





MGYSYGMKM UGHTSHNE 


Feeling 
人 le LP /Trefiton HS 1049 "76 生 
5 fo CD/Penner CD 008 


得体 の 知れ な い 自 主 制作 の 中 で も 訳 の 分 ら な さ で は 群 を 抜い て い 
る アル バム 。 演 歌 的 ド グ サ レ ・ メ ロディ ー と 思わ ず ス テレ オ の ヴォ リ 
ュー ム を 下げ て し まう 恥知らず の 雄叫び が た だ 者 で は な い 1 曲目 。 
コミ カル な ベー スラ イン と 曲 の 進行 を 足止め する シャ ウト に 再び 赤 
面 の 2 曲目 あたり 迄 は 、B 級 変態 ロッ ク を 愛す る 人 に は た ま ら な い 、 
ハー ド ・ ロ ッ ク 崩 れ の 曲 が 並 ぶ 。 3 曲目 以降 は 形 の 悪い シン フォ ニッ 
ク ・ ロ ッ ク と も 呼べ そう な 、 大 曲 3 曲 で 埋め られ て いる 。 フォー ク ・ 
タッ チ の 歌 メ ロ 、 泣 き の ギ ター、 粘 液 質 の シン セ サ イ ザー な ど 、 哀 
須 を 漂わ せな が ら も 、 ど こ か 不気味 な 暗 さ を 感じ る 。 ク リム ゾン の 
エピ タフ を いび つ に 解釈 し た よう な 悪意 も 見 える 。 そ し て 例 に よっ 
て 狂 翌 す る 雄叫び 。 シ ン フ ォ ニ ッ ク ・ フ ァ ン は パス ? か も 。 (高森 ) 








7 ラブ 








LUCIFER'S FRIEND 
Lueifers『rienmd 


LP /Philips 6305 068 70 年 
CD/Repertoire RR 4059-CX 
/MSI MSIF 7140 





ASTERIX に Rietenbach が 加わ る こと に よっ て 誕生 し た の が 、LF で 
ある 。 前 身 バ ンド か ら LF へ の 移行 が わずか 数 ヶ月 で 行なわ れ て いる 。 
この 1 st で の へ ヴィ な サウ ンド か ら は 、 サ バス プ パ ー プ ルプ ツェ ッ ペ 
リン 等 が 多少 想起 され る が 、 実 際 に は 平行 進化 的 な も の で 、 彼 等 の 
エピ ゴー ネン と する 解釈 は 間違い 。 サ タニ ズム は 当時 の 流行 で あっ 
た し 、Horns/Rietenbach に よる リズ ム ・ セ クシ ョ ン 等 、 同 時 代 の 他 
バ パンド より は 技術 的 に は 上 で ある 。( ち な み に 、Lawton は 当時 プラ ッ 
クモ ア か ら の ニュ ー・ バ ンド 結成 の 誘い を 断っ て いる ) 歌詞 に も 使 
われ て いる 小 人 は 『 死 の メッ セン ジャ ー』」 の イメ ー ジ の よう で 、 そ 
の 後 も バン ド ・ シ ン ボ ル に 使わ れ た 。CD 化 に あたっ て 、 ボ ー ナ ス ・ 
トラ ッ ク 5 曲 が 追加 され て いる 。 (Chihiro S.) 


IKU 」 LUCIFER'S FRIEND 
Where The Groupies Killed The 
Blues 


LP /Vertigo 6360 602 72 年 
( 下 ID OO CD/Repertoire REP 4143-WP 


/MSI MSIF 7141 


計 





前 作 よ り ス ケー ル ・ ア ッ プ し た 72 年 の 2 nd。 大 胆 な アレ ンジ や 変 
則 拍 子 が 導入 され 、 チ ェ ン バー・ へ ヴィ ・ ロ ッ ク と で も 言う べき 傑 
作 に 仕上 が っ て いる 。 Hecht の ピア ノ が すばらし い 。 圧巻 は ラス ト ・ 
ナン バー で 、 こ の 時 期 に これ だ け 現 代 音 楽 的 な 重苦しい 編曲 の オー 
ケス トラ と バン ド と の 同居 は 、 世 界 的 に 見 て も な か っ た と 思う 。 ジ 
ャ ズ ・ ヴ ォ ー カ ル 風 の ヴォ ー カ ル ・ ラ イン に プリ ティ ッシュ ・ ハ ー 
ド 的 な ヴォ ー カ ル ・ ス タイ ルン ノ 現 代 音 楽 的 な 減 5 度 を 多用 し た バッ 
キン グ 、 と いう ミス マッ チ の 極限 の よう な サウ ンド は 、 後 に も 先 に 
も この バ パンド だ け 。 本 作 発表 後 、『 騙 され 、 不当 な 支払 い の 上 、 恐る 
べき 借金 が 残っ た 』 バ ンド は 、 ラ イブ 活動 を 休止 し 、 ス タ ジ オ ・ ユ 
ニッ ト と し て 存続 する こと に な る 。 (Chihiro S.) 





LU6IFER'S FRIEND 
『m Just A HOck'm Roll Simger 
LP/Vertigo 6360 611 '73 年 





前 作 発表 後 、LF の メン バー は セッ ショ ン ・ ワ ー ク に 余念 が な か 
っ た 。Lawton は LES HUMPHRIES SINGERS で 、Hecht は AR & 
MACHINES で 、Hesslein は RATTLES、Udo Lindenberg、 果 て は 
JAMES LAST ORCHESTRA で 働い た 。 そ うし て 制作 され た この 3 
rd は 、 ア メリ カ の 幾つ か の 都市 で 『 そ の 年 に 最も リク エス ト さ れ た ア 
ル バ ム 』」 と な っ た 。 トッ プ ・ ナ ン バ ー や 表題 作 の よう に キャ ッ チ ー 
な 作品 と 、 ラ スト の よう に 前 作 の 延長 上 に ある 作品 、A③、B③ の 
よう に 優れ た ハー ド ・ ロ ッ ク ・ ナ ン バ ー (これ が また 、 良 い 曲 な ん 
だ )、 と 玉石 混 清 状 態 の 楽曲 を ハイ ・ レ ベル の 演奏 で 聴か せ て くれ る 。 
ゲス ト ・ パ ー カ ッ シ ョ ン 奏 者 の Bornhold ( 元 Rattles) は 、 そ の まま 
Rietenbach の 後任 と し て バン ド に 残っ た 。 (Chihiro S.) 


LUCIFER'S FRIEND 
Banquet 


LP /Vertigo 6360 618 '74 年 
CD/Repertoire IMS 7017 





前 作 で も ゲス ト 参 加 し て いた Herb Geller(sax) 、 Bob Lanese (tp) 、 
次 作 で レギ ュ ラ ー 化 する Karl-Hermann Luer(baritone-sax) を 含む ブ 
ラス プス トリ ング ス ・ セ クシ ョ ン 、 コ ー ラ ス と 34 人 の セッ ショ ン ・ 
ミュ ー ジ シャ ン を 迎え て 制作 され た 野心 作 。 シ ン フ ォ ニ ッ ク ・ プ ラ 
ス ・ ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク と で も 言う べき バッ ク と Lawton の ヴォ ー カ ル の 
マッ チン グ は 、74 年 制作 と いう こと を 考え る と 斬新 だ 。LF の 最高 傑 
作 と 言う と 、 2 nd か この 4 th か と 、 意 見 が 分 か れる こと が 多い が 、 
傾向 が 異な る だ け に 甲乙 付け 難い 。 ち な み に 米 パス ポー ト 盤 で は 、 
1 stCD の ボー ナス ・ ト ラッ ク ⑬ が 収録 され て いた 。 余 談 だ が 、 本 作 
が 我国 の ラジ オ 番 組 の テー マ に 使わ れ て いた よう に 思う の だ が 、 ど 
な た か 覚え て いな い だ ろ うか 。 (Chihiro S.) 








LUCIFER'S FRIEND 
MimH Exnlodimg 
LP/Vertigo 6360 633 76 年 





マル チ 管 楽器 奏者 プ ヴ ァ イ オ リン 奏者 の Karl Hermann Luer を 6 
人 目 の メ ン バ ー に 迎え て 制作 され た 76 年 の 5 th。 前 作 よ り は 3 rd の 路 
線 に 近い 。Bornholdt は 正式 メン バー と し て クレ ジッ ト さ れ な が ら も 、 
ラス ト ・ ナ ン バ ー し か ドラ ム を 叩い て お ら ず 、 他 は Curt Cress( 元 Atlantis 
等 ) を 使っ て レコ ー デ ィング され て いる 。 前 作 等 に 比べ る と アレ ンジ 
の 凝り 方 楽曲 に 多少 の トー ン ・ ダ ウン が 感じ られ る が 、 その 中 で 
Luer の 好演 は 光る 。 本 作 の み の 参加 な の が 残念 で ある 。 ラ スト の 2 
曲 の 出来 は 秀逸 で ある 。 特 に 「Yesterday's 一 」 は LF ら し い シ ン フ ォ 
ニッ ク ・ ジ ャ ズ ・ ハ ー ド ・ ロ ッ ク 路 線 の 、 ス ケー ル の 大 き な 作 品 で 
ある 。 尚 、 本 作 リ リー ス 後 す ぐに Lawton が ユー ライ ア ・ ヒ ー プ 参加 
の た め 脱 退 し て いる 。 (Chihiro S.) 





LUCIFER'S FRIEND 
Good Time Warrior 
LP/WEA ELK 52-087 78 年 





78 年 の 6 th。 新 ヴォ ー カ リス ト に 元 SPINNING WHEEL の Mike 
Starrs が 参加 し て いる 。 前 作 以上 に スト レー ト な 楽曲 が 多い が 、 ア レ 
ンジ の 凝り 方 は 、 さ す が ル シフ ァ ー ズ と いう 感じ だ 。 (同時 期 の ハー 
ド ・ ロ ッ ク ・ バ ンド と 較べ て みよ う 。) ラス ト の 「Warriors」 の み ル 
シフ ァ ー ズ らし い 作 品 で 、 セ ヴァ スチ ャ ン ・ ハ ー デ ィ ー を テク ニカ 
ル に し た か の よう な 大 曲 。 バ ンド は 本 作 リ リー ス に 伴い 、 長 らく 休 
止 し て いた ライ ブ 活 動 を 78 年 10 月 より 再開 する 。 その 後 MANFRED 
MANN'S EARTHBAND の 79 年 の ヨー ロッ パ ・ ツ アー に 参加 し 、Mann 
に 「 今 まで で 最上 の サポ ー ト ・ ア クト で あっ た 」 と 言わ せ て いる 。 

(Chihiro S.) 





7 らち 








LUCIFER'S FRIEND 
Sneak Me In 
LP/WEA ELK 52 203 '8O 年 





アル バム の サウ ンド を 再現 する た め に 復活 ライ プ 以 来 参加 し て い 
た 2 nd キー ボー ディ スト Adrian Askew ( 元 Edison Lighthouse/At- 
lantis) を 加え 、 6 人 編成 で の 7 th。 当 時 の は や り で あっ た TOTO、 
フォ ー リ ナー 辺り を 狙っ た 作品 で 、 本 作 か ら LF に 触れ る こと は 避け 
て 欲し いと 思う 。 全 作品 中 一 番 ポ ッ プ な アル バム で あり 、 例 に よっ 
て 高 水準 の 演奏 で ある が 、 彼 等 に し て は 楽曲 アア レン ジ 共 に 凡 唐 で 
ある 。 (まあ 、 わ ざと そう いう 風 に まとめ た の だ ろう が 。) 尚 、 ス コ 
ー ピ オン ズ 、 ヴ ァ ン ・ ヘ へ ヘイ レン の サポ ー ト を し な が ら 本 作 の プロ モ 
ー ト を し た が 、 あ まり 成功 せ ず 、Starrs と Askew は パン ド を 離れ る こ 
0 の に (Chihiro S.) 


LUCIFER'S FRIEND 
間 ean MMachime 
LP/WEA ELK 52 298 '81 年 





LF 史 上 1 st 以外 で は 一 番 HR/HM 色 の 強い 好 ア ル バ ム 。 彼 等 らし い 
高 水 準 の 演奏 力 だ 。 ユ ー ラ イア ・ ヒ ー プ か ら 戻 っ て きた Lawton を 迎 
え 、 第 2 期 黄 金 時 代 の 編成 に 戻っ た LF だ が 、 一 番 HR を 要求 し て いな 
い 時 代 で あっ た 。 LF は その 気 に な かれ ば 、 ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク 、 プ ログ レ ・ 
ハー ド 、 現 代 音 楽 的 オー ケス トレ ーション 、 ポ ッ プ ・ サ ウン ド 等 、 
様々 な アプ ロー チ ガ が 出来 て し まう 器用 な バン ド だ っ た が 、 常 に 時 代 
に 対し て 出す カー ド を 間違え 続け た グル ー プ だ っ た よう に 思う 。81 
年 秋 、LF は 小 ク ラブ 中 心 に プロ モー ト ・ ツ アー を し た 後 、82 年 に 解 
散 。 尚 、Lawton は 新旧 LF の メン バー を バッ ク に ソロ 「Heartbeat(81) 」 
を リリ ー ス 後 、82 年 に REBEL に 参加 、「Stargazer」 を リリ ー ス し て 
いる 。 (Chihiro S.) 





MADE IN GERMANY 
Made In Germany 
LP/Metronome MLP 15416 71 年 





女性 が ヴォ ー カ リス ト 、 サ ックス & フ ルー ト 奏 者 、 キ ー ボ ー ド 奏 
者 を 含む 6 人 編成 。 古 手 の ハ ー ド ・ ロ ッ ク ・ バ ンド MADE IN GERMANY 
の 唯一 の アル バム は 、 ど こと な く 第 一 期 パ ー プ ル を 思い 出さ せる 所 
が ある 。 ギ ター・ ト ー ン と オル ガン の クラ シカ ル ・ フ レー ズ スズ 込み の 
トー ン 、 そ し て Hush” の よう な 60 年 代 臭 い リ ズム 等 が それ ふう だ 。 
重厚 さや 切れ の ある リフ と は 無 弧 の ハー ド ・ ロ ッ ク ・ サ ウン ド 。 時 
代 を 感じ させ る 音 だ 。 女 性 ヴォ ー カ ル が 割 と オー ソ ド ッ クス な こと 
も あっ て か 、 ポ ッ プ な よう に も 思え る 。 コ ー ラ ス ・ パ ー ト も 多く 、 
荒 息 混 り の フル ー ト が リフ の サポ ー ト を と っ た り も する 。 オルガ ン 
の パー ト が 多く 曲 も ら か クラ シカ ル な 部 分 が あっ て 、 そ の あたり 
に 聴き 所 が ある 。B 級 だ が 意外 と くす ぐる も の が ある 。 (松本 ) 


MAMMUT 

内 RI MMammut 

除 史 州 絢 半 9 有 人 LP/Mouse TTM 5022 1 年 
肌 和 MNT3WADYABXM CD/Ohrwaschi OW 013 





ーー 


いか に も 770 年 代 の ドイ ツ に あり が ちな サウ ンド だ 。 どこ か 今一つ 
煮え た ぎら な い が 、 部 分 部 分 に オヤ ッ と 思わ せる 所 が ある その パタ 
ー ン 。 ラ スト の 13 分 の 大 曲 で は 、 ハ ー ド な プル ー ス ・ ロ ッ ク の アグ 
レッ シ ヴ さ と フル ー ト 、 ピ アノ ・ ソ ロ な ど が 混 然 と し て いる が その 
あたり の 乱雑 さ に 難 も あれ ば 、 逆 に こち ら の 関心 も 寄せ られ る 。 全 
体 に スタ ジオ ・ ラ イヴ ふう の 荒 々 し さ が あ る 。 それ に し て も 延々 と 
ギタ ー・ ソ ロ を と る 前 で 同時 に フル ー ト が ソロ を と る と いう 形 も よ 
くわ か ら な い 。 ハ ー ド ・ ロ ッ ク と いう に も スタ イリ ッシュ で も な く 、 
そこ は まさ に ドイ ツ の アン ダー グラ ウン ド な 臭い が 強く 、 屈 折 感 が 
強い 。 (松本 ) 








避 MGCHUREH SOUNDROO 間 
Delusiom 


LP /Pilz 20 21103-7 71 年 
CD/Ohrwaschell OW 012 





ドイ ツ 至 宝 レ ー ベ ル 、 ピ ルツ より 、 リ リー ス さ れ た 唯一 の 作 。 オ 
ー プ ニン グ は フル ー ト と アコ ー ス ティ ッ ク ・ ギ ター に 依る 、 こ の レ 
ー ベ ル の ポリ シー で ある ファ ンタ ジー 色 を 持つ 演奏 か ら ハ ー ド な 展 
開 を する 。 "70 年 代 を 通し て ドイ ツ の 主 だ っ た ほとん どの 作品 の エン 
ジニ ア を 担当 し て いる コニー・ プ ラン ク が 参加 。 A② で は 曲名 通り ド 
ラム ・ ソ ロ を フィ ー チ ャ ー し て いる が 、 彼 に 依る 空間 的 エフ ェクト 
処理 が 施さ れ 飽 き さ せ な い 。 ジ ャ ケッ ト か ら 黒 魔術 バン ド を 想起 さ 
せる が 、 そ の 要素 は 余り 感じ られ な い 。 全体 的 に は オル ガン が 鳴り 
響く ドイ ツ に よく ある タイ プ と 言え る が 、 ア ンダ ー ラ ウン ド 感 覚 を 
持っ て いる と ころ が この バン ド の 特徴 と 言え る 。 (吉野 ) 





MESSAGE 
The Dawn A New Is 5oming 
LP/Bellaphon BLPS 19081 71 年 


了 和 (AU 


中 
胃 


hoH 





ドイ ツ の プロ グレ ッ シ ヴ 系 グル ー プ に お いて 、 イ ンタ ー ナ ショ ナ 
ル 志 向 を 持ち 、 一 応 の 成功 を 収め た ネクター。 彼 等 は アメ リカ へ ^ 移 
住 、 パ スポ ー ト ・ レ ー ベ ル の 看板 バンド と な る 。 こ の バン ド の キー 
ボー ド 、 タ フ ・ フ リー マン が 同 レ ヒー ベル (ベラ フォ ン ) と いう 関係 
か ら ゲ スト 参加 し て いる 本 作 (ファ ー ス ト ) は 、 サ ウン ド 的 に も 弟 
パ バンド と 言え る ハー ド ・ プ ログ レッ シ ヴ 。A① や B③ 等 、 ド イツ ・ ハ 
ー ド 系 に 多い 、 キ ー ボ ー ド を 効果 的 に 使う ユー ライ ア ・ ヒ ー プ ・ タ 
イプ の 曲 を 収録 。 全 5 曲 、 大 曲 志向 だ が 冗長 な 印象 は 免れ な い 。 次 
作 も 本 作 と 同 傾向 だ が 、 ノ ヴァ 移籍 以降 ジャ ズ ・ ロ ッ ク ・ バ ンド の 
色合い を 増し な が ら 770 年 代 末期 迄 活動 を 続け 、6 枚 の 作品 を 残す 。 

(吉野 ) 





7 ら @ 








MESSAGE 
From Books & eams 


LP /Bacillus BLPS 19 159 "73 年 
CD/Bellaphon 288.09.119 





マリ ー・ ス テ ュ ワ ー ト の 「The Crystal Cave」 と いう 著書 か ら イ 
ンス パイ ア さ れ た 、 と いう 2 作 目 。 ジ ャ ケッ ト も その 線 に 沿っ た も 
の な の だ ろう 。 イ ン パ クト だ け は ある 。 ミスティック な 紛 囲 気 は 導 
入部 の 役割 を 持つ 1 曲目 の 小曲 に よく 出 て いた りす る が 、 メ イン に 
な る 10 分 台 の 2 一 3 曲 は 、 ど れ も ベ ラフ ォ ン / バ シル ス 系 の ハー ド ・ 
ロッ ク 。 どちら か と いう と 重く て 暗め の カラ ー。 全体 に ゴリ 押し す 
る よう な 熱気 を 持っ た ギタ ー も の だ が 、 曲 が 単調 な わり に は リフ を 
刻む ギタ ー の 重 味 に 欠け て 、 今 一 つ 重厚 感 に 欠け る 。 その 結果 、 煮 
えた ぎら な さ が 当 時 の ジャ ー マ ン ・ ハ ー ド ・ ロ ッ ク の 歪 つ な 感触 に 
も な っ て 、 こ れこ そ B 級 の 醍醐 味 か も し れ な い 。 ピ シッ と 割り 切れ 
な い ゴ ツ ゴ ツ し た 印象 が 強い 。 (松本 ) 


MURPHY BLEND 
First Loss 


LP /Kuckuck 2375 005 71 年 
CD/Kuckuck 11005-2 





多数 の ハー ド ・ ロ ッ ク ・ ア ル バ ム を 発表 し て いる KUCKUCK レ ー ベ 
ル の 中 で も 極め 付け の 一 枚 。 く すん だ ハモ ンド の 響き と 泣き の ギタ 
ー。 重 い リ ズム ・ セ クシ ョ ン 、 ヴ ォ ー カ ル は 上 手 く は な い が 切 々 と し 
た 味わい が ある 。 チ ェ ン バ ロ も 交え て の 3 曲目 は 静か ら 動 へ 激しく 
展開 し な が ら も 、 膝 に むせ ぶよ うな 情景 が 初 入 と する 珠玉 の 名 編 。 時 
に は クラ シカ ル に 、 時 に は ハー ド に 人 迫 ま る オル ガン を 軸 に 切り 返し 
多い 展開 に 息 つ く 暇 も な い タ イト ル 曲 は 完全 に プロ グレ ッ シ ヴ ・ チ 
ュー ン で ある 。 ほ と ん どの 曲 を 作曲 し て いる キー ボー ド の W.R. ユ ー 
リッ ヒ は や は り KUCKUCK レーベル の 秘宝 "HANUMAN” の 中 心 人 物 
で あり 、 よ り シ ャ ー プ な 切れ 味 鋭 い キ ー ボ ー ド ・ ワ ー ク を 披露 し て い 
る 。 他 の アル バム 参加 が 気 に な か る ミュ ー ジ シャ ン で ある 。 (高森 ) 





MY SOLID GROUND 
MM Solid 公 Oumd 
LP/Bacillus 6494 008 71 年 





ジャ ー マ ン ・ ハ ー ド ・ ロ ッ ク を 語る 上 で 最も 重要 な レー ベル の 一 
つ バ シラ ス は 773 年 に ベラ フォ ン ・ レ ー ベ ル に 吸収 され た 後 も 比較 的 
高 水 準 な リリ ー ス を 続け る の だ が 、 本 作 は その バシ ラス 時 代 に リリ 
ー ス され た 作品 の 中 で も ひと きわ 目立っ た 存在 で ある 。 ラ イヴ で は 
トリ オ て で 活動 し て いた 様 だ が 、 本 レコ ー デ ィング で は 、 キ ー ボ ー デ 
ィ ス ト を ゲス ト に 迎え 、 ピ ンク ・ フ ロイ ド に 強く 影響 され た 大 作 に 
挑戦 し た 意欲 作 。 リ ズム ・ セ クシ ョ ン に や や 難 が ある も の の 、P・ ホ 
ー ク 、D・ ダ ー ク ス の 最強 コン ビ の 手助け も あり 、 ジ ャ ー マ ン ・ ハ ー 
ド ・ ロ ッ ク 独 特 の 重量 感 の ある サウ ンド に 仕上 が っ て いる 。 本 作 が 
唯一 の 作品 と 思わ れる 。 (中 藤 ) 


NECRONOMICON 
Tips Zum Selhstmord 
LP/Best Brehodi F 60.634 72 年 








アメ リカ の 恐怖 小説 の 大 家 H.P. ラ ブ プク ラフ ト に ちな ん で 名 付け られ 
た グル ー プ 名 か ら す る と 、 と て つも な い 音 楽 で も や っ て いる か と 思わ 
れる が 内 容 は 平たく いえ ば 、 ハ ー ド ・ ロ ッ ク で ある 。 ギ ター に 重点 が 置 
か れ た へ ヴィ ー な サウ ンド に な っ て いる 。 男 の 狂気 じみ た スキ ャ ッ 
ト か ら 幕 を 開け る この 骨董 品 み た いな レコ ー ド 、 そ の 後 壮 大 な か コーラ 
ス が あっ た り 、 一 クセ も ニク セ も ある コン セプト ・ ア ル バ ム で ある 。 
自主 製作 らし い 手 が か か っ た 変形 ジャ ケッ ト の 方 が 好事家 の 興味 を 
そそ る か も し れ な い 。 こ の 不気味 な 絵 は ド ラマ ー の Harald Bernhard 
に よる も の で 、 ス ティ ッ ク を 持っ て いる より こっ ちの 方 に 才能 が ある 
の で は な いか と 思う 。 近年 に な っ て 、 未 発表 曲 、 テ イク 違い 、 ラ イヴ 

斉 を 本 作 と 抱き 合わ せ た 3 枚 組 LP が 、 リ リー ス さ れ た 。 (吉瀬 ) 








NEKTAR 

Journey To The 5entre Of The 
37 

LP /Bellaphon BLPN 19064 71 年 
CD/Bellaphon 289・09・022 





ネクター と いう 7th「Recycled」 の み が 評 価 さ れ 、 他 の アル バム 
は 無視 され て いる きら い が あ る が 、 ス コー ピオ ンズ を 例外 と すれ ば 
最も 成功 し 後 の メ タル ・ シ ー ン に も 影響 を 与え た グル ー プ な の で 、 
再 評価 を 促し た い 。 さ て この 1 st は 、 ハ ー ド ・ ロ ッ ク 系 の アル バム と 
し て は 唯一 ( ? ) の AB 面 切れ 目 な し の トー タル ・ ア ル バ ム で 、 ア レン 
ジ や 演奏 力 に は 多少 難 が ある に せよ 楽曲 の 出来 が 極め て 良い 。( 個 人 
的 に は 「 リ サイ クル ド 」 を 超え て いる と 思う ) 大 胆 な メロ トロ ン の 
導入 、 ギ ミッ ク を 多用 し た SF 的 空間 を 表現 、 哀 惑 を 感じ させ る メロ 
ディ ・ ラ イン や 繰り 返し に よる トラ ンス 効果 を 狙っ た リズ ム ・ パ タ 
ー ン な ど 、 良 〈 く 練 ら れ た スト ー リ ー 展 開 を 果 わ せる 。 ハ ー ド ・ ロ ッ 
ク も OK と いう プロ グレ ・ フ ァ ン に こそ 薦め た い 実 は 傑作 。 (高森) 





NEKTAR 
A Tah In The Oceean 


LP /Bellaphon BLPS 19118 72 年 
CD/Bellaphon 289-09-002 





1 st に 引き 続い て 、 ス トー リー 性 の 強い プロ グレ ・ ナ ン バ ー が 収め 
られ て いる 。 大海 の うねり を 思わ せる オル ガン が 印象 的 な タイ トル 
曲 と フェ イド ・ イ ン 、 フ ェ イ ド ・ ア ウト で 繋が れ た 4 つの 小曲 の ど 
れ も が 和 魅力 的 な メロ ディ と 地味 で は ある が 暖か 味 の 感じ られ る 演奏 
に 支え られ て 独 得 の 雰囲気 作り に 成功 し て いる 。 B① の ジャ ー ジ ィ 
な ギタ ー や ピン ク ・ フ ロイ ド の ウマ グマ 期 を 思わ せる 展開 に この グ 
ルー プ の プロ グレ ・ バ ンド と し て の 側面 を 強く 感じ させ る が 、 ラ ス 
ト の 2 曲 は 乗り の 良い ハー ド ・ ロ ッ ク を 聴か せ て くれ る 。 正 に 水 を 
得 た 魚の ご と き 演奏 に 、 後 に スコ ー ピ オン ズ 、 ア イア ン ・ メ イデ ン 
と いう 強者 達 に カバ ー さ れる 事 に な る よう に 、 へ ヴィ ・ メ タル の 様 
式 美 の 原型 を 見 い 出す 事 が で きる 。 (高森 ) 





7 らら アア 








NEKTAR 
SoundS Like This 


LP /Bellaphon BDA 7501 '73 年 
CD/Bellaphon 290・09・003 








スタ ジオ ・ ラ イヴ を 2 枚 組 に 収め た 3 rd アル バム 。 ネ クタ ー と し て 
は 唯一 の ハー ド ・ ロ ッ ク を 全面 に 押し 出し た 、 ハ ー ド ・ ロ ッ ク ・ ア ル バ 
ム で ある 。 言わば 原点 を 見 直す 、 初 心 忘 れる べから ず 的 発想 で あろ 
う が 、 逆 に 彼ら が ハー ド ・ ロ ッ ク ・ バ ンド と し て は 平凡 な パン ド で あ 
る 事 を 串 呈 し まう 結果 と な っ た 。 極 度 に 控え 目 な オル ガン と 対照 的 
に いつ に な く 弾 きま くっ て いる ギタ ー、 リ ズム ・ キ ー プ に 終始 する ド 
ラム や ベー ス は どれ も 平均 点 を 超え る も の で は な く 、 個 性 と いう 面 
か ら 見 て も 弱い 。 メ ロディ や 曲 展開 も ラフ な 感じ が 強く 、 改 め て 彼 
ら の 魅力 が 、 そ の 繊細 な メロ ディ ー ラ イン と アン サン ブル と し て 醸 
し 出さ れ て くる た そ が れ 的 ムー ド に ある 事 を 認識 し て し まう 。 2 、 
3 の 曲 で 聴か れる 切な い 程 の 情緒 こそ 本 来 の 持ち 味 だ ろう 。 (高森 ) 


NEKTAR 
Rememher The Future 


LP /Bellaphon BLPS 19164Q 73 年 
CD/Bellaphon 289-09-001 


IMIUNOIn 





AB 面 1 曲 す づつ と いう 構成 、SF 的 テー マ 、 ジ ャ ケッ ト と どれ を と っ 
て も 当時 の プロ グレ ・ シ ー ン を 反映 し た アル バム で ある 。 全体 に ゆ 
っ た り と し て いて 演奏 も シン プル 、 気 負い の な さ に 拍子 抜け する 程 
だ が 、 哀 医 に 満ち た ヴォ ー カ ル と ほのぼの と し た オル ガン の 音 は 確 
実に 夢見 させ て くれ る 。 こ れ は テク ニッ ク が どう の 曲 展 開 が どう の 
イン パク ト が どう の と いっ た 物差し か ら は 測り 得 な い 類 の アル バム 
で 。、 プ ログ レ と し で も パー ド ・ ロ ッ ク と し て も 恐らく 成立 し な い だ 
ろう 。 し か し この アル バム で し か 味わえ な い 香り が ある 。 童心 に 帰 
っ て 思い 起こ す 懐 か し い 一 風景 が ある 。 ごく 私 的 な 愛 聴 盤 と し て 秘 
か に 楽し め ば い い 。 全く タ イプ は 違う の だ が ノヴァ リス あたり と 通 
じ る 僅 さ が ある 。 実 は 名 盤 。 (高森 ) 





NEKTAR 
Down To Earth 


LP /Bellaphon BLPS 19190Q 74 年 
CD/Bellaphon 289-09-06 





サー カス を テー マ に し た ネクター の 6th。 テ ー マ の せい か 全体 に 明 
る めで 軽快 な 曲 が 多 い 。 ネ クタ ー 節 と も 言え る 切な い 歌 メロ は 随所 
に 聴け る が 、 サ ラッ と し すぎ て いて 心 の 琴線 に 触れ て 来 な い 。 ホ ー 
ン ・ セ クシ ョ ン の 導入 も 裏目 。 次 作 「Recycled」 に 通じ る 曲調 も 完 
われ る が 、 ヴ ォ ル テー ジ は 低い 。 時 折 聴 か れる 女性 コー ラス は 当時 
の は や り ( ? ) ピン ク ・ フ ロイ ド の 「 狂 気 」 を 条 小 化し た よう で いた 
だ け な い 。 いろいろ な 試み が 焦点 を 結ば ず 、 イ メー ジ が 拡散 され て 
し まっ た よう な 印象 の アル バム で ある 。 こ の アル バム か ら 次 作 の 傑 
作 「Recycled」 へ の 奇跡 的 な 飛躍 は ジャ ー マ ン ・ ロ ッ ク の 七 不思議 
と で も 言え そう で 、 興 味 深い 謎 で ある 。 (高森 ) 


NEKTAR 

Sunday Night At London 
Roundhouse 

LP/Bellaphon BLPS 19182 74 年 





73 年 の ロン ドン で の ライ ヴ と 774 年 の スタ ジオ ・ セ ッ シ ョ ン を 収め 
た も の 。 A 面 の ライ ヴ は 、 後 の ニュ ー ヨ ー ク ・ ラ イヴ の 荒さ の 目 立 
つ 演 奏 と 違っ て 恐らく ネクター が 最も 充実 し て いた 頃 の も の で 、 充 
分 聴け る 演奏 で ある 。 2 nd の 名 曲 “Desollation Valley” の 繊細 さ を 
損ね る 事 の な い 再 現 は 、 ラ イヴ ・ バ ンド と し て は 二流 と いう 彼ら の 
汚名 を 返上 させ る に 値する も の だ 。 2 曲目 の ロン グ ・ チ ュー ン の 出来 
も 良く 、 こ の 頃 の フル ・ ラ イヴ ・ ア ル バ ム を 望み た いも の だ 。B 面 の 
セッ ショ ン で は 、3rd と 同様 の 即興 的 で ラフ な 曲 が 並 び 、 そ れ ぞ れ 傾 
向 の 違う も の だ が 、 取 り 立 て る 出来 で な い の も 確か 。 ネ クタ ー 独 得 
の 哀 怠 の 籠る 歌声 も この アル バム 構成 で は 生き て 来 な い 。 契 約 履行 
の 為 出 され た と し か 思え な い 中 途 半端 な アル バム で ある 。 (高森 ) 








NEKTAR 
ReeVeled 


LP /Bellaphon BLPS 19219 '75 年 
CD/Bellaphon 289.09.003 





ネクター は 69 年 に 西ドイツ で 結成 され た が 、76 年 頃 に は 活動 の 中 
心 を ニュ ー ヨ ー ク に 移し て いる 。 名 前 か ら 判 断 し て メン バー 全員 が 
ドイ ツ 人 で な いと 思わ れる 。 少な く と も ドラ ム の ロン ・ ハ ウデ ン は 
イギリス 生ま れ で 、20 歳 の 頃 に は パリ の ロー カル ・ バ ンド に 居 た と い 
う 経 歴 の 持ち 主 で ある 。 8 枚 目 で ある 本 作 は フラ ンス の シャ ー ト ー・ 
ルー ヴ ル と ロン ドン の エア スタ ジオ で ラリ ー・ フ ァ ー ス ト ( シ ナジ ー) 
を ゲス ト に 迎え 録音 され て いる 。 彼 等 の 最も スタ イリ ッシュ な アル 
バム で 、A 面 は 特に 極端 に 出来 の 良い シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク で ある 。 
ニュ ー ヨ ー ク で は 大 が か りな ライ トシ ョ ー を 伴っ た コン サー ト を 行 
な っ て お り 、 そ の 模様 を 収録 し た 「Live in New York Vol.1」「 同 Vol. 
2」 が ある が 、 サ ウン ド 的 に は 荒さ が 目立っ て いる 。 (Chihiro S.) 





NIAGARA 
S.U.B. 


LP/United Artists UAS 29 343 72 年 





AMON DUULII、PASSPORT、EMBRYO あ た り と 人 服 的 に 絡む マ 
イナ ー・ バ ンド 。 アル バム は 「Niagara」 (UAS 29232、 71 年 ) 、「Afire」 
(Finger 2960102、'73 年 ) と この セカ ンド と の 計 3 枚 。 こ の アル バム 
に は パー カッ ショ ン 奏 者 が 3 人 いて 、 う ち 一 人 が ADII の ドラ マー、 
そし て 後に は POPOL VUH で ギタ ー を も 兼任 する ダニ エル ・ フ ィ ッ ヒ 
ェ ル シャ ー で ある 。 彼 は 既に AD II に 在籍 し 、'72 年 7 月 発表 の 「Wolf 
City」 ま で 参加 し て いる か ら 、 そ の 合間 で の 参加 と いう こと に な る 。 
音 の 方 は 、 や や アフ ロ 気 味 の パ ー カ ッ シ ヴ な も の で 、 ジ ャ ズ ・ ロ ッ 
ク ・ タ ッ チ 。 ジャケット の 色 使 い に プ ログ レ 色 を 期待 し が ち だ が 、 
あま り そ ち ら の 要素 は な い 。 (松本 ) 











NIGHT SUN 
0rmin' 
LP/Zebra 2949 004 72 年 





故 コ ニー・ プ ラン ク 最 大 の 遺産 で ある 本 作 。 こ の 作品 に 初め て 出 
会 う 人 は 、 一 体 何 を 連想 され る の だ ろう か 。 あ る 人 は D・ パ ー プ ル 、 
ある 人 は B・ サ バス か も 知れ な い 。 攻撃 的 で た た みか ける よう な ギタ 
ー は 、 は か ら ず も リッ チー・ プ ラク モア を 連想 させ 、 そ の ハイ トー 
ン ・ ヴ ォ ー カ ル は ルシファー ズ ・ フ レン ド の J・ ロ ー ン ば り の 迫力 を 
も っ て せま る 。 ア レン ジ は サバ ス そ の も の だ 。 だ が 、 彼 ら に この 様 
な 形容 は これ っ ぽ っ ち も 必要 な い 。 それほど の オリ ジ ナ リティ と 当 
時 と し て は 考え られ な い ほ どの 曲 構成 と テク ニッ ク を 持っ て いる の 
だ か ら 。 後 の ジュ ー ダ ス ・ プ リー スト の 出現 も 予感 させ る 、 世 界 レ 
ベル で も 最高 水準 に 位置 する 一 枚 。 ( 宇 藤 ) 


NINE DAYS WONDER 
Nine Days Wonder 


LP /Bacillus 6494 004 71 年 
CD/Bellaphon 288・09・106 





いき な り VAN DER GRAAF GENERATOR を 思わ せる イキ の いい 
音 が 飛び 出し て き て 驚か され る が 、 ヴ ァ イ オ リン や サッ クス の 応酬 、 
フリ ッ プ を 思わ せる ギタ ー・ カ ッ テ ィ ング 、 プ レイ ク を ふん だ ん に 
盛り 込ん だ ハチ ャ メチ ャ な 曲 展開 は 、 テ クニ ッ ク を 度外視 し た 自由 
さ に 満ち 溢れ て いる 。 あ まり に 強引 で 雑然 と し た 演奏 は 一 つの イメ 
ー ジ を 結ぶ 事 な く 進行 し て 行く が 、 お も ちゃ 箱 を 引っ 繰り 返し た よ 
うな 楽し さと 、 考 える より 先 に 手 が 出 て し まう よう か な 爽快 さ が ある 。 
曲 作 り の 点 で も テク ニッ ク の 点 で も 上 手 い バン ド と は 言い 難い が 、 
むし ろ そ うし た 所 を 逆手 に 取っ て 、 手 を 替え 品 を 替え 矢継ぎ早 に 乱 
れ 射 ち し た 行動 力 が 光っ た アル バム と 言え る だ ろう 。 オ リ ジ ナ ル は 
バシ ルス ・ レ ー ベ ル の 4 番 。 (高森 ) 





NINE DAYS WONDER 
We Never Lost Cantrol 


LP /Bellaphon BLPS 19163 '73 年 
CD/Bellaphon 288・09・113 





フリ ー キ ー な イメ ー ジ の 強かっ た 前 作 か ら キ ー ボ ー ド と ヴォ ー カ 
ル を 中 心 と し た タイ ト な まとまり の ある ハー ド ・ ロ ッ ク に 変身 し た 
2nd。 メ ロト ロン を 使用 し た バラ ー ド や VDGG 張 り の た た みか ける 展 
開 も 見 せる が 、 歌 メロ の 平凡 さや ノリ の 軽 さ は いか ん と も し 難く 、 
2 一 3 流 の イメ ー ジ は ぬぐえ な い 。③ や ⑦ は 前 作 を 引き 継ぐ ラン ダ 
ム な 構成 を 持つ が 、 コ ン パ クト に まとめ よう と し た の が 災い し て 、 
自由 度 に 欠け る 堅苦しい も の に な っ て し まっ て いる 。 NINE DAYS 
WONDER は この アル バム 後 、 ベ ラフ ォ ン に 2 枚 の アル バム を 残す が 、 
いずれ も パッ と し な い 作 品 。 ベ ー ス の ミヒャエル ・ ブ ント は 70 年 代 
後半 に 2 枚 の ソロ ・ ア ル バ ム を 発表 。 時 代 に 即 し た ポッ プ な エレ ク 
トリ ッ ク ・ ミ ュー ジッ ク で あっ た 。 (高森 ) 


NOSFERATU 
Nosferatu 


LP /Vogue LDVS 17178 70 年 
CD/OhrwaschI OW 020 





正体 不明 、 謎 の 6 人 の メン バー か ら な る ノスフェラトゥ 。 当 然 の 
シー ン の 御 多聞 に も れず 、 一 つの ジャ ン ル に は お さめ きれ な い サ ウ 
ンド を 有 し て いる 。 か な り 個 性 的 な サウ ンド は C・ フ ェ ル ク の サッ ク 
ス 、 フ ルー ト と R・ グ ロー エ の オル ガン に よる と ころ が 大 きい 。 へ ヴ 
ィ で は ある の だ が 、 ジ ャ ズ 、 そ の 他 の 音楽 か ら の 良い 意味 で の エッ 
セン ス の 吸収 が 単なる 中 途 半 端 な サウ ンド と は 違っ た 渋 さ を 与え て 
お り 、 オ ザン ナ を 連想 させ る 。 ア ンダ ー グ ラウ ンド で 活動 し て いた 
バン ド の 中 で は テク ニッ ク 、 ア レン ジ 共 個性 的 で 水準 の 高い アル バ 
ム 。 こ うい う の を ジェ スロ ・ タ ル ば り の ハー ド ・ ロ ッ ク ′ と いう 
の か な !? ( 笑 ) ( 宇 藤 ) 








0RANGE PEEL 
Orange Peel 
LP/Bellaphon BLPS 19036 70 年 





本 作 は 数 ある ジャ ー マ ン ・ ハ ー ド ・ ロ ッ ク の 中 で も 筆者 の お 気 に 
入り の 必殺 の 一 枚 で ある 。 ゲ ルマン 民族 の 持つ 暗黒 世界 へ の 深い 執 
着 と 憧れ を 各 メ ン バ ー の 各 ソ ロ ・ パ ー ト の 圧倒 的 イン ター・ プ レイ 
に よっ て 描き 出し て 行く 様 は を た ク ニック が どう の こう の 言う 以前 に 
アー ティ スト 側 か ら の 鬼気 迫る 精神 的 エネ ルギー の 発起 を 嫌 が 応 に 
も 聞き 手 の 心 に 訴え か ける パワ ー に まず 誰 も が 圧倒 され る に 違い な 
い 。 又 、 そ うし た 痢 の エネ ルギー が それ 自体 、 彼 ら の 強烈 な 個性 と 
し て 成り 立っ て いる 事 は 言う まで も な い 。 タ イプ こそ 違う が AMON 
DUUL の 持つ 精神 性 に 一 種 通じ る 物 が ある と 言え る か も 知れ な い 。 た 
だ こち ら の 方 が より へ ヴィ で 金属 質 な ハー ド ・ ロ ッ ク 色 の 強い 物 で 
ある 。 (松尾 ) 





yoo 詳 較 較 0S IMUNDI 
Latin MMass 
LP/Metronome MLP 15.381 "70 年 





こう いう ハモ ンド ・ オ ル ガ ン 、 ガ ン ガ ン の 上 、 プ ルー ス 有 崩れ の 風 
の ギタ ー と モコ モコ し た リズ ム が 一 体 と な り 、 ろ く で も な い 行 進 を 
し て 、 し か も 1 曲 と きた か ら に は 、 B 級 ファ ン が 許さ な い 。 お まけ に 
組曲 の 中 味 は 「 キ リエ 」「 ク レ ド 」… ミ サ 曲 と きた 。 こ れ ぞ ジャ ー マ 
ン ・ ア ンダ ー グ ラウ ンド ・ ミ サ 曲 集 。 ど くさ れ の ドロ ッ と し た ミサ 
曲 は 、 こ の 時 代 の ドイ ツ ら し く へ ヴィ 。 メ トロ ノー ム ・ レ ー ベ ル こ 
そ Ohr の 先駆 け 的 な 実態 の つか み づ ら い レ ー ベ ル で 、 こ うい う プ ルー 
ス 崩 れ の 実験 的 な 音楽 こそ 庶民 の ロッ ク だ っ た と ころ が ヤバ い 。 こ 
の アル バム は タイ トル の と お り 、 加 えて ラテ ン 的 な 土着 感 も 入り 混 
り 、 垂 れ 込め る 乗り ? が 強力 。 2 枚 め は プレ イン に より 出 た 。 

(松本 ) 





7 らら 








0S MMUNI 
43 Minutenm 
LP/Brain 1015 72 年 





前 作 か ら 2 人 ば か り メ ン バ パー が 交代 し て の 2 作 目 。 少 し は 音 も 整 
理 さ れ た 印象 を 受け る 。 前 作 が ミサ 曲 を 扱う と いう 暴挙 に 出 て いた 
こと を 思う と 、 こ ちら は 曲 も 細か く な り ス ケー ル ・ ダ ウン し た 感 は 
否め な い 。 フ ルー ト と サッ クス の リー ド 部 は こち ら も や は り 多 く 、 
前 作 の モチ ー フ に 隠れ て いた ジャ ズ 色 が 一 歩 前 に 出 て きた 印象 だ 。 
新た に チェ ロ 奏 者 が 加わ り 、 フ ロー ティ ング な フル ー ト と 共に 、 曲 
に 滑ら か な 部 分 が で き て いる 。 A② が `Pictures Of A City” 辺り 
の クリ ム ゾ ン に 似 た 曲調 と サッ クス ・ プ レイ の た めか 、 エ セ 呼 ば わ 
りさ れ た こと も ある が 、 ア ル バ ム を 通し て 聴け ば 、 む し ろ過 然 に 思 
える 。 チ ェ ロ を いか し た A④、 リ ー ド ・ ギ ター の プ ブルー ジー な ソロ 
が 聴か せる B① で は メロ ディ ッ ク な 面 を 見 せる 。 (松本 ) 


DUT OF FOCUS 
Wake Up 


LP/kuckuck 2375060 71 年 





MURPHY BLEND や HANUMAN 等 の 名 作 を 送り 出し た 中 堅 レ ー ベ 
ル kuckuck に 3 枚 の アル バム を 残し た OUT OF FOCUS の 1st。 ハ ー ド ・ 
ロッ ク と 言う より も ウマ グマ 期 の フロ イド ・ サ ウン ド に ジャ ズ 風 味 
を 効か せ た サ イケ デリ ッ ク ・ ロ ッ ク で ある 。 変 届 な リフ を 主体 と す 
る ロン グ ・ チ ュー ン が 多く 、 ド グ サ レ っ ぱい 夫 囲 気 も 強い が 、 水 準 
を 超え た 演奏 力 が ある 為 、 異 様 な 迫力 を 生み 出し て いる 。 地 を 遺 う 
よう な 粘着 質 は キレ 味 良い ハー ド ・ ロ ッ ク ・ フ ァ ン に は 敬遠 され そ 
うだ が 、 一 度 餅 る と 抜け 出せ な く な る 程 強力 。 ジ ャ ジィ で ワイ ルド 
な フル ー ト と お か ず の 多い パタ バタ ・ ド ラム が か 気持ち良 い 。 展 開 し 
そう で 展開 し な い 曲想 が この 時 期 の ジャ ー マ ン ・ ロ ッ ク の 特色 だ が 、 
反面 そこ に こそ 垂れ 込め る 重圧 感 が 生ま れる と 言え よう か 。 (高森 ) 





| OUT OF FOGUS 
』 UMt Of Facus 
LP/kuckuck 2375010 71 年 





前 作 の 延長 上 に ある 音 で ある が 、 変 屈 さ は 薄 ら ぎ より ジャ ズ ・ ロ 
ッ ク ぽ いま と まり の ある サウ ンド に な っ た 。 繰り 返し の リズ ム を 基 
に 各 楽 器 に よる イン ター プレ イ で 徐々 に 盛り 上 げ て いく 構成 は 不変 
で ある が 、 粘 り 気 に 欠け る せい か 醒め た 印象 が 強い 。 2 曲目 や 4 曲 
目 な どど こ か 異国 情緒 の 漂う メロ ディ ・ ラ イン は 捨て 難い も の の 曲 
調 が お と な し 過ぎ る 為 な ん と な く 聴 き 流 し て し まう アル バム で ある 。 
テク ニッ ク 的 に は 充分 な も の を 持っ て いる の だ か ら も っ と 強引 さ を 
出し て も 良かっ た の で は と 思う 。 前作 の 魅力 は そこ に あっ た 訳 で 集 
中 力 を 感じ させ た が 、 恐 らく 破 弓 を 避け て まとめ る 方 向 に バン ド の 
意志 が 働い た の で あろ う が 、 皮 肉 に も 文字 通り の 「 焦 点 ボ ケ 」(Out 
Of Focus) に な っ て し まっ た 。 (高森 ) 


OUT OF FOCUS 
Four Letter Monday Aftermoom 


LP /Kuckuck 2640 101 72 年 
CD/Kuckcuk 12032-2 





「Wake Up」、「Same」( 両 作 共に 再発 済 ) に 続く サー ド 。 30 分 に も 
及ぶ 組曲 を 含む 全 5 曲 、 大 作 揃い の 2 枚 組 。 ド イツ ・ ハ ー ド ・ ロ ッ 
ク 系 の バン ド は トリ 編成 が 皆無 に 近く 、 キ ー ボ ー ド 入り の 4 人 編成 
が 最少 ユニ ッ ト と な っ て いる の が 特徴 と 言え る 。 その 為 に ギタ ー 中 
心 の ブル ー ス ・ ロ ッ ク 色 が 薄く な り 、 多 か れ 少 な か れ サ イケ デリ ッ 
ク 色 を 感じ させ る バン ド が 多い 。 こ の バン ド 、 管 楽器 奏者 を 含み ジ 
ャ ズ ・ ロ ッ ク の 感触 が 強い 。 し か し A 面 の 18 分 近い 演奏 や C① の ヴォ 
イス が イコ ライ ジン グ さ れ た 曲 等 、 ト ラン ペッ ト や サッ クス 奏者 等 
ゲ ダスト に 加え 、 ド イツ 特有 の 混 湯 と し た ハー ド ・ サ イケ ・ タ ッ チ の 
演奏 も 繰り 広げ る イン スト ゥ ル メ ンタ ル 中 心 の グル ー プ 。 (吉野 ) 








P 205 
Vivat Promressio Pereat Mumdus 
CD/OhrwaschI OW 018 '78 年 





再発 元 の OhrwaschIl は ドイ ツ 物 を 中 心 に 次 か ら 次 へ と 超 レ ア ・ ア イ 
テム を 出し て くる が 、 こ の アル バム も そう し た 中 の 一 つ 。 海外 の サ 
イケ デリ ッ ク プ ハー ド ・ ロ ッ ク !60's 一 70's コ レク ター の 執念 の よう 
な リリ ー ス の 仕方 だ 。5 人 編成 の P 205 は 、'70 年 頃 か ら パ ンド が 始ま 
っ て いる 。 レズリー を 通し た ハモ ンド ・ オ ル ガ ン で 音 に 厚み を つけ 
た オー ソ ド ク ス な ハー ド ・ ロ ッ ク に な っ て いる が 、 人 迫力 不足 、 ひ っ 
か か り も 少な い 。 こ の 内 容 で '78 年 と いう の は 少々 貧弱 だ 。 一 部 で 話 
題 に な っ て いる の も 結局 は オリ ジ ナ ル 盤 が 珍し いか ら で 、 音 楽 が 規 
準 に な っ て いる わけ で は な い 。 や は り 超 レア で 近年 再発 され た BLACK 
SPIRITS 等 も 同じ く 。CD に な っ て いる だ け に そこ は 勘違い の な いよ 
うに 。 この CD に は ボー ナス 曲 が 1 曲 追加 され て いる 。 (松本 ) 





PAGIFIC SOUND (Switzerland) 
Forget Your Dream/ 
LP/(Swi.)Splendid SLP 50.104 72 年 





近年 ベル ギー か ら LP 再 発 さ れ お 茶の間 に 届い た か つて の 超 レ アー・ 
アイ テム 。 ス イス 、770 年 代 初頭 の 、 プ リティ ッシュ 70's 調 泣き の ハ 
モン ド ・ オ ル ガ ン が プル ー ジ ー に 迫る 好 作 。 ジ ャ ケッ ト の 派手 さと 
は 裏腹 に 、 溜 め の き いた それ は それ は 渋い 魅力 を 持っ た 内 容 で 、 マ 
ニア を 喰 ら せ る 770 年 代 初期 徹底 攻勢 。 オル ガン 主体 と は 言っ て も 、 
手数 の 多 さ や クラ シッ ク ・ フ レー ズ で 聴か せる わけ で は な く 、 ひ た 
すら 引き の ば し バッ ク に 回 っ て ここ ぞ と いう 時 に 前 に 出る 。 ギ ター 
や ヴォ ー カ ル の ふ が い な さ が 惜しい 。 ま あ 、 通 し て 聴け ば 一 本 調子 
に も 思え る が 、 そ れ で も オル ガン は 熱く 、 メ ロディ アス な パー ト に 
グッ と 深 味 を 加え る 。 あ まり に も プリ ティ ッシュ ふう と 言わ れれ ば 
音 も 薄い が 、 当 時 の スイ ス と し て は 出色 の プル ー ス 物 。 (松本 ) 





ぞ の O 








| PINK MIDE 
細 | In Action 
LP/Europa E 456 71 年 





ハー ド ・ ロ ッ ク や プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク の 常 春 手 段 で あっ た ク 
ラシック か ら の コー ド 進 行 や フレ ー ズ の 流用 。 本 作 は それ を 正面 か 
ら コ ン セ プ ト と し た 、 ク ラシック ・ ス タン ダー ド の ロッ ク 化 作品 。 
NICE 的 アプ ロー チ を 見 せる 曲 は 、 当 然 プ ログ レッ シ ヴ 色 が 強い が 洗 
練 さ れ た 印象 を 残す 。 一 方 DEEP PURPLE 的 な アレ ンジ が 施さ れ て 
いる 曲 は 中 間 部 に ハー ド な ギタ ー や ハモ ンド ・ オ ル ガ ン の ソロ を フ 
ィ ー チ ャ ー。 曲調 は この 2 つ に 大 別 で き 、 全体 的 に 演奏 水準 が 高く 、 
特に ピア ノ は 目立つ 。 次 作 「In Synthesizer Sound」(E 1011) は タ 
イト ル 通 リ り 、「 ス イッ チト ・ オ ン ・ バ ッ ハ 」 の 発展 形 と 言え る 作品 。 
アレ ンジ は LUCIFER'S の Hecht が 担当 。 (吉野 ) 


PROF. WOLFFF 
Prof. Wolfff 


LP/Metronome MLP 15.422 '71 年 





物 哀 し く 薩 り を 帯び た オル ガン と 泣き の メロ ディ に 各 い を 洪 え た 
朴 王 な ドイ ツ 語 の ヴォ ー カ ル が 見 事 に マッ チ し た 1 曲目 は 絶品 で あ 
る 。 地 味 な 曲 が 多い が どれ も 基 い を 感じ させ る 曲調 で 、 時 折 ト リッ 
キー な キー ボー ド ・ ソ ロ や た た みか ける 展開 も 見 せる 。 オ ル ガ ン ・ 
ハー ド と 言え る 程 の へ ヴィ さ は 無い が オル ガン ・ ロ ッ ク ・ フ ァ ン に 
は 充分 納得 で きる 内 容 で ある 。 た だ し アコ ー ス ティ ッ ク ・ ギ ター や 
フル ー ト を 交え て の フォ ー ク ・ タ ッ チ の 曲 は 素朴 すず て ハー ド ・ ロ 
ッ ク ・ フ ァ ン に は つら いか も し れ な い 。 謎 の 多い メロ トロ ノー ム ・ 
レー ベル の アル バム の 中 で は 、 その 妖 し げ で 陰 販 な ジャ ケッ ト も 手 
伝っ て か な り の プレ ミア も の だ が 、^GRAIL/( こ の ジャ ケッ ト も 凄い ) 
あたり と 並ん で 、 隠 れ た 名 盤 と 言え よう 。 (高森 ) 





PROPELLER 
トコ Let Us Live Together 
用  LP/Philips 6305 114 71 年 





ACHIM REICHEL & MACHINES を 始め る 直前 の アヒム ・ ラ イヒ 
ェ ル が いる ロッ ク ・ ロ ー ル / ハ ー ド ・ ロ ッ ク ・ ト リオ 。 プ ブ プロデュー ス 
は LUCIFER'S の ペー ター・ へ スラ イン 。 プ ラス ・ ア レン ジ も 同じ く 
LUCIFERIS の ペー ター・ ヘ イト 。 お まけ に g, b, vo の ヘル ベル ト ・ ヒ 
ル デ プ ラン ト は 、LUCIFER'S の 1 st の プロ デュ ー サ ー。 と 、 何 か に つ 
け て 絡み 合っ て いる 。 の っ け か ら フ ェ イ セ ズ ふう の ハー ド ・ ロ ッ ク 
ン ・ ロ ー ル で 、 内 容 で は 取り 立て る も の は 大 し て な い が 、 そ れ な り 
に ビシ ッ と 決め られ て は いる 。 全体 に 泥 臭 く 、 ハ ー ド ・ ロ ッ ク の 重 
厚 感 や 切れ 、 リ フ な ど は 望め る 音 で は な い 。 勢い だ け は ある 。 

(松本 ) 


REACTION 
Reactiom 
LP/Polydor 2371 251 '71 年 








ロッ ク ・ ミ ュー ジッ ク が 多岐 に わた っ て 解釈 され る 現在 に あっ て 
も 、 ト リオ と いう ユニ ッ ト が 、 ロ ッ ク ・ パ ンド の 最小 単位 と し て 認 
知 さ れ 続け て いる と いう 事実 は 大 変 興味 深い 事 で ある 。 古 く は クリ 
ー ム に 始ま っ た この 音楽 活動 の 最小 ユニ ッ ト は 例外 な く こ こ ド イツ 
に も 現れ る 。 彼 ら は 強力 な が リズ ム ・ セ クシ ョ ン を バッ ク に トリ オ に 
よる 可能 性 を ひたすら 追求 し た ハー ド ・ ロ ッ ク ・ バ ンド で ある 。 が 、 
トリ オ に よく 見 られ る プル ー ズ か ら の 影響 は あま り 見 られ ず 、 初 期 
GFR や BBA に 代表 され る 重い リズ ム ・ セ クシ ョ ン と リフ 主体 の へ ヴ 
ィ な ギタ ー の アン サン プ ブル に 重点 を お いた 曲 作 り を 行っ て いる 。 ド 
イツ ・ ハ ー ド ・ ロ ッ ク 界 で も 10 指 に 入る 名 作 で ある 。 ( 宇 藤 ) 








REBEL 
Stargazer 
LP/Ohr Today OMM 560.003 82 年 





新生 Ohr レ ー ベ ル の 3 枚 目 。LUCIFER'S FRIEND の Jhon Lawton が 
ヴォ ー カ ル で 参加 し て いる 。 彼 の 他 に ギタ ー、 キ ー ボ ー ド 、 ベ ー ス 、 
ドラ ム を 加え た 5 人 編成 で 、 シ ンプ ル で スト レー ト な ロッ ク ・ ナ ン 
バー を 聞か せ て くれ る 。 時 期 的 に は NWOBHM 系 の 音 を 期待 する リス 
ナー が いる か も 知れ な い が 、 音 は か な り 軽 目 で ある 。 プ ロ と し て 安 
定 し た 演奏 を 聞か せ は する が 、 特 に 技巧 的 と いう わけ で も な い 。 概 
し て 、 ジ ャ ー マ ン ・ ロ ッ ク の ヴォ ー カ ル は 線 の 細い 印象 を 与え る が 、 
Lowton は 数 少な い 「 聴 か せる 唱 い 手 」 と し て 、 表 情 豊か で 味わい の あ 
る 唄 を じっくり と 聴か せ て くれ る 。 特 に 両面 の 終わ り に 収録 され て 
いる よう な スロ ー な 曲 で は 、 そ の 魅力 が よく 表れ て いる と 思わ れる 。 

(Helmut) 





Sb0RPIONS 
Lonesome CrOMu 


LP/Brain 1001 72 年 
CD/Metronome 825 739-2 





72 年 設立 され た 当時 の ドイ ツ を 代表 する メト ロ ノ ー ム 傘下 レー ベ 
ル 、 プ レイ ン の 初 作品 。 を し て ドイ ツ の ハー ド ・ ロ ッ ク 系 で は 唯一 
と 言え る ワー ルド ワイ ド の 成功 を 収め た バ ンド の デビ ュ ウ 作 。 又 後 
に イギリス へ 渡り UFO を ビッ グ ・ グ ルー プ へ 導い た 立役者 マイ ケル ・ 
シェ ンカ ー の 初 レ コー ディ ング 作 で も ある 。 ハ ー ド ・ ロ ッ ク 前 段階 
の へ ヴィ ・ ブ ルー ズ ・ ロ ッ ク ・ サ ウン ド 。 サ イケ デリ ッ ク 色 も ある 
が 、 リ ズム の 切れ が 悪い 演奏 。 や は り マ イケ ル の SKID ROW 時 期 の 
ゲイ リー・ ム ー ア を 想わ せる 才気 に 溢れ た プレ イ が 聞き 所 。'74 年 RCA 
移籍 後 の 2 作 目 に お いて 早く も リズ ム ・ セ クシ ョ ン を 一 新 。 元 祖 メ 
タル と 言え る ウル リッ ヒ ・ ロ ー ト を 迎え 黄金 時 代 へ 突入 。 (吉野 ) 
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SORPIONS 

Virmin Killer 

LP /RCA 2621820 77 年 
CD/BMG ビク ター B200 41012 





ジャ ー マ ン ・ ハ ー ド ・ ロ ッ ク 界 に お いて 初め て 全 世 界 制覇 に 成功 
し た ビッ グ ・ ネ ー ム 、 ス コー ピオ ンズ の 初期 の 代表 作 で あり 出世 作 。 
プリ ティ ッシュ ・ ハ ー ド ・ ロ ッ ク の も つ ド ライ ヴ 感 に ウリ ・ ロ ー ト 
の メロ ディ アス な フレ ー ズ が うな り を 上 げ る ヨー ロッ パ 大 陸 的 サウ 
ンド は 今 聴い て も 新鮮 だ 。 K・ マ イネ の ヴォ ー カ ル も 世界 的 成功 を 収 
め た 最大 の 要因 の 一 つ だ ろう 。 ス ロー・ バ ラー ド を 歌い 上 げ る 時 の 
ゾク っ と する 歌声 は ハー ド ・ ロ ッ ク 界 で も 10 指 に 入れ た い 存 在 。 唯 
ーー の 汚点 は ウリ の ヴォ ー カ ル か 1!7 次 作 後 ウリ は バ パンド を 脱退 、 エ レ 
クト リッ ク ・ サ ン を 結成 し 、 自 ら が 求め る ジミ ・ ヘ ン ・ ス タイ ル を 
追求 し て いく 。 ジ ャ ケ は 欧米 各地 で 発禁 と な り 、 今 後 こ の コン セ プ 
ト が 続け られ る 。 ( 宇 藤 ) 





SCORPIONS 
Taken By Foree 


LP /RCA PL 28 309 777 年 
CD/BMG ビ クタ ー B20D 41013 


バラ ー ド を 歌わ せ す た ら クラ ウス ・ マ イネ は 業界 で も 屈指 の シン ガ 
ー だ ろう 。 それ は !90 年 の 世界 情勢 の 後押し を 受け た ヒッ ト `^Wind of 
Change* で も 証明 され た が 、 む し ろ 鳥 肌 も の の 歌唱 は 初期 の 皆 さ を 
洪 ん だ 情感 の 中 に 際立つ 。「 弦 の 響き か ら 僕 は 生ま れ た 。 君 の 心 の 琴 
線 に 触れ る た め に 」 と 誠 う 本 作 ラ スト の Born To Touch Your 
Feelings” は その 精華 で は な い だ ろ うか 。 泣き の ドラ マテ ィ シ ズム の 
中 に も ウル リッ ヒ ・ ロ ー ト の ター ク ・ フ ァ ン タ ジ ィ 的 な 詩 と ルド ル 
フ ・ シ ェ ン カー の 日 常 性 の 差異 は 遠から ぬ 分 裂 を 予感 させ る 。 翌 年 
来 日 し 「 荒 城 の 月 」 を フィ ー チ ャ ー し た ライ ヴ 角 発表 後 ロ ー ト は 脱 
退 。 除 々 に ライ ト 感 覚 を 強め た 彼 等 は 世界 的 な 成功 を 収め 、R・ ウ ォ 
ー タ ー ズ の 「The Wall」 ラ イヴ に も 参加 する 。 (高山 ) 





THE SHIVER (Austria) 
Walpurgis 
LP/Maris Musik 20501 「'69 年 





ギー ガー の ジャ ケッ ト か ら 連 想 さ れる の は バリ バリ の ジャ ー マ ン ・ 
アンシン グー グラ ウン トド サウ ンド ・ と 言い た だ いと うこ る だ が 、 夷 は ド デ 
ー ズ 、 ヴァニラ ・ フ ァ ッ ジ あ た りか ら の 影響 が 強い いわ ゆる アー ト ・ 
ロッ ク ・ サ ウン ド 。 オ ル ガ ン の チー プ な ひびき が 時 代 を 感じ させ る 
の に 十分 で ある 。B①④ で は FORMURA3 で 有名 な ミサ 曲 ` 怒 り の 日 ? 
を ベー ス に し た 曲 を 、B② で は J・ コ ッ カ ー で も 有名 な S・ マ ー カ ス の 
^Don't Let Me Be Mitunderstood′" を と りあ げ て お り そ つ な く キ メ 
て いる 。 おりしも 同年 アモ ン ・ デ ュー ル が デビ ュー、 ジ ャ ー マ ン ・ 
ロッ ク ・ シ ー ン が 大 きく 変化 し よう と し て いた 頃 で あっ た 。 尚 、 今 
か ら 10 年 前 で 、 す で に 現地 で 5 万 円 以上 し て いた 超 レ ア 盤 で ある 。 
(中 藤 ) 


SILBERBART 
4 Times Sound Razing 
LP/Philips 6305 095 71 年 





SILBERBART は 771 年 、 唯 一 の 作品 で ある 本 作 を 発表 し た 3 人 編成 
の マイ ナー 系 ハー ド ・ ロ ッ ク ・ バ ンド で ある 。 特 に 目立っ た 関連 ア 
ー テ ィ ス ト は 見 当たら な い 。 全 4 曲 の 内 A① を 除い た 3 曲 は いずれ も 
1 0 分 を 越え る 大 曲 で 占め られ て いる 。 基 本 的 に は BLACK SABBATH 
調 の 重く 引き ずる 様 な リフ を 中 心 と し た 曲調 で ある が リズ ム ・ チ ェ 
ンジ や 曲 間 の プレ イク 部 分 に お いて 多少 な り と も プロ グレ ッ シ ヴ ・ 
ロッ ク か ら の 影響 が 見 い 出せ る 。 海外 で は こう し た サウ ンド を へ ヴ 
ィ ・ プ ログ レ と 呼ん で いる が 我々 が イメ ー ジ する へ ヴィ ・ ブ ログ レ 
と 若干 ニュ アン ス が 違う 様 だ 。 そ れ は と も か く 、 本 作 の 最大 の 欠点 
は 3 人 編成 の た めか 、 音 の 薄 さ が 目立っ て し まう 点 で あろ う 。 

(松尾 ) 








SIATY-NINE 
Cirele of the Crayfish 
LP/Philips 6305 164 72 年 





キー ボー ド と ドラ ム ス の 2 人 か ら 成 る ユニ ッ ト 。 当 時 多数 出現 し 
た EL&P フ ォ ロ ー ワ ー の 1 つと 言え る が 、 も う 少 し ハー ド ・ ロ ッ ク 寄 
り の リズ ム を 持つ パン ド で ある 。Armin Stoewe は エマ ー ソ ン と 比べ 
る の は 難し い が テ クニ ッ ク は 充分 備え た キー ボー ディ スト で ある が 、 
曲 が リ フ 中 心 で 起伏 が 少な いた め 、 そ の クラ シカ ル な 素養 が 生か さ 
れ て いる と は 言え な い 。 意 図 し て の こと か 、 極 度 に モノ クロ 的 色彩 
が 強く 、 華 麗 な クラ シカ ル ・ ロ ッ ク を 期待 する 人 向き で な い 。 何 曲 
か で 聴け る ヴォ ー カ ル は 骨太 の ハー ド ・ ロ ッ ク の も の で 、 必 ず し も 
曲 に フィ ッ ト し て いる と は 言い 難い 。 そ れ に し て も この 抑鬱 感 は か 
な り の も の で 、 無 機 質 さと 閉鎖 的 状況 を 作り 出し て いて 息苦し さ を 
感じ て し まう 。 実験 的 試み に 思わ れる が 。 (高森 ) 





SIXTY-NINE 
Livey 
LP/Philips 6623 046 74 年 








モノ トー ン に 支配 され て いた 1 st に 比べ て ライ ヴ と いう こと も あっ 
て か 、 ノ リ の 良い 曲 も 多く 、 蝶 動 感 あ る プレ イ も 随所 に 聴け る 。 オ 
ル ガ ン 中 心 の 演奏 で は ある が 、 シ ン セ サイ ザー や ピア ノ も 取り 入れ 
曲想 は 変化 に 富ん で いる 。 特 に バッ ハ を モチ ー フ に し た C② は 、 冒 
頭 の うねる よう な ムー グ 独 得 の 音色 か ら 、 パ イプ ・ オ ル ガ ン 風 パ ッ 
セー ジ 、 そ し て ELP 的 アン サン ブル へ と いっ た プロ グレ 色 の 濃い 作風 
で 、 聴 きも の で ある 。 全体 と し て 見 れ ば 、 伸 び の ある ヴォ ー カ ル が 
リー ド を と る 曲 も 多く 、 ハ ー ド ・ ロ ッ ク ・ ア ル バ ム と 言っ て 良い が 、 
ベー ス が いな いた め ド ライ ヴ 感 に 欠け る の は 否め な いと ころ だ 。10 

分 を 超え る 大 曲 が 3 曲 収め られ て いて 意欲 は 充分 伝わっ て くる 。 
(高森 ) 





の 








SPERRMILL 
Sperrm 由 
LP/Brain 1028 73 年 





の っ け か ら チ ャ ンカ チャ ンカ し た マン ドリ ン に の っ て シャ ウト す 
る アメ リカ ン ・ ロ ッ ク 調 の ヴォ ー カ ル に 注 然 と し 、 間 奏 部 で の ムー 
グ の 意味 の な い メ ロディ に 貴 然 と させ られ る が 、 終 盤 で の 神経 症 ぎ 
み の ギ ター が 妙 に カッ コ 良 く 、 わ け も わか ら な く 納 得 し て し まう 。 
こう し た 、 無 謀 と も 言え る 曲 展開 や 意味 の な い ア レン ジ は 、 広 く ジ 
ャ ー マ ン ・ ロ ッ ク に 共通 する 特性 と も 言え る し 、 大 き な 魅 力 の ー つ 
と も 言え る 。 こ れ が わか ら な い 人 は ロッ ク の カッ コ 良 さ ” を 一 面 
で し か 捉え て いな い の で 反省 する よう に 。 こ の 粗大 ゴミ ” を 名 乗 
る バン ド 、 重 厚 バ リズ ム の へ ヴィ な 曲 あ り 、 プ ギ あ り 、 ポ ッ プ あり 
と 色々 や っ て いる が 、 ど れ も が 妙 な 屈折 感 を 伴っ て いる の が 良い 。 

(高森 ) 


TEA (Switzerland) 
Tea 
LP/Philips 6305 238 75 年 





本 作 は 「Sprouts」('74 年 ) に 続く セカ ンド 。A① は メロ トロ ン に 
導 か れ た ファ ルセット ・ ヴ ォ イ ス か ら へ ヴィ な 展開 。A② は ギタ ー・ 
ソロ が 個性 的 。A③ は アコ ー ス ティ ッ ク な か な 感覚 の 印象 的 な 曲 。B①ー② 
は アレ ンジ が 光る キャ ッ チ ー な 曲 。B③ は 本 作 の クラ イマ ックス と 言 
える 出来 。 全 体 的 に イギリス 盤 が リリ ー ス され て いる 事 か ら も 分 る 
様 に 、 本 格 派 バ ンド と し て の (特に ヴォ ー カ ル ) 実力 が 示さ れ 、 曲 
調 は 多岐 に 渡っ て いる 。 続 いて 「The Ship」('75 年 ) 、「Tax Exile」 
(76 年 ) 発表 後 解散 。 後 に ヴォ ー カ ル の マー ク は スイ ス 出 身 の ハー ド ・ 
ロッ ク 系 の 中 に お いて 、 希 有 と 言え る イン ター ナシ ョ ナル 的 地位 へ 
昇っ た メタ ル ・ バ ンド KROKUS に 参加 。 (吉野 ) 





TIGER B. SMITH 
We're The The Tiger Bunmeh 
LP/Bellaphon BLRS 19176 74 年 





ドイ ツ ・ ヴ ァ ー テ ィ ゴ より 72 年 に デビ ュー し た タイ ガー・B・ ス ミ 
ス の ベラ フォ ン に 移籍 し て の 2nd ア ル バ ム 。 も と より スト レー ト な ハ 
ー ド ・ ロ ッ ク を 身上 と し て いた 彼ら だ が 、 本 作 は エン ジニ ア に スコ 
ー ピ オン ズ の “6 人 目 の メ ン バ ー” と し て 知ら れる D・ ダ ー ク ス を む 
か えて さら に 洗練 され た 作品 と な か っ て いる 。 バ ンド 自体 メン バー は 
か な り 流 動 的 で 、 ホ ル ガ ー・ シ ュ ミ ッ ト を 中 心 と し た ユニ ッ ト と み 
る の が 妥当 だ ろう 。 バ ンド は 本 作 で 解散 、 シ ュ ミ ッ ト は 他 の メン バ 
ー を ひき つれ て 777 年 に 突如 カム バッ ク 、STRASSENJUNGS と いう パ 
ンク ・ バ ンド を 結成 し て いる 。 多少 エ ッ チ な コラ ー ジ ュ ・ ジ ャ ケッ 
ト も 秀逸 。 ( 宇 藤 ) 


TOAD (Switzerland) 
Toad 


LP /Hallelujah X 616 71 年 
CD/Aurophon CD AU 32109 





Vic Vergent(g) 、Cosimo Lampis(ds) 、Werner Frohlich (b) 、 
Benny Jager(vo) か ら 成る スイ ス の 古 手 ハ ー ド ・ ロ ッ ク ・ バ ンド 、 
TOAD の デビ ュー 作 。 ロ ンド ン で の 録音 。 録 音 状態 が あま り 良 く な い 
の で 損 を し て いる が 、771 年 の スイ ス と は 思え な い 内 容 が ある 。 印象 
と し て は STRAY DOG の 1 st を も う 少 し B 級 に し た と ころ か 。 特 に べ 
ー ス の 遊び 方 は 目立つ も の が あり 線 も 太く 、 曲 に ヴァ リエ ーション 
を も た ら せ 、 勢 いづ か せ て 面白 い 。 ヴォー カル は 編 め な が ら イ ンタ 
ー ナ ショ ナル 指向 が うか が える 。 そ し て ギタ ー に は 粘り が あっ て 熱 
気 も の 。 曲 も ワン パタ ー ン に 陥る こと な い 。 当 時 の イギリス に 行け 
る 内 容 だ 。 こ の 後 ヴ ォ ー カ リス ト は ぬけ て 、 ト リオ 編成 に な る 。 演 
奏 カ が ある だ け に 、 そ れ は 正解 だ っ た か も し れ な い 。 (松本 ) 








TOAD 
Tomorrow Blue 


LP/Hallelujah X 626 '? 年 
CD/Aurophon CD AU 32110 





ハー ド ・ ロ ッ ク ・ バ ンド は も ちろ ん 、 ロ ッ ク ・ パ ンド の レコ ー ド 
と し て の 作品 が 決し て 多い と は 言い 難い スイ ス ・ ロ ッ ク 事 情 の 中 に 
あっ て 、3 枚 も の アル バム を の こし た の は 当時 で は 恐らく この TOAD 
だ け だ ろう 。 攻撃 的 な リフ を ちり ば め た へ ヴィ な A①、B①②③、 タ 
テ の り の ブル ー ズ を きか せる A②、 心 を 洗わ れる バラ ー ド A③ と 内 容 
も 多岐 に わた っ て 充実 し て いる の が 、 この 2nd ア ル バ ム で ある 。 と て 
も トリ オ と は 思え な い 重 厚 な サウ ンド と 練 ら れ た 曲 、 池 えた アレ ン 
ジ ど れ を と っ て も 一 流 で 、 も ちろ ん テク ニッ ク も 安定 し て いる 。 イ 
ギリ ス 盤 、 イ タリ ア 盤 も 発売 され て お り 、 ス イス で は クロ ー ク ス と 
な ら び 海外 で 成功 し た 数 少な い バ ンド の 一 つ で ある 。 ( 宇 藤 ) 





TWENTY SIXTY SI AND THEN 
Heflectigns On The Future 
LP/United Artists UAS 29 314 72 年 


LITEUI 間 "1 





B 級 ハー ド ・ ロ ッ ク の 宝庫 ドイ ツ に あっ て テク ニッ ク 、 曲 作り の 両 
面 に お いて 一 歩 抜き ん 出 た 存在 で ある 。 た た みか ける リズ ム 、 ヘ へ ヴ 
ィ な ギタ ー、 表 現 力 豊か なか ヴォーカル 、 重 厚 な キー ボー ド 群 に よる 
緩急 自在 の 曲 展開 は 、 プ ログ レッ シ ヴ 色 の 強い 、 ス トー リー 性 を 感 
じ さ せる も の だ 。 い わ ゆ る ハー ド ・ プ ブロ グレ ・ タ イプ と 言え る が 、 
これ だ け ノ リ も 良く 、 な お か つ 複 雑 な 曲想 を 絶妙 な パラ ンス で 表現 
し た グル ー プ と な る と 他 に 見 当たら な いよ うに 思え る 。 ま た 、 全 体 
を 通し て 重く た れ 込め る よう な 暗 さ や 、 大 曲 B① の 後半 部 で いき な り 
エレ クト リッ ク な 異 次 元 へ と 突入 し て し まう あたり 、 ジ ャ ー マ ン ・ 
ロッ ク の 面目 躍如 と いっ た と ころ か 。 (高森 ) 
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TWENTY SIXTY SIX AND THEN 
Reflectinns On The Past 
LP/Second Battle SBT 001 '91 年 


LTIHUTI 半 | 





未 発 表 曲 集 。 ア ナ ロ グ 盤 の み で の 、 2 枚 組 3 面 収録 の 変則 リリ ー 
ス 。A① か ら B① は 771 年 6 月 録音 。A① の 彼 等 唯一 の オフ ィ シ ャ ル 
作品 「Reflection On The Future」 オ ー プ ニン グ ・ ナ ン バ ー の テイ 
ク 違 いか ら 始ま る 。 ア ウト ・ テ イク ス と 思わ れる A② の フル ー ト を 
フィ ー チ ュ ア し た 曲 か ら B① の 大 曲 2 曲 は 、 ツ イン ・ キ ー ボ ー ド の 
スタ イル を 前 面 に 出し 本 作 の 目玉 と 言え る 出来 を 示し て いる 。B② 
か ら ③ は 772 年 3 月 録音 、 こ の 2 曲 、 収録 時 間 や 曲調 か ら シ ング ル 用 
に 制作 され た と 思わ れる 。 ジ ェ フ ・ ベ ッ ク ・ グ ルー プ 2 期 に 代表 さ 
れる 16 ビ ー ト 感覚 の ファ ン キ ー な 展開 を し 、 ヴ ォ ー カ ル も ソウ ルフ 
ル に 熱唱 。C① か ら ③ は 771 年 5 月 録音 。 こ の 3 曲 は ライ ヴ 録 音 で 音 
質 は 悪い が 、 演 奏 力 は 、 ス タ ジ オ 盤 並み 。 (吉野 ) 





VIRUS 
Thoughts 
LP/Pilz 20 21102-9 71 年 





メン バー 表記 が な い の で 確か な 事 は わか ら な い が 、 恐 らく 専任 の 
ヴォ ー カ リス ト を 加え て の 2 nd アル バム 。 当然 な が ら 歌 を 中 心 に し 
た コン パク ト な オル ガン ・ ハ ー ド ・ ロ ッ ク に 変身 し 、 聴 き や す く な 
っ た 。 曖昧 さや 冗長 さ は な く な っ た が 、 リ ズム ・ セ クシ ョ ン の 妨 さ 
と メリ ハリ の 絞 さ で 、 割 と 平凡 な 出来 。 6 人 組 に し て は 音 が 薄い の 
も 気 に か か る 。 こ の アル バム 後 、VIRUS は WEED に 発展 し ユー ライ 
ア ・ ヒ ー プ も どき の サウ ンド に 変わ っ て 行く が 、 短 期間 の 間 に サ イ 
ケ デ リッ ク ・ ミ ュー ジッ ク か ら イ ンタ ー ナ ショ ナル 志向 の ハー ド ・ 
ロッ ク に 変遷 し 得 た の は 、 変 わり 身 の 早 さと も 言え る が 、 そ れ だ け 
強固 な 個性 を 持ち 得 お な か か っ た バン ド の 苦闘 を 物語 っ て いる と も 言え 
そう で ある 。 (高森 ) 


VIRUS 
Revelation 


LP /BASF ORC15 71 年 
CD/Second Baffle SBO15 





音色 と し て は 60 年 代 の サイ ケ 色 が 濃厚 に 残る VIRUS の 1st。 イ ギリ 
ス で は キン グ ・ ク リム ゾン や EL&P が メイ ン ・ ス トー ム に 踊り 出し 、 ピ 
ンク ・ フ ロイ ド が サイ ケ 色 を 払拭 し つつ あっ た 時 代 、 ド イツ で は 今 だ 
その 残 津 に 酔い 痴 れ て いた 事 を 物語 る 一 編 。 執 失 に 繰り 返さ れる リ 
ズム ・ パ ター ン は ひたすら 落ち て いく た め の 原 動力 で ある が 、 中 途 半 
端 だ と 何 も 産み 由 さ な い 結 果 と な る 。 ア モン ・ デ ュー ル や グル ・ グ ル ・ 
アシ ュ ラ ・ テ ン ペ ル と いっ た バン ド は 繰り 返し の 果て に 光景 を 一 変 
させ る 強 雪 さ を 持っ て いた が 故に 突 由 する 個性 を 持ち 得 た の だ と 思 
う 。VIRUS は この 点 で 弦 く 、 ム ー ド に 酔っ て いて 詰め が 甘い と 言え 
る 。 スト ー ン ズ の `Paint It Black” の 挿入 、^ 神 秘 / に 似 た 曲 展開 、^ 太 
陽 讃歌 ? の パロ ディ な ど 楽 し め る 内 容 で は ある が 。 (高森 ) 





WALPURGIS 
Oueen 0f Saha 


LP/Ohr 556 023 72 年 
中 CD/Bernhard Mikulski OMM 556 023 





ドイ ツ に 限っ た こと で は な い が 、 伝 説 な り 神話 な り を モチ ー フ に 、 
その 解釈 の 慈 意 的 な 面白 さ に よっ て 作品 を 残す と いう 傾向 が 当時 多 
く 見 られ た よう だ 。 ワ ルプ ル ギ ス も ご 多分 に も れず 、 プ ロッ ケン 山 
脈 か ら の 魔女 た ちの 狂 宴 を し っ か り 残し て くれ た 。 A 面 ラス ト を 除 
いて 、 何 ら イ ン パ クト の な い 虚 飾 だ ら け で 思い 入れ た っ ぷり の ハー 
ドロ ッ ク は 、 出 来 そ こない ヴァ レン シュ タイ ン と 思え ば よろ し い 。 
これ 1 枚 の み 残 し て 山 爽 と シー ン か ら 退 場 し て し まっ た の は いい が 、 
後世 マニ ア の 頭 を 悩ま し た ケシ カラ ン ア ル バ ム の 1 枚 で ある 。 カ ヴ 
ァ ー ア ー ト は 明記 され て は いな い が 、 た ぶん ヘル ムー ト ・ フ リッ ツ 
で あろ う 。 ゲ スト と し て ユル ゲン ・ ド ラ ゼ の クレ ジッ ト が ある 。 彼 
の ピア ノ が 聴け る 。 (丸美 屋 ) 








WEED 
Weed 


LP/Philips 630509 71 年 
CD/Second Battle SB 018 





71 年 、 元 VIRUS (オル ガン ・ ハ ー ド ・ ロ ッ ク ) の メン バー が 中 心 
に な っ て 製作 され た の が この WEED で ある 。VIRUS の 時 代 と は 打っ 
て 変っ て ここ で は ユー ライ ア ・ ヒ ー プ を お 手 本 と し な が ら も より ア 
グレ ッ シ ヴ な 要素 を 前 面 に 打ち 由 し て いる 。 た だ コー ラス ・ ハ ー モ 
ニー の 使い 方 、 ハ モン ド の 音色 等 あま り に も その ヒー プ の 二番煎じ 
的 要素 が 強 す ぎる 為 か えっ て 損 を し て いる 。 そ の 点 さ え 気 に し な け 
れ ば 作品 と し て クオ リティ は か な り の 物 を 持っ て いる と 言え よう 。 
イン ター ナシ ョ ナル な 成功 を 目指 し た メン バー の 入れ 込み 様 が 痛い 
ほど 伝わっ て 来る 。 録 音 状態 も かなり 良 く 、 各 楽器 の それ ぞ れ に 攻 
撃 的 な 音 が バラ ンス 良く 分 離し た 状態 で 録 れ て いる 。 (松尾 ) 





ZARATHUSTRA 
Zarathustra 
LP/Metronome MLP 15.421 '71 年 


ZARATHUSTRA 








メン バー 自ら URIAH HEEP か ら 影 響き され て 作っ た バン ド で ある と 
語っ て いる 様 に 彼ら の サウ ンド は その も の ズバ リ 、 ど こ を 切っ て も 
HEEP 節 で あふ れ て いる 。 だ が し か し 、 こ の 時 代 の ドイ ツ に は この HEEP 
も どき が 実に 数 多く 存在 する わけ で 、 そ うし た 症候 群 の 中 で 本 作 の 
存在 意義 を 考え た 時 、 改 め て 彼ら の 楽曲 面 の 才能 を 評価 せ ざ る を え 
な い 。 長らく レア ー・ ア イ テ ム と し て コレ クタ ー の 間 で の み 語 り 継 
が れ て 来 た 作 品 で ある が 、 こ の た び 約 20 年 の 歳 月 を 経て 本 国 より 限 
定 1000 枚 に て 再発 と 相成っ た 。 現在 我々 が 求め る 70 年 代 ス タイ ル の 
ハー ド ・ ロ ッ ク と し て は まち が いな く 最 良 の 部 類 に 入る で あろ う 。 
メン バー の その 後 の 活動 は 今 の 所 、 見 当たら な い 。 (松尾 ) 
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@ 松 本 昌幸 


WALLENSTEIN、NOVALIS、GROBSCHNITT。 い わ 
ゆる 廃盤 物 を 除い て 、70 年 代 ド イツ の シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ 
ク ・ バ ンド を 挙げ る と すれ ば 、 こ の 3 グル ー プ 位 の も の だ ろ 
う 。70 年 代 初期 に イタ リア で ジェ ネ シ ス が 受け た と すれ ば 、 
ドイ ツ で は ピン ク ・ フ ロイ ド だ っ た と いう 大 よそ の 傾向 か ら も 、 
これ は 納得 の いく 結果 だ 。 こ れ ら 3 グル ー プ と て スタ イリ ッシュ 
な シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク か ら は 外れ て いる 。 

さて 770 年 代 後 期 に な か り ヨ ー ロ ッ パ で 一 早く パン ク 、 ニ ュー 
ウェ イヴ が 定着 し た ドイ ツ だ が 、 そ の 一 方 で 70 年 代 の スコ ー 
ピオ ンズ 、"80 年 代 の ハロ ウィ ン に 代表 され る よう に 、 元 来 ハ 
ー ド ・ ロ ッ ク も 根強い 国柄 だ 。 そ うし た 勢力 に 押さ れる か の よ 
うに 、 も と も と 能 小 だ っ た シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク の 流れ は 、 こ の 
時 期 に 来 て 、 の き な み 自主 制作 を 強い られ た か の よう な 形 
に な る 。 そ の 中 で 、 も し 仮に 770 年 代 と '80 年 代 を 区 切る エ ポ ッ 
ク な バン ド を シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク で 探す な か ら ば 、 一 つの ポイ 
ント は ANYONE'S DAUGHTER で ある 。 彼 ら は "79 年 か 
ら '83 年 に か け て 唯一 メジ ャ ー 流 通 に 乗り 得 た 、 し か も メロ デ 
ィ の 薄 さ を 感じ きせ な い サ ウン ド が '80 年 代 の 伏線 と も な っ 
た バン ド だ っ た 。 雑 な 言い 方 を する な ら ば 、 今 に つなが る ドイ 
ツ ・ シ ン フ ォ ニ ッ ク ・ ロ ッ ク の 流れ は 、 彼 ら に 遡 れ る 。 

この 770 年 代 末 以 後 、 シ ン フ ォ ニ ッ ク ・ ロ ッ ク は 、 イ ギリ ス を 
除く ほとん どの 国 で 自主 制作 の 内 に 推移 し た と は 言え 日 
本 で は メイ ド ・ イ ン ・ ジ ャ パン 、 フ ラン ス な ら ば ム ゼ ア 、 オ ラン ダ 
で は S ミ ュー ジッ ク と いう よう に 展開 の 拠点 を 持っ た 。 と ころ 
が ドイ ツ に は 未だ に 大 き な 拠 点 が な い 。 流 れ と し て は 、'70 年 
代 末 か ら '80 年 代 前 半 に か け て 地方 都市 か ら 自 主 制作 が 
相次ぎ 、'80 年 代 中 頃 に 終息 し て いっ た 点 で 、 フ ラン ス に 似 て 
いる 。 両 者 と も に アル バム 製作 は ある に せよ 、 ラ イヴ 活動 が 
展開 で きる 程 の シー ン と 呼べ る も の が な いこ と も 同じ だ 。 し か 
し '80 年 代 中 頃 以後 、 フ ラン ス で は ム ゼ ア が そう し た 自主 制 
作 を 一 つ に 吸収 し な が ら 、 今 に 至る ネッ トワ ー ク 、 市 場 の 確 
立 を も た ら せ た こと と は 逆 に ドイ ツ の 場合 は 未だ に 770 年 代 
末 以 後 の 自主 流通 で し か な い 。 む し ろ 今 と な っ て は 周辺 国 
に 吸収 され る 程 で ある 。AMENOPHIS や ROUSSEAU の 
旧作 、 そ し て 新人 の CHANGING IMAGE な ど が ム ゼ ア か ら 
リリ ー ス 、 デ ビュ ー し た こと は 、 そ の いい 例 だ 。 

こう し た 背景 の 一 つ に は 、 多 分 に ドイ ツ の 地理 的 要因 が 
ある の だ と 思う 。 ド イツ に は 、 イ ギリ ス の ロン ドン 、 フ ラン ス の パ 
リ と いっ た 中 央 都市 が な い 。 北 は ハン ブル グ 、 ベ ルリ ン 、 中 部 
に は ルー ル 地 方 、 フ ラン ク フ ル ト 、 南 に は ミュ ン ヘ ン と いう よう 
に 地方 大 都市 の 集合 国 で 、 中 央 集権 型 で は な い の で ある 。 
当然 、 マ ー ケ ッ ト は 分 散 さ れ や すい 。 流 通 網 か ら 外れ る も の 


ぞ ぞ の 6@ 





@ エ ニワ ンズ ・ ド ー タ ー 


が 自主 制作 と いう も の な ら ば 、 尚 更 こ うし た 地理 的 要因 が 、 
ミュ ー ジ シャ ン の 制作 や 活動 を 制約 する だ ろう 。 頼 み の 綱 は 
主として ファ ン の 情報 交換 で ある 。 し か し 幸い な こと に 情報 の 
スム ー ス さ で は 日 本 並み の ドイ ツ の こと 、'80 年 代 の 中 頃 に 
は 、 そ うし た 情報 網 を つた っ て 多く の 自主 制作 盤 が 日 本 に ま 
で や っ て 来 た 。 

ドイ ツ 系 シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク の 音楽 面 の 推移 を 見 る と 、 
これ まで に 大 き な 切 れ 目 は な いよ うに 思え る 。'70 年 代 末 
か ら 780 年 代 前 半 に か け て の 自主 制作 ラッ シュ 期 に 、 
KASHMIR、FLAME DREAM、DRAGONFLY と いっ た 
スイ ス 勢 に 粒 よ り の アル バム が ある こと も ピー ク に 一 役 買 
つて いる 。 ま た 772 年 に 結成 され た NEUSCHWANSTEIN、 
74 年 結成 の BURNING CANDLE な ど が 、 よ う や く 〈 こ の 時 
期 に 来 て アル バム 制作 し た こと 、 そ し て 770 年 代 後半 に 結成 
され た ROUSSEAU、ANABIS、ISKANDER な ど 多 く の 
新人 が デビ ュー し た こと 、 こ れ ら が 一 塊 と な っ て この 時 期 
を 形 造 っ た 。 そ し て 784 年 頃 に 終息 。 ち ょ うど ANYONE'S 
DAUGHTER が 自主 制作 に 移り 活動 が 鈍っ た 時 に 符合 し 
て いる 。'80 年 代 中 頃 に 結成 され 近く 新作 リリ ー ス 予定 の あ 
る スイ ス の 実力 派 DEYSS を 除け ば 、'80 年 代 初 頭 の 上 記 
新人 3 グル ー プ が 、'80 年 代 後半 に 来 て 完成 作 も し く は 煮 詰 
り を 感じ させ る アル バム を 出し た こと は 、 早 急 に 新人 が 望ま 
れる 時 期 に 来 て いる こと を ほのめかし て いる と いっ た 状況 だ 
の りら 
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AGAMEMNON(Switzerlan) 
Part I&II 
LP/Agamemnon AGA 12410 81 年 


AGAMEMNON 





PART 1&II 





アガ メ ム ノン が 残し た 唯一 の 作品 。 ト ロイ 戦争 の ギリ シャ 軍 総 大 
将 で ミケ ー ネ 王 の 名 か ら 取 っ た 彼 等 は 、 神 話 の 如き 深遠 な 音 世 界 を 
アコ ー ス ティ ッ ク の 楽器 を 上 手 く 織り 混ぜ て 使い 分 け な が ら も 、 決 
し て 派手 に 展開 する こと は な く 、 地 を 遣う 様 に 響き 渡る 端正 な メロ 
ディ と ハー モニ ー を 大 切 に し な が ら も 、 時 を 超え て 私 達 の 前 に 繰り 
広げ て くれ る の で ある 。 メンバ パー は 基本 的 に は G、 B、 Ds、 Key & Vo 
の 4 人 だ が 、 各 人 共 皆 それ ぞ れ に 他 の 楽器 も プレ イ し て お り 、 前 述 
の メン バー に 付け 加え て ライ トシ ョ ウ を 担当 し て いる 者 も 参加 し て 
いる 。 ア ガメ ム ノ ン の 音 に は 、 木 の 温もり と 香り 、 空 と 水 、 空 気 、 
大 地 に マッ チ し た 生命 力 の 様 な も の が 宿っ て いる 様 だ 。 (大 関 ) 


AMMENOPHIS 
Amem0mhiS 


LP /Amenophis 21.856 83 年 
CD/(Fr.)Musea FGBG 4052.AR 





780 年 代 も 半ば を 過ぎ た 頃 、 そ れ ま で シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク が 余 
り フ ュー チャ ー さ れる こと の な か っ た ドイ ツ て で 次 々 と '80 年 代 以降 に 
制作 され た 良質 の シン フォ 作品 が 発見 、 紹 介さ れ た 。 中 で も この 
AMENOPHIS は 本 デビ ュー アル バム が 87 年 に 紹介 され る と 共に その 
内 容 の 素晴らし さか ら 一 躍 当時 の ドイ ツ シ ン フォ を 代表 する バン ド 
と し て 知れ 渡る こと に な っ た の で ある 。 確 か に 一 部 で 指摘 され る よ 
うに 、 リ ズム 隊 の 弱 さ か らく る リズ ム の 甘 さ や ボー カル の 弱 さ は 否 
め な い が 、 そ れ 以 上 に 彼ら が 楽曲 や ジャ ケッ ト ア ー ト で 表現 し て い 
る 、 ド イツ の 森 の 中 を 思わ せる よう か 幽玄 さや 静けさ を 感じ る 叙情 
は それ ら の 欠点 を 補っ て 余り ある 程 の 素晴らし いも の だ と 言え る で 
あろ う 。 な お CD 化 に 際 し 5 曲 の 未 発 表 曲 が 収 録 さ れ て いる 。 (島村 ) 





AMENOPHIS 
You Amd Il 
CD/WMMS 002 88 年 





AMENOPHIS 


も し あな た が AMENOPHIS の 1st に 感動 し その 感覚 を 求め て この 2nd 
も 聞い て みよ うと 思う の な ら ば 、 残 念 な が ら 聞 き 終 えた 後に 満足 を 
得る こと は 出来 な い だ ろ う 。"88 年 リリ ー ス され た この AMENOPHIS 
の 2 nd は 、 1 st 時 の 3 人 か ら DS&KEY の Stefan が 脱 け 、 代 わり に 女 
性 ボー カル を 含む 3 人 の 新 メ ン バ ー を 加え た 5 人 編成 で 録音 し た も 
の で ある 。 こ の よう な メン バー チェ ンジ に より 作曲 面 及 び 演 奏 面 で 
変化 が 生じ 、 こ こ で 聞か れる サウ ンド は 1 st 的 な 雰囲気 も 僅か な が ら 
は 感じ られ る も の の 、 全 体 的 に は 我々 を 魅了 し て くれ た 1 st と は か な 
り 異な っ た 、 よ り モ ダン な シン フォ 色 の ある 普通 の ロッ ク 的 な も の 
と な っ て いる 。 正 直言 っ て し まう と 個人 的 に は 、 本 作 は AMENOPHIS 
関連 の 別 バ ンド の 作品 と し て 聞い た 方 が 良い と 思う 。 (島村 ) 


ANABIS 
Heaven On Earth 


LP /PM 1080 ”80 年 
CD/WMMS 016 





アナ ビス の 1 st、 自 主 製作 で ある 。 同 国 の アイ ヴォ リー や ノイ ショ 
ヴァ ン シ ュ タイ ン 等 と 並ん で 、 ジ ェ ネ シス タイ プ の シン フォ ニッ ク ・ 
ロッ ク と し て は 高 水準 に 値する 素質 を 十分 に 兼ね 備え た グル ー プ で 
ある と 断言 出来 る 。 ガ ブリ エル を 意識 し つつ も 独自 の カラ ー を 持っ 
た ヴォ ー カ リス ト の 歌唱 力 、 安 定 し た 曲 の 構成 や 演奏 、 テ クニ ッ ク 
か ら 察 し て 、 か な り の 実力 者 揃い と 考え られ る 。 メ ン バ パー は 恐らく 
5 人 編成 か と 思え る が 、 そ の 中 で トマ ス ・ シ ュ ミ ッ ト な る 人 物 ( ペ 
ル ・ メ ル の メン バー と 同姓 同名 中 同 一 人 物 と いう 説 も ある が ?) の 
名 前 が 挙がっ て いる 事 か ら 、 何 ら か の 関係 が ある の で は な い だ ろ う 
か … ? グル ー プ は 翌年 に 2nd「Wer Willl!l 」 を リリ ー ス する が 、 こ 
ちら も 前 作 の 延長 線上 、 素 晴らし い 出 来 に 仕上 が っ て いる 。 (大 関 ) 








ANABIS ANABIS 


Wer Will? 
LP/PM 1181 '82 年 


// 
し 3 





名 作 「Heaven On Earth」 に 続く 2 枚 目 の 作品 で ある 。 本 作 も 前 
作 同 様 に 素 晴 し い 作 品 と な っ て いる 。 相 変ら り ず ヴォ ー カ リス ト は ピ 
ー タ ー・ ガ プリ エル に よく 似 て いる 。 ギ ター が も っ と 甘く な れ ば ジ 
ェ ネ シス その も の に な っ て し まい そう だ 。 ア ナビ ス の 場合 、 他 の ジ 
ei 王 Go ジ ミシン ジフ 855 の お 31S テ ク ーッ ツク (は 22850 が に 2 ロ デ ッ セ 
ンス だ け で 勝負 する と いっ た バン ド で は な い 。 各 メン バー が 確実 な 
演奏 技術 を 持っ て いる た め 安 心して 聴い て いら れる 。 世 界 中 に 数 多 
く 存在 す る ジェ ネ シ ス ・ フ ォ ロ ワー 達 の 中 で も トッ プ ・ ク ラス に 位 
置 する 彼ら の 作品 。 シ ン フ ォ ニ ッ ク ・ ロ ッ ク の ファ ン は 絶対 に チェ 
ッ ク し で 欲 じ い 。 (小林 ) 





ANABIS 
Theatre 
CD/WMMS 004 '89 年 





「Heaven On Earth」「Wer Will/」 以 来 音 信 の 絶え て いた ANABIS 
の 3 枚 目 。 オ リ ジ ナ ル ・ メ ン バ ー で 残っ て いる の は 、 ド ラム ス の Mike 
Morkel の み で 、 当 然 の ご と く 表 面 に は 変化 を 遂げ て いる 。 全 面 を 綱 
く コ ン セ プ ト 主 義 は 相変わらず だ が 、 曲 は より 短く 、 と ころ どこ ろ 
で 木管 を リー ド 楽 器 と し て 導入 する な ど 、 か つて の 余り に ジェ ネ シ 
ス ぶ ふう か ら の 脱却 を ここ ろ み て いる 。 問題 の 管楽器 を 入れ た イン ス 
トゥ ル メ ンタ ル ・ ナ ン バ ー か ら は 、 自 分 達 の 音楽 を も う 一 度 見 つめ 
直 そ うと いう 彼ら の 気迫 が 、 静 か で は ある が 、 つ た わっ て くる 。 淡 々 
と し た 中 に も 、 ド イツ 人 らし い 思 索 と ロマ ン テ ィ シ ズム が 満ち あふ 
れる 好 盤 。 (古田 ) 





ぞ の ご 








ANDREAS VOLLENWEIDER 
(Switzerland) 
White Winds 
LP /(NL.) CBS 26195 '84 年 





ガン ダル フ に 通じ る 清浄 な が インス トゥ ル メ ンタ ル ・ ミ ュー ジッ ク 
を 展開 する スイ ス 人 ハー プ 毒 者 、84 年 の 作 。 ア ー テ ィ ス ト 自 身 の 宗 
教 観 に 基づい た トー タル ・ ア ル バ ム の 形 を と っ て いる よう で ある 。 
宗教 と いう の は 西洋 の それ で は な く 、 大 地 に 吹き わた る 風 や 水 の 流 
れ に 同化 し 自己 減 却 を 遂げ る 東洋 の それ に 近い 。 従 っ て シン フォ ニ 
ッ ク な 構築 美 を 求め て も 徒労 に 終わ る だ ろう 。 その 音階 の な せる 技 
か 日 本 の 琴 の よう に 聴こえ る 箇所 も ある 。 ハ ー プ の 他 に ドラ ム ス 、 
チェ ロ 、 パ ン ・ パ イプ 、 鳥 の 声 な ど 自 然 音 に よる エフ ェクト 等 も 加 
えら れ て いる 。 美しく か ろ や か な 音楽 で ある 。 他 に も その 後 、 多 数 
の アル バム を リリ ー ス し 、 ニ ュー・ エ イジ ・ ミ ュー ジッ ク 、 マ イン 
ド ・ ミ ュー ジッ ク の 分 野 で 知ら れる よう に な っ た 。 (古田 ) 


ANYONE'S DAUGHTER 
Adonis 


LP /Brain 0060.186 79 年 
CD/WMMS 025 





「 ユ ー ロ ロッ ク 」 と いう シー ン が 日 本 的 で 認知 され た 時 期 に デ ヴ ュ 
ー、 同 時 代 性 を 持っ た パ バンド と し て ファ ン に 忘れ 難い 印象 を 残し た 
Anyone's Danghter の 1 st。 手 数 の 多い し な や か な ds、 コ ー ダ ル な b、 
春 軟 織り 混ぜ 、 過 不足 な く 歌 心 あ る ライ ン を 紡ぎ 出す g と key、 そ し 
て ジェ ント ル な vo と 甘美 な コー ラス ワー ク と 、 安定 し た テク ニッ ク 
に 支え られ た セン シディ ヴ な シン フォ ニッ ク ・ サ ウン ド と いう 彼ら 
の 作風 は 既に 確立 し て いる 。 それ まで は むし ろ 泥 臭 さ を 売り も の と 
し た バン ド が 多かっ た 中 、 そ の 洗練 され た セン ス と 音色 その も の の 
美 し さ は 、 新 し い 世 代 の 登場 を 告げ る に 相応 し い 清 新 な 響き に 満ち 
て いる 。 4 つの パー ト に 分 か れ た 組曲 ^Adonis′ や 彼ら の テー マ 曲 
等 、 主 要 ナ ン バ ー も 多く 収録 され て いる 。 (山田 ) 





to 紀 ANYONES DAUGHTER 
ペ Anyone'S Daughter 


LP /Intercode INT 145.612 '80 年 
CD/WMMS 027 





大 曲 指向 の 1 st か ら 一 転 、 コ ン パ クト な 9 つの 曲 が 並 ぶ 。 そ れ は 各々 
の 曲想 が より 明確 に な る と いう 意味 で と て も 良い 方 向 へ 作用 し て お 
り 、 ア ン サ ンプ ル 面 で の 進歩 と 相まって 、 ア ル バ ム 全体 と し て も 非 
常に 魅力 的 な 一 枚 に 仕上 が っ て いる 。 動 の A①②④、B①③、 静 の A 
③⑤、B④、 ダ ブル ・ イ メー ジ の B②、 ど の 曲 も 粒 揃い だ 。 こ の 作品 
まで の 歌 詩 は 全て 英語 だ が 、 語感 を 大 事 に し た Bareth の Vo に よく 合 
っ て お り 、 却 っ て 初期 の 彼ら の 特徴 で ある 瑞 々 し さ が 際 立っ て いる 。 
Anyone's Daughter と いえ ば 、 こ れ ま で 1st、3rd、5th が 数 多く 取 
沙汰 され て 来 た が 、 実 は 彼ら の 本 質 は と も すれ ば 地味 に な り が ちな 
4 th や この 2 nd に ある の で は な いか 。 全 作品 の 中 で も 曲 の 良さ と ま 
と まり と いう 点 で は 一 歩 抜 け て いる 。 (山田 ) 


ANYONE'S DAUGHTER 
Piktors Verwandlumgem 


LP /Spiegelei INT 145 624 '81 年 
CD/WMMS 033 





エニ ワン ズ ・ ド ー タ ー の 3 rd アル バム は 、81 年 1 月 に 行わ れ た コン 
サー ト に お ける ライ ヴ で ある 。 が 、B 面 の 最後 に な る まで 拍手 が な 
い 。 ス タ ジ オ 録音 と 思わ れる 程 の 完璧 な 演奏 力 。 半 分 程 が 朗読 。 そ 
の 間 の 演奏 が うす い の は ライ ヴ で ある 証拠 (ジャ ケッ ト に absolut live! 
と 記さ れ て いる )。 1 st の 「ADONIS」 か ら 一 貫 し た 音楽 性 を も ち 続 
け て いる に も か か わら ず 、 本 作 が 違っ た 形 に 聞こ える の は 演奏 技術 
の 向上 も さる こと な が ら 、 ド イツ 語 を 使っ て いる 事 と 語り を 入れ た 
特殊 な 構成 の た め 。 その 後 の 「IN BLAU」 で は 元 に 戻っ て いる 。 彼 
等 の 作品 の 中 で は 少々 異端 だ が 、 同 じ ド イツ の グロ ー プ シュ ニッ ト 
や ノヴァ リス を 完全 に 超越 し た 、 叙 情 派 プ ログ レ の 最高 作 と 呼ん で 
間違い な い だ ろ う 。 ジ ャ ケッ ト も また 傑作 で ある 。 (中 藤 ) 











ANYONE'S DAUGHTER 
男 Blau 


W LP /Intercord INT 145.632 '82 年 
WI 陣 CDWWMMS 029 


AU は 
MOWDIRI 





その 評価 を 不動 の も の と し た 前 作 か ら ds の K.Konopik が 脱 け 、P. 
Schmidt に チェ ンジ し て いる 。 前 任 者 に 比べ れ ば 幾 分 シン プル で スト 
レー ト だ (イエ ス の Bruford と White の 関係 を イメ ー ジ すれ ば 、 当 た 
ら ず と 言え ど 遠 か ら ず と いっ た 所 だ ろう )。 3 rd と いう 一 つの マイ ル 
スー ン を 経た この 4 th で は いく つか の 変化 が 見 られ る 。 ま ず 歌 詩 が 全 
て ドイ ツ 語 に 変わ り 、 ア ン サ ンプ ル 面 で も 重み が 加わ る 事 に より 一 
つ 一 つの 音 の 説得 が 増し た 。 初 期 の 瑞 々 し に 対す る 情感 の 深 さと 
いう 中 一 後期 の 彼ら の 魅力 は 、 こ うし た 様々 な 面 で の 彼ら 自身 の 熱 
成 に 依っ て 醸し 出さ れ た も の だ 。 2 nd の マテ リア ル を 、 3 rd と いう 
フィ ルター を 通し て 再 構築 し た 作品 と いう 言い 方 も 出来 る か も 知れ 
な い 。 重い 手応え に は 風格 すら 感じ る 。 (山田 ) 





ANYONE'S DAUGHTER 
Neue Sterme 


LP /Spiegelei INT 145.640 "83 年 
CD/WMMS 031 


USpN@ 5 
5 


Neue Slerne 


の 


1 


8 





前 半 グ ヴォ ー カ ル ・ ナ ン バ ー、 後 半 イ ンス トゥ ル メ ンタ ル ・ ナ ン バ 
ー を 配 し た 構成 。 サ ウン ド は シン プル な ビー ト を 強調 し た アッ プ ・ 
トゥ ・ デ イト な も の だ が 、 彼 ら な ら で は の セン ス は 上 手 く 残さ れ て 
お り 、 シ ー ケ ンス を 効果 的 に 使用 し た A⑤、B②⑤ 等 は この 時 期 な ら 
で は の 好 ナ ン バ ー。 反面 、 何 気 な い 感情 の 機微 すら 昇華 する 様 な 豊 
か な 情感 は 流石 に 相殺 され て お り 、 両 者 を どう 捉え る か に よっ て 各々 
の 評価 も 割れ る だ ろう 。 同 じ 頃 商業 的 に 成功 し た プロ グレ 系 グル ー 
プ の サウ ンド の 変貌 、 マイナー で の 壊 減 的 状況 も 併せ 考え た 時 、 当 
時 が いか な る 時 代 が 見 えて 来る 。 そう いう 意味 で 同時 代 性 を 反映 し 
に 一 作 だ が 、 そ うし た 中 に あっ て パー マネ ント か な 活動 を 続け た 彼ら 
が 本 作 で 一 定 の 水準 を クリ ア し た 事 は 評価 され て いい 。 (山田 ) 





ぞ の らら 








ANYONE'S DAUGHTER 
Live 

LP /Corona CMC 18001 84 年 
CD/WMMS 035 





この アル バム の 主題 は 、「 彼 ら は 優れ た ロッ ク ・ バ ンド で ある 」 事 。 
そし て 「 何 より も Live” で ある 」 事 だ 。 彼 ら は その サウ ンド へ 情 
や ロマ ン 等 、 無 形 の 要素 を 託す 能力 に 長け た グル ー プ だ っ た が 、 そ 
うし て 各 作品 へ 投影 し た イメ ー ジ を 、 再 度 ロ ッ ク ・ バ ンド と し て の 
自身 の 姿 ヘ へ フィードバック し 、 再 演 し て いる 。 各 人 の ソロ も 交え 、 
ライ ヴ で あっ た 3rd を 除く 選曲 も ベス ト 的 。 特 に 最後 の 2 曲 で は 、 プ 
レイ ヤー と オー ディ エン ス の 交歓 交感 に より 、 人 然 アン サン プル 
が 白熱 し 昇華 し て ゆく 様 が ダイ レク ト に 伝わっ て くる 名 演 。「 擬 情 派 」 
より も 「 ロ ッ ク ・ フ ァ ン 」 と 言う な ら 3rd よ り も 本 作 に 軍配 を 上 げ る 
筐 。'80 年 代 マ スタ ー ピ ー ス の 一 つと 言っ て 良い と 思う が 、 2in 1 の 
CD は 2 曲 カ ッ ト さ れ て いる の が 残念 。 (山田 ) 


ANYOND'S DAUGHTER 
Last Traeks 
LP/A.D.Records 86007 '8G 年 





「Live」 リ リー ス 後 、 約 2 年 間 の 沈黙 を 経て 届け られ た の が Anyone' 
s Daughter 解 散 の ニュ ー ス と 本 作 だ っ た 。 A 面 は 脱 け て し まっ た Bareth 
と Schmidt の 代わ り と し て 3 人 の メン バー を 加え た グル ー プ 最後 の 録 
音 だ が 、 総 じ て 一 本 調子 で 魅力 に 欠け て お り 、 解 散 と いう 事実 を 裏 
付け る 出来 。 一 方 B 面 は 1 st 録音 前 の '78 年 、 オ リ ジ ナ ル ・ メ ン バ ー 
に よる 演奏 が 収め られ て お り 、 こ れ は A 面 の 失地 回 復 と 言っ て 良く 、 
音質 は 今一つ な が ら 安 心して 聴け る 。 こ こ か ら 伝 わっ て 来る の は 、 
テク ニッ ク や 各 作 品 の 水準 の 高 さ と は 裏腹 に 、 そ の サウ ンド の 中 に 
は いつ も 等 身 大 の 彼ら が いた と いう 事 だ 。 誠 実 と 表現 すれ ば 良い の 
だ ろう か 。 それ が 「 巨 人 」 と 呼ぶ に は 相応 し く な い 代 わり に 、 今 も 
尚 根強い 支持 者 を 持つ 理由 な の だ ろう 。 (山田 ) 





BEL AR 
Welcome Home 
LP/(privete press.)LC 666 86 年 








フル ー ト 奏者 を 含む 6 人 組 。 アルバ ム ・ デ ヴュー 以前 に 英国 西部 
ツア ー を 行う な ど 、 名 前 は 知ら れ た 存在 で あっ た 。 自主 制作 の 本 作 
が 1 st だ と 思わ れる が 、 演 奏 技術 、 音 響 処理 と も 非常 に チー プ で 素人 
くさ い 。 学生 サー クル ・ バ ンド の スタ ジオ ・ ラ イブ ー 発 録 り と いっ 
た 印象 も 拭え な い 。 と ころ が この 作品 、 容 易 に は 忘れ 難い 魅力 を 備 
えて いる 。 と ん で も な く キ ャ ッ チ ー な メロ ディ ・ ラ イン 。 どの 曲 も 
妙 に 覚え や すい 。 代表 的 な の は 最終 曲 。「 人 生 は 決し て 楽 な も の じゃ 
な い 。 で も 大 丈夫 」「 ス トッ ト ガ ルト で も う 一 度 こ の 歌 を 歌 お う 」 と 
いう 関係 者 十 数 人 に よる 合唱 は 非常 に プリ ミ テ ィ ヴ な 感動 を 呼ぶ 。 
愛す べき ライ ト ・ シ ン フ ォ ニ ッ ク 作 品 で ある 。 な お 、 彼 ら の 2 作 目 
は WMMS の 記念 すべ き 第 1 号 作 品 と な る 。 ( ミ ) 


BEL AIR 
The Sleeping BeautV 
CD/WMMS 001 '89 年 





出来 は デビ ュー 作 に 較べ て 遥か に 良い 。 そ の まま の 自主 製作 LP の 
時 代 か ら 既に CD 時 代 へ と 移っ て いる の だ か ら 、 録音 も 数 段 良 い 。 良 
い に は 違い な い が 、 も ちろ ん BEL AIR で の 事 。'70 年 代 の シン フォ ニ 
ッ ク ・ ロ ッ ク を 持ち 出し て 来 て は 当然 話 に な ら な い 。 むしろ?90 年 代 
の 流れ や SI ミュ ー ジ ッ ク で 話 を すれ ば 、 見 事 に は まる 。 タ イト ル 曲 の 
出来 な ど は 、 そ うし て 見 れ ば 、 か な り い い 線 を 行っ て いる 。 ヴ ォ ー 
カル の 弱 さ ( 色 の な さ ) を 除け ば 、 ピ アノ や ac-g に フル ー ト が 絡ん で 
つく り 出 す 静 か な 流れ か ら 、 甘 い ギ ター・ ト ー ン が メロ ディ の 山 を 
つく る まで 、 曲 も 前 後 関係 に 気 が 配 られ 、 ま た 展開 部 も ある 。 展開 
する に は 少々 カカ 量 不 足 だ が 、 リ ズム 感 が 良けれ ば 曲 に よっ て は 相当 
な も の な の だ が 。 と 詰め の 甘 さ も 否め な い 。 (松本 ) 





BLUE MOTION (Switzerland) 
Blue Motim 


LP /Amos LP 5438 '80 年 
CD/(U.S.)Laser's Edge LE 1016 





元 サ ー カ ス の 2 人 を 中 心 に 結成 され た プ ブルー・ モ ーション は !80 年 
に 500 枚 限定 で 本 作 を 発表 し て いる 。 キ ー ボ ー ド 2 台 に パー カッ ショ 
ン と いう 変則 的 な トリ オ 編 成 で ある が 、 全 編 に わた り 非 常に テク ニ 
カル で 緊張 感 溢れ る イン スト ナン バー が 綴 ら れ て いる 。 割 と 攻撃 的 
で セン セー ショ ナル な 幕開け な が ら 、 曲 中 で は 動 と 静 の コン トラ ス 
ト が 見 事 に 表現 され て お り 、 ど ちら の 場面 で も ピア ノ を 核 に し た 展 
開 が 多く 見 られ る 。 そ れ を オル ガン や シロ ホン が 巧み に エス コー ト 、 
3 人 が 一 体 と な っ た 演奏 で 、 僅 か 2 日 間 の スタ ジオ ライ ヴ 録 音 と し 
て は 異例 と も 言え る 高 水準 の 作品 を 作り 上 げ て し まっ た 。 よ く サ ー 
カス 系 の 居 品 を 「 所 訟 は クリ ム ゾ ン の 亜流 」 と 嫌う 人 が いる が 、 本 
作 を 耳 に すれ ば 一 味 違っ た 印象 を 持つ か も 知れ な い 。 (江田 ) 


即 RNING GANDLE 
Burning amdle 
LP/Steyer Disco SD-18025 '81 年 





キー ボー ド ・ ト リオ BURNING CANDLE の 結成 は 古く 、'74 年 まで 
遡る 。'80 年 代 中 頃 、 こ の アル バム が 入っ て きた 頃 、ANABIS や AMENO- 
PHIS 等 多く の 自主 製作 盤 に 紛れ た 感 が ある が 、 よ く 聴 く と ジェ ネ シ 
スーー マ リリ オン の 亜流 と いう より は 、70 年 代 を ひき ずる よう な あ 
る 種 の 古 さ が あっ た と 思う 。 決 し て テク ニカ ル な 演奏 を 特 意 と する 
わけ で も な く 、 ア ッ プ ・ テ ン ポ な 曲調 で は 荒 も 目立つ が 、 ク ラ シ カ 
ル ・ タ ッ チ で ピア ノ が リー ド す る A② や 、 各 曲 で の ハモ ンド ・ オ ル 
ガン の トー ン に は 、 ポ ンプ ・ ロ ッ ク 以 前 の 感触 が あっ て 中 々 味わい 
深い 。 ド ラム の も た つき が な けれ ば 、 も う 少 し 人 気 が 由 た か も し れ 
な い 。 (松本 ) 
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CHANDELIER 
Pure 
CD/Sisyphus 001 "90 年 





イン トロ に 続い て 登場 する ゲイ プリ エル と いう より は フィ ッシュ 
そっ くり の ヴォ ー カ ル を 聴く と 、「 あ ー、 ま た ポン プ か ぁ 」 と 沙 胆 す 
る 人 も 多い か も 知れ な い 。 で も 、 そ の ヴォ ー カ ル を 除く と ジェ ネ シ 
ス の 亜流 と いう 訳 で も 無く 、 シ ン フ ォ ニ ッ ク と 言う わけ で も な い 。 
ご く オ ー ソ ドッ クス な スタ イル を 持つ 5 人組 で ある 。 自 主 制作 レヴ 
ェ ル の サウ ンド だ し 、 取 り 立 て て 個 的 な 部 分 も ちな い の だ が 、 私 は 妙 
に 気に入っ て いる 。 確 か に まだ まだ 荒削り だ し 、 リ ズム ・ パ ター ン 
等 は 考え すぎ で 空回り し て いる 所 も ある の だ が 、 そ れ を 上 回 る 魅力 
が 有る 。 それ は 単に ポッ プ と 言っ て 片付け て し まう の が 惜しい メロ 
ディ の 良さ と その 構成 力 、 そ し て 叙情 的 な ギタ ー と キー ボー ド の 絡 
み 具 合い で ある 。 こ の セン ス が 伸び れ ば 将来 は 楽し み 。 (津田 ) 


CHANDELIER 
Facimg RavitV 
CD/Sisyphus.021 '92 年 


CHANDBLIBR| 





格段 の 成長 を 見 せ た 2 作 目 。 曲 想 の 幅 が 広がっ て 、 実 に 聴か せ ど 
ころ の 多い 作品 と な っ て いる 。1 作 目 の 最終 曲 に は お よ ば ぬ も の の 、 
非常 に メロ ディ ・ ラ イン の よい 4 曲目 、 日 本 語 の ナレ ーション を 導 
入 し て メリ ハリ を つけ た 3 曲目 、 ギ ター と キー ボー ド に よる 音 の 洪 
水 か ら 一 転 し て アコ ー ス ティ ッ ク ・ ギ ター の し っ と り し た 情感 に 切 
りか わる 8 一 9 曲目 の 流れ 、15 分 近い 大 曲 の 5 曲目 。 全 体 と し て 、 
ジャ ー マ ン ・ ポ ンプ を 代表 する 1 枚 と いい きっ て よい 水準 に ある 。 
ジェ ネ シ ス ーー マリ リオ ン 一 IO と いう 流れ の 末 節 に 位置 づけ られ る ユ 
ー ロ ・ ポ ンプ 勢 で ある が 、 本 バン ド に つい て は 、 単 な る スタ イル 踏 
襲 の レベ ル か ら 脱 し た よう な 印象 を 受け る 。 こ の 段階 に 至っ て は 、 
ヴォ ー カ リス ト の 声質 の 類似 は ジャ マ な だ け で ある 。 ( り 





cnANeiNe 。 iMAeEs| bHANGlNh IMAGES 
The Castle 
CD/(Fr.)Musea FGBG 4044.AR "91 年 








キー ボー ド 生 ペー ス と ギタ ー の 2 人 組 ユ ニッ ト の デヴュー 作 。 シ 
ャ ー プ か つ 荘 厳 な オー ケス トレ ーション で 構築 され た コン セプト 作 
で ある 。 ENID よ り 冷 徹 で 、 ニ ュー エイ ジ と 呼ぶ に は 楽曲 に 起伏 が あ 
りり 92 き 8 二 Ya ニ es9 が 0 き 4 の ペ ーー ドジ 2 ラン リウ パー シンジ と UN に 
は 音像 が デジ タリ ー で 、 シ リア ス ・ ミ ュー ジッ ク の フィ ー ル ド に 押 
し 込め る に は 軽快 すぎ る 。 こ うし た 背 理 法 で 見 て いけ ば 、 実 は 強烈 
な オリ ジ ナ リティ ー を 有 し て いる と いえ まい か 。 複雑 な オー ケス ト 
ラ 編 曲 、 と ころ どこ ろ に 顔 を 由 す ヒュ ー マ ン ・ ヴ ォ イ ス 、 ア コー ス 
ティ ッ ク ・ ア ン サ ンプ ル 。 旧来 の ジャ ー マ ン ・ バ パン ド に は 見 当たら 
ぬこ だ わり で ある 。 プロ デュ ー ス 、 エ ンジ ニア リン グ 、 カバ パー アー 
ト も 手掛け る キー ボー ド 奏 者 は 相当 な 才 人 と いえ る ( 総 二 70 


CHOICE 
Just A Dream 
LP/Rocktopus 202 812-320 '8O 年 





プロ グレ ッ シ ヴ ニシ ン フ ォ ニ ッ ク ・ ロ ッ ク が 事実 上 の 衰退 期 を 迎 
えた 節目 の '80 年 に 突如 出現 し て 消え た 叙情 派 の シン フォ ニッ ク ・ グ 
ルー プ 、 チ ョ イス の 唯一 の 作品 。 そ の あま り に も オー ソ ド ッ クス な 
スタ イル は これ まで の ドイ ツ に お いて 「 あ り そ う で な か っ た 」 タ イ 
プ の 珍し いも の で あり 、 メ ロディ アス で 開放 的 な サウ ンド は 先達 の 
も つ 「 ジ メジ メ し た 」 ム ー ド を 打破 する ほど の も の だ 。 テ クニ ッ ク 
は あく まで 平均 的 だ が 、 切 れ の よい 軽妙 な リズ ム ・ セ クシ ョ ン と セ 
ンス の 良い キー ボー ド ・ ワ ー ク は 「 よ く 歌 う 」 メ ロディ ・ ラ イン と 
の 見 事 な 調和 を 見 せ て お り 、 独 特 の 「 味 わい 深 さ 」 を 引き 出し て い 
る 。 派 手 さ と は 全く 無縁 だ が 長く 聴け る 飽き の 来 な い 音 だ 。 単 発 で 
終わ っ た の は 登場 時 期 が 悪かっ た た めか 。 (内 田 ) 








CIREUS (Switzerland) 
Cireus 
LP/(Swi)ZYT 208 76 年 





「 サ ー カ ス 」 と 名 乗る グル ー プ は ロッ ク 界 に いく つか ある が テク ニ 
ッ ク 面 で は この グル ー プ が ピカ ー だ ろう 。 特に リズ ム ・ セ クシ ョ ン 
の 人 迫力 に は 圧倒 され て し まう 。 それ に 多彩 な エフ ェクト を 用 いた ギ 
ター が 絡み 、 随 所 に 散り ば め ら れ た フル ー ト も 効果 的 で 、 彼 ら 独 自 
の 音 空間 を 創り 上 げ て いる 。 タ イプ と し て は クリ ム ゾ ン の 亜流 派 と 
いう 感 が 強い が 、 あ くま で も 彼ら の 作品 に は オリ ジ ナ リティ ー が 保 
た れ て いる と いえ る 。 こ うし た 音 作り が スイ ス ・ ロ ッ ク の 本 流 で あ 
る こと は 、 後 に 登場 し た アイ ラン ド や フレ ー ム ・ ド リー ム を 聴い て 
みる と 容易 に 判断 が つく か ら だ 。 な お 、 編 成 は b. ds. g. (sax) fl の 
4 人 。 キ ー ボ ー ド 抜き で も これ 程 へ ヘヴィー な プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ 
ク が で きる と いう 点 に 注目 し た い 。 (江田 ) 





EICUS IRCUS 


MoViN'oN 


Movin On 
LP /(Swi)ZYT 211 "77 年 
CD/Decoder 38701 





私 の 知る か ぎり 、 ス イス の グル ー プ で アイ ラン ド に 続く グル ー プ 
は この サー カス で あろ う 。 オ リ ジ ナ リティ の 面 で も 演奏 水準 の 高 さ 
に 於 いて も アイ ラン ド の ほう が 数 段 秀 れ て いる こと は 否定 で き な い 
が 、 後 期 キ ング ・ ク リム ゾン の 強い 影響 下 に ある 彼 等 の サウ ンド は 
か な り の も の で ある 。 こ れ は 彼 等 の セカ ンド ・ ア ル バ ム (1st : CIRCUS/ 
ZYT 208 76) この 後 、 多 少 ポ ッ プ 化し た サー ドア ル バ ム (Fearless 
Tearless & Evenless/ILLUMINATUS 001 '80) を 発表 、 し ば らく し 
て 解散 し た 。 又 、 彼 等 の 他 に ゲス ト を 参加 させ た ライ ヴ ・ ア ル バ ム 
(CIRCUS ALL STAR BAND/LIVE/ZYT 217) も リリ ー ス し て いる 。 
本 作 は 彼 等 の 最高 作 で 、 特 に B 面 全て を 費 し た タイ トル ・ チ ュー ン 
が 圧巻 で ある 。 (山崎 ) 





7 7 








CIRCUS ALL STAR BAND 
Live 
LP/(Swi)ZYT 217 78 年 





ユー ロ ・ ロ ッ ク の マス ター ピー ス 「Movin'On」 リ リー ス 後 の 78 年 
1 月 、Circus は 当時 の スイ ス 各 シー ン の ミュ ー ジ シャ ン 9 人 と 共に 
CIRCUS ALL STAR BAND を 名 乗り 、 2 回 の ライ ヴ を 行っ た 。 そ の 
記録 が 本 作 。 元 々 テク ニカ ル な アン サン ブル の 整合 感 や ドラ イ ウ 感 
が 大 き な 特 長 だ っ た 彼ら は 、CRIMSON と 言う より は YES に 近い 明快 
な キャ ラク ター を 持っ て いた だ け に 、 ポ ボップ 系 や フォ ー ク 系 の ミュ 
ー ジ ャ ン と の 共演 も そう 違和感 は な い 。 以 上 か ら も 分 か る 通り 、 サ 
ウン ド は 「Movin' On」 を 幾 分 ポッ プ に し た 出来 と 思っ て いた だ けれ 
ば 間違い な く 、 特 に B 面 の 大 曲 は 件 の タイ トル ・ チ ュー ン と 双 壁 を 
成す 、 ツ イン ・ ド ラム ス を 含め た アト ラク ティ ヴ な プレ イ が 乱れ 飛 
ぶ 名 演 。 軸 と な る 4 人 の プレ イ も 勿論 特筆 も の 。 (山田 ) 


IRCUS 
Fearless Tearless and Even Less.… 
LP/llluminatus 001 「'8O 年 





端正 で リリ カル な fl & sax 奏 者 A Grieder が 脱 け 、ALL STAR BAND 
で 好 プ レイ を 聴か せ て いた S.Ammann (Key) が 加入 。 そ こ で は 4 人 
と 共に 作曲 も 行なっ て いた 事 を 思え ば 、 彼 の 参加 は 半ば 必然 的 人 事 
と 言え る 。 ハ ー ド な が ら セ ンジ シ ティ ヴ だ っ た それ まで と は や や 異な 
り 、A 面 て B① 迄 は Key 中 心 の より 変 拍子 を 強調 し た も の と 、 や や プ 
ルー ズ ィ な ヴォ ー カ ル ・ ナ ン パ バー と に 大 別 さ れる 。 そ し て ラス ト の 
B② は クラ イマ ックス の per 中 心 の 圧倒 的 アン サン プル に 向け て シリ 
アス に 盛り 上 が る 。 彼 ら は 最初 言わ れ た 「 後 期 Crimson」 の イメ ー ジ 
が 強 過 ぎ 、 評 価 こ そ さ れ て いる が 、 そ れ が 実力 に 見 合っ た も の か ど 
うか は 疑問 だ 。 再考 を 促し た い 。 こ の 後 解散 、Hauset と Ammann が 
BLUE MOTION へ 向かう 事 は 周知 の 通り 。 (山田 ) 





ーー ーー CLEPSYDRA (Switzerland) 
に Hologram 
CD/Cod Tuxedo CCD 4107 91 年 





森永 の キャ ラメ ル の お まけ (と 言っ て も 通じ な い ? ) が ジャ ケッ 
ト に くっ つい た よう な CD、「Hologram」。CLEPSYDRA は FLAME 
DREAM そ し て DEYSS 以 後 、 と ぎれ て いる スイ ス の シン フォ ニッ ク ・ 
ロッ ク 久 し ぶり の 新人 に な る 。 ア ル バ ム 製作 の み に 止ま ほら ず ラ イヴ 
活動 も 行っ て いる よう で 、 音 の 方 か らし て も SI ミュ ー ジ ッ ク 等 の 線上 
に ある バン ド だ 。 こ ちら デビ ュー 作 は 、 バ ンド の 勢い が 力 味 に な っ 
た よう な 、 音 楽 の 拡がり に 欠け る 部 分 が 多い 。 ヴォー カル 中 心 の メ 
ロディ ッ ク ・ ロ ッ ク と いう イメ ー ジ に 上 正 ま る 。 ま だ まだ 吹っ切れ て 
いな い 。 全体 に 荒削り な 印象 も 残る 。 た だ し 2 作 目 へ と バン ド 継 続 
の 意欲 は 強く 、 ポ ッ プ な 面 を 押し 出す 姿勢 も 見 える 。 (松本 ) 


GLEPSYDRA 
More Grains 0f Samd 
CD/Cod Tuxedo CCD 4109 「94 年 





90 年 代 の バン ド ら し く CLEPSYDRA も 770 年 代 バ ンド の フレ ー ズ や 
メロ ディ 、 有 雰囲気 を 作曲 の 要素 と し て 、DEYSS 休 目 中 の 今 、 ス イス 
で 最 も 活発 な 動き を 見 せる 。 自 主流 通 ル ー ト を 通じ て の 売込み や シ 
ング ル CD を リリ ー ス する 等 、 バ ンド 側 の 意欲 が よく うか が える 。 デ 
ビュ ー 作 で は 堅 さ が 目 立っ た 彼 等 も 、 この 2 枚 目 の アル バム で は 余 
裕 が 出 て き て 聴き や すい 。 ジェ ネ シ ス の 初期 の 叙情 味 は '90 年 代 メ ロ 
ディ ッ ク ・ ロ ッ ク 派 の 重要 な 要素 に な っ て も う 随 分 と 経つ 。CLEPSY.- 
DRA も その 消化 を し た と も 言え て 、 曲 中 に 取り 込み 全体 の 流れ を つ 
くり 始め て いる 。 加 えて PINK FLOYD の 近年 の 影響 も 強い 。 こ れ ら 
は 思う 程 に は 露 朋 で は な い 。 ヴ ォ ー カ ル を 押し 出し イン スト 部 も 聴 
か せよ うと する 。 上 り 坂 な の は 明らか 。 更 に 歩み 込み そう 。 (松本 ) 








CRYSTAL MAZE 
Wating In The Spiders Weh 
CD/WMMS 019 '92 年 





バ パンド の 経歴 は 不詳 。 記 すべ き プ ロ 活 動 に は 乏しい の で は な いか 
と 推察 され る 。 曲 名 に 使わ れ て いる 単語 (例え ば Spider's web, Floating 
ice, wait, soleiers of time) か ら 、 彼 ら が プリ ティ ッシュ ・ ロ ッ ク 
の 影響 下 に ある こと は 明らか で ある 。 音 の 傾向 も 、 ド イツ の シン フ 
ォ ニ ッ ク ・ バ ンド を 例 に あげ る より 、 英 蘭 の いわ ゆる ポン ププ メロ 
ディ ッ ク ・ ロ ッ ク 路 線 と いい きっ て し まっ た ほう が わか りや すい 。 
フロ ント に 立つ ヴォー カル と ギタ ー、 パ バッキング の キー ボー ド 、 キ 
ャ ッ チ ー な メロ ディ ・ ラ イン 。 全体 に チー プ で 音 が 薄く 、 技 術 的 に 
も 難 が ある 。 メ タル 音色 の リフ を 多用 する ギタ ー に オリ ジ ナ リティ 
は な く 、 音 は 鳴っ て いる の に まっ た く 前 に 出 て こない キー ボー ド は 
不当 で ある 。 2 nd「Forever」 も 出 た 。 (人 の) 





DEYSS (Switzerland) 
尋 Kimg 


LP /(private press.) LP30-894 '85 年 
CD/(Fr.)Musea FGBG 4017.AR 





ツイ ン ・ ギ ター、 キ ー ボ ー ド 、 ベ ー ス と いう 変則 的 な 編成 の 4 人 
組 だ が 、 ヴ ォ ー カ ル と ドラ ム ス が ゲス ト 参 加 し て いる た め 、 音 の 方 
は ご く 普 通 の ジェ ネ シ ス ・ タ イプ の サウ ンド で ある 。 ジ ャ ケッ ト の 
印象 か ら 予 感 で きる 通り の いわ ゆる ポン プ ・ ス タイ ル な の だ が 、 ヴ 
ォ ー カ ル は ゲイ プリ エル 風 で は な い 。 ゲ スト の プレ イ を 除け ば 、 メ 
ロディ 、 ア レン ジ と も 水準 は 高く 、 自 主 制作 に し て は な か な か の 好 
作 で ある 。 中期 ジェ ネ シ ス の 持っ て いた ある 種 の 清々 し さ の よう な 
感覚 が 全体 に 支配 し て お り 、 色 調 と し て は 明る い 方 だ 。 出 来 は 遥か 
に 2 nd の 方 が 良い の で 本 作 は か すれ が ち で ある が 、 単 な る コピ ー か 
ら 抜け 出す 息吹 は 充分 に 感じ られ て 次 へ の 予感 を 喚起 させ る に 値 す 
る 一 作 で ある 。 (津田 ) 
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DEYSS 
Visionm In The Dark 


LP /(privete press.)LP 87112 '87 年 
CD/Deyss CD 87112 





デヴュー 作 か ら 2 年 経っ て 彼 等 は 格段 の 進歩 を 遂げ て 帰っ て きた 。 
前 年 の 弱点 で あっ た ヴォ ー カ ル と ドラ ム ス は 新しい メン バー に 変わ 
っ て お り 、 一 応 ゲ スト 扱い で は な く な っ て いる 。 こ の 短い 間 に 科 点 
を 解消 し 、 更 な る 発展 を 送 げた こと 自体 が 彼 等 の 才能 を 物語 る も の 
で あろ う 。 ジェネ シス の 残像 が 消え 去っ た わけ で は な い が 、 マ リリ 
オン 同様 の 現代 の シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク 的 な オリ ジ ナ リティ が 確 
立 さ れ た と 言っ て も 過言 で は な いく らい に 素晴らし い 出 来 と な っ て 
いる 。 清 渕 で 純粋 し し か も ダイ ナミ ッ ク で 、 音 の 厚み や 構成 等 の スキ 
が な くま さ に 精 級 な 精密 機械 の よう で 、 そ れ で も ヨー ロッ パ 特 有 の 
叙情 性 は 失わ れ て いな い 。 80 年代 の スイ ス ・ メ イド の シン フォ ニッ 
ク ・ ロ ッ ク の 一 つの 頂点 に 立つ 作品 と 言っ て も 良い だ ろう 。 (津田 ) 


DOCMC (Switzerland) 
Ohject Non Identifie 
LP/(Swi.) Vaveline JAV.C.001 '76 年 





ジェ ネ シ ス ・ シ ンド ロー ム は 今や 世界 各国 に 多数 存在 し て いて 本 
作 も その 例 に 漏れ な か い が 、 こ の バン ド を 単なる コピ ー・ バ ンド 的 な 
も の と し て 片付け た く な い 理 由 と し て 、 そ の 音楽 的 教養 の 高 さ を 裏 
付け る に 充分 な 各 メ ン バ ー の クラ シッ ク を 基礎 と し た テク ニッ ク の 
確か さ が 挙 げ ら れる 。 A 面 は スイ ス 本 国 の 大 学 や 寺院 で 行わ れ た ラ 
イヴ を 編集 し た 物 で 、B 面 は スタ ジオ 録音 と な っ て いる 。 録 音 レベ 
ル が 違う せい か B 面 の スタ ジオ の 方 が 圧倒 的 に 質 が 高い 。 ヴ ォ ー カ 
ル は 「Foxfrot」 時代 の ガブ プリ エル の 唄 法 を 確実 に 受け 継い で いる 。 

(松尾 ) 














DRAGONFLY (Switzerland) 
Dragomfly 
LP/Highfly 11982 '82 年 





近年 に 数 多く の 高 水準 な グル ー プ を 墓 出し て いる スイ ス 系 シン フ 
ォ ニ ッ ク 勢 。 こ こ に 取り あげ た ドラ ゴン フラ イ も 、 そ れ ら の 範 暑 に 
当て は まる ずば抜け た 演奏 力 を 持っ た 存在 と 言え る だ ろう 。Vo. G. B. 
Key. Ds の 5 人 か ら 成 る 基本 的 な 編成 で 、 ソ リッ ド か つ シ ャ ー プ な 切 
れ 味 を 持っ た シン フォ ニッ ク & ハ ー ド な ナン バー か ら 、 端 正 な 生 ピ ア 
ノ の 調べ に 乗っ た 透明 か つ 清涼 感 漂 う リ リカ ル な 曲 ま で 、 "82 年 作 と 
いう 事 も 考え る と 、 当 時 に お いて 未熟 な 感 が 見 受け られ た プリ ティ 
ッシュ ・ ポ ンプ 勢 も り も 、 は る か に 超越 し た プリ ティ ッシュ ナイ ズ 
され た グル ー プ で は な いか 。 全 曲 ど れ も み な 素 晴 し い 出 来 喘 え だ が 、 
や は り B 面 を 全曲 費 し た “Dragonfly” が 圧巻 。 一 作 の み 残 し て 消 減 
する に は 余り に も 惜しい と 言え よう 。 (大 関 ) 


EDEN 
Erwartumg 
LP/Lord 33 523 78 年 





男性 ヴォ ー カ ル と 2 人 の 女性 ヴォ ー カ ル を 要する EDEN の 1 st。 グ 
ルー プ 名 か ら も 伺え る と お り 、 や や 宗教 が か っ た 部 分 が 感じ られ る 
が 、 清 廉 で 美しい メロ ディ ー と その ヴォ ー カ ル ・ ス タイ ル は イ ギ リ 
ス な ら さ し ず め メロ ウ ・ キ ャ ンド ル か スパ イロ ジャ イラ か ? し か し 、 
それ 以上 に 特筆 すべ き は その 演奏 力 、 構 成 力 の 確か さ で 、 級 密 で 、 
ある と き は ハー ド に ある と き は 美しく 劇 的 に 展開 する 楽曲 の 素 晴 ら 
し さ は な ん と も 言い 難い 。 ハ ー ド で エッ ジ の 効い た ギタ ー、 滑 ら か 
な ヴァ イオ リン 、 フ ルー ト 。 華麗 な キー ボー ド 群 。 そ し て 、 ヴ ォ ー 
カル 。 シ ン フ ォ ニ ッ ク ・ ロ ッ ク が シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク と 呼ば れ 
る 理由 の 全て が ここ に ある と 言っ て も 過言 で は 無い 。 (渡部 暁 ) 





Perelamdra 
LP/Eden Musik EM 20 001 '8O 年 





さら に 洗練 され た 2 nd アル バム 。 ハ ー ド な ギタ ー て で 始ま る 冒頭 部 
に ビッ クリ させ られ る が 、 ヴ ォ ー カ ルパート に な る ころ に は いつ も 
の EDEN に な っ て いる 。 前 作 同 様 の 圧倒 的 な 演奏 力 は その まま で ある 
が 、 全 体 的 に イン スト ゥ ル メ ンタ ル ・ パ ー ト が 増え 、 曲 の 展開 が よ 
り ス ムー ズ に 、 個 々 の 楽器 を 聞か せる パー ト 、 あ る い は 楽器 ど お し 
が 絡み 合う パー ト が 増え て いる 。 ま た 、 と ころ どこ ろ に か な り 意 表 
を つく 部 分 も 由 て き て 、 よ り プ ログ レ 色 と 言う か シン フォ ニッ ク ・ 
ロッ ク 色 が 強まっ て いる 。 清廉 な ヴォ ー カ ル と 級 密 な 構成 、 圧 倒 的 
な 演奏 力 、 そ し て ロッ ク の 持つ 激 し さ を 見 事 に 融合 し た この アル バ 
ム こ そま さ に ジャ ー マ ン ・ シ ン フ ォ の 金字塔 で ある 。 EDEN を 聞か ず 
し て ジャ ー マ ン ・ シ ン フ ォ ニ ッ ク を 語っ て な ら な い 。 (渡部 暁 ) 





EDEN 
Heimkehr 
LP/Eden Musik EM 20 002 「'8O 年 





アル バム に も 「 こ れ は EDEN の 3 rd アル バム で は 無い 」 と 記載 され 
て いる と お り 、 主 に "74 年 か ら '76 年 に 録音 され て いた 未 発表 曲 を 集め 
た 物 で ある 。 つま り 、1 st アル バム 以前 の 作品 な 訳 で 、1 st、2 nd で 
聞か れる よう な あの 劇 的 で 級 密 な 作品 を 期待 し て は いけ な い 。 と は 
言え 、EDEN の 持つ 楽曲 の 美 し さ は 充分 人 え る わけ で 、 構 成 が 平板 な 
点 が 若 二 気 に な る が 、 あ の EDEN 節 に 魅了 され た 人 に は 最良 の 贈り 物 
で ある 。 と まあ 、 こ れ も 無 視 は 出来 な い 作品 な か の で は ある が 、 そ れ 
は 当然 先 に 1 st、 2nd を 聞い て か ら の 話 で ある 。 あ と 、 彼 ら は アル 
バム ・ ジ ャ ケ が また 素晴らし い 訳 で 、 是 非 、 ア ル バ ム を 手 に と っ て 
見 て くだ さい 。 (渡部 暁 ) 
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EDEN'S TASTE 
Meilensteime 
LP/CP 42023 '86 年 





SF ノベル ズ の 挿絵 を 思わ せる カヴァ ー ワ ー ク に 包ま れ た 、 エ デン 
ズ ・ テ イス ト の 唯一 の 作 。Vo & Key,G&B, Ds か ら 成る トリ オ 編 成 。 
グル ー プ の 中 心 的 存在 で Vo & Key を 担当 の Michael Braun は 、 エ ニ 
ワー ズ ・ ド ー タ ー の 最終 作 「Last Tracks」A 面 で の み 参 加 し て いた 
ヴォ ー カ リス ト だ 。 音 的 に も 、 エ ニワ ンズ ・ ド ー タ ー 後 期 の 傑作 「Neue 
Sterne」 を 初 御 さ せる 、 所 主 現代 風 プ ログ レッ シ ヴ の 流れ の 中 に 位置 
する も の で 、 多 少 ハ ー ド て で 荒削り な 面 も 覗か せる が 、 ジ ェ ネ シス や エ 
ニ ド の 持つ メロ ディ アス か つ シ ン フ ォ ニ ッ ク な 要素 も 備え た 、 そ れ で 
いて 尚且 つ 何 々 風 と カテ ゴ ラ イ ズ 出 来 な い 、 全 く 新 し い ス タイ ル の サ 
ウン ド ・ ス ペー シー を 創造 し て いる 。 洗練 され た 新 世 代 ジ ャ ー マ ン ・ 
シン フォ ニッ ク の 優れ た 好例 と 言え る だ ろう 。 (大 関 ) 


EELA CRAIG (Austria) 
Eela Craig 
LP/(Aus.)Prodisc 208711 '71 年 


(LE 計 9 圧 | 





現在 まで 存在 が 明らか に され て いな か っ た イー ラ ・ ク ライ グ の 幻 
の ファ ー ス ト ・ ア ル バ ム で ある 。 771 年 に プロ ・ デ ィ ス ク な る レー ベ 
ル か ら リ リー ス さ れ た この 作品 は 、 ロ ー ル シャ ッ ハ ・ テ スト を 想わ 
す 不 気味 な ニッ 折 の ジャ ケッ ト に 包ま れ て 発表 され た 。 71 年 と いう 
オー スト リア ・ ロ ッ ク と し て は 早い 時 期 に すでに この 作品 が 生み 出 
され て いた と いう の は 驚き で ある 。Zuschrader と Bognermayr は す で 
に 在籍 し て お り 、 2 作 目 以降 の 音 と は 多少 趣 を 異 に する 、 暗 く 淀 ん 
だ 空間 で ある 。 オ ル ガ ン を 中 心 に フル ー ト や サッ クス が メロ ディ を 
取る プロ グレ ッ シ ヴ 初期 の サウ ンド 。 し か し 哀 惑 に 満ち て お り 、 当 
時 の シー ン を 想い お こす に 足る 好 盤 で ある 。 (山崎 ) 





EELA CRAIG 
One Niter 
LP/Vertigo 6360 635 7G6 年 





Vertigo に 移籍 し て の 2 nd アル バム 。 彼 ら の 特徴 で ある トリ プル キ 
ー ボ ー ド を 中 心 と し た 雄大 な サウ ンド が ここ に 完成 し て いる 。 と に 
か く 、 ひ た すら 空間 が 広く て 雄大 で ある 。 キ ー ボ ー ド の 数 が 多い が 
それ が 塊 と な っ て や っ て くる の で は 無く 、 聞 き 手 の 目 の 前 を ドン ド 
ン 奥 に 広がっ て 行き 、 透 明 な 空間 を 形作っ て いる 。 一 部 、 リ ズミ カ 
ル に 時 み 掛け る 部 分 が ある が 、 全 体 的 に 流れ が ゆっ た り と し て いて 
世界 が 大 きい 。 こ うい う 感 じ は 絶対 に イギリス か ら は 出 て こない 、 
いわ ゆる ヨー ロッ パ 的 、 大 陸 的 サウ ンド で ある 。 そ し て 、 忘 れ ち ゃ 
いけ な い ラ イデ ルベル ガー が 泣き の ギタ ー、 こ れ が また か っ こよ く 
美しい 。 と く か く 、 あ ら ゆ る 意味 で シン フォ ニッ ク で あり 、 ヨ ー ロ 
ッ パ 的 な バン ド 、 そ れ が EELA CRAIG で ある 。 (渡部 暁 ) 


際 と アク 2 叉 2 の IP) EELA CRAIG 


Hat Of 還 ass 
LP/Vertigo 6360 638 77 年 





新た に リー ド ・ ヴ ォ ー カ リス ト を 迎え 制作 せれ た アル バム で ある が 、 
基本 的 な 方 向 性 は 全く 変わ っ て いな い 。 それ どこ ろか 、 新 加入 の ヴ 
ォ ー カ リス ト の 歌声 が また 透明 感 溢 れる 洗練 され た も の で 、 ま る で 
最初 か ら EELA CRAIG の た め に 存在 し て いた か の よう で ある 。 こ の 
アル バム と 言え ば 、 泣 く 子 も 黙る 大 名 曲 の 1 曲目 。 も うこ れ に 尽き 
る 。 他 人 の 曲 だ っ て か まわ な い 。 徹底 的 に 雄大 で クリ ア か つ メ ロ デ 
ィ ー が 美しく 力強い この 曲 を 聞い て 息 を 飲ま な い シ ン フ ォ ・ フ ァ ン は 
いな い だ ろ う 。 ヨー ロッ パ の 深 さ が 、 シ ン フ ォ ニ ッ ク ・ ロ ッ ク の 可能 
性 が 、 全 て ここ に 詰まっ て いる 。 こ の よう に 完成 度 の 高い この アル 
バム で ある が 、 こ の 充実 度 が 次 作 で きら に トー タル ・ ア ル バ ム と し て 
花開く 。 彼ら の 快 進撃 は ほ だ まだ 続く の で ある 。 (渡部 暁 ) 








F) EELA CRAIG 
Missa Universalis 
LP/(Ger.)Philips 6360 639 78 年 
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Salieie 
ISSNUNINGRSNIS 


イー ラ ・ ク ライ グ の 4th ア ル バ ム で ある 。「One Niter」 以 前 に も オ 
ー ス トリ ア 本 国 で 発表 され た 自主 製作 作品 が 771 年 に リリ ー ス され て 
いる 。 本 作 は ミサ を 題材 と し た トー タル ・ ア ル バ ム で ある が 、 荘 厳 
な 有 雰囲気 の 中 に も ポッ プ な 感覚 が 見 え 隠 れ し 、 か な り 聴 き 易 い 音 に 
仕上 が っ て いる 。 彼ら の 最高 作 が どれ で ある か は 人 に よっ て 論 の 分 
か れる 所 で あろ う が 、 本 作 は 彼ら の 持ち 味 で ある 「 透 明 感 の ある 美 
し さ 」 が 最も 安定 し た 形 で 発揮 され た 作品 と いえ よう 。 それ に し て 
も 、 フ ィ ー ド バッ ク 奏 法 を 完 壁 に 操る ライ デル ベル ガー の ギタ ー の 
美 し さ に は 嘆 息 さえ 出 て し まう 。 な お 3 人 の キー ボー ド 奏 者 の 内 、 
ボボ グ ナー マイ ヤー た だ た ツ ッシュ ラー ダー の 2 人 は ドイ ツテ チル デ ッ タ 
か ら 「Erdenklang」 と いう アル バム を 発表 し て いる 。 ( 城 元 ) 





ELE6TRA 
AHanti0nen 


LP /Amiga 8 55 501 "? 年 
CD/Dsb DSB 3198-2 





クラ ッ シ ク ・ ミ ュー ジッ ク を ロッ ク に 焼き 直す と いう 作業 は 、'70 年 
代 に 盛ん だ っ た 。 東西 を 問わ な い 。 上 旧東 ドイ ツ の 代表 的 な が パン ド 、 エ 
レク トラ も そう し た タイ プ の アル バム を 残し て いる 。 こ の アル バム は 、 
バッ ハ や モー ツァ ルト 、 ラ フ マ ニ ノ フ 、 ボ ロディ ン 等 の 曲 を 焼き 直し 
た も の 。 さ し ず め 、 オ ラン ダ の エク セ プ シ ョ ン 等 に 相当 する 。 も と も 
と エレ クト ラ は ハー ド ・ ロ ッ ク の 下地 を 感じ させ る の で 、 ジ ャ ー マ ン ・ 
ハー ド ・ ロ ッ ク 70's 流 に PINK MICE に 近い と 言っ て も いい 。 全体 に 軽 
や か だ 。 ク ラシック を ポッ プ な アレ ンジ に 押し 込め た よう な 内 容 に 聴 
こえ る 。 当 時 の 東側 で の ロッ ク が 許さ れる 範囲 、 も し く は ロッ ク の ク 
ラシック ・ コ ンプ レッ クス を 今 に な っ て 感じ させ る 程 時 代 は 進ん で し 
まっ た 。 当 時 は 意欲 的 な 試み だ っ た に 違い な い 。 (松本 ) 
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ELECTRA 
Die SixtinisSche Madonna 
CD/DSB 3206-2 "8O 年 





明る く て 良い 。 ド ライ ヴ 感 溢れ る 曲調 で ポジ ティ ヴ な 気分 に な れ 
る 。 野暮 っ た いと ころ が ある も の の 、 サ ックス や フル ー ト が 飛び 交 
い 、 混 声 合唱 が 導入 され た LIVE が 感動 的 。LATTE E MIELE も バン 
ド 自体 の 演奏 力 は ズ パ 抜け て いる わけ で は 無い の で 、ELECTRA の 場 
合 も 充分 OK な の で ある ( 笑 )。 ま た 、 ス タ ジ オ 面 (特に `Erinnerung? 
が 秀逸 。 一 緒 に 歌い まし ょ う ( 笑 ) ) も 彼ら の 魅力 が 発揮 され て いる 。 
優し く 包 み 込 む よ う な 浮遊 感 の ある Key. が 味わい 深い 。 旧 東ドイツ 
の 希望 の 光 で あっ た 事 が この 作品 を 聴い て いる と 感じ られ る 。 シン 
フォ ニッ ク ・ フ ァ ン は は 勿論 、 力 強い と ころ も ある の で 、 意 外 に も ハ 
ー ド ・ ロ ッ ク ・ フ ァ ン の 心 に も うっ た える に 違い な い 。 文句 無し に 
素晴らし い ア ル バ ム 。 拍手./ (渋谷 ) 


ELECTRA 
Eim Tag Wie Ein Brleke 
LP/Amiga 8 55809 '81 年 





旧東 独 の グル ー プ 、ELECTRA。 本 誌 で 「Die Sixtinische 一 」 を 紹 
介し て か ら 、 そ の 後 他 の いく つか の 作品 が 日 本 へ も 入荷 し た 。 し か 
し 完成 度 は いま ひと つと いっ た と ころ で 、「Die Sixtinische 一 」 を 凌 
ぐ 作 品 は な か っ た 。 が 、 し か し 、 こ の 作品 は 、 力 強く も リリ カル な 
面 を 備え た 好 作 品 で 、「Die Sixtinische 一 」 と 甲乙 付け 難い ヴォ ル テ 
イジ を 持っ て いる 。 バ ンド だ け の 演奏 な ど て で 派手 さ こそ な い が 、 フ 
ルー ト を リー ド に し た 曲 や 、 ド ロ 臭 い フ レー ズ の 上 に 咲く 了 美 な メ 
ロディ な ど が ジワ ジワ と 曲想 を 盛り 上 げ て いく の で ある 。 旧 東独 の 
アミ ー ガ (AMIGA) レー ベル に は まだ 捜せ ば いく つか の 好 作 品 が あ 
る の で は ある まい か 。 ポ ボ ポツポツ と 発見 され る こう いっ た 作品 を 聴く 
と 見 知ら ぬ 作 品 へ の 想い は 募る 。 (白井 ) 





ELOITERON (Switzerland) 
Lost Paradise 
LP/Eloiteron LP 4681/01 81 年 





サー カス 、 プ ブル ー・ モ ーション 、 ア イラ ンド と いっ た 刺激 性 の 強 
い バ ンド に 比べ 少々 小粒 と の 印象 は 免れ な い が 、 正 統 派 の シン フォ 
ニッ クロ ッ ク と し て は 水準 以上 の 出来 栄え を 誇る あ 。 メ ロト ロン も 去 
る こと な が ら 、 ピ アノ プレ イ に 重き を 置い た の は 成功 だ っ た 。 特 に 
B 面 を 聴い て みる と その 良さ が 際立つ 。ac ギ ター、 フ ルー ト と いっ た 
割 と オー ソノ ドッ クス な 要素 で それ を 巧 く サポ ー ト 、 ト ラン ペッ ト も 
要 所 要 所 で 巧み に 立ち 回 る 。 た だ 、 極 く 一 部 で 変 に 明る い 彩 り が 施 
され 、 若 干 の 迫力 不足 を 感じ させ る 。 な お オリ ジ ナ ル は ジャ ケッ ト 
の 上 に ニュ ー ウ ェ イ ヴ 風 に デザ イン され た モノ クロ の カヴァ ー が 貼 
られ て お り 、 意 識 的 に 破 か れ た ドク ロ の 左目 の 部 分 か ら 僅か に 下地 
が 覗く と いう 面白 い 趣向 に な っ て いる 。 (江田 ) 


EPIDAURUS 
Earthly Paradise 


LP /(private press.) E 1004 "77 年 
CD/RP 12295 





70 年 代 後半 の プロ グレ 全盛 期 に 自主 制作 で 発表 され た アル バム で 、 
お そら く 彼 等 の 唯一 の 作品 で ある と 思わ れる 。 ツ イン ・ キ ー ボ ー ド 
で ギタ ー レ ス の 5 人 編成 で ピア ノ 、 メ ロト ロン 、 ム ー グ 、 ハ モン ド 
に 女性 ヴォ ー カ ル が 絡む と いう 絵 に 書い た よう な 叙情 派 シ ン フ ォ ニ 
ッ ク ・ ロ ッ ク の 理想 形 。 クレジット に は 無い が アコ ー ス ティ ッ ク ・ 
ギタ ー や フル ー ト も 登場 する 。 欲 を 言え ば 女性 ヴォ ー カ ル が も うち 
ょ っ と うま か っ た ら と は 思う が 、 そ れ で も クリ スタ ル な 声質 の ほう 
だ し 、70 年 代 の アナ ログ ・ シ ン セ な ら で は の 暖か い 音色 と の マッ チ 
ング は 充分 で ある 。 ド イツ っ ぱい 部 分 は シン セ の 音 ぐ らい で 、 か え 
っ て アク の 強 さ の よう な 部 分 が 欲し い 気 が する 。 超一流 と は 言え な 
いま で も 聞き 応え が 有り 、 当 時 の 水準 の 高 さ を 物語 る 。 (津田 ) 








EPIDERMIS 
Giemius Of Original Force 


LP /Kerston 65063 77 年 
CD/WMMS 010 





脳味噌 の フォ トグラフ ィ ー を 用 いた 、 シ ュー ル な イメ ー ジ が 香り 漂う カヴァ ー 
に 包ま れ た LP か ら カ ラフ ル な CD カヴァ ー に 変更 され た エピ デル ミス の 1st.Key. 
B. そ し て リコ ー ダ ー も 兼ね る G と Ds の 4 人 編成 で 、 全 員 が ヴォ ー カ ル を と る と 
いう 一 風 変 っ た 2 グルー プ は 、 さ し ず め 音 的 に は クセ の な い ジ ェ ン トル ・ ジ ャ イア 
ント か バン コ と いっ た と ころ か 。 あ る 意味 で は 、 ド イツ 臭 さ の な い 洗 練 さ れ た 構 
築 美 を 誇っ て いる 硬質 の シン フォ ニッ ク ・ グ ルー プ と 言え よう 。 ク ロス ・ リ ズム 
を 生か し た 曲 の 構成 と 展開 、 強 固 に まとまっ て バラ ツキ の な い 各 メン バー の 
コー ラス と 演奏 テク ニッ ク 共 に 、 ジ ャ ー マ ン 系 と いう こと で 考慮 し て みる と 、 申 
し 分 の な い 完 成 度 を 持っ た 作品 で は な い だ ろ うか ? 彼 等 は この あと 2nd を 発 
表す る が 、 完 全 に ボル テー ジ は 沙 ち て し まっ て いる 。 (大 関 ) 





EVERON 
Parad0xeS 


CD/Si Music Simply 26 93 年 
/Zero Corporation XRCN-1091 





QUEENSRYCHE や DREAM THEATER の プレ イク を 契機 に 、 プ ロ 
グレ ・ ハ ー ド 的 音楽 性 を 持っ た パン ド が 数 多く 登場 し て いる が 、 中 
で も 欧州 勢 の 筆頭 に 挙 け られ る の が この EVERON で は な い だ ろ うか 。 
RUSH SAGA KANSAS 等 様々 な 影響 関係 が 憶測 で きる が 、 結果 と し 
て ある 音 は どれ の コピ ー と いう 訳 で も な い 。 そ うし た 北米 の パン ド 
に 通じ る 大 ら か さ に 加え 、 欧 州 な ら で は の 細やか さと 透明 感 。 プ ロ 
デュ ー ス を 手掛け た EROC と は GROBSCHNITT の エロ ッ ク だ ろう 。 現 
在 む し ろ プ ロ デ ュ ー サ ー と し て 著名 な ELOY の F・ ボ ー ネ マ ン と いい 、 
話題 の オラ ンダ 人 キー ボー ディ スト 、 ロ ビー・ ヴ ァ レ ンタ イン の セ 
カン ド に 共同 プロ デュ ー サ ー と し て 名 を 連ね た 元 KAYAK の P・ ク ー 
プ マ ン と いい 、 何 か 時 の 流れ と 循環 を 感じ させ る 。 (高山 ) 
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FLAME DREAM (Switzerland) 
Calatea 
LP/Philips 6326 067 78 年 





スイ ス を 代表 する テク ニカ ル ・ シ ン フ ォ ニ ッ ク ・ グ ルー プ 、FLAME 
DREAM、779 年 の 1 st アル バム で ある 。 トー タル ・ コ ン セ プ ト ア ル バ 
ム で あり 、 架 空 の 地 で ある CLATEA を テー マ に し て いる 。 一 部 、 ど こ 
か で 聞い た よう な フレ ー ズ が ある も の の 、 す で に この デビ ュー アル バ 
ム か ら パ ンド の キャ ラク ター が 確立 され て いる 。 ベス ト は 2 nd、3rd 
だ と 思う が 、 そ れ に 比較 する と や や 素朴 な 出来 と 言え よう 。 ま た 、 構 
成 面 で 意 余 っ て 力 足ら ず の 感 も 有る 。 こ の バン ド の 持ち 味 で ある スリ 
リン グ な 曲 展開 と 、 ス ピー ド 感 あふ れる プレ イ の 格好 良さ は や は り 2 
nd、3 rd の 方 が 良い が 、 そ れ で も 抜け きっ た 青空 の よう な 音 と キー ボ 
ー ド の 音色 は この バン ド の 持ち 味 で あり 、 凡 証 な シン フォ ニッ ク ・ ロ 
ッ ク と は 一 線 を 画す る 。YES フ アン に お 薦め する 。 (野呂 ) 


FLAME DREAM 
Elements 
LP/Vertigo 6326976 79 年 





スイ ス の テク ニカ ル ・ シ ン フ ォ ニ ッ ク 集 団 、 フ レイ ム ・ ド リー ム 。 
本 作品 は 彼 等 の 2 nd で ある 。 前 作 の 1 st 「Calatea」 に お いて は 曲 作 
り の アイ デイ ア 等 が 先行 し て いて 、 水 準 的 に も 今 一 歩 の 感 が 見 受け 
られ た が 、 そ れ な り に 聴き 処 を 持っ た 仲 々 の 好 作 品 で も あっ た 。 発 
表 後 に ギタ ー が 抜け 、Key を メイ ン に Vo & Sax・FI B, Ds の 4 人 で 
製作 され た 、 こ の 「Elements」 で は 、 手 法 と 方 法論 は 前 作 と 同じ 傾 
向 で は ある が 、 構 成 や 展開 ・ テ クニ ッ ク 的 に は 一 段 と 向上 し て お り 、 
スイ ス の 広大 な 自然 と 国土 を 初 御 さ せる か の 様 に 印象 付け る 。 ク リ 
アー か つ 壮 厳 な 演奏 が 聴き 物 、 仲 で も 流 三 な キー ボー ド 群 と サッ ク 
ス 、 フ ルー ト と の か ら み は 特筆 すべ き と こ ろ 。 グル ー プ は 本 作 以 降 、 
親しみ の ある ポッ プ 風 な 音 へ と 移行 し て いっ た 。 (大 関 ) 





FLAME DREAM 
Out In The Dark 
LP/Vertigo 6367 016 「'80O 年 





6 枚 の アル バム を リリ ー ス し て いる フレ イム ・ ド リー ム は 高 水準 
の 作品 の 多い スイ ス の 中 で も 秀 れ た シン フォ ニッ ク を 演奏 し て いる 
グル ー プ で ある 。 ファー スト は 荒削り な が ら 、 後 の 成長 を 予見 させ 
る に 足る 作品 で あり 、 彼 等 が 最も 高い プ ヴォ ル テ イ ジ を 保つ の は セカ 
ンド か ら こ の サー ドア ル バ ム に 到 る 時 期 で も る 。 フ ォ ー ス 以降 は 最 
新 の イク ウィ ッ プ メイ ト 、 録 音 技術 を 導入 し な が ら 徐 々 に ポッ プ に 
平板 に な っ て いく が 、 ど れ も 一 聴 に は 値する 作品 だ と 信じ る 。 一 方 、 
セカ ンド と サー ド は 甲乙 付け 難く 、 水 準 の 高い 演奏 技術 、 特 に ロー 
ラン ド ・ ル ックス トゥ ー ル の キー ボー ド の セン ス の 光る 現代 的 イデ 
ィ オ ム を 持つ プレ イ を 中 心 と し て 素晴らし い シ ン フ ォ ニ ッ ク ・ ロ ッ 
ク を 披露 し て くれ る 。 テ クニ ッ ク も さる こと な が ら 構 成 力も 見 事 だ 。 

(山崎 ) 


FLAME DREAM 
SuperVision 
LP/Vertigo 6435 144 '82 年 





「 ス イス の イン グラ ンド 」FLAME DREAM、 ま た また ギタ リス ト 
が 抜け 4 人 に 戻っ て の 4 th。 ま あ ベ ペース の 人 が そこ そこ 弾け る か ら わ 
ざわ ざ ギ タリ スト に 給料 や らん で も ええ ん だ ろう 、 と いう 辺 も 含め 
て 同時 期 の ジェ ネ シ ス と 軌 を 一 に する ポッ プ 転 身 路 費 の 一 作 目 。 と 
言う こと は 、 今 見 直さ れ て も 良い 作品 と いう 事 で も ある 。 ビ ー ト よ 
ろ し い A① こ そ 産 業 ロ ッ ク し て いる が 、 一 転 牧歌 的 な A② 以 降 は 、 
前 作 ま で の よう な 大 上 段 シ ン フ ォ で は な いも の の ポッ プ な が ら も ア 
レン ジ に は 従来 の 味 を 残し た 佳 曲 が 並 ん で いる 。 最 後 の 3 パー ト か 
ら な る 組曲 ^Paradise Lost” は 特に 、 リ ズム や キー ボー ド の 見 せ 場 、 
緩急 豊か な 展開 も し っ か り 味 わ える 。'"80 年 代 前 半 の プロ グレ を 許せ 
る 人 に 。 ( 村 本 ) 








FLAME DREAM 
TraVaganZa 
LP/Vertigo 6435 197 '83 年 





さら に ポッ プ に 、 さ ら に 短 曲 揃い に な っ た 5th。 フ ェ ア ラ イト 、 シ 
モン ズ の 導入 が より メカ ニカ ル か な 印象 を 与え 、 そ れ が パン ド の 持ち 
味 を 活か す 方 向 に 作用 し て いる 。 ソ ロ や これ みよ が し な プロ グレ 風 
展開 は 後退 し て いる の だ が 、 メ ロディ ー と アレ ンジ の 良さ は 健在 な 
の で 、 前 作 が 気に入っ た 人 な ら 多 分 OK。A① は 前 作 に 続き リズ ミッ 
ク 、 だ が マイ ナー 調 の 暗い 曲 (Mama” と 同年 ) で 、 オ ー ケ スト ラ ・ 
ヒッ ト な ん て 出る (Lonely Heart* と 同年 )、A③ 曲 中 で Playing The 
Fool な ん て 言葉 が 出 て くる の は 未練 か な ? ラ スト B⑤ は これ また 

~Mama” か は た また Intruder” か 、 と いう 感じ で 異形 。 そ うそ う 、 
ヴォ ー カ ル は フィ ルコ リ 似 で す 。 部 分 コー ティ ング を 施し た ジャ ケ 
は 、 目 の 高 さ で 水平 に し て 光 に 当て て みよ う 。 ( 村 本 ) 





FLAME DREAM 
8 On 6 


LP/Vertigo LP 826 905-1 "? 年 











78 年 リリ ー ス され た 「Calatea」 か ら 数 えて 通算 6 枚 目 。4th「Super 
Vision」 あ た りか ら の ポッ プ 性 は 、 5th「Travaganza」 で は 未だ 未 
消化 の 感 が あり 、 あ まり 良い 出来 と は いえ な か っ た の で ある が 、 こ 
の 作品 で は 、 昔 の イメ ー ジ を 払拭 し 、 見 事 な 変貌 を 基 げ た の で ある 。 
ちょ うど ジェ ネ シ ス が 、 現 在 の スタ イル に お ち つ いた よう に で ある 。 
も ちろ ん ここ に は ポッ プ な ナン バー が 収め られ て いる 。 し か し 、 そ 
れ ら は 非凡 な テク ニッ ク 、 セ ンス 、 エ ンジ ニア リン グ 、 あ る い は ジ 
ャ ケッ ト ・ ワ ー ク で 極上 の プロ グレ ッ シ ヴ ・ ポ ッ プ ス と で も いう べ 
きも の に 仕上 ぼら れ て いる 。 サ ンプ リン グ を うま くく 使用 し た キー ボ 
ー ダ ー、 ロ ー ラ ンド ・R の セン ス も 昔 の よう に 早 弾き こそ し て いな い 
が 素晴らし い 。 自信 を 持っ て お すす めし ます 。 (山崎 ) 





ぞ 7 ど 








| AkfSXD | FUHRS&FROHLING 


(Switzerland) 
Ammerlamd 


LP /Brain 0060.105 78 年 
CD/Brain 511 978-2 





驚異 の テク ニカ ル ・ キ ー ボ ー ド ・ ト リオ SFF の メン バー で あっ た フ 
ュ ア ー ス と フレ ー ニ ング が SFF 解 散 後 に 結成 し た デュ オ 形 態 の ユニ ッ 
ト 。 ア コー ステ ィ ッ ク ・ ギ ター に メロ トロ ン 、 ム ー グ 等 の キー ボー 
ド 類 を 絡ま せ た メ ロディ アス で た お や か な 音 作り は ドラ ムレ ス と い 
うこ と も 手伝っ て 「 静 」 の イメ ー ジ を 強く 与え る 。「 動 」 の SFF と は 
一 見 対極 に 位置 する よう に も 思え る が 、 テ クニ ッ ク や 構成 力 と 並ぶ 
SFF の 核 で あっ た 「 ヒ ュー マン さ 」 を より 一 層 発 展 さ せ た も の と 受け 
取る こと も で きる 。 こ の アプ ロー チ は 本 一 作 目 に お いて すでに 確立 
され て お り 、 ピ ュ ア な 音色 の アコ ・ ギ と 暖か が 味 の あ る フレ ー ズ の シ 
ン セ が 聴き 手 に 心地 良い 安らぎ を も た ら す 。 続 いて 同 傾向 の 「Strings」 
(79 年 ) 、「Diary」('81 年 ) を リリ ー ス し た 。 (内 田 ) 


GLAAD (Switzerland) 
Premier Fevrier 
CD/(Fr.)Musea FGBG 4070 '92 年 





スイ ス は 仏語 国 出 身 の 新 人 と 思わ れる 。 ヴォー カル ・ ス タイ ル と 
いい 、 せ わし な い 曲 展開 と いい 、 典 型 的 な ポンプ ・ サ ウン ド の バン 
ド で ある 。12 分 近い 大 曲 を 破綻 な く 聴 か せる 力量 は 認め て も よ か ろ 
う 。 特 に キー ボー ド 奏 者 の 表現 力 豊か なか プレ イ は 、R・ ウ ェ イ クマ ン 
の セン ス に 近い も の も あり 、 多 く の 聴 きど ころ を 提供 し て いる 。 だ 
が 、 い か ん せん この タイ プ の バン ド に 対す る 飽食 感 は 拭い が た く 、 
際立っ た 楽曲 、 極 端 な 演奏 力 を 提示 され な けれ ば リス ナー の 称賛 は 
得 ら れ な いよ うに 思う 。 メ ン バ ー は C・Decamps, Pendragon に 講 辞 
を 送っ て いる 。 (ミワ ) 








GANDALF (Austria) 
JourneV T0 Am Imaginary Land 


LP/WEA 58258 80 年 
CD/WEA 2292-44890-2 





'80 年 に デビ ュー、 以後 現在 に 至る まで に 良質 の 作品 を 発表 し 続け 
で WO る オニ シラ NZ の マル チー ジン シンフォ ニッ クロ ョ クリ エイ ター 和 ガ 
ンダ ルフ の 記念 すべ き フ ァ ー ス ト ・ ア ル バ ム 。 シ ン セ 群 や 各種 ギタ 
ー を は じ め と する 多彩 な 楽器 群 を 重ね 合わ せ て ファ ンタ ジッ ク ・ ワ 
ー ル ド を 作り 上 げ る と いう 方 法論 は 本 作 に お いて 既に 確立 し て お り 、 
アル バム 構成 の 面 で は 未だ 発展 途上 の 段階 で わる も の の 、 心 安らぐ 
叙情 派 の シン フォ ニッ ク ・ サ ウン ド を 満喫 で きる 。 シ ン セ の 多用 と 
メデ ィ テ イシ ョ ナル な 有松 囲 気 か ら 当 時 は 「 エ レク トロ ニク ス 系 」 に 
分 類 さ れ た こと も あっ た が 、 本 人 自ら も 語る よう に や っ て いる こと 
は 紛れ も な い シ ン フ ォ ニ ッ ク ・ ロ ッ ク で ある 。 シン セ よ り も ギタ ー・ 
プレ イ の 方 に 彼 の プレ イ ャ ー と し て の 本 質 を 感じ る 。 (内 田 ) 





GNDALF 

Visions 

LP/WEA 58 389 '82 年 
CD/WEA 2292-44891-2 














後に 重要 な パー トナ ー と な る フル ー ト 奏者 ロバ ー ト ・ ユ リア ン ・ 
ホル キー 及び タプ ラ 奏 者 を ゲス ト に 迎え て 作ら れ た セカ ンド ・ ア ル 
バム 。 前 作 を 同じ く の ど か で ピー ス フ ル な 囲 気 が 満ち 満 ち て いる 
が 、 作 品 と し て の まとまり と いう 点 で は 着実 な スケ ー ル ・ ア ッ プ を 
星 示 し て いる 。12 弦 ギタ ー に よる 「 空 間 作 り 」 も 格段 に 上 手 く な っ 
て お り (エレ クト リッ ク の 奏法 を 含め 、 ス ティ ー ヴ ・ ハ ケッ ト か ら 
の 強い 影響 が 宮 え る ) 、 持 ち 前 の ファ ンタ ジッ ク か な 曲想 に 彩 を 添え る 。 
また 本 作 独 自 の カラ ー と も いえ る タプ ラ と シタ ー ル が 引き 出す 東洋 
的 な 響き は 何と も いえ ず 心 地 良 い 。 題 材 は トー ルキ ン の 「 指 輪 物語 」 
か ら 取 っ て お り 、 各 テー マ を 小曲 の プリ ツジ で 絶妙 に つなぎ 、 ア ル 
バム 全体 に トー タル 性 を 持た せ て いる 。 (内 田 ) 





GANDALF 
To Another Horizon 


LP /WEA 240074-1 83 年 
CD/WEA 2292-40074-2 





テク ニッ ク 、 作 曲 能力 に お いて 前 2 作 か ら 飛 躍 的 な 進歩 を 見 せつ 
けた 3 作 目 。 継 続 参 加 の ロバ ー ト ・ ユ リア ン ・ ホ ルキ ー に 加え 、 新 
た に 専任 の ゲス ト ・ プ レイ ヤー に よる リズ ム ・ セ クシ ョ ン を 導入 す 
る こと で シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク と し て の 体裁 が 増し た の が 勝因 だ 
ろう 。「 自 然 破壊 」 等 の 警告 的 な テー マ を は らん だ 自作 の ファ ンタ ジ 
ー が モチ ー フ に な っ て お り 、 そ の せい か これ まで の の どか な 紛 囲 気 
と は 毛色 の 異な る シリ アス 性 が 曲 の 中 に 見 え 隠れ し て いる 。 特 に 1 
ーー2 曲目 の 息 を も つか せ ぬ 展開 は 圧巻 だ 。 ス トー リー が ハッ ピー・ 
エン ド に 終わ る せい か 後半 に 明る め の 曲 が 連発 する の が 個人 的 に は 
多少 不満 で は ある が 、 こ れ は 彼 の ユー トピ ア 志 向 を 反映 し た も の と 
し て まあ 納得 が いく 。 初 期 の 代表 作 と 見 る 向き も 多い 。 (内 田 ) 





GNDALF 
Magic Theater 


LP /WEA 24 0293 83 年 
CD/WEA 2292-40293-2 





前 作 の 進歩 ぶり が あま り に 著しかっ た せい か さほど と 話題 に は な ら 
な か っ た が 、 こ の 4 作 目 も 前 作 と 同一 路線 の シリ アス 性 を 帯び た 
作 で あり 、 ヴ ォ ル テイ ジ で は 全く ヒ ケ を 取ら な い 。 ど ころ か 、 作 曲 、 
技術 面 で は さら な る 向上 点 を そこ か し こ に 見 い 出す こと が で きる 。 
今回 は 「 迷 宮 」 を テー マ に その 中 の 架空 世界 を 「 7 つの 扉 」 に な ぞ 
ら え て 描写 する 形 を 取っ て お り (ゲー ム 世 代 に は あり 来 た り の 題材 
か も ね )、 と り わ け 13 分 に 及ぶ 「 第 2 の 扉 : 砂 の 城 」 は 由 せ る ポテ ン 
シャ ル 総 べ て を 集約 し た 秀 曲 と いえ る 。 ゲ スト ・ プ レイ ャ ー (この 
人 凄い /) に よる 中 間 部 の ピア ノ ・ ソ ロ が 決め 手 だ が 、 以 前 か ら ピ 
アノ の 腕 に は 多少 の 問題 が あっ た こと を 考え れ ば (ギタ ー リ スト 出 
身 の た めか ? ) まさ に 適 在 適 所 の 選択 で ある 。 (内 田 ) 





ビタ レル 4 








GANDALF 
間 0re Than Just A Seagmll 


LP /Seagull 041252-1 83 年 
CD/Seagull 041252-2 





ウィ ー ン で 行わ れ た アー ト ・ パ ー フ ォ ー マ ンス ・ イ ベン ト 、「 カ モ 
メ の ジョ ナ サ ン 」 の た め の サ ウン ド ・ ト ラッ ク と し て 983 年 に 制作 さ 
れ 、 自 身 の プ ライ ベー ト ・ レ ー ベ ル よ り リ リー ス さ れ た も の 。19 分 
に 及ぶ 1 曲目 を は じ め と し て これ まで に な く 長 大 な ナン バー が 並ん 
で いる が 、 サ ント ラ と いう 性 質 上 「 流 れ に 身 を 任せ て 」 聴 く タ イプ 
の 曲 で 占め られ て お り 、 シ ン フ ォ ニ ッ ク 系 大 作 で の ウリ と な る よう 
な 「 曲 構成 の 妙 」 と は 全く 無縁 で ある 。 その 意味 で は 同時 に 並行 し 
て 作ら れ た 「Magic Theater」 と は 対極 に 位置 する も の と いえ よう 。 
アコ ー ス ティ ッ ク ・ ギ ター を 延々 と つま 弾く パー ツ な ど は 私 的 要素 
が 極め て 強く 、 ア ン ソ ニー・ フ ィ リ ッ プ ス の プラ イベ ー ト 連作 を 想 
起 さ せる (だ か ら こ その 自主 リリ ー ス か )。 (内 田 ) 





ANDALF 

Tale Frem Long Forgottem 
Kinmmdom 

LP /WEA 240 544-1 '84 年 
CD/WEA 2292-40544-2 





美しい 色合い の ジャ ケッ ト が 示す 通り 、 フ ァ ン タ ジ ー の 原点 に 立 
ち 戻 っ た 感 の 強い 6 作 目 。「 遠 い 昔 に 忘れ 去ら れ た 理想 の 王国 を 求め 
て 旅 す る 人 々 の 物語 」 と いう パッ ク ・ ス トー リー は 彼 持ち 前 の ユー 
トピ ア 起 向 が スト レー ト に 現れ た も の と な っ て お り 、 そ の 性 質 上 シ 
リア ス 性 より は 初期 作 で 見 られ て いた ピー ス フ ル な ムー ド が 全編 を 
覆う 。 近 作 に お いて 際立っ て いた 作曲 能力 や 演奏 技術 の 向上 は 本 作 
で も 見 事 に 実 を 結び 、 ト ー タ ル ・ ア ル バ ム と し て の 完成 度 と いう 点 
で は 頂点 を 極め た と いっ て よい だ ろう 。 ア コー ステ ィ ッ ク ・ ギ ター 
の 流れ る よう な 律 べ は 聴き 手 に 静か な 感動 と 安らぎ を 与え て くれ る 。 
ファ ンタ ジー 系 の 某 有 名 女流 漫画 家 が 愛 聴 盤 と し て 当時 本 作 を 挙げ 
て いた こと も あっ た 。 (内 田 ) 





GNDALF&GALADRIEL 
The Shinning 


LP /Seagull 041254-1 '86 年 
CD/Seagull 041254-2 





連名 で クレ ジッ ト さ れ て いる 「 ガ ラド リエ ル 」( ガ ンダ ルフ と 同じ 
く ト ー ル キン の 「 指 輸 物 語 」 の キャ ラク ター か ら 名 前 を 取っ て いる ) 
と は 前 作 「Tale From 一 」 で 1 曲 の み ス キャ ッ ト を 担当 し て いた 女性 
シン ガー、 ピ ッ パ ・ ア ー ム スト ロン グ の こと で ある 。 こ れ ま で の ス 
トー リー・ テ リン グ 路 線 と は や や 趣向 が 異な り 、 ガ ラド リエ ル の 伸 
び や か で 透き通っ た ヴォ イス も 大 体 的 に フィ ー チ ュ ア し た 「 う た も 
の 」 的 な アル バム で ある 。 多少 ポッ プ な 感じ も し な いで は な い が 、 
バッ キン グ は あの 「 ガ ンダ ルフ 節 」 が ガッ チリ と 固め て お り 、 慈 愛 
豊か な 彼女 の ヴォ ー カ ル ・ パ ー ト を 十 二 分 に 引き 立て て いる 。 マ イ 
ク ・ オ ー ル ド フ ィ ー ル ド で いう な ら 「 デ ィ ス カバ リー」 的 な 存在 か 。 
この 手 の 女 性 ヴォ ー カ ル も の と し て は 最高 品質 。 (内 田 ) 





GNDALF 
Universal Play 


LP /CBS 450372-1 87 年 
CD/CBS 450372 2 


CBS に 移籍 し て の 8 作 目 。 ス ティ ー ヴ ・ ラ イヒ や フィ リッ プ ・ グ 
ラス に 代表 され る ミニ マル ・ ミ ュー ジッ ク の 影響 が 大 きく 芽生 え は 
じ め て お り 、 コ ンピュータ ー・ イ ンス トゥ ル メ ン ツ の 初 導入 も 手 伝 
っ て これ まで の 「 手 づく り 」 的 な イメ ー ジ は 大 幅 に 薄れ た 。 シンセ 
類 も シー ケン サー 的 な 使用 法 が 目立ち 、 シ ン フ ォ ニ ッ ク ・ ロ ッ ク と 
いう より は 当時 プー ム と な っ て いた プラ イヴ ェ ー ト ・ ミ ュー ジッ ク 
の 一 連 の 作品 や シネ マ ・ レ ー ベ ル に お ける パト リッ ク ・ モ ラー ツ の 
ソロ 作 と いっ た 、 い わ ゆ る 「 ニ ュー・ エ イジ ・ ミ ュー ジッ ク 」 と の 
接点 が 強く 感じ られ る 。 従来 の アカ コー スティック で ファ ンタ ジッ ク 
な ムー ド が 後退 し た た め フ ァ ン の 間 で は 人 気 の 低い 作品 だ が 、 こ の 
手法 は 次 作 以降 で 一 気 に 開花 し て いく こと に な る 。 (内 田 ) 








品 NDALF 
Frem Souree To Sea 


LP /CBS 461026-1 "88 年 
CD/CBS 401026 2 





CBS 第 2 弾 。 生命 の 起源 で ある 「 海 」 を テー マ に し た トー タル ・ 
アル バム で 、 前 作 と 同じ く ミ ニ マ ル ・ ミ ュー ジッ ク 的 な 手法 を 多用 
し て は いる も の の 、 今 回 は アコ ー ス ティ ッ ク ・ パ ー ツ を 強化 する こ 
と に より ドラ イ な ムー ド は 一 掃 さ れ て いる (前 作 の 「 宇 宙 」 と いう 
テー マ は 多少 安易 だ っ た か ? )。 デ ビュ ー 以 来 の ナチ ュ ラ ル で 心 暖 ま 
る メロ ディ が キラ キラ し た コン クレ ー ト 風 シ ン セ と 程 良 く 溶け 合い 、 
抜群 の カタ ル シ ス 効果 (や は りこ の 人 の 本 質 は コレ だ わ ) を も た ら 
す 。 また 打ち 込み リズ ム も 曲 の ダイ ナミ ズム を 引き 出す の に 一 役 買 
っ て お り 、 特 に 1 曲目 後半 で 見 られ る ドラ マチ ッ ク な 盛り 上 が り ぶ 
り に は ハッ と させ られ る (これ まで に は な か っ た タイ プ の メリ ハリ 
の ある 曲 だ ) 。 (内 田 ) 








| GANDALF 
Invisihle Power 


LP /CBS 465941-1 '89 年 
CD/CBS 465941 2 


プロ 活動 10 年 目 の 節目 に 出さ れ た 本 作 は ミニ マル ・ シ ン フ ォ ニ ッ 
ク ・ 路 線 と 初期 の ファ ンタ ジッ ク 色 が 理想 的 な 形 で 合体 し た 一 大 傑 
作 と な っ た 。^Symphonic Prayer′ と いう 思わ せ ぶ りか な 副題 を も つ 
この 作品 は 5 つの ムー プ メ ント か ら 成 る 50 分 余 の 超大 曲 と な っ て い 
る が 、 作 曲面 に お いて は 気まま な イメ ー ジ の あっ た 彼 か ら は 想像 で 
き な い ほど の 細心 な 配慮 が な され て お り 、 冗 長 さ は まる で な い 。 何 
より も スケ ー ル の 大 き な 曲 想 と 楽曲 の テン ショ ン の 高 さ に 驚か され 
る 。 ギ ター・ パ ー ト の 充実 まり に は 目 を 見 張る も の が あり 、 ダ イナ 
ミック が レク ドッ ク ョ ギタ 三 と カイ が が 書 き の ア ヨー ステ キィ 
ッ ク ・ ギ ター の 絶妙 な 使い 分 け に よる 静 と 動 の 対比 は 、 か の 「 オ マ 
ドー ン 」 に 匹敵 する ほど の 高揚 感 を も た ら す 。 (内 田 ) 





7 ど ご 








計る GANDALF 


Lahyrinth 


LP /Seagull 041257-1 "90 年 
CD/Seagull 041257-2 





オー スト リア 本 国 で 上 映 さ れ た 同名 の 前 衛 映 画 の た め に 制作 され 
た サウ ンド ・ ト ラッ ク 集 。「Universal Play」 で 見 られ た シン セ 系 ド 
ライ 路線 を 更に の っ ぺり させ た か の よう な 作風 で (ギタ ー・ パ ー ツ 
も ほとん ど 機 能 し て いな い )、 全 体 と し て 小粒 で ある と いう 感 は 否め 
な い 。 同じ サン トラ と いっ て も 、 あ の 「More Than Just A Seagull」 
で 強く 出 て いた ミュ ー ジ シャ ン と し て の 「 我 」 の よう な も の は ほ と 
ん と ど 感 じ ら れ ず 、 ど こ か ノル マ で 作っ た か の よう な 息苦し さ の 残る 
アル バム だ (制作 上 で か な り の 制約 を 受け た の か も し れ な い )。 ま あ 
この 類 の 音楽 は 映像 と 抱き 合わ せ で 語る べき も の だ か ら 、 音 だ け で 
の 評価 は 必ず し も 正当 と は いえ な い だ ろ う が 、「Invisible Power」 の 
後 だ け に な お さら 印象 が 薄い 。 (内 田 ) 


GNDALF 
SVmphonic Lamdscapes 


LP /CBS 466990-1 '90 年 
CD/CBS 466990 2 





傑作 「Invisible Power」 の 後 を 受け 、 そ の 翌年 に 作ら れ た オー ケ 
スト ラ と の 共演 盤 。・「 オ ー ケ スト ラ ・ ア ル バ ム を 作る 」 と いう こと が 
シン フォ ニッ ク 系 アー ティ スト の 究極 的 な 「 夢 」 で ある こと を 考え 
れ ば 、 前 作 か ら ま た 一 歩 進化 し た と いえ る だ ろう 。 彼 自身 の キー ボ 
ー ド や ギタ ー が 壮大 な スト リン グ ス に 違和感 な く 溶け 込み (アコ ー 
ステ ィ ッ ク ・ ギ ター と の 調和 が 素 晴 し い )、 ナ チュ ラル で ヒュ ー マ ン 
な 「 ガ ンダ ルフ ・ サ ウン ド 」 が 新た な テイ スト を 伴っ て 迫っ て くる 。 
「 チ ュー プラ ー・ ベ ルズ 」 の オー ケス トラ 版 の よう な 原 曲 の 強烈 な 
イメ ー ジ に 由来 する ギク シャ ク 感 は な く 、 の どか な 想 囲 気 は 従来 の 
彼 の イメ ー ジ を 全く 損 っ て いな い 。 楽曲 と し て の テン ショ ン は 前 作 
に 譲る が 、 完 成 度 で は 全く 有珠 色 な い 。 (内 田 ) 





GNDALF 
Giallery Of reams 
CD/Columbia 471064-10 '92 年 





持て る 力 の 全て を 出し 尽く し た 感 の あっ た 前 作 か ら 約 2 年 の イン 
ター バル を 置い て リリ ー ス され た 本 作 は 、 何 と 彼 の 決定 的 な プロ ト ・ 
ギタ リス ト の 一 人 で あっ た ステ ィ ー ヴ ・ ハ ケッ ト の 全面 参加 を 得 て 
制作 され た 。 エ レク トリ ッ ク ・ ギ ター の バト ル か ら ア コー ステ ィ ッ 
ク ・ ギ ター の デュ オ に 至る まで 、 ハ ケッ ト 独 特 の 「 ア ジ 」 を 自分 自 
身 の カ ラー に 取り 込ん で いる の は 見 事 で ある 。 ス タイ ル 面 で 共通 す 
る 部 分 の 多い 両者 の 間 に 生 じ る 微妙 な 個性 の 「 ズ レ 」 が 単なる 足し 
算 を 越え た 相乗 効果 を 引き 出し て いる の は 面白 い 。 ま た 数 曲 で は 現 
スト レン ジャ ー ズ ・ オ ン ・ ア ・ ト レイ ン の トレ ー シ ー・ ヒ ッ チ ング 
ス が 魅惑 的 な ヴォ イス を 披露 し て くれ る 。 ス トレ ー ト な ロッ ク 色 が 
出 て 来 た 点 は 結果 的 に プラ ス で あっ た と 思う 。 (内 田 ) 


GANDALF 
The Stone Of Wisdom 
CD/Columbia 472729-2 '92 年 





アイ リッ シュ 系 の 作家 ロナ ルド ・P・ ヴ ォ ー ハ ン の 小説 、「 賢 者 の 
石 」 に イン スパ イア され て 作ら れ た 76 分 の 大 作 。 こ こ 数 作 の 「 動 」 
か ら 一 転 し た 非常 に 静 的 な か イメージ の 強い 作風 で 、 ミ ニ マ ル 的 な ア 
プロ ー チ も ほとん と 感じ られ な い 。 最 初期 の ドリ ー ミ ー な ファ ンタ 
ジッ ク 路 線 に 立ち 戻っ て いる と 言っ て も よい だ ろう 。 題材 を 「 ケ ト 
ル 」 か ら 取 っ て いる た め ウ ー リ アン ・ パ イプ を 使用 し た り 、 プ ログ 
ラミ ング に よる パー カッ ショ ン の パタ ー ン を アイ リッ シュ ・ ボ ー ラ 
ン に 似せ て いる 箇所 等 も 見 受け られ る 。 その 使用 法 は 意外 と 的 を 得 
て お り 、 彼 の ケト ル 音 楽に 対す る 熱心 な 研究 ぶり を 早い 知る こと が 
で きる 。 マ ン ネ リズ ム の 波 に も めげ ず 次 々 と 新た な 方 向 性 を 旦 示し 
続け る 彼 の 食欲 な 姿勢 に は ほとほと 頭 が 下がる 思い だ 。 (内 田 ) 








GAYA (Austria) 
This Time 
CD/Momo MMR 01314 '92 年 





オー スト リア の GANDALF と 多く の 共通 点 の 見 い 出 せる アル バム 。 

中 心 人 物 の アル バン ・ ガ ヤ と いう 人 は 、 ウ ィ ー ン と シュ トゥ ッ ト ガ 
ルト て で 美術 を 学ん で いた と の こと で 、 こ の カヴァ ー も 彼 自身 が 描い 
て いる 。 管 楽器 の 使用 も ある が 、 あ くま で も 彼 の シン セ サ イ ザー や 
ギタ ー が 中 心 。 透 明 感 の 強い 俗 に 言う マイ ンド ・ ミ ュー ジッ ク と 呼 
べ る サウ ンド な の は 、 想 像 の で きる と ころ 。 もう 一 歩 、 音 の 響き や 
音色 に 感覚 的 な 切れ が 欲し い 気 も する が 、 古 代 ギ リ シ ャ の 女神 ^Gaya? 
か ら 名 前 を と っ て いる と お り 、 物 語 情緒 に 寄っ た 指向 の 持 主 の よう だ 。 
(松本 ) 





員 NTRAM PAULL CHRISTIAN 
KABITZ, KLAUS HAIMERL 
Rock-Remuiem 

LP/Jupiter 6.28639 '? 年 





「 ロ ッ ク ・ レ イク エム 」 と 題 さ れ た この 2 枚 組 は 、'70 年 代 後半 に 制 
作 さ れ た も の で ある 。 亡 き 彼 等 の 友人 ロー ター・ ト ー ラ ンド に 捧げ 
られ た も の で g、kbd、ds、b、vo と いう バン ド 編 成 の 他 に オー ケス 
トラ 、 合 唱 隊 を 加え 、 さ ら に 多彩 な が ゲスト (ソロ ・ ヴ ァ イ オ リン 、 
バイ プ オ ル ガ ン etc) を 迎え て 完成 し た 力作 で ある 。 個々 の アー ティ 
スト の 持つ 技術 的 レヴ ェ ル は か な りな 水準 に 達し て いる し 、 オ ー ケ 
スト ラ ・ ア レン ジ も 十分 に 常に 入っ て いる 。 た だ バン ド 演 奏 の 部 分 
と オー ケス トラ の 部 分 の 融合 が いま ひと つ ス ムー ズ に 感じ られ な い 
の が 難点 で ある 。 ド イツ ・ シ ン フ ォ ニ ッ ク ・ ロ ッ ク の 良質 な サン プ 
ル と し て あげ て お く 。 (山崎 ) 





7 ら 








ICE 
Opus I 


LP /Time Records '8O 年 
CD/Penner CD 002 





アイ ス は ドラ ム ス 、 ギタ ー、 ベー ス & ヴ オー カル の 3 人 か ら 成 る グ 
ルー プ で ある 。 CD の イン サー ト に よる と 770 年 代 の 中 頃 に 結成 され 、 
ドイ ツ 各 地 で 300 回 以上 の ライ ヴ を 行っ た らし い 。 レ コー ド と し て は 
シン グル と LP を 1 枚 ず つ 残 し て お り 、LP は コレ クタ ー ズ ・ ア イ テ ム 
と し て 500 マ ルク 近い 値段 が 付い て いる と の こと で ある 。 本 作品 は そ 
の LP を CD 化し た も の で ある 。 本 人 達 は プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク ・ グ 
ルー プ と 思っ て いる らし い が サ ウン ド か ら 受 ける 印象 は シン フォ ニ 
ッ ク ・ ロ ッ ク の 要素 を 多少 持っ た メロ ディ アス な ロッ ク で ある 。 

(賀川 ) 





INDIGO (Austria) 
Herhstwimd 
LP/SSU 828 80 年 





77 年 に デビ ュー し た イン ディ ゴ は 計 6 枚 の 作品 を 残し て いる が 初 
期 で は 本 3rd ア ル バ ム が 最も 完成 され た 内 容 と な っ て いる 。 シ ン セ 系 
を 中 心 に キー ボー ド 群 を 前 面 に 押し 出し た 典型 的 な シン フォ ニッ ク 
サウ ンド 。 若 干 新 し め の 音 作 り は 今一つ 押し の 強 さ が 足り な い 感 じ 
も する が 、 清 澄 度 の レベ ル は 常に 一 定 に 保 た れ 、 確 固 た る 演奏 技術 
に 裏打ち され た 味 の あ る 演奏 が 展開 され る 。 第 二 の 主役 は シン セ 音 
に 追随 し て 時 に ソロ を 取る ギタ ー。 A③、 B④ で は ユニ ゾン や オル ガ 
ン と の コン ビ に よる 若干 へ ヴィ で 泥臭い プレ イ を 披露 し 、 全 体 の 流 
れ に 適度 な が メリ ハリ を つけ て いる 。 な お グル ー プ は ダブ プル キー ボー 
ド の 4 人 編成 。 本 作 で は Reinhart Kunstmann な る ベー シス ト が ゲス 
ト 参加 し て いる 。 (江田 ) 





INDIG0D 
Short Stories 
CD/ (Aus.)Indigo Music ICD 30.001 "91 年 





オー スト リア の INDIGO (すなわち KYRIE ELEISON の キー ボー ド 
の 後 の グ ルー プ ) が 久々 に ニュ ー・ ア ル バ ム を 発表 し た 。 が 、 こ れ 
は 余り 良く な か っ た 。 ドイ ツ 人 の 良く 言う 、^ ソ フィス ティ ケイ ティ 
24 ド Ke ログ ロッ クラ う 4G で いう タ イジ 5 で リバ ベ が 軽 全 ボッ プ に 
な っ た シン フォ 系 の イメ ー ジ の こと だ が 、 す べ て に お いて どっ ち つ 
か ず 、 何 を や る に も イデ ィ オ ム 不 足 と いう 感じ な の で ある 。 結構 、 
素性 の 良い ライ ン は ある の だ か ら 、 ま と め 方 の 過程 に 問題 が ある の 
だ ろう 。 聴い て いる と 、 部 分 的 に 気 を 惹く 部 分 も ある の で 非常 に 残 
意 だ 。 (山崎 ) 





INDIG0 

A Callection Of Tales.………Frem 

Past To Presemt 

CD/(Aus.)Indigo Music ICD 30.003 
'92 年 





デビ ュ ウ 当時 KYRIE ELEISON の メン バー が 参加 し て いる こと で 話 
題 と な っ た INDIGO。 彼 ら は '83 年 に アル バム 「Indigo」 で レコ ー ド ・ 
デビ ュ ウ 、 そ の 後 、 8 年 の ブラ ンク を 置い て "91 年 に セカ ンド ・ ア ル 
バム 「Short Stories」 を リリ ー ス し て いる 。 本 CD は ファ ー ス ト か ら 
5 曲 、 セ カン ド か ら 3 曲 、 そ し て 、'85 年 の ウィ ー ン で の ライ ブ 3 曲 
( 未 発 表 ) を 収め た オム ニ バ ス 盤 で ある 。 キ ー ボ ー ド を 中 心 と し た シ 
ンプ ル な が ら も リリ カル な 演奏 も 聴く こと が 出来 る が 、 全 体 と し て 
の 印象 は や や ポッ プ か つ 明 る めで さら っ と し た も の に な っ て いる 。 
(賀川 ) 








INDIGO 

Silemt Memories 

CD/(Aus.)Indigo Music ICD 30.004 
93 年 





INDIGO は その 前 身 KYRIE ELEISON の 時 代 か ら 数 える と 、 オ ー ス 
トリ ア で 最も 息 の 長い シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク ・ バ ンド か も し れ な 
い 。 思 えば 、 常 に 自主 製作 に 甘んじ て きた が 、 全 体 を 聴き 通せ ば 、 
それ は むし ろ 当 然 と いう 気 が する 。 K ELEISON の 頃 か ら 彼 等 は 憧れ 
が 強 過 ぎ た の か コピ ー ま が い だ っ た 。 近作 は 随分 と ポッ プ に 洗練 さ 
れ た 音楽 を 目指 し た が 、 そ れ も 今 一 つ 抜 けが な い 。 今回 は そん な 中 
で 最も 明解 に か っ て いる 。 な ぜ な ら 中 心 人 物 の kbd 奏 者 の 実質 的 な ソ 
ロ ・ ア ル バ ム に な っ て 、 サ ウン ド ・ カ ラー と 方 向 性 が 一 本 に 集約 さ 
れ て いる か ら だ 。 どれ も 複雑 な 曲調 を さけ た か の よう な メロ ディ ッ 
ク な ナン バー が 並ぶ 。 一 本 調子 だ が 以前 より も 親しみ や すい 。 録音 
状態 が クリ アー な の も いい 。 (松本 ) 





ぞ ぞ の 








PETER TASSIUS & ISKANDER 
Ouverture 
LP/(private press)SST 010581 '81 年 


_ OUMERIU 





Peter Tassius と 言う クラ シッ ク 系 の ピア ノ 奏 者 と 組ん だ 1st。 全 曲 
Peter Tassius の 作曲 で ISKANDER の 演奏 は B 面 の み に 収 録 さ れ て い 
る 。A 面 は Peter Tassius の ピア ノ ・ ソ ロ で 完全 に クラ シッ ク 畑 の 物 。 
彼 の きれ いか つ 華 衣 な タッ チ の ピア ノ が 美しく 響き 渡る 。B 面 も Peter 
の 作品 だ が 、ISKANDER が 加わ り 、 い わ ゆ る シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ 
ク 的 な 構成 の 作品 と な っ て いる 。 い や いや 、 泣 き の ギ ター に ゆっ た 
り と し た キー ボー ド と 、 他 人 の 曲 で あろ うと これ は 完全 に ISKANDER 
その も の で ある 。 こ の よう に A、B 面 と も か な り 毛 色 の 違う 内 容 で あ 
る が 、 実 は 両面 と も それ ほど 違和感 は 無い ん だ よね 。 シ ン フ ォ ・ ロ 
ッ ク と クラ シッ ク っ て 実は 結構 良く 合う の か も し れ な い 。 

(渡部 暁 ) 











ISKANDER 
Boheme 2000 


LP /Herkules ETST 027 '82 年 
CD/Iron Curtain ETST 027-2 


ISIKANDER 





イス カン ダー と いう グル ー プ の ファ ー ス ト ・ ア ル バ ム は !81 年 に リ 
リー ス さ れ た 「Ouverture」(ST/PR 010581) で 、 本 作 は セカ ンド で 
ある 。 どちら も 甲乙 付け 難い 出来 な の だ が 、 こ の セカ ンド を 選ん で 
みた 。 この 作品 は 劇場 用 に 作曲 され た も の で 、 オ リ ジ ナ ル ・ ヴ ァ ー 
ジョ ン を 縮め て 創 ら れ た の が この LP (完全 版 は テー プ の み 発 表 、 後 
に CD 化 ) で ある 。 甘美 で メロ ディ アス な リー ド ・ ギ ター に プロ フェ 
ッ ト の 独特 な 、 厚 み の あ る スト リン グ ス 。 静 寂 の 中 に 響き 渡る フル 
ー ト の 調べ 。 冷たい 、 さ わる と 手 の 切 れる よう な 音 空間 。 計 算 さ れ 
た サウ ンド ・ ス カル プチ ュ ア 。 それ ら が 織り 成す 調べ は 、 端 正 で 悲 
し く 、 時 に 暖か い タ ピス トリ ー、 す べ て の ナン バー を 順に 聴い て いく 
と 遠い 夢幻 の 国々 へ と 体 が すい よせ られ て いく か の よう だ 。 (山崎 ) 


ISKANDER 
PP 串 MBNtI TOMCh 


LP /Iron Curtain ETST 058 '87 年 
CD/Iron Curtain ETST 058-2 


は ルリ リリ ゴ :1 





"82 年 の 2 nd 以来 5 年 ぶり の 新作 で 、 ギ ター の Martin Firniss が 抜け 
て 、 フ ルー ト 奏 者 と ヴォ ー カ リス ト が 新しく 参加 し て いる 。 よ う や 
く 方 向 性 が 固まっ て きた よう で アル バム 全体 を 通し て の 協調 性 が 感 
じ ら れ て きた 。 程よい 甘 さ と 、 一 枚 ペ ー ル を 被っ た よう な 淡い 色調 
の シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク で 、ANYONE'S DAUGHTER を 更に お と 
な し くし た よう な 感じ で ある が ジェ ネ シ ス っ ぽ さ も 出 て きた 。 ド ラ 
ム ス が 相変わらず 難点 ( 音 、 リ ズム 共に ) で 、 そ れ を 自覚 し て か ど 
うか リズ ミッ ク な 展開 の 入ら な い 曲 が 多い の で 、 と も する と ダラ ダ 
ラ し て いる 印象 も ある の だ が 、 1 曲 ご と の 単体 で 評価 すれ ば 、 彼 等 
独特 の 魅力 と 言え な いこ と も な い だ ろ う 。 日曜 の 朝 に ボー ッ と し な 
が ら 聴 く 分 に は 良い と 思う 。 (津田 ) 





ISKANDER 
Amother Life 


LP /Iron Curtain 067-1 90 年 
CD/Iron Curtain 067-2 





前 作 で 参加 し た フル ー ト と ヴォ ー カ ル は それ ぞ れ 1 曲 し か 参加 し 
て な く て 、 バ ンド 自体 は 4 人 編成 プラ ス live engineer と いう 構成 に な 
っ て 居る 。 し か し 、 曲 に よっ て ヴォ ー カ ル が 変わ る と 言う こと 以外 
に 目だっ て 変化 し た 部 分 は な いよ うに 思う 。 た だ 、 ア ン サ ン ブ ル は 
進歩 し て いて 、 よ う や く 一 人 前 に な っ た と 言う と ころ だ ろう か 。 前 
作 ま で 気 に な っ た リズ ム の 甘 さも 解消 され つつ ある し 、 余 計 な 心配 
を し な いで 曲 に 入り 込め る よう に な っ た 。CAMEL や ANYONE'S 
DAUGHTER の よう な エッ セン ス は その まま な の だ が 、Michael Pich 
mann の と る ヴォ ー カ ル が 妙 に プラ イア ン ・ イ ー ノ を 思わ せ て 面白 い 。 
それ に し て も 相変わらず 同じ 様 な テン ポ の 曲 が 並 ん で いて 、 ヴ ァ リ 
エー ショ ン に 乏しい が 、 曲 の 水準 は 高く な っ て いる 。 (津田 ) 


ISLAND (Switzerland) 
Pictures 
LP/Round 01001 77 年 





アイ ラン ド は スイ ス の グル ー プ で ある 。 77 年 に イタ リア の リコ ル 
ディ ・ ス タ ジ オ で 録音 され た 本 アル バム の プロ デュ ー ス に は アク プア ・ 
フラ ジー レ 等 を て が けた クラ ウデ ィ オ ・ フ ァ ビ が 起用 され て いる 。 
ペー ター・ シ ェ ラ ー と いう マル チ ・ キ ー ボ ー ド ・ プ レイ ヤー を 中 心 
と する 4 人 編成 だ が 、 ヴ ォ ー カ ル 、 ド ラム ス 、 サ ックス ・ フ ルー ト ・ 
クラ リネ ッ ト 、 キ ー ボ ー ド と いう か な り 変 則 的 な も の で ペー ス は べ ペ 
ー タ ー が ペダ ル ・ ベ ー ス で 代用 し て いる 。 変 拍子 を 伴う 驚異 的 な 曲 
進行 は アヴァ ン ギ ャ ルド ・ ロ ッ ク と シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク の 融合 
と いう 極め て 特異 な 位置 に ある も の で 、 表 現 主 義 派 の ロッ ク と し て 
は 最も 先鋭 的 な 存在 で ある 。 ユ ニ ヴ ェ ル ・ ゼ ロ の ミス ティ シズ ム と 
SFF の 構築 美 を か ね そなえ て いる と 想 え ば よい 。 (山崎 ) 








IIRON 
lvirom 
LP/Silent Sun SS 7103 '81 年 





突然 変異 的 作品 。12 人 の メン バー 中 、 ギ ター、 ベ ー ス を 除く と 使 
用 され て いる 電気 楽器 は メロ トロ ン の み 。 純 然 た る ジャ ズ 、 純 粋 ア 
イリ ッシュ ・ ト ラッ ド 、 密 度 の 高い チェ ン バ パー・ ロ ッ ク 、 中 近東 音 
楽 、 フ ァ ン キー な ロッ ク な ど が 、 あ る と き は 独立 し て 、 あ る と き は 
複合 的 に 展開 し て いく 。 し か も その すべ て が 非常 に 高 純度 で あり 、 
混 池 と し た イメ ー ジ や お ふざけ 感覚 は まる で な い 。 氷 の よう に 冷徹 
で ある 。 特に 、 と ころ どこ ろ て で 斬り 込ん で くる 純 声 楽 的 女性 スキ ャ 
ッ ト が 秀逸 。 最 終曲 で は 、 ス キャ ッ ト の 掛け 合い か ら サ ックス 、 フ 
ルー ト が 盛り 上 げ 、 メ ロト ロン で し めく くる と いう 非常 に シン フォ 
ニッ ク な 展開 が 見 られ る 。 北欧 は サム ラー 派 よ り も プロ の 臭い が 強 
い 。 筆者 は "80 年 代 ジ ャ ー マ ン の 金字塔 と 見 る が どう か 。 (ミワ ) 





IVORY 
Sad CVpress 


LP /Jupiter 202 428 367 「'80 年 
CD/(Fr.)Musea FGBG 4089 





クラ シッ ク の 指揮 者 が YES の コン サー ト へ 行っ て 、 感 動 し て 息子 と 
一 緒 に 作っ て し まっ た バン ド 、IVORY の 唯一 の アル バム 。 初 期 一 中 期 
GENESIS を 地味 に し た よう な 作風 で 、 分 厚い キー ボー ド や テク ニカ 
ル な ギタ ー ソ ロ と いっ た 派手 な 音 作り や 、 ハ ー ド ロッ ク 的 な 荒 々 し 
さ は 無い 。 し か し 、 ジ ャ ケッ ト の 絵 か ら 受け る イメ ー ジ 通り 、 し っ 
と り と し た 上 質 の 絹 の よう な 、 端 正 な 落ち 着き の ある 作品 と な っ て 
いる 。 ま た 、 ド イツ の バン ド ら し か ら 必 王道 プリ ティ ッシュ の 香り 
も あり 、 ド イツ と いう 枠 を 外し て も 十分 以上 の クオ リティ ー を 持っ 
て いる 。 キーパー ソン の 出自 ゆえ か 、 メ ロディ ー や アレ ンジ 、 曲 の 
展開 な ども ナチ ュ ラ ル て 無理 な く 、 美 し い 。 数 ある GENESIS フ ォ ロ 
ワー の 中 で も 最も 好ま し いも の の うち の 一 つ 。 (野呂 ) 





ジィ 








KASHMIR (Switzerlamd) 
Je Suls .… 
LP/(Swi.)Disques DL 3300 79 年 





カシ ミー ル の ファ ー ス ト ・ ア ル バ ム で ある 。 ス イス 国内 で 自主 製 
作 (2 つ折 ジャ ケッ ト で 、 内 側 に ロジ ャ ー・ デ ィ ー ン 風 の 夢 幻 的 な 
イラ スト が 描か れ て いる ) さ れ た 後 、 ド イツ 及び フラ ンス ・ プ レス が 
ジャ ケッ ト 違 い の 「Alarm ノ /」 の タイ トル で リリ ー ス され た 。 全て の 
キー ボー ド 類 を 操る P.Guenat と ドラ ム ス の HL.Dubelly の ユニ ッ ト で 、 
曲想 に 多少 の パラ つき は ある も の の 、 メ ロト ロン を 始め と し た 多種 
の キー ボー ド 群 に よる シン フォ ニッ ク な 音 造 り が 彼 等 の 持ち 味 で あ 
る 。 生 の オー ケス トラ を 導入 し た り し て 極め て 意欲 的 な 作品 で 、 と 
ころ どこ ろ に 荒さ が 目立つ も の の 、 音 楽に 対す る 姿勢 は 純粋 な も の 
が 感じ られ 、 好 感 が 持て る 。 初 々 し さと 夢幻 性 と いう 、 プ ログ レッ シ 
ヴ の 大 切な 一 ファ クタ ー を 持つ グル ー プ と し て 紹介 し た い 。 (山崎 ) 


ECHO 
gc KASHMIR 


Histoire Cruelle 
LP/(Swi.)Kobold KOLP 949 '82 年 





唯一 の アル パム を リリ ー ス し て 消え た と 考え られ て いた が 、 実 は 
スイ ス 本 国 で ひっ そり と セカ ンド ・ ア ル バ ム が 創 ら れ て いた 。 前作 
同様 P.Guenat と H.Dubelly の オリ ジ ナ ル ・ メ ン バ ー は 変化 な く 、 他 に 
ドラ ム ス 、 フ ルー ト 、 ヴ ァ イ オ リン 、 ギ ターetc と 計 10 人 の パッ ク ・ 
ミュ ー ジ シャ ン が 参加 し て いる 。 トー タル と し て の 叙情 性 は 前 作 の 
ほう が 強い が 、 こ の アル バム で は 演奏 技術 、 セ ンス 、 録 音 テ クニ ッ 
ク に つい て 明らか に 進歩 が み ら れ る 。 特 に それ は A 面 ラス ト の 曲 に 顕 
著 で 、 こ こ で は 叙情 性 すら も 前 作 を 上 回 っ て いる か の よう で ある 。 
た だ 全部 を 通し て 聴く と 、 シ ン フ ォ ニ ッ ク と いう 見 地 か ら の み 考 え 
れ ば 物足りな いこ と も 事実 だ 。 ど ちら の 作品 を 好み と する か は 個人 
レヴ ェ ル で の 問題 で あろ う 。 (山崎 ) 





KREUZWEG 
Krenzweg 
LP/Pila LP 20212 83 年 





RE 



































壁 に あけ られ た 十字 架 を 象 っ た 隙間 。 表 ジャ ケッ ト で は その 向 こ 
うに 虹 の か か っ た アル カイ ッ ク な 光景 が 、 そ し て 裏 ジ ャ ケッ ト で は 
公害 や 核 戦 争 で 汚染 され 、 荒廃 し た 同じ 土地 が 描か れ て いる 。 “十字 
路 ” ある い は 宗教 上 で は キリ スト の 受難 の 道 を 意味 する グル ー プ 名 
共々 、 本 作 に は 人 類 へ の 警鐘 が 込め られ て いる と 言っ て 良い だ ろう 。 
専任 シン ガー、 ツ イン ・ キ ー ボ ー ド を 含む 6 人 編成 に 更に ゲス ト と 
し て 管 奏 者 と も う 一 人 キー ボー ディ スト が 名 を 連ね て いる 。 制 作 年 
を 10 年 遡る NOVALIS や FAITHFUL BREATH の 初期 作品 と も 響き 合う 
ドイ ツ 語 に よる ヴォ ー カ ル が 醸し 出す 情感 は 、 ド イツ 的 な 内 面 に 沈 
潜 す る 信仰 心 故 だ ろう か 。 B 面 、 サ ックス と オル ガン が 絡む 場面 は 
「 核 融合 」 辺 り の VDGG を も 想わ せる 。 (高山 ) 


KYRIE ELEISON (Austria) 

The Fountain Beyond The Sumrise 
LP /(Aus.)Merlin 001277 76 年 
CD/(Aus.)Indigo Music ICD 30.002 





76 年 に オー スト リア で 限定 200 枚 、 自主 製作 され た キリ エ ・ エ レイ 
ソン 唯一 の アル バム 。 初期 の ジェ ネ シ ス すなわち ナー スリ ー・ ク ラ 
イム 、 フ ォ ッ クス トロ ッ ト 時 代 か ら の 強い 影響 下 に ある サウ ンド を 
有 し て いる 。 メ ロト ロン 、 ハ モン ド ・ オ ル ガ ン 、 ア コー ステ ィ ッ ク ・ 
ピア ノ 等 キー ボー ド 群 を 中 心 に 複雑 に か ら み 合う 曲 創 り の セン ス の 
良さ が 大 き な 魅 力 と いえ る 。 た だ 残念 な こと に 録音 状態 が 非常 に 悪 
く 、 音 が 割れ て し まっ て いる 。 い か に も 自主 製作 らし く 、 観 音 開き 
に 作ら れ た 歌詞 カー ド が 添え られ て いる 。 ギ ター、 キ ー ボ ー ド 、 ド 
ラム ス 、 ベ ー ス 、 ボ ー カ ル の 5 人 編成 で 、 ラ イヴ 時 に は ライ ティ ン 
グ ・ ス タッ フ が 加わ っ て いた 様 で ある 。 (山崎 ) 











LAST TURION 
pirele Logie 
CD/Jumbo CD JU 0501 92 年 





LAST TURION は 1992 年 と いう 比較 的 近年 に デビ ュー アル バム で あ 
る 本 作 を リリ ー ス し た ドイ ツ の 新進 パンド 。 そ の アル バム で 聞か れ 
る サウ ンド は 基本 的 に は ポン プロ ッ ク ム ー プ ブ メ ント 以降 の バン ド の 
共通 項 と も いえ る GENESIS 風 の 夫 囲 気 を 漂わ せる も の だ が 、 彼 ら の 
場合 は メン バー の 嗜好 が (プッ クレ ッ ト の メン バー 写真 を 見 て も 伺 
える ? ) それ 以外 に も 及 ん で いる よう で 、 そ の 為 、 結 果 的 に 従来 の 
ポン プ バ ンド より 頭 一 つ 抜き ん で た 聞き 応え の ある 作品 を 作り 上 げ 
られ た よう で ある 。 そ れ 以 外 の 嗜好 と いう の は 聞け ば 解る 通り HM か 
ら の 影響 で 、 こ れ に より この 作品 に は スピ ー デ ィ ー さ や ドラ イプ 感 
が 備わっ て お り 、 シ ン フ ォ ニ ッ ク で あり な が ら も 野暮 っ た く な く 、 
静 と 動 が 見 事 に 表現 され た も の と な っ て いる の で ある 。 (島村 ) 





LlFT 

Lift 

LP /Amiga 8.55-550 77 年 
CD/DSB 3104-2 





旧東 ドイ ツ の シン フォ ニッ ク ・ バ ンド 、 リ フト は ギタ ー レ ス の 変 
則 6 人 編成 。 77 年 に 発表 され た 本 作 は メロ トロ ン が 効果 的 に 使わ れ 
る な ど 聴 き 応 え の あ る 内 容 に な っ て いる 。 冒頭 か ら 暫 く は や や ポッ 
プ な フレ ー ズ を 交え な が ら ほ の ぼ の と し た ムー ド で 進む が 、A③ に 
な っ て 華 故 な ピア ノ の イン トロ と 共に メロ トロ ン が 参入 。B 面 に 入 
る と 更に 佳 曲 が 続く 様 に な る 。 優 しい フ ルー ト の 音 も 所 々 で 登場 。 
メロ トロ ン の 効用 と し て は 短い な が ら も 柔らか い タ ッ チ で 仕上 げた 
B②、 オ ル ガ ン と 併用 し 叙情 的 な 盛 上 げ が 最高 潮 に 達する B④ 等 が 
目 に 付く 。 (江田 ) 





ジジ 








LIFT 
Meeresfahrt 


LP/Amiga 8 55 638 78 年 
CD/DSB 3214-2 





シュ テル ン ・ コ ン ボ ・ マ イセ ン と 並ぶ 旧東 ドイ ツ の シン フォ ニッ 
ク ・ グ ルー プ の 代表 格 、 リ フト の 2 作 目 。 名 作 と の 評価 も 高かっ た 
1 作 目 に 比べ る と テク ニカ ル な パー ツ が 減っ た 分 や や 平板 な 印象 を 
受け る も の の 、 基 本 的 に は 同一 路線 の 好 作 品 と いえ る 。 ポ ッ プ で メ 
ロディ アス に な っ た と いっ て も 同時 期 の 英 米 の それ を 比較 する と か 
な り 生 硬く 聞こ える の は 地域 的 な か ハン デ が も た ら す 音楽 的 背景 の 差 
異 に よる も の か (ポピュラー 音楽 に 対す る ある 種 の 「 疎 さ 」 を 感じ 
る ) 。 曲 は 多少 小粒 に な っ て いる が 、 フ ルー ト や サッ クス を フィ ー チ 
ュ ア し て テク ニカ ル か つ ド ラマ チッ ク に 盛り 上 が る タイ トル 曲 は 聴 
きも の 。 ド イツ 語 の 響き が ゴツ ゴツ し た 質感 を 与え る ラス ト の バラ 
ー ド ・ ナ ン バ ー も どこ か 拾 て 難い 。 (内 田 ) 


LIZARD (Switzerland) 
Im 6omcert 
LP/(Private press.) '81 年 


スイ ス の グル ー プ と 言う と 国内 事情 の せい か 多く の グル ー プ が 出 
て は いな い が 、 出 る グル ー プ ほとん ど が 魅力 ある アル バム を リリ ー 
ス し て いる 。 その 裏付け の 特徴 と し て 高度 の 演奏 技術 を 持ち 合わ せ 
て いる 事 が 上 げ ら れ よ う 。 さ て 、 リ ザー ド だ が テク ニッ ク に 関し て は 
他 の スイ ス の グル ー プ に 一 歩 譲 る と 言わ ざる を 得 ま い 。 サ ウン ド は 
一 言 で いう な ら ク リム ゾン と いう こと に な ろう 。 し か し な が ら 、 パ ワ 
ー に 欠け て 、 二 枚 組 の 本 作 を 一 気 に 聴き 通す に は 少々 苦し い が 、 ラ イ 
ヴ 盤 で あり 録音 状態 の 悪さ も 考慮 すべ きだ ろう 。 彼ら は 79 年 ご ろか 
ら 40 回 近い コン サー ト を 行っ て いた よう で 、 本 作 も その 中 の ライ ヴ 
を 集め た も の で 、 ジ ャ ケッ ト も 白地 に ステ ッ カ ー が 一 枚 と シン プル 
で 完全 自主 製作 盤 で あり 、 発 展 途上 の アル バム と 言っ た 所 だ 。 (杉山 ) 





Epctftwee 用 1 BODNGERS PROJEDT 
Pacific Prison 
LP/Siegfried 666 372 78 年 





この アル バム は MARCEL L.BONGERS な る 人 物 を 中 心 と し た プロ 
ジェ クト に より 1978 年 に 西ドイツ の ボン で 自主 制作 され た 唯一 の 作 
品 で 、1987 年 頃 に 発掘 され る まで その 存在 が 全く 知ら れ て 無かっ た 
と いう 幻 の アル バム で ある 。 残 念 な が ら そ の 中 心 人 物 で ある M.L.BON- 
GERS を 始め 参加 し て いる 4 人 の バン ド メ ン バー や この アル バム が 制 
作 さ きれ た バッ ク グ ラウ ンド 等 に 関し て の 詳し いこ と は 現在 まで 殆ど 
分 か っ て いな い 。 アルバム の 内 容 の 方 は 海 の 孤 島 に ある 手 獄 で の 物 
語 を 題材 と し た トー タル 作品 で サウ ンド も メロ ディ アス に 流れ る ギ 
ター や 端正 な フルー ト 、 そ し て それ ら を 包み 込む と キーボード に より 
ジャ ケッ ト ア ー ト さながら に ロマ ン テ ィ ッ ク か つ 劇 的 に それ を 表現 
し て いる 。 地 味 な が ら も 心 に 洪 み 入る アル バム で ある 。 (島村 ) 


MADISON DYKE 
Zeitmasehime 
LP/Racket RRK15. 001 77 年 





ノイ シュ バン シュ タイ ン と 共に ラケット ・ レ コー ド の 代表 作 と な 
っ て いる マデ ィ ソ ン ・ ダ イク 。 そ うい えば この 両者 の ジャ ケッ ト の 
構図 は よく 似 て いる 。 裏 ジャ ケ を 見 る と ダブ ル ・ メ ロト ロン と いう 
こと に な る が 、 それら し い 音 は 出 て こない 。 その 代わ り ス トリ ング 
ス ・ シ ン セ (ソリ ー ナ の 類 ) は 多用 され て いる 。 ま あ 、 メ ロト ロン 
を 使っ て いな いか ら と いっ て 評価 が 下がっ て し まう 程 こ の 作品 は ヤ 
ワ で は な い 。 典型 的 な ジャ ー マ ン ・ シ ン フ ォ に 仕上 が っ て お り 、 ヴ 
ォ ー カ リス ト の 吹く フル ー ト が いい 味 を 出し て いる 。10 分 の 曲 と B 面 
全部 を 使っ た 大 作 は な か な か の 力作 。 残 り の 2 曲 は ノヴァ リス に 近 
い 音 に な っ て いる 。 昔 は よく 見 か けた が 、 最 近 は あま り 見 か け な く 
な っ て きた 。CD と な っ て 後世 に 残る こと を 望み た い 。 (小林 ) 











NAUTILUS (Switzerland) 
20000 Miles Under The Sea 
LP/NLP 7801 78 年 





有名 な 「 海 底 2 万 マイ ル 」 の 潜水 艦 「 ノ ー チ ラス 」 号 か ら グ ルー 
プ 名 を と っ た ノー チラ ス と いう グル ー プ は 778 年 に 本 アル バム を 残し 
た 後 、 も う 1 枚 の アル バム を も リリ ー ス し た 。 キー ボーダ ー の ラル 
フ ・ ス タッ キ な る 人 物 ( 彼 は アル バム ・ カ バー も 担当 し て いる 。) を 
中 心 に ベー ス 、 ギ ター、 ド ラム ス の 4 人 編成 の 形態 を と り 、 あ くま 
で メロ ディ アス な プロ グレ ッ シ ヴ ・ ロ ッ ク を 演奏 し て いる 。 歌 詞 は 
英語 で 歌わ れ 、 曲 想 も か な り プ リティ ッシュ ナイ ズ さ れ た も の で あ 
る 。 テ クニ ッ ク 、 曲 構成 と も 非常 に 平均 的 な グル ー プ で 特に 光る 部 
分 は な い の だ が 、 端 正 な 姿勢 に は 好感 が 持て る 。 A④ は リー ド ・ ギ タ 
ー の ソロ と アコ ー ス ティ ッ ク ・ ピ アノ の 印象 的 な 曲 で ある 。 (山崎 ) 





NEUSCHWANSTEIN 
Battlememt 


LP /Racket RRK 15.002 "79 年 
CD/(Fr.)Musea FGBG 4063 





初期 及び 中 期 の ジェ ネ シ ス か ら 多 大 な る 影響 を 受け た グル ー プ は 
世界 中 に 数 多く 存在 する も の だ が 、 そ れ ら の うち 出来 の 良い 例 と 余 
り に も お 粗末 な 駄作 の 二 つ に 大 別 さ れる ケー ス が 、 か な り 見 受け ら 
れる 様 だ 。 こ こ に 登場 す も ノ イシ ュ ヴ ァ ン シュ タイ ン は 、 ガ ヴ リ エ 
ル 在 籍 時 の ジェ ネ シ ス の 血筋 を 見 事 に 脈々 と 受け 継い だ グル ー プ で 
ある と 言え る 。 が 、 そ れ 以 上 に スリ リン グ か つ ド ラマ ティ ッ ク な か 曲 
の 展開 や 各 パ ー ト の 奏法 に お いて 、 オ リ ジ ナ ル よ り も は る か な 力量 
を 発揮 し て いる 。 朽ち 果て た 中 世 の 城 跡 の カヴァ ー ワ ー ク を その ま 

音 に し た と 言っ て も いい だ ろう 。 単 な る 物 真 公 や コピ ー と いう 底 
次 元 な 目標 こと ど ま ら ず 、 よ り 以 上 に 彼ら の 根底 に は ヨー ロ ピ アン 
古来 の 構築 美 と 様式 美 が 生き 続け て いる の で ある 。 (大 関 ) 





ジブ 








OCEAN 
骨 elody 
LP/Tonstudio Bibier T B 507/81 '81 年 








キー ボー ド 2 台 二 パーカッション と いう シン フォ ニッ ク 系 に し て は 変則 的 な 
構成 。^ オ ペラ ・ プ リマ ” の 様 な ダイ ナミ ッ ク さ は 無い も の の 、 シ ン セ 類 多 
用 に よる 陰気 な イメ ー ジ と も 無縁 だ 。 波 の 音 で 幕 を 開け 、 じ わ じ わ と 盛り 上 
げ て 行く が 、el ピ アノ と シン セ が 縦横 無尽 に 過 け 巡 る クラ イマ ックス は 圧巻 。 
A 面 ラス ト で は アッ プ テ ン ポ の ナン バー で リズ ミカ ル に 決め 、ELP の ナッ 
トロ ッ カ ー” 風 の 演奏 も 聴か れる 。 B 面 に 入る と スト リン グ シ ン セ と ピア ノ で 
美しく 軽やか 、 か つ ク ラ シ カ ル な プレ イ が 披露 され た か と 思う と エル ドン 風 イ 
ント ロ か ら オ ー ル ド フ ィ ー ル ド 風 電子 音 、 更 に は ジャ ジー な ビア ノ プ レイ と 案外 
多彩 な サウ ンド が 楽し め る 。 な お '84 年 に は P Kunz が キー ボー ディ スト Stefan 
Peters と 組ん で 2nd「Double Vision」 を 製作 し て いる 。 (江田 ) 


OPUS (Austria) 
DaVdreams 
LP/Philips 6322 035 80 年 





オ パ ス と いう 名 の グル ー プ は 世界 中 に いく つか ある が 、 こ れ は オ 
ー ス トリ ア の オ パ ス で ある 。 オ ー ス トリ ア と いう 国 は クラ シッ ク 音 
楽 の 都 で ある に も か か わら ず 、 ロ ッ ク ・ グ ルー プ の 数 は 決し て 多く 
な い 。 そ ん な 数 少な い グ ルー プ の 中 で 、 イ ンタ ー ナ ショ ナル な 成功 
を 収め た の は この グル ー プ だ け で ある 。"70 年 代 後半 か ら 活 動 を 始め 、 
数 年 後に は アメ リカ の ヒッ ト ・ チ ャ ー ト 入り する グル ー プ に の し 上 
が っ た 。. 基本 的 に は ハー ドニ ポップ 路線 の グル ー プ で ある が 、 こ の 
サー ド ・ ア ル バ ム で は 、 ク ラ シ カ ル な アレ ンジ の 曲 等 も 演奏 し て お 
り 、 ジ ャ ケッ ト の 美 し さ も 相まって 以前 本 誌 で も 紹介 され た 。 ジ ャ 
ケッ ト か ら 印 象 程 は プロ グレ ッ シ ヴ で は な い が 、 オ ー ス トリ ア の 数 
少な い グ ルー プ の 1 つと し て 紹介 し て お こう 。 (山崎 ) 





0PUS 
Opus I 
LP/Peak BEST Nr.8381 '83 年 





若干 ハー ド な 下地 が 見 え 隠れ し て いる も の の 、 プ ログ レフ ァ ン の 
嗜好 に は 十分 マッ チ し た サウ ンド が 聴か れる 。 一 部 、 シ ン フ ォ ニ ッ 
ク と いう より ロッ カバ ラー ド タ イ プ の 演奏 も 含ま れる が 、 ピ アノ を 
筆頭 に 各種 キー ボー ド を 巧 く 使い 分 け て 非常 に きれ いな 音 を 出し て 
お り 、 重 々 し い ギ ター が 常に パッ ク に 控え 出番 を 伺っ て いる に も か 
か わら ず 、 総 合 的 に みる と 泣き の 部 分 が 勝っ て いる と の 印象 を 与え 
る 。B 面 ラス ト の イン スト は や や 趣向 が 異な り 、 シ ン セ な ど キ ー ボ 
ー ド 系 の 音 を 前 面 に 押し 出し た 短い な が ら も 最も 叙情 的 な ナン バー。 
本 作 の 製作 年 度 は 明記 され て いな い が 、'80 年 代 に 入っ て か ら の リリ 
ー ス と 推定 され る 。 2 nd アル バム も 根本 的 に は 同一 路線 と 言え よう 
が 、 完 成 度 で は 本 作 を 下回る 。 (江田 ) 


REBEKKA 
Ph0enix 


LP /Heute LP 82082 ST '82 年 
CD/(Fr.)FGBG 4083.AR 





1 作 目 。 バン ド の 母体 は 71 年 に ギタ リス ト を 中 心 に で き あ が っ て 
お り 、 そ の 後 、 イ ンド 音楽 へ の 傾倒 、 ド イツ が 世界 を リー ド し た ダ 
ンス ・ ビ ー ト へ の 反発 な ど 、 曲 折 を 経て 本 作 が リリ ー ス され た 。 ま 
ず 、 タ プラ 、 タ ンプ ブー ラ 、 ヴ ァ リ アフ ォ ン と いっ た 特殊 楽器 の 導入 
が 目 に つく も の の 、 基 本 と な る の は 旋律 重視 の 甘く ゆっ た り と し た 
シン フォ ニッ ク ・ サ ウン ド で ある 。 女 性 ヴォ ー カ ル を は じ め 、 演 奏 
に 技巧 性 は 乏しく 、 編 成 の わり に 聴き どこ ろ も 少な い 。 し か し 、 深 
く 胸 に し みこ む リ リカ ル さ は 強い 魅力 に あふ れ て いる 。 な お 、 本 作 
オリ ジ ナ ル の 初回 プレ ス は 1000 枚 の み 。 海 外 流 出 分 の ほとん ど は 日 
本 、 フ ラン ス 、 プ ラジ ル へ 向かっ た と いわ れ て いる 。 仏 Musea の 再 
発 CD に は イン ド 志 向 の 12 分 も の 未収 曲 が 含 まれ て いる 。 ( 代 I ウ 9 








REBEKKA 
Lahyrinth 
LP/Ohrwurm O.W.1023 '84 年 





涙 な し に は 聴け な い デ ビュ ー 作 「Phoenix」 に 続く 2 枚 目 。 1 曲目 
は いき な り テ クノ ポッ プ 風 な アレ ンジ で 、 ド ラム も エレ ドラ を 使っ 
て いる が 、 こ の バ パンド に この 手 の サ ウン ド が 似合う は ず も な い 。 2 
曲目 以降 は メロ ディ アス な 曲 が 続 いて いく こと に な る が 、 全 体 的 に 
は いろ いろ な 事 を や ろう と し た こと が 裏目 に 出 て 散漫 な 印象 を 与え 
て いる 。 も と も と 上 手 な が パ バ ンド で は な い の だ か ら メ ロディ ー 重 視 と 
いう 姿勢 だ け を レコ ー ド に 吹き 込ん で いれ ば 、 1 枚 目 同様 に 素直 な 
感動 を 与え て いた だ ろう 。 そ れ で も スケ ー ル の 大 きい メロ ディ ー や 
甘い ギタ ー が 耳 に 入っ て くる と 込み 上 げ て くる も の を 感じ て し まう 。 
1 枚 目 を 聴く 時 の 半分 くら い の 涙 は 流せ る の で は な い だ ろ うか 。 本 
作 以降 の 活動 は 不明 で ある 。 (小林 ) 





ROUSSEAU 
Flowers In ASphalt 


LP /Steyrer Disco SD 18003 79 年 
CD/(Fr.)Musea FGBG 4023.AR 





ROUSSEAU の 1 st。 タ イト ル や ジャ ケッ ト か ら 伺 える よう に フル 
ー ト や 甘い ギタ ー を 中 心 と し た その サウ ンド は 非常 に ロマ ンチ ッ ク 
で ある 。 こ の アル バム は 全曲 イン スト ゥ ル メ ンタ ル で 、 内 容 的 に は 
「Snow Goose」、「Moon Madness」 時 の CAMEL を 思わ せる 物 で ある 。 
当然 、 か の バン ド と の 単純 な 比較 は 、 楽 曲 の 完成 度 等 一 聴 し て 明 ら 
か に こち ら が 不利 で は ある が 、 構 成 力 や 演奏 力 の 未 悪 さ ある い は フ 
レー ジン グ の 稚 抽 さ を ロ マン チ シ ズ ム と 甘 さ が 充分 に カバ ー し て い 
る 。 そう いう 意味 で は 、 と て も ドイ ツ ら し い バ ンド と 言え る か も し 
れ な い 。 と は 言え 、 め ぼ し い 物 が ほとん どど 無かっ た '80 年 代 前 半 か ら 
いざ 知ら ず 、 今 聞く に は 結構 覚悟 が いる こと も 確か で ある 。「 甘 さ 」 
の み で 酔 え る 人 向け の アル バム で ある 。 (渡部 暁 ) 





ダブ 








ROUSSEAL 
Retreat 


LP/IL 7009 83 年 
CD/(Fr.)Musea FGBG 4051.AR 





前 作 の 中 心 的 存在 で あっ た ギタ ー の ヨル グ ・ シ ュ ワ ルツ が 抜け て 、 
新しい ギタ リス ト が 加入 、 更 に ヴォ ー カ リス ト も 加わ っ て いて オー 
ル ・ イ ンス ト だ っ た 1 st より も 曲 に 幅 が 出 て いる 。 キ ャ メル 度 は 前 作 
を 通 か に 上 回 っ て いて 、 こ こま で や れ ば 拍手 喝 条 で ある 。 と は 言っ 
て も ELP に 対す る トリ アン ヴィ ラー ト の よう な 悪 趣味 で 形 髄 化し た 物 
で は な く 、 そ の イデ ィ オ ム を し っ か り と 吸収 し て 自分 達 の も の に し 
た 上 で の 発露 で あり 、 そ れ は 至極 自然 な 形 に な っ て いる の で 無理 が 
な く 、 も は や オリ ジ ナ リティ と 言っ て も 良い 。 彼 等 の 特徴 は メロ デ 
ィ ・ ラ イン に あり 、 叙 情 的 で あり な が ら も 感情 に 流さ れ な い サ ラッ 
と し た 感触 を 持っ て いる こと で ある 。 テ クニ ッ ク 至 上 主義 で な い 音 
楽 的 バン ド の 作品 と 言え る の で は な いか 。 (津田 ) 








、 了 SFF (Switzerland) 
SVmphomic Pietures 


LP /Brain 0060.010 "76 年 
CD/(U.S) The Lasers Edge LE 1017/18 





トリ オ で ある メン バー 3 人 の ラス ト ネ ー ム を と っ て バン ド 名 に し 
た SFF は スイ ス 出 身 の バ ンド な が ら ド イツ の プレ イン レー ベル より 3 
枚 の アル バム を リリ ー ス し 、 ま た プレ イン の オム ニ バ スラ イブ に 参 
加 し て いた こと か ら 当 時 は ドイ ツ の バン ド で ある と 思わ れ て いた 。 
本 アル バム は 彼ら の 1 st で あり 、 ど れ も 高 水準 の 出来 で ある 後 の 2 作 
を 含め て も 、 頭 一 つ 抜き ん 出 た 完成 度 を 持っ て いる 彼ら の 最高 傑作 
アル バム で ある 。 こ の アル バム で 聞け る サウ ンド は 彼ら の 持ち 味 で 
ある 高度 な テク ニッ ク に 裏打ち され た 変 拍子 と 、 非 常に うま く ア ン 
サン ブル に 生か され た メロ トロ ン を 後 の 2 作 以 上 に 余す と ころ 無く 
展開 し 構築 し た サウ ンド で 、 ス イス シン フォ ニッ クロ ッ ク の 中 で も 
シリ アス て で 孤高 の 存在 感 を 持つ も の と な っ て いる 。 (島村 ) 


ROUSSEAU 
Square The Cirele 
LP/Mint LC 7867 '88 年 





前 作 より 5 年 の 歳 月 を 経て 発表 され た 3 作 目 。 ギ タリ スト の 変更 
や コン バー ト も ある が 、 基 本 路線 は 変わ ら ず 、 さ ら に 洗練 させ た 内 容 
と な っ て いる 。 相変わらず セン シテ ィ ヴ な フル ー ト が 活躍 、 弦 楽 セ 
クシ ョ ン の 投入 も あっ て 、 ロ ッ ク の フィ ー ル ド 内 で 限り な く ム ー ド ・ 
ミュ ー ジ ッ ク に 接近 し た 作品 と いう こと も で きる 。 ち ょ うど CAMEL 
の A、 ラ ティ マー 失 貴 期 と 重かっ て いた た め 、 筆 者 は 彼 が 変名 を 使 
っ て ヴォ ー カ ルプ ギタ ー で 参加 し て いる の で は な いか と 疑っ た 。 特 
に 一 部 ヴォ ー カ ル と 生 ギ ター( 技 術 で は 及ば ぬ が ) は 非常 に 近似 し て 
いる 。 CAMEL の ムー ディ ー な 部 分 の み を 抽出 し た 曲想 。 仏 ム ゼア は 
これ を ` リ リカ ル ・ チ ェ ン バー・ ロ ッ ク / と 称し て いる 。 な お 、 ル ソー は 
同 レ ヒー ベル の オム ニ バ ス 作 品 に も 素晴らし い 曲 を 提供 し て いる 。 

(ミワ ) 





SFF 
Sunmhurst 


LP /Brain 60.068 77 年 
CD/(U.S.)The Lasers Edge LE 1017/18 





1st リ リー ス 後 、 印 象 的 な ライ ブ を 勢力 的 に 行う こと に よっ て 、 約 
12,.000 枚 の セー ルス を 記録 し た 彼ら は 、 早 くも 翌年 1977 年 に 2 nd ア 
ル バ ム を 1 st 同様 ドイ ツ の 名 プロ デュ ー サ ー で ある Dieter Dierks の 
プロ デュ ー ス の 元 、 ゲ スト ベー シス ト と し て Eduard Brumund-Ruther 
を 7 曲 中 5 曲 に 迎え レコ ー デ ィング & リ リー ス し て いる 。 こ れ が こ 
の 「Sunburst」 で ある 。 内容 的 に は 前 作 ほど 究極 的 に 凝り に 凝っ た 
リズ ム で は な い の だ が 相変わらず 複雑 か つ 変幻 自在 な リズ ム で 、 曲 
に よっ て は その 上 に より 音 空間 を 生か し た よう な サウ ンド 人 造り を し 
て いる 。 前作 か ら の イン ター バル が 短い に も 関わ ら ず 、 こ の よう に 
内 容 の 方 は 相変わらず の 高 水準 を 保っ て お り 1 st に 負け ず 劣 ず の 作品 
に 仕上 が っ て いる と いえ る だ ろう 。 (島村 ) 





Ticket To Everywhere 


LP /Brain 60.173 79 年 
CD/(U.S.)The Lasers Edge LE 1017/18 





2nd リ リー ス 後 も 彼ら の 積極 的 な 創作 意欲 は 止ま ず 、 翌年 1978 年 
に 前 作 、 前 々 作 同 様 Dieter Dierks を プロ デュ ー ス に 迎え レコ ー デ ィ 
ング し 、 年 が 明け た 1979 年 に リリ ー ス し た の が この 3 rd アル バム 「Ticket 
To Everywhere」 で ある 。 そ ん な 訳 で 、 本 作 も 基本 的 ライ ン の 音楽 
性 は 以前 の 作品 同様 テク ニカ ル で 級 密 な シン フォ ニッ クロ ッ ク な の 
だ が 時 代 の 流れ の 影響 か ら か 、 以 前 より 良い 意味 で 若干 あか 抜け て 
ポ ピ ュ ラ リ ティ ー の ある も の と な っ て いる 。 た だ 、 こ の 為 に よる も 
の か 本 作 レ コー ディ ング 後 バ ンド は 音楽 性 の 相違 の た め 解 散 、Sehicke 
は HOELDERLIN に 参加 、 残 り の 2 人 は F&F と し て 活動 し て いた が 、 
残念 な こと に Gerd Fuhrs が 1992 年 の 11 月 に 逝去 し た 為 、SFF も 2 度 と 
戻ら な い バ ンド と な っ た 。 (島村 ) 





SCHAKTA (Switzerland) 
Tales 
LP/G+F GFL 1001 '8O 年 





マイ ナー 系 シン フォ ニッ ク の 作品 の 中 に は 決し て 完成 度 こそ 高く 
な いも の の 妙 に 哀 到 を そそ る 魅力 的 な アル バム が 少な く な い 。 本 作 
も そん な 中 の 一 枚 で ある 。 マ イナ ー・ コ ー ド を 多用 し た アル ベ ペ ジオ 
に 線 の 細い キー ボー ド を か ら め て 静か に 盛り 上 が っ て 行く タイ プ の 
曲 が 多 く 、 フ ラン ス の パン タク ル あ た り に 共通 する 物悲しい 有 雰囲気 
が 全体 を 支配 し て いる 。 本 作 は 曲 を 追う 毎 に 物語 が 進行 し て いく 形 
の トー タル ・ ア ル バ ム に な っ て お り 、 そ の 中 で は 魔法 の 国 の 悪魔 と 
魔術 師 の 心 の 葛藤 を ファ ンタ ジッ ク に 描き 出し て いる 。 (松尾 ) 





ぞ ジ ち 








SbHWARZARBEIT 
Schwarzarheit 
LP/(private press.) '8O 年 





今 は 見 掛け ぬ デ ビュ ー 作 。 2 作 目 の 時 に ファ ン に 紹介 され た バン 
ド だ が 、 あ の 頃 か ら 今 へ 、 新 作 が 仏 Musea か ら 出 て 、MEKONG DELTA 
と 友達 だ っ た と か 、 そ ん な 事 な ど 思い も よら な か っ た 。 た だ ひ た す 
ら 2 作 目 B 面 の 夢想 感 の 強い そし て 何処 か ドイ ツ の 無菌 感覚 ? に 通 
じ て い く あ の 流れ に 浸っ て いた 。 その 頃 か ら ハ ー ド & ア コー ステ ィ 
ッ ク の 印象 は あっ た が 、 一 作 戻っ て この アル バム に な る と 、 そ の 両 
面 が くっ きり と 分 か れ て 出 て いる 。 どちら か と 言え ば 、 ハ ー ド ・ タ 
ッ チ な サウ ンド が 目立ち 、 完 成 度 が 高い 。 自 主 製作 と は 思え な い 確 
か な 演奏 力 が 、 一 介 の ハー ド ・ ロ ッ ク に は 止め させ ず 、 通 し て 聴き 
終え た 後に なか ん と な く 滑 ら か さや し な や か さ を 残 す 。 派 手 な よう で 
少し も 派手 で は な い 。 ハ ー ド で も 同じ 彼 等 の 夫 囲 気 が す る 。 (松本 ) 


SbHWARZARBEIT 
Traum 0der Wirklichkeit 
LP/(private press)59009 '82 年 





有名 な 裏 メ コン デル タ ? SCHWARZARBEIT の 2 nd。 も ちろ ん スラ 
ッシュ で は 無い ( 笑 )。 音 の 傾向 は キラ キラ と し た ギタ ー に 柔らか い 
キー ボー ド が 被 さ る と 言う も の で いわ ゆる シン フォ ニッ ク 系 の 作品 
で ある 。A 面 は 、 や や 軽 め の POP な サウ ンド で スペ イシ ー な か 部 分 に 
個性 を 感じ させ る が 、 そ れ だ け の も の で ある 。 こ の 作品 の 神 随 は や 
は り B 面 に あろ う 。 ド イツ の 森 の 中 を 深々 と 雪が 降る イメ ー ジ と 言 
お うか 、 音 の 隙間 に 静寂 が 満ち て いて 、 狂 お し い 程 冷 々 と し て いる 。 
個人 的 に は ドイ ツ の 森 と 言え ば ヘル ダー リン の 1 st か この アル バム の 
B 面 で 決ま り で ある 。 な お 、 オ リ ジ ナ ル 盤 に は メン バー の 直筆 サイ ン 
が 有る も の が あり 、 我 が 国 に も 相当 数 出回っ て いる 。 当然 、 ラ ルフ 
も 書い て いる よん 。 (渡部 暁 ) 





SbHWARZARBEIT 
James Bordon Ss StorV 
CD/(Fr.)Musea FGBG 4094AR "93 年 





MEKONG DELTA で タメ 込ん だ も の を ド バ っ と 出す か と 思い 気 や 、 
や は り 彼 ら は 大 人 で あっ た 。 こ の よう な 作風 は 、 え て し て ナ ヨ ナ ヨ 
し て 失敗 する も の だ が 、 こ の リズ ム 隊 で 固め て いる か ら こ そ ビ シッ 
と 引き 締まっ て 、 緊 張 感 の ある 硬派 な も の に 仕上 が っ て いる 。 的 確 
な 人 選 と 思わ れる ( 笑 )。 イ マジ ネー ショ ン が 膨らむ 作品 で 、 解 釈 は 
人 は それ ぞ れ 異な る が 、 私 に は 人 生 の 葛藤 、 ほ ろ 苦 さ を 表現 し て い 
る よう に 感じ た 。 そ れ で いて 、 あ る 瞬間 フッ と 開放 感 を 味わえ た り 
する 。 枯 れ た 音 と で も いう の だ ろう か ? 一 つ 一 つの 音 に 無駄 が 無く 、 
どれ も 必然 性 が ある よう に 思わ れる 。 天 空 に 突き 抜け る よう な ギタ 
ー と 、 ナ チュ ラル で アコ ー ス ティ ッ ク な 響き と コン トラ スト が 絶 紗 
で ある 。 渋谷 ) 





用 | SEbOND MOVEMENT 
/ Blind Mams Mirror 
LP /Castle CAS 1003 '76 年 


小気味 良い テン ポ の 準 シ ン フ ォ ニ ッ ク サ ウン ド で 幕 を 開け る 。 派 
手 な キー ボー ド ワ ー ク は 無い が 、 泣 き の フ レー ズ が 割 と 続く た め 、 ア 
イヴ ォ リ ー、 エ デン と いっ た ` 優 等 性 的 な 斉 と は また 違っ た 味わい 
が ある 。 歌 詞 は 全て 英語 。 じ っ くり と 聴か せる パー ト で は フル ー ト が 
効果 的 な 働き を し て お り 、 オ ル ガ ン の 音 と 相まって 時 に は 英国 風 、 キ 
ャ メル あたり を 思わ せる 展開 が 見 受け られ る 。 76 年 と いう 年 代 に し 
て は 割 と スマ ー ト な 曲 作 り を し て いる も の の 、 前 述 の フル ー ト の 他 、 
ac ギタ ー、 チ ェ レ スタ 等 に より 叙情 性 を 前 面 に 出し 、 要 所 は キー ボー 
ド で 締め る と いう パタ ー ン は 大 成功 と 言え よう 。A 面 中 程 で は el ピア 
ノ と サッ クス を 交え て ジャ ジー な 展開 を 見 せる が 、 こ こ を 除け ば パ 
ー ト の パラ ンス が 崩れ る こと は ほぼ 無い と 言っ て いい 。 (江田 ) 








SERENE 
Ser6I6 
LP/Lava TCH 81001 '81 年 





カラ フル な 色彩 で 彩 ら れ た 、 セ レー ネ の 残し た 唯一 の 作品 。'81 年 
に LAVA な る マイ ナー 系 レー ベル で 製作 され た (た だ し 、 録 斉 は '79 年 
に 行わ れ て いる )。 今 ま で 、 ド イツ の シン フォ ニッ ク 系 は テク ニッ ク 
が な く あ る 種 の 臭 さ を 引き ずっ て いた も の 、 と 偏見 を 持っ て いた 者 
の 鼻 を 明か すか の 様 に 、 彼 等 は 演奏 と テク ニッ ク 、 曲 作り に お いて 、 
それ ら の 要素 を 排除 し 曲 そ の も の に も 強弱 や 明暗 、 動 と 静 の メリ ハ 
リ を 効か せ た 開 放 的 で 英 米 の 受け を 狙 お うと し て いた 印象 さえ 感じ 
られ る 。 Vo も 男性 的 な 力 強 さ と 優し さ が 同居 し た 歌い っ ぷり で 、 注 
目 に 値する 所 だ ろう 。 アル バム に 針 を 落と す と 、 そ こ に は キャ メル 、 
B.J.HJUK と いっ た プリ ティ ッシュ の 強者 ら が オー バー ラッ プ し て く 
る 。 硬派 を 思わ せる 強力 な 一 枚 。 (大 閲 ) 





SHAM KHAN 
The World Will End On Friday 


LP/SKY 015 78 年 





これ が デビ ュー 作 。 複 数 で ヴォ ー カ ル を 取っ て いる が 、 そ の 内 の 
1 人 は 、 ジ ョ ン ・ ア ンダ ー ソ ン を 意識 し た よう な 歌い 方 だ 。「 世 界 は 
金曜 日 に 破 減 す る 」「 墓 地 」 と いっ た 曲名 か ら わ か る よう に オド ロ オ 
ドロ し い 側面 を 持ち 合わ せ て いる 。 も ちろ ん テク ニッ ク 、 作 曲 能力 
と も に 一 流 の も の で は な い が タ イト ル 曲 で ある A② な ど は よく で き 
た シン フォ ニッ クロ ッ ク と いえ よう 。 A③ は カッ コ い い ハ ー ド ロッ 
ク 。 入 門 者 が 手 を 出す べき 作品 で は な い が 、 自 称 マ ニア ッ ク な あな 
た は 手 を 出し て お いて も よい だ ろう 。 Sky レー ベル に は この 他 に も 、 
スト リー トマ ー ク や オク ト パ ス や アー スス ター の よう に 今 一 歩 の 完 
成 度 な が ら も マニ ア 魂 を くす ぐる シン フォ ニッ ク 系 の バン ド が 作品 
を 出し て いる 。 (小林 ) 





ジジ @ 








SHAA KHAN 
Anythimg Wrong ? 
LP/SKY 025 79 年 





スカ イ ・ レ ー ベ ル の 作品 。 お まけ に こん な ジャ ケ と くれ ば 誰 も 相 
手 に し て こ な か っ た の も 無理 も ちな いこ と だ (そう いえ ば この バン ド 
の 1 st アル バム の ジャ ケッ ト も 人 面 プ ログ レ し て いた っ けけ) 。 演 奏 技 
術 は 相 変 ら ず だ が 、 ア レン ジ は 前 作 よ り 良く な っ て いる よう な 気 が 
する 。 方向 と し て は 前 作 の 延長 線上 に あり 、 ト ー タ ル で みれ ば わ ず 
か な が ら の 進歩 が みか られ る 。 1 曲目 や 2 曲目 は 完成 度 の 悪い ドゥ ル 
イド くら い に は 聴こえ る ぞ ( 笑 )。 ハ ー ド ロッ ク 的 な アプ ロー チ が な 
され て いる 曲 は 実は よく で き て いて 、 ユ ー ラ イア ・ ヒ ー プ みた いで 
つい 挙 を 握っ て し まう 。 ジ ャ ケッ ト の こと を 考え れ ば 大 穴 と 言い 切 
つら: じ ま : つ GUUO だ の 1795 (小林 ) 


STERN COMBO MEISSEN 
Sterm Comho Meissem 
LP/Amiga 8 55 567 77 年 





旧東 ドイ ツ き っ て の テク ニカ ル ・ シ ン フ ォ ニ ッ ク ・ グ ルー プ の デ 
ビュ ー 作 。77 年 と いう 時 期 を 考え る と か な り 古 めか し い 、 い わ ゆ る 
「 時 代物 」 の ロッ ク と いう 感 は 否め な い が (渋い 曲調 の 1 曲目 が そう 
思わ せる の か も し れ な い )、 キ ー ボ ー ド ・ プ レイ ヤー は か な り の セン 
ス を 持っ て お り 、 後 の 急 成 長 の 片鱗 は そこ か し こ に 祥 え る 。 ト リッ 
キー な キー ボー ド を 混 じ え 、 絶 妙 の コー ラス ・ パ ー ト (絶妙 の アレ 
ンジ /) へ と な だ れ 込 む 2 曲目 は ジェ ント ル ・ ジ ャ イア ント を も 和 初 
視 と させ る 佳作 。 ま た 、 か の 有名 な 「 は ば げ 山 の 一 夜 」 で は 各 人 の 演 
奏 が 激しく 攻め ぎ 合 い 、 ニ ュー・ ト ロ ル ス ほど は 話題 に か なり に くい 
が 全く ヒ ケ を 取ら ぬ 堂 々 た る 出来 映え と な っ て いる 。 プ リ ミ テ ィ ヴ 
な が ら も 随所 に 光る も の を 持つ 好 作 。 (内 田 ) 





STERS-GOMBO MEISSEN 
Weisses GolH 


LP/AMIGA855567 78 年 
CD/ キ ング K32Y 2119 





グル ー プ 名 と 同 タイ トル で ある デビ ュー 作 に 続く 、 彼 ら の 2 作 目 。 
邦題 「 錬 金 術 師 の 物語 」 に 表 さ れる 様 に トー タル コン セプト アル バ 
ム で ある 。 発 表 年 代 や 、 当 時 東ドイツ で あっ た 音楽 状況 を 考え る と 
いさ さか 野暮 っ た く 大 げ さ に な り が ちか 部 分 も 感じ られ る が 、 冒 頭 
の 語り か ら テ クニ カル な キー ボー ド が 乱入 し て くる オー プ ニ ン グ に 
感じ られ る 様 に シン フォ ニッ クロ ッ ク の 優秀 作 に カウ ント 出来 る は 
ず だ 。 クラシカ ル な 愛 囲 気 、 大 胆 且 つ 叙 情 的 な 盛り 上 が り は 本 作 が 
上 だ が 、 ツ イン キー ボー ド を 前 面 に 由 し 、 ス ピー ディ に 病 走 する シ 
ン フ ォ ニ ー と いう 3 特徴 を 活か し た 4 作 目 を 好む 意見 も 多い 。 い ずれ 
に し ろ シ ュ テ ルン の 星 と し て 東ドイツ ロッ ク 史 に 輝き を 加え た グル 
ー ジ 7 (伊藤 ) 





STERN MEISSEN 
Reise Zum 回 ittelnunkt Des 
Mensehem 


LP /AMIGA 8 55 811 '81 年 
CD/DSB 32242 





旧東 ドイ ツ で 活動 し て いた 共産 園 シ ン フ ォ ニ ッ ク 系 の 雄 で ある 彼 
ら の 最高 傑作 で ある 4 枚 目 。 お 国 が ら 使用 機材 が か な り 貧 弱 な の は 
どう し よう も 無い が 、 セ ンス 、 テ クニ ッ ク を 兼ね 備え た エネ ル ギ ッ 
シュ な 演奏 が 心地 良い 。 特 に 中 盤 の 無 伴奏 ビア ノ ソ ロ か ら 名 楽器 が 
重なり 合っ て ゆき 後半 の 盛り 上 が り へ な だ れ 込 ん で ゆく 様 が 圧巻 。 
鍵盤 奏者 が 2 人 いる 編成 に な っ て いる が 両者 と も め り は り の 利 い た 
申し 分 な い 演 奏 を 聴か せ て くれ る 。 共 産 圏 の グル ー プ に は 貧弱 な 機 
材 故に ば た ば た と も た つい た ダサ い 演 奏 が まま ある が 、 彼 ら の 軽快 
に 聴か せる キー に な っ て いる の は リズ ム セ ク ショ ン の 力 強 さ 。 特 に 
ベー シス ト の 技量 は 注目 で あろ う 。 (伊藤 ) 








STEVEN 
Requiem 
LP/Srilanka 2080 '8O 年 





ドイ ツ ・ シ ン フ ォ ニ ッ ク ・ ア ンダ ー グ ラウ ンド か ら 、 本 邦 未 紹介 の 作品 が 
新た に 発 堀 され た 。 ス ティ ー ヴ ン と いう グル ー プ の レク イエ ム と 題 さ れ た お そ 
らく 唯一 の アル バム が それ だ 。 タ イプ と し て は ドイ ツ の OPUS あ た り に 近く 、 
タイ ト で メロ ディ アス な シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク と いう こと が で きる と 思う 。g、kbd、 
b、ds の 4 人 編成 。 ア ル バ ム は A 面 が 3 曲 (うち 1 曲 は さら に 2 曲 に 小 分 
され る 。) B 面 4 曲 か ら な っ て お り 、1980 年 に リリ ー ス され て いる 。 曲 の 中 
心 は メロ ディ アス な ライ ン を 弾く ギタ ー で キー ボー ド が それ を サポ ー ト する ス 
タイ ル は OPUS 同 様 で ある 。 カ チッ と きま っ た 演奏 に も 無駄 が な く 、 全 体 の 
印象 を タイ ト に まとめ あげ る こと に 見 事 に 成功 し て いる 。 上 良質 の アッ プ ・ ト ゥ ・ 
デイ ト な シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク 。 (今野 ) 





SW0RD (Switzerland) 
No Remains 
LP/(Swi.)Musk MP 824 '83 年 





SWORD は 1983 年 に 唯一 の アル バム で ある 本 作 を スイ ス CBS 傘 下 の 
MUSK よ り リ リー ス し た パン ド で ある 。 こ の よう に 大 手 傘 下 の リ リー 
ス で ある 人 為 か ほぼ 自主 制作 と 思わ れる 作品 で あり な が ら 制 作 や 録音 
は し っ か り し て お り 安 心して 聴く こと が 出来 る も の と な っ て いる 。 
80 年 代 の スイ ス と いう と DEYSS が 想起 され る が 、 サ ウン ド 的 に は こ 
の SWORD も DEYSS 同 様 GENESIS の 影響 下 に ある サウ ンド と 言え る 
だ ろう 。 し か し 、DEYSS ほ ど そ の 影響 は 色濃く な く 、 ど ちら か と い 
うと ジャ ケッ ト の SF 的 イラ スト の 雰囲気 か ら も 感じ と れる よう か な 現 
代 的 な 幽 妃 さと 、 時 に ハー ドロ ッ ク 的 な 雰囲気 さえ も 感じ させ る 力 
強 さ が 同居 し た も の と な っ て お り 、 個 性 的 な 仕上 が り を みせ て いる 。 
B 級 な が ら ス イス の 層 の 厚 さ を 感じ させ る 作品 で ある 。 (島村 ) 





ジア 











TANTALUS 
| の ん Sittimg In A Dream 


| LP/Srilanca 2280 "? 年 











22 リン 22 の 


「 タ ンタ ルス 」 と は ギリ シャ 神話 に 登場 する ゼウス 神 の 子 の 一 人 。 不 有 
に も 神々 を 試そう と し て 父 の 怒り に 触れ 、 久 と し て 永遠 の 飼え と 渦 き を 与え 
られ た と いう 話 は 有名 だ 。 が カヴァ ー に 取り 入れ られ た ピア ズリ ー の 絵 は 非常 に 
メル ヘン チッ ク な も の で 、 美しい 音 を 端的 に 表し て いる 。 ac ギタ ー、 ピア ノ 、 
シン セ 等 に よる 澄み 切っ た サウ ンド が 中 心 。 A 面 途中 で 若干 軽い 乗り の パ 
ー ト が 顔 を 出す 以外 は 平均 し て 割 と 良い 出来 の シン フォ ニッ クサ ウン ド を 聴 
か せ て いる 。 A 面 ラ スト で は ac ピア ノ 、 ス トリ ング シン セ で 美しく 締め くく り 、 
B 面 に 入る と 徐々 に キー ボー ド が 前 に 出 て 来 て そこ は か と な く 盛り 上 げ て い 
く と いう 展開 に は 殆ど 抵抗 無く 溶け 込め よう 。 濁 り の 無い 素朴 な 音 作り か ら 
は 意識 的 に 派手 に な る の を 抑え て いる と の 印象 さえ 受け る 。 (江田 ) 








TAU 


LP/PIane 88304 82 年 


ドイ ツ ら し か ら ぬ ジャ ケッ ト ・ ワ ー ク 。 オ ー プ ニン グ の 軽快 な 曲 
に た じ ろ で ぐ 。 次 な る 曲 は 、 ジ ェ ネ シス 調 の アン サン プル を 持っ た ド 
ラマ ティ ッ ク な 出だし て 期待 を 抱か せる 。 そ れ も つ か の 間 、 中 間 部 
が 平 担 で 曲 が 長く 感じ られ る 。 それ は それ で 、 聴 き 所 の 多い マニ ア 
好み の 曲 に は ちがい な い 。 A③B① は 好み に 有 ら ず 。 イ ンス ト B② 
は キー ボー ド を メイ ン に し た 雄大 な 曲 。B③ は 後半 泣き の ギタ ー で 
盛り 上 が り 、B④ は ビー トル ズ の 「 ル ー シ ー・ イ ン ・ ザ ・ ス カイ ・ 
ウィ ズ ・ ダ イア モン ド 」 を ベー ス に 熱い 演奏 で アル バム を 締め くく 
る 。 5 人 編成 の タウ の 唯一 の 作品 と 思わ れる 。 (吉瀬) 





TRAL 前 WOLF 
AuSsen 
LP/(private press) '82 年 





82 年 製作 の 本 作 は ダブ ル ・ キ ー ボ ー ド に 男女 ヴォ ー カ ル 、 ギタ ー、 
ベー ス 、 ド ラム と 総勢 8 人 編成 。 キ ャ メル や ルネ ッ サ ンス か ら 影 響 
を 受け た と 思わ れる 割 と 軽 め の シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク で ある 。 同 
じ ド イツ の WERWOLF に も 似 た 印象 も 受け る が 、 こ ちら は 軽やか に 
流れ る 様 な 曲調 が 多い た めか や や イン パク ト に 欠け る 。 し か し 時 折 
目 を 見 張る 泣き の ギタ ー・ ソ ロ が 飛び 出す あたり 聴き 所 も し っ か り 
押え られ て いる 。 ア コー ステ ィ ッ ク ・ ギ ター の アル ペ ジ オ か ら ア ニ 
ー・ ハ スラ ム に そっ くり な 声質 を 持っ た 女性 ヴォ ー カ ル が し っ と り 
と 歌い 始め 次 第 に 盛り 上 が っ て いく タイ プ の 曲 が 多 く 、 特 に B 面 が 
楽曲 面 で 充実 し て いる 。 シ ン フ ォ ニ ッ ク を こよ な く 愛 する ファ ン の 
方 に は 一 聴 の 価値 の 有る アル バム で ある と 思う 。 (松尾 ) 





tegDa88 | TRESPASS 
2 な も The Final Act 
CD/(Fr.)MSI UGU 00191 "91 年 


THE FINALACT 


仏 ブ アル モニ ー 誌 で プッ シュ され 、 同 じ く 仏 MSI か ら の アル バム ・ リ 
リー ス と な っ た が 、 純 然 た る ドイ ツ の バン ド 。 ネ ー ミ ング か ら 察 せ 
られ る 通り 、 完 全 無 欠 な る ジェ ネ シ ス ・ フ ォ ロ ワー で あり 、 本 家 と 
の 距離 は マリ リオ ン 、IO ら より さら に 近い 。P. ガ プリ エル 、 ビート た 
けし な ど 、 い わ ゆ る “か ぶり も の ” に 執着 する アー ティ スト は 多い 
が 、 本 バン ド と ヴォ ー カ リス ト も その 系 譜 に 位置 づけ られ る 。 当然 、 
ライ トシ ョ ー、 演 劇 な ど を 含め た 大 仕掛 け の ステ ー ジ ング を 行っ て 
いた 模様 。 楽曲 と し て は 約 44 分 の 1 曲目 が 展開 、 構 成 力 と も 相応 の 
水準 と いえ る 。 当初 か ら オ リ ジ ナ リティ を 放棄 し て お り 、 そ の 立脚 
点 に よる 評価 に は 意味 が な い 。 バン ド は 、 ビ デオ ・ ク リッ プ 、 ロ ー カ 
ル ・ ヒ ッ ト ・ シ ング ル な ど 、 他 に も マテ リア ル を 残し て いる 。 (ミワ) 








TRILOGY 
Here lt IS 


LP /Cain CL 5809 79 年 
CD/(Fr.)Musea FGBG 4093 





79 年 、 ド イツ の 自主 制作 。 ツ イン ・ キ ー ボ ー ド を 擁する 5 人 組 の 
唯一 の 音源 。 全 編 イ ンス ト で 、 バ ンド 名 通り (? ) エマ ー ソ ン 張 り 
の 各種 鍵盤 を 徹底 し て フィ ー チ ュ ア し て いる 。 ムーグ や オル ガン の 
や り 口 は モロ と いう 感じ だ し 、 例 に よっ て リズ ム 陣 の 甘 さも 目立つ 
が 、 聴 か せ 所 は 心得 て いる よう で 要 所 に 光る フレ ー ズ が ある 。 イ モ 
ッ ぽ い 部 分 も 含め て 、 自 主 制作 な ら で は の 音 だ 。 ち ょ っ と だ け 出 て 
くる ギタ ー も 仲 々 良い 。 マ イナ ー 臭 さ は 否定 で き な い が 、 気 持ち だ 
け は 買い た い 、 と いう 作品 。 ち な み に CD の 方 は ジャ ケッ ト も 新しく 
な り 、 ポ ボー ナス 曲 も 収録 され て いる 。 (中 島 ) 





il TUNEFISH 
Guitar Poetry 
CD/WMMS 003 "89 年 





ANYONE'S DAUGHTER の kbd 奏 者 が 参加 し て いる グル ー プ で は あ 
る けれ ど 、 そ れ 自 体 に は さして 意味 は な い 。 む し ろ ③ で 聴か れる ガ 
ッ ト ・ ギ ター を は じ め 、 ギ タリ スト の 健闘 が 目立つ 佳作 で ある 。 次 
に 特徴 的 な の は 、 実 に 良い 声 を 持っ た ヴォ ー カ リス ト を 擁し て いる 
こ と 。 多重 録音 し た コー ラス を 何 の 不安 も な く 聴 ける と いう の は 、 
この レベ ル の 作品 で は 珍し くさ え あ る 。 その 上 声質 に ぴっ た り の メロ 
ディ アス な 楽曲 は 決し て 悪く な し 、 現 在 の ジャ ー マ ン ・ シ ン フ ォ ニ 
ッ ク の 水準 を 考え る と 平均 的 か な 、 と 思わ せる も の の 、 録音 の 悪さ 、 
プロ デュ ー ス の 主張 の 無 さ で 確実 に 1 ポイ ント は 損 を し て いる 。 こ 
ん な 技術 的 な 事柄 を 突き 抜け る イン テリ ジェ ンス が 、 元 来 ジ シャ ー マ 
ン ・ ロ ッ ク の 凄 さ だ っ た は ず な の に 。 (吉田 ) 





アー アー イー】 








ULYSSES 
Neronia 
CD/Pyramusic RYRCD 1001 '93 年 





自ら の レー ベル より リリ ー ス され た 完全 自主 制作 で ある が 、C. ノ ー 
ラン &K. グ ルー ム の プロ デュ ー ス と エン ジニ アリ ング 、T. ヒ ッ チ ン 
グ ス と C. オ ー シ の 参加 、 Thin ce スタ ジオ で の 録音 な ど 、 オ ラン ダ は 
S-music レ ー ベ ル の 分 派 作品 と 見 な し て さしつかえ な い 。 曲想 も 見 
事 に 同 レー ベル お よび 790 年代 型 ポ ンプ ノン シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク に 
合致 する 。 静 と 動 、 押 し と 引き の 多面 的 展開 、 リ ズム ・ チ ェ ン ジ や 
ぶ 厚 い キ ー ボ ー ド (特に 3 曲目 終盤 が すさ まじ い )、 メ ロディ ・ ラ イ 
ン を 極 立 た せる べく 配慮 され た 楽曲 。 ペン ドラ ゴン や ジャ ディ ス に 
ひか れる リス ナー な ら ば 難なく 受け いれ られ る 音 傾向 で ある 。 特筆 
すべ き は バン ド が 当初 か ら 「 フ ァ ッ ショ ナブ ル な トレ ンド に は いっ 
さい 関わ り た く な い 」 と 表明 し て いる こと で ある 。 ( ミ 9) 





VIOLET HISTRICT 
Terminal Breath 
CD/Tab-Audio 8619 '92 年 


と て も 自主 制作 と は 思え な い サ ウン ド ・ ク ォ リ ティ を 持っ て いる 。 
基本 は 爽やか な シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク で 、 英 語 で 歌わ れ て いる こ 
と も あっ て か 全体 を 通し て 淡い 色調 に 支配 され て いる 。 ツ イン ・ キ 
ー ボ ー ド の 5 人組 な の だ が 、 ど ちら か と 言う と ギタ ー の 比重 が 高い 
傾向 に ある 。 組曲 形式 の 楽曲 が ほとん ど で 、 大 作 指 向 の よう に も 見 
える が 、 け っ こう コン パク ト に まとめ られ て いて 聴き や すく な っ て 
いる 。 ア レン ジ も シン プル で 、 不 必要 な 装飾 も な か く て メロ ディ や 各 
イン スト ゥ ル メ ン ツ の 持ち 味 を し っ か り 引 き 立 て て いて 、 新 人 と し 
て は 出来 が よい 。 大き な 編 点 と し て 、 ヴ ォ ー カ ル に 不安 定 な 部 分 が 
有り 、 こ こ が 好 み を わけ る ポイ ント で あろ う 。 単なる ジェ ネ シ ス ・ 
フォ ロワ ー が 多い 中 で 頑張 っ て 貰い た い バ ンド の 一 つ 。 (津田 ) 





WANIYETULA 
A ream With In A Dream 
LP/Klangkunst KK 2811-018-01 '83 年 





献 辞 に は E・A・ ポ ー、S・T・ コ ー ル リッ ジ 、W・H・ オ ー デ ン 等 の 作家 、 
詩人 の 名 が 並べ られ 、 タ イト ル 曲 (ボー) を 含む 殆ど の 曲 で 彼 等 の 
詩 が 用 いら れ て いる 。 それで は 文学 的 な 香り と 皆 さ 漂う 作品 か と 言 
うと 必ず し も そう で は な く 、 聴 こえ て 来る の は 都会 的 と さえ 表現 し 
得る '80 年 代 型 の シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク 。 し か し ここ に は 、 他 の GENESIS 
の 代替 バン ド 勢 と は 一 線 を 画す 、 言 葉 に し 難い アト モス フィ ア が あ 
る 。 夢 の ま た 夢 と 言う に は 基 か カッ チリ と し た 音 か も 知れ な い が 、 
シン フォ ニッ ク と ネオ ・ サ イケ の 間 を 埋め た よう な メロ ディ と アレ 
ンジ に は 営 て の ジャ ー マ ン ・ ロ ッ ク に は 似つか わし く な か っ た ある 
種 の 余裕 と 閑 雅 さす ら 窮 えよ う 。 こ の セン ス が 逆 に 旧来 の 聴き 手 に 
は 評価 の 分 か れ め と な る 答 だ 。 (高山 ) 


WARLOCK 
Warleck 
LP/Lava Music TCH 80 501 "81 年 








Joy Symon (vo、ds) 率い る WARLOCK の 1 st。'84 年 に は 「Lady 
Macbeth」 (Lava Music LV 80429L) を リリ ー ス し て お り 、 同 傾向 
の 音 が 聴け る 。 ず ば り ハ ー ド ・ シ ン フ ォ ニ ッ ク ・ ロ ッ ク ・ フ ァ ン 向 
け 。 雷 鳴 に 大 げ さ な オー ケス トレ ーション と いう 約束 事 に が ん じ が 
ら め に され た オー プ ニ ン グ な と 典型 的 。 こ の 傾向 は 2 枚 目 の 方 に 更 
に 強く 出 て いる 。 ほ と ん どこ け お ど し に し か 思え な い 。 1 st の 方 は 多 
少な が り と も お さえ られ て お り 、 弦 楽器 の フィ ー チ ュ ア な ども あっ て 
シン フォ ニッ ク な 色 が 強い 。A 面 の 流れ は 結構 聴け る が 、'80 年 代 の 
シン フォ ニッ ク 系 に 多い キー ボー ド ・ ト ー ン の 薄っぺら さ 、 決 まり 
きっ た よう な 使い 方 に は 悲し いも の が ある 。 メ ロディ ッ ク で は あっ 
た 所 で 音楽 に 鮮明 さ が 今 一 つ 感 じ ら れ な い 。 (松本 ) 








WELCOME (Switzerland) 
Welepme 
LP/EMI 058 33869 76 年 





Bernie Krauerr と いう キー ボー ド 奏 者 を 中 心 に し た 3 人 組 、WEL- 
COME に は 2 枚 の アル バム が ある 。 こ ちら は 776 年 の リリ ー ス な の て で 、 
スイ ス と し て は 古 手 の 部 類 に な る 。SFF は 別 と し て も 、 こ の 頃 と 言え 
ば 、DEMON THOR 等 に な る わけ で 、 そ う 思 うと 出色 の アル バム と 
目 i っ KG どら 起 う 記 シ シン ン ラック 言 の は 間 70 年 代 4⑳ 太 玩 え 
ッシュ ・ オ ル ガ ン ・ ロ ッ ク だ 。 楽 器 の 扱い も 上 手 く 、 メ ロト ロン が 
全曲 に 入っ て いて 所 詩 オ ル ガ ン ・ ロ ッ ク で も な い 。 その 叙情 加減 が 
中 々 浸かる も の で 、 同時 に '70 年 代 調 の 渋 さ を 持ち 合わ せる か ら 、770 
年 代物 ファ ン に は 相当 な アピ ー ル を し そう 。 曲 は 全 5 曲 、 大 作 が 多 
い 。 こ れ も ポ イン ト だ ろう 。 未だ CD に な っ て いな い が 、 ク オリ ティ 
も レア ー 度 も 低く な い 。 (松本 ) 





WELCOME 
You're Welcome 
LP/Babylon 80003 








デビ ュー 作 で スイ ス の 770 年 代 に し て は 、 と いう 内 容 だ っ た WELCOME 
の 2 作 目 。 前 作 の 、 何 か ある な ? と いっ た ジャ ケッ ト の イメ ー ジ か 
ら す る と 、 こ ちら は 凡 証 だ が 、 そ れ は A 面 と この ジャ ケッ ト の み 。 
と 言っ て も A 面 も それ な り に は 聴け る 範囲 か 。 小曲 が 並ぶ 。 ポッ プ 。 
と ころ が B 面 の 大 曲 に な る と 、 こ れ が 770 年 代 の YES に よく 似 た 演奏 
を 聴か せ て くれ る 。 デビ ュー 作 で も その 傾向 は あっ た と は 言え 、 2 
作 目 に な っ て 1 作 目 の 小さ 、 く すん だ 感触 の 叙情 味 は 一 拠 に 陽性 へ 
と 転換 する 。 A 面 の 小曲 は その 余波 の よう な も の で 、 と に か く 洗 練 
され 、 サ ウン ド の 切れ も 高まっ て いる 。 そこ で YES 調 に 展開 する 。 ス 
マー ト な シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク に 変化 し て いる 。 その 辺 り は さす 
が スッ キリ の スイ ス ・ サ ウン ド 。 (松本 ) 





ジラ 








WERWOLF 
Creatiom 


LP /(private press.) F 667943 「84 年 
CD/(U.S.) Laser's Edge LE-1013 





女性 ヴォ ー カ ル を フィ ー チ ャ ー し た WERWOLF の 唯一 の 作品 。 と 
に か く こ の ヴォ ー カ ル が 美しい 。 か の 英国 の アニ ー・ ハ スラ ム も ビ 
ッ ク リ と 言う か 、 と ころ どこ ろ で ルネ ッ サ ンス を 朋 妨 と させ る よう 
な キラ メキ を 感じ させ る 。 た だ 、 こ ちら の 方 は サウ ンド 的 に も っ と 
ウェ ッ ト で 、 全 体 的 に カラ フル な 色合い の 中 に も 沙 ち 着い た 味わい 
が あり 、 そ うい う 部 分 が 英語 で 歌っ て いる の に も 関 ら ず 、 い わ ゆ る 
ドイ ツ ら し せ を 感じ させ る 。 な お 、 こ の アル パム の エン ジニ ア は EDEN 
の リー ダー の Dirk Schmalenbach で 、 音 の 広がり 、 ヴ ォ ー カ ル の 声 
質 等 々 EDEN と 通じ る も の を アル バム の あちら こち ら て で 感じ る 。 い や 、 
EDEN 関 連 の 他 の アル バム と 比較 し て も 、 か な り 上 位 の 方 に 入る の は 
間違い 無い だ ろう 。 シ ン フ ォ ・ フ ァ ン 必勝 (渡部 暁 ) 


YAUANNA 
BIIder Aus Mittelerde 
LP/Lord 33545 '84 年 


Mi 





ヤ ヴ ァ ン ナ (果実 を も た ら す 者 ” の 意 ) の 「 ミ ドル アー ス の 創造 
者 」。 そ う 、 こ れ は J.R. ト ー ル キン の 創作 神話 『 シ ル マ リ リオ ン 』 に 
想 を 得 た トー タル ・ ア ル バ ム で あり 、 全 曲 の タイ トル に 作品 中 の 人 
名 ・ 地 名 が 含ま れ て いる 。 中 心 人 物 D・ シ ュ マ レン バッ ハ (Vn、Key) 
は '80 年 に も EDEN を 率い て 、 ト ー ル キン の 友人 で も ある C・S・ ル イ 
ス の SF『 ペ レラ ンド ラ 」』 を 基 に する 等 、 ト ー ル キン の 作 中 人 物 を 名 
乗る ガン ダル フ 同 様 か か り の ファ ンタ ジィ 愛好 家 な の だ ろう 。 本 作 
は シル マリ リオ ン の 音楽 的 再現 と 言う より は 、 そ れ を モチ ー フ と し 
た 作品 で 、 力 強い ドラ ム ス と ヴォ ー カ ル 、 キ ー ボ ー ド を フィ ー チ ャ 
ー し た 時 に MANDALABAND に も 通じ る 洗練 され た シン フォ ニッ ク ・ 
ロッ ク を 聴く こと が で きる 。 (高山 ) 





ui ZARA-THUSTRA 


(OM 


Eiskalt 
LP/Teldec 6.25406 BR '82 年 





同名 異 バ ンド が 存在 する が 、 こ ちら は !80 年 代 の バン ド 。 我が国 で 
は 3 種 の 作品 が 流通 し て お り 、 い ずれ も デル デック 社 の ダイ レク ト ・ 
メタ ル ・ マ スタ リン グ で 非常 に 音質 が よい 。 バ ンド の マテ リア ル が 
何 種 存在 する の か は 確認 が と れ な か っ た 。 日 本 上 陸 は '83 年 の 作品 
『Psychopoly』 が 先 で 、 完成 度 は 同 作 が 突 由 し て いる 。 本 作 も 路線 は 
同じ だ が 、 ヴ ォ ル テイ ジ は や や 低い 。 基 本 は エレ クト ロ ・ ポ ッ プ 。 
た だ し 、 こ れ が 一 筋 縄 で は いか な い 。 い ちい ち 壮 大 な オー ケス トレ 
ーション が オプ リガ ー ド し て きた り 、 突 然 ク ラシック の 純粋 歌曲 に 
切り か わっ た り 。 最 終曲 で は 交響 楽 的 ブギ ウ ギ ー ス イン グ ・ ジ ャ ズ 
か ら グ レゴ リア ン ・ チ ャ ント へ 。 前衛 を 意図 し た 実験 色 、 先 鋭 色 は 
まる で な く 、 さ ら り と ポッ プ な と ころ が 恐ろし い 。 (ミワ ) 


ZARA-THUSTRA 
PsVchonoly 
LP /Teldec 6.25665 '83 年 





我が国 へ の 上 陸 当 初 、 筆者 は 本 作 が '80 年 代 の ベス ト 10 に 入る と 確 
信 し た が 、10 年 以上 た っ た 今 で も その 確信 は ゆる が な い 。 冒頭 、 誰 
も が 想定 する の は 全盛 期 の エニ ド だ ろう 。 その 後に 続く ポッ プ な 展 
開 に も 、 す きま な く 壮 大 無比 な オー ケス トレ ーション が 入っ て くる 。 
メイ ン ・ ヴ ォ ー カ ル は 英国 の ファ ンタ ジー を 思わ せる 声質 の よさ 。 
4 曲目 は 交響 楽団 と 混声 合唱 団 で カン の 曲 を 演奏 し た ご と し 。 中 間 
部 の ティ ン パ ニー の 乱舞 が 壮快 。 B 面 で は 各種 打楽器 の 乱れ 打ち か 
ら 、 い き な り オラ トリ オー オペ ラ 的 な 純粋 歌曲 に 切り か わり 、 リ ス 
ナー の ド 肝 を 抜く 。 エ レク トロ ・ ポ ッ プ 的 楽曲 は すべ て ヒッ ト ・ チ 
ャ ー ト 入り し そう な ほど キャ ッ チ ー。 音 の 仕掛 り は 極め て 級 密 。 音 
響 面 は 完璧 。 な ぜ 無視 され て きた の か 、 理 解 に 苦し む 。 (GS 








ZARA-THUSTRA 
Ritter Der Nehen Zeit 
LP/Teldec 6.26065 85 年 





ZARA-THUSTRA の 85 年 の 作品 。 ド イツ の シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク 
は 甘味 の 強 す ずる も の が 多い が 、 こ の 作品 は や や 甘口 で 情緒 に 流さ 
れる 所 が ある も の の 、 情 緒 一 辺 倒 で は な く 、 メ リハ リ の ある 、 キ ー 
ボー ド を 重視 し た シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク に な っ て いる 。 音 か ら 受 
ける 印象 は 、 ち ょ うど ANYONES' DAUGHTER の 5 th アル バム 、「NEUE 
STERNE」 の 音 を 分 厚く 大 仰 に し た よう な 印象 。「NEUE STERNE」 
と 同じ よう な ポッ プ 感 や 疾走 感 、 リ ズム の 音 作 り (リズ ム マ シー ン 
の 多用 ) が ある の は 制作 年 代 に よる 影響 だ ろう か ? 。 い わ ゆ る シン 
フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク の ファ ン で も 、 大 仰 な アレ ンジ や 意外 に ポッ プ 
な 所 が 好き 嫌い の 別れ る と ころ だ ろう 。 メ ン パ バー に 同姓 が 4 人 も 居 
る の で 家庭 バン ド と 思わ れる 。 (野呂 ) 





Z0NMBY WOOF 
RIding On A Tear 
LP/Jupiter 25231OT 77 年 





アイ ヴォ リー を 送り 出し た 事 で 知ら れ て いる 、 ジ ュ ピ ター レー 
ベル か ら 隠 れ た 名 盤 を 残し て いる ゾン ビー ウー フ 。 恐 らく 唯一 の 作 
品 か と 思わ れる 。^ 貴 っ た 狼 の 恨 ? と 訳す の だ ろう か ? 少々 無 気 味 な 
ネー ミン グ の グル ー プ で ある 。 サ ウン ド の 方 も お どろ お どろ し い へ 
ヴィ ー な 内 容 か と 思い き や 、 彼 等 は 軽快 さと 重厚 さと 兼ね 備え た 、 
70 年 代 初期 か ら 中 期 に か け て の プリ ティ ッシュ ・ へ ヴィ & プ ログ レ 
ッ シ ヴ タイ プ の 曲 を プレ イ し て いる 。 劇 的 な ピア ノ ソ ロ で 幕 を 開け 、 
ツイ ン ギ ター と キー ボー ド が 程 良 く か ら み 合い 力強い リズ ム セ ク シ 
ョ ン が 加わ る と いう 、 絵 始 一 買 し た スタ イル て 進行 させ て いき な が 
ら も 、 聴 く 者 の 心 に 一 曲 ご と の 持ち 味 の 良 さと いう か 、 不 思 議 な 余 
韻 を 残し て くれ る 。77 年 の 作 。 (大 関 ) 





ぞ づ 〇 





TMAN 
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WUSK 





ドイ ツ ・ ア ヴァ ン ギ ャ ルド の 最新 保守 感覚 


電子 アカ デミ ズム と ノイ ズ 
@ 秋 田 昌 美 


シュ トッ クハ バウ ゼン 、 ア ン リ 、 ケ ー ジ と いっ た 十 年 代 一 六 
十 年 代 に 活躍 し た 前 衛 音 楽 家 た ちの CD 再発 が 盛ん だ 。 彼 
ら は 主 に 電子 音響 音楽 、 ラ イプ ・ エ レク トロ ニク ス 、 即 興 音 楽 
と いっ た 方 面 の パイ オニ ア た ち で ある 事 は 周知 だ が 、 こ うし た 
テイ スト が 今 の 若い ノイ ズミ ュー ジ シ ャ ン た ち に 何故 か 歓迎 
され て いる 。 そ れ が 現代 音楽 の 父 た ち に と っ て の よう に 音楽 
的 実験 で は な く 〈、「 感 覚 」 の 実験 で ある 事 に 現代 的 感覚 が 現 
れ :G い る 5 ちい の は くさ が つ で カン <K の クラ スタ ニク ラン トド ウ 
ー ク 、 ア モン ・ デ ュー ル 、 グ ル グ ル 、 ノ イ 、 ブ レイ ン ・ チ ケッ ト 、 エ 
ム プ リオ と いっ た 連中 が 行っ た 「 今 か ら 見 る と いか に も フェ イ 
ク な 」 現 代 音 楽 的 表現 と 似 て いる 気 も する 。 そ し て 、 今 、 前 衛 
の 王 御所 た ちの 召喚 が ドイ ツ 系 ノイ ズ ・ ア ー テ ィ ス ト た ちか ら 
行わ れ て いる 点 も 注目 に 値する 。 

LAIBACH、TG、SPK を 始め と する リリ ー ス で 知ら れる ハ 
ンブルク の レー ベル 、WALTER ULBRICHT が 提唱 し た コ 
ン セ プ ト は 「NEU KONSERVATIW」( 新 保守 主義 ) だ っ た 。 
WALTER ULBRICHT て 実質 的 に 活動 し て いる 匿名 の ノ 
イズ ・ エ レク トロ ニク ス ・ バ ンド WERKBUND は 、 右 の 宣伝 
ボス ター が 街頭 に 人 知れ ず 貼 られ る よう に 、 予 告 な く 不 気味 
に アル バム を 連発 し て いる 。WERKBUND の 影 の ミュ ー ジ ッ 
ク ・ コ ン ポ ー ザ ー が ASMUS TIETCHENS で ある 。 彼 は 最 
初 ク ラス ター の ハン ス ・ ヨ アヒム ・ ヨ ー デ リウ ス に テー プ を 見 
い だ さ れ 、 ダ ンジ ェ リ ン ・ ド リー ム の ピー ター・ バ ウマ ン の 働き 
か け で EGG か ら デ ビュ ー し た 経歴 を 持つ 。TIETCHENS は 
SKY で 何 枚 か レコ ー ド を 出し た 後 、 今 日 の ノイ ズ ・ ア ヴァ ン ギ 
ャ ルド の フィ ー ル ド で ずっ と 活動 し て きた が 、 七 十 年 代 の ドイ 
ツ ・ エ レク トロ ニク ス と 今日 の ノイ ズ の 流れ の 中 で 貴重 な パ 
ー ソ ナリ ティ で ある 。 

「NEU KONSERVATIW」 の コン セプト の 「 危 な さ 」 は ドイ 
ツ 的 「 前 衛 」 の 持つ 「 危 うさ 」 を 表し て も いる 。 そ れ は 、 ク ラフ ト 
ワー ク の テク ノ ・ シ ー ン で の 再 評価 と と も に ドイ ツ 的 「 前 衛 」 
の 持つ 「 電 子 的 ナシ ョ ナリ ズム 」 を 臨 呈 する は ず だ 。 こ の コン 
テキ スト に 照ら し 合わ せれ ば 、 今 、「 前衛 」 な る も の が 新しい 
「 保 守 」 と し て 若い 世代 に アピ ー ル し て いる の は 不思議 で は 
な い 。 が 、 そ の 特徴 は 前 記し た よう に 、「 テ イス ト 」 と し て の 「 前 
衛 」 で あり 、「 心 地 良さ 」 と し て の 「 前 衛 」 と いう セン ソリ ー・ エ ク 
スプ ロイ テー ショ ン ( 感 覚 探査 ) の 新しい 動向 が 生ま れ て いる 
の だ 。 

玉 

こう し た 保守 と 新 感覚 の 混ざり 合っ た 最近 の 「 ノ イズ 」 の ド 

イツ 的 傾向 を 端的 に 表し て いる の が 、CHRISTOPH HEE- 


ビィ 


MANN、FRANK DOMMERT、C.SCHULZ、PFN、 と いっ 
た アー ティ スト た ちの 作業 だ ろう 。 

C.HEEMANN は 八 十 年 代 初 頭 に 結成 され た HNAS の 
メン バー で 、 最 近 は HNAS 以 外 に ソロ や エド ワー ド ・ カ スペ 
ル ( レ ジェ ンダ リー・ ピ ンク ・ ド ッ ツ ) ジム ・ オ ルー ク (イリ ュー ジョ 
ン ・ オ プ ・ セ イフ ティ ) 等 と の コラ ボレー ショ ン ・ ユ ニッ ト MIMIR、 
メル ツバ ウ 、 ジ ョ ン ・ ダ ンカ ン 、FRANK DOMMERT 等 と の 
コラ ボレー ショ ン や ミッ クス の 作業 で 多忙 だ 。HNAS は 衝 十 
年 代 に は NWW、ASMUS TIETCHENS、 AMM、 ANIMA 
等 の エレ クト ロニ クス / 即 興 の 流れ で 活動 し た が 、 
HEEMANN 自 身 、 六 十 年 代 の ESP サ イケ や 七 十 年 代 の 
CAN、 フ ァ ウ スト と いっ た ジャ ー マ ン ・ プ ログ レ か ら の イン スパ 
イア を 主張 し て いる よう に 、 音 楽 の 持つ ビザ ー ル な テイ スト や 
ムー ド を 重要 視 し た 音 作り を 行っ て いた 。 

HNAS の レー ベル 、DOM は 現在 DOM ELCHKLANG、 
DRADOMEL 等 幾つ か に ユニ ッ ト 化 され 、HEEMANN は 別 
に STREAMLINE と いう 新しい レー ベル を 作っ た 。 こ の レー 
ベル の ライ ン ナ ッ プ に は LIMPE FUCHS(ANIMA) や 灰 
野 敬二 も 含ま れ て いる 。HEEMANN の 最近 の 作品 は アン ビ 
エン ト ・ ミ ュー ジッ ク や ニュ ー エ イジ の 傾向 が 強まっ て 、 益 々 ム 
ー デ ィ ー に な っ て いる が 、 長 大 な 流れ る よう な アン ビエ ント ・ エ 
レク トロ ニク ス を 秒 刻 み に デ ジタル ・ ミ ックス する マニ アッ ク な 
コン ポジ ショ ン に よっ て 万 華 鏡 の よう な 快 音 を 作り 出 そ う と し 
GU る 5 

HEEMANN が FRANK DOMMERT と 組ん だ DOM- 
MERT の LP'KIFERMUSIK』 は も っ と ミニ マル で モノ トー ン 
な エレ クト ロニ クス だ 必要 最低 限 の ノイ ズ ・ ル ー プ と 余白 、 
発信 音 、 強 弦 等 か ら 成 る も の で 、 五 十 年 代 の ステ レオ ・ シ ス 
テム の 人 為 の サウ ンド ・ チ ェ ッ ク ・ レ コー ディ ング を 思わ せる ビザ 
ー ル な テイ スト だ 。 こ こ で は 、 ケ ー ジ や シュ トッ クハ ウ ゼ ン の 前 
衛 音 楽 が 空間 を 演出 する だ け の 装飾 音楽 、 つ まり 、 ア ン ビ エ 
ント ・ ミ ュー ジッ ク と し て 骨抜き に され て いる わけ で ある 。 

HNAS の も う 一 人 の メン バー、ACHIM P. LI KHAN が 
FRANK ROWENTA と 組ん で 作っ た LP『TIEFPUNKTE 
MODERNER TONKOMPOSITION」』 も 、 か つて の 「 前 衛 」 
へ の オマ ー ジ ュ だ ろう 。 文 字 中心 に デザ イン され た アル バ 
ム ・ カ バー は WERGO の 現代 音楽 シリ ー ズ 等 の パロ ディ だ 
ろう 。 見 開き と いう の も アナ クロ だ が 、 中 写真 は 居間 で 8 ミリ 
映画 を 見 て て つろ ぐ カ ッ プ ル 。 お そら く 昔 の エロ 本 か ら 無 断 借 
用 し た も の と 思わ れる が 、 こ ん な くだ ら な い 写 真 を 見 開き で 
使う と ころ は あい か わら ず ノ イズ らし い 。 エ ドガ ー・ フ ロウ ゼ の 
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『 イ プシ ロン ・ イ ン ・ マ レイ シア ン ・ ペ ー ル 」』 の 中 ジャ ケ と 同じ よ 
うに ドイ ツ ら し い ア イデ ア だ 。 音 の 方 は 今時 誰 も や ら な いよ う 
な 「 前 衛 」 的 な ミュ ー ジ ッ ク ・ コ ンク レー ト だ 。 

FRANK DOMMERT と も コラ ボレー ショ ン を 行っ て いる 
C.SCHULZ は HNAS 一 派 の 「 前 衛 」 よ り も っ と ポッ プ で モダ 
ー ン な 味 を 出し て いる 。C.SCHULZ は コロ ン 在 住 の CAR- 
STEN SCHULZ の プロ ジェ クト で 、ENTENPFUHL 、 
ERFOLG、QUIET ARTWORKS、ODD SIZE、DOM、 
EXTREME と いっ た レー ベル か ら 作 品 を リリ ー ス し て いる 。 
ー 九 九 〇 年 に リリ ー ス し た LP『10. HOSE HORN」 は 、 
NWW の 『SYLVIE AND BABS…』 的 な だ ザー ル な サウ ン 
ド ・ コ ラー ジュ / ア ヴァ ン ・ ポ ッ プ だ が 、 鳥 や 動物 の 鳴き 声 、 子 
供 の 声 や 陳腐 な し コー ド の サン プリ ング 等 を 使用 し て お り ガ 
ジェ ッ ト 感 覚 に 溢れ て いる 。 エ レク トロ ニク ス の 音色 も ポッ プ 
だ 。 お そら く 自 宅 と 思わ れる 録音 スタ ジオ の 名 前 が カス パ 
ー・ ハ ウザ ー・ ス タ ジ オ と いう の も 苦笑 いで きる 。 

同年 リリ ー ス され た マキ シ ・ シ ング ル 『7.PARTY DISCO」 
は リズ ム を 使っ た も っ と ポッ プ な 作品 で ある 。「 も し 、 カ ン や クラ 
フト ワー ク が モダ ン ・ ス タイ ル で や っ た ら こ うな る だ ろう 」 と カタ 
ログ に は ある 。 確 か に C.SCHULZ の 作品 は NWW、HNAS 
と いっ た ノイ ズ ・ ア ヴァ ン ギ ャ ルド の コン テキ スト の 中 で も ポッ 
プ な も の だ 。 だ が 、 も ちろ ん ポッ プ と いっ て も 市 場 に アピ ー ル 
する よう な ポッ プ で は な く 、 も っ と アー ティ ステ ィ ッ ク な も の で あ 
る の は 言う まで も な い 。 

C. SCHULZ は MARCUS SCHMICKER や FRANK 
DOMMERT ら と 「 電 子音 響 ラ イブ ・ ア ン サ ンプ ブル 」(C. 
SCHULZ)KONTAKTA を 組ん で お り 、 最 近 ODD SIZE 
か ら 初 CD も リリ ー ス され た 。 シ ュ ト ッ ク ハ ウ ゼ ン の 作品 名 を 
連想 させ る KONTAKTA は 確か に 六 十 年 代 の 幸福 な ラ 
イブ プ ・ エ レク トロ ニク ス の 人 閥 日 的 ヴァ ー ジ ョ ン と いえ る 。 か つ 
て 、「 即 興 」「 交 換 」 等 と いう 合い 言葉 の も と に 行わ れ た 音楽 
実験 が いと も 軽やか に 行わ れる 様 は 愉快 だ 。 パ ロディ と い 
う よ り KONTAKTA の スタ ンス は 非常 に ナチ ュ ラ ル だ 。 又 、 
KONTAKTA と も 重複 する メン バー で POL な る ユニ ッ ト も 組 
ん で いる 。 未 聴 だ が 、「 ト ラン ス ・ エ ス ノ ・ テ クノ 、 ゴ ング 、 ジ ・ オ ー 
プ 、ON-U、23 SKIDOO 等 が クロ ス オ ー バ ー し た よう な 音 」 
と いう 事 で 、 そ れ だ け 聞 いて も 何と も 心地 好い サウ ンド が 想 
像 で きる 。 

C.SCHULZ、ARCANE DEVICE、YEAST CULTURE 
等 を リリ ー ス し て いる ケル ン の レー ベル 、QUIET ART- 
WORKS は INA GRM、PHILIPS、EDITION RZ 等 の 電子 
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音響 音楽 の レコ ー ド を ディ スト リ ビ ー シ ョ ン も し て いた が 、 主 
宰 者 MONIKA WESTPHAL の PFN の 作り だ す ミ ニ マ ル な 
ノイ ズ ・ エ レク トロ ニク ス は あく まで も 優し く 心地 好い 響き だ 。 
玉 

こう し た 新 傾向 と は 別に ドイ ツ 的 学究 派 ノ イズ も 健在 だ 。 
その 代表 的 な 存在 が SELEKTION 一 派 だ 。SELEKTION 
は も と も と 八 十 年 代 初頭 、 マ イン ツ の 大 学 を 中 心 に 活動 を 
始め た バン ド PD が 発展 解消 し て P16D4 と 名 乗り 、 八 十 二 
年 に 形成 し た レー ベル で ある 。SELEKTION は ノイ バウ テン 
ら を 生ん だ 七 十 年 代 後 半 の ノイ エ ・ ド イチ ェ ・ ヴ ェ レ の シー ン 
か ら 突 出し た 音楽 / 政 治 / 芸 術 運動 の ポス ト ・ イ ンダ スト リア 
ル 的 な 展開 を 示し た 。P16D4 は 電子 音響 音楽 、 テ ー プ ・ コ ラ 
ー ジ ュ 等 の 手法 を ポス ト ・ パ ンク 以後 の 音楽 コン テキ スト に 
接合 させ た 。 八 十 六 年 に フラ ンク フル ト の S. B. O. T. H. 1. 
と の 二 枚 組 コラ ボレー ショ ン LP『NICHTS NIEMAND 
NIRGEND NIE』 に 於 いて ノイ ズ ・ コ ン ポ ジ シ ョ ン の 新しい 方 
向 性 と し て の 「 エ キス チェ ンジ ド ・ ミ ュー ジッ ク 」 の アイ デア が 具 
体 化 さ れ た 。 

SELEKTION の 八 十 年 代 の 活動 は 、 ポ スト ・ パ ンク の コ 
ン テ キ スト の 中 で ノイ ズ を 核 に し た 様々 な 音響 空間 の 可能 
性 を 探査 する 重要 な 作業 と し て 記憶 され る 。 良 い 意味 で 彼 
ら は ドイ ツ 的 「 前 衛 」 を 継承 し て いる 。P16D4 の 中 心 メ ン バ 
ー、RALF は し ば らく 活動 を 停止 し て いた が 、 最近 、RLW 
名 義 で 活動 を 再開 し た 。SELEKTION か ら 一 九 九 二 年 に 
リリ ー ス され た CD『ACHT』 は コン ピュ ー タ ー を 応用 し た コ 
ン ポ ジ シ ョ ン が 行わ れ て お り 、 又 、 九 十 三 年 の CD『14』 は 
八 〇 年 か ら 九 十 四 年 まで 十 四 年 間 の 録音 の 中 か ら リ ワー 
ク し た 十 四 トラ ッ ク が 収録 され て いる 。「 音楽 は 未完 で あり 、 
あら ゆる トラ ッ ク は 他 の 別 の トラ ッ ク と 接続 可能 だ 」 と いう エ 
キス チェ ンジ ドミ ュー ジッ ク の アイ デア は RALF に と っ て 
今 彼 自身 の 「 歴 史 的 」 命 題 に な っ て いる の だ と 思う 。 フ ラン ス 
の ODD SIZE で の SELEKTION の 初期 アナ ログ 盤 CD 再 
発 化 も る 進行 中 で あり 、 過 去 十 数 年 間 の 実験 の 再 認 が 進行 
中 だ 。 そ れ ら は 、 た ん に 過去 へ の レト ロ な 遡及 で は な く 、 過 去 
と 連続 し た 音 の 再 構築 作業 と いう 現在 進行 形 の 作業 だ 。 
SELEKTION は SLP、ACHIM WOLLSCHEID( 元 S.B. 
O.T.H.I.) 、BERNARD GUNTER 等 の CD リリ ー ス も 進め 
て お り 、 九 十 二 年 の コン ピ レ ー シ ョ ン 「『COMPROMIZE」 に 
SELEKTION の 新しい マテ リア ル を 含め た 音 の 現在 形 を 
聴き と れる 。 
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ゲッ ペル ス と の デュ オ 解 消 後 の ハ ルト の 作品 で は 、 即 興 演奏 な ら 
ジョ ン ・ ゾ ー ン と リン ジー・ ク ー パ ー を ゲス ト に 迎え た 『 プ ラン ・ 
エデン 』 を 、 作 曲 作品 で は 何と いっ て も 本 作 を 挙げ た い 。 こ こ で 音 
楽 は 、 死 の 影 を 宿 し た 濃密 な か ドイツ ・ ロ マン ティ シズ ム に 侵さ れ て 
いる 。 ハ ルト と マギ ー・ ニ コル ス (vo) が 身 を 用 わせ な が ら 寄 り 添い 、 
や が て も つれ る よう に 折り 重なり 合う 表層 (それ は 夕闇 に 閉ざさ れ 
た 暗い 湖面 の 広がり を 思わ せる ) か ら 、 パ バール ・ フ ィ リ ッ プ ス (Db) 
が 息 を ひそ め 耳 を 澄 ま す 深淵 へ と 、 凍 りつ く ほ ど 優 雅 に 、 だ が 冷酷 
な まで 確実 に 瞬間 を 踏み 外し な が ら (まる で 冷や か に 透き通っ た 鏡 
の 中 へ と 歩む 9 オル フェ ウス の よう に ) 降り て いく ポー ル ・ プ レイ の 
ピア ノ は 、 死 の 甘い 香り を むせ か える ほど に 放っ て いる 。 (福島 ) 
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GOEBBELS & HARTH 以 前 より フリ ー・ ジ ャ ズ ・ サ イド て 活動 を 
繰り 広げ て いた ハル ト だ が 、 ゲ ッ ペ ルズ と 活動 を と も に する よう に 
な っ て か ら は 自由 な 音楽 活動 を 展開 。 」 ・ ゾ ー ン や P ・ プ レッ ツマ 
ン と の デュ オ 活 動 は フリ ー・ ジ ャ ズ の 枠 内 で も 理解 可能 だ が 、 ハ ル 
ト の ソロ ・ ア ル バ ム は 決し て 一 筋 縄 で は 行か な い 。 判 る 範囲 で も 『This 
Earth』 ("83) 、『Melchior』 (85) 、『Red Art』 ('86) 、『Anything Goes』 
('86) 、『Plan Eden』 (88) と いっ た アル バム (一 部 デュ オ ・ ア ル バ ム ) 
が 出 て いる 。 本 作 は ヴォ ルフ ・ ペ ー ル ケ の パリ か ら の 書簡 に 基づく 
作品 だ が 、'65 一 "91 年 の 様々 な 音源 を 編集 し て いる 。 ゲッ ペル ズ 作 品 
と 比較 し た く な る 狼 雑 さと 切れ の 良さ 。 この 企画 で は 写真 集 と ヴィ 
デオ も 発売 され て いる らし い 。 (坂本 ) 





ANDREAS AMMER・F 間 EINHEIT 
Radio Imfermo 
LP/Rough Trade EGO 203 '93 年 





A・ ア ー メ ル (脚本 ) と ノイ バウ テン の 中 心 メ ン バ ー で ある アイ 
ン ハ イト (作曲 ) と の 共同 作品 。 タ イト ル 通 り ダ ン テ の 『 神 曲 」 に 
基づく ラジ オ 劇 で ある 。 同僚 プ リク サ の ほか 、 フ ィ ル ・ ミ ント ン ( 熱 
演 ./) や ジョ ン ・ ピ ー ル (ラジ オ ・ イ ン フ ェ ル ノ の アナ ウン サー) 
達 か ら 成 る 英 独 伊 混成 ヴォ イス 陣 に カス パー ル ・ プ レッ ツマ ン (g) と 
いう 豪華 メン バー の も と 、 あ ざと いま で に 雄弁 な 声 と 、 重 工業 的 オ 
ー ケ スト ラ に 混声 合唱 、 ノ イズ ・ コ ンク レー ト に へ ヘビメタ ・ ギ ター 
と 、 ひ た すら に サプライ ム な 音響 を 積み 上 げ て (時 折 挿 入 さ れる 軽 
音楽 と の 眼 の 財 む よう な 落差 )、 強 迫 的 な まで に メガ ロマ ニア ッ ク な 
音 絵巻 を 繰り 広げ て いる 。 全 34 場 。 パ ッ ケ ー ジ に は ギュ スタ ー ヴ ・ 
ドレ に よる 「『 神 曲 』 挿 絵 8 葉 が 綴じ 込ま れ て いる 。 (福島 ) 


ANIMA/ACHIM FREYER 
Bruchst ckeFrlloma 
LP/Loft 1010/1011 8G 年 





フリ ー ド リヒ ・ グ ル ダ (p) の 参加 し た Pilz 盤 (72 年 ) に 聴か れる ジ 
ャ ズ 的 な ノリ や スピ ー ド 感 、 と り わ け フ リー・ ジ ャ ズ 特 有 の 熱狂 的 
集中 と 高揚 は ここ に は な い 。 リ ン ペ ・ フ ックス の 軽やか に 跳び は ね 
る 上 声 に 導 か れ 、 ウ ッ ド プロ ッ ク や ステ ィ ー ル ・ ド ラム の オモ チャ の 
よう な 音 、 自 作 楽器 に よる ドロ ー ン 、 デ ィ レ イ を か けた チュ ー バ の 
つぶ や き 、 ヴ ァ イ オ リン の 簡単 な 繰り 返し 等 が 、 決 し て 空間 を 埋め 
尽く すこ と な く 、 充 分 に 隙間 を 空け て 、 あ ちら こち ら に オプ ジェ の 
よう に 気まま に 置か れ て いる 。 聴く 者 は ちょ うど 庭園 を 散策 し 彫像 


や 噴水 を 眺め て まわ る よう に 、 こ の 「 音 楽劇 」 を 楽し むこ と に な る 。 
81 年 加入 の ゾロ ・ バ ベル の 軽やか に 弾け る ドラ ム ス と リン ぺ の ヴァ 
イオ リ ン の 絡む 部 分 で は 演奏 性 が 前 面 に 出 て くる 。 (福島 ) 








ASMUS TIETCHENS 
Formen Letzter Hausmusik 
LP/United Dairies UD 014 「'84 年 





クラ スタ ー へ の 協力 (例え ば イー ノ と の 共演 盤 に 彼 の 名 を 見 出せ 
る ) 以来 現在 まで 、 こ の 黒 ず く め の 服 に 身 を 包ん だ 「 ド イツ ・ ポ ス 
ト ・ ア ヴァ ン ギ ャ ルド の 祭司 」 は 本 作 に 聴か れる 通り 、 晴 聞 に 浮か 
び 上 が る 弦 の 金属 的 な 輝 き や 、 ク リス タル ・ ガ ラス の 豊か な 倍音 、 
ピア ノ 線 の 冷え 冷え と し た 硬質 な 残響 に 秋 せ られ 、 音 響 の 微細 に し 
て 精 級 な 内 部 動作 や 、 頻 高 と さえ 言え る 圧倒 的 な 顕現 を 組織 する 。 
ある い は 『Daseinsverfehlung』 に お いて 眼前 に 現れ る 超 高 速 で 乱 移 / 
振動 回 転 / 変 形 す る 音 の 柱 や 、 長 年 に わた る 協力 者 オッ コ ・ ベ ッ 
カー と の 共 作 『E』 に 収め られ た 時 代 錯 誤 的 な 前 衛 主義 。 そ れ ら は 
すべ て 、 数 学 的 情熱 を 含む あら ゆる 音楽 的 エモ モー ショ ン か ら 隔 絶 し 
て お り 、 強 雪 な 反 人 間 主 義 的 力 線 に 貫 か れ て いる 。 (福島 ) 





ASPAR BROTZMANN MASSAKER 
Der Ahend Der Schwarzem Folklere 


CD/Our Choice RTD 195.1248.2 
"92 年 


DER ABEND 
DEIR SCHWARZEN 
FOLKLORE 





名 前 か ら も 想像 で きる だ ろう が 、 カ スパ ー・ プ レッ ツマ ン は あの 
ペー ター・ プ レッ ツマ ン の 息子 だ 。 あ の 親 に し て この 子 あり 。 泣く 
子 も 黙る ヨー ロッ パ ・ フ リー の ヘラ クレ ス は 、 究 極 の ノイ ズ ・ ギ タ 
リス ト を 生ん だ 。 CD な の だ か ら 好 き な 音 量 で 聴け ば いい で は な い 
か 、 と 言わ れる か も 知れ な い が 、 こ の アル バム は どん な 音量 で 聴い 
て も ギタ ー が メチ ャ クチ ャ に うる さい 。 よ く ぞ 録音 機材 が 壊れ な か 
っ た も の だ と 感心 し て し まう ほど の 音 圧 。 一応 トリ オ 編 成 で 、 エ ド 
ゥ アル ド ・ デ ル ガ ー ド ・ ロ ペ ツ (b) と ダニ ー・ ア ー ノ ルド ・ ロ ー メ ン 
(d) が MASSAKER の 残り の メン バー だ 。 し か し 、 バ ンド と 言っ て も 
ここ まで 凄まじ い パ バラ ンス だ と 、 ロ ッ ク に は 聞こ えな い 。 特 殊 な 実 
験 音楽 を 聴い て いる よう か 面白 さ 。 (坂本 ) 





レー バー / 








CASSIBER 
MMan Or MMOnkey 
CD/Re'RCCD2 82 年 





アー ト ・ ベ アー ズ の 頃 か ら カ トラ ー は 様々 な が パン ド プ プロ ジェ ク 
ト を 国境 を 越え て 同時 進行 させ る 様 に か る 。 そ の 一 つと し て ハイ ナ 
ー・ ゲ ッ ペ ルス 、 ア ルフ レッ ド ・ ハ ルト (この 両 名 は 以前 か ら 連 名 
で 活動 し て いた ) クリ スト フ ・ ア ン デ ルス と この カシ バー を 組む 。 
元 来 一 枚 の み の プ ロジ ェクト だ っ た の だ が 断続 的 な が ら も 活動 が 継 
続 し て いる の は や は り 相 性 が 良 っ 。 た の だ ろう か 。 オ リ ジ ナ ル は 12'EP 
二 枚 組 と し て 発表 され た 本 デビ ュー 作 、 カ トラ ー の 詞 を 基 に し た 即 
興 で 成立 っ て いる 。 だ が それ が 信じ 難い 程 の 整合 性 を 持つ 。 と は 言 
えー 瞬 一 瞬 に 見 られ る 音 の スリ ル は 確か に 即興 な ら で は の 物 で ある 。 
多少 の 編集 を 含め て ある 種 の 際どい 所 で か ろう じ て 成 立 し て いる 音 
楽 な ら で は の この 緊張 感 は ちょ っ と 類 を 見 な い 物 。 (中 西 ) 


pASSIBER 
Beauty & The Beast 
LP/Re Records Re 0110 '84 年 





CASSIBER の 2 nd アル バム 。 全く の イン プロ ヴィ ゼー ショ ン を 繰 
り 広 げ な が ら 、 驚 異 的 な 音楽 を 築き 上 げた 前 作 に 続き 、 同 様 の コン 
セプト で 望ん だ 作品 だ が 、 今 回 は 前 回 ほど の 成功 を 納め る に は 至ら 
な か っ た 。 イ ンプ ロ ヴ ィ ゼ ーション と いう の は 本 来 そ うい う も の だ 
ろう 。 信じ られ な いよ うな 高み に 到達 する こと も あれ ば 、 ま る で 飛 
翔 で き な い こと も ある 。 それほど 悲 惨 な 出来 で は な い の だ が 、 前 作 
が 凄 す ぎ た 。 お まけ に 方 法論 を 転換 し た 次 作 、 次 々 作 が いずれ 劣ら 
ぬ 傑 作 と 来れ ば 、 本 作 は 苦 か 惨め な 立場 に 立た ざる を 得 な い 。 現在 、 
本 作 だ けが CD 化 さ れ て いな い の も 、 本 人 達 自身 が あま り 納 得 し て 
いな いこ と を 意味 する だ ろう 。 し か し 何 曲 か は 埋もれ て 欲し く な い 
内 容 で あり 、 思 い 切 っ た 再編 集 を 望み た い 気 が す る 。 (坂本 ) 





CASSIBER 

A Perfect World 

CD/ReR Megacorp ReRBO000CD 
"87 年 





3 作 目 、 こ こ か ら 彼 等 の カラ ー は 変わ っ た 。 コ ン ポ ジ シ ョ ン の 導 
入 。 そ の 前 に Chris Cutler の 偉大 且つ 膨大 な 活動 の 中 で も 最 重要 チェ 
ッ ク を し て お きた い バ ンド の 演奏 。 い や 、 ド ラマ ー は 彼 に な ら な か 
っ た か も し れ な いと いう 史実 か ら 、 い や 、 む し ろ 根 本 に は H. Goebbels 
& A.Harth と いう 高 レ ベル な 音楽 を 提供 し て きた デュ オ の 進化 発展 型 
か 。 暴 力 的 な 主題 の 提示 か ら 音 数 を し ぼり 気味 に し た り 全 速力 で 疾 
走 し た り 。 その 上 で 吐き 捨て 、 叩 き 付け る よう な ヴォ ー カ ル が 踊り 、 
サン プリ ング 音 が それ を 煽り 、 ド ラム が 強力 に 楽曲 を 推進 させ る 。 
全 詩 と 注釈 文 は C. Cutler に よる 。 まず は !80 年 代 後半 か ら 現 在 ま で の 
レコ メン 系 の 最大 注目 アー ティ スト 。 (伊藤 ) 


CASSIBER 
A Face We Al Kmnow 
CD/ReR Megacorp CCD 91 年 





全 作 の 路線 を 継承 し 発展 させ た 4 枚 目 は 同様 に Chris Cutler、Chris- 
toph Anders、Heiner Goebbels の 3 人 に よる 演奏 。 細 か い セ グ メ ン 
ト に 分 か れ て は いる が 、 全 体 と し て 大 きく 3 バー ト に 分 か れ て いる 
(これ は 楽曲 か ら と いう より 歌詞 の 内 容 か ら だ ろう )。 歌 詞 は 主 に Cutler 
に よっ て 書か れ て いる が Anders や Thomas Pynchon に よる 部 分 も あ 
り 。 作 曲 は Goebbels と Anders に ま か さ れ て いる が 1 曲 Rene Lussier 
に よる も の も 。 本 作 で は より 明確 な 作曲 が され て お り 、 彼 等 の 作品 
の 中 で は 最も 取っ つき や すい だ ろう 。 こ の 演奏 内 容 、 既 に 「 伝 説 の 」 
と いっ て 良い 来 日 公演 に 近く (当然 か 、 あ れ は '92 年 だ っ た ) いや が 
うえ に も 再来 日 を 望ま ず に は いら れ な い 。 こ の 作品 、 最 大 級 の 推薦 
盤 。 こ の 辺り に 馴染 み の 無い 人 は 本 作 か ら 。 (伊藤 ) 








CHRIS 6UTLER/LUTZ GLANDIEN 
Domestic Stories 


CD/(U.K.)Recommended ReR LSM CD 
92 年 





カト ラー と 旧東 独 出身 の 作曲 家 グ ラン ディ ー ン と の 共 作 で ある と 
は 言え 、 ア イデ ィ ア 自体 は アー ト ・ ベ アー ズ 時 代 か ら の 物 と 言う 事 
で 果して ドイ ツ に くく っ て 良い の か は 疑問 な の だ が 、 曲 を 書い て い 
る の は グラ ン デ ィ ー ン な 訳 だ し 国際 交流 が 盛ん な か レコ メン 系 や ジャ 
ズ 系 は 元々 国 別に くく れる 物 で も な か ろう 。 と も あれ ダグ マー、 フ 
リス 、 ハ ルト を 迎え た 本 作 、 ア ー ト ・ ベ アー ズ の 三 人 が 上 顔 を 揃え た 
事 か ら も 又 、 そ の 内 容 か ら も 安定 し て 信用 が 出来 る カト ラー の 作品 
の 中 で も 欠か す 事 の 出来 無い 物 。 ア ー ト ・ ベ アー ズ 程 表立っ た 切迫 
感 は 無い も の の ダグ マー の 唄 と 控え 目 な が ら 力 の 入っ た バッ ク に は 
引き 込ま れる 。 尚 、 詞 に つい て は ここ で どう こう 言え る 代物 で は 無 
い の で マー キー48 号 の カト ラー の 文 を 参照 し て 欲し い 。 (中 西 ) 





DAS PFERD 
Kisses 
CD/ITM Records 979.030 '88 年 





ジャ ー マ ン ・ ジ ャ ズ ・ ロ ッ ク ・ シ ー ン を 大 きく 塗り 替え て し まっ 
た の が この DAS PFERD だ 。 当 時 世界 で 一 番 カ ッ コ よく ぶっ 飛ん で い 
た ジャ ズ ・ ロ ッ ク ・ バ ンド と 言っ て いい 。 お そろ し く タ イト な リズ 
ム と 、 は じ け る ポッ プ ・ セ ンス 、 お し ゃ れ で アヴァ ン ギ ャ ルド 、 と 
いう 彼ら の サウ ンド は 、 あ る 部 分 で 正統 的 な マイ ルス ・ デ イヴ ィ ス 
の 後継 で も ある 。1st『Das Pferd』('87) に は T・ コ ラ (vc) も 参加 し 
て いた が 、2 nd の 本 作 に は R・ プ レッ カー(tp、fIh)、 B・ バ ング (vln) 、 
P・ プ レッ ツマ ン (sax) 、M・ マ ズー ル (d、perc) ら が 参加 。 それ で 
この サウ ンド だ か ら 凄 い 。 リ ー ダ ー は ヤン ・ カ ツタ (b) と ヴォ ルフ ガ 
ンク ・ シ ュ ミ トッ ゥ ケ (sax、kb) の ふた り 。 カ ツタ は ドイ ツ の ラズ ウェ 
ル 、 あ る い は エル ボー グ と も 言え る 重要 人 物 だ 。 (坂本 ) 





ぞう ち 








DEBILE MENTHOL (Switzerland) 
Emile Au Jardin Patrelogique 
LP/(Swi)Rec Rec 0O1 81 年 








スイ ス と レコ メン の 関係 は サン ライ ズ ・ ス タ ジ オ の 存在 か らし て 
も 浅 か ら ぬ 物 が 有り 、 同 国 の 支部 は 今や ヨー ロッ パ に お ける 中 核 と 
し て の 役割 を 果して いる が その 第 一 弾 が これ 。 バン ド 自 体 も NIMAL 
や L'ENSEMBLE RAYE 等 に つなが り 重 要 。 さて その サウ ンド だ が そ 
れ 以 前 の いわ ゆる オリ ジ ナ ル ・ レ コメ ン 組 が 各国 で 独自 に 切り 開い 
た 圧倒 的 に クセ の 強い サウ ンド を 持っ て いた の に 対し 、 最 初 か ら レ 
コメ ン を 意識 し た か の 様 な 整然 と し た 感触 (演奏 自体 は 例 の 復 雑 怪 
奇 な 物 ) を 持ち そこ いら 辺り は 同期 の カー トウ ー ン ( 米 ) や ナツ カ ( メ 
キシ コ ) 辺り と 共通 する 所 。 こ う 言 っ た 行き 方 に は 賛否 両方 あろ う が 
作品 と し て の 完成 度 は 当然 高く 又 時 代 柄 か ニュ ー ウ エー ウ ヴ 的 な 感覚 
を 取り 込む な どの 持 味 も 有る 分 コピ ー 的 な 物 で は 無い 。 (中 西 ) 


EINSTURZENDE NEUBAUTEN 
Kollaps 
LP/Zick Zack ZZ65 '82 年 





この 音楽 を 分 類する と 『 ノ イズ 』 に 入る の だ ろう が 、 実 は この 名 称 
『 ノ イズ 音楽 』 に は 何 の 定 義 も な く 、 あ る 物 は シン セ 音 楽 で あり 、 あ る 
物 は ミュ ー ジ ッ ク ・ コ ンク レー ト で あっ た りす る 。 ノ イ バ ウ テン は 
5 人 の メン バー の 内 、 2 一 3 人 が 『 鉄 』 を 演奏 する 。 こ れ だ け な ら 現代 音 
楽 や アヴァ ン ギ ャ ルド に 幾ら で も 先例 が ある が 、 彼 ら が オー バー グラ 
ウン ド に 浮上 し 得 た 原因 は 、 そ の 鉄 の 音 に 都市 の 音響 と いう 概念 を 付 
加 し 、 ロ ッ ク と し て 提示 し た と いう 点 で あろ う 。 様 々 に 加工 され た 鉄 
板 音響 に 、 カ リス マ 性 を 持っ た リー ダー& ヴ ォ ー カ ル で ある プリ クサ 
の 存在 が 加わ り 、 初 期 ジ ャ ー マ ン ロッ ク に 通 底 する 強 観 な 音楽 性 を 持 
つ 。 近 年 突如 復活 ライ ヴ を 行っ た ファ ウス ト が この ノイ バウ テン その 
まま の 音楽 を 演奏 し た 事実 が 彼ら の 重要 性 を 証明 し て いる 。 (中 野 ) 





ESTALT ET JIVE 
Nouvelle Cuisine 
LP/Moers Music 02038 '85 年 





ゲシュタルト ・ エ ・ ジ ャ イヴ 。 バ ンド 名 か ら も 判る 通り 、 ド イツ 、 
フラ ンス 、 イ ギリ ス 、 更 に アメ リカ の ミュ ー ジ シャ ン が 国籍 を 越え 
て 集まっ た スー パー・ グ ルー プ 。 ア ルフ レー ト ・ ハ ルト (sax) を 中 心 
に 、 ス ティ ー ヴ ・ ベ レス フォ ー ド (org)、 フ ェ ル ディ ナン ・ リ シャ ー 
リル (5) ウー ヴェ ・ ッ シュミット (d) 、 ア ント ン ・ フ ィ ア ー(d) が 集まっ 
た 。 凄 い 面子 だ が 、 ベ レス フォ ー ド が オル ガン を 弾い て いる あたり 
が 尋常 な セッ ショ ン で は な い 。 基 本 は イン プロ ヴィ ゼー ショ ン な の 
だ が 、 慎 重 に フリ ー・ ジ ャ ズ を 回 避 し て お り 、R・|・O 系 ジャ ズ ・ ロ 
ッ ク ・ セ ッ シ ョ ン と 言え る 内 容 と な っ て いる 。 その後 、 ハ ルト + リ 
シャ ー ル ピー ター・ ホ リン ガー(d) の 3 人 で 2 枚 組 の 2 nd アル バム 
『Gestalt Et Jive』 ("86) を 発表 し て いる 。 (坂本 ) 


HANS EISLER 
Musica Da Camera Ala Seuola 
思 Vienna 


LP /L'Orchestra OLPS 55018 
"? 年 (録音 71 年 ) 





ドイ ツー 国 に と ど ま ら ず 、 ゲ ッ ベ ルス & ハ ルト 、 ア ー ト ・ ベ アー 
ズ を は じ め 、 世 界 の 左 音 楽 へ の アイ スラ ー の 影響 は 計り 知れ な い 。 
ここ で は リリ ー ス の 事実 は 広く 知ら れ な が ら 、 内 容 に つい て は ほ と 
ん ど 語ら れる こと の な か っ た 2 枚 の 伊 ロ ルケ スト ラ 盤 を 紹介 し よう 。 
本 作 は 初期 (20 代 ) の 新 ウ ィ ー ン 楽 派 時 代 (アイ スラ ー は シェ ー ン 
ベル ク の 最も 将来 を 嘱望 され た 生徒 で あっ た が 、 そ の 後 師 と 離反 す 
る ) の 室内 楽 ・ 歌 曲 を 収め て いる 。 耳 に する 機会 の 多い 「 プ レヒ ト ・ 
ソン グ 」 に 比べ 、 こ れ ら の 小曲 は すべ て 、 ほ と ん ど 「 古 典 的 」 と さ 
え 言 える 均整 の と れ た 構成 と 端正 な 響き の 机 し さ に 満ち て お り 、 後 
に 顕著 と な る 演劇 的 な 対比 や 、 パ ー ト 間 の 対立 と 皿 較 と いっ た 要素 
は まだ 感じ られ な い 。 音源 は 東独 ノヴァ の 作品 集 か ? (福島 ) 








HANS EISLER 
La MMare 


LP /L'Orchestra OLPS 55019 
”? 年 (録音 '69 年 '70 年 ) 





本 作 は 、 マ キシ ム ・ ゴ ー リ キー の 原作 を プレ ヒト が 脚色 し アイ ス 
ラー が 作曲 し た カン ター タ 『 母 』 を 収め て いる 。 編 成 は 男女 独唱 各 
1 名 十 混 声 合唱 十 朗 読者 4 名 で あり 、 こ こ で は 伴奏 に より エコ ノミ 
ッ ク な ピア ノ 2 台 に よる 版 を 採用 し て いる 。 演 奏 は 語り に 遮 ら れ な 
が ら 進 み 、 2 台 の ピア ノ は (音量 的 な パラ ンス の 上 で も ) 通常 の 添 
え 物 的 な 伴奏 の 域 を 造 か に 逸脱 し て 、 リ ズミ ッ ク な 構造 を 明らか に 
し な が ら 声 と 鋭く せめ き 合 い 、 内 部 の 還 較 を 高め て いく 。 そ し て ソ 
ロ と 呼び か け 合 う 合 唱 の 激 史 ぶり が あたり を 熱狂 で 満た そう と する 
や 、 コ メン テイ ター の 沙 ち 着き は ら っ た 語り が 冷水 を 浴び せる 。 ダ 
グマ ー の 分 光 器 的 な 名 唱 を 聴き 知っ た 耳 に は 、 特 に 女声 の クラ シッ 
ク 的 発声 が 物足りな い が 、 そ の 分 構成 の 妙 は 味わい 易い 。 (福島) 
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Live A Vietoriaville 


LP /(Can.)Victo VICTO 04 88 年 
CD/(Can.)Victo VICTOcd04 





既に CASSIBER が 始動 し 、 更 に は その CASSIBER を ハル ト が 脱退 
し た 後 も ふた り は 共演 を 継続 し 、'87 年 に は カナ ダ で 開催 され て いる 
ヴィ クト リア ヴィ ル 国 際 現 代 音楽 祭 に 出演 。 そ の 時 の ライ ヴ 録 音 が 
この アル バム だ 。 スタジオ 艦 で は 演奏 技術 を 超越 し た 斉 づ くり を 強 
調 し て いた た め 、 彼 ら が どれ ほど ライ ヴ 演 奏 に 耐え る の か 想像 も つ 
か な か っ た が 、 こ こ で 明らか に され た の は 、 彼 ら が 間違い な く 超 一 
流 の 音楽 家 演 奏 家 で ある 事実 だ 。 一 切 の ゲス ト な し で 、 彼 ら に し 
か 作り 得 な い 音 楽 を 見 事 に 華麗 に 披露 し て みせ る 。 こ の フェ ステ ィ 
ヴァ ル で は ゲッ ペル ズ の 「The Man In The Elevator」 も 演奏 され 
た と いう か ら 、 ゲ ッ ペ ルズ へ の 注目 度 は 凄まじ いも の が あっ た に 違 
いな い 。 93 年 の C D 化 に 際 し 、 1 曲目 が 追加 され て いる 。 (坂本 ) 





ぞ づ ど 








HEINER GU0EBBELS 
Der Manm Im Fahrstuhl/The Mam 
In The Elevator 


LP /ECM 1369 88 年 
CD/ECM 1369 





カト ラー と ヘイ ワー ド の どちら を 選ぶ の に 迷う と 言う の も 凄い 話 
だ が 、 結 局 、 別 々 の プロ ジェ クト て で 両者 共に 起用 出来 て し まう の だ 
か ら 賛 沢 な 話 だ 。 それ は と も か く へ ヘイ ワー ド の 他 A・ リ ン ゼ イ 、 D・ チ 
ェ リ ー、F・ フ リス 等 を 迎え た 本 作 、(I 旧 東 ) 独 の 小説 家 (? ) ハ イナ ー・ 
ミュ ラー の テク スト に 音楽 を 組み 合わ せ た 物 。 い わ ゆ る 不条理 物 め 
いた テク スト の 為 筋書き の 紹介 に ほとん ど 意 味 が 無い の だ が 大 雑 把 
に 言え ば エレ ベー ター に 閉じ 込め られ た サラ リー マン 、 脱 出 を 果す 
と そこ は …!7 。 これ で は 二 時 間 ド ラマ だ が マジ な 話 テ クス ト を 読み 
な が ら 聴 く と 大 分 印象 が 違う 。 (英語 も 使っ て いる か ら 大 丈夫 ) 特 に 
リン ゼイ の ニュ ー ロ チッ ク な 声 と ドイ ツ 語 の 響き の 対比 が 効果 的 。 
勿論 曲 演 奏 共 申 し 分 無く 格好 良い の は 当然 。 (中 西 ) 
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HARTH 

Goehhels Heart 

LP /(Jap.)Eva Records WWCX2042 
"92 年 


CD/(Jap.)Eva Records WWCX2042 





ハイ ナー・ ゲ ッ ペ ルズ (kb、etc.) が '60 年 代 未 か ら フ リー・ ジ ャ ズ ・ 
シー ン で 活躍 し て いた アル フレ ー ト ・ ハ ルト (sax、etc.) と 出会い 、 
様々 な 形態 で の 共演 を 試み 始め た の は '75 年 の こと 。 ベ ルト ルト ・ ブ 
レヒ ト プ ハ ンス ・ ア イス ラー の 作品 を 動機 と し て た ゆま ぬ 独 自 の 実 
験 を 続け 、『Hommage: Vier Fauste Fur Hanns Eisler』('77) 、『Vom 
Sprengen Des Gartens』 ('80) 、『Zeit Wird Knapp』 (81) 、『Indianer 
Fur Morgen』('82) 、『Frankfurt-Peking』('85) 、『Live A Victoriaville』 
('88) を 残し て いる 。 本 アル バム は 『Zeit Wird Knapp』、『Indianer Fur 
Morgen』、『Frankfurt-Peking』 の 3 作 を 日 本 で 編集 し た 究極 の ベス 
ト ・ ア ル バ ム 。 ダ グマ ー・ ク ラウ ゼ も 参加 。 (坂本 ) 





HEINER GOEBBELS 
_ | Shadow/Lamdscane With 
ーー AOnauts 

CD/ECM 1480 513 372-2 '93 年 








彼 を 中 心 に サポ ー ト が 凄い 。 チ ャ ー ル ズ ・ へ ヘイ ワー ド に ルネ ・ ル 
シン SETIDUS022B 語っ ds フル 2929219 王 270021007 ョ ーー6 記 SR) 
テク スト に 曲 を 付け る と いう 形式 で 16 の パー ト に 分 か れる 楽曲 。 町 
中 で 録音 し た スト リー トノ イズ や サン プリ ング の 音 を 要 所 要 所 で 効 
果 的 に 背景 に 持っ て きた り 、 会 話 調 の 語り を 挟み な な が ら た お や か に 
曲 は 進ん で 行く 。 音 の 数 を 詰め 込ん だ 感じ で は な く 、 ゆ っ た り と 重 
な り 合 っ て ゆく 各 楽 器 は それ で も ぴり ぴり と 張り つめ た 鋭さ を 感じ 
させ る 。 こ れ は や は り コ ン ポ ー ズ 能力 に 尽き る と ころ だ ろう 。 彼 が 
参加 する 数 ある 作品 の 中 で も 上 位 に ラン ク さ れる 、 作 れ な い 1 枚 。 

(伊藤 ) 


ENSEMBLE MODERN 

Heiner Rnehhels 

LP /ECM Records ECM NEW SERIES 
1483 437997-2 '93 年 

CD/ECM Records ECM NEW SERIES 
1483 437997-2 





自ら の 活動 範囲 を 限定 し な い ゲ ッ ペ ルズ は 、 ロ ッ ク ・ フ ィ ー ル ド 
に と ど ま ら ず 、 例 えば 舞台 音楽 や ラジ オ ・ ド ラマ 作品 に も 積極 的 に 
取り 組ん で 来 た が 、'88 年 か ら は 本 格 的 に 現代 音楽 領域 に 参入 し 、 ユ 
ン ゲ ・ ド イッ チェ ・ フ ィ ル の 室内 オー ケス トラ 、 ア ン サ ンプ ブル ・ モ 
デル ン や パリ の アン サン プル ・ ア ン テ ル コン タン ポラ ー ン に 次 々 と 
作品 を 提供 。 そ の 全貌 が ここ に 初め て 明らか に な っ た 。 ア ン サ ンプ ブ 
ル ・ モ デル ン は 直前 に フラ ンク ・ ザ ッ パ 作品 を アル バム 化し 、 話 題 
を 呼ん だ ば か り だ っ た が 、 こ の ゲッ ペル ズ 作 品 で も 大 変 な 成果 を 納 
め て いる 。 エ レク トリ ッ ク ・ ギ ター や サン プラ ー ま で 駆使 し て 繰り 
広げ る 熱演 は 現代 オー ケス トラ の 行方 を 雄弁 に 示唆 する 。 ゲ ッ ペ ル 
ズ の 音楽 は 第 か も ひる むこ と な く 力 強 さ に 満ち て いる 。 (坂本 ) 








HEINER OUEBBELS 

Horstucke 

LP /ECM Records ECM 1452-54 
513368-2 94 年 

CD/ECM Records ECM 1452-54 
513368-2 





まだ リリ ー ス され た ば か り の 『 ラ ジオ 劇 集 』。C D 3 枚 組 の 大 作 だ 。 
これ で 謎 に 包ま れ て いた 彼 の ラジ オ 作 品 が 一 挙 に その 全体 像 を 明 ら 
か に し た 。 1 枚 目 の 「 プ ロメ テウ ス の 解放 」、 2 枚 目 前 半 の 「 没 落 の 
岸辺 」 は '86 年 に Riskant よ り 発 売 さ れ た ゲッ ペル ズ の 1 st アル バム に 
収録 され て いた が 、 現在 は 入手 困難 と な っ て いた 。2 枚 目 後半 の 「 メ 
ー ル シュ トロ ー ム 南極 」 と 3 枚 目 の 「 戦 車 ハ イ ウ ェ イ 」 は これ が 初 
アル バム 化 と な る 。 ハ イナ ー・ ミ ュ ラ ー、 エ ドガ ー・ ア ラン ・ ポ ボー 

言語 作品 を 動機 と し 、 ミ ュー ジッ ク ・ コ ンク レー ト 手 法 を 駆使 し 
た 、 現 代 斉 楽 、 ロ ッ ク 、 へ ヴィ メタ ル 、 ラ ッ プ に まで 及ぶ 音楽 の 意 
匠 を 巧み に 織り あげ た 巨大 な 音響 詩作 品 集 。 ゲ ッ ペ ルズ が どれ ほど 
重要 な 音楽 家 が いや と いう ほど 判る 傑作 。 (坂本 ) 





HRSCH NICHT AUS SOFA 

(H,. N. A. S.) 

Bitte Werfen Sie Ihren MM Aus 
Dem Fenster 


LP /Freedom in a Vacuum VACMLPO3 
"87 年 


詩 交 守る 





不明 瞭 に 歪ん だ 『Abwassermusik』(85 年 )、N WW の 協力 に よる 
繊細 な エレ クト ロニ クス 操作 が 気 怠 い 皆 さ に 水没 し て いく 『Melchior』 
(86 年 ) 自身 の レー ベル D OM か ら の 再生 不良 エレ ポッ プ 『K ttel Im 
Frost』 ( 同 ) と 、 作 品 制作 を 重ね る うち に 、 彼 ら は 自ら の キッ チュ な 
資質 を 見 定め た よう だ 。 本 作 で は 滑ら か な チェ ロ や オル ガン に よる 
催眠 的 な ドロ ー ン 、 膝 の よう な エコ ー を 身 に まとい 、 そ の 名 の 通り 
聴く 者 を 深淵 に 引き 込む ロー レラ イ の 呆け た ヴォ イス 、 ま る で あぶ 
く の よ うに フワ フワ と し た 隙間 だ ら け の リズ ム が 、 次 第 に 輪郭 を 暖 
昧 に し な が ら 、 室 内 を 薄紫 色 の ほのか な 匂い で 満た す 。 リ ー ダ ー 格 
の クリ スト フ ・ ヒ ー マ ン に は ソロ 作 の ほか “メル ツバ パ バウ” と の 共同 
作業 や MIMIR′ へ の 参加 等 が ある 。 (福島 ) 





ラグ 








KARLHEINZ STOCKHAUSEN 
Kontakte 


LP /Wergo WER60009 「'64 年 
CD/Wergo WER6009-2 





ボー イ ・ ソ プラ ノ に テー ブ プ 操 作 を 施し 、 ま た 電子 音 に より 声音 を 
合成 する こと に よっ て 、『 少 年 の 歌 』 は 両者 が 相互 浸透 し た 滑ら か な 
連続 体 と な っ た 。 電 子音 楽に よる 音色 的 、 和 声 プ 旋律 的 、 リ ズム 的 
構成 の 統一 体 構築 を 目指 し た 彼 は 、『 グ ルッ ペン 』 に お ける 音 高 と 持 
続 の 統一 セリ ー 化 (32 の 振動 は 超 低 音 だ が 、 4 な ら 1 秒 に 4 拍 の パ 
ルス と な る ) に 続い て 、 本 作 で 音色 スケ ー ル (音色 の 滞 次 変化 ・ 楽 
音 二 ノイ ズ 間 の 移行 ) の 設定 を 試み る 。 も は や 主要 な 音素 材 は 滑ら 
か に 変化 し な が ら 3 次 元 空間 いっ ぱい に 飛び 回 る 電子 音 で あり 、 ピ 
アノ や 打楽器 は より 広範 な 電子 空間 へ 向け て の オリ エン テー ショ ン 
に 過ぎ な い 。 本 作 に お ける 音色 と 空間 (運動 ) 構成 が 、 後 の 独 電子 
音楽 (ロッ ク を 含む ) の パレ ッ ト と な っ た 感 す ら あ る 。 (福島 ) 


KARLHEINZ STOCKHAUSEN 
Sternklang 


LP /Deutsch Grammophon 2707 
123(2531 281-2) 76 年 





Siockhdusen Slemkiand 
ME k 


彼 は 空間 を コン ポー ズ す る 。 初 期 の 電子 音楽 以来 、 を それ ら は まず 
音響 空間 へ の 注視 と し て 現れ 、 時 に 聴衆 を 取り 囲ん で スピ ー カ ー や 
オー ケス トラ ガ が 配置 され た 。 本 作 は 公園 の 中 に 分 散 配置 され た 5 組 
の 演奏 グル ー プ の た め の 作 品 で あり 、 基 づく べき 和 声 等 の 初期 条件 
設定 や 、 グ ルー プ 間 を た いま つ を 持っ て 走り 音楽 モデ ル を 伝達 する 
使者 、 時 折 中 央 で 打ち 鳴ら され る 太鼓 に よる テン ポ の 調律 … と いっ 
た 様々 な 仕掛 け に 加え 、 演 奏者 は 聞こ え に く い 他 グル ー プ の 音 に 耳 
を 澄まし 、 観 客 を も 巻き 込ん で 宇宙 的 同一 化 を 達成 する こと が 求め 
られ る 。「 他 の 天体 か ら の 来訪 者 へ の 準備 を 意図 し た 」 と の 彼 の 説明 
は 、 そ の 後 ま すま す 明 ら か に な る 神秘 主義 へ の 傾倒 を よそ に 、 グ ル 
グル 『UF 0』 に 添え られ た 例 の コメ ント と 響き 合う 。 (福島 ) 





KARLHEINZ STOCKHAUSEN 
Kurzwellen 


LP /Deutsch Grammophon 2707 
045 (139 451-2) "87 年 





本 作 は 各 演奏 者 が 短波 ラジ オ に 耳 を 傾け 、 そ こ か ら 聞 こえ て くる 
斉 に 、 様 々 な 指定 され た 仕方 ( 模 依 ・ 変 形 ・ 置 換 等 ) で 反応 する も 
の で あり 、 一 聴 し た 印象 は ジョ ン ・ ゾ ー ン の 『 ア ー チ ェ リ ー』 に も 
近い 。 この 類似 は 二 つ の 演奏 が と も に 、 演 奏 の 外部 に 設定 され た ス 
ケー ル に 基づく 管理 され た (ルー ル 化 され た ) 相互 作用 か ら 成 り 立 
っ て いる こと に よる と 者 えら れる 。 し か し シュ トッ クハ ウ ゼ ン に お 
いて 、 本 作 は 『 テ レム ジー ク 』 の 民族 音楽 、『 ヒ ュ ム ネン 」 の 国歌 の コ 
ラー ジュ の 延長 上 に 、 す な わ ち 世界 音楽 を 超え て 世界 の 「 外 」 へ と 
向かう 動き と し て 位置 付け られ 、 演 奏者 は 短波 ラジ オ を 通し て 未知 
な る も の の 語り か け を 聴き 取る よう 求め られ る 。 こ こ で の 電子 メデ 
ィ ア 環境 へ の 注視 は 神秘 主義 的 な 色合い を 濃く 帯び て いる 。 (福島 ) 


KLANGRA UME 
Klangra Ume 
LP/AufRuhr ART CD 001 "91 年 





自動 車 の 騒音 や 足音 、 群 衆 の 歓声 と いっ た 現実 音 を 素材 と し た テ 
ー プ ・ コ ラー ジュ 、 語 り 手 に より 読み 上 げ ら れ 演 じ ら れ る テク スト 、 
「 現 代 音 楽 」 風 の 室内 楽 演奏 (硬質 な アン サン ブル に アコ ー デ ィ オ ン 
が 横 し さ を 添え る ) が 、 ラ イヴ 空間 を 横切り 、 立 ち 止 まり 、 時 に 突 
風 の よ うに 吹き 抜け て いく 。 過 剰 な まで に 生々 し い 語 り の 現 前 性 ( 自 
ず と 聴 者 の 視点 は そこ に 置か れる こと と な ろう ) と 、 ざ ら ざ らし た 
物質 性 を 串 に し て 毅 い か か る テー プ ・ サ ウン ド の 覚醒 効果 の 不 均衡 
が 、 す べ て が 架空 の サウ ンド トラ ッ ク へ と 収 人 載 する こと を 妨げ る 。 
この 衝突 と 皿 較 、 出 来 事 に 満ち た 空間 こそ が 、 彼 ら の 提唱 する Klangra 
ume 三 Sound Space で あり 、 都 市 の 空間 に ほか な ら な い 。 演 奏者 で 
は 最近 自主 レー ベル を 始め た Georg Gr we(p) に 注目 。 (福島 ) 








KOLLEKTIV 
Feat, Jonas Hellhorg 
CD/ITM 979.034 「'88 年 





この KOLLEKTIV と いう バン ド は 勉強 不足 の た め メ ン バ パー 等 に 関し 
て 理解 し きっ て いな い の だ が 、 こ の アル バム は 全面 的 に 今や 説明 不 
要 の ベー シス ト 、 ヨ ナス ・ エ ル ボ ー グ が 参加 し て いる こと で 知名 度 が 
ある 。 演 奏で は ベー スレ ス の 1 曲 を 除い て 全曲 参加 し て いる の だ が 、 
作曲 面 に 絡ん で いる の は 冒頭 1 曲目 の み 。 悲 し いか な この 曲 が 一 番 
プッ 飛ん で いて 、 他 の 曲 は プレ イヤ ー と し て か な り の 貢献 を し て い 
る と いう レベ ル か ら 上 に 行か か がい 。 た ぶん も と も と そう いう バン ド 
な の だ ろう が 、 最 近 の 先鋭 ジャ ズ の 面白 味 を 知っ て いる フュ ー ジ ョ 
ン パ バンド 、 こ の 程度 の ひね くれ 具合 で は 他 に 幾ら で も 代役 が 務 ま っ 
て し まう 、 と いう 演奏 。 演奏 技術 面 か ら 見 る と 文句 の 付け 所 は な い 。 
(伊藤 ) 





KOMBINAT 前 (Austria) 
Komhinat M 
CD/(U.S.)Cuneiform RUNE 48 '93 年 





ウィ ー ン か ら 飛 び 出 し て きた 、 痛 快 爆発 型 ジ ャ ズ ロ ッ ク (いや 、 
ジャ ズ ロ ッ ク は 適切 な 表現 で は な い が 他 に 適当 な 言葉 が 見 つか ら な 
い ) グル ー プ だ 。 な ん と 言っ て も 演奏 が 爆発 し て いる 。 物 凄く 骨 の 
太い 音 を 出す の に と きど き オ チャ ラ け て けっ つま づく 。 そ の 次 の 瞬 
間 に は 走り 抜け て いる 。 メンバ ー 5 人 と も 並 で は な い テ クニ ッ ク と 
セン ス を 身 に つけ て いる が (それ も そう だ 、 殆 ど 全 員 正 式 に 教育 を 
受け て いる ) その 中 で も 注目 され る の は 現代 音楽 作曲 家 で ある G.Ligeti 
の 息子 が ドラ ム を 叩い て いる 。 ジ ャ ズ 、 ク ラシック 、 現 代 音 楽 、 ロ 
ッ ク な どい ろ い ろ な 音楽 を 好奇 心 革 盛 に 吸収 し た 上 で 、 あ えて 「 図 
太い 」 音 で 勝負 を か けた 、 と 解釈 で きる で あろ う 。 本 気 で 今後 の 活 
動 に 期待 する 。 (伊藤 ) 





ぞ づ ど ご 








IE KRUPPS 
Stahlwerksnfomie 
LP/ZICK ZACK ZZ 30 '81 年 





ファ ンク ・ ベ ー ス が 執 提 に 繰り 返す 重く 沈 鬱 な ビー ト が 、 い つ 果 
て る と も な く 療 映し きっ た 身体 に 食い 込み 続け 、 そ の 上 で フィ ー ド 
バッ ク ・ ギ ター や フリ ー キ ー な サッ クス の 中 叫 が 混ぜ 合わ され る (A 
面 ) 。 一 方 、B 面 で は 全く 同一 の ペー ス ・ ラ イン の も と 、 雄 叫び や 鉄 
パイ プ の 連打 と いっ た より プリ ミ テ ィ ヴ な 音響 が 、 空 間 を ね じ 曲 げ 
時 間 を 歪 ませ る 過激 な ダブ 操作 に さら され る 。 い ずれ の 場合 も 、 赤 
錆 の 中 に 重く 沈み 込ん だ サウ ンド は 、 い っ こう に カタ スト ロフ ンカ 
タル シス に 至る 気配 を 見 せ ず 、 た だ ひたすら に 内 圧 と 緊張 の プラ ト 
ー を 高め 続け る 。 グ ルー プ 名 は 、 鉄 鋼 王 グ 死 の 商人 の 財閥 クル ッ プ 
家 に ちな む 。 イ ナー・ ス ペー ス で コニー・ プ ラン ク に より 録音 され 、 
ホル ガー・ チ ュ カ イ に も 謝辞 が 捧げ られ て いる 。 (福島 ) 


KURT GULHOFER(Austria) 
Die Fallen Der Liehe 
LP/Vollmond 120 867 85 年 





柔らか な プロ ッ ク フ レー テ に 導 か れ て 幕 を 開け 、 触 れ た 途 端 に 壊 
れ て し まい そう な 繊 弱 な 音 に よる スケ ッ チ が 、 い ずれ も 断章 の まま 、 
夢見 る よう に 連ね られ 、 ふ と 浮か ぴ 上 が っ て は 、 ま た いつ の 間 に か 
消え て いく 。 鉱 物 の 輝き に 魅せ られ た 瞬間 永遠 へ の 遠い 憧れ 。 本 
作 は 、 夜 の 痢 が 次 第 に 底 の 方 か ら 白 々 と 明け て いく 時 間 に 捧げ られ 
た 「 夜 の 音楽 」 で あり 、 孤 独 に 凍え た 心 を 癒す べく 、 静 寂 に 浸 み 込 
ませ る た め の 東 の 間 の 祈り で も ある 。 同じ レー ベル か ら 他 に も 数 作 
リリ ー ス され て お り 、 い ずれ も 木管 と 弦 、 ギ ター、 キ ー ボ ー ド 、 声 
に よる た お や か で メラ ンコ リッ ク な 小品 集 だ が 、 お そら く は 断章 構 
成 ゆ え の 、 本 作 の は か な くも 華 秦 な 手触り を 採り た い 。 45 回 転 の た 
め 、 す ぐに 終わ っ て し まう の が 惜しく て た ま ら な い 。 (福島 ) 





LIMPE FUCHS 
Muusiccia (Metal/Stom6S) 
LP/Streamline 1004 93 年 





アニ マ の 音楽 的 中 核 を 担う 彼女 は 、 新 か れ た 巫女 の ご と き ビ ザー 
レ な 詠唱 と 、 エ レク トロ ニク ス と ヴァ イオ リン の 倍音 が 幾重 に も エ 
ロティ ッ ク に 交錯 す る ドロ ー ン ・ ミ ュー ジッ ク を 、『 ア ニ マ 」』 (87 年 ) 
と し て 発表 し 、 今 さら の よう に 女性 原理 に よる 音楽 の 作動 を 明らか 
に し た 。 本 作 で は 巨大 な 柱 時 計 の よう に 鳴り 響く 自作 楽器 バラ スト 
スト リン グ ス や 銅 鍵 の 高 鳴 り 、 テ ィ ン パ ニ の 連打 を 机 蒼 と 繁 ら せ た 
深い 森 を 、 冷 や か な 気 高 さ を 増し た 声 ・ ヴ ァ イ オ リン ・ 石 琴 が 鮮 や 
か に 踏み 分 け 歩ん で いく 。 さ ら に は 伊 ト スカ ナ 地 方 の 原野 で 繰り 広 
げ ら れる 狩り の 音 風景 (獲物 を 追い 詰め る 犬 の 咲 え 声 と 猟銃 の 発射 
斉 が 遠く 風 を わた る ) や 小川 の せせらぎ 、 牛 の 鳴 き 声 が 映し 出さ れ 、 
アミ ニス ティ ッ ク な 神話 的 世界 を 編み 上 げ る 。 (福島 ) 


MARKUS STOCKHAUSEN 
Beimgs 
LP/Fonit Cetra ALP 2017 87 年 





カー ル ハ イン ツ ・ シ ュ ト ッ ク ハ ウ ゼ ン の 長男 で あり 、 父 の 作品 演 
奏 に も 多数 参加 し て いる 。 こ こ に 収め られ た 演奏 に つい て は 「 す べ 
て の 音楽 は 直観 的 に 演奏 され た 」 と の コメ ント が 付 さ れ て お り 、 通 
常 の 「 ジ ャ ズ 」 即 興 が 基づく 対話 性 は 、 サ ウン ド ・ イ ンス タレ ー シ 
ョ ン 的 な 音 の 空間 配置 に 完全 に 取っ て 替 わ ら れ て いる 。 寸 分 の 狂い 
も な い プ ラ ト ン 的 真 球 型 の 空間 を 、 エ ンジ ェ ル ・ へ アー の よう に 軽 
や か な トラ ン ペ ッ ト が 満た し て いく 。 他 に 自身 の グル ー プ アパ リ 
スパ や ライ ナー ニュ プリ ュー ミニ ング ウス 『「 コ ン テ ィ ニ ュー ム 」 ( い ず 
れ も ECM) へ の 参加 が ある が 、 本 作 の よう な 無菌 状態 で の 純粋 培 
養 音 楽 こ そ が 、 彼 に は 似つか わし い 。 な お 、 共 漂 者 プロ ・ バ ベル (p、 
syhn、dr、perc) は 、 か の アニマ” の メン バー で ある 。 (福島 ) 








MATADOR 
A Tpuch Beyond Canned Love 


LP /What's So Funny About.. SF40 
"87 年 





マニ ア D、 マ ラリ ア // を 経た 女傑 グ ゲド ルン ・ グ ー ト (dr、tp、vo、 
electronics) を 含む 女性 ば か り の トリ オ 。 覚 醒 し た ビー ト と 鋭利 な ヴ 
ォ イ ス 、 そ し て 多様 な テー プ 効 果 が 切り 結ぶ A 面 も ちさ る こと な が ら 、 
鉛 を 挽 く 音 が 淡々 と 時 に 刻み 目 を 入れ て いく な か 、 葬 送 の 鐘 に 導 か 
れ て 幕 を 開け る B② か ら の 展開 が 素晴らし い 。 ピ アノ の 打鍵 音 を 育 
景 に つぶ や き 始 め た 声 は 、 次 第 に 冷気 霊気 を 帯び 、 黄 泉 の 国 か ら 
の 風 を は ら み 始め る 。 あ る い は ゴシック 様式 の 古城 に 組み 込ま れ た 
巨大 な 機械 仕掛 け 、 礼 拝 堂 内 に 突如 響き わた る 提 琴 ……。 高 貴 に 江 
ん だ 血 と 蒼 ざめ た 鋼鉄 が 産み 落と し た 崇高 の 美学 。 内 ジャ ケ の ポー 
トレ イト は 、 彼 女 達 の 、 ま さ に 魔女 と 呼ぶ ド に ふさ わし い 、 何 者 も 寄 
せ 付 け ぬ 冷や か な 美 し さ を 見 事 に 写し 取っ て いる 。 (福島 ) 





MM 骨 RIEIO KAGEL 

Mateh Fr 3 Smieler/MIusik FT 
RenaiSSsance-IhStrumemte 

LP Grammophon 104 993 





カー ゲル は 31 年 アル ゼン チン に 生ま れ 57 年 に 渡 欧 、 以 後 ケ ルン を 
中 心 に 活動 を 続け る 作曲 家 で ある 。 声 の 領域 の 野心 的 な 拡張 を 進め 、 
楽器 演奏 の 視覚 的 側面 の 演劇 性 儀式 性 と 機械 的 反復 に 注目 し 、 数 々 
の 「 シ アタ ー・ ミ ュー ジッ ク 」 作 品 を 作曲 し た 。 それら は 悪意 の こ 
も っ た フ モ ー ル に よっ て 制度 を 解体 構築 する と と も に 、 シ ュ ト ッ ク 
ハウ ゼン を 含む 多く の 作曲 家 た ち に 、 演 奏 が 必然 的 に 有する 演劇 性 
に つい て 気付 か せる こと と な っ た 。 ここ に 収め られ て いる 2 作品 の 
うち 、 前 者 は 2 人 の チェ リス ト が 打楽器 奏者 を 審判 に スポ ー ツ の ご 
と く 対 決する も の 。 後 者 は タイ トル 通り ルネ サン ス 時 代 の 楽器 に よ 
る アン サン ブル だ が 、 回 顧 的 要素 は 一 切な く 、 楽 器 特有 の 過剰 な 倍 
音 が 鋭く 波 立ち 吹き 荒れ る ノイ ズ 音 楽 と な か っ て いる 。 (福島 ) 





ジラ ぢ ラ 








MAULICIO KAGEL 
Exotica 
LP/Koch/Schwann 3-1391-2 93 年 





『 エ キ ゾ ティ カ 』 は 6 人 の 演奏 者 に 各々 10 種 類 以上 の 非 西欧 楽器 と 、 
これ また 非 西欧 的 な 発声 を 操 ら せ 、 ア ジア プア フリ カ 産 の エス ニッ 
ク な 音響 の 断片 が リズ ミッ ク に 渦 を 巻き な が ら 戦 争 状態 に 突入 する 
と いう 圧倒 的 な が パワー みな ぎる 確信 犯 的 大 曲 。 こ の アン サン ブル ・ 
モデ ルン に よる 演奏 の 、 い か に も ワー ルド ・ ミ ュー ジッ ク 以 後 を 感 
じ さ せる 級 蜜 な 適 確 さ と 、 グ ラ モ フ ォ ン 盤 の V・ グ ロボ カー ル 、M・ 
ポル タル 、C・ カ スケ ル 、S・ パ ルム ら オ ー ル スタ ー に よる 歴史 的 
録音 (72 年 ) の 異様 な 熱気 と 興奮 に 浮か され た パフ ォ ー マ ンス 色 濃 い 
演奏 の 、 ど ちら を 採る か は 意見 が 分 か れる と ころ だ ろう 。 な お 後者 
は 2 ギター と ピア ノ に よる トニ ー・ コ ン ラ ッ ド プア ン ソ ニー・ ム ー 
ア 的 な が ミニ マル ・ ミ ュー ジッ ク 「『 タ クティ ル 』 も 収録 。 (福島 ) 


(Switzerland) 

In A Certain Light We A Apear 
人 eem 

CD/(Swi.)Rec Rec reCDec 905 "87 年 


Ss NO SEDHETSINTHEFAMILY 
$※ AN 





ヴァ イオ リン に 管楽器 を 含め た 5 人 組 の 編成 、3 枚 の アル バム が 
RecRec か ら 出 て いる こと か ら 判 る よう に カン タ ベ リ ー 現 在 形 の 中 に 
属す る 音楽 性 を 持つ が 、 も っ と 注目 され て 良い バン ド 。 そ の 彼 等 の 
1 st。 細 か くめ まぐ る し く 表 情 を 変え る 曲 構成 に お ちゃ ら け た 旋律 が 
顔 を 由 し た り 。 と いう と 引き 合い に ZAMLA を 出し た く な る が 、 勿 論 
その 手 の フ ァ ン へ の アピ ー ル 度 は か な り 高 い 。 よ り シ リア ス さ が 強 
く 、 女 性 ヴォ ー カ ル (これ が な か な か 面白 い 味 を 出す 要 に な っ て い 
る ) が 全面 に 出 て き て いる 部 分 と イン スト の けっ つま ずく よう な 展 
開 が 小気味 よい 。 彼 等 の 作品 3 枚 と も 同 傾向 で どれ も 楽し め る が 本 
作 が 一 番 か っ ちり まとまっ て いる か ? と に か く こ の レー ベル で 「 お 
っ ? 」 と 引っ か か る 好み を 持っ て いる 人 に は 大 推薦 盤 。 (伊藤 ) 





NO SECRETS IN THE FAMILY 
Play & Stranme Laughter 


CD/(Swi.) RecRec Music reCDec 23 
"89 年 





NO SECRETS IN THE FAMILY は スイ ス て 活動 し て いる Recom- 
mended 系 の バン ド 。 Recommended 直 系 パン ド の 中 で は 最近 特に 活 
き の い い 演 奏 を 聴か せ て くれ る バン ド の ひと つ だ 。 デ ヴィ ッ ド ・ ト ー 
マス あたり の 影響 を 強く 受け て いる よう だ が 、 ア ン サ ンプ ブル の 江 り 方 
は ART BEARS や AQZAK MABOUL に 匹敵 する 。 聴 け ば 聴く ほど に 納 
得 の 行く 不 敵 な 音楽 。 本 作 は 彼ら の 2 nd に 当たる 。 メ ン バ ー は ア ネ ッ 
テ ・ シ ェ ー ン ホル ツァ ー(Vvo、kb) 、 マ ルク ス ・ シ ェ ー ン ホル ツァ ー(vo、 
g、melodica) 、 ダ ニ エ ル ・ マ イエ ン バ ー ガ ー(b、ukulele、vo) 、 マ ー テ ィ 
ン ・ ガ ン テ ン バイ ン (d、f、sax、acc、vo) の 4 人 。 加 えて vIn、bsn、tuba、 
vc、ob の ゲス ト が 参加 し て いる (バス ー ン の ビー ト ・ ブ ライ ナー は 
MAX LASSER'S ARK の 準 メ ン バ ー) 。 聴き 逃す べから ず 。 (坂本 ) 





MSssegsahmiE ut) MD SEDRETS IN THE FAMILY 
4 ] Kleinmzeit 
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知る 限り で は 最新 の 三 作 目 。 ベ ー シ ス ト が 代わ っ て いる が 音 傾向 
は 相 変 ら ず の 典型 的 レコ メン ・ サ ウン ド 。 あ る 意味 で は 閉じ 込 っ た 
印象 を 与え る も の の 軽快 に シリ アス に 茶化し も 取り 入れ て 流れ 良く 
進行 する その サウ ンド の 完成 度 は 非常 に 高く 、 こ の 手 の ど の バン ド 
に も ヒ ケ を 取る 物 で は 無い 。 又 、 凝 り ま くっ た 造り な の に どこ か 軽 
妙 な コミ カル さと どん より と な ら な い 不 気味 さ を コ ミ で 感じ させ る 
な ど 梓 の 中 と は 言え 独自 性 は 確立 し て いる 。 こ れ ま で の 作品 で は 他 
の レコ メン 有名 筋 と の 交流 は 見 られ 無 っ た 様 だ が 、 本 体 で は ビル ・ 
ジロ ー ニ ス が プロ デュ ー ス (演奏 に も 参加 ) し て お り 、 そ の お か げ 
か トー タル な 流れ の 中 で の メリ ハリ が 最も 良く 由 て いる と 思う 。 と 
も あれ レコ メン ファ ン は 要 注 目 の バ ンド 。 (中 西 ) 








NORBERT M SLANG, ANDY HL( 
Switzmrlam) 

Kick That Hahit 

LP/Uhlan G UP 05 '8G6 年 





ラジ オ や レコ ー ド ・ プ レー ヤー 等 、 日常 身 の 回 り に ある ジャ ンク ・ 
エレ クト ロニ クス を 音源 と し て 再発 見 し た こと に より 生ま れ た 、『Nack 
On』 (82 年 ) に お ける ポー ル ・ リ ッ ト ン に も 似 た 間 歌 的 で エレ クト ロ ・ 
アコ ー ス ティ ッ ク か つ パ ー カ ッ シ ヴ か な 即興 演奏 は 、 続 く 『Voice Crack』 
(84 年 ) で 、 ス ピー カー、 マ イク 、 プ ロジ ェ ク タ ー、 光 電 素 子 、 発 信 
機 、 ラ ジオ 等 が 形成 する 音響 的 光学 的 電子 的 な 相互 干渉 の 操作 
へ と 進展 し 、 音 響 の 生 密 さ を 増し て 、 空 間 的 な 濃度 を 獲得 する に 至 
る 。 本 作 で は 、 ヤ スリ を か けた よう な 軌 み と 電 子 的 な 悲鳴 が 全編 を 
満た し て お り 、 彼 ら の 方 法論 が ひと つの 極限 に 達し た こと を 示し て 
いる 。 その 後 16-17 の クヌート ・ レ ー モ ン (dr) を 加え 、 ヴ ォ イ ス ・ ク 
ラッ ク の 名 で 活動 を 続け て いる 。 (福島 ) 





PI6.D4 
struct 
LP/Selektion SLP 005 '85 年 





マイ ン ツ て で 活動 する ポス ト パ ン ク ・ バ ンド P.D. は 『Alltag』 で 示し 
た テー プ ・ ミ ュー ジッ ク へ の 傾斜 (街頭 の 現実 音 が ズタズタ に 切り 
裂 か れ 、 あ る い は 遠く 隔て られ 夢幻 的 光景 へ と 変貌 する ) を 、P16. 
D4 へ の 発展 的 解消 に より 一 層 顕 著 に し て いく 。 タ イト ル は 「 デ ィ ス 
タン ト ・ ス トラ クチ ャ ー」 の 略 で あり 、 遠 く 離れ た 他 者 (本 作 で は 
14 ア ー テ ィ ス ツ ) か ら 送 り 届 けら れ た 音響 素材 の 集積 を 様々 に 変容 
し 切り 刻み 重ね 合わ せ ノ 組み 込み 自ら 音響 を 加え 作品 へ と 加 
工 し て いく (未完 の ) プロ セス で ある 。 制作 に あたっ て は 常に 他 者 
と の 距離 感 が 強く 意識 され て お り 、 あ ら か じ め 与 えら れ た 平面 の 上 
で 行わ れる コラ ー ジ ュ の 安易 さ は 微塵 も な く 、 む し ろ 即 興 演奏 に 特 
有 の 強度 を 比類 の な い ほ ど み な ぎら せ て いる 。 (福島 ) 








ダイ の 











P16.D4・SWIMMING BEHAVIOR 

OF THE HUMAN INFANT 

』 還 時 Nichts Niemanl Nirgends Nie! 
この 論 LP/Selektion SCD 002 '86 年 





『 デ ィ ス トラ クト 』 の 方 法論 は 、 S.B.O0.T.H.!. と の 緊 軍 な コラ ボレー 
ショ ン や 、『 キ ャ プチ ャ ー ド ・ ミ ュー ジッ ク 』 に お ける クリ スチ ャ ン ・ 
マー クレ イ 、 エ リオ ッ ト ・ シ ャ ー プ 、 ニ コラ ス ・ コ リン ズ 、 ナ ハト 
ルフ ト ら と ネッ トワ ー キ ング 等 を 通じ 、 よ り 電 子 的 か つ 構 造 的 な 領 
野 に お いて 展開 ・ 深 化 ・ 錬 磨 さ れ 、 や が て 別 プ ロジ ェクト た る SL 
P (即興 性 の 確率 的 な 混入 を 許す ター ン テ ー ブ ル ・ ス クラ ッ チ と コ 
ンピュータ ー に よる デー タ ・ プ ロ セ ッ シ ン グ の 結合 プロ ジェ クト ) 
へ と 受け 継が れ て いく こと に な る 。 本 作 は その 最初 の 成果 で あり 、 
ここ で 素材 の プロ セッ シン グ は 精 紋 な マト リッ クス に 基づく も の の 、 
いま だ 即興 的 な 強度 を 失っ て いな い (S.B.0.0.H.|. や S L P は いさ さ 
か コン セ プ チ ュ ア ル に 過ぎ る )。 (福島 ) 


S.Y.P.H. 
S.V.P.H. 


LP/Pure Freude PF 15 "82 年 





前 作 『Pstl』 に 続き ホル ガー・ チ ュ カ イ の 協力 を 得 た 4 作 目 。 一 方 
ジュ フ (この 名 は 梅毒 Syphilis の 暗示 だ ろう か ) の メン バー も 、 当 時 
チュ カイ の 『 オ ン ・ ザ ・ ピ ー ク ・ オ ヴ ・ ノ ー マ ル 』 に 参加 し て お り 、 
この 時 期 彼ら が 緊密 な 共同 作業 体制 を 組ん で いた こと が わか る 。 彼 
ら の 音 は まさ し く カ ン の 再臨 と いう べき も の で 、 野 卑 な 民俗 的 パワ 
ー に 満ち た 前 作 が 『 モ ンス ター・ ム ー ヴ ィ ー』 と すれ ば 、 繊 細 に し 
て 暖 昧 か つ 夢 幻 的 な テー プ 操 作 と 単調 で 催眠 的 な か ビート が 、 ま る で 
効果 斉 の よう に 交錯 する 器楽 演奏 (と そり わけ チュ カイ の フレ ンチ ・ 
ホル ン は 、 一 種 の 減速 効果 と 空間 的 な 奥行 き 、 さ ら に ユー モア を 付 
け 加 えて いる ) と と も に 、 知 覚 領 域 を 緩やか に 浸潤 ・ 拡 大 する 本 作 
は 『 フ ュー チャ ー・ デ イズ 」 に 当たる と 言え よう 。 (福島 ) 





VLADIMIR ESTRAGON 
Three 0Ouarks For Muster Mark 
CD/Tiptoe TIPTOE CD 888803 89 年 





これ は まさ し く 新 世代 の ジャ ー マ ン ・ ロ ッ ク と 言っ て いい だ ろう 。 
0 
う の が 、 実 に と ん で も な いこ とら だ と 思う メン バ は フィ ル ・ 
BL 200 ま ひ PU 
ハー ゲ (prog、 smpl、kb) 、F・M・ ア イン ハイ ト (metal、elec、perc) 
の 4 人 。 ミ ント ン は M・ ウ ェ ス トブ ルッ ク と の 活動 で 知ら れる 。 ア 
イン ハイ ト は 元 EINSTURZENDE NEUBAUTEN の ノイ ズ ・ パ ー カ ッ 
ショ ニス ト 。 だ が 、 主 役 は ハー ゲ と ハル ト だ 。 し て 、 彼 ら の 音楽 は 
と 言え ば 、 す こぶ る ポッ プ な アヴァ ン ギ ャ ルド ・ ロ ッ ク な の だ ( 勿 
論 ジ ャ ズ の 要素 も ふん だ ん に 入っ て いる が )。 す べ て の 音楽 に 精通 し 
て いる らし い 才 女 ハ ー ゲ の サウ ンド ・ コ ント ロー ル が 秀逸 。 (坂本 ) 


WERKBUND 
Skagerrak 


LP /Walter Ulbricht Schallfoien WULP 
007 87 年 








神経 を 逆なで する 低く 不明 瞭 な ノイ ズ の 強迫 的 な 反復 、 破 裂 する 
よう な 発射 音 、 何 か 巨大 な も の が ゆっ くり と 頭上 を 通過 し て いく 、 
近く で 数 回 の 爆発 、 鋭 い 反響 を 伴う 打ち 鳴ら され た 金属 音 、 耳 を つ 
ん ざく 機械 の 動作 音 、 や は り 何 か シス テム の 作動 ノイ ズ に 重なる 心 
臓 の 鼓動 、 ラ ジオ か ら 流 れる 勇壮 な 軍歌 …… 視 覚 を 喚起 する こと の 
な い 、 暗 闇 の ミュ ー ジ ッ ク ・ コ ンク レー ト が 洪水 艦内 部 の 閉所 恐怖 
を シュ ミレ ー ト する (付録 の ポス ター に は 海戦 図 。 セ ンタ ー・ レ ー 
ベル に も 海戦 風景 )。S PK や ライ バッ ハ の リリ ー ス 元 で も ある ヴァ 
ルター・ ウ ルプ ブリ ヒト が 掲げ る 「 新 保守 主義 (それ を 最も 体現 し て 
いる の が ヴェ ルク ブン ト で ある と いう ) と は 、 シ ャ ルル ・ モ ー ラ ス 
的 な 反 近 代 主義 ・ 反 ヒュ ー マ ニ ズム の 調 で は な いか 。 (福島 ) 








WOLFGANG SALOMON 
Luna-Small Sten For Mankimd 


CD/Chance Productions Best.:1003 
'92 年 





ヴォ ルフ ガン ク ・ ザ ー ロ モン の 名 前 は ジャ ー マ ン ・ ロ ッ ク で は な 
く 、 北欧 の 音楽 シー ン に 1 度 だ け 登 場 し た こと が ある 。 それは 即ち 、 
スウ ェ ー デ ン て で 結成 され た VON ZAMLA の ベー シス ト と し て だ っ た 。 
以来 彼 の 名 前 を 見 か ける こと な ど つ い ぞ な か っ た の だ が 、 こ の アル 
バム に よっ て 突如 彼 の 復活 が 確認 され た の だ っ た 。 こ れ は THEATRE 
LA LUBIE (直訳 すれ ば 「 気 まぐ れ 劇 場 」) の 同名 タイ トル の SF 仕 
立て の 芝居 の た め の 劇 伴 音 楽 ら し い 。 打 ち 込 みな ども 丁寧 に 駆使 し 
た 実験 的 か つ ド ラマ ティ ッ ク な 音楽 で あり 、 更 に 昔 の 仲間 で ある ミ 
シェ ル ・ ベ ルク マン (bsn) と ラー シュ ・ ホ ル マ ー(kb、acc) が ゲス ト 
参加 し て いる と あっ て は 聴き 逃す 訳 に 行か な い 。 殆ど 自主 制作 に 近 
い ア ル バ ム だ が 、 プ ラン ク を 感じ させ な い 力 作 だ 。 (坂本 ) 





ZERO KAMA(AuStria) 
The Secret Eyes Of L.A.Y.L.A.H. 


LP /Nekrophile NRCO7 84 年 
CD/Permis De Construire PER 009 





LP 裏 ジャ ケッ ト の 写真 に 見 られ る よう に 、 チ ベッ ト 密 教 の 儀式 
に 用 いら れる カン リン に 似 た 笛 、 頭 募 朋 に 皮 を 張っ た 太鼓 類 と 、 本 
作 に 用 いら れ て いる 楽器 は 総 べ て 人 骨 製 で あり 、 演 奏 は 長く 尾 を 引 
残響 を 身 に まとい な が ら 、 プ リ ミ テ ィ ヴ な リズ ム を 従え 、 何 か 秘 
め ら れ た パワ ー を 喚起 する よう に 厳か に 進め られ る 。 こ こ で フェ テ 
ィ ッ シュ ( 呪 物 ) の 持つ パワ ー は 、 生 み 出 され る 音 を 通じ て 、 性 の 
創造 的 な 力 へ と 働き か ける の だ 。 究 極 の リ チ ュ アル ・ ミ ュー ジッ ク 。 
な お 、 オ リ ジ ナ ル は ウィ ー ン の 「 死 体 嗜好 」 レ コー ズ よ り リ リー ス 
され た カセ ッ ト ・ テ ー プ ( 同 シ リー ズ で は 他 に ゾ ス キア コイ ル の 
第 一 作 等 が リリ ー ス され て いる )。L P に は その リミックス が 収め ら 
れ て いる (写真 は LP ジ ャ ケッ ト の も の で ある )。 (福島 ) 
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アイ ン ・ ソ フ 
AN SOPH 

クイ ッ ク ・ サ ンド 
QUICK SAND -Special LiVe V0l.3- 
BELLE ANTIOUE 9472 

\P.910( 税 抜 価格 ) 

SERIES q① 

日 月 日 発売 


遂に 真打 ち 登 場 と いっ た 感 の ある アイ ン ・ ソ フ の '86 一 "89 年 の ライ ヴ 。 こ の 
時 代 の アイ ン ・ ソ フ は ダ プ ル ・ キ ー ボ ー ド の 編成 で あり 、 彼 等 が キン グ ・ レ コー ド 
か ら の デビ ュー・ ア ル バ ム 「 妖精 の 森 」 以 来 の 、 ス リリ ング な 演奏 と メラ ンコ リッ 
ク な 響き を プレ ンド し た 独特 の 世界 を 描く こと に 成功 し て いま す 。 又 、 全 10 曲 が 
ここ で は 演奏 され て いま す が 、 内 、6 曲 ま で が 未 発表 曲 で まあ この 時 期 の スタ ジ 
オ 盤 に は な い 、 ラ イヴ 演奏 だ け に 感じ る こと の で きる ダイ ナミ ズム 。 そ し て 、 ダ プ 
ル ・ キ ー ボ ー ダ ー の うま 味 を 最大 限 に 引き だ し た 幽 幻 な 空間 。 長 い 活動 を 続 
ける アイ ン ・ ソ フ の 歴史 の 中 で 、 最 も テン ショ ン の 高かっ た 時 期 の ひと つ 。 そ の 
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AKA ME NO KAGAMI 

BELIE ANTOUE9473 

\P.910( 税 抜 価格 ) 

SERIES QP 日 月 日 発売 


長い 探索 の すえ に 遂に 発見 し まし た 。 新 月 の クォリティ ー の 高い ライ ヴ ・ テ ー 
プ を 。'79 年 秋 、ABC ホ ー ル で の 初日 。 メ ン パ ー 達 に 言わ せ て も 最も テン ショ ン 
の 高かっ た ライ ヴ ヅ の 1 つ だ と いう 伝説 の パフ ォ ー マ ンス で す 。 ア ル バ ム 制作 時 と 
いう こと も あり 、 演 奏 自 体 も ウェ ル ・ バ パラ ンス に 仕上 げ ら れ て お り 、 又 、 フ ァ ン の 間 
で 幻 の 曲 と し て 語り 継が れ て きた アル バム 未収 録 曲 も 4 曲 (不意 の 旅立ち / 少 
女 は 帰れ な い / 赤 い 目 の 鏡 / 殺 意 へ の 船出 ) が 収録 され て いる の も 大 き な 話 
題 と な る で し ょ う 。 ア レン ジ の 巧み さと 、 ワ イド ・ レ ンジ な 演奏 、 演 劇 性 の ある パフ 
ォ ー マ ンス で 日 本 の シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク の 代表 的 な グル ー プ の 幻 の 名 演 が 
















TO FOREIGN MUSICIANS 


& DISTRIBUTORS. 
WE ARE SPECIALISTS OF PROGRESSIVE 
ROCK. PLEASE SEND US YOUR UNKNOWN 
MATERIALS. WE MAY INTRODUCE THEM 
IN JAPAN. WE ARE LOOKING FORWARD 
TO YOUR CONTACT. THANKS. 





新 月 


SHINGETSU 


新 月 

SHINGETSU 

BELLE ANTIOUE 9474 
\2.810( 税 抜 価格 ) 
SENIES ③ 

日 月 日 発売 




















月 の オリ ジ ナ ル ・ ア ル バ ム も マー キー より 再発 する こと に な り ま し た 。 日 本 の シ 
ン フ ォ ニ ッ ク ・ ロ ッ ク の 古典 と いう と 、 こ の 新 月 を ナン バー・ ワ ン に あげ る ファ ン が 
と 思い ます ,。 ジェ ネ シ ス と いう 御手 本 が あっ た こと は 事実 で す が 、 ジ ェ 
ネ シ ス の アレ ンジ を 研究 し 、 そ れ を 日 本 的 な 陰影 の 中 に 見 事 に 抽 入 する こと 
に 成功 し た 名 曲 * 鬼 "は シン フォ ニッ ク ・ ロ ッ ク の 名 作 と し て 歴史 の 中 で 輝き 続 
け て いく こと で し ょ う 。 又 、 財 美的 な 情景 を 押 制 され た 美意識 の 中 で 綴る " 白 
唇 ヴォ ー カ ル が 様々 な 声色 を 使い 分 ける "科学 の 夜 / 等 、 ど れ も が ナイ ー ヴ 








記憶 が 、 今 、 加 り ます 。 ここ に 再現 され まし た / な 感性 を 卓越 し た アレ ンジ に よっ て 表現 され た 佳 曲 揃 いで す 。 





























フロ マー ジョ フロ マー ジュ ヘレ ティ ッ ク マジ カル ・ 70'S ウ ェ ス ト ・ ジ ャ バ = 
オシ デイ ニー ヌ 2 1984 一 BB 状 ウ ニー マヨ ロッ ク ・ シ ー ン 
BEME ANTIOUE 9458 BE ANTIOUE 9459 BEME AWTOUE 9457 ミュ ー ジ ッ ク ・ BEE ANTUE 94| 
\8.980( 税 抜 価格 ) \.880( 税 拓 価 格 ) \.980( 税 抜 価格 ) フロ ム ・ へ ヘヴン \@.90( 税 抜 価格 ) 
SENES <① SHIES (⑤ SRIES ③ BIE WTOUE 960 SRIES (⑤ 

\2.980( 税 抜 価格 ) 

SEIES ④ 
オリ ジ ナ ル ・ ゴー ルデン ・ ア 伝説 の 彼方 一 ケシ ソー まどろみ ( 壮 狂 乱 ) 
ツウ ター リミッツ ヴァ ン ギ ャ ルド 東京 シン フォ 空 に 光る ライ ヴ vQIl.4 
ウー マニ の ゴー ルデン ・ ア ニニ ウ ウッ ンド 2 の 6 0 計 
BEULE ANTIOUE 9462 ヴァ ン ギ ャ ルド 回 計 療 val. M 
\P.880( 税 抜 価格 ) BIE ANTIOUE 9463 BEIE ANTIUE 9464 BEIE AMTIOUE 9465 SEES ⑩ 
SEES () \.180( 税 抜 価格 ) \.910( 税 抜 価格 ) \C.810( 税 抜 価格 ) 

SEIES ② SENES 馬 に こり 






















還る \ カ ナダ の イエ ス * の 名 を 欲し いま ま に し て いる ポ * フィ ンチ の 残し た 3 枚 の 遺産 は 、 そ の どれ も が 水 
ポ レン ー レ ン 唯 一 の 作品 。 ダ ループ ・ ネ ー ミ ング に 相応 し フィ ンチ 準 の 高い 名 作 と し て ファ ン の 間 で 認め られ て いま す 
極 彩 色 の 宇宙 い 幻想 美深 れる ジャ ケッ ト ・ ア ー ト を 象徴 する か の ガレ オン ズ ・ が 、 ど れ か 1 枚 と いう こと に な る と 、 こ の サー ド ・ ア ル 
MAHOUEE 9467 ご と く 、 時 に 目まぐるしく 変幻 自在 な カタ スト ロフ ィ オヴ ・ パ ッ シ ョ ン パ ^ を 選ぶ 方 が 多い よう で す 。 ジャ ズ の 要素 も 加え 
\P.g00( 税 抜 価格 ) ー、 時 に 感傷 的 が ナル シズ ム の 両面 性 を 見 事 に 兼 MAROUE 9475 て 、 意 欲 的 な イン スト ゥ ル メン タル 作品 に と り 組ん だ 
7 月 日 発売 予定 ね 備え た 、 リ リン ズム あふ れる 旋律 と ファ ンタ ジッ ク \8 500( 税 抜 価格 ) ファ ー ス ト 。 全 3 曲 の 大 曲 志向 と 叙情 的 な フレ ー ジ 

な 曲 展開 は 、 手 に 触れ た だ け で も 壊れ そう な 硝子 日 月 中 旬 発 売 予 定 ング で 聴く 者 の 魂 を ゆ さ ぶる セカ ンド 。 そ し て 、 全 作 


細工 、 カ レイ ドス コー プ の 描き 出す 世界 さえ も 思わ 
せま す G, Key、Vo & B, Ds の 基本 的 な 4 人 編成 な 
が ら も 、 皆 互い 違い に 楽器 を 持ち 替え た り 、 ヴ ァ イ 
プ 、 フ ルー ト を 導入 し た り と 、 変 則 的 な パタ ー ン で オ 
リ ジ ナ リティ ー 濃 い 複 雑 な 構築 美 を 具現 化し て い 
ます 。 発 掘 当時 、 こ の ポー レン と OPUS 5 が 2 大 シ 
ン フ ォ ニ ッ ク ・ パ ンド と 並び 称 され た 時 期 が あり まし 
た が 、 静 の OPUS 5 に 対し 、 動 の ポー レン と し て マニ 
ア 達 を 悩ま せ た 1 枚 。 遂 に CD 化成 り ま す 〆 


品 中 、 最 も 洗練 され た エン ジニ アリ ング で 、 彼 等 の 
情熱 を 余す と ころ な く 描 き 切っ た この サー ド ・ ア ル 
バム と 回 を 重ね る こと に よっ て 彼 等 が 成長 し て いく 
の が わか り 、 そ の 頂点 が 本 作 で ある と いう 大 方 の 見 
解 に は さしたる 異論 も な いこ と と 思い ます 。 オ ー ル ・ イ 
ンス トゥ ル メ ンタ ル で あり な が ら 、 ヴ ォ ー カ ル 曲 に 劣 
ら ず 鱗 舌 な サウ ンド で ある の は 、 何 と いっ て も ギタ リ 
スト の 熱い パッ ショ ン に 満ち た プレ イ と それ を サポ 
ー ト する キー ボー ダー の 力量 に よる と ころ が 大 きい 
と 思い ます 。 聴 いて 下さ い 、 フ ィ ン チ の 情熱 の 嵐 を 














AIGH 誠 2 FRANGOIS ミッ シェ ル ・ ル ・ フ ラン ソ ワ 開 マネ イジ ュ ジョ セ ・ シ ッ ド 
幻想 楽 | 御 爺 の 国 へ 10,000 光 年 の 果て 
MAHOUEE 9470 MAHOUEE 947| LP サ イズ ・ カ ヴァ ー ロ D ロ 
\P、5D0( 税 抜 価格 ) \.500( 税 抜 価格 ) MAHOUE 9452-S \3.500( 税 抜 価格 ) 
日 月 上 旬 に 延期 に な り ま し た 。 9 月 上 旬 に 延期 に な り ま し た 。 0 N \ ら .B00( 税 抜 価格 ) 
日 月 上 旬 発 売 予定 














マー キー/ ベ ル ・ ア ンティー ク で は で きる だ け 多 く の フ ァ ン の 方 に 素 晴 ら 
し い 作 品 を お 届け で きる よう 、 販 売店 を 募集 し て いま す 。 輸 入 盤 店 / 国 内 
盤 店 を 問わ すず 、 御 運 絡 下さ ざい 。 月 、 戸 一 度 卸売 り の リス ト を 発行 し こい ま 
す 。 こ ご の 中 に は 、 上 記 の アイ テム 以外 に も 、 直 輸入 盤 等 も 扱っ て お り ま す 。 


ベル ・ ア ンティー ク 〒1B1 東京 都 新宿 区 下落 合 8-15-18 Y ビ ル 404 
マー キー/ ベ ル ・ ア ンティー ク 


本 所 L.03-3954-8055 FAX.03-3954-95B3 


Ep きど 考 / 





主要 販売 店 リス ト 


* マー キー/ ベ ル ・ ア ンティー ク の 商品 は 以下 の 主要 販売 店 で 入手 で きま す 。 通販 の 場合 は TEL に て 在庫 確認 の 上 、 代 金 十 送料 ( ] 枚 な ら 370 円 ) を マー キー 内 ベル ・ ア ンティー ク 係 ま で お 送り 下さ い 。 











(東京 ) (関東 ) (関西 ) (東海 ・ 中 部 ・ 甲 信越) (その 他 ) 
新宿 レロ ー ド 08-3363-3669 足利 市 ヴィ ン テ ー ジ ・ レ コー ズ 0gB4-4E-7735 大 阪 市 ザ ・ デ ィ ス ク 06-647-07g1l 名 古屋 市 エイ ト 058-735-098B 岡山 市 L ピ コーナー 岡山 0868-31-1145 
ディ スク ・ ユ ニオ ン 各 店 03-3356-P69] 上 尾 市 サウ ンド トラ ヴェ ル 048-775-1737 大 阪 市 デイ スク イン ・ な ん ば 店 0B-B44-88P 沼津 市 シー ザー D558-68-8070 倉敷 市 グリ ー ン ハウ ス 0864-g1-310B 
(新宿 店 ) 千葉 市 山野 楽器 千葉 店 043-8P5-386] 京都 市 パラ ラッ クス ・ レ コー ド 075-344-0075 新潟 市 ディ スク ・ ガ レー ジ 065-eB-54B0 広島 市 バッ クス テー ジ ・ レ コー ド 0B8-g4-0069 
ピー ス ア イ ・ レ コー ド 03-3380-7338 神戸 市 ハッ クル ベリ ー 078-33g-07B6 名 古屋 市 ディ スク ・ ヘ へ ヴ ン U52-B53-357] 徳島 市 メロ ディ ー 0886-53-5576 
プロ グレ ッ シ ヴ ・ (東北 ・ 北 海道) 京都 市 タワ ー・ レ コー ド 京都 店 075-g18-705B 名 古屋 市 マス タン グ ・ レ コー ド OU5-865-045 金沢 市 レコ ロー ド ・ ジ ャ ング ル 0768-64-378 
アー ティ スト リー 03-5696-3PB] 仙台 市 ディ スク ・ ノ ー ト 086-888-8B37 大 阪 市 バッ クト リッ プ ・ レ コー ド 0B-634-1757 津 市 マザー グー ス ・ レ コー ド 058-85-5884 那覇 市 高良 レコ ー ド 店 088-863-30B1 
レコ ー ド 03-3461-1134 盛岡 市 ディ スク ・ ノ ー ト 0196-54-1153 京都 市 コン フォ ー ト 075-701-B434 浜松 市 人 ハマ ラジ 053-448-1133 
シェ ッ ド 03-5388-6781 仙台 市 レコ ー ド ・ ギ ャ ラリ ー 08g-g1-530H 大 阪 市 フォ ー エ ヴァ ー(3) 06-31g-1663 松阪 市 村 林 楽器 店 0588-81-1030 
山野 楽器 本 店 (銀座 ) 03-5850-1067 札幌 市 グル グル Il-871-01B5 京都 市 ジョ ー ズ ・ ガ レー ジ 075-7ge-B530 
22 デー ラバ < クック 03-3981-47B3 仙台 市 グレ ー ト ミュ ー ジ ッ ク 宮 町 店 66-8P8-1918 


則 belle musique daujourdhui 


@Step AcCrOsS The 日 Order 
ー フ レッ ド ・ フ リス と その 周辺 、 コ ン ヴ ェ ン タム と その 後 一 
@MARILLION 

ー イ ンタ ビュ ー( マ ー キ ー 流 に ) 、 ラ イヴ ・ リ ポー ト 、FI 


@ 新 月 、 幻 の 音源 リリ ー ス 
@Live PrOgreSssiOon 

ーAslan Fantasy リ ポー ト 他 一 
@CanterDbury Files 

ー ク リス ・ カ トラ ー に 聞く 。「La 1919「The Nudes」 
@Maggma と その 周辺 
@EurO Masternpiece On CD 
@ ア コー ステ ィ ッ ク 見 聞録 ・ 拡 大 版 

ー フ ィ オ ー ナ ・ ジ ョ イス 、 ロ リー ナ ・ マ ケ ニ ッ ト 他 一 
@ ユ ー ロ ・ ロ ッ ク の 巨人 達 

ーー ベッ カ ・ ポ ー ヨ ラー 他 


昌一 


4C が 人 A7 ど 万 


人 @ 掲 載 以外 の 号 は 売切れ で す 。 

人 @ 送 料 は 一 冊 の み の 場 合 310 円 、2・3 冊 は 
380 円 、4 僅 は 450 円 、5・6 冊 は 520 円 、7 冊 は 
590 円 、8 違 は 660 円 で す 。 


037 \1.200 

:| 特集 91 アー ティ スト ・ カ 
タロ グ / オ ー ル ・ ア バウ ト ・ イ 
ヴ / デ イヴ ・ ス チュ ワー ト / キ 
ャ ラヴ ァ ン / ソ ー ニ ャ ・ ク リス 
央 ティ ナ / ア ニー・ ハ ズラ ム / 
則 パー バラ ・ ガ スキ ン / ア ー 
パン ・ サ ックス / ア フタ ー・ デ 
ィ ナ ー/ ジ ョ ン ・ ゾ ー ン 


048 \1,200 

特集 : マグ マ [ イ ンタ ビュ 
ー、 レ ビュ ー 多 数 ]/ イ ンタ ビ 
ベッ ング ルコ ルン 
ファ ウス ト 、 マ ー ク ・ ナ ウシ ー 
フ 、 ラ ルフ ・ ヒ ュー ベル ト ]/ 
| マジ カル ・ パ ワー・ マ コ / カ ン 
l タ ベ リ ー・ フ ァイル ズ : クリ 
| スカ トラ ー/ ザ バダ ッ ク 他 


052 \1,200 
特集 : 70's イ タリ アン ・ ロ ッ 
ク [ イ タリ アン ・ ロ ッ ク 集 成 
補 追 / イ ンタ ビュ ー : A・ ソ 
レン ティ 、A・ ラ ディ ウス ]/ ラ 
ッシュ / ベ ペン ドラ ゴン / カ トリ 
ー ヌ ・* リ ベロ /CMP/BACK- 
GROUND レ ー ベ ル / 古 信 
徹 内 / 山 塚 アイ 


MMHBe 


Caherine 


M し @ U 





054 \1,200 
特集 : PINK FLOYD/ ピ ー 
ター・ ガ プリ エル / 平 沢 進 / 
セン ス ・ オ ヴ ・ ワ ンダ ー/ ゴ 
ー ル デン ・ ア ヴァ ン ギ ャ ル 
ド /POU FOU/ ジ ョ ン ・ ロ ー 
ズ / ジ ョ ン ・ エ スリ ッ ジ / ス テ 
ィ ー ヴ ・ ハ ケッ ト /GOLDEN 
BOUGH 他 





@ お 近く の 書店 ・ レ コー ド 店 で お 求め に な れ な 
い 場合 は 、 定 期 購読 を お 勧め し ます 。 
一 年 分 (6 冊 ) の 購読 料 9.060 円 (送料 込 ) を 
現金 書留 、 郵 便 為 替 、 郵 便 振替 (東京 7-27 


038 \1,200 
特集 : アシ ッ ド [ヨー ロ ピ ア 
ン & ア メリ カン ・ ア シッ ド ・ カ 
タロ グ 、 サ イ バ パー・ パ ンク 
他 ]/ フ ラン シス ・ ダ ナリ ー/ 
アン ビシ ャ ス ・ ラ ヴァ ー ズ / 
フィ ル ・ ミ ラー/ ヒ ュー・ ホ ッ 
AN=42222770 ワ ニコ Poo 
ス & フ ァ イ ア ー 


049 \1.200 

PROGRESSION : 音楽 の 
行動 (金子 飛鳥 、 大 友 良 英 、 
GHOST、TIPOGRAPHI- 
CA、BONDAGE FRUITS)〕 
/ ユ ー ロ ピア ン ・ ロ ッ ク ・ コ レク 
ショ ン ・ ア ンコ ー ル / ヴ ォ イ ス 
プリ ント ・ レ ー ベ ル / フ ォ ー カ 
ス / ベ ルナ ー ル ・ パ ガ ノ ッ ティ 


053 \1.200 

特集 : STEP ACROSS 
THE BORDER[ ニ ュー ヨ 
ー ク 、 ニ ッ テ ィ ング ・ ラ ファク トリ 
一 周辺 ]/ サ グラ ド / ヴ ィ ジ 
プル ・ ウ ィ ン ド / マ リリ オン / ア 
ンジ ュ / ギ リ シ ャ の 音楽 / 金 
子 飛鳥 / 佐 藤 通 弘 / デ ヴィ 


トド ニン 








VO/ 055 


税込 定価 200 ロ /9 月 25 日 時 


別冊 ユー ロ ・ ロ ッ ク 集 成 第 ら 弾 


「Germanl HOck 集 成 」 
日 月 10 日 発刊 


Amon Duul、Ash Ha Tempel、PopQl 
Vuh、Can、Embryo、Kraftwerk、 
Tangerine Dream、CIuster 一 派 等 の 
中 軸 は 、 バ ンド ・ バ イオ / 彰 楽 性 を 加え て の 謗 み 
物 も 盛り だ くさ ん 。 他 に ジャ ー マ ン ・ ロ ッ ク と 現 
在 の 関わ り 、 そ し て 総 レ コー ド ・ レ ビュ ー を 予定 。 
今 も っ て 古典 で あり な か が ら 古 典 に 収まら ず 、 音 
楽 の 有り 方 を 暗示 する 重要 極まりない シー ン 
を 総 特集 。 





224 : マーキー ムー ン 社 ) に て 御 送金 くだ さい 。 
信 送 金 後 2 週間 以内 に 本 が 届か な い 場 合 は 
御 連絡 くだ さい 。(Tel.03-3954-2055) 


044 \980 
特集 : こだわ り 感 覚 [ 国 内 
盤 シン グル 、 私 と メロ トロ 
ン 、 ユ ー ロ 紀行 、 ミ ニコ ミ 総 
覧 ] デヴィ ッ ド ・ ア レン / キ ャ 
メル / ジ ュ リ ー・ ク ルー ズ / 
MA レコ ー デ ィング / ピ ビー タ 
ー・ ゲ イプ リエ ル / ビ リティ ッ 
シュ / フ ォ ー ク 


050 \1,200 
ライ ヴ ・ リ ポー ト [ マ ド レ デ ウ 
ス / ド リー ム ・ シ アタ ー/ ヴ ィ 
|/ イ シタ ビ ピュー[ り 三 
ム ・ シ アタ ー]/ チ ャ ー ル ズ ・ 
へ イワ ー ド / マ フィ ンズ / 美 
狂乱 / サ ムラ ・ マ マス ・ マ ン 
ナ / カ ル メ ン / シ ル ヴ ィ アン & 
フリ ッ プ 


ANU&IC SA METWOAK 














「 フ リティ ッシュ ・ ロ ッ ク 集成 」 
+ 層 に 増 届出 来 

税込 定価 \3600 

送料 \380 





ユー ロ ・ ロ ッ ク 集 成 ① 
「 イ タリ アン ・ ロ ッ ク 筑 成 」 
税込 定価 \4000 

送料 \380 





HISTOHY OF JAPS 
PROGHESSIVE HOCK 
1870-1880」 
ヌメ ロ ・ ウ エン ノ 著 

税込 定価 \3800 送料 \380 


| 047 \1,200 


特集 : シンフォ ニッ ク ・ ロ ッ 


| ク 最 前 線 [後編 : 日 本 、 ア 


メリ カ 大 陸 / セ ンス ・ オ ヴ ・ ワ 
ンダ ー/ ペ ー ジ ェ ン ト 他 ]/ ア 
ング ラガ ルド / イ シル ドゥ ル 
スパ ー ネ / ア モン デュ ョ ー 


| ル / パ バス カル ・ コ ムラ ー ド / 


ペン タン グル 


051 \1200 
特集 : STEP ACROSS THE 
BORDER[Cuneiform レ ー ベ 
ル の 楓 要 と 主要 アー ティ ス 
ト ]/ ロ バー ト ・ フ リッ プ ・ イ ンタ ビ 
ュー/ ラ イヴ リー ト [ ザ バダ ッ 
ク 、 ジ ェ ス ロ ・ タ ル 、 フ レア ー ク 、 
リシャール ・ ビ ピナ ス ]/ パ ンコ / 
エニ ッ ド / エ ニワ ンズ ドー ター 


72g7277 の MM7 が 7 アカ 





廃盤 、 貴 少 盤 の 専門 店 /// (通販 専門 ) 


@ | 一 カ月 に 1 回 カタ ログ 発行 。 


ご 希望 の 方 は 3B0 円 を 郵便 振替 (東京 5 -1P1165 プログレッシヴ ・ ア ー テ ィ ス ト 


リー) で 振込 むか 、 切 手 90 円 を 4 枚 同 封 の 上 で ご 請求 下さ い 。 (申込 方 法 が 変わ 

り ま し た 。 御 注意 下さ い 。) 

@ 廃 盤 、 プ ログ レ し 高価 買い 取り 致し ます 。(]0 枚 以上 出張 又は 送料 も ち で 買 

い 取 り ま す 。) 

※ 都 営 新宿 線 船 堀 駅 に 業務 係 設置 / 
不在 の 場合 あり ます の で TEL 確認 の 上 、 ご 来店 下さ い 。 (東京 都 江戸 川 区 朋 
堀 4-9-3 サン ハイ ツ 有 船堀 10]1 プロ グレ ッ シ ヴ ・ ア ー テ ィ ス トリ ー 業 務 係 ) 


TEL & FAX 
ロコ ヨー 互選 選曲 1 





〒134 東京 都 江戸 川 区 補 豆 田町 1245 一 29 
1245- 29 Ukito-cho, Edogawg-ku, Tokyo 134 
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ムコ | J り 出 吊 円 (本 体 3.495 円 ) 


